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て行われます。 お手元のマニュ アルが 新の ものか否かは、 当社の営業担
当または購入された販売会社にお問い合わせ く ださ い。
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部品番号 出版年月 製品

B6960-99057 2002 年 11 月 Data Protector リ リ ース  A.05.00

B6960-99078 2003 年 7 月 Data Protector リ リ ース  A.05.10

B6960-99106 2004 年 10 月 Data Protector リ リ ース  A.05.50
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このマニュアルで使用する表記法

このマニュ アルでは、 以下の表記法を使用し ます。

表 2

表記 意味 例

斜体 コマン ド入力時にユーザーが指定す
る変数

プロ ンプ ト で以下を入力し ます。
rlogin  your_name ( ユーザーのロ

グ イ ン名を入力する )

太字 新しい用語、 強調する テキス ト Data Protector Cell Manager は ...

Computer 画面に表示される テキス ト や項目  [Enter] を押し て く ださい。

コマン ド名 grep コマン ド を使用し ます ..

フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ の名前 /usr/bin/X11

プロセスの名前 Data Protector Inet が実行され

ているか確かめてください。

[ ] ウ ィ ン ド ウ / ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク ス

の名前

[ バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン ] ダイ

ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで ...

キーボー ド のキー [Return] を押し ます。

Computer Bold ユーザーが入力するテキ ス ト プロ ンプ ト で以下を入力し ます。
ls -l
xxv



Data Protector は異な るプラ ッ ト フ ォーム間 (Windows と UNIX) で使用可能
なグ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を備えています。

図 1 Data Protector グラフ ィ カル ・ ユーザー ・ インタフ ェース

ステータス・バー
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当社へのお問い合わせについて

概要 Data Protector の概要については、 以下の Web サイ ト でご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector( 英語版 )

http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
( 日本語版 )

テクニカル ・
サポート

テ ク ニカル ・ サポー ト 情報については、 HP エレ ク ト ロ ニ ッ ク ・ サポー ト ・
セン タの下記の Web サイ ト をご覧 く ださい。

http://support.openview.hp.com/support.jsp

http://www.hp.com/support

Data Protector の 新のパ ッ チ情報については、 以下をご覧 く だ さい。

http://support.openview.hp.com/patches/patch_index.jsp

Data Protector に必要なパ ッ チ情報は、 『HP OpenView Storage Data Protector
ソ フ ト ウ ェ ア ・ リ リ ース ・ ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。

当社では他社製のハード ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ アのサポー ト は行ってお
り ません。 他社製製品のサポー ト は各ベンダーにお問い合わせ く ださい。

ドキュ メン トに
関するご意見

ド キ ュ メ ン ト に関するお客様のご意見を基に、 お客様のご要望を理解し、
ご要望に沿った ド キ ュ メ ン ト の開発に努めていきたい と思ってお り ます。

ド キ ュ メ ン ト に関する ご意見は、 当社の以下の ド キ ュ メ ン ト 専用サイ ト へ
お送 り く だ さい。

http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ ( 英語版 )

http://welcome.hp.com/country/jp/ja/contact_us.html ( 日本語版 )

ト レーニング情報 HP OpenView に関し て現在可能な ト レーニングの情報については、 下記の
HP OpenView の Web サイ ト をご覧 く ださい。

http://www.openview.hp.com/training/ ( 米国 )

http://www.jpn.hp.com/education ( 日本 )

上記のサイ ト に リ ン クする と、 ト レーニング ・ ク ラ スのスケジ ュールや、
カ ス タ マ ・ サイ ト での ト レーニング、 ク ラ ス登録などに関する情報をご覧
いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector
http://www.hp.com/go/dataprotector
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
http://support.openview.hp.com/support.jsp
http://www.hp.com/support
http://support.openview.hp.com/patches/patch_index.jsp
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/
http://welcome.hp.com/country/jp/ja/contact_us.html
http://www.openview.hp.com/training/
http://www.jpn.hp.com/education


Data Protector のドキュ メン ト

Data Protector の ド キ ュ メ ン ト は、 マニュ アル と オン ラ イ ン ・ ヘルプの形式

で提供されます。

マニュアル Data Protector のマニュ アルは印刷形式 と PDF 形式で提供されます。 PDF
フ ァ イルは Data Protector のセ ッ ト ア ッ プ時に Windows の場合は User 

Interface コ ンポーネン ト を、 UNIX の場合は OB2-DOCS コ ンポーネン ト

を選択し て イ ン ス ト ールし ます。 PDF フ ァ イルを イ ン ス ト ールする と、 マ

ニュ アルは Windows では <Data_Protector_home>\docsデ ィ レ ク ト リ 、

UNIX では、 /opt/omni/docs/ja(日本語版 )、 /opt/omni/doc/C/( 英語

版 ) デ ィ レ ク ト リ に保存されます。 また以下の URL で も PDF 形式のマ

ニュ アルを入手でき ます。
http://ovweb.external.hp.com/lpe/doc_serv/ ( 英語版 )
http://www.hp.com/jp/manual/ ( 日本語版 )

『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト ・ ガイ ド』

このマニュ アルでは、 Data Protector の概念 と Data Protector の動作に関する

詳しい説明が記載されています。 このマニュ アルは、 タ ス ク ・ ベースで書
かれている 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 と の併用を

前提 と し て書かれています。

『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』

このマニュ アルでは、 バ ッ ク ア ッ プ管理者が実行する主な構成および管理
作業 ( デバイ スの構成、 メ デ ィ アの管理、 バ ッ ク ア ッ プの構成、 データの

復元など ) について説明し ます。

『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス ・ ガ

イ ド』

このマニュ アルでは、 お使いの環境のオペレーテ ィ ング ・ システム と アー
キテ クチャ を考慮し た上での Data Protector ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール方

法を説明し ています。 また、 Data Protector のア ッ プグレー ド方法や、 環境

に適し た ラ イセン スの取得方法について も説明し ています。

『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ・ ガイ ド』
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このマニュ アルでは、 さ まざ まなデータベース をバ ッ ク ア ッ プ / 復元する

ための Data Protector の構成 / 使用方法を説明し ています。 こ のマニュ アル

には以下の 4 種類のバージ ョ ンが提供されています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レーシ ョ ン  ガ イ ド  - 
Microsoft アプ リ ケーシ ョ ン : SQL Server 7/2000、 Exchange Server 5.x、

Exchange Server 2000/2003、 VolumeShadow Copy Service』

このマニュ アルでは、 Microsoft Exchange Server 2000/2003、 Microsoft 
Exchange Server 5.x、 Microsoft SQL Server 7/2000、 および Volume Shadow 
Copy Service の各 Microsoft アプ リ ケーシ ョ ン と Data Protector と の統合

について説明し ています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグレーシ ョ ン  ガイ ド  - Oracle、
SAP』

このマニュ アルでは、 Oracle、 SAP R/3、 SAP DB と Data Protector と の

統合について説明し ています。

• 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レーシ ョ ン ガ イ ド  - IBM ア
プ リ ケーシ ョ ン : Informix、 DB2、 Lotus Notes/Domino』

このマニュ アルでは、 Informix、 IBM DB2、 および Lotus Notes/Domino
の各 IBM アプ リ ケーシ ョ ン と Data Protector と の統合について説明し て

います。

• 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レーシ ョ ン ガ イ ド  - Sybase、

Network Node Manager、 Network Data Management Protocol』

このマニュ アルでは、 Sybase、 Network Node Manager、 および Network 
Data Management Protocol と Data Protector と の統合について説明し てい

ます。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView』

このマニュ アルでは、 HP OpenView Service Information Portal、 HP OpenView 
Service Desk、 および HP OpenView Reporter に対応し た Data Protector 統合ソ

フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール、 構成、 使用方法について説明し ています。 こ
のマニュ アルはバ ッ ク ア ッ プ管理者を対象 と し、 上記の OpenView アプ リ

ケーシ ョ ンを使用し て Data Protector のサービ ス管理を行 う 方法を説明し ま

す。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for UNIX』
xxx



このマニュ アルでは、 UNIX 上で HP OpenView Operations (OVO)、 HP 
OpenView Service Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用

し て Data Protector 環境の健全性 と性能を監視 / 管理する方法について説明

し ます。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for Windows』

このマニュ アルでは、 Windows 上で HP OpenView Operations (OVO)、 HP 
OpenView Service Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用

し て Data Protector 環境の健全性 と性能を監視 / 管理する方法について説明

し ます。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ コ
ンセプ ト  ガイド』

このマニュ アルでは、 Data Protector ゼロ  ・ ダウ ン タ イ ム ・ バッ ク ア ッ プお

よびイ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ の概念を説明し、 Data Protector がゼロ ・ ダウ

ン タ イ ム ・ バ ッ ク ア ッ プ環境で動作する し く みに関する背景知識を提供し
ています。 このマニュ アルは、 タ ス ク ・ ベースで書かれている 『HP 
OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウ ン タ イ ム バ ッ ク ア ッ プ 管理者ガ イ

ド』 および 『 HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウ ン タ イ ム  バッ ク

ア ッ プ イ ンテグレーシ ョ ン  ガイ ド』 と の併用を前提 と し て書かれていま

す。

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ 管
理者ガイド』

このマニュ アルでは、 Data Protector と HP StorageWorks Virtual Array、 HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array、 EMC Symmetrix Remote Data Facility 
and TimeFinder、 および HP StorageWorks Disk Array XPT を統合し て使用す

る方法を説明し ています。 このマニュ アルはバッ ク ア ッ プ管理者またはオ
ペレータ を対象 と し、 ゼロ ・ ダウ ン タ イ ム ・ バッ ク ア ッ プ、 イ ン ス タ ン
ト ・ リ カバ リ 、 およびフ ァ イルシステム と デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復旧につ
いて解説し ています。 

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ イ
ンテグレーシ ョ ン ガイ ド』

このマニュ アルでは、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft Exchange Server 
2000/2003、 および Microsoft SQL Server 2000 の各データベースに関し て、

ゼロ ・ ダウ ン タ イ ム ・ バ ッ ク ア ッ プ、 イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ 、 および標
準的な復旧を行 う ための、 Data Protector の構成および使用方法を説明し て
xxxi



います。 また このマニュ アルでは、 Microsoft Volume Shadow Copy Service を

使用し たバ ッ ク ア ッ プおよび復元を行 う 際の Data Protector の構成および使

用方法について も説明し ています。

『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』

このマニュ アルでは、 MPE/iX ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ールと構成方法、 お

よび MPE/iX データのバ ッ ク ア ッ プ と復元方法について説明し ます。

『HP OpenView Storage Data Protector Media Operations User's Guide』

このマニュ アルでは、 オフ ラ イ ン ・ ス ト レージ ・ メ デ ィ アの ト ラ ッ キング
と管理に関する情報を説明し ています。 このマニュ アルは、 システムの保
守 と バ ッ ク ア ッ プを担当するネ ッ ト ワーク管理者を対象 と し、 日常的な メ
デ ィ ア操作 と レポー ト の作成を行いながら アプ リ ケーシ ョ ンを イ ン ス ト ー
ルおよび構成する作業を記載し ています。

『HP OpenView Storage Data Protector ソフ トウェア リ リース ノート』

このマニュ アルでは、 HP OpenView Data Protector バージ ョ ン A.05.50 の新

機能を説明し ています。 また、 サポー ト される構成 ( デバイ ス、 プラ ッ ト

フ ォーム、 オン ラ イ ン ・ データベースの統合、 SAN、 ZDB)、 必要なパ ッ

チ、 制限事項、 既知の問題と対応策について も説明し ています。 サポー ト
される構成の 新情報については以下の URL を参照し て く だ さい。
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html

オンライン ・ ヘルプ Data Protector は Windows および UNIX の各プラ ッ ト フ ォーム用にオン ラ イ

ン ・ ヘルプを備えています。
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本書について

『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 は、 ネ ッ ト ワーク ・
バッ ク ア ッ プ製品であ る Data Protector の構成 と使用方法を説明し ます。
Data Protector の構成を開始する前に、 Data Protector を正し く イ ン ス ト ール
する こ と が必要です。

注記 本書では、 Data Protector 機能について、 特定 Data Protector ラ イセン ス要件
に関する情報を記載し ていません。 一部の Data Protector 機能では、 専用の
Data Protector ラ イセン スが必要にな る場合があ り ます。 ラ イセン スに関す
る情報については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよ
びラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

対象読者

本書は、 ネ ッ ト ワーク上のシステムの保守 と バッ ク ア ッ プを担当するネ ッ
ト ワーク管理者を対象 と し て書かれています。

Data Protector の概念に関する情報は、 『HP OpenView Storage Data Protector
コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 Data Protector の基本的な情報
やモデルについて十分理解するために一読される こ と をお勧めし ます。

本章の構成

本書は、 以下の章で構成されています。

第 1 章 「Data Protector について」 ( 1 ページ )

第 2 章 「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの 構成と 使用」 ( 17 ページ )

第 3 章 「デ ィ ス クベースのデバイ スの 構成 と使用」 ( 109 ページ )

第 4 章 「ユーザー と ユーザー ・ グループの 構成」 ( 135 ページ )

第 5 章 「 メ デ ィ アの管理」 ( 151 ページ )

第 6 章 「バ ッ ク ア ッ プ」 ( 207 ページ )

第 7 章 「データのコ ピー」 ( 341 ページ )

第 8 章 「復元」 ( 361 ページ )

第 9 章 「モニター、 レポート、 通知、 およびイベント ・ ログ」 ( 407 ページ )

第 10 章 「Manager-of-Managers 環境」 ( 463 ページ )
xxxiii



第 11 章 「Data Protector 内部データベースの管理」 ( 487 ページ )

第 12 章 「障害復旧」 ( 545 ページ )

第 13 章 「Data Protector 環境のカ ス タ マイ ズ」 ( 643 ページ )

第 14 章 「 ト ラブルシ ューテ ィ ング」 ( 677 ページ )

第 15 章 「他のアプ リ ケーシ ョ ン と の統合」 ( 767 ページ )

付録 A 「詳細情報」 ( A-1 ページ )

付録 B 「ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク
ボ ッ ク ス  デバイ ス」 ( B-1 ページ )

用語集 本書で使用する用語の定義
xxxiv  
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Data Protector について

本章の概略
本章の概略

本章では、 Data Protector の動作の概要について、 以下の 3 項目を説明し ま

す。

「Data Protector セル環境」 （3 ページ )

「Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェースの使用」 （6 ページ )

「Data Protector 設定作業の概要」 （15 ページ )
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Data Protector セル環境
Data Protector セル環境

Data Protector セルと は、 Cell Manager、 クライアン ト、 バックアップ ・ デ

バイスがネ ッ ト ワーク を通じ て接続されている環境を指し ます。 Cell 
Manager には、 中心 と な る Data Protector 制御用ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ー

ルされてお り 、 セルの管理やバ ッ ク ア ッ プ / 復元操作の制御などにおいて

中心的役割を果た し ます。 バッ ク ア ッ プ対象のシステムをセルに追加し、

Data Protector ク ラ イ アン ト と し て設定し ます。 Data Protector がこの ク ラ イ

アン ト のデータのバ ッ ク ア ッ プを実行し た場合には、 データはバ ッ ク ア ッ
プ ・ デバイ ス内の （磁気テープやハー ドデ ィ ス ク などの） メ デ ィ アに保存
されます。

Data Protector 内部データベース (IDB) には、 バ ッ ク ア ッ プ されたフ ァ イ

ルの ト ラ ッ キング情報が保存され、 システム全体または単一フ ァ イルのど
ち らについて も、 容易にブラ ウ ズ し た り 復元する こ と ができ ます。 

Cell Manager はセルの中心 と な る管理セン ターであ り 、 IDB を保持し てい

ます。 また、 コ ア Data Protector ソ フ ト ウ ェ アや Session Manager を実行し ま

す。 Session Manager は、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンや復元セ ッ シ ョ ンを開

始 / 終了し た り 、 IDB にセ ッ シ ョ ン情報を書き込みます。

任意のセル環境にあ るいずれのシステムで も Data Protector クライアン ト と

し て設定でき ます。 本来、 ク ラ イ アン ト と は、 バッ ク ア ッ プされる システ

ム、 またはバ ッ ク ア ッ プ ・ データが保存されているバッ ク ア ッ プ ・ デバイ
スに接続されている システム、 またはその両方を指し ます。 ク ラ イ アン ト

の役割は、 Disk Agent または Media Agent のどち らがイ ン ス ト ールされてい

るかによ り 決ま り ます。

Data Protector を使用し たバッ ク ア ッ プの対象 と な る ク ラ イ アン ト には、

Disk Agent がイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。 Data Protector は、

デ ィ ス クへのア ク セス を制御し ます。 Disk Agent によ り 、 ク ラ イ アン ト ・ シ

ステムの情報のバ ッ ク ア ッ プ、 または復元が可能 と な り ます。

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スが接続されている ク ラ イ アン ト ・ システムには、
Media Agent がイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。 これはバッ ク

ア ッ プ ・ デバイ スへのア ク セス を制御する ソ フ ト ウ ェアです。 Media Agent
は、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス上の メ デ ィ アへのデータの読み書き を制御し
ます。

バックアップ ・ デバイスは、 記録 メ デ ィ アへのバッ ク ア ッ プ ・ データの記
録、 または記録 メ デ ィ アからの復元データの収集を、 実際に行います。
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Data Protector セル環境
DAT テープやハー ドデ ィ ス ク など、 データが記録される物体を、 バッ ク

ア ッ プ ・ メディア と 呼びます。

注記 上記の用語や Data Protector の動作原理の詳細については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

バックアップ ・ セッシ ョ ンの流れ

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは、 ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を通じ て要求が
あった時点、 またはバッ ク ア ッ プ ・ スケジ ュールが設定されている時刻に
なった時点で開始されます。 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンでは、 Data Protector
は、 バ ッ ク ア ッ プが要求されている フ ァ イルシステム とデ ィ ス ク を指定さ
れた メ デ ィ アへバ ッ ク ア ッ プし ます。 

1. Cell Manager は、要求のあったセ ッ シ ョ ンの種類 ( バ ッ ク ア ッ プ ) を決定

し て、 対応する Session Manager を起動し ます。 

2. Session Manager はバ ッ ク ア ッ プ仕様を読み込み、 バッ ク ア ッ プが必要な

データ と使用するデバイ ス を決定し ます。 

3.  Session Manager は、 使用対象と な る各 メ デ ィ ア ・ ド ラ イブの Media 
Agent と、 データ を読み取る各デ ィ ス クの Disk Agent を起動し ます。 

4. [ モニ ター ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 このウ ィ ン ド ウ を使って、 ユー

ザーはマウ ン ト 要求に応答し た り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの進行状
況を表示し た り でき ます。 

5. Disk Agent は Media Agent へデータ送信を開始し ます。 

6. 複数の Disk Agent が使用されている場合、各 Disk Agent は Media Agent へ

同時にデータ を送信し、 Media Agent は受信し たデータ を メ デ ィ アに保

存し ます。 

7. データの各ブロ ッ ク が メ デ ィ アへ書き込まれる と、 Media Agent はバッ

ク ア ッ プされているデータに関する情報を Session Manager に送信し ま

す。 Session Manager はこ の情報を使って、 IDB 内のバ ッ ク ア ッ プ済み

フ ァ イルのカ タ ロ グを更新し ます。 
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復元セッシ ョ ンの流れ

復元セ ッ シ ョ ンは、 復元が要求された時点で開始されます。 復元セ ッ シ ョ

ンでは、 Data Protector は、 要求されたフ ァ イルと デ ィ ス ク を メ デ ィ アから

復元し ます。 

1. ユーザーは、復元する フ ァ イルシステム と復元方法を Data Protector ユー

ザー ・ イ ン タ フ ェース を使って指定し ます。

2. Cell Manager は、 要求のあったセ ッ シ ョ ンの種類 ( 復元 ) を決定し て、 対

応する Session Manager を起動し ます。 

3. Session Manager は、 復元する フ ァ イルシステム またはデ ィ レ ク ト リ 、 使

用するデバイ ス、 指定されている復元オプシ ョ ンを決定し ます。 

4. Session Manager は、対応する Disk Agent と Media Agent を起動し ます。 た
と えば、 使用する メ デ ィ ア ( テープ ) ・ ド ラ イブの Media Agent を起動

し、 データの復元先 と な るデ ィ ス ク の Disk Agent を起動し ます。 

5. [モニター] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 このウ ィ ン ド ウ を使って、ユー

ザーはマウ ン ト 要求に応答し た り 、 復元セ ッ シ ョ ンの進行状況を表示し
た り でき ます。 

6. Media Agent は Disk Agent へデータ送信を開始し ます。 

7. Session Manager は、 IDB を更新し、 Disk Agent はデータ をデ ィ ス クへ書

き込みます。
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Data Protector ユーザー ・ インタフェースの使用

Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェースは、 Windows と UNIX の各プラ ッ

ト フ ォーム上で使用でき ます。 ユーザー ・ イ ン タ フ ェースには、 Data 
Protector グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース (GUI) と コマン ド行イ

ン タ フ ェース (CLI) があ り ます。

Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を使 う と 、 Data Protector のすべて

のタ ス ク を実行でき ます。

図 1-1 HP OpenView Storage Data Protector グラフ ィ カル ・ ユーザー ・ インタ

フ ェース
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グラフ ィ カル ・ ユーザー ・ インタフェース

Data Protector グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース (GUI) は、 ボタ ン

やテキス ト ・ ボ ッ ク スなど Windows の機能を備えてお り 、 快適な操作性を

提供し ます。 また、 ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト ( 表示されている場合 ) を使え

ば、 設定する内容を リ ス ト から選択する こ と ができ、 キーボード 入力は不
要です。 さ らに、 オン ラ イ ン ・ ヘルプ ・ システムを使って、 各ウ ィ ン ド ウ

やタ ス ク の情報を表示する こ と もでき ます。

ユーザー権限に応じ て、 ユーザーは GUI を使用し て、 Data Protector のすべ

ての機能、 または特定のコ ンテキス ト にア ク セスでき ます。

ユーザー権限の詳細については、 「Data Protector ユーザー権限」 （137 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

Data Protector コ ンテキス ト の詳細については、 「コ ンテキス ト ・ リ ス ト 」 (9
ページ ) を参照し て く だ さい。

国際化 と ローカ リ ゼーシ ョ ンに関する設定の詳細については、 「GUI 内での

フ ァ イル名エン コー ド の設定」 （652 ページ ) を参照し て く ださい。

Windows プラッ ト

フォームでの GUI
の起動

Windows プラ ッ ト フ ォームで Data Protector GUI を起動するには、 以下のい

ずれかの手順を実行し ます。

• Windows デス ク ト ッ プの ［ス タート ］ を ク リ ッ ク し ます。 ［HP OpenView 
Storage Data Protector］ プロ グ ラ ム ・ グループから ［Data Protector 
Manager］ を ク リ ッ クする と 、 Data Protector のすべての機能を使用でき

る GUI が起動し ます。

• manager コマン ド を使用する と、 Data Protector のすべての機能を使用で

き る GUI が起動し ます。

このコマン ド にコ ンテキス ト 固有オプシ ョ ンを指定し て実行する こ と に
よ り 、 1 つまたは複数の Data Protector コ ンテキ ス ト を起動でき ます。 次
にコマン ド の例を示し ます。
manager -backup -restore 
Data Protector の ［バッ クア ップ］ および ［復元］ コ ンテキス ト が起動さ

れます。

接続先の Cell Manager を指定するには、 以下のコマン ド を使用し ます。 
manager -server <Cell Manager_name>

上記コマン ド の詳細については、 omnigui の man ページを参照し て く

ださい。
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UNIX プラッ ト

フォームでの GUI
の起動

Data Protector GUI がサポー ト されていない UNIX Cell Manager に、 Data 
Protector GUI を使用し てア ク セスするには、 まず omniusers コマン ド を使

用し て、 その Cell Manager に リ モー ト ・ ア ク セスするユーザーのアカ ウ ン

ト を作成し ます。 次に、 Data Protector GUI がイ ン ス ト ールされている任意

のシステム上で こ のユーザー ・ アカ ウ ン ト を使用し て GUI を起動し、 Cell 
Manager に接続し て く ださい。 詳細については、 omniusers の man ページ

を参照し て く ださい。 ユーザー ・ イ ン タ フ ェースがサポー ト されているオ
ペレーテ ィ ング ・ システムのバージ ョ ン / リ リ ースは、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 に記載されています。 
サポー ト されている言語や非 ASCII 文字を含むフ ァ イル名の使用方法につ

いては、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド』 を参照し て く

ださい。

Data Protector GUI がサポー ト されているその他の UNIX システム上では、

以下のコマン ド を使用でき ます。 

xomni  Data Protector のすべての機能を使用でき る GUI を起動し

ます。

xomniadmin  ク ラ イ アン ト 、 ユーザー、 レポー ト 、 IDB の管理 ( 構成 )
に使用する GUI を起動し ます。

xomnibackup  バッ ク ア ッ プに使用する GUI を起動し ます。

xomnicellmon  MoM セルのモニターに使用する GUI を起動し ます。

xomnicopy  コ ピーに使用する GUI を起動し ます。

xomnimm  メ ディ アと デバイ スの管理に使用する GUI を起動し ます。

xomnimonitor  単一セルのモニターに使用する GUI を起動し ます。

xomnirestore  復元に使用する GUI を起動し ます。

xomniinstrec  イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ 用 GUI を起動し ます。 こ の GUI
を起動するには特別な ラ イセン スが必要です。 イ ン ス タ

ン ト ・ リ カバ リ 機能の詳細については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ゼロ  ダウ ン タ イ ム  バ ッ ク ア ッ プ 管
理者ガイ ド 』 と 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  
ダウ ン タ イ ム  バッ ク ア ッ プ コ ンセプ ト  ガ イ ド』 を、 ま

た Data Protector ラ イセン スの詳細については 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イ

セン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。
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xomnimom  Manager-of-Managers GUI を起動し ます。

上記コ マンド の詳細については、 omniguiの man ページを参照し てく ださ い。

Data Protector GUI からの印刷

Data Protector では、 GUI から印刷を行えます。 印刷でき るのは、 セ ッ シ ョ

ン ・ メ ッ セージ、 レポー ト 、 イベン ト ・ ロ グ、 その他様々な リ ス ト （構成
済みのク ラ イ アン ト やデバイ スの リ ス ト など） です。 通常、 結果エ リ アに

リ ス ト 表示された ものやオン ラ イ ン ・ ヘルプの ト ピ ッ ク は、 すべて印刷で
き ます。 ただし、 ［プロパテ ィ］ を印刷する こ と はでき ません。 その代わ り

に、 Data Protector のレポー ト 機能を使用し て、 バ ッ ク ア ッ プ環境に関する

様々なレポー ト を構成でき ます。 レポー ト の詳細については、 「Data 
Protector レポー ト 」 （417 ページ ) を参照し て く ださい。 

必要条件 あ らかじめシステム上でプ リ ン タ を構成し てお く 必要があ り ます。

HP-UX 上で ［印刷］ を ク リ ッ クする と、 定義済みのプ リ ン タが選択でき ま

す。 正しいプ リ ン タ ・ ド ラ イバがイ ン ス ト ールされていない場合、 印刷は

行えません。 その場合は、 PS プ リ ン タ を選択し て ［フ ァ イルへ出力］ オプ

シ ョ ンを指定し ます。 その後、 UNIX 端末から lp コマン ド を使用し て、 生

成されたフ ァ イルを PS プ リ ン タに送信し ます。

Windows の場合では、 ［プ リ ンタの選択］ ウ ィ ン ド ウに表示されるプ リ ン タ

は、 システムで構成済みで印刷可能なプ リ ン タです。

印刷の詳細な手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード
「GUI からの印刷」 を参照し て く だ さい。

Data Protector GUI の構成要素

Data Protector GUI の各要素については、 図 1-1 (6 ページ ) を参照し て く だ

さい。

コンテキスト ・
リス ト

 コンテキスト ・ リス トは、 ド ロ ッ プダウ ン ・ メ ニ ューで表示されます。 以

下に説明する管理作業コ ンテキス ト から選択する こ と ができ ます。

ク ラ イアン ト   現在の Data Protector セル内のすべての

ク ラ イ アン ト ・ システムの制御。 セル

内の任意の ク ラ イ アン ト を追加、 削
除、 モニターでき ます。

ユーザー  ユーザー、 ユーザー ・ グループ、 ユー
ザー権限の追加 / 削除。
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デバイ ス / メディ ア  デバイ スや メ デ ィ アの保守およびデー

タ を保存し ている メ デ ィ アへのア ク セ
スの管理。

バッ クアップ  バッ ク ア ッ プするデータ、 バッ ク ア ッ
プ先、 バッ ク ア ッ プ方法の管理。

コピー  コ ピーするデータ、 コ ピー先、 コ ピー
方法の管理。

モニター  実行中のセ ッ シ ョ ンのモニ ター。

復元  復元するデータ、 復元先、 復元方法の
管理。

インス タン ト ・ リ カバ リ   スプ リ ッ ト ・ ミ ラー ・ イ ン ス タ ン ト ・
リ カバ リ ・ プロセスの管理。 この GUI
を起動するには特別な ラ イセン スが必
要です。 イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ の機

能詳細については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector HP SureStore Disk 
Array XP Integration Guide』 を、 また

Data Protector ラ イセン スの詳細につい

ては 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン

ス ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

レポート   セルの構成、 バッ ク ア ッ プ仕様、 メ
デ ィ ア と メ デ ィ ア ・ プールに関する情
報や、 特定のセ ッ シ ョ ンやオブジェ ク
ト に関する情報の取得。

内部データベース  IDB の保存容量、 データベース ・ オブ

ジェ ク ト 、 セ ッ シ ョ ンに関する情報の
取得。

Scoping ペイン Scoping ペインには項目の一覧が表示され、 そ こ から項目を選択する こ と

によ り ウ ィ ン ド ウ を表示でき ます。 Scoping ペイ ンで項目を選択する と、 選

択し た項目に関する情報が結果エリアに表示されます。 

結果エリア Scoping ペイ ンで項目を選択する と、 選択し た項目に関する情報が結果エリ

アに表示されます。 Scoping ペイ ンでク ラ イアン ト を ク リ ッ ク し た場合、 結

果エ リ アには、 セル内の全ク ラ イ アン ト の リ ス ト が表示されます。
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ナビゲーション・ タブ Scoping ペイ ンのいちばん下にナビゲーシ ョ ン ・ タブが表示されます。 これ

らのタブを使って、 Scoping ペイ ンの 2 つの項目 リ ス ト 画面 （オブジェク

ト と タスク） を切 り 替え る こ と ができ ます。 ただし、 どの Scoping ペイ ンに

も項目が 2 つ と も表示されるわけではあ り ません。

タブ名  Scoping ペインの表示内容

オブジェ ク ト   データが階層構造で表示されます （Windows エ ク スプ

ローラに表示されるデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ー と同様）。 た と

えば、 ［デバイ ス / メ デ ィ ア］ コ ンテキス ト を選択する

と 、 Data Protector を使って構成されたデバイ ス と メ デ ィ

アの リ ス ト が Scoping ペイ ンに表示されます。

タ ス ク   実行可能な タ ス ク の一覧。 タ ス ク を ク リ ッ クする と、

ウ ィ ザード が表示されます。 ウ ィ ザー ド の指示に従って

操作を行 う こ と によ り 、 タ ス ク全体を実行する こ と がで
き ます （フ ァ イルのバッ ク ア ッ プなど）。

結果タブ 結果タブ上の名前は、 Scoping ペイ ンで現在選択されている項目の名前に対

応し ます。 ツールバー上のピンのア イ コ ンを ク リ ッ クする と 、 現在の

ビ ューが 「ピ ン留め」 され、 後から参照でき る よ う に維持されます。 た と

えば、 GUI から他の情報を参照し た後で も、 「ピン留め」 された タブを選択

すれば、 前のビ ューに簡単に戻る こ と ができ ます。

1 つまたは複数の結果タブを削除するには、 タブ内の領域を右ク リ ッ ク し

て、 [ タブの削除 ] または [他のタブを削除 ] を選択し ます。

コマンド行インタフェース

コマン ド行イ ン タ フ ェース (CLI) は、 コマン ド と オプシ ョ ンに関する UNIX
の標準形式に準拠し てお り 、 コマン ド 行イ ン タ フ ェースからは Data 
Protector の全機能を使用でき ます。 ス ク リ プ ト の中で これらのコマン ド を

使用する こ と によ り 、 頻繁に実行する タ ス ク のス ピード ア ッ プを図る こ と
ができ ます。 

omniintro の man ページには、 サポー ト されているすべての Data Protector
コマン ドや、 UNIX および Windows プラ ッ ト フ ォームでのコマン ド の違い

が記載されています。

「Data Protector のコマン ド」 (A-7 ページ ) も参照し て く ださい。
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Data Protector オンライン情報源

Data Protector に関する情報は、 本ガ イ ド と オン ラ イ ン ・ ヘルプ ・ システム

で得る こ と ができ ます。 本ガ イ ド には、 Data Protector ネ ッ ト ワークのプラ

ンニング と管理に必要な情報や、 一般的な作業に関する説明が記載されて
います。 オン ラ イ ン ・ ヘルプによ り 、 実行可能なすべての作業を実行する

のに必要な情報が提供されます。 

以下に示す Data Protector オン ラ イ ン情報源が使用可能です。

ヘルプ ・ ト ピック   タ ス ク の実行方法や参照情報に関する
オン ラ イ ン ・ ヘルプ。 目次やイ ンデッ

ク ス、 検索機能を使って ト ピ ッ ク を選
択でき ます。

ヘルプ ・ ナビゲータ   コ ンテキス ト 依存のヘルプで、 現在作
業中のタ ス ク の詳しい内容を表示し ま
す。

オンライン ・ ドキュ メン ト   PDF 形式のオン ラ イ ン ・ マニュ アル

(Adobe Acrobat Reader を使用 )。 

Data Protector Web サイ ト   Web ブラ ウザを起動し、 Data Protector
の Web ページを表示し ます。 Data 
Protector の詳しい内容が記載されてい

ます。

オンライン ・ サポート   Web ブラ ウザで、 HP OpenView 対話型

オン ラ イ ン ・ サポー ト ・ サービ スの
ページを開き ます。

情報  Data Protector のバージ ョ ン、 著作権情

報、 ラ イセン ス情報を表示し ます。

オン ラ イ ン情報源を表示するには、 ［ヘルプ］ ド ロ ッ プダウ ン ・ メ ニュー、
または Data Protector の各ウ ィ ン ド ウにあ る ［ヘルプ］ ボ タ ンを使用し ます。

ヘルプ ・ テキス ト 内には、 関連情報や定義へのハイパー リ ン ク （相互参照）
があ り ます。 ハイパー リ ン クが付いている単語や語句を ク リ ッ クする と、

新しい ト ピ ッ ク に 「ジ ャ ンプ」 でき ます。 ハイパー リ ン ク された単語や語

句には下線が付 く か、 本文と は別の色で表示されます。
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ヘルプ ・ ナビゲータの起動と使用方法

ヘルプ ・ ナビゲータはコ ンテキス ト 依存のオン ラ イ ン ・ ヘルプで、 現在の
GUI パネルやタ ス ク についての情報を得るために使用し ます。

GUI が Windows 上で実行されている場合、 ヘルプ ・ ナビゲータはダ イナ

ミ ッ ク にな り ます。 ヘルプ ・ ナビゲータ を起動する と、 ウ ィ ザー ド で次の

ページへ進んだ り 、 Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェースの別の画面を

表示し た場合にヘルプの内容が自動的に変わ り ます。

ヘルプ ・ ナビゲータ を起動するには、 以下のいずれかを行います。

• [F1] キーを押し ます。

• ヘルプ ・ メ ニューの [ヘルプ ・ ナビゲータ ] を ク リ ッ ク し ます。

• ボタ ン・バーの [ ヘルプ・ナビゲータ ] ア イ コ ン (? マーク ) を ク リ ッ ク し ま

す。

オンライン ・ マニュアルの使用

Data Protector では PDF 形式のオン ラ イ ン ・ マニュ アルが提供されます。 こ

のマニュ アルは Adobe Acrobat Reader を使って表示し ます。 イ ン ス ト ールし

たオン ラ イ ン ・ マニュ アルは、 Cell Manager システムの

<Data_Protector_home>\Docsデ ィ レ ク ト リ (Windows の場合 )、 また

は /opt/omni/doc/jaデ ィ レ ク ト リ (HP-UX または Solaris の場合 ) に格納

されます。

Microsoft 管理コンソール (MMC) の使用

Windows システムでは、 Data Protector GUI を Microsoft 管理コ ン ソール と統

合する こ と が可能です。

Microsoft管理コンソール (MMC) は、 共通のイ ン タ フ ェース環境内での管

理ツールの管理 / 実行に使用でき る グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ

フ ェース (GUI) です。 この管理コ ン ソールに、 既にイ ン ス ト ール済みのソ

フ ト ウ ェ ア、 ハー ド ウ ェ ア、 ネ ッ ト ワーク管理アプ リ ケーシ ョ ンを追加す
る こ と ができ ます。 管理コンソールに追加できる主要なツールをスナッ
プ ・ イン と呼びます。

Data Protector のスナッ プ ・ イ ンは、 OB2_Snap と 呼ばれ、 Data Protector と

MMC の基本的な統合を行います。 OB2_Snap を使用し て、 Data Protector の

ホームページや Data Protector Web/Java レポー ト を表示でき ます。 また、

MMC から Windows 上の Data Protector GUI を起動する こ と もでき ます。
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OB2_Snap を MMC に追加するには、 以下の手順に従って く ださい。

1. MMCソフト ウェアを http://www.microsoft.com/downloads/search.aspx?displaylang=ja
から ダウンロ ード し ます。

2. Windows のデス ク ト ッ プで、 ［ス タート ］ を ク リ ッ ク し、 ［フ ァ イル名を

指定して実行］ を選択し ます。

3. ［名前］ テキス ト ・ ボ ッ ク スに mmc と 入力し、 ［Microsoft管理コン ソー

ル］ ウ ィ ン ド ウ を開き ます。

4. ［フ ァ イル］ メ ニューから ［スナップインの追加と削除 ...] を選択し ま

す。 ［スナップインの追加と削除 ...] ウ ィ ン ド ウの ［ス タン ド アロン］

プロパテ ィ ・ ページの ［追加 ...] を ク リ ッ ク し ます。 

5. ［ス タン ド アロン スナップインの追加］ ウ ィ ン ド ウで、 ［HP OpenView 
Storage Data Protector]選択し、 ［追加］ を ク リ ッ ク し ます。 ［閉じ る］ を ク

リ ッ ク し て ウ イ ン ド ウ を終了し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し て ［Microsoft管

理コンソール］ ウ ィ ン ド ウに戻 り ます。

［コンソール ルー ト ］ に ［HP OpenView Storage Data Protector］ と い う 項目

が表示されます。 MMC にアプ リ ケーシ ョ ンを追加し た ら、 フ ァ イルを

<Console_Name>.msc と い う 名前で保存し ます。
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Data Protector の構成は容易に行えますが、 よ り 高度なプラ ンニングによ り 、

環境を構成し て、 適な状態でバ ッ ク ア ッ プを実行する こ と ができ ます。 
本項では、 バ ッ ク ア ッ プ環境を設定する ための全体的な作業の概要を説明
し ます。 

環境の規模や複雑さによ っては、 以下の手順をすべて実行する必要はない
場合があ り ます。

1. ネ ッ ト ワーク と組織構造を分析し て、 バッ ク ア ッ プする必要があ る シス

テムを決定し ます。 詳細については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector コ ンセプ ト ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

2. バッ ク ア ッ プ対象 と な る特殊なアプ リ ケーシ ョ ンやデータベースがあ る

かチェ ッ ク し ます (Microsoft Exchange、 Microsoft SQL、 Oracle、 SAP R/3
など )。 Data Protector では、 このよ う な製品向けの統合ソ フ ト ウ ェ アを

提供し ています。 

統合ソ フ ト ウ ェ アの構成方法については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ンテグレーシ ョ ン ・ ガ イ ド』 も参照し て く ださい。

3. Data Protector セルの構成について、 以下のよ う な点を決定し ます。

• Cell Manager と し て使用する システム

• ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を イ ン ス ト ールする システム

• バッ ク ア ッ プの種類 ( ローカル ・ バッ ク ア ッ プまたはネ ッ ト ワーク ・

バッ ク ア ッ プ )

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スやラ イブラ リ を制御するシステム

• 接続の種類 (LAN または SAN、 あ るいはその両方 )

4. セ ッ ト ア ッ プに必要な Data Protector ラ イセン ス を購入し ます。 このラ イ

セン スによ り 、 イ ン ス ト ールに必要なパス ワード を入手でき ます。

または、 一時パス ワード を使って Data Protector を動作させる こ と もで

き ます。 ただし、 このパス ワー ド の有効期間はイ ン ス ト ール後 60 日間

しかあ り ません。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

5. セキ ュ リ テ ィ 面を検討し ます。
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• セキ ュ リ テ ィ 上注意すべき点を分析し ます。 詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参

照し て く だ さい。

• ユーザー ・ グループを どのよ う に構成するか検討し ます。

6. バッ ク ア ッ プの内容を決めます。

• メ デ ィ ア ・ プールの種類 と使用方法

• デバイ スの種類 と使用方法

• 各バ ッ ク ア ッ プのコ ピーの数

• バッ ク ア ッ プ仕様の数 と分類方法

7. Data Protector Cell Manager およ びイ ンスト ール・ サーバをイ ンスト ールし ま

す。 次に、 Data ProtectorGUI を使用し て Data Protector エージェント を他のシ

ステムに配布し ます。 詳し い手順については、『 HP OpenView Storage Data 
Protector イ ンスト ールおよ びラ イ センス・ ガイ ド 』 を参照し てく ださ い。

8. バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を構成し ます。 第 2 章 「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ

スの 構成と 使用」 (17 ページ ) を参照し て く ださい。

9. メ デ ィ ア ・ プールを構成し、 メ デ ィ アを準備し ます。 第 5 章 「 メ デ ィ ア

の管理」 (151 ページ ) を参照し て く だ さい。

10. バッ ク ア ッ プ仕様を構成し ます。 IDB 用のバッ ク ア ッ プ仕様も必要で

す。 第 6 章 「バッ ク ア ッ プ」 (207 ページ ) を参照し て く だ さい。

11. 必要に応じ てレポー ト を構成し ます。 第 9 章 「モニ ター、 レポー ト 、 通

知、 およびイベン ト ・ ロ グ」 (407 ページ ) を参照し て く だ さい。

12. 障害復旧に対する準備を し ます。 第 12 章「障害復旧」(545 ページ ) を参照

し て く ださい。 

13. 以下の作業について十分理解し ます。

• バッ ク ア ッ プが失敗し た場合の対処方法

• 復元の実行

• バッ ク ア ッ プ ・ データの複製 と メ デ ィ アのボールテ ィ ング

• 障害復旧のテス ト

• IDB の保守
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本章では、 以下の項目について説明し ます。

「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成」 （20 ページ )

「ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの構成」 （23 ページ )

「ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成」 （26 ページ )

「複数システムによ る ラ イブラ リ の構成」 （29 ページ )

「マガジン ・ デバイ スの構成」 （31 ページ )

「ス タ ッ カー ・ デバイ スの構成」 （33 ページ )

「ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ と STK ACS ラ イブラ リ の構成」（35 ページ
)

「混合 メ デ ィ ア用ラ イブラ リ の構成」 （44 ページ )

「SAN 環境における物理デバイ スへの複数のパスの構成」 （45 ページ )

「ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ用のデバイ スの構成」 （48 ページ )

「新しいデバイ スのサポー ト 」 （51 ページ )

「ラ イブラ リ 内で複数の種類の ド ラ イブを使用する」 （52 ページ )

「SAN 環境内の共有デバイ ス」 （54 ページ )

「sanconf コマン ド を使用し た SAN 環境における ラ イブラ リ の自動構成」

（72 ページ )

「ド ラ イブの ク リ ーニング」 （87 ページ )

「ビジー ・ ド ラ イブの処理」 （92 ページ )

「バーコー ド のサポー ト を可能にする」 （93 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの無効化」 （95 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの削除」 （97 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの名前の変更」 （98 ページ )

「デバイ スのロ ッ ク」 （99 ページ )
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「デバイ スの同時処理数、 セグ メ ン ト およびブロ ッ ク ・ サイ ズ」 （101
ページ )

「デバイ ス性能の調整」 （106 ページ )

注記 バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ( テープ ・ ド ラ イブなど ) では、 専用の Data 
Protector ラ イセン スが必要にな る場合があ り ます。 詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て

く だ さい。
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バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を準備するには、 デバイ ス をシステムに接続し、
関連付け られているデバイ ス フ ァ イル (SCSI ア ド レ ス ) のどれを使用する

かを確認し ます。 デバイ スの構成手順は以下の とお り です。

1. バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を コ ンピ ュータ ・ システムに接続し ます。 接続

方法については、 デバイ スに付属のマニ ュ アルを参照し て く ださ い。 

2. 必ず、 以下の手順を行って く だ さい。

UNIX シス

テムの場合

UNIX システムに接続されているデバイ スのデバイ ス

フ ァ イル名を作成または検索し ます。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「デバイ
ス フ ァ イル名の作成」 または 「デバイ ス フ ァ イル名の
確認」 を参照し て く ださ い。 詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・

ガイ ド』 の 「付録 B」 を参照し て く だ さい。

Windows
システムの
場合

SCSI ア ド レ ス を設定し、 Windows システムに接続され

ているデバイ スで使用する ド ラ イバを ロード し ます。

テープ ・ ド ラ イブに関し て、 Windows のネイ テ ィ ブ ・

テープ ・ ド ラ イバの処置は以下のいずれかを選択でき
ます。

• アン ロード する。 ( 推奨 )

• ロー ド し たま まにする。

デバイ ス フ ァ イル名は、 Windows ネイ テ ィ ブ ・ テー

プ ・ ド ラ イバがどのテープ ・ ド ラ イブで使用されて
いるかによ って決ま り ます。

SCSI ア ド レ スの取得方法は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索

引キーワー ド 「SCSI ア ド レ スの作成」 を参照し て く だ

さい。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン

ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 の 「付録 B」 を

参照し て く ださい。
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3. システムをブー ト し、 システムにデバイ ス を認識させます。

4. 以降の項の説明に従って、デバイ ス を Data Protector で使用でき る よ う に

構成し ます。

5. バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アを準備し ます。 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ

ト 方法は、 「 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 」 （164 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

各デバイ スに対し てはデフ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プールが使用されるの
で、 メ デ ィ ア ・ プールを新規作成する必要はあ り ません。 メ デ ィ ア ・

プールを新規作成する場合は、 「 メ デ ィ ア ・ プールの作成」 （157 ページ

) を参照し て く ださい。

図 2-1 (22 ページ ) に、 バッ ク ア ッ プ仕様、 デバイ ス、 メ デ ィ ア ・ プー

ルの相互関係を示し ます。 デバイ スはバッ ク ア ッ プ仕様内で参照されま

す。 一方、 各デバイ スはデフ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プールに リ ン ク し てい
ます。 このデフ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プールはバッ ク ア ッ プ仕様で変更で

き ます。

Windows
ロボテ ィ ク
ス ・ ド ライ
バ

Windows では、 Data Protector を使って ロ ボテ ィ ク ス ・

デバイ ス を構成する前に、 Removable Storage Service ま

たは Windows メ デ ィ ア ・ チェ ンジ ャー ( ロ ボテ ィ ク ス )
ド ラ イバを無効にし て く ださい。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ロボテ ィ
ク ス ・ ド ラ イバ」 を参照し て く ださい。 詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イ

セン ス ・ ガ イ ド』 の 「付録 B」 を参照し て く ださい。
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図 2-1 バックアップ仕様、 デバイス、 メディア ・ プールの相互関係
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スタンドアロン ・
デバイスとは

ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス と は、 単体 ド ラ イブで同時に １ つの メ デ ィ アに
対し てのみ読み書き を行 う よ う な単純なバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を指し、 
小規模なバ ッ ク ア ッ プに使用し ます。 メ デ ィ アがいっぱいになった場合、

オペレータは手動で新しい メ デ ィ ア と取 り 替えてバ ッ ク ア ッ プを続行する
必要があ り ます。 し たがって、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スは、 無人で実行

する大規模なバッ ク ア ッ プには適し ていません。

Data Protector では、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スで使用する

メ デ ィ アを容易に構成 / 管理でき ます。 

スタンドアロン ・
デバイスの構成方法

「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成」 （20 ページ ) の説明に従って、 構成する

デバイ スの準備が完了し た ら、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス を構成し て、 こ
のデバイ ス を Data Protector で使用でき る よ う にし ます。 ［デバイ ス / メ

ディ ア］ コ ンテキス ト で ［デバイ ス］ を右ク リ ッ ク し て、 [デバイ スの追加

] を ク リ ッ ク し ます。 [デバイ スの追加 ] ウ ィ ザード で、 デバイ スの種類 と

し て [ ス タン ド アロン ] を指定し ます。 詳細は、 図 2-2 を参照し て く ださ

い。

詳しい手順 と 例については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「ス タ
ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの構成」 を参照し て く ださい。

Data Protector は、 特定のバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス をサポー ト し ています。 
サポー ト されるデバイ ス と 対応する メ デ ィ アの種類の詳しい リ ス ト につい
ては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』

を参照し て く ださい。

使用し たいデバイ スが、 サポー ト 対象の リ ス ト にない場合は、 「新しいデバ
イ スのサポー ト 」 （51 ページ ) を参照し て く ださい。

ヒン ト も頻繁に使用するデバイ ス を Data Protector が自動的に構成する よ う 設定

でき ます。 ユーザーは、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに使用する メ デ ィ アを

準備する こ と が必要ですが、 その後は、 Data Protector がデバイ スの名前、

ポ リ シー、 メ デ ィ アの種類、 メ デ ィ アのポ リ シー、 デバイ スの SCSI ア ド
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レ ス またはデバイ ス フ ァ イルを自動的に決定し ます。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの自
動構成」 を参照し て く だ さい。

図 2-2 デバイスの種類とデバイス名の指定 

デバイス ・ チェーン
の構成

Data Protector を使用し て、 同じ種類のス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス をデバイ

ス ・ チェーンに構成する こ と ができ ます。 あ るデバイ ス内の メ デ ィ アが

いっぱいになった場合、 バ ッ ク ア ッ プは、 デバイ ス ・ チェーン内の次のデ
バイ スにあ る メ デ ィ ア上で自動的に続行されます。 デバイ ス ・ チェーンを

使用でき る Media Agent は １ つだけです。 つま り 、 デバイ ス ・ チェーンは

１ つのシステム上にしか接続でき ません。
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デバイ ス ・ チェーンの構成方法は、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの構成方法
と 同じですが、 複数の SCSI ア ド レ ス (Windows の場合 ) またはデバイ ス

フ ァ イル名 (UNIX の場合 ) を入力する点が異な り ます。 

注記 デバイ ス を追加する順番によ って、 Data Protector がデバイ ス を使用する順

番が決ま り ます。

デバイ ス ・ チェーン内のすべての メ デ ィ アがいっぱいになった場合、 Data 
Protector はマウ ン ト 要求を発行し ます。 この場合、 オペレータは 初のデ

バイス内にあ る メ デ ィ アを新しい メ デ ィ ア と 交換し て、 新しい メ デ ィ アを
フ ォーマ ッ ト し た後、 マウ ン ト 要求の確認を行 う こ と が必要です。 Data 
Protector は、 認識可能な メ デ ィ アで、 書込み保護が設定されていないも の

であればすぐに使用でき ます。 また、 Data Protector は中身が空の メ デ ィ ア

も使用でき るので、 ユーザーがその メ デ ィ アをフ ォーマ ッ ト する必要はあ
り ません。
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ライブラリ ・
デバイスとは

SCSI ラ イブラ リ ・ デバイ スは大容量バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スで、 オー ト

ローダ と も呼ばれます。 このデバイ スのレポジ ト リ には多数の メ デ ィ ア ・

カー ト リ ッ ジが含まれてお り 、 複数の ド ラ イブを収容でき るので一度に複
数の メ デ ィ アを扱 う こ と ができ ます。 また大部分のラ イブラ リ ・ デバイ ス

は、 ド ラ イブの自動ク リ ーニングを構成でき るので、 ド ラ イブが汚れた場
合は、 Data Protector によ って自動的にク リ ーニングが行われます。 詳細は、

「ド ラ イブの ク リ ーニング」 （87 ページ ) を参照し て く ださい。

ラ イブラ リ ・ デバイ スには、 デバイ ス内の各 ド ラ イブ用の SCSI ID と 、 ラ

イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス機構用の SCSI ID があ り ます。 この機構は、 メ

デ ィ アを ス ロ ッ ト から ド ラ イブへ、 また ド ラ イブから ス ロ ッ ト へ移動させ
る も のです。 た と えば、 4 台の ド ラ イブを持つラ イブラ リ は 5 つの SCSI ID
を持っています。 この う ち 4 つは ド ラ イブ用、 1 つはロ ボテ ィ ク ス機構用

です。

スロッ ト番号 デバイ スのレポジ ト リ 内の各ス ロ ッ ト には 1 つの メ デ ィ アを入れます。

Data Protector は各ス ロ ッ ト に対し て 1 から順に番号を割 り 当てます。 ユー

ザーはラ イブラ リ を管理する際に、 ス ロ ッ ト 番号を使ってス ロ ッ ト を参照
し ます。 た と えば、 48 個のレポジ ト リ ・ ス ロ ッ ト を持つラ イブラ リ のス

ロ ッ ト 番号は、 1、 2、 3、 4、 5、 6...47、 48 と な り ます。

ド ライブの
インデックス

ド ラ イブのイ ンデッ ク スによ り 、 ラ イブラ リ 内の ド ラ イブの機械的位置を
識別し ます。 詳細は、 図 2-3 を参照し て く ださい。

イ ンデッ ク ス番号はロボ ッ ト 制御に必要と な り ます。 ロ ボ ッ ト はイ ンデッ

ク ス番号だけを認識し、 ド ラ イブの SCSI ア ド レ スは認識し ません。 ド ラ イ

ブ ・ イ ンデッ ク スは (1 から始ま る ) 連続する整数で、 この ド ラ イブの SCSI
ア ド レ ス と関連付ける必要があ り ます。 た と えば、 4 台の ド ラ イブを持つラ

イブラ リ の場合、 ド ラ イブ ・ イ ンデッ ク スは 1、 2、 3、 4 と な り ます。

ラ イブラ リ 内の ド ラ イブが 1 台だけの場合は、 ド ラ イブ ・ イ ンデッ ク スは

1 と な り ます。

ド ライブの
SCSI アドレス

ド ラ イブのイ ンデッ ク スは、 SCSI ア ド レ ス と一対一で対応させる必要があ

り ます。 つま り 、 次のよ う なペアを構成する必要があ り ます。
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SCSI ア ド レ ス A - イ ンデッ ク ス 1
SCSI ア ド レ ス B - イ ンデッ ク ス 2、 など。

注記 Data Protector で使用するすべての ド ラ イブを構成する必要はあ り ません。 
全ド ラ イブに対し て 1 つの メ デ ィ ア ・ プールを構成し た り 、 各ド ラ イブに

対し て個別の メ デ ィ ア ・ プールを構成する こ と ができ ます。 デバイ ス を構

成する場合はデフ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プールを使用する こ と をお勧めし ま
す。

図 2-3 SCSI アドレスに対するド ライブ ・ インデックスのマッピング

ライブラリ ・
デバイスの構成方法

「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成」 （20 ページ ) の説明に従って、 構成する

デバイ スの準備が完了し た ら、 ラ イブラ リ ・ デバイ ス と ド ラ イブを構成し
ます。 どち ら も、 [デバイ スの追加 ] ウ ィ ザー ド の指示に従って構成でき ま

す。 詳しい手順 と 例については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド

「構成－ SCSI ラ イブラ リ 」 を参照し て く だ さい。
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ヒン ト ラ イブラ リ ・ デバイ ス を Data Protector が自動的に構成する よ う 設定する こ

と も でき ます。 ユーザーは、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに使用する メ デ ィ

アを準備する こ と が必要ですが、 その後は、 Data Protector がデバイ スの名

前、 ポ リ シー、 メ デ ィ アの種類、 メ デ ィ アのポ リ シー、 デバイ スの SCSI
ア ド レ ス を自動的に決定し、 ド ラ イブ と ス ロ ッ ト の構成も行います。 詳し

い手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ
プ ・ デバイ スの自動構成」 を参照し て く ださ い。

デバイ ス構成を検証するには、 作成し た ド ラ イブを右ク リ ッ ク し て、 [ メ

ディ アのスキャン ] を選択し ます。 デバイ スが正し く 構成されていれば、

Data Protector はス ロ ッ ト 内の メ デ ィ アのロー ド、 読み取 り 、 アン ロー ド を

行 う こ と ができ ます。

次に行う手順 Data Protector で使用するすべてのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成が完了し

た ら、 以下を行います。 

• 上記で構成し たデバイ スで使用する メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに追加

し ます。 詳細は、 「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 （162 ページ )
を参照し て く ださい。

• ク リ ーニング ・ テープを構成する場合は、 「ド ラ イブの ク リ ーニング」

（87 ページ ) を参照し て く だ さい。

• お使いのデバイ スがバーコード を使用し ている場合は、 「バーコード の

サポー ト を可能にする」 （93 ページ ) を参照し て く ださい。

• データのバ ッ ク ア ッ プを構成し ます。 詳細は、 第 6 章 「バ ッ ク ア ッ プ」

(207 ページ ) を参照し て く ださい。
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複数システムによるライブラリの構成 
Data Protector では、 ラ イブラ リ を構成し て、 Media Agent(General Media 
Agent または NDMP Media Agent) が動作し ている別のシステムからデータ

を受信する よ う に構成でき ます。 この場合で も、 ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク

ス制御は、 General Media Agent または NDMP Media Agent がイ ン ス ト ール

された 1 台のシステムが行います。 これによ り 、 データ をネ ッ ト ワーク経

由で移動させる代わ り にローカル ・ バ ッ ク ア ッ プを実行でき るので、 ハイ
エン ド環境での性能が向上し ます。

必要条件 • ラ イブラ リ 内の ド ラ イブ と共に使用する各ク ラ イ アン ト ・ システムに

は、 Data Protector Media Agent(General Media Agent または NDMP Media 
Agent) のコ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。

• バッ ク ア ッ プ ・デバイ ス を Data Protector で使用でき る よ う に構成する前

に、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス をシステムに接続し、 デバイ ス フ ァ イル
(SCSI ア ド レ ス ) が存在する こ と を確認し てお く 必要があ り ます。

複数 ド ラ イブのサポー ト の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ

ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く ださ い。

複数システムによる
ライブラリの構成方法

「ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成」 （26 ページ ) の手順に従って、 ラ イブラ リ

を構成し ます。 ラ イブラ リ 内の ド ラ イブの構成を要求する メ ッ セージが表

示された場合は、 各 ド ラ イブに使用する ク ラ イ アン ト ・ システムを指定し
ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「複

数システム用のラ イブラ リ の構成」 を参照し て く だ さい。

ヒン ト デバイ ス構成を検証するには、 ラ イブラ リ から目的の範囲のス ロ ッ ト を選
択し て、 [ アクシ ョ ン ] メ ニューの [ スキャン ] を ク リ ッ ク し ます。 デバイ

スが正し く 構成されている場合は、 Data Protector は メ デ ィ アを ロード し て

読み取 り 、 ス ロ ッ ト へ再びアン ロード する こ と ができ ます。

次に行う手順 Data Protector で使用するすべてのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成が完了し

た ら、 以下を行います。 
第 2 章 29



バックアップ ・ デバイスの 構成と使用

複数システムによるライブラリの構成
• 上記で構成し たデバイ スで使用する メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに追加

し ます。 「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 （162 ページ ) を参照

し て く ださい。

• ク リ ーニング ・ テープを構成する場合は、 「ド ラ イブの ク リ ーニング」

(87 ページ ) を参照し て く だ さい。

• お使いのデバイ スがバーコード を使用し ている場合は、 「バーコード の

サポー ト を可能にする」 （93 ページ ) を参照し て く ださい。

• バッ ク ア ッ プを構成し ます。 第 6 章 「バ ッ ク ア ッ プ」 (207 ページ ) を参照

し て く ださい。
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マガジン ・ デバイスの構成

マガジン ・ デバイス
とは

マガジン ・ デバイ ス と は、 多数の メ デ ィ アをマガジン と呼ばれる 1 つのユ

ニ ッ ト にま と めた ものです。 マガジンを使 う こ と によ り 、 個々の メ デ ィ ア

を多数使用する よ り も容易に大容量のデータ を処理でき ます。

Data Protector では、 メ デ ィ アの管理作業をマガジン上でま と めて行った り 、

単一の メ デ ィ ア上で行 う こ と ができ ます。

必要条件 [マガジンのサポー ト ] オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を使って、 メ デ ィ ア ・ プールを

少な く と も 1 つ構成し ます。 「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」

（162 ページ ) を参照し て く ださい。

マガジン ・ デバイス
の構成方法

マガジンはラ イブラ リ と し て構成する こ と が必要です。 [デバイ スの追加 ]

ウ ィ ザード で、 デバイ スの種類 と し て [SCSI ラ イブラ リ ] を選択し ます。 
マガジンが所属する メ デ ィ ア ・ プールでは、 [マガジンのサポート ] オプ

シ ョ ンを選択し てお く 必要があ り ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「構成－ SCSI ラ イブラ リ 」 を参照し て く だ

さい。

ヒン ト お使いのデバイ ス を Data Protector が自動的に構成する よ う 設定でき ます。 
ユーザーは、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに使用する メ デ ィ アを準備する こ
と が必要ですが、 その後は、 Data Protector がデバイ スの名前、 ポ リ シー、

メ デ ィ アの種類、 メ デ ィ アのポ リ シー、 デバイ スの SCSI ア ド レ ス を自動

的に決定し、 ド ラ イブ と ス ロ ッ ト の構成も行います。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの自
動構成」 を参照し て く だ さい。

デバイ ス構成を検証するには、 作成し た ド ラ イブを右ク リ ッ ク し て、 [ ス

キャン ] を選択し ます。 デバイ スが正し く 構成されていれば、 Data Protector
はス ロ ッ ト 内の メ デ ィ アのロー ド、 読み取 り 、 アン ロード を行 う こ と がで
き ます。

次に行う手順 Data Protector で使用するすべてのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成が完了し

た ら、 以下を行います。 
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• ク リ ーニング ・ テープを構成する場合は、 「ド ラ イブの ク リ ーニング」

(87 ページ ) を参照し て く だ さい。

• お使いのデバイ スがバーコード を使用し ている場合は、 「バーコード の

サポー ト を可能にする」 （93 ページ ) を参照し て く ださい。

• データのバ ッ ク ア ッ プを構成し ます。 詳細は、 第 6 章 「バ ッ ク ア ッ プ」

(207 ページ ) を参照し て く ださい。
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スタ ッカー ・ デバイスの構成

スタ ッカー ・
デバイスとは

ス タ ッ カー と は、 1 台の ド ラ イブが接続された単一デバイ スで、 メ デ ィ ア

へは 1 つずつ順にしかア ク セスでき ません。 複数のス タ ッ カー ・ デバイ ス

の使用は、 小規模な ラ イブラ リ をひ とつだけ使用する よ り も、 人手によ る
メ デ ィ ア管理が多 く 必要 と な り ます。 Data Protector は、 バ ッ ク ア ッ プ用ス

タ ッ カー ・ デバイ スで使用する メ デ ィ アを容易に構成 / 管理する機能を備

えています。

スタ ッカー ・
デバイスの構成方法

ス タ ッ カー ・ デバイ ス を作成するには、 [デバイ スの追加 ] ウ ィ ザー ド で、

デバイ スの種類 と し て [ ス タ ッ カー ] を選択し ます。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「構成－ス タ ッ カー ・ デバイ ス」
を参照し て く ださい。

スタッカー・ デバイス
のメディア管理

ス タ ッ カー ・ デバイ スでは、 スキ ャ ン、 検証、 またはフ ォーマ ッ ト の各操
作は個々の メ デ ィ ア上で別々に実行する必要があ り ます。 これらの操作を

行 う 際に、 各 メ デ ィ アが自動的にロー ド される よ う に、 [操作後メディ アを

取出し ] オプシ ョ ンを使用し て く だ さい ( 初の メ デ ィ アだけ手動でロー

ドする必要があ り ます )。 ス タ ッ カー ・ マガジン内のすべてのテープが使用

された ら、 手動でマガジンを取 り 外し、 次のマガジンを挿入し ます。

ス タ ッ カーでは、 メ デ ィ アが順にロー ド されるので、 メ デ ィ ア割 り 当てポ
リ シー と し ては [Loose] が適し ています。 [Strict] ポ リ シーを設定する

と 、 メ デ ィ アを使用順にロード し なければな り ません。

例 1. 1 番目の メ デ ィ アを手動でロー ド し ます。

2. [操作後メディ アを取出し ]オプシ ョ ンを設定し た状態で ) フ ォーマ ッ ト /
検証 / スキ ャ ンを実行し ます -- (2 番目のテープが自動的にロー ド されま

す )。 

3. すべてのテープに対し てステ ッ プ 2 を繰 り 返し ます。

4. ス タ ッ カー ・ マガジン内のすべてのテープが使用された ら、 手動でマガ

ジンを取 り 外し、 次のマガジンを挿入し ます。
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注記 メ デ ィ アが正し く ロード されていない場合、 Data Protector はセ ッ シ ョ ンを

中止し ます。

スタッカー・ デバイス
を使ったバックアップ
と復元

初の メ デ ィ アだけは手動でロードする必要があ り ます。 テープがデータ

で満杯にな る と 、 このテープが取 り 出され、 2 番目のテープが自動的に

ロー ド されます。 ス タ ッ カー ・ マガジン内のすべてのテープが使用された

ら、 このマガジンを手動で取 り 外し、 次のマガジンを挿入し ます。 新し く

挿入し たマガジンについて も、 初のテープは手動で ド ラ イブに挿入する
必要があ り ます。

注記 メ デ ィ アが挿入されていない場合で も、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン または
復元セ ッ シ ョ ンは中止されませんが、 代わ り にマウ ン ト 要求が発行されま
す。 タ イ ムア ウ ト 期間内にス タ ッ カー ・ マガジンの交換が行われなかった

場合で も、 セ ッ シ ョ ン全体は中止されません。
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ADIC/GRAU DAS ライブラリ と STK ACS ライブラ

リの構成

本章では、 ADIC/GRAU または STK ACS ラ イブラ リ の物理的な構成が完了

し ている と想定し て説明し ます。 構成が完了し ていない場合は、

ADIC/GRAU または STK ACS ラ イブラ リ に付属のマニ ュ アルを参照し て、

ラ イブラ リ を構成し て く ださい。 サポー ト されている ソ フ ト ウ ェア ・ バー

ジ ョ ンの リ ス ト は、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ

リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。

注記 ADIC/GRAU と STK の機能では、 専用の Data Protector ラ イセン スが必要に

な る場合があ り ます。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

バッ ク ア ッ プ対象のデータ量が膨大なため、 データの保存に大量の メ デ ィ
アを必要 とする複雑な環境では通常、 Data Protector と ADIC/GRAU DAS ま

たは STK ACS と の統合が必要です。 ADIC/GRAU ラ イブラ リ と STK ACS
ラ イブラ リ は、 大量の メ デ ィ アを管理でき るだけでな く 、 Data Protector 以

外の複数のアプ リ ケーシ ョ ンが使用する メ デ ィ アの管理も可能です。

Data Protector は、 ADIC/GRAU DAS および STK ACS ラ イブラ リ ・ システ

ムを フル ・ サポー ト し ています。 これらのラ イブラ リ は複数のアプ リ ケー

シ ョ ンが使用する メ デ ィ アを管理するため、 ユーザーは、 Data Protector で

使用する メ デ ィ ア、 ト ラ ッ キング対象の メ デ ィ ア、 Data Protector で使用す

る ド ラ イブを構成する こ と が必要です。 図 2-4 (36 ページ ) と 図 2-5 (36 ペー

ジ ) では、 2 つのラ イブラ リ がそれぞれ Data Protector と統合された状態を

示し ます。
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図 2-4 Data Protector と ADIC/GRAU DAS ライブラリ

図 2-5 Data Protector と StorageTek ACS ライブラリ
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構成の基本的概念

GRAU/ADIC DAS または STK ACS ラ イブラ リ ・ サーバ経由でラ イブラ リ ・

ロボテ ィ ク スにア ク セスする ク ラ イ アン ト と 、 ド ラ イブにア ク セスする ク
ラ イ アン ト には、 Data Protector Media Agent ソ フ ト ウ ェ ア (General Media 
Agent または NDMP Media Agent) を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

メディア管理の基本的概念

ADIC/GRAU DAS および STK ACS ラ イブラ リ ・ デバイ スでは、 メ デ ィ ア

は、 ボ リ ューム ・ シ リ アル番号 (VOLSER) によ って識別されます。 バー

コー ド と 同様の働き をする VOLSER によ って、 各 メ デ ィ アは使用期限が切

れる まで一意に識別されます。

ラ イブラ リ 内の メ デ ィ アを使用でき る アプ リ ケーシ ョ ンは Data Protector 以

外に も多数あ り ます。 し たがって、 どのアプ リ ケーシ ョ ンがどの メ デ ィ ア
を使用し ているかを把握し て、 メ デ ィ アが上書き されないよ う 注意が必要
です。

ADIC/GRAU または ACS ラ イブラ リ を Data Protector と だけ併用し、 Data 
Protector を使って ラ イブラ リ 全体を管理する こ と が理想的です。 ただし、

別のアプ リ ケーシ ョ ンで これらのラ イブラ リ を使用し ている場合、 Data 
Protector と 別のアプ リ ケーシ ョ ンに対し て割 り 当て る メ デ ィ アのサブセ ッ

ト が重複し ないよ う 注意が必要です。 また、 Data Protector はス ク ラ ッ チ ・

プールを使用し ませんが、 独自の メ デ ィ ア割当てポ リ シーを持っている こ
と に も注意し て く ださい。 これは、 特定の メ デ ィ アが Data Protector に割 り

当て られた (Data Protector メ デ ィ ア ・ プールに追加された ) 場合に、 この メ

デ ィ アは、 使用期限が切れるか、 Data Protector メ デ ィ ア ・ プールか ら取 り

出される まで、 Data Protector の管理対象と なる こ と を意味し ます。

重要 Data Protector では各種類の メ デ ィ アにそれぞれ独自のラ イブラ リ を指定す

る必要があ り ます。 ADIC/GRAU または STK ACS システムでは、 物理的に

種類の異な る、 さ ま ざ まな メ デ ィ アを使用でき ますが、 Data Protector は、

メ デ ィ アが 1 種類のラ イブラ リ しか認識でき ません。 し たがって、 DAS シ

ステムでは メ デ ィ アの各種類ご と に、 Data Protector の論理ラ イブラ リ を作

成する必要があ り ます。 「ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ で

使用される Data Protector 照会操作」 （39 ページ ) も参照し て く ださい。
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メ デ ィ アの実際の物理的な位置は、 Data Protector ではな く DAS サーバ

(ADIC/GRAU ラ イブラ リ 内 ) または ACS サーバ (STK ACS ラ イブラ リ 内 )
によ って管理されます。 DAS サーバまたは ACS サーバは、 VOLSER を使っ

て メ デ ィ アの位置を ト ラ ッ キング し ます。 メ デ ィ アがレポジ ト リ 内を移動

し た場合、 その メ デ ィ アは毎回同じ物理ス ロ ッ ト に割 り 当て られるわけで
はあ り ません。 し たがって、 メ デ ィ アを扱 う 際は、 ス ロ ッ ト 番号ではな く

バーコード (VOLSER) に基づいて区別し て く だ さい。 

Data Protector では、 デバイ スのレポジ ト リ 内にあ る メ デ ィ アについては、

メ デ ィ アの位置が 「常駐」 と 表示され、 デバイ スのレポジ ト リ 外にあ る メ

デ ィ アについては、 「非常駐」 と 表示されます。

注記 Data Protector は、 認識可能な形式のデータが含まれている メ デ ィ アは上書

き し ません。 ただし、 テープ上の Data Protector データが、 同じ メ デ ィ アを

使用する別のアプ リ ケーシ ョ ンによ って上書き されない と い う 保証はあ り
ません。 し たがって、 Data Protector が使用する メ デ ィ アを別のアプ リ ケー

シ ョ ンが使用し ないよ う に、 また別のアプ リ ケーシ ョ ンが使用する メ デ ィ
アを Data Protector が使用し ないよ う に注意する こ と をお勧めし ます。 
「ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ で使用される Data Protector
照会操作」 （39 ページ ) も参照し て く ださい。

メディアの
ト ラ ッキング

Data Protector は、 Data Protector メ デ ィ ア と 非 Data Protector メ デ ィ アの両方

を ト ラ ッ キング し ます。 認識可能な形式の メ デ ィ アについては、 Data 
Protector はその形式を メ デ ィ アの種類 と し て表示し ます ( 「tar」 など )。 認
識不可能な形式の メ デ ィ アについては、 Data Protector はその メ デ ィ アの種

類 と し て 「無関連」 と 表示し ます。

メディア ・ ラベルの
付与

Data Protector は、 使用する各 メ デ ィ アに対し て一意の メ デ ィ ア ・ ラベル と

メ デ ィ ア ID を付与し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベル と メ デ ィ ア ID は IDB に保管

され、 メ デ ィ アの管理に使用されます。 メ デ ィ ア ID は Data Protector によ っ

て割 り 当て られます。 メ デ ィ ア ・ ラベル と は、 ユーザーが定義する説明 と
メ デ ィ アのバーコー ド (VOLSER) を組み合わせた ものです。

ユーザーは、 自分で も ラベルを変更し た り バーコー ド番号を ラベルから除
外する こ と ができ ますが、 このよ う な作業はあ ま り お勧めし ません。 一度

手を加えて し ま う と 、 ユーザーは実際のバーコード と メ デ ィ アに割 り 当て
た メ デ ィ ア ・ ラベルを手動で ト ラ ッ キング し なければな ら な く な り ます。
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他の形式の
フォーマッ ト

Data Protector が メ デ ィ アの別のデータ形式または別のアプ リ ケーシ ョ ンが

使用し た メ デ ィ アを認識し た場合、 [強制 ] オプシ ョ ンを選択し ない限 り 、

メ デ ィ アはフ ォーマ ッ ト されません。 Data Protector は、 以下のデータ形式

およびアプ リ ケーシ ョ ンが使用し た メ デ ィ アを認識し ます。 tar、 cpio、

Fbackup、 FileSys、 Ansi、 OmniStorage。

ドライブ・ クリーニング
のサポート

ADIC/GRAU DAS および STK ACS ラ イブラ リ には、 ラ イブラ リ 内の ド ラ イ

ブがあ る一定の回数使用された後、 ド ラ イブを自動的に ク リ ーニングする
機能があ り ます。 ただし、 このラ イブラ リ 内蔵ク リ ーニング機能によ り

セ ッ シ ョ ンが中断され、 失敗する原因 と な るため、 この機能の使用はお勧
めでき ません。 ラ イブラ リ の ク リ ーニング機能を使用する場合は、 Data 
Protector セ ッ シ ョ ンが実行されていない こ と を確かめる こ と が必要です。

ド ラ イブの詳しい ク リ ーニング方法については、 「ド ラ イブの ク リ ーニン
グ」 （87 ページ ) を参照し て く ださい。

ADIC/GRAU DAS または STK ACS ライブラリで使用される

Data Protector 照会操作

Data Protector 照会操作の詳細は、 「デバイ ス内の メ デ ィ アのス キ ャ ン」 （187
ページ ) を参照し て く だ さい。

Data Protector 照会操作が開始される と、 DAS または ACS ラ イブラ リ ・

サーバ上に構成されているすべての メ デ ィ アに対し て照会が行われます。
この照会は、 複数の ADIC/GRAU DAS または STK ACS の論理ラ イブラ リ

に属すもの と し て構成されている メ デ ィ アに対し て も行われます。 

また、 Data Protector 照会操作では、 Data Protector 以外のアプ リ ケーシ ョ ン

で使用される よ う に構成された DAS または ACS ラ イブラ リ ・ サーバ上に

構成されている メ デ ィ アに対し て も照会を行います。 こ の結果、 Data 
Protector によ って照会操作が開始される と、 照会操作の開始された

ADIC/GRAU DAS または STK ACS の論理ラ イブラ リ 以外のラ イブラ リ に属

し ている メ デ ィ アは、 照会操作の開始された ADIC/GRAU DAS または STK 
ACS の論理ラ イブラ リ に移動されます。

し たがって、 ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ で Data 
Protector 照会操作を使用する こ と はお勧めでき ません。 Data Protector 照会

操作を使用し て IDB を同期化する代わ り に、 Data Protector の VOLSER 追

加操作を使用し て、 VOLSER を手動で追加する こ と をお勧めし ます。
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注記 こ こ で説明し た内容は、 論理ラ イブラ リ が Data Protector ではな く

ADIC/GRAU DAS ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て構成されている ADIC/GRAU 
DAS ラ イブラ リ には適用されません。 多数の論理ラ イブラ リ が

ADIC/GRAU DAS ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て構成されている場合、 これら

のラ イブラ リ では Data Protector 照会操作を安全に使用でき ます。

VOLSER を手動で追加する方法については、 「手動によ る VOLSER の追加」

（202 ページ ) を参照し て く ださい。

メディア管理のヒン ト

GRAU DAS または STK ACS デバイ スで Data Protector を使用する際は、 以

下の ヒ ン ト を参考にし て く ださい。

• 各種類の メ デ ィ アに メ デ ィ ア・プールを少な く と も 1 つずつ構成し ます。

た と えば、 4mm タ イプに 1 つ、 3480 タ イプに 1 つ と いった具合です。 
環境によ っては、 各部門ご と の メ デ ィ ア ・ プールなど、 複数の メ デ ィ
ア ・ プールを作成でき ます。 メ デ ィ ア ・ プールのプラ ンニング方法につ

いては、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参

照し て く だ さい。

• メ デ ィ アを操作する際は、 Data Protector コマン ド を使用し ます。 
ADIC/GRAU DAS または STK ACS コマン ド を使って メ デ ィ アを手動で

操作し た場合、 Data Protector は メ デ ィ アの位置や情報の変更を追跡でき

な く な り ます。 

• Data Protector を使って ラ イブラ リ 全体を管理し ます。 これによ り 、1 箇所

からの管理が可能にな り 、 ラ イブラ リ 内の Data Protector メ デ ィ ア と 非

Data Protector メ デ ィ アの両方を ト ラ ッ キングでき ます。 

• Data Protector と その他のアプ リ ケーシ ョ ンが同じ メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を使

用し ないよ う にし て く だ さい。
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インストール

Data Protector で使用する ために ADIC/GRAU または STK ACS ラ イブラ リ

を準備する方法については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 の 「Media Agent を イ ン ス ト ールし て

ADIC/GRAU ラ イブラ リ または StorageTek ラ イブラ リ を使用する」 を参照

し て く ださい。 さ らに以下の項に示す手順を続けて実行し ます。

構成

Data Protector で ADIC/GRAU または STK ACS ラ イブラ リ を構成するには、

以下の手順を実行し ます。

1. [HP OpenView Storage Data Protector Manager]で[デバイ ス/メディ ア]コ ン

テキス ト を選択し ます。 Scoping ペイ ンで [デバイ ス ] を右ク リ ッ ク し

た後、 [デバイ スの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 必要に応じ て、 [ マルチパス ・ デバイ ス ] オプシ ョ ンを選択し ます。

3. デバイ スの [デバイ ス名 ] と [説明 ] を入力し ます。

4. [デバイ スの種類 ] ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト で、[GRAU DAS ラ イブラ リ ]

または [StorageTek ACS ラ イブラ リ ] を選択し ます。

[マルチパス ・ デバイ ス ] オプシ ョ ンを選択し なかった場合は、

ADIC/GRAU または STK ACS のロ ボテ ィ ク スにア ク セスする Media 
Agent ク ラ イ アン ト の名前を選択し ます。

5. 必要に応じ て、 [管理コンソールの URL] テキス ト ・ ボ ッ ク スに、 ラ イブ

ラ リ 管理コ ン ソールの正しい URL を入力し ます。 これによ って、 Data 
Protector GUI から直接 Web ブラ ウザを開いて、 管理コ ン ソールのイ ン

タ フ ェース を ロー ド でき る よ う にな り ます。

[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

6. ADIC/GRAU ラ イブラ リ を構成し ている場合は、[DASサーバ ] テキス ト ・

ボ ッ ク スに DAS サーバのホ ス ト 名を入力し ます。

STK ACS ラ イブラ リ を構成し ている場合は、 [ACSLM ホス ト 名 ] テキス

ト ・ ボ ッ ク スに ACS ラ イブラ リ ・ サーバのホ ス ト 名を入力し ます。

マルチパス  デバイ スについては、 ク ラ イ アン ト 名を選択し て [追加 ]

を ク リ ッ クする こ と によ り 、 構成されているパスの一覧に このパス を追
加し ます。
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7. [ ビジー ・ ド ラ イブの処理 ] ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト で、 いずれかのア ク

シ ョ ンを選択し ます。

[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

8. ADIC/GRAU ラ イブラ リ を構成し ている場合は、 ラ イブラ リ のイ ンポー

ト / エ ク スポー ト 領域を指定し ます。

STK ACS ラ イブラ リ を構成し ている場合は、 ラ イブラ リ の CAP を指定

し ます。

[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

9. [メ ディ アの種類]ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト でラ イブラ リ の メ デ ィ アの種類

を選択し ます。

[完了 ] を ク リ ッ ク し て、 次に [はい ] を ク リ ッ ク し て ラ イブラ リ の ド

ラ イブを構成し ます。

10. [デバイ ス名 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに ド ラ イブ名を入力し ます。

[説明 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに ド ラ イブに関する説明を入力し ます。

必要に応じ て、 [マルチパス ・ デバイ ス ] オプシ ョ ンを選択し ます。

[マルチパス ・ デバイ ス ] オプシ ョ ンを選択し なかった場合は、

ADIC/GRAU または STK ACS のロ ボテ ィ ク スにア ク セスする Media 
Agent ク ラ イ アン ト の名前を選択し ます。

[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

11. [データのド ラ イブ]ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト にデバイ スのSCSIア ド レ ス を

入力し ます。

マルチパス  デバイ スについては、 ADIC/GRAU または STK ACS のロ ボ

テ ィ ク スにア ク セスする Media Agent ク ラ イ アン ト の名前を選択し て [

追加 ] を ク リ ッ クする こ と によ り 、 構成されているパスの一覧にこ のパ

ス を追加し ます。

変更された SCSI ア ド レ ス を自動検出でき る よ う に、 [変更された SCSI

ア ド レスの自動検出 ] を選択し ます。

『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ

イ ド』 の説明に従って、 [ ド ラ イブ名 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに、 Media 
Agent のイ ン ス ト ール中に取得し た ADIC/GRAU の ド ラ イブ名または

STK ACS の ド ラ イブ ID を入力し ます。
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[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

12. [デフォル ト のメディ ア ・ プール ] ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から メ デ ィ ア ・

プールを選択し ます。 これが、 構成し ているデバイ スのデフ ォル ト の メ
デ ィ ア ・ プールにな り ます。

必要に応じ て [拡張オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グを表示し て、 [同時処理数

]やその他の設定値を変更し ます。

必要な場合は、 [その他 ] タブの下にあ る [ ロ ッ ク名を使用 ] オプシ ョ

ンを選択し、 ロ ッ ク名を指定し ます。 このオプシ ョ ンの詳細は、 「デバ

イ スのロ ッ ク」 （99 ページ ) を参照し て く ださい。

[完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

Data Protector で使用する各種類の メ デ ィ ア用にラ イブラ リ を作成し ます。
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混合メディア用ライブラリの構成

混合 メ デ ィ ア用ラ イブラ リ には、 複数の種類の メ デ ィ アが含まれています
(DLT および光磁気デ ィ ス ク など )。 このラ イブラ リ では、 ( メ デ ィ アの種類

に関係な く ) 同じ ロボテ ィ ク ス を使用し てス ロ ッ ト と ド ラ イブ間ですべて

の メ デ ィ アを移動させます。

このラ イブラ リ 機能を使用するには、 複数の ( サブ ) ラ イブラ リ を構成す

る必要があ り ます ( 例 : 1 つの メ デ ィ アの種類につき ラ イブラ リ 定義を 1 つ

作成する )。

この機能の利点を フルに活用するには、 以下の手順を行 う こ と が必要です。

• 1 つの メ デ ィ アの種類につき、少な く と も 1 つの メ デ ィ ア・プールを構成

し ます ( またはデフ ォル ト のプールを使用し ます )。

• 1 つの メ デ ィ アの種類につき、ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク ス を 1 回構成し ま

す。 対象 と なる メ デ ィ アの種類に関する ス ロ ッ ト 範囲について も構成し
ます。 各ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス定義に対する ロ ボテ ィ ク ス制御

(SCSI パス (Windows) またはデバイ ス フ ァ イル (UNIX)) が同一ホ ス ト 上

に存在し、 かつ、 それらが同じであ る こ と を確認し て く だ さい。

• メ デ ィ アの種類ご と にすべての ド ラ イブを構成し、 それら を関連する ラ

イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス と メ デ ィ ア ・ プールに リ ン ク させます。 メ デ ィ

アの種類に関係な く 、 各物理デバイ スに対し て必ず一意の ド ラ イブ ・ イ
ンデッ ク ス を指定し て く ださい。
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SAN 環境における物理デバイスへの複数のパスの構

成

マルチパス ・ デバイ ス と は、 1 つの物理デバイ スに複数のパス を構成し て、

1 つの論理デバイ ス と し て使用するデバイ ス を指し ます。 この と き指定さ

れるパスは、 ク ラ イ アン ト 名 と SCSI ア ド レ ス (UNIX の場合はデバイ ス

フ ァ イル名 ) の組み合わせにな り ます。 

マルチパスの概念の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ

ト ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

手動構成 1 つの物理デバイ スに対し て複数のパス を使え る よ う にするには、 デバイ

ス構成ウ ィ ザード を使用し てデバイ ス を手動で構成し ます。

マルチパス ・ デバイ スの構成方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引
キーワード 「構成 - 複数パス」 を参照し て く ださい。 
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図 2-6 マルチパス ・ デバイスの有効化

自動構成 マルチパス ・ デバイ スは、 手動での構成以外にも、 デバイ スの自動構成や
sanconf コマン ド を使用する こ と によ って自動的に構成でき ます。

• デバイ スの自動構成ウ ィ ザード のデフ ォル ト 動作では、 複数の ク ラ イ ア

ン ト に接続されているすべての物理デバイ スは、 マルチパス ・ デバイ ス
と し て構成されます。 詳細については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー

ワー ド 「構成 - 複数パス」 を参照し て く だ さい。

• sanconf コマン ド コマン ド を、 オプシ ョ ンな し または -no_multipath

オプシ ョ ンを指定し て実行し た場合は、 マルチパス ・ デバイ スは構成さ
れません。 その場合、 パス ご と に個別の論理デバイ スが構成されます。
同一物理デバイ スに対するすべてのパス を含むマルチパス ・ デバイ ス を
構成するには、 sanconf コマン ド に -multipath オプシ ョ ンを指定し

て実行し て く ださい。
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詳細は、 「sanconf コマン ド を使用し た SAN 環境における ラ イブラ リ の

自動構成」 （72 ページ ) と 、 sanconf の man ページを参照し て く ださ

い。

制限事項 以下の制限事項が適用されます。

• NDMP デバイ ス と ジ ューク ボ ッ ク ス ・ ラ イブラ リ に対し て、 複数のパス

はサポー ト されていません。

• デバイ ス ・ チェーンはマルチパス ・ デバイ スに対し てサポー ト されてい

ません。

• マルチパス ・ デバイ ス を構成する と、 libtab フ ァ イルは無効にな り ます。
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本項では、 ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ環境で使用するバッ ク ア ッ プ ・ デバ
イ スの構成手順を説明し ます。 ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プの概念の詳細は、

『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プは、 SAN 環境における Data Protector のバ ッ ク

ア ッ プ ・ ソ リ ューシ ョ ンです。 SAN 環境の一般的情報については、 「SAN
環境内の共有デバイ ス」 （54 ページ ) を参照し て く ださい。 ダ イ レ ク ト ・

バッ ク ア ッ プ用のデバイ ス構成手順は、 上記の項で説明されている構成手
順 と は違 う こ と に注意し て く だ さい。 ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用のデバ
イ ス構成手順は、 本項で説明し ます。

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ環境は、 以下の要素で構成されています。

• SAN ネ ッ ト ワーク

• 内部または外部フ ァ イバー ・ チャネル ・ ブ リ ッ ジ (FC ブ リ ッ ジ )

• FC ブ リ ッ ジに接続されたバッ ク ア ッ プ ・デバイ ス ( ス タ ン ド ア ロ ン また

は SCSI ラ イブラ リ )

• 物理 XCopy エンジン (FC ブ リ ッ ジ内に存在 )

• ポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イ ムでのデータの安定性を保証するデ ィ ス ク ・ アレ

イ (HP StorageWorks Disk Array XP)

• デ ィ ス ク ・ アレ イのオ リ ジナル ・ デ ィ ス ク に接続されたアプ リ ケーシ ョ

ン ・ システム

• デ ィ ス ク ・ アレ イの ミ ラー ・ デ ィ ス ク に接続され、 SCSI ラ イブラ リ ・

ロボテ ィ ク スおよび SCSI ラ イブラ リ / ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス ・ ド

ラ イブを制御するバ ッ ク ア ッ プ ・ システム

内部 FC ブ リ ッ ジはバッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに組み込まれているのに対し、

外付け FC ブ リ ッ ジは SAN 上に設置し ます。

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ環境で使用するバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スは、
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに接続されている、 または組み込まれている FC
ブ リ ッ ジのワール ド ・ ワ イ ド名 (WWN)、 および SAN で使用されるデバイ

ス と同様のデバイ ス ( ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス ) または ド ラ イブ (SCSI
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ラ イブラ リ ) の論理ユニ ッ ト 番号 (LUN) で識別されます。 SCSI ラ イブラ リ

を使用する場合、 そのロ ボテ ィ ク ス を FC ブ リ ッ ジに接続する必要はあ り

ません。

バックアップ ・
デバイスの自動検出

XCopy エンジンは、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス または ド ラ イブが接続されて

いる FC ブ リ ッ ジ （外付け FC ブ リ ッ ジ）、 または内部ブ リ ッ ジに装備され

ていなければな り ません。 ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ機能で使用される
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スは、 ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが開
始される たびに自動検出されます。 自動検出を使用する場合でも、 WWN パ

ラ メ ータ と LUN パラ メ ータはデバイ ス構成時に手入力する必要があ り 、

LUN が変わる たびに LUN を再構成し なければな り ません。

XCopy エンジン ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ環境では、 複数の物理 XCopy エンジンを使用で

き ます。 各物理 XCopy エンジンを元に、 複数の論理 XCopy エンジンを構成

し て割 り 当て られます。 ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで使用す

る論理 XCopy エンジンは、 ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ仕様で指定し ます。

これはダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで使用するバッ ク ア ッ プ ・
デバイ ス を選択し、 それに論理 XCopy エンジンを割 り 当てる こ と で指定で

き ます。 バ ッ ク ア ッ プ仕様で指定し た論理 XCopy エンジンの元 と な る物理

XCopy エンジンは、 バ ッ ク ア ッ プ仕様で指定し たバッ ク ア ッ プ ・ システム

で実際に構成されていなければな り ません。

Data Protector ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プでサポー ト されているバ ッ ク ア ッ

プ ・ デバイ スの種類を次に示し ます。

• ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス

• SCSI ラ イブラ リ

構成手順

本項で説明するバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成を行 う 前に、 次に示すオン
ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド を参照し て、 必要な手順を実行し て く だ
さい。

• オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「準備－バッ ク ア ッ プ ・ デバイ

ス」

• オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「構成－ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ

プ環境」

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用のバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成は、 次の手
順で行います。
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1. ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス または SCSI ラ イブラ リ の構成

2. XCopy エンジンの構成

3. libtab フ ァ イルの構成 ( ダ イ レ ク ト ・ ラ イブラ リ ・ ア ク セス を使用する

場合 )

スタンドアロン ・ デバイスの構成

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用のス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの構成方法の詳
細は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「構成－ダ イ レ ク ト ・ バッ ク
ア ッ プ用ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス」 を参照し て く ださい。

SCSI ライブラリの構成

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用の SCSI ラ イブラ リ の構成方法については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用 SCSI
ラ イブラ リ の構成」 を参照し て く ださ い。

XCopy エンジンの構成

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用の XCopy エンジンの構成方法については、 オ

ン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ用 XCopy
エンジンの構成」 を参照し て く ださい。

libtab ファイルの構成

libtab フ ァ イルの構成は、 ダ イ レ ク ト ・ ラ イブラ リ ・ ア ク セス を使用す

る場合のみ必要です。

libtab フ ァ イルの構成方法については、 「libtab フ ァ イルの手動構成」 （66
ページ ) を参照し て く だ さい。
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『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 でサ

ポー ト 対象 と し て記載されていないデバイ ス を使用する場合は、 scsitab

フ ァ イル用の 新ソ フ ト ウ ェ ア ・ パッ ケージを次の HP OpenView Web サイ

ト から ダウ ン ロー ド し て く ださい。

http://www.hp.com/go/dataprotector （英語）

http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
( 日本語 )

重要 scsitab フ ァ イルの修正はサポー ト されていません。

scsitab ソ フ ト ウ ェア ・ パ ッ ケージをダウ ン ロード し た ら、 付属のイ ン ス

ト ール手順にし たがって く ださい。

scsitab フ ァ イルは、 デバイ スが接続されている システムの以下の場所に

あ り ます。

• <Data_Protector_home>\scsitab (Windows プラ ッ ト フ ォームの場

合 )

• /opt/omni/scsitab (HP-UX および Solaris プラ ッ ト フ ォームの場合 )

• /usr/omni/scsitab ( 上記以外の UNIX プラ ッ ト フ ォームの場合 )

デバイ スの構成中にエ ラーが出る場合には、 当社サポー ト 担当にご連絡い
ただき、 デバイ スのサポー ト 予定時期についてお尋ね く だ さい。
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DLT 4000/7000/8000 など、 同一ラ イブラ リ 内で同じ テ ク ノ ロ ジーを使用し

た複数の種類の ド ラ イブ (DDS 製品の場合も同様 ) を使用する と 、 すべて

の メ デ ィ アが同一フ ォーマ ッ ト かど う か確かではない状態でいずれかの ド
ラ イブで メ デ ィ アを使用し た場合に問題が発生するおそれがあ り ます。

た と えば、 DLT 4000 は、 DLT 8000 ( も高密度 ) を使って書き込まれた

テープを ( 復元時に ) 読み取る こ と ができ ません。 圧縮された メ デ ィ ア と圧

縮されていない メ デ ィ アには互換性があ り ません。

このよ う な問題を回避するには、 すべての メ デ ィ アを同一密度に設定する
か、 または メ デ ィ ア ・ プールを分けて く ださ い。 以降の項で、 これらの解

決法について説明し ます。

同一密度に設定 この方法では、 すべての メ デ ィ アに対し て共通のフ ォーマ ッ ト を使用する
ため、 どの ド ラ イブで もすべての メ デ ィ アを互換使用でき ます。

Windows システム上で使用するデバイ スの場合、 特定の書き込み密度の使

用に関する情報については、 ド ラ イブに付属のマニュ アルを参照し て く だ
さい。

UNIX システムの場合、 ド ラ イブに密度を設定するには、 関連するデバイ

ス フ ァ イル名を選択し て、 デバイ ス定義でそのフ ァ イル名を使用し ます。 
密度は同じ値に設定する こ と が必要です。 た と えば、 ド ラ イブ DLT 4000 と

DLT 7000 の場合、 DLT 4000 ド ラ イブの密度を設定し ます。

使用するデバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズ設定が同じであ る こ と を確かめて く
ださい。 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 時に、 デバイ ス定義内のこの設定がすで

に使用されているはずです。

フ リ ー ・ プールは、 必要に応じ て使用でき ます。

復元時は、 任意の メ デ ィ アを任意の ド ラ イブで使用でき ます。

HP-UX では、 デバイ ス フ ァ イル名の作成時に ド ラ イブの密度を設定でき ま

す。  詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イ

セン ス ・ ガ イ ド』 の付録 B 「HP-UX 上のデバイ ス フ ァ イルの作成」 を参照

し て く ださい。

個別のメディア ・
プールを設定 (UNIX
および Windows)

この方法では、 あ る ド ラ イブのグループが使用する メ デ ィ ア と、 別の ド ラ
イブのグループが使用する メ デ ィ アを区別し ます。 これによ り 、 ド ラ イブ
と メ デ ィ アを 適な状態で使用でき ます。
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Windows および UNIX システムでは、 ド ラ イブ ・ グループ別に メ デ ィ ア ・

プールを構成でき るので、 ド ラ イブが複数種類あれば、 密度も複数の設定

ができ ます。 た と えば、 DLT4000 プール と DLT8000 プールを作成でき ま

す。

メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 時に、 デバイ ス定義内で関連する設定を使用する
必要があ り ます。 た と えば、 高密度 DLT 8000 用のプール内の メ デ ィ アは、

DLT 8000 を使って、 高密度の設定でフ ォーマ ッ ト する こ と が必要です。

このよ う な個別設定のプールでは、 フ リ ー ・ プールの概念を使用でき ませ
ん。 フ リ ー ・ プールは、 デバイ スに設定されている別のプールに属する メ

デ ィ アを正し く 識別でき ないため、 こ のよ う な メ デ ィ アは 「外部」 メ デ ィ
ア とみな されます。 フ リ ー ・ プールの概念を適用でき る と し て も、 単一の

プール ( た と えば DLT8000 プール ) だけでしか使用できず、 しかも こ の場

合、 同種類 (DLT) の メ デ ィ アへの書き込みが互換性のない方法で行われま

す。

あ るプールに属する メ デ ィ アは、 関連するデバイ スでしか使用でき ないた
め、 復元時には注意が必要です。

新しい メ デ ィ ア ・ プールを構成する場合は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引
キーワード 「 メ デ ィ ア ・ プールの構成」 を参照し て く ださ い。

ド ラ イブに対する メ デ ィ ア ・ プールの設定を変更するには、 ド ラ イブのプ
ロパテ ィ を変更し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索

引キーワー ド 「変更 - メ デ ィ ア ・ プール」 を参照し て く だ さい。
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本項では、 Storage Area Networks (SAN) の基本概念を説明し ます。 概念の詳

細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を参照し

て く ださい。

こ こ では、 以下の概念 と 構成手順について説明し ます。

• Data Protector によ って ラ イブラ リ が排他的に使用される場合のデバイ ス

のロ ッ ク機構

• Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を使った ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ

ク ス と ド ラ イブの構成方法

• ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク ス と ド ラ イブのロ ッ ク

• ラ イブラ リ への直接ア ク セス と 間接ア ク セス

SAN とは Storage Area Network (SAN) は、 データ記憶専用のネ ッ ト ワーク であ り 、 高

速のフ ァ イバー ・ チャネル技術に基づいています。 専用のネ ッ ト ワーク に

よ ってデータ記憶処理が行われる ため、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ サーバの負荷
が軽減されます。 Data Protector で も、 この技術がサポー ト されてお り 、

SAN 経由で接続された記憶デバイ ス を複数のホ ス ト の間で共有でき る よ う

になっています。 これによ って複数のシステムを複数のデバイ スに接続す
る こ と ができ ます。 これは、 同じ物理デバイ ス を複数回定義する こ と で可

能にな り ます。 た と えば、 デバイ スへのア ク セスが必要なすべてのシステ
ムご と に 1 回定義し ます。

主要な概念 SAN 環境内で Data Protector を使用する際に考慮が必要な主要概念を以下に

示し ます。 

• 各システムはそれぞれ ( 疑似 ) ローカル ・ デバイ ス を持つこ と ができ ま

す。 ただし、 これらのデバイ スは通常、 複数のシステム間で共有されま
す。 これは、 個々の ド ラ イブ と、 ラ イブラ リ 内のロ ボテ ィ ク スのどち ら

にも該当し ます。

• 複数のシステムが同じデバイ スに同時にデータ を書き込まないよ う に注

意する必要があ り ます。 デバイ スへのア ク セスは、 すべてのシステム間

で同期を と る必要があ り ます。 このためには、 ロ ッ ク機構を使用し ま

す。
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• AN は、 複数のシステムによ る ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク スの管理に優れ

ています。 ロボテ ィ ク スに送られる様々な要求が、 関連するすべてのシ

ステム間で同期されていれば、 ロ ボテ ィ ク ス を直接管理する こ と が可能
です。

図 2-7 SAN 内での複数システムと複数デバイスの接続
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LIP を伴う FC-AL 
SAN の使用

FC-AL(Fibre Channel Arbitrated Loop) 内のテープ ・ デバイ ス を使用する と、

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止する よ う な異常が発生する こ と があ り ま
す。 これは、 新しい FC リ ン ク の接続 / 切断時、 および FC-AL に接続され

ている システムの再起動時には、 FC-AL によ って必ず LIP(Loop 
Initialization Protocol) が実行されるからです。 こ の FC-AL の再初期化によ

り 、 実行中のバッ ク ア ッ プが中止されます。 このよ う に中止されたジ ョ ブ

は、 再開させる必要があ り ます。

FC-AL ループ上で LIP が実行される時は、 ア ク テ ィ ブな I/O プロセス を伴

う ユーテ ィ リ テ ィ で I/O エ ラーが発生し ます。 バッ ク ア ッ プ ・ ユーテ ィ リ

テ ィ が共有テープを使お う と する と 、 I/O エラーが発生し、 現在のバ ッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは失敗し ます。 動作中のテープが巻き戻され、 アン
ロー ド されて、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが中止されます。

この問題を回避するには、 次の注意事項を守って く ださい。

• バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの実行中に、 FC-AL へのデバイ スの追加また

は削除を し てはいけません。

• バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの実行中に、 FC コ ンポーネン ト に触れては

いけません。 静電荷によ り LIP が起き る可能性があ り ます。

• discovery (Windowsの場合)、またはioscan (HP-UX システムの場合) を

使用し てはいけません。 これら を実行する と LIP が発生し ます。

Data Protector が専用で使用するデバイスのロック

Data Protector だけが任意の ド ラ イブを使用し ていて、 他のアプ リ ケーシ ョ

ンは使用し ていない場合で も、 その ド ラ イブを複数のシステムで共用する
必要性があれば、 デバイ ス ・ ロ ッ ク機構を使用する こ と が必要です。

また、 Data Protector だけが複数システムから任意のロボテ ィ ク ス制御を

使っていて、 他のアプ リ ケーシ ョ ンは使用し ていない場合で も、 Data 
Protector はロ ボテ ィ ク ス制御を内部処理し ます ( ただし、 そのロ ボテ ィ ク

ス を制御する必要性のあ るすべてのシステム と同じセル内にあ る場合 )。 こ
のよ う な場合、 デバイ スに対する ア ク セスの同期化はすべて Data Protector
の内部制御機能によ って管理されます。
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複数のアプリケーシ ョ ンが使用するデバイスのロック

Data Protector と 少な く と も 1 つの Data Protector 以外のアプ リ ケーシ ョ ンが

同じデバイ ス を複数のシステムから使用する場合、 すべてのアプ リ ケー
シ ョ ンで同じ ( 一般的な ) デバイ ス ・ ロ ッ ク機構を使 う 必要があ り ます。 こ
の機構は、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン間で機能し なければな り ません。 この

モー ド は、 現在 Data Protector ではサポー ト されていません。 こ のよ う な必

要が生じ た場合、 すべてのデバイ スに対し、 一時点においては 1 つのアプ

リ ケーシ ョ ンからの排他的ア ク セス しか受け付けないよ う に、 運用ルール
で保証する必要があ り ます。

ライブラリへの直接アクセスの概念

直接ラ イブラ リ ・ ア ク セスの場合、 どのシステムからで も直接ラ イブラ
リ ・ ロ ボテ ィ ク スに制御コマン ド が送信されます。 そのため、 どのシステ

ム も他のシステムに依存する こ と な く 機能する こ と ができ ます。

ラ イブラ リ へ直接ア ク セス を行い、 複数のシステムが同じ ラ イブラ リ にコ
マン ド を送信する場合、 コマン ド が送信される順序について調整される よ
う にする必要があ り ます。 し たがって、 Data Protector では、 どのラ イブラ

リ の定義も、 ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク ス を制御し ている ホ ス ト と デフ ォル
ト で関連付け られています。 他のホ ス ト から メ デ ィ アを移動する よ う 要求

があった場合、 Data Protector は、 まずラ イブラ リ 定義で指定されたシステ

ムにア ク セス し、 メ デ ィ アの移動を行います。 そのシステムが利用でき な

い場合は、 libtab フ ァ イルが設定されていれば、 ローカル ・ ホ ス ト から直

接ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク スにア ク セス し ます。 この動作はすべて、 Data 
Protector 内部で透過的に行われます。

ライブラリへの間接アクセスの概念

間接ラ イブラ リ ・ ア ク セスの場合、 Data Protector によ って開始された ロ ボ

テ ィ ク ス制御コマン ド を送信する システムは、 1 つだけです ( デフ ォル ト の

ロボテ ィ ク ス制御システム )。 ロ ボテ ィ ク ス機能を要求するその他のシステ

ムは要求を ロ ボテ ィ ク ス制御システムに転送し、 そ こから実際にコマン ド
がロ ボテ ィ ク スに送信されます。 これはデフ ォル ト の設定で、 Data Protector
からの要求すべてに対し、 Data Protector の内部で透過的に行われます。
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構成の概要

本項では、 システムの構成に必要な手順の概要を説明し ます。 取 り 上げる

項目は以下の とお り です。

• 構成の目的

本項では、 構成対象 と な る混在 SAN 環境を指定し ます。

• 構成方法

本項では、 UNIX、 Windows、 混在 SAN 環境に対し て実行が必要な構成

方法の概要を説明し ます。

• デバイ スの自動構成

本項では、 SAN 環境に固有のデバイ ス自動構成について、 概要を説明

し ます。

• ロボテ ィ ク スの手動構成

本項では、 ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス を SAN 環境で使用する よ う 手動

で構成する方法を説明し ます。

• デバイ スの手動構成

本項では、 ド ラ イブの構成に必要な手順を説明し ます。 また、 どのよ う

な場合にロ ッ ク名と 直接ア ク セス を使用する必要があ るかについて も説
明し ます。

• 手動によ る libtab フ ァ イルの構成

本項では、 libtab フ ァ イルの目的と使用方法を説明し ます。 libtab
フ ァ イルの例も示し ます。

• sanconf コマン ド によ る構成の簡略化

本項では、 SAN 環境における ラ イブラ リ の構成作業を簡略化する

sanconf コマン ド について説明し ます。

構成の目的

SAN 環境には、 1 つのラ イブラ リ を使用する 1 つのホ ス ト から、 複数のラ

イブラ リ を使用する複数のホ ス ト まで、 様々な環境があ り ます。 また、 そ

の複数のホ ス ト が、 複数のオペレーテ ィ ング ・ システム ・ プラ ッ ト フ ォー
ム上で実行されている場合も あ り ます。 以下の例では、 SAN 環境は以下の

システムで構成されています。
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• Windows XP システム 2 台 (Windows XP システム dupin は、ラ イブラ リ ・

ロボテ ィ ク ス を制御するデフ ォル ト のホ ス ト と し て使用されています )

• Windows 2000 システム 1 台

• HP-UX 11.11 システム 1 台

• ブ リ ッ ジ 1 台

• ス イ ッチ 1 台

• HP LTO Ultrium ド ラ イブ 4 台 と 40 ス ロ ッ ト を備えた ラ イブラ リ 1 つ

図 2-8 SAN 環境の構成

ラ イブラ リ は、 ド ラ イブに直接ア ク セス可能な複数のシステムに接続され
ている ため、 ホ ス ト から使用し たい数の ド ラ イブを各ホ ス ト 上で構成する
必要があ り ます。 この場合は、 4 台の物理 ド ラ イブすべてが各ホ ス ト から使

用される こ と にな り ます。

Data Protector から見た場合の目標は以下の とお り です。
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• ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク ス を共有する予定の各ホ ス ト 上で、 各ホ ス ト 用

のラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス定義を作成し ます。 ロ ボテ ィ ク ス を制御す

る ホ ス ト が 1 台だけの場合は、 デフ ォル ト のロ ボテ ィ ク ス制御ホ ス ト に

対する ラ イブラ リ 定義のみを作成し ます。

• ラ イブラ リ 内の同じ ( テープ ) ド ラ イブを共有する予定の各ホ ス ト 上で、

以下を行います。

— 使用するデバイ ス ご と にデバイ スの定義を作成し ます。

— 別のホ ス ト で も ( 物理 ) デバイ ス を使用する場合は ( 共有デバイ ス )、
ロ ッ ク名を使用し ます。

— 必要に応じ て、 直接ア ク セスの機能を使用したい場合は直接ア ク セ

ス を選択し ます。 使用する場合には、 libtab フ ァ イルがそのホ ス ト

上で設定されている こ と を確認し て く ださい。

構成方法

SAN 構成で使用するプラ ッ ト フ ォームによ って、 3 つの種類構成方法があ

り ます。

• Data Protector の自動構成機能を使用する こ と で、GUI を使用し て SAN 環

境内のデバイ ス を構成でき ます。 デバイ スの自動構成機能は、 Windows、
HP-UX、 Solaris、 Linux、 Novell NetWare、 Tru64、 AIX オペレーテ ィ ン

グ ・ システム上で使用可能です。   詳細は、 「デバイ スの自動構成」 （60
ページ ) を参照し て く だ さい。

• sanconf コマン ド を使用する こ と で、コマン ド行を使用し て SAN 環境内

のデバイ ス を自動構成でき ます。 詳細は、 「sanconf コマン ド を使用し た

構成」 （61 ページ ) を参照し て く だ さい。

• お使いの環境に、 デバイ スの自動構成をサポー ト し ていないシステムが

あ る場合は、 手動構成を行います。 詳細は、 「ラ イブラ リ の手動構成」

（62 ページ ) を参照し て く だ さい。

デバイスの自動構成

Data Protector の自動構成機能によ り 、 SAN 環境内の複数ホ ス ト のデバイ ス

やラ イブラ リ を自動構成でき ます。

制限事項 自動構成機能は、 SAN 環境内の以下のデバイ スの構成には使用でき ません。

• 混合 メ デ ィ ア用ラ イブラ リ
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• DAS または ACSLS ラ イブラ リ

• NDMP デバイ ス

Data Protector は、 お使いの環境に接続されているバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス

を検出し ます。 また Data Protector はス ロ ッ ト 数、 メ デ ィ アの種類、 ラ イブ

ラ リ に含まれる ド ラ イブを識別し ます。 次に、 Data Protector は論理名、

ロ ッ ク名、 メ デ ィ アの種類、 デバイ ス ・ フ ァ イルまたはデバイ スの SCSI
ア ド レ ス、 ド ラ イブ と ス ロ ッ ト の構成を行います。

自動構成手順では、 どのホ ス ト 上にどのラ イブラ リ やデバイ ス を構成する
かを選択でき ます。 複数のホ ス ト が 1 台のラ イブラ リ のテープ ・ ド ラ イブ

を使用し ている場合、 こ のラ イブラ リ は各ホ ス ト に表示され、 複数のホ ス
ト がテープ ・ デバイ ス を共有でき、 1 台のホ ス ト ( 制御ホス ト ) がロボテ ィ

ク ス を制御し ます。

注記 新しいホ ス ト を SAN 環境に導入し た と きに、 すでに構成済みのラ イブラ リ

とデバイ スは自動更新されません。 

既存のラ イブラ リ を新しいホ ス ト 上で使用するには、 このラ イブラ リ を
いったん削除し て、 同じ名前の新しいラ イブラ リ を新しいホ ス ト 上で自動
構成し て く ださい。 

既存のラ イブラ リ にデバイ ス を追加するには、 ラ イブラ リ をいったん削除
し て、 新しいホ ス ト 上に同じ名前のラ イブラ リ と 新しい ド ラ イブを自動構
成するか、 ラ イブラ リ に ド ラ イブを手動で追加し ます。 手動構成の手順に

ついては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「構成 - SAN 環境内のデ

バイ ス」 を参照し て く だ さい。

Removable Storage サービ スの実行中にラ イブラ リ を自動構成する と、 ド ラ

イブ と ロボテ ィ ク ス ( エ ク スチェ ンジ ャ ) が適切に組み合わされません。

自動構成の詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド
「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの自動構成」 を参照し て く だ さい。

sanconf コマンドを使用した構成

sanconfコ マンド を使用し て、 SAN 環境内のデバイ スを自動構成でき ます。

sanconf コマン ド によ って以下の動作が実行されます。

• デフ ォル ト のロボテ ィ ク ス制御ホ ス ト を構成し ます。
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• ホ ス ト の リ ス ト を提供するだけで、 すべてのホ ス ト 上のデバイ ス ( テー

プ ・ ド ラ イブ ) を構成でき ます。 これにはロ ッ ク名の構成も含まれます。

sanconf コマン ド の使用方法の詳細は、 「sanconf コマン ド を使用し た SAN
環境における ラ イブラ リ の自動構成」 （72 ページ ) と 、 sanconf の man
ページを参照し て く ださい。

ライブラリの手動構成

まず、 任意のホ ス ト 上でラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス制御を構成する必要が
あ り ますが、 このホ ス ト がデフ ォル ト のロボテ ィ ク ス制御システムの役割
を果た し ます。 また、 このホ ス ト は メ デ ィ アの移動を管理するために使用

されます。 他のホ ス ト から出される メ デ ィ アの移動要求に依存し ません。

これは、 複数のホ ス ト が メ デ ィ アの移動を同時に要求し た場合に発生する
ロボテ ィ ク ス内での競合を防ぐ こ と を目的 と し ています。 このホス ト で障

害が発生し、 直接ア ク セスが有効な場合に限 り 、 ロ ボテ ィ ク スは、 メ デ ィ
アの移動を要求し た ローカル ・ ホ ス ト によ って制御されます。

必要条件 SAN 環境で Data Protector デバイ ス を構成する前に、 共有ラ イブラ リ と デー

タ をや り と り する必要のあ る各ホ ス ト 上に Media Agent を イ ン ス ト ールし

てお く こ と が必要です。 Media Agent のイ ン ス ト ール方法の詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』

を参照し て く ださい。

ライブラリ ・
ロボテ ィ クスの構成

ラ イブラ リ 自体の作成方法については、 「ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成」
（26 ページ ) またはオン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「構成 - SAN 環

境内のデバイ ス」 を参照し て く ださい。

ロボテ ィ ク ス制御については、 SAN 内の任意のホス ト を使用でき ます。 こ

こ では例 と し て、 システム dupin.company.com を使用する こ と にし ます。 
ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク スは、 このホ ス ト が使用不可能で直接ア ク セスが
有効な場合を除き、 このホ ス ト によ って制御されます。 詳細は、 「直接ア ク
セス を 可能にする」 （65 ページ ) を参照し て く ださ い。

クラスター内での
ライブラリ ・
ロボテ ィ クスの構成

ロボテ ィ ク ス制御を ク ラ ス ターが管理する よ う にしたい場合は、 以下の こ
と を確認する こ と が必要です。

• ロボテ ィ ク ス制御が各ク ラ ス ター ・ ノ ード上に存在する こ と

• ラ イ ブラ リ ・ ロ ボティ ク ス構成で仮想ク ラ スタ ー名が使用さ れている こ と
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• mksf コマン ド または libtab フ ァ イルを使用し て、共通のロ ボテ ィ ク ス

およびデバイ ス フ ァ イル名がイ ン ス ト ールされている こ と。 libtab
フ ァ イルの構成方法については、 「libtab フ ァ イルの手動構成」 (66 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク スの構成後、 ド ラ イブを作成し ます。

デバイス ( ド ライブ ) の手動構成

デバイ ス を使用する各ホ ス ト 上で、 デバイ ス ( テープ ・ ド ラ イブ ) を構成

する必要があ り ます。

複数のホ ス ト が同じデバイ ス を同時に使用する こ と を避けるには、 ロ ッ ク
名を使用し ます。 必要に応じ て、 「直接ア ク セス」 モー ド を選択でき ます。

ド ライブの構成 以下のド ラ イ ブ命名規則に従う と 便利です。 理由は以降で明ら かになり ます。

LibraryLogicalName_DriveIndex_Hostname 
( 例 : SAN_LIB_2_computer_1)

ド ラ イブの命名規則には、 バッ ク ア ッ プ仕様作成時の利点が示されていま
す。 あ る ホ ス ト 上でバッ ク ア ッ プを構成する際は、 そのホ ス ト 上に構成さ

れている ド ラ イブを使用する こ と が唯一の必要条件です。 これは、 その ド
ラ イブ名にホ ス ト 名が含まれている ためです。

表 2-1 ド ライブに対するデバイスのロック

環境条件 必要なア ク シ ョ ン

ド ラ イブを使用するのは 1 台のシステム

と Data Protector のみであ る

ロ ッ クは不要なため、 フ ィ ー

ル ド は空白にし ておき ます
( 例 : [ ロ ッ ク名 ] = 空白 )。

ド ラ イブを使用する システムが複数あ る
が (SAN)、 この ド ラ イブにア ク セスする

アプ リ ケーシ ョ ンは Data Protector だけ

であ る

デバイ スのロ ッ ク を使用し ま
す ( ロ ッ ク名を定義し ます )。
詳細は、 「デバイ スのロ ッ ク」
（99 ページ ) を参照し て く だ

さい。
第 2 章 63



バックアップ ・ デバイスの 構成と使用

SAN 環境内の共有デバイス
ロッ ク名の定義 SAN 環境ではロ ッ ク名を使用する こ と が必要です。 これは、 複数のシステ

ムがデバイ スへ同時にア ク セスする こ と によ る衝突を防ぐためです。 ロ ッ

ク名には以下の命名規則を使用する こ と をお勧めし ます。 

LibraryLogicalName_DdriveIndex ( 例 : SAN_LIB_D1.)

図 2-9 拡張オプシ ョ ンを設定する 

複数のシステム と アプ リ ケーシ ョ ンが ド
ラ イブを使用する (Data Protector だけで

はない )

デバイ スのロ ッ ク を使用し ま
す ( ロ ッ ク名を定義し ます )。
また運用ルールで、 すべての
デバイ スに対し、 一時点にお
いては 1 つのアプ リ ケーシ ョ

ンからの排他的なア ク セス し
か行われないよ う にする必要
があ り ます。

表 2-1 ド ライブに対するデバイスのロック

環境条件 必要なア ク シ ョ ン
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ド ラ イブにロ ッ ク名を設定し た場合、 その物理ド ラ イブに対し ては別ホ ス
ト のデバイ ス定義で も同じ ロ ッ ク名を使用する必要があ り ます。

図 2-10 ロッ ク名を使ったデバイス定義のまとめ 

直接アクセスを
可能にする

直接アク セス 機構では必ず、 メ ディ アの移動にはデフォ ルト のロ ボティ ク ス
制御ホス ト を 初に使用し ま すが、 こ のホス ト で障害が発生し た場合、 Data 
Protector は直接アク セス を使用し ま す ( 使用可能に設定さ れている 場合 )。

直接ア ク セス を可能にするには、 [ ダイ レ ク ト ・ ラ イブラ リ ・ アクセスを使

用 ] オプシ ョ ンを選択し て ( 図 2-11 (66 ページ ) を参照 )、 直接ア ク セス を

使用するすべてのホ ス ト 上で libtab フ ァ イルを構成し ます。

注記 マルチパス ・ デバイ スに対する直接ア ク セス を可能にし た場合は、 構成さ
れているパスの順序にかかわらず、 ローカル ・ パス ( あて先ク ラ イ アン ト

上のパス ) が 初に使用されます。
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図 2-11 直接アクセスを選択する

libtab ファイルの手動構成

libtab フ ァ イルの目的は、 ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク ス制御ア ク セス を

マ ッ ピ ング し て、 「直接ア ク セス を要求する システム」 上で も機能する よ う
にする こ と です。 これは、 このよ う なシステム上では、 ローカル制御パス
がデフ ォル ト のラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス制御システム上で使用される も
の と異な る可能性があ るためです。

注記 マルチパス ・ デバイ ス を構成し ている場合、 libtab フ ァ イルの機能は使用で

き ません。

libtab フ ァ イルは、 次のよ う な ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト ご と にひと つずつ

作成する必要があ り ます。 すなわち、 ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク スへの 「直
接ア ク セス」 を必要 と し ていて、 しか もデフ ォル ト のラ イブラ リ ・ ロ ボ
テ ィ ク ス制御システム と し て構成されたシステム と は異な る Windows シス

テムおよび UNIX システムの ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト が対象です。
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直接ア ク セス を要求する各システム上に、 テキス ト ・ フ ァ イルを以下の書
式で作成し ます。

<FullyQualifiedHostname> <DeviceFile | SCSIPath> 
<DeviceName>

• <FullyQualifiedHostname> と は、 ラ イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス用の

直接ア ク セス制御を要求し ている ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト の名前です。 こ
のホ ス ト が ク ラ ス ターの一部であ る場合、 ノ ード名を使用し ます。

• <DeviceFile | SCSIPath> と は、 こ のク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト 上のラ

イブラ リ ・ ロ ボテ ィ ク ス ・ ド ラ イバへの制御パスです。

• <DeviceName> と は、 この ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト 上で使用されるデバ

イ ス定義の名前です。

デバイ スに直接ア ク セス を要求する場合は、 デバイ ス ご と に 1 行使用する

必要があ り ます。

libtab フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 

• <Data_Protector_home>\libtab (Windows システムの場合 )

• /opt/omni/.libtab (HP-UX および Solaris システムの場合 )

• /usr/omni/.libtab ( 上記以外の UNIX システムの場合 )

サンプル ・ フ ァ イルは、 関連するすべてのシステムに当てはま り ます。 定
義は行で区切 り 、 空白行は無視されます。 デフ ォル ト のラ イブラ リ ・ ロ ボ

テ ィ ク スはホ ス ト dupin.company.com で定義されている ため、 このシス

テムには libtab フ ァ イルは必要あ り ません。

ヒン ト 関連するすべてのシステムの定義を含む libtab フ ァ イルが 1 つだけであ

り 、 このフ ァ イルが、 関連するすべてのシステムに配布される可能性も あ
り ます。 この場合、 特定のシステムがラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク スへの 「直

接ア ク セス」 を必要 と し た場合、 他のシステムの定義は無視され、 該当す
る システムの定義だけが使用されます。

zala 上の libtab

ファイルの例

ホ ス ト zala.company.com (Windows) 上の libtab フ ァ イルの例

zala.company.com  scsi:2:0:2:0  SAN_LIB_1_zala

zala.company.com  scsi:2:0:2:0  SAN_LIB_2_zala
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zala.company.com scsi:2:0:2:0  SAN_LIB_3_zala

zala.company.com  scsi:2:0:2:0  SAN_LIB_4_zala

oda 上の libtab

ファイルの例

ホ ス ト oda.company.com (HP-UX) 上の libtab フ ァ イルの例

oda.company.com  /dev/spt/lib SAN_LIB_1_computer_2

oda.company.com /dev/spt/lib SAN_LIB_2_computer_2

oda.company.com /dev/spt/lib SAN_LIB_3_computer_2

oda.company.com /dev/spt/lib  SAN_LIB_4_computer_2

donat 上の libtab

ファイルの例

ホ ス ト donat.company.com (Solaris) 上の libtab フ ァ イルの例

donat.company.com /dev/rsst6 SAN_LIB_1_sample

donat.company.com /dev/rsst6 SAN_LIB_2_sample

donat.company.com /dev/rsst6 SAN_LIB_3_sample

donat.company.com /dev/rsst6 SAN_LIB_4_sample

注記 ホ ス ト が ク ラ ス ターの一部であ る場合、 <FullyQualifiedHostname> に

は仮想ホ ス ト 名を指定し、 <DeviceFile | SCSIPath> はローカル ・ ノ ー

ド を参照する こ と が必要です。

共有デバイスと MC/ServiceGuard

Data Protector を MC/ServiceGuard と 併用し て ク ラ ス ター化を行っている場

合、 SAN 環境内で も両者を併用する こ と は可能です。 ク ラ ス ター化は、

ネ ッ ト ワーク の名前、 デ ィ ス ク、 テープなどの リ ソース を ノ ード 間で共有
する こ と によ り 実現されるので、 フ ァ イバー ・ チャネル と SAN は、 ス ト

レージ ・ デバイ スの共有に適し ています。

本項では、 必要なデバイ ス フ ァ イルの作成方法、 仮想ホ ス ト の構成方法、
拘束および非拘束 ド ラ イブの構成方法、 SAN 環境内で統合ソ フ ト ウ ェ アを

使用する ための Data Protector GUI を使った構成方法について説明し ます。
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構成の基本概念

ク ラ ス ター内の ノー ド は、 SAN に接続されたデバイ ス を共有する こ と によ

り 、 ク ラ ス ター内で実行されている アプ リ ケーシ ョ ンを LAN に依存し ない

でバ ッ ク ア ッ プでき ます。 ク ラ ス ター対応アプ リ ケーシ ョ ンは、 仮想ホ ス

ト 上で実行されるので、 ク ラ ス ター内のどの ノ ード 上で も随時実行でき ま
す。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンに対し て、 LAN に依存し ないローカル ・

バッ ク ア ッ プを実行するには、 実際の ノ ード 名ではな く 仮想ホ ス ト 名を指
定し た論理デバイ ス を構成する必要があ り ます。

1 つの物理デバイ スについて、 必要な数だけ論理デバイ ス を構成でき ます

が、 この と きすべてのデバイ スに対し て同じ ロ ッ ク名を使用し なければな
り ません。

複数のシステム間でデバイ ス を共有するには、 そのデバイ ス を ローカルで
使用する各システムに対し て、 1 つの論理デバイ ス を構成し ます。 

詳し く は、 以下の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

• B3935-90015 『MC/ServiceGuard バージ ョ ン  A.11.05 リ リ ース ノ ー ト 』

• B3936-90026 『MC/ServiceGuard の管理』 第 6 版

ド ライブの構成

非拘束ドライブ パッ ケージがどち らのホ ス ト 上で実行されているかに応じ て、 どち らのホ
ス ト から も ア ク セス可能にする必要があ る ド ラ イブは、 仮想ホ ス ト に基づ
いて構成し て く だ さい。 

拘束ドライブ ド ラ イブは、 拘束ホ ス ト 名と ローカル ・ デバイ ス フ ァ イルを使った標準的
な方法で使用する こ と も でき ます ( ローカルな HP-UX デバイ ス フ ァ イルを

使用可能 )。 ローカル・ ド ラ イブは ノ ー ド上で構成する こ と が必要です。 例 : 

表 2-2 非拘束ドライブの構成方法

ホ ス ト 名 node_Appl

デバイ スの制御パス /dev/rmt/st3m

ロ ッ ク名 Libl_Drive_1

表 2-3 拘束ドライブの構成方法

ホ ス ト 名 Host_A
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非拘束 ド ラ イブ と拘束ド ラ イブに関する上記 2 つの例では、 デバイ スが

/dev/rmt/0m と /dev/rmt/st3m で識別される こ と を示し ています。 どち

らのデバイ ス フ ァ イルも同じ物理デバイ ス を参照するので、 ロ ッ ク名
(Lib1_Drive_1) は同じです。

変更された SCSI アドレスの自動検出

SAN 環境では、 SCSI ア ド レ ス (UNIX ではデバイ ス ・ フ ァ イル ) が動的に

変更されるために、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが失敗する こ と があ り ます。
Data Protector では、 SAN デバイ スのシ リ アル番号を内部保存し ておいて、

デバイ スが使用される たびにシ リ アル番号をチェ ッ クする こ と ができ ます。 
デバイ スのア ド レ スが IDB に保存されたア ド レ ス と一致し ない場合、 デバ

イ スパスの検出プロ セスが開始されます。 新しいパスが見つかった ら、 IDB
が更新されます。

制限事項 • 変更された SCSI ア ド レ スの自動検出は、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの

チェーン と し て構成されたデバイ スには使用でき ません。

• デバイ スがシ リ アル番号を持っていない場合は、 変更された SCSI ア ド

レ スの自動検出機能は使用し ないで く ださい。

変更された SCSI ア ド レ スの自動検出を使用可能にするには、 [ デバイ スの

追加 ] ウ ィ ザード の 2 番目の手順か、 デバイ スの [ コン ト ロール ] プロパ

テ ィ のページで、 [変更された SCSI ア ド レスの自動検出 ] を選択し ます。 
詳細は、 図 2-12 を参照し て く ださい。 

注記 デバイ ス を再構成するには、 デバイ スのシ リ アル番号を削除し ます。 シ リ

アル番号を削除し なかった場合、 Data Protector は古いシ リ アル番号を検索

し ます。

デバイ スの制御パス /dev/rmt/0m

ロ ッ ク名 Lib1_Drive_1

表 2-3 拘束ドライブの構成方法
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図 2-12 変更された SCSI デバイスの自動検出
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sanconf コマンドを使用した SAN 環境におけるライ

ブラリの自動構成

sanconf コマン ド は、 SAN 環境でのラ イブラ リ の構成を容易にするユー

テ ィ リ テ ィ です。 このコマン ド は、 複数の ク ラ イ アン ト から ド ラ イブに関

する情報を収集し て、 それら を 1 つのラ イブラ リ に構成する こ と によ って、

SAN 環境内のラ イブラ リ を自動構成し ます。

sanconf コマン ド は、 Data Protector Cell Manager または Data Protector ク ラ

イ アン ト 上で実行でき ます。 このコマン ド は、 Windows の場合は

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ 、 HP-UX および Solaris ク

ラ イ アン ト の場合は /opt/omni/lbinデ ィ レ ク ト リ に存在し ます。

sanconf コマン ド を使用する と以下の作業を実行でき ます。

• 指定された Data Protector ク ラ イ アン ト を ス キ ャ ン し て、SAN 環境内の ク

ラ イ アン ト に接続された ド ラ イブ と ロ ボテ ィ ク ス ・ コ ン ト ローラの
SCSI ア ド レ スに関する情報を収集し ます。 詳細は、 「ク ラ イ アン ト 上で

のデバイ ス情報の収集」 （74 ページ ) を参照し て く ださい。

• Data Protector ク ラ イ アン ト のスキ ャ ンによ って収集し た情報を使用し

て、 指定された ク ラ イ アン ト の既存のラ イブラ リ 設定やド ラ イブ設定を
作成または変更し ます。 詳細は、 「ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成」 （75
ページ ) を参照し て く だ さい。

• 指定された ク ラ イ アン ト の ド ラ イブを ラ イブラ リ から削除し ます。 詳細

は、 「構成の削除」 （82 ページ ) を参照し て く ださい。

sanconf セ ッ シ ョ ンはすべて、

<Data_Protector_home>\log\sanconf.log(Windows の場合 ) または

/var/opt/omni/log/sanconf.log(HP-UX および Solaris システムの場合

) に記録されます。 こ のロ グ ・ フ ァ イルは ト ラブルシ ューテ ィ ングに使用さ

れます。

制限事項と推奨事項

本項では、 sanconf コマン ド に特有の制限事項 と推奨事項について説明し

ます。

制限事項  sanconf コマン ド の制限事項は以下の とお り です。
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• sanconf は以下のプラ ッ ト フ ォーム上で使用でき ます。

— Windows

— HP-UX

— Solaris

• sanconf は、 以下のプラ ッ ト フ ォームで実行されている ク ラ イ アン ト に

接続されたデバイ ス を検出し て構成する こ と ができ ます。

— Windows

— HP-UX

— Solaris

— Linux

— Novell NetWare

— Tru64

— AIX

• sanconf によ ってサポー ト されている ラ イブラ リ の完全な リ ス ト につ

いては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  
ノ ー ト 』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html に表示されて

いる 「Support Matrices」 を参照し て く だ さい。

• sanconf がサポー ト し ていない機能は以下の とお り です。

— ド ラ イブス ロ ッ ト へのスペア ド ラ イブの配置。

— ド ラ イブの種類の混合 ( た と えば、 DLT、 9840、 LTO ド ラ イブの組み

合わせなど )。

— sanconf の実行されている Data Protector セル以外にあ る ク ラ イ アン

ト の構成。

— 現在使用不可能な ク ラ イ アン ト の構成。 使用不可能な ク ラ イ アン ト

の構成ができ るのは、 ク ラ イ アン ト のス キ ャ ンによ って収集された
情報を格納し た構成フ ァ イルを使用し て ラ イブラ リ の構成が実行さ
れている場合のみです。

推奨事項 対象 とする各デバイ スについて、 1 つのシステム上に ド ラ イバを 1 つだけ

構成する こ と をお勧めし ます。
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クライアン ト上でのデバイス情報の収集

sanconf -list[_devices] コマン ド を実行する こ と によ って、 SAN 環境

内の ク ラ イ アン ト に接続された ド ラ イブ と ロ ボテ ィ ク ス ・ コ ン ト ローラの
SCSI ア ド レ スに関する情報を取得でき ます。 sanconf は指定された Data 
Protector ク ラ イ アン ト を スキ ャ ン し て情報を収集し、 その情報を Cell 
Manager の メ デ ィ ア管理データベースにア ッ プロード し ます。 構成およびス

キ ャ ンデータに関する情報は、 構成ファイルにも保存でき ます。 この構成

フ ァ イルは、 ラ イブラ リ の構成時に使用し ます。

ク ラ イ アン ト のデバイ ス情報を収集する ための構文は、 以下の とお り です。

構文 sanconf -list[_devices][<ListFileName>]
[-hosts <host_1> [<host_2>... ] |
-hostsfile <HostsFileName>]

コマン ド が実行される と、 ク ラ イ アン ト のスキ ャ ン状況を示す メ ッ セージ
が画面に表示されます。 ス キ ャ ンが完了する と、 サマ リ ーが表示されます。

<ListFileName> が指定される と、 構成情報 と スキ ャ ン情報が構成フ ァ イ

ル内に格納されます。 構成フ ァ イルは、 -configure オプシ ョ ンによ って使

用でき ます。 このオプシ ョ ンの詳細については、 「ラ イブラ リ ・ デバイ スの

構成」 （75 ページ ) を参照し て く だ さい。

sanconf コマン ド にはスキ ャ ン対象の ク ラ イ アン ト の リ ス ト が必要です。 
この リ ス ト は、 -hosts または -hostsfile オプシ ョ ンを使用する こ と で

指定でき ます。 上記のどち らのオプシ ョ ン も指定されなかった場合、 現在

のセル内のすべてのク ラ イ アン ト がスキ ャ ン されます。

-hosts オプシ ョ ンが指定された場合は、 リ ス ト されたすべての ク ラ イ ア

ン ト がス キ ャ ン されます。 -hostsfile オプシ ョ ンが指定された場合は、

<HostsFileName> フ ァ イル内に リ ス ト されたすべての ク ラ イ アン ト がス

キ ャ ン されます。 <HostsFileName> は、 ス キ ャ ン対象の ク ラ イ アン ト の リ

ス ト を格納する ASCII フ ァ イルでな く てはな り ません。 各ク ラ イ アン ト は

すべて別々の行で指定する必要があ り ます。 構成フ ァ イルにスキ ャ ン情報

を保存する前に、 ク ラ イ アン ト リ ス ト 内ですべての ク ラ イ アン ト を指定す
る よ う にお勧めし ます。
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注記 構成するすべての ク ラ イ アン ト ( ロ ボテ ィ ク ス を表示でき る もの と ド ラ イ

ブを表示でき る も の ) を ス キ ャ ンする必要があ り ます。

例 以下の例では、 「host01」、 「host02」、 「host03」 と い う 3 つのホ ス ト 上でデバ

イ ス を ス キ ャ ン し ています。

sanconf -list_devices -hosts host01 host02 host03

=================== SUMMARY REPORT ===================
LIBRARY="HP:C7200-8000" serial="ABC0000123"

on hosts: host01 host02 host03
DRIVE: index=1; name="QUANTUM:DLT8000";

serial="A0B1C3D4E5"
DRIVE: index=2; name="QUANTUM:DLT8000";

serial="F6G7H8I9J0"
======================================================

ライブラリ ・ デバイスの構成

ラ イブラ リ ・ デバイ スは sanconf -configure コマン ド を使用し て構成し

ます。

テープ ・ ラ イブラ リ を構成するための構文は以下の とお り です。

構文 sanconf -configure [<ListFileName>]
-library <LibrarySerialNumber> <LibraryName>
[<RoboticControlHostName>]
[<DeviceTypeNumber> | ".<DeviceTypeExtension>"]
[-hosts <host_1> [<host_2> ] | -hostsfile

<HostsFileName>]
[-drive_template <DriveTemplateFileName>]
[-library_template <LibraryTemplateFileName>]
[-[no_]multipath]]

<ListFileName> パラ メ ータが指定されていない場合は、 sanconf コマン

ド によ って現在のセル内にあ るすべてのク ラ イ アン ト がスキ ャ ン されます。 
このパラ メ ータが指定される と 、 sanconf はク ラ イ アン ト のすべての情報
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が構成フ ァ イル内にすでに存在し ている もの と 想定するため、 スキ ャ ンは

実行されません。 ク ラ イ アン ト がスキ ャ ン されない場合、 このホ ス ト に接

続されている ド ラ イブの存在し ない状態で ラ イブラ リ が構成されます。

デフ ォル ト の状態、 または no_multipath オプシ ョ ンを指定し た状態で

sanconf コマン ド を実行し た場合は、 パス ご と に個別の論理デバイ スが構

成されます。 -multipath オプシ ョ ンを指定し て sanconf コマン ド を実行

し た場合は、 同一物理デバイ スに対するすべてのパスが 1 つのマルチパ

ス ・ デバイ ス と し て構成されます。

ライブラリ ・ デバイスの初期構成

ラ イブラ リ ・ デバイ ス を 初に構成する と きには、 -configure オプシ ョ

ンを使用し て sanconf コマン ド を実行する必要があ り ます。 sanconf に

よ って、 指定されたすべての ク ラ イ アン ト 上で devbra が起動し ます。

devbra は、デバイ スに対し て物理ラ イブラ リ と ド ラ イブの構成情報を照会

し ます。 まず -list[_devices] <ListFileName> オプシ ョ ンを使用し て

ク ラ イ アン ト の情報を保存し て、 次に、 -configure <ListFileName> を

使用し て ラ イブラ リ と ド ラ イブを構成する こ と をお勧めし ます。 

<ListFileName> パラ メ ータが使用される と、 sanconf コマン ド は構成

フ ァ イルを読み込むだけにな り ます。 この場合、 ク ラ イ アン ト のス キ ャ ン

は実行されません。

-library パラ メ ータが使用される と、 sanconf コマン ド はシステム内に

1 つの論理ラ イブラ リ を作成し、 指定されたすべての ク ラ イ アン ト 上にす

べてのデバイ ス を作成し ます。 -list_devices オプシ ョ ンを使用する と 、

ラ イブラ リ のシ リ アル番号が取得でき ます。

例 以下の例では、 sanconf コマン ド が指定された ク ラ イ アン ト を ス キ ャ ン

し、 「SAN_STORE」 と い う 名前の論理ラ イブラ リ を作成し ています。 この

ラ イブラ リ では、 ロ ボテ ィ ク スが 「host33」 と い う ク ラ イ アン ト 上で構成

され、 この論理ラ イブラ リ 用の ド ラ イブが 「host01」、 「host02」、 「host03」

と い う 3 つのク ラ イ アン ト 上で構成されます。

sanconf -configure -library MPC0100013 SAN_STORE host33
-hosts host01 host02 host03
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例 以下の例では、 sanconf コマン ド がまず、 指定された ク ラ イ アン ト

「host01」、 「host02」、 「host03」、 「host33」 の構成情報について SAN 環境を

ス キ ャ ン し ています。 次に、 この情報を mySAN.cfg フ ァ イルに保存し てい

ます。

sanconf -list_devices mySAN.cfg
-hosts host01 host02 host03 host33

sanconf -configure mySAN.cfg -library MPC0100013 SAN_STORE
host33 -hosts host01 host02 host03

2 つ目のコマン ド は mySAN.cfg フ ァ イルに保存された情報を使用し て、

「SAN_STORE」 と い う 名前の論理ラ イブラ リ を作成し ています。 このラ イ

ブラ リ では、 ロボテ ィ ク スが 「host33」 と い う ク ラ イ アン ト 上で構成され、

そのラ イブラ リ 用の ド ラ イブが 「host01」、 「host02」、 「host03」 と い う 3 つ

の ク ラ イ アン ト 上で構成されます。

<RoboticControlHostName>パラ メ ータ を指定し た場合、 ラ イブラ リ の

ロボテ ィ ク スは、 その ク ラ イ アン ト 上で制御される よ う に構成されます。 
<RoboticControlHostName> パラ メ ータ を指定し なかった場合は、 Cell 
Manager がロ ボテ ィ ク ス制御ホ ス ト と し て使用されます。

<DeviceTypeNumber>パラ メ ータ または ".<DeviceTypeExtension>"パ

ラ メ ータが使用される と 、 このパラ メ ータで指定された種類の ド ラ イブが
ラ イブラ リ 内で構成されます。 サポー ト されている ド ラ イブの種類と その

パラ メ ータについては、 表 2-4 (77 ページ ) を参照し て く ださい。 これらの

パラ メ ータのどち ら も指定されない場合は、 デフ ォル ト で DLT タ イプの ド

ラ イブが使用されます。 ラ イブラ リ 内の ド ラ イブが指定された種類と 異な

る場合は、 エ ラーがレポー ト されます。 <DeviceTypeNumber> パラ メ ータ

は、 <RoboticControlHostName>パラ メ ータ を指定し な く て も実行する

こ と ができ ます。

表 2-4 デバイスの種類の番号と対応する拡張子

デバイ スの種類の番号 デバイ スの種類に対応する拡張子

1 .DDS

2 .QIC

3 .EXA

4 .AIT
第 2 章 77



バックアップ ・ デバイスの 構成と使用

sanconf コマンドを使用した SAN 環境におけるライブラリの自動構成
指定された ク ラ イ アン ト だけに ド ラ イブを構成するには、 -hosts オプシ ョ

ンか -hostsfile オプシ ョ ンのどち らか と 一緒に -configure オプシ ョ ン

を使用し ます。 どち らのオプシ ョ ン も指定されなかった場合、 ド ラ イブは

セル内のすべての ク ラ イ アン ト で構成されます。 -hosts オプシ ョ ンが指定

された場合は、 リ ス ト されたすべての ク ラ イ アン ト で ド ラ イブが構成され
ます。 -hostsfile オプシ ョ ンが指定された場合は、 <HostsFileName>

フ ァ イル内に リ ス ト されたすべての ク ラ イ アン ト で ド ラ イブが構成されま
す。 <HostsFileName> は、 ラ イブラ リ の ド ラ イブを構成するすべての ク ラ

イ アン ト を格納する ASCII フ ァ イルでな く てはな り ません。 各ク ラ イ アン

ト はすべて別々の行で指定する必要があ り ます。 

5 .3480

6 .RDSK

7 .REGFILE

8 .9840

9 .TAPE

10 .DLT

11 .D3

12 .3590

13 .LTO

14 .SDLT

15 .VXA

16 .DTF

17 .9940

18 .SAIT

19 .3592

表 2-4 デバイスの種類の番号と対応する拡張子

デバイ スの種類の番号 デバイ スの種類に対応する拡張子
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マルチパス ・ デバイ ス を構成するには、 <HostsFileName> フ ァ イルの先

頭に次の内容を追加し ます。

<OPTIONS>
-multipath
</OPTIONS>

マルチパス ・ デバイ スの場合は、 リ ス ト またはフ ァ イル内に指定し た順番
によ って、 使用されるパスの順番が決ま り ます。 た と えば、 -hosts 

Client2 Client1 Client3 と指定する と、 Client2 を含んでいるパスが

初に使用されます。

例 sanconf コマン ド を使用し て、 ラ イブラ リ の構成時に特定の ド ラ イブタ イ

プを指定するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -configure -library MPC0100013 SAN_STORE host33
".9840" -hosts host01 host02

このコマン ド では SA_STORE と い う 名前のラ イブラ リ が作成され、 ク ラ イ

アン ト host33 でロ ボテ ィ ク スが構成され、 ク ラ イ アン ト 「host01」 および

「host02」 で STK ド ラ イブが構成されます。 各 ド ラ イブの名前は以下のよ う

にな り ます。

SAN_STORE_1_host01

SAN_STORE_1_host02

SAN_STORE_2_host01

SAN_STORE_2_host02

...

-drive_template <DriveTemplateFileName> オプシ ョ ンを使用する と、

ラ イブラ リ 内の構成済みのすべての ド ラ イブのデフ ォル ト 構成を変更でき
ます。 各パラ メ ータは、 ASCII フ ァ イル内に別々の行で指定する必要があ り

ます。 ド ラ イブのテンプレー ト は以下のパラ メ ータ をサポー ト し ています。

VERIFY  このパラ メ ータは、 Data Protector GUI の [CRCチェ ッ ク ]

オプシ ョ ンに対応し ています。

CLEANME  このパラ メ ータは、 Data Protector GUI の [汚れた ド ラ イ

ブの検出 ] オプシ ョ ンに対応し ています。

RESCAN  このパラ メ ータは、 Data Protector GUI の [再スキャン ]

オプシ ョ ンに対応し ています。
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また、 -library_template <LibraryTemplateFileName> オプシ ョ ンを

使用し て ラ イブラ リ のデフ ォル ト 構成を変更する こ と も でき ます。 各パラ

メ ータは、 ASCII フ ァ イル内に別々の行で指定する必要があ り ます。 ラ イブ

ラ リ のテンプレー ト は以下のパラ メ ータ をサポー ト し ています。

BARCODEREADER  このパラ メ ータは、 Data Protector GUI
の [バーコード ・ リ ーダーのサポート ]

オプシ ョ ンに対応し ています。

BUSYDRIVETOSLOT  このパラ メ ータは、 Data Protector GUI
の [ ビジー ・ ド ラ イブの処理 ]、 [ メ

ディ アの取出し ] オプシ ョ ンに対応し

ています。

BUSYDRIVETOMAILSLOT  このパラ メ ータは、 Data Protector GUI
で指定される [ ビジー ・ ド ラ イブの処

理 ]、 [ メール ・ ス ロ ッ ト への メディ ア

の取出し ] オプシ ョ ンに対応し ていま

す。

重要 ラ イブラ リ のデフ ォル ト 構成が変更でき るのは、 初の構成の と きだけで
す。 ラ イブラ リ の構成後に、 sanconf コマン ド を使用し て ラ イブラ リ の構

成を変更する こ と はでき ません。

例 以下の例では、 sanconf コマン ド が、 セル内のすべての ク ラ イ アン ト を ス

キ ャ ン し て、 次に、 host33 と い う ク ラ イ アン ト でロ ボテ ィ ク スの構成され

た SAN_STORE と い う 名前の論理ラ イブラ リ を作成し ています。 このラ イ

ブラ リ と ド ラ イブは、 DriveTemplate.txtおよび

LibraryTemplate.txt と い う 2 つのフ ァ イル内で指定されたパラ メ ータ

によ って も構成されます。

sanconf -configure -library MPC0100013 SAN_STORE host33
-drive_template DriveTemplate.txt
-library_template LibraryTemplate.txt
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ライブラリ ・ デバイスの再構成

既存のラ イブラ リ を再構成するには、 -configure オプシ ョ ンを使用し ま

す。 sanconf コマン ド は、 すでに ド ラ イブが構成済みの ク ラ イ アン ト を除

いて、 初の構成の と き と同じ方法で使用でき ます。 構成失敗時に備えて、

まず構成フ ァ イルに構成情報を保存する こ と をお勧めし ます。 また、 混乱

な く 初の構成を復元でき る よ う に、 別のフ ァ イル名を使用する こ と をお
勧めし ます。 sanconf は、 ラ イブラ リ の再構成時にカ ス タ ム設定を再使用

し ます。

マルチパスでないラ イブラ リ をマルチパス  ラ イブラ リ と し て再構成する

と、 そのラ イブラ リ はマルチパス  ラ イブラ リ に変更されて、 ラ イブラ リ 制

御ホ ス ト が 初のパス と し て使用される よ う にな り ます。 非マルチパス  ド
ラ イブは変更も削除も されず、 代わ り に新しいマルチパス  ド ラ イブが作成

されます。 マルチパス  ド ラ イブだけが更新の対象にな り ます。

マルチパス  ラ イブラ リ を非マルチパス ・ ラ イブラ リ と し て再構成する と、

そのラ イブラ リ は非マルチパス  ラ イブラ リ に変更されて、 1 つのパスだけ

が作成されます。 マルチパス  ラ イブラ リ に含まれていたマルチパス  ド ラ イ

ブは変更されず、 代わ り に新しい ド ラ イブが作成されます。 非マルチパス  
ド ラ イブだけが更新の対象にな り ます。

スイッチによって
SCSI アドレスが

変更されたときの
再構成

た と えばス イ ッ チの再起動後に SCSI ア ド レ スが変更された場合などに、

既存の論理ラ イブラ リ を再構成し た り 変更する こ と ができ ます。 sanconf
コマン ド は、 初の構成で使用し たの と同じパラ メ ータによ って実行でき
ます。 以下に例を示し ます。

例 1 シ リ アル番号が 「MPC0100013」 で、 デバイ スがホス ト 「host01」、

「host02」、 「host03」 上にあ り 、 ロ ボテ ィ ク ス制御ホ ス ト は 「host33」 であ

る、 「SAN_STORE」 と い う 名前のラ イブラ リ ・ デバイ ス を SCSI ア ド レ ス

の変更後に再構成するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -configure -library MPC0100013 SAN_STORE host33
-hosts host01 host02 host03

例 2 同様の状況にあ る同じ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を、 構成フ ァ イル
「mySAN.cfg」 を使用し て再構成するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -list_devices mySAN.cfg
-hosts host01 host02 host03 host33
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sanconf -configure mySAN.cfg -library MPC0100013 SAN_STORE
host33 -hosts host01 host02 host03

新しいクライアントが
追加されたときの
再構成

sanconf コマン ド は、 指定された ク ラ イ アン ト の既存のラ イブラ リ に ド ラ

イブを追加する こ と ができ ます。 新しい ク ラ イ アン ト はすべて、 構成デー

タ を まずスキ ャ ン し てから、 既存のデータベース内に構成する こ と をお勧
めし ます。

例 1 セルに新しい ク ラ イ アン ト 「host04」 および 「host05」 が追加された場合、

-hosts オプシ ョ ンを使用し て、 シ リ アル番号が 「MPC0100013」 であ る

「SAN_STORE」 と い う 名前のラ イブラ リ ・ デバイ ス を再構成するには、 以

下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -configure -library MPC0100013 SAN_STORE host33
-hosts host04 host05

例 2 同じ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を、 構成フ ァ イル 「myNewHostsSAN.cfg」 を使

用し て再構成するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -list_devices myNewHostsSAN.cfg -hosts host04 host05

sanconf -configure myNewHostsSAN.cfg -library MPC0100013
SAN_STORE host33 -hosts host04 host05

例 3 - マルチパス 同じ ラ イブラ リ をマルチパス  ラ イブラ リ と し て再構成するには、 以下のコ

マン ド を実行し ます。

sanconf -configure -library MPC0100013 SAN_STORE host33
-hosts host04 host05 -multipath

構成の削除

ライブラリ ・ デバイスからのド ライブの削除

-remove_drives オプシ ョ ンを付加し て sanconf コマン ド を実行する と、

指定し た ク ラ イ アン ト のラ イブラ リ 内に存在する構成済みの ド ラ イブを削
除でき ます。 マルチパス  ド ラ イブ と し て構成されていた ド ラ イブは削除さ

れません。
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構成の削除には以下の構文が使用されます。

構文 sanconf -remove_drives <LibraryName>
[-hosts <host_1> [<host_2>... ] |
-hostsfile <HostsFileName>]

注記 この操作のための再ス キ ャ ンは必要あ り ません。

例 ク ラ イ アン ト 「host04」 および 「host05」 上に構成されている

「SAN_STORE」 と い う 名前のラ イブラ リ 内のすべての ド ラ イブを削除する

には、 以下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -remove_drives SAN_STORE -hosts host04 host05

ライブラリ ・ デバイスからのパスの削除

ラ イブラ リ ・ デバイ スからパス を削除するには、 -remove hosts オプシ ョ

ンを付加し て sanconf コマン ド を実行し ます。

構成の削除には以下の構文が使用されます。

構文 sanconf -remove_hosts <LibraryName>
[-hosts <host_1> [<host_2>... ] |
-hostsfile <HostsFileName>]
[-[no_]multipath]

注記 この操作のための再ス キ ャ ンは必要あ り ません。

指定し たホ ス ト を含んでいるすべてのパスが削除されます。 ただし、 指定

し たホ ス ト がラ イブラ リ のすべてのパスに含まれている場合は、 ラ イブラ
リ ・ パスの削除は行われず、 代わ り に警告 メ ッ セージが表示されます。

このコマン ド は以下の 3 つのモー ド で実行でき ます。

• マルチパス デバイ スのパスのみを削除するには、 -multipath オプシ ョ

ンを付加し ます。

• 非マルチパス デバイ スのパスのみを削除するには、 -no_multipath オ

プシ ョ ンを付加し ます。
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• マルチパス ・ デバイ スおよび非マルチパス ・ デバイ スのパス を両方とも

削除するには、 -no_multipath オプシ ョ ン と -multipath オプシ ョ ン

のどち ら も指定せずにコマン ド を実行し ます。

例 - マルチパス ク ラ イ アン ト 「host04」 および 「host05」 上に構成された 「SAN_STORE」

と い う 名前のマルチパス  ラ イブラ リ からすべてのパス を削除するには、 以

下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -remove_hosts SAN_STORE -hosts host04 host05 
-multipath

例 ク ラ イ アン ト 「host02」 および 「host03」 上に構成された 「SAN_STORE1」

と い う 名前の非マルチパス  ラ イブラ リ からすべてのパス を削除するには、

以下のコマン ド を実行し ます。

sanconf -remove_hosts SAN_STORE1 -hosts host02 host03 
-no_multipath

ライブラリ ・ デバイス全体の削除

構成ユーテ ィ リ テ ィ と し ての sanconf コマン ド は、 IDB から ラ イブラ リ 全

体を削除するオプシ ョ ンを提供し ていません。 こ のア ク シ ョ ンを実行する

には、 以下のオプシ ョ ンを使用し て omniupload コマン ド を実行し ます。

omniupload -remove_library <LibraryName>

omniupload コマン ド の詳細は、 omniupload の man ページを参照し て く

ださい。

sanconf コマンドに関連する omnirc ファイル変数

sanconf コマン ド は次の omnirc フ ァ イル変数を使用し ます。

OB2SANCONFSCSITIMEOUT=s

デフ ォル ト 値 :  20 秒

この変数は、 sanconf関連操作のタ イ ムア ウ ト 値を設定

する もので、 Windows システムで使用されます。 
sanconf コマン ド の実行前に、 このコマン ド の影響を受

け るすべてのク ラ イ アン ト にこ の変数を設定する必要が
あ り ます。
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omnirc フ ァ イルの位置と 使用方法については、 「omnirc オプシ ョ ンの使

用」 （647 ページ ) を参照し て く だ さい。

ド ライブの命名規則

sanconf コマン ド によ って作成される ド ラ イブはすべて sanconf によ って

自動的に命名されます。

重要 再構成が正常に動作し な く な るため、 ド ラ イブの名前は手動で変更し ない
で く ださい。

ド ラ イブの命名規則は、 デバイ スがマルチパス  モー ド で構成されているか

ど う かによ って、 以下のいずれかの形にな り ます。

• 非マルチパスデバイ スの場合 :

libname_index_host

libname_index_busindex_host

busindex番号は、 ド ラ イブに対するパスが複数あ る場合にのみ使用し

ます。

• マルチパスデバイ スの場合 :

libname_index

例 物理ラ イブラ リ 内のポジシ ョ ン 2 に存在し、 ク ラ イ アン ト 「host01」 に ド

ラ イブのあ る 「SAN_STORE」 と い う 名前のラ イブラ リ の場合は、 以下の

ド ラ イブ名を使用し ます。

SAN_STORE_2_host01

デュ アル HBA 環境の場合、 バス番号も追加されます。 ラ イブラ リ 内で イ ン

デッ ク ス 2 を持ち SCSI アダプタのバス 4 に表示される ク ラ イ アン ト

「host01」 に別の ド ラ イブが配置されている場合は、 以下のよ う に命名され

ます。

SAN_STORE_2_4_host01
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例 - マルチパス 物理ラ イブラ リ 内のポジシ ョ ン 2 に存在し、 ク ラ イ アン ト 「host01」 に ド

ラ イブのあ る 「SAN_STORE」 と い う 名前のラ イブラ リ の場合は、 以下の

ド ラ イブ名を使用し ます。

SAN_STORE_2

デュ アル HBA 環境の場合、 バス番号は追加されません。 ラ イブラ リ 内でイ

ンデッ ク ス 2 を持ち SCSI アダプタのバス 4 に表示される ク ラ イ アン ト

「host01」 に別の ド ラ イブが配置されている場合は、 新しいパスだけが追加

されます。

ド ライブロック機構

SAN 環境での構成が正常に完了し た ら、 1 つの物理 ド ラ イブを表す複数の

論理 ド ラ イブが作成された状態にな り ます。 Data Protector は、 同一の物理

ド ラ イブにマ ッ ピング された複数の論理ド ラ イブで同時にバッ ク ア ッ プが
開始されるのを防ぐ ロ ッ ク機構を備えています。 この機構で重要な役割を

果たすのはロック名です。

ロ ッ ク名は、 1 つの物理 ド ラ イブを表すすべての論理ド ラ イブによ って使

用されます。 sanconf コマン ド は、 構成対象の ド ラ イブのロ ッ ク名を自動

的に作成し ます。 ロ ッ ク名は ド ラ イブのベンダー ID 文字列、 製品 ID 文字

列、 製品シ リ アル番号によ って構成されています。

例 ベンダー ID が 「HP」、 製品 ID が 「DLT8000」、 シ リ アル番号が

「A1B2C3D4E5」 であ る HP DLT 8000 ド ラ イブには、 以下のロ ッ ク名が自動

構成されます。

HP:DLT8000:A1B2C3D4E5

sanconf コマン ド によ って作成された ロ ッ ク名は変更し ないで く ださい。 
手動で作成され、 sanconf によ って構成された物理ド ラ イブを表し ている

他のすべての論理 ド ラ イブも、 sanconf によ って作成された ロ ッ ク名を使

用する必要があ り ます。
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ド ライブのクリーニング

汚れた ド ラ イブを ク リ ーニングするには、 以下の方法があ り ます。

• ラ イブラ リ 内蔵ク リ ーニング機構

テープ ・ ラ イブラ リ の中には、 ド ラ イブがヘッ ド ・ ク リ ーニングを要求
し た場合に ド ラ イブを自動的に ク リ ーニングする機能を備えた も のがあ
り ます。 ラ イブラ リ が汚れた ド ラ イブを検出し た場合、 ク リ ーニング ・

テープを自動的にロード し ます。 この動作は Data Protector には通知され

ません。 ク リ ーニング動作によ り 、 ア ク テ ィ ブなセ ッ シ ョ ンが中断され

るので、 セ ッ シ ョ ンが失敗する原因 と な り ます。

このよ う なハード ウ ェ ア側が管理する ク リ ーニング手順は、 Data 
Protector と 互換性がないためお勧めでき ません。 こ の手順の代わ り に、

Data Protector が管理する ド ラ イブの自動ク リ ーニング機能を使用し て く

ださい。

• Data Protector が管理する ド ラ イブの自動ク リ ーニング機能

Data Protector は、 ク リ ーニング ・ テープを使用するデバイ スのほ と んど

に対し て自動ク リ ーニング機能を行 う こ と ができ ます。 SCSI ラ イブラ リ

やマガジン ・ デバイ スの場合は、 ク リ ーニング ・ テープを入れる ス ロ ッ
ト を定義でき ます。 汚れた ド ラ イブから ク リ ーニング要求が送信される

と 、 Data Protector はク リ ーニング ・ テープを使って ド ラ イブの ク リ ーニ

ングを行います。

この方法を使用すれば、 汚れた ド ラ イブによ ってセ ッ シ ョ ンが失敗する
のを防ぐ こ と ができ ます。 ただし、 バ ッ ク ア ッ プに適し た メ デ ィ アが ド
ラ イブに挿入され使用可能であ る こ と が条件です。 詳細は、 「ド ラ イブ

の自動ク リ ーニングの構成」 （89 ページ ) を参照し て く ださい。

• 手動によ る ク リ ーニング

ド ラ イブの自動ク リ ーニングが構成されていない場合、 汚れた ド ラ イブ
を手動で ク リ ーニングする必要があ り ます。 Data Protector が汚れた ド ラ

イブを検出し た場合、 セ ッ シ ョ ン ・ モニ ター ・ ウ ィ ン ド ウにク リ ーニン
グ要求が表示されます。 その場合は、 ク リ ーニング ・ テープを ド ラ イブ

に手動で挿入する必要があ り ます。
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ヘッ ド の ク リ ーニングには少量の研磨剤付き テープが入った特殊なテー
プ ・ ク リ ーニング用カー ト リ ッ ジを使用し ます。 この特殊テープ ・ カー ト

リ ッ ジを ロー ドする と 、 ド ラ イブはカー ト リ ッ ジを認識し て、 ヘッ ド ・ ク
リ ーニングを開始し ます。

制限事項 • Data Protector では、 ク リ ーニング ・ テープ格納用の特殊なス ロ ッ ト に

入っている ク リ ーニング ・ テープを使って ク リ ーニングを行 う ためのベ
ンダー固有の診断用 SCSI コマン ド をサポー ト し ていません。 この特殊

ス ロ ッ ト へは、 通常の SCSI コマン ド を使ってア ク セスでき ないため、

Data Protector が管理する自動 ド ラ イブ ・ ク リ ーニング機能 と併用でき ま

せん。 ク リ ーニング ・ テープを格納する ための標準ス ロ ッ ト を構成し て

く だ さい。

• ク リ ーニング ・ テープの検出方法や使用方法は、 Media Agent が実行さ

れている システムのプラ ッ ト フ ォームによ って異な り ます。 詳細は、

『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を

参照し て く ださい。

• Data Protector が管理する自動 ド ラ イブ ・ ク リ ーニング機能を構成する場

合は、 別の種類のデバイ ス管理アプ リ ケーシ ョ ンを使用し てはいけませ
ん。 このよ う なアプ リ ケーシ ョ ンの使用によ り 、 予期せぬ結果を招 く 場
合があ り ます。 これは、 デバイ スの種類と メ ーカにも よ り ますが、

「cleanme」 要求が読み込まれる と 同時に消去される こ と が原因です。

• 共有ク リ ーニング ・ テープを使用し た、 論理ラ イブラ リ の自動ク リ ーニ

ングはサポー ト されていません。 各論理ラ イブラ リ 用に、 専用のク リ ー

ニング ・ テープを構成する こ と が必要です。

自動クリーニングの
条件

ラ イブラ リ のバーコード ・ サポー ト の有無に関わらず、 ド ラ イブの自動ク
リ ーニングがサポー ト されています。

自動ク リ ーニングを行 う には、 以下の条件を満たすこ と が必要です。

• バーコード をサポー ト し ていない ラ イブラ リ では、 ク リ ーニング ・ テー

プ用ス ロ ッ ト が Data Protector のデバイ ス定義で構成済みであ り 、 ス

ロ ッ ト に ク リ ーニング ・ テープ ・ カー ト リ ッ ジが挿入されている こ と 。 
ク リ ーニング ・ テープ用ス ロ ッ ト は、 他のラ イブラ リ ・ ス ロ ッ ト と共に
構成する必要があ り ます。

• バーコード がサポー ト されている ラ イブラ リ では、 ク リ ーニング ・ テー

プに、 "CLN" プレ フ ィ ッ ク スが付いたバーコード ・ ラベルが付いている

こ と。 また、 バーコー ド ・ サポー ト を使用可能にし てお く こ と が必要で

す。 詳細は、 「バーコード のサポー ト を可能にする」 （93 ページ ) を参照
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し て く ださい。

• [ 汚れた ド ラ イブの検出 ] オプシ ョ ンが有効になっている こ と。

ド ラ イブの ク リ ーニングが必要であ る と い う 通知を Data Protector が受け取

る と、 ク リ ーニング ・ テープが自動的にロー ド され、 ド ラ イブの ク リ ーニ
ングが行われた後、 セ ッ シ ョ ンが再開されます。

ク リ ーニング作業はすべて以下のロ グ ・ フ ァ イルに記録されます。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\log\server\cleaning.log

• UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/log/cleaning.log

ド ライブの自動クリーニングの構成

ド ラ イブの自動ク リ ーニング機能を構成するには、 以下の 2 つの手順を行

います。

1. 汚れた ド ラ イブの検出機能を使用可能にし ます。 これは、 すべてのデバ

イ スの種類 ( ス タ ン ド ア ロ ン と ラ イブラ リ ) に対し て行 う こ と が必要で

す。 これによ り 、 Data Protector は ド ラ イブによ って発行される イベン ト

を認識でき ます。

2. ラ イブラ リ ・ デバイ ス またはマガジン ・ デバイ ス内での ク リ ーニング ・

テープ用のス ロ ッ ト を構成し ます。

汚れたドライブの
検出を可能にする

汚れた ド ラ イブの検出機能を使用可能にするには、 目的の ド ラ イブの [設

定 ] プロパテ ィ ・ ページで [汚れた ド ラ イブの検出 ]拡張オプシ ョ ンを選

択し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド

「ド ラ イブ ・ ク リ ーニングの構成」 を参照し て く ださい。

クリーニング・ テープ用
スロットの構成

SCSI ラ イブラ リ 内で ク リ ーニング ・ テープ用ス ロ ッ ト を構成するには、 こ

のデバイ スの [ レポジ ト リ ] プロパテ ィ ・ ページで [ ク リ ーニング ] オプ

シ ョ ンを ク リ ッ ク し、 ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト で既存のス ロ ッ ト を選択し
ます。 バーコー ド ・ リ ーダーのサポー ト が有効化されている ラ イブラ リ で

は、 ク リ ーニング ・ ス ロ ッ ト は構成でき ない点に注意し て く ださ い。 詳し

い手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ド ラ イブ ・ ク
リ ーニングの構成」 を参照し て く ださ い。
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ド ライブ ・ クリーニング構成のテスト

ド ラ イブの ク リ ーニングが正し く 構成されたかど う かは、 以下の手順に
従ってテス ト し ます。

準備 1. ド ラ イブに対応する Media Agent がイ ン ス ト ールされている システムに

ロ グオン し ます。

2. Data Protector の tmpデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

• HP-UX および Solaris システムの場合 : /var/opt/omni/tmp/

• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/tmp/

• Windows システムの場合 : <Data_Protector_home>\tmp\

• Novell NetWare システムの場合 : \usr\omni\tmp\

3. simtab (Windowsシステムの場合)または.simtab (UNIXシステムの場合

) と い う 名前の ASCII フ ァ イルを作成し ます。 このフ ァ イルの作成時に

は、 以下を考慮し ます。

• フ ィ ールド区切 り 文字は、 1 文字の ASCII 文字 （タブまたは空白） で

あ る必要があ り ます。

• 論理デバイ ス名は、 引用符で囲んだ り 、 空白を含めてはいけません

（"test drive" など）。

simtab または .simtab フ ァ イルの内容は、 以下のよ う にな り ます。

CLEANME  <file_name> <drive_name>

こ こ で、 <file_name> には汚れた ド ラ イブのシ ミ ュ レー ト に使用する

フ ァ イルの名前を指定し、 <drive_name> にはテス ト 対象の ド ラ イブの

名前を指定し ます。 

複数の ド ラ イブをテス ト する場合は、 それらに対応する複数のエン ト リ を
追加でき ます。 フ ァ イル名の前にデ ィ レ ク ト リ を追加し ないで く ださい。

構成のテスト 以下の手順に従って、 構成をテス ト し ます。

1. 汚れた ド ラ イブのシ ミ ュ レー ト に使用する空のフ ァ イルを Data Protector
の tmpデ ィ レ ク ト リ 内に作成し ます。 フ ァ イル simtab または .simtab

で定義し たの と 同じ フ ァ イル名を使用し て く ださい。

2. テス ト 対象の ド ラ イブを使用し てバッ ク ア ッ プを開始し ます。
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Data Protector は選択された ド ラ イブが汚れている もの とみな し て動作し、

ク リ ーニングを実行し ます。

指定し た ド ラ イブでの汚れた ド ラ イブのシ ミ ュ レーシ ョ ン動作を中止する
には、 シ ミ ュ レーシ ョ ンに使用されている フ ァ イルを削除し ます。
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ビジー ・ ド ライブの処理

Data Protector では通常、 ド ラ イブには メ デ ィ アが入っていない とみなすた

め、 復元またはバ ッ ク ア ッ プが現在実行中でない限 り 、 ド ラ イブに メ デ ィ
アを入れたま まにし ないで く だ さい。 ただし、 い く つかの理由によ り メ

デ ィ アが ド ラ イブに入ったま まにな る場合があ り ます ( 別のアプ リ ケー

シ ョ ンで使用し た メ デ ィ アを取 り 出し ていない場合、 またはデータ をテー
プに書き込むシステム (Media Agent) がバッ ク ア ッ プ中に異常終了し た場合

など )。 この ド ラ イブを次回のバッ ク ア ッ プで使用する場合は、 このよ う な

状況に対応する こ と が必要と な り ます。 Data Protector は、 数通 り の方法で

この状況に自動的に対処し ます。 対処方法は、 ラ イブラ リ ・ オプシ ョ ン [

ビジー ・ ド ラ イブの処理 ] を使って構成でき ます。

以下のオプシ ョ ンを使用でき ます。

[ 中止 ]  バッ ク ア ッ プは中止されます ( デフ ォル ト )。

[ 取出し ]  ド ラ イブから メ デ ィ アが取 り 出され、 空のス ロ ッ ト に置

かれます。

[ メール ・ スロッ トへのメディアの取出し ]  
ド ラ イブから メ デ ィ アが取 り 出され、 ラ イブラ リ の メ ー
ル ・ ス ロ ッ ト (CAP) に置かれます。

バッ ク ア ッ プを自動的に続行し たい場合は、 [ 取出し ] を選択し ます。 テー

プは不明なス ロ ッ ト に移動するので、 次回のバッ ク ア ッ プ実行前にラ イブ
ラ リ のス キ ャ ンが行われます。
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バーコードのサポート を可能にする

SCSI ラ イブラ リ ・ デバイ スがバーコー ド を使って メ デ ィ アを使用する場

合、 Data Protector は、 以下のサポー ト 機能によ り 、 バーコード を使用でき

ます。

• CLN と い う 接頭辞の付いた ク リ ーニング ・ テープの認識。

• メ デ ィ アをバーコー ド で参照。 バーコー ド は、 IDB 内の Data Protector メ

デ ィ ア ・ ラベルに追加されます。 メ デ ィ アの初期化中に、 必要に応じ て

バーコード を メ デ ィ ア ・ ラベル と し て使用し て、 テープ上の メ デ ィ ア ・
ヘッ ダに書き込むこ と も でき ます。

• メ デ ィ アのバーコー ド を使用し た、 ラ イブラ リ のレポジ ト リ のス ロ ッ ト

内にあ る メ デ ィ アのク ィ ッ ク ・ ス キ ャ ン。 この場合、 バーコー ド機能を

使わずにレポジ ト リ を スキ ャ ンする よ り はるかに高速でスキ ャ ンでき ま
す。 [ アクシ ョ ン ] メ ニューで [バーコードのスキャン ] を ク リ ッ ク し

て、 メ デ ィ アのラ イブラ リ のレポジ ト リ を スキ ャ ン し ます。

デバイ スの [ コン ト ロール ] プロパテ ィ ・ ページで [バーコード ・ リ ーダー

のサポート ] オプシ ョ ンを選択し て、 バーコー ド のサポー ト を使用可能に

し ます。 [初期化時に メディ ア ・ ラベルと してバーコード を使用 ] を選択し

た場合、 こ のラ イブラ リ を使用し て メ デ ィ アを初期化する と きに、 [バー

コード を使用 ] オプシ ョ ンがデフ ォル ト で有効にな り ます。 詳細は、図 2-13 
(94 ページ ) を参照し て く だ さい。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘ

ルプの索引キーワー ド 「バーコード ・ リ ーダー ・ サポー ト のア ク テ ィ ブ化」
を参照し て く ださい。

注記 セル内のすべてのバーコード は、 メ デ ィ アの種類または複数のラ イブラ リ
の有無に関係な く 一意でなければな り ません。 
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図 2-13 バーコード ・ リーダー ・ サポート を可能にする  
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バックアップ ・ デバイスの無効化

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの無効化は、 デバイ スが損傷し た と きや保守作業
を実施する と きに役立つ機能です。

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を無効化する と、 それ以降のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ
シ ョ ンでは、 そのデバイ スが使用されな く な り ます。 バッ ク ア ッ プ仕様の

デバイ ス ・ リ ス ト に含まれている別の利用可能なデバイ スが代わ り に使用
されます ( ただし、 負荷調整が選択されている場合 )。 無効化し たデバイ ス

と同じ ロ ッ ク名を使用し ているデバイ スは、 すべて無効化されます。

特定のデバイ ス を保守する必要が生じ た と きは、 他のデバイ ス をバッ ク
ア ッ プに使用し た り 、 バ ッ ク ア ッ プ用に構成し た り する こ と ができ るので、
そのデバイ スが原因でバ ッ ク ア ッ プが失敗するのを防止でき ます。

デバイスを
無効化する方法

デバイ ス または ド ラ イブの [設定内容 ] プロパテ ィ ・ ページで [デバイ ス

を使用不可能にする ] オプシ ョ ンを選択し て、 バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を

無効化し ます。 詳細は、 図 2-14 を参照し て く だ さい。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの無
効化」 を参照し て く ださい。

デバイスを
再起動する方法

そのデバイ ス をバ ッ ク ア ッ プに利用でき る よ う にするには、 [デバイ スを使

用不可能にする ] オプシ ョ ンをオフにする必要があ り ます。
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図 2-14 デバイスを無効化する 
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バックアップ ・ デバイスの削除 
バッ ク ア ッ プまたは復元に使用し ているデバイ スの使用を中止するには、
Data Protector 構成からバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を削除し ます。 この場合、

このデバイ ス を使用し ていたすべてのバッ ク ア ッ プ仕様から このデバイ ス
を削除し た こ と を確かめて く だ さい。 削除し ていない場合、 バッ ク ア ッ プ

または復元は正常に実行されません。

ヒン ト バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を今後 Data Protector で使用し ない場合は、 Media 
Agent ソ フ ト ウ ェアをシステムから削除し て も構いません。 この操作は [ ク

ラ イ アン ト ] コ ンテキス ト から実行でき ます。

バックアップ ・
デバイスの削除方法

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を削除するには、 [デバイ ス / メディ ア ] コ ンテキ

ス ト を使用し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引

キーワード 「バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの削除」 を参照し て く ださ い。
第 2 章 97



バックアップ ・ デバイスの 構成と使用

バックアップ ・ デバイスの名前の変更
バックアップ ・ デバイスの名前の変更

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの名前を変更する と、 バッ ク ア ッ プまたは復元時
にそのデバイ ス を新しい名前で指定でき る よ う にな り ます。

重要 デバイ ス名を変更し た と きは、 そのデバイ ス を使用し ていたすべてのバ ッ
ク ア ッ プ仕様から古いデバイ ス名を削除する必要があ り ます。 古いデバイ

ス名が残されている と 、 存在し ないデバイ ス を参照する こ と にな るので、
バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン または復元セ ッ シ ョ ンが失敗し ます。

バックアップ ・ デバ
イスの名前を変更す
る方法

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの名前は、 デバイ スの [一般 ] プロパテ ィ ・ ペー

ジで変更し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー

ワー ド 「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの名前変更」 を参照し て く ださ い。
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内部ロック バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの内部ロ ッ ク によ り 、 2 つの Data Protector セ ッ

シ ョ ンが同時に同じ物理デバイ スから ア ク セス されるのを防止でき ます。 
た と えば、 1 つのバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンがあ るデバイ ス を使用し てい

る場合、 それ以外のすべてのバ ッ ク ア ッ プ / 復元セ ッ シ ョ ンがこのデバイ

ス を使用するには、 使用可能になる まで待機し なければな り ません。 バ ッ

ク ア ッ プまたは復元セ ッ シ ョ ンが開始された と き、 Data Protector はその

セ ッ シ ョ ンで使用されるデバイ ス、 ド ラ イブ、 ス ロ ッ ト を ロ ッ ク し ます。

メ デ ィ アの操作を実行する メ デ ィ ア ・ セ ッ シ ョ ン ( 初期化、 ス キ ャ ン、 検

証、 コ ピー、 またはイ ンポー ト など ) も、 デバイ ス を ロ ッ ク し ます。 その

セ ッ シ ョ ンの実行中は、 他の操作がそのデバイ ス を ロ ッ ク し た り 使用し た
り する こ と はでき ません。 メ デ ィ ア ・ セ ッ シ ョ ンがロ ッ ク を取得できない

場合、 その メ デ ィ ア操作は正常に実行されないため、 ユーザーは後で同じ
操作を再試行する必要があ り ます。

マウン ト要求が発行
された場合のロック

バッ ク ア ッ プまたは復元セ ッ シ ョ ンにおけ るマウ ン ト 要求中は、 メ デ ィ ア
管理操作 ( 新しい メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト など ) のためにデバイ ス を使用

でき ます。

マウ ン ト 要求が確認される と 、 バ ッ ク ア ッ プまたは復元セ ッ シ ョ ンはデバ
イ ス を再度ロ ッ ク し、 セ ッ シ ョ ンを継続し ます。

Data Protectorでの

ロック

1 つの物理デバイ ス を複数のデバイ ス名で構成するだけで、 こ のデバイ ス

に複数のデバイ ス特性を指定でき ます。

内部ロ ッ クは物理デバイ スではな く 論理デバイ スに対し て行われる ため、
あ るバ ッ ク ア ッ プ仕様でデバイ ス名を 1 つ指定し、 他のバ ッ ク ア ッ プ仕様

で同じ物理デバイ ス を別のデバイ ス名で指定し た場合、 デバイ スの競合が
発生する可能性があ り ます。 バ ッ ク ア ッ プ ・ ス ケジ ュールにも よ り ますが、

これによ り 、 Data Protector が複数のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで同時に同

じ物理デバイ ス を使用する可能性があ り ます。 また、 2 つのデバイ ス名を 2
種類の操作 ( バッ ク ア ッ プ と 復元、 バ ッ ク ア ッ プ と ス キ ャ ンなど ) で使用

し た場合も、 このよ う な状況が発生する場合があ り ます。

デバイ スの競合を避け るため、 どち らのデバイ ス構成で も仮想ロ ッ ク名を
指定でき ます。 Data Protector はこのロ ッ ク名を使ってデバイ スが使用可能

かど う かをチェ ッ クするので、 競合を防止でき ます。
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実際には同一の物理デバイ ス を指す 2 つの Data Protector バ ッ ク ア ッ プ ・ デ

バイ ス を構成し ている場合、 2 つの論理デバイ スに対し て拡張オプシ ョ ン

で [ ロ ッ ク名 ] を指定する こ と をお勧めし ます。 [ ロ ッ ク名 ] は、 Data 
Protector がバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンや復元セ ッ シ ョ ンを開始する前に、

デバイ ス を ロ ッ クする ために認識する名前です。 論理デバイ スは 2 つ と も

同じ ロ ッ ク名にする必要があ り ます。 [ ロ ッ ク名 ] の使用例は、 「SAN 環境

内の共有デバイ ス」 （54 ページ ) を参照し て く だ さい。

デバイスを
ロッ クする方法

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を ロ ッ クするには、 デバイ スの [ 設定内容 ] プロ

パテ ィ ・ ページで [ ロ ッ ク名を使用 ]拡張オプシ ョ ンを選択し て、 適切な

ロ ッ ク名を入力し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索

引キーワー ド 「バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スのロ ッ ク」 を参照し て く ださい。
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デバイスの同時処理数、 セグメン トおよびブロック ・

サイズ

スト リーミング 大のデバイ ス性能を得るには、 ス ト リ ー ミ ングが維持される こ と が必要
です。 デバイ スが メ デ ィ アへ十分な量のデータ を継続し て送信でき る場合、

デバイ スはス ト リ ー ミ ングを行います。 そ う でない場合は、 デバイ スは

テープを止めてデータが到着するのを待ち、 テープを少し巻き戻し た後、
テープへの書込みを再開し ます。 言い換え る と、 テープにデータ を書き込

む速度が、 コ ンピ ュータ ・ システムがデバイ スへデータ を送信する速度以
下の場合、 デバイ スはス ト リ ー ミ ングを行います。 また、 デバイ ス ・ ス ト

リ ー ミ ングは、 ネ ッ ト ワーク負荷、 1 回の動作でバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス

に書き込まれるデータのブロ ッ ク ・ サイ ズなど他の要因に も依存し ます。 

デバイ スの同時処理数、 セグ メ ン ト ・ サイ ズおよびブロ ッ ク ・ サイ ズの詳
細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 第 3 章

「 メ デ ィ ア管理 とデバイ ス」 を参照し て く ださい。 

同時処理数の変更 Data Protector では、 デバイ スの種類ご と に起動される Disk Agent のデフ ォ

ル ト 数が設定されています。 Media Agent へデータ を同時に送信する Disk 
Agent の数を増やすこ と によ り 、 デバイ ス ・ ス ト リ ー ミ ングの性能が向上

し ます。

目的のデバイ スの [拡張オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 [同時処理

数 ] を、 各 Media Agent へデータ を送信する Disk Agent の 大数に設定し

ます。 図 2-15 (102 ページ ) を参照し て く ださい。 詳しい手順については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「同時処理数」 を参照し て く だ さい。

同時処理数もバッ ク ア ッ プ仕様で設定でき ます。 バ ッ ク ア ッ プ仕様で設定

し た同時処理数は、 デバイ ス定義で設定された同時処理数よ り 優先的に使
用されます。 図 2-16 (103 ページ ) を参照し て く ださい。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「同時処理数」 を参照し て く
ださい。
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図 2-15 [ 拡張オプシ ョ ン ] ダイアログ ・ ボックス : [ 同時処理数 ]
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デバイスの同時処理数、 セグメン トおよびブロック ・ サイズ
図 2-16 [ デバイスのプロパティ ] ダイアログ ・ ボックス : [ 同時処理数 ]

セグメン ト ・ サイズ
の変更

セグ メ ン ト ・ サイ ズは、 Data Protector がデータ を メ デ ィ アに書き込む際に

使用するデータ領域のサイ ズに関連があ り ます。 各デバイ スのセグ メ ン ト ・

サイ ズはユーザーが構成でき ます。 セグ メ ン ト ・ サイ ズが小さいほど、 メ

デ ィ アの中で使用される スペースが大き く な る こ と に注意し て く ださい。
これは、 各セグ メ ン ト がフ ァ イル ・ マーク を持ってお り 、 このフ ァ イル ・
マーク が メ デ ィ ア上のスペース を占める ためです。 ただし、 フ ァ イル ・

マーク が多数あ る と 、 Media Agent が復元対象のデータ を含むセグ メ ン ト を

よ り 迅速に見つける こ と ができ るので、 復元速度が向上し ます。

適なセグ メ ン ト ・ サイ ズは、 デバイ スで使用する メ デ ィ アの種類やバ ッ
ク ア ッ プ対象 と な るデータの種類によ り 異な り ます。 テープ当た り の平均

セグ メ ン ト 数は 50 です。 デフ ォル ト のセグ メ ン ト ・ サイ ズは、 テープの元

の容量を 50 で割る こ と によ り 求められます。 カ タ ロ グ ・ サイ ズの 大値

は、 どの メ デ ィ アについて も 12 MB に制限されています。
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初の上限値に達する と、 Data Protector はセグ メ ン ト を完了し ます。 容量

の小さいフ ァ イルを多数バ ッ ク ア ッ プし た場合、 メ デ ィ ア ・ カ タ ロ グの上
限値によ り 早 く 達するので、 セグ メ ン ト ・ サイ ズは小さ く な り ます。

セグ メ ン ト ・ サイ ズは、 目的のデバイ スの [拡張オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ・

ボ ッ ク スで変更でき ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの

索引キーワー ド 「セグ メ ン ト ・ サイ ズ」 を参照し て く ださ い。

バッファ数の変更 Data Protector Media Agent と Disk Agent は、 データ転送時に メ モ リ ・ バ ッ

フ ァ を使用し ます。 メ モ リ は、 バッ フ ァ領域数に分割されます。 1 ～ 32 ま

での値を指定でき ます。

各バ ッ フ ァ領域は、 8 個の Disk Agent バ ッ フ ァ で構成され、 各 Disk Agent
バッ フ ァ のサイ ズは、 こ のデバイ スに構成されているブロ ッ ク ・ サイ ズ と
同じです。 デバイ スのデフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズは 64 KB です。 

バッ フ ァ数を変更するには、 選択し たデバイ スの [拡張オプシ ョ ン ] プロ

パテ ィ を変更し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引

キーワード 「Disk Agent のバッ フ ァ数」 を参照し て く ださい。

ブロック ・サイズ デバイ スがデータ を受信する と 、 デバイ スの種類 (DDS、 DLT) に固有のブ

ロ ッ ク ・ サイ ズを使ってデータ を処理し ます。

注記 各バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ( ド ラ イブ ) には、 ブロ ッ ク ・ サイ ズが設定さ

れています。 復元は、 ブロ ッ ク ・ サイ ズに合わせて行われます。

Data Protector の
ブロック ・サイズを
変更する前に

Data Protector は、 異な る種類のデバイ スに対し て、 デフ ォル ト のブロ ッ

ク ・ サイ ズを使用し ます。 このブロ ッ ク ・ サイ ズは、 Data Protector で作成

されたすべてのデバイ スやさ まざ まなプラ ッ ト フ ォーム上で動作する
Media Agent に適用されます。

デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズは、 メ デ ィ アのヘッ ダに書き込まれるので、
Data Protector はどのサイ ズを使用すればよいか認識でき ます。 デバイ スの

ブロ ッ ク ・ サイ ズが メ デ ィ アのブロ ッ ク ・ サイ ズ と 違 う 場合は、 エ ラーが
発生し ます。

Data Protector の GUI で、 デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズを変更でき ます。 た
だし、 ブロ ッ ク ・ サイ ズを変更する前に、 ホ ス ト ・ アダプタのサポー ト し
ているブロ ッ ク ・ サイ ズを確認する必要があ り ます。
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以前の SCSI カード (Adaptec 2940 など ) の 小ブロ ッ ク ・ サイ ズは 56KB
でし た。 現在、 新しい SCSI カー ド で主に使用されている 小ブロ ッ ク ・ サ

イ ズは 64KB です。

Windows Media Agent ク ラ イ アン ト のレジス ト リ を変更する こ と で、 その ク

ラ イ アン ト の 大ブロ ッ ク ・ サイ ズを大き く する こ と ができ ます。 ブロ ッ

ク ・ サイ ズの変更方法については、 「Windows Media Agent 上のブロ ッ ク ・

サイ ズの変更」 (A-52 ページ ) にあ る例を参照し て く ださい。

SCSI カード のブロ ッ ク ・ サイ ズを変更する前に、 SCSI カー ド の ド キ ュ メ

ン ト を参照するか、 ベンダーのサポー ト 窓口に連絡し て く ださい

Data Protectorでの

ブロック ・サイズの
変更

ブロ ッ ク ・ サイ ズは、 目的のデバイ スの [拡張オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ・

ボ ッ ク スで設定でき ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの

索引キーワー ド 「ブロ ッ ク ・ サイ ズ」 を参照し て く ださい。
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ブロック ・サイズ すべての論理デバイ スについて、 データ を処理する単位 ( ブロッ ク ・サイ

ズ ) を構成する こ と が可能です。 各デバイ スにはそれぞれ異な るデフ ォル ト

のブロ ッ ク ・ サイ ズが設定されてお り 、 この値を使用する方が安全 ( セ ッ

シ ョ ンが正常に終了する可能性が高い ) ですが、 適な性能は得られない

こ と があ り ます。 ブロ ッ ク ・ サイ ズを調整する と、 Data Protector セ ッ シ ョ

ンの性能を向上でき ます。

適なブロ ッ ク ・ サイ ズは、 以下に示す環境要件によ って異な り ます。

• ハー ド ウ ェ ア ( デバイ ス、 ブ リ ッ ジ、 ス イ ッ チなど )

• フ ァーム ウ ェア

• ソ フ ト ウ ェ ア ( オペレーテ ィ ング ・ システム、 ド ラ イバ、 フ ァ イ ア

ウ ォールなど )

適な結果を得るには、 始めに 新の ド ラ イバやフ ァーム ウ ェ アを イ ン ス
ト ールし て環境を 適化し た り 、 ネ ッ ト ワーク を 適化した り し てお く こ
と をお勧めし ます。

適なブロック ・
サイズの求め方

適なブロ ッ ク ・ サイ ズを調べるには、 ブロ ッ ク ・ サイ ズの値を変更し な
がら通常の Data Protector 操作 ( バッ ク ア ッ プ、 復元、 コ ピーなど ) を実行

し て、 性能を測定し ます。

ただし、 デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズを変更する と、 以前のブロ ッ ク ・ サ
イ ズで作成し たバ ッ ク ア ッ プ ・ データは、 そのデバイ スでは復元できな く
な る こ と に注意し て く だ さい。 そのため、 以前に作成し た メ デ ィ ア上の

データ も復元でき る よ う に、 元の論理デバイ ス と メ デ ィ ア ・ プールはその
ま ま残し ておき、 テス ト 用にブロ ッ ク ・ サイ ズを変えた新しい論理デバイ
ス と メ デ ィ ア ・ プールを作成する よ う にし て く ださ い。

制限事項 デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズを変更する前に、 以下の制限事項を確認し
ておいて く ださい。

• 障害復旧 : EADR/OBDR のオフ ラ イ ン復旧 ( 「Windows システムの拡張自

動障害復旧」 （572 ページ ) および 「Windows システムのワ ンボタ ン障

害復旧」 （583 ページ ) を参照 ) を実行するには、 デフ ォル ト の 64KB の

ブロ ッ ク ・ サイ ズでデータ をバ ッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

• ラ イブラ リ : 同一ラ イブラ リ 内に同種のテ ク ノ ロ ジを使用する複数種類
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の ド ラ イブがあ る場合は、 これらの ド ラ イブのブロ ッ ク ・ サイ ズを統一
する必要があ り ます。

• SCSI アダプタ : 選択し たブロ ッ ク ・ サイ ズが、 そのデバイ スの接続先ホ

ス ト の SCSI アダプタでサポー ト されている こ と を確認し て く ださい。

• オブジェ ク ト コ ピー機能 : コ ピー先デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズは、 コ

ピー元デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズ と 同じかそれよ り 大き く なければな
り ません。

• ミ ラー : デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズが ミ ラー ・ チェーン内で漸減し て

はいけません。 ミ ラー 1 の書き込みに使用されるデバイ スのブロ ッ ク ・

サイ ズは、 バ ッ ク ア ッ プに使用されるデバイ ス と 同じかそれよ り 大き く
なければな らず、 同様に、 ミ ラー 2 の書き込みに使用されるデバイ スの

ブロ ッ ク ・ サイ ズは、 ミ ラー 1 の書き込みに使用されるデバイ ス と 同じ

かそれよ り 大き く なければな り ません。 これ以降も同様です。

• その他の制限事項については、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ

ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

Data Protectorでの

ブロック・ サイズの
変更

ブロ ッ ク ・ サイ ズは、 目的のデバイ スの [拡張オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ グ ・

ボ ッ ク スで設定でき ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの

索引キーワー ド 「ブロ ッ ク ・ サイ ズ」 を参照し て く ださい。
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本章の概略

本章では、 以下の項目について説明し ます。

「概要」 （111 ページ )

「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの機能について」 （113 ページ )

「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの作成および構成」 （117 ページ )

「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの変更」 （123 ページ )

注記 バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スでは、 専用の Data Protector ラ イセン スが必要にな

る場合があ り ます。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ー

ルおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。
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Data Protector では、 デ ィ ス ク によ るバ ッ ク ア ッ プや復元を行 う よ う に設計

されたデバイ ス を選択でき ます。 これらのデバイ スは、 データ をテープで

はな く デ ィ ス ク にバ ッ ク ア ッ プする よ う 設計されているため、 デ ィ ス ク
ベースのデバイ ス と呼ばれています。 これらのデバイ スには、 さ まざ まな

機能や用途のものがあ り ます。 具体的には以下の とお り です。

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ スは も単純なデ ィ ス クベースのデバ
イ スです。 このデバイ スは手動で構成し ます。 いったん作成したデバイ スの

プロパテ ィ を変更する こ と はでき ません。 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デ

バイ スに保存でき るデータの推奨 大容量は 2TB です。 このデバイ ス を使

用する う えで一番問題 と なるのは、 いったん作成したデバイ ス を使用中に
再構成でき ない点です。 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ スの詳細は

「ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバ

イ ス」 (B-1 ページ ) を参照し て く だ さい。

フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス

フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スは、 論理的にはテープス タ ッ ク と同じ

ものです。 このデバイ スに含まれている ス ロ ッ ト のサイ ズは、 デバイ スの

初の構成時にユーザーによ って定義されます。 ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ

スは手動で構成し ます。 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク スのプロパテ ィ は、 使用

中に変更でき ます。 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スで推奨されるデー

タの 大記憶容量は、 こ のデバイ ス を実行し ているオペレーテ ィ ング ・ シ
ステムがフ ァ イルシステムに保存でき るデータ容量によ ってのみ制限され
ます。 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スの詳細は 「ス タ ン ド ア ロ ン ・

フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス」 (B-1 ページ )
を参照し て く ださい。

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スは も高度なデ ィ ス クベースのデバイ ス
です。 このデバイ スは、 大量のデータ を無人でバッ ク ア ッ プおよび復元す

る ために設計された ものです。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スは、 Data 
Protector の GUI でウ ィ ザー ド を使用し て自動構成されます。 フ ァ イル 
ジ ューク ボ ッ ク スの場合 と 同様に、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スで推
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奨される 大記憶容量は、 このデバイ ス を実行し ているオペレーテ ィ ン
グ ・ システムがフ ァ イルシステムに保存でき るデータ容量によ ってのみ制
限されます。 

推奨される使用方法 こ こ に示し た 3 つのデ ィ ス クベースのデバイ スの う ち、 無人バッ ク ア ッ プ

用のデバイ ス と し てはフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの使用をお勧めし
ます。 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ スは、 本来、 少量のデータ保存

用に開発されたデバイ スです。 そのため、 ご く 単純な機能しかあ り ません。 
フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スは、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバ

イ スの後に開発されたデバイ スで、 多少は高度な機能を持っていますが、
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スに比べる と柔軟性に欠けています。 ス タ

ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スの

構成および使用方法については、 「ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と
フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス」 (B-1 ページ ) を参照し て く だ さい。 
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの機能については、 本章の以降の項で説
明し ます。
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ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスの機能について

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスのディレク ト リ構造

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ の構築は、 フ ァ イルを格納したデ ィ レ ク ト リ によ っ
てフ ァ イルシステムを構築するの と類似し ています。 デ ィ レ ク ト リ は、

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を 初に構成する と きに、 ユーザー自身
が作成し ます。 フ ァ イルはファイル ・ デポと 呼ばれます。 次の図はフ ァ イ

ル ・ ラ イブラ リ のデ ィ レ ク ト リ 構造を示し た ものです。

図 3-1 ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスのディ レク ト リ構造

ファイル ・ デポとは フ ァ イル ・ デポ と はフ ァ イル ・ ラ イブラ リ の構成要素の 1 つで、 データの

保存先 と な る場所です。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スへのバ ッ ク ア ッ

プまたはコ ピーが実行される と 、 その都度フ ァ イル ・ デポが自動的に作成
されます。 
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注記 本章では、 コ ピー ・ セ ッ シ ョ ン と バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを合わせて
「バ ッ ク ア ッ プ」 と呼んでいます。 これらの処理が行われる と 、 データがデ

バイ スに保存されます。

ファイル・ デポの作成 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スへの 初のバッ ク ア ッ プが開始される と 、
Data Protector によ り 、 デバイ ス内にフ ァ イル ・ デポが自動的に作成されま

す。 このデバイ ス を使用するデータ ・ バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンご と に、 1
つのフ ァ イル ・ デポが作成されます。 バッ ク ア ッ プするデータの容量がデ

フ ォル ト の 大フ ァ イル ・ デポ ・ サイ ズを超え る場合は、 1 つのバッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに対し て複数のフ ァ イル ・ デポが作成されます。

ファイル・ デポの名前 各フ ァ イル ・ デポには、 システムによ り 自動生成される一意の識別子が名
前 と し て付け られます。

フ ァ イル ・ デポには Data Protector によ り メ デ ィ ア識別子も追加されます。 
この識別子によ り 、 フ ァ イル ・ デポは メ デ ィ ア ・ プール内の メ デ ィ ア と し
て識別されます。 メ デ ィ アに追加された この識別子は、 復元時に特定の

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを識別するのに役立ちます。 識別子は、 結果エ リ

アの [説明 ] フ ィ ール ド、 およびフ ァ イル ・ デポのプロパテ ィ で確認でき

ます。 フ ァ イル ・ デポのプロパテ ィ を表示する方法については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「設定 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの

プロパテ ィ 」 を参照し て く ださい。 
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図 3-2 複数のファイル ・ デポ 

注記 フ ァ イル ・ デポが リ サイ クルされた場合、 フ ァ イル ・ デポのア イ コ ンは
GUI に表示されたま まですが、 フ ァ イル ・ デポの名前は GUI から消失し て

し ま う 可能性があ り ます。 詳細は、 本項の 「削除 と リ サイ クル」 (131 ページ

) を参照し て く ださい。 

ファイル ・ デポの
サイズ

フ ァ イル ・ デポのサイ ズは、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を 初に作
成する と きに定義し ます。 このプロセスでは、 フ ァ イル ・ デポの 大サイ

ズをはじめ と し て、 デバイ スのサイ ズに関するすべてのプロパテ ィ を指定
し ます。 フ ァ イル ・ デポのサイ ズに関するプロパテ ィ は、 1 度入力するだけ

で各フ ァ イル ・ デポに対し てグ ローバルに適用されます。 同一セ ッ シ ョ ン

内でバ ッ ク ア ッ プ されるデータ容量が 初に指定したフ ァ イル ・ デポのサ
イ ズ よ り 大きい場合、 Data Protector は、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス

に割 り 当て られたデ ィ ス ク容量を使い切って し ま う まで、 自動的にフ ァ イ
ル ・ デポの数を増やし ていき ます。

Windows 上でのフ ァ イル ・ デポ / ス ロ ッ ト の 大推奨サイ ズは 50GB です。

ただし、 Windows 上では 大 600GB のフ ァ イル ・ デポを使用し て、 フ ァ イ

ル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのテス ト が行われています。 Unix 上でのフ ァ イ

ル ・ デポの 大推奨サイ ズは 2TB です。
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ファイル ・ デポの
使用容量

Data Protector は、 デバイ スが使用でき るデ ィ ス ク容量がな く なって し ま う

まで、 フ ァ イル ・ デポを自動作成し ます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ

ス用に空けてお く べきデ ィ ス ク容量は、 デバイ ス を 初に設定する と きに
デバイ スのプロパテ ィ で定義し ます。 フ ァ イル ・ デポのプロパテ ィ の設定

方法については、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ の設定」
（120 ページ ) を参照し て く ださい。

ディスクフルの処理 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スが使用でき るデ ィ ス ク容量の合計がユー
ザーの指定し たレベルを下回った場合、 イベン ト ・ ロ グに通知が表示され
ます。

バッ ク ア ッ プに使用でき るデ ィ ス ク容量が不足し ている場合は、 スペース
情報 メ ッ セージが表示されます。 デ ィ ス ク容量が不足し た場合の対処方法

については、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのデ ィ ス ク に空き スペース
がない」 （734 ページ ) を参照し て く だ さい。

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスの内容の表示

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの内容は、 以下の 2 つの観点から表示で

き ます。

• デバイ ス

• メ デ ィ ア

 [ デバイス ] 表示 [ デバイ ス ] 表示を使用する と、 データベース内に登録されているすべての

デバイ スの一覧を表示でき ます。 この表示を使用し て、 フ ァ イル ・ ラ イブ

ラ リ ・ デバイ スで実行可能なすべての操作を実行でき ます。 フ ァ イル ・ ラ

イブラ リ ・ デバイ ス を作成および構成する場合は、 この表示方法を使用し
ます。 [デバイ ス ]表示で実行でき る操作の種類については、 「フ ァ イル ・

ラ イブラ リ の [ デバイ ス ] 表示」 （123 ページ ) を参照し て く ださ い。

[ メディア ] 表示 [ メ デ ィ ア ] 表示には、 特定の メ デ ィ ア ・ プールに割 り 当て られたすべての

メ デ ィ アの一覧が表示されます。 メ デ ィ ア ・ プール と は、 バッ ク ア ッ プに

使用でき る同じ種類のすべての メ デ ィ アの集合です。 メ デ ィ ア ・ プールの

詳細は、 本ガイ ド の第 5 章 「 メ デ ィ アの管理」 (151 ページ ) を参照し て く

ださい。 [ メ デ ィ ア ] 表示でフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スに対し て実行

でき る操作の種類については、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ の [ メ デ ィ ア ] 表

示」 （126 ページ ) を参照し て く だ さい。
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ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスの作成および構成

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成では、 デバイ スに と って不可欠な
特性を定義し ます。 デバイ スの作成および構成は、 Data Protector の GUI で

ウ ィ ザード を使用し て実行されます。 

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスの構成

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成作業では、 以下の手順を行います。

1. フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スで使用するデ ィ ス ク上に、 1 つまたは

複数のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

2. Data Protector の GUI でウ ィ ザー ド を使用し て、デバイ スのプロパテ ィ を

定義し ます。

デバイ スが作成され、 デバイ スに対し てバッ ク ア ッ プが実行された ら、 デ
バイ ス内にフ ァ イル ・ デポが作成されます。 バッ ク ア ッ プされたデータは

こ こ に格納されます。

ファイル・ ライブラリ・
デバイスのプロパティ

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ は、 デバイ スの作成後、 い
つで も変更でき ます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ の設

定および変更については、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ
の設定」 （120 ページ ) を参照し て く だ さい。

[メディ ア・ プール ] デバイ ス仕様で別途指定されない限 り 、 新しいフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デ
バイ スに対し ては、 それぞれ新しい メ デ ィ ア ・ プールが作成されます。 メ
デ ィ ア ・ プールの詳細は、 本ガ イ ド の第 5 章 「 メ デ ィ アの管理」 (151 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

ファイル・ ライブラリ ・
デバイスの 大サイズ

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スは複数のフ ァ イル ・ デポから構成される
ため、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの 大サイ ズは、 フ ァ イルシステ
ムの 大サイ ズ と同じ大き さにな り ます。 特定のオペレーテ ィ ング ・ シス

テムが管理でき る フ ァ イルの 大サイ ズについては、 各オペレーテ ィ ン
グ ・ システムのマニュ アルで確認し て く ださ い。

ディスクあたりの
デバイス数

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス内には 1 つまたは複数のデ ィ レ ク ト リ を

作成でき ます。 ただし、 1 つのフ ァ イルシステム上には 1 つのデ ィ レ ク ト リ

しか配置でき ません。
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フ ァ イル ・ デポが さ まざ まなデ ィ ス ク上に配置されている環境では、 2 つ

の異なる フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのフ ァ イル ・ デポを、 同一デ ィ
ス ク上に共存させないよ う にし て く だ さい。 両者のプロパテ ィ が異なって

いる場合に、 Data Protector 内で競合が発生し て し ま う こ と があ るからです。 
競合状態の例 と し ては、 1 つのフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパ

テ ィ ではフ ァ イル ・ デポのためのデ ィ ス ク の残容量が 20MB に指定されて

いるのに、 他のフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ ではフ ァ イ
ル ・ デポが存在する ためのデ ィ ス ク の残容量が 10MB に指定されている場

合があげられます。

図 3-3 ファイル ・ デポのプロパティの競合
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ファイル ・ ライブラリ ・ デバイス ウィザードを使用したファ

イル ・ ライブラリ ・ デバイスの作成

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スは、 Data Protector GUI のフ ァ イル ・ ラ イ

ブラ リ ・ デバイ ス  ・ ウ ィ ザード を使用し て作成でき ます。 

必要条件 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を作成するには、 以下の必要条件を満た
す必要があ り ます。

• フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの配置先 と な るデ ィ ス ク が、 フ ァ イ

ル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スが存在する フ ァ イルシステム内に表示されて
いる こ と 。

• フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの内容が作成されるデ ィ レ ク ト リ が、

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スが配置されるデ ィ ス ク上に存在し てい
る こ と 。

• Windows フ ァ イルシステム上にフ ァ イル ・ ラ イブラ リ を作成する場合

は、 デバイ ス を作成する前に圧縮オプシ ョ ンをオフにする こ と 。

ファイル・ ライブラリ
用のディ レク ト リの
作成方法

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を作成するには、 デバイ ス を配置し よ う
とする内部デ ィ ス ク または外部デ ィ ス ク のどち らかにデ ィ レ ク ト リ を作成
する必要があ り ます ( 例 : C:\FileLibrary)。

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ は、 ネ ッ ト ワーク ・ ド ラ イブまたは UNIX 上の NFS
マウ ン ト ・ フ ァ イルシステムに配置する こ と も可能です。 バッ ク ア ッ プを

実行する ためには、 Media Agent ホ ス ト 上の Data Protector Inet プロ セスが ド

ラ イブへの書き込みを行えなければな り ません。 Inet プロセスのプロパテ ィ

を設定する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く だ さい。

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スは、 Media Agent に対し て ローカルなデ ィ

ス ク上に配置する こ と をお勧めし ます。 この条件が満た されない場合、

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのパフ ォーマン スが低下する可能性があ
り ます。

注意 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ 用に作成されたデ ィ レ ク ト リ をデ ィ ス ク から削除し
ない こ と が重要です。 これを削除し て し ま う と 、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・

デバイ ス内のデータが失われて し まいます。
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デバイス特性の
定義方法

Data Protector を起動し て、 ［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキ ス ト を選択し ま

す。 [デバイ ス ] を右ク リ ッ ク し、 [デバイ スの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 
新しいフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの追加方法については、 オン ラ イ
ン ・ ヘルプの索引キーワード 「構成 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」

を参照し て く ださい。

デバイスのプロパティの
定義方法

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの構成過程で、 デバイ スのサイ ズに関す
るプロパテ ィ を設定でき ます。 詳細は、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス

のプロパテ ィ の設定」 （120 ページ ) を参照し て く だ さい。

次に行う手順 作成直後のフ ァ イル ・ ラ イブラ リ 内には、 フ ァ イル ・ デポはあ り ません。 
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スへのバッ ク ア ッ プが実行される と、 必要
に応じ てデバイ ス内にフ ァ イル ・ デポが作成されます。 

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスのプロパティの設定

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ は、 デバイ スの作成時に設
定されます。 これらのプロパテ ィ はデバイ スの使用中にいつでも変更でき

ます。

定義される
プロパテ ィ

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スには以下の 2 種類のプロパテ ィ を設定で

き ます。

• デバイ スのプロパテ ィ

• メ デ ィ ア ・ プールのプロパテ ィ

デバイスのプロパティ

デバイ スのプロパテ ィ では、 すべてのデバイ ス特性が決定されます。 デバ

イ スのプロパテ ィ には、 デバイ ス名、 そのデバイ スの存在する ホ ス ト 、 そ
のデバイ スの割 り 当て られた メ デ ィ ア ・ プールなどが含まれます。 メ デ ィ

アの種類は [ フ ァ イル ] と なってお り 、 この値は変更でき ません。 デバイ ス

のプロパテ ィ を表示する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー
ワー ド 「設定 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ 」 を参照し

て く ださい。

デバイ スのプロパテ ィ では、 デバイ スが機能するために必要な空きデ ィ ス
ク容量も指定でき ます。 デバイ ス ・ プロパテ ィ の指定には、 [ プロパテ ィ ]
ダイ ア ロ グを使用し ます。 [ プロパテ ィ ] ダ イ ア ロ グは、 [ デバイ スのプロ

パテ ィ ] ペイ ンから ア ク セスでき ます。
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[ プロパティ ]
ダイアログ

[ フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス ] ウ ィザードの [プロパテ ィ ] ダ イ ア ロ

グを使用する と、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのサイ ズに関するプロ

パテ ィ を指定でき ます。

[プロパテ ィ ] ダ イ ア ロ グに指定し たデバイ ス ・ プロパテ ィ は、 プロパ

テ ィ の変更後にフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス内に新規作成される フ ァ
イル ・ デポに適用されます。 デバイ ス ・ プロパテ ィ の変更前に作成されて

いたフ ァ イル ・ デポのプロパテ ィ は変更されません。

図 3-4 [ プロパティ ] ダイアログ

表 3-1 [ プロパティ ] ダイアログで設定できる値

フ ィ ールド名 デフ ォル
ト 値

小値 大値

ファ イ ル・ デポの 大サイ ズ
(GB)

50 0.1 2TB-1MB

新しいファ イル・ デポを作成
するために 小限必要な空
きデ ィ ス ク ・ サイ ズ (MB)

2 2 1000

デ ィ ス ク上に確保する必要
のあ る空き容量 (MB)

0 0 105 (100000)
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プロパテ ィの
計算方法

Data Protector では、 以下の例に示すよ う にフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ

スのプロパテ ィ を計算し ます。 

デ ィ ス ク のプロパテ ィ

デ ィ レ ク ト リ  サイ ズ合計 = 100GB

使用済みデ ィ レ ク ト リ 容量 = 20 GB

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ

デ ィ ス ク空き容量の設定 = 30GB

書き込み可能な容量の計算

使用可能な容量からデ ィ ス ク空き容量を減算 80 GB - 30 GB = 50 GB

書き込み可能な容量 = 50GB

Data Protector は、 フ ァ イル ・ デポを使用する前に上記の計算を実行し ます。 
容量が不足し ている場合、 Data Protector はユーザーに メ ッ セージを通知し

ます。 この容量チェ ッ クは、 各バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始時に行わ

れます。 デ ィ ス ク容量が不足し た場合の対処方法については、 「フ ァ イル ・

ラ イブラ リ ・ デバイ スのデ ィ ス ク に空き スペースがない」 （734 ページ ) を

参照し て く ださい。

ディ スク 空き容量が下回った
場合のイベン ト (%)

10 0 100

表 3-1 [ プロパティ ] ダイアログで設定できる値

フ ィ ールド名 デフ ォル
ト 値

小値 大値
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ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスの変更 
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの作成後、 Data Protector では、 一定範囲

内でデバイ ス構成のチェ ッ クおよび変更ができ る よ う になっています。

ファイル ・ ライブラリの [ デバイス ] 表示

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの [ デバイ ス ] 表示を使用する と、 デバ

イ ス とデバイ ス内のフ ァ イル ・ デポの動作およびプロパテ ィ を変更でき ま
す。

[デバイス ]表示への

アクセス

[ デバイ ス ] 表示にア ク セスするには以下の手順を実行し ます。

1. Data Protector を起動し て、 コ ンテキ ス ト ・ リ ス ト で ［デバイ ス / メ デ ィ

ア］ を選択し ます。

2. [ デバイ ス ] を展開し、 目的のデバイ ス を ク リ ッ ク し ます。

3. デバイ ス内のデ ィ レ ク ト リ または ド ラ イブを表示するには、 目的の項目

を ク リ ッ ク し ます。

4. デバイ スの リ ス ト から、 関係する フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの名

前を選択し ます。

アクセス可能な項目 [デバイ ス ]表示でア ク セスでき る GUI 項目は以下の とお り です。

• デ ィ レ ク ト リ

• ド ラ イブ

ディ レク ト リ [ デ ィ レ ク ト リ ] 項目には、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス内のデ ィ レ ク

ト リ が一覧表示されます。 デ ィ レ ク ト リ に格納されている フ ァ イル ・ ラ イ

ブラ リ のデポには こ こから ア ク セスでき ます。

ド ライブ フ ァ イル ・ ラ イブラ リ の [ ド ラ イブ ] 項目には、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・

デバイ スへの書き込みを行 う ド ラ イブが表示されます。 ド ラ イブ と は、

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スにデータ を渡す 「ラ イ ター」 の働き をする もので
す。
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ド ライブに対する操作の実行

[ デバイ ス ] 表示の [ ド ラ イブ ] 部分を使用し て、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ の

存在する ド ラ イブに対する操作を実行でき ます。 各 メ ニュー項目について

は本項で説明し ます。

スキャン [ ド ラ イブのスキ ャ ン ] によ って、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ 内のフ ァ イル ・ デ

ポに関する IDB 内の情報が更新されます。 いずれかのフ ァ イル ・ デポを別

の場所に移動し た場合は、 このオプシ ョ ンを使用し て く だ さい。

注記 ド ラ イブのス キ ャ ンは、 デバイ ス内にフ ァ イル ・ デポが存在する場合、 つ
ま り そのデバイ スへのバ ッ ク ア ッ プが既に行われている場合にのみ実行可
能です。

削除 [ 削除 ] オプシ ョ ンを使用する と 、 IDB から ド ラ イブを削除でき ます。 ただ

し、 ド ラ イブを持たないフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スは使用でき ませ
ん。 すべての ド ラ イブを削除し た場合、 バッ ク ア ッ プや復元にそのデバイ

ス を使用する ためには、 新しい ド ラ イブを作成する必要があ り ます。

プロパテ ィ [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使 う と、 ド ラ イブの一般的なプロパテ ィ を表示

でき ます。 こ こには ド ラ イブを使用し ているデバイ スの名前、 デバイ スの

種類、 ド ラ イブの存在する ホ ス ト 名などが含まれます。 また、 デバイ スに

対する ラ イ ター ( ド ラ イブ ) のプロパテ ィ のチェ ッ クや変更も可能で、 た

と えば、 巡回冗長チェ ッ ク、 データのブロ ッ ク ・ サイ ズ と セグ メ ン ト ・ サ
イ ズ、 マウ ン ト 要求が ド ラ イブに到着し てから書き込みが開始される まで
の遅延時間、 ド ラ イブのロ ッ ク名など を設定でき ます。

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスに対する操作の実行

[ デバイ ス ] 表示内でフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を右ク リ ッ クする と

ポ ッ プア ッ プ メ ニューが表示され、 デバイ スの削除やデバイ ス ・ プロパ

テ ィ の表示などの操作を実行でき ます。 各 メ ニ ュー項目については本項で

説明し ます。

削除 [ 削除 ] オプシ ョ ンを使用する と 、 IDB から フ ァ イル ・ ラ イブラ リ を削除で

き ます。 ただし削除が実行でき るのは、 デバイ スに保護されたデータが含

まれていない場合のみです。 詳しい手順については、 「削除 と リ サイ クル」

（131 ページ ) またはオン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「削除 - フ ァ イ

ル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」 を参照し て く だ さい。
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プロパテ ィ [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使 う と、 デバイ ス構成を表示し て変更でき ま

す。 このオプシ ョ ンを使用し て、 デバイ スの名前を変更し た り 、 デバイ ス

内の各デ ィ レ ク ト リ のサイ ズに関するプロパテ ィ を変更した り 、 IDB から

デ ィ レ ク ト リ を削除し た り でき ます。 フ ァ イル ・ デポ ( デ ィ レ ク ト リ ) のサ

イ ズに関するプロパテ ィ を変更する方法については、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ
リ ・ デバイ スのプロパテ ィ の設定」 （120 ページ ) を参照し て く だ さい。 

[ デバイス ] 表示でのファイル ・ デポに対する操作の実行

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ 内のフ ァ イル ・ デポを右ク リ ッ クする と ポ ッ プア ッ
プ メ ニューが表示され、 フ ァ イル ・ デポに対する スキ ャ ン、 フ ォーマ ッ

ト 、 イ ンポー ト 、 エ ク スポー ト 、 リ サイ クルなどの操作、 カ タ ロ グのイ ン
ポー ト 、 フ ァ イル ・ デポのプロパテ ィ の表示など を実行でき ます。 

スキャン Data Protector では、 各フ ァ イル ・ デポ上で診断を実行する ためのス キ ャ ン

機能を提供し ています。 フ ァ イル ・ デポを選択し てス キ ャ ンを実行する と、

Data Protector によ って、 デポの絶対パス、 デポ内に保存された メ デ ィ アの

種類、 および IDB 内のデポのラベルに関する情報が提供されます。

注記 バッ ク ア ッ プに一度も使われていないフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スに
ついては、 デバイ ス内のフ ァ イル ・ デポを スキ ャ ンする こ と はでき ません。

フォーマッ ト フ ァ イル ・ デポを フ ォーマ ッ ト する と 、 フ ァ イル ・ デポに関する情報が
Data Protector IDB に保存されて、 Data Protector でそのフ ァ イル ・ デポを使

用でき る よ う にな り ます。 IDB には、 メ デ ィ ア ID、 説明、 および位置に関

する情報が記録されます。 フ ァ イル ・ デポのフ ォーマ ッ ト 時には、 フ ァ イ

ル ・ デポを所属させるプールも指定し て く だ さい。 

通常、 フ ァ イル ・ デポは作成時にフ ォーマ ッ ト される ため、 フ ァ イル ・ デ
ポのフ ォーマ ッ ト を特に実行する必要はあ り ません。 別のデバイ スの メ

デ ィ アを フ ァ イル ・ ラ イブラ リ にイ ンポー ト し、 その特性 ( ブロ ッ ク ・ サ

イ ズなど ) を変更する よ う な場合には、 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト が必要に

な り ます。

インポート フ ァ イル ・ ラ イブラ リ からいったんエ ク スポー ト したフ ァ イル ・ デポを イ
ンポー ト する こ と も可能です。 イ ンポー ト でき るのは、 フ ァ イル ・ ラ イブ

ラ リ ・ デバイ スにかつて所属し てお り 、 過去にエ ク スポー ト されたフ ァ イ
ル ・ デポに限られます。
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エクスポート フ ァ イル ・ デポのエ ク スポー ト は、 IDB からデポの内容を削除するために

使用されます。 このユーテ ィ リ テ ィ は、 デポの削除の一部 と し て使用され

ます。 フ ァ イル ・ デポの削除方法の詳細は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引

キーワード 「フ ァ イル ・ デポの リ サイ クル」 を参照し て く ださい。

リサイクル フ ァ イル ・ デポを リ サイ クルする と、 そのフ ァ イル ・ デポに対するデータ
保護は [ な し ] に設定されます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スに対し て

バッ ク ア ッ プが次に実行される と きに、 この領域はバッ ク ア ッ プ ・ データ
によ って上書き されます。 フ ァ イル ・ デポの リ サイ クル方法の詳細は、 オ

ン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「フ ァ イル ・ デポの リ サイ クル」 を参
照し て く だ さい。

カタログのインポート フ ァ イル ・ デポのカ タ ロ グ保護期限が切れる と、 復元に使用でき る項目を
Data Protector GUI 上で調べる こ と ができな く な り ます。 IDB から カ タ ロ グ

を イ ンポー ト する と、 これらの項目を再び GUI 上で見られる よ う にな り ま

す。

カ タ ロ グのイ ンポー ト は、 フ ァ イル ・ デポに対する ロ グ ・ レベルが低 く 設
定されてお り 、 こ のレベルを [ すべて ロ グに記録 ] に引き上げたい場合に

も使用でき ます。 カ タ ロ グのイ ンポー ト 機能を使用する と 、 よ り 高いロ グ ・

レベルを再設定でき ます。

プロパテ ィ [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使用する と、 各フ ァ イル ・ デポに関するすべて

の情報を表示でき ます。 フ ァ イル ・ デポのプロパテ ィ は変更する こ と も可

能です。 プロパテ ィ の変更方法の詳細は、 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ

スのプロパテ ィ の設定」 （120 ページ ) またはオン ラ イ ン ・ ヘルプの索引

キーワード 「設定 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのプロパテ ィ 」 を参

照し て く だ さい。

ファイル ・ ライブラリの [ メディア ] 表示

[ メ デ ィ ア ] 表示を使用する と、 メ デ ィ ア ・ プールからの視点でデバイ スの

内容を変更でき ます。 メ デ ィ ア ・ プールと は、 同じ種類のバッ ク ア ッ プ用

メ デ ィ アの集ま り です。 各フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スに対し ては、

それぞれ新しい メ デ ィ ア ・ プールが作成されます。 メ デ ィ ア ・ プールの命

名規則は、 <LibraryName>_MediaPool にな り ます。 

メディア ・ プールの
設定

メ デ ィ ア ・ プールの設定は変更でき ます。 Data Protector における メ デ ィ ア

管理の詳細は、 第 5 章 「 メ デ ィ アの管理」 (151 ページ ) を参照し て く だ さ

い。
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[ メ デ ィ ア ] 表示を使用する と、 特定の メ デ ィ ア ・ プールに所属する メ デ ィ

アや、 デバイ ス内の個々のフ ァ イル ・ デポに対し て さ まざ まな操作を実行
でき ます。

[メディ ア ]表示への

アクセス

[ メ デ ィ ア ] 表示にア ク セスするには以下の手順を実行し ます。

1. Data Protector を起動し て、 コ ンテキ ス ト ・ リ ス ト で ［デバイ ス / メ デ ィ

ア］ を選択し ます。

2. [ メ デ ィ ア ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ プール ] を ク リ ッ ク し ます。

4. フ ァ イル ・ ラ イブラ リ 内の目的の メ デ ィ ア ・ プールの名前をダブルク

リ ッ ク し ます。

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスが使用するメディア ・ プールに対する操

作

本項では、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ が所属する メ デ ィ ア ・ プールを操作する
ための各 メ ニュー項目について説明し ます。

フォーマッ ト メ デ ィ ア ・ プール内の特定の メ デ ィ アを選択し てフ ォーマ ッ ト でき ます。 
メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト する と 、 その メ デ ィ アに関する情報が Data 
Protector IDB に保存されます。 

注記 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スへの 初のバッ ク ア ッ プを実行する まで
は、 そのデバイ ス をフ ォーマ ッ ト する こ と はでき ません。 これは、 初の

バッ ク ア ッ プが実行される までは、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス内に
フ ァ イル ・ デポが作成されておらず、 また、 フ ァ イル ・ デポを手動で作成
する こ と も でき ないためです。 バッ ク ア ッ プ中に作成される フ ァ イル ・ デ

ポは、 メ デ ィ アに相当し ます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス用の メ

デ ィ ア ・ プールの メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シーによ っては、 新し く フ ォー
マ ッ ト された メ デ ィ アは自動的に削除されます。

メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト する と きは、 デバイ スが存在し ている フ ァ イルシ
ステムで許可されているサイ ズ よ り 大きい値にフ ォーマ ッ ト し ないで く だ
さい。 た と えば、 Windows FAT フ ァ イルシステムを使用し ている場合は、

フ ァ イルのサイ ズは 4GB までに制約されます。
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インポート メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールにイ ンポー ト する と 、 現在の メ デ ィ ア ・ プー
ルに メ デ ィ アがイ ンポー ト されます。 

通常このオプシ ョ ンは、 過去にフ ァ イル ・ デポをエ ク スポー ト し た場合に
のみ使用し ます。 これは、 デバイ スの削除に先立ってエ ク スポー ト し た

フ ァ イル ・ デポを、 再びイ ンポー ト する ための機能です。 フ ァ イル ・ ラ イ

ブラ リ ・ デバイ スの削除方法の詳細は、 「削除 と リ サイ クル」 （131 ページ )
またはオン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「削除 - フ ァ イル ・ ラ イブラ

リ ・ デバイ ス」 を参照し て く だ さい。

注記 別のホ ス ト 上にあ る フ ァ イル ・ ラ イブラ リ からの メ デ ィ アのイ ンポー ト は、
ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スについてのみ可能です。 詳しい手順については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ メ デ ィ ア - 
別のホ ス ト へのイ ンポー ト 」 を参照し て く だ さい。 

削除 [ 削除 ] オプシ ョ ンを使用する と 、 メ デ ィ ア ・ プール全体を削除でき ます。 
ただし削除ができ るのは、 その メ デ ィ ア ・ プール と関連付け られている
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス内に保護されたデータが含まれていない
場合に限られます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス内のデータの保護レ

ベルを変更する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード
「削除 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」 を参照し て く だ さい。

メディアの選択 [ メ デ ィ アの選択 ] オプシ ョ ンは、 メ デ ィ アの内容を別の場所にコ ピーする

ために使用し ます。 このオプシ ョ ンを使用するには、 コ ピー元の メ デ ィ ア

と コ ピー先の メ デ ィ アが同じ種類でなければな り ません。 フ ァ イル ・ ラ イ

ブラ リ ・ デバイ スの場合であれば、 デバイ スが存在するデ ィ ス ク から別の
デ ィ ス ク にデータ コ ピーする と きにのみ、 [ メ デ ィ アの選択 ] オプシ ョ ンを

使用でき ます。 

プロパテ ィ [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使 う と、 メ デ ィ ア ・ プールに関する情報を表示

でき ます。 この中には、 その メ デ ィ ア ・ プールを使用する フ ァ イル ・ ラ イ

ブラ リ 、 プール内で使われている メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シー、 メ デ ィ アを
バッ ク ア ッ プに使用でき る と みな される期間、 メ デ ィ アへの 大上書き回
数などの情報が含まれます。 [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使用し て、 メ デ ィ

ア ・ プールのプロパテ ィ を変更する こ と も可能です。 詳細は、 オン ラ イ ン ・

ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ ア ・ プールのプロパテ ィ 」 を参照し て く
ださい。
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[ メディア ] 表示内での操作

本項では、 [ メ デ ィ ア ] 表示内で メ デ ィ ア ( この場合はフ ァ イル ・ デポ ) に

対し て実行でき る メ ニュー項目について説明し ます。

エクスポート フ ァ イル ・ デポをエ ク スポー ト する と 、 フ ァ イル ・ デポに関する情報が
IDB から削除され、 Data Protector はそのフ ァ イル ・ デポの存在を認識し な

く な り ます。 ただしデポの情報はまだ残っているので、 後で必要に応じ て

イ ンポー ト し て、 フ ァ イル ・ デポを回復する こ と ができ ます。 エ ク スポー

ト は、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を削除するための前段階 と し て実
行されます。 この作業の詳細は、 「[ デバイ ス ] 表示でのフ ァ イル ・ デポに

対する操作の実行」 （125 ページ ) またはオン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー

ワー ド 「削除 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」 を参照し て く ださい。

位置の変更 [ 位置の変更 ] オプシ ョ ンを使 う と、 メ デ ィ アの現在位置に関する情報を挿

入でき ます。 この情報は Data Protector では使われません。 これは、 ユー

ザー向けの参考情報です。

リサイクル メ デ ィ アを リ サイ クルする と 、 メ デ ィ ア内に保持されているデータの保護
レベルが 「な し」 に変更されます。 これによ って、 メ デ ィ アが使用し てい

るデ ィ ス ク上の領域が、 次のパ ッ ク ア ッ プ時には再使用される よ う にな り
ます。 メ デ ィ アの リ サイ クルは、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの削除

処理の一部 と し て行われます。 詳細については、 本章の 「削除 と リ サイ ク

ル」 （131 ページ )、 またはオン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「削除 - 
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」 を参照し て く だ さい。

プールへの移動 このオプシ ョ ンを使 う と、 同じ種類の メ デ ィ アを含む メ デ ィ ア ・ プール間
で メ デ ィ アを移動でき ます。 バ ッ ク ア ッ プを再編成し て、 各プールの目的

を再設定し たい場合は、 このオプシ ョ ンが必要にな り ます。

コピー フ ァ イル ・ デポの内容を別の メ デ ィ アにコ ピーする こ と も可能です。 アー

カ イブの目的でデータ を別の場所にコ ピーした り 、 復元に使用する ための
コ ピーを作成し た り する場合は、 このオプシ ョ ンが役立ちます。 このオプ

シ ョ ンを使用するには、 コ ピー元の メ デ ィ ア と コ ピー先の メ デ ィ アが同じ
種類であ る必要があ り ます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの場合は、

コ ピー元 メ デ ィ アの種類がデ ィ ス ク にな るため、 コ ピー先 メ デ ィ ア もデ ィ
ス ク でなければな り ません。
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検証 メ デ ィ アを まだ復元に使用でき るかど う かを調べるには、 フ ァ イル ・ デポ
の検証機能が役立ちます。 検証では、 フ ァ イル ・ デポの品質が さ まざ まな

面 ( すべての識別情報など ) からチェ ッ ク されます。 また、 すべての情報

ブロ ッ ク が読み込まれ、 フ ァ イル ・ デポが 初に作成された と きに巡回冗
長チェ ッ ク が使用されたかど う かチェ ッ ク されます。

カタログのインポート このオプシ ョ ンは、 フ ァ イル ・ デポの作成時に生成されたカ タ ロ グ ・ デー
タの保護期限が切れている場合に使用し ます。 カ タ ロ グを イ ンポー ト する

と、 メ デ ィ アから IDB にカ タ ロ グ ・ データが再イ ンポー ト されます。 復元

時に メ デ ィ アの一覧をブラ ウズするには、 こ のカ タ ロ グ ・ データが必要で
す。

メディアの選択 この機能は、 メ デ ィ ア ・ プールにあ る メ デ ィ アの全 リ ス ト をブラ ウズせず
に、 特定の メ デ ィ ア ( こ こではフ ァ イル ・ デポ ) を検索し て選択するため

に使用されます。

プロパテ ィ [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使 う と、 メ デ ィ ア ・ プール内の メ デ ィ アのプロ

パテ ィ を表示でき ます。 このオプシ ョ ンでは、 メ デ ィ アの名前、 IDB 内で

の メ デ ィ ア ID、 割 り 当て先の メ デ ィ ア ・ プールの名前、 メ デ ィ ア内に保存

されたオブジェ ク ト の一覧、 メ デ ィ アの使用頻度に関する詳細情報と いっ
た メ デ ィ アに関する情報が提供されます。 [ プロパテ ィ ] オプシ ョ ンを使っ

て メ デ ィ アの説明を変更し た り 、 バッ ク ア ッ プ時の メ デ ィ ア ・ プール内の
メ デ ィ アの使用順序を指定し た り する こ と も可能です。

注記 デフ ォル ト では、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス用の メ デ ィ ア ・ プール
の メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シーは、 [ 追加不可能 ] に設定されています。 つま

り デフ ォル ト ではバ ッ ク ア ッ プを開始する前に、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・
デバイ スによ り 、 デバイ ス内に保護されていないデータがないかチェ ッ ク
される ため、 バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの事前割 り 当てを行 う こ と はでき ま
せん。 デバイ ス内に保護されていないデータがあ る と、 デバイ スへの書き

込みが開始される前に、 まずそのデータが削除されます。 ただし、 メ デ ィ

アの事前割 り 当てポ リ シーを [ 追加可能 ] に設定する と、 このポ リ シーが

機能する よ う にな り ます。 メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シーの変更方法について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アの事前割当て」 を参
照し て く だ さい。
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削除とリサイクル

フ ァ イル ・ デポまたはフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス全体を リ サイ クル
し て削除する と、 デ ィ ス ク ・ スペース を解放でき ます。 

リサイクル フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スに割 り 当て られた領域を再使用し たい場
合は、 個々のフ ァ イル ・ デポ、 またはフ ァ イル ・ ラ イブラ リ 内のすべての
フ ァ イル ・ デポを リ サイ クルし ます。 これによ って、 リ サイ クル対象の

フ ァ イル ・ デポが使用し ていたデ ィ ス ク上の領域が解放されて、 次のパ ッ
ク ア ッ プ時に再使用される よ う にな り ます。 保護されていないフ ァ イル ・

デポを削除し て新しいフ ァ イル ・ デポを作成し て も同じ こ と です。 

エクスポート [ エ ク スポー ト ] オプシ ョ ンを使 う と 、 Data Protector IDB 内の項目を削除で

き ます。 このオプシ ョ ンは、 対象と な る項目にデータ保護が設定されてい

ない場合にのみ使用でき ます。 そのため、 [ エ ク スポー ト ] オプシ ョ ンを使

用するには、 初にその項目を リ サイ クルする必要があ り ます。

フ ァ イル ・ デポをエ ク スポー ト する と 、 Data Protector GUI では、 以下のよ

う にフ ァ イル ・ デポのア イ コ ンだけが表示され、 名前は消失し た状態にな
り ます。
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図 3-5 エクスポート したファイル ・ デポのラベル 

エ ク スポー ト し たフ ァ イル ・ デポのア イ コ ンを削除する こ と も可能です。 
GUI 上の一覧から ア イ コ ンを削除し て も、 フ ァ イル ・ デポが IDB から物理

的に削除されるわけではあ り ません。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの

ア イ コ ンを削除する方法の詳細については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引
キーワード 「削除 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」 を参照し て く だ さ

い。

削除 削除は 3 つの段階に分けて行われます。 初に、 削除対象の項目からデー

タ保護を削除し ます。 これを リ サイ クル ・ プロセス と呼びます。 次に、 [ エ

ク スポー ト ] オプシ ョ ンを使用し て、 対象の項目を Data Protector IDB から

エ ク スポー ト し ます。 後に削除処理を実行し ます。 これらのオプシ ョ ン

は、 特定の項目に対し てのみ、 またはフ ァ イル ・ ラ イブラ リ 全体に対し て
使用でき ます。

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ の削除は、 デバイ ス内に保護されたデータが含まれ
ていない場合にのみ実行でき ます。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの内

容はフ ァ イル ・ デポに格納されています。 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ

ス全体を削除するには、 初に各フ ァ イル ・ デポのデータ保護レベルを変
更し てから、 それぞれのフ ァ イル ・ デポをエ ク スポー ト する必要があ り ま
す。 この作業が終了し て初めて、 デバイ スの削除が可能にな り ます。 
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フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの削除方法の詳細については、 オン ラ イ
ン ・ ヘルプの索引キーワード 「削除 - フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス」

を参照し て く ださい。

ファイル ・ ライブラリ ・ デバイスの−コマンド行インタフェー

スのオプシ ョ ン

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を コマン ド 行イ ン タ フ ェース (CLI) から

操作する ために、 以下の 2 種類のユーテ ィ リ テ ィ が用意されています。

• omniupload

• omnidownload

omniupload はフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの作成に、

omnidownload はデバイ スの削除に使用し ます。 これらのコマン ド の使用

方法については、 omniupload と omnidownload の man ページをそれぞ

れ参照し て く ださい。
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本章の概略

本章ではユーザー ・ グループ と各ユーザーを構成する方法を説明し ます。 
本章では、 以下の項目について説明し ます。

「Data Protector ユーザー権限」 （137 ページ )

「定義済みの Data Protector ユーザー ・ グループ」 （140 ページ )

「ユーザー ・ グループの追加または削除」 （142 ページ )

「ユーザーの追加または削除」 （144 ページ )

「ユーザーの変更」 （146 ページ )

「ユーザー ・ グループの権限の変更」 （147 ページ )

「ユーザー構成の例」 （148 ページ )
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Data Protector ユーザーには、 所属し ているユーザー ・ グループご と にユー

ザー権限が付与されます。 た と えば、 「Admin」 ユーザー ・ グループに属す

るすべてのユーザーは、 Data Protector Admin ユーザー ・ グループの権限を

持っています。

HP-UX または Solaris プラ ッ ト フ ォームの Cell Manager 上で実行中の Data 
Protector セルで Windows のユーザーを構成する場合、 ド メ イ ン名またはワ

イル ド カー ド ・ グループ "*" を使って構成する必要があ り ます。

以下に Data Protector ユーザー権限を示し ます。 

[ クライアン トの構成 ]  ユーザーに、 ク ラ イ アン ト ・ システム

上への Data Protector ソ フ ト ウ ェ アのイ

ン ス ト ールおよびア ッ プデー ト を許可
し ます。

[ ユーザーの構成 ]  ユーザーに、 ユーザー と ユーザー ・ グ

ループの追加、 削除、 変更を許可し ま
す。 これは強力な権限であ る こ と に注

意し て く だ さい。

[ デバイスの構成 ]  ユーザーに、 デバイ スの作成、 削除、

変更、 名称変更を許可し ます。 論理デ

バイ スへのマウ ン ト 要求ス ク リ プ ト の
追加も許可されます。

[ メディアの構成 ]  ユーザーに、 メ デ ィ ア ・ プール と プー

ル内の メ デ ィ アの管理や、 ラ イブラ リ
内の メ デ ィ アの操作 ( メ デ ィ アの挿入

や取出し ) を許可し ます。

[ レポート と通知 ]  ユーザーに、 Data Protector レポー ト の

作成を許可し ます。 Web レポー ト 機能

を使用するには、 Admin ユーザー ・ グ

ループのアプレ ッ ト ・ ド メ イ ンに Java
ユーザーの権限も必要です。

[ バックアップ開始 ]  ユーザーに、 自分のデータのバ ッ ク

ア ッ プ、 および自分のセ ッ シ ョ ンのモ
ニターと 中止を許可し ます。
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[ バックアップ仕様を開始 ]  ユーザーにバッ ク ア ッ プ仕様を使った

バッ ク ア ッ プの実行を許可し て、 バッ
ク ア ッ プ仕様に リ ス ト されている任意
のオブジェ ク ト のバッ ク ア ッ プ、 およ
び既存のバ ッ ク ア ッ プを変更でき る よ
う にし ます。

[ バックアップ仕様を保存 ]  ユーザーに、 バッ ク ア ッ プ仕様の作

成、 ス ケジ ュール設定、 変更、 保存を
許可し ます。

[ ルート ・ ユーザーとしてバックアップ ]  
ユーザーに、 UNIX ク ラ イ アン ト 上で

root ユーザーの権限を使用し て任意の

オブジェ ク ト をバ ッ ク ア ッ プする こ と
を許可し ます。 このユーザー権限は

UNIX ク ラ イ アン ト に対し てのみ有効

です。 こ の権限は Novell NetWare ク ラ

イ アン ト 上でバッ ク ア ッ プを実行する
際に必要です。

[ セッシ ョ ンの所有権を切り替え ]  ユーザーに、 バッ ク ア ッ プ仕様のオー

ナーの指定を許可し ます。 バッ ク ア ッ
プはこのオーナーの下で開始されま
す。 デフ ォル ト では、 バ ッ ク ア ッ プを

開始し たユーザーがオーナー と な り ま
す。 ス ケジ ュール設定し たバッ ク ア ッ

プは、 UNIX Cell Manager 上では root
と し て、 Windows システム上では Cell 
Manager アカ ウ ン ト で開始されます。 
このユーザー権限は [ バ ッ ク ア ッ プ仕

様を開始 ] が有効な場合に適用されま

す。 詳細は、 「所有権 : 誰が復元を実行

でき るか」 （300 ページ ) を参照し て く

ださ い。

モニター  ユーザーに、 セル内のすべてのア ク
テ ィ ブなセ ッ シ ョ ンに関する情報の表
示を許可し ます。 また IDB にア ク セス

し て過去のセ ッ シ ョ ンを表示する許可
も与えます。
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[ 中止 ]  ユーザーに、 セル内のすべてのア ク

テ ィ ブなセ ッ シ ョ ンの中止を許可し ま
す。

[ マウン ト要求 ]  ユーザーに、 セル内のすべてのア ク

テ ィ ブなセ ッ シ ョ ンのマウ ン ト 要求に
応答する こ と を許可し ます。

[ 復元の開始 ]  ユーザーに、 自分のデータの復元、 お

よび自分の復元セ ッ シ ョ ンのモニ ター
と 中止を許可し ます。 このユーザー権

限を持つユーザーは、 Cell Manager 上

に自分のオブジェ ク ト と パブ リ ッ ク ・
オブジェ ク ト を表示でき ます。

[ 別のクライアン トへ復元 ]  オブジェ ク ト がバ ッ ク ア ッ プされたシ

ステム以外のシステムへオブジ ェ ク ト
を復元する こ と を許可し ます。

[ 別のユーザーから復元 ]  ユーザーに、 別のユーザーが所有する

オブジェ ク ト の復元を許可し ます。 こ
れは UNIX ク ラ イ アン ト に対し てのみ

有効です。

[ ルートユーザーで復元 ]  ユーザーに、 UNIX の root ユーザー権

限を使用したオブジェ ク ト の復元を許
可し ます。 これは強力なユーザー権限

で、 システムのセキ ュ リ テ ィ に影響を
与え る可能性があ る こ と に注意し て く
ださ い。 この権限は Novell NetWare ク

ラ イ アン ト 上で復元を実行する際に必
要です。

[ プライベート ・ オブジェク ト を表示 ]  ユーザーに、 プラ イベー ト ・ オブ

ジェ ク ト と し てバ ッ ク ア ッ プされたオ
ブジ ェ ク ト の表示 と復元を許可し ま
す。
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定義済みの Data Protector ユーザー ・ グループ

デフ ォル ト のユーザー ・ グループ （Admin、 Operator、 User） を以下に示し

ます。

ヒン ト 各ユーザー ・ グループの正確なユーザー権限を確認するには、 グループを
選択し て、 右ク リ ッ ク し て メ ニューを開き、 ［プロパテ ィ］ を選択し ます。

ユーザー権限 Admin Operator User

[ ク ラ イ アン ト の構成 ] 有

[ ユーザーの構成 ] 有

[ デバイ スの構成 ] 有

[ メ デ ィ アの構成 ] 有 有

[ レポー ト と通知 ] 有

[ バ ッ ク ア ッ プ開始 ] 有 有

[ バ ッ ク ア ッ プ仕様を開始 ] 有 有

[ バ ッ ク ア ッ プ仕様を保存 ] 有

[ルート ・ ユーザーとしてバックアップ] 有

[ セッ ショ ンの所有権を切り 替え ] 有 有

モニター 有 有

[ 中止 ] 有 有

[ マウ ン ト 要求 ] 有 有

[ 復元の開始 ] 有 有 有

[ 別の ク ラ イ アン ト へ復元 ] 有

[ 別のユーザーから復元 ] 有 有

[ ルー ト ユーザーで復元 ] 有

[ プラ イベー ト ・ オブジェ ク ト を

表示 ]
有 有
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Cell Manager で設定し たユーザー権限によ り 、 Data Protector Cell Manager 
GUI や、 Cell Manager に接続し ている コ ンピ ュータの GUI コ ンテキス ト が

使用でき るかど う かが決ま り ます。 た と えば、 ユーザー権限と し て [復元

の開始 ] だけが設定されている場合は、 ユーザー ・ イ ン タ フ ェース ・ コ ン

ポーネン ト を イ ン ス ト ールし た際に使用でき る コ ンテキス ト は [復元 ] だ

けにな り ます。

重要 Data Protector ユーザーの構成は、 セル全体のセキ ュ リ テ ィ に重大な影響を

及ぼし ます。 セキ ュ リ テ ィ に関する考慮事項については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て

く だ さい。

イ ン ス ト ール直後は、 Admin グループを除いてデフ ォル ト のユーザー ・ グ

ループにはユーザーが全 く 指定されていません。 Data Protector は、 Admin
グループに以下のユーザーを追加し ます。

• root:sys (HP-UX または Solaris の場合 )

• イ ン ス ト ール時に入力し た Cell Manager アカ ウ ン ト （Windows の場合）

• java ユーザー (Web レポー ト を使用可能にするユーザー )

1 つの環境内でユーザーを種類別に特定する グループを定義し て、 それぞ

れに 小限必要な権限を割 り 当てる よ う お勧めし ます。

重要 Admin の権限は非常に強力です。 Data Protector の Admin ユーザー ・ グルー

プのユーザーは、 セル全体に対し てシステム管理者 と し ての権限を持ちま
す。
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ユーザー ・ グループの追加または削除

デフ ォル ト の Data Protector ユーザー ・ グループでほ と んどの要件は満た し

ています。 しかし、 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 1 つの環境内でユーザーを

種類別に特定する グループを定義し て、 それぞれに 小限必要な権限を割
り 当てる よ う お勧めし ます。 セキ ュ リ テ ィ に関する考慮事項については、

『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ

ド』 を参照し て く ださい。

ユーザー ・ グループの追加

1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで [ユーザー] を右ク リ ッ ク し て、[ユーザー・グループの

追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 ［ユーザー ・ グループの追加］ ウ ィ ザー ド が

表示されます。

3. ウ ィ ザード の指示に従って操作を行います。 詳細は、 [F1] キーを押し て

く だ さい。
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ユーザー ・ グループの追加または削除
図 4-1 新規ユーザー ・ グループの追加

ユーザー ・ グループの削除

1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで、 ［ユーザー］ を展開し て、 ユーザー ・ グループを表示

し ます。

3. 削除するユーザー ・ グループを右ク リ ッ ク し て ［削除］ を ク リ ッ ク し ま

す。

4. 操作を確認し ます。
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製品のイ ン ス ト ール後、 以下のユーザーが Admin ユーザー ・ グループに構

成されます。

• UNIX の root ユーザー (UNIX システムの場合 )

• Windows の administrator ユーザー （Windows の場合）

• イ ン ス ト ールを実行し たユーザー

新規ユーザーを Data Protector のユーザー ・ グループに追加する と、 ユー

ザーにそのグループの権限が付与されます。 ユーザー権限の詳細について

は、 「Data Protector ユーザー権限」 （137 ページ ) を参照し て く ださい。

注記 ク ラ イ アン ト ・ システムで Data Protector GUI の使用を開始する前に、 その

システムのユーザーを Cell Manager 上の対応する Data Protector ユーザー ・

グループに追加し て く だ さい。

UNIX または Windows のどち らの環境で も ユーザーを構成でき ます。 

UNIX ユーザーは、 ロ グ イ ン名、 UNIX のユーザー ・ グループ、 およびロ グ

オンに使用される システムによ って定義し ます。 ワ イル ド カー ド (*) を使用

でき ます。

Windows ユーザーは、 ロ グオン名、 Windows のユーザー ・ グループ ( ド メ

イ ン )、 およびロ グオンに使用される システムによ って定義し ます。 ワ イル

ド カー ド (*) を使用でき ます。

以下の手順に従って、 ユーザーを追加し ます。

1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで [ユーザー ] を展開し ます。 

3. ユーザーを追加し たいグループ、 またはユーザーを削除したいグループ

を右ク リ ッ ク し た後、 ［ユーザーの追加 /削除］ を ク リ ッ ク し て ウ ィ

ザー ド を起動し ます。
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ユーザーの追加または削除
図 4-2 新規ユーザーの追加

詳細は、 [F1] キーを押し て く だ さい。
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既存ユーザーのプロパテ ィ を変更し た り 、 ユーザーをグループ間で移動で
き ます。

注記 個々のユーザーについてユーザー権限を変更する こ と はでき ませんが、
ユーザー ・ グループ全体の権限であれば変更でき ます。

ユーザーのプロパティの変更

ユーザーのプロパテ ィ を変更するには、 以下の手順を行います。

1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで ［ユーザー］ を展開し て、 目的のユーザーが所属する グ

ループを ク リ ッ ク し ます。 

3. 目的のユーザーを右ク リ ッ ク し た後、 ［プロパテ ィ］ を ク リ ッ ク し て

ユーザーのプロパテ ィ を表示し ます。

詳細は、 [F1] キーを押し て く だ さい。

ユーザーの別のユーザー ・ グループへの移動

個々のユーザーのユーザー権限を変更するには、 ユーザーを別のユー
ザー ・ グループに移動し ます。

1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで ［ユーザー］ を展開し て、 目的のユーザーが所属する グ

ループを ク リ ッ ク し ます。 

3. 結果エ リ アでユーザーを ク リ ッ ク し て ［移動］ を ク リ ッ ク し ます。

詳細は、 ［ヘルプ ] を ク リ ッ ク し て く ださい。
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ユーザー ・ グループの権限の変更

ユーザーは、 所属し ているユーザー ・ グループの権限を持っています。 し
たがって、 ユーザー ・ グループのユーザー権限を変更する と 、 そのグルー
プに属するすべてのユーザーの権限が変更されます。 ユーザー ・ グループ

の権限は変更可能です。 ユーザー ・ グループの権限を変更する と、 そのグ
ループに属する各ユーザーの権限が変更されます。 ただし、 Admin ユー

ザー ・ グループの権限は変更でき ません。 

注記 グループ内の各ユーザーのプロパテ ィ を変更する こ と も でき ます。 た と え
ば、 ユーザーが所属する ド メ イ ン、 ユーザーの実名、 ユーザーが所属する
ユーザー ・ グループなどです。

ユーザー ・ グループの権限、 つま り グループ内の各ユーザーの権限の変更
方法を以下に示し ます。

1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. 権限を変更するユーザー ・ グループをブラ ウズ し て選択し ます。 

注記 ユーザーが所属し ていないグループを選択する と 、 このグループのプロパ
テ ィ が結果エ リ アに表示されます。 また、 すでにユーザーが所属し ている

グループを選択する と 、 グループに属するユーザーの リ ス ト が結果エ リ ア
に表示されます。  また、 ユーザー ・ グループ内の各ユーザーのプロパテ ィ

も変更でき ます。 この場合は、 プロパテ ィ を変更したいユーザーを ク リ ッ
ク し ます。

3. 選択し たユーザー ・ グループを右ク リ ッ ク し て ［プロパテ ィ］ を ク リ ッ

ク し ます。 ユーザー ・ グループのプロパテ ィ が結果エ リ アに表示されま

す。

4. ［ユーザー権限］ タブを ク リ ッ ク し て、 このグループに対し て設定可能

な権限の リ ス ト を表示し ます。

詳細は、 [F1] キーを押し て く だ さい。
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ユーザー構成の例

本項では、 代表的なユーザー構成の例を説明し ます。

ユーザーが自分のファイルを復元できるようにする

この復元ポ リ シーでは、 すべてのユーザーまたは選択されたユーザーが自
分のデータ を復元でき ます。 これによ って十分なセキ ュ リ テ ィ が確保され、

バッ ク ア ッ プ ・ オペレータが頻繁に復元を行 う 必要がな く な り ます。

どのような場合に
このポリシーを使用
するか

• ユーザーが復元処理に関する十分な知識を持っている場合。 基本的な

バッ ク ア ッ プの概念 と 復元操作について、 何らかの方法でユーザーを ト
レーニングする必要があ り ます。

• ラ イブラ リ ・ バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を使用し ていて、 新のバ ッ ク

ア ッ プの メ デ ィ アが全部そのデバイ スにあ る場合。 デフ ォル ト では、

Data Protector の User グループのユーザーには必要な メ デ ィ アのマウ ン

ト 要求の処理は許可されていません。 マウ ン ト 要求が発行された場合、

ユーザーはバ ッ ク ア ッ プ ・ オペレータ を通じ てマウ ン ト 要求に応答し な
ければな り ません。

必要な準備作業 1. Data Protector の users ユーザー ・ グループにユーザーを追加し て、 自分

のデータ を復元する許可を与えます。 セキ ュ リ テ ィ を強化するには、

ユーザーが Data Protector へア ク セスする際に使用でき るシステムを限

定し ます。

2. ユーザーが使用し ている システムに Data Protector ユーザー ・ イ ン タ

フ ェース を イ ン ス ト ールし ます。 Data Protector は自動的にユーザー権限

をチェ ッ ク し、 復元機能だけを許可し ます。

3. ユーザーのシステムのバ ッ ク ア ッ プを構成する際に、 バッ ク ア ッ プをパ

ブ リ ッ ク に設定し てユーザー側で表示でき る よ う にし ます。

ユーザーが自分のシステムをバックアップできるよう設定する

Data Protector は、 バッ ク ア ッ プを構成するユーザー権限 とすでに構成を完

了し たバッ ク ア ッ プを実行するユーザー権限を区別し ます。

ユーザーが自分のシステムのバ ッ ク ア ッ プを実行する権限を作成するには、
以下の手順を行います。
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ユーザー構成の例
1. 新規ユーザー ・ グループを作成するか、 または既存のグループを変更し

て、 [バッ クア ップ開始 ] のユーザー権限を与えます。 

2. ユーザーを このユーザー ・ グループに追加し て、 自分のバ ッ ク ア ッ プを

構成する許可を与えます。 

3. バッ ク ア ッ プ構成のオーナーを変更し て、 ユーザーがバッ ク ア ッ プを開

始でき る よ う にし ます。 図 4-1 (143 ページ ) を参照し て く ださい。
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本章の概略
本章の概略

本章では、 メ デ ィ アの管理方法に関する以下の情報について詳し く 説明し
ます。

「Data Protector における メ デ ィ ア管理の概要」 （154 ページ )

「 メ デ ィ ア ・ プールの作成」 （157 ページ )

「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 （162 ページ )

「 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 」 （164 ページ ) および 「 メ デ ィ アのイ ンポー

ト 」 （169 ページ )

「 メ デ ィ アへのバ ッ ク ア ッ プの追加」 （173 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの事前割当て リ ス ト の使用」 （175 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択」 （176 ページ )

「 メ デ ィ アのデータ保護設定」 （179 ページ )

「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 （180 ページ )

「別のプールへの メ デ ィ アの移動」 （181 ページ )

「Data Protector か ら の メ デ ィ アのエ ク スポー ト 」 （182 ページ )

「 メ デ ィ アの位置変更」 （183 ページ ) および 「 メ デ ィ アの説明の変更」

（185 ページ )

「 メ デ ィ ア上のデータの検証」 （186 ページ )

「デバイ ス内の メ デ ィ アのスキ ャ ン」 （187 ページ )

「 メ デ ィ アの状態チェ ッ ク」 （190 ページ )

「 メ デ ィ アの検索 と選択」 （194 ページ )

「デバイ スへの メ デ ィ アの挿入」 （195 ページ ) および 「デバイ スからの

メ デ ィ アの取出し」 （196 ページ )

「 メ デ ィ アのボールテ ィ ング」 （199 ページ )

「手動によ る VOLSER の追加」 （202 ページ )

「ス ロ ッ ト または VOLSER の削除」 （203 ページ )
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「書き込み禁止 メ デ ィ アの検出」 （204 ページ )

「異な る種類の メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト の使用」 （205 ページ )

「 メ デ ィ ア管理ウ ィ ン ド ウの表示の変更」 （206 ページ )
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Data Protector におけるメディア管理の概要

Data Protector には、 大量の メ デ ィ アを容易に効率よ く 管理するために、 次

のよ う な機能があ り ます。

注記 Data Protector は、 メ デ ィ アへのデータ書き込み時に、 さ まざまな種類の メ

デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト を認識 / 使用し ます。 制限事項については、 「異な る

種類の メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト の使用」 (205 ページ ) を参照し て く だ さい。

• メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プール と呼ぶ論理グループに分け る こ と によ り 、

個々の メ デ ィ アを意識せずに大量の メ デ ィ アをグループ と し て一括管理
でき ます。

• Data Protector は、 データ保護期限切れ期日、 バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの

有無、 各 メ デ ィ アにバッ ク ア ッ プされている内容など、 全 メ デ ィ ア と 各
メ デ ィ アのステータ ス を常に ト ラ ッ キング し ています。

• すべての操作は完全に自動化されています。 ラ イブラ リ ・ デバイ ス内に

Data Protector が管理し ている メ デ ィ アが十分にあれば、 メ デ ィ ア管理機

能によ ってバ ッ ク ア ッ プが自動的に行われるので、 手作業によ る メ デ ィ
アの交換などは必要あ り ません。

• メ デ ィ アのローテーシ ョ ンはポ リ シーに従って自動的に行われるので、

ユーザーによ る操作は必要あ り ません。

• バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ ア とデバイ ス を明示的に定義でき ます。

• ス タ ン ド ア ロ ン、 マガジン、 ラ イブラ リ ・ デバイ ス、 サイ ロ ・ デバイ ス

など、 各デバイ スに も適し た方法で メ デ ィ アが管理されます。

• Data Protector メ デ ィ アおよびその他の代表的なテープ ・ フ ォーマ ッ ト の

自動認識が可能です。

• バーコード をサポー ト し ている大規模ラ イブラ リ およびサイ ロ ・ デバイ

スに対し て、 バーコード の認識 と サポー ト が可能です。

• ラ イブラ リ やサイ ロ などの大容量デバイ スに保管され、 Data Protector が

使用する メ デ ィ アを認識し、 状態を ト ラ ッ キング し て内容を表示でき ま
す。 
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• メ デ ィ アに関する情報を中央に保管し、複数の Data Protector セル と の間

でその情報を共有でき ます。

• メディアのボールティ ング ( アーカイビング、オフサイ トのストレージ )
に対応し ています。

• メ デ ィ ア上に保存されているデータの追加コ ピーを、 自動的にまたは対

話形式で作成でき ます。

使用 メ デ ィ アの情報は、 IDB に保管されます。

メ デ ィ ア管理の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ン

セプ ト ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

図 5-1 に、 コ ンポーネン ト 、 バ ッ ク ア ッ プ仕様、 デバイ ス、 メ デ ィ ア ・

プールの相互関係を示し ます。 プールはバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中に使

用されます。 デフ ォル ト のプールはデバイ ス定義に含まれていますが、 バッ

ク ア ッ プ仕様で別のプールを指定でき ます。 

図 5-1 メディア ・ プールと他のコンポーネン ト との関係

メディアのライフ ・ サイクル

一般に メ デ ィ アのラ イ フ ・ サイ クルは、 以下のステ ッ プで構成されていま
す。
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1. バッ ク ア ッ プ用の メ デ ィ アを準備し ます。 この作業には、 Data Protector
で使用する メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト と メ デ ィ アの メ デ ィ ア ・ プールへの
割 り 当てが含まれます。 メ デ ィ ア ・ プールは、 これらの メ デ ィ アを ト

ラ ッ キングする ために用い られます。 準備作業の詳細は、 以下の各項を

参照し て く ださい。

「 メ デ ィ ア ・ プールの作成」 (157 ページ ).

「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 (162 ページ ).

2. メ デ ィ アへのバッ ク ア ッ プを行います。 こ の作業には、 バ ッ ク ア ッ プに

使用する メ デ ィ アの選択、 メ デ ィ ア状態要素のチェ ッ ク ( 上書き回数な

ど )、 メ デ ィ アへの新規バッ ク ア ッ プの追加、 メ デ ィ アへのデータの上

書きが含まれます。

3. メ デ ィ アを安全な場所にボールテ ィ ング し ます。

Data Protector が提供するいずれかの複製方法を使用する と、 バ ッ ク ア ッ

プ ・ データのボールテ ィ ング用コ ピーを作成でき ます。

4. 保存されているデータが必要な く なった ら、 その メ デ ィ アを リ サイ クル

し ます。 リ サイ クルされた メ デ ィ アは再使用でき る よ う にな り ます。

5. メ デ ィ アには、使用期限があ り ます。 期限 ( 大使用基準 ) が終了し た メ

デ ィ アには、 「不良」 と い う マーク が付き、 Data Protector ではそれ以上

使用されません。 詳し く は、 「 メ デ ィ アの状態に影響する要素」 （191
ページ ) を参照し て く だ さい。

以下の各項では、 これらの作業の内容について詳し く 説明し ます。
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メディア・ プールとは メ デ ィ ア ・ プール と は、 バ ッ ク ア ッ プに使用する同じ種類の メ デ ィ ア (DLT
など ) の内、 同じ使用ポ リ シー と プロパテ ィ を持つものの集ま り を指し ま

す。 た と えば、 定期バッ ク ア ッ プ用の メ デ ィ ア ・ プール、 アーカ イ ビング

用の メ デ ィ ア ・ プール、 各部門ご と の メ デ ィ ア ・ プールなど、 目的に応じ
て複数の メ デ ィ ア ・ プールを作成でき ます。 

フリー ・ プールとは フ リ ー ・ プールは、 同じ種類の メ デ ィ ア (DLT など ) のソース と し て補助的

に使用でき るプールで、 通常のプール内のフ リ ー ・ メ デ ィ アがすべて使用
でき ない場合に使われます。 これによ って、 メ デ ィ アが使用でき ない こ と

によ るバッ ク ア ッ プの失敗を回避でき ます。 

通常のプール と フ リ ー ・ プールの間で メ デ ィ アが移動されるのは、 以下の
どち らかの場合です。

• 割 り 当て時。 メ デ ィ アはフ リ ー ・ プールから通常のプールに移動されま

す。

• 割 り 当て解除時。 メ デ ィ アは通常のプールから フ リ ー ・ プールに移動さ

れます。 GUI で、 割 り 当て解除を自動的に行 う かど う かを指定でき ま

す。

保護 メ デ ィ ア ( 割 り 当て済み、 使用中 ) は、 特定の通常のプール (SAP プー

ルなど ) に所属し ていますが、 Data Protector のフ リ ー ・ メ デ ィ アは、 自動

的にフ リ ー ・ プールに移動させる こ と ができ ます。 このフ リ ー ・ プールは、

後でバ ッ ク ア ッ プを行 う 際に、 必要に応じ てフ リ ー ・ メ デ ィ アを特定の通
常のプールに割 り 当て るのに使用されます。

メ デ ィ ア ・ プールの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ

ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださい。

デフォルトの
メディア ・ プール

Data Protector には、 メ デ ィ アの種類ご と にデフ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プール

(Default_DDS など ) があ り 、 Data Protector を 初に構成する際に これらの

デフ ォル ト をそのま ま使用する こ と ができ ます。  

メ デ ィ ア ・ プールを作成せずにデフ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プールを使用する
場合は、 「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 (162 ページ ) へ進んで く

ださい。
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メディア ・ プールの
作成方法

新しい メ デ ィ ア ・ プールの作成は、 [デバイ ス / メディ ア ] コ ンテキス ト で

[ メディ ア ・ プールの追加 ] ウ ィ ザー ド を使って行います。 詳しい手順につ

いては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「 メ デ ィ ア ・ プールの追加」
を参照し て く ださい。

次に行う手順 次のステ ッ プでは、 バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プール
へ追加し ます。 手順については、 「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 
(162 ページ ) を参照し て く ださい。

メディア ・ プールのプロパティ

本項では、 メ デ ィ ア ・ プールのプロパテ ィ について説明し ます。 プロパ

テ ィ は、 メ デ ィ ア ・ プールを構成する際に指定し ます。 ただしプロパテ ィ

の中には、 後で設定を変更でき る もの も あ り ます。

[ プール名 ] メ デ ィ ア ・ プールを識別する ための名前です。 スペース を含む半角 32 文字

までの名前を指定でき ます。 他の メ デ ィ ア ・ プール と区別しやすいよ う に、

部署名など メ デ ィ ア ・ プールの内容を端的に示す名前を付け る と よいで
し ょ う 。

[ 説明 ] メ デ ィ ア ・ プールを識別しやす く するための ものであ り 、 必ずし も入力す
る必要はあ り ません。 任意の文字を半角 80 文字分まで説明 と し て入力でき

ます。

[ メディアの種類 ] 構成に応じ て使用でき る メ デ ィ アの種類の リ ス ト が表示されます。

サポー ト されている メ デ ィ アの種類に関する 新の リ ス ト は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 の 「サポー

ト 一覧」 を参照し て く だ さい。

メ デ ィ アの種類を選択する と 、 選択し た メ デ ィ ア上で メ デ ィ ア ・ プールに
使用でき る スペース を Data Protector が計算し ます。 計算は選択された メ

デ ィ アの種類に基づいて行われます。 

[ メディア割り当て

ポリシー ]
メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シーは、 メ デ ィ アの摩耗状態が均等にな る よ う に、
メ デ ィ ア ・ プール内での メ デ ィ アのア ク セス順序を決定する ものです。 

Data Protector でのバッ ク ア ッ プ用の メ デ ィ アの選択方法については、 「バ ッ

ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択」 (176 ページ ) を参照し て く だ さい。
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[Strict]  特定の メ デ ィ アを要求する よ う Data Protector に指示し ま

す。 メ デ ィ アはフ ォーマ ッ ト 済みであ る こ と が必要です。 
このポ リ シーを使用する場合、 Data Protector は メ デ ィ ア

を フ ォーマ ッ ト し ません。 ラ イブラ リ 内や メ デ ィ アの使

用状況ポ リ シーが優先される場合で も、 非 Data Protector
メ デ ィ アを誤って上書きする こ と を避け るために、 ラ イ
ブラ リ ・ デバイ スにはこ の割 り 当てポ リ シーを使用する
こ と をお勧めし ます。

[Loose]  プール内にあ る、 「不良」 な メ デ ィ ア、 または保護された

メ デ ィ ア以外の適切な メ デ ィ アな ら どれで も受け入れる
よ う Data Protector に指示し ます。 こ のオプシ ョ ンは、 [

フォーマッ ト されていない メディ アを先に割り 当てる ] オ

プシ ョ ン と併用し ます。

InitOnLoosePolicy が 1 に設定されている場合 ( デ

フ ォル ト では 0)、 Data Protector が認識できない メ デ ィ ア

( 新しい メ デ ィ ア ) は自動的にフ ォーマ ッ ト されます。 こ
のポ リ シーは、 Data Protector が選択でき る メ デ ィ アの数

を 大にする ため、 無人バッ ク ア ッ プを実行する場合に
適し ています。

[ フォーマッ ト されていないメディアを先に割り当てる ]  
[Loose] ポ リ シーを一部変更し たオプシ ョ ンです。 この

ポ リ シーを選択する と、 ラ イブラ リ 内に使用可能な保護
されていない メ デ ィ アがあ る場合で も、 不明な メ デ ィ ア
が優先されます。 Data Protector がラ イブラ リ を使用する

唯一のアプ リ ケーシ ョ ンで、 すべての メ デ ィ アを均等に
使用し たい場合は、 このポ リ シーの使用をお勧めし ます。

[ フリー ・ プールを使用 ]  
通常のプールに加え、 フ リ ー ・ プール内の使用可能な メ
デ ィ ア も検索する よ う Data Protector に指示し ます。 この

オプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになっています。

詳細は、 「バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択」 （176 ページ ) を参照し て く ださ

い。

フ リ ー ・ プールの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

[ メディア使用法

ポリシー ]
メ デ ィ ア使用法ポ リ シーは、 前回のバ ッ ク ア ッ プに使用した メ デ ィ アに新
しいバ ッ ク ア ッ プを追加するかど う かを決定し ます。 
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[ 追加可能 ]  バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは、 前回のバッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ンで使用し た 後の メ デ ィ アに残っている ス
ペースにデータ を書き込みます。 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンで必要な後続のテープについては、 テープの先頭
からデータが書き込まれるので、 書き込み保護されてい
ないテープまたは新しいテープしか使用でき ません。 
データは任意のバ ッ ク ア ッ プ仕様から その他のバッ ク
ア ッ プ仕様に追加でき ます。 メ デ ィ アを追加する と ス

ペース を節約でき ますが、 1 つの メ デ ィ アに複数のバッ

ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンからのデータが保存される可能性
があ る ため、 復元時の操作が複雑にな り ます。

 [ 追加不可能 ]  バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プに使用可能

な先頭の メ デ ィ アの先頭からデータ を書き込みます。

[ 増分のみ追加可能 ]  
増分バ ッ ク ア ッ プを行 う 場合にのみ、 バッ ク ア ッ プ ・
セ ッ シ ョ ンで 初に使用された メ デ ィ アにデータが追加
されます。 プール内に追加可能な メ デ ィ アが複数あ る場

合は、 書き込みが一番旧い メ デ ィ アが 初に使用されま
す。 同じバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中に、 さ らに メ デ ィ

アが必要になった場合は、 保護されたバッ ク ア ッ プを含
まない空の メ デ ィ アを使用する必要があ り ます。 この メ

デ ィ ア使用法ポ リ シーを使用する と、 1 つのフル ・ バッ

ク ア ッ プ と い く つかの増分バッ ク ア ッ プを含む メ デ ィ ア
が生成されます。 

注記 追加機能を使用する場合で、 バ ッ ク ア ッ プに複数の メ デ ィ アが必要な場合、
前回のセ ッ シ ョ ンのバッ ク ア ッ プ ・ データ を含める こ と ができ るのは、
初に使用する メ デ ィ アだけです。 その後、 Data Protector は空の メ デ ィ アま

たは保護されていない メ デ ィ アのみを使用し ます。

詳細は、 「 メ デ ィ アへのバッ ク ア ッ プの追加」 （173 ページ ) および 「バ ッ ク

ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択」 （176 ページ ) を参照し て く ださい。

[マガジンのサポート ] [ マガジンのサポー ト ] を指定する と、 マガジン と し て構成されている メ

デ ィ アを使用でき ます。 ただし これらの メ デ ィ ア と使用するバッ ク ア ッ プ ・

デバイ スは、 HP 12000e などマガジンをサポー ト し ている も のに限られま

す。
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このオプシ ョ ンは、 新し く メ デ ィ ア ・ プールを構成する と きに使用し ます。

詳細は、 以下の各項を参照し て く ださ い。

• マガジン ・ デバイ スの構成方法については、 「マガジン ・ デバイ スの構

成」 （31 ページ ) を参照し て く ださい。

• マガジン全体、 またはマガジン内の単一 メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト する方

法については、 「 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 」 (164 ページ ) を参照し て く

ださい。

• マガジン全体、 または単一 メ デ ィ アのイ ンポー ト 方法については、 「 メ

デ ィ アのイ ンポー ト 」 (169 ページ ) を参照し て く だ さい。

[メディ ア状態要素 ] [ メ デ ィ ア状態要素 ] は、 メ デ ィ アの状態を定義する こ と によ り 、 その メ

デ ィ アのバ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ ア と し ての信頼性を決定し ます。 プールが

フ リ ー ・ プール ・ オプシ ョ ンを使用する場合、 フ リ ー ・ プールの メ デ ィ ア
状態要素が継承されます。 Data Protector はメディア状態要素を も と に使用

中の メ デ ィ アの状態を算出し ます。 メ デ ィ ア状態要素には 2 つの選択項目

があ り ます。

メディアの有効期限  
このオプシ ョ ンを選択する と、 メ デ ィ アの使用時間を基
準 と し て状態が判定されます。 こ こ で、 使用時間 と は、
メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト し た時点から経過した月数を意
味し ます。 し きい値であ る月数よ り 旧 く な る と、 「不良」

な メ デ ィ ア と し て判断されます。 デフ ォル ト のし きい値

は 36 か月です。 

大上書き数  メ デ ィ アの使用状況は、 その メ デ ィ アの先頭から上書き
された回数 と し て定義されます。 し きい値であ る上書き

回数を超え る と、 「不良」 な メ デ ィ ア と し て判断されま
す。 デフ ォル ト のし きい値は 250 回です ( ただし、 DDS
テープの場合は 100 回 )。

メ デ ィ ア状態要素の計算方法については、 「 メ デ ィ ア状態算出法の変更」 
(192 ページ ) を参照し て く ださい。
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メディア ・ プールへのメディアの追加

メ デ ィ ア ・ プールを作成し た ら、 バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アをその
メ デ ィ ア ・ プールに追加し ます。

未使用メディアの
追加方法

未使用 メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに追加する場合は、 「 メ デ ィ アのフ ォー
マ ッ ト 」 （164 ページ ) を参照し て く だ さい。 メ デ ィ ア ・ プールに設定し て

いる メ デ ィ ア割当てポ リ シーが [Loose] の場合は、 別途 メ デ ィ アをフ ォー

マ ッ ト する必要はあ り ません。 InitOnLoosePolicy が 1 に設定されている

場合 ( デフ ォル ト では 0)、 メ デ ィ アはバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで使用さ

れる前にフ ォーマ ッ ト されます。 詳し く は、 「[ メ デ ィ ア使用法 ポ リ シー ]」
（159 ページ ) を参照し て く ださい。

使用済みメディアの
追加方法

すでに使用されている Data Protector メ デ ィ アを上書きせずに メ デ ィ ア ・

プールにイ ンポー ト する場合は、 「 メ デ ィ アのイ ンポー ト 」 （169 ページ ) を

参照し て く ださい。

すでに使用されている非 Data Protector メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに追加

する場合は、 再フ ォーマ ッ ト する必要があ り ます。 「 メ デ ィ アのフ ォー

マ ッ ト 」 （164 ページ ) を参照し て く だ さい。

他のアプ リ ケーシ ョ ンで使用し た メ デ ィ アの取 り 扱いについては、 「他の
データ ・ フ ォーマ ッ ト の認識」 （167 ページ ) を参照し て く ださい。

メディア ・ ラベルの
付与

Data Protector は、 使用する各 メ デ ィ アに対し て一意の メ デ ィ ア ・ ラベル と

メ デ ィ ア ID を付与し ます。 メ デ ィ ア ・ ラベル と メ デ ィ ア ID は IDB に保管

され、 メ デ ィ アの管理に使用されます。 メ デ ィ ア ID は Data Protector によ っ

て割 り 当て られます。 メ デ ィ ア ・ ラベルと は、 ユーザーが定義する説明 と

メ デ ィ アのバーコー ド を組み合わせた ものです ( メ デ ィ アにバーコー ド が

付与されてお り 、 [バーコード ・ リ ーダーのサポート ] オプシ ョ ンが有効に

設定されている場合 )。 バーコード は メ デ ィ アの説明の接頭辞 と し て表示さ

れます。 た と えば、 メ デ ィ ア ・ ラベル [CW8279]Default DLT_1は、 説明

が Default DLT_1 でバーコード が CW8279 の メ デ ィ アを示し ます。 メ デ ィ

アの初期化中に、 必要に応じ てバーコード を メ デ ィ ア ・ ラベル と し てテー
プ上の メ デ ィ ア ・ ヘッ ダに書き込むこ と も でき ます。

Data Protector GUI では、 メ デ ィ ア ・ ラベルご と に メ デ ィ アを分類でき ます。 
結果エ リ アの [ メディ ア ・ ラベル ] フ ィ ール ド を ク リ ッ ク し て実行し ます。
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次に行う手順 メ デ ィ ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加が完了し た ら、 バッ ク ア ッ プする
データ を選択でき ます。 詳しい手順については、 第 6 章 「バッ ク ア ッ プ」

(207 ページ ) を参照し て く ださい。
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メディアのフォーマッ ト

メディアの
フォーマッ ト とは

メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト と は、 メ デ ィ アに関する情報 ( メ デ ィ ア ID、 説

明、 位置 ) を IDB に保存し、 メ デ ィ ア自体 ( ヘッ ダ ) にも書き込むこ と に

よ って、 その メ デ ィ アを Data Protector で使用でき る状態にする こ と です。 
メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト する と きに、 その メ デ ィ アが所属する メ デ ィ ア ・
プールも指定し ます。 

フォーマッ トの
タイ ミング

メ デ ィ アは、 バッ ク ア ッ プに使用する前にフ ォーマ ッ ト する こ と が必要で
す。 バッ ク ア ッ プの前に メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト せず、 メ デ ィ ア ・ プール

の メ デ ィ ア割当てポ リ シーが [Loose] に設定されていて、 グ ローバル変数

InitOnLoosePolicy が 1 に設定されている場合 ( デフ ォル ト は 0) は、 そ

の メ デ ィ アをバッ ク ア ッ プに使用する と、 Data Protector は自動的に メ デ ィ

アを フ ォーマ ッ ト し ます。 その場合、 メ デ ィ ア ・ ラベルはデフ ォル ト の値

にな り ます。 ただし、 ラ イブラ リ のプロパテ ィ で [初期化時に メディ ア ・

ラベルと してバーコード を使用 ] が選択されている場合は、 バーコー ド が書

き込まれます。

非 Data Protector メ デ ィ アは、 バ ッ ク ア ッ プの前にフ ォーマ ッ ト する こ と が

必要です。 

Data Protector
以外のフォーマッ ト
の認識

Data Protector は メ デ ィ アがすでに使用中の場合、 共通の メ デ ィ ア ・ フ ォー

マ ッ ト を認識し ます。 詳細は、 「他のデータ ・ フ ォーマ ッ ト の認識」 (167
ページ ) を参照し て く だ さい。 

埋め込みブロックを
使用したフォーマット

メ デ ィ アのヘッ ダ ・ サイ ズを拡張し て圧縮でき ないデータ ( 埋め込みブ

ロ ッ ク ) を埋め込むこ と ができ ます。 これは メ デ ィ アのコ ピーを作成する時

に有効です。 埋め込みブロ ッ クはターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アにはコ ピーされま

せん。 このため、 ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アが ソース ・ メ デ ィ ア よ り も先に

テープの終わ り に到達するのを防ぎ ます。

オブジェ ク ト コ ピー機能を使用し てバ ッ ク ア ッ プ ・ データ を コ ピーする場
合、 データ を埋め込む必要はあ り ません。

テープへの埋め込み機能は、 デフ ォル ト では無効になっています。 有効に

するには、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スが接続されている システム上の
omnirc フ ァ イルの OB2BLKPADDING_n変数を設定し て く だ さい。 詳細は、

「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ ) を参照し て く だ さい。
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メディアの
フォーマッ ト方法

メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト するには、 対象のデバイ ス、 メ デ ィ ア ・ プールま
たはラ イブラ リ ・ ス ロ ッ ト を [デバイ ス / メディ ア ] コ ンテキス ト でブラ

ウズ し て右ク リ ッ ク し、 [ フォーマッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順に

ついては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ
ト 」 を参照し て く ださい。

ラ イブラ リ ・ デバイ ス を使用する場合は、 [Ctrl] キーを使って複数のス

ロ ッ ト を選択し、 複数の メ デ ィ アを同時にフ ォーマ ッ ト でき ます。 メ デ ィ

アの初期化中に、 必要に応じ てバーコード を メ デ ィ ア ・ ラベル と し て使用
し て メ デ ィ ア ・ ヘッ ダに書き込むこ と もでき ます。 詳しい手順については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「フ ォーマ ッ ト  - ラ イブラ リ ・ デバ

イ ス内の メ デ ィ ア」 を参照し て く ださ い。

ヒン ト Data Protector 以外のアプ リ ケーシ ョ ンが使用する メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト

する場合は、 [強制 ] オプシ ョ ンを使用し ます。 ただし、 Data Protector に

よ り 保護されている メ デ ィ アについては、 こ のオプシ ョ ンを使用し て も再
フ ォーマ ッ ト されません。 この場合は、 先に保護を解除する必要があ り ま

す。 詳し く は、 「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 （180 ページ ) を参照し て く ださ

い。

注記 [ メディ アのサイズ ] オプシ ョ ンを選択する場合は、 [デフォル ト ] または

[指定 (MB)] を選択し ます。 [デフォル ト ] を選択し た場合、 実際の メ デ ィ

ア ・ サイ ズではな く 、 Data Protector によ って予測された メ デ ィ ア ・ サイ ズ

が表示されます。 メ デ ィ ア全体のサイ ズは、 メ デ ィ アが圧縮されていない

こ と を前提に設定されます。 デバイ スがハー ド ウ ェア圧縮されている と 、

メ デ ィ ア上のスペースが倍にな る場合があ り ます。 実際の メ デ ィ ア ・ サイ

ズは メ デ ィ アがいっぱいになった時点で表示されます。 

次に行う手順 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト が完了し た ら、 メ デ ィ アを使用し てバッ ク ア ッ プ
を実行でき ます。 バッ ク ア ッ プの構成方法については、 第 6 章 「バッ ク

ア ッ プ」 (207 ページ ) を参照し て く だ さい。
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マガジン内のメディアのフォーマッ ト

マガジンをサポー ト し ているデバイ ス を使用する場合は、 マガジン内のす
べての メ デ ィ ア または単一 メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト でき ます。 

マガジン全体の
フォーマッ ト方法

マガジン全体を フ ォーマ ッ ト するには、 デバイ スに使用し ている メ デ ィ
ア ・ プールをブラ ウズ し て右ク リ ッ ク し、 [マガジンのフォーマッ ト ] を ク

リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー

ワー ド 「マガジン内の メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。 

マガジン内の
単一メディアの
フォーマッ ト方法

マガジン内の単一 メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト するには、 デバイ スに使用し て
いる メ デ ィ ア ・ プールをブラ ウ ズ し て右ク リ ッ ク し、 [ フォーマッ ト ] を

ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー

ワー ド 「マガジン内の単一 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。

ヒン ト Data Protector 以外のアプ リ ケーシ ョ ンが使用する メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト

する場合は、 [強制 ] オプシ ョ ンを使用し ます。 ただし、 Data Protector に

よ り 保護されている メ デ ィ アについては、 こ のオプシ ョ ンを使用し て も再
フ ォーマ ッ ト されません。 この場合は、 先に保護を解除する必要があ り ま

す。 詳し く は、 「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 （180 ページ ) を参照し て く ださ

い。

次に行う手順 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト が完了し た ら、 メ デ ィ アを使用し てバッ ク ア ッ プ
を実行でき ます。 バッ ク ア ッ プの構成方法については、 第 6 章 「バッ ク

ア ッ プ」 (207 ページ ) を参照し て く だ さい。
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他のデータ ・ フォーマッ トの認識

フォーマッ トの認識 すでに メ デ ィ アに書き込まれているデータが誤って上書き されないよ う に、
Data Protector は さ ま ざ まなテープ ・ フ ォーマ ッ ト を認識し ます。

注記 メ デ ィ ア ・ タ イプの識別は使用されるプラ ッ ト フ ォームに依存する ため、
Data Protector のみを使用し てその他の メ デ ィ ア ・ タ イプを識別し ないよ う

にし て く だ さい。 

表 5-1 Data Protector メディア ・ フォーマッ トのカテゴリ

 メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト Data Protector の動作

不明または新規 [Loose] ポ リ シー : グ ローバル

変数 InitOnLoosePolicy が 1
に設定されている場合、 フ ォー
マ ッ ト されてバッ ク ア ッ プに使
用されます。

[Strict] ポ リ シー : バッ ク ア ッ

プには使用されません。

メ デ ィ アは圧縮オプシ ョ ンを使って
書き込まれ、 現在は圧縮オプシ ョ ン
を使用し ていない

メ デ ィ アは圧縮オプシ ョ ンを使わず
に書き込まれ、 現在は圧縮オプシ ョ
ンを使用

Data Protector 以外 ( 別のセルの メ

デ ィ ア )
イ ンポー ト されるか [ 強制 ] オ

プシ ョ ンを使用し てフ ォーマ ッ
ト されない限 り 、 バッ ク ア ッ プ
には使用されません。

tar、 cpio、 OmniStorage、 OmniBack 
I 、 ANSI ラベル、 フ ァ イルシステム

[ 強制 ] オプシ ョ ンを使用し て

フ ォーマ ッ ト されない限 り 、
バッ ク ア ッ プには使用されませ
ん。

Data Protector で保護されていない メ

デ ィ ア

バッ ク ア ッ プに使用されます。

Data Protector で保護されている メ

デ ィ ア

バッ ク ア ッ プの追加に使用され
ます。
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注記 ハー ド ウ ェ ア圧縮機能を使って書き込まれた メ デ ィ アから、 ハー ド ウ ェ ア
圧縮機能をサポー ト し ていないデバイ ス を使ってデータ を読み込も う と し
た場合、 Data Protector は メ デ ィ アを認識せず、 データ を読み込むこ と はで

き ません。 このため、 この メ デ ィ アは不明または新規と し て処理されます。
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メディアのインポート  
メ デ ィ アのイ ンポー ト によ り 、 Data Protector がすでに使用し ていた メ デ ィ

アが メ デ ィ ア ・ プールに追加されますが、 こ の と き メ デ ィ ア上のデータが
失われる こ と はあ り ません。 Data Protector が使用し ていた メ デ ィ アは Data 
Protector によ ってフ ォーマ ッ ト されてお り 、 Data Protector セルからエ ク ス

ポー ト された メ デ ィ アです。

メ デ ィ アを イ ンポー ト する と 、 メ デ ィ ア上のバッ ク ア ッ プ ・ データに関す
る詳細情報が IDB に書き込まれます。 し たがって復元時に、 データベース

に記録された情報をブラ ウズでき ます。

Data Protector セル間で メ デ ィ アを移動する際に メ デ ィ アのイ ンポー ト を使

用し ます。

フ リ ー ・ プール内の メ デ ィ アではこの操作を実行でき ません。

注記 オブジェ ク ト や メ デ ィ アのサイ ズなどの属性情報は、 イ ンポー ト 時に再構
築されません。 し たがって、 イ ンポー ト されたオブジェ ク ト のサイ ズは

0KB と 表示されます。 

使用するデバイ スや メ デ ィ アに も よ り ますが、 イ ンポー ト には非常に長い
時間がかかる こ と に注意し て く ださい。

重要 1 回のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで使用し た メ デ ィ アは、 すべて一度にイ

ンポー ト し て く だ さい。 一部の メ デ ィ アだけを読み込んで も、 残 り の メ

デ ィ アに記録されているバ ッ ク ア ッ プ ・ データは復元されません。

メディアの
インポート方法

メ デ ィ アを イ ンポー ト するには、 対象のデバイ ス、 メ デ ィ ア ・ プールまた
はラ イブラ リ ・ ス ロ ッ ト を [デバイ ス / メディ ア ] コ ンテキス ト でブラ ウ

ズ し て右ク リ ッ ク し、 [ インポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アのイ ンポー ト 」 を
参照し て く ださい。
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ラ イブラ リ ・ デバイ ス を使用する場合は、 [Ctrl] キーを使って複数のス

ロ ッ ト を選択し、 複数の メ デ ィ アを同時にイ ンポー ト でき ます。 詳細は、

図 5-2 を参照し て く ださい。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの

索引キーワー ド 「イ ンポー ト  - ラ イブラ リ ・ デバイ ス内の メ デ ィ ア」 を参

照し て く だ さい。

図 5-2 複数のメディアのインポート

メディアからのカタログのインポート

メ デ ィ アから カ タ ロ グを イ ンポー ト する と 、 フ ァ イル ・ バージ ョ ンに関す
る詳細情報が IDB に書き込まれ、 復元対象のフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ をブ

ラ ウ ズでき る よ う にな り ます。

特定のオブジェ ク ト のカ タ ロ グ保護期限が切れていてフ ァ イルやデ ィ レ ク
ト リ をブラ ウズでき ない場合は、 [ カタ ログのインポート ] を使用し てカ タ

ロ グを イ ンポー ト し て く ださい。

フ リ ー ・ プール内の メ デ ィ アではこの操作を実行でき ません。
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メディ アからの
カタログのインポート
方法

メ デ ィ アから カ タ ロ グを イ ンポー ト するには、 対象のデバイ ス、 メ デ ィ
ア ・ プールまたはラ イブラ リ ・ ス ロ ッ ト を [デバイ ス / メ ディ ア ] コ ンテ

キス ト でブラ ウズ し て右ク リ ッ ク し、 [ カタ ログのインポート ] を ク リ ッ ク

し ます。 詳細は、 図 5-3 を参照し て く ださい。 詳しい手順については、 オン

ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「 メ デ ィ アからのカ タ ロ グのイ ンポー ト 」
を参照し て く ださい。

図 5-3 カタログのインポート

マガジン ・ デバイス内のメディアのインポート

マガジンをサポー ト し ているデバイ ス を使用する場合は、 すべての メ デ ィ
アまたは単一 メ デ ィ アをマガジンにイ ンポー ト でき ます。

必要条件 マガジン ・ デバイ スの メ デ ィ ア ・ プールは必ず、 [マガジンのサポー ト ] オ

プシ ョ ンを使用可能に設定し て構成する こ と が必要です。

すべてのメディアを
インポートするには

マガジン ・ デバイ ス内のすべての メ デ ィ アを イ ンポー ト するには、 [デバ

イ ス / メディ ア ] コ ンテキス ト でそのデバイ ス用に使用し ている メ デ ィ ア ・

プールを展開し、 [マガジン ] を右ク リ ッ ク し て [マガジンのインポー ト ]
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を ク リ ッ ク し ます。 詳細は、 図 5-4 を参照し て く ださい。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「マガジン内の メ デ ィ アのイ
ンポー ト 」 を参照し て く ださい。

図 5-4 マガジンのインポート

単一メディアの
マガジンへの
インポート方法

マガジン ・ デバイ スに単一 メ デ ィ アを イ ンポー ト するには、 [デバイ ス /

メディ ア ] コ ンテキス ト でそのデバイ ス用に使用し ている メ デ ィ ア ・ プー

ルを展開し、 対象のマガジンを選択し て [ メ ディ ア ] を右ク リ ッ ク し て [

インポート ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘル

プの索引キーワー ド 「マガジン内の単一 メ デ ィ アのイ ンポー ト 」 を参照し
て く ださい。

次に行う手順 メ デ ィ アのイ ンポー ト が完了し た ら、 メ デ ィ アを使用し てバッ ク ア ッ プを
実行でき ます。 バ ッ ク ア ッ プの構成方法については、 第 6 章 「バ ッ ク ア ッ

プ」 (207 ページ ) を参照し て く ださい。
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メディアへのバックアップの追加

Data Protector では、 すでにバ ッ ク ア ッ プが保存されている メ デ ィ アに対し

て新しいバ ッ ク ア ッ プを追加でき ます。 この方法を使用する と メ デ ィ アの

スペース を節約でき ます。

制限事項 Travan デバイ ス内で使用し ている メ デ ィ アにはバッ ク ア ッ プを追加でき ま

せん。

[ 追加可能 ] メ デ ィ ア使用法ポ リ シーは、 メ デ ィ ア ・ プールの構成時に選択

でき ます。 追加可能な メ デ ィ アには現在保護中のオブジ ェ ク ト が含まれて

お り 、 メ デ ィ ア状態が良好であ る こ と と 、 メ デ ィ アがいっぱいでない こ と
が必要です。

複数のデバイ ス を使って負荷調整を行 う 場合は、 [ 追加可能 ] ポ リ シーはデ

バイ ス ご と に適用されます。 つま り 、 それぞれのデバイ スが追加可能 メ
デ ィ ア ( 使用可能な場合 ) をバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの 初の メ デ ィ ア

と し て使用し ます。 ひ と つの メ デ ィ アに対し て複数のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンがデータ を追加する場合で も、 これらのセ ッ シ ョ ンがすべて同じ
バッ ク ア ッ プ仕様を使用する必要はあ り ません。

追加可能 メ デ ィ ア使用法ポ リ シーには、 以下の 2 つがあ り ます。

• [ 追加可能 ]: バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで 初に使用する メ デ ィ ア と し

て、 以前のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで使用し た メ デ ィ アの残 り のス
ペース を使用し ます。 プール内に追加可能な メ デ ィ アが複数あ る場合

は、 使用時期が も旧い メ デ ィ アが 初に使用されます。 同じバ ッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中に、 さ らに メ デ ィ アが必要になった場合は、 保護
されたバッ ク ア ッ プを含まない空の メ デ ィ アを使用する必要があ り ま
す。 この メ デ ィ ア使用法ポ リ シーを使用する と、 メ デ ィ ア上にバ ッ ク

ア ッ プの種類 ( フル ・ バ ッ ク ア ッ プまたは増分バッ ク ア ッ プ ) を任意の

順で保存する こ と ができ ます。

• [ 増分のみ追加可能 ]: 増分バッ ク ア ッ プを行 う 場合にのみ、 バッ ク ア ッ

プ ・ セ ッ シ ョ ンで 初に使用された メ デ ィ アにデータが追加されます。 
プール内に追加可能な メ デ ィ アが複数あ る場合は、 使用時期が も旧い
メ デ ィ アが 初に使用されます。 同じバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中に、

さ らに メ デ ィ アが必要になった場合は、 保護されたバッ ク ア ッ プを含ま
ない空の メ デ ィ アを使用する必要があ り ます。 こ の メ デ ィ ア使用法ポ リ

シーを使用する と、 1 つのフル ・ バッ ク ア ッ プ と い く つかの増分バッ ク

ア ッ プを含む メ デ ィ アが生成されます。
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ヒン ト あ る ク ラ イ アン ト に関する フル ・ バッ ク ア ッ プ と増分バッ ク ア ッ プだけが
保存されたテープを作成し たい場合は、 Data Protector を以下のよ う に構成

し ます。

• [増分のみ追加可能 ] メ デ ィ ア使用法ポ リ シーを設定し て、ク ラ イ アン ト

ご と に 1 つのプールを構成する。

• バッ ク ア ッ プ仕様内の各ク ラ イ アン ト に個別のプールを関連付ける、 ま

たはク ラ イ アン ト ご と に個別のバ ッ ク ア ッ プ仕様を作成する。

この方法によ り 、 復元チェーンを含む メ デ ィ アが作成されます。 場合に

よ っては増分バッ ク ア ッ プのみが保存された メ デ ィ アが作成される こ と に
注意し て く ださい。

[追加可能 ] など、 メ デ ィ ア使用法ポ リ シーのオプシ ョ ンの説明について

は、 「[ メ デ ィ ア使用法 ポ リ シー ]」 （159 ページ ) を参照し て く だ さい。

メ デ ィ ア使用法ポ リ シーがバッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択に与え る影響に
ついては、 「バ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択」 （176 ページ ) を参照し て く だ

さい。

設定を変更する場合は、 メ デ ィ ア ・ プールのプロパテ ィ をオープン し ます。
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バックアップ用メディアの事前割当てリストの使用

メ デ ィ ア ・ プール内の メ デ ィ アをバッ ク ア ッ プに使用する順序を指定でき
ます。 この順序を指定し た ものが、 事前割当て リ ス ト です。 事前割当て リ ス

ト は、 バッ ク ア ッ プを構成する際に指定し ます。 事前割当て リ ス ト の目的

は、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに使用される メ デ ィ アを正確に管理する こ
と です。 各バッ ク ア ッ プの前に、 事前割当て リ ス ト を使用可能な メ デ ィ ア

と一致させる必要があ り ます。

メ デ ィ アの事前割当ては、 オブジェ ク ト コ ピーの実行時に も使用でき ます。

メ デ ィ ア ・ プールの割当てポ リ シーに応じ て、 Data Protector の動作は 2 つ

に分かれます。

• 事前割当て リ ス ト を [Strict] メ デ ィ ア割当てポ リ シーと併用する場

合、 Data Protector はバ ッ ク ア ッ プデバイ ス内の メ デ ィ アが事前割当て リ

ス ト で指定されている順番で使用可能であ る と みな し ます。 メ デ ィ アが

使用でき ない場合、 Data Protector はマウ ン ト 要求を発行し ます。 事前割

当て リ ス ト に記載されている メ デ ィ アを SCSI エ ク スチェ ンジ ャにロー

ド し た場合、 Data Protector は メ デ ィ アを指定された順序で自動的に使用

し ます。

• 事前割当て リ ス ト を [Loose] メ デ ィ ア割当てポ リ シー と併用する場合、

事前割当て リ ス ト 内の メ デ ィ アが 初に使用されます。 この メ デ ィ アが

使用可能でない場合は、 ラ イブラ リ 内にあ る適切な メ デ ィ アのいずれか
が使用されます。

バックアップ用
メディアの事前割当て

バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの事前割当て方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘル
プの索引キーワー ド 「 メ デ ィ アの事前割当て」 を参照し て く ださ い。
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バックアップ用メディアの選択

Data Protector の メ デ ィ ア管理機能では、 バ ッ ク ア ッ プに も適し た メ デ ィ

アが自動的に選択されます。 本項では、 バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択に

影響を与え る さ まざ まな要素について説明し ます。

メディア割り当て
ポリシー

バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択方法は、 メディア割り当てポ リ シーによ り
設定でき ます。 た と えば メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シーを [Loose] に設定する

と、 プール内の適切な メ デ ィ アな ら どれで もバッ ク ア ッ プに使用する こ と
ができ ますが、 [Strict] に設定する と、 特定の メ デ ィ アはあ らかじめ決

められた順序でしか使用でき ません。

 詳し く は、 「[ メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シー ]」 （158 ページ ) を参照し て く だ

さい。

メディアの
事前割り当て

メ デ ィ ア ・ プール内の メ デ ィ アをバッ ク ア ッ プに使用する順序を指定でき
ます。 この順序を指定し た ものが、 事前割当て リ ス ト です。 詳細は、 「バ ッ

ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの事前割当て リ ス ト の使用」 （175 ページ ) を参照し て

く だ さい。

メディアの状態 バッ ク ア ッ プ用にどの メ デ ィ アが選択されるかは、 メ デ ィ アの状態によ っ
て も変わ り ます。 た と えば、 状態が 「普通」 の メ デ ィ ア よ り は、 状態が

「良好」 の メ デ ィ アが先に選択されます。 状態が 「不良」 の メ デ ィ アはバッ

ク ア ッ プには使用されません。

注意 「普通」 と 表示されている メ デ ィ アは、 その メ デ ィ ア上に保護が設定された
オブジェ ク ト がない場合に限 り 使用されます。 こ のよ う なオブジ ェ ク ト が

あ る場合は、 マウ ン ト 要求が発行され、 バッ ク ア ッ プが完了する前にデー
タが失われる可能性があ り ます。

詳し く は、 「 メ デ ィ アの状態に影響する要素」 (191 ページ ) を参照し て く だ

さい。

メディア使用法
ポリシー

バッ ク ア ッ プ用の メ デ ィ アの選択には、 メ デ ィ ア使用法ポ リ シーも関連し
ています。 詳細は、 「[ メ デ ィ ア使用法 ポ リ シー ]」 （159 ページ ) および

「 メ デ ィ アへのバ ッ ク ア ッ プの追加」 （173 ページ ) を参照し て く ださい。
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メディアの選択

本項では、 Data Protector がバ ッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アの選択に使用

する基準について説明し ます。

状態が 「不良」 の メ デ ィ アはバ ッ ク ア ッ プには使用されません。 状態が

「普通」 の メ デ ィ アは、 使用可能な 「良好」 の メ デ ィ アがない場合に限 り 使
用されます。 状態が 「良好」 の メ デ ィ アが使用でき る場合はそれが使用さ

れます。

メ デ ィ アは常に、 指定されたプールおよびフ リ ー ・ プール ( オプシ ョ ン )
から 初に選択されます。

表 5-2 バックアップ用メディアの選択方法

割 り 当て
ポ リ シー

[ フ ォーマ ッ ト

されていない
メ デ ィ アを先
に割 り 当て る ]

Data Protector の選択順序

[Loose] オフ 1. 事前割当て リ ス ト ( 指定されてい

る場合 )

2. [追加可能] (使用ポ リ シーの設定に

基づ く )

3. 保護が設定されていない Data 
Protector メ デ ィ ア

4. 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ ア

5. 状態が 「普通」 の メ デ ィ ア

[Loose] オン 1. 事前割当て リ ス ト ( 指定されてい

る場合 )

2. [追加可能] (使用ポ リ シーの設定に

基づ く )

3. 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ ア

4. 保護が設定されていない Data 
Protector メ デ ィ ア

5. 状態が 「普通」 の メ デ ィ ア
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[Strict] ( 使用不可 ) 1. 事前割当て リ ス ト ( 指定されてい

る場合 )

2. [追加可能] (使用ポ リ シーの設定に

基づ く )

3. 保護が設定されていない Data 
Protector メ デ ィ ア

4. 状態が 「普通」 の メ デ ィ ア

表 5-2 バックアップ用メディアの選択方法

割 り 当て
ポ リ シー

[ フ ォーマ ッ ト

されていない
メ デ ィ アを先
に割 り 当て る ]

Data Protector の選択順序
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メディアのデータ保護設定

Data Protector は、 使用されているすべての メ デ ィ アのデータ を常に ト ラ ッ

キング し ています。 バッ ク ア ッ プを構成する際に、 指定し た期間だけ、 新

たなバ ッ ク ア ッ プによ ってデータが上書き されないよ う 保護でき ます。 こ
の場合の保護はセ ッ シ ョ ン単位で設定でき ます。 複数のセ ッ シ ョ ンのデー

タが同一 メ デ ィ ア上にあ る場合、 保護期間が も長いものがこの メ デ ィ ア
の保護期間 と な り ます。 詳細は、 「データ保護 : メ デ ィ ア上にデータ を保存

する期間を指定する」 （293 ページ ) を参照し て く だ さい。

メ デ ィ アのデータ保護を解除する と、 その メ デ ィ アを リ サイ クルする こ と
ができ ます。 詳し く は、 「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 （180 ページ ) を参照し て

く だ さい。
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メディアのリサイクル 
Data Protector は、 使用されているすべての メ デ ィ アのデータ を常に ト ラ ッ

キング し ています。 バッ ク ア ッ プを構成する際に、 指定し た期間だけ、 新

たなバ ッ ク ア ッ プによ ってデータが上書き されないよ う 保護でき ます。 詳
細は、 第 6 章 「バ ッ ク ア ッ プ」 (207 ページ ) を参照し て く ださい。

すべての メ デ ィ アには、 複数のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンによ るデータが
保管されている可能性があ る こ と に留意し て く ださ い。 各セ ッ シ ョ ンには、

複数のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト ( フ ァ イルシステム ) からのデータが

含まれている可能性があ り ます。

メ デ ィ アを リ サイ クルする と 、 メ デ ィ ア上に保存されているすべてのバ ッ
ク ア ッ プ ・ データに対する保護が削除され、 次回のバッ ク ア ッ プ時にデー
タ を上書きでき ます。 メ デ ィ アを リ サイ クルし て も、 単にデータの保護が

削除されるだけで、 メ デ ィ ア上のデータが実際に削除されるわけではあ り
ません。 フ リ ー ・ プール内の メ デ ィ アにはこのオプシ ョ ンを使用でき ませ

ん。

特定のセ ッ シ ョ ン または任意のオブジ ェ ク ト のデータ保護設定を変更する
方法については、 第 11 章 「Data Protector 内部データベースの管理」 (487
ページ ) を参照し て く だ さい。

メディアの
リサイクル方法

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で メ デ ィ アをブラ ウズ し て右ク リ ッ ク

し、 [ リ サイ クル ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 を参照し て く だ さ
い。
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別のプールへのメディアの移動

Data Protector では、 メ デ ィ アの種類が同じであれば、 プール間で メ デ ィ ア

を移動でき ます。 

バッ ク ア ッ プを再編成し て、 各プールの目的を再設定し たい場合は、 この
よ う な メ デ ィ アの移動が必要にな り ます。 この機能は、 使用し たい メ デ ィ

アが、 別の メ デ ィ ア ・ プールのデフ ォル ト のデバイ ス内にあ る場合にも役
立ちます。

別のプールへの
メディアの移動方法

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で メ デ ィ アをブラ ウズ し て右ク リ ッ ク

し、 [プールへ移動 ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アの移動」 を参照し て く だ さい。

フリー ・ プールを
使用する場合の
メディアの移動

フ リ ー ・ プールの使用時に メ デ ィ アが移動されるのは、 以下のどち らかの
場合です。

• バッ ク ア ッ プ用の メ デ ィ アを選択 ( 割 り 当て ) する場合。フ リ ー・プール

から通常のプールに メ デ ィ アが移動されます。

• メ デ ィ アの保護期限が切れた場合。 通常のプールから フ リ ー ・ プールに

メ デ ィ アが移動されます。 

この動作は選択されている フ リ ー ・ プール ・ オプシ ョ ンによ って異な り ま
す。

詳細は、 「 メ デ ィ ア ・ プールの作成」 （157 ページ ) を参照し て く ださい。
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Data Protector からのメディアのエクスポート

メディアの
エクスポート とは

メ デ ィ アをエ ク スポー ト ( 削除 ) する と、 メ デ ィ アに関する情報 と メ デ ィ

アに保存されている内容が IDB から削除され、 Data Protector では メ デ ィ ア

が認識されな く な り ます。 ただし これは、 メ デ ィ アそのも のから メ デ ィ ア

に関する情報 と保存データが削除されるのではあ り ません。 メ デ ィ アを

いったんエ ク スポー ト し て も、 その メ デ ィ アを再度イ ンポー ト し て、 メ
デ ィ アに関する情報 と メ デ ィ アに保存されているデータ を IDB に読み込む

こ と ができ ます。 手順については、 「 メ デ ィ アのイ ンポー ト 」 (169 ページ )
を参照し て く ださい。

どのような場合に
メディアをエクス
ポートするか

メ デ ィ アを別のセルへ移動する場合は、 現在のセルから メ デ ィ アをエ ク ス
ポー ト し て、 移動先のセルにイ ンポー ト する こ と が必要です。 

保護されたデータ を含む メ デ ィ アは、 エ ク スポー ト ( 削除 ) でき ません。 こ
の場合は、 まず メ デ ィ アを リ サイ クルする必要があ り ます。 手順について

は、 「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 （180 ページ ) を参照し て く ださい。

ヒン ト バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンからすべての メ デ ィ アをエ ク スポー ト し て く だ
さい。 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが複数の メ デ ィ アにまたがっている場合

は、 それらの メ デ ィ アをすべて移動し なければ、 データ を復元でき な く な
り ます。 これは、 Data Protector が メ デ ィ ア上にデータが存在し ている こ と

を認識し ていて も、 実際にはその メ デ ィ アを使用でき ないためです。

メディアの
エクスポート方法

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で メ デ ィ アをブラ ウズ し て右ク リ ッ ク

し、 [エク スポー ト ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アのエ ク スポー ト 」 を参照し て く だ
さい。

次に行う手順 メ デ ィ アを別のプールへ追加するか、 別のセルへ移動する場合は、 「 メ デ ィ
ア ・ プールへの メ デ ィ アの追加」 (162 ページ ) を参照し て く だ さい。 

メ デ ィ アを別のセルにイ ンポー ト する場合は、 「 メ デ ィ アのイ ンポー ト 」
（169 ページ ) を参照し て く ださい。
第 5 章182



メディアの管理

メディアの位置変更
メディアの位置変更

位置とは メ デ ィ アの位置 と は、 メ デ ィ アが物理的に存在する場所を指し ます。 1 つの

オブジェ ク ト ・ バージ ョ ンが複数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 上に存在する場合は、
メ デ ィ アの位置を指定する こ と によ り 、 復元に使用される メ デ ィ ア ・ セ ッ
ト の選択順位をあ る程度制御する こ と も可能です。

メ デ ィ アの位置は、 メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト する際に入力し ます。 位置に

関する初期情報は メ デ ィ ア と IDB に書き込まれます。

メ デ ィ アを別の場所 ( 例 : オフサイ ト の保管場所、 4 番キ ャ ビネ ッ ト の 3 番

ボ ッ ク スなど ) へ移動し た場合は、 位置情報を変更する必要があ り ます。 変
更後の位置情報は IDB だけに書き込まれます。

Data Protector では、 あ らかじめ位置 リ ス ト を作成し てお く こ と で、 ボール

テ ィ ングやアーカ イ ビング ( オフサイ ト の保管 ) の作業の手間を省 く こ と

ができ ます。 詳し く は、 「 メ デ ィ アのボールテ ィ ング」 （199 ページ ) を参照

し て く ださい。

注記 位置を変更し て も、 メ デ ィ アそのものの位置が変わるわけではな く 、 IDB
内で メ デ ィ アの位置情報が書き換え られるだけです。 

し たがって、 いったんエ ク スポー ト し た メ デ ィ アを再びイ ンポー ト し た場
合で も、 データベース内の位置情報は、 イ ンポー ト し た メ デ ィ アに記録さ
れている位置情報に書き換え られます。

ヒン ト 複数の メ デ ィ アの位置を同時に変更する こ と ができ ます。 これは、 ボール

テ ィ ングやアーカ イ ビングを行 う 場合に便利です。 「 メ デ ィ アのボール

テ ィ ング」 (199 ページ ) を参照し て く ださい。

メディアの位置の
変更方法

メ デ ィ アの [一般 ] プロパテ ィ ・ ページで メ デ ィ アの位置を変更し ます。 
詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ ア
の位置の変更」 を参照し て く だ さい。
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メディア位置の
優先順位の設定方法

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で、 ［メディ ア］ を展開し て [位置 ] を

選択し、 適切な位置を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「設定 - メ デ ィ アの位置の優先順位」 を参照

し て く ださい。
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説明とは メ デ ィ アの説明 と は、 メ デ ィ アを区別しやす く するための ものです。 説明

は、 新しい メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト する と きに定義でき ます。 説明に関す

る初期情報は メ デ ィ ア と IDB に書き込まれます。 

バッ ク ア ッ プ中、 自動フ ォーマ ッ ト 時に説明が書き込まれて も、 後でよ り
適切な説明に書き換え る こ と ができ ます。 変更後の説明情報は IDB だけに

書き込まれます。

注記 メ デ ィ アの説明を変更し て も、 IDB に保存されている説明が書き換え られ

るだけで、 メ デ ィ アその ものに記録されている説明は変更されません。 

し たがって、 更新し ていない メ デ ィ アをいったんエ ク スポー ト し て再びイ
ンポー ト し た場合、 IDB 内の説明は メ デ ィ アに記録されている説明に書き

換え られます。

メディア ・ ラベル メ デ ィ ア ・ ラベル と は、 ユーザーが定義する説明 と メ デ ィ アのバーコー ド
を組み合わせた も のです ( メ デ ィ アにバーコード が付与されてお り 、 [バー

コード ・ リ ーダーのサポート ] オプシ ョ ンが有効に設定されている場合 )。 
た と えば、 メ デ ィ ア ・ ラベル [CW8279]Default DLT_1は、 説明が Default 
DLT_1 でバーコード が CW8279 の メ デ ィ アを示し ます。 メ デ ィ アの説明が

変更される と、 メ デ ィ ア ・ ラベルの説明部分も変更されます。 ただし、
バーコード部分は変更されません。

メディアの説明の
変更方法

メ デ ィ アの [一般 ] プロパテ ィ ・ ページで メ デ ィ アの説明を変更し ます。 
詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ ア
の説明の変更」 を参照し て く だ さい。
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データの検証とは メ デ ィ アの検証を行 う と、 その メ デ ィ ア上のデータが有効であ るかど う か
が分か り ます。 メ デ ィ アの検証を行 う こ と によ り 、 IDB 内の メ デ ィ アに関

する情報 ( メ デ ィ アの状態など ) が更新されます。

Data Protector によ り 実行される処理は、 以下の とお り です。

• Data Protectorヘッ ダの メ デ ィ アに関する情報のチェ ッ ク ( メ デ ィ アの ID、

説明、 位置 )

• メ デ ィ ア上の全ブロ ッ ク の読み込み と検証

• [CRC チェ ッ ク ]( 巡回冗長検査 ) オプシ ョ ンを使用し て メ デ ィ アへの書込

みを行った場合は、 Data Protector は CRC を再計算し て、 メ デ ィ アに保

存されている もの と 比較し ます。 

CRC オプシ ョ ンを使用し ないで検証を行い、 検証が正常終了し た場合

は、 メ デ ィ ア上のすべてのデータが読み込まれた こ と を意味し ます。 メ
デ ィ アの読み取 り エ ラーは発生し なかったため、 テープのハード ウ ェ
ア ・ ステータ スは 低限の受け入れ可能なレベルにあ る と いえます。 こ
のレベルのチェ ッ ク では、 検証が完全であ る とみなすこ と はでき ませ
ん。 

また、 CRC オプシ ョ ンを使用し た場合は、 各ブロ ッ ク内のバ ッ ク ア ッ

プ ・ データの整合性が保たれます。 このレベルのチェ ッ ク を行 う と 高い

信頼性が得られます。

注記 使用するバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス と メ デ ィ アによ っては、 検証に時間がか
かる場合があ り ます。

検証のタイ ミング バッ ク ア ッ プ中にエ ラーがレポー ト された場合、 メ デ ィ アを検証し てその
バッ ク ア ッ プが使用可能かど う かチェ ッ ク でき ます。

メディア上のデータ
の検証方法

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で メ デ ィ アをブラ ウズ し て右ク リ ッ ク

し、 [検証 ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘル

プの索引キーワー ド 「 メ デ ィ アの検証」 を参照し て く ださ い。
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メディアのスキャン
とは

デバイ ス を ス キ ャ ンする と 、 デバイ ス またはラ イブラ リ 内の メ デ ィ アに関
し て IDB に保存されている情報を更新でき ます。

• ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの場合は、 ド ラ イブ内の単一 メ デ ィ アを ス

キ ャ ン し ます。

• ラ イブラ リ ・ デバイ スでは、 選択し たス ロ ッ ト 内の メ デ ィ アがスキ ャ ン

の対象にな り ます。

• ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ を使用する場合は、

ADIC/GRAU DAS または STK ACSLM Server に対し て照会が行われ、

サーバから返された情報 と IDB 内の情報 と の同期が取られます。

重要 ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ で、 複数の論理ラ イブラ リ が

同じ物理ラ イブラ リ に対し て構成されている場合、 DAS Server または STK 
ACSLM Server への照会操作はお勧めでき ません。 この場合は VOLSER を

手動で追加し て く ださい。 詳細は、 「ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ

イブラ リ で使用される Data Protector 照会操作」 （39 ページ ) を参照し て く

ださい。 VOLSER を手動で追加する方法については、 「手動によ る VOLSER
の追加」 （202 ページ ) を参照し て く だ さい。

ただし、 ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ で、 論理ラ イブラ リ が Data Protector
ではな く ADIC/GRAU DAS ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て構成されている場合

は、 Data Protector 照会操作を安全に使用でき ます。

制限事項 ADIC/GRAU ラ イブラ リ を レポジ ト リ 内で構成する と きに 3970 を超え る

VOLSER が使用されている と 、 VOLSER のスキ ャ ンが正し く 実行されない

可能性があ り ます。 この問題の対応策 と し て、 複数の ADIC/GRAU 論理ラ

イブラ リ を構成し て、 大き なレポジ ト リ から小さ な複数のレポジ ト リ にス
ロ ッ ト を分割し ます。
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どのような場合に
デバイスをスキャン
するか

デバイ スのス キ ャ ンが必要にな るのは、 Data Protector のコマン ド を使用せ

ずに手動で メ デ ィ アの位置を変更し た場合 ( メ デ ィ アを挿入し た り 取 り 出

し た り し た場合 ) です。 コマン ド を使用せずに手動で メ デ ィ アの位置を変更

する と 、 Data Protector が メ デ ィ アの実際の位置を ト ラ ッ キングでき な く な

り 、 IDB 内で メ デ ィ ア位置の情報に不整合が発生し ます。

ス キ ャ ンを実行する と、 選択し たすべてのス ロ ッ ト から ド ラ イブに メ デ ィ
アがロード され、 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト がチェ ッ ク され、 メ デ ィ アの
ヘッ ダ情報が表示された後、 IDB 内のレポジ ト リ に関する情報が更新され

ます。

注記 選択し たス ロ ッ ト の数によ っては、 スキ ャ ンに非常に時間がかかる場合が
あ り ます。 これは、 Data Protector が各ス ロ ッ ト から メ デ ィ アを ド ラ イブへ

ロー ド し て、 メ デ ィ アの情報が記載されているヘッ ダを読み込む時間が必
要なためです。

デバイス内のメディ
アのスキャン方法

デバイ ス内の メ デ ィ アを ス キ ャ ンするには、 デバイ ス を選択し、 [ アク

シ ョ ン ] メ ニ ューから [ スキャン ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スのス
キ ャ ン」 を参照し て く だ さい。

ラ イブラ リ ・ デバイ ス を使用する場合、 同時に複数の メ デ ィ アを ス キ ャ ン
でき ます。 ただし、 使用でき る ド ラ イブは 1 つだけです。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ラ イブラ リ ・ デバイ ス内の
ド ラ イブのス キ ャ ン」 を参照し て く だ さい。

バーコードのスキャン バーコード をサポー ト し ている ラ イブラ リ を ス キ ャ ンするには、 [バー

コードのスキャン ] オプシ ョ ンを使用し ます。 この場合 Data Protector は、

メ デ ィ ア上のバーコード だけをチェ ッ ク し て IDB 内の情報を更新し ます。

ADIC/GRAU DAS 
Server と STK 
ACSLM Server の
照会

サーバから GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ 内のレポジ ト リ に関す

る情報を取得する場合は、 DAS Server または ACSLM Server へ照会を行 う

こ と ができ ます。 照会操作によ り 、 DAS Server または ACSLM Server データ

ベースの照会が行われ、 現在レポジ ト リ 内にあ る メ デ ィ ア と IDB の情報と

の同期が取られます。

この機能は、 GRAU DAS または STK ACS コマン ド を使って メ デ ィ アを管

理し ている場合は特に便利です。 この場合、 Data Protector はラ イブラ リ の

レポジ ト リ 内にあ る メ デ ィ アの 新ステータ ス を認識せず、 IDB と の間に
第 5 章188



メディアの管理

デバイス内のメディアのスキャン
不整合が生じ る ためです。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの

索引キーワー ド 「ADIC/GRAU DAS ホ ス ト および StorageTek ACSLM ホ ス

ト を照会する」 を参照し て く だ さい。

重要 ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ で、 複数の論理ラ イブラ リ が

同じ物理ラ イブラ リ に対し て構成されている場合、 DAS Server または STK 
ACSLM Server への照会操作はお勧めでき ません。 この場合は VOLSER を

手動で追加し て く ださい。 詳細は、 「ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ

イブラ リ で使用される Data Protector 照会操作」 （39 ページ ) を参照し て く

ださい。 VOLSER を手動で追加する方法については、 「手動によ る VOLSER
の追加」 （202 ページ ) を参照し て く だ さい。

ただし、 ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ で、 論理ラ イブラ リ が Data Protector
ではな く ADIC/GRAU DAS ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て構成されている場合

は、 Data Protector 照会操作を安全に使用でき ます。
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メディアの状態チェ ッ ク

Data Protector では、 メ デ ィ アの使用状況と 状態に関する情報を表示でき ま

す。 メ デ ィ アの状態は、 メ デ ィ アへの書き込みや メ デ ィ アに記録されてい

る情報の読み出しに影響を与えます。 つま り メ デ ィ アの状態を知る こ と に

よ って、 交換が必要であ るかど う かを判断する こ と ができ ます。 メ デ ィ ア

の交換時期については、 「 メ デ ィ アの状態に影響する要素」 （191 ページ ) を

参照し て く ださい。 

メ デ ィ アの品質 ( 状態 ) に関する情報を表示するには、 メ デ ィ アの [情報 ]

プロパテ ィ ・ ページを使用し ます。 詳細は、 図 5-5 を参照し て く ださい。

図 5-5 メディアの情報

バックアップ ・
メディアの選択

メ デ ィ アの状態はバ ッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アの選択にも影響を与え
ます。 メ デ ィ アの状態が 「良好」 の メ デ ィ アは、 「普通」 の メ デ ィ ア よ り も

優先し て選択されます。 「不良」 の メ デ ィ アは選択されません。 詳細は、

「バ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選択」 (176 ページ ) を参照し て く ださい。
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メディアの状態に影響する要素

Data Protector では、 メディア状態要素をもとに使用中のメディアの状態を

算出します。 また、 メ デ ィ ア ・ プールの状態は、 プールに含まれている メ

デ ィ アの状態によ って決ま り ます。 た と えば、 プール内のいずれかの メ

デ ィ アが 「不良」 にな る と、 メ デ ィ ア ・ プール全体が 「不良」 にな り ます。 
「不良」 の メ デ ィ アをプールから削除する と、 プールの状態は 「普通」 また
は 「良好」 にな り ます。 

メ デ ィ ア ・ プールの状態は、 バ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ ア ・ プール と し ての信
頼性を示し ます。 た と えば、 旧い メ デ ィ アや摩耗し た メ デ ィ アへのバッ ク

ア ッ プでは、 読み取 り / 書き込みエラーが発生する確率が高 く な り ます。

[メディ ア状態要素 ] [ メ デ ィ ア状態要素 ] には 2 つの選択項目があ り ます。

メディアの有効期限  
このオプシ ョ ンを選択する と、 メ デ ィ アの使用時間を基
準 と し て状態が判定されます。 こ こ で、 使用時間 と は、
メ デ ィ アを フ ォーマ ッ ト し た時点から経過した月数を意
味し ます。 し きい値であ る月数よ り 旧 く な る と、 「不良」

な メ デ ィ ア と し て判断されます。 デフ ォル ト のし きい値

は 36 か月です。 

大上書き数  メ デ ィ アの使用状況は、 その メ デ ィ アの先頭から上書き
された回数 と し て定義されます。 し きい値であ る上書き

回数を超え る と、 「不良」 な メ デ ィ ア と し て判断されま
す。 デフ ォル ト のし きい値は 250 回です ( ただし、 DDS
テープの場合は 100 回 )。 

デバイス ・ エラーと
メディアの状態

バッ ク ア ッ プ中にデバイ ス ・ エラーが発生する と、 そのデバイ スでバッ ク
ア ッ プに使用し ていた メ デ ィ アの状態は 「不良」 と判断されます。 これによ

り 、 メ デ ィ アの不良でエラーが発生し た場合は、 将来同じエ ラーが発生す
るのを防ぐ こ と ができ ます。

ド ラ イブが汚れていたためにエラーが発生した可能性があ る場合は、 ド ラ
イブのク リ ーニングを行い、 メ デ ィ アの状態を検証し て元に戻し ます。

プール内に 「不良」 の メ デ ィ アがないかを調べる こ と をお勧めし ます。 [検

証 ] を選択する と、 各 メ デ ィ アの状態に関する情報を収集でき ます。 単に

メ デ ィ アを リ サイ クルする こ と はお勧めでき ません。

メディ アとメディ ア・
プールのステータス

メ デ ィ アまたは メ デ ィ ア ・ プールのステータ スは、 メ デ ィ ア状態要素に
よ って、 次の 3 種類に分類されます。
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[ 良好 ]  使用年数または使用状況がし きい値の 80% 以下。

[ 普通 ]  使用年数または使用状況がし きい値の 81 ～ 100%。

[ 不良 ]  使用年数または使用状況がし きい値の 100% 以上、 また

はこ の メ デ ィ アで読込み / 書込みエラーが発生し た場合。

メ デ ィ ア状態要素の変更については、 以下の説明を参照し て く だ さい。

メディア状態算出法の変更

メ デ ィ ア ・ プールに メ デ ィ アを追加する と きに、 メ デ ィ ア状態の算出に使
用する メ デ ィ ア状態要素を設定する こ と ができ ます。 

重要 Data Protector が メ デ ィ アの状態を正確に算出でき る よ う にするため、 メ

デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに追加する場合は新しい メ デ ィ アを使用し て く
ださい。 

メ デ ィ ア状態要素は、 メ デ ィ ア ・ プールの [条件 ] プロパテ ィ ・ ページを

使って変更し ます。 状態要素は メ デ ィ ア ・ プール全体に適用されます。
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図 5-6 メディアの [ 条件 ] プロパティ ・ ページ
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メディアの検索と選択

この機能は、 全 メ デ ィ アの リ ス ト をブラ ウズせずに、 特定の メ デ ィ アだけ
を指定し て検索する場合に使用し ます。 

メ デ ィ アの選択は、 ボールテ ィ ングを行 う 場合に便利です。 た と えば、 14
日以上経過し ている メ デ ィ アをすべて選択し て、 ボールテ ィ ングする こ と
も可能です。 詳細は、 「 メ デ ィ アのボールテ ィ ング」 （199 ページ ) を参照し

て く ださい。

メディアの検索
および選択方法

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で メ デ ィ ア ・ プールまたはラ イブラ

リ ・ デバイ ス をブラ ウズ し て右ク リ ッ ク し、 [ メ ディ アの選択 ] を ク リ ッ ク

し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド

「 メ デ ィ アの検索」 を参照し て く だ さい。
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デバイスへのメディアの挿入

Data Protector では、 ラ イブラ リ ・ デバイ スへ メ デ ィ アを挿入する物理的な

操作を行えます。 使用する ス ロ ッ ト は選択でき ます。 メ デ ィ アの挿入 / 取出

しは、 メ デ ィ アが所属する メ デ ィ ア ・ プールには影響を与えません。

重要 デバイ ス内の メ デ ィ アを取 り 扱 う 際は Data Protector を使用する こ と をお勧

めし ます。 これによ り 、 IDB 内の メ デ ィ アに関する情報が 新の状態に維

持される ためです。 デバイ ス側の制御機能を使って メ デ ィ アを手動で挿入

し た場合、 IDB 内の情報の整合性が保てな く な る ため、 デバイ ス を ス キ ャ

ン し て この情報を更新する必要があ り ます。 手順については、 「デバイ ス内

の メ デ ィ アのス キ ャ ン」 （187 ページ ) を参照し て く ださい。

ヒン ト 複数の メ デ ィ アをデバイ スに一度に挿入でき ます。 以下に手順を示し ます。

デバイスへの
メディアの挿入方法

1. [Data Protector Manager]で[デバイ ス / メディ ア ]コ ンテキス ト を選択し

ます。

2. Scopingペインで[デバイ ス ]を ク リ ッ ク し ます。 構成済みのデバイ スの

リ ス ト が結果エ リ アに表示されます。

3. 構成済みデバイ スの リ ス ト から、 ラ イブラ リ の名前を ク リ ッ ク し て展開

する と 、 [ ド ラ イブ ] と [ ス ロ ッ ト ] と い う 項目が表示されます。

4. [ ス ロ ッ ト ] を ク リ ッ ク し てス ロ ッ ト の リ ス ト を表示し ます。

5. メ デ ィ アを挿入する ス ロ ッ ト (複数可 ) を右ク リ ッ ク し て、[ メディ アの挿

入 ] を ク リ ッ ク し ます。 

セ ッ シ ョ ンが開始され、 必要に応じ て さ らに メ デ ィ アをデバイ スに挿入
する よ う 指示するプロ ンプ ト が表示されます。

次に行う手順 メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに追加するには、 「 メ デ ィ ア ・ プールへの メ
デ ィ アの追加」 （162 ページ ) を参照し て く だ さい。
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デバイスからのメディアの取出し

Data Protector では、 デバイ スから メ デ ィ アを取 り 出す物理的な操作を行え

ます。 ラ イブラ リ ・ デバイ スの場合は、 メ デ ィ アは指定されたス ロ ッ ト へ

移動されます。 使用する ス ロ ッ ト は選択でき ます。

重要 デバイ ス内の メ デ ィ アを取 り 扱 う 際は Data Protector を使用する こ と をお勧

めし ます。 これによ り 、 IDB 内の メ デ ィ アに関する情報が 新の状態に維

持される ためです。 デバイ ス側の制御機能を使って メ デ ィ アを手動で取 り

出し た場合、 IDB 内の情報の整合性が保てな く なる ため、 デバイ ス を ス

キ ャ ン し て この情報を更新する必要があ り ます。 手順については、 「デバイ

ス内の メ デ ィ アのス キ ャ ン」 （187 ページ ) を参照し て く だ さい。

メディアの
一括取り出し

複数の メ デ ィ アを ラ イブラ リ から一度に取 り 出すこ と ができ ます。 Data 
Protector は、 メ ール ・ ス ロ ッ ト がいっぱいにな る と 、 メ ール ・ ス ロ ッ ト か

ら メ デ ィ アを取 り 出すよ う に指示し ます。 これによ って、 選択し た以外の
メ デ ィ ア用にスペースが解放されます。

事前定義に基づいた
メディアの取り出し

操作によ っては、 セ ッ シ ョ ン終了時の メ デ ィ アの自動取出しが可能です。 
た と えば、 メ デ ィ アを コ ピーする際に、 セ ッ シ ョ ン終了後に メ デ ィ アを自
動的に取 り 出すかど う かを指定でき ます。

メ ール ・ ス ロ ッ ト がいっぱいで メ デ ィ アを取 り 出せない場合、 Data 
Protector は メ ール ・ ス ロ ッ ト に空きができ るか、 または事前定義された制

限時間が経過する まで操作を再試行し ます。 再試行中、 ロ ボテ ィ ク スは他

のセ ッ シ ョ ンにア ク セスでき ます。

取 り 出し実行中は、 他のセ ッ シ ョ ンは取 り 出すよ う 指定された メ デ ィ アを
使用でき ません。

制限事項 Novell NetWare では、 一括取 り 出しはサポー ト されていません。

メディアの取り出し
方法

[デバイ ス / メディ ア ] コ ンテキス ト で、 メ デ ィ ア / ス ロ ッ ト ( 複数選択可

) を右ク リ ッ ク し、 [取出し ] を ク リ ッ ク し て メ デ ィ アを取 り 出し ます。 詳
しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「 メ デ ィ アの
取 り 出し」 を参照し て く ださい。
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ヒン ト メ デ ィ アの取 り 出しはスケジ ュール設定でき ます。 詳細は、 「ス ケジ ュール

に基づいた メ デ ィ アの取 り 出し」 （197 ページ ) を参照し て く ださい。

次に行う手順 メ デ ィ アをボールテ ィ ングする場合は、 「 メ デ ィ アのボールテ ィ ング」 (199
ページ ) を参照し て く だ さい。

スケジュールに基づいたメディアの取り出し

Data Protector では、 レポー ト 機能を使って特定の メ デ ィ アを取 り 出すス ケ

ジ ュールを設定でき ます。 スケジ ュール設定された メ デ ィ アの取 り 出しは、

外部ス ク リ プ ト によ る送信を使って作成された特定のレポー ト に関連付け
られています。 この方法によ って、 ユーザーの定義し た外部ス ク リ プ ト に

レポー ト を送信でき ます。 このス ク リ プ ト がレポー ト を解析し、 メ デ ィ ア
の取 り 出し を実行し ます (omnimm -eject コマン ド を使用 )。 

必要条件 取 り 出し を実行するには、 Cell Manager 上でプロ グ ラ ム またはス ク リ プ ト

を作成する こ と が必要です。 また、 Cell Manager に適切な イ ン タプ リ タが

イ ン ス ト ールされている こ と も必要です。 この例では、 Perl ス ク リ プ ト を使

用し ています。

概要 レポー ト を作成し、 そのレポー ト を ス ク リ プ ト への入力 と し て送信する た
めに、 レポー ト ・ グループを設定し て、 ス ケジ ュールを設定でき ます。 こ
のよ う なレポー ト ・ グループは、 レポー ト ・ パラ メ ータ を指定する こ と に
よ り ([ メ デ ィ アの リ ス ト ] など )、 取 り 出し対象の メ デ ィ アを リ ス ト し、 取

り 出し対象の メ デ ィ アのみがレポー ト に含まれる よ う に設定する必要があ
り ます。 ( 設定し たスケジ ュールに基づいて、 または [ セ ッ シ ョ ンの完了 ]
通知などの通知に ト リ ガ されて ) レポー ト ・ グループが起動される と、

Data Protector はレポー ト の結果を ス ク リ プ ト への入力 と し て送信し、 ス ク

リ プ ト を起動し ます。 ス ク リ プ ト はレポー ト を解析し、 Data Protector の

omnimm CLI コマン ド を使って指定された メ デ ィ アを取 り 出し ます。

[ メールスロッ トが

いっぱいです ] 通知

取 り 出し操作を続行するために メ ール ・ ス ロ ッ ト から メ デ ィ アを取 り 出す
必要があ る場合には、 デフ ォル ト ではイベン ト ・ ロ グ ・ ビ ューアに通知さ
れます。 このよ う な状況は、 取 り 出す メ デ ィ アの数がラ イブラ リ の空の

メ ール ・ ス ロ ッ ト よ り も多い場合に発生し ます。 Data Protector によ る通知

の詳細は、 第 9 章 「モニター、 レポー ト 、 通知、 およびイベン ト ・ ロ グ」

(407 ページ ) を参照し て く ださい。
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デフ ォル ト で設定された時間を過ぎて も メ デ ィ アが メ ール ・ ス ロ ッ ト から
取 り 出されておらず、 取 り 出す対象の メ デ ィ アが残っている場合は、
omnimm コマン ド は実行を中止し ます。 デフ ォル ト の時間は、 omnirc フ ァ

イルで変更でき ます。 詳細は、 「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ ) を

参照し て く ださい。

メ デ ィ アの取 り 出し ス ケジュールの構成例は、 「 メ デ ィ ア取 り 出しのス ケ
ジ ュール例」 (A-15 ページ ) を参照し て く だ さい。
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メディアのボールティング

ボールテ ィングとは ボールテ ィ ング と は、 重要なデータが記録されている メ デ ィ アを安全な場
所に移動し て、 そ こで一定期間保管し てお く 処理を指し ます。 メ デ ィ アを

保管し てお く 安全な場所は、 しばしばボールト と呼ばれます。 またボール

テ ィ ングは、 オフサイ ト ・ ス ト レージ と も呼ばれます。

ボールテ ィングと
Data Protector

Data Protector は、 以下のよ う にさ まざ まなレベルでボールテ ィ ングをサ

ポー ト し ています。

• データ保護およびカ タ ロ グ保護のポ リ シーが設定可能。

• ラ イブラ リ 内の メ デ ィ アの選択 と取出し をサポー ト 。

• メ デ ィ アの物理的な保管場所を示す メ デ ィ ア位置の機能。

• 指定し た期間内にバ ッ ク ア ッ プに使われた メ デ ィ アを示すレポー ト 。

• バッ ク ア ッ プ時に、 指定し た メ デ ィ アをどのバッ ク ア ッ プ仕様が使用し

たかを示すレポー ト 。

• 指定し た場所で保管され、 特定の時期にデータ保護が期限切れにな る メ

デ ィ アを示すレポー ト 。

• 復元が必要な メ デ ィ ア と その位置を示す リ ス ト の表示。

• メ デ ィ ア ・ リ ス ト からの指定し た基準 と 一致する メ デ ィ アの抽出 ( メ

デ ィ アへの書込み時刻、 または保護期限切れの メ デ ィ アなど ) が可能。

ボールティングの実装 ボールテ ィ ングを どのよ う に実装するかは、 データ と メ デ ィ アに対する
バッ ク ア ッ プのス ト ラ テジー と ポ リ シーによ り 異な り ます。 一般的には、

次のよ う な作業が含まれます。

1. データのバ ッ ク ア ッ プを構成する と きに、 データ保護と カ タ ロ グ保護の

ポ リ シーを指定し ます。 

バッ ク ア ッ プ仕様では、 バ ッ ク ア ッ プ中に同一データのコ ピーを複数作
成するかど う かを指定でき ます。 「バ ッ ク ア ッ プの構成」 （210 ページ )
を参照し て く ださい。

2. Data Protector でボール ト を構成し ます。 実際の作業と し ては、 メ デ ィ ア

のボールテ ィ ングに使用するボール ト の名前 (Vault_1 など ) を指定し ま

す。 「ボール ト の構成」 （200 ページ ) を参照し て く ださい。
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3. バッ ク ア ッ プの終了後、 ボールテ ィ ングのためにバ ッ ク ア ッ プ ・ データ

のコ ピーを追加で作成でき ます。

特定のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を コ ピーするには、 オブジェ ク ト コ
ピー機能を使用し ます。 「オブジェ ク ト コ ピーの構成」 （347 ページ ) を

参照し て く ださい。 メ デ ィ アの完全な コ ピーを作成するには、 メ デ ィ ア

コ ピー機能を使用し ます。 「 メ デ ィ アのコ ピー」 （356 ページ ) を参照し

て く ださい。

4. ボール ト に保管する メ デ ィ アを選択し、 その メ デ ィ アの位置を変更し て

メ デ ィ アを取 り 出し、 ボール ト に保管し ます。

5. ボール ト から取 り 出す メ デ ィ ア (データ保護期限切れの メ デ ィ アなど ) を

選択し ます。 [ メ デ ィ アの リ ス ト ] レポー ト で、 このよ う な メ デ ィ アの

リ ス ト を取得でき ます。 このレポー ト の作成方法は、 「個別レポー ト の

実行」 （441 ページ ) を参照し て く ださい。

6. メ デ ィ アを ラ イブラ リ に挿入し てス キ ャ ン し、 位置フ ィ ール ド を変更し

ます。

7. ボール ト に保管されている メ デ ィ アに応じ て適切な保守方針を決定し ま

す。

ボールトの構成

Data Protector では、 頻繁に使用するボール ト の位置をあ らかじめ リ ス ト に

定義し てお く こ と ができ ます。 これによ り 、 メ デ ィ アをボール ト へ移動す

る と きに位置を入力する手間が省けます。

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で、 ［編集］ メ ニューから [位置 ] を ク

リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー

ワー ド 「保管場所 リ ス ト の構成」 を参照し て く ださ い。

メディアのボールトへの移動

各社の方針に応じ て、 オ リ ジナルの メ デ ィ アをボール ト に直接移動する こ
と も、 バッ ク ア ッ プ ・ データのコ ピーを作成し、 そのコ ピーをボール ト に
移動する こ と も可能です。

メ デ ィ アは、 以下の手順でボール ト へ移動し ます。

1. 移動する メ デ ィ アを選択し て、 メ デ ィ アの位置を変更し ます。 「 メ デ ィ

アの位置変更」 （183 ページ ) を参照し て く だ さい。
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2. メ デ ィ アをデバイ スから取 り 出し、 ボール ト へ移動し ます。 「デバイ ス

からの メ デ ィ アの取出し」 （196 ページ ) を参照し て く ださい。

ボールトに保管されているメディアからの復元

ボール ト からの メ デ ィ アの復元は、 他の メ デ ィ アからの復元と同じです。 
データ保護 と カ タ ロ グ保護のポ リ シーの定義によ って、 追加ステ ッ プが必
要になる場合も あ り ます。

1. 復元に必要な メ デ ィ アを確認し ます。

2. ボール ト に保管されていた メ デ ィ アを ラ イブラ リ に挿入し て、 メ デ ィ ア

を スキ ャ ン し ます。

3. メ デ ィ アに対する カ タ ロ グ保護がまだ有効な場合は、 Data Protector の

ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を使用し て復元するデータ を選択する こ と に
よ り 、 データが復元されます。

メ デ ィ アに対する カ タ ロ グ保護が期限切れの場合は、 バッ ク ア ッ プされ
ているデータの詳細な情報が Data Protector にはない可能性があ り ます。 
この場合は、 復元対象のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を手動で選択し て
復元するか、 [ メディ アの リ ス ト ]機能を使用し て復元でき ます。

ヒン ト カ タ ロ グ保護が期限切れになった メ デ ィ アから フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ の
詳細な情報を再度読み込むには、 詳細なカ タ ロ グ ・ データの読み込みを指
定し て、 メ デ ィ アをいったんエ ク スポー ト し て も う 一度イ ンポー ト し ます。 
このよ う にする と、 Data Protector のユーザー ・ イ ン タ フ ェースでフ ァ イル

やデ ィ レ ク ト リ をブラ ウ ズでき る よ う にな り ます。
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手動による VOLSER の追加

ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブラ リ を使用し ている場合、 Data 
Protector で構成された ラ イブラ リ に照会操作を行 う 代わ り に、 VOLSER を

手動で追加する こ と ができ ます。 ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブ

ラ リ への照会操作については、 「デバイ ス内の メ デ ィ アのス キ ャ ン」 （187
ページ ) を参照し て く だ さい。

ADIC/GRAU DAS および STK ACS ラ イブラ リ で、 複数の論理ラ イブラ リ が

同じ物理ラ イブラ リ に対し て構成されている場合は、 Data Protector で構成

された ラ イブラ リ に VOLSER を手動で追加する こ と をお勧めし ます。 ただ

し、 ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ で、 論理ラ イブラ リ が Data Protector では

な く ADIC/GRAU DAS ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て構成されている場合は、

Data Protector 照会操作を安全に使用でき るので、 VOLSER を手動で追加す

る必要はあ り ません。 詳細は、 「ADIC/GRAU DAS または STK ACS ラ イブ

ラ リ で使用される Data Protector 照会操作」 （39 ページ ) を参照し て く ださ

い。

詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「追加 - 
VOLSER を手動で」 を参照し て く だ さい。
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スロッ トまたは VOLSER の削除

Data Protector は、 ラ イブラ リ によ って使用される ス ロ ッ ト と メ デ ィ ア ・

プール内の メ デ ィ アを完全にサポー ト し ています。 ス ロ ッ ト を削除する こ

と で、 Data Protector がレポジ ト リ 内のス ロ ッ ト を使用し た り 、 ア ク セスす

るのを防止でき ます。 ス ロ ッ ト に関する情報は IDB から削除されます。

この操作は、 GRAU DAS ラ イブラ リ 内の VOLSER には影響し ません。 特

定の メ デ ィ アが IDB から削除されるだけです。 し たがって、 Data Protector
はこれらの メ デ ィ アの存在を認識し ていないので、 使用する こ と も あ り ま
せん。

ス ロ ッ ト または VOLSER の削除の詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘ

ルプの索引キーワー ド 「ス ロ ッ ト 」 を参照し て く だ さい。
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書き込み禁止メディアの検出

Data Protector は、 書込み禁止ス イ ッ チがオンに設定されていて機械的に保

護されている メ デ ィ アを検出し、 処理する こ と ができ ます。

注記 Data Protector では書き込み禁止 メ デ ィ アを使用し ないこ と をお勧めし ます。

下記の操作で、 書き込み禁止 メ デ ィ アの検出 / 処理が行われます。

• 読み取 り 専用の操作 ( リ ス ト 表示、 スキ ャ ン、 検証など )

読み取 り 専用の操作は、 書き込み禁止 メ デ ィ アを検出し て も警告な しで
続行し ます。

• 書き込み操作 ( 初期化、 消去、 バッ ク ア ッ プなど )

書き込み操作では、 書き込み禁止 メ デ ィ アを検出する と、 セ ッ シ ョ ンを
中止するか、 または書き込み禁止 メ デ ィ アを ス キ ッ プし て処理を続行し
ます。 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンでは、 書き込み禁止 メ デ ィ アは使用不

可能な メ デ ィ ア と し て処理され、 メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シーに従って処
理が続行されます。 割 り 当てポ リ シーが [Strict] の場合は、 マウ ン ト

要求が発行されます。 割 り 当てポ リ シーが [Loose] の場合は、 その メ

デ ィ アはスキ ッ プ されます。

書き込み禁止 メ デ ィ アの検出、 および メ デ ィ アの書き込み禁止状態への変
更は、 すべて media.log フ ァ イルに記録されます。
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異なる種類のメディア ・ フォーマッ トの使用

Data Protector は、 メ デ ィ アへのデータ書き込み時に、 2 種類の メ デ ィ ア ・

フ ォーマ ッ ト を認識 / 使用し ます。

• Data Protector (Data Protector が直接制御するバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス用 )

• NDMP (NDMP サーバに接続されているバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス用 )

2 種類のフ ォーマ ッ ト は、 それぞれ異な る Data Protector Media Agent コ ン

ポーネン ト を使用し てバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス と 通信し ます。

制限事項 異な る種類の メ デ ィ ア ・ フ ォーマ ッ ト を使用する と きは、 以下の制限事項
に留意し て く ださい。

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス と 異な る種類のフ ォーマ ッ ト で書き込みが行わ

れた メ デ ィ アは、 そのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スでは空の メ デ ィ アまたは
無関係な メ デ ィ ア と し て認識されます。

• 1 つの メ デ ィ アに、 異な る種類のフ ォーマ ッ ト でオブジ ェ ク ト をバッ ク

ア ッ プする こ と はでき ません。

• 同一システム上に、 複数の異な る Data Protector Media Agent コ ンポーネ

ン ト を イ ン ス ト ールする こ と はでき ません。

• フ ォーマ ッ ト の種類が異なる メ デ ィ アに対し ては、 別々の メ デ ィ ア ・

プールを使用する こ と を、 強 く お勧めし ます。
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メディア管理ウィンドウの表示の変更

メ デ ィ ア管理ウ ィ ン ド ウで メ デ ィ アに関し てどのよ う な情報を表示するか
をカ ス タマ イ ズでき ます。 これによ り 、 常に必要な情報だけを表示する こ

と ができ ます。

以下の手順に従って、 表示をカ ス タマ イ ズ し ます。

1. 以下に示すグ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルを開き ます。

UNIX Cell Manager の場合

/etc/opt/omni/server/options/global

Windows Cell Manager の場合

<Data_Protector_home>\Config\server\Options\global

2. 対応する ト ーク ン文字列を指定する こ と で、 ラ イブラ リ または メ デ ィ ア

管理ウ ィ ン ド ウに表示される属性をカ ス タマ イ ズ し ます。
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本章では、 データのバッ ク ア ッ プ方法について説明し ます。 また、 Data 
Protector の拡張機能について も説明し ます。

「バ ッ ク ア ッ プの構成」 （210 ページ )

「UNIX システムのバ ッ ク ア ッ プ」 （219 ページ )

「Windows システムのバッ ク ア ッ プ」 （227 ページ )

「Novell NetWare システムのバ ッ ク ア ッ プ」 （254 ページ )

「OpenVMS システムのバッ ク ア ッ プ」 （262 ページ )

「ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ環境でのバッ ク ア ッ プ」 （265 ページ )

「無人バ ッ ク ア ッ プのス ケジ ュール」 （269 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プの種類の選択 フルまたは増分」 （276 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト の使用」 （280 ページ )

「小規模な繰 り 返しバ ッ ク ア ッ プの処理」 （286 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ仕様の分類」 （287 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ )

「実行前 / 実行後コマン ド」 （320 ページ )

「失敗し たバッ ク ア ッ プの管理」 （335 ページ )

データベース ・ アプ リ ケーシ ョ ン (Oracle、 SAP R/3、 MS Exchange、 MS 
SQL、 Informix、 IBM DB2 UDB、 Sybase など ) のバッ ク ア ッ プ方法の詳細

は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグレーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を

参照し て く ださい。

Data Protector 内部データベース (IDB) の詳しいバッ ク ア ッ プ方法について

は、 「データベース ・ バ ッ ク ア ッ プを構成する」 （505 ページ ) を参照し て く

ださい。

Data Protector 管理用アプ リ ケーシ ョ ンのイ ン ス ト ール と構成方法について

は、 第 15 章 「他のアプ リ ケーシ ョ ン と の統合」 (767 ページ ) を参照し て く

ださい。
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注記 バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ( テープ ・ ド ラ イブなど ) では、 専用の Data 
Protector ラ イセン スが必要にな る場合があ り ます。 詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て

く だ さい。
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バッ ク ア ッ プ と は、 システム ・ データのコ ピーをバ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ ア
上に作成するプロセスです。 このコ ピーは、 オ リ ジナルのデータが破損し

た場合に備えて保管されます。 

必要条件 • バッ ク ア ッ プの対象 と な る各システム上に Disk Agent がイ ン ス ト ールさ

れている必要があ り ます。 ただし、 NFS (UNIX) またはネ ッ ト ワーク共

有のバ ッ ク ア ッ プ (Windows) でバッ ク ア ッ プする システムの場合は、

Disk Agent は不要です。

• Data Protector セル内に少な く と も 1 つのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を構成

する必要があ り ます。

• バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アを準備し てお く 必要があ り ます。

• バッ ク ア ッ プを実行するための適切なユーザー権限が必要です。

バックアップの構成 バッ ク ア ッ プの構成作業では、 以下の手順を行います。

1. バッ ク ア ッ プの対象を選択する  - Disk Agent ク ラ イ アン ト 上のデータ ・

ソース

2. バッ ク ア ッ プ先を選択する  - Media Agent ク ラ イ アン ト に接続されたバ ッ

ク ア ッ プ ・ デバイ ス  

3. 追加で作成するバ ッ ク ア ッ プコ ピーの数と使用するバッ ク ア ッ プ ・ デバ

イ ス を選択する  - オブジ ェ ク ト ミ ラー機能

4. バッ ク ア ッ プ方法を選択する  - バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン

5. 必要に応じ て無人バ ッ ク ア ッ プを ス ケジ ュールでき ます。

バックアップ仕様の作成時に、 上記オプシ ョ ンを指定し ます。 詳細は、

「バ ッ ク ア ッ プ仕様の作成」 （212 ページ ) を参照し て く ださい。

Data Protector は、 バッ ク ア ッ プ仕様に基づいて、 指定された時刻にバ ッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを開始し ます。 1 つのデ ィ ス ク ・ ボ リ ュームからバッ ク

ア ッ プ対象 と し て選択するすべての項目 ( 論理デ ィ ス ク またはマウ ン ト ・

ポイ ン ト ) を含むバッ ク ア ッ プ単位をバックアップ ・ オブジェク ト と いい

ます。 項目 と し ては、 任意の数のフ ァ イル、 デ ィ レ ク ト リ 、 あ るいはデ ィ

ス ク またはマウ ン ト ・ ポ イ ン ト 全体を選択する こ と ができ ます。 バッ ク
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ア ッ プ ・ オブジェ ク ト は、 それが存在する ク ラ イ アン ト と マウ ン ト ・ ポイ
ン ト 、 説明、 およびオブジェ ク ト ・ タ イプ ( フ ァ イルシステムや Oracle な

ど ) によ って一意に定義されます。

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中、 Data Protector はオブジェ ク ト を読み取って、

ネ ッ ト ワーク経由でデータ を転送し、 デバイ ス内の メ デ ィ アに書き込みま
す。 

バッ ク ア ッ プ仕様では使用するデバイ ス と、 必要に応じ て メ デ ィ ア ・ プー
ルを定義し ます。 特定の メ デ ィ ア ・ プールが指定されていない場合、 デ

フ ォル ト の メ デ ィ ア ・ プール ( デバイ ス仕様の一部 ) が使用されます。

バッ ク ア ッ プ仕様では、 ス タ ン ド ア ロ ン DDS ド ラ イブの 1 つの ド ラ イブを

バッ ク ア ッ プする よ う な単純な定義から、 40 台の大規模なサーバを 8 つの

ド ラ イブを使用し たテープ ・ ラ イブラ リ にバ ッ ク ア ッ プする よ う な複雑な
定義が可能です。

バックアップ ・ セッシ ョ ンはバ ッ ク ア ッ プ仕様に基づいてお り 、 対話方式
で起動でき ます。 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中、 Data Protector はバッ ク

ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を読み取って、 ネ ッ ト ワーク経由でデータ を転送し、
デバイ ス内の メ デ ィ アに書き込みます。
第 6 章 211



バックアップ

バックアップの構成
図 6-1 バックアップ ・ セッシ ョ ン

バックアップ仕様の作成

バッ ク ア ッ プ仕様は、 Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を使って構

成でき ます。 バッ ク ア ッ プ仕様では、 バッ ク ア ッ プ対象 と な る ク ラ イ アン

ト ・ システム、 ド ラ イブ、 デ ィ レ ク ト リ 、 フ ァ イル、 使用するデバイ ス ま
たは ド ラ イブ、 追加のバ ッ ク ア ッ プコ ピー ( ミ ラー ) の数、 仕様内のすべ

てのオブジ ェ ク ト に適用するバ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン、 バッ ク ア ッ プを
実行する日時を定義し ます。

既存の仕様を コ ピーし てその内容を変更すれば、 様々なバ ッ ク ア ッ プ仕様
を作成でき ます。

Data Protector では大抵のケースに対応可能な複数のデフ ォル ト ・ オプシ ョ

ンを提供し ています。 これをカ ス タマ イ ズするには、 Data Protector バ ッ ク

ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを使用し て く ださ い。

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを実行する際は、 以下のキー ・ ポイ ン ト に注意
し て く ださい。
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キー ・ ポイン ト • バッ ク ア ッ プの種類 ( フルまたは増分 ) はバッ ク ア ッ プ・セ ッ シ ョ ン全体

を通し て同じ ものが使用されます。 グループ内のすべてのデータは同じ

バッ ク ア ッ プ種類によ ってバッ ク ア ッ プされます。 

• 1 つのバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を複数のバッ ク ア ッ プ仕様に追加で

き ます。 このため、 用途別に ( フル ・ バッ ク ア ッ プ用、 増分バ ッ ク ア ッ

プ用、 部門別バッ ク ア ッ プ用、 アーカ イブ ・ バッ ク ア ッ プ用など ) それ

ぞれバ ッ ク ア ッ プ仕様を設定でき ます。 各オブジ ェ ク ト には、 説明用テ

キス ト を指定でき ます。 この説明に基づいて同じ フ ァ イルシステムから

の複数のバ ッ ク ア ッ プを区別する ため、 説明を慎重に選択する こ と が必
要です。

• オブジェ ク ト またはク ラ イ アン ト は、 メ デ ィ ア と バ ッ ク ア ッ プの管理方

法が同じ場合、 または メ デ ィ アを 1 つのボール ト に保存する場合、 1 つ

のバ ッ ク ア ッ プ仕様にま と める こ と ができ ます。

• 多数のバッ ク ア ッ プ仕様が作成されている、 または作成が計画されてい

る場合、 それらのバ ッ ク ア ッ プ仕様をグループに分類する こ と が必要で
す。 グループを共通のオプシ ョ ン設定 ( バ ッ ク ア ッ プ方法 ) に基づいて

分類し ておけば、 バ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト を効率よ く 適用する こ と
ができ ます。

• Data Protector GUI が表示するバッ ク ア ッ プ仕様の数には制限があ り ま

す。 バッ ク ア ッ プ仕様の数は各パラ メ ータ ( 名前、 グループ、 所有権情

報、 バ ッ ク ア ッ プ仕様が負荷調整されているかど う か ) のサイ ズによ っ

て決ま り ます。 このサイ ズは 80KB を超え る こ と はでき ません。

バックアップ仕様の作成例

以下の例では、 フ ァ イルシステム向けのバッ ク ア ッ プ仕様の作成方法 と、
対話型バッ ク ア ッ プの開始方法を示し ます。

1. [HP OpenView Storage Data Protector Manager]ウ ィ ン ド ウで

[ バッ ク ア ッ プ ] コ ンテキス ト を選択し ます。 

2. Scopingペイ ンで[バッ ク ア ッ プ]を展開し た後、[バッ ク ア ッ プ仕様]を

ダブルク リ ッ ク し ます。

3. 結果エ リ アで[フ ァ イルシステム]を右ク リ ッ ク し て[バ ッ ク ア ッ プの追

加 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ バッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ

ク スが表示されます。
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4. [ バ ッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 [Blank 

Filesystem Backup] テンプレー ト を選択し て [OK] を ク リ ッ クする

と 、 [ バッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー ド が表示されます。 図 6-2 (214 ページ ) を

参照し て く ださい。

図 6-2 [ バックアップの新規作成 ] ダイアログ ・ ボックス

5. バッ ク ア ッ プの対象を選択し ます。 バ ッ ク ア ッ プ対象と し て選択された

データ ・ ソース を図 6-3 (215 ページ ) に示し ます。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク

し て次の手順に進みます。
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図 6-3 [ バックアップ ] ウィザードの [ ソース ] ページ 

UNIX システムの GUI では Windows システムのブラ ウズはサポー ト されて

いません。 し たがって、 UNIX の GUI を使用し たバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ

ク ト の表示用にサポー ト されているのは [ フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ

プ ] オプシ ョ ンだけです。 [ ネ ッ ト ワーク共有のバ ッ ク ア ッ プ ] は、

Windows の共有デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プする ための Windows 固有のオプ

シ ョ ンなので、 Windows の GUI で しか使用でき ません。 

6. データのバ ッ ク ア ッ プに使用するデバイ ス を選択し ます。 図 6-4 (216
ページ ) を参照し て く だ さい。 

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの実行中に、 バッ ク ア ッ プの追加コ ピー ( ミ

ラー ) を作成するかど う かを指定する こ と も でき ます。 必要な ミ ラーの

数を指定するには、 [ ミ ラーの追加 ] ボタ ンおよび [ ミ ラーの削除 ]

ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 バッ ク ア ッ プおよび各 ミ ラー用のデバイ ス を

個別に選択し ます。

オブジェ ク ト ミ ラー機能の詳細は 「オブジェ ク ト ミ ラー」 （354 ページ )
を参照し て く ださい。

[ 次へ ] を ク リ ッ ク し て次の手順に進みます。
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図 6-4 [ バックアップ ] ウィザードの [ デバイス ] ページ

7. バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを選択し ます。 詳細は、 「バ ッ ク ア ッ プ ・ オ

プシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださい。 [ 次へ ] を ク リ ッ

ク し ます。

8. [ ス ケジ ュール ] ページでは、バ ッ ク ア ッ プを ス ケジュールでき ます。 詳
し く は、 「無人バ ッ ク ア ッ プのス ケジ ュール」 （269 ページ ) を参照し て

く だ さい。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

9. [ バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のサマ リ ー ] ページでは、 バ ッ ク ア ッ

プ ・ オプシ ョ ンを確認でき ます。 図 6-5 (217 ページ ) を参照し て く だ さ

い。 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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図 6-5 [ バックアップ ・ オブジェク トのサマリー ] ページ

10.  [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード の 終ページでは、 バ ッ ク ア ッ プ仕様の保

存、 対話型バ ッ ク ア ッ プの開始、 またはバッ ク ア ッ プのプレ ビ ューを行
う こ と ができ ます。 図 6-6 (218 ページ ) を参照し て く だ さい。

バッ ク ア ッ プ仕様を保存し て、 後でスケジ ュールを設定した り 仕様を変
更でき る よ う にし てお く こ と をお勧めし ます。
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図 6-6 [ バックアップ ] ウィザードの 終ページ

11. [ バッ ク ア ッ プ開始 ] を ク リ ッ ク し て、 バッ ク ア ッ プを対話形式で実行

し ます。 [ バ ッ ク ア ッ プ開始 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

注記 バッ ク ア ッ プ中に、 バッ ク ア ッ プを続行するため メ デ ィ アの追加を要求す
る メ ッ セージが表示される場合があ り ます。 これはマウ ン ト 要求 と呼ばれ

ます。 詳細は、 「マウ ン ト 要求への応答」 （412 ページ ) を参照し て く ださ

い。 
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UNIX システムのバックアップ

UNIX システムをバ ッ ク ア ッ プするには、 対象と な る各 UNIX システム上

に Disk Agent を イ ン ス ト ールし ます。 または、 ネ ッ ト ワーク ・ フ ァ イルシ

ステム (NFS) を使って、 Disk Agent がイ ン ス ト ールされていないシステム

からデータ をバッ ク ア ッ プする こ と も でき ます。

詳細は、 「NFS を使ったデ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プ」 （223 ページ ) を参照し

て く ださい。

Disk Agent のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 またはオン ラ イ ン ・ ヘ

ルプを参照し て く ださい。

サポー ト されているプラ ッ ト フ ォームの全 リ ス ト と既知の制限事項につい
ては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』

を参照し て く ださい。

UNIX ファイルシステムのバックアップ

制限事項 バッ ク ア ッ プでき る フ ァ イルの 大サイ ズは、 オペレーテ ィ ング ・ システ
ム と フ ァ イルシステムの制限によ って決ま り ます。 フ ァ イルサイ ズの制限

事項については、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ー

ス  ノー ト 』 を参照し て く だ さい。

Data Protector では、 デ ィ レ ク ト リ 構造、 通常のフ ァ イル、 および特殊な

フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プし ます。 特殊なフ ァ イルには、 キ ャ ラ ク タ ・ デバ

イ ス フ ァ イル、 ブロ ッ ク ・ デバイ ス フ ァ イル、 UNIX ド メ イ ン ・ ソ ケ ッ ト 、

FIFO フ ァ イル、 HP-UX のネ ッ ト ワーク ・ フ ァ イル、 XENIX の名前付き

フ ァ イルがあ り ます。

ソ フ ト リ ン ク と マウ ン ト ・ ポイ ン ト は上記に含まれず、 これらはそれぞれ
ソ フ ト リ ン ク、 通常の空白のデ ィ レ ク ト リ と し てバ ッ ク ア ッ プされます。

同じ フ ァ イルを参照する複数のハード リ ン ク があ る場合は、 参照先フ ァ イ
ルが 1 回だけバッ ク ア ッ プされます。 この動作を変更するには、 「Data 
Protector バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの リ ス ト 」 （302 ページ ) で説明されて

いる と お り 、 [POSIX ハード リ ン ク をフ ァ イル と し てバ ッ ク ア ッ プ ] オプ

シ ョ ンを設定し ます。
第 6 章 219



バックアップ

UNIX システムのバックアップ
どのプラ ッ ト フ ォームで も、 基本の ACL( フ ァ イル権限属性 ) や時間属性

がフ ァ イル と一緒にバッ ク ア ッ プされます。 ただし、 プラ ッ ト フ ォームに

よ っては拡張 ACL のサポー ト が制限されています。 詳細については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て

く だ さい。 各フ ァ イルへの 終ア ク セス時刻は、 フ ァ イルの内容を読み取

る前に保存され、 フ ァ イルのバ ッ ク ア ッ プ後に元の値に戻されます。 この

動作を変更するには、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) で

説明し ている [ ア ク セス時刻属性を保存し ない ] オプシ ョ ンを設定し ま

す。

Data Protector は、 増分バ ッ ク ア ッ プ と い う 優れた機構を備えています。 
Data Protector Disk Agent は、 どのフ ァ イルが変更されたかを判別するため、

各フ ァ イルの前回変更日時を調べます。 この方法では、 移動されたフ ァ イ

ルは検出されません。 フ ァ イルを移動し て も、 フ ァ イルの変更日時は変わ
ら ないためです。 

注記 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン時に、 バッ ク ア ッ プ対象の各フ ァ イルはオープ
ン され、 読み取 り が行われます。 し たがって、 バッ ク ア ッ プ後フ ァ イルの

ア ク セス時刻は変更されます。 [ ア ク セス時刻属性を保存し ない ] バッ ク

ア ッ プ ・ オプシ ョ ンが設定されていない場合、 ア ク セス時刻属性は元の値
に設定されます。 このオプシ ョ ンのデフ ォル ト 値はオフです。 このオプシ ョ

ンが設定されている場合、 UNIX ク ラ イ アン ト 上で移動されたフ ァ イルは

増分バ ッ ク ア ッ プの対象 と な り ます。 これは、 移動フ ァ イルの検出が
inode 変更時刻に基づいて行われる ためです。

特定のファイルまたは
ディレクトリの選択

各フ ァ イルシステムでは、 特定のデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーだけをバ ッ ク ア ッ
プする こ と ができ ます。 各デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーに対し ては以下を実行で

き ます。

• サブツ リ ーまたはフ ァ イルを除外する

• 特定のワ イル ド カー ド指定に一致する フ ァ イルだけをバッ ク ア ッ プする

• 特定のワ イル ド カー ド指定に一致する フ ァ イルだけを除外する

フ ァ イルの中には、 データベース ・ アプ リ ケーシ ョ ンなどによ って常時使
用されている もの も あ り ます。 これらのフ ァ イルを通常のフ ァ イルシステ

ム ・ バ ッ ク ア ッ プから除外し て、 特殊な方法でバッ ク ア ッ プする必要があ
り ます。 このこ と は、 IDB 自体に も あてはま り ます。
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つま り 、 UNIX Cell Manager 上の IDB デ ィ レ ク ト リ

/var/opt/omni/server/db40 および /etc/opt/omni を標準フ ァ イ

ルシステム ・ バッ ク ア ッ プから除外し て、 データの整合性を維持する必要
があ り ます。

IDB のバ ッ ク ア ッ プ方法の詳細は、 「データベース ・ バッ ク ア ッ プを構成す

る」 （505 ページ ) を参照し て く だ さい。

一時デ ィ レ ク ト リ も除外する必要があ り ます。

UNIX ファイルの

バックアップ方法

UNIX フ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プするには、 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成例」

（213 ページ ) に示す手順を実行し ます。

バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用および設定方法については、 「バッ ク ア ッ
プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださい。

ディスク ・ ディスカバリによるクライアン トのバックアップ

ディスクはどのよう
にして検出されるか

ディスク ・ ディスカバリを使って ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを指定し た
場合、 Data Protector はバ ッ ク ア ッ プ時に、 まずク ラ イ アン ト にア ク セス し

て、 そのシステムに接続されているデ ィ ス ク上のすべてのフ ァ イルシステ
ムを検出し ます。 マウ ン ト ・ コマン ド を使用する と 、 マウ ン ト されている

デ ィ ス ク しか検出されません。 次に、 Data Protector は、 検出し た各フ ァ イ

ルシステムを通常のフ ァ イルシステム と し てバッ ク ア ッ プし ます ( ただし、

NFS、 CD にマウ ン ト されたフ ァ イルシステム、 取 り 外し可能なボ リ ューム

を除 く )。 各フ ァ イルシステム ・ オブジェ ク ト の説明用テキス ト が生成さ

れ、 フ ァ イルシステムのマウ ン ト ・ ポ イ ン ト がク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ
プの説明に追加されます。

どのような場合に
ディスク ・ ディスカ
バリを使用するか

以下の状況では、 この種類のバ ッ ク ア ッ プを実行する こ と をお勧めし ます。

• マウ ン ト / アンマウ ン ト を頻繁に行 う 、 比較的容量の小さいデ ィ ス ク を

持つワーク ステーシ ョ ンをバッ ク ア ッ プする場合

• マウ ン ト されている フ ァ イルシステムの数に関係な く 、 マウ ン ト ・ ポ イ

ン ト の下にあ るデータ を 1 つのデ ィ レ ク ト リ にバッ ク ア ッ プする場合 (
例 : /home/data - こ こでは、 /home/data/disk1 と

/home/data/newdisk/disk2 のマウ ン ト / アンマウ ン ト をそれぞれ

頻繁に独立し て行 う こ と ができ ます。 )
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ク ラ イ アン ト をデータ ・ ソース と し て指定する こ と によ り 、 デ ィ ス ク ・
デ ィ ス カバ リ を使用でき ます。 後で別のデ ィ ス ク をマウ ン ト する と 、 その

デ ィ ス ク もバ ッ ク ア ッ プの対象 と な り ます。

フ ァ イルシステム ・ バッ ク ア ッ プでは、 新し く 追加されたデ ィ ス ク または
マウ ン ト されている フ ァ イルシステムがバッ ク ア ッ プ仕様で指定されてい
ない場合、 その都度指定する必要があ るのに対し、 デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ
リ を使用すれば、 指定する必要はあ り ません。

デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ によ るバ ッ ク ア ッ プを定義するバ ッ ク ア ッ プ仕様
を作成するには、 「バ ッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) に示す手順を

行います。 

[ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード の [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページを表示し て、

ク ラ イ アン ト ・ システムの横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。 
これによ り 、 図 6-7 に示すと お り 、 ク ラ イ アン ト ・ システム全体がバッ ク

ア ッ プ対象 と し て選択されます。

図 6-7 クライアン ト ・ システム全体をバックアップ対象として選択する  

注記 ク ラ イ アン ト のすべての ド ラ イブを選択する と い う 操作 と、 ク ラ イ アン
ト ・ システム名の横のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ クする と い う 操作は全 く
別の ものです。 後者はデ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ によ るバッ ク ア ッ プを行 う
ための手順です。

ク ラ イ アン ト のバ ッ ク ア ッ プを実行する と 、 ルー ト (/) ・ マウ ン ト ・ ポ イ ン

ト に所属するすべてのフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ が自動的にバッ ク ア ッ プさ
れます。 し たがって、 バ ッ ク ア ッ プ仕様からルー ト を除外する こ と はでき

ません。 ルー ト を除外し たい場合は、 フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プを

実行し て く ださい。
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構成済みのバ ッ ク ア ッ プの種類を調べるには、 [ バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ

ク ト のサマ リ ー ] プロパテ ィ ・ ページを表示し ます。 デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カ

バ リ によ るバ ッ ク ア ッ プが構成されている場合は、 [ オブジ ェ ク ト の種類

] ラベルに [ ク ラ イ アン ト ・ システム ] と 表示され、 ド ラ イブのみが選択

されている場合は、 [ フ ァ イルシステム ] と 表示されます。

バッ ク ア ッ プ仕様の設定方法については、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使
用」 （290 ページ ) を参照し て く だ さい。

NFS を使ったディスクのバックアップ

NFS とは NFS( ネ ッ ト ワーク ・ フ ァ イルシステム ) と は UNIX 上で配信される フ ァ イ

ルシステム ・ プロ ト コルの 1 つで、 コ ンピ ュータがネ ッ ト ワーク上のフ ァ

イルに対し て、 ローカル ・ デ ィ ス ク上のフ ァ イル と 同様にア ク セスでき る
よ う にし ます。

どのような場合に
NFS バックアップ

を使用するか

NFS のバッ ク ア ッ プは、 以下のいずれかの状況で使用し ます。

• バッ ク ア ッ プ対象のシステムが Data Protector セルの一部でないか、Disk 
Agent がイ ン ス ト ールされていない場合

• Data Protector でサポー ト されていないシステム ・ プラ ッ ト フ ォームを

バッ ク ア ッ プする場合

例 図 6-8 に代表的な構成を示し ます。 例では、 システム wiz から フ ァ イルシ

ステム /home/special をバ ッ ク ア ッ プする と し ます。 このシステムは

Data Protector セルの一部でな く 、 Data Protector ソ フ ト ウ ェ アはイ ン ス ト ー

ルされていません。 ただし、 上記のフ ァ イルシステムは、 ク ラ イ アン ト

Data Protector client bserv 上に /nfs/wiz/home/special と し てマウ ン

ト されています。

このフ ァ イルシステムを NFS を使ってバ ッ ク ア ッ プするには、 bserv 上の

他のフ ァ イルシステムをバ ッ ク ア ッ プする場合と 同じ手順を使用する必要
があ り ます。 ただし、 マウ ン ト ・ ポイ ン ト と し て
/nfs/wiz/home/special を手動で入力する点だけが異な り ます。 ブラ ウ

ズする と ローカル ・ フ ァ イルシステムだけが表示されます。
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図 6-8 NFS 環境

制限事項 • NFS を使用でき るのは、HP-UX ク ラ イ アン ト 上および Solaris 上でフ ァ イ

ルをバ ッ ク ア ッ プする場合だけです。 ソ フ ト ・ リ ン ク、 またはキ ャ ラ ク

タ ・ フ ァ イル と デバイ ス フ ァ イルはバ ッ ク ア ッ プでき ません。

• ACL( ア ク セス制御 リ ス ト ) 属性は維持されません。 NFS では リ モー ト ・

フ ァ イルに対する ACL をサポー ト し ていません。 各種システム ・ コー

ル、 ラ イブラ リ ・ コール、 およびコマン ド の動作は、 個々の手動エン ト
リ と し て指定し ます。 省略可能なエン ト リ を指定し たフ ァ イルをネ ッ ト

ワーク経由で転送し た り 、 リ モー ト ・ フ ァ イルを操作する と、 省略可能
なエン ト リ が予期せず削除される こ と があ り ます。

注記 マウ ン ト されている NFS フ ァ イルシステムに対し て root 権限を持つこ と を

お勧めし ます。
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NFS を使ってフ ァ イルシステムをバッ ク ア ッ プするには、 [ バッ ク ア ッ プ ]
ウ ィ ザード の [ バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のサマ リ ー ] ページが表示さ

れる時点まで 「バ ッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) に示す手順を行

います。 それ以降は、 以下の手順を行います。

1. [バ ッ ク ア ッ プ・オブジェ ク ト のサマ リ ー]ページで [手動で追加 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [UNIXフ ァ イルシステム ]ボタ ンを ク リ ッ ク し た後、[次へ]を ク リ ッ ク

し ます。

3. [ 一般的な選択項目 ] ページで ク ラ イ アン ト を選択し、[ マウ ン ト ・ポイ

ン ト ] テキス ト ・ ボ ッ ク スにマウ ン ト ・ ポ イ ン ト を手動で追加し ます。 
詳細はオン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださ い。

UNIX ディスクをディスク ・ イ メージ ・ オブジェク ト と して

バックアップする 

ディ スク・ イメージ・
バックアップとは

ディスク ・ イ メージ ・バックアップ と は、 デ ィ ス ク、 デ ィ ス ク ・ パーテ ィ
シ ョ ン、 または論理ボ リ ュームを、 データ ・ ソースに保存されている フ ァ
イルやデ ィ レ ク ト リ 構造を ト ラ ッ キングせずに高速バッ ク ア ッ プし た も の
を指し ます。 Data Protector はデ ィ ス ク ・ イ メ ージ構造を文字レベルで保存

し ます。

どのような場合に
ディスク・ イメージ・
バッ クアップを使用
するか

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プは、 以下のいずれかの状況で使用し ま
す。

• 容量の小さいフ ァ イルが多数あ り 、 高速バッ ク ア ッ プが必要な場合。

• 障害復旧用またはソ フ ト ウ ェ アの メ ジ ャー ・ ア ッ プデー ト を行 う 前など

にデ ィ ス ク のフル ・ バッ ク ア ッ プが必要な場合。

• 2 つのデ ィ ス ク間を直接接続でき ない場合に、 一方のデ ィ ス クへフ ァ イ

ルシステムを複製する場合。 この場合、 2 つのデ ィ ス クは同一でなけれ

ばな り ません。

raw ディスク ・

セクシ ョ ンの場所

HP-UX および Solaris システムでは通常、 raw デ ィ ス ク ・ セ ク シ ョ ンは

/dev/rdsk デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。 HP-UX では、 raw 論理ボ リ ューム

は、 /dev/vg< 番号 > にあ り ます。 新しい論理ボ リ ュームの 初の文字は、

r でなければな り ません ( 例 :  /dev/vg01/rlvol1)。
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重要 デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プを行 う 前にはデ ィ ス ク を一旦アンマウ
ン ト し て、 後で も う 一度マウ ン ト し て く ださ い。 これを行 う ため、 実行前 /
実行後コマン ド を使用でき ます。 「実行前 / 実行後コマン ド の例 (UNIX の

場合 )」 (A-21 ページ ) を参照し て く ださい。

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オブジェ ク ト をバッ ク ア ッ プするには、 [ バッ ク ア ッ

プ ] ウ ィ ザード の [ バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト のサマ リ ー ] ページが表

示される時点まで 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) に示す手順

を行います。 それ以降は、 以下の手順を行います。

1. [バ ッ ク ア ッ プ・オブジェ ク ト のサマ リ ー]ページで [手動で追加 ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [ デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オブジェ ク ト ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た後、[ 次へ

] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 一般的な選択項目 ] ページで ク ラ イ アン ト を選択し、[ マウ ン ト ・ポイ

ン ト ] テキス ト ・ ボ ッ ク スにマウ ン ト ・ ポ イ ン ト を手動で追加し ます。 
詳細はオン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださ い。
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Windows システムのバックアップ

必要条件 Data Protector セル内の Windows コ ンピ ュータ上に Disk Agent が少な く と も

1 つイ ン ス ト ールされている こ と が必要です。 こ のコ ンピ ュータが Disk 
Agent ク ラ イ アン ト と な り ます。

Disk Agent ク ラ イ アン ト 上にないフ ァ イルで も、 これらのフ ァ イルが Disk 
Agent ク ラ イ アン ト とデ ィ ス ク を共有し ている場合はバ ッ ク ア ッ プでき ま

す。 バッ ク ア ッ プ対象のすべての Windows システムに Disk Agent を イ ン ス

ト ールする こ と をお勧めし ます。

詳細は、 「Windows 共有デ ィ ス ク のバッ ク ア ッ プ」 （246 ページ ) を参照し

て く ださい。

Disk Agent のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 またはオン ラ イ ン ・ ヘ

ルプを参照し て く ださい。

サポー ト されている システムのプラ ッ ト フ ォームの全 リ ス ト については、
『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照

し て く ださい。

制限事項 • VSS フ ァ イルシステムのバ ッ ク ア ッ プを実行するには、 システムに 低

1 つの NTFS フ ァ イルシステムが必要です。

ファイルシステム ( 論理ディスク ・ ド ライブ ) のバックアップ

バックアップ ・
オブジェク トの選択

[ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード でバッ ク ア ッ プの対象と する フ ァ イル、 デ ィ レ

ク ト リ 、 または論理デ ィ ス ク ・ ド ラ イブを選択し ます。

詳細は、 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) および 「バ ッ ク ア ッ

プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださい。

バックアップの対象 デ ィ ス ク ・ ド ラ イブのフ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プでは、 選択された
デ ィ ス ク ・ ド ラ イブ上のデ ィ レ ク ト リ 構造 と フ ァ イルの内容が読み込まれ
ます。 また、 フ ァ イル内のデータ と 共に以下のデータ もバ ッ ク ア ッ プ され

ます。

• Unicode のフル ・ フ ァ イル名
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• FAT16、 FAT32、 VFAT、 NTFS 属性

各フ ァ イルのバッ ク ア ッ プ後、 フ ァ イルのアーカ イブ属性はク リ ア され
ます。 この動作を変更するには、 バッ ク ア ッ プ仕様の [ 拡張 ] フ ァ イル

システム ・ オプシ ョ ンの [ アーカ イブ属性を使用し ない ] オプシ ョ ン

を設定し ます。 詳細はオン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださい。

• NTFS の代替データ ・ ス ト リ ーム

• NTFS セキ ュ リ テ ィ ・ データ

• デ ィ レ ク ト リ の共有情報

ネ ッ ト ワーク上でデ ィ レ ク ト リ が共有されている場合、 デフ ォル ト で共
有情報がバ ッ ク ア ッ プされます。 復元時に、 デフ ォル ト で共有情報が復

元され、 復元後にネ ッ ト ワーク上でデ ィ レ ク ト リ が共有されます。 こ の

動作を変更するには、 フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ン ・ ウ ィ ン ド ウで、
[ デ ィ レ ク ト リ 共有情報のバ ッ ク ア ッ プ ] オプシ ョ ンをオフにし ます。
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バックアップの対象
とならないもの

バッ ク ア ッ プ仕様では、 バ ッ ク ア ッ プから除外またはス キ ッ プする フ ァ イ
ルを指定でき ます。 これらのフ ァ イルの リ ス ト は、 プライベート除外リス

ト と も呼ばれます。

フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ の詳しい除外方法については、 「オブジェ ク ト ・ オ
プシ ョ ン」 （306 ページ ) と オン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださい。

Data Protector は、 デフ ォル ト ではプラ イベー ト 除外 リ ス ト の内容に加えて、

以下を除外し ます。

• Windows ク ラ イ アン ト または Cell Manager バッ ク ア ッ プから

<Data_Protector_home>\log と <Data_Protector_home>\tmp

デ ィ レ ク ト リ を除外

• Windows Cell Manager バ ッ ク ア ッ プから

<Data_Protector_home>\db40 デ ィ レ ク ト リ を除外

た と えば、 <Data_Protector_home>\db40 デ ィ レ ク ト リ は、 バ ッ ク

ア ッ プ仕様で選択されていて も、 Cell Manager バ ッ ク ア ッ プから除外さ

れます。 これは、 <Data_Protector_home>\db40 デ ィ レ ク ト リ には

IDB が含まれてお り 、 このデ ィ レ ク ト リ を特殊な方法でバッ ク ア ッ プし

てデータの整合性を維持する必要があ る ためです。 詳細は、 「データ

ベース ・ バ ッ ク ア ッ プを構成する」 （505 ページ ) を参照し て く だ さい。

ス キ ッ プ される フ ァ イルは Pagefile.sys システム ・ フ ァ イルです。 バ ッ

ク ア ッ プを開始する前に、 Data Protector は、 除外する フ ァ イル と ス キ ッ プ

する フ ァ イルの リ ス ト を以下のレジス ト リ ・ キーから読み込みます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView

\\OmniBack II\Agents\FileSystem\Exclude

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView

\\OmniBack II\Agents\FileSystem\Skip

NTFS 3.x ファイル

システムの特長

NTFS 3.x フ ァ イルシステムで新たに採用されたフ ァ イル属性と 概念の概要

を以下に示し ます。

• NTFS 3.x フ ァ イルシステムでは、 再解析ポイン ト をサポー ト し ていま

す。 ボリューム ・ マウン ト ・ ポイン ト、 Single Instance Storage (SIS)、
ディ レク ト リ接続は再解析ポイ ン ト の概念に基づいています。 詳細は、

「用語集」 を参照し て く ださい。

• NTFS 3.x フ ァ イルシステムは、 デ ィ ス ク ・ スペースの割 り 当て量を効率

的に低減する手段 と し て疎ファイルをサポー ト し ています。
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• NTFS 3.x フ ァ イルシステムでは、 オブジェク ト ID をサポー ト し ていま

す。 これらは Data Protector によ って、 代替データ ・ ス ト リ ーム と共に

バッ ク ア ッ プされます。 

• NTFS 3.x フ ァ イルシステムに固有の機能には、 独自のデータ ・ レ コー ド

を維持する システム ・ サービ スによ って制御される ものがあ り ます。 こ
れらのデータ構造は、 CONFIGURATION の一部 と し てバ ッ ク ア ッ プさ

れます。

詳細は、 「CONFIGURATION のバ ッ ク ア ッ プ」 （233 ページ ) および

「Windows サービ スのバッ ク ア ッ プ」 （239 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

• Microsoft 暗号化 NTFS 3.x フ ァ イルは、暗号化された状態でバッ ク ア ッ プ

と 復元が行われますが、 フ ァ イルの内容は、 復号化し た時点で しか正し
く 表示されません。 関連する制限事項の詳細は、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

VSSファイルシステム

のバックアップ

Volume Shadow Copy サービス (VSS) は Windows Server 2003 オペレー

テ ィ ング ・ システム上に実装されています。 このサービ スによ り 、 これま

でにない Windows フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プが可能 と な り 、 従来の

ア ク テ ィ ブなボ リ ュームのバッ ク ア ッ プに比べてデータの完全性レベルが
若干向上し ます。 

シ ャ ドー ・ コ ピー作成の準備をする ため、 すべての I/O 動作が VSS 機構に

よ り 停止されます。 シ ャ ドー ・ コ ピーが作成される と、 Data Protector は通

常のバ ッ ク ア ッ プ手順を開始し ますが、 ソース ・ ボ リ ュームは新たに作成
されたシ ャ ドー ・ コ ピーに置き換え られます。 シ ャ ドー ・ コ ピーの作成が

失敗し た場合、 バ ッ ク ア ッ プ仕様で ［フ ォールバッ ク を許可］ オプシ ョ ン
が指定されていれば、 Data Protector は通常のフ ァ イルシステム ・ バッ ク

ア ッ プを続行し ます。

VSS フ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プ中のデータの整合性は、 VSS フ ァ イ

ルシステム以外のバ ッ ク ア ッ プに比べて向上し ます。 VSS によ り 、 ボ

リ ュームのシ ャ ドー ・ コ ピー ・ バ ッ ク ア ッ プや、 正確なポ イ ン ト ・ イ ン ・
タ イ ムでのフ ァ イル ( すべてのオープン中のフ ァ イルを含む ) のコ ピーの

作成が可能 と な り ます。 この方法では、 バッ ク ア ッ プ中に変更されたフ ァ

イルも適切にコ ピーされます。 

VSS フ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プの利点は以下の とお り です。
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• アプ リ ケーシ ョ ンやサービ スの実行中にコ ンピ ュータのバ ッ ク ア ッ プが

可能です。 し たがって、 アプ リ ケーシ ョ ンはバッ ク ア ッ プ中も ボ リ ュー

ムへのデータ書き込みを続行でき ます。

• オープン中のフ ァ イルも シ ャ ド ー ・ コ ピー ・ ボ リ ューム上では ク ローズ

し ている とみな されてシ ャ ドー ・ コ ピーが作成される ため、 オープン中
のフ ァ イルに対するバッ ク ア ッ プ処理がス キ ッ プされません。

• ユーザーを ロ ッ ク ア ウ ト する こ と な く 、 いつで もバ ッ ク ア ッ プを実行で

き ます。

• バッ ク ア ッ プを実行し て も、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ システムのパフ ォーマ

ン スにはほ と んど、 あ るいはま った く 影響あ り ません。

VSS フ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プ関連のオプシ ョ ンについては、 「バッ

ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださい。 VSS の

概念の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』

を参照し て く ださい。

再解析ポイン ト NTFS 3.x デ ィ レ ク ト リ またはフ ァ イルに再解析ポ イ ン ト を含める こ と がで

き ます。 こ のポイ ン ト は通常、 別のデ ィ レ ク ト リ から あ るデータ を参照す
る こ と によ り 、 その内容がそ こ に存在するかのよ う に動作し ます。

Data Protector が再解析ポイ ン ト を検出し た場合、 デフ ォル ト では、 再解析

ポイ ン ト ID の先はバッ ク ア ッ プされません。 これは、 再解析ポイ ン ト 自体

のバ ッ ク ア ッ プ と も呼ばれます。 この こ と は、 バッ ク ア ッ プの構成方法に

影響を与えます。

デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ るバ ッ ク ア ッ プを構成し ている場合、 すべて

のデータは一度にバ ッ ク ア ッ プ されます。 

再解析ポイ ン ト が格納されている フ ァ イルシステム または ド ラ イブを

バッ ク ア ッ プする場合は、 再解析ポイ ン ト の リ ン ク先のデータ も必ず
バッ ク ア ッ プし て く ださい。 た と えば、 Windows でディ レク ト リ接続に

使用されている再解析ポ イ ン ト は無視されるので、 接続点を個別にバッ
ク ア ッ プする必要があ り ます。 SIS 再解析ポ イ ン ト の場合は例外です。

Single Instance Storage (SIS) サービ スは、 デ ィ ス ク上のフ ァ イルを定

期的にチェ ッ ク し ます。 同一フ ァ イルが検出された場合、 それら を再解

析ポ イ ン ト と 置き換え、 データ を共通レポジ ト リ に保存し ます。 これに

よ り 、 使用されるデ ィ ス ク ・ スペースが節約されます。
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再解析ポイ ン ト によ り 、 論理ボ リ ュームをデ ィ ス ク ・ ド ラ イブ と し てマウ
ン ト でき ます。 Data Protector では、 マウ ン ト されたボ リ ュームは通常の ド

ラ イブ と同様に扱われるので、 バ ッ ク ア ッ プ対象 と し て選択可能なオブ
ジェ ク ト と し て表示されます。

疎ファイル 疎フ ァ イルには、 圧縮フ ァ イルなど と は対照的にゼロ ・ データ ・ セ ッ ト が
多数含まれています。 バ ッ ク ア ッ プ時に、 Data Protector はゼロの部分を自

動的にス キ ッ プする ため、 バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス上の メ デ ィ ア ・ スペー
スはゼロ以外の部分にしか割 り 当て られません。

UNIX と Window ｓ の疎フ ァ イルには互換性があ り ません。

複数のDisk Agents
の手動による定義

複数の Disk Agents (DA) を通じ て 1 つのマウ ン ト ・ ポ イ ン ト をバッ ク ア ッ

プする場合、 [ 手動で追加 ] 機能を使って各オブジェ ク ト を個別に指定す

る必要があ り ます。 各オブジェ ク ト に新しい説明を追加し、 [ 手動で追加 ]

ウ ィ ザード の [-trees]/[-exclude] オプシ ョ ンを使って、 オブジ ェ ク ト

のパス を指定し ます。 詳細は、 図 6-9 を参照し て く ださい。

また、 以下の事項を検討し て く ださい。

• データ領域の分割を手動で定義する こ と が必要です。 この と き、 同一

データ を複数の領域に重複し て指定し ないよ う 注意し て く ださい。

• 複数の DA が同じマウ ン ト ・ ポイ ン ト に同時にア ク セス し ていて、 こ の

マウ ン ト ・ ポイ ン ト が 1 つのデ ィ ス ク と し て定義されている場合、 デ ィ

ス ク からデータ を取 り 込む性能が低下し ます。 デ ィ ス ク ・ アレ イ を使用

すれば、 性能の低下を避ける こ と ができ ます。
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図 6-9 [ 手動で追加 ] 機能を使ったオブジェク トの指定

詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「同時処理
数」 を参照し て く ださい。

CONFIGURATION のバックアップ

Data Protector の CONFIGURATION オブジェ ク ト は、 Windows オペレーテ ィ

ング ・ システムが持つデータ構造では、 論理 ド ラ イブ (C: または D: など )
がバ ッ ク ア ッ プ対象 と し て選択された場合、 フ ァ イルシステム ・ バッ ク
ア ッ プの一部 と し て扱われません。

Windows の
CONFIGURATION

CONFIGURATION は、 以下のオブジェ ク ト で構成されています。

• EventLog

• Profiles

• Registry

• SystemRecoveryData

• EISA Utility Partition
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• WINS、 DHCP(Windows TCP/IP プロ ト コル ・ サーバの場合 )

• QuotaInformation、 RemovableStorageManagementDatabase、
FileReplicationService

• System State( システム状態 ) サービ ス

「Windows のシステム状態のバッ ク ア ッ プ」 （235 ページ ) を参照し て く

ださい。

• DNSServerDatabase

 「WINS、 DHCP、 DNS サーバのバ ッ ク ア ッ プ」 （238 ページ ) を参照し

て く ださい。

• SysVol

SysVol は、 ド メ イ ンのパブ リ ッ ク ・ フ ァ イルのサーバ ・ コ ピーを保存

する共有デ ィ レ ク ト リ で、 ド メ イ ン内のすべての ド メ イ ン ・ コ ン ト ロー
ラ間で複製されます。

• IIS

Microsoft Internet Information Server は、 ネ ッ ト ワーク用フ ァ イル / アプ

リ ケーシ ョ ン ・ サーバで、 複数のプロ ト コルをサポー ト し ています。 IIS
は、主に Hypertext Markup Language (HTML) ページ内の情報を Hypertext 
Transport Protocol (HTTP) を使って送信し ます。 
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図 6-10 Windows の CONFIGURATION

CONFIGURATION は、 Microsoft Windows の各バージ ョ ンによ って異な り ま

す。

CONFIGURATION
のバックアップ

システム上では 1 度に 1 つの CONFIGURATION のバッ ク ア ッ プしか実行で

き ません。 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード で ク ラ イ アン ト を展開し て、

CONFIGURATION を選択し ます。

「バ ッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ )、 および図 6-10 を参照し て く

ださい。

Windows のシステム状態のバックアップ

Windows のシステム状態は、 Windows の さ ま ざ まな面に関連するい く つか

の要素で構成されています。 これらは、 各 Windows バッ ク ア ッ プ ・ オブ

ジェ ク ト の下に構成されています。 Windows のシステム状態には、 以下の

構成要素が含まれます。

• Registry と ComPlusDatabase
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• 以下のブー ト ・ フ ァ イル :  Ntldr.exe、 Ntdetect.com、 boot.ini

• System Volume Information デ ィ レ ク ト リ 。 このデ ィ レ ク ト リ に

は、 System File Protection (SFP) サービ スがア ク セスするデー

タが保存されています。

サービ スのイ ン ス ト ール と構成が行われている場合は、 Windows Server シ

ステムのシステム状態データには以下も含まれます。

• ActiveDirectoryService 

• CertificateServer

• TerminalServiceDatabase

バッ ク ア ッ プ手順の詳細は、 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) を

参照し て く ださい。 図 6-11 に、 [ バッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー ド でシステム状

態を選択する方法を示し ます。
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図 6-11 Windows のシステム状態

Windows レジスト リのバックアップ 

データベース ・ レポジ ト リ に格納される情報には、 レジス ト リ と呼ばれる
Windows のシステム構成が含まれます。 Windows のレジス ト リ は、 システ

ム動作に重要な役割を果たすも ので、 定期的にバッ ク ア ッ プする こ と が必
要です。

レジス ト リ は、 CONFIGURATION の一部 と し てバッ ク ア ッ プする こ と も、

図 6-12 に示す と お り Registry フ ォルダを選択し て個別にバッ ク ア ッ プ

する こ と も でき ます。
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図 6-12 Windows レジスト リのバックアップ

WINS、 DHCP、 DNS サーバのバックアップ

WINS、 DHCP、
DNS サーバ

TCP/IP ネ ッ ト ワーク では、 Windows サーバ上で以下のサービ ス を構成し て

実行する こ と ができ ます。

• WINS サーバ 

Windows Internet Name Service と も呼ばれ、 NetBIOS 名を TCP/IP ネ ッ ト

ワーク上で使用される IP ア ド レ スに登録し た り 解決するデータベー

ス ・ サービ スです。 このデータベースは動的に複製されます。 

このデータベース をバッ ク ア ッ プするには、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー

ド で [WINS] を選択し ます。

• DHCP サーバ 

Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) ク ラ イ アン ト に対し て、 IP
ア ド レ スの動的割 り 当てやネ ッ ト ワーク構成を行 う サービ スです。 

このデータベース をバッ ク ア ッ プするには、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー

ド で [DHCP] を選択し ます。 

• DNS サーバ

Domain Name System サーバ上で実行され、 独自のデータベース を持つ

サービ スです。 DNS サーバは、 DNS 名要求に対する応答、 照会、 更新

を行います。

このデータベース をバッ ク ア ッ プするには、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー

ド で [DNSServerDatabase] を選択し ます。
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Windows サービスのバックアップ

Windows サービ スのバ ッ ク ア ッ プ と は、 各サービ スが使用するデータ構造

のバ ッ ク ア ッ プを指し ます。 データベースはフ ァ イルにエ ク スポー ト ( ダン

プ ) された後、 バ ッ ク ア ッ プ されます。 Windows サービ スは、 [ バ ッ ク ア ッ

プ ] ウ ィ ザード で CONFIGURATION が選択されている場合は必ずバ ッ ク

ア ッ プされます。 

注記 Data Protector が検出し て [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード に選択可能項目 と し

て表示するサービ スは、 現在稼動中のサービ スだけです。 バッ ク ア ッ プ時

に稼動し ていないサービ スがあ る と 、 対応するバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク
ト はバ ッ ク ア ッ プ されません。 詳し く は、 「失敗し たバ ッ ク ア ッ プの管理」

（335 ページ ) を参照し て く ださい。

あ るサービ ス をバ ッ ク ア ッ プするには、 CONFIGURATION バ ッ ク ア ッ プ ・

オブジェ ク ト の下にあ る、 目的のサービ スのフ ォルダを選択し ます。

図 6-13 Windows サービスのバックアップ

手順の詳細は、 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) を参照し て く だ

さい。

Data Protector では、 以下の Windows サービ スの検出と バ ッ ク ア ッ プを行え

ます。

• COM+ Event System
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加入し ている COM+ コ ンポーネン ト にイベン ト を自動配布するサービ

スです。 このデータベース をバ ッ ク ア ッ プするには、 [ バッ ク ア ッ プ ]
ウ ィ ザード で [ComPlusDatabase] を選択し ます。

• Removable Storage( 取 り 外し可能記憶デバイ ス )

取 り 外し可能な メ デ ィ ア、 ド ラ イブ、 ラ イブラ リ を管理するサービ スで
す。 このデータベース をバッ ク ア ッ プするには、 [ バッ ク ア ッ プ ] ウ ィ

ザー ド で [RemovableStorageManagementDatabase] を選択し ま

す。

重要 Removable Storage データベースはバ ッ ク ア ッ プでき ますが、 こ のサービ ス

は Data Protector メ デ ィ ア管理には使用でき ません。 Data Protector でデバイ

ス を構成する前に、 ロボテ ィ ク スの メ デ ィ ア ・ チェ ンジ ャで使用する ロ ボ
テ ィ ク ス用ネイ テ ィ ブ ・ ド ラ イバを使用不可能に設定し てお く 必要があ り
ます。 

詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン

ス ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださい。

• Active Directory サービ ス

Active Directory サービ スは、 Windows サーバのデ ィ レ ク ト リ ・ サービ ス

で、 ネ ッ ト ワーク を通じ てデータ構造を管理でき ます。 た と えば、

Active Directory サービ スでは、 ユーザー ・ アカ ウ ン ト 、 パス ワード、 電

話番号、 プロ フ ァ イル、 イ ン ス ト ールされているサービ スに関する情報
が保存されます。 このサービ スによ り 、 デ ィ レ ク ト リ のデータ を保存し

た り 、 このデータ をネ ッ ト ワーク ・ ユーザーや管理者が使用でき る よ う
にする こ と ができ ます。 

ローカル ・ システムに保存されている Active Directory のデータ構造を

バッ ク ア ッ プするには、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード で

[ActiveDirectoryService] を選択し ます。 

• Terminal Service

マルチ ・ セ ッ シ ョ ン環境を利用可能にするサービ スで、 サーバ上で実行
されている Windows の仮想デス ク ト ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンや Windows ベー

スのプロ グ ラ ムへのク ラ イ アン ト ・ システムのア ク セス を可能にし ま
す。 
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このデータベース をバッ ク ア ッ プするには、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー

ド で [TerminalServiceDatabase] を選択し ます。 

• Certificate サービ ス

公開鍵方式に基づ く 暗号化技術に採用されている認証情報の発行、 取 り
消し、 管理を行 う サービ スです。 このデータベース をバッ ク ア ッ プする

には、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード で [CertificateServer] を選択

し ます。

Active Directory を使って、 認証取 り 消し リ ス ト (CLR) など を発行する場

合は、 Active Directory サービ ス と Certificate サービ ス共にバッ ク ア ッ プ

し て く ださい。

• Remote Storage Service

Remote Storage Service (RSS) を使用する と、 頻繁にア ク セス されない

フ ァ イルを ローカルから リ モー ト 記憶装置へ自動的に移動でき ます。 リ

モー ト に移動し たフ ァ イルがオープン された場合、 そのフ ァ イルは自動
的に呼び戻されます。 RSS データベースはシステム状態データの一部で

すが、 手動でバ ッ ク ア ッ プし ます。 詳細は、 「Remote Storage Service デー

タベースのバ ッ ク ア ッ プ」 （242 ページ ) を参照し て く ださい。

• System File Protection サービ ス

System File Protection (SFP) サービ スは、 コ ンピ ュータの再起動後、 保護

されているすべてのシステム ・ フ ァ イルのバージ ョ ンのスキ ャ ン と 検証
を行 う サービ スです SFP サービ スは、 保護されている フ ァ イルが上書

き された こ と を検出し た場合、 このフ ァ イルの正しいバージ ョ ンを検索
し て、 検出し た不適切なフ ァ イル と 置き換えます。 Data Protector を使 う

と、 保護されている フ ァ イルを上書きせずにバッ ク ア ッ プし て復元でき
ます。 保護されている フ ァ イルをバッ ク ア ッ プするには、 フ ァ イルシス

テムの標準バ ッ ク ア ッ プ手順の [ 使用中のフ ァ イルを移動 ] オプシ ョ

ンを使用し ます。

• DNS、 DHCP、 WINS

「WINS、 DHCP、 DNS サーバのバッ ク ア ッ プ」 （238 ページ ) を参照し て

く だ さい。

DFS のバックアップ

Data Protector では、 Windows の DFS ( 分散フ ァ イルシステム ) を以下のい

ずれかの項目の一部 と し てバッ ク ア ッ プし ます。
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• Windows のレジス ト リ  - DFS がス タ ン ド ア ロ ン ・ モード で構成されてい

る場合。

• Windows Active Directory - DFS が ド メ イ ン ・ モード で構成されている場

合。

Remote Storage Service データベースのバックアップ

Data Protector では、 フ ァ イルシステムの標準バッ ク ア ッ プ手順を使って

Remote Storage Server (RSS) データベース をバッ ク ア ッ プでき ます。 RSS
データベースはオフ ラ イ ンでバ ッ ク ア ッ プする こ と が必要です。 Remote 
Storage Service の終了 と再起動は、 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を使って実行

する こ と も、 バッ ク ア ッ プの前後に手動で行 う こ と もでき ます。 以下のコ

マン ド を使用し ます。

net stop/start "Remote Storage Engine"

net stop/start "Remote Storage File"

RSS データベースは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

<%SystemRoot%>\System32\RemoteStorage

<%SystemRoot%>\System32\NtmsData

Windows ユーザー ・ プロファイル、 イベン ト ・ ログ、 ユーザー ・ ディス

ク ・ クォータのバックアップ

ユーザー ・
プロファイル

ユーザー ・ プロ フ ァ イルには、 ユーザー構成に関する情報が格納されてい
ます。 この情報には、 プロ フ ァ イル ・ コ ンポーネン ト ( デス ク ト ッ プ設定、

画面の表示色、 ネ ッ ト ワーク接続など ) が含まれます。 ユーザーがロ グオン

する と 、 ユーザー ・ プロ フ ァ イルが読み込まれ、 ユーザー ・ プロ フ ァ イル
に応じ て Windows 環境が設定されます。

ユーザー ・ プロ フ ァ イル ・ データは、 \Documents and Settings デ ィ

レ ク ト リ に存在し ます。

上記のデ ィ レ ク ト リ には、 システム上で構成されているすべてのユー
ザー ・ プロ フ ァ イルが格納されてお り 、 Data Protector によ ってバ ッ ク ア ッ

プされます。 システムが複数ユーザー向けに構成されている場合、 定義さ

れている各ユーザーご と に個別のユーザー ・ プロ フ ァ イルが設定されます。 
た と えば、 All Users には、 定義されているすべてのユーザーに共通のプ
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ロ フ ァ イル ・ コ ンポーネン ト が格納され、 Default User には、 新規作成

されたユーザーに割 り 当て られたプロ フ ァ イル ・ コ ンポーネン ト が格納さ
れます。

Data Protector は、 以下のレジス ト リ ・ キーからプロ フ ァ イルの位置を読み

取 り ます。

HKEY_USERS\.DEFAULT\Software\Microsoft\Windows\\

CurrentVersion\Explorer\Shell Folders

上記のデ ィ レ ク ト リ には、 共通プロ フ ァ イル ・ コ ンポーネン ト に関する情
報が格納されています。

HKEY_USERS\.DEFAULT\Software\Microsoft\Windows\\

CurrentVersion\Explorer\User Shell Folders

注記 CONFIGURATION と Windows システムのパーテ ィ シ ョ ン全体を 1 つのフ ァ

イルシステム と し てバッ ク ア ッ プし た場合 Profiles は、 2 回バ ッ ク ア ッ

プされます ( つま り 、 1 回はフ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プ と し て、 も う

1 回は CONFIGURATION の一部 と し てバ ッ ク ア ッ プ されます )。 この状況を

避けるには、 プロ フ ァ イル ・ データ を フ ァ イルシステム ・ バッ ク ア ッ プか
ら除外し ます ( データがあ るデ ィ レ ク ト リ については上記を参照し て く だ

さい )。

「システム ・ デ ィ ス ク のバッ ク ア ッ プ時の警告」 （335 ページ ) も参照し て く

ださい。 

イベン ト ・ ログ イベン ト ・ ロ グ と は、 イベン ト ( サービ スの起動 / 停止、 ユーザーのロ グ

オン / ロ グオフ ) に関する情報を Windows が保存する フ ァ イルです。

ユーザー ・
ディスク ・ クォータ

ユーザー ・ デ ィ ス ク ・ ク ォータによ り 、 拡張 ト ラ ッ キング機構が使用可能
と な り 、 Windows 上のデ ィ ス ク ・ スペース使用量を制御でき ます。 

Data Protector は、 システム全体 と構成されているすべてのユーザーに対す

るユーザー ・ デ ィ ス ク ・ ク ォータ を一度にバ ッ ク ア ッ プし ます。

[ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード で CONFIGURATION が選択されていれば、 イ

ベン ト ・ ロ グ、 ユーザー ・ プロ フ ァ イル、 ユーザー ・ デ ィ ス ク ・ ク ォータ
は常にバッ ク ア ッ プされます。 
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手順の詳細は、 図 6-10 「Windows の CONFIGURATION」、 および 「バ ッ ク

ア ッ プ仕様の作成例」 （213 ページ ) を参照し て く だ さい。

ディスク ・ ディスカバリによる Windows クライアン トのバッ

クアップ

ク ラ イ アン ト をデータ ・ ソース と し て指定する こ と によ り 、 デ ィ ス ク ・
デ ィ ス カバ リ を使用でき ます。 後で別のデ ィ ス ク を追加し た場合で も、 追

加し たデ ィ ス クはバ ッ ク ア ッ プの対象 と な り ます。 

ディスクはどのよう
にして検出されるか

デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ を使って ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを指定し た
場合、 Data Protector は、 まずク ラ イ アン ト にア ク セス し て、 そのク ラ イ ア

ン ト の物理デ ィ ス ク に属し ているすべての論理デ ィ ス ク ・ ド ラ イブを検出
し ます ( ただし、 CD と 取 り 外し可能な ド ラ イブを除 く )。 次に、 Data 
Protector は CONFIGURATION フ ォルダ と検出し た論理 ド ラ イブを通常の

フ ァ イルシステム と し てバ ッ ク ア ッ プし ます。 これらのフ ァ イルシステム ・

オブジェ ク ト の説明用テキス ト は、 ド ラ イブを示す文字を角括弧で囲んで
[ ク ラ イ アン ト ・ バッ ク ア ッ プ ] の説明に追加する こ と で生成されます。

どのような場合に
ディスク ・ ディスカ
バリを使用するか

この種類のバ ッ ク ア ッ プは、 以下の状況で使用する こ と をお勧めし ます。

• 比較的容量の小さいデ ィ ス ク を持つバ ッ ク ア ッ プ ・ システムをバ ッ ク

ア ッ プする場合

• 障害復旧に備えてシステム全体をバッ ク ア ッ プする場合

• システムに接続されているデ ィ ス ク の数がさ まざ まな場合

デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ を使って ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを行 う 場合、
特定のデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーだけを選択する こ と はでき ません。 これは、
単一の論理 ド ラ イブのバ ッ ク ア ッ プを示すこ と にな る ためです。 ただし、

バッ ク ア ッ プから任意のデ ィ レ ク ト リ を除外する こ と はでき ます。

バックアップの実行
方法

Windows ク ラ イ アン ト のバッ ク ア ッ プを実行するには、 「バ ッ ク ア ッ プ仕様

の作成例」 （213 ページ ) の説明に従ってバッ ク ア ッ プ仕様を作成する必要

があ り ます。

[ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード の [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページで、 ク ラ イ

アン ト 名の横にあ るチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し て、 デ ィ ス ク ・ デ ィ ス
カバ リ 機能を有効にし ます。 以降はウ ィ ザー ド の指示に従って操作を行い

ます。
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注記 ク ラ イ アン ト のすべての ド ラ イブを選択する と い う 操作 と、 ク ラ イ アン
ト ・ システム名の横のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ クする と い う 操作は全 く
別の ものです。 後者はデ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ によ るバッ ク ア ッ プを行 う
ための手順です。

構成済みのバ ッ ク ア ッ プの種類を調べるには、 [ バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ

ク ト のサマ リ ー ] プロパテ ィ ・ ページを表示し ます。 デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カ

バ リ によ るバ ッ ク ア ッ プが構成されている場合は、 [ オブジ ェ ク ト の種類

] ラベルに [ ク ラ イ アン ト ・ システム ] と 表示され、 デ ィ ス クのみが選択

されている場合は、 [ フ ァ イルシステム ] と 表示されます。

図 6-14 クライアン トの選択 

バッ ク ア ッ プ仕様の使用および設定方法については、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプ
シ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く だ さい。
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Windows 共有ディスクのバックアップ

Data Protector では、 Windows 共有デ ィ ス ク上のデータ をバッ ク ア ッ プでき

ます。 この場合、 通常の Disk Agent ク ラ イ アン ト を使用する こ と が必要で

す。 この ク ラ イ アン ト を使 う と、 共有デ ィ ス ク を通じ て他の リ モー ト ・ シ
ステムをバ ッ ク ア ッ プでき ます。 次に、 バッ ク ア ッ プ仕様を構成でき ます。

注記 共有デ ィ ス ク を使ったバ ッ ク ア ッ プは、 この方法以外にバ ッ ク ア ッ プでき
ないシステムをバ ッ ク ア ッ プする ための対応策です。 し たがって、 こ の

バッ ク ア ッ プ方法を メ イ ンのバ ッ ク ア ッ プ方法と し て使用し ない こ と をお
勧めし ます。

どのような場合に
共有ディスクのバック
アップを使用するか

共有デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プは、 以下のいずれかの状況で使用し ます。

• リ モー ト ・ システムが Data Protector セルの一部でな く 、 かつシステムに

Data Protector Disk Agent がイ ン ス ト ールされていない場合 

• Data Protector が直接サポー ト し ていないプラ ッ ト フ ォーム (Windows 3.11
など ) をバ ッ ク ア ッ プする場合

ヒン ト ネ ッ ト ワーク負荷を軽減する ため、 Disk Agent ク ラ イ アン ト と Media Agent
ク ラ イ アン ト は同一ク ラ イ アン ト にし ます。 そ う でない場合は、 データは

ネ ッ ト ワーク上で 2 度転送されます。

1 台の Windows ク ラ イ アン ト を使って、 共有デ ィ ス ク または他の リ モー

ト ・ システムに関するバ ッ ク ア ッ プや復元を管理でき ます。 一度に多数の

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを開始する と 、 バ ッ ク ア ッ プ性能が低下する可
能性があ り ます。 これは、 バッ ク ア ッ プ対象 と な る各デ ィ ス ク につき 1 つ

の Disk Agent が起動されるためです。 このよ う な場合は、 Disk Agent ク ラ イ

アン ト を追加構成し て、 バ ッ ク ア ッ プ速度を上げる必要があ り ます。

制限事項 VSS 機能を使用し てネ ッ ト ワーク共有ボ リ ューム上にデータ を格納し てい

る ラ イ ターのバッ ク ア ッ プはサポー ト されていません。 

必要条件 • Windows の GUI を使用し ます。UNIX システムのGUI では Windows システ

ムのブラ ウ ズはサポー ト されていないからです。
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• 共有 ド ラ イブは、[ バッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー ド を使って割 り 当て る こ と が

必要です。

重要 Disk Agent ク ラ イ アン ト には、 共有デ ィ ス ク にア ク セス可能なユーザー ・

アカ ウ ン ト を使って Inet サービ ス を構成し てお く こ と が必要です。 この

アカ ウ ン ト はシステム ・ アカ ウ ン ト ではな く 、 ユーザー ・ アカ ウ ン ト でな
ければな り ません。 適切な ロ グオン ・ アカ ウ ン ト の使用方法については、

「Data Protector Inet サービ スに対するユーザー ・ アカ ウ ン ト の設定」 （248
ページ ) を参照し て く だ さい。

Inet サービ スにユーザー ・ アカ ウ ン ト を設定し た後は、 ローカル ・ シス

テム上にあ るデ ィ ス ク と同様に共有デ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プする こ と がで
き ます。 

Windows 共有ディ

スクのバックアップ
方法

1. [Data Protector Manager]で[バッ ク ア ッ プ] コ ンテキス ト を選択

し ます。

2. [バ ッ ク ア ッ プ ] を展開し た後、[バ ッ ク ア ッ プ仕様 ] をダブルク リ ッ ク

し ます。

3. [ フ ァ イルシステム ] を右ク リ ッ ク し、[バ ッ ク ア ッ プの追加 ] を ク リ ッ

ク し ます。 

4. [ バッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 利用可能なテン

プレー ト のいずれかを選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザード を起動

し ます。

5. ウ ィ ザード の 初のページの ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト で [ ネ ッ ト ワーク

共有のバッ ク ア ッ プ ] を選択し ます。

6. [ネ ッ ト ワーク共有の割当て ]を ク リ ッ ク し ます。 [ネ ッ ト ワーク共有の

ブラ ウズ ] ダイ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

7. [ ク ラ イ アン ト ・ システム ] ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト で、 リ モー ト ・ シ

ステムのバ ッ ク ア ッ プに使用する Disk Agent がイ ン ス ト ールされている

ク ラ イ アン ト を選択し ます。

8. 共有デ ィ ス ク を選択し ます。 選択し た共有デ ィ ス ク が [ 共有名 ] テキ ス

ト ・ ボ ッ ク スに表示されます。
第 6 章 247



バックアップ

Windows システムのバックアップ
9. 必要な情報を入力し ます。 詳細はオン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く だ さ

い。

注記 ネ ッ ト ワーク上でデ ィ レ ク ト リ が共有されている場合、 デフ ォル ト で共有
情報がバッ ク ア ッ プされます。 復元時に、 デフ ォル ト で共有情報が復元さ

れ、 復元後にネ ッ ト ワーク上でデ ィ レ ク ト リ が共有されます。 この動作を

変更するには、 ［フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ン］ ウ ィ ン ド ウで、 [ デ ィ レ

ク ト リ 共有情報のバ ッ ク ア ッ プ ] オプシ ョ ンをオフにし ます。

Data Protector Inet サービスに対するユーザー ・ アカウン トの設定

Data Protector Inet サービ スが リ モー ト ・ コ ン ピ ュータに属するデ ィ

ス ク にア ク セスする際に使用するユーザー ・ アカ ウ ン ト を変更する方法を
以下に示し ます。 このアカ ウ ン ト には、 ローカル ・ ク ラ イ アン ト と リ モー

ト 共有デ ィ ス ク の両方にア ク セスするための権限が設定されていなければ
な り ません。 また、 このアカ ウ ン ト はシステム ・ アカ ウ ン ト ではな く ユー

ザー ・ アカ ウ ン ト であ る こ と が必要です。

以下の手順に従って、 Windows Disk Agent ク ラ イ アン ト 上でユーザー ・ ア

カ ウ ン ト を変更し ます。

1. [ コ ン ト ロール パネル ] ウ ィ ン ド ウで [ 管理ツール ] を ク リ ッ ク し、[

サービ ス ] をダブルク リ ッ ク し ます。

2. サービ ス ・ リ ス ト を下へス ク ロールし て [Data Protector Inet] を

選択し ます。

3. [全般]プロパテ ィ ・ページで[停止]を ク リ ッ ク し ます。 [ ロ グオン ] タ

ブを選択し ます。
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図 6-15 Windows の Inet 用 [ 全般 ] プロパティ ・ ページ

4. [ ロ グオン ] で、 [ アカ ウ ン ト ] ボタ ンを選択し ます。

5. バッ ク ア ッ プ対象の共有デ ィ ス ク にア ク セスするための正しい権限を持

つアカ ウ ン ト を入力するか、 リ ス ト をブラ ウズ し て選択し ます。

6. パス ワード を入力し、 確認のため も う 一度パス ワー ド を入力し ます。
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図 6-16 Windows の Inet 用ログオン ・ オプシ ョ ン

7. [ 適用 ] を ク リ ッ ク し て変更内容を適用し た後、 [ 全般 ] プロパテ ィ ・

ページの [ 開始 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てサービ ス を再開し ます。

Windows ディスクをディスク ・ イ メージ ・ オブジェク ト と し

てバックアップする

ディ スク・ イメージ・
バッ クアップ とは

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プ と は、 デ ィ ス ク、 デ ィ ス ク ・ パーテ ィ
シ ョ ン、 または論理ボ リ ュームを、 データ ・ ソースに保存されている フ ァ
イルやデ ィ レ ク ト リ 構造を ト ラ ッ キングせずに高速バッ ク ア ッ プし た も の
を指し ます。

どのような場合に
ディ スク・ イメージ・
バッ クアップを使用
するか

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プは、 以下の状況で使用し ます。

• 容量の小さいフ ァ イルが多数あ り 、 高速バッ ク ア ッ プが必要な場合。

• 障害復旧用またはソ フ ト ウ ェ アの メ ジ ャー ・ ア ッ プデー ト を行 う 前など

にデ ィ ス ク のフル ・ バッ ク ア ッ プが必要な場合。
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• 2 つのデ ィ ス ク間を直接接続でき ない場合に、 一方のデ ィ ス クへフ ァ イ

ルシステムを複製する場合。 この場合、 2 つのデ ィ ス クは同一でなけれ

ばな り ません。

ディ スク・ イメージ・
セクションの指定方法

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ セ ク シ ョ ンの指定方法は 2 通 り あ り ます。 ゼロ ・ ダ

ウ ン タ イ ム ・ バッ ク ア ッ プ ( スナッ プシ ョ ッ ト またはスプ リ ッ ト ・ ミ ラー )
の場合は、 2 番目の方法を使用する必要があ り ます。

• \\.\<drive_letter> ( 例 : \\.\E: )

• \\.\PHYSICALDRIVE#

上記で、 # はバ ッ ク ア ッ プするデ ィ ス クの現在の番号を示し ます。

例 :  \\.\PHYSICALDRIVE3

ディスク番号 ( 物理

ドライブ番号 )の場所

Windows システムでデ ィ ス ク の現在の番号 ( およびド ラ イブ文字 ) を確認

するには、 ［コ ン ト ロールパネル］、 ［管理ツール］、 ［コ ンピ ュータの管理］、
［記憶域］、 ［デ ィ ス ク の管理］ を順にク リ ッ ク し ます。
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図 6-17 Windows システム上のディスク番号 ( 物理ドライブ番号 )

注記 システムが再起動される と、 デ ィ ス ク番号が変わる可能性があ り ます。

制限事項 ターゲ ッ ト ・ システム上のフ ァ イルがオープン されている と 、 Data 
Protector はそのフ ァ イルを ロ ッ ク できないので、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージを

バッ ク ア ッ プでき ません。

ディ スク・ イメージ・
バッ クアップの実行
方法

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プを実行するには、 [ バッ ク ア ッ プ ・ オ

ブジ ェ ク ト のサマ リ ー ] ページの [ 手動で追加 ] 機能を使用し ます。 詳し

い手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ、
デ ィ ス ク ・ イ メ ージ」 を参照し て く だ さい。
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図 6-18 [ 手動で追加 ...] 機能
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Novell NetWare システムのバックアップ

本項では、 Novell NetWare フ ァ イルシステム と NDS/eDirectory のバッ ク

ア ッ プ方法を説明し ます。

Novell NetWare ファイルシステム ( ボリューム ) のバック

アップ

必要条件 Novell NetWare システムのデータ をバ ッ ク ア ッ プするには、 Novell NetWare
システムに Novell NetWare Disk Agent を イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ール

手順については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよび

ラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

Novell NetWare システムに接続されたバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を Data 
Protector で使用するには、 Novell NetWare システムに General Media Agent
を イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ール手順については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て

く だ さい。

Novell NetWare
システムのバック
アップ方法

Novell NetWare フ ァ イルシステムをバ ッ ク ア ッ プするには、 以下の手順を

行います。

1. [HP OpenView Storage Data Protector Manager] で [ バ ッ ク

ア ッ プ ] コ ンテキス ト を選択し ます。

2. [バ ッ ク ア ッ プ ] を展開し た後、[バッ ク ア ッ プ仕様 ] を右ク リ ッ ク し、[

バッ ク ア ッ プの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 

3. [ バッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 利用可能なテン

プレー ト のいずれかを選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザード を起動

し ます。

4. ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト で [ フ ァ イルシステムのバ ッ ク ア ッ プ ] を選択

し ます。

5. データ をバ ッ ク ア ッ プする ク ラ イ アン ト を展開し ます。

6. バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を選択し ます。 ウ ィ ザード の指示に従っ

て、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を選択し ます。 
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7.  ウ ィ ザード の次のぺージで、[ フ ァ イルシステム・オプシ ョ ン ] の [拡張]

ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 [ フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ン ] ダ イ ア ロ

グ ・ ボ ッ ク ス を表示し ます。 [NetWare オプシ ョ ン ] タブを ク リ ッ ク し

て、 バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 各オプシ ョ ンの詳細は、

「オブジ ェ ク ト ・ オプシ ョ ン」 （306 ページ ) を参照し て く ださい。

8. ウ ィ ザード の指示に従って操作を行い、 バッ ク ア ッ プの保存や開始を行

います。

バックアップの対象 デ ィ レ ク ト リ 構造 と フ ァ イル、 および以下のフ ァ イルシステム情報がバ ッ
ク ア ッ プされます。

• DOS、 Mac、 NFS、 Long の 4 つのネーム ・ スペース情報  

• ト ラ ステ ィ 情報

• 継承された権限マス ク

• フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ の属性

• 時間属性 ( 作成日時、 変更日時、 終ア ク セス日時、 終変更日時、

終アーカ イブ日時 )

• オーナー

• 所有側のネーム ・ スペース

• 検索モード

• ボ リ ューム またはデ ィ レ ク ト リ 空間の制限。 ボ リ ュームの制限をバッ ク

ア ッ プするには、 ボ リ ューム ・ オブジ ェ ク ト 全体のバッ ク ア ッ プを選択
し ます。

サーバ固有の情報は、 CONFIGURATION マウ ン ト ・ ポ イ ン ト の一部 と し て

個別にバッ ク ア ッ プされます。

フ ァ イルのバ ッ ク ア ッ プが完了する たびに、 フ ァ イルのアーカ イブ ・ フ ラ
グが ク リ ア され、 アーカ イブ時間が設定されます。

バックアップの対象
とならないもの

Data Protector では、 [ 読み取 り 禁止 ] オプシ ョ ンが設定されている フ ァ イ

ルで、 共有ア ク セス用にオープン されている ものはバッ ク ア ッ プでき ませ
ん。 アプ リ ケーシ ョ ンが特定のフ ァ イルを特定の回数だけ使用し た後でそ

のフ ァ イルを解放する よ う に動作し ている場合は、 [ 再試行回数 ] オプ

シ ョ ンを設定する と、フ ァ イルがバッ ク ア ッ プされる確率が高 く な り ます。  

• キ ュー ・ デ ィ レ ク ト リ 内のシステム ・ フ ァ イルはバ ッ ク ア ッ プされませ
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ん。

• NDS/eDirectory に所属し ている フ ァ イルは、 すべてス キ ッ プ されます。 
NDS/eDirectory は、 フ ァ イルシステム と は別にバ ッ ク ア ッ プでき ます。

• 拡張属性 (NetWare 追加属性 と し て イ ン ス ト ール可能な属性 ) は、 バッ ク

ア ッ プされません。

制限事項 NetWare では以下のオプシ ョ ンは使用でき ません。

• ［バ ッ ク ア ッ プ時にフ ァ イルを ロ ッ ク］、 ［圧縮 ]、 ［ア ク セス時刻属性を

保存し ない］ の各バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン

• omit_deleted_files 復元オプシ ョ ン

Novell Storage Management Services (SMS) の制限によ り 、 NetWare 5.1 でバ ッ

ク ア ッ プ可能なフ ァ イルの 大サイ ズは 4GB です。 他の Novell NetWare シ

ステムのフ ァ イル ・ サイ ズに制限はあ り ません。

Novell NetWare システム上でユーザーによ るバ ッ ク ア ッ プの実行を許可す

る場合は、 ユーザーに [ ルー ト ・ ユーザー と し てバ ッ ク ア ッ プ ] ユーザー

権限が必要です。 ユーザー権限の変更方法の詳細は、 第 4 章 「ユーザー と

ユーザー ・ グループの 構成」 (135 ページ ) を参照し て く だ さい。

Data Protector は、 増分バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン時には移動されたファイ

ルをバ ッ ク ア ッ プでき ません。

Data Protector Disk Agent は、 どのフ ァ イルが変更されたかを判別するため、

各フ ァ イルの前回変更日時を調べます。 この方法では、 移動されたフ ァ イ

ルは検出されません。 フ ァ イルを移動し て も、 フ ァ イルの変更日時は変わ
ら ないからです。

増分バ ッ ク ア ッ プの詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ

ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださい。

特定のファイルまた
はディレクトリの選択

各フ ァ イルシステムでは、 特定のデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーだけをバ ッ ク ア ッ
プする こ と ができ ます。 各デ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーに対し て以下を実行でき

ます。

• サブツ リ ーまたはフ ァ イルを除外する

• 特定のワ イル ド カー ド指定に一致する フ ァ イルだけをバッ ク ア ッ プする

• 特定のワ イル ド カー ド指定に一致する フ ァ イルだけを除外する
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CONFIGURATION のバックアップ

Data Protector では、 CONFIGURATION と呼ばれる特殊なデータ構造をバ ッ

ク ア ッ プでき ます。 CONFIGURATION は、 図 6-19 に示す と お り 、 以下の

コ ンポーネン ト で構成されています (NetWare 5.x および 6.x の場合 )。

CONFIGURATION
のコンポーネン ト

• サーバ固有の情報

• ス キーマ

• Root

CONFIGURATION オブジェ ク ト 全体またはその一部をバッ ク ア ッ プするに

は、 「Novell NetWare システムのバ ッ ク ア ッ プ方法」 （254 ページ ) の手順に

従って操作を行い、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード の [ ソース ] ページで適切

な項目を選択し ます。

図 6-19 NetWare 5.x Configuration のバックアップ
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ディスク ・ ディスカバリによるクライアン トのバックアップ

NetWare 上のデ ィ ス ク ( ボ リ ューム ) の検出は、 UNIX または Windows シス

テムの場合 と 同様に行えます。

ディスクはどのよう
にして検出されるか

デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ を使って ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを指定し た
場合、 Data Protector は、 まずク ラ イ アン ト にア ク セス し て、 そのク ラ イ ア

ン ト に属し ているすべてのボ リ ュームを検出し ます。 次に、 Data Protector
は CONFIGURATION 項目 と検出し たボ リ ュームを通常のフ ァ イルシステム

と し てバッ ク ア ッ プし ます。 各フ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト の説明用

テキス ト は、 ド ラ イブを示す文字を角括弧で囲んで [ ク ラ イ アン ト ・ バッ

ク ア ッ プ ] の説明に追加する こ と によ り 生成されます。

デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ を使って ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを行 う 場合、
特定のデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーだけを選択する こ と はでき ません。 これは、
単一ボ リ ュームのバ ッ ク ア ッ プを示すこ と にな るためです。 ただし、 バ ッ

ク ア ッ プから任意のデ ィ レ ク ト リ を除外する こ と はでき ます。

NetWare クライア

ン ト ・ バッ クアップ
の実行方法

1. [Data Protector Manager]で[バッ ク ア ッ プ] コ ンテキス ト を選択

し ます。

2. [バ ッ ク ア ッ プ ] を展開し た後、[バ ッ ク ア ッ プ仕様 ] をダブルク リ ッ ク

し ます。

3. 結果エ リ アで[フ ァ イルシステム]を右ク リ ッ ク し て[バ ッ ク ア ッ プの追

加 ] を ク リ ッ ク し ます。 

4. [ バッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 使用可能なテン

プレー ト をいずれか 1 つ選択し ます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し て、 [ バッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー ド を起動し ます。 

6. ク ラ イ アン ト の横のチェ ッ ク ボ ッ ク ス を ク リ ッ ク し ます。 これによ り 、

図 6-14 に示す と お り 、 バッ ク ア ッ プ対象 と し て ク ラ イ アン ト ・ システ

ム全体が選択されます。

バッ ク ア ッ プ仕様の使用および設定方法については、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプ
シ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く だ さい。
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NDS/eDirectory のバックアップ 

Data Protector は、 Novell NetWare Storage Management Services (SMS) を使っ

て NDS/eDirectory をバッ ク ア ッ プし ます。 Data Protector は、 すべての拡張

子を NDS/eDirectory スキーマにバッ ク ア ッ プ / 復元し ます。

注記 NDS/eDirectory データベースの増分バッ ク ア ッ プを行 う こ と はでき ません。 
NDS/eDirectory データベースについては常にフル ・ バッ ク ア ッ プが実行さ

れます。

NDS/eDirectory を正し く バッ ク ア ッ プするには、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 の手順に従ってお り 、

以下を行っている こ と を確認し て く だ さい。

• TSANDS.NLM を ロー ド し ている こ と

• HPLOGIN.NLM を ロー ド し てお り 、 Data Protector にア ク セス情報が提供

されている こ と

NDS/eDirectory の

バックアップ

NDS/eDirectory のバッ ク ア ッ プは、 UNIX または Windows フ ァ イルシステ

ムの場合 と同様の手順で行いますが、 マウ ン ト ・ ポ イ ン ト を
CONFIGURATION にする点が異な り ます。

NDS/eDirectory オブジェク ト をバックアップ仕様に追加する

Data Protector は、 NDS/eDirectory の一部だけをバ ッ ク ア ッ プする高度な機

能を備えています。 ただし、 NDS の一部をバ ッ ク ア ッ プから除外する理由

を理解し ていない場合は、 NDS 全体をバ ッ ク ア ッ プする こ と をお勧めし ま

す。

NDS/eDirectory ツ リ ーの各オブジェ ク ト にはそれぞれ完全修飾名があ り ま

す。 た と えば、 コ ンテナ ・ オブジェ ク ト の O=HSL 内にあ る リ ーフ ・ オブ

ジェ ク ト CN=Admin は、 以下に示すと お り SMS(TSANDS.NLM) が認識でき

る完全修飾名を持っています。

.CN=Admin.O=HSL.[Root]

Data Protector は、 この完全修飾名を使って以下の とお り NDS/eDirectory の

ツ リ ー構造を構築し ます。

• 完全修飾名を逆順にし ます。
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• ド ッ ト 記号 (.) の区切 り 文字を ス ラ ッ シ ュ記号 (/) の区切 り 文字に置き換

えます。

た と えば、 以下の完全修飾名

.CN=Admin.O=HSL.[Root] 

に対応する置換名を Data Protector が使用し、 以下の と お り ス ラ ッ シ ュ を使

用する こ と によ り 、 Windows で使用でき ます。

/[Root]/O=HSL/CN=Admin

この命名規則を除いて、 Data Protector バッ ク ア ッ プ仕様構文は、 Novell 
NetWare または UNIX フ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト の場合 と同じです。

注記 NDS/eDirectory オブジ ェ ク ト ( コ ンテナ ・ オブジ ェ ク ト と リ ーフ ・ オブ

ジェ ク ト ) はデ ィ レ ク ト リ と し て表示され、 バッ ク ア ッ プされます。 これら

のオブジェ ク ト を、 [ ス キ ッ プ ] オプシ ョ ンを使って除外し た り 、 [ オン

リ ー ] オプシ ョ ンを使ってバ ッ ク ア ッ プでき ます。 Data Protector は、

[Root] オブジェ ク ト を非格納オブジ ェ ク ト と し て表示する ため、 [Root] オ

ブジ ェ ク ト は除外でき ません。

マウン ト ・ ポイン ト構成ファイル TSANDS.CFG

NDS/eDirectory データ を 大限に保護するには、 デ ィ レ ク ト リ 全体のバッ

ク ア ッ プを実行し て、 [Root] オブジ ェ ク ト から分岐する ツ リ ー内の

NDS/eDirectory ス キーマ と すべてのコ ンテナをバ ッ ク ア ッ プする こ と が必

要です。 と はいえ、 [Root] オブジェ ク ト 以外のコ ンテナから NDS/eDirectory
のバ ッ ク ア ッ プを開始し たい場合があ り 、 しかも ユーザーはバッ ク ア ッ プ
を開始する コ ンテナのコ ンテキス ト があ る と こ ろ までブラ ウズする ための
十分な権限を持っていない場合があ り ます。 

NDS/eDirectory ツ リ ーの一部だけを容易にバッ ク ア ッ プするため、 Novell
社はテキス ト 形式のフ ァ イル SYS:SYSTEM\TSA\TSANDS.CFG を提供し

て、 バッ ク ア ッ プを開始する コ ンテナの名前を指定でき る よ う にし ま し た。 
このフ ァ イルは、 TSANDS.NLM を ロード し たサーバ上にあ り ます。

NDS/eDirectory バッ ク ア ッ プを HSL コ ンテナから開始するには、 以下の行

を含むフ ァ イル TSANDS.CFG を作成し ます。

.O=HSL.[Root] 
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これによ り 、 バッ ク ア ッ プ構成に対し て別のマウ ン ト ・ ポ イ ン ト が使用可
能にな り ます。
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OpenVMS システムのバックアップ

本項では、 OpenVMS フ ァ イルシステムのバ ッ ク ア ッ プ方法を説明し ます。

OpenVMS ファイルシステムのバックアップ

必要条件 OpenVMS システム上のデータ をバッ ク ア ッ プするには、 OpenVMS システ

ムに OpenVMS Disk Agent を イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ール手順につい

ては、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 

OpenVMS システムに接続されたバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を Data Protector
で使用するには、 OpenVMS システムに General Media Agent を イ ン ス ト ー

ルし ます。 イ ン ス ト ール手順については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

OpenVMSシステムの

バックアップ方法

OpenVMS フ ァ イルシステムをバッ ク ア ッ プするには、 以下の手順を行いま

す。

1. [HP OpenView Storage Data Protector Manager] で [ バ ッ ク

ア ッ プ ] コ ンテキス ト を選択し ます。

2. [バ ッ ク ア ッ プ ] を展開し た後、[バッ ク ア ッ プ仕様 ] を右ク リ ッ ク し、[

バッ ク ア ッ プの追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 

3. [ バッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 利用可能なテン

プレー ト のいずれかを選択し、 [OK] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザード を起動

し ます。

4. ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト で [ フ ァ イルシステムのバ ッ ク ア ッ プ ] を選択

し ます。

5. データ をバ ッ ク ア ッ プする ク ラ イ アン ト を展開し ます。

6. バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を選択し ます。 ウ ィ ザード の指示に従っ

て、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を選択し ます。 

7. バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを選択し ます。 詳細は、 「バ ッ ク ア ッ プ ・ オ

プシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださい。
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8. ウ ィ ザード の指示に従って操作を行い、 バッ ク ア ッ プの保存や開始を行

います。

バックアップの対象 デ ィ レ ク ト リ 構造 と フ ァ イル、 および以下のフ ァ イルシステム情報がバ ッ
ク ア ッ プされます。

• フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ の属性

• ACL( ア ク セス制御 リ ス ト )

フ ァ イルは、 マウ ン ト された FILES-11 ODS-2 または ODS-5 ボ リ ュームか

らのみバッ ク ア ッ プでき ます。

制限事項 • GUI に入力し て CLI に渡すフ ァ イル仕様は、UNIX 形式の構文でなければ

な り ません

/disk/directory1/directory2/filename.ext.n

— 文字列の先頭にス ラ ッ シ ュ (/) を付け、 その後にデ ィ ス ク、 デ ィ レ ク

ト リ 、 フ ァ イル名を ス ラ ッ シ ュで区切って続けます。 

— デ ィ ス ク名の後にコ ロ ン (:) を付けてはいけません。 

— バージ ョ ン番号の前には、セ ミ コ ロ ン (;) の代わ り にピ リ オ ド (.) を使

用し ます。 

— OpenVMS フ ァ イル用のフ ァ イル仕様では、 大文字 と小文字が区別さ

れます。

例 : 

OpenVMS のフ ァ イル仕様が以下の場合

$1$DGA100:[USERS.DOE]LOGIN.COM;1

以下の形式で指定する必要があ り ます。

/$1$DGA100/Users/Doe/Login.Com.1

• 暗黙のバージ ョ ン番号はあ り ません。 バージ ョ ン番号は、 常に明示的に

指定する必要があ り ます。 バッ ク ア ッ プ対象 と し て選択されたフ ァ イ

ル ・ バージ ョ ンのみがバ ッ ク ア ッ プされます。 フ ァ イルのすべてのバー

ジ ョ ンをバ ッ ク ア ッ プし たい場合は、 GUI ウ ィ ン ド ウでそれら をすべて

選択するか、 CLI で Only (-only) オプシ ョ ンを使用し てバージ ョ ン

番号にワ イル ド ・ カード を使用し て以下に示すとお り フ ァ イル仕様を指
定し ます。
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/DKA1/dir1/filename.txt.*

• バッ ク ア ッ プの際に ［ア ク セス時刻属性を保存し ない］ (-touch) オプ

シ ョ ンが有効になっている場合、 ODS-5 デ ィ ス ク上では 終ア ク セス日

時が現在の日時で更新されます。 ODS-2 デ ィ ス ク上ではこ のオプシ ョ ン

は機能せず、 すべての日時は変更されません。

• OpenVMS 上では、 raw デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プはでき ません。 
「BACKUP/PHYSICAL」 に相当する ものはあ り ません。

• OpenVMS 上では、[POSIX ハード リ ン ク を フ ァ イル と し てバッ ク ア ッ プ

] (-hlink)、 [ ソ フ ト ウ ェ ア圧縮 ] (-compress)、 [ 暗号化 ] 

(-encode) オプシ ョ ンは使用でき ません。

複数のデ ィ レ ク ト リ ・ エン ト リ を持つフ ァ イルは、 一次パス名を使用し
て一度だけバ ッ ク ア ッ プ されます。 二次パス ・ エン ト リ は、 ソ フ ト ・ リ

ン ク と し て保存されます。 復元の際、 これらのパス ・ エン ト リ も復元さ

れます。 

「BACKUP/IMAGE」 に相当する ものはサポー ト されていません。 
OpenVMS システム ・ デ ィ ス ク の復元コ ピーをブー ト 可能にするには、

OpenVMS WRITEBOOT ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 復元デ ィ ス ク に

ブー ト ・ ブロ ッ ク を書き込む必要があ り ます。

• バッ ク ア ッ プ中のフ ァ イルは、 ［バ ッ ク ア ッ プ時にフ ァ イルを ロ ッ ク］ 

(-lock) オプシ ョ ンの設定にかかわらず、 常にロ ッ ク されます。 
-lock オプシ ョ ンを有効にする と、 書き込み用にオープン されている

フ ァ イルはバ ッ ク ア ッ プ されません。 また、 -lock オプシ ョ ンを無効に

する と 、 オープン中のフ ァ イルもすべてバッ ク ア ッ プされます。

• 実行前 / 実行後コマン ド の格納されているデフ ォル ト のデバイ ス とデ ィ

レ ク ト リ は、 /omni$root/bin です。 実行前 / 実行後コマン ド を別の

場所に置 く 場合は、 フ ァ イル仕様にデバイ ス と デ ィ レ ク ト リ ・ パス を
UNIX 形式で記述する必要があ り ます。 例 : 
/SYS$MANAGER/DP_SAVE1.COM

• Skip (-skip) または Only (-only) フ ィ ルタでワ イル ド カード文字

を指定する場合、 複数の文字を表す場合は 「*」 を、 1 文字を表す場合

は 「?」 を使用し て く ださい。
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本項では、 ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ環境で使用するバッ ク ア ッ プ仕様の
構成手順を説明し ます。 ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プの概念の詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

必要条件 • アプ リ ケーシ ョ ンおよびバ ッ ク ア ッ プ ・ システムは、 使用されている

デ ィ ス ク ・ アレ イに応じ て、 スプ リ ッ ト ・ ミ ラーまたはスナッ プシ ョ ッ
ト ・ バ ッ ク ア ッ プ用に構成されている こ と が必要です。 詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウ ン タ イ ム  バッ ク ア ッ プ 管理者

ガイ ド』 を参照1 し て く だ さい。

• アプ リ ケーシ ョ ン ・ システム上の Oracle9i サーバをバッ ク ア ッ プする場

合は、 使用されているデ ィ ス ク ・ アレ イに応じ て、 アプ リ ケーシ ョ ン ・
システムが Oracle9i スプ リ ッ ト ・ ミ ラーまたはスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ バッ

ク ア ッ プ用に構成されている こ と が必要です。 詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ゼロ  ダウ ン タ イ ム バ ッ ク ア ッ プ イ ンテグレーシ ョ

ン ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

• XCopy エンジンは、 バ ッ ク ア ッ プ元 ( バッ ク ア ッ プ ・ システムに接続さ

れた ミ ラー ・ デ ィ ス ク ) およびバッ ク ア ッ プ先 ( フ ァ イバー ・ チャネ

ル ・ ブ リ ッ ジに接続されたバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ) と 同じ SAN 領域

内で構成されている こ と が必要です。 言い換え る と 、 XCopy エンジンは

バッ ク ア ッ プ ・ システムに接続された ミ ラー ・ デ ィ ス クおよびフ ァ イ
バー ・ チャネル ・ ブ リ ッ ジに接続されたバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス双方
へ、 SAN を経由し てア ク セスでき なければな り ません。

• バッ ク ア ッ プ対象のすべてのシステム ( アプ リ ケーシ ョ ン ・ システム )
に、 HP StorageWorks Disk Array XP エージ ェ ン ト がイ ン ス ト ールされて

いる こ と が必要です。 詳細は、 HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド を参照し て く ださ い。

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を制御するすべてのシステム ( バ ッ ク ア ッ プ ・

システム ) に、 General Media Agent および HP StorageWorks Disk Array 
XP エージェ ン ト がイ ン ス ト ールされている こ と が必要です。 詳細は、

HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ

イ ド を参照し て く ださい。

1.
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• Data Protector セル内に、 低 1 つのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スがダ イ レ ク

ト ・ バ ッ ク ア ッ プ用に構成されている こ と が必要です。 詳細は、 「ダ イ

レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ用のデバイ スの構成」 （48 ページ ) を参照し て く

ださい。

• バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アを準備する こ と が必要です。 詳細は、 第 5 章

「 メ デ ィ アの管理」 (151 ページ ) を参照し て く だ さい。

• バッ ク ア ッ プを実行するための適切なユーザー権限が必要です。 詳細

は、 第 4 章 「ユーザー と ユーザー ・ グループの 構成」 (135 ページ ) を

参照し て く ださい。

制限事項 • ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ環境内のシステムは、 HP-UX 11.11 であ る こ

と が必要です。

• [負荷調整]オプシ ョ ンの[ 小]および[ 大]オプシ ョ ンは、ダ イ レ ク

ト ・ バ ッ ク ア ッ プでは無視されます。 負荷調整を使用する場合、 バッ ク

ア ッ プ仕様で選択し たすべてのデバイ スが負荷調整の対象 と な り ます。 
し たがって、 デバイ スの使用順序を決める機能を使って、 選択し たデバ
イ スの使用順序を設定する こ と はでき ません。

• バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後オプシ ョ ンは、 raw
論理ボ リ ュームのダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プには使用でき ません。 
Oracle9i のダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プには使用でき ます。

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スは、 XCopy エンジンのあ る外付け FC ブ リ ッ ジ

に接続されているか、 または XCopy エンジンのあ る FC ブ リ ッ ジが内

蔵されている こ と が必要です。

• raw パーテ ィ シ ョ ン (raw デ ィ ス ク または raw 論理ボ リ ューム ) にイ ン ス

ト ールされた Oracle データベースのバッ ク ア ッ プ と 復元はサポー ト さ

れていません。

• ス ト ラ イプ論理ボ リ ュームのバ ッ ク ア ッ プ と 復元はサポー ト されていま

せん。

• [CRC チェ ッ ク ] オプシ ョ ンは、ダ イ レ ク ト ・バッ ク ア ッ プでは無視され

ます。

• Disk Agent の [ 同時処理数 ] オプシ ョ ンは、ダ イ レ ク ト ・バッ ク ア ッ プで

は無視されます。

• [ ブロ ッ ク ・ サイ ズ ] オプシ ョ ンは、 FC ブ リ ッ ジに依存し ます。
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• [ セグ メ ン ト ・サイ ズ ] および [Disk Agent バ ッ フ ァ ] オプシ ョ ンは、

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プでは無視されます。

• オブジェ ク ト ・ コ ピーおよびオブジェ ク ト ・ ミ ラーはダ イ レ ク ト ・ バッ

ク ア ッ プではサポー ト されていません。

インスタン ト ・ リカ
バリ

イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ がサポー ト されているのは次の場合です。 

• 制御フ ァ イル と オン ラ イ ンの REDO ロ グが、 同じ論理ボ リ ューム上に

データ ・ フ ァ イル と し て存在し ていないこ と。

• データベース全体のバッ ク ア ッ プが実行されている こ と。 つま り 、 バッ

ク ア ッ プ時に Oracle9i Server イ ン ス タ ン スに属するすべてのデータ ・

フ ァ イルが選択されている必要があ り ます。

復元 ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ環境でバッ ク ア ッ プし たデータの復元について、
以下に示し ます

• Data Protector の raw デ ィ ス ク または Oracle の復元手順に続いて、 バッ ク

ア ッ プ ・ メ デ ィ アから LAN 経由で直接アプ リ ケーシ ョ ン ・ システムに

復元でき ます。 「デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元」 （368 ページ )(raw デ ィ ス

ク の復元 )、 または 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レー

シ ョ ン ・ ガ イ ド』 (Oracle の復元 ) を参照し て く ださい。

• Data Protector のイ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ 機能を使用し て復元でき ます。 
詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ  ダウ ン タ イ ム バ ッ ク

ア ッ プ 管理者ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

バックアップ仕様の構成手順

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ仕様は、 次のオブジェ ク ト に対し て構成でき ま
す。

• raw デ ィ ス ク

• Oracle9i データベース ( オン ラ イ ン )

• Oracle9i データベース ( オフ ラ イ ン )

raw ディスクのバックアップ

raw デ ィ ス ク のダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ用のバッ ク ア ッ プ仕様の構成方

法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「ダ イ レ ク ト ・ バ ッ
ク ア ッ プ仕様の構成」 を参照し て く だ さい。
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Oracle9i( オンラインおよびオフライン ) のバックアップ

Oracle9i( オン ラ イ ンおよびオフ ラ イ ン ) のダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ用の

バッ ク ア ッ プ仕様の構成方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー
ワー ド 「ダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ仕様の構成」 を参照し て く だ さい。

CLI を使用したダイレク ト ・ バックアップの開始

ダイ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ仕様を構成し た ら、 GUI( 前述 ) または CUI( 以

下で説明 ) を使用し てバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

• raw デ ィ ス ク の場合

omnib -datalist <Name>

• Oracle9i( オン ラ イ ンおよびオフ ラ イ ン ) の場合

omnib -oracle8_list <Name>

こ こ で、 <Name> はダ イ レ ク ト ・ バ ッ ク ア ッ プ仕様の名前を示し ます。
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Data Protector では、 システムのバッ ク ア ッ プ ・ スケジ ュールを指定し た時

間に行 う よ う 設定する こ と によ り 、 無人バッ ク ア ッ プを構成でき ます。

構成 と ス ケジュールの設定ポ リ シーは、 バッ ク ア ッ プの効率と 性能に大き
な影響を与えます。 

キー ・ ポイン ト • ス ケジュール作業を容易にするため、 Data Protector はク ラ イ アン ト を分

類する ためのバッ ク ア ッ プ仕様を提供し ています。 1 つのバッ ク ア ッ プ

仕様に構成されているすべての ク ラ イ アン ト は、 1 回のバ ッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ンで同時にバッ ク ア ッ プされます。

• 無人バ ッ ク ア ッ プを円滑に行 う ため、 メ デ ィ ア と デバイ ス を必ず十分に

用意し ておいて く ださい。 実行中のセ ッ シ ョ ンのモニ ター方法や、 マウ

ン ト 要求に対する電子 メ ールまたはその他の通知手段の設定方法につい
ては、 第 9 章 「モニ ター、 レポー ト 、 通知、 およびイベン ト ・ ロ グ」

(407 ページ ) を参照し て く ださい。

• ス ケジュールされたバッ ク ア ッ プが開始される と 、 Data Protector は必要

なすべての リ ソース ( ラ イセン ス、 デバイ ス、 IDB へのア ク セス権など

) を割 り 当て よ う と し ます。 必要な リ ソースの内いずれかが使用不可能

な場合、 こ のセ ッ シ ョ ンには待機中を示すマーク が付き、 同時に、 Data 
Protector は、 タ イ ムア ウ ト にな る まで、 待機中セ ッ シ ョ ンに必要な リ

ソース を毎分ご と に 1 回見つけよ う と し ます。 

Data Protector が リ ソース を見つけ る と、 待ち行列に入っているセ ッ シ ョ

ンの内いずれかが開始されます。 セ ッ シ ョ ンが開始される順番は画面の

表示順 と は異な り ます。

• Cell Manager の過負荷を防止するため、 同時に開始でき るバッ ク ア ッ

プ ・ セ ッ シ ョ ンの 大数は 5 個です。 同時に開始する よ う 設定されてい

るセ ッ シ ョ ン数が 5 個を超え る場合、 超過分のセ ッ シ ョ ンは待ち行列に

入れられます。 

• 個々のバッ ク ア ッ プまたは定期的バッ ク ア ッ プのそれぞれに対し て、 
［バ ッ ク ア ッ プの種類］ ( フルまたは増分 )、 ［ネ ッ ト ワーク負荷］ および

［バ ッ ク ア ッ プ保護］ オプシ ョ ンを指定でき ます。 スプ リ ッ ト ・ ミ ラー

またはスナ ッ プシ ョ ッ ト のバッ ク ア ッ プにおいて、 ZDB デ ィ ス ク また

は ZDB デ ィ ス ク / テープ ・ バッ ク ア ッ プ ( イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ が
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有効 ) を行 う 場合は、 ［スプ リ ッ ト ・ ミ ラー / スナッ プシ ョ ッ ト のバッ

ク ア ッ プ］ オプシ ョ ンを指定し ます。 スプ リ ッ ト ・ ミ ラーおよびスナッ

プシ ョ ッ ト ・ バッ ク ア ッ プでは、 バッ ク ア ッ プの種類は無視されます (
フル ・ バッ ク ア ッ プに設定されます )。

• 各バ ッ ク ア ッ プ仕様は、 異な るオプシ ョ ンを指定し て複数回ス ケジ ュー

ルでき ます。 1 つのバ ッ ク ア ッ プ仕様に対し て、 ZDB デ ィ ス クおよび

ZDB デ ィ ス ク / テープ ・ バッ ク ア ッ プの両方を スケジ ュールでき ます。 
また個々のバ ッ ク ア ッ プまたは定期的にス ケジ ュールされたバッ ク ア ッ
プのそれぞれに対し て、 異な るデータ保護期間を指定でき ます。

• データが メ デ ィ ア上に保存される期間 (データ保護 ) と IDB に保存される

期間 ( カ タ ロ グ保護 ) は、 データ保護 と カ タ ロ グ保護の設定値によ って

決ま り ます。 詳細は、 「データ保護 : メ デ ィ ア上にデータ を保存する期間

を指定する」 （293 ページ ) および 「カ タ ロ グ保護 : データベース上にロ

グ情報が保存される期間」 （295 ページ ) を参照し て く ださい。

• バッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト を適用する と、 テンプレー ト のス ケジ ュー

ル設定値によ って、 バッ ク ア ッ プ仕様のス ケジ ュール設定値が無効にな
り ます。 テンプレー ト の適用後も、 バ ッ ク ア ッ プ仕様を変更し て、 別の

ス ケジュールを設定でき ます。

注記 バッ ク ア ッ プは 高 1 年先までス ケジ ュールでき ます。 ただし定期的バ ッ

ク ア ッ プでは、 期限の上限は定義されていません。

スケジュール衝突の
処理

定期的バッ ク ア ッ プを スケジ ュールする際、 選択したバッ ク ア ッ プ開始時
間が、 同じバ ッ ク ア ッ プ仕様内の別のス ケジ ュールされたバッ ク ア ッ プに
よ って、 すでに使用されている場合があ り ます。 この場合、 Data Protector
から ス ケジ ュールの衝突が発生し ている こ と を示すプロ ンプ ト が出力され、
続行するかど う かを尋ねるプロ ンプ ト が表示されます。 ［はい］ を ク リ ッ

クする と、 設定可能な ( まだ使用されていない ) 日時に新しいス ケジ ュー

ルが設定されます。 ［いいえ］ を ク リ ッ クする と 、 新しいス ケジ ュールは

廃棄されます。

スケジュール ・ ポリ
シーのプランニング

以下の疑問に対する回答については、 『HP OpenView Storage Data Protector
コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• 自分の環境に対する ス ケジュール ・ ポ リ シーについてどのよ う なプラ ン

を立てるか
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• 設定し たスケジ ュール ・ ポ リ シーにデータの量がどのよ う な影響を与え

るか

• バッ ク ア ッ プにはどれぐ らいの時間を要するか

• バッ ク ア ッ プにはどれぐ らいの メ デ ィ アが必要か

• 障害復旧に備えてどのよ う なプラ ンを立て るか

指定した日時にバックアップを開始する

Data Protector では、 無人バッ ク ア ッ プを開始する日時を指定でき ます。 通
常、 指定し た日時にバッ ク ア ッ プを実行するのは、 定期的なバッ ク ア ッ プ
に例外を構成し たい場合です。 た と えば、 特定のイベン ト の前にデータ を
バッ ク ア ッ プでき ます。

指定した日時の
バックアップを構成
する方法

指定し た日時のバ ッ ク ア ッ プを構成するには、 新たなバッ ク ア ッ プ仕様を
作成するか、 既存のバッ ク ア ッ プ仕様を変更し ます。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「指定した日時のバッ ク ア ッ プ
のスケジ ュール」 を参照し て く ださい。

定期的バックアップの開始

定期的バッ ク ア ッ プは、 指定し た日以降一定の期間ご と に行われます。 た
と えば、 定期的バ ッ ク ア ッ プを構成する こ と によ り 、 フル ・ バッ ク ア ッ プ
を日曜日の午前 3 時に行い、 以降は 2 日に一度フル ・ バッ ク ア ッ プが繰 り

返し行われる よ う 設定でき ます。 2 回目のフル ・ バ ッ ク ア ッ プが実行される

のは、 火曜日の午前 3 時 と な り ます。 定期的バッ ク ア ッ プによ り 、 通常ス

ケジ ュールのバッ ク ア ッ プに対するバ ッ ク ア ッ プ構成を容易に行えます。

Data Protector は、 構成を容易に行 う ための定義済みバッ ク ア ッ プ ・ スケ

ジ ュールを備えています。

定義済みバックアップ ・ スケジュール

定義済みバ ッ ク ア ッ プ仕様を使って、 構成作業を容易に行えます。 スケ

ジ ュールは後で変更でき ます。 ス ケジ ュールの種類には、 以下の各項で説

明する ものがあ り ます。

毎日 ( 集中的 ) 
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Data Protector は、 深夜にフル ・ バッ ク ア ッ プ、 毎日 12:00( 正午 ) と 18:00
に 2 回の増分バッ ク ア ッ プを実行し ます。 この種類のバッ ク ア ッ プは、

データベース ・ ト ラ ンザク シ ョ ン ・ サーバなど、 バ ッ ク ア ッ プを頻繁に実
行する必要があ る環境での使用を目的 と し ています。 

毎日 ( フル ) 

Data Protector は毎日 21:00 にフル ・ バッ ク ア ッ プを実行し ます。 この種類の

バッ ク ア ッ プは、 単一のワーク ステーシ ョ ン またはサーバでの使用を目的
と し ています。 

毎週 ( フル ) 

Data Protector は毎週金曜日にフル ・ バ ッ ク ア ッ プ、 月曜日から金曜日まで

毎日 21:00 に増分 1 バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。 この種類のバ ッ ク ア ッ プ

は、 小規模な環境での使用を目的と し ています。 

隔週 ( フル ) 

Data Protector は隔週金曜日にフル ・ バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。 さ らに、

このバ ッ ク ア ッ プの間、 毎週月曜日から木曜日まで 21:00 に増分 1 バ ッ ク

ア ッ プを実行し ます。

毎月 ( フル ) 

Data Protector は毎月 1 日にフル ・ バッ ク ア ッ プ、 毎週増分 1 バ ッ ク ア ッ プ、

1 日おきに増分バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。 この種類のバ ッ ク ア ッ プは、 比

較的データのや り と り の少ない環境での使用を目的 と し ています。 

定義済みスケジュール
の使用方法

定義済みスケジ ュールを使用し てバッ ク ア ッ プを構成するには、 新たな
バッ ク ア ッ プ仕様を作成するか、 既存のバッ ク ア ッ プ仕様を変更し ます。 
詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「定期的
バッ ク ア ッ プのスケジ ュール」 を参照し て く ださい。

繰り返しバックアップの構成

設定済みのス ケジ ュールに日時を指定し てバ ッ ク ア ッ プが実行される よ う
に、 バ ッ ク ア ッ プ ・ ス ケジュールを設定でき ます。 た と えば、 フル ・ バ ッ

ク ア ッ プが今後 6 か月間毎週金曜日 21:00 に実行される よ う スケジ ュール

でき ます。
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繰り返しバック
アップの構成方法

繰 り 返しバ ッ ク ア ッ プを構成するには、 新たなバッ ク ア ッ プ仕様を作成す
るか、 既存のバッ ク ア ッ プ仕様を変更し ます。 詳しい手順については、 オ

ン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「定期的バッ ク ア ッ プのス ケジ ュール」
を参照し て く ださい。

バックアップ ・ スケジュールの編集

スケジュールのクリア 

設定済みのス ケジ ュールを削除するには、 [ スケジ ュール ] プロパテ ィ ・

ページの [ リ セ ッ ト ] を ク リ ッ ク し ます。 

ス ケジュールを ク リ ア し た場合、 今年度中に指定されているモー ド のすべ
てのス ケジ ュール設定値がク リ ア されます。 

クリアしたスケジュールを元に戻す 

ク リ ア し たス ケジ ュールを元に戻すには、 [ スケジ ュール ] プロパテ ィ ・

ページの [ 元に戻す ] を ク リ ッ ク し ます。

開始日を変更する  

開始日を変更するには、 指定し た日時にバッ ク ア ッ プを開始する手順を行
います。 「指定し た日時にバッ ク ア ッ プを開始する」 (271 ページ ) を参照し

て く ださい。 

スケジュールを無効にする

バッ ク ア ッ プ ・ スケジ ュールを無効にするには、 [ スケジ ュール ] プロパ

テ ィ ・ ページで [ ス ケジュールを使用不可能にする ] オプシ ョ ンを選択し

ます。 これによ り 、 このオプシ ョ ンの選択を解除する まで、 バッ ク ア ッ プ

は実行されな く な り ます。

バッ ク ア ッ プ ・ スケジ ュールを無効化し て も、 現在実行中のバッ ク ア ッ
プ ・ セ ッ シ ョ ンは影響されません。

休日のバックアップを省略する

Data Protector は、 デフ ォル ト では休日にバ ッ ク ア ッ プを実行し ます。

休日にはバ ッ ク ア ッ プを実行し ないよ う にするには、 [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ

ザー ド の [ ス ケジュール ] ページで [ 休日 ] オプシ ョ ンをオンに設定し ま

す。 休日 と は、 Holidays フ ァ イルに定義し た日、 またはカレ ンダー上に

赤色でマーク されている日を指し ます。
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重要 一般には、 休日にバ ッ ク ア ッ プを ス キ ッ プする こ と はお勧めでき ません。

定義済み以外の休日を設定するには、Cell Manager 上の Holidays フ ァ イル

を編集し ます。 こ のフ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

• UNIX Cell Manager の場合 : /etc/opt/omni/server/Holidays

• Windows Cell Manager の場合 : 
<Data_Protector_home>\Config\server\holidays

Holidays フ ァ イル内のエン ト リ を追加または編集する と きは、 以下の点

に注意し て く ださい。

• 各行の 初の数字は、 その年の累積日数を示し ています。 この値は Data 
Protector によ り 無視されますが、 0 ～ 366 の値を設定し なければな り ま

せん。 0 を設定する こ と によ り 、 こ の数字が後続の日付 と対応し ていな

いこ と を示すこ と も可能です。

• 日付は Mmm d の形で指定し、Mmm部分が月を表す 3 文字の略語、d部分が

月内の日付です (Jan 1 など )。 各自のロ ケール と は関係な く 、 月名は英

語で指定する必要があ り ます。

• 休日の説明はオプシ ョ ンであ り 、現在の と こ ろ Data Protector では使われ

ていません。

フ ァ イルの先頭に指定する年にかかわらず、 フ ァ イル内に指定された休日
は常にそのままの形で使用される ため、 年によ って日付が変わる休日は手
動で変更し なければな り ません。 Holidays オプシ ョ ンを ス ケジ ューラ と

し て使用し ない場合は、 Holidays フ ァ イル内のエン ト リ を削除またはコ

メ ン ト ア ウ ト し てお く こ と によ り 、 有効期限が切れた り 、 各国や各企業の
要件に合わせてカ ス タマ イ ズ されていない Holidays フ ァ イルが誤って使

用された場合の ト ラブルを回避でき ます。

ス ケジュール ・ ポ リ シーをどのよ う に構成するかによ って、 バッ ク ア ッ プ
の効率 と 性能が大き な影響を受けます。 た と えば、 January 1 が休日 と し

て登録されている場合、 Data Protector はこ の日にバ ッ ク ア ッ プを実行し ま

せん。 フル ・ バッ ク ア ッ プを 1 月 1 日、 増分バッ ク ア ッ プを 1 月 2 日に設

定し ている場合、 Data Protector は 1 月 1 日にフル ・ バッ ク ア ッ プを実行し

ませんが、 1 月 2 日には増分バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。 ただし この場合、

増分バ ッ ク ア ッ プは前回のフル ・ バッ ク ア ッ プに基づいて行われます。
第 6 章274



バックアップ

無人バックアップのスケジュール
バックアップのスケジュール時のバックアップ ・ オプシ ョ ンの

構成

バッ ク ア ッ プを スケジ ュールする際、 さ らにオプシ ョ ンを設定でき ます。 
これらのオプシ ョ ンはスケジ ュールされたバ ッ ク ア ッ プのみに有効で、 対
話形式で開始されたバッ ク ア ッ プには無効です。 [ バ ッ ク ア ッ プのス ケ

ジ ュール ] ダイ ア ロ グで指定されたデータ保護は、 バッ ク ア ッ プ仕様内で

別に定義されている保護設定よ り も優先し て適用されます。

バックアップの
スケジュール時の
オプシ ョ ン指定方法

バッ ク ア ッ プのスケジ ュール時のオプシ ョ ンを指定するには、 新たなバ ッ
ク ア ッ プ仕様を作成するか、 既存のバ ッ ク ア ッ プ仕様を変更し ます。 詳し

い手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ
のスケジ ュール時のオプシ ョ ン指定」 を参照し て く ださい。

複数のバックアップを連続して実行する

1 つのバッ ク ア ッ プが終了し た後に、 別のバ ッ ク ア ッ プを起動でき ます。 た
と えば、 フ ァ イルシステムのバ ッ ク ア ッ プ終了後に Oracle データベースの

バッ ク ア ッ プを起動でき ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘル

プの索引キーワー ド 「複数のバ ッ ク ア ッ プの連続実行」 を参照し て く だ さ
い。

UNIX システムでの実行前 / 実行後ス ク リ プ ト の詳細については、 「実行前 /
実行後コマン ド の例 (UNIX の場合 )」 (A-21 ページ ) を参照し て く ださい。
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バックアップの種類の選択 フルまたは増分

フル ・ バッ ク ア ッ プ と増分バッ ク ア ッ プを組み合わせる こ と によ り 、 バ ッ
ク ア ッ プに要する時間 と メ デ ィ アを節約でき ます。 た と えば、 前回の第 1
レベルの増分バッ ク ア ッ プに基づいて第 2 レベルの増分バ ッ ク ア ッ プを行

い、 さ らに この増分バッ ク ア ッ プに基づいて第 3 レベルのバッ ク ア ッ プを

行 う こ と ができ ます。

バッ ク ア ッ プの種類 ( フルまたは増分 ) はバ ッ ク ア ッ プ仕様全体に適用さ

れ、 フ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト のみに適用されます。

ゼロ ・ ダウ ン タ イ ム ・ バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン ( スナッ プシ ョ ッ ト また

はスプ リ ッ ト ・ ミ ラー ) では、 バッ ク ア ッ プの種類は無視され、 「フル」 に

設定されます。  

フル ・ バッ ク ア ッ プ と増分バッ ク ア ッ プを組み合わせて使用する場合は、
バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト が以下について完全に一致し ている こ と を確
認し て く だ さい。

• ク ラ イ アン ト 名

• ド ラ イブ / マウ ン ト ・ ポイ ン ト

• 説明

説明は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様全体または特定のオブジ ェ ク ト に対し て設定
でき ます。 詳し く は、 「バッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン」 （302 ページ ) と

「オブジ ェ ク ト ・ オプシ ョ ン」 （306 ページ ) を参照し て く ださい。

• オーナー

バッ ク ア ッ プ所有権は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様全体に対し て設定でき ます。 
詳細は、 「所有権 : 誰が復元を実行でき るか」 （300 ページ ) を参照し て

く だ さい。

バックアップの種類 • フル ・ バッ ク ア ッ プ

フル ・ バッ ク ア ッ プは、 以前に同じオブジェ ク ト がバッ ク ア ッ プされて
いた場合で も、 すべてのオブジ ェ ク ト をバッ ク ア ッ プし ます。 オブジ ェ

ク ト を初めてバッ ク ア ッ プする場合は必ずフル ・ バ ッ ク ア ッ プが行われ
ます。 2 回目以降は、 オーナーが同じで、 保護が設定されたフル ・ バ ッ

ク ア ッ プがバ ッ ク ア ッ プ時に使用可能でない場合に、 フル ・ バッ ク ア ッ
プが行われます。
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• 増分バ ッ ク ア ッ プ

この種類のバ ッ ク ア ッ プは、 前回の保護されたバッ ク ア ッ プ ・ チェーン
( フル ・ バ ッ ク ア ッ プまたは増分バ ッ ク ア ッ プのどち らで も可 ) に基づ

いて行われます。 増分バ ッ ク ア ッ プでは、 前回の保護されたバッ ク ア ッ

プ以降変更されたフ ァ イルだけがバッ ク ア ッ プされます。 前回のバッ ク

ア ッ プが増分バッ ク ア ッ プ ( 増分、 増分 1、 増分 2...) の場合で も、 以降

の増分バッ ク ア ッ プでは、 前回のバッ ク ア ッ プ以降に変更されたフ ァ イ
ルだけがバ ッ ク ア ッ プされます。 

• 増分 1 バッ ク ア ッ プ

この種類のバ ッ ク ア ッ プは、 オーナーが同じで 新の保護されたフル ・
バッ ク ア ッ プを参照し ます。 し たがって、 前回までの増分バッ ク ア ッ プ

に基づ く も ので も あ り ません。 新の保護されたフル ・ バ ッ ク ア ッ プ以

降に変更されたすべてのフ ァ イルがバ ッ ク ア ッ プの対象 と な り ます。

• 増分 2 バッ ク ア ッ プ

この種類のバ ッ ク ア ッ プは、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プ後に増分 1 バッ ク ア ッ

プが実行されていない場合には、 新の保護されたフル ・ バッ ク ア ッ プ
を参照し ます。 複数の増分 1 バ ッ ク ア ッ プがあ る場合は、 新のものを

参照し ます。 基準 と な るバッ ク ア ッ プ以降変更されたすべてのフ ァ イル

がバ ッ ク ア ッ プされます。

• 増分 1-9 バ ッ ク ア ッ プ

上記の説明は増分レベルの概念を示し てお り 、 増分 9 まで この説明が適

用されます。

さ まざ まな種類のバ ッ ク ア ッ プに対し て実行されるバッ ク ア ッ プの相対関
係を表 6-1 に示し ます。 表の見方の説明は、 表の後を参照し て く だ さい。

表 6-1 実行されるバックアップの相対関係

1 フル <---- 増分 1

2 フル <---- <---- <---- 増分 2

3 フル <---- 増分 1 <---- 増分 2

4 フル <---- 増分

5 フル <---- 増分 1 <---- 増分

6 フル <---- 増分 1 <---- 増分 2 <---- 増分
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表 6-1 の見方 • 表 6-1 の各行は他の行 と は独立し てお り 、異なった状況を示し ています。

• バッ ク ア ッ プの実行日は右から左に向かって古 く なっているので、 左が

も古 く 、 右が 新です。

• フル と増分 X は、 オーナーが同じで現時点で も保護が設定されているオ

ブジ ェ ク ト を示し ます。 保護されていない増分 X は復元には使用でき ま

すが、 後続のバッ ク ア ッ プの対象と はみな されません。

例 : • 2 行目は、保護が設定されたフル・バ ッ ク ア ッ プ と増分 2 バッ ク ア ッ プが

実行された こ と を示し ています。 増分 1 バッ ク ア ッ プがないので、 バッ

ク ア ッ プは増分 1 バ ッ ク ア ッ プ と し て実行されます。

• 5 行目は、 フル ・ バッ ク ア ッ プ、 増分 1 バ ッ ク ア ッ プ、 さ らに増分バッ ク

ア ッ プが実行された こ と を示し ています。 Data Protector は、 現在実行中

のバ ッ ク ア ッ プの参照元を前回の増分バッ ク ア ッ プ ( つま り 増分 1) と

し てバ ッ ク ア ッ プを実行し ます。

• 8 行目では、 増分 3 バッ ク ア ッ プが増分 2 バッ ク ア ッ プ と し て実行され、

11 行目では、 増分 3 バ ッ ク ア ッ プが増分 1 バッ ク ア ッ プ と し て実行さ

れます。

バックアップの種類
の選択方法

対話型バッ ク ア ッ プを実行する場合は、 バッ ク ア ッ プの種類を選択するプ
ロ ンプ ト が表示されます。 バッ ク ア ッ プを ス ケジ ュールする際は、 [ バッ ク

ア ッ プのスケジ ュール ] ダイ ア ロ グでバッ ク ア ッ プの種類を指定し ます。 
た と えば、 同じバ ッ ク ア ッ プ仕様を実行する ス ケジ ュール ( 土曜日にフル ・

バッ ク ア ッ プ、 毎営業日に増分 1 バッ ク ア ッ プを実行する ス ケジ ュール )
を容易に作成でき ます。

7 フル <---- 増分 1 <---- 増分 <---- 増分

8 フル <---- 増分 1 <---- 増分 3

9 フル <---- 増分 1 <---- 増分 2 <---- 増分 3

10 フル <---- <---- <---- 増分 2 <---- 増分 3

11 フル <---- <---- <---- <---- <---- 増分 3

表 6-1 実行されるバックアップの相対関係
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バックアップの種類
と復元プロセス

フル ・ バッ ク ア ッ プは復元を容易かつ効率的に行えますが、 多数の メ デ ィ
アが必要 と な り 、 これらにバッ ク ア ッ プ ・ データ全体の複数のバージ ョ ン
が保存される こ と に注意し て く ださい。 このため、 バッ ク ア ッ プの実行に

必要な時間は非常に長 く な り ます。 増分バッ ク ア ッ プでは、 必要な メ デ ィ
アの量は少な く 済みますが、 復元アルゴ リ ズムが複雑にな り ます。 以下の 2
つの例を比較し てみます。

1. フル → 増分 → 増分 → 増分 → 増分 ( →時間 )

この例では、 バッ ク ア ッ プに要する時間は短 く な り 、 メ デ ィ アに必要な
スペース も少な く な り ます。 ただし、 前回の増分バ ッ ク ア ッ プの状態に

復元する場合は、 復元プロ セスはよ り 複雑にな り 、 多数の メ デ ィ アへの
ア ク セスが必要 と なる ため、 復元に必要な時間も よ り 長 く な り ます。

2. フル → 増分 1 → 増分 1 → 増分 1 → 増分 1 ( →時間 )

この例では、 例 1 に比べてバッ ク ア ッ プ時間が長 く かか り 、 メ デ ィ アに

必要なスペース も多少多 く な り ます。 ただし、 復元プロセスは簡単で、

ア ク セスが必要な メ デ ィ アの数も少な く 、 復元時間も例 1 に比べて短 く

な り ます。
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概要 Data Protector のバ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト は、 バ ッ ク ア ッ プ構成を容易

に行 う ための強力なツールです。 テンプレー ト には、 バッ ク ア ッ プ仕様向

けにオプシ ョ ン ・ セ ッ ト が明確に指定されてお り 、 バッ ク ア ッ プ仕様を作
成、 編集する際の基礎 と し て こ のテンプレー ト を使用でき ます。 Data 
Protector では、 テンプレー ト に用意されている一連のオプシ ョ ンを適用で

き ます。

テンプレー ト の使用方法は 2 通 り あ り ます。

• バッ ク ア ッ プ仕様の新規作成に使用でき ます。

• 既存のバッ ク ア ッ プ仕様に適用し て、 このバ ッ ク ア ッ プ仕様を変更でき

ます。

バッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト は、 バッ ク ア ッ プ仕様 と同様に作成、 編集で
き ます。 ただしバ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト では、 オブジ ェ ク ト と バッ ク

ア ッ プ ・ アプ リ ケーシ ョ ンの構成は選択されません。

Data Protector のデフォルトのバックアップ ・ テンプレート

Data Protector には、 フ ァ イルシステム またはアプ リ ケーシ ョ ン ・ バッ ク

ア ッ プを構成するためのデフ ォル ト ・ テンプレー ト が、 さ まざ まなデータ
の種類 ( フ ァ イルシステム、 Oracle/SAP など ) に応じ て用意されています。 
テンプレー ト には代表的な設定値が指定されてお り 、 この値を基にバッ ク
ア ッ プ仕様を作成でき ます。

ブランクのバック
アップ・ テンプレート

ブラ ン ク のバ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト (Blank Filesystem Backup、

Blank Informix Backup など ) では、 オブジェ ク ト またはデバイ スは選

択されていません。 バッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン と オブジ ェ ク ト ・ オプ

シ ョ ンでは、 Data Protector のデフ ォル ト 値が指定されていますが、 バ ッ ク

ア ッ プ ・ スケジ ュールはあ り ません。 [ 負荷調整 ] オプシ ョ ンを個別に選

択する こ と によ り 、 バッ ク ア ッ プ用に選択したデバイ スの使用状況を Data 
Protector で自動調整でき ます。 
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テンプレートで提供されるオプシ ョ ン

バッ ク ア ッ プ仕様の作成または編集にバッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト を使用
する場合は、 テンプレー ト で提供されるオプシ ョ ンを選択する こ と も選択
解除する こ と も でき ます。

図 6-20 テンプレートで提供されるオプシ ョ ン

[ あて先 ]  テンプレー ト で指定されているバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス

の設定をバ ッ ク ア ッ プ仕様に適用し ます。

[ バックアップ仕様 ]  テンプレー ト で指定されているバッ ク ア ッ プ仕様オ

プシ ョ ンをバ ッ ク ア ッ プ仕様に適用し ます。

[ ファイルシステム ]  テンプレー ト で指定されている フ ァ イルシステム ・

オプシ ョ ンをバッ ク ア ッ プ仕様のすべてのフ ァ イルシス
テム ・ オブジェ ク ト に適用し ます。

[ デフォルトに強制設定 ]  テンプレー ト で指定されている フ ァ イルシステ

ム ・ オブジ ェ ク ト ・ オプシ ョ ンをバッ ク ア ッ プ仕様のす
べてのフ ァ イルシステム ・ オブジェ ク ト に適用し ます。 
これらのオプシ ョ ンは [ バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト の

サマ リ ー ] ページにあ り ます。

[ ツリー ]  テンプレー ト で指定されている ツ リ ー ・ オプシ ョ ンを

バッ ク ア ッ プ仕様に適用し ます。

[ スケジュール ]  テンプレー ト で指定されている ス ケジ ュール設定値を

バッ ク ア ッ プ仕様に適用し ます。

テンプレー ト のオプシ ョ ンを適用し た後も、 バッ ク ア ッ プ仕様を編集し て
任意の設定値を変更でき ます。

上記オプシ ョ ンの詳細は、 「バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

[ 負荷調整 ]  データ をデバイ スにどのよ う に分散させるかを指示し ま

す。
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[ 負荷調整 ] オプシ ョ ンの詳細は、 「負荷調整 : バッ ク

ア ッ プ ・ デバイ スの使用状況を調整する」 （297 ページ )
を参照し て く ださ い。 

バックアップ仕様の新規作成時にバックアップ ・ テンプレート

を使用する

バッ ク ア ッ プ仕様を新規作成する際、 Data Protector では、 バッ ク ア ッ プ ・

テンプレー ト を使用でき ます。 このテンプレー ト は、 デフ ォル ト のテンプ
レー ト またはユーザーが作成し たテンプレー ト です。 適切なテンプレー ト

を選択するか、 または必要に応じ て一部のオプシ ョ ン ・ グループを選択 /
選択解除し て、 [ バッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザー ド の操作を続行し ます。

定義済み設定値を使わずにバッ ク ア ッ プ仕様を作成するには、 Blank 

Filesystem Backup を選択し ます。
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図 6-21 バックアップ仕様の新規作成時にバックアップ ・ テンプレートを使用する

バックアップ ・ テンプレートの適用

Data Protector では、 保存し たバ ッ ク ア ッ プ仕様にバ ッ ク ア ッ プ ・ テンプ

レー ト を適用でき ます。 バッ ク ア ッ プ仕様にテンプレー ト を適用する際、

どのオプシ ョ ン ・ グループを適用するかを選択でき ます。 詳細は、 「テンプ

レー ト で提供されるオプシ ョ ン」 （281 ページ ) を参照し て く ださい。

オプシ ョ ン ・ グループを適用する こ と によ り 、 このグループに含まれるす
べての関連オプシ ョ ンが、 テンプレー ト で指定された状態に設定されます。

テンプレー ト をバ ッ ク ア ッ プ仕様に適用するには、 バッ ク ア ッ プ仕様を右
ク リ ッ ク し て、 [ テンプレー ト の適用 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ テンプレー ト

の適用 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで目的のオプシ ョ ンを適用し ます。 詳しい

手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「バッ ク ア ッ プ ・
テンプレー ト の適用」 を参照し て く だ さい。
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図 6-22 [ テンプレートの適用 ] ダイアログ ・ ボッ クス

統合ソフ トウェア用
バックアップ仕様

統合ソ フ ト ウ ェ ア用バッ ク ア ッ プ仕様にテンプレー ト を適用するには、 そ
のバ ッ ク ア ッ プ仕様を結果エ リ アで開いてはいけません。 バッ ク ア ッ プ仕

様を ク リ ッ ク し て開き、 このバ ッ ク ア ッ プ仕様にテンプレー ト を適用し よ
う と し て も、 [ テンプレー ト の適用 ] オプシ ョ ンは使用でき ません。

重要 [ デフ ォル ト に強制設定 ] オプシ ョ ンを選択する と、 [ バ ッ ク ア ッ プ ・ オ

ブジ ェ ク ト のサマ リ ー ] ページでオプシ ョ ンを変更し たバッ ク ア ッ プ仕様

のすべてのフ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト に対し て、 テンプレー ト で指
定されている フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ンが適用されます。

テンプレート を新規作成する

テンプレー ト を新規作成し て、 作成し たテンプレー ト を使ってバ ッ ク ア ッ
プ仕様を作成し た り 変更でき ます。
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テンプレー ト を新規作成するには、 [ バッ ク ア ッ プ ] コ ンテキス ト を使用し

ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード

「バ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト の作成」 を参照し て く だ さい。

個々のオプシ ョ ンの詳細は、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290
ページ ) を参照し て く だ さい。

図 6-23 テンプレート を新規作成する

既存のテンプレート を修正する

Data Protector のデフ ォル ト のテンプレー ト は、 ユーザーが作成し たテンプ

レー ト と同様修正でき ます。

既存のテンプレー ト を修正するには、 修正する テンプレー ト のプロパテ ィ
を開き ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー

ド 「バ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト の変更」 を参照し て く だ さい。

個々のオプシ ョ ンの詳細は、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290
ページ ) を参照し て く だ さい。
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多数の小さいオブジェ ク ト を繰 り 返しバッ ク ア ッ プする必要があ る場合、
バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを何度も実行し なければな り ません。 この場合、

メ デ ィ アはバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのたびに、 ド ラ イブ内にロード され
アン ロード されます。 このよ う な方法でバッ ク ア ッ プを行っていては、 時

間がかかるだけでな く メ デ ィ ア も劣化し て し まいます。 メ デ ィ アを も っ と

経済的に使用し て時間を節約するには、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス
を作成し、 これを使用し て小規模な繰 り 返しバッ ク ア ッ プを、 テープ上で
はな く デ ィ ス ク上で実行し ます。 その後、 オブジ ェ ク ト コ ピー機能を使用

し て、 データ をデ ィ ス ク から テープ ・ メ デ ィ アに移動させます。

この方法を使用すれば、 メ デ ィ アがロードおよびアン ロー ド されるのはオ
ブジ ェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ン中に 1 度だけにな るので、 バッ ク ア ッ プの速

度が上が り 、 メ デ ィ ア も経済的に使用でき ます。

多数の小さいオブジェ ク ト を何度もバ ッ ク ア ッ プするには、 以下のタ ス ク
を実行し ます。

1. フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス を構成し ます。 各ラ イ ターのブロ ッ

ク ・ サイ ズは、 第 2 ステージで使用するデバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズに

合わせて く ださい。 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの作成および構

成」 （117 ページ ) を参照し て く だ さい。

2. 小さいオブジェ ク ト すべてに対するバ ッ ク ア ッ プ仕様を作成し ます。 
バッ ク ア ッ プの 初の手順で作成し たフ ァ イル ・ ラ イブラ リ を使用し ま
す。 詳細は、 「バッ ク ア ッ プの構成」 （210 ページ ) を参照し て く ださ い。

3. バッ ク ア ッ プを実行またはス ケジュール設定し ます。

4. オブジェ ク ト コ ピー機能を使用し て、 バッ ク ア ッ プ ・ データ をテープに

移動させます。 この目的で構成されたオブジ ェ ク ト コ ピー仕様の例につ

いては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「デ ィ ス ク ・ ステージン
グ」 を参照し て く ださい。
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Data Protector では、 バ ッ ク ア ッ プ仕様を複数のグループに分類でき ます。 
分類の目的は、 複数のバ ッ ク ア ッ プ仕様を分か り やす く 整理する こ と です。

以下に、 「企業 X」 のバッ ク ア ッ プ仕様を以下の 3 種類のグループに分類す

る例を示し ます。 

• USER_FILES: このグループには、 10 部門単位で全ユーザーのフル ・

バッ ク ア ッ プを週に一度実行するバッ ク ア ッ プ仕様が入 り ます。 これ

が、 基幹バ ッ ク ア ッ プ と な り ます。

• SERVERS_DR: このグループには、 会社のサーバの障害復旧に備える

ためのバッ ク ア ッ プ仕様が入 り ます。 新しいサーバを イ ン ス ト ールする

か、 既存サーバをア ッ プグ レー ドするたびに、 新しいバッ ク ア ッ プ仕様
が作成され、 このグループに追加されます。

• END_USER: このグループは、 エン ド ・ ユーザーの要求で作成するバ ッ

ク ア ッ プ仕様の保存に使用し ます。 た と えば、 あ るエン ド ・ ユーザーが

デ ィ ス ク ・ スペースに空き を作る ため、 まずハード デ ィ ス ク のアーカ イ
ブを作成し なければな ら ない場合などです。

図 6-24 (288 ページ ) を参照し て く ださい。

この構成ではバッ ク ア ッ プ仕様の数が 50 にものぼる場合があ り 、 一度に表

示し た場合、 管理しに く く な り ます。 バッ ク ア ッ プ仕様を分か り やす く グ

ループに分類し ておけば、 それぞれのバッ ク ア ッ プ仕様の検索や管理を容
易に行えます。 これによ り 、 共通のオプシ ョ ン設定をテンプレー ト から グ

ループ全体に適用でき ます。

た と えば、 グループ内のすべてのバッ ク ア ッ プ仕様に対し てデバイ スの リ
ス ト を変更し たい場合、 テンプレー ト のデバイ ス設定を選択し て変更する
こ と ができ ます。
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図 6-24 バックアップ仕様グループの例

グループの表示方法
と作成方法

以下に、 使用可能なバッ ク ア ッ プ ・ グループを表示する方法と新しいグ
ループを作成する方法を示し ます。

1. [Data Protector Manager]で[バッ ク ア ッ プ] コ ンテキス ト を選択

し ます。

2. [表示] メ ニ ューで[グループ別]を ク リ ッ ク し ます。 [バ ッ ク ア ッ プ仕様

] に使用可能なバッ ク ア ッ プ ・ グループの リ ス ト が表示されます。 グ
ループを ク リ ッ クする と 、 そのグループに含まれるバッ ク ア ッ プ仕様が
表示されます。

3. [バ ッ ク ア ッ プ仕様 ]項目を右ク リ ッ ク し、[ グループの追加 ] を ク リ ッ

ク し ます。 [ 新しいグループの追加 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示され

ます。

4. [ 名前 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに新しいグループの名前を入力し た後、

[OK] を ク リ ッ ク し ます。 [ バッ ク ア ッ プ仕様 ] に、 新しいグループが

表示されます。
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バックアップ仕様を
グループに保存する
方法

バッ ク ア ッ プ仕様を保存する際、 このバッ ク ア ッ プ仕様はバッ ク ア ッ プ仕
様のグループへも追加されます。 グループ名を指定し なかった場合、 バ ッ

ク ア ッ プ仕様は [ デフ ォル ト ] グループに追加されます。

グループの削除方法 グループを削除するには、 まずグループを空にする必要があ り ます。 グ
ループを空にするための 1 つの方法は、 バッ ク ア ッ プ仕様を他のグループ

に移動させる こ と です。 詳細はオン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださい。
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バックアップ ・ オプシ ョ ンの使用

Data Protector は総合的なバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを備えてお り 、 バ ッ ク

ア ッ プを微調整でき ます。 すべてのオプシ ョ ンにはデフ ォル ト 値があ り 、

大部分の場合にはこの値が適し ています。

利用でき るバ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンは、 バ ッ ク ア ッ プの対象 と な るデー
タのタ イプによ って異な り ます。 た と えば、 フ ァ イルシステム ・ バッ ク

ア ッ プ とデ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プ と では、 利用でき るオプシ ョ
ンの組み合わせが異な り ます。 Exchange や SQL などで使用する ための共通

オプシ ョ ンおよびアプ リ ケーシ ョ ン固有オプシ ョ ンについては、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て

く だ さい。

また、 一部のプラ ッ ト フ ォームおよび統合ソ フ ト ウ ェアでは、 ユーザー定
義変数を使 う と、 変数の名前 と値を指定し て、 柔軟性に富んだ操作を行え
ます (MPE プラ ッ ト フ ォームのバ ッ ク ア ッ プなど )。

バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンは以下のよ う に分類でき ます。 

• バッ ク ア ッ プ仕様全体に対し て設定するバッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ([
所有権 ]、 [ 実行前コマンド ]、 [ 実行後コマンド ] オプシ ョ ン )

• さ ま ざ まなバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト ( フ ァ イルシステム またはデ ィ

ス ク ・ イ メ ージ ) のバッ ク ア ッ プ方法を指定するオブジェ ク ト ・ オプ

シ ョ ン。

オブジェ ク ト ・ オプシ ョ ンは 2 つのレベルに設定でき る こ と を理解し て

お く こ と が必要です。 第一に、 バッ ク ア ッ プ仕様内のすべてのフ ァ イル

システム とすべてのデ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オブジェ ク ト に対し て個別に
デフォルトのオブジェク ト ・ オプシ ョ ンを設定でき ます。 第二に、 各オ

ブジェク トに対して個別にオブジェ ク ト ・ オプシ ョ ンを設定でき ます。 
デフ ォル ト 値はこ の設定値によ って無効にされます。 た と えば、 CPU 速

度が遅い ク ラ イ アン ト を除 く すべての ク ラ イ アン ト からのデータ を圧縮
するには、 フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ンの設定時に [ ソ フ ト ウ ェ ア圧

縮 ] を ON に設定し、 次に、 CPU 速度の遅い ク ラ イ アン ト を選択し て、

この ク ラ イ アン ト の [ ソ フ ト ウ ェ ア圧縮 ] を OFF に設定し ます。

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの動作を定義するデバイ ス ・ オプシ ョ ン。 デバ

イ ス ・ オプシ ョ ンを設定し なかった場合は、 デバイ スの定義から値が読
み込まれます。
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• ス ケジュール ・ オプシ ョ ンでは、 個々のバッ ク ア ッ プまたはス ケジ ュー

ルされた定期的バ ッ ク ア ッ プに対し て、 バッ ク ア ッ プの種類、 ネ ッ ト
ワーク負荷、 およびデータ保護を定義し ます。 スプ リ ッ ト ・ ミ ラーまた

はスナッ プシ ョ ッ ト のバ ッ ク ア ッ プにおいて、 ZDB デ ィ ス ク または

ZDB デ ィ ス ク / テープ ・ バッ ク ア ッ プ ( イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ が有効

) を行 う 場合は、 ［スプ リ ッ ト ・ ミ ラー / スナッ プシ ョ ッ ト のバ ッ ク

ア ッ プ］ オプシ ョ ン も指定し ます。

スプ リ ッ ト ・ ミ ラーおよびスナ ッ プシ ョ ッ ト ・ バッ ク ア ッ プでは、 バッ
ク ア ッ プの種類は無視されます ( フル ・ バ ッ ク ア ッ プに設定されます )。 
[ バッ ク ア ッ プのス ケジ ュール ] ダ イ ア ロ グで指定されたデータ保護

は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様内で別に定義されている保護設定よ り も優先し て
適用されます。

図 6-25 にオプシ ョ ンの動作状況を示し ます。 バ ッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト

を使用する こ と によ り 、 多数のバ ッ ク ア ッ プ仕様に同じオプシ ョ ン ・ グ
ループを適用でき ます。 テンプレー ト を適用する と、 適用されたテンプ

レー ト に応じ てバ ッ ク ア ッ プ仕様が変更されます。 後でテンプレー ト を変

更し た場合は、 テンプレー ト を も う 一度適用し て、 変更内容を有効にする
必要があ り ます。

ユーザーは、 ス ケジュール、 デバイ ス、 およびオブジェ ク ト ・ オプシ ョ ン
やプラ イベー ト 除外 リ ス ト を選択し て適用でき ます。

バッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト の詳細は、 「バッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト の使
用」 （280 ページ ) も参照し て く だ さい。
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図 6-25 バックアップ ・ オプシ ョ ン

も頻繁に使用されるバックアップ ・ オプシ ョ ン

本項では、 バ ッ ク ア ッ プ方針に従って頻繁に変更される可能性の高い以下
のオプシ ョ ンについて説明し ます。  

• 「データ保護 : メ デ ィ ア上にデータ を保存する期間を指定する」（293 ペー

ジ )

• 「カ タ ロ グ保護 : データベース上にロ グ情報が保存される期間」（295 ペー

ジ )

• 「ロ ギング : データベースに保存されているデータの詳細を変更する」

（296 ページ )

• 「負荷調整 : バッ ク ア ッ プ ・デバイ スの使用状況を調整する」 （297 ページ
)

• 「所有権 : 誰が復元を実行でき るか」 （300 ページ )
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データ保護 : メディア上にデータを保存する期間を指定する

データ保護ポ リ シーの構成は、 データの安全性を確保し て環境を円滑に管
理する上で非常に重要な作業です。 データ保護ポ リ シーの詳しい定義方法

については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を

参照し て く ださい。

ユーザーは、 自社のデータ保護ポ リ シーに基づいて、 バッ ク ア ッ プし た
データ を メ デ ィ アに保存し てお く 期間を指定する必要があ り ます。 た と え

ば、 3 週間経過し たデータは期限切れのデータ と し て、 次回のバ ッ ク ア ッ

プ時に上書きでき ます。

[ 保護 ] オプシ ョ ンは、 バ ッ ク ア ッ プ操作と オブジェ ク ト コ ピー操作に対

し て指定でき ます。

制限事項 オペレーテ ィ ング ・ システムの制限によ り 、 保護期限と し て指定でき るの
は 2038 年 1 月 18 日までです。

データ保護は複数の場所で指定でき ます。 対話形式でバッ ク ア ッ プを実行

するか、 保存済みのバッ ク ア ッ プ仕様を起動するか、 バッ ク ア ッ プを スケ
ジ ュールするかによ って、 さ まざ まな組み合わせを使用でき ます。 デフ ォ

ル ト は [ 無期限 ] です。

• 対話型バッ ク ア ッ プ

対話型バッ ク ア ッ プの構成時には、 バ ッ ク ア ッ プ全体に対するデフ ォル
ト のデータ保護を変更でき ます。 図 6-26 (294 ページ ) を参照し て く ださ

い。 さ らに、 個々のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対し て異な るデータ

保護を設定でき ます。 バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト に対し て指定された

データ保護が、 デフ ォル ト のデータ保護に優先し て適用されます。 図
6-27 (295 ページ ) を参照し て く だ さい。

• 保存済みバ ッ ク ア ッ プ仕様によ るバッ ク ア ッ プ

GUI を使用し て保存済みバッ ク ア ッ プ仕様を起動する場合は、 上記で説

明し た対話型バッ ク ア ッ プ と 同様のデータ保護が適用されます。

CLI を使用し て保存済みバッ ク ア ッ プ仕様を起動する場合もデータ保護

を指定でき ます。 この指定は、 バッ ク ア ッ プ仕様内のデータ保護設定よ

り 優先されます。

• ス ケジュールされたバッ ク ア ッ プ
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個々のバッ ク ア ッ プまたはス ケジュールされた定期的バッ ク ア ッ プに対
し て、 異な るデータ保護を指定でき ます。 [ バ ッ ク ア ッ プのス ケジ ュー

ル ] ダイ ア ロ グで指定されたデータ保護は、 バッ ク ア ッ プ仕様内で別に

定義されている保護設定よ り も優先し て適用されます。 データ保護をデ

フ ォル ト のま まにし た場合、 上記で説明し た対話型バッ ク ア ッ プ と 同様
のデータ保護が適用されます。

データ保護の設定方法は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「データ
保護の設定」 を参照し て く ださい。

注記 既存のバッ ク ア ッ プ仕様にバッ ク ア ッ プ ・ テンプレー ト を適用し て ［フ ァ
イルシステム］ および / または ［ス ケジ ュール］ オプシ ョ ンを選択し た場

合、 テンプレー ト の保護設定がバ ッ ク ア ッ プ仕様各部に対する従来のデー
タ保護設定を上書き し ます。 詳細は、 「テンプレー ト で提供されるオプシ ョ

ン」 （281 ページ ) を参照し て く だ さい。

図 6-26 バックアップ ・ オプシ ョ ン : 保護
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図 6-27 バックアップ ・ オブジェク トのプロパティ  - オプシ ョ ン : 保護

カタログ保護 : データベース上にログ情報が保存される期間

メ デ ィ ア上でのデータ保護期間を制御する [ データ保護 ] オプシ ョ ンの他

に、 [ カ タ ロ グ保護 ] オプシ ョ ンを設定する こ と によ り 、 バ ッ ク ア ッ プ さ

れたフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ に関する情報を IDB に保存する期間を制御で

き ます。 [ カ タ ロ グ保護 ] オプシ ョ ン と [ データ保護 ] オプシ ョ ンは個別に

設定でき ます。 ロ グ ・ レベルが [ ロ グな し ] に設定されている場合、 カ タ

ロ グ保護は無効にな り ます。

[ カ タ ロ グ保護 ] オプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プ操作 と オブジ ェ ク ト コ ピー

操作に対し て指定でき ます。 

カ タ ロ グ保護のデフ ォル ト 値は [ データ保護と同じ ] です。 これは、 メ

デ ィ アが復元用に使用可能な限 り 、 フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ をブラ ウ
ズ し た り 選択でき る こ と を意味し ます。
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注記 データ保護期限が切れる と、 カ タ ロ グ保護は取 り 消されます。 つま り 、

データ保護が終了し て、 メ デ ィ アが上書き される際に、 オブジェ ク ト のカ
タ ロ グは、 カ タ ロ グ保護の設定の有無に関係な く 削除されます。

カ タ ロ グ保護期限が切れた場合で も、 復元は可能です。 ただし、 フ ァ イル

名を手動で指定する必要があ り ます。

カ タ ロ グ保護は、 ロ グ ・ レベル と 共に、 IDB の拡張性に大き な影響を与え

る こ と に注意し て く ださい。 し たがって、 実際の環境に適し たカ タ ロ グ保

護ポ リ シーを定義する こ と が非常に重要です。 カ タ ロ グ保護と、 推奨され

る使用方法については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・

ガイ ド』 の 「IDB」 の項を参照し て く だ さい。

制限事項 オペレーテ ィ ング ・ システムの制限によ り 、 保護期限と し て指定でき るの
は 2038 年 1 月 18 日までです。

ロギング : データベースに保存されているデータの詳細を変更する

ロ グ ・ レベルによ り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中に IDB に書き込まれる

フ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ の詳細情報の量が決ま り ます。 データの復元は、

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中に使用される ロ グ ・ レベルに関係な く 可能で
す。 

ロ グ ・ レベルは、 バ ッ ク ア ッ プ操作 と オブジ ェ ク ト コ ピー操作に対し て指
定でき ます。 

Data Protector には、 以下の 4 つのロ グ ・ レベルがあ り ます。

表 6-2

[ すべてログ

に記録 ]
デフ ォル ト のロ グ ・ レベルです。 バッ ク ア ッ プし たフ ァ

イル とデ ィ レ ク ト リ に関するすべての詳細情報 ( 名前、

バージ ョ ン、 属性 ) が IDB に記録されます。 ユーザー

は、 復元前にデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルをブラ ウズ し て
フ ァ イルの属性を確認でき ます。 また Data Protector は、

特定のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を復元する際に、
テープ上の位置を素早 く 特定でき ます。
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ロ グ ・ レベルの設定によ って、 IDB のサイ ズ増加、 バ ッ ク ア ッ プの速度、

復元対象データのブラ ウ ズのしやすさ が影響を受けます。

も適切な ロ グ ・ レベル設定を決定するには、 設定によ り どのよ う な結果
にな るかを理解する こ と が重要です。 推奨される ロ グ ・ レベルや使用方法

の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ

ド』 を参照し て く ださい。

負荷調整 : バックアップ ・ デバイスの使用状況を調整する

負荷調整とは デフ ォル ト では、 Data Protector はバ ッ ク ア ッ プ用に指定されているバ ッ ク

ア ッ プ ・ デバイ スの使用状況を自動的に調整し ます。 これは負荷調整 と も

呼ばれ、 こ の機能によ り 、 デバイ スの使用状況を均等にする こ と ができ ま

ログ ・ ファイ
ル

このロ グ ・ レベルを選択し た場合は、 バッ ク ア ッ プし
たフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ に関する詳細情報 ( 名前、

バージ ョ ン ) が IDB に記録されます。 ユーザーは、 復元

前にデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルをブラ ウズでき ます。 ま
た Data Protector は、 特定のフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト

リ を復元する際に、 テープ上の位置を素早 く 特定でき
ます。 すべてのフ ァ イル詳細 ( フ ァ イル属性 ) がデータ

ベースに記録されるわけではないので、 保存される情
報が占める スペースはそれほど大き く あ り ません。

[ ディ レク ト

リ ・ レベルま
でログに記録
]

このロ グ ・ レベルを選択し た場合は、 バッ ク ア ッ プし
たデ ィ レ ク ト リ に関するすべての詳細情報 ( 名前、 バー

ジ ョ ン、 属性 ) が IDB に記録されます。 ユーザーが復元

前にブラ ウ ズでき るのはデ ィ レ ク ト リ のみです。 ただ

し、 テープ上ではフ ァ イルが実際に属するデ ィ レ ク ト
リ の近 く に位置し ているため、 Data Protector は復元時

に際し て素早 く 位置を特定でき ます。 このオプシ ョ ン

は、 ニュースや メ ール ・ システムなど、 自動生成フ ァ
イルが多いフ ァ イルシステムに適し ています。

[ ログなし ] このロ グ ・ レベルを選択し た場合は、 バッ ク ア ッ プし
たフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ に関する情報は IDB に記録

されません。 復元前にフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を検索し

た り ブラ ウ ズする こ と はでき ません。

表 6-2
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す。 [ 負荷調整 ] オプシ ョ ンを使ってバ ッ ク ア ッ プを実行する場合、 Data 
Protector は負荷調整バッ ク ア ッ プ仕様で指定された順にデバイ ス を使用し

ます。 

注記 [ 負荷調整 ] オプシ ョ ンを使用不可能に設定し た場合、 バッ ク ア ッ プ仕様

で各オブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プに使用するバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を選
択し なければな り ません。 デバイ スが使用不可能になった場合、 このデバ

イ スにバッ ク ア ッ プする予定のオブジ ェ ク ト は保存されません。

負荷調整の詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ

ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださい。

どのような場合に
負荷調整を使用するか

[ 負荷調整 ] オプシ ョ ンは、 多数のオブジェ ク ト を複数の使用可能なデバ

イ スにバッ ク ア ッ プし て、 Data Protector によ って常にすべてのデバイ スが

使用される よ う にし ておき たい場合に使用する こ と をお勧めし ます。 デバ

イ スが使用不可能にな る こ と によ るバ ッ ク ア ッ プへの影響を 小限に抑え
るには、 こ の [ 負荷調整 ] オプシ ョ ンを使用し て く だ さい。 デバイ スが使

用不可能になる理由には、 以下のよ う な ものがあ り ます。

• バッ ク ア ッ プ時に異常終了し た

• バッ ク ア ッ プ中に停止し た

• 別のセ ッ シ ョ ンによ って使用中であ る

• 起動でき ない

どのような場合に
負荷調整を使用しな
いか

以下の場合は、 [ 負荷調整 ] オプシ ョ ンの選択を解除する こ と をお勧めし

ます。

• バッ ク ア ッ プするオブジ ェ ク ト の数が少ない場合

• オブジェ ク ト を単純なデバイ ス (DDS など ) でバッ ク ア ッ プする場合

• オブジェ ク ト をバ ッ ク ア ッ プするデバイ ス を手動で選択する場合

• どの メ デ ィ アにオブジェ ク ト がバ ッ ク ア ッ プされるかを知 り たい場合

パラメータはどのよ
うに使用されるか

[ 負荷調整 ] オプシ ョ ンには 小 と 大の 2 つのパラ メ ータがあ り ます。 
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小は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様のデバイ ス ・ リ ス ト の中から、 セ ッ シ ョ ンを起
動する ために使用可能でな く てはな ら ないバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの 小
数を指定するパラ メ ータです。 使用可能なデバイ ス と は、 別のバ ッ ク ア ッ

プ ・ セ ッ シ ョ ンによ って使用されておらず、 十分な ラ イセン スがあ る こ と
を意味し ます。

大は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様で定義されているデバイ スの数に関係な く 、 同
時に使用でき るデバイ スの 大数を指定するオプシ ョ ンです。 残 り のデバ

イ スは必要に応じ て使用されます。

た と えば、 バ ッ ク ア ッ プ仕様で 4 つのデバイ スが指定されてお り 、 小 と

大を共に 2 に設定し ている と し ます。 この場合、 まずバ ッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ンは、 これら 4 つの内 2 つのデバイ スが使用でき る よ う にな る ま

で待ち行列に入 り ます。 ただし、 この 2 つのいずれかで障害が発生し た場

合は、 予備の 2 つのデバイ スの内 1 つが使用されます。

オブジェク ト をどの
ようにして使用可能
なデバイスに割り当
てるか

デバイ スの リ ス ト から 1 番目のデバイ スが起動されます。 デバイ スに対し

て選択されるオブジェ ク ト の数は、 [ 同時処理数 ] で定義されています。 
次に、 2 番目のデバイ スが起動され、 リ ス ト 内のオブジ ェ ク ト がな く な る

か、 実行されるデバイ スの数が 大にな る まで、 オブジェ ク ト が選択され
ます。 

バッ ク ア ッ プ対象のオブジェ ク ト は、 以下の条件に基づいて割 り 当て られ
ます。

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに接続されている ク ラ イ アン ト 上にあ るオブ

ジェ ク ト の優先順位が も高 く な り ます。

• ク ラ イ アン ト 当た り の Disk Agent 数ができ るだけ少な く な る よ う にオブ

ジェ ク ト が選択されます。

オブジェ ク ト をデバイ スに割 り 当て る と きに、 オブジェ ク ト のサイ ズは考
慮されません。

デバイ スが使用不可能になった場合、 以下の状況が発生し ます。

• 障害発生前にデバイ スにバ ッ ク ア ッ プされていたすべてのオブジ ェ ク ト

は、 実際にバ ッ ク ア ッ プ されています。

• 障害発生時にデバイ スにバ ッ ク ア ッ プ中であったオブジェ ク ト のバッ ク

ア ッ プは中止されます。

• そのデバイ スでのバ ッ ク ア ッ プ待ちであったすべてのオブジェ ク ト は、

バッ ク ア ッ プ仕様で指定されているその他の使用可能なデバイ スにバッ
ク ア ッ プされます ( ただし、 指定されている 大数のデバイ スが使用さ
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れていない場合 )。

例 た と えば、 100 個のオブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プを、 デバイ ス数 4、 同時処

理数 3、 負荷調整の 小および 大パラ メ ータ を共に 2 で構成し た と し ま

す。 少な く と も 2 台のデバイ スが使用可能であればバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンが開始され、 使用可能なデバイ スの 初の 2 台でそれぞれ 3 つのオ

ブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プが並行し て行われます。 残 り の 94 個のオブジェ

ク ト はバッ ク ア ッ プ待ち と な り 、 その時点ではデバイ スへの割 り 当ては行
われません。 

あ るオブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プが終了し た時には、 同時にバッ ク ア ッ プ
し ているオブジェ ク ト 数が 3 未満のデバイ スにバッ ク ア ッ プ待ちの次のオ

ブジ ェ ク ト が割 り 当て られ、 そのオブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プが開始され
ます。 負荷調整によ り 、 バッ ク ア ッ プ待ちのオブジ ェ ク ト があ る間は、 2 台

のデバイ スが並行し て動作し ます。 バ ッ ク ア ッ プ中のデバイ スの う ち 1 台

が故障し た場合には、 予備のデバイ スの内の 1 台が使用されます。 故障し

たデバイ スで実行中だったオブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プは異常終了し、
バッ ク ア ッ プ待ちの次の 3 つのオブジ ェ ク ト が新しいデバイ スに割 り 当て

られます。 つま り 、 1 台のデバイ スが故障し た場合には、 バッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ンを継続でき る他のデバイ スがあれば、 高 3 つのオブジェ ク ト

のバ ッ ク ア ッ プが異常終了する と い う こ と です。

テンプレー ト からデバイ ス ・ オプシ ョ ンを適用する際は、 以下の規則に留
意し て く だ さい。

• テンプレー ト 内で [ 負荷調整 ] オプシ ョ ンを選択し ていない場合、バッ ク

ア ッ プ仕様ではデバイ ス ・ オプシ ョ ンは使用されません。

• テンプレー ト と バ ッ ク ア ッ プ仕様の両方で [負荷調整 ]オプシ ョ ンが選択

されていれば、 デバイ ス ・ オプシ ョ ンが適用されます。

• ［負荷調整］ オプシ ョ ンがテンプレー ト だけで選択されている場合は、

デバイ ス ・ オプシ ョ ンはバ ッ ク ア ッ プ仕様にデバイ スが指定されていな
い場合に限 り 適用されます。

失敗し たバ ッ ク ア ッ プの詳細は、 「失敗したバッ ク ア ッ プの管理」 （335
ページ ) を参照し て く だ さい。

所有権 : 誰が復元を実行できるか

バックアップ ・
セッション・ オーナー
とは

対話型バッ ク ア ッ プを開始するユーザーをセ ッ シ ョ ン ・ オーナー と いいま
す。 ユーザーが既存のバ ッ ク ア ッ プ仕様を変更し ないで使用し た場合、

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは対話型 と はみな されません。
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ユーザーがバ ッ ク ア ッ プ仕様を変更し てバッ ク ア ッ プを開始し た場合、 以
下の条件が当てはま ら ない限 り このユーザーがオーナー と な り ます。

• ユーザーが [ セ ッ シ ョ ンの所有者を切 り 替え ] ユーザー権限を持ってい

る場合。 

• バッ ク ア ッ プ仕様内でバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン ・ オーナーを明示的に

定義するには、 ユーザー名、 グループ名または ド メ イ ン名、 およびシス
テム名を指定し ます。 この場合は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様で指定し たユー

ザーがバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン ・ オーナーにな り ます。

UNIX Cell Manager でバッ ク ア ッ プがス ケジ ュールされている場合は、 上記

の条件に当てはま ら なければ、 セ ッ シ ョ ン ・ オーナーは root:sys にな り

ます。

Windows Cell Manager 上でス ケジュールされたバッ ク ア ッ プの場合は、 上

記の条件に当てはま ら ない限 り 、 イ ン ス ト ール時に指定されたユーザーが
セ ッ シ ョ ン ・ オーナーにな り ます。

誰がプライベート ・
オブジェク ト を復元
できるか

 以下のユーザーはプラ イベー ト ・ オブジ ェ ク ト を復元でき ます。

• Admin ユーザー・ グループおよび Operator ユーザー・ グループの メ ン

バー。

• [ 復元の開始 ] ユーザー権限を持っているバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン ・

オーナー。 他のユーザー権限 ([ 別の ク ラ イ アン ト へ復元 ] など ) も必要

にな る場合があ り ます。

• [ プラ イベー ト ・ オブジェ ク ト を表示 ] ユーザー権限を持っているユー

ザー。

なぜバックアップ ・
オーナーを変更するか

バッ ク ア ッ プ ・ オーナーを変更し た方がよい場合も あ り ます。 た と えば、

管理者がバ ッ ク ア ッ プ仕様の構成と スケジ ュールを行い、 オペレータがそ
のバ ッ ク ア ッ プ仕様の実行を許可されている ( ただし、 バ ッ ク ア ッ プ仕様

の変更や保存はでき ない ) と 想定し ます。 すべてのオブジェ ク ト に対し て [

プラ イベー ト ] バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンが設定されている場合、 オペ

レータは何も復元でき ません。 ただし、 バッ ク ア ッ プの管理や、 正常に実
行されなかったセ ッ シ ョ ンの再開は行 う こ と ができ ます。

オーナーを変更でき るのは、 保存済みのバ ッ ク ア ッ プ仕様の場合だけです。 
バッ ク ア ッ プ構成を変更し た後、 保存し なければ、 対話型バッ ク ア ッ プ と
みな されるのでオーナーは変更されません。 このため、 意図し ていない種

類のバ ッ ク ア ッ プを作成し て し ま う 可能性があ り ます。 た と えば、 フル ・
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バッ ク ア ッ プのオーナーではないユーザーが増分バ ッ ク ア ッ プを対話型で
起動する と、 増分バ ッ ク ア ッ プではな く 別のフル ・ バッ ク ア ッ プが作成さ
れる こ と にな り ます。

Data Protector バックアップ ・ オプシ ョ ンのリスト

本項では、 3 セ ッ ト のバ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンについて説明し ます。 各
セ ッ ト のオプシ ョ ンはアルフ ァベッ ト 順に記載されています。

バックアップ仕様オプシ ョ ン

バックアップ仕様に
オプションを設定する

1. オプシ ョ ンを設定するバ ッ ク ア ッ プ仕様を選択し ます。

2. [ オプシ ョ ン ] タブを ク リ ッ ク し ます。

3. [バ ッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ]で [拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。 [バッ ク

ア ッ プ ・ オプシ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。 

4. [ 一般 ] および [ ク ラ ス ター化 ] でオプシ ョ ンをそれぞれ選択し ます、 
[EMC Synmetrix] タブ と [HP StorageWorks XP] タブは、 それぞ

れ EMC デバイ ス と Storageworks デバイ スが接続されて構成されている

場合に限 り 表示されます。

MC/Service Guard または Microsoft Cluster Server のイ ン ス

ト ール と構成が行われていない場合、 [ ク ラ ス ター化 ] は無視し て く だ

さい。 

5. 設定内容を確認し て [ バ ッ ク ア ッ プ・オプシ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウ を終了する

には、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 詳細はオン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て

く だ さい。
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図 6-28 バックアップ仕様オプシ ョ ン - [ 一般 ]

使用可能なバック
アップ仕様オプション

説明

ユーザーはバ ッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ンの目的や内容を
説明する テキス ト を入力でき ます。 このテキス ト はバッ

ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに全 く 影響を与えません。

[ 負荷調整 ]

このオプシ ョ ンは、 [ バッ ク ア ッ プの新規作成 ] ダ イ ア

ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 デフ ォル ト で有効に設定されていま
す。 こ こ で このオプシ ョ ンを無効にし て も、 後から [

バッ ク ア ッ プ ] タブを開いて、 バッ ク ア ッ プ仕様の [ あ

て先 ] プロパテ ィ ・ ページで設定でき ます。

このオプシ ョ ンを設定した場合、 Data Protector は、 使用

可能なデバイ スにバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を動的に
割 り 当てます。 これは、 デバイ スが均等に使用され、 い

ずれかのデバイ スで障害が発生し て も、 他の使用可能な
デバイ スでバ ッ ク ア ッ プが続行される こ と を意味し ます。 
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このオプシ ョ ンを設定し なかった場合、 バッ ク ア ッ プ ・
オブジェ ク ト はオブジェ ク ト に割 り 当て られているデバ
イ スに、 指定された順序でバッ ク ア ッ プされます。

デフ ォル ト は ON です。

詳し く は、 「負荷調整 : バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの使用状

況を調整する」 （297 ページ ) を参照し て く だ さい。

[ 所有権 ]

バッ ク ア ッ プ仕様でオーナーが指定されていない場合、
対話型バッ ク ア ッ プを開始し たユーザーがセ ッ シ ョ ン ・
オーナー と な り ます。 それ以外の場合は、 以下のよ う に

な り ます。

• UNIX Cell Manager の場合は root

• Windows Cell Manager の場合は、 イ ン ス ト ール時に指

定し たユーザー

デフ ォル ト の設定では指定されていません。

詳し く は、 「所有権 : 誰が復元を実行でき るか」 （300
ページ ) を参照し て く だ さい。

セ ッ シ ョ ン ・ オーナーを変更するには、 以下の手順を行
います。

1. [HP OpenView Storage Data Protector 

Manager] で [ バ ッ ク ア ッ プ ] コ ンテキス ト を選択

し ます。

2. [ バッ ク ア ッ プ仕様 ] をダブルク リ ッ ク し た後、 変更

するバ ッ ク ア ッ プ仕様を右ク リ ッ ク し ます。

3. [ プロパテ ィ ]、[ オプシ ョ ン ] の順に選択し、[ バ ッ

ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ] で [ 拡張 ] を選択し ます。 
[ 一般 ] タブを選択し ます。

4. 必要に応じ てセ ッ シ ョ ンの所有権を変更し ます。 
Windows システムでは大文字を使用し て く ださい。

注記 ユーザーの構成時に指定し た情報をそのま ま指定し て く だ さい。
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[ 実行前 ]

このフ ィ ール ド で指定された コマン ド は、 オブジェ ク ト
のバ ッ ク ア ッ プ前に、 指定された ク ラ イ アン ト 上で実行
されます。 ク ラ イ アン ト が定義されていない場合は、 コ

マン ド は Cell Manager 上で実行されます。

Windows における実行前コマン ド の指定の詳細は、

「Windows システムでの実行前 / 実行後コマン ド 」 （321
ページ ) を参照し て く だ さい。

UNIX における実行前コマン ド の指定の詳細は、 「UNIX
システムでの実行前 / 実行後コマン ド」 （328 ページ ) を

参照し て く ださい。

UNIX 上でのサンプル ・ ス ク リ プ ト については、 「実行前

/ 実行後コマン ド の例 (UNIX の場合 )」 (A-21 ページ ) を

参照し て く ださい。

デフ ォル ト の設定では指定されていません。

[ 実行後 ]

このフ ィ ール ド で指定された コマン ド は、 すべてのオブ
ジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プが完了し た後に、 指定された ク
ラ イ アン ト 上で実行されます。 ク ラ イ アン ト が定義され

ていない場合は、 コマン ド は Cell Manager 上で実行され

ます。

Windows における実行後コマン ド の指定の詳細は、

「Windows システムでの実行前 / 実行後コマン ド 」 （321
ページ ) を参照し て く だ さい。

UNIX における実行前コマン ド の指定の詳細は、 「UNIX
システムでの実行前 / 実行後コマン ド」 （328 ページ ) を

参照し て く ださい。

UNIX 上でのサンプル ・ ス ク リ プ ト については、 「実行前

/ 実行後コマン ド の例 (UNIX の場合 )」 (A-21 ページ ) を

参照し て く ださい。

デフ ォル ト の設定では指定されていません。

[ 切断された接続の再接続 ]
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このオプシ ョ ンをオンに設定する と、 ネ ッ ト ワーク で短
期間のエ ラーが発生し た場合で も、 Data Protector が以下

を再接続し ます。

• Backup Session Manager と Disk Agent または Media 
Agent( コ ン ト ロール接続 )

• バッ ク ア ッ プ中は Disk Agent と Media Agent、オブジ ェ

ク ト ミ ラーが有効な場合は Media Agent( データ接続 )

  このオプシ ョ ンをオフに設定し た場合は、 セ ッ シ ョ ンは

中止されます。

この設定は、 Disk Agent または Media Agent が Cell 
Manager が接続されている LAN と は別の LAN に接続さ

れている場合などに役立ちます。 こ の 2 つの LAN の間の

接続の信頼性が低下し た場合に (WAN 接続 )、 Data 
Protector はデフ ォル ト で 600 秒間再接続を試みます。 こ
の秒数は、 omnirc 変数であ る OB2RECONNECT_RETRY

を使って設定でき ます。

デフ ォル ト は OFF です。

オブジェク ト ・ オプシ ョ ン

ファイルシステム ・
オプシ ョ ンの設定

1. バッ ク ア ッ プ仕様を選択し て、 [ オプシ ョ ン ] プロパテ ィ ・ ページを ク

リ ッ ク し、 [ フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ン ] で [ 拡張 ] を ク リ ッ ク

し ます。

2. [オプシ ョ ン ]、[ その他 ]、[WinFSオプシ ョ ン ] または [NetWare オプ

シ ョ ン ] から希望のオプシ ョ ンを選択し ます。

注記 [ オプシ ョ ン ] タブで実行前 / 実行後コマン ド名を指定する場合、 コマン

ド に対し てフルパス を指定する必要があ る場合と ない場合があ り ます。 

Windows における実行前コマン ド の指定の詳細は、 「Windows システム

での実行前 / 実行後コマン ド」 （321 ページ ) を参照し て く ださ い。

UNIX における実行前コマン ド の指定の詳細は、 「UNIX システムでの実行

前 / 実行後コマン ド」 （328 ページ ) を参照し て く ださい。
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3. このダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク ス を確認し て終了するには、 [OK] を ク リ ッ ク

し ます。

各オプシ ョ ン固有の情報については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く
ださい。 

図 6-29 ファイルシステム ・ オプシ ョ ン  

ディ スク・ イメージ・
オプシ ョ ンの設定

1. バッ ク ア ッ プ仕様を選択し ます。

2. [ オプシ ョ ン ] プロパテ ィ ・ ページを選択し ます。

3. [ デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オプシ ョ ン ] で [ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。 
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4. [オプシ ョ ン ] または [その他] タブを ク リ ッ ク し て、希望のオプシ ョ ン

を選択し ます。 各オプシ ョ ンの説明は、 ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク ス内で [ ヘ

ルプ ] を ク リ ッ クする と表示されます。

注記 [ オプシ ョ ン ] タブで実行前 / 実行後コマン ド名を指定する場合、 コマン

ド に対し てフルパス を指定する必要があ る場合と ない場合があ り ます。 

Windows における実行前コマン ド の指定の詳細は、 「Windows システム

での実行前 / 実行後コマン ド」 （321 ページ ) を参照し て く ださ い。

UNIX における実行前コマン ド の指定の詳細は、 「UNIX システムでの実行

前 / 実行後コマン ド」 （328 ページ ) を参照し て く ださい。

図 6-30 ディスク ・ イ メージ ・ オプシ ョ ン

5. このダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク ス を確認し て終了するには、 [OK] を ク リ ッ ク

し ます。 

オブジェク ト固有
オプシ ョ ンの設定

1. オプシ ョ ンを設定するバ ッ ク ア ッ プ仕様を選択し ます。

2. [ バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のサマ リ ー ] プロパテ ィ ・ ページを選択

し ます。
第 6 章308



バックアップ

バックアップ ・ オプシ ョ ンの使用
3. バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を選択

し ます。 [ オブジェ ク ト のプロパテ ィ ] ウ ィ ン ド ウの内容は、 選択し た

バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト の種類によ って異な り ます。 オブジ ェ ク ト

の種類には、 UNIX フ ァ イルシステム、 Windows フ ァ イルシステム、

UNIX デ ィ ス ク ・ イ メ ージがあ り ます。

Windows ファイルシステム用の [ オブジ ェ ク ト ・ プロパテ ィ ] ウ ィ ン

ド ウは、 [ 一般 ]、 [ オプシ ョ ン ]、 [ その他 ]、 [ ツ リ ー / フ ィ ルタ

]、 [WinFS オプシ ョ ン ] の各タブで構成されます。 [ オプシ ョ ン ]、 [

その他 ]、 [WinFS オプシ ョ ン ] の内容を図 6-29、 [ 一般 ] と [ ツ リ ー

/ フ ィ ルタ ] の内容を図 6-31 に示し ます。

図 6-31 オブジェク トのプロパティ  - [ 一般 ] と [ ツリー / フ ィルタ ]

 

UNIX ファイルシステム用の [ オブジ ェ ク ト ・ プロパテ ィ ] ウ ィ ン ド ウ

は、 [ 一般 ]、 [ オプシ ョ ン ]、 [ その他 ]、 [ ツ リ ー / フ ィ ルタ ] の

各タブで構成されます。 [ オプシ ョ ン ] と [ その他 ] の内容を図 6-29、
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[ 一般 ] と [ ツ リ ー / フ ィ ルタ ] の内容を図 6-31 に示し ます。 ただし、

[ オブジ ェ ク ト の種類 ] にはフ ァ イルシステム [UNIX] と 表示されま

す。

ディスク ・ イ メージ ・ オブジェ ク ト 用の [ オブジ ェ ク ト のプロパテ ィ ]

ウ ィ ン ド ウは、 [ 一般 ]、 [ オプシ ョ ン ]、 [ その他 ]、 [ デ ィ ス ク ・ イ

メ ージ ・ オプシ ョ ン ] の各タブで構成されます。 バッ ク ア ッ プ仕様に関

する [ オプシ ョ ン ] と [ その他 ] の内容を図 6-30、 [ 一般 ] と [ デ ィ

ス ク ・ イ メ ージ ・ オプシ ョ ン ] の内容を図 6-32 に示し ます。

図 6-32 オブジェク トのプロパティ  - [ 一般 ] と [ ディスク ・ イ メージ ・ オプシ ョ ン
]

 

4. オプシ ョ ンを設定し た後、 [OK] を ク リ ッ ク し て、 選択内容を確認し ま

す。 各オプシ ョ ンの詳細については、 以下を参照し て く ださい。 

設定可能なオブジェ
ク ト ・ オプシ ョ ン

[ フォールバックを許可 ] (Windows 固有オプシ ョ ン )

[ Shadow Copy を使用 ] オプシ ョ ンが指定されてお

り 、 VSS フ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プを実行中のシ

ステムでシ ャ ドー ・ コ ピーの作成が失敗し た場合、 デ
フ ォル ト ではバッ ク ア ッ プも失敗し ます。 ただし、

［フ ォールバッ ク を許可］ オプシ ョ ンを指定する こ と で
第 6 章310



バックアップ

バックアップ ・ オプシ ョ ンの使用
バッ ク ア ッ の失敗を回避でき ます。 この場合、 バッ ク

ア ッ プは VSS バッ ク ア ッ プではないバッ ク ア ッ プ と し て

続行されます。

[ バックアップ ・ ファイルのサイズ ]

このオプシ ョ ンを使って、 バッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イルのサ
イ ズを指定し ます。 バッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イルのサイ ズは、

[ すべてのサイ ズ ]( デフ ォル ト )、 [ ～以上 ( 単位 : 

KB)]、 [ ～以下 ( 単位 : KB)]、 [ 範囲 ( 単位 : KB)]

のいずれかで指定でき ます。 

[POSIX ハード リンクをファイルと してバックアップ ]

このオプシ ョ ンは UNIX フ ァ イルシステムの場合のみ有

効です。

ハー ド ・ リ ン ク と は、 物理フ ァ イルの場所を実際に示す
デ ィ レ ク ト リ のエン ト リ です。 このオプシ ョ ンを設定し

なかった場合、 Data Protector はデ ィ レ ク ト リ ・ ツ リ ーを

2 回ス キ ャ ン し ます。 1 回目のス キ ャ ン時に、 同じ フ ァ イ

ルを示すすべてのハード ・ リ ン ク のテーブルが作成され
ます。 2 回目のス キ ャ ン時に、 1 つのハー ド ・ リ ン クだけ

がそのフ ァ イル内容と共にバッ ク ア ッ プされ、 他のすべ
てのハード ・ リ ン クはハード ・ リ ン ク と し てバッ ク ア ッ
プされます。 また Data Protector は、 1 回目のス キ ャ ンで

バッ ク ア ッ プのサイ ズを予測する こ と もでき ます。

このオプシ ョ ンを設定した場合、 Data Protector は各ハー

ド ・ リ ン ク のフ ァ イル内容全体をバッ ク ア ッ プし ます。
Data Protector はフ ァ イルシステム ・ ツ リ ーを 1 回だけス

キ ャ ンするため、 バッ ク ア ッ プ ・ プロセスの速度が非常
に速 く な り ます。 

デ ィ レ ク ト リ 内にハード ・ リ ン ク がない場合は、 このオ
プシ ョ ンを使用し て く だ さい。 このオプシ ョ ンがオンの

場合、 Data Protector はバ ッ ク ア ッ プのサイ ズを予測し た

り 、 バ ッ ク ア ッ プが完了し た割合 (%) を表示でき ません。

デフ ォル ト は OFF です。

[ カタログ保護 ]
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[ カ タ ロ グ保護 ] のデフ ォル ト 値は [ データ保護と同じ ]
です。 この値を変更するには、 [ なし ]、 [ 期限 ]、 [ 日数

]、 [ 週数 ] のいずれかの値を指定し ます。

詳細は、 「カ タ ロ グ保護 : データベース上にロ グ情報が保

存される期間」 （295 ページ ) を参照し て く だ さい。

[ アクセス時刻属性を保存しない ]

このオプシ ョ ンを設定し ない場合は、 ア ク セス時刻属性
は前回のバ ッ ク ア ッ プ時のま ま変更されません。 各フ ァ

イルがバッ ク ア ッ プされた後、 この属性は元の値に リ
セ ッ ト されます。 このオプシ ョ ンを設定し た場合は、 ア

ク セス時刻の値はバッ ク ア ッ プ時の時刻に設定されます。 

「UNIX システムのバ ッ ク ア ッ プ」 （219 ページ ) も参照し

て く ださい。

デフ ォル ト は OFF です。 

このオプシ ョ ンは、 Novell NetWare ではサポー ト されて

いません。

[ アーカイブ属性を使用しない ](Windows 固有オプシ ョ ン )

Data Protector はバ ッ ク ア ッ プ後 ( フ ァ イルの読み取 り 完

了後 ) アーカ イブ属性を ク リ ア し ます。 別のアプ リ ケー

シ ョ ンで こ の属性を使用する場合は、 このオプシ ョ ンを
オンに設定し てお く こ と が必要です。 

デフ ォル ト は OFF です。

[NTFS ハード リンクを検出 ] (Windows 固有オプシ ョ ン )

このオプシ ョ ンは [POSIX ハー ド リ ン ク を フ ァ イル と し

てバ ッ ク ア ッ プする ] オプシ ョ ン と 同様ですが、 NTFS
に対し てのみ有効であ り 、 デフ ォル ト 値がオフであ る点
が異な り ます。 これは、 ハード ・ リ ン ク が通常フ ァ イル
と し てバッ ク ア ッ プされる こ と を意味し ます。 デフ ォル

ト はオフです。 これは、 NTFS ハード ・ リ ン ク が使用され

る頻度が低 く 、 こ のオプシ ョ ンを設定する と 、 バッ ク
ア ッ プ性能が低下するためです。

[ 暗号化 ]
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オープン ・ システム と パブ リ ッ ク ・ ネ ッ ト ワーキングを
利用する大規模な企業では、 データ ・ セキ ュ リ テ ィ が重
要な課題 と な り ます。 Data Protector では、 フ ァ イル と

raw デ ィ ス ク ・ イ メ ージのデータ を コード化し てそれら

を読み取 り 不可能にする こ と ができ ます。 データは、

ネ ッ ト ワーク を介し て転送される前 と メ デ ィ アに書き込
まれる前にコード 化されます。 Data Protector では、 あ る

特定の内蔵アルゴ リ ズムを使って コー ド化を行います。

デフ ォル ト は OFF です。

[ バックアップ時にファイルをロッ ク ]

このオプシ ョ ンをオンに設定した場合、 バッ ク ア ッ プ中
のフ ァ イルがロ ッ ク される ため、 フ ァ イルがバッ ク ア ッ
プ中に変更されるのを防止でき ます。 強制ロ ッ ク機能が

使用されます。

デフ ォル ト は OFF です。 

このオプシ ョ ンは、 Novell NetWare ではサポー ト されて

いません。

[ ロギング ]

デフ ォル ト のロ グ ・ レベルは [ すべてログに記録 ] です。 
この設定は、 [ ログなし ]、 [ ディ レク ト リ ・ レベルまで

ログに記録 ]、 [ ファイル ・ レベルまでログに記録 ] のい

ずれかに変更でき ます。

各ロ グ ・ レベルの詳細は、 「ロ ギング : データベースに保

存されているデータの詳細を変更する」 （296 ページ ) を

参照し て く ださい。

[ 再試行回数 ] (Novell Netware 固有オプシ ョ ン )

このオプシ ョ ンでは、 Data Protector がフ ァ イルのバ ッ ク

ア ッ プを試行する回数を定義し ます。 この回数以内に

バッ ク ア ッ プを実行でき なかった場合、 Data Protector は

エ ラー ・ メ ッ セージを表示し ます。 フ ァ イルを開いた後

に解放する アプ リ ケーシ ョ ンをお使いの場合は、 このオ
プシ ョ ンを使用する こ と によ り 、 フ ァ イルがバッ ク ア ッ
プされる確率を高 く する こ と ができ ます。 

デフ ォル ト 値は 1 です。
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[ ファイルをオープンする ] (Windows 固有オプシ ョ ン )

このオプシ ョ ンは、 オープン し ている Windows フ ァ イル

が見つかった場合に Data Protector が何を行 う かを制御し

ます。 [ 再試行回数 ] を指定し てお く と 、 オープン されて

いる フ ァ イルまたはビジー ・ フ ァ イルのバッ ク ア ッ プが、
Data Protector によ り 指定し た回数だけ試行されます。 [ タ

イムアウト ] では、 オープン されている フ ァ イルまたは

ビジー ・ フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを Data Protector が再試

行する までの待機時間 ( 単位 : 秒 ) を指定でき ます。

[ 保護 ] ( データ保護 )

このオプシ ョ ンでは、 バ ッ ク ア ッ プするデータに保護期
間を設定でき ます。 これによ り 、 指定し た期間中にバッ

ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アが上書き されるのを防止でき ます。 [
保護 ] の値には、 [ なし ]、 [ 期限 ]、 [ 日数 ]、 [ 週数 ]、 [
無期限 ] があ り ます

デフ ォル ト は [ 無期限 ] です。

[ パブリ ッ ク ]/[ プライベート ]

このオプシ ョ ンを使 う と、 バッ ク ア ッ プし たデータ を復
元する ためのア ク セス権を設定でき ます。 [ プライベート

] オプシ ョ ンを使ってフ ァ イルシステムをバ ッ ク ア ッ プ

し た場合、 このフ ァ イルシステムを復元でき るのは、
バッ ク ア ッ プし たユーザーまたは Data Protector Admin グ

ループに所属するユーザーに限られます。 

このオプシ ョ ンを [ パブリ ック ] に設定する と、 [ 復元

の開始 ] ユーザー権限を持つユーザーな ら誰で もデータ

を復元でき ます。

デフ ォル ト は [ プライベート ] です。 

[ レポート ・ レベル ]

このオプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中にオブ
ジェ ク ト に関し て通知されるエラーのレベルを定義し ま
す。 レベルを設定する こ と によ り 、 設定し たレベル と そ

れ以上のレベルに相当するエ ラーが通知されます。 設定

可能なレポー ト ・ レベルは、 [ 警告 ]、 [ 軽度 ]、 [ 重度 ]、
[ 致命的 ] の 4 段階です。
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た と えば、 [ 軽度 ] に設定する と 、 「軽度」、 「重度」、 「致

命的」 レベルのエラーのみが [ メ ッ セージ ] フ ィ ール ド

に表示されます。 [ 正常 ] レベルの メ ッ セージは、 常に [

メ ッ セージ ] フ ィ ール ド に表示されます。 デフ ォル ト は [
警告 ] です。

注記 IDB に保存される メ ッ セージの数は、 1 つのバ ッ ク ア ッ プ ・ システム当た

り 大 3000 個です。

[ ロックされたファイルを別名でオープンしたことを通知 ] (Windows 固有

オプシ ョ ン )

このオプシ ョ ンは、 Data Protector がバ ッ ク ア ッ プを試行

し た時点でオープン されていて ロ ッ ク されている フ ァ イ
ルのレポー ト ・ レベルを設定し ます。 Data Protector は、 [
レポート ・ レベル ] の設定に応じ て、 フ ァ イルを レポー

ト し ます。 デフ ォル ト は [ 警告 ] です。

[ ソフ トウェア圧縮 ]

Data Protector では、 Disk Agent のデータ を圧縮し て、 圧

縮し たデータ を Media Agent へ転送でき ます。 この機能は

ソ フ ト ウ ェ ア圧縮 と も呼ばれます。 [ オブジェ ク ト のプ

ロパテ ィ ] ウ ィ ン ド ウの [ その他 ] プロパテ ィ ・ ページ

で [[ ソ フ ト ウ ェ ア圧縮 ] を選択し て、 ソ フ ト ウ ェア圧

縮を使用可能に設定し ます。 これによ り 、 ネ ッ ト ワーク

上でや り と り されるデータの量が減 り 、 必要な メ デ ィ ア
の数が削減されるため、 バッ ク ア ッ プ性能全体が向上し
ます。 データの種類にも よ り ますが、 データ圧縮率は 30
～ 70% で、 Lempel-Ziv 4.3 圧縮アルゴ リ ズムを使用し て

います。 こ のアルゴ リ ズムは UNIX の標準 compress

ユーテ ィ リ テ ィ と完全な互換性があ り ます。 このオプ

シ ョ ンを使用し ている場合、 モニ ターに表示される圧縮
の状況 ( 圧縮完了率を % で表示 ) が正確でない こ と があ

るので注意し て く ださい。 

デフ ォル ト は OFF です。 
第 6 章 315



バックアップ

バックアップ ・ オプシ ョ ンの使用
このオプシ ョ ンは、 Novell NetWare ではサポー ト されて

いません。 ただし、 以前のバージ ョ ンの Data Protector で

このオプシ ョ ンを使用し て圧縮し たフ ァ イルを展開する
こ と は可能です。

注記 現在使用されているバッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの大部分は、 内蔵ハード ウ ェ
ア圧縮機能を備えてお り 、 ユーザーは、 デバイ ス構成手順でデバイ ス フ ァ
イルまたは SCSI ア ド レ ス を作成する際にこの機能を設定でき ます。 ソ フ ト

ウ ェ ア圧縮機能 とハード ウ ェ ア圧縮機能を同時に使用し ないで く ださい。
データ圧縮を二重に行 う と性能が低下し、 良好な圧縮結果が得られないた
めです。 ハード ウ ェ ア圧縮の設定方法の詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

HP Ultrium LTO デバイ スでは、 自動ハード ウ ェ ア圧縮機能を使用不可能に

設定でき ません。 Data Protector を使って HP Ultrium LTO ド ラ イブを構成す

る場合は、 デフ ォル ト の ソ フ ト ウ ェ ア圧縮設定を保持し ないよ う に設定し
ます。

[NetWare 圧縮ファイルの展開 ] (Novell Netware 固有オプシ ョ ン )

Data Protector のデフ ォル ト 動作では、 Novell NetWare の

圧縮フ ァ イルは圧縮形式でバッ ク ア ッ プされます。 この

方式では、 バ ッ ク ア ッ プ処理が高速化される反面、
Novell NetWare の圧縮フ ァ イルを圧縮されていない

Novell NetWare ボ リ ュームには復元でき な く な り ます。 そ
こ で、 [NetWare 圧縮フ ァ イルの展開 ] オプシ ョ ンをオン

にする と 、 Novell NetWare の圧縮フ ァ イルを展開し た上

でバ ッ ク ア ッ プする こ と ができ ます。 この方法でバ ッ ク

ア ッ プを行 う と 、 圧縮されていない Novell NetWare ボ

リ ュームにフ ァ イルを復元でき る よ う にな り ます。

[Shadow Copy を使用 ] (Windows 固有オプシ ョ ン )

Windows Sever 2003 システム上でフ ァ イルシステム ・

バッ ク ア ッ プを実行する場合、 Data Protector はポ イ ン

ト ・ イ ン ・ タ イ ム ・ バッ ク ア ッ プを調整するため、 MS 
Volume Shadow Copy サービ ス (VSS) を使用し ます。 VSS
によ り 、 ボ リ ュームのシ ャ ドー ・ コ ピー ・ バ ッ ク ア ッ プ
や、 正確なポイ ン ト ・ イ ン ・ タ イ ムでのフ ァ イル ( すべ

てのオープン中のフ ァ イルを含む ) のコ ピーの作成が可
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能 と な り ます。 これは、 VSS 機構が、 保留中の I/O 動作

をすべて停止し、 シ ャ ド ー ・ コ ピー ・ ボ リ ュームの作成
中に受け取る書き込み要求を保留にする こ と を意味し ま
す。 この方法では、 シ ャ ドーコ ピー作成中に、 フ ァ イル

システム上のすべてのフ ァ イルが閉じ られ、 ロ ッ ク が解
除されます。

ユーザー定義のバックアップ変数を設定する

一部のプラ ッ ト フ ォームおよび Data Protector と の統合ソ

フ ト ウ ェ アでは、 ユーザー定義のバッ ク ア ッ プ変数 ( 変

数名 と値 ) を設定する こ と で、 よ り 柔軟な操作が可能に

な る こ と があ り ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ

ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ユーザー定義のバッ ク
ア ッ プ変数を設定する」 を参照し て く ださい。

Data Protector で構成可能な変数 と その値の リ ス ト は変更

される場合があ り 、 Data Protector パ ッチに付属し ていま

す。

図 6-33 ［ユーザー定義変数］
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デバイスのバックアップ ・ オプシ ョ ン

使用する各バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに対し て、 オプシ ョ ンを リ ス ト から選
択でき ます。 [CRC チェ ッ ク ]、 [ 同時処理数 ]、 [ メ デ ィ ア ・ プール ] は、

デバイ スの構成時に設定されるデフ ォル ト 値を使用するので、 設定値は不
要です。 [ 事前割当て リ ス ト ] は、 メ デ ィ ア ・ プールの設定値 と共に設定

されます。

設定可能なデバイス・
バッ クアップ ・
オプシ ョ ン

[CRC チェ ック ]

このオプシ ョ ンを設定する と、 Data Protector はバ ッ ク

ア ッ プ実行時に CRC( 巡回冗長検査 ) を計算し ます。 CRC
チェ ッ クは拡張チェ ッ ク サム機能で、 ユーザーは後で検
証オプシ ョ ンを使ってデータが メ デ ィ アに正し く 書き込
まれたかど う かを確認でき ます。

このオプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プ操作 と オブジェ ク ト コ
ピー操作に対し て指定でき ます。

デフ ォル ト は OFF です。

[ 同時処理数 ]

このオプシ ョ ンによ り 、 1 台のバッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス

に複数の Disk Agent が書き込みを行 う こ と ができ ます。

これによ り 、 Data Protector は Disk Agent が送信する よ り

も速 く データ を受信でき る場合に、 デバイ スのス ト リ ー
ミ ングを維持でき ます。 同時処理数の 大値は 32 です。

Data Protector では、 サポー ト されているすべてのデバイ

スに対し てデフ ォル ト 値が設定されています。

このオプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プ操作 と オブジェ ク ト コ
ピー操作に対し て指定でき ます。

[ メディア ・ プール ]

このオプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ アの
メ デ ィ ア ・ プールを選択し ます。 オプシ ョ ンを定義し な

かった場合は、 デバイ ス仕様に含まれているデフ ォル ト
のプールが使用されます。

このオプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プ操作 と オブジェ ク ト コ
ピー操作に対し て指定でき ます。

[ 事前割当てリス ト ]
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事前割当てリス ト と は、 バッ ク ア ッ プに使用する メ デ ィ
ア ・ プール内の メ デ ィ アのサブセ ッ ト で、 メ デ ィ アを使

用する順番を指定し ます。 バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スで事

前割当てリスト と Strict メ デ ィ ア割当てポ リ シーを使

用する場合、 Data Protector はデバイ ス内の メ デ ィ アの順

番が、 事前割当てリス ト で指定されている順番に対応し
ている と みな し ます。 メ デ ィ アを こ の順番で使用でき な

い場合、 Data Protector はマウ ン ト 要求を発行し ます。 こ
の リ ス ト に メ デ ィ アが全 く 指定されていない場合は、
Data Protector の割当て手順を使って、 メ デ ィ アが割 り 当

て られます。

このオプシ ョ ンは、 バッ ク ア ッ プ操作 と オブジェ ク ト コ
ピー操作に対し て指定でき ます。

[ 優先度の高いマルチパス ・ ホス ト を使用 ]

このオプシ ョ ンは、 マルチパス  デバイ スに対し てのみ使

用でき ます。 優先される ホ ス ト を設定するには、 このオ

プシ ョ ンを選択し て、 ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から ホ ス
ト を選択し ます。 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン時に、 Data 
Protector は、 事前定義された順番に関係な く このホ ス ト

を 初に使用し よ う と し ます。
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実行前 / 実行後コマンド

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン または復元セ ッ シ ョ ンの開始前に、 別の作業が
必要な場合があ り ます。 た と えば、 バ ッ ク ア ッ プする フ ァ イル数の確認、

一部の ト ラ ンザ ク シ ョ ン処理の中止、 データベースのシ ャ ッ ト ダウ ンなど
です。 のよ う な作業は、 実行前 / 実行後コマン ド を使って実行し ます。 Data 
Protector では実行前 / 実行後コマン ド を提供し ていません。 必要に応じ て、

その作業を実行する実行可能フ ァ イルをユーザーが記述する必要があ り ま
す。

重要 実行前 / 実行後コマン ド の使用は危険性を孕んでいます。 未承認ユーザー

によ る不正な侵入を招いて し ま う 可能性が非常に高いからです。 セキ ュ リ

テ ィ に関する考慮事項については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ

ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

バッ ク ア ッ プ用の実行前 / 実行後コマン ド は以下の 2 段階で構成し ます。

バックアップ仕様

実行前コマン ド はバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始前に
実行され、 実行後コマン ド はバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン

の終了時に実行されます。 これらのコマン ド をバッ ク

ア ッ プ仕様全体に対するバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン と し
て指定し ます。 セ ッ シ ョ ンの実行前 / 実行後コマン ド は

デフ ォル ト では Cell Manager 上で実行されますが、 別の

システムを選択する こ と もでき ます。

特定のバックアップ ・ オブジェク ト

特定のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対する実行前コマ
ン ド は、オブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プ前に実行されます。 
また、 特定のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対する実行
後コマン ド は、 オブジェ ク ト のバッ ク ア ッ プ後に実行さ
れます。 これらのコマン ド を、 すべてのオブジェ ク ト 、

または個々のオブジェ ク ト に適用されるバッ ク ア ッ プ ・
オプシ ョ ン と し て指定し ます。 オブジ ェ ク ト に対する実
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行前 / 実行後コマン ド は、 このオブジェ ク ト をバ ッ ク

ア ッ プする Disk Agent が実行されている システム上で実

行されます。

実行前 / 実行後コマン ド は以下の順序で実行されます。

1. バッ ク ア ッ プ仕様全体に対する実行前コマン ド が起動し て完了し ます。

2. バッ ク ア ッ プ仕様内の各オブジ ェ ク ト に対し て、 以下が行われます。

a. 実行前コマン ド が起動し て完了し ます。

b. 各オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プが行われます。 

c. バッ ク ア ッ プ仕様内の各オブジ ェ ク ト に対する実行後コマン ド が起

動し て完了し ます。

3. バッ ク ア ッ プ仕様全体に対する実行後コマン ド が起動し て完了し ます。

図 6-34 実行前 / 実行後コマンドの制御フロー

Windows システムでの実行前 / 実行後コマンド

本項では、 Windows Cell Manager およびク ラ イ アン ト で実行前 / 実行後コマ

ン ド を実行する方法を説明し ます。

コマンドの記述方法 実行前 / 実行後コマン ド は、 実行可能フ ァ イルまたはバ ッ チフ ァ イル と し

て記述し ます。 Windows システム上で実行前 / 実行後コマン ド に使用でき る

拡張子は、 .bat、 .exe、 および .cmd のみであ る点に注意し て く ださい。 
サポー ト 対象外の拡張子 (.vbs など ) を持つ実行前 / 実行後コマン ド を実

行するには、 そのス ク リ プ ト を開始するバッ チ ・ フ ァ イル (.bat) を作成し
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ます。 このバッ チ ・ フ ァ イルを実行前 / 実行後コマン ド と し て実行する よ う

Data Protector を構成する と、 このフ ァ イルによ り 、 サポー ト 対象外の拡張

子を持つス ク リ プ ト が開始されます。

バッ チフ ァ イル内で実行するすべてのコマン ド の終了コー ド は、 正常は 0、

失敗時は 1 以上でなければな り ません。

次項で説明する実行のガ イ ド ラ イ ンに従って く ださ い。

バックアップ仕様に対する実行前 / 実行後コマンド

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに対する実行前 / 実行後コマン ド は、 バッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの前後にそれぞれ起動されます。 これらのコマン ド は

通常 Cell Manager 上で実行されますが、 別のシステムを選択する こ と もで

き ます。

コマンドの格納場所 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト は、 Cell Manager 上で実行される場合は CRS に

よ って起動され、 リ モー ト で実行される場合には Inet サービ ス ・ アカ ウ ン

ト ( デフ ォル ト では、 ローカル ・ システム ・ アカ ウ ン ト ) で起動されます。

Cell Manager 上では、 ス ク リ プ ト がどのデ ィ レ ク ト リ にあって も構いませ

ん。 Cell Manager 以外のシステム上では、 ス ク リ プ ト は

<Data_Protector_home>\bin デ ィ レ ク ト リ に存在し なければな り ませ

ん。 

<Data_Protector_home>\bin デ ィ レ ク ト リ にあ る ス ク リ プ ト はフ ァ イ

ル名だけ指定すればよ く 、 それ以外のス ク リ プ ト はフルパス名を指定する
必要があ り ます。

ファイル名または
パス名の指定方法

バッ ク ア ッ プ仕様で [ オプシ ョ ン ] タブを ク リ ッ ク し ます。 [ バ ッ ク ア ッ

プ仕様オプシ ョ ン ] で [ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。 ［実行前］ および / ま

たは ［実行後］ テキス ト ・ ボ ッ ク スにフ ァ イル名またはパス名を入力し ま
す。

フルパス名を入力する場合、 デ ィ レ ク ト リ 名が 8 文字を超え る と きは、 パ

ス名を引用符で囲むか、 8.3 形式の DOS 互換形式で入力し て く だ さい。

重要 パス名の指定に引用符 ("") を使用する場合は、 円記号 と引用符を組み合わ

せて (\") 使用し ないで く だ さい。 パス名の 後に円記号を付ける必要があ

る場合は、 円記号を二重にし て使用し ます (\\)。
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環境変数 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始時に Data Protector によ って以下の環境変

数が設定されます。 この環境変数を使用でき るのは、 Cell Manager のバッ

ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後ス ク リ プ ト 内に限られます。

DATALIST  バッ ク ア ッ プ仕様の名前

MODE  バッ ク ア ッ プ動作の種類 ( フル、 増分、 増分 1、 増分 2
など )。

OWNER  セ ッ シ ョ ンのオーナー 

この変数の内容は以下に示す と お り データベースの形式
と 同じです ( 大文字と小文字が区別されます )。
UNIX の場合 - < ユーザー >.< グループ >@< ホ ス ト 名 >、

Windows の場合 - < ド メ イ ン >\< ユーザー >@< ホ ス ト 名
>

PREVIEW   プレ ビ ューの実行中は 1 に、 バ ッ ク ア ッ プの実行中は 0(
ゼロ ) に設定されます。 コマン ド を変更し て、 バ ッ ク

ア ッ プ中にだけ実行され、 プレ ビ ュー中には実行されな
いよ う にする場合に、 こ の変数を使用し ます。 デフ ォル

ト では、 実行前コマン ド または実行後コマン ド はプレ
ビ ューに対し て実行されません。 これを有効にするには

グ ローバル ・ オプシ ョ ン ExecScriptOnPreview を設

定し ます。

RESTARTED  現在のセ ッ シ ョ ンが、 再起動されたバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンであ る場合は 1 に設定されます。 そ う でない場合

は 0 に設定されます。 実行後コマン ド はこの変数を使っ

て、 SMEXIT = 0 の場合にさ らに再起動が行われるのを防

止し ます。

SESSIONID  完了し たセ ッ シ ョ ンの識別に使用する変数で、 データ

ベースに記録されます。 この変数を使ってセ ッ シ ョ ンの

プレ ビ ューはでき ません ( この場合は SESSIONKEY を使

用し ます )。

SESSIONKEY  実行中のセ ッ シ ョ ンの識別に使用し ます。 た と えば、 問

題が発生し た場合、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始前
にこ の変数を使ってセ ッ シ ョ ンを中止でき ます。
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SMEXIT  Session Manager の終了コー ド で、 omnib コマン ド の終了

コー ド と 同じです。 この変数を使用でき るのは実行後コ

マン ド だけです。 エージ ェ ン ト と は、 Disk Agent、 Media 
Agent、 Application Agent、 または Symmetrix Agent など を

指し ます。

キー ・ ポイン ト バッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後コマン ド は実行可能フ ァ イル

またはバッ チフ ァ イルでなければな り ません。 Windows の場合、 フ ァ イ

ル名の拡張子を指定する必要があ り ます。

実行前 /実行後コマン ド はCell Manager上のどのデ ィ レ ク ト リ にあって も

構いません。 または、 <Data_Protector_home>\bin デ ィ レ ク ト リ

内で Disk Agent の実行されている他のどのシステム上にあって も構いま

せん。 <Data_Protector_home>\bin 以外のデ ィ レ ク ト リ にあ る場合

には、 フルパス名の指定が必要です。

実行前 /実行後コマン ド はWindowsのパイプ機構を使って実行されます。 
実行前 / 実行後関数内で起動されたすべてのプロ セスは、 以降の処理が

実行される前に完了し ていなければな り ません。

実行前 / 実行後コマン ド は、 正常終了後すぐに負でない値を返さ なけれ

ばな り ません。

実行前コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ未満の値を返し た場合

)、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのステータ スは 「失敗」 と な り 、 セ ッ

シ ョ ンは中止されます。 実行後コマン ド は実行されません。

表 6-3 SMEXIT の値

値 説明

0 フ ァ イルはすべて正常にバ ッ ク ア ッ プ されま し た。

10 エージ ェ ン ト はすべて正常に実行されま し たが、
フ ァ イルの中に一部保存されていないも のがあ り ま
す。

11 1 つまたは複数のエージ ェ ン ト で問題が発生し たか、

またはデータベース ・ エ ラーが発生し ま し た。

12 どのエージェ ン ト も動作を完了し ませんでし た。
Data Protector によ ってセ ッ シ ョ ンが中止されま し た。

13 ユーザーによ ってセ ッ シ ョ ンが中止されま し た。
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実行後コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ未満の値を返し た場合

)、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのステータ スは 「完了 / エ ラー」 と な り

ます。

実行後コマン ド はセ ッ シ ョ ンが中止されない限 り 常に実行されます。 実

行前コマン ド は実行されないか、 設定されません。 
OB2FORCEPOSTEXEC omnirc 変数が設定された場合、 実行後コマン ド

は常に実行されます。

バッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後コマン ド は、 デフ ォル ト では

バッ ク ア ッ プのプレ ビ ュー中は実行されません。 この動作は、 グ ローバ

ル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの変数 ExecScriptOnPreview によ って定

義されます。 これらの値の変更方法は、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・

フ ァ イル」 （645 ページ ) を参照し て く ださい。

実行前 / 実行後コマン ド は、 DOS プロ ンプ ト から入力される コマン ド と

同様に処理されます。 し たがって、 パイプ (|) や リ ダイ レ ク ト 記号 (> や

<) などの特殊文字は使用でき ません。

実行前 / 実行後コマン ド の実行中はバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止で

き ません。

実行前 / 実行後コマン ド はバ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・モー ド で実行されます。 し
たがって、 ユーザーによ る対話型操作が必要な コマン ド は使用し ないで
く だ さい。

実行前 / 実行後コマン ド の標準出力は、メ ッ セージ と し て IDB に書き込ま

れ、 Data Protector GUI のモニ ター画面に表示されます。

Cell Manager 上でセ ッ シ ョ ンの実行前 / 実行後コマン ド を無効にするに

は、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン SmDisableScript を 1 に設定し ます。

ク ラ イ アン ト 上で リ モー ト ・ セ ッ シ ョ ンの実行前 / 実行後コマン ド を無

効にするには、 目的の ク ラ イ アン ト の omnirc フ ァ イルに

OB2REXECOFF=1 を追加し ます。

ク ラ イ アン ト に保護を設定するには、 どの Cell Manager にク ラ イ アン ト

へのア ク セス を許可するかを指定し ます。 ア ク セスが許可された Cell 
Manager だけが、 その ク ラ イ アン ト 上で実行前 / 実行後コマン ド を実行

でき ます。 ク ラ イ アン ト への保護の設定方法については、『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照

し て く ださい。
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特定のバックアップ ・ オブジェク トに対する実行前 / 実行後コマンド

オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後コマン ド はそれぞれ、 オブジ ェ ク ト

のバ ッ ク ア ッ プ前後に実行されます。 これらのコマン ド を、 バッ ク ア ッ プ

仕様内のすべてのオブジ ェ ク ト 、 または個々のオブジェ ク ト に対し て指定
でき ます。 Oracle などの統合ソ フ ト ウ ェアをバ ッ ク ア ッ プする場合、 デー

タベースは 1 つのオブジ ェ ク ト と し て扱われるので、 コマン ド はデータ

ベース ・ バ ッ ク ア ッ プの前後に実行されます。 これらのコマン ド は Disk 
Agent が実行されている システム上で実行されます。

コマンドの格納場所 バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後ス ク リ プ ト は、 Data 
Protector Inet サービ ス ・ アカ ウ ン ト ( デフ ォル ト では、 ローカル ・ システ

ム ・ アカ ウ ン ト ) で起動されます。

Disk Agent が実行されている システム上では、 バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク

ト に対する実行前 / 実行後ス ク リ プ ト はどのデ ィ レ ク ト リ にあって も構い

ません。 ただし、 ク ラ イ アン ト ・ バッ ク ア ッ プに対する実行ス ク リ プ ト は、

<Data_Protector_home>\bin デ ィ レ ク ト リ に置かな く てはな り ませ

ん。 ス ク リ プ ト が <Data_Protector_home>\bin デ ィ レ ク ト リ にあ る場

合はフ ァ イル名だけ指定すればよ く 、 それ以外の場合はフルパス名を指定
する必要があ り ます。

ファイル名または
パス名の指定方法

実行前 / 実行後コマン ド をバ ッ ク ア ッ プ仕様内のすべてのオブジェ ク ト に

適用するには、 バッ ク ア ッ プ仕様の ［オプシ ョ ン］ タブを ク リ ッ ク し ます。 
[ フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ン ]( デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プ用

の保存済みバ ッ ク ア ッ プ仕様では [ デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オプシ ョ ン ]) の

[ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。

実行前 / 実行後コマン ド を個々のオブジェ ク ト のみに適用するには、 バッ

ク ア ッ プ仕様の ［バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のサマ リ ー］ タブを ク リ ッ
ク し ます。 オブジ ェ ク ト を右ク リ ッ ク し て、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し

ます。 [ オブジェ ク ト のプロパテ ィ ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで [ オプシ ョ

ン ] タブを ク リ ッ ク し ます。

実行前 / 実行後コマン ド を統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジ ェ ク ト に適用するに

は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様の ［オプシ ョ ン］ タブを ク リ ッ ク し ます。 [ アプ リ

ケーシ ョ ン固有オプシ ョ ン ] の [ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。

実行前および / または実行後テキス ト ・ ボ ッ ク スにフ ァ イル名またはパス

名を入力し ます。
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フルパス名を入力する場合、 デ ィ レ ク ト リ 名が 8 文字を超え る と きは、 パ

ス名を引用符で囲むか、 8.3 形式の DOS 互換形式で入力し て く だ さい。

環境変数 BDACC

Disk Agent は終了コード を環境変数 BDACC に設定し ます (0( ゼロ ) は正常

終了 )。 この変数は実行後コマン ド 内でチェ ッ ク でき るので、 実行後コマン

ド を Disk Agent の正常終了時に合わせて実行でき ます。

注記 ホ ス ト ・ バ ッ ク ア ッ プを実行する場合、 実行前ス ク リ プ ト は、 あ る システ
ムに対する 1 回目のフ ァ イルシステム ・ バッ ク ア ッ プが行われる前に 1 回

起動されます。 また、 実行後ス ク リ プ ト はバッ ク ア ッ プ後に起動されます。 
この場合、 BDACC 変数は、 単独のフ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト に関

連する ものであ り 、 ク ラ イ アン ト 全体に関連する も のではないため、 エ ク
スポー ト でき ません。

キー ・ ポイン ト バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後コマン ド は実行可

能フ ァ イルまたはバ ッ チフ ァ イルでなければな り ません。 Windows の場

合、 フ ァ イル名の拡張子を指定する必要があ り ます。 

Disk Agent が実行されているシステム上では、実行前 / 実行後コマン ド は

どのデ ィ レ ク ト リ にあって も構いません ( ク ラ イ アン ト ・ バッ ク ア ッ プ

に対する も のを除 く )。 <Data_Protector_home>\bin 以外のデ ィ レ

ク ト リ にあ る場合には、 フルパス名の指定が必要です。

実行前コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ以外の値を返し た場合

)、 そのオブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プは中止されます。 オブジェ ク ト のス

テータ スは 「中止」 に設定され、 バッ ク ア ッ プ用 Disk Agent は処理を中

止し ますが、 実行後コマン ド は実行されます ( 実行後コマン ド が環境変

数 BDACC に依存し ている場合を除 く )。 オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プ

は作成されません。

実行後コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ以外の値を返し た場合

)、 バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のステータ スは 「中止」 に設定されま

す。 ただし、 オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プは作成されるため、 データ を

復元でき ます。
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実行前 / 実行後コマン ド は、 DOS プロ ンプ ト から入力される コマン ド と

同様に処理されます。 し たがって、 パイプ (|) や リ ダイ レ ク ト 記号 (> や

<) などの特殊文字は使用でき ません。

実行前 / 実行後コマン ド の実行中はバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止で

き ません。

実行前 / 実行後コマン ド はバ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・モー ド で実行されます。 し
たがって、 ユーザーによ る対話型操作が必要な コマン ド は使用し ないで
く だ さい。

実行前 / 実行後コマン ド の標準出力は、メ ッ セージ と し て IDB に書き込ま

れ、 Data Protector GUI のモニ ター画面に表示されます。 

デフ ォル ト では、 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト は 低 15 分おきに何らかの

出力を送信し なければな り ません。 そ う し ない と 、 このス ク リ プ ト を待
機中のセ ッ シ ョ ンは中止されます。 このタ イ ムア ウ ト 期間を変更するに

は、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの変数
ScriptOutputTimeout を変更し ます。

タ イ ムア ウ ト 機能を備えています。 指定された タ イ ムア ウ ト (単位 :秒)以
内に メ ッ セージが受信されない場合は、 セ ッ シ ョ ンが中止されます。

実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を無効にするには、 ク ラ イ アン ト の omnirc

フ ァ イルに OB2OEXECOFF=1 と い う 行を追加し ます。

ク ラ イ アン ト に保護を設定するには、 どの Cell Manager にク ラ イ アン ト

へのア ク セス を許可するかを指定し ます。 ア ク セスが許可された Cell 
Manager だけが、 その ク ラ イ アン ト 上で実行前 / 実行後コマン ド を実行

でき ます。 ク ラ イ アン ト への保護の設定方法については、『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照

し て く ださい。

UNIX システムでの実行前 / 実行後コマンド

本項では、 UNIX 上での Cell Manager およびク ラ イ アン ト で実行前 / 実行後

コマン ド を実行する方法を説明し ます。

コマンドの記述方法 実行前 / 実行後コマン ド は、 シェル ・ ス ク リ プ ト と し て記述し ます。

「実行前 / 実行後コマン ド の例 (UNIX の場合 )」 (A-21 ページ ) を参照し て く

ださい。
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バックアップ仕様に対する実行前 / 実行後コマンド

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに対する実行前 / 実行後コマン ド は、 バッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの前後にそれぞれ起動されます。 これらのコマン ド は

通常 Cell Manager 上で実行されますが、 別のシステムを選択する こ と もで

き ます。

コマンドの格納場所 UNIX システムでは、 バ ッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後コマン ド は

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのオーナーによ り 起動されます。 ただし、 オー
ナーが [ ルー ト ・ ユーザー と し てバ ッ ク ア ッ プ ] 権限を持っている場合は

root で起動されます。

Cell Manager 上では、 バッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後コマン ド

はどのデ ィ レ ク ト リ にあって も構いません。 

リ モー ト の UNIX ク ラ イ アン ト 上では、 バッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前

/ 実行後コマン ド は以下の場所に置 く こ と が必要です。

• Solaris 7/8/9、 HP-UX: /opt/omni/lbin

• Solaris 2.6、 上記以外の UNIX システム : /usr/omni/bin

/opt/omni/lbin または /usr/omni/bin デ ィ レ ク ト リ にあ る コマン ド

はフ ァ イル名だけ指定すればよ く 、 それ以外のコマン ド はフルパス名を指
定する必要があ り ます。

ファイル名または
パス名の指定方法

コマン ド の指定方法の詳細は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード
「バ ッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後コマン ド」 を参照し て く だ さ

い。

環境変数 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始時に以下の環境変数がエ ク スポー ト され
ます。 この環境変数は、 任意のホ ス ト のバッ ク ア ッ プ仕様セ ッ シ ョ ンに対
する実行前 / 実行後ス ク リ プ ト 内で使用でき ます。

DATALIST  バッ ク ア ッ プ仕様の名前

MODE  バッ ク ア ッ プ動作の種類 ( フル、 増分、 増分 1 など )。

OWNER  セ ッ シ ョ ンのオーナー

この変数の内容は以下に示す と お り データベースの形式
と 同じです ( 大文字と小文字が区別されます )。
UNIX の場合 - < ユーザー >.< グループ >@< ホ ス ト 名 >、

Windows の場合 - < ド メ イ ン >\< ユーザー >@< ホ ス ト 名
> 
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PREVIEW   プレ ビ ューの実行中は 1 に、 バ ッ ク ア ッ プの実行中は 0(
ゼロ ) に設定されます。 コマン ド を変更し て、 バ ッ ク

ア ッ プ中にだけ実行され、 プレ ビ ュー中には実行されな
いよ う にする場合に、 こ の変数を使用し ます。 デフ ォル

ト では、 実行前コマン ド および実行後コマン ド はプレ
ビ ューに対し て実行されません。 これを有効にするには

グ ローバル ・ オプシ ョ ン ExecScriptOnPreview を使

用し ます。

RESTARTED  現在のセ ッ シ ョ ンが、 再起動されたバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンであ る場合は 1 に設定されます。 そ う でない場合

は 0 に設定されます。 実行後コマン ド はこの変数を使っ

て、 SMEXIT = 0 の場合にさ らに再起動が行われるのを防

止し ます。

SESSIONID  完了し たセ ッ シ ョ ンの識別に使用する変数で、 データ

ベースに記録されます。 この変数を使ってセ ッ シ ョ ンの

プレ ビ ューはでき ません ( この場合は SESSIONKEY を使

用し ます )。

SESSIONKEY  実行中のセ ッ シ ョ ンの識別に使用し ます。 た と えば、 問

題が発生し た場合、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始前
にこ の変数を使ってセ ッ シ ョ ンを中止でき ます。

SMEXIT  Session Manager の終了コー ド で、 omnib コマン ド の終了

コー ド と 同じです。 この変数を使用でき るのは実行後コ

マン ド だけです。 エージ ェ ン ト と は、 Disk Agent、 Media 
Agent、 Application Agent、 または Symmetrix Agent など を

指し ます。 SMEXIT 値の詳細は、 表  (324 ページ ) を参照

し て く ださい。

キー ・ ポイン ト ローカル ・ ホ ス ト または リ モー ト ・ ホ ス ト のバッ ク ア ッ プ仕様に対する実
行前 / 実行後コマン ド を構成する前に、 以下の項目を確認し て く だ さい。 

実行前コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ以外の値を返し た場合

)、 セ ッ シ ョ ンのバッ ク ア ッ プ ・ ステータ スは 「失敗」 と な り 、 セ ッ

シ ョ ンは中止されます。 実行後コマン ド は実行されません。

実行後コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ以外の値を返し た場合

)、 セ ッ シ ョ ンのバッ ク ア ッ プ ・ ステータ スは 「完了 / エ ラー」 と な り

ます。
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実行後コマン ド はセ ッ シ ョ ンが中止されない限 り 常に実行されます。 実

行前コマン ド は実行されないか、 設定されません。 
OB2FORCEPOSTEXEC omnirc 変数が設定された場合、 実行後コマン ド

は常に実行されます。

バッ ク ア ッ プ仕様に対する実行前 / 実行後コマン ド は、 デフ ォル ト では

バッ ク ア ッ プのプレ ビ ュー中は実行されません。 この動作は、 グ ローバ

ル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの変数 ExecScriptOnPreview によ って定

義されます。 詳細は、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。 

実行前 / 実行後コマン ド の実行中はバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止で

き ません。 

実行前 / 実行後コマン ド はバ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・モー ド で実行されます。 し
たがって、 ユーザーによ る対話型操作が必要な実行前 / 実行後コマン ド

は使用し ないで く ださい。

デフ ォル ト では、 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト は 低 15 分おきに何らかの

出力を送信し なければな り ません。 そ う し ない と 、 このス ク リ プ ト を待
機中のセ ッ シ ョ ンは中止されます。 このタ イ ムア ウ ト 期間を変更するに

は、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの変数
ScriptOutputTimeout を変更し ます。

タ イ ムア ウ ト 機能を備えています。 指定された タ イ ムア ウ ト (単位 :秒)以
内に メ ッ セージが受信されない場合は、 セ ッ シ ョ ンが中止されます。

ホ ス ト 上に実行可能ス ク リ プ ト がない場合、 またはス ク リ プ ト のパスが

間違っている場合は、 ス ク リ プ ト の実行に失敗し、 セ ッ シ ョ ンが中止さ
れた こ と を示すエラー ・ メ ッ セージが表示されます。

コマン ド が標準出力にテキス ト を書き込んだ場合、 このテキス ト は

Session Manager に送信され、 データベースに書き込まれます。 標準エ

ラーは /dev/null へ リ ダ イ レ ク ト されます。 このエラーを標準出力に

リ ダ イ レ ク ト する こ と によ り 、 エ ラー ・ メ ッ セージをデータベースに記
録でき ます。

注記 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト が新しいプロセスへ分岐する前にすべてのフ ァ

イル記述子を閉じ なかった場合、 ス ク リ プ ト がハングするおそれがあ り ま
す。 これはバッ ク グ ラ ウ ン ド で実行されている新しいプロ セス ( データベー

ス ・ サーバ ・ プロセス dbstart など ) がハング し た場合に発生し ます。 こ
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の場合、 ユーザーは detach コマン ド を使用でき ます。 detach コマン ド

のソース ・ プロ グ ラ ムは detach.c フ ァ イルにあ り ます。 このコマン ド は

正式にはサポー ト されていません。 例 : 

/opt/omni/lbin/utilns/detach pre_script [arguments...]

• Cell Manager 上でセ ッ シ ョ ンの実行前 / 実行後コマン ド を無効にするに

は、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン SmDisableScript を 1 に設定し ます。

• ク ラ イ アン ト 上で リ モー ト ・ セ ッ シ ョ ンの実行前 / 実行後コマン ド を無

効にするには、 目的の ク ラ イ アン ト の omnirc フ ァ イルに

OB2REXECOFF=1 を追加し ます。

• ク ラ イ アン ト に保護を設定するには、 どの Cell Manager にク ラ イ アン ト

へのア ク セス を許可するかを指定し ます。 ア ク セスが許可された Cell 
Manager だけが、 その ク ラ イ アン ト 上で実行前 / 実行後コマン ド を実行

でき ます。 ク ラ イ アン ト への保護の設定方法については、『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照

し て く ださい。

特定のバックアップ ・ オブジェク トに対する実行前 / 実行後コマンド

オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後コマン ド はそれぞれ、 オブジ ェ ク ト

のバ ッ ク ア ッ プ前後に実行されます。 これらのコマン ド を、 バッ ク ア ッ プ

仕様内のすべてのオブジ ェ ク ト 、 または個々のオブジェ ク ト に対し て指定
でき ます。 Oracle などの統合ソ フ ト ウ ェアをバ ッ ク ア ッ プする場合、 デー

タベースは 1 つのオブジ ェ ク ト と し て扱われるので、 コマン ド はデータ

ベース ・ バ ッ ク ア ッ プの前後に実行されます。 これらのコマン ド は Disk 
Agent が実行されている システム上で実行されます。

コマンドの格納場所 UNIX システムでは、 バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト に対する実行前 / 実行後

コマン ド はバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのオーナーによ り 起動されます。 た
だし、 オーナーが [ ルー ト ・ ユーザー と し てバッ ク ア ッ プ ] 権限を持って

いる場合は root で起動されます。

Disk Agent が実行されている システム上では、 バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク

ト に対する実行前 / 実行後コマン ド はどのデ ィ レ ク ト リ にあって も構いま

せん。 ただし、 ク ラ イ アン ト ・ バッ ク ア ッ プに対し ては、

/opt/omni/lbin デ ィ レ ク ト リ (HP-UX の場合 )、 または

/usr/omni/bin デ ィ レ ク ト リ ( その他の UNIX システムの場合 ) になけ
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ればな り ません。 コマン ド が /opt/omni/lbin または /usr/omni/bin

デ ィ レ ク ト リ にあ る場合はフ ァ イル名だけ指定すればよ く 、 それ以外の場
合はフルパス名を指定する必要があ り ます。

ファイル名または
パス名の指定方法

コマン ド の指定方法の詳細は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード
「バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後コマン ド」 を参照し

て く ださい。

環境変数 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの開始時に以下の環境変数がエ ク スポー ト され
ます。 この環境変数は、 Disk Agent の実行されている システム上のオブ

ジェ ク ト に対する実行前 / 実行後ス ク リ プ ト 内で使用でき ます。

BDACC

Disk Agent は終了コード を環境変数 BDACC に設定し ます (0( ゼロ ) は正常

終了 )。 この変数は実行後ス ク リ プ ト 内でチェ ッ ク でき るので、 実行後コマ

ン ド を Disk Agent の正常終了時に合わせて実行でき ます。

注記 ホ ス ト ・ バ ッ ク ア ッ プを実行する場合、 実行前ス ク リ プ ト は、 あ る システ
ムに対する 1 回目のフ ァ イルシステム ・ バッ ク ア ッ プが行われる前に 1 回

起動されます。 また、 実行後ス ク リ プ ト はバッ ク ア ッ プ後に起動されます。 
この場合、 BDACC 変数は、 単独のフ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト に関

連する ものであ り 、 ク ラ イ アン ト 全体に関連する も のではないため、 エ ク
スポー ト でき ません。

キー ・ ポイン ト 実行前 / 実行後コマン ド を構成する前に、 以下のキー ・ ポイ ン ト を確認し

て く ださい。

オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後コマン ド は、 バッ ク ア ッ プのプレ

ビ ュー中も実行でき ます。 し たがって、 初にバッ ク ア ッ プをプレ

ビ ューし た後で実行前 / 実行後コマン ド を追加し た り 、 ス ク リ プ ト で環

境変数 PREVIEW をチェ ッ ク し た り し ます。

オブジェ ク ト に対する実行前コマン ド が正常終了し なかった場合 (0 以外

の値を返し た場合 )、 このオブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プ ・ ステータ スは

「中止」 に設定され、 バ ッ ク ア ッ プ用の Disk Agent は処理を中止し ます

が、 実行後コマン ド は実行されます ( 実行後コマン ド が環境変数 BDACC

に依存し ている場合を除 く )。 オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プは作成され

ません。 
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実行後コマン ド が正常終了し なかった場合 ( ゼロ以外の値を返し た場合

)、 オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プ ・ ステータ スは 「中止」 に設定されま

す。 ただし、 オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プは作成されるため、 データ を

復元でき ます。

デフ ォル ト では、実行前 / 実行後コマン ド は 低 120 分おきに何らかの出

力を Disk Agent に送信し なければな り ません。 そ う し ない と 、 オブジェ

ク ト のバッ ク ア ッ プは中止されます。 このタ イ ムア ウ ト 期間を変更する

には、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの変数 SmDaIdleTimeout

を変更し ます。

実行前 / 実行後コマン ド は、 シェル ・ プロ ンプ ト から入力される コマン

ド と同様に処理されます。 パイプ (|) や リ ダ イ レ ク ト 記号 (> や <) など

の特殊文字は使用でき ません。 

実行前 / 実行後コマン ド の実行中はバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止で

き ません。

実行前 / 実行後コマン ド はバ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・モー ド で実行されます。 し
たがって、 ユーザーによ る対話型操作が必要な実行前 / 実行後コマン ド

は使用し ないで く ださい。

コマン ド が標準出力にテキス ト を書き込んだ場合、 このテキス ト は Disk 
Agent が受信し、 Session Manager に送信され、 データベースに書き込ま

れます。 標準エ ラーは /dev/null へ リ ダ イ レ ク ト されます。 このエ

ラーを標準出力に リ ダイ レ ク ト する こ と によ り 、 エラー ・ メ ッ セージを
データベースに記録でき ます。

オブジェ ク ト に対する実行前 / 実行後コマン ド は、Disk Agent が実行され

ている ク ラ イ アン ト 上に置 く 必要があ り ます。

実行前 / 実行後コマン ド は実行可能フ ァ イルでなければな り ません。 ま

た、 このコマン ド のフルパス名を指定し なければな り ません。

実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を無効にするには、 ク ラ イ アン ト の omnirc

フ ァ イルに OB2OEXECOFF=1 と い う 行を追加し ます。

ク ラ イ アン ト に保護を設定するには、 どの Cell Manager にク ラ イ アン ト

へのア ク セス を許可するかを指定し ます。 ア ク セスが許可された Cell 
Manager だけが、 その ク ラ イ アン ト 上で実行前 / 実行後コマン ド を実行

でき ます。 ク ラ イ アン ト への保護の設定方法については、『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照

し て く ださい。
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バッ ク ア ッ プ時に、 一部のシステムは、 シ ャ ッ ト ダウ ン した り 、 ネ ッ ト
ワーク の問題が発生し た り 、 または同様の問題が発生し たために使用不可
能になる場合があ り ます。 この結果、 一部のシステムのバ ッ ク ア ッ プが完

了し ません。

設定の通知 Data Protector では、 通知を構成する こ と によ り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ

ン中に発生する予期し ないイベン ト ( マウ ン ト 要求またはデバイ ス ・ エ

ラーなど ) をユーザーに通知でき ます。 ユーザーは、 要望に も適し た通知

方法を選択でき ます ( 電子 メ ール、 ブロード キ ャ ス ト ・ メ ッ セージを

Windows の画面に表示するなど )。

詳細については、 第 9 章 「モニター、 レポー ト 、 通知、 およびイベン ト ・

ロ グ」 (407 ページ ) を参照し て く ださい。

失敗したバックアップ
のチェ ッ ク

バッ ク ア ッ プを管理する上で も重要なポ イ ン ト の 1 つは、 バッ ク ア ッ

プ ・ ステータ スの定期的なチェ ッ ク です。 Data Protector は総合的なレポー

ト 機能を備えてお り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ ステータ スに関する レポー ト を表示
でき ます。 レポー ト 機能の詳細は、 「セ ッ シ ョ ンのモニ ター」 （409 ページ )
を参照し て く ださい。

システム ・ ディスクのバックアップ時の警告

Windows システム上でシステム ・ デ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プする際、 Data 
Protector によ り 警告が表示されます。 この警告が表示される理由は、 シス

テム ・ デ ィ ス ク上の特定のフ ァ イルが常に使用中であ り 、 Disk Agent をは

じめ、 どのアプ リ ケーシ ョ ンから も こ のフ ァ イルを開 く こ と ができ ないた
めです。 これらのフ ァ イルの内容は、 CONFIGURATION の一部 と し てのみ

バッ ク ア ッ プでき ます。

フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ時に これらのフ ァ イルへのア ク セスが行
われた場合 ( システム ・ デ ィ ス ク全体をバッ ク ア ッ プする場合など )、 Data 
Protector はこれらのフ ァ イルのオープンに失敗するため、 このこ と が警告 (
またはバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンによ ってはエ ラー ) と し て通知されます。 
「バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださい。
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この動作は、 フ ァ イルシステム ・ バッ ク ア ッ プの観点からは正しい動作で
すが、 管理機能上の問題 と な る可能性があ り ます。 これは、 常に大量の警

告が通知され、 他のフ ァ イルで発生し ている障害を見落 とすおそれがあ る
ためです。

これら特定のフ ァ イルをバ ッ ク ア ッ プでき るのは、 CONFIGURATION バッ

ク ア ッ プを実行し た場合だけです。 このこ と を念頭に置いて、 フ ァ イルシ

ステム ・ バ ッ ク ア ッ プから上記フ ァ イルを除外する こ と によ り 、 この警告
が表示されないよ う にする こ と ができ ます。

例 と し て、 稼動中の Windows システム上で開 く こ と ができ ないフ ァ イルの

一覧を以下に示し ます (Windows ソ フ ト ウ ェ アが C: ド ラ イブにイ ン ス ト ー

ルされている場合 )。  

<%SystemRoot%>\system32\config\default

<%SystemRoot%>\system32\config\default.LOG

<%SystemRoot%>\system32\config\SAM

<%SystemRoot%>\system32\config\SAM.LOG

<%SystemRoot%>\system32\config\SECURITY

<%SystemRoot%>\system32\config\SECURITY.LOG

<%SystemRoot%>\system32\config\software

<%SystemRoot%>\system32\config\software.LOG

<%SystemRoot%>\system32\config\system

<%SystemRoot%>\system32\config\SYSTEM.ALT

ロ グオン し た各ユーザー側では、 以下のフ ァ イルも開 く こ と ができ ません。

<%SystemRoot%>\Profiles\<user>\NTUSER.DAT

<%SystemRoot%>\Profiles\<user>\ntuser.dat.LOG

重要 システム ・ デ ィ ス ク のフ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プを実行する場合、
上記のフ ァ イルはバ ッ ク ア ッ プ されません。 上記フ ァ イルを除外する こ と

で解決でき るのは、 セ ッ シ ョ ン ・ レポー ト の管理上の問題だけです。 上記

フ ァ イルの内容をバ ッ ク ア ッ プするには、 CONFIGURATION バッ ク ア ッ プ

を実行し て く ださい。
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休止中のシステム ・ デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プする場合 ( デュ アル ・ ブー ト ・

システムの場合など )、 上記のフ ァ イルは、 現在稼動中の

CONFIGURATION には含まれません。 し たがって、 上記のフ ァ イルはフ ァ

イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プ と し てバ ッ ク ア ッ プ可能なため、 除外し ない
よ う にし て く ださい。

バックアップの失敗を防止する

Data Protector はバ ッ ク ア ッ プの確実性を高める機能を備えてお り 、 バ ッ ク

ア ッ プが失敗する可能性を低減する こ と ができ ます。

オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プが開始でき なかった場合、 Data Protector は

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの 後にも う 一度このオブジェ ク ト のバッ ク
ア ッ プを試行し ます。 それで もバッ ク ア ッ プに失敗し た場合は、 オブジ ェ

ク ト はバッ ク ア ッ プされず、 オブジェ ク ト と セ ッ シ ョ ンのステータ スは
「失敗」 と な り ます。 再度バ ッ ク ア ッ プする よ う ス ケジ ュールされている場

合は、 バッ ク ア ッ プが繰 り 返し実行されます。 これによ り 一部のオブジ ェ

ク ト のバッ ク ア ッ プが正常に実行された場合は、 セ ッ シ ョ ンのステータ ス
は 「完了 / 失敗」 と な り ます。

バッ ク ア ッ プ ・ スケジ ュールが設定された時点で起動および実行されてい
ない ク ラ イ アン ト は、 他のオブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プが完了し た後、
バッ ク ア ッ プの再試行が行われます。 初にバッ ク ア ッ プに失敗し たオブ

ジェ ク ト の再試行が実行される まで、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは 30 秒間

中断されます。 この待機時間を変更するには、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン

WaitBeforeRetry を使用し ます。 グ ローバル ・ オプシ ョ ンの変更方法の

詳細は、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645 ページ ) を参照し て く

ださい。

重要 バッ ク ア ッ プが頻繁に行われないよ う にス ケジ ュールし ている場合は、
データの 新バッ ク ア ッ プが存在し ない期間が発生する可能性があ り ます。

注記 Data Protector は常にデータのフル ・ バ ッ ク ア ッ プを必要 と し ます。 保護さ

れたフル ・ バ ッ ク ア ッ プに使用可能な ものがない場合は、 次回に増分バ ッ
ク ア ッ プがス ケジ ュールされていて も、 フル ・ バッ ク ア ッ プが実行されま
す。 これを避けるには、 バッ ク ア ッ プを スケジ ュールする前に、 バッ ク

ア ッ プに失敗し たシステムに対し て対話型のフル ・ バッ ク ア ッ プを実行し
て く ださい。
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フル ・ バッ ク ア ッ プおよび増分バ ッ ク ア ッ プの動作の詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

[ 切断された接続の再接続 ] バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを設定する と、

Data Protector はバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中にネ ッ ト ワーク で短期間のエ

ラーが発生し た場合に以下を再接続し ます。

• Backup Session Manager と Disk Agent または Media Agent( コ ン ト ロール接

続 )

• バッ ク ア ッ プ中の Disk Agent と Media Agent( データ接続 )

( この状況は信頼性の低い LAN ネ ッ ト ワーク で頻繁に発生し ます。 ) この

タ イ ムア ウ ト 値は、 OB2RECONNECT_RETRY omnirc 変数を使って定義で

き ます。 omnirc フ ァ イルの使用方法については、 「omnirc オプシ ョ ンの使

用」 （647 ページ ) を参照し て く だ さい。

Wake ONLAN サポート を使用可能にする

リ モー ト 操作によ る電源投入 (Wake ONLAN) が可能なマシンをお使いの場

合は、 Data Protector の Wake ONLAN サポー ト を使用でき ます。 Backup 
Session Manager が、 Wake ONLAN サポー ト を使用する よ う 構成されている

ク ラ イ アン ト への接続に失敗し た場合、 Backup Session Manager は Wake 
ONLAN プロ ト コルに従ってウ ェ イ ク ・ ア ッ プ要求を送信し、 ク ラ イ アン

ト への再接続を試みます。 これによ り 、 デス ク ト ッ プ ・ システムの節電機

能を フルに活用でき、 節電機能によ り バッ ク ア ッ プ ・ プロセスが妨害され
るのを防止でき ます。

注記 Wake ONLAN 対応 LAN イ ン タ フ ェース (HP NightDIRECTOR シ リ ーズなど

) を備えた コ ンピ ュータでは、 Wake ONLAN サポー ト を使用可能に設定で

き ます。 Wake ONLAN (WOL) オプシ ョ ンは、 BIOS の設定時に使用でき ま

す。

Windows ク ラ イ アン ト に Disk Agent を イ ン ス ト ールし て、 この ク ラ イ アン

ト をセルに追加し た場合、 この ク ラ イ アン ト の MAC ア ド レ スが自動的に

検索されます。 また、 Wake ONLAN (WOL) オプシ ョ ンを使用可能にし たセ

ク シ ョ ンで MAC ア ド レ ス を手動で変更でき ます。 以下を参照し て く ださ

い。
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Windows ク ラ イ アン ト で Wake ONLAN サポー ト を使用可能に設定するに

は、 以下の手順を行います。

1. ［Data Protector Manager］ で ［ク ラ イ アン ト ］ コ ンテキス ト を選

択し ます。

2. Scoping ペイ ンで、 WOL オプシ ョ ンを使用可能にし たい ク ラ イ アン ト を

右ク リ ッ ク し た後、 [ プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ 拡張 ] タブを ク リ ッ ク し ます。 

4. [ マジ ッ ク ・パケ ッ ト ] セ ク シ ョ ンを選択し て、[ マジ ッ ク ・パケ ッ ト を

使用可能にする ] チェ ッ ク ボ ッ ク ス を選択し た後、 [ 適用 ] を ク リ ッ ク

し ます。

失敗したバックアップの再開

Data Protector では、 バ ッ ク ア ッ プが正常に実行されなかったオブジェ ク ト

のバ ッ ク ア ッ プだけを容易に再開でき ます。 以下の手順を行います。

1. ［Data Protector Manager］ で ［内部データベース］ コ ンテキス ト

を選択し ます。

2. ［内部データベース］ で、 ［セ ッ シ ョ ン］ を展開し ます。

3. 結果エ リ アで目的のバッ ク ア ッ プを検索し ます。 

各カ ラ ムの一番上にあ るボタ ンを使ってセ ッ シ ョ ンの順番を並べ替え る
こ と ができ ます。 

4. 正常に実行されなかったセ ッ シ ョ ンを右ク リ ッ ク した後、 [ 失敗し たオ

ブジ ェ ク ト の再開 ] を選択し ます。

ダイ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スにセ ッ シ ョ ンの再開を確認する メ ッ セージが表示
されます。 [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。
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本章の概略
本章の概略

本章では、 バ ッ ク ア ッ プ中またはバッ ク ア ッ プ後にバッ ク ア ッ プ ・ データ
を複製でき る よ う にする Data Protector の機能について説明し ます。 本章は

以下の項で構成されています。

• 「概要」 （343 ページ )

• 「オブジ ェ ク ト のコ ピー」 （344 ページ )

• 「オブジ ェ ク ト ミ ラー」 （354 ページ )

• 「 メ デ ィ アのコ ピー」 （356 ページ )
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概要
概要

バッ ク ア ッ プ ・ データ を複製する こ と によ って、 多 く の利点がも た ら され
ます。 セキ ュ リ テ ィ や可用性を強化する ために、 または運用上の理由から、

データ を コ ピーでき ます。

Data Protector では、 オブジェ ク ト コ ピー、 オブジ ェ ク ト ミ ラー、 および メ

デ ィ ア ・ コ ピー と いった方法でバ ッ ク ア ッ プ ・ データ を複製でき ます。 本
章ではこれらの方法について説明し ます。 各複製方法の比較については、

『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。

複製方法は組み合わせて使用する こ と もでき ます。 た と えば、 オブジ ェ ク

ト ミ ラーによ って作成されたデータからオブジェ ク ト コ ピーまたは メ デ ィ
ア ・ コ ピーを作成する こ と ができ ます。 あ るいは、 オブジ ェ ク ト コ ピーを

格納し た メ デ ィ ア全体を コ ピーする こ と も でき ます。
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オブジェク トのコピー

オブジェク ト コピー
とは

Data Protector のオブジ ェ ク ト コ ピー機能では、 選択し たオブジ ェ ク ト ・

バージ ョ ンを特定の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト にコ ピーでき ます。 1 つまたは複数の

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンからオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンを選択でき ます。 
オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンでは、 Data Protector がソース ・ メ デ ィ アか

らバ ッ ク ア ッ プ ・ データ を読み込み、 そのデータ を転送し て、 ターゲ ッ
ト ・ メ デ ィ アに書き込みます。

オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンを実行する と、 指定し たオブジェ ク ト ・

バージ ョ ンのコ ピーを格納し た メ デ ィ ア ・ セ ッ ト が出来上が り ます。

オブジェ ク ト コ ピー機能の特性は、 以下の とお り です。

• セ ッ シ ョ ンの起動

オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンは、 対話型で起動するか、 自動で起動

する こ と ができ ます。

• メ デ ィ アの選択

ソース ・ メ デ ィ ア と し て、 バッ ク ア ッ プを格納し たオ リ ジナルの メ デ ィ
ア ・ セ ッ ト 、 オブジェ ク ト コ ピーを格納し た メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 、 または
メ デ ィ ア ・ コ ピーであ る メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を使用でき ます。

ただし、 オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンの起動後は メ デ ィ ア ・ セ ッ ト

を選択でき ません。 マウ ン ト を要求された場合は、 Data Protector から要

求された特定の メ デ ィ アか、 それ と 同一のコ ピー ( メ デ ィ ア ・ コ ピー機

能によ って作成 ) を指定する必要があ り ます。

• メ デ ィ アの種類

異な る種類の メ デ ィ アにオブジ ェ ク ト を コ ピーでき ます。 また、 コ ピー

先のデバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズがソース ・ デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ
ズを上回る こ と も でき ます。

• メ デ ィ アのポ リ シー

バッ ク ア ッ プまたはオブジェ ク ト コ ピーがすでに格納されている メ デ ィ
アに、 データ を追加する こ と ができ ます。
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オブジェク ト コピーを使用する理由

バッ ク ア ッ プ ・ データの追加コ ピーは、 以下に示す複数の目的で作成され
ます。

• ボールテ ィ ング

バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のコ ピーを複数作成し て、 さ まざ まな場所
に保管する こ と ができ ます。

• メ デ ィ アの解放

メ デ ィ ア上の保護されたオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンのみを保存するに
は、 これらのオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンを コ ピーし てから、 上書きでき
る よ う に メ デ ィ アを解放し ます。

• メ デ ィ アの集約

オブジェ ク ト のコ ピーによ ってデータのイ ン ター リ ーブを避け る こ と が
でき ます。

• 復元チェーンの統合

復元に必要なすべてのオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンを 1 つの メ デ ィ ア ・

セ ッ ト にコ ピーでき ます。

• 他の メ デ ィ アの種類への移行

異な る種類の メ デ ィ アにバ ッ ク ア ッ プを コ ピーでき ます。

• 高度なバッ ク ア ッ プの概念のサポー ト

デ ィ ス ク ・ ステージングなどのバ ッ ク ア ッ プ概念を使用でき ます。

オブジェク ト コピーの使用

オブジェ ク ト コ ピー機能の必要条件 と制限事項は、 以下の とお り です。

必要条件 • オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンに関わるすべてのシステムに、 Media 
Agent を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

• Data Protector セル内に少な く と も 2 つのバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を構成

する必要があ り ます。

• オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンに使用する メ デ ィ アを準備し てお く 必

要があ り ます。

• オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンを実行する ための適切なユーザー権限
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が必要です。

制限事項 • ZDB バ ッ ク ア ッ プ、 ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ、 NDMP バッ ク ア ッ プ機

能を使用し てバッ ク ア ッ プし たオブジ ェ ク ト はコ ピーでき ません。

• 1 つのオブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンにおいて、 1 つのオブジェ ク ト ・

バージ ョ ンに対し て複数のコ ピーを作成する こ と はでき ません。

• コ ピー先のデバイ スには、 ソース ・ デバイ ス と 同じかそれよ り も大きい

ブロ ッ ク ・ サイ ズが必要です。

• 同一のオブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンでは、 ソース ・ メ デ ィ ア ( オブ

ジェ ク ト のコ ピー元 ) と ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ ア ( オブジェ ク ト のコ ピー

先 ) に同じ メ デ ィ アは使用でき ません。

• オブジェ ク ト のコ ピー中は、 コ ピー元の メ デ ィ アを復元に使用する こ と

はでき ません。

• オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンでは、 エージ ェ ン ト 間の再接続機能は

使用でき ません。

• SAP DB、 DB2、 または SQL 統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジェ ク ト を非マル

チプレ ッ ク ス化する こ と はでき ません。

オブジェク ト コピー
機能の使用方法

まず、 オブジェ ク ト コ ピーの仕様を作成し ます。 この仕様のなかで、 コ

ピー対象のオブジ ェ ク ト 、 使用する メ デ ィ ア とデバイ ス、 セ ッ シ ョ ンのオ
プシ ョ ン、 メ デ ィ アの位置の優先順位を選択し ます。 メ デ ィ アの位置の優
先順位は、 同じオブジェ ク ト が複数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト に存在する場合の、
Data Protector によ る メ デ ィ アの選択方法に影響を与えます。

重要 統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジェ ク ト は、 相互に依存し ている可能性があ り ま
す。 このよ う な統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジェ ク ト を コ ピーする と きは、 コ

ピー対象 と し て、 同じバ ッ ク ア ッ プ ID を持つオブジェ ク ト をすべて選択し

て く ださい。 データベースの復元に必要なすべてのオブジ ェ ク ト を コ ピー

し なければ、 コ ピーからの復元は不可能です。

オブジェ ク ト のコ ピー元の メ デ ィ アはソース ・ メディア と 呼ばれ、 オブ
ジェ ク ト のコ ピー先の メ デ ィ アはターゲッ ト ・ メディア と 呼ばれています。 
ソース ・ メ デ ィ ア と ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アは、 メ デ ィ アの種類が異な る場
合も あ り ます。
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デバイスの選択 ソース ・ メ デ ィ ア と ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アによ って使用されるデバイ スは
分ける必要があ り ます。 コ ピー先のデバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズは、 ソー

ス ・ デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズを上回る こ と ができ ます。 ただし、 パ

フ ォーマン スへの影響を避け るために、 デバイ スは同じブロ ッ ク ・ サイ ズ
に設定し、 すべてを同じ システムか SAN 環境に接続する よ う にお勧めし ま

す。

重要 SAP DB、 DB2、 または Microsoft SQL Server 統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジ ェ

ク ト のコ ピーに必要なデバイ スの 小数は、 バッ ク ア ッ プに使用し たデバ
イ スの数 と同じにな り ます。 これらのオブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プ と コ

ピーでは、 デバイ スの同時処理数に同じ値を設定し なければな り ません。

オブジェ ク ト コ ピーはデフ ォル ト で負荷調整されています。 Data Protector
は、 でき る限 り 多 く のデバイ ス を使用する こ と でデバイ スの利用を 適化
し ます。

使用する ソース ・ デバイ スがオブジェ ク ト コ ピーの仕様で指定されていな
い場合、 Data Protector はデフ ォル ト のデバイ ス を使用し ます。 デフ ォル ト

では、 オブジェ ク ト の書き込みに使用されたデバイ スがソース ・ デバイ ス
と し て使用されます。 コ ピー先デバイ スがオブジ ェ ク ト ご と に指定されて

いない場合、 Data Protector が、 オブジェ ク ト コ ピーの仕様で選択されてい

るデバイ スの中から、 適なデバイ ス を自動的に選択し ます。

デバイ スはセ ッ シ ョ ンの開始時にロ ッ ク されます。 セ ッ シ ョ ン開始後にデ

バイ ス を ロ ッ クする こ と はでき ないため、 セ ッ シ ョ ンの開始時に使用不可
能なデバイ スは、 そのセ ッ シ ョ ンでは使用でき ません。 メ デ ィ アのエラー

が発生し た場合、 エ ラーの発生し たデバイ スはそのコ ピーセ ッ シ ョ ン内で
は使用されな く な り ます。

処理の結果 オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンが正し く 完了し た ら、 選択し たバッ ク ア ッ

プ ・ オブジ ェ ク ト の追加コ ピーが別の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 上に出来上が り ま
す。

オブジェク ト コピーの構成

オブジェク ト コピー セッシ ョ ンは、 オブジェ ク ト コ ピーの仕様に基づいて

実行されます。 オブジェ ク ト コ ピーの仕様を構成するには、 以下の手順を

行います。
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1. セ ッ シ ョ ンの種類を選択し ます。 対話型または自動 ( ポス ト ・ バ ッ ク

ア ッ プまたはス ケジュール設定 ) のどち らかです。

2. コ ピー対象を選択し ます。

3. コ ピーに使用するデバイ ス を選択し ます。

4. コ ピー方法 ( セ ッ シ ョ ンのオプシ ョ ン ) を選択し ます。

図 7-1 対話型コピーでのオブジェク トの選択

対話型のオブジェクト
コピー

対話型のオブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンは、 対話型のオブジ ェ ク ト コ ピー

の仕様を使用し て開始されます。 対話型のオブジ ェ ク ト コ ピーの仕様は保

存でき ません。 オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンを開始でき るだけです。

[ コピー ] コ ンテキス ト で [ コピー ] を展開し、 さ らに [対話型 ] を展開

し て、 [ メディ ア ]、 [オブジェ ク ト ]、 または [セッシ ョ ン ] を ク リ ッ ク

し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド

「対話型オブジ ェ ク ト ・ コ ピー」 を参照し て く だ さい。
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自動オブジェク ト
コピー

Data Protector には、 2 種類の自動オブジェ ク ト コ ピーが用意されています。 
「ポス ト ・ バッ クアップのオブジェク ト コピー」 と 「スケジュールされたオ
ブジェク ト コピー」 です。

自動オブジ ェ ク ト コ ピーの仕様では、 コ ピーされるオブジ ェ ク ト ・ バー
ジ ョ ンに関する 1 つまたは複数の選択基準を指定でき ます。

• バッ ク ア ッ プ仕様 - 特定のバッ ク ア ッ プ仕様によ ってバッ ク ア ッ プされ

るオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンのみを コ ピーする場合。

• データ保護 - データ保護されたオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンのみを コ ピー

する場合。

• 既存のコ ピーの数 - 指定された数を上回る正常な コ ピーが存在し ないオ

ブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンのみを コ ピーする場合。

• ラ イブラ リ  - 指定された ラ イブラ リ 内の メ デ ィ アに位置するオブジェ ク

ト ・ バージ ョ ンのみを コ ピーする場合。

• 時間枠 ( ス ケジュールされたオブジェ ク ト コ ピー仕様のみ ) - 指定された

期間内にバ ッ ク ア ッ プされたオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンのみを コ ピーす
る場合。

ポスト・ バックアップの
オブジェクトコピー

ポス ト ・ バ ッ ク ア ッ プのオブジ ェ ク ト コ ピーは、 自動オブジェ ク ト コ ピー
の仕様で指定されたバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン完了後に実行されます。 こ
の機能では、 特定のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンでバ ッ ク ア ッ プされたオブ
ジェ ク ト を、 自動オブジ ェ ク ト コ ピーの仕様に基づいて選択し て コ ピーし
ます。

[ コピー ] コ ンテキス ト で [ コピー ] を展開し、 さ らに [自動 ] を展開し

て、 [ポス ト ・ バッ クア ップ ] を右ク リ ッ ク し て、 [追加 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「ポス

ト • バッ ク ア ッ プのオブジェ ク ト • コ ピー」 を参照し て く ださい。

スケジュールされた
オブジェク ト コピー

ス ケジュールされたオブジェ ク ト コ ピーは、 ユーザーの定義し た時間に実
行されます。 複数のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンでバ ッ ク ア ッ プ されたオブ

ジェ ク ト を、 1 つのス ケジ ュールされたオブジェ ク ト コ ピー ・ セ ッ シ ョ ン

内でコ ピーでき ます。 

ス ケジュールされたオブジェ ク ト コ ピーを構成し て、 特定の日時にコ ピー
を実行し た り 、 定期的にコ ピーを実行でき ます。 ス ケジ ュールの リ セ ッ ト

や、 有効 / 無効を切 り 替え る こ と も可能です。 また、 休日のオブジ ェ ク ト

コ ピーを有効または無効にする こ と も でき ます。
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[ コピー ] コ ンテキス ト で [ コピー ] を展開し、 さ らに [自動 ] を展開し

て、 [ スケジュール済み ] を右ク リ ッ ク し て、 [追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 
詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ス ケ
ジ ュールされたオブジェ ク ト ・ コ ピー」 を参照し て く ださ い。

オブジェク ト
コピー ・ オプシ ョ ン

オブジェ ク ト コ ピーの仕様では、 オブジェ ク ト コ ピーに対するデータ保護、
カ タ ロ グ保護、 ロ グ ・ レベルを指定でき ます。 同等のオプシ ョ ンはバッ ク

ア ッ プに対し て も使用されます。 これらのオプシ ョ ンの詳細は、 「 も頻繁

に使用されるバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン」 （292 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

ユーザーのポ リ シーによ って、 バ ッ ク ア ッ プされたオブジ ェ ク ト と そのコ
ピーに指定されるオプシ ョ ンの値を同じにした り 別々にする こ と ができ ま
す。 た と えば、 バ ッ ク ア ッ プ性能を向上させる ためにバッ ク ア ッ プ ・ オブ

ジェ ク ト に対し ては [ ログなし ] を指定し、 次に続 く オブジェ ク ト コ ピー 
セ ッ シ ョ ンでは、 同じオブジェ ク ト に対し て [すべてログに記録 ] を指定

する こ と ができ ます。

バッ ク ア ッ プされたオブジェ ク ト と ま った く 同じ コ ピーを作成するには、
オブジェ ク ト コ ピーに対し て同じ ロ グ ・ レベルを指定し ます。 オブジ ェ ク

ト コ ピーのロ グ ・ レベルを [ ログなし ] よ り も高 く 設定する と、 IDB のサ

イ ズに影響するので注意が必要です。 これらのオプシ ョ ンが IDB のサイ ズ

に与える影響については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

重要 ZDB からデ ィ ス ク / テープへのバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンで作成し たオブ

ジェ ク ト を コ ピーする場合は、 [ コピーが正常に実行された後でデータ と カ

タ ログ保護を リ サイ クル ] オプシ ョ ンは選択し ないで く ださい。 こ のオプ

シ ョ ンを選択する と 、 メ デ ィ アが上書き された時点で、 GUI か ら こ のバ ッ

ク ア ッ プ ・ データ を使った イ ン ス タ ン ト ・ リ カバ リ を実行する こ と はでき
な く な り ます。

コピー元のメディ ア・
セット を選択する

コ ピーし たいオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンが、 Data Protector のいずれかの

データ複製方法を使用し て、 複数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 上に作成されている
場合は、 どの メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を コ ピー元に使用し て も構いません。 デ
フ ォル ト では、 コ ピー元 と な る メ デ ィ ア ・ セ ッ ト は自動的に選択されます。 
メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の選択をユーザーが設定するには、 メ デ ィ アの位置の優
先順位を指定し ます。
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全体的な メ デ ィ ア選択手順は、 復元処理の場合と同じです。 詳細は、 「復元

元の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を選択する」 （404 ページ ) を参照し て く だ さい。 [オ

ブジェ ク ト ] または [セッシ ョ ン ] から、 対話形式でオブジェ ク ト コ ピー

を実行する場合は、 コ ピー元の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を手動で選択する こ と も
可能です。 自動オブジェ ク ト コ ピーの構成時に メ デ ィ アを選択する こ と は

でき ません。 通常、 オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プは、 これよ り 後で実行さ
れるためです。

オブジェクトコピーの
完了ステータス

オブジェ ク ト が配置されているすべての メ デ ィ アのロ グが IDB 内に記録さ

れている場合は、 ステータ スが [完了 ] または [完了 /エラー ] と なって

いるオブジ ェ ク ト を コ ピーでき ます。 コ ピー操作が正常に完了し た ら、 コ

ピーされたオブジ ェ ク ト のステータ スは、 対応するバッ ク ア ッ プ ・ オブ
ジェ ク ト のステータ ス と同じにな り ます。

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが失敗し た場合は、 ポス ト ・ バ ッ ク ア ッ プのオ
ブジ ェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンは開始されません。 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ

ンは中止されたが、 一部のオブジェ ク ト は既に作成されている場合には、
作成済みのオブジ ェ ク ト が、 ポス ト ・ バッ ク ア ッ プのオブジェ ク ト コ ピー 
セ ッ シ ョ ンでコ ピーされます。 これはデフ ォル ト の動作です。 セ ッ シ ョ ン

が中止された場合は、 コ ピーを行わないよ う にするには、 グ ローバル変数
[CopyStartPostBackupOnAbortedSession] を 0 に設定し て く だ さい。

オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンを中止し た り 、 その他の原因でセ ッ シ ョ ン

が失敗し た場合、 セ ッ シ ョ ンのステータ スは [失敗 ] にな り ます。 ステー

タ スが [失敗 ] になったオブジェ ク ト コ ピーは、 2 度 と コ ピーでき ません。

データ保護 と カ タ ロ グ保護が [ なし ] に設定されるからです。

オブジェク ト コピーに基づく タスク

オブジェ ク ト コ ピー機能を使用する と、 以下のタ ス ク も実行でき ます。

ボールテ ィング

ボールテ ィ ング と は、 メ デ ィ アを 「ボール ト 」 と呼ばれる安全な場所に保
存するプロセスの こ と です。 メ デ ィ アはボール ト 内で一定期間保管されま
す。 詳細は、 「 メ デ ィ アのボールテ ィ ング」 （199 ページ ) を参照し て く ださ

い。

復元作業用にバッ ク ア ッ プ ・ データのコ ピーを保管し てお く こ と をお勧め
し ます。 追加でコ ピーを取得するには、 必要に応じ て、 オブジ ェ ク ト コ

ピー、 オブジェ ク ト ミ ラー、 または メ デ ィ ア ・ コ ピーの各機能を使用でき
ます。
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オブジェ ク ト コ ピー機能を使ってボールテ ィ ング用のコ ピーを作成する方
法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「オブジェ ク ト のコ
ピー - ボールテ ィ ング用」 を参照し て く だ さい。

メディアの解放

保護されたバ ッ ク ア ッ プだけを保持し、 保護されていないバッ ク ア ッ プは
上書きする こ と によ って、 メ デ ィ アのスペースの消費を 小限に抑え る こ
と ができ ます。 1 つの メ デ ィ ア内に保護された も の と保護されていないもの

が混在する可能性があ るので、 保護されたオブジェ ク ト を新しい メ デ ィ
ア ・ セ ッ ト にコ ピーし て、 上書き用の メ デ ィ アはそのま まにし てお く こ と
ができ ます。

メ デ ィ アを解放する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー
ド 「 メ デ ィ アの解放」 を参照し て く だ さい。

メディアの集約

多重化されている メ デ ィ アには、 複数のオブジェ ク ト のイ ン タ リ ーブ され
たデータが含まれます。 このよ う な メ デ ィ アは、 デバイ スの同時処理数が
2 以上のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンから作成されます。 多重化された メ

デ ィ アを使用する と 、 バ ッ ク ア ッ プのプラ イバシーが損なわれた り 、 復元
に時間がかかった り する こ と があ り ます。

Data Protector には、 メ デ ィ アを集約する機能が備わっています。 多重化さ

れている メ デ ィ アのオブジェ ク ト は、 ユーザーの指定する複数の メ デ ィ ア
にコ ピーされます。

メ デ ィ アを集約する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー
ド 「 メ デ ィ アの集約」 を参照し て く だ さい。

復元チェーンの統合

1 つのオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンの復元チェーン ( 復元に必要なすべての

バッ ク ア ッ プ ) を新しい メ デ ィ ア ・ セ ッ ト にコ ピーする こ と ができ ます。 こ
の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を使用すれば、 複数の メ デ ィ アを ロー ド し て必要なオ
ブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンを探す必要がな く な る ため、 復元が高速で簡単に
な り ます。

復元チェーンを統合する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー
ワー ド 「復元チェーンの統合」 を参照し て く ださい。
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他のメディアの種類への移行

バッ ク ア ッ プ ・ データ を他の メ デ ィ アの種類に移行でき ます。 た と えば、

オブジェ ク ト を フ ァ イル ・ デバイ スから LTO デバイ スにコ ピーし た り 、

DLT デバイ スから LTO デバイ スにコ ピーでき ます。

他の メ デ ィ アの種類に移行する方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索
引キーワー ド 「他の メ デ ィ アの種類への移行」 を参照し て く ださ い。

ディスク ・ ステージング

オブジェ ク ト コ ピー機能は、 デ ィ ス ク ・ ステージングを実現する ために も
使用でき ます。 デ ィ ス ク ・ ステージングの概念については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

デ ィ ス ク ・ ステージングは、 こ の目的のために明示的に構成されたオブ
ジェ ク ト コ ピー仕様を使用し て実行し ます。 デ ィ ス ク ・ ステージングの具

体例については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「デ ィ ス ク ・ ス
テージング」 を参照し て く ださい。
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オブジェク ト ミ ラー

オブジェク ト ミ ラー
とは

Data Protector のオブジ ェ ク ト ミ ラー機能を使用する と 、 バ ッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ン時に同じデータ を複数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト に同時に書き込むこ
と ができ ます。 バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト の全体または一部を、 1 つまた

は多数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト に ミ ラー リ ングでき ます。

オブジェク ト ミ ラー
の利点

オブジェ ク ト ミ ラー機能を使用する こ と で以下の目的が達成されます。

• 複数のコ ピーを存在させる こ と で、 利用可能なバッ ク ア ッ プ ・ データが

増加し ます。

• バッ ク ア ッ プ ・ データ を リ モー ト ・ サイ ト に ミ ラー リ ングする こ と がで

き るので、 複数サイ ト へのボールテ ィ ングが簡単にな り ます。

• 同じデータ を複数の メ デ ィ アに書き込むこ と ができ るので、 バッ ク ア ッ

プのフ ォール ト ・ ト レ ラ ン スが向上し ます。 メ デ ィ ア上で障害が発生し

て も、 他の ミ ラーの作成には影響し ません。

オブジェク ト ミ ラーの使用

オブジェ ク ト ミ ラー機能の制限事項は以下の とお り です。

制限事項 • ZDB バ ッ ク ア ッ プ、 ダ イ レ ク ト ・ バッ ク ア ッ プ、 NDMP バッ ク ア ッ プ機

能を使用し てバッ ク ア ッ プし たオブジ ェ ク ト は ミ ラー リ ングでき ませ
ん。

• 単一のセ ッ シ ョ ンで 1 つのオブジェ ク ト を同じデバイ スに複数回 ミ ラー

リ ングする こ と はでき ません。

• デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズが ミ ラー ・ チェーン内で減少し てはいけま

せん。 具体的には以下の と お り です。

— ミ ラー 1 の書き込みに使用されるデバイ スには、 バ ッ ク ア ッ プに使

用されるデバイ ス と 同じかそれよ り も大きいブロ ッ ク ・ サイ ズが必
要です。

— ミ ラー 2 の書き込みに使用されるデバイ スには、 ミ ラー 1 の書き込み

に使用されるデバイ ス と 同じかそれよ り も大きいブロ ッ ク ・ サイ ズ
が必要です。 以下同じ よ う に続き ます。
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オブジェク ト ミ ラー
の使用方法

オブジェ ク ト ミ ラーは、 バ ッ ク ア ッ プ仕様の構成時に指定し ます。 バッ ク

ア ッ プ仕様の構成方法については、 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成」 （212 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

バッ ク ア ッ プ仕様で、 ミ ラー リ ングするオブジェ ク ト を選択し て、 次に ミ
ラーの数を指定し ます。 5 つよ り 多 く の ミ ラーを指定するには、 グ ローバ

ル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル内の MaxNumberOfMirrors変数の値を大き く し

ます。

デバイスの選択 バッ ク ア ッ プおよび各 ミ ラー用のデバイ ス を個別に指定し ます。 パフ ォー

マン スへの影響を避け るために、 デバイ スは同じブロ ッ ク ・ サイ ズに設定
し、 すべてを同じ システムか SAN 環境に接続する よ う にお勧めし ます。

重要 SAP DB、 DB2、 または Microsoft SQL Server 統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジ ェ

ク ト の ミ ラーに必要なデバイ スの 小数は、 バッ ク ア ッ プに使用し たデバ
イ スの数 と同じにな り ます。

オブジェ ク ト ミ ラーを伴 う バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが開始された ら、
ユーザーがバ ッ ク ア ッ プ仕様で指定し た ものの中から、 Data Protector がデ

バイ ス を選択し ます。

オブジェ ク ト ミ ラーはデフ ォル ト で負荷調整されています。 Data Protector
は、 でき る限 り 多 く のデバイ ス を使用する こ と でデバイ スの利用を 適化
し ます。 コマン ド行からオブジ ェ ク ト ミ ラー操作を実行する場合、 負荷調

整はでき ません。

処理の結果 オブジェ ク ト ミ ラーを伴 う バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが正常に完了し た ら、
バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト を格納し た メ デ ィ ア ・ セ ッ ト が 1 つ と 、 ミ

ラーオブジ ェ ク ト を格納し た追加の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト が作成されます。 こ
れらの メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 上にあ る ミ ラーオブジェ ク ト は、 オブジ ェ ク ト コ
ピー と し て処理されます。
第 7 章 355



データのコピー

メディアのコピー
メディアのコピー

メディア・ コピーとは Data Protector の メ デ ィ ア ・ コ ピー機能では、 バッ ク ア ッ プの実行後に メ

デ ィ アを コ ピーでき ます。 メ デ ィ ア ・ コ ピーは、 バ ッ ク ア ッ プを格納し た

メ デ ィ ア と ま った く 同じ コ ピーを作成するプロセスです。 この機能を使用

する と 、 アーカ イブまたはボールテ ィ ングのために メ デ ィ アを複製でき ま
す。

メ デ ィ アを コ ピーし た ら、 オ リ ジナルの メ デ ィ アかコ ピーのどち らかをオ
フサイ ト のボール ト に移動させ、 も う 一方の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を復元作業
用に使用でき ます。 Data Protector でのボールテ ィ ングの構成方法について

は、 「 メ デ ィ アのボールテ ィ ング」 （199 ページ ) を参照し て く ださい。

Data Protector では、 メ デ ィ ア ・ コ ピーを手動で開始する こ と も自動で行 う

こ と もでき ます。 詳細は、 「自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー (Automated Media Copy)」
（358 ページ ) を参照し て く ださい。

メディアのコピー方法 ［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で メ デ ィ アをブラ ウズ し て右ク リ ッ ク

し、 [ コピー ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘ

ルプの索引キーワー ド 「コ ピー - メ デ ィ ア」 を参照し て く ださい。

ソース ・ メディア用 と ターゲッ ト ・ メディア用に、 同じ種類の メ デ ィ アが
それぞれ 1 つずつ必要です。 こ こで、 ソース ・ メ デ ィ ア と はデータのコ

ピー元の メ デ ィ アを意味し、 ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ ア と はデータのコ ピー先
の メ デ ィ アを意味し ます。

ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アに保存し たデータの保護期間を指定し て、 その期間
内の上書き を禁止でき ます。 デフ ォル ト の保護期間は、 オ リ ジナルのデー

タ と同じです。 その他のオプシ ョ ン と し て、 [ 無期限 ] および [ 期限 ]( 指定

日まで保護 ) があ り ます。 メ デ ィ アは、 メ デ ィ ア上で一番長 く 保護が設定さ

れているオブジェ ク ト の保護期間が終了する まで保護されます。

1 回のコ ピー ・ セ ッ シ ョ ンでは 1 つの メ デ ィ ア しかコ ピーされないため、

各 メ デ ィ アのコ ピーは個別に開始する必要があ り ます。 フ リ ー ・ プール内

の メ デ ィ アおよび NDMP メ デ ィ アについては、 コ ピー操作を実行でき ませ

ん。

処理の結果 メ デ ィ ア ・ コ ピーの結果、 同じ メ デ ィ アが 2 セ ッ ト ( オ リ ジナル と コ ピー )
作成されます。 この う ちどち らかを復元に使用でき ます。
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ソース ・ メ デ ィ アがコ ピーされた ら、 Data Protector はこ の メ デ ィ アを 「追

加不可能」 と し てマーク し、 新しいバ ッ ク ア ッ プが追加されないよ う にし
ます。 ( オ リ ジナル と コ ピーが食い違わないよ う にする ためです。 ) コ ピー

の方も 「追加不可能」 と し てマーク されます。

1 つのオ リ ジナル ・ メ デ ィ アに対し て複数のコ ピーを作成でき ます。 ただ

し、 コ ピーのコ ピーを作成する こ と はでき ません ( これは第 2 世代コ ピー

と 呼ばれます )。

注記 メ デ ィ アのコ ピーを行 う 際、 ソース ・ メ デ ィ ア よ り も先にターゲ ッ ト ・ メ
デ ィ アがテープの 後に到達する こ と があ り ます。 これは、 ソース ・ メ

デ ィ アがス ト リ ー ミ ング ・ モー ド で書き込まれてお り 、 ビジー状態のシス
テム上や負荷の高いネ ッ ト ワーク を通じ て コ ピーを作成した場合に起こ る
可能性があ り ます ( テープが停止 / 再ス ター ト し た場所に空白スペースが

作成されます )。 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 時にテープへの埋め込みブロ ッ ク

を有効にする こ と で、 これを防止でき ます。 「 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 」

（164 ページ ) を参照し て く ださい。

コピーの移動 通常、 コ ピーし た メ デ ィ アは安全な場所に保管し ます。 詳細は、 「 メ デ ィ ア

のボールテ ィ ング」 （199 ページ ) および 「デバイ スからの メ デ ィ アの取出

し」 （196 ページ ) を参照し て く だ さい。

コピーのエクスポート メ デ ィ アをエ ク スポー ト する と、 その メ デ ィ アに関する情報がすべて IDB
から削除されます。 オ リ ジナルの メ デ ィ アをエ ク スポー ト し て も、 1 つまた

は複数の メ デ ィ アのコ ピーが存在し ている場合、 コ ピーのいずれかがオ リ
ジナル と な り ます。

いったんエ ク スポー ト し た コ ピーを イ ンポー ト し よ う と し て、 オ リ ジナル
の メ デ ィ アが IDB にない場合は、 [強制 ] オプシ ョ ンを使用し て こ の メ

デ ィ アを イ ンポー ト する必要があ り ます。 手順については、 「 メ デ ィ アのイ

ンポー ト 」 (169 ページ ) を参照し て く ださい。

コピーからの復元 Data Protector は、 デフ ォル ト ではオ リ ジナルの メ デ ィ ア ・ セ ッ ト からデー

タ を復元し ます。 しかし、 オ リ ジナルの メ デ ィ ア ・ セ ッ ト が使用できず、

コ ピーが使用可能な場合は、 そのコ ピーを復元に使用し ます。

復元時にオ リ ジナル と コ ピーのどち ら もデバイ スにない場合、 Data 
Protector はマウ ン ト 要求を発行し て、 オ リ ジナルと コ ピーの両方を復元に

必要な メ デ ィ ア と し て表示するので、 どち らかを復元に使用し ます。  
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ス タ ン ド ア ロ ンのデバイ ス を使用し て復元を実行する場合は、 オ リ ジナル
ではな く コ ピーからの復元を選択する こ と も でき ます。 コ ピーから復元す

るには、 復元に使用するデバイ スにコ ピーを挿入するか、 コ ピーが挿入さ
れているデバイ ス を復元用に選択し ます。 ただし、 ラ イブラ リ ・ デバイ ス

を使用し て復元を実行する場合に、 オ リ ジナルがそのラ イブラ リ 内に存在
する際は、 Data Protector はオ リ ジナルを復元に使用し ます。

メ デ ィ アのアーカ イブからデータ を復元する方法については、 「 メ デ ィ アの
ボールテ ィ ング」 （199 ページ ) を参照し て く ださい。

自動メディア ・ コピー (Automated Media Copy)

自動メディア ・
コピー (Automated 
Media Copy) とは

自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー と は、 バ ッ ク ア ッ プが保存されている メ デ ィ アのコ
ピーを自動的に作成するプロセスです。

Data Protector には、 2 種類の自動 メ デ ィ ア ・ コ ピーが用意されています。 
「ポス ト ・ バッ クアップのメディア ・ コピー」 と 「スケジュールされたメ
ディア ・ コピー」 です。

ポスト ・ バックアップ
のメディア・ コピー

ポス ト ・ バ ッ ク ア ッ プの メ デ ィ ア ・ コ ピーは、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン
完了後に実行され、 そのセ ッ シ ョ ンで使用されたすべての メ デ ィ アを コ
ピーし ます。  

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で ［自動操作］ を右ク リ ッ ク し て、 [

ポス ト ・ バッ クアップの メディ ア操作を追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手

順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「ポス ト ・ バッ ク
ア ッ プの メ デ ィ ア ・ コ ピー」 を参照し て く だ さい。

スケジュールされた
メディア ・ コピー

ス ケジュールされた メ デ ィ ア ・ コ ピーは、 ユーザーの定義し た時間に実行
されます。 複数のバッ ク ア ッ プ仕様で使用された メ デ ィ アを、 1 つのセ ッ

シ ョ ンでコ ピーでき ます。 自動 メ デ ィ ア ・ コ ピーの仕様を作成し て、 コ

ピーする メ デ ィ アを定義し ます。

［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト で ［自動操作］ を右ク リ ッ ク し て、 [

スケジュール ・ メディ ア操作の追加 ] を ク リ ッ ク し ます。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ス ケジ ュールされた メ デ ィ
ア ・ コ ピー」 を参照し て く ださい。

ス ケジュールされた メ デ ィ ア ・ コ ピーを構成し て、 特定の日時にコ ピーを
実行し た り 、 定期的にコ ピーを実行でき ます。 スケジ ュールの リ セ ッ ト や、

有効 / 無効を切 り 替える こ と も可能です。 また、 休日の メ デ ィ アの自動コ
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ピーを有効または無効にする こ と も でき ます。 詳しい手順については、 オ

ン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アの自動コ ピー」 を参照し て
く だ さい。

制限事項 • メ デ ィ アの自動コ ピーにス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スは使用でき ません。

ラ イブラ リ ・ デバイ スのみ使用可能です。

• ソース ・ メ デ ィ ア と ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アは同じ種類でなければな り ま

せん。

• NDMP メ デ ィ アのコ ピーはでき ません。

メディアの自動
コピーはどのように
行われるか

まず、 自動 メ デ ィ ア ・ コ ピーの仕様を作成し ます。 自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー ・

セ ッ シ ョ ンの開始時に、 Data Protector は自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー仕様で指定

されたパラ メ ータに基づいて、 ソース ・ メディア と し て参照される メ デ ィ
アの リ ス ト を作成し ます。 各ソース ・ メ デ ィ アに対し て、 データのコ ピー

先 と なる ターゲッ ト ・ メディアが選択されます。 ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アは、

ソース ・ メ デ ィ ア と 同じ メ デ ィ ア ・ プール、 フ リ ー ・ プール、 またはラ イ
ブラ リ 内の空き メ デ ィ アのいずれかから選択されます。

デバイスの選択と使用 各ソース ・ メ デ ィ アに対し て、 Data Protector は自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー仕様

で指定されたデバイ スの中から 1 組 (2 台 ) のデバイ ス を選択し ます。 自動

メ デ ィ ア ・ コ ピー機能は、 独自の負荷調整機能を備えています。 Data 
Protector は、 でき る限 り 多 く のデバイ ス を使用し、 また ローカル ・ デバイ

スが使用可能な場合はそれら を選択する こ と で、 デバイ スの利用を 適化
し よ う と し ます。

デバイ スはセ ッ シ ョ ンの開始時にロ ッ ク されます。 セ ッ シ ョ ン開始後にデ

バイ ス を ロ ッ クする こ と はでき ないため、 セ ッ シ ョ ンの開始時に使用不可
能なデバイ スは、 そのセ ッ シ ョ ンでは使用でき ません。 セ ッ シ ョ ン全体が

正常終了するには、 メ デ ィ アの種類ご と に 低 2 台のデバイ スが使用可能

でなければな り ません。 セ ッ シ ョ ンに必要な 低数のデバイ ス を ロ ッ ク で

き ない場合、 セ ッ シ ョ ンは失敗し ます。

複数のパスが構成されたデバイ スでは、 ローカル ・ パスが優先されます。 
ローカル ・ パスが使用でき ない場合、 使用可能なパスがあ らかじめ決めら
れた順序で使用されます。

メ デ ィ アのエ ラーが発生し た場合、 エラーの発生したデバイ スはその自動
メ デ ィ ア ・ コ ピー ・ セ ッ シ ョ ン内では使用されな く な り ます。 ただし、 使

用可能なデバイ スが他に存在し ない場合は再使用されます。
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コピーのあて先となる
プール

ターゲ ッ ト ・ メ デ ィ アのあて先 と な るプールは、 ソース ・ メ デ ィ アによ り
決ま り ます。 つま り 、 コ ピーされた メ デ ィ アは、 オ リ ジナルの メ デ ィ ア と

同じプールに入れられます。

コピーのデータ保護 コ ピーの保護期間はデフ ォル ト では、 オ リ ジナルの保護期間と同じです。 
自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー仕様を作成または変更する際、 デフ ォル ト 以外の保
護期間を設定でき ます。

マウン ト要求と
「cleanme」 要求の

処理

自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー機能は、 マウ ン ト 要求や 「cleanme」 要求を処理し ま

せん。 マウ ン ト 要求を受け取った場合、 処理中の メ デ ィ アに対する操作は

中止されますが、 セ ッ シ ョ ンは続行されます。 自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー ・

セ ッ シ ョ ン完了後、 コ ピーされなかった メ デ ィ アを手動でコ ピーでき ます。

使用例については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ

ド』 を参照し て く ださい。
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本章の概略

本章では、 復元方法について説明し ます。 特定のデータ を復元し た り 、 復

元オプシ ョ ンを使用し て必要に応じ た復元を行 う こ と ができ ます。

「データの復元」 （363 ページ )

「UNIX システムの復元」 （371 ページ )

「Windows システムの復元」 （372 ページ )

「Novell Netware フ ァ イルシステムの復元」 （384 ページ )

「OpenVMS フ ァ イルシステムの復元」 （388 ページ )

「復元オプシ ョ ン」 （391 ページ )

「復元のテ ク ニ ッ ク」 （397 ページ )

データベース ・ アプ リ ケーシ ョ ン (Oracle、 SAP R/3、 MS Exchange、 MS 
SQL、 Informix、 IBM DB2 UDB、 Sybase など ) の復元方法の詳細は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照し て

く だ さい。

IDB の復元方法の詳細は、 第 11 章 「Data Protector 内部データベースの管

理」 (487 ページ ) および 「IDB を復旧する」 （527 ページ ) を参照し て く だ

さい。
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復元 と は、 デ ィ ス ク上にあ るバ ッ ク ア ッ プ ・ コ ピーから元のデータ を再作
成するプロセスです。 このプロ セスは準備段階とデータ を実際に復元する

段階で構成されます。 さ らに必要に応じ て復元後に適切な処理を施すこ と
によ り データ を利用可能な状態にし ます。

Data Protector の内部データベース (IDB) には、 どのシステムからバ ッ ク

ア ッ プし たどのフ ァ イルがどの メ デ ィ アに保存されているか、 と いった情
報が記録されています。 この IDB によ り 、 復元対象のデータにすばや く 、

効率的にア ク セスでき ます。

Data Protector は、 以下の特別な復元機能を備えています。

• 様々なレベル ( セ ッ シ ョ ン、 ク ラ イ アン ト 、 オブジ ェ ク ト 、 デ ィ レ ク ト

リ 、 特定のフ ァ イル、 特定のフ ァ イル ・ バージ ョ ンなど ) での復元機能 

• バッ ク ア ッ プ元 と異な る場所を復元先に指定するためのオプシ ョ ン

• 複数のプラ ッ ト フ ォームにまたがる復元

• セ ッ シ ョ ン、 ク ラ イ アン ト 、 セル内にあ る複数のオブジェ ク ト の並行復

元

• 復元に使用する メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の自動または手動によ る選択

これらの機能の指定方法 と利用可能なオプシ ョ ンはプラ ッ ト フ ォームに
よ って異な り ます。

標準復元手順

必要条件 復元を実行するには、 適切なユーザー権限が必要です。 ユーザー権限は、

ユーザー ・ グループに応じ て定義されています。

復元を行うために
必要な作業

標準復元手順 と し て、 以下を実行する必要があ り ます。

• 復元対象のデータの選択

• 必要な メ デ ィ アの確認

• 復元セ ッ シ ョ ンの開始
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その他の設定 その他の設定はバ ッ ク ア ッ プの実行段階ですでに定義されていますが、 変
更も可能です。 事前に定義されている設定を変更するには、 以下を指定し

ます。

• 復元対象データのバ ッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ン

• データの復元先

• 復元元のデバイ ス

• 既存のフ ァ イル と重複する フ ァ イルの処理

• 復元オプシ ョ ン ([ 復元時にフ ァ イルを ロ ッ ク ] など )

• 同じオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンを格納し た メ デ ィ アが複数あ る場合の、

位置によ る選択優先順位

• 同じオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンを格納し た メ デ ィ ア ・ セ ッ ト が複数あ る

場合の、 手動での メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の選択

標準復元作業の詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー
ワー ド 「標準復元手順」 を参照し て く ださい。

復元対象データの選択

Data Protector の [復元 ] コ ンテキス ト では、 以下の 2 つの方法で復元対象

のオブジェ ク ト をブラ ウ ズでき ます。 

• [復元オブジェ ク ト ] では、バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト の一覧を表示し

ます。 オブジェ ク ト は、 セル内のク ラ イ アン ト ・ システムご と やデータ
の種類 ( フ ァ イルシステム、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージ、 内部データベースな

ど ) ご と に分類されます。

• [復元セッシ ョ ン ] では、 フ ァ イルシステム ・ セ ッ シ ョ ンの一覧を表示し

ます。 各セ ッ シ ョ ン内でバ ッ ク ア ッ プされたすべてのオブジェ ク ト も併
せて表示し ます。 表示対象のセ ッ シ ョ ンを前年、 前月、 先週からのみに

指定する こ と も でき ます。 デフ ォル ト では、 すべてのフ ァ イルシステ

ム ・ セ ッ シ ョ ンが表示されます。 特定のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンから

オン ラ イ ン ・ データベース用統合ソ フ ト ウ ェ アを復元する こ と はでき ま
せん。

復元対象には 1 つのオブジェ ク ト を選択する こ と も、 複数のオブジェ ク ト

を選択する こ と も でき ます。 復元オブジェ ク ト が 1 つの場合は単一復元を、

複数の場合は並行復元を実行し ます。 並行復元の詳細は、 「複数フ ァ イルの

並行復元」 （399 ページ ) を参照し て く ださい。
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[検索インターバル ] を指定し て、 特定の時間間隔にバッ ク ア ッ プされたオ

ブジ ェ ク ト のみをブラ ウ ズする こ と も でき ます。

Data Protector には [照会ご とに復元 ]機能があ り ます。 この機能では、 ま

ずフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を検索し、 復元対象を特定し た上で復元を実行
し ます。 詳細は、 「照会ご と に復元する」 （401 ページ ) を参照し て く ださ

い。

図 8-1 復元対象データの選択

バックアップ ・バージ ョ ンの選択

復元対象データ を選択する際には、 デフ ォル ト では 新のバッ ク ア ッ プの
バージ ョ ンが選択されています。 つま り 、 後に実行されたバッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ンで保存されたデ ィ レ ク ト リ やフ ァ イルのみが復元用に選択され
ます。 同じ ツ リ ー構造にあ るデ ィ レ ク ト リ やフ ァ イルで、 同じバ ッ ク ア ッ

プ ・ セ ッ シ ョ ンでバ ッ ク ア ッ プ されなかった ものはグ レー表示されます。

別のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのデータ を復元し たい場合は、 復元し たい
デ ィ レ ク ト リ やフ ァ イルをブラ ウズ し て選択し、 右ク リ ッ ク で [バージ ョ

ンの復元 ] を選択し ます。
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[バージ ョ ン ] タブで [...] を ク リ ッ クする と、 バッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ

ンの詳細情報が表示されます。 [...] ボタ ンは、 属性を記録する ロ グ ・ レ

ベルでバッ ク ア ッ プを実行し た場合のみ使用でき ます。

ファイルの重複の処理

復元の [説明 ] プロパテ ィ ・ ページでは、 現在デ ィ ス ク上にあ る フ ァ イル

と バ ッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イルのバージ ョ ン間でフ ァ イルが重複する場合にど
のよ う な処理を行 う かを指定でき ます。 [ フ ァ イル重複時の処理 ] には、 [

新フ ァ イルを保存 ]、 [上書き しない ]、 [上書きする ] の 3 つのオプシ ョ

ンがあ り ます。 上記オプシ ョ ンの詳細は、 「復元オプシ ョ ン」 （391 ページ )
を参照し て く ださい。

復元先の指定

Data Protector のデフ ォル ト 設定では、 データのバ ッ ク ア ッ プ元のク ラ イ ア

ン ト とデ ィ レ ク ト リ がデータの復元先にな り ます。 これらのデフ ォル ト 設

定を変更するには、 [ あて先 ] プロパテ ィ ・ ページでデータの復元先を指

定し ます。

• 適切なユーザー権限があ る場合、 別の ク ラ イ アン ト を復元先に指定でき

ます。

• 別のデ ィ レ ク ト リ を復元先に指定でき ます。

これらの設定はオブジェ ク ト ご と に指定でき ます。

また、 Data Protector では [別名で復元 /復元先 ...] オプシ ョ ンで、 1 つの

バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ に対し て個別の復
元先を指定でき ます。 これらの設定は、 オブジェ ク ト またはフ ァ イルご と

に指定でき ます。

復元先の指定方法については、 「別のパスにフ ァ イルを復元する」 （397
ページ ) を参照し て く だ さい。

復元オプシ ョ ンの設定

復元の [オプシ ョ ン ] プロパテ ィ ・ ページで復元オプシ ョ ンを設定し ます。 
使用可能なオプシ ョ ンは、 復元するデータの種類によ って異な り ます。 た
と えば、 フ ァ イルシステムの復元とデ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元 と では、 利
用でき るオプシ ョ ンの組み合わせが異な り ます。 復元オプシ ョ ンの詳細は、

「復元オプシ ョ ン」 （391 ページ ) を参照し て く だ さい。
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別のデバイスを使った復元

デフ ォル ト では、 バッ ク ア ッ プで使用し たデバイ スが復元に使用されます。 
ただし、 同じ Data Protector セル内に構成されたデバイ スであればどのデバ

イ スからで もデータ を復元でき ます。 新しいデバイ ス を指定するには、 復

元の [デバイ ス ] プロパテ ィ ・ ページの [変更 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 
新しいデバイ スはこのセ ッ シ ョ ンのみで使用されます。

注記 一部のデータベース統合ソ フ ト ウ ェ アの場合、 [デフォル ト と して保存 ] ボ

タ ンを ク リ ッ クする こ と によ って、 変更し たデバイ ス を ( 統合ソ フ ト ウ ェ

アの種類に関わらず ) すべての Data Protector 統合ソ フ ト ウ ェ アの復元セ ッ

シ ョ ンのデフ ォル ト の復元デバイ ス と し て設定でき ます。

必要なメディアの検出

データが保存されている メ デ ィ アの リ ス ト を入手するには、 復元対象デー
タ を選択し て [ メディ ア ] プロパテ ィ ・ ページに移動し ます。

復元に必要な メ デ ィ アは、 [復元セッシ ョ ンの開始 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク ス

で、 [必要な メディ ア ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て表示する こ と も でき ます。 こ
のダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スは、 復元の開始時に表示されます。

同じオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンが複数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 上にあ る場合は、
メ デ ィ ア位置の優先順位を設定する こ と によ り 、 復元に使用する メ デ ィ
ア ・ セ ッ ト の選択をあ る程度制御でき ます。 使用する メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を
手動で選択する こ と も可能です。 詳細は、 「復元元の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を選

択する」 （404 ページ ) を参照し て く だ さい。

復元のプレビューと開始

復元を開始する前に、 メ デ ィ アが適切にロー ド されている こ と を確認し て
く だ さい。 適切にロー ド されていない と、 メ デ ィ アが検出されません。

復元の [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページで選択し たオブジ ェ ク ト を復元する

場合、 [開始 ] を ク リ ッ ク し て復元プロセス を開始するか、 [プレビュー ]

を ク リ ッ ク し てプレ ビ ュー画面を表示し ます。

Scoping ペイ ンで選択し たオブジ ェ ク ト を復元する場合は、 [ アクシ ョ ン ]

メ ニューから [復元のプレビュー ] を ク リ ッ ク し て復元プロ セス をプレ

ビ ューするか、 [ 復元開始 ] を ク リ ッ ク し て実際に復元を開始し ます。
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復元の中止

復元セ ッ シ ョ ンを中止する と、 復元が停止し ます。 セ ッ シ ョ ンを中止する

前に処理が完了し ていたデータは、 指定の場所に復元されます。

復元セ ッ シ ョ ンを中止するには、 [ アクシ ョ ン ] メ ニ ューの [中止 ] を選

択し ます。

復元セ ッ シ ョ ンは、 Data Protector の [モニター ] コ ンテキス ト で も中止で

き ます。 

ディスク ・ イ メージの復元

デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元では、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージのバ ッ ク ア ッ プがセ
ク タ ご と に復元されます。 Data Protector は、 特定の時刻に ( デ ィ ス ク ・ イ

メ ージ と し て ) バ ッ ク ア ッ プ されたデ ィ ス ク全体のイ メ ージを復元し ます 
この方法を使用する と、 非常に高速に復元が実行されます。 こ の方法は、

Wondows と UNIX のシステムで使用でき ます。

必要条件 デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元を実行するには、 以下の必要条件を満たす必要
があ り ます。

• デ ィ ス ク が、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プを使用し てバッ ク ア ッ

プされている。

• デ ィ ス ク ・ イ メ ージをバ ッ ク ア ッ プ元 と は異な るデ ィ ス ク に復元する場

合、 復元先のデ ィ ス ク ・ サイ ズがバッ ク ア ッ プ元 と同じ、 または大き
い。

• UNIX システムの場合、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元を行 う 前にデ ィ ス ク

をアンマウ ン ト し、 後でマウ ン ト し直す。

制限事項 Windows システムの場合、 使用中のフ ァ イルまたはセ ク シ ョ ンがあ る と

デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元は失敗し ます。

手順 デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ バ ッ ク ア ッ プを復元する場合、 図 8-2 (369 ページ )
のよ う に [復元 ] コ ンテキス ト でデ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オブジェ ク ト を展

開し、 標準復元手順を実行し ます。 詳細は、 「標準復元手順」 （363 ページ )
を参照し て く ださい。
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図 8-2 ディスク ・ イ メージ ・ オブジェク ト
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共有ディスクへのデータの復元

Data Protector を使用する と、 データのバッ ク ア ッ プ元でない Windows 共有

デ ィ ス ク に も UNIX および Windows のデータ を復元でき ます。 Data 
Protector のユーザー ・ アカ ウ ン ト と Inet サービ スには、 リ モー ト ・ コ ン

ピ ュータへア ク セスするための権限 と Disk Agent ク ラ イ アン ト 上での権限

が必要です。 適切な ロ グオン ・ アカ ウ ン ト の使用方法については、 「Data 
Protector Inet サービ スに対するユーザー ・ アカ ウ ン ト の設定」 （248 ページ )
を参照し て く ださい。

以下のよ う な場合に、 UNIX または Windows のフ ァ イルシステムを

Windows の共有デ ィ ス ク に復元し ます

• システムが Data Protector のセルの一部ではな く 、 Data Protector 
DiskAgent がイ ン ス ト ールされていない場合。

• Data Protector で直接サポー ト されていないプラ ッ ト フ ォーム (Windows 
for Workgroups や Windows 3.1 システムなど ) に復元する場合。

• データ を複数のシステムから利用でき る よ う にする場合。

注記 バッ ク ア ッ プ元 と は異な る フ ァ イルシステム (UNIX から Windows へ ) に

データ を復元する場合、 フ ァ イルシステム固有の属性が失われる こ と があ
り ます。

共有ディスクへの復
元方法

復元の [ あて先 ] プロパテ ィ ・ ページでは、 データの新しい復元先 と し て

ターゲ ッ ト ・ ク ラ イ アン ト と Windows 共有デ ィ ス ク を指定でき ます。 詳し

い手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「共有デ ィ ス ク、
復元」 を参照し て く ださい。
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UNIX システムの復元

どのデータが
復元されるか

バッ ク ア ッ プ元にフ ァ イルを復元する場合、 Data Protector はフ ァ イル属性

も含めてフ ァ イルを復元し ます。

UNIX の ACL( ア ク セス制御 リ ス ト ) などのシステム固有データは、 フ ァ イ

ルシステム と オペレーテ ィ ング ・ システムがバッ ク ア ッ プ元と同じ種類の
場合にのみ復元されます。

通常のUNIXファイル

の復元

UNIX のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ を復元するには、 標準復元手順を使

用し ます。 詳細は、 「標準復元手順」 （363 ページ ) を参照し て く ださ い。

VxFS の復元 一時デ ィ レ ク ト リ にバッ ク ア ッ プされた VxFS データ を復元する場合は、 [

別名で復元 ] オプシ ョ ンを使って希望の場所にデータ を復元し ます。 [別名

で復元 ] オプシ ョ ンの使用方法については、 「別のパスにフ ァ イルを復元す

る」 （397 ページ ) を参照し て く だ さい。

OmniStorage
バックアップの復元

OmniStorage 制御フ ァ イルシステム (MFS) へのバ ッ ク ア ッ プ ・ データの復

元 と は別に、 Data Protector A.05.50 には、 HP-UX 11.x 上で通常のフ ァ イル

システムの復元を行 う こ と で OmniBack II または Data Protector でバ ッ ク

ア ッ プし た OmniStorage フ ァ イルシステムのデータ を復元する機能があ り

ます。 この場合、 OmniStorage の移行属性 ( 移行ポ リ シーなど ) は失われま

す。

OmniStorage フ ァ イルは HP-UX のどのフ ァ イルシステムにも復元でき ます

が、 VxFS 固有のフ ァ イル属性を保持するためには、 復元先のシステムを

VxFS3 またはそれ以降のレ イ ア ウ ト を持つ JFS とする こ と をお勧めし ます。

ディスク ・ イ メージ
の復元

詳細は、 「デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元」 （368 ページ ) を参照し て く だ さい。

共有ディスクへの復元 詳細は、 「共有デ ィ ス クへのデータの復元」 （370 ページ ) を参照し て く ださ

い。
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Windows システムの復元

どのデータが
復元されるか

Windows のフ ァ イルシステムを復元する場合、 Data Protector はフ ァ イルお

よびデ ィ レ ク ト リ 内のデータ と 、 フ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ に関する
Windows 固有の情報を復元し ます。

バッ ク ア ッ プを実行し たフ ァ イルシステム と 異な る フ ァ イルシステムに復
元を行 う 場合は、 フ ァ イルシステムの復元に関する制限事項を考慮し て く
ださい。 「フ ァ イルシステムの制限事項」 (374 ページ ) を参照し て く ださ

い。

以下の Windows 固有の情報が復元されます。

• Unicode のフル ・ フ ァ イル名

• FAT16、 FAT32、 VFAT、 NTFS 属性

• デ ィ レ ク ト リ の共有情報

バッ ク ア ッ プ時にネ ッ ト ワーク上でデ ィ レ ク ト リ が共有されている場
合、 バ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アに共有情報が保存されます。 デフ ォル ト で

は復元後にネ ッ ト ワーク上でデ ィ レ ク ト リ が共有されます ( 同じ共有名

を持つ共有デ ィ レ ク ト リ がすでに存在する場合を除き ます )。 復元中の

デ ィ レ ク ト リ の共有情報を復元し ないよ う にするには、 [ディ レ ク ト リ

共有情報の復元 ] オプシ ョ ンをオフにし ます。
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図 8-3 ディ レク ト リの共有情報の復元

Windows デ ィ レ ク ト リ の共有情報は、 Data Protector A.05.50 の Disk 
Agent またはそれ以降を使用し ない と Windows に復元でき ません。 この

要件を満た し ていない場合で もデ ィ レ ク ト リ は復元されますが、 Disk 
Agent がデ ィ レ ク ト リ の共有情報を無視し ます。

注記 デ ィ レ ク ト リ の共有情報の復元には、 フ ァ イル重複の処理に関するオプ
シ ョ ン も適用されます。 た と えば、 [上書き しない ] オプシ ョ ンが復元に対

し て使用された場合、 デ ィ ス ク上に存在するデ ィ レ ク ト リ の共有情報は保
持されます。 フ ァ イル重複の処理のオプシ ョ ンが復元に及ぼす影響につい

ては、 「復元オプシ ョ ン」 （391 ページ ) を参照し て く だ さい。

• NTFS の代替データ ・ ス ト リ ーム
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た と えば、 Windows 2000 上のオブジェ ク ト ID は、 代替データ ・ ス ト

リ ーム ・ セ ッ ト と し てバ ッ ク ア ッ プされます。

• NTFS セキ ュ リ テ ィ ・ データ

NTFS 3.x を使用し ている Windows システムには、 さ らに以下が適用されま

す。

• NTFS 3.x フ ァ イルシステムは、 再解析ポイ ン ト をサポー ト し ています。

ボ リ ューム ・ マウ ン ト ・ ポイ ン ト 、 Single Instance Storage (SIS)、 デ ィ レ

ク ト リ 接続は、 再解析ポ イ ン ト の概念に基づいています。 これらの再解

析ポ イ ン ト は、 他のフ ァ イルシステム ・ オブジェ ク ト と 同様に選択でき
ます。

• NTFS フ ァ イルシステムでは、 デ ィ ス ク ・ スペース を節約する効果的な

手段 と し て疎フ ァ イルをサポー ト し ています。

これらのフ ァ イルは、 デ ィ ス ク ・ スペース節約のため疎フ ァ イル と し て
バッ ク ア ッ プされます。 疎フ ァ イルは、 NTFS 3.x フ ァ イルシステムに対

し てのみ疎フ ァ イル と し てバッ ク ア ッ プおよび復元されます。

• NTFS フ ァ イルシステムに固有の機能には、 独自のデータ ・ レ コー ド を

維持する システム ・ サービ スによ って制御される も のがあ り ます。 これ

らのデータ構造は、 CONFIGURATION の一部 と し てバ ッ ク ア ッ プ されま

す。

• 暗号化フ ァ イル

ファイルシステムの
制限事項

バッ ク ア ッ プを行ったフ ァ イルシステム と は別のフ ァ イルシステムを復元
先 と し て選択でき ます。 ただし、 この機能を使用するには、 制限事項を考

慮する必要があ り ます。 表 8-1 (374 ページ ) を参照し て く ださい。 

表 8-1 Windows ファイルシステムの復元に関する制限事項

復元先

復元元 FAT32 FAT16 CDFS UDF NTFS 3.0b NTFS 3.1c

FAT32 FC FC 適用
な し

適用
な し

FC FC

FAT16 FC FC 適用
な し

適用
な し

FC FC
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表の見方 b  NTFS 5.0 と も呼ばれます。 Windows 2000 で使用されてい

ます。

c  NTFS 5.1 と も呼ばれます。 Windows XP/Server 2003 で使

用されています。

FC  完全な互換性有 り ( フ ァ イル属性が完全に保持されます

)。

*  再解析ポイ ン ト 、 疎フ ァ イル、 および暗号化されたフ ァ

イルは復元されません。 フ ァ イルの復元時にセキ ュ リ

テ ィ 情報 と代替データ ・ ス ト リ ームが失われます。

表 8-1 に示し た よ う に、 NTFS 3.x フ ァ イルシステム ・ オブジ ェ ク ト は

NTFS 3.x フ ァ イルシステムに対し てのみ完全に復元でき ます。 異な る フ ァ

イルシステムや古いバージ ョ ンのフ ァ イルシステムに復元する と、 フ ァ イ
ルシステム固有の属性 と代替データ ・ ス ト リ ームが失われます。 

• Windows の再解析ポイ ン ト ( デ ィ レ ク ト リ 接続やボ リ ュームのマウ ン ト ・

ポイ ン ト など ) は、 NTFS 3.x フ ァ イルシステムのみに復元されます。 
UNIX の再解析ポ イ ン ト は NTFS 3.x フ ァ イルシステムには復元でき ま

せん。

注記 SIS 再解析ポ イ ン ト を含む NTFS 3.x フ ァ イルシステムを復元する場合、

デ ィ ス ク ・ スペースがいっぱいにな る可能性があ り ます。 この状況は、 元

のフ ァ イルが複数のフ ァ イルに復元され、 使用可能なスペース以上のス
ペース を占める場合に発生し ます。

CDFS FC FC 適用
な し

適用
な し

FC FC

UDF FC FC 適用
な し

適用
な し

FC FC

NTFS 
3.0b

* * 適用
な し

適用
な し

FC FC

NTFS 
3.1c

* * 適用
な し

適用
な し

FC FC

表 8-1 Windows ファイルシステムの復元に関する制限事項
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• 疎フ ァ イルは、 NTFS 3.x フ ァ イルシステムのみに疎フ ァ イル と し て復元

されます。 

• Data Protector を使ってユーザー ・ デ ィ ス ク ・ ク ォータの復元はでき ませ

ん。

• NTFS 3.x 以外のフ ァ イルシステムへ疎フ ァ イルを復元し よ う と し た場

合、 Data Protector は警告を出力し ます。 NTFS 3.x フ ァ イルシステム以外

のフ ァ イルシステムに復元された疎フ ァ イルには、 ゼロ ・ セ ク シ ョ ンは
含まれません。

• Microsoft暗号化NTFS 3.x フ ァ イルはNTFS 3.x フ ァ イルシステムにしか復

元でき ません。 これは、 他のフ ァ イルシステムの ド ラ イバでは復号化で
き ないためです。 

通常の Windows
ファイルとディ レク
ト リの復元

Windows のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ を復元するには、 標準復元手順を

使用し ます。 詳細は、 「標準復元手順」 （363 ページ ) を参照し て く だ さい。

共有ディスクの復元 共有デ ィ ス ク と し てバッ ク ア ッ プされたオブジェ ク ト は、 そのオブジェ ク
ト をバ ッ ク ア ッ プし た Disk Agent ク ラ イ アン ト と関連付け られます。 環境

に変更がない場合は、 ローカルの Windows フ ァ イルシステムを復元するの

と 同様に共有デ ィ ス ク を復元でき ます。 デフ ォル ト では、 共有デ ィ ス ク の

バッ ク ア ッ プに使用し た Disk Agent ク ラ イ アン ト を使って、 元のデ ィ レ ク

ト リ へのデータの復元が実行されます。

共有デ ィ ス ク を復元する Disk Agent ク ラ イ アン ト の選択方法 と構成方法に

ついては、 「Windows 共有デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プ」 （246 ページ ) を参照

し て く ださい。

UNIX または Windows フ ァ イルシステムの共有デ ィ ス クへの復元方法につ

いては、 「共有デ ィ ス クへのデータの復元」 （370 ページ ) を参照し て く ださ

い。

ディスク ・ イ メージ
の復元

詳細は、 「デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元」 （368 ページ ) を参照し て く だ さい。

Windows の CONFIGURATION の復元

Windows の CONFIGURATION を復元するには、 CONFIGURATION オブジェ ク

ト を選択し て標準復元手順を実行し ます。 図 8-4 を参照し て く ださい。
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図 8-4 Windows の CONFIGURATION の復元

必要条件 CONFIGURATION はシステムの動作に影響を与えるデータ構造で構成されて

います。 そのため、 このよ う な復元に対応し たシステムを準備する必要が

あ り ます。 必要条件は、 CONFIGURATION の内容や Windows の OS バージ ョ

ンによ って変わ り ます。 詳細は、 「CONFIGURATION のバ ッ ク ア ッ プ」 （233
ページ ) を参照し て く だ さい。 要約を以下に示し ます。

• 現在使用中のユーザー ・ プロ フ ァ イルを復元する こ と はでき ません。 こ
の場合、 ロ グ イ ン ・ アカ ウ ン ト を変え るか、 関連するサービ ス を停止す
る必要があ り ます。

詳細は、 「Windows のユーザー ・ プロ フ ァ イルおよびイベン ト ・ ロ グの

復元」 （382 ページ ) を参照し て く ださい。

• Active Directory を復元するには、 システムを Active Directory 復元モー ド

で起動する必要があ り ます。

詳細は、 「Windows サービ スの復元」 （380 ページ ) を参照し て く だ さ

い。
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CONFIGURATION全体を復元し た場合は、 システムを再起動し て、 復元され

たデータ を ［レジス ト リ ］ に読み込んで く ださい。 詳細は、 「Windows レジ

ス ト リ の復元」 （379 ページ ) を参照し て く だ さい。

SysVol の復元

SysVol デ ィ レ ク ト リ の復元は、 以下の 3 種類のモード のいずれかを使って

実行でき ます。

• ［権限なし ] モード

ド メ イ ン内で少な く と も 1 つの使用可能な ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラが動

作し ている場合、 フ ァ イルは元の位置に復元されます。 復元されたデー

タは他の ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラへは配布されません。

• ［権限付き ] モード

ク リ テ ィ カルな SysVol データ を ローカル ・ ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラか

ら削除し、 他の ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラで も同様の削除を実行する場合
は、 権限付きモード で復元し ます。

• ［プラ イマ リ ] モード

ド メ イ ン内のすべての ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラが失われ、 バッ ク ア ッ プ
から ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ を再構築し たい場合は、 ユーザーがプラ イ
マ リ ・ フ ァ イルを復元する こ と が FRS へ通知され、 フ ァ イルは元の位

置へ復元されます。

Windows のシステム状態の復元

必要条件 Active Directory を使用する場合、 Active Directory は常にシステム状態の一

部であ る ため、 Active Directory 復元モー ド でシステムを起動する必要があ

り ます。

Active Directory モー ド の詳細は、 「Windows サービ スの復元」 （380 ページ )
を参照し て く ださい。

システム状態を復元するには、 復元ウ ィ ザー ド で以下のオブジェ ク ト を選
択し ます。

1. CONFIGURATIONに所属し ている システム状態オブジェ ク ト 。 これらのオ

ブジ ェ ク ト の一覧は、 「Windows のシステム状態のバ ッ ク ア ッ プ」 （235
ページ ) を参照し て く だ さい。
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2. SystemVolumeInformation のフ ォルダ と ブー ト ・ フ ァ イル。 この 2 つ

は、 システム ・ ド ラ イブにあ り ます。

図 8-5 システム状態の項目の選択

注記 Data Protector から見たシステム状態データは、 通常のフ ァ イルシステム ・

オブジェ ク ト と CONFIGURATION オブジェ ク ト で構成されています。 [ バ ッ

ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード でオブジ ェ ク ト を選択する場合と は異な り 、 復元対

象の各オブジェ ク ト は [ 復元 ] ウ ィ ザード で個別に選択し ます。 

復元セ ッ シ ョ ンが完了し た ら、 システムを再起動し ます。 

Windows レジスト リの復元

Windows レジス ト リ を復元するには、 [CONFIGURATION] を展開し、

[Registry] のみを選択し ます。

復元セ ッ シ ョ ンが完了し た ら、 システムを再起動し ます。
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注記 Windows レジス ト リ 全体を復元対象と し て選択し た場合、 レジス ト リ ・

キーの中には復元されない ものや、 復元中に特殊な方法で処理される も の
があ り ます。 これは、 これらのキーが OS で使用されているために起こ り ま

す。 これらのキーは以下のデ ィ レ ク ト リ の [ レジス ト リ ] キーに存在し ま

す。

\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurentControlSet\Control\BackupRe

store\KeysNotToRestore

Windows サービスの復元

Windows サービ ス を復元するには、 [CONFIGURATION] を展開し て復元対

象のサービ ス を選択し ます。 

必要条件 Windows サービ スに含まれる以下の情報を [CONFIGURATION] で選択でき

ます。

• COMPlusDatabase

• FileReplicationService

• RemovableStorageManagementDatabase

• ActiveDirectoryService

• TerminalServiceDatabase

• CertificateServer

• DHCP、 WINS、 および DNSServerDatabase

これらの用語の詳細な説明は、 「用語集」 を参照し て く ださい。

各 Windows サービ スの復元に関する固有の情報を以下に示し ます

Active Directory の

復元

Active Directory サービ ス を復元する場合、 ［ディ レ ク ト リ サービス復元モー

ド］ 起動オプシ ョ ンを使ってシステムを再起動し て く ださ い。

［ディ レ ク ト リ  サービス復元モード］ でシステムが起動する と 、 ド メ イ ン ・

ユーザー ・ アカ ウ ン ト は使用でき な く な り ます。 Data Protector Inet と crs

サービ ス (Cell Manager 用 ) を構成し て、 ローカル ・ ユーザー ・ アカ ウ ン ト
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を使って ロ グオン し、 サービ ス を再起動し ます。 詳細は、 「Data Protector 
Inet サービ スに対するユーザー ・ アカ ウ ン ト の設定」 （248 ページ ) を参照

し て く ださい。

Active Directory を選択し、 [Windows固有のオプシ ョ ン ] で [プラ イマ

リ ]、 [権限なし ]、 [権限付き ] のいずれかを選択する こ と で複製モード

を設定し ます。 これらのオプシ ョ ンの詳細は、 「Active Directory 固有のオプ

シ ョ ン」 （395 ページ ) を参照し て く だ さい。

注記 [権限付き ] モー ド で復元を実行するには、 復元セ ッ シ ョ ン完了後に

ntdsutil.exe も実行する必要があ り ます。 た と えば、 代表的な [権限付き

] モード の復元では、 コマン ド ・ プロ ンプ ト で ntdsutil、

authoritative restore、 restore database の順に入力し ます。 その

後、 サーバを起動し て、 複製が実行されるのを待ちます。

ヒン ト Active Directory を [ 権限付き ] モード で復元するのに必要な追加作業を実

行する ために、 実行後コマン ド を作成する こ と も でき ます。 た と えば、

デ ィ レ ク ト リ 全体を [ 権限付き ] モー ド で復元するには、 以下のコマン ド

を使用し ます。

ntdsutil "popups off" "authoritative restore" "restore 
database" quit quit

図 8-6 Active Directory の復元モード

Certificate サービ

スの復元

Certificate Server サービ スはオフ ラ イ ンで復元し ます。 復元を開始する前に

サービ ス を終了する必要があ り ます。 使用可能な複製モー ド は ［権限付き］

だけです。

復元セ ッ シ ョ ンが完了し た ら、 システムを再起動し ます。 
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Remote Storage 
Service の復元

RSS データベースはシステム状態データの一部ですが、 手動で復元し ます。 
RSS データベースはオフ ラ イ ンで復元する こ と が必要です。 Remote Storage 
Service の終了 と再起動は、 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を使って実行する こ

と も、 復元の前後に手動で行 う こ と も でき ます。

復元対象 と し て以下のデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。

• <%SystemRoot%>\System32\RemoteStorage

• <%SystemRoot%>\System32\NtmsData

DFS の復元

Data Protector では、 Windows の DFS( 分散フ ァ イルシステム ) の構成を以下

のいずれかの項目の一部 と し て復元し ます。

• Windows のレジス ト リ  - DFS がス タ ン ド ア ロ ン ・ モード で構成されてい

る場合。

• Windows Active Directory - DFS が ド メ イ ン ・ モード で構成されている場

合。

Windows のユーザー ・ プロファイルおよびイベン ト ・ ログの

復元

Windows のユーザー ・ プロ フ ァ イルやイベン ト ・ ロ グを復元するには、

[CONFIGURATION] オブジェ ク ト を展開し て復元対象を選択し ます。 

ユーザー ・
プロファイル

Data Protector はア ク セス中のフ ァ イルは復元し ません。 このため、 まずシ

ステムから ロ グオフ し、 復元するプロ フ ァ イルのあ るユーザー ・ アカ ウ ン
ト で実行されているサービ ス をすべて停止する必要があ り ます。

復元セ ッ シ ョ ンは、 別のシステムから開始した り 、 また別のユーザー と し
て復元対象のシステムにロ グオン し て開始でき ます。

削除されたユーザー・
プロファイル

ユーザー ・ プロ フ ァ イルを復元でき るのは、 ユーザー ・ プロ フ ァ イルの位
置がシステムで定義されている場合だけです。 既存のユーザー ・ プロ フ ァ

イルや削除されたプロ フ ァ イルの個々のフ ァ イルで も、 システムのプロ
フ ァ イル内に存在し ていれば復元可能です。 システムのプロ フ ァ イル内に

フ ァ イルがない場合は、 復元を開始する前にフ ァ イルを再作成する必要が
あ り ます。 それ以降は、 以下の手順を行います。
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1. 復元するプロ フ ァ イルのユーザーと し て ロ グオン し、 デフ ォル ト のユー

ザー ・ プロ フ ァ イルを作成し ます。

2. 復元し たフ ァ イルがマージ されないよ う に、 復元セ ッ シ ョ ンを実行する

前に、 新規作成し たプロ フ ァ イル内のフ ァ イルを削除でき ます。

3. ロ グオフ し て、 別のユーザー と し て ロ グオンするか別のシステムを使っ

て復元セ ッ シ ョ ンを開始し ます。

システムは、 ユーザーに別の名前を割 り 当て る可能性があ り ます。 こ の場

合は、 [別名で復元 ] オプシ ョ ンを使って、 新し く 割 り 当て られた位置に

フ ァ イルを復元し て く だ さい。

復元が完了し た ら、 システムを再起動し ます。

ユーザー ・
ディスク ・ クォータ

Data Protector を使ってユーザー ・ デ ィ ス ク ・ ク ォータの復元はでき ません。 
バッ ク ア ッ プされた情報は、 Microsoft 社のユーテ ィ リ テ ィ を使って復元で

き ます。

Windows TCP/IP サービスの復元

WINS、 DHCP、
DNS サーバ

Microsoft TCP/IP プロ ト コルを実行し、 WINS サーバ、 DHCP サーバまたは

DNS サーバと し て構成されている Windows サーバでは、 ネ ッ ト ワーク通

信の管理サービ ス を復元でき ます。

Windows TCP/IP サービ ス を復元するには、 [CONFIGURATION] を展開し て

[WNS]、 [DHCP] または [DNSServerDatabase] を選択し ます。

復元開始前に、 これらのサービ スはそれぞれ自動的に終了し ます。

復元が完了し た ら、 システムを再起動し ます。
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Novell Netware ファイルシステムの復元

Novell NetWare フ ァ イルシステムを復元するには、 標準復元手順を使用し

ます。 詳細は、 「標準復元手順」 （363 ページ ) を参照し て く だ さい。

ネーム ・ スペース情報とボリューム ・ スペース制限の復元

ボ リ ューム ・ スペース制限のみを復元する場合は、 [ あて先 ]ページで [

ボ リ ューム ・ スペース制限のみ復元 ] オプシ ョ ンを指定し ます。 復元対象の

オブジェ ク ト と し て必ずボ リ ュームを選択し ます。

Data Protector では、 通常のフ ァ イルシステム復元セ ッ シ ョ ンの際に Novell 
Netware ボ リ ュームのネーム ・ スペース情報が完全に復元されます。 DOS、

Mac、 NFS、 OS/2 のネーム ・ スペース情報は、 フ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ ご

と に復元されます。 

フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を復元する際には、 以下の点に注意し て く だ
さい。

• バッ ク ア ッ プされたネーム ・ スペース情報が正常に復元されるのは、

データ を復元するボ リ ュームに同じネーム ・ スペースがイ ン ス ト ールさ
れている場合だけです。

• DOS のネーム ・ スペースは、 イ ン ス ト ール済みの Novell Netware の各ボ

リ ュームに存在し ているので、 常に復元されます。

• Mac の resource fork は、Mac のネーム・スペースがイ ン ス ト ールされてい

るボ リ ュームだけに復元されます。

• NDS/eDirectory オブジ ェ ク ト の存在に依存する固有のネーム ・ スペース

情報 (NFS ネーム ・ スペース内のユーザーやグループ ID など )。

• Queue オブジェ ク ト の復元後は、 デ ィ レ ク ト リ SYS:SYSTEM内に待ち行

列デ ィ レ ク ト リ を適切な名前 (<queue_ID>.qdr) を付けて手動で作成す

る必要があ り ます。 適切なユーテ ィ リ テ ィ (NWADMIN.EXE または

SYSCON.EXE) を使って、 NDS/eDirectory から <queue_ID>.qdr を読み込

みます。

• Novell NetWare 5.1 上の NSS ボ リ ュームでは、 4GB までのフ ァ イルをサ

ポー ト し ます。 他の Novell NetWare システムのフ ァ イル ・ サイ ズに制限

はあ り ません。
第 8 章384



復元

Novell Netware ファイルシステムの復元
• Novell NetWareフ ァ イルは非NetWareプラ ッ ト フ ォームには復元でき ませ

ん。 

ファイルの所有権と ト ラステ ィの復元

Data Protector は、 所有権および ト ラ ステ ィ 情報を フ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ

ご と に復元し ます。 フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ の所有権と ト ラ ステ ィ は、 適

切なオブジ ェ ク ト が NDS/eDirectory データベースに存在し ていれば正し く

復元されます。

復元時には、 [Trusteeのみ復元 ] を選択し、 [復元 ] コ ンテキス ト の [ あ

て先 ]ページで適切な [Trustee の衝突処理 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

NetWare の CONFIGURATION の復元

Data Protector では、 CONFIGURATION と呼ばれる特殊なデータ構造を復元で

き ます。 CONFIGURATION は以下で構成されています。

CONFIGURATION
のコンポーネン ト

• サーバ固有の情報

• ス キーマ

• Root

CONFIGURATION のコ ンポーネン ト を復元するには、 [CONFIGURATION] オ

ブジ ェ ク ト を選択し て標準復元手順を実行し ます。 詳細は、 図 8-7 を参照し

て く ださい。
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図 8-7 NetWare の構成の復元

Novell NDS/eDirectory の復元

必要条件 NDS/eDirectory データベース を正し く 復元するための必要条件は、 バ ッ ク

ア ッ プの場合の必要条件 と同じです。 Data Protector では Novell NetWare
フ ァ イルシステムのデータ と 同じ方法で、 NDS/eDirectory オブジェ ク ト を

復元でき ます。 ただし、 以下の場合は例外です。

• 他のNovell NetWareボ リ ュームに復元でき ないNDS/eDirectoryオブジェ ク

ト の場合。

• コ ンテナ ・ オブジ ェ ク ト および リ ーフ ・ オブジェ ク ト は、 Data Protector
ではデ ィ レ ク ト リ と し て扱われます。 これら を他のコ ンテナ ・ オブジェ
ク ト 内に復元し た り 、 他のコ ンテナ ・ オブジ ェ ク ト と し て復元する こ と
はでき ません。

NDS/eDirectory を復元し て も、 現在の NDS/eDirectory ツ リ ーのパーテ ィ

シ ョ ンや複製の状態に影響はあ り ません。 NDS/eDirectory 情報を復元する際

に、 パーテ ィ シ ョ ンや複製があ る場合は、 それら をすべて利用し て復元が
行われます。 復元時にパーテ ィ シ ョ ン情報がなければ、 ツ リ ー構造全体が 1
つのパーテ ィ シ ョ ンに復元されます。
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注記 Data Protector では NDS/eDirectory のパーテ ィ シ ョ ンや複製に関する情報を

復元でき ません。 パーテ ィ シ ョ ンや複製は手動で再構築する必要があ り ま

す。

Novell NDS/eDirectory の復元では、 現在デ ィ ス ク上にあ る フ ァ イルのバー

ジ ョ ン と バ ッ ク ア ッ プ ・ フ ァ イルのバージ ョ ンが重複する場合にどのよ う
な処理を行 う かを指定でき ます。 [ フ ァ イル重複時の処理 ] には、 [ 新

フ ァ イルを保存 ]、 [上書き しない ]、 [上書きする ] の 3 つのオプシ ョ ンが

あ り ます。 上記オプシ ョ ンの詳細は、 「復元オプシ ョ ン」 （391 ページ ) を参

照し て く だ さい。

NDS/eDirectory
スキーマと
NDS/eDirectory
オブジェク トの復元

Data Protector では、単一の NDS/eDirectory オブジ ェ ク ト の復元が可能です。 
Data Protector 復元セ ッ シ ョ ンでは、 以下を行 う こ と ができ ます。

• ［-trees］ オプシ ョ ン : NDS/eDirectory のツ リ ーを復元 

• [-exclude] オプシ ョ ン : NDS/eDirectory のサブツ リ ーを除外

• [-skip] オプシ ョ ン : 復元時に NDS/eDirectory オブジ ェ ク ト を ス キ ッ プ

• [-overwrite]オプシ ョ ン : 既存のNDS/eDirectoryオブジ ェ ク ト に上書き

ト ラブルシューテ ィ
ング

NDS/eDirectory の復元セ ッ シ ョ ンが正常終了し て も、 一部のオブジェ ク ト

が正し く 復元されず 「不明」 と なる場合があ り ます。 こ の現象は、 バッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン後に NDS/eDirectory から NDS/eDirectory コ ンテナ ・ オ

ブジ ェ ク ト が削除された場合に発生し ます。 この問題を解決するには、

-overwrite オプシ ョ ンを使用し て、 このオブジ ェ ク ト を再度復元し て く

ださい。
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OpenVMS ファイルシステムの復元

OpenVMS フ ァ イルシステムを復元するには、 標準復元手順を使用し ます。 
詳細は、 「標準復元手順」 （363 ページ ) を参照し て く だ さい。

どのデータが復元されるか

デ ィ レ ク ト リ 構造 と フ ァ イル、 および以下のフ ァ イルシステム情報が復元
されます。

• デ ィ レ ク ト リ と フ ァ イルの属性

• 使用可能であれば、ACL( ア ク セス制御 リ ス ト )( 以下の制限事項を参照 )

• 二次フ ァ イル ・ エン ト リ  

複数のデ ィ レ ク ト リ ・ エン ト リ を持つフ ァ イルは、 一次パス名を使用し
て一度だけバ ッ ク ア ッ プ されます。 二次パス ・ エン ト リ は、 ソ フ ト ・ リ

ン ク と し て保存されます。 復元の際、 これらの予備のパス ・ エン ト リ も

復元されます。 詳細は、 「バ ッ ク ア ッ プ仕様の構成手順」 （267 ページ )
の 「制限事項」 を参照し て く だ さい。

フ ァ イルは、 マウ ン ト された FILES-11 ODS-2 または ODS-5 ボ リ ュームに

のみ復元でき ます。

制限事項 • 他のオペレーテ ィ ング ・ システム ・ プラ ッ ト フ ォーム上に保存された

フ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ については、 すべてのフ ァ イル属性が復元され
るわけではな く 、 また ACL は復元されません。

復元中に作成されたデ ィ レ ク ト リ で、 保存されていなかったデ ィ レ ク ト
リ の属性は、 － no_protection オプシ ョ ンで無効に されない限 り 、

そのデ ィ レ ク ト リ に 初に復元されたフ ァ イルの属性と同じにな り ま
す。

• GUI に入力し て CLI に渡すフ ァ イル仕様は、UNIX 形式の構文でなければ

な り ません

/disk/directory1/directory2/filename.ext.n

— 文字列の先頭にス ラ ッ シ ュ (/) を付け、 その後にデ ィ ス ク、 デ ィ レ ク

ト リ 、 フ ァ イル名を ス ラ ッ シ ュで区切って続けます。

— デ ィ ス ク名の後にコ ロ ン (:) を付けてはいけません。
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— バージ ョ ン番号の前には、セ ミ コ ロ ン (;) の代わ り にピ リ オ ド (.) を使

用し ます。

— OpenVMS フ ァ イル用のフ ァ イル仕様では、 大文字 と小文字が区別さ

れます。

例 : 

OpenVMS のフ ァ イル仕様が以下の場合

$1$DGA100:[USERS.DOE]LOGIN.COM;1

以下の形式で指定する必要があ り ます。

/$1$DGA100/Users/Doe/Login.Com.1

• 暗黙のバージ ョ ン番号はあ り ません。 バージ ョ ン番号は、 常に明示的に

指定する必要があ り ます。 復元対象 と し て選択されたフ ァ イル ・ バー

ジ ョ ンのみがバッ ク ア ッ プされます。 フ ァ イルのすべてのバージ ョ ンを

バッ ク ア ッ プし たい場合は、 GUI ウ ィ ン ド ウでそれら をすべて選択する

か、 CLI で Only (-only) オプシ ョ ンを使用し てバージ ョ ン番号にワ イ

ルド ・ カー ド を使用し て以下に示す とお り フ ァ イル仕様を指定し ます。

/DKA1/dir1/filename.txt.*

• 元の位置以外に復元する と、 デ ィ ス ク ・ デバイ ス と開始デ ィ レ ク ト リ の

みが変更されます。 元のデ ィ レ ク ト リ ・ パスが復元先と し て指定し たパ

スに追加されて、 新しい復元先デ ィ レ ク ト リ と な り ます。

• 復元の際に ［時刻属性の復元 ] (-notouch) オプシ ョ ンが無効になって

いる場合、 ODS-5 デ ィ ス ク上では 終ア ク セス日時が現在の日時で更新

されます。 ODS-2 デ ィ ス ク上では、 元の日時が設定されます。

• ソ フ ト ・ リ ン ク と し て保存されたフ ァ イルは、 「DCL SET FILE/ENTER」

コマン ド に相当するオプシ ョ ンを使用し て復元し ます。 この場合データ

は復元されません。 入力された ソ フ ト ・ リ ン クは、 そのフ ァ イルが保存

された時点の一次パス / フ ァ イル名を示し ています。 一次パス / フ ァ イ

ル名が存在し ないか、 復元されなかった場合、 ソ フ ト ・ リ ン ク は作成で
き ません。

OpenVMS システム ・ デ ィ ス ク の復元コ ピーをブー ト 可能にするには、

OpenVMS WRITEBOOT ユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 デ ィ ス ク の復元後

にブー ト ・ ブロ ッ ク を書き込む必要があ り ます。

• OpenVMS 上では、［使用中のフ ァ イルを移動］ (-move) および ［疎フ ァ

イルの復元］ (-sparse) オプシ ョ ンは使用でき ません。
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• OpenVMS システム上の ODS-5 デ ィ ス ク か らバ ッ ク ア ッ プ されたフ ァ イ

ルで、 拡張フ ァ イルシステム名 ( 大文字 / 小文字の組み合わせ、 Unicode
文字など ) を持つものは、 ODS-2 デ ィ ス ク に復元でき ません。 

• 復元中のフ ァ イルは、［復元時にフ ァ イルを ロ ッ ク ] (-lock) オプシ ョ

ンの設定にかかわらず、 常にロ ッ ク されます。

• 実行前 / 実行後コマン ド の格納されているデフ ォル ト のデバイ ス とデ ィ

レ ク ト リ は、 /omni$root/bin です。 実行前 / 実行後コマン ド を別の場

所に置 く 場合は、 フ ァ イル仕様にデバイ ス とデ ィ レ ク ト リ ・ パス を
UNIX 形式で記述する必要があ り ます。 例 : 
/SYS$MANAGER/DP_SAVE1.COM

• ［保護属性の復元 ] (-no_protection) オプシ ョ ンをオフにし た場合、

フ ァ イルはデフ ォル ト のオーナー、 保護属性、 ACL で作成されます。

• Skip (-skip) または Only (-only) フ ィ ルタでワ イル ド カー ド文字を

指定する場合、 複数の文字を表す場合は 「*」 を、 1 文字を表す場合は

「?」 を使用し て く ださい。
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復元オプシ ョ ン

Data Protector は総合的な復元オプシ ョ ンを備えてお り 、 復元を微調整でき

ます。 すべてのオプシ ョ ンにはデフ ォル ト 値があ り 、 ほ と んどの場合はこ

の値が適し ています。 

復元オプシ ョ ンは復元するデータによ って異な り ます。 た と えば、 フ ァ イ

ルシステムの復元オプシ ョ ンは、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元オプシ ョ ン と
は異な り ます。 

復元オプシ ョ ンのリスト

オブジェ ク ト に対し て設定可能な復元オプシ ョ ンの リ ス ト を以下に示し ま
す。 これらのオプシ ョ ンは、 バ ッ ク ア ッ プ済みのオブジ ェ ク ト から復元さ

れるすべてのデータに対し て適用されます。

一般的な復元
オプシ ョ ン

[ ターゲッ ト ・ クライアン ト ]  
デフ ォル ト では、 データのバッ ク ア ッ プを行った ク ラ イ
アン ト がデータの復元先にな り ます。 ド ロ ッ プダウ ン ・

リ ス ト からセル内の別のシステムを選択する と 、 選択し
た ク ラ イ アン ト ・ システム上で Disk Agent が起動され、

データはそのシステムに復元されます。   別の ク ラ イ アン

ト ・ システムへの復元を行 う には、 [別のク ラ イアン ト へ

復元 ] ユーザー権限が必要です。

[ 削除済みファイルを除外 ]  
フル ・ バッ ク ア ッ プ と 増分バッ ク ア ッ プの間に削除され
たフ ァ イルを除外し ます。 こ のオプシ ョ ンによ り 、 前回

の増分バッ ク ア ッ プ実行時のデ ィ ス ク またはデ ィ レ ク ト
リ の状態が再現されます。 こ のオプシ ョ ンは、 増分バッ

ク ア ッ プ実行後に作成されたフ ァ イルには適用されませ
ん。 このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになってい

ます。

注意 フル ・ バッ ク ア ッ プ と 増分バッ ク ア ッ プの間に、 削除されたフ ァ イル と 同
名のフ ァ イルを作成し た場合は、 新規作成したフ ァ イルも削除されます。
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フル ・ バッ ク ア ッ プ と 増分バッ ク ア ッ プの間にフ ァ イルが元の位置から削
除された場合は、 [別名で復元 ]機能を使用する と、 ( 復元先の ) 新しい位

置にあ る フ ァ イルも削除されます。 また、 フ ァ イルの修正時刻は前回の増
分バ ッ ク ア ッ プ時刻よ り も古 く な り ます。

[削除済みフ ァ イルを除外 ] オプシ ョ ンが正し く 動作するには、 Cell 
Manager と ク ラ イ アン ト の時刻の同期が取れている必要があ り ます。

[ 使用中のファイルを移動 ]  
このオプシ ョ ンは、 デ ィ ス ク上のフ ァ イルを復元時に置
き換える際に、 アプ リ ケーシ ョ ンがそのフ ァ イルを使用
し ている場合に有効です。 こ のオプシ ョ ンは、 [ 新フ ァ

イルを保存 ] または [上書きする ] オプシ ョ ン と併用し

ます。 このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになって

います。

UNIX システムの場合、 Data Protector は使用中のフ ァ イ

ル名を filename から #filename に変更し ます ( フ ァ イ

ル名の前に # マーク を追加し ます )。 アプ リ ケーシ ョ ン

は、 使用中のフ ァ イルを ク ローズする までそのま ま使用
し ます。 その後は、 復元されたフ ァ イルが使用されます。 

Windows システムの場合、 フ ァ イルは filename.001 と

し て復元されます。 すべてのアプ リ ケーシ ョ ンは古い

フ ァ イルをそのま ま使用し ます。 システムの再起動時に、

古いフ ァ イルは復元されたフ ァ イルで置き換え られます。

[ 復元されたデータをリス ト ]  
このオプシ ョ ンをオンにする と 、 Data Protector は、 フ ァ

イル名 と デ ィ レ ク ト リ 名を [ モニ ター ] ウ ィ ン ド ウに復

元対象のオブジェ ク ト と し て表示し ます。 このオプシ ョ

ンは、 デフ ォル ト ではオフになっています。

[ 統計情報の表示 ]  
このオプシ ョ ンをオンにする と 、 Data Protector は復元対

象の各オブジェ ク ト の統計情報 ( サイ ズや性能など ) を

レポー ト し ます。 この情報は [ モニター ] ウ ィ ン ド ウに表

示されます。 このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフに

なっています。
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[ 不要な増分の省略 ]  
このオプシ ョ ンを指定する と、 特定オブジェ ク ト の各
フ ァ イルの復元時に メ デ ィ ア内で再配置が行われます。 
Media Agent は特定項目を復元し、 それを次の要求項目の

隣に再配置し て復元を継続し ます。 これによ り 、 複数の

単一フ ァ イル復元時のパフ ォーマン スが向上し ます。 複
数の Disk Agent がオブジェ ク ト ご と に起動される場合が

あ る こ と に注意し て く だ さい。 空のデ ィ レ ク ト リ を復元

する場合は、 このオプシ ョ ンをオフにし て く ださい。 こ
のオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオンになっています。

[ 疎ファイルの復元 ]  
疎フ ァ イルを元の圧縮形式で復元し ます。 疎フ ァ イルを

元の形式で復元し ない場合は、 余分なデ ィ ス ク ・ スペー
ス を消費する可能性があ る ため、 このオプシ ョ ンは重要
です。 このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになって

います。

このオプシ ョ ンは UNIX の疎フ ァ イルに対し てのみ適用

されます。 Windows の疎フ ァ イルは常に疎フ ァ イル と し

て復元されます。

[ 復元時にファイルをロック ]  
復元中のフ ァ イルへのア ク セスが拒否されます。 このオ

プシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになっています。

[ 時間属性の復元 ]  
各復元フ ァ イルの時刻属性を保持し ます。 このオプシ ョ

ンをオフにする と 、 Data Protector は、 復元されるオブ

ジェ ク ト の時刻属性を現在の日時に設定し ます。 このオ

プシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオンになっています。

[ 保護属性の復元 ]  
各復元フ ァ イルの元の保護属性を保持し ます。 こ のオプ

シ ョ ンをオフにする と、 Data Protector は現在の復元セ ッ

シ ョ ンの保護属性を適用し ます。 こ のオプシ ョ ンは、 デ

フ ォル ト ではオンになっています。 

Windows システムでは、 このオプシ ョ ンはフ ァ イル属性

のみに適用されます。 セキ ュ リ テ ィ 情報は、 このオプ

シ ョ ンがオフに設定されている場合で も常に復元されま
す。
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実行前 / 実行後

コマンド

実行前 / 実行後コマン ド の全般的な情報については、 「実行前 / 実行後コマ

ン ド」 （320 ページ ) を参照し て く ださい。 UNIX におけ る これらのコマン ド

の例は、 「実行前 / 実行後コマン ド の例 (UNIX の場合 )」 ( A-21 ページ ) を

参照し て く ださい。 実行前 / 実行後コマン ド は、 復元セ ッ シ ョ ン全体の前後

ではな く 、 各オブジェ ク ト の復元の前後に実行される こ と に注意し て く だ
さい。

[ 実行前 ]  各オブジェ ク ト の復元開始前に実行する コマン ド を入力

でき ます。 Data Protector が復元を続行するには、 このコ

マン ド が正常終了し なければな り ません。 [実行前 ] コマ

ン ド は、 Disk Agent が実行されている ク ラ イ アン ト ・ シ

ステム上で実行されます。 コマン ド の指定方法について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださい。

[ 実行後 ]  各オブジェ ク ト の復元完了後に実行する コマン ド を入力

でき ます。 [実行後 ] コマン ド は、 Disk Agent が実行され

ている ク ラ イ アン ト ・ システム上で実行されます。 コマ

ン ド の指定方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプを参照
し て く ださい。

[ ファイル重複時の

処理 ] オプシ ョ ン

[ 新ファイルを保存 ]  
このオプシ ョ ンを選択する と、 フ ァ イルの 新バージ ョ
ンが保存されます。 デ ィ ス ク上のフ ァ イルがバッ ク ア ッ

プ ・ フ ァ イルのバージ ョ ン よ り も新しい場合、 フ ァ イル
は復元されません。 デ ィ ス ク上のフ ァ イルがバッ ク ア ッ

プ ・ フ ァ イルのバージ ョ ン よ り も古い場合は、 バッ ク
ア ッ プされている新しいバージ ョ ンのフ ァ イルで上書き
されます。 このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオンに

なっています。

[ 上書きしない ]  このオプシ ョ ンを選択する と、 デ ィ ス ク上のフ ァ イルが

保持されます。 つま り 、 バッ ク ア ッ プされている他の

バージ ョ ンのフ ァ イルで上書き されません。 デ ィ ス ク上

にないフ ァ イルだけがバ ッ ク ア ッ プから復元されます。 
このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになっています。

[ 上書きする ]  このオプシ ョ ンを選択する と、 デ ィ ス ク上のフ ァ イルは

バッ ク ア ッ プされている フ ァ イルで置き換え られます。 
このオプシ ョ ンは、 デフ ォル ト ではオフになっています。
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Active Directory
固有のオプシ ョ ン

[ 権限付き ]  Active Directory データベースは、 復元後は更新されませ

ん。 復元先の既存のデータは復元データで上書き されま
す。 [ 権限付き ] モー ド で復元を実行するには、 復元セ ッ

シ ョ ンの完了後に、 コマン ド ・ プロ ンプ ト から
ntdsutil.exe を実行する必要があ り ます。

[ 権限なし ]  ［権限なし］ 複製モード は、 デフ ォル ト のオプシ ョ ンで

す。 Active Directory のデータベースは、 標準のレプ リ

ケーシ ョ ン ( 複製 ) テ ク ニ ッ ク を使って復元し た後に更

新されます。 

[ プライマリ ]  ［プラ イマ リ ］ 複製モード によ り 、 デ ィ レ ク ト リ ・ サービ

ス をオン ラ イ ンで保持でき ます。 このモード は、
FileReplicationService を Active Directory サービ ス

と 併せて復元する際に使用し ます。 複製し た共有に対応

するすべてのレプ リ ケーシ ョ ン ・ パー ト ナーが失われた
場合に、 こ のオプシ ョ ンを使用し ます。 Certificate Server
と Active Directory Server の場合、 ［プラ イマ リ ］ は ［権限

付き］ と同じ結果が得られます。

ユーザー定義の復元変数

プラ ッ ト フ ォームおよび Data Protector と の統合環境によ っては、 変数 ( 変

数名 と値 ) を設定する こ と で、 よ り 柔軟な操作が可能にな り ます。 詳しい手

順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「ユーザー定義の復
元変数を設定する」 を参照し て く ださ い。
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図 8-8 ユーザー定義の復元変数
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復元のテクニック

以下の復元テ ク ニ ッ クは、 UNIX と Windows のどち らのプラ ッ ト フ ォーム

で も使用でき ます。

別のパスにファイルを復元する

Data Protector のデフ ォル ト 設定では、 データのバ ッ ク ア ッ プ元のク ラ イ ア

ン ト とデ ィ レ ク ト リ がデータの復元先にな り ます。 ただし、 別のク ラ イ ア

ン ト ・ システムやデ ィ レ ク ト リ にデータ を復元する こ と も でき ます。 それ

ぞれのフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ に、 異な るパスや名前を指定でき ます。

オブジェク トに別の
復元先を指定する

復元の [ あて先 ]ページで、 復元対象と し て選択し たオブジェ ク ト に対し、

異な る復元先を指定でき ます。

• 適切なユーザー権限があ る場合、 [ ターゲ ッ ト ・ ク ラ イ アン ト ] ド ロ ッ

プダウ ン ・ リ ス ト で ク ラ イ アン ト ・ システムを選択する こ と によ り 、 別
の ク ラ イ アン ト ・ システムに復元でき ます。 デフ ォル ト では、 Data 
Protector は同じデ ィ レ ク ト リ 構造を使用し てオブジ ェ ク ト を復元し ま

す。 た と えば、 システム A の C:\temp デ ィ レ ク ト リ からオブジェ ク ト

をバ ッ ク ア ッ プし た場合、 データはシステム B の C:\temp デ ィ レ ク ト

リ に復元されます

• 別のデ ィ レ ク ト リ を復元先に指定するには、 [ 新しいデ ィ レ ク ト リ に復

元 ] オプシ ョ ンを選択し、 テキス ト ・ ボ ッ ク スに新しいパス を入力する

か、 またはブラ ウ ズ し て選択し ます。 元のパスは、 新しいパスの後ろに

追加されます。 た と えば、 C:\sound\songs デ ィ レ ク ト リ からバ ッ ク

ア ッ プし たデータに対し、 新しいパス と し て \users\bing を入力し た

場合、 データは C:\users\bing\sound\songs デ ィ レ ク ト リ に復元

されます。

詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「復元先オ
プシ ョ ン」 を参照し て く ださい。

個々のファイルに
個別の復元先を指定
する

[別名で復元 /復元先 ...] オプシ ョ ンで指定したデ ィ レ ク ト リ は、 [ あて

先 ] プロパテ ィ ・ ページで指定されたデフ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ よ り も優

先し て適用されます。
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復元の [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページの [別名で復元 /復元先 ...] オプ

シ ョ ンを使用する と、 個々のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ を個別のパスや名前
で復元でき ます。

この機能は、 初めて選択する ツ リ ー ・ ノ ード ( デ ィ レ ク ト リ ) や、 選択済

みのツ リ ー ・ ノ ー ド と は階層的に依存関係にないツ リ ー ・ ノ ード に対し て
使用でき ます。 選択し たツ リ ー ・ ノー ド は青いチェ ッ ク ・ マーク で示され、

依存する ツ リ ー ・ ノ ード は黒いチェ ッ ク ・ マーク で示されます。

[復元先を指定して復元 ] オプシ ョ ンは、 元のパス を [位置 ] で入力し た新

しいパスの後ろに追加し ます。 た と えば、 colors.mp3 フ ァ イルを

C:\sound\songsデ ィ レ ク ト リ からバッ ク ア ッ プし、 新しいパス と し て

\users\bing を入力し た場合、 フ ァ イルは C:\users\bing\sound\songs

デ ィ レ ク ト リ に復元されます。

[別名で復元 ] オプシ ョ ンは、 元のパス を [位置 ] で入力し たパスに置き

換えます。 復元先のパスには、 新しいデ ィ レ ク ト リ または既存のデ ィ レ ク

ト リ を指定でき ます。 復元時に、 フ ァ イル名やデ ィ レ ク ト リ 名を変更でき

ます。 た と えば、 colors.mp3 フ ァ イルを C:\sound\songsデ ィ レ ク ト リ

か らバ ッ ク ア ッ プし、 新しいパス と し て \users\bing\colors.mp3 を入

力し た場合、 フ ァ イルは C:\users\bingデ ィ レ ク ト リ に復元されます。

注意 以下の場合、 [上書きする ] オプシ ョ ンが有効に設定されているデータが

削除される危険があ る こ と に注意し て く ださ い。

• 既存のフ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ 名を指定し て復元し た場合

• フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ 名を指定し ないで既存のパス を指定し た場

合

た と えば、 [位置 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに、 colors.mp3 フ ァ イルの復元先

と し て新しいパス \users\bing を入力し て、 フ ァ イル名を入力し なかった

場合、 colors.mp3 フ ァ イルは bing と い う 名前で復元されます。 この場

合、 bing と い う 元のデ ィ レ ク ト リ は削除され、 復元されたフ ァ イルに置き

換わ り ます。
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複数ファイルの並行復元

並行復元とは 並行復元では、 複数フ ァ イルを複数デ ィ ス ク に同時に復元でき ます。 この
場合、 バッ ク ア ッ プ時に 2 以上の同時処理数を設定し て同じデバイ スに

デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プし た と みな されます。 これによ り 、 復元速度が向
上し ます。 並行復元は、 並行バ ッ ク ア ッ プ ( バッ ク ア ッ プ時に複数のデ ィ ス

ク から フ ァ イルを １ つのデバイ スに同時にバ ッ ク ア ッ プする ) を補完する

動作です。

図 8-9 複数ファイルの並行復元

この図は、 1 つの メ デ ィ アから フ ァ イルを並行し て復元する例を示し てい

ます。 各オブジェ ク ト はそれぞれ別の DA を使用し ています。

並行復元の実行方法 異な るデ ィ ス ク に復元するデータ を選択し、 復元を開始し ます。 実行する
復元の種類 ( 並行復元または単一復元 ) を尋ねる メ ッ セージが表示されま

す。 並行復元を選択する と、 複数の Data Protector Disk Agent が並行し て実

行されます。 詳細は、 「復元対象データの選択」 (364 ページ ) を参照し て く

ださい。
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IDB 内に存在しないファイルを表示する

Data Protector では、 データに関する情報が IDB 内に存在し ない場合も、

バッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アから直接データ を表示し た り 復元する こ と ができ
ます。

どのような場合に
メディアから復元を
行うか

以下の場合に、 こ の方法で復元を行います。 

• バッ ク ア ッ プ済みのデータや メ デ ィ アに関する情報を IDB から削除し た

場合。

• カ タ ロ グ保護期限が切れた場合。 データおよびカ タ ロ グ保護の詳細は、

「 も頻繁に使用されるバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン」 （292 ページ ) を参

照し て く だ さい。

• メ デ ィ アが別の Data Protector セルにあ る ため、このセルの IDB で認識さ

れない場合。 この場合、 まず メ デ ィ アを イ ンポー ト する必要があ り ま

す。

必要条件 Cell Manager に大量の メ モ リ が必要です。 必要な メ モ リ 容量は次の式で算出

でき ます。 number_of_files× 200 バイ ト

制限事項 • メ デ ィ アから、 データベース ・ アプ リ ケーシ ョ ン ・ オブジ ェ ク ト を リ ス

ト する こ と はでき ません。

• 複数の メ デ ィ アにまたがる フ ァ イルは復元でき ません。 フ ァ イルの復元

に必要なすべての メ デ ィ アを まずイ ンポー ト し た後、 [内部データベー

スの リ ス ト ] オプシ ョ ンを使ってフ ァ イルを復元でき ます。

メディアからの
復元方法

データ を メ デ ィ アから復元するには、 [ 復元 ] コ ンテキス ト の [ アクシ ョ ン

] メ ニ ューで [ メ ディ アの リ ス ト ] を ク リ ッ ク し、 [ メディ アから復元 ]

ウ ィ ザード に従って操作を進めます 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・

ヘルプの索引キーワード 「 メ デ ィ アからデータ を直接復元する」 を参照し
て く ださい。

使用中のファイルを復元する

Data Protector では、 他のアプ リ ケーシ ョ ン ( データベースやワード プロ

セ ッ サの ド キ ュ メ ン ト など ) で使用中 ( オープン中 ) のフ ァ イルをバ ッ ク

ア ッ プし た り 復元でき ます。
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Data Protector では、 復元対象のフ ァ イルが使用中の場合の動作を、 復元オ

プシ ョ ンを使って指定でき ます。 ［復元時にファイルをロック］ と ［使用中
のファイルを移動］ の 2 つのオプシ ョ ンがあ り ます。 詳細は、 「復元オプ

シ ョ ン」 （391 ページ ) を参照し て く だ さい。

照会ごとに復元する

復元対象のフ ァ イルの絶対パスが不明な場合で も、 そのフ ァ イルのバッ ク
ア ッ プ時のロ グ ・ レベルが [ フ ァ イル ・ レベルまでログに記録 ] または [す

べてログに記録 ] に設定されていれば、 IDB 内でフ ァ イルを検索する こ と

ができ ます。 少な く と も名前の一部がわかっていれば、 [照会ご とに復元 ]

タ ス ク を使用し てフ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を検索でき ます。

図 8-10 照会ごとに復元

照会ごとの復元方法 Data Protector Manager の [復元 ] コ ンテキス ト から、 [照会ご とに復元 ] タ

ス ク を選択し ます。 [ タ ス ク ]ナビゲーシ ョ ン ・ タブを使用し ます。 図 8-10
を参照し て く ださい。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引

キーワード 「照会ご と に復元」 を参照し て く ださい。
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[照会ご とに復元 ]機能を使用し て非 ASCII 文字を含むフ ァ イル名を指定

する と きは、 純粋な Windows 環境で操作し ている場合を除き、 非 ASCII 文

字を ワ イル ド カー ド に置き換えて く だ さい。

復元対象から除外するファイルの指定

Data Protector では、 特定のフ ァ イルを復元対象から除外でき ます。 ワ イル

ド カー ド (* または ?) を使用し て、 指定し た基準 と一致する フ ァ イルを除

外し ます。 た と えば、 *.exe と 入力し た場合、 フ ァ イル名が .exe で終わる

フ ァ イルが復元対象から除外されます。

復元対象から
除外するファイルの
指定方法

復元の [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページで、 復元対象のツ リ ー ・ ノ ー ド を選

択し、 右ク リ ッ ク を し てプロパテ ィ を開き ます。 [ スキップ ] プロパテ ィ ・

ページで、 除外する フ ァ イルの基準を指定し ます。 詳しい手順については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「復元対象から除外する フ ァ イルを
指定する」 を参照し て く ださい。

図 8-11 復元対象から除外するファイルの指定

条件に一致するファイルだけを復元対象として選択する

Data Protector では、 特定のフ ァ イルだけを復元でき ます。 ワ イル ド カード

(* または ?) を使用し て、 指定し た基準 と一致する フ ァ イルのみを復元し ま

す。 た と えば、 *.exe と 入力し た場合、 フ ァ イル名が .exe で終わる フ ァ イ

ルのみを復元し ます。
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復元対象ファイルの
条件の指定方法

復元の [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページで、 復元対象のツ リ ー ・ ノ ー ド を選

択し、 右ク リ ッ ク を し てプロパテ ィ を開き ます。 [復元のみ ] プロパテ ィ ・

ページで、 復元対象フ ァ イルの一致基準を指定し ます。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「条件に一致する フ ァ イルだ
けを復元対象 と し て選択する」 を参照し て く ださい。

図 8-12 復元対象ファイルの条件の指定

ファイルやディレク ト リを手作業で復元する

フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ をブラ ウ ズでき な く なった場合、 フ ァ イルや
デ ィ レ ク ト リ を手作業で復元する必要があ り ます。 データのカ タ ロ グ保護

期限が切れた場合や、 [ ログなし ] オプシ ョ ンを使ってバッ ク ア ッ プを

行った場合に必要にな り ます。

必要条件 フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ を手作業で追加するには、 フ ァ イルまたは
デ ィ レ ク ト リ の正確なパス と名前を指定する必要があ り ます。 フ ァ イル名

と パス名は大文字 と小文字が区別されます。

ファイルやディ レク
ト リの手作業での
追加方法

復元の [復元サマ リ ー ]ページで、 フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ の正確な

パス と名前を入力し、 [追加 ] を ク リ ッ ク し ます 詳しい手順については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ の手
作業での復元」 を参照し て く だ さい。
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復元元のメディア ・ セッ ト を選択する

復元し たいオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンが複数の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト に存在し
ている場合、 それらが Data Protector のデータ複製方法のいずれかを使用し

て作成された ものであれば、 どの メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を使用し て復元し て も
構いません。 デフ ォル ト では、 コ ピー元と な る メ デ ィ ア ・ セ ッ ト は自動的

に選択されます。 メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の選択をユーザーが設定するには、 メ

デ ィ アの位置の優先順位を指定し ます。

注記 メ デ ィ ア位置の優先順位を使用する ためには、 各 メ デ ィ アの位置を指定し
てお く 必要があ り ます。 この操作は個々の メ デ ィ アまたは複数の メ デ ィ ア

に対し て実行でき ます。

復元に使用する メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を手動で選択する こ と も でき ます ( 統合

ソ フ ト ウ ェ ア ・ オブジェ ク ト の復元を除 く )。 復元に必要な メ デ ィ アが使用

不可能であ る場合、 マウ ン ト 要求が発行されます。 詳しい手順については、

オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「検索 - 復元対象の メ デ ィ ア」 を参

照し て く だ さい。

注記 メ デ ィ ア ・ コ ピー機能を使って作成し た コ ピーは、 データ復元時に [ メ

ディ ア ] タブ内の必要な メ デ ィ アの一覧に表示されず、 位置優先順位の対

象に も な り ません。 これらのコ ピーは、 オ リ ジナルの メ デ ィ ア ( コ ピー元の

メ デ ィ ア ) が存在し ないか使用できない場合にのみ使われます。

メディアの位置の
優先順位

メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の選択をユーザーが制御するには、 メ デ ィ ア位置の優先
順位を設定し ます。 メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の選択アルゴ リ ズムに合致する メ
デ ィ ア ・ セ ッ ト が複数あ る場合は、 位置の優先順位が高い メ デ ィ ア ・ セ ッ
ト が使用されます ( 優先順位は [1] が 高で、 [ な し ] が 低です )。 選択

アルゴ リ ズムの詳細については、 HP OpenView Storage Data Protector コ ンセ

プ ト ・ ガイ ド を参照し て く ださい。

メ デ ィ アの位置の優先順位は 2 つのレベルで指定し ます。

• グ ローバルに設定する場合は ［デバイ ス / メディ ア］ コ ンテキス ト を使

用し ます。 グ ローバルに設定された優先順位は復元セ ッ シ ョ ン全体に適

用されますが、 復元セ ッ シ ョ ン ・ レベルで設定された優先順位によ って
上書き されます。 図 8-13 (405 ページ ) を参照し て く だ さい。
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詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「設定 - 
メ デ ィ アの位置の優先順位」 を参照し て く だ さい。

• [復元] コ ンテキス ト では、特定の復元セ ッ シ ョ ンに対する メ デ ィ アの優

先順位を設定でき ます。 こ こ で設定された優先順位は、 グ ローバル ・ レ

ベルで設定された優先順位を上書き し ます。 図 8-14 (406 ページ ) を参照

し て く ださい。

詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「検索 - 
復元対象の メ デ ィ ア」 を参照し て く だ さい。

図 8-13 メディアの位置の優先順位をグローバルに設定
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図 8-14 メディアの位置の優先順位を復元セッシ ョ ンごとに設定
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本章の概略
本章の概略

本章は以下の各項で構成されています。 

「セ ッ シ ョ ンのモニター」 （409 ページ )

「複数セルの同時モニター」 （416 ページ )

「Data Protector レポー ト 」 （417 ページ )

「レポー ト の種類」 （419 ページ )

「レポー ト の送信方法」 （433 ページ )

「Data Protector GUI を使用し たレポー ト の構成」 （438 ページ )

「Data Protector GUI を使用し たレポー ト およびレポー ト ・ グループの実

行」 （441 ページ )

「コマン ド行イ ン タ フ ェース を使用し たレポー ト およびレポー ト ・ グ

ループの実行」 （442 ページ )

「Data Protector 通知」 （445 ページ )

「Web レポー ト および Web 通知の構成」 （457 ページ )

「Data Protector イベン ト ・ ロ グ」 （461 ページ )

Manager-of-Managers 機能を使用し て、 複数のセルを同時にモニ ターでき ま

す。 詳し く は、 第 10 章 「Manager-of-Managers 環境」 (463 ページ ) を参照し

て く ださい。

Data Protector のユーザー ・ イ ン タ フ ェースへのア ク セス権がない場合で も、

Web ブラ ウザを使ってレポー ト を表示し た り 通知を設定でき ます。 この方

法の詳細は、 「Web レポー ト および Web 通知の構成」 （457 ページ ) を参照

し て く ださい。
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セッシ ョ ンのモニター

Data Protector では、 実行中のセ ッ シ ョ ンを管理し た り 、 マウ ン ト 要求に応

答でき ます。 セ ッ シ ョ ンのステータ スや種類、 オーナー、 セ ッ シ ョ ン ID、

セ ッ シ ョ ンの開始時刻、 および対応するバッ ク ア ッ プ仕様の名前を確認で
き ます。

対話型バッ ク ア ッ プ / 復元 / メ デ ィ ア管理セ ッ シ ョ ンを実行する と、 [ モニ

ター ] ウ ィ ン ド ウが開いて、 使用されているオブジ ェ ク ト やバッ ク ア ッ プ ・

デバイ ス、 セ ッ シ ョ ン中に生成される メ ッ セージが表示されます。 ユー
ザー ・ イ ン タ フ ェース を終了し て も、 セ ッ シ ョ ンは続行されます。

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン または復元セ ッ シ ョ ンの進行中に通知される
メ ッ セージのレベルを変更するには、 バッ ク ア ッ プ仕様の構成時または復
元セ ッ シ ョ ンの開始時に [ レポー ト ・ レベル ] オプシ ョ ンを変更し ます。

注記 Data Protector のモニ ター機能にア ク セスでき るのは、 Admin グループに所

属する Data Protector ユーザー と [モニター ] ユーザー権限を付与された

Data Protector ユーザーだけです。

現在のセッシ ョ ンのモニター

現在実行中のセ ッ シ ョ ンは、 Data Protector GUI の [モニター ] コ ンテキ ス

ト で確認でき ます。 

注記 現在実行中のセ ッ シ ョ ンは、 実行前ス ク リ プ ト の完了後に [モニター ] コ

ンテキス ト に表示されます。

更新間隔 現在実行中のセ ッ シ ョ ン一覧は、 設定されている更新間隔 ( デフ ォル ト で

は 5 秒 ) で自動更新され、 新しいセ ッ シ ョ ンがあれば表示されます。 デフ ォ

ル ト の更新間隔を変更するには、 Data Protector GUI で以下の手順を実行し

て く ださい。

1. [ フ ァ イル ] メ ニューの [選択値 ] を ク リ ッ ク し ます。 
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[選択値 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

2. [モニター ] タブを ク リ ッ ク し ます。

3. Cell Manager と Manager-of-Managers (MoM) の更新間隔を秒単位で指定し

ます。

現在実行中のセ ッ シ ョ ンをモニターするには、 Data Protector GUI で以下の

手順を実行し ます。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [モニター ] を ク リ ッ ク し ます。

現在実行中のすべてのセ ッ シ ョ ンが結果エ リ アに一覧表示されます。

2. モニターするセ ッ シ ョ ンをダブルク リ ッ ク し ます。 図 9-1 (410 ページ ) を

参照し て く ださい。

図 9-1 現在のセッシ ョ ンのモニター

セッシ ョ ンのクリア 完了または中止されたすべてのセ ッ シ ョ ンを [ モニ ター ] コ ンテキ ス ト の

結果エ リ アから削除するには、 以下の手順を実行し ます。

1. Scoping ペイ ンで [現在のセッシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。
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2. [アクシ ョ ン ] メ ニューの [セッシ ョ ンを ク リ ア ]を選択し ます。 または、

ツールバー上の [セッシ ョ ンを ク リ ア ] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

完了または中止された特定のセ ッ シ ョ ンを現在実行中のセ ッ シ ョ ン一覧か
ら削除するには、 そのセ ッ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 [ リ ス ト から削除 ] を選

択し ます。 

注記 Data Protector GUI を再起動する と、 完了または中止されたすべてのセ ッ

シ ョ ンが、 [モニター ] コ ンテキス ト の結果エ リ アから自動的に削除され

ます。 

完了または中止されたセ ッ シ ョ ンの詳細については、 「過去のセ ッ シ ョ ンの
表示」 を参照し て く ださい。

過去のセッシ ョ ンの表示

過去のセ ッ シ ョ ンをモニターするには、 Data Protector GUI で以下の手順を

実行し ます。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [内部データベース ] を ク リ ッ ク し ます。

MoM Manager-of-Managers を実行し ている場合は、 コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [

モニター ] を選択し、 目的の Cell Manager を選択し ます。 [ ツール ] メ

ニューの [データベース管理 ...] を選択する と、 新しい Data Protector 
GUI が開き、 [内部データベース ] コ ンテキス ト が選択された状態に

なっています。

2. Scoping ペイ ンで、[セッシ ョ ン ] を展開する と 、IDB に保存されているす

べてのセ ッ シ ョ ンが表示されます。 

セ ッ シ ョ ンは日付順に表示されます。 各セ ッ シ ョ ンには、 YY/MM/DD
形式の日付 と固有の番号から構成されるセ ッ シ ョ ン ID が付加されてい

ます。

3. 特定のセ ッ シ ョ ンの詳細情報を見るには、 そのセ ッ シ ョ ンを右ク リ ッ ク

し、 [プロパテ ィ ] を選択し ます。
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4. セ ッ シ ョ ンの一般情報、 セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ、 セ ッ シ ョ ンで使われ

た メ デ ィ アに関する情報を見るには、 それぞれ [一般 ] タブ、 [ メ ッ

セージ ] タブ、 [ メディ ア ] タブを ク リ ッ ク し ます。 図 9-2 (412 ページ )
を参照し て く ださい。

図 9-2 完了したセッシ ョ ンの表示

マウン ト要求への応答

Data Protector は、 以下の場合にマウ ン ト 要求を発行し ます。

• 現在使用し ている メ デ ィ アの使用限度に達し、 Data Protector が空の メ

デ ィ アを必要 と し ている場合。

• メ ールス ロ ッ ト が開いている場合。 この場合は メ ールス ロ ッ ト を閉じ て

く だ さい。

マウ ン ト 要求への応答では、 必要な メ デ ィ アがデバイ ス内にロー ド されて
いる こ と を確認し ます。 セ ッ シ ョ ンをモニター中にマウ ン ト 要求に応答す

る場合は、 以下の手順を行って く ださ い。
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1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [モニター ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 必要な メ デ ィ アをデバイ スに挿入し ます。 ラ イブラ リ ・ デバイ スがあ る

場合には、 マウ ン ト 要求で要求されたス ロ ッ ト を使 う 必要はあ り ませ
ん。

3. 結果エ リ アで、ステータ スが [ マウ ン ト 要求 ] になっているデバイ ス をダ

ブルク リ ッ ク し て、 セ ッ シ ョ ンに関する情報を表示し ます。

4. ステータ スが [ マウ ン ト 要求 ] になっているデバイ ス を選択し ます。

5. [ アクシ ョ ン ] メ ニューで、 [マウン ト 要求の確認 ] を ク リ ッ ク し ます。 
セ ッ シ ョ ン と デバイ スのステータ スが [実行中 ] に変わ り ます。

ヒン ト ステータ スが [ マウ ン ト 要求 ] になっているデバイ ス を右ク リ ッ ク し て [

マウン ト 要求の確認 ] を選択する こ と もでき ます。

失敗したバックアップの再開

バッ ク ア ッ プ中に、 システムのシ ャ ッ ト ダウ ンやネ ッ ト ワーク の問題など
によ り システムが使用不可能 と なる場合があ り ます。 こ の場合、 システム

によ っては、 バッ ク ア ッ プされなかった り 、 一部だけがバ ッ ク ア ッ プ され
る ( つま り バッ ク ア ッ プされないオブジェ ク ト が残る ) こ と があ り ます。

本項では、 失敗し たバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを再開するための詳しい手
順を説明し ます。 失敗し たバッ ク ア ッ プの詳しい管理方法については、 「失

敗し たバッ ク ア ッ プの管理」 （335 ページ ) を参照し て く だ さい。

バッ ク ア ッ プ仕様が保存されていない こ と が原因で失敗したセ ッ シ ョ ンは
再開でき ません。

関連する問題を解決し てから失敗し たセ ッ シ ョ ンを再開し て く だ さい。 以
下の手順を行います。

1. ［Data Protector Manager］ で ［内部データベース］ コ ンテキス ト を選択し

ます。

Manager-of-Managers を実行し ている場合は、 コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [

ク ラ イアン ト ] を選択し、 [エンタープラ イズ ・ ク ラ イアン ト ] を展開し

ます。 バッ ク ア ッ プが失敗し た Cell Manager を選択し、 [ ツール ] メ

ニューの [データベース管理 ...] を選択し ます。
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2. 新しい Data Protector ウ ィ ン ド ウが開き、[内部データベース ] コ ンテキス

ト が表示されます。 [内部データベース ] で [セッシ ョ ン ] を選択し て

画面を展開し ます。

3. 結果エ リ アで目的のバッ ク ア ッ プを検索し ます。 

各カ ラ ムの一番上にあ るボタ ンを使ってセ ッ シ ョ ンの順番を並べ替え る
こ と ができ ます。 

4. 失敗し たセ ッ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し た後、[失敗したオブジェ ク ト の再開

] を選択し ます。

5. [はい ] を ク リ ッ ク し て処理を実行し ます。

実行中のセッシ ョ ンの中止

バッ ク ア ッ プや復元、 メ デ ィ ア管理操作を停止し たい場合は、 セ ッ シ ョ ン
を中止し ます。 セ ッ シ ョ ンを中止する前にバ ッ ク ア ッ プまたは復元が完了

し ていたデータのバ ッ ク ア ッ プ ・ コ ピーまたは復元データだけが保存され
る こ と にな り ます。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で、 [モニター ] を ク リ ッ ク し ます。 現在のセ ッ

シ ョ ンの進行状況 と ステータ スが結果エ リ アに表示されます。

Manager-of-Managers を実行し ている場合は、 Scoping ペイ ンで [エン

タープラ イズ ・ モニター ] を展開し、 モニ ター対象の Cell Manager を選

択し ます。 現在のセ ッ シ ョ ンの進行状況と ステータ スが結果エ リ アに表

示されます。

2. 列見出し を ク リ ッ クする と、 セ ッ シ ョ ンの順番を並べ替え る こ と ができ

ます。

3. 中止し たいセ ッ シ ョ ンを右ク リ ッ ク し、 [中止 ] を選択し ます。

バッ ク ア ッ プ用に選択し たデ ィ ス ク のサイ ズをチェ ッ ク し ている と きに
バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止し よ う と した場合は、 サイ ズのチェ ッ ク
(treewalk) が完了し た時点でバッ ク ア ッ プが中止されます。

ヒン ト バッ ク ア ッ プ、 復元、 メ デ ィ ア管理セ ッ シ ョ ンを対話形式で起動し た場合
は、 Data Protector の [バッ クアップ ]、 [復元 ]、 ［デバイ ス / メディ ア］ コ

ンテキス ト からそれぞれセ ッ シ ョ ンを中止する こ と もでき ます。
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セッシ ョ ンのモニター
表示されるメ ッセージの数の変更

バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンや復元オプシ ョ ンを変更する こ と によ り 、 バ ッ
ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンや復元セ ッ シ ョ ンについて通知される メ ッ セージの
レベルを変更でき ます。

表示される メ ッ セージに影響を与え るバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンについて
は、 「バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの使用」 （290 ページ ) を参照し て く ださ

い。

表示される メ ッ セージに影響を与え る復元オプシ ョ ンについては、 「復元オ
プシ ョ ン」 （391 ページ ) を参照し て く ださい。
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複数セルの同時モニター

Manager-of-Managers 機能を使用し て、 複数のセルを同時にモニ ターでき ま

す。 

詳し く は、 第 10 章 「Manager-of-Managers 環境」 (463 ページ ) を参照し て

く だ さい。
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Data Protector レポート  

レポート とは Data Protector のレポー ト によ って、 バ ッ ク ア ッ プ環境に関する各種の情報

が得られます。 た と えば、 前回のバッ ク ア ッ プのステータ ス、 ネ ッ ト ワー

ク内のシステムに関するバ ッ ク ア ッ プ構成の有無、 デバイ スのステータ ス
など をチェ ッ ク でき ます。

Data Protector のレポー ト は、 バ ッ ク ア ッ プ環境の管理 と プラ ンニングに使

用する強力なツールで、 柔軟性に富んだカ ス タマ イ ズ可能なツールです。

レポー ト およびレポー ト ・ グループは、 Data Protector GUI または、 Java 対

応の任意の Web ブラ ウザを使って構成でき ます。

注記 Data Protector のレポー ト 機能にア ク セスでき るのは、 Admin グループに所

属する Data Protector ユーザー、 およびレポート 、 通知、 イベン ト ・ ログの

ユーザー権限を付与された Data Protector ユーザーだけです。

必要条件 CRS サービ ス を実行し ている Data Protector ユーザーを削除し てはいけませ

ん。 このユーザーは、 イ ン ス ト ール時にデフ ォル ト で構成されます。 
Windows Cell Manager の場合、 このユーザーのアカ ウ ン ト でイ ン ス ト ール

が実行されます。 UNIX Cell Manager 場合、 こ のユーザーが Cell Manager の

root ユーザー と な り ます。

レポート ・ グループ 複数のレポー ト を 1 つのレポー ト ・ グループにま と める こ と によ り 、 それ

らのレポー ト のスケジ ュール設定、 対話形式での開始、 通知によ る ト リ ガ
が可能にな り ます。

レポートの開始 レポー ト を開始するには、 Data Protector GUI、 Data Protector コマン ド行イ

ン タ フ ェース、 Data Protector Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース、 Data 
Protector ス ケジ ューラ、 通知イベン ト または Data Protector コマン ド行イ ン

タ フ ェース ・ コマン ド を含む実行後ス ク リ プ ト のいずれかを使います。

複数セルのレポート レポー ト 機能は、 Manager-of-Managers 機能を使用し ている場合の複数セル

構成で も使用でき ます。
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Data Protector レポート
レポート ・ パラ メー
タ

レポー ト は、 省略可能な入力パラ メ ータ ( 省略可能な選択項目 ) を構成す

る こ と によ ってカ ス タマ イ ズでき ます。 一部の入力パラ メ ータは、 複数の

項目を選択する こ と ができ ます。

レポー ト 構成時に、 省略可能な入力パラ メ ータ ( 省略可能な選択項目 ) が 1
つも指定されていない場合は、 デフ ォル ト 値が適用されます。 デフ ォル ト

値は、 オブジェ ク ト の場合は <すべて >、 時間枠の場合は <時間制限なし >

です。

レポー ト またはレポー ト ・ グループを構成するには、 以下を指定する必要
があ り ます。

• レポー ト の名前

• レポー ト の種類

• 送信方法

• 受信者

• 形式

その他の入力パラ メ ータ ( 選択項目 ) は、 レポー ト の種類によ って異な り

ます。

レポートの形式 レポー ト は さ ま ざ まな形式で出力でき ます。 必要に応じ て、 入力パラ メ ー

タ ( 選択項目 ) を表示する こ と もでき ます。 詳し く は、 「レポー ト の形式」

（431 ページ ) を参照し て く ださい。

レポートの送信方法 レポー ト は、 さ まざ まな方法で送信でき ます。 「レポー ト の送信方法」 （433
ページ ) を参照し て く だ さい。
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レポートの種類

Data Protector が作成する さ まざ まな種類のレポー ト を表 9-1 に示し ます。

バックアップ仕様に関するレポート

以下の表に、 バッ ク ア ッ プ仕様に関する レポー ト について示し ます。 バ ッ

ク ア ッ プ仕様に関する レポー ト では、 バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト の平均
サイ ズ、 バ ッ ク ア ッ プのス ケジ ュール、 バッ ク ア ッ プ用に構成されていな
いフ ァ イルシステムなど、 バッ ク ア ッ プに関する情報を提供し ます。

表 9-1

バッ ク ア ッ プ仕様 バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト の平均サイ ズ、
バッ ク ア ッ プのスケジ ュール、 バッ ク ア ッ プ
が構成されていないフ ァ イルシステムなど、
バッ ク ア ッ プに関する情報を提供し ます。

構成 Data Protector セル、 バ ッ ク ア ッ プ用に構成さ

れていないデバイ ス、 バ ッ ク ア ッ プ用に構成
されていないシステムなどの構成に関する情
報を提供し ます。

IDB IDB のサイ ズや IDB 削除セ ッ シ ョ ンの結果に

関する情報を提供し ます。

プール と メ デ ィ ア メ デ ィ ア ・ プールおよび使用された メ デ ィ ア
に関する情報を提供し ます。

時間枠内のセ ッ
シ ョ ン

特定の期間内に実行されたバッ ク ア ッ プ ・
セ ッ シ ョ ンに関する情報を提供し ます。

単一セ ッ シ ョ ン 特定のセ ッ シ ョ ンの詳細情報を提供し ます。
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サポー ト されている形式については、 「レポー ト の形式」 (431 ページ ) を参

照し て く だ さい。

表 9-2 バックアップ仕様に関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式

[ バ ッ ク ア ッ プ

仕様のツ リ ー ]

dl_trees

指定し たバ ッ ク ア ッ

プ仕様に含まれてい

る ツ リ ーをすべて示

し ます。 ド ラ イブ名

と ツ リ ー名も示し ま

す。

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

[ バ ッ ク ア ッ プ

を持たないオ

ブジ ェ ク ト ]

obj_nobackup

バッ ク ア ッ プ仕様に

含まれているオブ

ジ ェ ク ト の う ち、 有

効なバ ッ ク ア ッ プ (
バッ ク ア ッ プが正常

に完了し た も のや、

保護期限が切れてい

ない も の ) を持たな

いオブジ ェ ク ト をす

べて示し ます。a

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

• 日数b

すべての形式

[ オブジ ェ ク ト

の 新バッ ク

ア ッ プ ]

obj_lastback
up

指定し たバ ッ ク ア ッ

プ仕様のそれぞれに

ついて、 すべてのオ

ブジ ェ ク ト と 、 前回

のフル ・ バ ッ ク ア ッ

プ と 前回の増分バ ッ

ク ア ッ プの日時を示

し ます。

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

• 日数 b

すべての形式

[ オブジ ェ ク ト

の平均サ イ ズ ]

obj_avesize

指定し たバ ッ ク ア ッ

プ仕様に含まれてい

るオブジ ェ ク ト の平

均サ イ ズを表示し ま

す。 これは、 オブ

ジ ェ ク ト のフル ・

バッ ク ア ッ プ と 増分

バッ ク ア ッ プのサ イ

ズです。

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

• 日数 b

すべての形式
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[ 構成済みでな

いフ ァ イルシ

ステム ]

fs_not_conf

指定し たバ ッ ク ア ッ

プ仕様のいずれにお

いて も構成されてい

ないデ ィ ス ク ( フ ァ

イルシ ステム ) をす

べて示し ます。

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

[ バ ッ ク ア ッ プ

仕様情報 ]

dl_info

指定し たすべての

バッ ク ア ッ プ仕様に

関し て、 バ ッ ク ア ッ

プ仕様名、 種類、 グ

ループ、 オーナー、

実行前 / 実行後コマ

ン ド を表示し ます。

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

[ バ ッ ク ア ッ プ

仕様ス ケ

ジ ュール ]

dl_sched

指定し たバ ッ ク ア ッ

プ仕様のそれぞれに

ついて、 次回のバ ッ

ク ア ッ プ日時を示し

ます。

な し • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

a. 統合ソ フ ト ウ ェ ア用のバ ッ ク ア ッ プ仕様には適用されません。
b. レポー ト 開始時点から過去にさ かのぼった日数

表 9-2 バックアップ仕様に関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式
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構成に関するレポート

以下の表に、 構成に関する レポー ト について示し ます。 構成に関する レ
ポー ト では、 Data Protector セル、 デバイ ス、 バッ ク ア ッ プ用に構成されて

いないシステムなどの構成に関する情報を提供し ます。 サポー ト されてい
る形式については、 「レポー ト の形式」 (431 ページ ) を参照し て く だ さい。

表 9-3 構成に関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式

[ セル情報 ]

cell_info

Data Protector セルに関

する情報 ( ク ラ イ アン

ト 数、 バ ッ ク ア ッ プ仕

様、 メ デ ィ ア管理サー

バ、 ラ イ セン ス ・ サー

バ ) を示し ます。

な し な し すべての形式

[Data Protector
が使用し てい

ない構成済み

ク ラ イ アン ト ]

hosts_unused

構成済みの ク ラ イ アン

ト の う ち、 バ ッ ク ア ッ

プに使用されておら

ず、 デバイ スが構成さ

れていない ク ラ イ アン

ト をすべて示し ます。

な し な し すべての形式

[Data Protector
が使用し てい

ない構成済み

デバイ ス ]

dev_unused

構成済みのデバイ スの

う ち、 バ ッ ク ア ッ プに

使用されていないデバ

イ ス を示し ます。

な し な し すべての形式

[ スケジ ュール

のチェ ッ ク ]

lookup_sched

指定し た日数内に開始

する よ う にス ケジ ュー

ル設定されているバ ッ

ク ア ッ プ仕様を示し ま

す。

日数 な し すべての形式

[Data Protector
向けに構成さ

れていない ク

ラ イ アン ト ]

hosts_not_co
nf

選択し た ド メ イ ン内の

ク ラ イ アン ト の内、 現

在のセルの要素ではな

い も のを示し ます。

ネ ッ ト ワー

クの範囲

な し すべての形式
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IDB に関するレポート

以下の表に、 IDB に関する レポー ト について示し ます。 IDB に関する レ

ポー ト は、 IDB のサイ ズ と IDB 削除セ ッ シ ョ ンの結果に関する情報を提供

し ます。 サポー ト されている形式については、 「レポー ト の形式」 (431 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

[ ラ イセン ス付

与 ]

ラ イセンス管理

すべての ラ イ セン ス と

ラ イセン ス総数および

使用可能な ラ イ セン ス

数を示し ます。

な し な し すべての形式

[ ク ラ イ アン ト

のバ ッ ク ア ッ

プの構成 ( ク ラ

イ アン ト の

バッ ク ア ッ プ ・

オブジ ェ ク ト
)]

host

指定し た ク ラ イ アン ト

に関し て、 未構成の

フ ァ イルシステム、 す

べてのオブジ ェ ク ト 、

有効なバ ッ ク ア ッ プが

存在するオブジ ェ ク ト

と そのバ ッ ク ア ッ プ日

時および平均サ イ ズな

どの情報を示し ます。

ホ ス ト 名 な し すべての形式

表 9-3 構成に関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式

表 9-4 IDB のレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な

選択

サポート され

ている形式

[IDB サイ ズ

]

db_size

メ デ ィ ア管理データベース、

カ タ ロ グ ・ データベース、

データベース拡張フ ァ イル、

統計値 (DC バイナ リ ・ フ ァ

イル、 SMBF、 SIBF)、 デ ィ

ス ク ・ スペース不足のデータ

ベース を表形式で表示し ま

す。

な し な し すべての形式
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[IDB の削除

]

db_purge

すべての削除セ ッ シ ョ ン と

セ ッ シ ョ ンに関する情報 ( 開

始時刻、 終了時刻、 継続期

間、 休止時間、 フ ァ イル名レ

コード の数、 読み取ったデー

タ量 (MB 単位 )) を示し ま

す。

な し な し すべての形式

[ 削除プレ

ビ ュー ]

db_purge_
preview

データベース内のフ ァ イル名

の総数 (1000 単位 )、 データ

ベース内の古 く なったフ ァ イ

ル名の推定数 (1000 単位 )、
データベース削除の推定期間

( 秒単位 ) を示し ます。

な し な し すべての形式

表 9-4 IDB のレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な

選択

サポート され

ている形式
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[ システム処

理能力 ]

db_system

セル内の各 Data Protector ク

ラ イ アン ト ご と に、 IDB 内の

フ ァ イル名の数 (1000 単位 )、
IDB 内のア ク テ ィ ブなフ ァ イ

ル名の数 (1000 単位 )、 IDB
内のフ ァ イル名の増加率 (1
日あた り の新規フ ァ イル名の

数 )、 IDB 内で 1 日あた り に

削除されたフ ァ イル名の数、

1 年あた り のア ク テ ィ ブ増加

率、 およびダ イナ ミ ッ ク ・ イ

ンジケータ

(medium/high/low/critical) を

示し ます。

IDB 内のバ ッ ク ア ッ プ済み

フ ァ イルの う ち、 IDB 内の

フ ァ イル ・ バージ ョ ンに関連

付け られていないフ ァ イル

は、 ア ク テ ィ ブでないフ ァ イ

ル名 とみな されます。 1 年あ

た り のア ク テ ィ ブ増加率の計

算方法には、 以下の 2 通 り の

方法があ り ます。

Data Protector データベース

削除セ ッ シ ョ ンが Data 
Protector データベースに記録

されていない場合は、 過去

11 日の増加率に基づいて 1
年あた り のア ク テ ィ ブ増加率

が計算され、 1 年あた り の推

定増加率 と し て示されます。

Data Protector データベース

削除セ ッ シ ョ ンが Data 
Protector データベースに記録

されている場合は、 後の

Data Protector データベース

削除セ ッ シ ョ ン以降の期間に

基づいて 1 年あた り のア ク

テ ィ ブ増加率が計算され、 1
年あた り の推定増加率 と し て

示されます。

な し な し すべての形式

表 9-4 IDB のレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な

選択

サポート され

ている形式
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レポートの種類
プールと メディアに関するレポート

以下の表に、 プール と メ デ ィ アに関する レポー ト について示し ます。 プー

ル と メ デ ィ アに関する レポー ト は、 メ デ ィ ア ・ プール と使用されている メ
デ ィ アに関する情報を提供し ます。 サポー ト されている形式については、

「レポー ト の形式」 (431 ページ ) を参照し て く だ さい。

表 9-5 プールと メディアに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式

[ メ デ ィ アの

拡張 リ ス ト ]

media_list
_extended

指定し た検索条件に一

致するすべての メ デ ィ

アを表示し ます。 メ
デ ィ アご と に、 メ デ ィ

ア ID、 メ デ ィ ア ・ ラベ

ル、 メ デ ィ アの位置、

メ デ ィ アの状態、 メ

デ ィ ア保護、 使用中ス

ペース と 総スペース

(MB 単位 )、 メ デ ィ ア

が前回ア ク セス された

日時、 メ デ ィ ア ・ プー

ル、 メ デ ィ アの種類、

およびバッ ク ア ッ プ時

にその メ デ ィ アを使用

し たバ ッ ク ア ッ プ仕様

を示し ます。

な し • 説明

• 位置

• プール名

• メ デ ィ アの

種類 (DDS
や DLT など

)

• 条件

• 保護期限 1

• 時間枠 2

• ラ イブ ラ

リ ・ デバイ

ス

すべての形式

[ プールの

リ ス ト ]

pool_list

指定し た検索条件に一

致するすべてのプール

を表示し ます。 プール

ご と に、 プール名、 説

明、 メ デ ィ アの種類、

メ デ ィ アの総数、 保護

データ が格納されてい

る満量状態 / 追加可能

メ デ ィ アの数、 保護

データ が格納されてい

ないフ リ ー ・ メ デ ィ ア

の数、 [ 不良 ]/[ 普通 ]/[
良好 ] の各状態の メ

デ ィ アの数を示し ます。

な し • プール名

• 位置

• メ デ ィ アの

種類 (DDS、

DLT など )

• ラ イブ ラ

リ ・ デバイ

ス

• 時間枠 2

すべての形式
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レポートの種類
1. 以下の選択肢があ り ます。 

[ メ デ ィ ア統

計 ]

media_stat
istics

検索条件に一致する メ

デ ィ アに関する統計情

報を表示し ます。 メ
デ ィ ア数、 ス ク ラ ッ

チ ・ メ デ ィ アの数、 [ 保

護 ]/[ 良好 ]/[ 普通 ]/[ 不

良 ] の各状態の メ デ ィ

アの数、 追加可能 メ

デ ィ アの数、 メ デ ィ ア

上の総スペース / 使用

中スペース / 空き ス

ペース を示し ます。

な し • 説明

• 位置

• プール名

• メ デ ィ アの

種類 (DDS
や DLT など

)

• ステータ ス

• 保護期限 1

• 時間枠 2

• ラ イブ ラ

リ ・ デバイ

ス

すべての形式

[ メ デ ィ アの

リ ス ト ]

media_list

指定し た検索条件に一

致するすべての メ デ ィ

アを表示し ます。 メ
デ ィ アご と に、 メ デ ィ

ア ID、 メ デ ィ ア ・ ラベ

ル、 メ デ ィ アの位置、

メ デ ィ アの状態、 メ

デ ィ ア保護、 使用中ス

ペース と 総スペース

(MB 単位 )、 メ デ ィ ア

が前回ア ク セス された

日時、 メ デ ィ ア ・ プー

ル、 および メ デ ィ アの

種類を示し ます。

な し • 説明

• 位置

• プール名

• メ デ ィ アの

種類 (DDS
や DLT など

)

• 条件

• 保護期限 1

• 時間枠 2

• ラ イブ ラ

リ ・ デバイ

ス

すべての形式

表 9-5 プールと メディアに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式
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レポートの種類
[ 設定し ない ]/[ 非保護 ]/[ 保護 ] ([ 保護 ] の場合は、 以下のサブオプシ ョ ン

があ り ます )。

レポー ト 時点からデータ保護期限が切れる までの残 り の日数、 または日数
指定な し。

2. メ デ ィ アをバッ ク ア ッ プに使用し た時間枠。

相対時間 : 初のパラ メ ータには時間枠の始点 ( レポー ト 開始時点から過去

にさ かのぼった時間数 ) を指定し、 2 番目のパラ メ ータには時間枠の終点 (
始点からの時間数 ) を指定し ます。

絶対時間 : 初のパラ メ ータには時間枠の始点 ( 日付 ) を指定し、 2 番目の

パラ メ ータには時間枠の終点 ( 日付 ) を指定し ます。

時間枠内のセッシ ョ ンに関するレポート

以下の表に、 Data Protector の時間枠内のセ ッ シ ョ ンに関する レポー ト につ

いて示し ます。 時間枠内のセ ッ シ ョ ンに関する レポー ト は、 特定の時刻に

実行されたバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに関する情報を提供し ます。 サポー

ト されている形式については、 「レポー ト の形式」 (431 ページ ) を参照し て

く だ さい。 

表 9-6 時間枠内のセッシ ョ ンに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式

[ バ ッ ク ア ッ

プ ・ セ ッ

シ ョ ンの リ

ス ト ]

list_sessi
ons

指定し た時間枠内の

すべてのセ ッ シ ョ ン

を表示し ます。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

[ セ ッ シ ョ

ン ・ フ ロー ]

session_fl
ow

検索条件に一致する

バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンのフ ロー ・

チャー ト です。 指定

し た時間枠に対応す

る各セ ッ シ ョ ンの継

続期間をグ ラ フ ィ ッ

ク表示し ます。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

HTML
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レポートの種類
[ デバイ ス ・

フ ロー ]

device_flo
w

検索条件に一致する

バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンのフ ロー ・

チャー ト です。 指定

し た時間枠に対応す

る各セ ッ シ ョ ンの継

続期間をグ ラ フ ィ ッ

ク表示し ます。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

HTML

[ 使用 メ デ ィ

ア ]

used_media

指定し た時間枠内の

バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンで使用された

メ デ ィ アを統計情報

と と もに表示し ま

す。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

[ ク ラ イ アン

ト 統計 ]

host_stati
stics

検索条件に一致する

ク ラ イ アン ト の リ ス

ト です。 ク ラ イ アン

ト と 、 各ク ラ イ アン

ト のバ ッ ク ア ッ プ ・

ステータ ス統計情報

を表示し ます。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

• ホス ト 名

すべての形式

[ バ ッ ク ア ッ

プ統計情報 ]

backup_
statistics

選択し た時間枠内の

バ ッ ク ア ッ プ ・ ス

テータ スに関する統

計情報を表示し ま

す。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

[ バ ッ ク ア ッ

プ ・ エ ラー ]

backup_err
ors

バ ッ ク ア ッ プ中に出

力された メ ッ セージ

を表示し ます。 メ ッ

セージはク ラ イ アン

ト 別に分類されま

す。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

• ホス ト 名

• メ ッ セージ ・

レベル

すべての形式

表 9-6 時間枠内のセッシ ョ ンに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式
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1. メ デ ィ アをバッ ク ア ッ プに使用し た時間枠。

相対時間 : 初のパラ メ ータには時間枠の始点 ( レポー ト 開始時点から過去

にさ かのぼった時間数 ) を指定し、 2 番目のパラ メ ータには時間枠の終点 (
始点からの時間数 ) を指定し ます。

絶対時間 : 初のパラ メ ータには時間枠の始点 ( 日付 ) を指定し、 2 番目の

パラ メ ータには時間枠の終点 ( 日付 ) を指定し ます。

単一セッシ ョ ンに関するレポート

以下の表に、 Data Protector の単一セ ッ シ ョ ンに関する レポー ト について示

し ます。 「レポー ト の形式」 (431 ページ ) を参照し て く ださい。 

[ 使用 メ デ ィ

アの拡張レ

ポー ト ]

used_media
_extended

選択し たセ ッ シ ョ ン

で使用されたすべて

の メ デ ィ アに関する

拡張情報を示し ま

す。

時間枠 1 • バ ッ ク ア ッ プ

仕様

• バ ッ ク ア ッ プ

仕様のグルー

プ

すべての形式

表 9-6 時間枠内のセッシ ョ ンに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な選択 サポート され

ている形式

表 9-7 単一セッシ ョ ンに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な

選択

サポート され

ている形式

単一セ ッ シ ョ ン

single_sessio
n

単一の Data Protector バッ

ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの

関連情報をすべて表示し

ます。

セ ッ シ ョ ン
ID

メ ッ セー

ジ ・ レベル

すべての形式

[ セ ッ シ ョ ン ・

オブジ ェ ク ト ]

session_objec
ts

選択し たセ ッ シ ョ ンに含

まれるすべてのバ ッ ク

ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト を

統計情報と と もに表示し

ます。

セ ッ シ ョ ン
ID

な し すべての形式
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レポートの形式

Data Protector のレポー ト はさ まざまな形式で作成でき ます。 

レポー ト を個別に表示する場合は Data Protector Manager に表示されるので、

レポー ト 形式を選択する必要はあ り ません。 

レポー ト を レポー ト ・ グループにま と めて、 特定のイベン ト の発生時に送
信し た り 、 ス ケジ ュールを設定し た り する場合は、 各レポー ト の形式や受
信者を指定する必要があ り ます。

選択可能なレポー ト 形式は、 以下の とお り です。

ASCII  テキス ト 形式でレポー ト を生成し ます。 

HTML  HTML 形式でレポー ト を生成し ます。 Web ブラ ウザを使

用し て表示する場合に便利です。 た と えば、 イ ン ト ラ

ネ ッ ト 上の リ ン ク を ク リ ッ ク し、 レポー ト を表示する こ
と によ って、 システムがバッ ク ア ッ プされたかど う かを
チェ ッ ク でき ます。

[ ク ラ イ アン ト

当た り のセ ッ

シ ョ ン ]

session_hosts

選択し たセ ッ シ ョ ンに含

まれる各ク ラ イ アン ト に

関する情報を示し ます。

[ 複数のレポー ト を作成

] オプシ ョ ンを使 う と 、

こ のレポー ト を複数のレ

ポー ト に分割し て ク ラ イ

アン ト ご と に 1 つずつ作

成でき ます。

セ ッ シ ョ ン
ID

メ ッ セー

ジ ・ レベル

すべての形式

[ セ ッ シ ョ ン ・

デバイ ス ]

session_devic
es

選択し たセ ッ シ ョ ンで使

用されたすべてのデバイ

スに関する情報を示し ま

す。

セ ッ シ ョ ン
ID

な し すべての形式

[ セ ッ シ ョ ン ・

メ デ ィ ア ]

session_media

選択し たセ ッ シ ョ ンで使

用されたすべての メ デ ィ

アに関する情報を示し ま

す。

セ ッ シ ョ ン
ID

な し すべての形式

表 9-7 単一セッシ ョ ンに関するレポート

レポー ト と
omnirpt

オプシ ョ ン

説明 必須選択項目 省略可能な

選択

サポート され

ている形式
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重要 Windows Cell Manager 上から電子 メ ールで HTML レポー ト を送信し た場合、

そのレポー ト がどのよ う に表示されるかは、 その メ ールを開 く メ ール ・ ク
ラ イ アン ト に依存し ます。 多 く の メ ール ・ ク ラ イ アン ト は、 レポー ト を

ASCII テキス ト 形式で表示し ます。 レポー ト を正し く HTML 形式で表示さ

せるには、 Web ブラ ウザで表示し て く だ さい。

シ ョ ー ト   も重要な情報だけを短 く 要約し たレポー ト をテキス ト
形式で生成し ます。 ブロード キ ャ ス ト ・ メ ッ セージに適

し ています。

タブ  フ ィ ール ド を タブで区切った形式のレポー ト を生成し ま
す。 

ヒン ト タブ形式は、 レポー ト を別のアプ リ ケーシ ョ ン (Microsoft Excel など ) やス

ク リ プ ト にイ ンポー ト し て、 詳し く 分析する場合に適し ています。

以下のコマン ド を実行する と、 過去 24 時間以内に使用された メ デ ィ アの リ

ス ト が Microsoft Excel の表形式で生成されます。

omnirpt -report used_media -timeframe 24 24 -log 
used_media.xls -tab
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レポートの送信方法

レポートの送信方法 レポー ト は、 以下に示すさ まざ まな方法で送信でき ます。

• 電子 メ ールによ る送信

• ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージによ る送信

• SNMP によ る送信

• 外部ス ク リ プ ト によ る送信

• ロ グ ・ フ ァ イルによ る送信

以下の項では、 各送信方法について詳し く 説明し ます。

電子メールによる送信

電子 メ ール送信機能を使用する と、 レポー ト の出力結果を電子 メ ールで送
受信でき ます。

制限事項 オペレーテ ィ ング ・ システムの制限によ り 、 異な る ロ ケールを使用する
UNIX システム間でローカ ラ イ ズ された電子 メ ール通知 / レポー ト が送受信

された場合、 通知 / レポー ト 内の国際文字が正し く 表示されない場合があ

り ます。

Windows 上で HTML 電子 メ ール ・ レポー ト がどのよ う に表示されるかは、

電子 メ ール ・ ク ラ イ アン ト の設定に依存し ます。 多 く の電子 メ ール ・ ク ラ

イ アン ト は、 レポー ト を ASCII テキス ト で表示し ます。 レポー ト を正し く

HTML 形式で表示させるには、 Web ブラ ウザで表示し て く だ さい。

Windows における

必要条件

Windows システムから レポー ト の出力結果を電子 メ ールで送信するには、

メ ール ・ プロ フ ァ イルがなければな り ません。 既存のプロ フ ァ イルを使用
するか、 Data Protector と い う 名前の新しい メ ール ・ プロ フ ァ イルを作成し て

く だ さい。

既存の メ ール ・ プロ フ ァ イルを使用するには、 Data Protector omnirc フ ァ

イルに次の行を追加し て く ださい。

OB2_MAPIPROFILE=<existing_MAPI_profile_name>

omnirc フ ァ イルの詳細は、 「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ ) を参

照し て く だ さい。
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Data Protector
メール ・ プロファイ
ルの作成

Microsoft Outlook 2002 がイ ン ス ト ールされた Windows 2000 システム上で

Data Protector と い う 名前の新しい メ ール ・ プロ フ ァ イルを作成するには、 以

下の手順を実行し ます。

1. Windowsの[コン ト ロール パネル]の[メール]ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク

し ます。

[ メール設定 - Outlook] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

2. [プロフ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

[ メール ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

3. [追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

 [新しいプロフ ァ イル ] ダイ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

4. [ プロ フ ァ イル名 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに Data Protector と 入力し、[OK]

を ク リ ッ クする と、 [ 電子 メ ール ・ アカ ウ ン ト ・ ウ ィ ザード ] が起動さ

れます。

5. [新しい電子 メ ール アカ ウ ン ト の追加]を選択し て[次へ]を ク リ ッ ク し

ます。

6. [ サーバーの種類 ] ページで、[Microsoft Exchange Server] を選

択し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

7. [Exchange Server の設定 ] ページで、ローカルの Microsoft Exchange 
Server システムの名前 と ユーザー名を入力し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

8. [完了 ] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザー ド を終了し ます。

[ メール ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スに、 システムに設定されている他のプ

ロ フ ァ イル と と も に Data Protector プロ フ ァ イルが表示されます。

UNIX システムの場合、 特別な構成は必要あ り ません。

ブロードキャスト ・ メ ッセージによる送信

ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージによ る送信では、 ブロード キ ャ ス ト ・ メ ッ
セージ ( レポー ト の出力結果を含む ) を指定し たシステムに送信し ます。
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ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージを Windows システムへ送信するには、 送信

先のシステムを指定する必要があ り ます。 ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージ

の長さには制限があ る ため、 [ シ ョ ー ト ]形式を使用する こ と をお勧めし

ます。 レポー ト の文字数の上限は 1000 文字です。

ログ ・ ファイルによる送信

ロ グ ・ フ ァ イルによ る送信では、 ロ グ ・ フ ァ イル ( レポー ト の出力結果を

含む ) を指定し たフ ァ イルに出力し ます。

ロ グ ・ フ ァ イルは、 Cell Manager システムへ送信されます。 レポー ト の送信

先 と なる フ ァ イルの名前を指定し て く ださい。 同じ名前のフ ァ イルが存在

する場合は、 既存のフ ァ イルが上書き されます。

SNMP による送信

SNMP によ る送信では、 レポー ト の出力結果を SNMP ト ラ ッ プ と し て送信

する こ と ができ ます。 この SNMP ト ラ ッ プは、 SNMP ト ラ ッ プをサポー ト

し ている アプ リ ケーシ ョ ンで処理する こ と ができ ます。

注記 UNIX Cell Manager では、 通知で構成されたシステムに対し て SNMP ト

ラ ッ プが送信されます。

Windows Cell Manager では、 Windows の SNMP ト ラ ッ プの構成で設定され

ている システムに SNMP ト ラ ッ プが送信されます。 

Windows 以下の手順に従って、 Windows の SNMP ト ラ ッ プを構成し ます。

1. <Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ からomnisnmp.exeコマ

ン ド を実行し ます。 
システム ・ レジス ト リ の次の場所に適切な Data Protector エン ト リ が作

成されます。 
CurrentControlSet\Services\SNMP\Parameters\
ExtensionAgents

2. Cell Manager 上で [ 設定 ] を ク リ ッ ク し た後、[ ネ ッ ト ワーク と ダ イヤル

ア ッ プの接続 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [高度] メ ニューの[オプシ ョ ン ネ ッ ト ワーク コ ンポーネン ト ]を選択
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し て ウ ィ ザー ド を起動し ます。

4. ウ ィ ザード で[管理 と監視]ツールを選択し、[次へ]を ク リ ッ ク し ます。

5. ウ ィ ザード の指示に従って、 管理ツール と 監視ツールを イ ン ス ト ールし

ます。

6. [ コ ン ト ロール パネル ]、[管理ツール ]、[ サービ ス ] を順に開き ます。

7. [SNMP Service] を右ク リ ッ ク し て、 [プロパテ ィ ] を選択し ます。

a. [ ト ラ ップ ] タブを選択し ます。[ コ ミ ュニテ ィ名 ] テキ ス ト ・ボ ッ ク

スに public と 入力し、 [ ト ラ ップ送信先 ] テキ ス ト ・ ボ ッ ク スに

VPO Management Server のホ ス ト 名を入力し ます。

b. [ セキ ュ リ テ ィ ] タブを選択し ます。 [ 認証コ ミ ュ ニテ ィ 名 ] の下で

public コ ミ ュニテ ィ ( デフ ォル ト 値 ) を選択し、 [ 編集 ] を ク リ ッ

ク し て [ コ ミ ュニテ ィ 権限 ] を READ CREATE に設定し ます。 

c. 設定を確認し ます。

8. omnisnmp を起動し ます。

外部スクリプ トによる送信

外部ス ク リ プ ト によ る送信では、 レポー ト の出力をユーザー独自のス ク リ
プ ト で処理でき ます。 ス ク リ プ ト は、 出力を標準入力 (STDIN) と し て受け

取 り ます。 ス ク リ プ ト の処理に推奨される形式はタブ形式です。

ス ク リ プ ト が Cell Manager システムにあ る場合は、 /opt/omni/lbinデ ィ

レ ク ト リ (UNIX システムの場合 ) または <Data_Protector_home>\bin

デ ィ レ ク ト リ (Windows システムの場合 ) に置 く 必要があ り ます。 この場合

ス ク リ プ ト 名のみを指定し、 パス全体を指定する必要はあ り ません。

Windows システム上で外部ス ク リ プ ト に使用でき る拡張子は、 .bat、

.exe、 および .cmd のみであ る点に注意し て く だ さい。 サポー ト 対象外の

拡張子 (.vbs など ) を持つ外部ス ク リ プ ト を実行するには、 そのス ク リ プ

ト を開始するバッ チ ・ フ ァ イル (.bat) を作成し ます。 このバ ッ チ ・ フ ァ イ

ルを外部ス ク リ プ ト と し て実行する よ う Data Protector を構成する と、 この

フ ァ イルによ り 、 サポー ト 対象外の拡張子を持つス ク リ プ ト が開始されま
す。
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ヒン ト 指定し た メ デ ィ アの取 り 出し を ス ケジ ュールに基づいて実行する場合に も、
この送信方法を使用でき ます。 詳し く は、 「ス ケジ ュールに基づいた メ デ ィ
アの取 り 出し」 （197 ページ ) を参照し て く だ さい。
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Data Protector GUI を使用したレポートの構成

本項では、 Data Protector GUI を使って Data Protector レポー ト を構成する方

法について説明し ます。

注記 レポー ト の出力に入力パラ メ ータ ( 選択項目 ) を表示するには、 [ レポート

] ウ ィ ザー ド で [ レポート に選択条件を表示 ] オプシ ョ ンを選択し ます。 た
だし このオプシ ョ ンは、 必須、 省略可能と も に入力パラ メ ータ ( 選択項目 )
がないレポー ト では使用でき ません。 レポー ト の出力には、 デフ ォル ト 値

が変更された必須パラ メ ータ と省略可能パラ メ ータのみが表示されます。

レポート ・ グループの構成とレポートの追加

レポート ・ グループ Data Protector レポー ト は、 個別に ( 対話形式で ) 実行する こ と も、 レポー

ト ・ グループにま と めて、 レポー ト ・ グループ と し て開始する こ と も でき
ます。 個々のレポー ト を構成済みのレポー ト ・ グループに追加でき ます。

Data Protector GUI では、 レポー ト ・ グループで以下を行えます。

• すべてのレポー ト を同時に ( 対話形式で ) 開始する。 

• グループが特定の時間にレポー ト を開始する よ う にス ケジ ュールを設定

する。

• 通知の際にグループを起動する。

例 以下にレポー ト の利用例を示し ます。

• バッ ク ア ッ プ ・ オペレータが、 前日の夜間に行われたバッ ク ア ッ プのス

テータ スに関する電子 メ ールを受け取る必要があ る。

• 特定の部署の管理者が、 管轄のシステムのバ ッ ク ア ッ プに関するブロー

ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージを受け取る必要があ る。 

• データ を タブで区切ったフル ・ レポー ト を ロ グ ・ フ ァ イル と し て送信

し、 バ ッ ク ア ッ プ統計を記録する アプ リ ケーシ ョ ンで使用する。
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管理者はレポー ト ・ グループを構成し て、 上記のそれぞれの要求に対し て
個別のレポー ト を追加し ます。 このレポー ト ・ グループが早朝に実行され

る よ う ス ケジュールを設定する と、 受信者全員が仕事を開始する前にレ
ポー ト を受け取れます。

注記 [ マウ ン ト 要求 ] レポー ト と [ デバイ ス ・ エ ラー ] レポー ト は、 対話型レ

ポー ト と し ては使用できず、 レポー ト ・ グループでのみ使用でき ます。

以下の手順に従って、 レポー ト ・ グループを構成し ます。

1. [Data Protector Manager] で、 [ レポー ト ] コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンの下の [オブジェ ク ト ] タブを ク リ ッ ク し て、[ オブジェ ク

ト ] を表示し ます。

3. [ レポー ト ] を右ク リ ッ ク し て、[ レポート ・グループの追加 ] を選択し ま

す。 [ レポー ト ・ グループの追加 ] ウ ィ ザード が表示されます。

ウ ィ ザード の指示に従って く だ さい。 手順は以下の とお り です。

a. レポー ト ・ グループに名前を付けます。

b. 必要な場合は、 グループの開始時刻のス ケジ ュールを設定し ます。 
ス ケジューラの使用方法の詳細については、 「無人バッ ク ア ッ プのス
ケジ ュール」 （269 ページ ) を参照し て く ださい。

c. グループ用のレポー ト を選択し て構成し ます。 各レポー ト ご と に、 レ
ポー ト 送信時に使用する形式、 各レポー ト の受信者、 送信方法を構
成し ます。 レポー ト の種類の詳細については、 「レポー ト の形式」 
(431 ページ ) を参照し て く ださい。 送信手段の詳細については、

「Data Protector 通知」 (445 ページ ) を参照し て く ださい。

重要 Windows Cell Manager 上から電子 メ ールで HTML レポー ト を送信し た場合、

そのレポー ト がどのよ う に表示されるかは、 その メ ールを開 く メ ール ・ ク
ラ イ アン ト に依存し ます。 多 く の メ ール ・ ク ラ イ アン ト は、 レポー ト を

ASCII テキス ト 形式で表示し ます。 レポー ト を正し く HTML 形式で表示さ

せるには、 Web ブラ ウザで表示し て く だ さい。
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注記 通知によ ってレポー ト ・ グループを ト リ ガするには、 まずレポー ト ・ グ
ループを構成し、 レポート ・ グループによ る送信を行 う 通知を構成し ます。

4. レポー ト ・ グループが作成され、 Scoping ペイ ンに表示されます。

5. グループに複数のレポー ト を追加するには、 グループを右ク リ ッ ク し

て、 [ レポー ト の追加 ] を選択し ます。
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Data Protector GUI を使用したレポートおよびレ

ポート ・ グループの実行

Data Protector のレポー ト は、 個別に実行する こ と も、 レポー ト ・ グループ

と し てま と めて実行する こ と も でき ます。

個別レポートの実行

各レポー ト を個別に実行するには、 以下の手順を行います。

1. [Data Protector Manager] で、 [ レポー ト ] コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scopingペイ ンの下の[タ ス ク ]タブを ク リ ッ ク し て、[ タ ス ク ] コ ンテキス

ト を選択し ます。 表示されたレポー ト をブラ ウズ し て、 目的のレポー ト
を選択し ます。

3. [ レポー ト ] ウ ィ ザー ド に従って、 レポー ト を構成し て実行し ます。 

レポート ・ グループの実行

構成済みのレポー ト ・ グループを実行するには、 以下の手順を行います。

1. [Data Protector Manager] で、 [ レポー ト ] コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで、 レポー ト ・ グループの リ ス ト をブラ ウズ し、 目的の

レポー ト ・ グループを右ク リ ッ ク し て、 [開始 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [はい ] を ク リ ッ ク し て処理を実行し ます。
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コマンド行インタフェースを使用したレポートおよび

レポート ・ グループの実行

Data Protector のレポー ト は、 コマン ド行イ ン タ フ ェース を使って作成でき

ます。 コマン ド行イ ン タ フ ェース を使って、 使用中の別の構成ス ク リ プ ト
に Data Protector のレポー ト を挿入でき ます。 また、 コマン ド行イ ン タ

フ ェースから、 個別のレポー ト 作成、 レポー ト ・ グループの実行、 レポー
ト 形式や送信方法の定義を行えます。

レポー ト を作成するには omnirpt コマン ド を使用し ます。 このコマン ド の

詳細については omnirpt の man ページを参照し て く だ さい。

omnirpt の使用例を以下に示し ます。

omnirpt -rptgroup <ReportGroup>

<ReportGroup> と い う 名前のレポー ト ・ グループを実行し ます。 

注記 Data Protector コマン ド行イ ン タ フ ェース を使ってレポー ト ・ グループを実

行する前に、 まず Data Protector GUI または Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース

を使ってレポー ト ・ グループを構成する必要があ り ます。

omnirpt -report host -host <Hostname> -html

<HostName> で指定し たシステムの ク ラ イ アン ト ・ バッ ク ア ッ プ ・ レポー

ト が HTML 形式で作成されます。

重要 Windows Cell Manager 上から電子 メ ールで HTML レポー ト を送信し た場合、

そのレポー ト がどのよ う に表示されるかは、 その メ ールを開 く メ ール ・ ク
ラ イ アン ト に依存し ます。 多 く の メ ール ・ ク ラ イ アン ト は、 レポー ト を

ASCII テキス ト 形式で表示し ます。 レポー ト を正し く HTML 形式で表示さ

せるには、 Web ブラ ウザで表示し て く だ さい。

例 1 以下のコマン ド によ り 、 過去 24 時間以内のセ ッ シ ョ ン ・ フ ロー ・ レポー ト

が作成され、 図 9-3 (443 ページ ) に示す と お り HTML 形式のフ ァ イルに記

録されます。
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omnirpt -report session_flow -timeframe 24 24 -log 
session_flow.html -html

図 9-3 セッシ ョ ン ・ フロー ・ レポート

例 2 以下のコマン ド によ り 、 [ 不良 ] 状態にあ る メ デ ィ アの メ デ ィ ア統計レポー

ト が作成され、 図 9-4 (443 ページ ) に示すと お り ASCII 形式のフ ァ イルに

記録されます。

omnirpt -report media_statistics -status poor -log 
media_statistics.txt -ascii

図 9-4 メディア統計レポート

例 3 以下のコマン ド によ り 、 過去 24 時間以内のデバイ ス ・ フ ロー ・ レポー ト が

作成され、 図 9-5 (444 ページ ) に示す と お り HTML 形式の電子 メ ールで送

信されます。
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omnirpt -report device_flow -timeframe 24 24 -email 
ulmo@outersea.ea -html

図 9-5 デバイス ・ フロー ・ レポート
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Data Protector 通知

通知とは Data Protector の通知機能を使用する と、 特定のイベン ト の発生時に通知を

受信でき ます。 た と えば、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン完了時に、 セ ッ シ ョ

ンのステータ スに関する電子 メ ールを受信でき ます。

通知の際にレポー ト が ト リ ガ される よ う 設定でき ます。 Data Protector のレ

ポー ト に関する詳細は、 「Data Protector レポー ト 」 （417 ページ ) を参照し て

く だ さい。

注記 Data Protector の通知機能にア ク セスでき るのは、 Admin グループに所属す

る Data Protector ユーザー、 およびレポート 、 通知、 イベン ト ・ ログのユー

ザー権限を付与された Data Protector ユーザーだけです。 Data Protector の

ユーザー と ユーザー ・ グループの詳細は、 「ユーザー と ユーザー ・ グループ
の 構成」 （135 ページ ) を参照し て く ださい。

通知の構成 通知は、 Data Protector のユーザー ・ イ ン タ フ ェース または Java 対応の任意

の Web ブラ ウザで構成でき ます。 

通知は、 入力パラ メ ータ を構成する こ と によ ってカ ス タマ イ ズでき ます。

どの通知に も共通する入力パラ メ ータ を以下に示し ます。

• [ 名前 ] - 通知の名前。

• [ メ ッ セージ・レベル ] - デフ ォル ト 値は通知の種類によ って異な り ます。 
各通知のデフ ォル ト 値を下表に示し ます。

• [ 送信方法 ] - デフ ォル ト 値は Data Protector イベン ト ・ ロ グ。

通知の種類

通知は、 以下の 2 種類に大別でき ます。

• イベン ト の発生時に ト リ ガ される通知 :

— [ 警告 ]

— [ バ ッ ク ア ッ プ ・ エ ラー ]
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— デバイ ス ・ エ ラー

— [ セ ッ シ ョ ンの 後 ]

— [IDB の破損 ]

— [ メ ールス ロ ッ ト 満量 ]

— マウ ン ト 要求

• Data Protectorのチェ ッ ク /保守機構によ り スケジ ュール設定および開始さ

れる通知 :

— [ 健全性チェ ッ ク の失敗 ]

— [IDB の削除必要 ]

— [IDB のスペース不足 ]

— [IDB テーブル ・ スペースのスペース不足 ]

— [ ラ イセン ス警告 ]

— [ ラ イセン ス期限切れ ]

— [ フ リ ー ・ メ デ ィ ア不足 ]

— [ 予期し ないイベン ト ]

— [ ユーザー ・ チェ ッ ク の失敗 ]

Data Protector のチェ ッ ク と保守機構の詳細は、 「Data Protector のチェ ッ ク /
保守機構」 （757 ページ ) を参照し て く ださい。

表 9-8 Data Protector 通知

名前 省略可能な入力  
パラ メ ータ

デフ ォル ト の メ ッ

セージ ・ レベルお

よび省略可能な入

力パラ メ ータのデ

フ ォル ト 値

表示される メ ッ セージ

[IDB の破損 ] な し • [ 致命的 ] 内部データベースの

<DB_part> 部分に損傷が見

つか り ま し た

<error_message>。
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[バックアップ・

エラー]
[ シングル ・ メ ッ

セージ ・ レベル ] (<
任意 >、 [ 警告 ]、 [
軽度 ]、 [ 重度 ]、 [
致命的 ]、 [ 正常 ]) 
－ 指定し たレベル

以上の Data 
Protector メ ッ セージ

だけが こ の通知を

ト リ ガ し ます。

• [ 重度 ]

• [ 重度 ]

バッ ク ア ッ プ仕様

<backup_spec> のバ ッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン

<session_ID> にエラーが

あ り ます : 
<number_of_errors>

[ 予期し ない

イベン ト ]
[ イベン ト 数 ] ( こ の

通知を ト リ ガする

Data Protector イベ

ン ト ・ ロ グ内のイ

ベン ト 数の し きい

値 )

• [ 警告 ]

• 20

昨日 <Number of Events>

個の予期し ないイベン ト が発

生し たため、 Data Protector イ

ベン ト ・ ロ グが増大し ま し

た。

[ 健全性

チェ ッ ク の

失敗 ]

な し [ 致命的 ] 健全性チェ ッ ク ・ メ ッ セージ
: <healthcheck_command>
が失敗し ま し た。

HealthCheck.log フ ァ イルを確

認し て く だ さ い。

[ ユーザー ・

チェ ッ ク の

失敗 ]

[ コマン ド ・ パス ] • [ 重度 ]

• な し

ユーザー ・ チェ ッ ク が失敗し

ま し た。 終了コード : 
<error_code>:<error_de
scription>

[ セ ッ シ ョ ン

の 後 ]
• [ データ リ ス ト ]

• [ セ ッ シ ョ ン ・

ステータ ス ]

• [ 警告 ]

• ［すべて］

• [ 完了し ま し た

が、 エラーが

発生し ていま

す ]

バッ ク ア ッ プ仕様

<Datalist> のセ ッ シ ョ ン

<session_ID> が包括的な

ステータ ス <Session 

Status> で終了し ま し た。

デバイ ス ・

エラー

[ デバイ ス ] • [ 致命的 ]

• < 任意 >

デバイ ス <Device> にエ ラー

が発生し ま し た。

表 9-8 Data Protector 通知

名前 省略可能な入力  
パラ メ ータ

デフ ォル ト の メ ッ

セージ ・ レベルお

よび省略可能な入

力パラ メ ータのデ

フ ォル ト 値

表示される メ ッ セージ
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[IDB の

スペース不足]
• [filenames.dat の

大サ イ ズ ] 
(MB)

• [ 内部データ

ベース用に使用

可能なデ ィ ス

ク ・ スペース ] 
(MB)

• [DCBF のサ イ ズ

制限 ] (MB)

• [ 重度 ]

• 250 MB

• 50 MB

• 250 MB

内部データベースのスペース

が不足し ています。

[IDBテーブル・

スペースの

スペース不足]

[ テーブルスペース

使用率のし きい値 ] 
(%)

• [ 重度 ]

• 85%

テーブルスペース

<Tablespace_name> が不

足し ています。

[IDB の削除

必要 ]
• [ 終削除日か

らの日数 ] ( 単

位 : 日 )

• [ フ ァ イル名数

の推定値 ] ( 単

位 :100 万 )

• [推定削除時刻 ] 
( 単位 : 分 )

• [ フ ァ イル名数 ] 
( 単位 :100 万 )

• [ 警告 ]

• 180 日

• 600 万

• 120 分

• 1 億

内部データベースに対し て、

フ ァ イル名の削除を実行する

必要があ り ます

[マウント 要求] [ デバイ ス ] • [ 警告 ]

• < 任意 >

デバイ ス <Device> に対する

マウ ン ト 要求

表 9-8 Data Protector 通知

名前 省略可能な入力  
パラ メ ータ

デフ ォル ト の メ ッ

セージ ・ レベルお

よび省略可能な入

力パラ メ ータのデ

フ ォル ト 値

表示される メ ッ セージ
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通知に関する説明

[ 警告 ]  [ 警告 ] 通知は、 Data Protector の内部の状態によ って ト リ ガ された

Data Protector の重要な メ ッ セージを表示し ます。

[IDB の削除必要 ]  デフ ォル ト では、 Data Protector はチェ ッ ク / 保守機構の

一環 と し て 1 日 1 回 IDB の削除が必要かど う かをチェ ッ ク し、 以下の条件

が成立し た場合に通知を ト リ ガ し ます。

[ フ リ ー ・

メ ディ ア不足]
• [ メ デ ィ ア ・

プール ]

• [ フ リ ー ・ メ

デ ィ ア数 ] ( こ

の通知を ト リ ガ

する フ リ ー ・ メ

デ ィ アの 小数

のし きい値 )

• [ 警告 ]

• < 任意 >

• 2

メ デ ィ ア ・ プール <Media 

Pool> には

<number_of_media> フ

リ ー ・ メ デ ィ ア しかあ り ませ

ん。

[ メ ール

スロット 満量]
• [ デバイ ス ] • [ 警告 ]

• < 任意 >

ラ イブ ラ リ <Device> のすべ

ての メ ールス ロ ッ ト がいっぱ

いです。 直ちに メ デ ィ アを取

り 出し て く だ さ い。

[ ラ イセン ス

警告 ]
な し • [ 警告 ] <name of the license>

と い う カテゴ リ の ラ イ セン ス

を <n> 個購入する必要があ り

ます。 詳細は、 omnicc 
-check_licenses 

-detail を実行し て確認し

て く だ さ い。

[ ラ イセン ス

期限切れ ]
[ ラ イ セン スの有効

期限 ]
• [ 警告 ]

• 10

初に取得し た ラ イセン スは

あ と <License expires 

in days> 日で期限切れにな

り ます。

[ 警告 ] な し • [ 警告 ] 警告 : <Alarm_message> 

表 9-8 Data Protector 通知

名前 省略可能な入力  
パラ メ ータ

デフ ォル ト の メ ッ

セージ ・ レベルお

よび省略可能な入

力パラ メ ータのデ

フ ォル ト 値

表示される メ ッ セージ
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• セル内のいずれかの Data Protector ク ラ イ アン ト で、前回 IDB から フ ァ イ

ル名を削除し た時点からの経過日数が < 終削除日からの日数 >入力パ

ラ メ ータ ( 単位 : 日 ) の値を超過し、 なおかつ以下の内少な く と も 1 つ

の条件が成立し た場合。

— 削除の対象 と な る フ ァ イル名レ コード の数が<フ ァ イル名数の推定値

> 入力パラ メ ータ ( 単位 :100 万 ) の値よ り 大きい。

— 削除を完了する までに<推定削除時刻>秒以上の時間が必要 と推測さ

れる。

• IDB内のフ ァ イル名の数が<フ ァ イル名数>入力パラ メ ータ (単位 :100万)
の値を超えている場合。

Data Protector のチェ ッ ク と保守機構の詳細は、 「Data Protector のチェ ッ ク /
保守機構」 （757 ページ ) を参照し て く ださい。

[IDB のスペース不足 ]  デフ ォル ト では、 Data Protector は 1 日 1 回 IDB の

スペースが不足し ていないかをチェ ッ ク し、 CDB 拡張フ ァ イル用に割 り 当

て られたスペースが不足し た り 、 IDB が所属するデ ィ ス ク のデ ィ ス ク ・ ス

ペースが不足し た り 、 またはすべての DC デ ィ レ ク ト リ 用に割 り 当て られ

たスペースが不足する場合に通知を ト リ ガ し ます。 つま り 、 以下のいずれ

かの条件が成立し た場合に通知が ト リ ガ されます。

• すべてのCDB拡張フ ァ イルの 大サイ ズ (全CDB拡張フ ァ イルの 大サ

イ ズの合計 ) と すべての CDB 拡張フ ァ イルの現在のサイ ズの差が、

<filenames.dat の 大サイ ズ ( 単位 :MB)> 入力パラ メ ータの設定

値未満になった場合。

• IDB が所属する任意のデ ィ ス ク で、 使用可能なデ ィ ス ク ・ スペースが <

内部データベース用に使用可能なデ ィ ス ク ・ スペース ( 単位 :MB)> 入

力パラ メ ータの設定値未満になった場合。

• すべてのDCデ ィ レ ク ト リ の 大サイ ズ と すべてのDCデ ィ レ ク ト リ の現

在のサイ ズの差が、 <DCBF のサイ ズ制限 ( 単位 :MB)> 入力パラ メ ータ

の設定値未満になった場合。

Data Protector のチェ ッ ク と保守機構の詳細は、 「Data Protector のチェ ッ ク /
保守機構」 （757 ページ ) を参照し て く ださい。

[IDB テーブル ・ スペースのスペース不足 ]  デフ ォル ト では、 Data Protector
はチェ ッ ク / 保守機構の一環 と し て 1 日 1 回 IDB のテーブルスペースが不

足し てないかをチェ ッ ク し、 いずれかのテーブルスペースに割 り 当て られ
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たスペースが不足し ている場合に通知を ト リ ガし ます。 デフ ォル ト では、

割 り 当て られたスペースの 85% が使用された と きにこ の通知を ト リ ガし ま

す。

[ 健全性チェ ックの失敗 ]  Data Protector はチェ ッ ク / 保守機構の一環 と し

て、 デフ ォル ト では 1 日 1 回健全性のチェ ッ ク を行います。 健全性の

チェ ッ ク では、 omnihealthcheck コマン ド が起動され、

omnihealthcheck コマン ド が失敗し た場合に通知が ト リ ガ されます。 
omnihealthcheck コマン ド の詳細については、 omnihealthcheck の man
ページを参照し て く ださい。 omnihealthcheck コマン ド は、 以下について

チェ ッ ク し ます。

• Data Protector サービ ス (rds、 crs、 mmd、 omnitrig、 および

OmniInet) がア ク テ ィ ブになっているか。

• メ デ ィ ア管理データベースの整合性が維持されているかど う か。

• IDBのバ ッ ク ア ッ プが1つ以上存在するか。 終了コー ド が0以外の場合は、

失敗し たチェ ッ ク があ る と い う こ と を示し ます。

このコマン ド の終了コー ド が 0 (OK) にな るのは、 上の 3 つのチェ ッ ク がす

べて正し く 終了し ている場合だけです ( つま り 、 すべてのチェ ッ ク の終了

コー ド が 0 になった場合 )。 終了コード が 0 以外の場合は、 チェ ッ ク に失敗

し た こ と を意味し ます。 終了コード の詳細については、

omnihealthcheckman ページを参照し て く ださい。

[ ユーザー ・ チェ ックの失敗 ]  デフ ォル ト では、 Data Protector は 1 日 1 回

ユーザー ・ チェ ッ ク を行います。 ユーザー ・ チェ ッ ク では、

<script/command pathname>入力パラ メ ータ と し て指定されている ス ク

リ プ ト またはコマン ド が実行されます。 HP-UX の場合は /opt/omni/lbin

デ ィ レ ク ト リ 、 Windows の場合はアプ リ ケーシ ョ ン ・ システムの

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ でス ク リ プ ト / コマン ド を

作成し て、 こ こにフ ァ イル名を入力し ます。 ス ク リ プ ト / コマン ド が 0 以外

の値を返し て終了し た場合に通知が ト リ ガ されます。

[ ユーザー ・ チェ ッ ク の失敗 ] 通知の詳細については、 「[ ユーザー ・ チェ ッ

ク の失敗 ] 通知」 （758 ページ ) を参照し て く ださい。

[ セッシ ョ ンの起動 ]  この通知は、 <データ リ ス ト >入力パラ メ ータに指定

されたバッ ク ア ッ プ仕様の Data Protector セ ッ シ ョ ンが、 <セッシ ョ ン ・ ス

テータ ス >入力パラ メ ータに指定されたステータ スで開始し た場合に ト リ
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ガ されます。 デフ ォル ト 値は [ バッ ク ア ッ プ仕様 <Datalist> 、 バッ ク

ア ッ プ ・ グループ <BackupGroup>のセッシ ョ ン <Session_ID> が開始さ

れま し た。 ] です。

[ セッシ ョ ンの完了 ]  この通知は、 <データ リ ス ト >入力パラ メ ータに指定

されたバッ ク ア ッ プ仕様の Data Protector セ ッ シ ョ ンが、 <セッシ ョ ン ・ ス

テータ ス >入力パラ メ ータに指定されたステータ スで終了し た場合に ト リ

ガ されます。 デフ ォル ト 値は [ 完了し ま し たが、 エラーが発生し ています。

] です。

通知の送信方法

通知は、 以下に示すさ まざ まな方法で送信でき ます。

• 電子 メ ールによ る送信

• ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージによ る送信

• SNMP によ る送信

• 外部ス ク リ プ ト によ る送信

• ロ グ ・ フ ァ イルによ る送信

• レポー ト ・ グループによ る送信

• Data Protector イベン ト ・ ロ グによ る送信

注記 デフ ォル ト では、 すべての通知が Data Protector イベン ト ・ ロ グに送信され

る よ う に構成されています。 他の送信方法で も通知を送信し たい場合は、

通知の構成を追加する必要があ り ます。

電子メールによる送信

指定し た イベン ト の発生時に、 希望する情報を電子 メ ールで受信でき ます。

Windows における

必要条件

Windows システムから電子 メ ール通知を送信するには、 メ ール ・ プロ フ ァ

イルがなければな り ません。 既存のプロ フ ァ イルを使用するか、 Data 
Protector と い う 名前の新しい メ ール ・ プロ フ ァ イルを作成し て く ださい。

既存の メ ール ・ プロ フ ァ イルを使用するには、 Data Protector omnirc フ ァ

イルに次の行を追加し て く ださい。
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OB2_MAPIPROFILE=<existing_MAPI_profile_name>

omnirc フ ァ イルの詳細は、 「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ ) を参

照し て く だ さい。

Data Protector
メール ・ プロファイ
ルの作成

Microsoft Outlook 2002 がイ ン ス ト ールされた Windows 2000 システム上で

Data Protector と い う 名前の新しい メ ール ・ プロ フ ァ イルを作成するには、

以下の手順を実行し ます。

1. Windowsの[コン ト ロール パネル]の[メール]ア イ コ ンをダブルク リ ッ ク

し ます。

[ メール設定 － Outlook] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

2. [プロフ ァ イル ] を ク リ ッ ク し ます。

[ メール ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

3. [追加 ] を ク リ ッ ク し ます。

 [新しいプロフ ァ イル ] ダイ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

4. [ プロ フ ァ イル名 ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに Data Protector と 入力し、[OK]

を ク リ ッ クする と、 [ 電子 メ ール ・ アカ ウ ン ト ・ ウ ィ ザード ] が起動さ

れます。

5. [新しい電子 メ ール アカ ウ ン ト の追加]を選択し て[次へ]を ク リ ッ ク し

ます。

6. [ サーバーの種類 ] ページで、[Microsoft Exchange Server] を選

択し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

7. [Exchange Server の設定 ] ページで、ローカルの Microsoft Exchange 
Server システムの名前 と ユーザー名を入力し、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ま

す。

8. [完了 ] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザー ド を終了し ます。

[ メール ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スに、 システムに設定されている他のプ

ロ フ ァ イル と と も に Data Protector プロ フ ァ イルが表示されます。

UNIX システムの場合、 特別な構成は必要あ り ません。

ブロードキャス ト ・ メ ッセージによる送信

ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージによ る通知では、 指定し た イベン ト が発生
し た時にシステムにブロード キ ャ ス ト ・ メ ッ セージを送信でき ます。
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ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージを Windows システムへ送信するには、 送信

先のシステムを指定する必要があ り ます。 ブロー ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージ

の長さには制限があ る ため、 [ シ ョ ー ト ]形式を使用する こ と をお勧めし

ます。 レポー ト の文字数の上限は 1000 文字です。

ログ ・ ファイルによる送信

指定し た イベン ト の発生時に、 希望する情報を ロ グ ・ フ ァ イル と し て送信
でき ます。 

ロ グ ・ フ ァ イルは、 Cell Manager システムへ送信されます。 レポー ト の送信

先 と なる フ ァ イルの名前を指定し て く ださい。

SNMP による送信

指定し た イベン ト の発生時に、 希望する情報を SNMP ト ラ ッ プ と し て送信

でき ます。 この SNMP ト ラ ッ プは、 SNMP ト ラ ッ プをサポー ト し ている ア

プ リ ケーシ ョ ンで処理する こ と ができ ます。

注記 UNIX Cell Manager では、 通知で構成されたシステムに対し て SNMP ト

ラ ッ プが送信されます。

Windows Cell Manager では、 Windows の SNMP ト ラ ッ プの構成で設定され

ている システムに SNMP ト ラ ッ プが送信されます。 

Windows 以下の手順に従って、 Windows の SNMP ト ラ ッ プを構成し ます。

1. Cell Manager 上で [ 設定 ] を開いた後、[ ネ ッ ト ワーク と ダ イヤルア ッ プ

の接続 ] を開き ます。

2. [高度] メ ニューの[オプシ ョ ン ネ ッ ト ワーク コ ンポーネン ト ]を選択

し て ウ ィ ザー ド を起動し ます。

3. ウ ィ ザード で[管理 と監視]ツールを選択し、[次へ]を ク リ ッ ク し ます。

4. ウ ィ ザード の指示に従って、 管理ツール と 監視ツールを イ ン ス ト ールし

ます。

5. [ コ ン ト ロール パネル ]、 [ 管理ツール ]、 [ サービ ス ] を開き ます。

6. [SNMP Service] を右ク リ ッ ク し て、 [プロパテ ィ ] を選択し ます。
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a. [ ト ラ ップ ] タブを選択し ます。[ コ ミ ュニテ ィ名 ] テキ ス ト ・ボ ッ ク

スに public と 入力し、 [ ト ラ ップ送信先 ] テキ ス ト ・ ボ ッ ク スに

VPO Management Server のホ ス ト 名を入力し ます。

b. [ セキ ュ リ テ ィ ] タブを選択し ます。 [ 認証コ ミ ュ ニテ ィ 名 ] の下で

public コ ミ ュニテ ィ ( デフ ォル ト 値 ) を選択し、 [ 編集 ] を ク リ ッ

ク し て [ コ ミ ュニテ ィ 権限 ] を READ CREATE に設定し ます。 

c. 設定を確認し ます。

7. omnisnmp を起動し ます。

外部スクリプ トによる送信

レポー ト の出力をユーザー独自のス ク リ プ ト で処理でき ます。 ス ク リ プ ト

は、 出力を標準入力 (STDIN) と し て受け取 り ます。 ス ク リ プ ト の処理に推

奨される形式はタブ形式です。

ス ク リ プ ト が Cell Manager 上にあ る場合は、 /opt/omni/lbinデ ィ レ ク ト

リ (HP-UX または Solaris システムの場合 ) または

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ (Windows システムの場合 )
に置 く 必要があ り ます。 この場合ス ク リ プ ト 名のみを指定し、 パス全体を

指定する必要はあ り ません。

Windows システム上で外部ス ク リ プ ト に使用でき る拡張子は、 .bat、

.exe、 および .cmd のみであ る点に注意し て く だ さい。 サポー ト 対象外の

拡張子 (.vbs など ) を持つ外部ス ク リ プ ト を実行するには、 そのス ク リ プ

ト を開始するバッ チ ・ フ ァ イル (.bat) を作成し ます。 このバ ッ チ ・ フ ァ イ

ルを外部ス ク リ プ ト と し て実行する よ う Data Protector を構成する と、 この

フ ァ イルによ り 、 サポー ト 対象外の拡張子を持つス ク リ プ ト が開始されま
す。

ヒン ト 指定し た メ デ ィ アの取 り 出し を ス ケジ ュールに基づいて実行する場合に も、
この送信方法を使用でき ます。 詳し く は、 「ス ケジ ュールに基づいた メ デ ィ
アの取 り 出し」 （197 ページ ) を参照し て く だ さい。
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レポート ・ グループによる送信

レポー ト ・ グループによ る通知では、 指定した イベン ト の発生時にレポー
ト ・ グループを開始し ます。 レポー ト ・ グループの詳細については、 「Data 
Protector GUI を使用し たレポー ト の構成」 （438 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

Data Protector イベン ト ・ ログによる送信

デフ ォル ト では、 すべての通知が Data Protector イベン ト ・ ロ グに送信され

ます。 Data Protector イベン ト ・ ロ グにア ク セスでき るユーザーは、 Admin
グループに所属し ている Data Protector ユーザーか、 またはレポート 、 通知、

およびイベン ト ・ ログのユーザー権限が付与されている Data Protector ユー

ザーだけです。 Data Protector イベン ト ・ ロ グに書き込まれている イベン ト

は、 いずれも表示 と削除が可能です。 詳し く は、 「Data Protector イベン ト ・

ロ グ」 （461 ページ ) を参照し て く ださい。

通知の構成

以下の手順に従って、 通知を構成し ます。

1. [Data Protector Manager] で、 [ レポー ト ] コ ンテキス ト を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンの下の [オブジェ ク ト ] タブを ク リ ッ ク し て、[ オブジェ ク

ト ] を表示し ます。

3. [通知 ] を右ク リ ッ ク し て、[通知の追加 ] を選択し ます。 [通知の追加 ]

ウ ィ ザード が表示されます。 ウ ィ ザー ド の指示に従って く ださい。

ヒン ト 通知によ ってレポー ト ・ グループを ト リ ガするには、 レポー ト ・ グループ
を構成し、 レポー ト ・ グループによ る送信を行 う よ う 通知を構成し ます。

4. 通知が作成され、 Scoping ペイ ンに表示されます。
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Web レポートおよび Web 通知の構成

Web ブラ ウザを使って Data Protector レポー ト および通知を表示でき ます。

Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェース を使用する と 、 ネ ッ ト ワーク上のすべ

てのシステムから Data Protector レポー ト / 通知を表示、 構成、 開始でき ま

す。 Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェース を使用する こ と によ って、 さ まざ ま

な方法や形式で送信されたレポー ト や通知を構成でき る よ う にな り ます。

Data Protector GUI から ア ク セスでき るすべてのレポー ト / 通知機能へは、

Data Protector Web レポー ト / 通知から も ア ク セスでき ます。 制限事項につい

ては以下を参照し て く だ さい。

Cell Manager のイ ン ス ト ール時には、 java と い う 名前の Web レポー ト ・

ユーザーが自動的に作成されます。 デフ ォル ト では、 パス ワー ド な しで 
Data Protector Web レポー ト / 通知機能を使用でき ます。 Data Protector Web
ユーザーのパス ワー ド を構成する と、 Web レポー ト / 通知機能へのア ク セ

ス を制限でき ます。

必要条件 • システムに Java VM( バージ ョ ン 1.1 以降 ) がイ ン ス ト ールされてお り 、

Web ブラ ウザで有効になっている必要があ り ます。

制限事項 Data Protector Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェースの制限事項は以下の とお

り です。

• サポー ト されているブラ ウザは、 Netscape Navigator 4.7.x、 Netscape 7.x、

サービ ス ・ パ ッ ク 1 以降が適用された Microsoft Internet Explorer 5.0 で

す。

• Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェースでは、保存済みのレポー ト を編集、表

示、 または削除でき ません。

• Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェースでは、レポー ト ・グループを起動でき

ません。

• Webレポー ト /通知イ ン タ フ ェースに複数の入力パラ メ ータ (選択項目)を

入力する場合、 スペースが含まれている各パラ メ ータ ( 選択項目 ) を必

ず二重引用符で囲む必要があ り ます。

以下の手順に従って、 Data Protector Web レポー ト および通知を使用し ます。
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1. システムで Web サーバを構成し て実行し ます。 Data Protector は一般的な

すべての Web サーバに対応し ています。

2. Data Protector Java プロ グ ラ ムを Web サーバにコ ピーし ます。 コ ピー先の

システムは Data Protector ク ラ イ アン ト でな く て も構いません。 手順は以

下の項で説明し ます。

3. 必要な場合は、パス ワード を構成し て Web レポー ト へのア ク セス を制限

し ます。 手順は以下の項で説明し ます。

Web サーバに Data Protector Java プログラムをコピーする

すべてのシステムのブラ ウザから Data Protector の Web レポー ト / 通知イ ン

タ フ ェースへのア ク セス を可能にするには、 Data Protector の Java レポー

ト ・ プロ グ ラ ムを Web サーバにコ ピーする必要があ り ます。

Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェースがイ ン ス ト ールされたシステムか

ら、 以下のデ ィ レ ク ト リ と そのサブデ ィ レ ク ト リ をすべて コ ピーし ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\java

• UNIX の場合 : /opt/omni/java

コ ピーし た java フ ォルダから \bin\WebReporting.html (Windows シス

テムの場合 )、 または /bin/webreporting.html フ ァ イル (UNIX システ

ムの場合 ) にア ク セス し て、 Data Protector レポー ト をブラ ウザに表示し ま

す。 このフ ァ イルを完全な URL 形式で記述し、 Web レポー ト のユーザーが

使用でき る よ う にし ます。 た と えば、 イ ン ト ラ ネ ッ ト ・ サイ ト から こ の

フ ァ イルへの リ ン ク を設定し ます。

Web レポートへのアクセスを制限する

Cell Manager のイ ン ス ト ール時には、 java と い う 名前の Web レポー ト / 通

知ユーザーが自動的に作成されます。 デフ ォル ト では、 パス ワー ド な しで 
Data Protector Web レポー ト / 通知機能を使用でき ます。 Data Protector Web
ユーザーのパス ワー ド を構成する と、 Web レポー ト / 通知機能へのア ク セ

ス を制限でき ます。 Web レポー ト / 通知を使用するすべてのユーザーは、

Web 上で Data Protector のレポー ト を表示する際にこ のパス ワード を入力す

る必要があ り ます。

Data Protector Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェースに対するパス ワー ド を変

更するには、 以下の手順を行います。
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1. ［Data Protector Manager］ で ［ユーザー］ コ ンテキス ト を選択し ます。

2. [ アクシ ョ ン ]、[Webユーザー・パス ワードの設定 ] の順に選択し ます。 パ
ス ワー ド を変更する ためのダイ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

パス ワード を設定する と、 Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェース を使用す

るすべてのユーザーは、 Web 上で Data Protector のレポー ト をブラ ウズ

する際にパス ワー ド の入力が必要にな り ます。

レポート を作成する

Data Protector の Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェース を使ってレポー ト を作

成するには、 このイ ン タ フ ェースにア ク セスする必要があ り ます。 実際の

手順は構成によ って異な り ますが、 Cell Manager へのロ グオン後、 さ ま ざ ま

な種類のレポー ト を作成でき ます。 レポー ト の種類の詳細は、 「Data 
Protector レポー ト 」 （417 ページ ) を参照し て く ださい。

レポー ト を表示するには、 レポー ト を ク リ ッ ク し て必要な情報を入力し ま
す。

表示されたレポー ト は、 印刷し た り 保存でき ます。 レポー ト を保存する際

に、 既存または新規のレポー ト ・ グループへ追加する こ と もでき ます。 詳
細については、 次項を参照し て く ださ い。

通知の構成

Data Protector の Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェース を使って通知を構成す

るには、 こ のイ ン タ フ ェースにア ク セスする必要があ り ます。 実際の手順

は構成によ って異な り ますが、 Cell Manager へのロ グオン後、 さ まざ まな種

類の通知を構成でき ます。 通知の詳細は、 「Data Protector 通知」 （445 ページ

) を参照し て く ださい。

通知を構成するには、 [通知 ] を選択し て [通知の追加 ] を ク リ ッ ク し ま

す。 必要な情報を入力し て通知を保存し ます。

レポート ・ グループを構成する

レポート ・ グループ レポー ト ・ グループの詳細については、 「レポー ト ・ グループの構成 と レ
ポー ト の追加」 （438 ページ ) を参照し て く だ さい。

Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェースでレポー ト を保存する際に、 新規のレ

ポー ト ・ グループを作成でき ます。
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1. 作成する レポー ト を選択し ます。

2. 必要な情報を入力し ます。

3. レポー ト が表示された ら、[保存 ] を ク リ ッ ク し ます。 レポー ト 名と、 レ

ポー ト の追加先のレポー ト ・ グループ ( 新規または既存 ) を入力し ま

す。
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Data Protector イベン ト ・ ログ

Data Protector イベン ト ・ ロ グによ り 、 Data Protector の操作中に発生し た特

定のイベン ト を集中管理でき ます。 イベン ト は、

<Data_Protector_home>\log\server\Ob2EventLog.txt フ ァ イル

(Windows Cell Manager の場合 ) または

/var/opt/omni/server/log/Ob2EventLog.txt フ ァ イル (UNIX Cell 
Manager の場合 ) に記録されます。 Data Protector イベン ト ・ ロ グは、 Data 
Protector GUI を使って表示でき、 問題発生時の ト ラブルシ ューテ ィ ングに

役立てる こ と ができ ます。

イベン ト は通知機能によ って記録されます。 通知の詳細については、 「Data 
Protector 通知」 （445 ページ ) を参照し て く ださ い。

注記 Data Protector イベン ト ・ ロ グ機能にア ク セスでき るのは、 Admin グループ

に所属する Data Protector ユーザー、 およびレポー ト 、 通知、 イベン ト ・ ロ

グのユーザー権限を付与された Data Protector ユーザーだけです。

イベン ト ・ ログ イベン ト ・ ロ グ ・ ビ ューアにア ク セスするには、 Data Protector GUI の [ レ

ポート ] コ ンテキス ト を選択し て [ レポート ] を展開し ます。 [ イベン ト ・

ログ ] を選択し て イベン ト を表示し ます。

注記 Data Protector イベン ト ・ ロ グは自動的には更新されません。 新しい メ ッ

セージを表示し たい場合は、 ［F5］ キーを押し て更新し て く だ さい。

イベン ト ・ ログ ・
ビューアの表示内容
を削除する

[ イベン ト ・ ログ ] を右ク リ ッ ク し て [ イベン ト ・ ログを空にする ] を選択

し ます。 [ イベン ト ・ ログ ]内のすべてのエン ト リ が削除されます。
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注記 イベン ト ・ ロ グ ・ ビ ューアの表示内容を削除し て も、
<Data_Protector_home>\log\server\Ob2EventLog.txt フ ァ イル

（Windows Cell Manager の場合）、 または

/var/opt/omni/server/log/Ob2EventLog.txt フ ァ イル （UNIX Cell 
Manager の場合） は削除されません。

Data Protector GUI を起動し た と き、 Data Protector イベン ト ・ ロ グに新しい

通知が書き込まれている場合は、 次の メ ッ セージが表示されます。

図 9-6 イベン ト ・ ログのメ ッセージ
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本章の概略

本章では、 Data Protector Manager-of-Managers の構成方法と使用方法につい

て説明し ます。 Data Protector Manager-of-Managers はエン タープラ イ ズ ・

バッ ク ア ッ プ環境の管理に使用し ます。 本章は以下の各項で構成されてい

ます。

「Manager-of-Managers」 （465 ページ )

「Manager-of-Managers の構成」 （466 ページ )

「 メ デ ィ ア集中管理データベース (CMMDB)」 （471 ページ )

「 メ デ ィ ア集中管理データベースの構成」 （473 ページ )

「ラ イセン ス集中管理」 （477 ページ )

「MoM 環境で行 う 作業」 （482 ページ )

「エン タープラ イ ズ環境でのデータの復元、 モニ ター、 レポー ト 」 （485
ページ )

注記 MoM には、 専用の Data Protector ラ イセン スが必要です。 詳し く は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』

を参照し て く ださい。
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Data Protector の Manager-of-Managers (MoM) を使用し て、 管理者は複数の

Data Protector セル (MoM ク ラ イ アン ト と も呼ばれます ) で構成される大規

模な環境を 1 箇所から集中管理でき ます。 エン タープラ イ ズ環境の詳細は、

『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。

注記 各 MoM ク ラ イ アン ト と MoM Manager は、 同一バージ ョ ンの Data Protector
を実行する こ と が必要です。

Data Protector MoM では、 エン タープラ イ ズの規模の拡大に伴ってバッ ク

ア ッ プ環境を柔軟に拡張でき ます。 MoM は以下の機能を備えています。

全タスクの集中管理

エン タープラ イ ズ環境の構成、 管理、 制御を 1 箇所から

行えます。 つま り 、 環境全体に対するバッ ク ア ッ プの構

成、 メ デ ィ ア管理、 復元、 モニ ター、 ステータ スのレ
ポー ト など を行えます。 

メディア集中管理データベース

必要に応じ て、 環境内のすべてのセルは、 中央の共通
データベース を共有する こ と によ り エン タープラ イ ズ内
のデバイ スや メ デ ィ アを管理でき ます。 メ デ ィ ア集中管

理データベース (CMMDB) を使用する と 、 セル間でハイ

エン ド ・ デバイ ス を共有でき ます。 これは、 あ るセル内

の CMMDB を使用する任意のデバイ スが、 CMMDB を使

用するすべてのセルにア ク セスでき る こ と を意味し ます。

ライセンス集中管理

Data Protector では MoM 環境全体に対し て ラ イセン ス集

中管理を構成でき ます。 これによ り 、 すべての Data 
Protector ラ イセン ス を MoM Manager システムにイ ン ス

ト ールし て保持し、 必要に応じ て特定のセルに割 り 当て
る こ と ができ ます。
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MoM 環境を構成するには、 以下の手順を行います。 

1. MoM Manager を設定する。 「MoM Manager の設定」 （467 ページ ) を参照

し て く ださい。

2. Data Protector セルを MoM 環境にイ ンポー ト する。 「セルのイ ンポー ト 」

（468 ページ ) を参照し て く ださい。

3. 環境内のすべてのセルの admin ユーザー ・ グループに Data Protector ユー

ザー (MoM 管理者 ) を作成する。 「MoM 管理者の追加」 （468 ページ ) を
参照し て く ださい。

4. Data Protector サービ ス を再起動する。 「Data Protector サービ スの再起動」

（469 ページ ) を参照し て く ださい。

必要に応じ て、 以下の構成も行えます。 

• メ デ ィ ア集中管理データベース を構成する。 「 メ デ ィ ア集中管理データ

ベースの構成」 （473 ページ ) を参照し て く だ さい。

• ラ イセン ス集中管理を構成する。 「ラ イセン ス集中管理」 （477 ページ ) 
を参照し て く ださい。

• MoM 構成を配布する。「MoM 構成の配布」 （483 ページ ) を参照し て く だ

さい。

必要条件 以下のガイ ド ラ イ ンに従って、 MoM Manager と し て構成するシステムを選

択し ます。

• MoM Manager システムの信頼性が高いこ と

• ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされた Data Protector Cell Manager システム

であ る こ と。 Data Protector Cell Manager システムの構成方法の詳細は、

『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ

イ ド』 を参照し て く ださい。

MoM セル と 、 MoM ク ラ イ アン ト ・ セルにな る と予想されるすべてのセル

に必要な ラ イセン ス を イ ン ス ト ールし ます。
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MoM Manager の設定

エン タープラ イ ズ環境を設定するには、 Cell Manager の 1 つを

Manager-of-Managers と し て構成し ます。

1. [Data Protector Manager] のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク ラ イアン ト ] 

を ク リ ッ ク し ます。

2. [ アクシ ョ ン ] メ ニ ューで、[CM を Manager-of-Managersサーバと して

構成 ] を ク リ ッ ク し ます。 

3. Data Protector サービ ス を終了し て再起動し ます。「Data Protector サービ ス

の再起動」 （469 ページ ) を参照し て く ださい。

4. MoM の GUI ( グ ラ フ ィ カル・ユーザー・ イ ン タ フ ェース ) を実行し ます。

— Windows プラ ッ ト フ ォームの場合は、 以下のいずれかを実行し て く

ださい。

— Windows タ ス クバーの ［ス タート ］ を ク リ ッ ク し、 ［HP OpenView 
Storage Data Protector］ プロ グ ラ ム ・ グループの

［Manager-of-Managers］ を ク リ ッ ク し て、 Data Protector のす

べての機能を使用でき る MoM GUI を起動し ます。

— mom コマン ド を使用し て、 Data Protector のすべての機能を使用で

き る GUI を起動し ます。

このコマン ド にコ ンテキス ト 固有オプシ ョ ンを指定し て実行する
こ と によ り 、 1 つまたは複数の Data Protector コ ンテキ ス ト を起動

でき ます。 次にコマン ド の例を示し ます。

mom -backup -restore 
Data Protector の [ モニター ] コ ンテキス ト に加えて、 ［バッ クアッ

プ］ および ［復元］ コ ンテキス ト が起動されます。

接続先の Cell Manager を指定するには、 以下のコマン ド を使用し

ます。 mom -server <Cell Manager_name>

• UNIX の場合 : /opt/omni/bin/xomnimom コマン ド を実行し て、す

べての Data Protector コ ンテキス ト が有効化された状態の Data 
Protector Manager-of-Managers GUI を起動し ます ([ 内部データベース

] コ ンテキス ト と [ デバイ ス / メ デ ィ ア ] コ ンテキス ト は除 く )。 コ ン

テキス ト ・ オプシ ョ ンを付加し てコマン ド を実行する と、 指定し た
Data Protector コ ンテキス ト だけが起動されます。
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上記コマン ド の詳細については、 omnigui の man ページを参照し て く

ださい。

セルのインポート

MoM Manager を構成した ら、 Data Protector セルを MoM 環境に追加 ( イ ン

ポー ト ) し ます。 Data Protector セルを MoM 環境に追加するには、 以下の

手順を行います。

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [エンタープラ イズ・ク ラ イアン ト ] を右ク リ ッ ク し、[Cell Manager のイン

ポート ] を ク リ ッ ク し ます。

重要 Cell Manager を MoM にエン タープラ イ ズ ・ ク ラ イ アン ト と し て イ ンポー ト

するには、 その Cell Manager 上の admin ユーザーグループに所属するユー

ザーでなければな り ません。 そ う でない場合、 イ ンポー ト は失敗し ます。

3. イ ンポー ト し たい Cell Manager を入力またはブラ ウズ し て選択し、[完了

] を ク リ ッ ク し ます。 これで、 選択し た Cell Manager が MoM 環境の一

部 と な り ます。 

注記 ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされた Cell Manager を MoM セルに追加する場

合は、 必ず仮想サーバ名を入力し て く ださい。

MoM 管理者の追加

MoM 管理者は、 エン タープラ イ ズ環境内のすべてのセルで管理作業を実行

でき ます。

管理用のユーザーは、 MoM 環境内のすべての Cell Manager の admin ユー

ザーグループに所属し ている必要があ り ます。 た と えば、 MoM_Admin と い

う ユーザーなどです。 こ のユーザーが MoM 管理者と な り ます。

1. Data Protector Manager を使用し て、 MoM 環境内の各 Cell Manager に

Admin ユーザーグループの メ ンバーと し て接続し ます （[ ユーザーの構
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成 ] ユーザー権限が必要です）。

2. MoM管理者 と な るユーザーをData ProtectorのAdminユーザーグループに

追加し ます。

ユーザーの追加方法は、 「ユーザーの追加または削除」 （144 ページ ) を参照

し て く ださい。

Data Protector サービスの再起動

MoM 環境の構成が完了する と、 Data Protector サービ スの再起動を要求する

メ ッ セージが表示されます。

Windows Service Control Manager を使って Cell Manager 上のサービ ス

の起動 と終了を行った場合は、 現在 と前回のデータベース ・ ロ グのコ ピー
だけが保存されます。 omnisv -stopおよび omnisv -start コマン ド を

使用すれば、 これまでのデータベース ・ ロ グがすべて保存されます。

1. 以下のコマン ド を入力し て、すべての Data Protector サービ ス を終了し ま

す。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -stop

注記 omnisv コマン ド は、 ク ラ ス ター環境ではサポー ト されていません。

MC/ServiceGuard Cell Manager が MC/SG 上に構成されている場合は、 以下のコマン ド を

使用し て Data Protector パ ッ ケージを停止し ます。

cmhaltpkg <pkg_name> 。 こ こ で、 <pkg_name>は Data Protector ク ラ

ス ターパッ ケージの名前を示し ます。 

このコマン ド によ って Data Protector パ ッ ケージは停止され、 Data 
Protector 共有ボ リ ューム ・ グループがアンマウ ン ト されます。

Microsoft Cluster 
Server

Cell Manager が Microsoft Cluster Server 上に構成されている場合は、 ア ク

テ ィ ブな ノー ド上で ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て、 OBVS_VELOCIS ク ラ ス ター ・ グループをオフ ラ イ ンにし ま

す。 
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2. 以下のコマン ド を入力し て、すべての Data Protector サービ ス を再起動し

ます。

• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start

MC/ServiceGuard Cell Manager が MC/SG 上に構成されている場合は、 以下のコマン ド を

使用し て Data Protector パ ッ ケージを再起動し ます。

cmrunpkg -n <node_name> <pkg_name>

Microsoft Cluster 
Server

Cell Manager が MSCS 上に構成されている場合は、 ク ラ ス ター ・ ア ド ミ

ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS

ク ラ ス ター ・ グループをオン ラ イ ンにし ます。
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IDB は、 バッ ク ア ッ プ / 復元 / メ デ ィ ア管理セ ッ シ ョ ン、 デバイ スや メ デ ィ

アなどに関する情報を保持する埋め込みデータベースです。 IDB は、 Cell 
Manager 上にあ る 5 つのパー ト から構成されています。

• MMDB - メ デ ィ ア管理データベース

• CDB - カ タ ロ グ ・ データベース

• DCBF - 詳細カ タ ロ グ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル

• SMBF - セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル

• SIBF - サーバレ ス統合バイナ リ ・ フ ァ イル

一般的なセル指向の環境では、 すべてのパー ト が Cell Manager システム上

に配置され、 そのセルのデバイ スや メ デ ィ ア、 バッ ク ア ッ プに関する情報
が保存されます。 セキ ュ リ テ ィ 上の理由によ り 、 別の Data Protector セルか

ら こ のデータにア ク セス し てデータ を使用する こ と はでき ません。 し た

がって、 こ のセルで使用される メ デ ィ アやデバイ スは、 別のセルに移動し
ない限 り 、 別のセルからのア ク セスや使用はでき ません。

ハイエン ド ・ バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スが含まれる大規模な複数セルの環境
では、 デバイ スや メ デ ィ アを複数のセル間で共有したい場合があ り ます。 
これを実現するには、 すべてのセルに対し て 1 つの中央 MMDB データ

ベース を設定し、 個々のセルに対し ては個別の CDB を設定し ます。 これに

よ り 、 複数セル構造によ るセキ ュ リ テ ィ 機能を維持し ながら、 デバイ スや
メ デ ィ アを共有でき ます。

CMMDB を使用する と、 あ る メ デ ィ アを使用し てバッ ク ア ッ プを 初に実

行し た Data Protector セルがその メ デ ィ アのオーナー と な り ます。 メ デ ィ ア

のオーナーは メ デ ィ ア ・ ビ ューに表示されます。 メ デ ィ アの保護期間中は、

オーナーのセルからのバ ッ ク ア ッ プだけがその メ デ ィ アに追加されます。 
し たがって、 複数のセルが同時にあ る メ デ ィ アのオーナーにな る こ と はで
き ません。 保護期限が終了し た メ デ ィ アは、 再び他のセルから も使用でき

る よ う にな り ます。
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注記 エン タープ ラ イ ズ環境内のど こ か らバ ッ ク ア ッ プする場合で も、 バッ ク
ア ッ プを実行するセルが CMMDB にア ク セスでき なければバ ッ ク ア ッ プを

実行でき ません。 た と えば、 セル と MoM セルの間でネ ッ ト ワーク障害が発

生し た場合などが これに該当し ます。

図 10-1 メディア集中管理データベース
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メ デ ィ ア集中管理データベース (CMMDB) の設定は必須ではあ り ません。 
CMMDB を設定し な く て も、 Data Protector は複数セル環境で動作し ます

が、 各セルに独自の OBDB が存在する状態にな り ます。 この機能について

の詳細は、 「 メ デ ィ ア集中管理データベース (CMMDB)」 (471 ページ ) を参

照し て く だ さい。

本項では、 複数セルの環境全体に対し て メ デ ィ ア集中管理データベース を
構成する方法を説明し ます。 必要であれば、 構成プロセス中にローカルの

メ デ ィ ア管理データベース を中央の CMMDB にマージする こ と ができ ま

す。 CMMDB と ローカルの MMDB のどち ら を使用するかを各セルに対し て

指定でき ます。

重要 CMMDB は、 ラ イセン ス設定に大き な影響を及ぼし ます。 MMDB を ローカ

ルから リ モー ト へ変更する と 、 直ちにラ イブラ リ やデバイ スに関連するす
べてのラ イセン スが MoM Manager から取得され ( 有効にな り )、 ク ラ イ ア

ン ト のセルから削除可能にな り ます。

CMMDB を使用する場合、 MoM Manager システム上に置 く 必要はあ り ませ

ん。 CMMDB は、 MoM 環境内のいずれの Cell Manager 上に置いて も構いま

せん。 CMMDB を置 く Cell Manager は、 以下のデ ィ レ ク ト リ にあ る

mmdb_server フ ァ イルで指定し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\Config\server\cell

• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell

保護が設定されているデータが保存されている各 メ デ ィ アには、 現在どの
セルがそのデータ を所有し ているかを示す情報があ り ます。 保護期限が終

了する と、 任意のセルが この メ デ ィ アを再度使用でき ます。 た と えば、 あ

るセルでテープを初期化し た場合、 テープ上に保護されているデータがな
ければ他のセルが このテープを使用でき ます。 ラ イブラ リ にロー ド された

テープがまだ初期化されていない場合、 メ デ ィ ア割当てポ リ シーが
[Loose] に設定されてお り 、 他のテープが使用不可能な場合は、 任意のセ

ルが このテープを初期化でき ます。
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メ デ ィ ア割当て規則は、 共有されている テープにも同様に適用されます。 
ただし、 追加可能な メ デ ィ アが、 それを所有し ているセルによ ってのみ追
加可能であ る場合を除き ます。 

MoM では、 CMMDB に一度に追加でき るセルは 1 つだけです。

必要条件 • すべてのセルの Data Protector Cell Manager に、 同じバージ ョ ンの Data 
Protector がイ ン ス ト ールされて実行されている必要があ り ます。

• 複数セル環境へ追加する どのセル上で も、 バ ッ ク ア ッ プ、 復元、 メ デ ィ

ア管理が行われていない こ と を確かめて く だ さい。

CMMDB の   
構成方法

MoM 環境で CMMDB を構成するには、 以下の 2 つの手順を実行する必要

があ り ます。

1. MoM Manager で CMMDB を構成する。「MoM Manager での CMMDB の構

成」 （474 ページ ) を参照し て く だ さい。

2. ク ラ イ アン ト ・ セルで CMMDB を構成する。 「ク ラ イ アン ト ・ セルでの

CMMDB の構成」 （475 ページ ) を参照し て く だ さい。

注記 CMMDB を構成し て使用を開始し た後で、 ローカルの MMDB に分割する

こ と はでき ません。 古い MMDB を復元する こ と はお勧めでき ません。 この

場合は、 MMDB を新規作成する こ と をお勧めし ます。

MoM Manager での CMMDB の構成

MoM Manager にロ グオン し て、 以下の手順を実行し ます。

1. 安全性を考慮し て、 以下のデ ィ レ ク ト リ を一時デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし

ます。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\db40\datafiles\mmdb

• UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/db40/datafiles/mmdb

2. 以下のコマン ド を実行し て、ローカルの MMDB を CMMDB にマージ し ま

す。
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• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnidbutil 
-mergemmdb <Cell_Server_Hostname>

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnidbutil -mergemmdb 
<Cell_Server_Hostname>

ヒン ト 新しいセルを構成し ている場合 ( かつデバイ スや メ デ ィ アを まだ構成し て

いない場合 ) は、 データベース をマージする必要はあ り ません。 デバイ スや

メ デ ィ アをすでに構成し たセルだけが CMMDB へのマージ対象と な り ま

す。

3. 以下のコマン ド を実行し て、 ローカルの CDB を同期させます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnidbutil 
-cdbsync <Cell_Server_Hostname>

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnidbutil -cdbsync 
<Cell_Server_Hostname>

4. MoM Manager 上で、 ( ユーザーイ ン タ フ ェース を使用し て ) メ デ ィ ア ・

プール と デバイ スの複製名を編集し ます。 複製名には、 元の名前に "_N"
が追加されています。 N は番号を示し ます。 デフ ォル ト ・ プールが 2 つ

のセル上にあ る場合は、 必ずこ の状況が発生し ます。 こ の場合は、 これ

らのデバイ ス を使用するバ ッ ク ア ッ プ仕様を手動で変更し て、 新しいデ
バイ ス名を使用する こ と が必要です。 メ デ ィ ア ・ プールの説明に、 その

プールがどのセルのものかを記述し てお く と 良いでし ょ う 。

CMMDB に追加するすべての ク ラ イ アン ト ・ セルに対し て、 上記のステ ッ

プ 2 ～ 4 を繰 り 返し行います。

クライアン ト ・ セルでの CMMDB の構成

各 MoM ク ラ イ アン ト ・ セル上で、 以下を行います。

1. ク ラ イ アン ト セルのCell ManagerにAdministratorユーザーグループの

メ ンバー と し て ロ グオン し ます。

2. MMDB サーバの名前 ( 完全修飾名 ) を含むフ ァ イルを作成し ます。
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• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\Config\server\cell\mmdb_server

フ ァ イルを UNICODE 形式で保存し ます。

• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell/mmdb_server

3. Data Protector サービ ス を終了し て再起動し ます。 「Data Protector サービ

スの再起動」 （469 ページ ) を参照し て く ださい。

4. 以下のコマン ド を実行し て構成フ ァ イルを更新し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnicc 
-update_mom_server

• UNIX の場合 : /opt/omni/bin/omnicc -update_mom_server
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ライセンス集中管理

ラ イセン ス集中管理の設定は必須ではあ り ません。 各 Cell Manager には個

別のラ イセン ス を イ ン ス ト ールでき ます。 ラ イセン ス集中管理を使用し な

い場合、 ラ イセン スの使用はイ ン ス ト ールされたセルに限定され、 すべて
のラ イセン ス管理作業はローカルで行 う 必要があ り ます。

注記 MoM セル内で ク ラ ス ターを構成し ている場合は、 必ずク ラ ス ター ・ ク ラ イ

アン ト に仮想ホ ス ト 名を付けて識別し て く だ さい。

ライセンス集中管理を
使用する理由

Data Protector では MoM 環境全体に対し て ラ イセン ス集中管理を構成でき

ます。 これによ り 、 すべてのラ イセン ス を MoM Manager システムにイ ン ス

ト ールし て保持し、 必要に応じ て特定のセルに割 り 当て る こ と ができ ます。

ラ イセン ス集中管理を行 う こ と によ り 、 ラ イ ンセン ス管理が容易にな り ま
す。 MoM 環境内のすべてのセルのラ イセン ス管理作業は MoM 管理者が行

います。 管理作業にはラ イセン スの配布や移動も含まれます。

ラ イセン ス を Cell Manager にローカルにイ ン ス ト ールした場合、 HP 
Password Delivery Center の許可を得ずにセル間を移動させる こ と はでき ま

せん。 ラ イセン スの移動方法については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

ライセンス集中管理の設定

必要条件 既存の Data Protector セルを MoM 環境に統合する場合は、 既存の Cell 
Manager から新しい MoM Manager へラ イセン ス を移動する よ う HP 
Password Delivery Center にラ イセン スの移動要求を送付する必要があ り ま

す。

ライセンス
集中管理の構成

1. MoM Manager にロ グオン し て licdistrib.dat フ ァ イルを作成し ます。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\Config\server\cell\licdistrib.d
at

• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell/licdistrib.dat
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2. MoM 環境内の各ク ラ イ アン ト Cell Manager にロ グオン し て、 MoM 
Manager の名前を含む lic_server フ ァ イルを作成し ます。

Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\Config\server\cell\lic_server

UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell/lic_server

3. 変更を行なった各 Cell Manager で、 Data Protector サービ ス を終了し て再

起動し ます。 「Data Protector サービ スの再起動」 （469 ページ ) を参照し

て く ださい。

4. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

5. Scoping ペイ ンで、ラ イセン ス情報を変更し たい Cell Manager を右ク リ ッ

ク し た後、 [ ラ イセンス付与の構成 ] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザー ド を起動

し ます。 選択し た Cell Manager で使用可能な ラ イセン スの種類 と数が表

示されます。

[ 使用中 ] 列には、 その Cell Manager に割 り 当て られている ラ イセン ス

数が表示されます。 この列に表示されている数を増やす と、 それに対応

し て使用可能な ラ イセン ス数が減 り ます。 逆に、 この列に表示されてい

る数を減らす と 、 使用可能な ラ イセン ス数が増えます。

[ 使用中 ] 列には、 エン タープラ イ ズ全体で使用可能な ラ イセン ス数が

表示されます。 これはエン タープラ イ ズ環境内のいずれのセルにも使用

されていない ラ イセン スの数です。

[ 合計 ] の列には、 エン タープラ イ ズ全体で使用中のラ イセン スおよび

使用可能な ラ イセン スの合計数が表示されます。

6. [ リ モー ト ]オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て ラ イセン ス設定を ローカルから リ

モー ト に変更し ます。 [ 使用可能 ] 列が [ 割り当て済 ] に変更する こ と に

注意し て く ださい。

7. ラ イセン ス構成を変更し ます。 変更作業中に使用でき るのは[割 り 当て済

] 列だけであ る こ と に注意し て く だ さい。

ライセンスの  
リ リース

特定の種類のラ イセン スの割 り 当てを解除し て使用可能な ラ イセン ス数
を増やすには、 [ 割り当て済 ] 列で対応する ラ イセン ス数を減ら し ます。

ライセンスの  
割り当て

特定の種類のラ イセン ス を割 り 当て るには、 [ 割り当て済 ] 列をダブル

ク リ ッ ク し て、 対応する ラ イセン ス数を増やし ます。
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8. [完了 ] を ク リ ッ ク し て構成を適用し ます。

9. ラ イセン スの集中管理を設定するすべての Cell Manager に対し て、 上記

のステ ッ プを繰 り 返し行います。

注記 Data Protector は 1 時間ご と に MoM Manager に接続し て ラ イセン ス構成を

チェ ッ ク し ます。 ラ イセン ス付与のステータ スは 72 時間保存されます。 通
信に問題があ る場合、 72 時間を経過する と ローカル ・ ラ イセン スが使用さ

れます。
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MoM 環境でのライセンスの移動

ラ イセン ス集中管理を構成し ていない場合、 HP Password Delivery Center の

許可を得ずに別のセルにラ イセン ス を移動させる こ と はでき ません。 しか
し、 ラ イセン ス集中管理が構成されてお り 、 MoM 管理者が必要に応じ て ラ

イセン ス を割 り 当てる よ う に構成されている MoM 環境内では、 ラ イセン

ス を移動でき ます。

以下の例では、 あ るセルのク ラ イ アン ト が別のセルに移動されています。 
これは、 ラ イセン スの移動に必要な こ と です。

再編成前のエンター
プライズ環境

Aztec と Mayan と い う 2 つの Cell Manager がエン タープラ イ ズ環境内にあ

り 、 ラ イセン ス集中管理が構成されている と し ます。 Aztec は 1 つの Cell 
Manager for UNIX - Single Drive ラ イセン ス を持つ HP-UX Cell Manager です。 
このセルには、 NDMP Server Backup Extension ラ イセン スが必要な NDMP
サーバも接続されています。 Mayan も 1 つの Cell Manager for UNIX - Single 
Drive ラ イセン ス を持つ HP-UX Cell Manager です。

エンタープライズ  
環境の再編成

Aztec セルを再編成する必要があ り ます。 大部分の ク ラ イ アン ト と NDMP
サーバを Mayan セルに移動し ます。 移動によ り 、 Mayan では NDMP Server 
Backup Extension ラ イセン スが必要にな り ます。 以下の手順に従って、 ラ イ

セン ス を移動し ます。

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. Aztec Cell Manager を右ク リ ッ ク し、[ ラ イセンス付与の構成 ] を ク リ ッ ク

し ます。 Aztec Cell Manager で使用可能な ラ イセン スの種類 と数が表示さ

れます。 NDMP Server Backup Extension ラ イセン ス を削除し ます。

3. [完了 ] を ク リ ッ ク し て構成を適用し ます。

4. Mayan Cell Manager を右ク リ ッ ク し、 [ ラ イセンス付与の構成 ] を ク リ ッ

ク し ます。 NDMP Server Backup Extension ラ イセン ス を追加し ます。

5. [完了 ] を ク リ ッ ク し て構成を適用し ます。

再編成後のエンター
プライズ環境

Aztec Cell Manager には Cell Manager for UNIX - Single Drive ラ イセン スが 1
つ、 Mayan Cell Manager には Cell Manager for UNIX - Single Drive ラ イセン ス

と NDMP サーバ用の NDMP Server Backup Extension ラ イセン スが 1 つずつ

あ る こ と にな り ます。
第 10 章480



Manager-of-Managers 環境

ライセンス集中管理
Data Protector のラ イセン ス付与のポ リ シーの詳細については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド 』

を参照し て く ださい。

ライセンス集中管理の非アクテ ィブ化

ラ イセン ス集中管理を非ア ク テ ィ ブ化し、 ラ イセン ス設定を ローカルに戻
すこ と ができ ます。

非アクテ ィブ化の   
手順

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. Scoping ペイ ンで、 ラ イセン ス集中管理を非ア ク テ ィ ブ化し たい Cell 
Manager を右ク リ ッ ク し た後、 [ ラ イセンス付与の構成 ] を ク リ ッ ク し

てウ ィ ザー ド を起動し ます。 選択し た Cell Manager で使用可能な ラ イセ

ン スの種類 と 数が表示されます。

3. [ ローカル ] オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し て ラ イセン ス設定を リ モー ト から

ローカルに変更し ます。

4. [完了 ] を ク リ ッ ク し て構成を適用し ます。

5. ラ イセン ス集中管理を非ア ク テ ィ ブ化するすべての Cell Manager に対し

て、 上記のステ ッ プを繰 り 返し行います。

6. MoM Manager にロ グオン し て、 以下のデ ィ レ ク ト リ をマウ ン ト し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\Config\server\cell

• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/cell

7. licdistrib.dat のフ ァ イル名を licdistrib.old などに変更し ます。

変更し た内容は、 変更を行った MoM Manager や各 Cell Manager 上の Data 
Protector サービ ス を終了し て再起動する まで有効にな り ません。 「Data 
Protector サービ スの再起動」 （469 ページ ) を参照し て く ださ い。
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Manager-of-Managers イ ン タ フ ェース を使用する と、 エン タープラ イ ズ ・

バッ ク ア ッ プ環境の構成、 管理、 制御を 1 箇所から行えます。

MoM ユーザー ・ イ ン タ フ ェースでは、 セルのイ ンポー ト やエ ク スポー ト 、

セル間での ク ラ イ アン ト の移動、 環境内の他のセルへの MoM 構成の配布

が可能です。

MoM Manager では、 その他の作業も ローカル管理者と し て行 う 場合 と同様

に実行でき ます。 通常の手順に従って、 バッ ク ア ッ プや復元の構成、 特定

のセルに対するデバイ スや メ デ ィ アの管理、 Data Protector ユーザーやユー

ザー ・ グループの構成、 ク ラ イ アン ト の追加、 実行中のセ ッ シ ョ ンやバ ッ
ク ア ッ プ環境のステータ スのモニ ター、 レポー ト や通知の構成を行えます。

Data Protector セルのインポートおよびエクスポート

MoM 環境にセルを イ ンポー ト する と、 MoM Manager を使ってセルを集中

管理でき ます。 セルをエ ク スポー ト する と 、 エン タープラ イ ズ環境から そ

のセルが削除されます。 

注記 ク ラ ス ター ・ ク ラ イ アン ト は、 MoM Manager に対する識別名 と し て仮想

サーバ名を使用し ます。 MoM 環境内で ク ラ ス ターを イ ンポー ト またはエ ク

スポー ト する場合は、 仮想サーバ名以外は使用し ないで く ださい。

Cell Manager の
インポート

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [エンタープラ イズ・ク ラ イアン ト ] を右ク リ ッ ク し、[Cell Manager のイン

ポート ] を ク リ ッ ク し ます。

3. イ ンポー ト する Cell Manager を選択し て [完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

Cell Manager の
エクスポート

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. Scopingペインでエ ク スポー ト する Cell Manager を右ク リ ッ ク し、 [Cell 
Manager のエク スポート ] を ク リ ッ ク し ます。
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3. 選択内容を確定し ます。

セル間でのクライアン ト ・ システムの移動

Data Protector では、 セル間でシステムを移動する こ と ができ ます。 こ の作

業中に Data Protector は以下の こ と を行います。

• 移動対象のシステムがバ ッ ク ア ッ プ仕様で構成されているかど う かを確

認し、 構成されている場合は、 移動先のセルで このシステムのバ ッ ク
ア ッ プを再構成する手順を示し ます。

• 対象のシステムにデバイ スが構成されているかど う かを確認し、 構成さ

れたデバイ スがあれば別のシステムに移動する手順を示し ます。

• 対象のシステムのデバイ スで メ デ ィ アが使用されているかど う かを確認

し、 使用中の メ デ ィ アがあればそれを移動する手順を示し ます。

クライアン トの移動 1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 移動対象のシステムが所属し ている Cell Manager を展開し ます。

3. 対象のク ラ イ アン ト ・ システムを右ク リ ッ ク し、 [ ク ラ イアン ト ・ シス

テムを別のセルへ移動 ] を ク リ ッ ク し て ウ ィ ザード を開き ます。

4. 移動先の Cell Manager を選択し、[完了 ] を ク リ ッ ク し て ク ラ イ アン ト を

移動し ます。

MoM 構成の配布

Data Protector では、 MoM 環境のすべての Cell Manager 上で、 共通のユー

ザー ・ ク ラ ス仕様、 holidays フ ァ イルの設定値、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・

フ ァ イルの設定値を作成し た り 、 ボールテ ィ ングを行えます。

MoM 構成の   
配布方法

以下の手順に従って、 MoM構成を配布し ます。

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を選択し ます。 [エンタープラ イズ ・ ク ラ イアン ト ] を右ク

リ ッ ク し、 [構成を配布 ] を ク リ ッ ク し ます。

2. [構成を配布 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スで、 配布する構成の種類 と、 配布先

の Cell Manager を選択し ます。

3. [完了 ] を ク リ ッ ク し て構成を配布し ます。
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ユーザーの構成

単一の Cell Manager の場合 と 同様に、 MoM 環境にユーザーやユーザー ・ グ

ループを追加でき ます。 追加を実行する と、 すべての Cell Manager が新し

いユーザーに更新されます。 ユーザー と ユーザグループの詳細は、 第 4 章

「ユーザー と ユーザー ・ グループの 構成」 (135 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

Data Protector ユーザーまたはユーザーグループの構成は、 以下の手順で行

います。

1. [Data Protector Manager-of-Managers] のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [

ユーザー ] を ク リ ッ ク し ます。

2. ユーザーを追加する Cell Manager を選択し ます。

3. [編集]メ ニューの[追加]を ク リ ッ ク し、新しいユーザーを追加する場合

は [ユーザー ] を、 ユーザー ・ グループを追加する場合は [ユーザー ・

グループ ] を選択し ます。

4. 必要な情報を入力し て [完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

特定のセルのデバイスと メディアの管理

デバイ ス と メ デ ィ アを、 エン タープラ イ ズ環境内の特定のデバイ スや メ
デ ィ アに対し て構成でき ます。 以下の手順で行います。

1. [Data Protector Manager-of-Managers]のコ ンテキス ト ・ リ ス ト から [ ク

ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. 管理対象 と なるデバイ ス または メ デ ィ アを含むセルを選択し ます。

3. [ツール] メ ニ ューで、[デバイ ス と メ ディ アの管理]を ク リ ッ ク し ます。 [
デバイ ス / メディ ア ] コ ンテキス ト で、 ローカル管理者と同様の手順で

デバイ ス と メ デ ィ アを構成し ます。
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エンタープライズ環境でのデータの復元、 モニター、

レポート

エン タープラ イ ズ環境では、 単一セル環境の場合 と同様にデータ を復元で
き ます。

適切な ソースからデータ を選択し て、 第 8 章 「復元」 (361 ページ ) に記載

された手順で復元を行います。

Data Protector では、 エン タープラ イ ズ環境の任意のセルに関し て、 現在実

行中、 または以前に実行されたセ ッ シ ョ ンをモニターでき ます。 また、 Web
レポー ト を使用し ている場合は、 Scoping ペイ ンの MULTICELL を使ってエ

ン タープラ イ ズ環境全体に関する レポー ト を作成でき ます。

エン タープラ イ ズ環境におけ る上記の機能の使用方法については、 第 9 章

「モニター、 レポー ト 、 通知、 およびイベン ト ・ ロ グ」 (407 ページ ) を参照

し て く ださい。
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本章の概略

本章では、 Data Protector 内部データベース (IDB) と、 データベースの管理

に関する作業について説明し ます。 本章は以下の項で構成されています。

「内部データベースについて」 （489 ページ )

「IDB のアーキテ クチャ」 （490 ページ )

「IDB の構成」 （494 ページ )

「IDB の保守」 （510 ページ )

「IDB の復元」 （524 ページ )

「IDB を復旧する」 （527 ページ )
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内部データベースについて

Data Protector
内部データベース
(IDB) とは

Data Protector 内部データベース (IDB) は Cell Manager 上に置かれる埋め込

みデータベースです。 バ ッ ク ア ッ プ対象のデータ、 バッ ク ア ッ プ ・ データ
の格納先 メ デ ィ ア、 バッ ク ア ッ プ / 復元 / コ ピー / メ デ ィ ア管理セ ッ シ ョ ン

の結果、 構成済みのデータベース と ラ イブラ リ などに関する情報を保持し
ます。

IDB を使用する理由 IDB を使用する主な理由は以下の 3 つです。 

• 復元手順の高速化 と効率化

IDB に格納された情報によ り 復元対象のフ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ をブラ

ウズでき ます。 復元に必要な メ デ ィ アをすばや く 検索でき るので、 復元

をすばや く 実行でき ます。

• バッ ク ア ッ プ管理

IDB に格納された情報によ り バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの結果を確認で

き ます。

• メ デ ィ ア管理

IDB に格納された情報によ り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンやコ ピー ・

セ ッ シ ョ ン中の メ デ ィ アの割 り 当て、 メ デ ィ ア管理操作や メ デ ィ ア属性
の追跡が可能にな り ます。 また、 メ デ ィ アを異な る メ デ ィ ア ・ プールに
グループ化し た り 、 テープ ・ ラ イブラ リ 内の メ デ ィ アの収納場所を追跡
する こ と も でき ます。

IDB の管理方法 Data Protector のバ ッ ク ア ッ プ環境を設定する重要な手順の 1 つは IDB の構

成です。 「IDB の構成」 （494 ページ ) の説明に従って IDB を構成する と 、

IDB の保守作業の実施が必要になった と きに通知される よ う にな り ます。

IDB に対する保守作業、 およびその実施が必要にな る場合については

「IDB の保守」 （510 ページ ) を参照し て く だ さい。

エ ラー ・ メ ッ セージが表示された場合は、 「IDB の ト ラブルシ ューテ ィ ン

グ」 （745 ページ ) と 「IDB を復旧する」 （527 ページ ) 参照し て く ださい。

IDB の制限事項については、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト

ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。 
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IDB は、 以下のパー ト で構成されます。

• MMDB ( メ デ ィ ア管理データベース )

• CDB ( カ タ ロ グ ・ データベース )

• DCBF ( 詳細カ タ ロ グ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル )

• SMBF ( セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル )

• SIBF ( サーバレ ス統合バイナ リ ・ フ ァ イル )
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図 11-1 IDB のアーキテクチャ

IDB の各パー ト は、 特定の Data Protector 情報 ( レ コー ド ) を格納し、 IDB
のサイ ズ と増加に さ まざ まな影響を与えます。 各パー ト は、 Cell Manager 上

の個別のデ ィ レ ク ト リ に置かれます。

MMDB  メ デ ィ ア管理データベースには、 以下の項目に関する情

報が格納されます。

• 構成済みのデバイ ス、 ラ イブラ リ 、 ラ イブラ リ ・ ド ラ

イブ、 およびス ロ ッ ト

• Data Protector メ デ ィ ア

• 構成済みの メ デ ィ ア ・ プール と メ デ ィ ア ・ マガジン

CDB  カ タ ロ グ ・ データベースには、 以下の項目に関する情報

が格納されます。
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• バッ ク ア ッ プ、 復元、 コ ピー、 メ デ ィ ア管理セ ッ シ ョ

ン。 これは Data Protector のモニ ター ・ ウ ィ ン ド ウに

送られる情報のコ ピーです。

• バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト と それらのバージ ョ ン、

オブジェ ク ト ・ コ ピー。

• バッ ク ア ッ プし たフ ァ イルのパス名 ( フ ァ イル名 ) と
ク ラ イ アン ト ・ システム名。 フ ァ イル名は、 ク ラ イ ア

ン ト ・ システムご と に 1 回だけ記録されます。 バッ ク

ア ッ プ後、 次回のバッ ク ア ッ プまでの間に作成された
フ ァ イル名は、 CDB に追加されます。

• バッ ク ア ッ プし たオブジ ェ ク ト の メ デ ィ ア上の位置。

バッ ク ア ッ プし たオブジ ェ ク ト ご と に、 バッ ク ア ッ プ
に使用し た メ デ ィ ア と データ ・ セグ メ ン ト に関する情
報が格納されます。 オブジェ ク ト コ ピーやオブジ ェ ク

ト ミ ラーについて も同様です。

DCBF  詳細カ タ ロ グ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル ・ パー ト には、 フ ァ

イル ・ バージ ョ ン情報が格納されます。 これは、 バ ッ ク

ア ッ プし たフ ァ イルに関する情報 ( フ ァ イル ・ サイ ズ、

変更日時、 属性 / 保護など ) です。

バッ ク ア ッ プに使用し た各 Data Protector メ デ ィ アにつ

き、 DC ( 詳細カ タ ロ グ ) バイナ リ ・ フ ァ イルが 1 つずつ

作成されます。 メ デ ィ アが上書き される と、 古いバイナ
リ ・ フ ァ イルが削除され、 新しいバイナ リ ・ フ ァ イルが
作成されます。

SMBF  セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル ・ パー ト

には、 バッ ク ア ッ プ / 復元 / コ ピー / メ デ ィ ア管理セ ッ

シ ョ ン中に生成されたセ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージが格納さ
れます。 セ ッ シ ョ ンご と に 1 つのバイナ リ ・ フ ァ イルが

作成されます。 バイナ リ ・ フ ァ イルは、 年 と月に基づい

て分類されます。

SIBF  サーバレ ス統合バイナ リ ・ フ ァ イル ・ パー ト には、

NDMP の raw 復元データが格納されます。 このデータは、

NDMP オブジェ ク ト の復元に必要です。
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MMDB パー ト と CDB パー ト は、 テーブルスペースから な る埋め込みデー

タベースで実装されています。 このデータベースは、 rdsデータベース ・

サーバ ・ プロ セスによ って制御されます。 MMDB と CDB に対する変更は、

すべて ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グを使用し て更新されます。 CDB ( オブジェ ク

ト と位置 ) と MMDB が、 IDB のコ ア ・ パー ト と な り ます。

IDB の DCBF パー ト 、 SMBF パー ト 、 および SIBF パー ト は、 バイナ リ ・

フ ァ イルで構成されます。 更新は、 ト ラ ンザク シ ョ ンな しで直接行われま

す。

Manager-of-Managers (MoM) 環境では、 MMDB をセン ト ラル ・ システムに

移動する こ と で、 集中 メ デ ィ ア管理データベース (CMMDB) を構築でき ま

す。

IDB の各パー ト のさ らに詳しい情報については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector コ ンセプ ト ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。
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IDB を構成する こ と によ り 、 以下の項目が管理しやす く な り ます。

• IDB のサイ ズ と利用可能なデ ィ ス ク ・ スペース

• IDB デ ィ レ ク ト リ の位置

• ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グの使用状況

• IDB の破損 / 障害時に必要な IDB のバッ ク ア ッ プ

• IDB のレポー ト と通知の構成

IDB は、 構成後、 保守が必要な こ と を通知された場合にのみ保守を行いま

す。

一般的な手順 IDB を構成する ための一般的な手順は以下の とお り です。

1. 今後の必要性を考えてデ ィ ス ク ・ スペース を割 り 当てます。

詳細は、 「今後の使用を考えてデ ィ ス ク ・ スペース を割 り 当て る」 （494
ページ ) を参照し て く だ さい。

2. IDB 復旧の準備を し ます。

詳細は、 「IDB 復旧の準備」 （496 ページ ) を参照し て く だ さい。

3. IDB について適切なレポー ト と通知を設定し ます。

詳細は、 「データベースのレポー ト と通知を構成する」 （507 ページ ) を

参照し て く ださい。

今後の使用を考えてディスク ・ スペースを割り当てる

時間の経過に伴い、 Cell Manager 上のデ ィ ス ク ・ スペースのかな り の部分

を IDB が占める可能性があ り ます。 IDB 用のデ ィ ス ク ・ スペース割 り 当て

は、 今後の必要性を十分に見据えて計画し てお く 必要があ り ます。

必要条件 • フ ァ イル数、 フ ァ イルの変動率、 環境規模の拡張など、 IDB のサイ ズ増

加に影響を及ぼす主な要因について理解し てお く 必要があ り ます。 詳細
は 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を参照し

て く ださい。
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• 環境要件 と利用可能なデ ィ ス ク ・ スペースに応じ て、 ロ グ ・ レベル と カ

タ ロ グ保護に関するポ リ シーを設定する必要があ り ます。 これらの情報

の取得方法、 およびロ グ ・ レベルの推奨される使用方法、 カ タ ロ グ保護
の設定については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガ

イ ド』 を参照し て く ださい。

• 今後の IDB のサイ ズ ( 今後 IDB で必要 と な るデ ィ ス ク・スペース ) を見積

も る必要があ り ます。 IDB サイ ズの見積も り については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ さい。

ディスク ・ スペース
の必要量

IDB に必要と なるデ ィ ス ク ・ スペースは、 バッ ク ア ッ プの定義や実行に使

用する さ ま ざ まな構成条件と ポ リ シーによ って異な り ます。

こ こ では、 3 か月後に IDB で約 900MB のデ ィ ス ク ・ スペースが必要にな

り 、 それ以降のサイ ズ増加がご く わずかに と ど ま る環境の例を簡略化し て
示し ます。

• バッ ク ア ッ プ対象 と な る システムは 100 台 (10,000 フ ァ イル / システム、

メ ール ・ サーバな し )。

• 総データ量は 350GB。

• 代表的な変動率 (1 か月あた り の新フ ァ イル 3％) でのフ ァ イルシステム・

バッ ク ア ッ プ。

• 毎週 1 回のフル ・ バ ッ ク ア ッ プ と 4 回の増分バ ッ ク ア ッ プを計画。

• 復元前にフ ァ イル名を簡単にブラ ウズでき る よ う に、 ロ グ ・ レベルを [
すべて ロ グに記録 ] に設定。 これはデ ィ ス ク ・ スペース を も消費する

ロ グ ・ オプシ ョ ンです。

• カ タ ロ グ保護は、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プに対し ては 3 か月、 増分バ ッ ク

ア ッ プに対し ては 2 週間に設定。

構成規模が大きい場合や、 IDB 内のカ タ ロ グの保護期間が長い場合は、

IDB 用スペースが 20GB 以上必要になる可能性があ る こ と に注意し て く だ

さい。

Cell Manager 上にあ る、 Database Capacity Planning Tool を使 う と 、 詳細な見

積も り が可能です。 このツールのパスは、 以下の と お り です。

• UNIX の場合 : /opt/omni/doc/C/IDB_capacity_planning.xls

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\docs\IDB_capacity_planning.xls
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事前に計画してお く
べきこと

IDB のサイ ズは、 通常、 特に使用開始直後 ( カ タ ロ グの維持期限に達する

までの間 ) 急速に増加し ます。 その後の IDB サイ ズ増加率は、 1 か月あた

り の新規フ ァ イル数の割合が高いシステムの変動率や、 環境規模の拡大 (
バッ ク ア ッ プ対象のシステムの追加 ) などの要因によ って決ま り ます。

様々な IDB サイ ズ増加要因を理解し てお く こ と が重要です。

• IDB のフ ァ イル名パー ト のサイ ズは、 セル内のフ ァ イル名の総数に比例

し ます ( データ量やバッ ク ア ッ プ数には比例し ません )。 一部の メ ール ・

サーバや自動生成フ ァ イル数の多いシステムを例外 と し て、 一般に、
フ ァ イル名パー ト のサイ ズ増加率は、 あ ま り 高 く あ り ません。

• IDB のフ ァ イル ・ バージ ョ ン ・ パー ト のサイ ズは、 バ ッ ク ア ッ プおよび

オブジェ ク ト ・ コ ピーの回数、 セル内のフ ァ イル数、 およびカ タ ロ グ保
護の期間に比例し て増加し ます。

• IDB ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グ ・ フ ァ イルを使用する場合は、 デ ィ ス ク ・

スペースの必要量が増えます。 この場合のサイ ズは、 単純には予測でき
ません。 バ ッ ク ア ッ プ対象の新しいフ ァ イル名の数や、 IDB のバッ ク

ア ッ プ後、 次回のバ ッ ク ア ッ プまでの間の総体的なバッ ク ア ッ プ ・ ア ク
テ ィ ビテ ィ ( ス ケジ ュール済みバッ ク ア ッ プが主体の場合は、 週数 ) が

主なサイ ズ増加要因 と な り ます。

IDB 復旧の準備

いつで も IDB を復旧でき る よ う にする ためには、 事前の準備が必要です。 
IDB の復旧によ り 、 IDB 内に格納されている情報が復元されます。 IDB の

復旧は、 Cell Manager が ク ラ ッ シ ュ し た場合のバ ッ ク ア ッ プ ・ データの復

元には不可欠です。

IDB 復旧の準備手順は以下の とお り です。

• 堅牢性強化のための推奨事項を考慮し ます。 「堅牢性に関する考慮事項」

（497 ページ ) を参照し て く ださい。

• デ ィ レ ク ト リ の位置を変更し ます。「IDB デ ィ レ ク ト リ 」 （497 ページ ) を

参照し て く ださい。

• ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グを有効にし ます。 「 ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グを

有効化する」 （503 ページ ) を参照し て く ださい。

• IDB バ ッ ク ア ッ プを構成し、 定期的にバ ッ ク ア ッ プし ます。

詳細は、 「データベース ・ バ ッ ク ア ッ プを構成する」 （505 ページ ) を参

照し て く だ さい。
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堅牢性に関する考慮事項

本項では、 IDB の堅牢性と信頼性を強化する ために考慮すべきポイ ン ト と

推奨事項について、 概要を説明し ます。

• CDB( オブジ ェ ク ト と 位置 ) および MMDB を含む IDB のコ ア・パー ト は、

Data Protector の運用に不可欠です。

• バッ ク ア ッ プ と復元など、 Data Protector の基本操作は、 IDB の DCBF
パー ト と SMBF パー ト が存在し な く て も実行可能です。 ただし、 これ

らが存在し ない場合は、 復元対象のフ ァ イル名をブラ ウズできず、 また
セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージが失われます。

• IDB 回復フ ァ イルと IDB ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グが失われた場合、 通常

の操作には支障を き た し ませんが、 IDB の復元が非常に困難にな り 、 前

回の IDB バッ ク ア ッ プ以降に生成された IDB データ を再生でき な く な

り ます。 この場合は、 使用し た メ デ ィ アの再イ ンポー ト が必要にな り ま

す。

堅牢性強化のための
推奨事項

• IDB 回復フ ァ イルと ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グは必ず、 IDB のコ ア ・ パー

ト と は別の物理デ ィ ス ク に置き ます。

これは、 物理デ ィ ス ク A が ク ラ ッ シ ュ し た場合に、 IDB をすばや く 、

かつ簡単に復元でき る よ う にする こ と を目的 と し ています。 さ らに、 こ
れによ り 、 前回の IDB バッ ク ア ッ プ以降に発生し た ト ラ ンザク シ ョ ン

の再生も可能にな り ます。 図 11-2 を参照し て く ださい。 

• DCBF、 SMBF、 および SIBF の各パー ト も IDB のコ ア ・ パー ト と は別の

デ ィ ス ク に置 く こ と をお勧めし ますが、 さ ほど重要ではあ り ません。 こ
れら を別のデ ィ ス ク に置 く と 、 デ ィ ス ク A に対する負荷が大幅に減 り 、

IDB のスペース管理が容易にな り ます。 これらのフ ァ イルは通常、 IDB
の大部分を占めるためです。

ヒン ト これらの推奨事項に従って堅牢性を強化する こ と で性能も向上し、 Cell 
Manager システム上でよ り 多 く のバ ッ ク ア ッ プ作業を行え る よ う にな り ま

す。

IDB ディ レク ト リ

IDB は Cell Manager 上にあ り ます。 一部の IDB デ ィ レ ク ト リ を別の場所に

移動し て、 スペース管理を向上させる こ と ができ ます。
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制限事項 • IDB フ ァ イルは、 ローカルに接続されているデ ィ ス ク上にのみ置 く こ と

ができ ます。 NFS や共有デ ィ ス クは使用でき ません。

• IDB を ク ラ ス ターの中にイ ン ス ト ールする場合は、 ク ラ ス ター ・ グルー

プ (Microsoft Cluster Server) またはク ラ ス ター ・ パ ッ ケージ

(MC/ServiceGuard) 内のデ ィ ス ク上にイ ン ス ト ールする必要があ り ます。

表 11-1 Windows システム上の IDB ディ レク ト リの位置

IDB Windows システム上の位置

テーブルスペース
(CDB と MMDB)

<Data_Protector_home>\db40\datafiles

バイナ リ ・ フ ァ イ
ル (DCBF、 SMBF、
SIBF)

• <Data_Protector_home>\db40\dcbf

• <Data_Protector_home>\db40\msg

• <Data_Protector_home>\db40\meta

ト ラ ンザク シ ョ
ン ・ ロ グ

<Data_Protector_home>\db40\logfiles\syslog

IDB 回復フ ァ イル <Data_Protector_home>\db40\logfiles\rlog

表 11-2 UNIX システム上の IDB ディ レク ト リの位置

IDB UNIX システム上の位置

テーブルスペース
(CDB と MMDB)

/var/opt/omni/server/db40/datafiles

バイナ リ ・ フ ァ イ
ル (DCBF、 SMBF、
SIBF)

• /var/opt/omni/server/db40/dcbf

• /var/opt/omni/server/db40/msg

• /var/opt/omni/server/db40/meta

ト ラ ンザク シ ョ
ン ・ ロ グ

/var/opt/omni/server/db40/logfiles/syslog

IDB 回復フ ァ イル /var/opt/omni/server/db40/logfiles/rlog
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図 11-2 IDB ディ レク ト リの推奨位置

IDB ディ レク ト リの位置を変更する

以下に示す IDB のどのデ ィ レ ク ト リ の位置も変更でき ます。

 

• IDB の CDB パー ト ( オブジ ェ ク ト 、位置、フ ァ イル名 ) と MMDB パー ト を

含む datafilesデ ィ レ ク ト リ

• ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グ と IDB 回復フ ァ イルを含む logfilesデ ィ レ ク

ト リ

• IDB の DCBF パー ト を含む dcbfデ ィ レ ク ト リ

• IDB の SMBF パー ト を含む msgデ ィ レ ク ト リ

• IDB の SIBF パー ト を含む metaデ ィ レ ク ト リ
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Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を使用し て ) dcbfデ ィ レ ク ト リ 、

および ( グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルを使用し て ) msg と metaデ ィ

レ ク ト リ のデ ィ レ ク ト リ ・ パス を変更する こ と も でき ます。

注記 UNIX 上で、 シンボ リ ッ ク ・ リ ン ク を使ってデ ィ レ ク ト リ の位置を変更す

る こ と も可能ですが、 /var/opt/omni/server/db40/datafilesデ ィ レ

ク ト リ の下層では リ ン ク を使用でき ません。

IDB デ ィ レ ク ト リ の位置を変更するには、 以下の手順を行います。

1. すべてのバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン と Data Protector ア ク テ ィ ビテ ィ を終

了し、 omnisv -stop コマン ド を実行し て、 Data Protector サービ ス を終

了し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -stop

IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合は、 ア ク テ ィ

ブな ノ ード上で cmhaltpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data 
Protector パッ ケージを終了し ます。 こ こで、 <pkg_name> は Data 
Protector ク ラ ス ター ・ パッ ケージの名前を示し ます。

2. 移動し たい <IDB_dir>デ ィ レ ク ト リ の名前を、<IDB_dir>.save に変更

し ます。 た と えば、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グ と IDB 回復フ ァ イルの位

置を変更するには、 <Data_Protector_home>\db40\logfiles を

<Data_Protector_home>\db40\logfiles.save (Windows の場合 )
に、 /var/opt/omni/server/db40/logfiles を

/var/opt/omni/server/db40/logfiles.save (UNIX の場合 ) に名前

を変更し ます。

3. 同じ相対パス を持つ空のデ ィ レ ク ト リ を新規作成し ます。 た と えば

<Data_Protector_home>\db40\logfiles (Windows の場合 ) または

/var/opt/omni/server/db40/logfiles (UNIX の場合 ) などです。

4. Windows の場合、 新しいデ ィ ス ク を追加するか、 または

<Data_Protector_home>\db40\<IDB_dir> と し て NTFS フ ォルダに

新しいボ リ ュームをマウ ン ト し ます。 た と えば、
<Data_Protector_home>\db40\logfiles と し てマウ ン ト し ます。
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UNIX の場合、 新しいデ ィ ス ク を追加するか、 または新しい論理ボ

リ ュームを作成し、 /var/opt/omni/server/db40/<IDB_dir> と し て

マウ ン ト し ます。 た と えば、 /var/opt/omni/server/db40/logfiles

と し てマウ ン ト し ます。

5. 新しいデ ィ ス ク またはボ リ ューム上の<IDB_dir>に<IDB_dir>.saveの

内容を コ ピーし ます。

6. omnisv -start コマン ド を実行し て Data Protector サービ ス を起動し ま

す。

• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start

IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合、 ア ク テ ィ ブ

な ノー ド上で cmrunpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data Protector
パッ ケージを起動し ます。

IDB 回復ファイルの追加コピーを作成する

IDB 回復フ ァ イルの追加コ ピーを作成する こ と によ り 、 IDB の復旧のため

の重要なデータが失われるのを防ぐ こ と ができ ます。

以下の手順に従って、 IDB 回復フ ァ イルのコ ピーを作成し ます。

1. すべてのバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン と Data Protector ア ク テ ィ ビテ ィ を終

了し、 omnisv -stop コマン ド を実行し て、 Data Protector サービ ス を終

了し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -stop

IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合は、 ア ク テ ィ

ブな ノ ード上で cmhaltpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data 
Protector パッ ケージを終了し ます。 こ こで、 <pkg_name> は Data 
Protector ク ラ ス ター ・ パッ ケージの名前を示し ます。

IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、 ア ク

テ ィ ブな ノー ド上で ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て、 OBVS_VELOCIS ク ラ ス ター ・ グループをオフ ラ イ ンにし、

Inet サービ ス を停止し ます。
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2. RecoveryIndexDir変数の値を設定し てグ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ

イルを編集し ます。 つま り 、 Data Protector が IDB 回復フ ァ イル

obrindex.dat のコ ピーを作成するデ ィ レ ク ト リ を指定し ます。 この と

き、 別の物理デ ィ ス ク を指定する こ と をお勧めし ます。

3. omnisv -start コマン ド  (UNIX では /opt/omni/sbinデ ィ レ ク ト リ に

あ り ます ) を実行し て Data Protector サービ ス を起動し ます。

• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start

IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合、 ア ク テ ィ ブ

な ノー ド上で cmrunpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data Protector
パッ ケージを起動し ます。

IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、 ク ラ

ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS ク ラ ス ター ・ グループをオン ラ イ ンにし、

Inet サービ ス を起動し ます。

DC ディ レク ト リを作成または位置変更する

DC ディ レク ト リの

作成

 [Data Protector Manager] の [内部データベース ] コ ンテキス ト を使用し

て、 DC デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 図 11-3 を参照し て く だ さい。 詳しい

手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「DC デ ィ レ ク ト

リ の作成」 を参照し て く ださい。

DC ディ レク ト リの

位置変更

DC デ ィ レ ク ト リ の位置を変更するには、 以下の手順を行います。

1. Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を使って、 新しい場所に新しい

DC デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 図 11-3 を参照し て く だ さい。

2. 新しい DC デ ィ レ ク ト リ が正し く 作成されてお り 、 デ ィ ス ク ・ スペース

が十分にあ る こ と を確認し ます。

3. DC バイナ リ ・ フ ァ イルを ソース DC デ ィ レ ク ト リ から新しい DC デ ィ レ

ク ト リ に移動し ます。

4. omnidbutil -remap_dcdir コマン ド を実行し て、 DC バイナ リ ・

フ ァ イルのパス名を更新し ます。

5. 古いDCデ ィ レ ク ト リ を構成済みDCデ ィ レ ク ト リ の リ ス ト から削除し ま

す。
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図 11-3 DC ディ レク ト リの作成

ト ランザクシ ョ ン ・ ログを有効化する

IDB の MMDB パー ト と CDB パー ト で使用する ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グ

は、 以下のデ ィ レ ク ト リ に作成されます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\db40\logfiles\syslog

• UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/db40/logfiles/syslog

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グは、 デフ ォル ト では無効になっています。 ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン ・ ロ グを有効にする と 、 新の IDB バ ッ ク ア ッ プから次の IDB
バッ ク ア ッ プまで ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グが保持されます。 ト ラ ンザク

シ ョ ン ・ ロ グ ・ フ ァ イルのサイ ズが 2MB に達する と 、 新しいフ ァ イルが作

成されます。 IDB バ ッ ク ア ッ プを実行する と 、 現在ア ク テ ィ ブになってい

る以外の既存の ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グがすべて削除され、 新しい ト ラ ン
ザ ク シ ョ ン ・ ロ グの作成が開始されます。

ト ランザクシ ョ ン ・
ログを有効にする   
理由

ガイ ド式自動回復機能を使 う と 、 ロ グを再生する こ と で、 IDB を簡単に復

元でき ます。 この機能を使 う には、 前回の IDB バ ッ ク ア ッ プ以降に作成さ

れた ロ グ ・ フ ァ イルを利用可能にする必要があ り ます。

ディスク ・ スペース
に関する考慮事項

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グに使用されるデ ィ ス ク ・ スペースは、 2 回の IDB
バッ ク ア ッ プの間に作成されたバ ッ ク ア ッ プの量によ って異な り ます。 
フ ァ イル名がすでに IDB に格納されていれば、 この量はかな り 少な く な

り 、 多 く の場合 100MB の予約スペースだけで十分です。 新しいフ ァ イル名

をバ ッ ク ア ッ プし た場合は、 デ ィ ス ク ・ スペースの使用量が非常に大き く
第 11 章 503



Data Protector 内部データベースの管理

IDB の構成
な り ます ( フ ァ イル名ご と に約 200 バイ ト )。 環境全体の 初のフル ・ バッ

ク ア ッ プを実行し た後で ( つま り 、 すべてのフ ァ イル名が IDB に格納され

た時点で ) ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グを有効にする こ と をお勧めし ます。

ト ランザクシ ョ ン ・
ログを有効にする   
方法

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グを有効にするには、 以下の手順を行います。

1. すべてのバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン と Data Protector ア ク テ ィ ビテ ィ を終

了し、 omnisv -stop コマン ド を実行し て、 Data Protector サービ ス を終

了し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -stop

2. 以下のデ ィ レ ク ト リ のデ ィ ス ク ・ スペースが十分にあ る こ と を確認し ま

す。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\db40\logfiles\syslog

• UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/db40/logfiles/syslog

3. velocis.ini フ ァ イルを編集し、Archiving パラ メ ータの値を 1 に設定し

ます。

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\db40\datafiles\catalog\
velocis.ini

• UNIX の場合 : 
/var/opt/omni/server/db40/datafiles/catalog/velocis.in
i

4. omnisv -startコマン ド を使って Data Protector サービ ス を起動し ます。 

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start
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データベース ・バックアップを構成する

IDB の構成では、 IDB 自体のバ ッ ク ア ッ プを構成する こ と が非常に重要で

す。 IDB バッ ク ア ッ プを定期的に実行する よ う に構成すれば、 障害発生時

の復旧のための も重要な準備作業が完了した こ と にな り ます。 Cell 
Manager が ク ラ ッ シ ュ し た場合、 他のバッ ク ア ッ プ ・ データ を復元するに

は、 IDB の復旧が必須です。

IDB バックアップの

構成方法

他の標準バ ッ ク ア ッ プの場合 と同じ よ う に、 IDB バッ ク ア ッ プを構成し ま

す。 バ ッ ク ア ッ プ対象オブジェ ク ト と し て ［内部データベース］ を選択し、
IDB バッ ク ア ッ プ仕様の [ バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト のサマ リ ー ] ペー

ジでオブジ ェ ク ト ・ オプシ ョ ンを指定し ます。 詳しい手順については、

Data Protector オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「IDB バ ッ ク ア ッ プの

構成」 を参照し て く ださい。

図 11-4 内部データベース ・ オブジェク ト を選択する

推奨される IDB
バックアップの構成

IDB バッ ク ア ッ プの構成時には、 以下をお勧めし ます。 

• IDB 用のバッ ク ア ッ プ仕様を別に用意し ます。 これによ り 、 ス ケジ ュー

ルの設定が容易にな り 、 デ ィ ス ク ・ ク ラ ッ シ ュ時の復元も簡単にな り ま
す。 IDB 用のバッ ク ア ッ プ仕様を作成するには、 標準バッ ク ア ッ プ手順

に従い、 バ ッ ク ア ッ プ対象オブジェ ク ト と し て ［内部データベース］ を
選択し ます。

• IDB バ ッ ク ア ッ プを 1日1 回実行する ス ケジ ュールを設定し ます。 これに

よ り ほぼ 新の IDB バ ッ ク ア ッ プを常に保持でき ます。
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• 特定のデバイ ス上で、 通常のバ ッ ク ア ッ プに使用する もの と は別の メ

デ ィ アの メ デ ィ ア ・ プールで IDB バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。 IDB バ ッ

ク ア ッ プにどの メ デ ィ アを使用するかを明確にし ておき ます。 [セッ

シ ョ ンで使用される メディ アのレポート ] を構成し てお く と 、 バ ッ ク

ア ッ プに使用する メ デ ィ アに関する情報が通知されます。 これによ り 、
復元手順が大幅に効率化されます。 可能な限 り 、 Cell Manager にローカ

ルに接続されたデバイ ス を使用し て く ださい。 「Data Protector レポー ト 」

（417 ページ ) を参照し て く ださい。

• データ保護 と カ タ ロ グ保護の期間は、 数日間だけに設定し ます。 これら

のオプシ ョ ンは、 少な く と も 新と その前の 2 つの IDB バッ ク ア ッ プ ・

バージ ョ ンが保護される よ う に設定し て く だ さい。

• [内部データベースのチェ ッ ク ]オプシ ョ ンは、常に有効にし ておき ます (
デフ ォル ト は有効 )。 図 11-5 を参照し て く だ さい。

• 以前の IDB バッ ク ア ッ プを新しいバ ッ ク ア ッ プで上書き し ないよ う にし

ます。 複数のコ ピーを保存し てお く こ と をお勧めし ます。 

IDBバックアップ時の

動作

IDB のバ ッ ク ア ッ プ時に、 Data Protector は以下を実行し ます。

• IDB の整合性をチェ ッ ク し ます。 これによ り 、 破損し た IDB がバ ッ ク

ア ッ プされた り 復元されるのを防止し ます。 このチェ ッ ク を実行させる

には、 [内部データベースのチェ ッ ク ] オプシ ョ ンを有効にする必要が

あ り ます ( デフ ォル ト は有効 )。

データベースのサイ ズが 10GB で、 fnames.dat フ ァ イルのサイ ズが

1GB の場合、 このチェ ッ ク処理には約 1 時間半かか り ます。

• IDB 使用中はオン ラ イ ンで IDB をバッ ク ア ッ プし ます。 し たがって、IDB
のバ ッ ク ア ッ プ中に他のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンや復元セ ッ シ ョ ンを
実行でき ます。 ただし、 可能であれば、 他のバッ ク ア ッ プや復元ア ク

テ ィ ビテ ィ を実行し ている時は IDB のバッ ク ア ッ プは行わないよ う に

し て く ださい。

• デバイ スのデータ、 バッ ク ア ッ プ仕様、 ス ケジ ュールなど、 Data 
Protector の構成データ をすべてバ ッ ク ア ッ プし ます。 これによ り 、 障害

発生時の復旧手順が簡単にな り ます。

注記 一度に実行でき る IDB バッ ク ア ッ プは 1 つだけです。
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バックアップ前の
自動チェ ッ クを無効
にする

デフ ォル ト では、 IDB のバ ッ ク ア ッ プ前にデータベースの整合性が自動

チェ ッ ク されます。 整合性の自動チェ ッ クは、 有効 / 無効を切 り 替え る こ と

ができ ます。 ただし、 IDB の自動チェ ッ ク を有効にし てお く こ と を強 く お

勧めし ます。

Cell Manager の使用率が高 く 、 IDB のチェ ッ ク に要する時間が問題にな る

場合は、 [内部データベースのチェ ッ ク ] オプシ ョ ンを無効にする こ と が必

要にな り ます。 この場合、 以下の指針に従って く ださい。

• 自動チェ ッ ク を行って も問題にな ら ない時間帯に IDB バ ッ ク ア ッ プが実

行される よ う に、 IDB チェ ッ ク ・ オプシ ョ ンを有効にし てスケジ ュール

を設定し ます。

• 毎日の IDB バッ ク ア ッ プが、 IDB チェ ッ ク ・ オプシ ョ ンを無効にし た状

態で実行される よ う にスケジ ュールを設定し ます。 

• 少な く と も、 新のチェ ッ ク済み IDB バッ ク ア ッ プを保持する よ う にし

ます。

詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「IDB の自

動チェ ッ ク の無効化」 を参照し て く だ さい。

図 11-5 [ 内部データベースのチェ ッ ク ] オプシ ョ ン ( デフォルトは有効 )

データベースのレポート と通知を構成する

IDB のレポー ト と通知を構成し て、 IDB の削除、 IDB サイ ズの拡張など、

IDB に対する保守作業の実施が必要になった と きに通知される よ う にし ま

す。 
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IDB のレポート 以下は IDB レポー ト の一覧です。

その他の Data Protector レポー ト について も考慮が必要です。 た と えば、 １

つのセッシ ョ ン リ ス ト 中の詳細情報を示すレポー ト などです。 詳細は 「Data 
Protector レポー ト 」 （417 ページ ) を参照し て く ださい。

IDB 通知 以下は IDB 通知の一覧です。

各レポー ト と通知に関する詳細については、 「レポー ト の種類」 （419 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

[IDB の削除プレ

ビュー ・ レポート
]

ク ラ イ アン ト あた り のフ ァ イル名数、 ク ラ イ アン ト
あた り の古 く なったフ ァ イル名の推定数、 ク ラ イ ア
ン ト あた り のフ ァ イル名削除セ ッ シ ョ ンの推定時間
の情報を表示し ます。

[ システム処理能

力のレポート ]
特定の ク ラ イ アン ト におけ る フ ァ イル名の増加状況
に関する情報を通知し ます。 

[IDB の削除

レポート ]
IDB から削除されたフ ァ イル名を表示し ます。

[IDB サイズ

・ レポート ]
IDB の各パー ト のサイ ズを表示し ます。

[IDB のスペース不

足 ]
IDB のスペースが不足し ている場合に通知し ま

す。

[IDB テーブル ・

スペースのスペース
不足 ]

IDB のテーブルスペースが不足し ている場合に通

知し ます。

[IDB の削除必要 ] フ ァ イル名を IDB から削除する必要があ る場合

に通知し ます。

[IDB の破損 ] IDB に何らかの破損が検出された場合に通知し ま

す。
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IDB のレポート と

通知の構成手順

[Data Protector Manager] の [ レポート ] コ ンテキス ト を使用し て、 IDB レ

ポー ト と通知を構成し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプ

の索引キーワード 「IDB レポー ト の構成」 と 「IDB 通知の構成」 を参照し

て く ださい。

次に行う手順 IDB レポー ト と通知を構成し終えた ら、 IDB 構成の 後の手順を完了し た

こ と にな り ます。 何らかの IDB 保守作業が必要になった場合は、 Data 
Protector によ って通知されます。 引き続き環境を設定し て く ださ い。
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IDB の保守

IDB の構成後、 下記の場合は、 IDB の保守作業を実施する必要があ り ます。

• IDB のスペースが不足し ている場合

IDB 用のスペース を追加するか、 IDB に書き込まれるデータ量を減らす

必要があ り ます。 [IDBのスペース不足 ] または [IDB テーブル ・ スペー

スのスペース不足 ] によ り 、 スペース不足が通知されます ( この機能を

事前に構成し ている場合 )。

• IDB フ ァ イル ・ バージ ョ ンの削除が必要な場合

削除の単位は メ デ ィ ア全体にな り ます。 つま り 、 メ デ ィ ア上のすべての
オブジェ ク ト ・ バージ ョ ンのカ タ ロ グ保護が切れてから、 フ ァ イル ・
バージ ョ ン ・ レ コー ド が削除されます。 次に、 関連する メ デ ィ アのバイ
ナ リ ・ フ ァ イル （詳細カ タ ロ グを含む） が削除されます。 これによ り 、
多数のフ ァ イル ・ バージ ョ ンが短時間で削除されます。 これは毎日自動
的に実行されます。 古 く なったセ ッ シ ョ ン と メ ッ セージ も自動的に削除
されます。

• IDB フ ァ イル名の削除が必要な場合

フ ァ イル名の削除を実行する必要があ り ます。 1 日に 10 万個のフ ァ イ

ルが古 く な る環境な ら、 年 1 回の作業が必要です。 フ ァ イル名の削除が

必要にな る と、 そのこ と が自動的に通知されます。 フ ァ イル名の削除
は、 ホ ス ト を選択し て実行でき ます。 この処理は排他的に実行する必要
があ るので、 バッ ク ア ッ プ と同時に実行する こ と はでき ません。 削除処
理は Data Protector の以前のバージ ョ ン よ り も時間がかか り ます。

• ク ラ イ アン ト ・ システムの変動率が高いか、 致命的なレベルに達し てい

る場合

これは、 時間経過に伴い新しいフ ァ イル名または変更されたフ ァ イル名
が多 く なっている こ と を意味し ます。 フ ァ イル名が IDB にロ ギング され

ている場合には、 IDB に影響を及ぼし ます。 [ システム処理能力のレポー

ト ] によ り 、 ク ラ イ アン ト ・ システムの変動率が通知されます ( このレ

ポー ト が事前に構成されている場合 )。

• IDB を別の Cell Manager に移動し たい場合

• IDB のサイ ズをチェ ッ ク し たい場合
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[IDBサイズのレポー ト ] によ り 、 IDB サイ ズについての情報が示され

ます。

• IDB が正し く 動作し ないため ( 破損の可能性があ る )、 その整合性を

チェ ッ ク し たい場合

[IDBの破損 ]通知によ り 、 IDB の破損についての情報が示されます。

どの場合にどの保守作業を実行でき るかについては、 表 11-3 を参照し て く

ださい。
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表 11-3 IDB 保守作業

状況 実行可能な タ ス ク 参照

IDB のスペースが

不足し ている場合

• IDB サイ ズを拡大

する

• IDB フ ァ イル名を

削除する

• IDB サイ ズの増加

を軽減する

• IDB の現在のサイ

ズを縮小する

• 「IDB のサイ ズを拡大す

る」 （517 ページ )

• 「古 く なったフ ァ イル名

を削除する」 （517 ペー

ジ )

• 「IDB のサイ ズの増加を

軽減する」 （513 ページ
)

• 「IDB のサイ ズを縮小す

る」 （514 ページ )

古 く なったフ ァ イ
ル名が IDB に含

まれている場合

• IDB フ ァ イル名を

削除する

• 「古 く なったフ ァ イル名

を削除する」 （517 ペー

ジ )

ク ラ イ アン ト ・ シ
ステムの変動率が
高いか、 致命的な
レベルに達し てい
る場合

• IDB サイ ズの増加

を軽減する

• IDB サイ ズを拡大

する

• 「IDB のサイ ズの増加を

軽減する」 （513 ページ
)

• 「IDB のサイ ズを拡大す

る」 （517 ページ )

IDB のサイ ズを

チェ ッ ク し たい 
場合

• IDB サイ ズを

チェ ッ クする

• 「IDB のサイ ズをチェ ッ

クする」 （520 ページ )

IDB が正し く 動作

し ない ( 破損の可

能性があ る ) 場合

• IDB の整合性を

チェ ッ クする

• 「IDB の整合性をチェ ッ

クする」 （521 ページ )

IDB を別の Cell 
Manager に移動し

たい場合

• 同一プラ ッ ト

フ ォーム上の別の
Cell Manager に

IDB を移動する

• 「別の Cell Manager に

データベース を移動す
る」 （522 ページ )
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IDB のサイズの増加を軽減する

IDB のサイ ズ増加を抑え るには、 バ ッ ク ア ッ プ仕様やオブジ ェ ク ト ・ コ

ピー仕様のロ グ ・ レベル と カ タ ロ グ保護の設定を低 く し ます。 これによ り 、

IDB の現在のサイ ズは変わ り ませんが、 今後のサイ ズ増加を抑え る こ と が

でき ます。

バッ ク ア ッ プの復元時にカ タ ロ グ保護期間が切れていた場合、 ブラ ウズ機
能は利用でき ません。

カ タ ロ グ保護期間を短縮する場合は、 （カ タ ロ グ保護期間を超え るバ ッ ク
ア ッ プの） 復元時にブラ ウズ機能が使用でき な く な る こ と に注意し て く だ
さい。

IDB のサイ ズ増加と性能に影響する主な要因 と調整可能なパラ メ ータ、 お

よび推奨される使用例については、 『HP OpenView Storage Data Protector コ

ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

IDB のサイズ増加の

軽減方法

［Data Protector Manager］ で ［Data Protector バッ クアップ］ コ ンテキス ト を使

用し て、 ロ グ ・ レベル と カ タ ロ グ保護の設定を変更し て、 バッ ク ア ッ プ仕
様を修正し ます。 図 11-6 を参照し て く だ さい。 詳しい手順については、 オ

ン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「IDB のサイ ズ増加を抑える」 を参照

し て く ださい。

バッ ク ア ッ プ仕様のロ グ ・ レベル設定を低 く する と、 IDB に保存される

データ ( フ ァ イル / デ ィ レ ク ト リ ) の量が減 り ます。 ロ グ ・ レベルは、 高い

ものから順に [すべてログに記録 ] -> [ フ ァ イル ・ レベルまでログに記録

] -> [ディ レ ク ト リ ・ レベルまでログに記録 ] -> [ ログなし ] です。

カ タ ロ グ保護期間を短縮する と、 IDB に保存されている復元時ブラ ウズ用

の情報に対する保護期間のみが短縮されます。 メ デ ィ ア上の情報は影響さ
れません。
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図 11-6 バックアップのログ ・ レベルとカタログ保護の設定を変更する

IDB のサイズを縮小する

IDB のサイ ズは、 カ タ ロ グ保護の設定を変更する こ と で縮小でき ます。 こ
の と き、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン またはオブジェ ク ト ・ コ ピー ・ セ ッ
シ ョ ン全体 ( セ ッ シ ョ ン内のすべてのオブジ ェ ク ト ) を対象と する こ と も、

特定のオブジェ ク ト だけを対象 とする こ と も でき ます。

カ タ ロ グ保護期間を短縮する場合は、 （カ タ ロ グ保護期間を超え るバ ッ ク
ア ッ プの） 復元時にブラ ウズ機能が使用でき な く な る こ と に注意し て く だ
さい。 

この操作は、 IDB の今後のサイ ズ増加には影響し ません。

変更内容が適用され
るタイ ミング

変更内容は、 以下のタ イ ミ ングで適用されます。

• メ デ ィ ア上のすべてのオブジェ ク ト から カ タ ロ グ保護が削除された と

き。

• 古 く なったデータが1日1回(デフ ォル ト では正午) Data Protectorによ って

自動的に削除される と き。 この時刻は、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ
イルの DailyMaintenanceTime変数で、 24 時間表記を使って指定でき

ます。 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645 ページ ) を参照し て

く だ さい。
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削除をすぐに開始するには、 omnidbutil -purge -dcbf コマン ド を実

行し ます。 IDB から古 く なった他の項目を削除する方法については、

omnidbutil の man ページを参照し て く ださい。

カ タ ロ グ保護設定を変更する と、 IDB 内の保護設定だけが変更されます。

メ デ ィ ア上の情報は影響されません。 し たがって メ デ ィ アをいったんエ ク
スポー ト し て再びイ ンポー ト する と、 メ デ ィ アに保存されている カ タ ロ グ
保護設定が も う 一度 Data Protector に読み込まれます。

IDB のサイズの縮小

方法

［Data Protector Manager］ で ［内部データベース］ コ ンテキス ト を使用し て、

カ タ ロ グ保護の設定を変更し ます。 図 11-7 および図 11-8 を参照し て く ださ

い。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「IDB
の現在のサイ ズを縮小する」 を参照し て く だ さい。
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図 11-7 セッシ ョ ンのカタログ保護を変更する

図 11-8 オブジェク トのカタログ保護を変更する
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古く なったファイル名を削除する

Data Protector では、 削除プロセス中に、 IDB 内の古 く なったフ ァ イル名を

自動的に検出し て削除し ます。 これによ り スペースが解放され、 新しい情

報を格納でき ます。 古 く なったフ ァ イル名 と は、 IDB 内に対応する フ ァ イ

ル ・ バージ ョ ンが存在し な く なったフ ァ イル名を意味し ます。

削除に関する詳細な情報は、 [IDBの削除プレビュー ・ レポー ト ] と [IDB

削除レポート ] を使用し て取得でき ます。 「データベースのレポー ト と通知

を構成する」 （507 ページ ) を参照し て く ださい。

古く なった IDB
ファイル名の削除方法

Cell Manager 上で他のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが実行されていない状態

で IDB を削除し ます。 以下のコマン ド を実行し て く だ さい。

omnidbutil -purge -filenames

次のコマン ド を実行する と、 削除対象を 1 つまたは複数の特定の ク ラ イ ア

ン ト に絞 り 込むこ と ができ ます。

omnidbutil -purge -filenames <host_1 ... host_n>

Data Protector では、 古 く なったフ ァ イル名が 100 万個未満の ク ラ イ アン ト

上でのフ ァ イル名の削除は行われません。 これらの ク ラ イ アン ト 上で も
フ ァ イル名を削除するには、 -force サブコマン ド を使用し ます。

IDB のサイズを拡大する

以下の場合は、 IDB のサイ ズを拡張する必要があ り ます。

• フ ァ イル名のスペースが消費されてお り 、 新しい fnames.dat フ ァ イル

が必要、 または他のテーブルスペースの拡張が必要な場合

• IDB の詳細パー ト ( フ ァ イル・バージ ョ ン と 属性 ) 用のデ ィ ス ク ・ スペー

ス を増やす必要があ る場合

IDB のサイ ズは、 以下の 2 つの う ちいずれかの方法で拡張でき ます。

• 新しい DC( 詳細カ タ ロ グ ) デ ィ レ ク ト リ を作成し、可能な場合は、それを

別のデ ィ ス ク上に配置する。

• fnames.dat フ ァ イルを新たに作成し て追加する。

• 他のテーブルスペース を拡張する。
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新しい DC ディ レク ト リを作成する

 [Data Protector Manager] の [内部データベース ] コ ンテキ ス ト を使用し

て、 DC デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。 図 11-3 (503 ページ ) を参照し て く だ

さい。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「DC
デ ィ レ ク ト リ の作成」 を参照し て く だ さい。

新しい fnames.dat ファイルを作成する

fnames.dat
ファイルとは

fnames.dat フ ァ イルには、 バ ッ ク ア ッ プし たフ ァ イルの名前に関する情

報が格納されます。 通常、 これらのフ ァ イルは IDB の約 20％を占めます。 

fnames.dat フ ァ イルのデフ ォル ト ・ サイ ズは 2GB、 大サイ ズは 32GB で

す

fnames.dat
ファイルの作成方法

 [Data Protector Manager] の [内部データベース ] コ ンテキス ト を使用し

て、 新しい fnames.dat フ ァ イルを追加し ます。 図 11-9 を参照し て く だ さ

い。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド
「fnames.dat フ ァ イルの作成」 を参照し て く だ さい。

Windows Cell Manager では、 拡張フ ァ イルは IDB と同じ論理デ ィ ス ク上に

作成する こ と をお勧めし ます。

IDB 拡張フ ァ イルは、 IDB バッ ク ア ッ プの一部と し てバッ ク ア ッ プされ、

IDB 復旧を使用し て復元されます。
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図 11-9 新しい fnames.dat ファイルの作成

他のテーブルスペースを拡張する

デフ ォル ト では、 特定のテーブルスペースに割 り 当て られたスペースの
85% が使用される と 、 [IDB テーブル ・ スペースのスペース不足 ] が通知さ

れます。 特定のテーブルスペース を拡張する方法については、 オン ラ イ ン ・

ヘルプの索引キーワード 「IDB サイ ズの拡張」 を参照し て く ださい。
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IDB のサイズをチェ ックする

IDB の現在のサイ ズは、 Data Protector GUI を使ってチェ ッ ク でき ます。

また、 [IDB ・ サイズのレポート ]や、 [IDBのスペース不足 ]および [IDB

テーブル ・ スペースのスペース不足 ]通知によ り 、 IDB のサイ ズが通知され

ます ( これら を事前に構成し ておいた場合 )。

IDB のサイズの

チェ ック方法

[Data Protector Manager] の [内部データベース ] コ ンテキス ト を使用し て、

IDB の各パー ト (CDB、 MMDB、 DCBF、 SMBF、 SIBF) のサイ ズをチェ ッ

ク し ます。 図 11-10 を参照し て く ださい。 詳しい手順については、 オン ラ

イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「IDB サイ ズのチェ ッ ク」 を参照し て く だ

さい。

図 11-10 fnames.dat ファイル (CDB パート ) のサイズをチェ ッ ク
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IDB の整合性をチェ ックする

Data Protector のデフ ォル ト では、 IDB のバッ ク ア ッ プ前に IDB の整合性が

チェ ッ ク されます。 これは、 障害発生時に IDB と バッ ク ア ッ プ ・ データ を

復旧する上で非常に重要です。

さ らに、 以下の IDB チェ ッ ク を手動で実行する こ と も可能です。

IDB のコア ・

部分のチェ ッ
ク

フ ァ イル名情報を含まない メ デ ィ ア管理データベース
(MMDB) パー ト と カ タ ロ グ ・ データベース (CDB) パー ト

をチェ ッ ク し ます。 中規模の IDB の場合、 約 5 ～ 10 分

かか り ます。 チェ ッ クするには、 omnidbcheck -core

コマン ド を実行し ます。

ファイル名
チェ ック

フ ァ イル名に関する IDB 情報をチェ ッ ク し ます。 中規模

の IDB の場合、 約 1 時間かか り ます。 チェ ッ クするに

は、 omnidbcheck -filename コマン ド を実行し ます。

DCBF 部分の

簡易チェ ッ ク

DC バイナ リ ・ フ ァ イルの有無 と そのサイ ズをチェ ッ ク

し ます。 中規模の IDB の場合、 約 10 ～ 30 秒かか り ま

す。 チェ ッ クするには、 omnidbcheck -bf コマン ド を

実行し ます。

DCBF 部分の

完全チェ ッ ク

メ デ ィ ア位置と DC バイナ リ ・ フ ァ イルの整合性を

チェ ッ ク し ます。 DCBF パー ト の 1GB ご と に約 10 分か

か り ます。 チェ ッ クするには、 omnidbcheck -dc コマ

ン ド を実行し ます。

SMBF 部分の

チェ ック

セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イルの有無を
チェ ッ ク し ます。 チェ ッ クするには、 omnidbcheck 

-smbf コマン ド を実行し ます。

SIBF 部分の

チェ ック

オブジェ ク ト ・ バージ ョ ン と サーバレ ス統合バイナ リ ・
フ ァ イル (SIBF) の整合性をチェ ッ ク し ます。 SIBF パー ト

の 1GB ご と に約 10 分かか り ます。 チェ ッ クするには、

omnidbcheck -sibf コマン ド を実行し ます。

クイ ック ・
チェ ック

コ ア ・ パー ト (MMDB と CDB)、 フ ァ イル名、 および

DCBF パー ト をチェ ッ ク し ます。 中規模の IDB の場合、

約 2 時間半かか り ます。 チェ ッ クするには、

omnidbcheck -quick コマン ド を実行し ます。
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IDB の使用中に問題が生じ た場合、 ト ラブルシ ューテ ィ ングに関する項

「IDB の ト ラブルシューテ ィ ング」 （745 ページ ) と 「IDB を復旧する」 （527
ページ ) を参照し て く だ さい。

別の Cell Manager にデータベースを移動する

IDB は、 同じオペレーテ ィ ング ・ システム上で動作する別の Cell Manager
に移動でき ます。 以下の手順を行います。

1. ソース ・ システム と ターゲ ッ ト ・ システムの両方で omnisv -stop コマ

ン ド を実行し、 すべての Data Protector サービ ス を終了し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -stop

IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合は、 ア ク テ ィ

ブな ノ ード上で cmhaltpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data 
Protector パッ ケージを終了し ます。 こ こで、 <pkg_name> は Data 
Protector ク ラ ス ター ・ パッ ケージの名前を示し ます。

IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、 ア ク

テ ィ ブな ノー ド上で ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て、 OBVS_VELOCIS ク ラ ス ター ・ グループをオフ ラ イ ンにし、

Inet サービ ス を停止し ます。

2. 以下の IDB フ ァ イルを ターゲ ッ ト ・ システムにコ ピーし ます。

• テーブルスペースは、 同じ相対パス名にコ ピーし ます。

Windows の場合 : <Data_Protector_home>\db40\datafiles 
→ <Data_Protector_home>\db40\datafiles

UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/db40/datafiles → 
/var/opt/omni/server/db40/datafiles

拡張チェ ッ ク コ ア ・ パー ト (MMDB と CDB)、 フ ァ イル名、 DCBF
パー ト 、 および DC パー ト をチェ ッ ク し ます。 チェ ッ ク

するには、 omnidbcheck - extended コマン ド を実行

し ます。
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• 拡張フ ァ イルは、 ソース ・ システム上の拡張フ ァ イル と同じ フル ・

パス名にコ ピーし ます。 このフ ァ イルの リ ス ト を入手するには、
omnidbutil -extendinfo コマン ド を使用し ます。

• SMBF フ ァ イルは、 同じ相対パス名にコ ピーし ます。

Windows の場合 : <Data_Protector_home>\db40\msg → 
<Data_Protector_home>\db40\msg

UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/db40/msg → 
/var/opt/omni/server/db40/msg

• SIBF フ ァ イルは、 同じ相対パス名にコ ピーし ます。

Windows の場合 : <Data_Protector_home>\db40\meta → 
<Data_Protector_home>\db40\meta

UNIX の場合 : /var/opt/omni/server/db40/meta → 
/var/opt/omni/server/db40/meta

• DC デ ィ レ ク ト リ は、 同じ場所にも、 異な る場所に も コ ピーでき ま

す。 DC デ ィ レ ク ト リ の リ ス ト は、 omnidbutil -list_dcdir コマ

ン ド で取得でき ます。

3. ターゲ ッ ト ・ システム上で omnisv -start コマン ド を使って、 Data 
Protector サービ ス を起動し ます。

• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start

IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合、 ア ク テ ィ ブ

な ノー ド上で cmrunpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data Protector
パッ ケージを起動し ます。

IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、 ク ラ

ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS ク ラ ス ター ・ グループをオン ラ イ ンにし、

Inet サービ ス を起動し ます。

4. omnidbutil -change_cell_name コマン ド を実行し ます。

5. ターゲ ッ ト ・ システム上の DC デ ィ レ ク ト リ の位置を変更し ます。

6. omnidbutil -remap_dcdir コマン ド を実行し、 DC デ ィ レ ク ト リ の新

しい位置を Data Protector に認識させます。
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IDB の復元

標準的な手順で IDB をバッ ク ア ッ プし た場合は、 本項で説明する方法で

IDB を復元でき ます。

障害発生時の IDB 復元処理の詳細は、 「IDB を復旧する」 （527 ページ ) を

参照し て く ださい。

IDB の復元は、 以下の 2 段階で構成されます。

1. IDB を一時デ ィ レ ク ト リ に復元し ます。

重要 このステ ッ プは、 復元時にも IDB は使用中であ る ため必要と な り ます。 
IDB を元のデ ィ レ ク ト リ に復元し よ う とする と、 IDB が破損し て し まいま

す。

2. IDB を元のデ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

この処理を行 う 前に、 十分なデ ィ ス ク ・ スペースがあ る こ と を確認し て く
ださい。

IDB を一時ディレク ト リに復元する

IDB フ ァ イルを一時デ ィ レ ク ト リ に復元するには、 以下の手順で行います。

1.  [Data Protector Manager] で [復元 ] コ ンテキ ス ト を選択し ます。

2. ［内部データベース］ 項目を展開し ます。

3. IDB をバ ッ ク ア ッ プする ク ラ イ アン ト ・ システムを展開し、 データベー

ス ・ オブジ ェ ク ト を ク リ ッ ク し て [ ソース ] プロパテ ィ ・ ページを表

示し ます。

4. [ ソース ]プロパテ ィ ・ページで復元し たい IDBデ ィ レ ク ト リ を選択し ま

す。 デフ ォル ト では 新のバッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ンが復元用に選択さ
れます。 別のバージ ョ ンを復元し たい場合は、 選択し たデ ィ レ ク ト リ を
右ク リ ッ ク し て、 [ バ ッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。 [
バッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ン ] ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から復元し たい

バッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ンを選択し て [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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5. [ あて先 ]プロパテ ィ ・ページで [新しいデ ィ レ ク ト リ に復元]オプシ ョ

ンを選択し、 IDB フ ァ イルの一時デ ィ レ ク ト リ を選択し ます ( 例 : temp
デ ィ レ ク ト リ )。

注記 こ こ で、 <Data_Protector_home> デ ィ レ ク ト リ を選択し ないで く だ さ

い。 これは IDB のオ リ ジナル ・ デ ィ レ ク ト リ です。

別のシステムに復元し たい場合は、 新しい Cell Manager の名前を指定し

ます。

6. [ 復元 ] を ク リ ッ ク し ます。

IDB を元のディレク ト リに移動する

IDB を一時デ ィ レ ク ト リ に復元し た ら、 IDB デ ィ レ ク ト リ を元のデ ィ レ ク

ト リ に移動し ます。 以下の手順を行います。

UNIX Cell Manager
の場合

1. 実行中のすべての Data Protector セ ッ シ ョ ンを停止し て、 Data Protector 
GUI を閉じ ます。 これによ り IDB へのア ク セス を防止し ます。 

2. 以下のコマン ド を実行し て、すべての Data Protector プロセス を停止し ま

す。

/opt/omni/sbin/omnisv -stop

3. 既存の IDB デ ィ レ ク ト リ を移動し ます。

/var/opt/omni/server/db40および /etc/opt/omni/server

これによ り 、 新旧のフ ァ イルが混ざ るのを防止し ます。

4. IDB デ ィ レ ク ト リ を、 一時デ ィ レ ク ト リ から元のデ ィ レ ク ト リ にコ ピー

し ます。

/var/opt/omni/server および /etc/opt/omni/server

拡張フ ァ イルが別のデ ィ レ ク ト リ にあ る場合は、 それら も必ず元のデ ィ
ス ク の元のデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし て く ださ い。

5. 以下のコマン ド を実行し て、すべての Data Protector プロセス を再起動し

ます。

 /opt/omni/sbin/omnisv -start
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注記 既存の Cell Manager を IA-64 ベースの HP-UX 11.23 システムに移行する作

業の一部 と し て、 IDB を元の場所に移動する場合は、 Data Protector サービ

ス を再起動する必要はあ り ません。 

Windows Cell 
Manager の場合

1. 実行中のすべての Data Protector セ ッ シ ョ ンを停止し て、 Data Protector 
GUI を閉じ ます。 これによ り IDB へのア ク セス を防止し ます。 

2. 以下のコマン ド を実行し て、すべての Data Protector サービ ス を停止し ま

す。

 <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

3. 既存の IDB デ ィ レ ク ト リ  (db40および config) を
<Data_Protector_home> デ ィ レ ク ト リ から移動し ます。 これによ

り 、 新旧のフ ァ イルが混ざ るのを防止し ます。

4. IDB デ ィ レ ク ト リ を、 一時デ ィ レ ク ト リ から元のデ ィ レ ク ト リ

<Data_Protector_home> にコ ピーし ます。

拡張フ ァ イルが別のデ ィ レ ク ト リ にあ る場合は、 それら も必ず元のデ ィ
ス ク の元のデ ィ レ ク ト リ にコ ピーし て く ださ い。

5. 以下のコマン ド を実行し て、すべての Data Protector サービ ス を再起動し

ます。

<Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

ヒン ト 復元後、 IDB の整合性をチェ ッ ク でき ます。 詳細は 「IDB の整合性を

チェ ッ クする」 （521 ページ ) を参照し て く だ さい。
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IDB を復旧する

復旧が必要になる   
場合

一部またはすべての IDB フ ァ イルが使用不可能になった場合や破損し た場

合は、 IDB の復旧が必要にな り ます。

IDB の問題には 3 つのレベルがあ り 、 それぞれの修復方法があ り ます。

• フ ァ イルシステムがマウ ン ト されていないこ と やネームサービ スの障害

など、 OS の構成に原因があって IDB に発生し た問題に対し ては、 ト ラ

ブルシューテ ィ ングを行います。 ト ラブルシ ューテ ィ ングに関する項

「IDB の ト ラブルシューテ ィ ング」 （745 ページ ) を参照し て く だ さい。

• IDB の う ち、コ ア以外のパー ト ( バイナ リ ・フ ァ イルやフ ァ イル名パー ト

) に問題があ る場合は、 それら を除外または削除し ます。 このよ う に処

置でき るのは、 IDB の破損レベルが [ 軽度 ] または [ 重度 ] の場合 ( つ

ま り 、 IDB のコ ア ・ パー ト が破損し ていない場合 ) だけです。

• 完全回復を実行し ます。 この作業は、 IDB の復元と 、 前回の IDB バッ ク

ア ッ プからの IDB の更新で構成されます。 IDB の破損レベルが [ 致命的

] の場合 ( コ ア ・ パー ト が破損し ている場合 ) には、 必ずこの処置を行

います。

完全回復 完全回復は、 以下の 2 段階で構成されます。

1. IDB を復元し て、 IDB を 後の ( 利用可能な ) 整合状態に戻し ます。

2. IDB を 後の整合状態から IDB が動作し ていた 後の時点の状態まで更

新し ます。

復元の手順は、 問題が発生する前に IDB 復旧にどの程度まで備えていたか

(IDB 回復フ ァ イル、 IDB バ ッ ク ア ッ プ、 オ リ ジナルのデバイ ス、 および ト

ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グが利用可能かど う か ) によ って異な り ます。 これらが

すべて利用可能であれば、 ガイ ド式自動回復機能を使って IDB を簡単に復

旧でき ます。

データベースの破損レベルを特定する

IDB 破損レベル IDB には、 [ 致命的 ]、 [ 重度 ]、 [ 軽度 ] の 3 つの破損レベルがあ り ます。 
IDB のどのパー ト で破損が発生し たかに応じ て、 レベルが決ま り ます。
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IDB 整合性チェ ッ ク を実行する と、 IDB のどのパー ト が破損し ているかを

確認でき ます。 IDB の復旧手順は、 破損レベルによ って異な り ます。

図 11-11 IDB 破損レベル

破損レベルの特定
方法 omnidbcheck -extended コマン ド を使って、 IDB の破損レベルを特

定し ます。
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注記 上記のコマン ド で拡張チェ ッ ク を行 う と数時間を要する こ と があ り ます。 
システム ・ ダウ ン タ イ ムが長 く なるのを避けるには、 omnidbcheck コマン

ド の実行対象を制限でき ます。 た と えば omnidbcheck -core を実行する

こ と で、 IDB のコ ア ・ パー ト が破損し ているかど う かを確認でき ます。

破損のレベルを特定し た ら、 レベルに対応する方法で復旧を実行し ます。
「IDB 復旧方法の概要」 （529 ページ ) を参照し て く だ さい。

IDB 復旧方法の概要

IDB の復旧には複数の方法があ り ます。 破損のレベルや必要条件によ って、

また、 IDB 回復フ ァ イル、 オ リ ジナルのデバイ ス、 および ト ラ ンザク シ ョ

ン ・ ロ グがそれぞれ利用可能かど う かによ って、 復旧手順に違いがあ り ま
す。

も効率的な完全   
回復

IDB 全体が失われたか、 またはコ ア ・ パー ト が破損し ている場合、 IDB の

破損レベルは [ 致命的 ] です。 IDB 回復フ ァ イル、 および IDB バッ ク ア ッ プ

に使用し たオ リ ジナル ・ デバイ スが利用でき る場合は、 ガ イ ド式自動回復
(IDB 復元 と ロ グ再生 ) を実行する こ と ができ ます。 「ガイ ド式自動回復を

実行する」 （534 ページ ) を参照し て く ださい。 そ う でない場合は、 「その他

の復旧方法」 (530 ページ ) に示す方法のいずれかを実行し て く だ さい。

ガイ ド式自動回復では、 指示に従って、 IDB の復元 と ト ラ ンザク シ ョ ン ・

ロ グの再生を行えます。 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合で も、

後のバッ ク ア ッ プ以降に使用された メ デ ィ アをすべて イ ンポー ト すれば
IDB を更新でき ます。

破損した IDB の

パートの除外  
( 削除 )

破損レベルが [ 重度 ] または [ 軽度 ] の場合 ( コ ア ・ パー ト が破損し ていな

い場合 ) は、 IDB 全体を復旧する代わ り に、 IDB の う ち、 失われた、 また

は破損し たパー ト を除外 ( 削除 ) する こ と も でき ます。

フ ァ イル名テーブルスペースが破損し ている場合、 IDB の破損レベルは [
重度 ] です。 「フ ァ イル名パー ト の [ 重度 ] レベルのデータベース破損に対

処する」 （532 ページ ) を参照し て く だ さい。

DC バイナ リ ・ フ ァ イルが失われた、 または破損し ている場合、 IDB の破

損レベルは [ 軽度 ] です。 「DCBF パー ト の [ 軽度 ] レベルのデータベース

破損に対処する」 （531 ページ ) を参照し て く ださい。
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その他の復旧方法 こ こ では、 特定の状況に適用する復旧手順を示し ます。 IDB 全体を復旧し

たいが、 何らかの理由でガイ ド 式自動回復機能を実行でき ない場合には、
これらの手順で対処でき ます。 復旧手順は、 IDB の復元と 更新で構成され

ます。

表 11-4 IDB の復元

現在の状況 備考 復旧手順

IDB 回復フ ァ イ

ルは利用でき る
が、 IDB のバ ッ

ク ア ッ プに使用
し たオ リ ジナル
のデバイ スが変
更されている。

この方法は、 基本的にガ イ
ド式自動回復と同じです
が、 ガイ ド 内容が少な く 手
順が複雑になってお り 時間
もかか り ます。

「IDB 回復フ ァ イル と新

しいデバイ ス を使って
IDB を復旧する」 （536
ページ ).

IDB 回復フ ァ イ

ルが利用でき な
い。

この方法は、 基本的にガ イ
ド式自動回復と同じです
が、 ガイ ド 内容が少な く 手
順が複雑になってお り 時間
もかか り ます。

「IDB 回復フ ァ イルを使

わずに IDB を復旧す

る」 （537 ページ ).

特定の IDB
バッ ク ア ッ プ (

新ではない
バッ ク ア ッ プ )
から IDB を復

旧し たい。

この方法では、 IDB が 新

の状態に復元されません。

「特定の IDB セ ッ シ ョ

ンから IDB を復旧す

る」 （539 ページ ).

別のデ ィ ス ク ・
レ イ ア ウ ト に復
旧し たい。

この方法は、 IDB ト ラ ンザ

ク シ ョ ン ・ ロ グ、 IDB 回復

フ ァ イル、 および
media.log フ ァ イルが失

われた場合に Data Protector
構成から行 う 障害復旧 と同
じです。 ガ イ ド式自動回復

よ り も手順が複雑な上、
IDB は 新の状態に復元さ

れません。

「IDB を別のデ ィ ス ク ・

レ イ ア ウ ト に復元する」
（540 ページ ).
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ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき る場合、 表 11-4 の復旧手順に従って、

IDB ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グを再生し ます。 「IDB ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グ

を再生する」 （541 ページ ) を参照し て く ださい。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合で も、 メ デ ィ アを イ ンポー ト
する と 、 IDB を更新でき ます。 「 メ デ ィ アを イ ンポー ト し て IDB を更新す

る」 （543 ページ ) を参照し て く だ さい。

DCBF パートの [ 軽度 ] レベルのデータベース破損に対処する

IDB に重度 [ 軽度 ] の破損が検出された場合は、 一部の DC バイナ リ ・ フ ァ

イルが失われている、 または破損し ている こ と を意味し ます。 し たがって、

IDB 全体を復旧する必要はあ り ません。 バイナ リ ・ フ ァ イルは、 メ デ ィ ア

から カ タ ロ グを イ ンポー ト する こ と で簡単に再作成でき ます。 破損の種類

に応じ た復旧手順を選択し て く ださい。

DC バイナリ ・

ファイルが失われた
場合の復旧

DC バイナ リ ・ フ ァ イルは、 メ デ ィ アご と に 1 つずつ作成されます。 一部の

DC バイナ リ ・ フ ァ イルが失われている場合は、 一部の メ デ ィ アの メ デ ィ

ア位置が、 存在し ないフ ァ イルを参照し ています。 この場合、 そのフ ァ イ

ルに関連する フ ァ イルシステムをブラ ウズする と 、 エ ラー ・ メ ッ セージが
表示されます。 以下の手順を行います。

1. omnidbcheck -bf コマン ド の出力から、 失われたバイナ リ ・ フ ァ イル

の メ デ ィ ア ID を特定し ます。 また、 omnimm -media_info 

<Medium> コマン ド を実行する と、 その他の メ デ ィ ア属性 ( メ デ ィ ア ・

ラベルや メ デ ィ ア ・ プールなど ) を確認でき ます。

2. omnidbutil -fixmpos コマン ド を実行し て、 メ デ ィ ア位置 (mpos) と

バイナ リ ・ フ ァ イル間の整合性を確立し ます。

3. メ デ ィ アから カ タ ロ グを イ ンポー ト し てバイナ リ ・ フ ァ イルを再作成し

ます。 「 メ デ ィ アからのカ タ ロ グのイ ンポー ト 」 （170 ページ ) を参照し

て く ださい。

DC バイナリ ・

ファイル破損時の復旧

一部の DC バイナ リ ・ フ ァ イルが破損し ている場合は、 それらの DC バイ

ナ リ ・ フ ァ イルをいったん削除し てから再作成する こ と で対処でき ます。 
フ ァ イルを削除する と、 一部の メ デ ィ ア位置が存在し ないバイナ リ ・ フ ァ
イルを参照する こ と にな る ため、 そのフ ァ イルに関連する フ ァ イルシステ
ムのブラ ウ ズ時にエ ラー ・ メ ッ セージが表示されますが、 それ以外の影響
はあ り ません。 以下の手順を行います。
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1. omnidbcheck -dc コマン ド の出力から、 破損し た DC バイナ リ ・ フ ァ

イルの メ デ ィ ア ID を特定し ます。 また、 omnimm -media_info 

<Medium> コマン ド を実行する と、 その他の メ デ ィ ア属性 ( メ デ ィ ア ・

ラベルや メ デ ィ ア ・ プールなど ) を確認でき ます。

2. 上記で特定し た メ デ ィ アの DC バイナ リ ・ フ ァ イルを特定し ます。DC バ

イナ リ ・ フ ァ イル名は、 <Medium>_<TimeStamp>.dat の形式を と り

ます。 なお、 <Medium> に含まれる コ ロ ン (:) は下線 (_) に置き換わ り ま

す。

3. 破損し た DC バイナ リ ・ フ ァ イルを削除し ます。

4. omnidbutil -fixmpos コマン ド を実行し て、 メ デ ィ ア位置 (mpos) と

バイナ リ ・ フ ァ イル間の整合性を確立し ます。

5. メ デ ィ アから カ タ ロ グを イ ンポー ト し てバイナ リ ・ フ ァ イルを再作成し

ます。 「 メ デ ィ アからのカ タ ロ グのイ ンポー ト 」 （170 ページ ) を参照し

て く ださい。

ファイル名パートの [ 重度 ] レベルのデータベース破損に対処

する

重大度が [ 重度 ] の破損が検出された場合は、 フ ァ イル名テーブルスペー

スが破損し ています。 この場合は、 IDB 全体を復旧する代わ り に詳細カ タ

ロ グ ( フ ァ イル名 と DC バイナ リ ・ フ ァ イル ) を削除する こ と で対処でき ま

す。

この手順は短時間で完了し、 IDB が詳細カ タ ロ グな しの状態で復元されま

す ( すべてのバッ ク ア ッ プの作成時に [ ログなし ] オプシ ョ ンが指定され

ていた場合 と 同じ結果にな り ます )。 この IDB は、 ブラ ウジングでき ない (
バッ ク ア ッ プ ・ データの情報は メ デ ィ アから読み込む必要があ り ます ) こ

と を除いて、 バッ ク ア ッ プ、 復元、 メ デ ィ ア管理操作はすべて可能です。

この復旧方法は、 すべての詳細カ タ ロ グが失われる こ と にな るので、 以下
の場合だけに使用し て く ださい。

• 以降のバッ ク ア ッ プで作成されたカ タ ロ グが十分良好な場合

• 利用可能な IDB バッ ク ア ッ プが存在し ない場合

復旧手順 それ以降は、 以下の手順を行います。

1. 以下のコマン ド を実行し ます。
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omnidbutil -writedb -no_detail -cdb <Directory> -mmdb 

<Directory>

上記のコマン ド を実行する と、 詳細カ タ ロ グを除いた IDB が ASCII
フ ァ イルに書き込まれます。

2. 以下のコマン ド を実行し ます。

omnidbutil -readdb -cdb <Directory> -mmdb <Directory>

上記のコマン ド を実行する と、 ASCII フ ァ イルから IDB が読み込まれま

す。

この処理が完了する までに、 約 5 ～ 20 分かか り ます。

詳細カ タ ロ グの削除後、 すべての DC バイナ リ ・ フ ァ イルを削除でき ます

が、 DC デ ィ レ ク ト リ は登録されたま まにな り ます。 以降のバッ ク ア ッ プで

は、 DC バイナ リ ・ フ ァ イルにフ ァ イル ・ バージ ョ ンが保存されます。

IDB 復旧の準備

• 障害発生時前 と同じサイ ズのデ ィ ス ク を、 IDB バ ッ ク ア ッ プ時 と 同じ

デ ィ レ ク ト リ  (Windows の場合は、 ド ラ イブも同じ ) にマウ ン ト し ます。

これを確実に行えない場合は、 IDB を別のデ ィ ス ク / ボ リ ューム ・ レ イ

ア ウ ト に復元する手順に従って く ださ い。 omnidbrestore コマン ド の

-preview オプシ ョ ンを使 う と、 フ ァ イルの復元先を事前に確認でき ま

す。

• Cell Manager上およびデバイ ス ( な るべ く IDBバッ ク ア ッ プに使用し た も

の ) が接続されているシステム上に Data Protector がイ ン ス ト ールされ

ている こ と を確認し ます。

• 可能であれば、 既存の media.log フ ァ イルを安全な場所に保存し てお

き ます。 このフ ァ イルには、 前回の IDB バ ッ ク ア ッ プ以降に使用された

メ デ ィ アに関する情報が含まれています。 ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グが利

用でき ない場合は、 このフ ァ イルが IDB の更新に大き く 役立ちます。

• IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合は、復旧を実行

する前に、 ア ク テ ィ ブな ノ ード 上で次のコマン ド を実行する必要があ り
ます。 

1. cmhaltpkg <pkg_name> 。 こ こ で、 <pkg_name>は Data Protector ク

ラ ス ターパ ッ ケージの名前を示し ます。 
第 11 章 533



Data Protector 内部データベースの管理

IDB を復旧する
このコマン ド によ って Data Protector パ ッ ケージは停止され、 Data 
Protector 共有ボ リ ューム ・ グループがアンマウ ン ト されます。

2. vgchange -a e /dev/<vg_name>。 こ こで、 <vg_name> は Data 
Protector 共有ボ リ ューム ・ グループの名前を示し ます。

このコマン ド によ り 、 Data Protector 共有ボ リ ューム ・ グループが使

用可能にな り ます。 システム上のボ リ ューム ・ グループを表示する
には次のコマン ド を実行し ます。 ll /dev/*/group

3. mount /dev/<vg_name>/<lv_name>/<MountPoint>。 こ こ で、

<MountPoint> は Data Protector 共有ボ リ ューム ・ グループのマウ ン

ト ・ ポイ ン ト 名を示し ます。

このコマン ド によ り 、 Data Protector 共有ボ リ ューム ・ グループがマ

ウ ン ト されます。

ガイ ド式自動回復が完了し た ら、 ア ク テ ィ ブな ノ ー ド上で cmrunpkg 

<pkg_name> コマン ド を実行し、 Data Protector パ ッ ケージを起動し ま

す。

• IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、復旧を

実行する前に、 ア ク テ ィ ブな ノ ード上で ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レー
タユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、 OBVS_VELOCIS ク ラ ス ター ・ グループを

オフ ラ イ ンにし、 Inet サービ ス を停止し ます。 

復旧が完了し た ら、 ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を
使用し て、 OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS ク ラ ス ター ・ グループをオン

ラ イ ンにし、 Inet サービ ス を起動し ます。 

ガイド式自動回復を実行する

IDB を復旧する も便利な方法は、 ガイ ド式自動回復機能を使 う 方法です。 
IDB 回復フ ァ イル、 IDB バッ ク ア ッ プ作成時のオ リ ジナル ・ デバイ ス、

IDB バッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アがすべて利用可能であれば、 ガ イ ド式自動回

復機能を使用でき ます。

この方法では、 指示に従って、 IDB の復元、 および 後の IDB バ ッ ク ア ッ

プ以降の ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グの再生を行えます。 ト ラ ンザク シ ョ ン ・

ロ グが利用でき ない場合で も、 メ デ ィ アを イ ンポー ト すれば 後の IDB
バッ ク ア ッ プから IDB を更新でき ます。
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ト ラ ンザ ク シ ョ ンを再生する と、 IDB のコ ア ・ パー ト が更新されます。 た
だし、 バイナ リ ・ フ ァ イルは更新されないので、 バイナ リ ・ フ ァ イルの変
更内容は失われます。

後の IDB バッ ク ア ッ プから IDB 破損までの間に実行されたバッ ク ア ッ プ

については、 以下の項目が利用でき な く な り ます。

• セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ

• フ ァ イル ・ バージ ョ ンのブラ ウ ズ ( オブジェ ク ト 全体の復元は可能です

)。 バッ ク ア ッ プに使用し た メ デ ィ アに対し てカ タ ロ グのイ ンポー ト を実

行する と、 変更内容を復旧でき ます。

• SIBF の更新内容。 バッ ク ア ッ プに使用し た メ デ ィ アをエ ク スポー ト およ

びイ ンポー ト する と、 変更内容を復旧でき ます。

必要条件 詳細は、 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さい。 

クラスター ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている IDB の復元を行 う 場合には、 特別な

手順が必要 と な り ます。 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

復旧手順 IDB を復旧するには、 omnidbrestore -autorecover コマン ド を実行し

ます。

このコマン ド によ って IDB 回復フ ァ イルが読み込まれます。 IDB バッ ク

ア ッ プが回復フ ァ イルに記録されている場合は、 サービ スが終了し、 IDB
の元の位置への復元が開始されます。 オプシ ョ ンはすべて、 IDB 回復フ ァ

イルからのデータ を使用し て自動的に生成されます。

復元が完了し た ら、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが再生可能かど う か
omnidbrestore コマン ド でチェ ッ ク し ます。 ロ グが利用でき る場合、 ロ グ

の再生を確認する よ う 求め られます。 この手順をキ ャ ンセルし た場合、 ま

たは ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合は、 以下の方法で前回の
IDB バッ ク ア ッ プから IDB を更新する手順が表示されます。

• メ デ ィ アのイ ンポー ト

• ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グを検索し、 後で再生する

ロ グを再生するか、 または メ デ ィ アを イ ンポー ト し て IDB を更新し終えた

ら、 IDB 全体が正常に復旧されます。
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IDB 回復ファイルと新しいデバイスを使って IDB を復旧する

IDB 回復フ ァ イル (obrindex.dat) が利用でき る場合で、 IDB バッ ク ア ッ

プ作成時に使用されたオ リ ジナル ・ デバイ スが復旧に使用するデバイ ス と
異な る と き、 または メ デ ィ アが異な る ス ロ ッ ト に格納されている と きは、
この手順に従って IDB を復旧し ます。

必要条件 詳細は、 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さい。

クラスター ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている IDB の復元を行 う 場合には、 特別な

手順が必要 と な り ます。 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

復旧手順 1. 以下のコマン ド を、 復元ジ ョ ブ ・ オプシ ョ ンを付けて実行し、 テキス

ト ・ フ ァ イルを作成し ます。

omnidbrestore -logview -autorecover -skiprestore -save 

C:\TEMP\restjob.txt

重要 コマン ド で -logview を指定する と、 セ ッ シ ョ ン ID の隣に、 初の ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン ・ ロ グが表示されます。 復元し たいセ ッ シ ョ ンの 初の ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン ・ ロ グを記録し ておいて く ださい。 復元の後、 IDB を更新する

ために必要です。 た と えば、 2001/02/09-2 セ ッ シ ョ ンを復元するには、

2001/02/09-2 AAAAAAH と い う 出力から、 初の ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グ

AAAAAAH を覚えてお く 必要があ り ます。

作成し た restjob.txt フ ァ イルには、 オ リ ジナルのデバイ スに関する情

報 と、 IDB バ ッ ク ア ッ プ時に メ デ ィ アが格納されていたス ロ ッ ト に関する

情報が含まれています。

た と えば、 IDB バッ ク ア ッ プが SCSI ア ド レ ス scsi0:0:0:0 の DDS ド ラ

イブ上で行われた場合、 以下のよ う なフ ァ イルが作成されます。

-name LDEV

-policy 1

-type 1

-dev scsi0:0:0:0

-mahost goedl.hermes

-maid 0100007f:3a486bd7:0410:0001
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-position 3:0

-daid 977824764

2. restjob.txt フ ァ イルを変更し、 現在のデバイ ス、 または メ デ ィ アが

現在格納されている ス ロ ッ ト を指定し ます。

た と えば、 DDS ド ラ イブの SCSI ア ド レ スが、 バ ッ ク ア ッ プ時には

scsi0:0:0:0 で、 復元時には scsi0:0:1:0 になっている場合、

restjob.txt フ ァ イルをそのよ う に変更する必要があ り ます。

-name LDEV

-policy 1

-type 1

-dev scsi0:0:1:0

-mahost cm.dom.com

-maid 0100007f:3a486bd7:0410:0001

-position 3:0

-daid 977824764

3. omnidbrestore -read C:\TEMP\restjob.txtコマン ド で復元を実

行し ます。

このコマン ド では、 指示に従って、 IDB の復元、 および 後の IDB バッ ク

ア ッ プ以降の ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グの再生を行えます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合で も、 後のバッ ク ア ッ プ以
降に使用された メ デ ィ アをすべて イ ンポー ト すれば IDB を更新でき ます。

「 メ デ ィ アを イ ンポー ト し て IDB を更新する」 （543 ページ ) 参照し て く だ

さい。

IDB 回復ファイルを使わずに IDB を復旧する

IDB 回復フ ァ イル (obrindex.dat) が利用でき ない場合、 この手順に従っ

て IDB を復旧し ます。

必要条件 詳細は、 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さい。

クラスター ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている IDB の復元を行 う 場合には、 特別な

手順が必要 と な り ます。 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さ

い。
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復旧手順 1. [Data Protector Manager] を使ってデバイ ス を構成し ます。

2. 新の IDB バッ ク ア ッ プが含まれている メ デ ィ アを見つけます。

3. メ デ ィ アをデバイ スに挿入し、 以下のコマン ド を使って メ デ ィ アの内容

を表示し ます。

omnimlist -dev <LogicalDevice>

IDB 復元に必要な情報は、 復元するバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの メ デ ィ

ア ID と Disk Agent ID です。

4. 以下のコマン ド を使って、 デバイ ス構成に関する情報を表示し ます。

omnidownload -dev <LogicalDevice>

IDB 復元に必要な情報は、 以下の とお り です。 

• Mahost (Media Agent ホ ス ト )

• ポ リ シー ( 番号 )

ポ リ シー番号を指定し ます。 ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スの場合は 1、

ス タ ッ カー ・ デバイ スの場合は 3、 SCSI ラ イブラ リ の場合は 10、

ジ ューク ボ ッ ク ス ・ デバイ スの場合は 5 です。

• メ デ ィ アの種類 ( 番号 )

メ デ ィ アの種類の番号を指定し ます。 DDS は １ 、 ExaByte は ３ 、 DLT
は 10、 フ ァ イルは 7 です。

• SCSI ア ド レ ス

• ロボテ ィ ク スの SCSI ア ド レ ス ( エ ク スチェ ンジ ャ・ ラ イブラ リ ・デバ

イ ス を使用する場合のみ必要 )

5. 取得し た情報を使用し て omnidbrestore コマン ド を実行し ます。

omnidbrestore -policy <log. device policy> -type <log. 
device_type> [-ioctl <RoboticsDevice>] -dev <PhysicalDevice> 
-mahost <DeviceHostname> -maid <mediumID> -daid <DAID>

次の例では、 メ デ ィ ア ID と し て 0100007f:3a486bd7:0410:0001 を指定

し、 Disk Agent ID と し て 977824764 を指定し てバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ

ンから IDB を復元し ます。 このバ ッ ク ア ッ プは、 DLT メ デ ィ アのス タ ン

ド ア ロ ン ・ デバイ ス を使用し て実行された も のです。 こ のデバイ スは、

cm.dot.com と い う システムに接続されてお り 、 SCSI ア ド レ スは

scsi0:1:2:0 です。 
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omnidbrestore -policy 1 -type 10 -dev scsi0:1:2:0 -mahost 
cm.dom.com -maid 0100007f:3a486bd7:0410:0001 -daid  977824764

このコマン ド では、 指示に従って、 IDB の復元、 および 後の IDB バッ ク

ア ッ プ以降の ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グの再生を行えます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合で も、 後のバッ ク ア ッ プ以
降に使用された メ デ ィ アをすべて イ ンポー ト すれば IDB を更新でき ます。

「 メ デ ィ アを イ ンポー ト し て IDB を更新する」 （543 ページ ) 参照し て く だ

さい。

特定の IDB セッシ ョ ンから IDB を復旧する

IDB 回復フ ァ イル (obrindex.dat) が利用でき る場合、 新のバッ ク ア ッ

プ以外のバ ッ ク ア ッ プを使用し て IDB を復旧するには、 この手順に従いま

す。

必要条件 詳細は、 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さい。

クラスター ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている IDB の復元を行 う 場合には、 特別な

手順が必要 と な り ます。 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

復旧手順 1. 以下のコマン ド を使って、 すべてのバ ッ ク ア ッ プをチェ ッ ク し ます。

omnidbrestore -autorecover -logview -skiprestore

2. どのバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンのデータ を復元するかを選択し、

omnidbrestore -autorecover -session <sessionID> コマン ド を

実行し て復元を実行し ます。

た と えば、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン 2000/12/26-1 からデータ を復

元する こ と を選択し、 IDB バ ッ ク ア ッ プに使用されたオ リ ジナル ・ デバ

イ スが存在する場合は、 以下を実行し ます。

omnidbrestore -autorecover -session 2000/12/26-1

このコマン ド では、 指示に従って、 IDB の復元、 および 後の IDB
バッ ク ア ッ プ以降の ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グの再生を行えます。 ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合で も、 後のバッ ク ア ッ プ以降に
使用された メ デ ィ アをすべて イ ンポー ト すれば IDB を更新でき ます。

「 メ デ ィ アを イ ンポー ト し て IDB を更新する」 （543 ページ ) 参照し て く

ださい。
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3. ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、

OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS ク ラ ス ター ・ グループをオン ラ イ ンにし、

Inet サービ ス を起動し ます。

4. omnidbutil -fixmpos コマン ド を実行し ます。

IDB を別のディスク ・ レイアウトに復元する

障害発生前 と は別のサイ ズのデ ィ ス ク、 およびバッ ク ア ッ プ時 と は別の
デ ィ レ ク ト リ に、 IDB を復元する こ と ができ ます。

必要条件 詳細は、 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さい。

さ らに、 IDB を別のデ ィ ス ク ・ レ イ ア ウ ト に復旧する前に、 以下の必要条

件を満た し ている こ と が必要です。

クラスター ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている IDB の復元を行 う 場合には、 特別な

手順が必要 と な り ます。 「IDB 復旧の準備」 （533 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

• IDB バ ッ ク ア ッ プが含まれている メ デ ィ アを イ ンポー ト し ます。

復旧手順 必要条件が満た された ら、 以下の手順に従って IDB を復旧し ます。

1. [Data Protector Manager] で、 [内部データベース ]バッ ク ア ッ プ ・ オブ

ジェ ク ト をブラ ウ ズ し、 復元対象と し て選択し ます。 「復元対象データ
の選択」 （364 ページ ) を参照し て く だ さい。

2. db40/datafilesデ ィ レ ク ト リ については、[別名で復元/復元先...]オ

プシ ョ ンを使って、 デフ ォル ト と は別の復元先を指定し ます。 「別のパ
スにフ ァ イルを復元する」 （397 ページ ) を参照し て く ださい。

詳細カ タ ロ グ と セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イルを別の場
所に復元し たい場合も、 [別名で復元 /復元先 ...] オプシ ョ ンを使い

ます。

3. IDB の復元を開始し ます。「復元のプレ ビ ューと開始」 （367 ページ ) を参

照し て く だ さい。

4. db40/datafilesデ ィ レ ク ト リ を元の位置に戻し、omnisv -start コマ

ン ド で Data Protector サービ ス を起動し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start
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IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合は、 ア ク テ ィ

ブな ノ ード上で cmrunpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data 
Protector パッ ケージを起動し ます。 こ こで、 <pkg_name> は Data 
Protector ク ラ ス ター ・ パッ ケージの名前を示し ます。

IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、 ク ラ

ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS ク ラ ス ター ・ グループをオン ラ イ ンにし、

Inet サービ ス を起動し ます。

5. 詳細カ タ ロ グ と セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イルを別の場

所に復元し た場合は、 以下の手順を行 う 必要があ り ます。 

a. 新しい DC デ ィ レ ク ト リ を作成し、 古い DC デ ィ レ ク ト リ を削除し ま

す。 「DC デ ィ レ ク ト リ の作成」 （502 ページ ) を参照し て く だ さい。

b. omnidbutil -remap_dcdir コマン ド を実行し て、 DC バイナ リ ・

フ ァ イルのパス名を更新し ます。

6. omnidbcheck コマン ド を実行し て、 すべてのフ ァ イルが元の位置に

戻っている こ と を確認し ます。

次に行う手順 IDB の復元後、 media.log フ ァ イルが利用可能であれば、 メ デ ィ アを イ ン

ポー ト し て IDB を更新する必要があ り ます。 「 メ デ ィ アを イ ンポー ト し て

IDB を更新する」 （543 ページ ) を参照し て く だ さい。

IDB ト ランザクシ ョ ン ・ ログを再生する

mnidbrestore -autorecover コマン ド が正常に実行された場合、 ト ラ ン

ザ ク シ ョ ン ・ ロ グはすでに再生されています。 ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グの

再生を も う 一度行 う 必要があ る場合、 または以前に再生を延期し ていた場
合にのみ、 この手順を行 う よ う にし て く ださ い。

IDB の復元が完了し た後に ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グを再生する と 、 IDB が

ク ラ ッ シ ュ直前 と同じ状態に復旧されます。 ただし、 バイナ リ ・ フ ァ イル

は更新されないので、 バイナ リ ・ フ ァ イルの変更内容は失われます。

後の IDB バッ ク ア ッ プから IDB 破損までの間に実行されたバッ ク ア ッ プ

については、 以下の項目が利用でき な く な り ます。

• セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ。

• フ ァ イル ・ バージ ョ ンのブラ ウ ズ ( オブジェ ク ト 全体の復元は可能です
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)。 バッ ク ア ッ プに使用し た メ デ ィ アに対し てカ タ ロ グのイ ンポー ト を実

行する と、 変更内容を復旧でき ます。

• SIBF の更新内容。 バッ ク ア ッ プに使用し た メ デ ィ アをエ ク スポー ト およ

びイ ンポー ト する と、 変更内容を復旧でき ます。

制限事項 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グを再生でき るのは、 ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グの
アーカ イブが有効になっている場合だけです。 つま り 、 velocis.ini フ ァ

イル内で Archiving パラ メ ータが 1 に設定されていなければな り ません。

必要条件 • ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用可能であ る必要があ り ます。 ト ラ ンザク

シ ョ ン ・ ロ グの詳細については、 「IDB 復旧の準備」 （496 ページ ) を参

照し て く だ さい。 ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グが利用可能かど う かを検証す
るには、 /db40/logfiles/syslog デ ィ レ ク ト リ を リ ス ト し ます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合は、 「 メ デ ィ アを イ ンポー
ト し て IDB を更新する」 （543 ページ ) を参照し て く ださい。

• IDB が MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールされている場合は、以下の手順

で omnidbrestore コマン ド を実行する前に、 ア ク テ ィ ブな ノ ード 上

で cmhaltpkg <pkg_name> コマン ド を実行し、 Data Protector パッ

ケージを終了し ます。 以下の手順で omnidbcheck コマン ド を実行する

前に、 ア ク テ ィ ブな ノ ー ド上で cmrunpkg <pkg_name> コマン ド を実

行し、 Data Protector パ ッ ケージを起動し ます。 こ こで、 <pkg_name> は

Data Protector ク ラ ス ター ・ パ ッ ケージの名前を示し ます。

• IDB が Microsoft Cluster Server にイ ン ス ト ールされている場合は、以下の

手順で omnidbrestore コマン ド を実行する前に、 ア ク テ ィ ブな ノ ー

ド上で ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
OBVS_VELOCIS ク ラ ス ター ・ グループをオフ ラ イ ンにし、 Inet サービ

ス を停止し ます。 以下の手順で omnidbcheck コマン ド を実行する前

に、 ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータユーテ ィ リ テ ィ を使用し て、
OBVS_VELOCIS と OBVS_MCRS ク ラ ス ター ・ グループをオン ラ イ ンに

し、 Inet サービ ス を起動し ます。

ト ランザクシ ョ ン ・
ログの再生方法

それ以降は、 以下の手順を行います。

1. 次のコマン ド を実行し て、 ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グを再生し ます。

omnidbrestore -replay_only -firstlog 

<FirstTransactionLog>
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こ こ で、 <first_trans_log>は、 IDB バ ッ ク ア ッ プの開始後に 初に

作成された ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グを指し ます。

omnidbrestore -autorecover の出力の末尾には、 ト ラ ンザク シ ョ

ン ・ ロ グを再生する ためのコマン ド が 初の ト ラ ンザク シ ョ ン ・ ロ グ名
を含めて正確に表示されます。

た と えば、 以下のよ う な コマン ド が表示されます。

omnidbrestore -replay_only -firstlog AAAAAC 

こ こ で、 AAAAACの位置には、 IDB バ ッ ク ア ッ プの開始後に 初に作成

された ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グの名前が示されます。

2. omnidbcheck コマン ド を実行し ます。

以上で、 復旧が完了し ます。

メディアをインポート して IDB を更新する

IDB 復旧を正常に完了するには、 IDB 復元後に IDB の変更内容を更新する

必要があ り ます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき ない場合は、 前回の IDB バ ッ ク ア ッ プ

以降に使用されたすべての メ デ ィ アを イ ンポー ト し て、 変更内容を更新し
ます。 この操作は、 IDB 復元の完了後に 1 回実行し ます。

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・ ロ グが利用でき るかど う かを確認し た り 、 ト ラ ンザク
シ ョ ン ・ ロ グを使用し て変更内容を更新するには、 「IDB ト ラ ンザク シ ョ

ン ・ ロ グを再生する」 （541 ページ ) を参照し て く だ さい。

メ デ ィ アを イ ンポー ト し て変更内容を更新するには、 以下の手順に従って
く だ さい。

1. omnisv -startコマン ド を使ってData Protectorプロセス と サービ ス を起

動し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start

2. 以下のコマン ド を使用し て、 セ ッ シ ョ ン ・ カ ウ ン タ を 200 に進めます。

omnidbutil -set_session_counter 200

必要であれば、 こ こでバ ッ ク ア ッ プを開始でき ます。
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3. 前回の IDB バッ ク ア ッ プが含まれている メ デ ィ アをエ ク スポー ト および

イ ンポー ト し ます。 これによ り 、 前回の IDB バ ッ ク ア ッ プに関する整合

性のあ る情報が作成されます。

4. 前回のバッ ク ア ッ プ以降、 IDB 復旧までに使用された メ デ ィ アを イ ン

ポー ト ( すでに IDB 内にあ る場合はエ ク スポー ト ) し ます。 メ デ ィ アの

リ ス ト については、 /var/opt/omni/server/log/media.log フ ァ イ

ル (UNIX の場合 )、 または

<Data_Protector_home>\log\server\media.log フ ァ イル

(Windows の場合 ) を参照し て く ださい。

5. omnidbcheck コマン ド を実行し ます。

IDB 全体が正常に復旧されます。

注記 CMMDB または リ モー ト MMDB が含まれている IDB を別のデ ィ ス ク ・ レ

イ ア ウ ト に復旧する場合は、 IDB の更新後に omnidbutil -cdbsync コマ

ン ド を実行する必要があ り ます。
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本章では、 Windows、 UNIX ク ラ イ アン ト や Cell Manager 上での障害復旧の

概要を説明し ます。 以下の項目について説明し ます。

「はじめに」 （547 ページ )

「障害復旧の準備」 （551 ページ )

「Windows システムの半自動障害復旧」 （558 ページ )

「Windows ク ラ イ アン ト のデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧」 （568
ページ )

「Windows システムの拡張自動障害復旧」 （572 ページ )

「Windows システムのワ ンボタ ン障害復旧」 （583 ページ )

「自動システム復旧」 （592 ページ )

「固有の復元手順」 （600 ページ )

「高度な復旧作業」 （603 ページ )

「HP-UX ク ラ イ アン ト の手動によ る障害復旧」 （616 ページ )

「UNIX ク ラ イ アン ト のデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧」 （626 ページ
)

「UNIX Cell Manager の手動によ る障害復旧」 （632 ページ )

「Windows 上での障害復旧の ト ラブルシ ューテ ィ ング」 （634 ページ )
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本項では、 障害復旧の章で使用される基本用語について説明し ます。 使用

可能な障害復旧方法の概要と概念、 および各オペレーテ ィ ング ・ システム
で使用可能な障害復旧方法の一覧表は 『HP OpenView Storage Data Protector
コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 の障害復旧の項を参照し て く ださい。

特定のオペレーテ ィ ング ・ システムでサポー ト されている障害復旧方法の
リ ス ト は、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー

ト 』 のサポー ト ・ マ ト リ ク ス を参照し て く だ さい。

コンピュータ障害とは コンピュータ障害と は、 人的 ミ ス、 ハード ウ ェア障害、 ウ ィ ルス、 自然災
害などによ り 、 コ ンピ ュータ ・ システムがブー ト 不可能な状態にな る イベ
ン ト を指し ます。 このよ う な場合には、 システムのブー ト ・ パーテ ィ シ ョ

ンまたはシステム ・ パーテ ィ シ ョ ンが使用でき な く な り 、 標準的な復元操
作を行 う 前に環境の復旧が必要 と な り ます。 この復旧作業には、 ブー ト ・

パーテ ィ シ ョ ンの再作成、 再フ ォーマ ッ ト 、 環境を定義するすべての構成
情報を使ったオペレーテ ィ ング ・ システムの回復が含まれます。 他のユー

ザー ・ データを回復するには、 この作業を完了してお く必要があります。

オリジナル ・
システムとは

オリジナル ・ システムと は、 システムでコ ンピ ュータ障害が発生する前に
Data Protector によ ってバ ッ ク ア ッ プ されたシステム構成を指し ます。

ターゲッ ト ・
システムとは

ターゲッ ト ・ システムと は、 コ ンピ ュータ障害発生後のシステムを指し ま
す。 ターゲ ッ ト ・ システムは通常、 ブー ト 不可能な状態になっているため、

Data Protector 障害復旧は、 こ のシステムをオ リ ジナル ・ システムの構成に

復元する こ と を目的 と し ています。 ク ラ ッ シ ュ し たシステム と ターゲ ッ ト ・

システムの違いは、 ターゲ ッ ト ・ システムは故障したハー ド ウ ェ アが交換
されている こ と です。

ブート ・ ディスク /
パーティシ ョ ン / ボ
リュームおよび
システム ・ ディスク
/ パーティシ ョ ン /
ボリュームとは

ブート ・ ディスク / パーティシ ョ ン / ボリュームと は、 ブー ト ・ プロセスの

初期段階で必要なフ ァ イルを含むデ ィ ス ク / パーテ ィ シ ョ ン / ボ リ ュームを

指し ます。 一方、 システム ・ ディスク / パーティシ ョ ン / ボリューム と は、

オペレーテ ィ ング ・ システム ・ フ ァ イルを含むデ ィ ス ク / パーテ ィ シ ョ ン /
ボ リ ューム指し ます。
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注記 Microsoft 社の定義は上記 と は逆で、 ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンはオペレー

テ ィ ング ・ システム ・ フ ァ イルを含むパーテ ィ シ ョ ン、 システム ・ パー
テ ィ シ ョ ンはブー ト ・ プロ セスの初期段階で必要なフ ァ イルを含むパー
テ ィ シ ョ ンを示し ます。

ホステ ィ ング ・
システムとは

ホステ ィ ング ・ システムと は、 デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧に使
用される、 Disk Agent がイ ン ス ト ールされた動作中の Data Protector ク ラ イ

アン ト です。

補助ディスクとは 補助デ ィ ス ク と は、 ネ ッ ト ワーク機能を備えた 低限の OS と 、 Data 
Protector Disk Agent がイ ン ス ト ールされたブー ト 可能デ ィ ス ク です。 こ の

デ ィ ス クは持ち運び可能で、 UNIX ク ラ イ アン ト のデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ー

によ る障害復旧のフ ェーズ １ で、 ターゲ ッ ト ・ システムをブー ト するのに
使用されます。

障害復旧
オペレーティング ・
システム (DR OS)
とは

障害復旧オペレーティ ング ・ システムと は、 障害復旧プロセスが実行され
ているオペレーテ ィ ング ・ システム環境であ り 、 Data Protector に基本的ラ

ン タ イ ム環境 ( デ ィ ス ク、 ネ ッ ト ワーク、 テープ、 フ ァ イルシステムへの

ア ク セス ) を提供し ます。 Data Protector 障害復旧を行 う には、 障害復旧オ

ペレーテ ィ ング ・ システムのイ ン ス ト ール と構成が行われている必要があ
り ます。 

DR OS には、 一時 DR OS と ア ク テ ィ ブ DR OS があ り ます。 一時 DR OS
は、 別のオペレーテ ィ ング ・ システムを ターゲ ッ ト ・ オペレーテ ィ ング ・
システム構成データ と共に復元する ホ ス ト 環境と し てだけ使用され、 ター
ゲ ッ ト ・ システムがオ リ ジナル構成に復旧した後は削除されます。 アク

テ ィブ DR OS は、 Data Protector 障害復旧処理に使用されるだけでな く 、

自身の構成データ をオ リ ジナル ・ システムの構成データ と置き換えて、 復
元されたシステムの一部 と な り ます。

ク リテ ィ カル ・
ボリュームとは

クリテ ィ カル ・ ボリュームと は、 システム ・ フ ァ イル と Data Protector フ ァ

イルのブー ト に必要なボ リ ュームを指し ます。 オペレーテ ィ ング ・ システ

ムの種類に関係な く 、 以下のボ リ ュームが ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ューム と な
り ます。 

• ブー ト ・ ボ リ ューム

• システム ・ ボ リ ューム
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• Data Protector 実行可能フ ァ イル

• IDB (Cell Manager のみ )

注記 IDB が上記のいずれ と も違 う ボ リ ュームにあ る場合は、 IDB のあ るボ

リ ューム も ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ューム と な り ます。

Windows システムでは、 上記の ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ューム と は別に、

CONFIGURATION も ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ュームの一部 と なっています。 サー

ビ スは、 CONFIGURATIONバッ ク ア ッ プの一部 と し てバッ ク ア ッ プされま

す。

CONFIGURATION に含まれる一部の項目は、 システム、 ブー ト 、 Data 
Protector、 IDB ボ リ ューム と は異なるボ リ ュームにあ る場合があ り ます。 こ
の場合、 以下のボ リ ューム も ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ュームの一部 と な り ます。

• ユーザー ・ プロ フ ァ イル ・ ボ リ ューム

• Windows Server 上の Certificate Server データベース ・ ボ リ ューム

• Windows Server の ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ上のア ク テ ィ ブ ・ デ ィ レ ク ト

リ ・ サービ ス ・ ボ リ ューム

• Microsoft Cluster Server の定数ボ リ ューム  

オンライン復旧とは オン ラ イ ン復旧は、 Cell Manager がア ク セス可能な場合に行います。 この場

合、 Data Protector のほ と んどの機能 (Cell Manager によ るセ ッ シ ョ ンの実

行、 セ ッ シ ョ ンの IDB への記録、 GUI を使った復元作業の進行状況の監視

など ) が使用可能です。 

オフライン復旧とは オフ ラ イ ン復旧は、 Cell Manager がア ク セスでき ない場合に行います

（ネ ッ ト ワークや Cell Manager の障害、 オン ラ イ ン復旧が失敗し た場合な

ど）。 オフ ラ イ ン復旧では、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スおよび SCSI ラ イブ

ラ リ ・ デバイ スのみが使用可能です。 Cell Manager の復旧は常にオフ ラ イ ン

で行 う こ と に注意し て く ださい。

ローカル / リモート

復旧とは

リ モー ト 復旧は、 SRD フ ァ イルで指定された Media Agent ホ ス ト がすべて

使用可能な場合に行います。 1 台で も使用でき ない場合は、 障害復旧プロセ

スはローカル ・ モー ド に切 り 替わ り ます。 つま り 、 ターゲ ッ ト ・ システム

はローカルに接続されたデバイ ス を探し ます。 デバイ スが 1 台しか見つか
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ら ない場合は、 そのデバイ スが使用されます。 デバイ スが 2 台以上見つ

かった場合、 Data Protector は使用するデバイ ス を画面に表示し てユーザー

に選択させます。 オフ ラ イ ン OBDR は常にローカルで行 う こ と に注意し て

く だ さい。

障害は常に重大な問題ですが、 以下の要因によ り 状況はさ らに悪化するお
それがあ り ます。

• システムをでき るだけ迅速かつ効率的にオン ラ イ ン状態に復帰させなけ

ればな ら ない。

• 障害復旧を実行する ために必要な手順に管理者が十分精通し ていない。

• 復旧作業に配置可能な人員が基礎的な知識しか持っていない可能性があ

る。

障害復旧は、 実行に先立って、 広範囲にわた るプラ ンニング と準備を必要
と する非常に複雑な作業です。 し たがって、 障害に備えた り 、 障害から回

復する ためには、 十分に整備された段階的な復旧プロセス を完備し てお く
こ と が必要です。

復旧プロセス 障害復旧プロ セスには次の 4 つのフ ェーズがあ り ます。 フェーズ 0 は、 障

害復旧を成功させる ために必要な準備作業です。 フェーズ 1 で、 DR OS の

イ ン ス ト ール と 構成を行います。 通常はブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンの再作成

と再フ ォーマ ッ ト も行います。 これは、 システムのブー ト も し く はシステ

ム ・ パーテ ィ シ ョ ンは常に使用可能 と は限らず、 通常の復元操作を行 う 前
に環境の復旧が必要な場合があ る ためです。 フェーズ 2 では、 Data Protector
を含むオペレーテ ィ ング ・ システム環境を定義するすべての構成情報を以
前 と同じ よ う に復旧し ます。 このステ ッ プが無事完了し場合のみ、 アプ リ

ケーシ ョ ン と ユーザー ・ データの復元が可能 と な り ます ( フェーズ 3)。 迅
速で効率的な復元のためには、 明確なプロセス を確実に実行する こ と が必
要です。
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本項で説明する手順に従って障害復旧に対する準備作業を行い、 迅速で効
率的に復元が実行でき る よ う にし て く ださい。 準備作業はどの障害復旧方

法で も変わ り ませんが、 詳細な障害復旧プラ ンの作成、 整合性 と関連性を
兼ね備えたバ ッ ク ア ッ プの実行、 SRD フ ァ イルの更新 (Windows の場合 )
は必ず行います。 

本項では、 すべての障害復旧方法に共通する一般的な準備手順を説明し ま
す。 それぞれの障害復旧方法について、 独自の追加手順が必要です。 追加手

順については対応する項を参照し て く ださい。

プランニング

綿密な障害復旧プラ ンの作成は、 障害復旧の手順が円滑に実行されるかど
う かに大き く 影響し ます。 様々なシステムが混在する大規模な環境で障害

復旧を行 う には、 以下の手順で行います。

1. プラン

計画は IT 管理者が作成し、 以下の事項が含まれている必要があ り ます。

• 復旧が必要なシステム、 復旧の時間および度合いの決定。 重要なシ

ステムは、 ネ ッ ト ワーク が正し く 機能するために必要なすべてのシ
ステム （DNS サーバ、 ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラ、 ゲー ト ウ ェ イ な

ど）、 Cell Manager および Media Agent ク ラ イ アン ト です。

• 復旧方法の決定 ( 必要な準備に影響し ます )。 

• 復旧に必要な情報の取得方法の決定。 この情報には、 IDB が含まれて

いる メ デ ィ ア、 更新された SRD フ ァ イルの位置、 Cell Manager バッ

ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アの位置と ラベルなどがあ り ます。 

• 復旧プロセスの指針 と な る、 段階を追った詳細なチェ ッ ク リ ス ト の

作成。 

• 復旧が実際に う ま く い く こ と を確認する テス ト ・ プラ ンの作成 と実

行。

2. 復旧の準備

使用する復旧方法によ り 、 準備には以下のよ う な作業が含まれます。
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UNIX システムの場合 :

• 補助デ ィ ス ク などのツールの作成。 補助デ ィ ス ク には、 低限のオ

ペレーテ ィ ング ・ システム、 ネ ッ ト ワーク機能、 Data Protector Disk 
Agent を イ ン ス ト ールし ます。

• データ記憶構造など ク ラ イ アン ト 固有の準備データ収集を行 う 、 実

行前ス ク リ プ ト の作成。

Windows の場合 :

• システム復旧データ (SRD) の更新 と安全な場所への保存。 セキ ュ リ

テ ィ 上の理由から、 SRD フ ァ イルへのア ク セスは制限する必要があ

り ます。

すべてのシステム :

• 定期的で整合性の と れたバ ッ ク ア ッ プの実行。

3. 復旧手順の実行

テス ト 済みの手順 と チェ ッ ク リ ス ト に従い、 ク ラ ッ シ ュ したシステムを
復旧し ます。

整合性と関連性を兼ね備えたバックアップ

障害が発生し た場合、 ターゲ ッ ト ・ システムを 新の有効なバッ ク ア ッ プ
時点の状態に戻さ なければな り ません。 また、 システムが 新の有効な

バッ ク ア ッ プ直前 と同様に機能する よ う にする必要も あ り ます。 

注記 UNIX システムでは、 様々な理由から、 デーモンやプロセスの一部はシス

テムのブー ト 直後に開始し ます (HP-UX の実行レベル 2 における ラ イセン

ス ・ サーバなど )。 こ のよ う な初期プロセスは、 実行中にデータ を メ モ リ に

読み込んだ り 、 フ ァ イルに 「ダーテ ィ ・ フ ラ グ」 を書き込む可能性があ り
ます。 また、 標準的な動作段階 ( 標準実行レベル 4) で行われたバ ッ ク ア ッ

プでは、 適切なアプ リ ケーシ ョ ンが正常に起動し ません。 この例で言えば、

ラ イセン ス ・ サーバがこ のよ う な疑似復旧後に起動された場合、 ラ イセン
ス ・ サーバはデータが不整合であ る と認識し、 サービ ス を予定どお り に実
行でき ません。
第 12 章552



障害復旧

障害復旧の準備
Windows では、 システムの実行中は多 く のシステム ・ フ ァ イルがシステム

によ り ロ ッ ク されているため、 これら を置き換え る こ と はでき ません。 た
と えば、 現在使用中のユーザー ・ プロ フ ァ イルは復元でき ません。 こ の場

合、 ロ グ イ ン ・ アカ ウ ン ト を変えるか、 関連するサービ ス を停止する必要
があ り ます。

バッ ク ア ッ プ実行時にシステム上でどのプロセスが起動し ているかによ っ
て異な り ますが、 アプ リ ケーシ ョ ンに対するデータの整合性は維持されな
い可能性があ り ます。 し たがって、 復旧後、 再起動や実行に関する問題が

発生し ます。

整合性と関連性を
兼ね備えたバック
アップの作成方法

も適切な方法 と し て、 関連するパーテ ィ シ ョ ンをオフ ラ イ ンに設定し

てバ ッ ク ア ッ プする方法があ り ますが、 通常はこの方法は実行でき ませ
ん。

バッ ク ア ッ プ時のシステム上の動作状況を調べます。 バッ ク ア ッ プ実行

中に稼動でき るのは、 オペレーテ ィ ング ・ システム関連のプロセス と、
オン ラ イ ンでバッ ク ア ッ プされるデータベース ・ サービ スのみです。

UNIX の低水準アプ リ ケーシ ョ ンや Windows のバ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・ レベ

ル ・ アプ リ ケーシ ョ ンに固有のサービ スは実行でき ません。

整合性 と関連性を兼ね備えたバ ッ ク ア ッ プに何を含めるべきかは、 使用す
る予定の障害復旧方法や他のシステム仕様 （Microsoft Cluster の障害復旧な

ど） に依存し ます。 特定の障害復旧方法に関連する項を参照し て く だ さい。

システム復旧データ  (SRD) の更新と編集

SRD とは システム復旧データ  (SRD) と は、 Windows ターゲ ッ ト ・ システムの構成と

復元に必要な情報が収められた、 UNICODE 形式のテキ ス ト ・ フ ァ イルで

す。 SRD フ ァ イルは、 Windows ク ラ イ アン ト 上で CONFIGURATIONバ ッ ク

ア ッ プが実行された時に作成され、
<Data_Protector_home>\Config\server\dr\srd (Windows Cell 
Manager の場合 )、 または /etc/opt/omni/server/dr/srd/ (UNIX Cell 
Manager の場合 ) に保存されます。 

重要 IDB が使用でき ない場合、 オブジ ェ ク ト と メ デ ィ アの情報は SRD フ ァ イル

だけに保存されます。
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Cell Manager 上の SRD フ ァ イルの名前は、 このフ ァ イルが作成された コ ン

ピ ュータのホ ス ト 名 と 同じです (computer.company.com など )。 

CONFIGURATION バッ ク ア ッ プの後、 SRD には、 DR OS のイ ン ス ト ールに

必要なシステム情報だけが保存されます。 障害復旧を実行するには、 バ ッ

ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト と そのオブジ ェ ク ト が格納された メ デ ィ アに関す
る情報を SRD に追加する必要があ り ます。 SRD は Windows ク ラ イ アン ト

でしか更新でき ません。 更新された SRD フ ァ イルの名前は、

recovery.srd です。

SRD の更新方法 SRD フ ァ イルの更新には、 以下の 3 種類の方法を使用でき ます。

• [SRD フ ァ イルの更新 ] ウ ィ ザー ド

• omnisrdupdate コマン ド ( ス タ ン ド ア ロ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ と し て と

し て使用 ) 

• omnisrdupdate コマン ド ( バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの実行後ス ク リ

プ ト と し て使用 )

[SRD ファイルの

更新 ] ウィザードの

使用

[SRD フ ァ イルの更新 ] ウ ィ ザー ド を使って SRD フ ァ イルを更新するには、

以下の手順を行います。

1. [Data Protector Manager]で[復元]コ ンテキス ト を選択し、[タ ス ク ]ナビ

ゲーシ ョ ン ・ タブを ク リ ッ ク し ます。

2. [ タ ス ク ]ナビゲーシ ョ ン・ タブの Scopingペインで、［障害復旧］を選択

し ます。

3. 結果エ リ アで [SRD フ ァ イルの更新 ] オプシ ョ ン ・ ボタ ンを選択し、 ク ラ

イ アン ト を選択し た後、 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

4. 各ク リ テ ィ カル ・ オブジ ェ ク ト ご と にオブジ ェ ク ト のバージ ョ ンを選択

し て、 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5. 更新し た SRD フ ァ イルの保存先デ ィ レ ク ト リ を入力し て、 [完了 ] を ク

リ ッ ク し ます。 

重要 SRD フ ァ イルは Cell Manager システムに保存される ため、 Cell Manager に

障害が発生し た場合は、 このフ ァ イルにア ク セスでき な く な り ます。 し た

がって、 Cell Manager の SRD フ ァ イルのコ ピーを別途作成し てお く こ と が

必要です。 
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障害復旧に備えた準備の一環 と し て、 更新された SRD フ ァ イルは、 Cell 
Manager だけでな く 、 セキ ュ リ テ ィ が確保されている複数の保管先に置い

て く ださい。 「準備」 （559 ページ ) を参照し て く ださい。

omnisrdupdate
コマンドの使用

SRD フ ァ イルは、 omnisrdupdate コマン ド を ス タ ン ド ア ロ ン ・ コマン ド

と し て使用し て更新する こ と も でき ます。 omnisrdupdate コマン ド は

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

あ るセ ッ シ ョ ンに所属するバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト 情報が保存されて
いる既存の SRD フ ァ イルを更新するには、 Omnisrdupdate で

session_ID を指定する必要があ り ます。 omnisrdupdate は、 渡された

session_ID の値に対応するバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト の情報が格納さ

れている SRD フ ァ イルを更新し ます。 更新された SRD フ ァ イルは、 Cell 
Manager 上に保存されます。

この手順は、 (SRD フ ァ イルで指定されている ) すべての重要なバ ッ ク ア ッ

プ ・ オブジ ェ ク ト が、 指定されたセ ッ シ ョ ン内で実際にバ ッ ク ア ッ プ され
た場合に限 り 、 正常に実行されます。 どのオブジ ェ ク ト が SRD 更新対象の

ク リ テ ィ カル ・ オブジェ ク ト と されているかを調べるには、 テキス ト ・ エ
デ ィ タ を使って SRD フ ァ イルを開き、 オブジ ェ ク ト に関する部分 (section 
objects) を参照し ます。 この部分に、 SRD 更新対象の ク リ テ ィ カル ・ オブ

ジェ ク ト がすべて リ ス ト されています。 データベースは “/” で示されてい

ます。

SRD フ ァ イルのオブジェ ク ト に関する部分は以下のよ う にな り ます。

-section objects

-objcount 3

-object /C -objtype 6 -objpurpose 283

-endobject /C

-object / -objtype 3 -objpurpose 32

-endobject /

-object /CONFIGURATION -objtype 6 -objpurpose 4

-endobject /CONFIGURATION

-endsection objects

上記の例の場合、 ク リ テ ィ カル ・ オブジェ ク ト は、 /C、 / ( データベース )、
/CONFIGURATION の 3 つです。
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ヒン ト セ ッ シ ョ ン ID を取得するには、 omnidb コマン ド を -session オプシ ョ ン

を付けて実行し ます。 新のセ ッ シ ョ ン ID を取得する場合は、 コマン ド ・

プロ ンプ ト から omnidb -session -latest と 入力し て く ださい。

更新済みの SRD フ ァ イルは、 障害に備えて安全な場所に保存し てお く こ と

が必要です。 更新済み SRD フ ァ イルの保存場所を指定するには、

omnisrdupdate コマン ド に -location オプシ ョ ンを付けて実行し ます。 

-location パラ メ ータは複数指定でき ます ( 書き込み権限を持っている

ネ ッ ト ワーク共有を含む )。 パラ メ ータで指定し た各保存場所に、 更新済み

SRD フ ァ イルのコ ピーが保存されます。 「準備」 （559 ページ ) を参照し て

く だ さい。 

Cell Manager 上の SRD フ ァ イルを どのホ ス ト 名で更新するかを指定するに

は、 omnisrdupdate コマン ド で -host オプシ ョ ンを使用し ます。 ホ ス ト 名

を指定し なかった場合は、 ローカル ・ ホ ス ト と みな されます。 Cell Manager 
上の SRD フ ァ イルは更新されません。 

例 ホ ス ト 名が computer.company.com と い う ク ラ イ アン ト の

2002/05/02-5 セ ッ シ ョ ンに属するバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト 情報で

SRD フ ァ イルを更新し て、 更新済みの SRD フ ァ イルのコ ピーを フ ロ ッ

ピー ・ デ ィ ス ク と ホ ス ト 名が computer2 と い う コ ンピ ュータの SRDfiles

共有デ ィ ス ク に保存するには、 以下のコマン ド を実行し て く ださ い。 
omnisrdupdate -session 2002/05/02-5 -host 
computer.company.com -location a: -location 
\\computer2\SRDfiles

共有デ ィ ス ク に対し て書き込み権限があ る こ と を確認し て く ださ い。

実行後スクリプ トの
使用

SRD を更新する も う 1 つの方法は、 バ ッ ク ア ッ プの実行後ス ク リ プ ト と し

て omnisrdupdate コマン ド を使用し ます。 こ の方法を使用するには、 既存

のバ ッ ク ア ッ プ仕様を変更するか、 新しいバ ッ ク ア ッ プ仕様を作成する こ
と が必要です。 以下の手順に従ってバ ッ ク ア ッ プ仕様を変更する こ と によ

り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン終了時に、 バ ッ ク ア ッ プ されたオブジェ ク
ト に関する情報を使って SRD フ ァ イルが更新されます。

1. [バッ ク ア ッ プ]コ ンテキス ト で[バッ ク ア ッ プ仕様]→[フ ァ イルシステ

ム ] の順に展開し ます。
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2. 変更し たいバ ッ ク ア ッ プ仕様を選択し ます ( 選択するバッ ク ア ッ プ仕様

には、 SRD フ ァ イルで ク リ テ ィ カル と マーク されているバ ッ ク ア ッ プ ・

オブジェ ク ト がすべて含まれている こ と が必要です。 そ う でない場合

は、 更新は正常に実行されません。 このため、 デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ

を使った ク ラ イ アン ト ・バ ッ ク ア ッ プを実行する こ と をお勧めし ます )。 
選択後、 結果エ リ アで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [バ ッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン]の下の[拡張]ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

4.  [ 実行後 ] テキス ト ・ボ ッ ク スに omnisrdupdate.exe と 入力し ます。

5. この実行後ス ク リ プ ト を実行する ク ラ イ アン ト を [ 実行対象 ] ド ロ ッ プ

ダウ ン ・ リ ス ト で選択し、 [OK] を選択し て確認し ます。 選択する ク ラ イ

アン ト は、 [ ソース ] ページでバッ ク ア ッ プ対象 と し てマーク されてい

る ク ラ イ アン ト でなければな り ません。

omnisrdupdate コマン ド を実行後ユーテ ィ リ テ ィ と し て実行する と、 セ ッ

シ ョ ン ID が環境から自動的に取得されるので、 ユーザーがセ ッ シ ョ ン ID
を指定する必要はあ り ません。 

その他すべてのオプシ ョ ンは、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ ユーテ ィ リ テ ィ
(-location  <path>,-host <name>) の場合 と同様に指定でき ます。

SRD ファイルの

編集

障害復旧を実行する時点で、 SRD フ ァ イルに保存されているバッ ク ア ッ

プ ・ デバイ ス または メ デ ィ アに関する情報が古 く なっている場合も あ り ま
す。 その場合は、 障害復旧を実行する前に SRD フ ァ イルを編集し て、 関連

する情報を正しい情報に置き換えて く ださい。 「編集後の SRD フ ァ イルを

使用し た復旧」 （612 ページ ) を参照し て く だ さい。

重要 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 SRD フ ァ イルへのア ク セスは制限する必要が

あ り ます。
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Windows システムの半自動障害復旧

本項では、 Windows システム上での半自動障害復旧の準備と実行方法につ

いて説明し ます。 サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ システムは、 『HP 
OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て

く だ さい。

半自動障害復旧は基本的な復旧方法で、 以下の手順で構成されます。

1. Windows システムの元の位置へのイ ン ス ト ール。 この作業には、

Windows のイ ン ス ト ールに必要なブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ン / システム ・

パーテ ィ シ ョ ンの作成やフ ォーマ ッ ト も含まれます。

2. ク ラ ッ シ ュ前 と同じ状態にな る よ う 、 その他のパーテ ィ シ ョ ンの作成 /
フ ォーマ ッ ト ( 元の ド ラ イブ文字の割 り 当て も含む )。

3. 一時的に Data Protector を イ ン ス ト ールし、 システムの ク リ テ ィ カル ・ ボ

リ ュームの復元を開始する Data Protector drstart.exe コマン ド の実

行。

4. システムのブー ト 。 

5. ベンダー固有のパーテ ィ シ ョ ンの復旧 ( 障害発生前に存在し ていた場合

)。

注記 Data Protector ク ラ イ アン ト と Data Protector Cell Manager では、 復旧に必要

な準備手順 と復旧手順は異な り ます。 相違点は本章の中で明記されていま

す。

Windows については、 障害復旧の実行を決定する前に、 システムを別の方

法で復旧でき る可能性があ る こ と に注意し て く ださ い。 システムをセーフ ・

モー ド、 または復旧フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク からブー ト し て、 問題解決を試
みて く ださい。 も う 1 つの方法は、 後に正常動作し ていた構成で起動す

る こ と です。
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必要条件

• パーテ ィ シ ョ ンのサイ ズは、 障害が発生し たデ ィ ス ク のパーテ ィ シ ョ

ン ・ サイ ズ と 同じかそれよ り 大き く なければな り ません。 これによ り 、

障害が発生し たデ ィ ス ク に保存されていた情報を新しいデ ィ ス ク に復元
でき ます。 また、 フ ァ イルシステムの形式 (FAT、 NTFS) と 、 ボ リ ューム

の圧縮属性も一致し ている こ と が必要です。 

• ターゲ ッ ト ・ システムのハード ウ ェ ア構成は、 障害発生前の状態 と同じ

でなければな り ません。 これには、 SCSI の BIOS 設定 ( セ ク タの再マ ッ

ピ ング ) も含まれます。

制限事項

• Internet Information Server(IIS) データベース、 ター ミ ナル ・ サービ ス ・

データベース、 Certificate Server データベースは、 フ ェーズ 2 で自動的

には復元されません。 これら を ターゲ ッ ト ・ システムに復元するには、

通常の Data Protector 復元手順を実行し て く だ さい。

準備

障害復旧が正し く 実行される よ う 準備するには、 一般的な準備に関する手
順 と、 特定の障害復旧方法を使用するための要件に関連する手順を実行す
る こ と が必要です。 迅速かつ効率的に障害復旧を実行するには、 事前の準

備が必要です。 Cell Manager と Microsoft Cluster Server の障害復旧準備に も

十分な注意が必要です。

注意 障害に備えてあ らかじめ準備作業を行っていない場合は、 障害が発生し て
も復旧作業を正し く 実行する こ と はでき ません。 

本項で挙げられている手順を完了する前に、 すべての障害復旧方法に共通
する一般的な準備手順 と し て 「障害復旧の準備」 （551 ページ ) も参照し て

く だ さい。 障害から迅速かつ効率的に復旧する ため、 以下の項目を考慮し

た上で適切な環境を準備し て く ださい。、

1. システムを CD-ROM から起動するには、 ブー ト 可能な Windows イ ン ス

ト ール用 CD-ROM が必要です。 ブー ト 可能な CD-ROM がない場合は、

デ ィ ス ク から コ ンピ ュータ を起動する標準的手順を実行し て く だ さい。
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2. 復旧対象のシステムに適し た ド ラ イバがあ る こ と を確認し ます。 
Windows のセ ッ ト ア ッ プ中、 ネ ッ ト ワーク、 HBA、 SCSI ド ラ イバなど、

い く つかの ド ラ イバを イ ン ス ト ールする必要があ り ます。

3. ク ラ ッ シ ュ し たシステムを復旧するには、 障害発生前のシステムに関す

る以下の情報が必要です (SRD フ ァ イルに も保存されています )。

• 障害発生前に DHCP が使用されていなかった場合 － TCP/IP のプロパ

テ ィ (IP ア ド レ ス、 デフ ォル ト のゲー ト ウ ェ イ、 サブネ ッ ト ・ マス

ク、 DNS の順序 )

• ク ラ イ アン ト のプロパテ ィ ( ホ ス ト 名 )

4. 以下の条件が当てはま る こ と を確認し ます。

• 正常に実行された ク ラ イ アン ト のフル ・ バッ ク ア ッ プがあ る こ と。

「フ ァ イルシステム ( 論理デ ィ ス ク ・ ド ラ イブ ) のバッ ク ア ッ プ」

（227 ページ ) および 「CONFIGURATION のバッ ク ア ッ プ」 （233
ページ ) を参照し て く だ さい。 

• 正常に実行されたバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに含まれるバ ッ ク ア ッ

プ ・ オブジ ェ ク ト に関する情報を使って更新された SRD フ ァ イルが

必要です。 「システム復旧データ  (SRD) の更新 と編集」 （553 ページ )
を参照し て く ださい。

• Cell Manager を復旧する場合は、 正常に実行された Cell Manager の

IDB バ ッ ク ア ッ プが必要です。 IDB バッ ク ア ッ プの実行方法の詳細

は、 「IDB 復旧の準備」 （496 ページ ) を参照し て く だ さい。

• Microsoft Cluster Server のための整合性のあ るバ ッ ク ア ッ プには、 （同

じバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに） 以下のものが含まれている必要が
あ り ます。

すべての ノー ド

管理仮想サーバ ( 管理者が定義 )

Cell Manager 仮想サーバ と IDB(Data Protector が ク ラ ス ター対応ア

プ リ ケーシ ョ ン と し て構成されている場合 )

詳細については、 「Microsoft Cluster Server の復元に固有の手順」

（603 ページ ) を参照し て く ださい。
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• ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンのあ るデ ィ ス ク には、 Data Protector 障害復

旧ユーテ ィ リ テ ィ のイ ン ス ト ール (15 MB) と ア ク テ ィ ブ DR OS イ ン

ス ト ールに必要な空きデ ィ ス ク ・ スペースが必要です。 また、 元の
システムの復元に必要な空きデ ィ ス ク ・ スペース も別途必要です。 

5. 32 ビ ッ ト 版 Windows ク ラ イ アン ト または Cell Manager の場合、次の内容

を 3 枚のフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク （drsetup ディスク） にコ ピーし ます。 
<Data_Protector_home>\Depot\DRSetup、 または Data Protector イ

ン ス ト ール用 メ デ ィ アの \i386\tools\DRSetup。 64 ビ ッ ト 版

Windows システムの場合、 次の内容を 4 枚のフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス クにコ

ピーし ます。  <Data_Protector_home>\Depot\DRSetup64 または

Data Protector イ ン ス ト ール用 メ デ ィ アの \i386\tools\DRSetup64。 
障害が発生し た場合、 ク ラ ッ シ ュ し た ク ラ イ アン ト の更新済み SRD
フ ァ イルを 1 枚目のフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク ( デ ィ ス ク 1) に保存し ます。 
どの Windows システムの場合で も、 1 つのサイ ト につき必要な drsetup
デ ィ ス クは 1 セ ッ ト だけです。 ただし、 1 枚目のフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク

上にあ る、 ク ラ ッ シュ し た ク ラ イ アン ト の更新された SRD フ ァ イルは

必ずコ ピーし ておいて く ださい。 SRD フ ァ イルが複数あ る場合は、 適切

なバージ ョ ンを選ぶよ う に Data Protector が尋ねて き ます。

6. デ ィ ス ク ・ パーテ ィ シ ョ ンを障害発生前の初期状態に再構成する ため、

各パーテ ィ シ ョ ンご と に以下の情報を記録し ておき ます ( この情報は復

旧プロ セスで必要にな り ます )。

• パーテ ィ シ ョ ンの長さ と 順序

• パーテ ィ シ ョ ンに割 り 当て られる ド ラ イブ文字

• パーテ ィ シ ョ ンのフ ァ イルシステムの種類

この情報は、 SRD フ ァ イルに保存されています。 SRD フ ァ イルの

diskinfo セ ク シ ョ ンで -type オプシ ョ ンを使用する と、 特定のパーテ ィ

シ ョ ンのフ ァ イルシステムの種類が分か り ます。
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次ページの表に、 障害復旧の準備例を示し ます。 表のデータは特定のシス

テムのものであ り 、 それ以外のシステムでは使用でき ない こ と に注意し て
く だ さい。 半自動障害復旧の準備に使用でき る空のテンプレー ト について

は、 「Windows での手動によ る障害復旧準備用テンプレー ト 」 (A-50 ページ )
を参照し て く ださい。

表 12-1 SRD ファイルからファイルシステムの種類を知る方法

種類を示す番号 フ ァ イルシステム

1 Fat12

4、 6 Fat32

5、 15 拡張パーテ ィ シ ョ ン

7 NTFS

11、 12 Fat32

18 EISA

66 LDM パーテ ィ シ ョ ン
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表 12-2 半自動障害復旧準備用テンプレートの例

ク ラ イ アン ト の
プロパテ ィ

コ ンピ ュータ名 ANDES

ホ ス ト 名 andes.company.com

ド ラ イバ hpn.sys、 hpncin.dll

Windows Service Pack Windows SP3

TCP/IP の

プロパテ ィ

IP ア ド レ ス 3.55.61.61

デフ ォル ト ・ ゲー ト
ウ ェ イ

10.17.250.250

サブネ ッ ト ・ マス ク 255.255.0.0

DNS の順序 11.17.3.108, 11.17.100.100

メ デ ィ ア ・ ラベル / バーコー ド番号 "andes - disaster recovery" / 
[000577]
第 12 章 563



障害復旧

Windows システムの半自動障害復旧
復旧

以下の手順に従って、 半自動障害復旧を使って Windows システムを復旧し

ます。 高度な復旧作業 (Cell Manager または IIS の復旧など ) を行お う と し て

いる場合は、 「高度な復旧作業」 （603 ページ ) も参照し て く だ さい。

1. CD-ROM から Windows システムを イ ン ス ト ールし、必要に応じ て ド ラ イ

バを イ ン ス ト ールし ます。 Windows オペレーテ ィ ング ・ システムは、 障

害前 と同じパーテ ィ シ ョ ンにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 システ

ムのイ ン ス ト ール中に Internet Information Server （IIS） を イ ン ス ト ール

し ないで く ださい。 詳し く は、 「Internet Information Server (IIS) の復元に

固有の手順」 （610 ページ ) を参照し て く ださい。

パーティ ショ ン情報
と 順序

第 1 デ ィ ス ク のラベル

第 1 パーテ ィ シ ョ ンの

長さ

31 MB

第 1 ド ラ イブの文字

第 1 フ ァ イルシステム EISA

第 2 デ ィ ス ク のラベル BOOT

第 2 パーテ ィ シ ョ ンの

長さ

1419 MB

第 2 ド ラ イブの文字 C:

第 2 フ ァ イルシステム NTFS/HPFS

第 3 デ ィ ス ク のラベル

第 3 パーテ ィ シ ョ ンの

長さ

第 3 ド ラ イブの文字

第 3 フ ァ イルシステム

表 12-2 半自動障害復旧準備用テンプレートの例
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重要 Windows の無人セ ッ ト ア ッ プを使用し て Windows がイ ン ス ト ールされてい

る場合、 復旧時に Windows のイ ン ス ト ールに使用し たス ク リ プ ト と同じ も

のを使用し て、 <$SystemRoot$> フ ォルダ と \Documents and Settings

フ ォルダが同じ場所にイ ン ス ト ールされる よ う にし ます。

2. [Windows Partition Setup] 画面が表示された ら、 以下の手順に従います。

• ク ラ ッ シ ュ前のシステム上にベンダー固有のパーテ ィ シ ョ ン （EISA 
Utility Partition など） があった場合は、 SRD フ ァ イルから収集し た

EISA 情報に基づいて、 ダ ミ ーの FAT パーテ ィ シ ョ ンを作成し ( ク

ラ ッ シュによ り 失われた場合 )、 フ ォーマ ッ ト し ます。 EUP はあ と か

ら、 ダ ミ ー ・ パーテ ィ シ ョ ンによ って保持されている スペースに復
旧されます。 ダ ミ ー ・ パーテ ィ シ ョ ンの作成後すぐに、 ブー ト ・

パーテ ィ シ ョ ンを作成およびフ ォーマ ッ ト し て く だ さい。 この方法

については、 「準備」 （559 ページ ) を参照し て く ださい。

• ク ラ ッ シ ュ前のシステム上に EUP がなかった場合は、 ク ラ ッ シ ュ前

の状態にな る よ う ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンを作成し ( ク ラ ッ シ ュに

よ り 失われた場合 )、 フ ォーマ ッ ト し ます。 この方法については、

「準備」 （559 ページ ) を参照し て く ださい。

Windows を元の位置 ( つま り 、 障害発生前の元のシステム と ド ラ イブ文

字およびデ ィ レ ク ト リ が同じ位置 ) にイ ン ス ト ールし ます。 こ の情報は、

SRD フ ァ イルに保存されています。

注記 イ ン ス ト ール時には、 障害発生前に Windows ド メ イ ンが置かれていた場所

にシステムを追加せずに、 ワーク グループに追加し て く だ さい。

3. TCP/IP プロ ト コルを イ ン ス ト ールし ます。 障害発生前に DHCP を使用し

ていなかった場合は、 TCP/IP を障害発生前の状態に設定し ます。 この と

き設定する情報は、 ク ラ ッ シ ュ し た ク ラ イ アン ト のホ ス ト 名、 IP ア ド

レ ス、 デフ ォル ト ・ ゲー ト ウ ェ イ、 サブネ ッ ト ・ マス ク、 DNS サーバ

です。 [ このコ ンピ ュータのプラ イマ リ DNS サフ ィ ッ ク ス ] フ ィ ール

ド には ド メ イ ン名を入力し ます。
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警告 デフォルトでは、 Windows のセッ トアップ時に Dynamic Host 
Configuration Protocol (DHCP) がインストールされます。

4. [Administrators] グループに障害復旧用の一時的なアカ ウ ン ト を作成し ま

す。 「ユーザーの追加または削除」 （144 ページ ) を参照し て く だ さい。 
このアカ ウ ン ト は、 障害前のシステムには存在し なかった ものを作成
し、 あ と の手順で削除し ます。

5. ロ グオフ し た後、 新規作成し たアカ ウ ン ト を使用し てシステムにロ グ イ

ン し ます。

6. 障害発生後にバッ ク ア ッ プ・デバイ ス を変更し たなどの理由で SRD フ ァ

イルの情報が 新のものでな く 、 オフ ラ イ ン復旧を実行し よ う と し てい
る場合は、 この手順を続行する前に SRD フ ァ イルを変更し て く だ さい。

「編集後の SRD フ ァ イルを使用し た復旧」 （612 ページ ) を参照し て く だ

さい。

7. <Data_Protector_home>\Depot\drsetup\Disk1 (Windows Cell 
Manager) または \i386\tools\drsetup\Disk1 (Data Protector イ ン ス

ト ール用 メ デ ィ ア ) のいずれかのデ ィ レ ク ト リ から drstart.exe コマ

ン ド を実行し ます。 
drsetup デ ィ ス ク が用意されている場合は ( 「準備」 （559 ページ ) を参照

)drstart.exe コマン ド を実行する こ と も でき ます。

8. Drstart.exe はまず、 現在の作業デ ィ レ ク ト リ 、 フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス

ク、 CD ド ラ イブを ス キ ャ ン し て、 障害復旧用セ ッ ト ア ッ プ ・ フ ァ イル

(Dr1.cab と omnicab.ini) の位置を調べます。 必要なフ ァ イルが見

つかった場合は、 drstart ユーテ ィ リ テ ィ は障害復旧用フ ァ イルを

<%SystemRoot%>\system32\OB2DR デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールし

ます。 Drstart.exe がフ ァ イルを見つけ られない場合は、 [DR 

Installation Source] テキス ト ボ ッ ク スにパス を入力するか、 ブ

ラ ウ ズ し てフ ァ イルを選択し ます。 

9. recovery.srdフ ァ イルがdr1.cab およびomnicab.ini フ ァ イル と

同じデ ィ レ ク ト リ に保存されている場合は、 drstart.exe によ り

recovery.srd フ ァ イルが

<%SystemRoot%>\system32\OB2DR\bin デ ィ レ ク ト リ にコ ピーさ

れ、 omnidr ユーテ ィ リ テ ィ が自動的に起動されます。 そ う でない場合

は、 SRD フ ァ イル (recovery.srd) の位置を [SRD Path] フ ィ ール ド
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に入力するかブラ ウズ し て選択し て、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク に SRD フ ァ イルが複数あ る場合は、 適切な適切

なバージ ョ ンを選ぶよ う に Data Protector が尋ねて き ます。

omnidr が正常終了し た後、 システムを正し く ブー ト するのに必要なす

べてのク リ テ ィ カル ・ オブジェ ク ト が復元されます。

10.  コ ンピ ュータ を再起動し、 ロ グオン し て、 復元されたアプ リ ケーシ ョ

ンが実行されているか検証し ます。

11.  Cell Manager を復旧する場合は、「固有の復元手順」 （600 ページ ) に記載

されている手順を行います。

12.  Data Protector を使って、 ユーザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データ

を復元し ます。

一時 DR OS は、 以下の場合を除いて、 初のロ グ イ ン後に削除されます。

• Disaster Recovery Wizard が DR のイ ン ス ト ール と バッ ク ア ッ プ・ メ デ ィ ア

上の SRD フ ァ イルを発見し た後の 10 秒間のポーズの間に、 ユーザーが

ウ ィ ザード を中断し て [デバッ グを使用 ](Use Debugs) オプシ ョ ンを

選択し た場合。

• omnidr コマン ド を、no_reset または debug オプシ ョ ンをつけて手動で

起動し た場合。

• 障害復旧が失敗し た場合。
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Windows クライアン トのディスク ・ デリバリーによ

る障害復旧

デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧を実行するには、 現在稼働中の Data 
Protector ク ラ イ アン ト (Data Protector 障害復旧ホ ス ト ) を使って、 新しい

デ ィ ス ク を この ク ラ イ アン ト に接続し た状態で作成し ます。 管理者は、

デ ィ ス ク のフ ォーマ ッ ト およびパーテ ィ シ ョ ンの構成が正し く 行われる よ
う 、 障害発生前に十分なデータ を収集する必要があ り ます。 ただし Data 
Protector によ り CONFIGURATION バ ッ ク ア ッ プの対象 と し て関連情報が自

動的に保存されます。 

復旧対象 と なるパーテ ィ シ ョ ンを以下に示し ます。

• ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ン

• システム ・ パーテ ィ シ ョ ン

• Data Protector を含むパーテ ィ シ ョ ン

その他のパーテ ィ シ ョ ンは、 通常の Data Protector 復旧手順を使って復旧で

き ます。

サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ システムは、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

ヒン ト この方法は、 ホ ッ ト ス ワ ッ プ ・ ハード デ ィ ス ク ・ ド ラ イブ と共に使用する
と非常に便利です。 システムの電源を切らずに稼動させたま ま、 ハー ド

デ ィ ス ク ・ ド ラ イブをシステムから外し て、 新しいハード デ ィ ス ク ・ ド ラ
イブを接続でき るためです。 

必要条件

• パーテ ィ シ ョ ンのサイ ズは、 障害が発生し たデ ィ ス ク のパーテ ィ シ ョ

ン ・ サイ ズ と 同じかそれよ り 大き く なければな り ません。 これによ り 、

障害が発生し たデ ィ ス ク に保存されていた情報を新しいデ ィ ス ク に復元
でき ます。 また、 フ ァ イルシステムの形式 (FAT、 NTFS) が一致し ている

こ と が必要です。
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• デ ィ ス ク を作成し たシステム と 、 デ ィ ス ク を使用する システムは同じセ

ク タ ・ マ ッ ピ ング / ア ド レ ッ シング (SCSI BIOS は使用可能 / 不可能のど

ち らに設定されているか、 EIDE で両システムは必ず同じ ア ド レ ッ シン

グ ・ モード を使用する こ と、 LBA、 ECHS、 CHS の各設定など） を使用

し なければな り ません。

制限事項

• デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧は、 Microsoft Cluster Server ではサ

ポー ト されていません。

• RAID はサポー ト されていません。 これには、 ソ フ ト ウ ェ ア RAID
（フ ォール ト ・ ト レ ラ ン ト ・ ボ リ ュームおよびダ イナ ミ ッ ク ・ デ ィ ス ク）
も含まれます。

• Internet Information Server(IIS) データベース、 ター ミ ナル ・ サービ ス ・

データベース、 Certificate Server データベースは、 フ ェーズ 2 で自動的

には復元されません。 これら を ターゲ ッ ト ・ システムに復元するには、

通常の Data Protector 復元手順を実行し て く だ さい。

準備

障害復旧の準備 と し てい く つかの手順を実行し ます。 本項で挙げられてい
る手順を完了する前に、 障害復旧方法に共通する一般的な準備手順と し て
「障害復旧の準備」 （551 ページ ) も参照し て く だ さい。

重要 障害復旧の準備は、 障害が発生する前に行ってお く 必要があ り ます。 

障害から迅速かつ効率的に復旧するには、 以下が必要です。

• 新かつ有効な、 復旧対象の ク ラ イ アン ト のフル ・ バッ ク ア ッ プ

• ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク と 交換する新しいハードデ ィ ス ク

• Data Protector ホ ス ト ・ システムは、 ク ラ ッ シュ し た ク ラ イ アン ト と オペ

レーテ ィ ング ・ システムが同じで、 新しいデ ィ ス ク の接続に必要なハー
ド ウ ェア I/O パス も一致し ている こ と が必要です。

デ ィ ス ク ・ パーテ ィ シ ョ ンを ク ラ ッ シ ュ前の初期状態に再構成する ため、
各パーテ ィ シ ョ ンご と に以下の情報を記録し ておき ます ( この情報は復旧

プロセスで必要にな り ます )。
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• パーテ ィ シ ョ ンの長さ と 順序

• パーテ ィ シ ョ ンに割 り 当て られる ド ラ イブ文字

• パーテ ィ シ ョ ンのフ ァ イルシステムの種類

表 12-2 (563 ページ ) に、 デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧の準備の例

を示し ます。 障害復旧の準備に使用でき る空のテンプレー ト については、

「Windows での手動によ る障害復旧準備用テンプレー ト 」 (A-50 ページ ) を

参照し て く ださい。

復旧

本項では、 デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧方法を使って Windows ク

ラ イ アン ト を復旧する手順を説明し ます。 「高度な復旧作業」 （603 ページ )
も参照し て く ださい。

Windows 上でのデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧では、 Data Protector
障害復旧ホ ス ト （DR ホ ス ト ） を使って、 ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク の 新

の有効なフル ・ バ ッ ク ア ッ プを、 ク ラ イ アン ト に接続されている新しい
ハー ド ・ デ ィ ス ク に復元し ます。 次に、 障害が発生し たシステムの ク ラ ッ

シ ュ し たデ ィ ス ク を新しいハー ドデ ィ ス ク と交換し ます。

ディスク・ デリバリー
による障害復旧手順

実際のデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧は以下の手順で構成されてい
ます。

1. DR ホ ス ト に新しいデ ィ ス ク を接続し ます。

2. DR ホ ス ト を再起動し て、 新しいデ ィ ス ク を認識させます。

3. 障害復旧ホ ス ト の Data Protector GUI を使って、[復元] コ ンテキス ト に切

り 替え、 [ タ ス ク ] タブを ク リ ッ ク し ます。 Scoping ペイ ンで ［障害復

旧］ を選択し て、 ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から ク ラ イ アン ト を選択し、
結果エ リ アで [ディ ス クのデリ バ リ ーによ る障害復旧 ] を選択し ます。 

4. 各ク リ テ ィ カル ・ オブジ ェ ク ト ご と に、 復元対象のオブジ ェ ク ト ・ バー

ジ ョ ンを選択し て、 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5. パーテ ィ シ ョ ンを まだ作成し ていない場合は、 デ ィ ス ク ・ ア ド ミ ニス ト

レータ を使って新しいデ ィ ス ク のパーテ ィ シ ョ ンを作成し ます。 この と

き、 デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧の準備作業の一環と し て収集
し たパーテ ィ シ ョ ン情報を使用し ます。
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6. パーテ ィ シ ョ ンを作成する際には、 フルバッ ク ア ッ プが実行される前 と

同じ順序でパーテ ィ シ ョ ンを割 り 当て る必要があ り ます。 これによ り 、

復元後の ド ラ イブ文字の再割 り 当てが円滑に行われるので、 boot.ini

フ ァ イルに設定されている システム ・ パーテ ィ シ ョ ンへのパスが不適切
にな る こ と によ って起こ る システム再起動時の障害を防止でき ます。

重要 Windows のマウ ン ト ・ ポイ ン ト に ド ラ イブ文字を割 り 当てます。 この場合、

各マウ ン ト ・ ポイ ン ト ご と に ド ラ イブ文字を割 り 当て る こ と ができ る よ う 、
十分な未使用の ド ラ イブ文字が必要 と な り ます。

7. 元の ド ラ イブ文字を右ク リ ッ ク し て、 必要な ド ラ イブ文字の割 り 当てを

すべて行います。 ホ ス ト ・ システム と 元のシステムの ド ラ イブ文字が異

な る可能性があ るために、 この作業が必要 と な り ます。

8. [完了 ] を選択し ます。 

9. 新しいデ ィ ス ク を DR ホ ス ト から取 り 外し て、 ターゲ ッ ト ・ システムに

接続し ます。

10. ターゲ ッ ト ・ システムの電源を入れます。

11. 通常の Data Protector 復元手順で、 ユーザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ

ン ・ データ を復元し ます。 これで ク ラ イ アン ト の復旧は完了です。

デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーは、 マルチ ・ ブー ト ・ システムのデ ィ ス ク の内 1 つ

が ク ラ ッ シ ュ し た場合に も有効な障害復旧方法です。 こ の場合、 ユーザー

は少な く と も 1 つの構成をブー ト でき る ためです。

注記 Data Protector はボ リ ューム圧縮フ ラ グを復元し ません。 バ ッ ク ア ッ プ時に

圧縮されていたフ ァ イルはすべて圧縮されて復元されますが、 新規フ ァ イ
ルを圧縮フ ァ イル と し て作成し たい場合は、 手動でボ リ ューム圧縮フ ラ グ
をセ ッ ト する必要があ り ます。
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Windows システムの拡張自動障害復旧

拡張自動障害復旧 (EADR) と は、 Windows ク ラ イ アン ト と Cell Manager 用

に完全に自動化された Data Protector の復旧方法で、 ユーザーが介在する手

間は 小限に抑え られています。 サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ シス

テムについては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ー

ス  ノー ト 』 を参照し て く だ さい。

Windows プラ ッ ト フ ォーム用の EADR 手順では、 環境に関連するすべての

データがバ ッ ク ア ッ プ時に自動収集されます。 CONFIGURATION バ ッ ク

ア ッ プの際に、 一時 DR OS のセ ッ ト ア ッ プ と構成に必要なデータが、 セル

内のバ ッ ク ア ッ プ対象の各ク ラ イ アン ト ご と に 1 つの大き な DR OS イ

メージファイルにパ ッ ク され、 バ ッ ク ア ッ プ ・ テープに ( オプシ ョ ンで

Cell Manager に も ) 保存されます。 

イ メ ージフ ァ イルに加え、 デ ィ ス ク の適切なフ ォーマ ッ ト と パーテ ィ シ ョ
ン作成に必要なフ ェーズ 1 開始情報 (P1S フ ァ イルに保存 ) が Cell Manager
に保存されます。 障害が発生し た場合、 EADR ウ ィ ザード で、 DR OS イ

メ ージをバ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ ア ( フル ・ バ ッ ク ア ッ プ時に Cell Manager
に保存されていない場合 ) から復元し、 それを障害復旧 CD ISO イ メージ

に変換し ます。 CD ISO イ メ ージは、 CD 書き込みツールで CD に保存し て、

ターゲ ッ ト ・ システムのブー ト に使用し ます。 

次に Data Protector は、 DR OS のイ ン ス ト ール と構成、 デ ィ ス ク のフ ォー

マ ッ ト と パーテ ィ シ ョ ン作成を自動的に行い、 後にオ リ ジナル ・ システ
ムをバ ッ ク ア ッ プ時 と 同じ状態に復旧し ます。 

重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度バ ッ ク ア ッ プを実行し て新しい DR CD を作成し ます。 これは、 IP ア ド レ

スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が変更された場合も同じで

す。

復旧対象 と なるボ リ ュームを以下に示し ます。

• ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ン

• システム ・ パーテ ィ シ ョ ン
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• Data Protector を含むパーテ ィ シ ョ ン

その他のパーテ ィ シ ョ ンは、 通常の Data Protector 復旧手順を使って復旧で

き ます。

以降の項では、 Windows ク ラ イ アン ト の拡張自動障害復旧に関する制限事

項、 準備および復旧方法を説明し ます。 「高度な復旧作業」 （603 ページ ) も

参照し て く ださい。

障害復旧方法を選択する前に、 以下の必要条件と制限事項を よ く お読み く
ださい。

必要条件

• Data Protector 自動障害復旧コ ンポーネン ト が、 こ の方法で復旧し たい ク

ラ イ アン ト と 、 DR CD ISO イ メ ージを作成するシステムにイ ン ス ト ール

されている必要があ り ます。 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• ターゲ ッ ト ・ システムのハード ウ ェ ア構成は、 障害発生前の状態 と同じ

でなければな り ません。 これには、 SCSI の BIOS 設定 ( セ ク タの再マ ッ

ピ ング ) も含まれます。

• 交換デ ィ ス クは、 同じバスの同じ ホ ス ト ・ バス ・ アダプタに接続されて

いる必要があ り ます。

• ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンは 100MB よ り 大きい必要があ り ます。 そ う でな

い場合、 障害復旧は失敗し ます。

• バッ ク ア ッ プ時には、 ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンに別途 200MB の空き ス

ペースが必要です。 この空き スペースがない場合、 障害復旧は失敗し ま

す。 元のパーテ ィ シ ョ ンで ［ド ラ イブの圧縮］ を行っている場合には、

400 MB の空き スペースが必要 と な り ます。

• ブー ト に必要な ド ラ イバは、すべて <%SystemRoot%> フ ォルダにイ ン ス

ト ールされている必要があ り ます。

• ネ ッ ト ワーク機能が付いたセーフモー ド、 またはデ ィ レ ク ト リ ・ サービ

ス復元モー ド ( ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラのみ ) でシステムをブー ト する

場合は、 ネ ッ ト ワーク が使用可能でなければな り ません。 ただし、 シス

テムのバッ ク ア ッ プは通常のブー ト ・ プロセスの後に実行する必要があ
り ます。
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• システムの BIOS は、El-Torito 標準で定義されているブー ト 可能 CD をサ

ポー ト し ている必要があ り ます。 また INT13h 機能の XXh によ り 、 LBA
ア ド レ ッ シングを使用し ているハード デ ィ ス ク ・ ド ラ イブへの読み書き
が可能であ る必要があ り ます。 BIOS のオプシ ョ ンは、 システムのユー

ザー ・ マニュ アル、 またはブー ト 前にシステム設定を調査する こ と で
チェ ッ ク でき ます。

• オフ ラ イ ン復元を計画し ている場合は、 ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プ時

のデバイ スへの書き込みにはデフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズ 64KB を使

用し て く だ さい。 障害復旧を実行する際に Windows で使用でき るブロ ッ

ク ・ サイ ズはこのデフ ォル ト のサイ ズだけです。 デフ ォル ト のブロ ッ

ク ・ サイ ズ 64KB が設定されているかど う かを確かめるには、 [プロパ

テ ィ ] ボ ッ ク スの [拡張 ...] を選択し ます。 図 12-1 を参照し て く だ さ

い。

図 12-1 デフォルトのブロック ・ サイズの確認
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制限事項

ディスクとパーティ
シ ョ ンの構成

• ダイナ ミ ッ ク ・ デ ィ ス クはサポー ト されていません (Windows NT からの

ミ ラー ・ セ ッ ト のア ッ プグ レー ド も含む )。

• 新しいデ ィ ス ク のサイ ズは、 ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク のサイ ズ以上であ

る必要があ り ます。 元のデ ィ ス ク のサイ ズ よ り も大きい場合、 余った分

に対し ては割 り 当てが行われません。

• 拡張自動障害復旧でサポー ト されているベンダー固有のパーテ ィ シ ョ ン

は、 0x12 タ イプ (EISA を含む ) と 0xFE タ イプのみです。

その他 • Microsoft のブー ト ・ ローダを使用し ていないマルチブー ト ・ システムは

サポー ト されていません。

• Internet Information Server(IIS)、 ター ミ ナル ・ サービ ス ・ データベース、

Certificate Server データベースは、 フ ェーズ 2 で自動的には復元されま

せん。 これら を ターゲ ッ ト ・ システムに復元するには、 通常の Data 
Protector 復元手順を実行し て く だ さい。

準備

本項で挙げられている手順を完了する前に、 すべての障害復旧方法に共通
する一般的な準備手順 と し て 「障害復旧の準備」 （551 ページ ) も参照し て

く だ さい。 さ らに、 「高度な復旧作業」 （603 ページ ) も参照し て く だ さい。

重要 障害復旧の準備は、 障害が発生する前に行ってお く 必要があ り ます。 

必要条件 • フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを実行し ます （CONFIGURATION
も含む）。 「フ ァ イルシステム ( 論理デ ィ ス ク ・ ド ラ イブ ) のバッ ク ア ッ

プ」 （227 ページ ) および 「CONFIGURATION のバ ッ ク ア ッ プ」 （233
ページ ) を参照し て く だ さい。 

Microsoft Cluster 
Server

• Microsoft Cluster Server のための整合性のあ るバ ッ ク ア ッ プには、 （同じ

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに） 以下の ものが含まれている必要があ り ま
す。

— すべての ノー ド
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— 管理仮想サーバ ( 管理者が定義 )

— Cell Manager仮想サーバ と IDB(Data Protector が ク ラ ス ター対応アプ リ

ケーシ ョ ン と し て構成されている場合 )

詳細については、 「Microsoft Cluster Server の復元に固有の手順」 （603
ページ ) を参照し て く だ さい。

バッ ク ア ッ プ実行後に、 MSCS 内の全 ノ ード の P1S フ ァ イルをマージ し ま

す。 これによ り 、 各 ノー ド の P1S フ ァ イルには共有ク ラ ス ター ・ ボ リ ュー

ム構成の情報が格納されます。 詳し く は 「EADR 用に全ノ ー ド の P1S フ ァ

イルをマージ」 （607 ページ ) を参照し て く だ さい。

DRイメージファイル 一時 DR OS のセ ッ ト ア ッ プ と構成に必要なデータ (DR イ メージ ) は、 フ

ル ・ ク ラ イ アン ト ・ バッ ク アア ッ プ時に 1 つの大き なフ ァ イルにパッ ク さ

れ、 バ ッ ク ア ッ プ ・ テープ、 さ らにオプシ ョ ンで Cell Manager にも保存さ

れます。 Cell Manager にも、 バッ ク ア ッ プ仕様にあ る ク ラ イ アン ト すべて

の障害復旧イ メ ージを保存し たい場合は、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [バッ クア ップ ] を選択し ます。

2. Scopingペインで[バッ クアップ仕様]→[フ ァ イルシステム]の順に展開

し ます。

3. フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プに使用するバッ ク ア ッ プ仕様を選択

し ます ( まだ作成し ていない場合は作成し ます )。 

4. 結果エ リ アで [オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

5. [ フ ァ イルシステム ・ オプシ ョ ン ] で [拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。

6. [WinFSオプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し、[障害復旧イ メージ全体をディ ス クに

コピー ] チェ ッ ク ボ ッ ク スにチェ ッ ク を付けます。 
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図 12-2 WinFS オプシ ョ ン ・ タブ

バッ ク ア ッ プ仕様内の特定ク ラ イ アン ト の DR イ メ ージフ ァ イルだけを コ

ピーする場合は、 以下の手順を実行し ます。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [バッ クア ップ ] を選択し ます。

2. Scopingペインで[バッ クアップ仕様]→[フ ァ イルシステム]の順に展開

し ます。

3. フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プに使用するバッ ク ア ッ プ仕様を選択

し ます。 まだ作成し ていない場合は 「バッ ク ア ッ プ仕様の作成」 （212
ページ ) に記述されている手順で作成し ます。

4. 結果エ リ アで [バッ クアップ ・ オブジェ ク ト のサマ リ ー ] を ク リ ッ ク し ま

す。

5. Cell ManagerにDR イ メ ージフ ァ イルを保存し たい ク ラ イ アン ト を選択し

て、 [プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

6. [WinFSオプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し、[障害復旧イ メージ全体をディ ス クに

コピー ] を選択し ます。
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障害復旧 CD を Cell Manager 上で作成する場合、 障害復旧イ メ ージ全体を

Cell Manager に保存するのが便利です。 そ う すれば DR イ メ ージはハード

デ ィ ス ク から読み込まれ、 バッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アから読み込む場合よ り
もはるかに速 く 作業が進みます。 DR イ メ ージはデフ ォル ト では、

<Data_Protector_home>\Config\server\dr\p1s (Windows Cell 
Manager の場合 )、 または /etc/opt/omni/server/dr/p1s (UNIX Cell 
Manager の場合 ) に <client name>.img と い う 名前で保存されます。 デ
フ ォル ト のデ ィ レ ク ト リ を変更するには、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ
イルで新たなグ ローバル変数 EADRImagePath = <valid_path> 
(EADRImagePath = /home/images または EADRImagePath = c:\temp な
ど ) を指定し ます。 詳細は、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645
ページ ) を参照し て く だ さい。

ヒン ト 宛先デ ィ レ ク ト リ に十分な空きデ ィ ス ク ・ スペースがでない場合には、 他
のボ リ ュームへの リ ン ク を作成するか （UNIX の場合）、 マウ ン ト ・ ポイ ン

ト を作成し ます （Windows の場合）。 

DRecoveryKB.cfg
ファイル

このフ ァ イルの目的は、 特定のブー ト 関連ハード ウ ェア またはアプ リ ケー
シ ョ ン構成を持つシステム用に、 ド ラ イバ （および他の必要フ ァ イル） を
DR OS に含める ための柔軟な方法を提供する こ と です。 デフ ォル ト の

DRecoveryKB.cfg フ ァ イルには、 業界標準のハード ウ ェ ア構成に必要な

すべてのフ ァ イルがすでに含まれています。

デフ ォル ト の DRecoveryKB.cfg フ ァ イルを使用し たテス ト ・ プラ ンを作

成し実行し ます。 DR OS が正常にブー ト し ない、 またはネ ッ ト ワーク にア

ク セスでき ない場合は、 フ ァ イルを変更する必要があ り ます。
「DRecoveryKB.cfg フ ァ イルの編集」 （611 ページ ) を参照し て く だ さい。

フェーズ 1 開始

ファイル (P1S)
DR イ メ ージフ ァ イルに加え、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プ時にはフェーズ 1 開始

ファイル ( P1S) が作成されます。 このフ ァ イルは、 バ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ

ア、 および Cell Manager の

<Data_Protector_home>\Config\server\dr\p1sデ ィ レ ク ト リ

(Windows Cell Manager)、 または /etc/opt/omni/server/dr/p1sデ ィ レ

ク ト リ (UNIX Cell Manager) に保存されます。 フ ァ イル名はホ ス ト 名 と同じ

です ( た と えば computer.company.com など )。 これは Unicode UTF-8 で

エン コード されたフ ァ イルで、 システムにイ ン ス ト ールされているすべて
のデ ィ ス ク のフ ォーマ ッ ト / パーテ ィ シ ョ ン作成方法に関する情報が含ま
第 12 章578



障害復旧

Windows システムの拡張自動障害復旧
れています。 これに対し て更新済みの SRD フ ァ イルには、 システム情報、

およびバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト と対応する メ デ ィ アに関するデータの
みが含まれています。

障害が発生し た場合、 障害復旧イ ン ス ト ールの際に EADR ウ ィ ザー ド を使

用し て、 DR イ メ ージ、 SRD フ ァ イル、 P1S フ ァ イルを障害復旧 CD ISO
イ メージ と し てマージでき ます。 このイ メ ージは ISO9660 フ ォーマ ッ ト を

サポー ト し ている CD 書き込みツールで CD に保存でき ます。 この障害復旧

CD は、 自動障害復旧を実行する際に使用し ます。 

重要 Cell Manager 用の障害復旧 CD を事前に用意し てお く 必要があ り ます。 

Microsoft Cluster の ノ ー ド用の障害復旧 CD を作成する場合には、 特別な手

順が必要にな り ます。 「Microsoft Cluster Server の復元に固有の手順」 （603
ページ ) を参照し て く だ さい。

重要 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 バ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ ア、 DR イ メ ージ、 SRD
フ ァ イル、 障害復旧 CD へのア ク セス を制限し てお く こ と をお勧めし ます。

DR CD ISO
イ メージの作成

DR CD ISO イ メ ージを作成するには、 以下の手順を行います。 

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [復元 ] を選択し ます。

2. Scoping ペイ ンで [ タ ス ク ]ナビゲーシ ョ ン・タブを ク リ ッ ク し、[障害復

旧 ] を選択し ます

3. 結果エ リ アの ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から、 復旧対象の ク ラ イ アン ト を

選択し ます。

4. [拡張自動障害復旧 ] 、 [次へ ] の順に ク リ ッ ク し ます。

5. 各ク リ テ ィ カル ・ オブジ ェ ク ト ご と に、 適切なオブジェ ク ト ・ バージ ョ

ンを選択し ます。

[次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

6. Cell ManagerにDR イ メ ージフ ァ イルが保存されている場合は保存デ ィ レ

ク ト リ を指定し ます。 それ以外の場合は、 [バッ クア ップからの復元 ]

を ク リ ッ ク し ます。 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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7. ISO CD イ メ ージ (recovery.iso) の保存先デ ィ レ ク ト リ を選択し て [完

了 ] を ク リ ッ クする と、 ISO CD イ メ ージが作成されます。

注意 新しい ISO CD イ メ ージを、 すでに recovery.iso があ るデ ィ レ ク ト リ へ

保存し た場合は、 既存の ISO CD イ メ ージは新しいイ メ ージで上書き され

ます。 この と き警告 メ ッ セージは表示されません。

8. 障害復旧 ISO CD イ メ ージを、ISO9660 フ ォーマ ッ ト をサポー ト し ている

CD 書き込みツールを使用し て CD に保存し ます。

重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度バ ッ ク ア ッ プを実行し て新しい DR CD を作成し ます。 これは、 IP ア ド レ

スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が変更された場合も同じで

す。

復旧

ク ラ ッ シ ュ し たシステム上でシステムの障害復旧を正し く 実行するには、
以下が必要です。

• ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク と 交換する新しいハードデ ィ ス ク

• 復旧対象の ク ラ イ アン ト の正常なフル ・ バッ ク ア ッ プ

• Data Protector 障害復旧 CD

Windows クライア

ン トの拡張自動障害
復旧

Windows ク ラ イ アン ト の拡張自動障害復旧を実行する手順を以下に示し ま

す。

1. 元のシステムを障害復旧 CD からブー ト し ます。

2. Press 以下の メ ッ セージが表示された と きに F12 キーを押し ます。 
<HOSTNAME>の復旧を開始するには、 ［F12］ キーを押して く ださい。

3. 復旧範囲を選択し て、Enter キーを押し ます。復旧範囲は 5 種類あ り ます。

• 再起動 (Reboot): 障害復旧は実行されず、 コ ンピ ュータが再起動さ

れます。
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• デフォル ト 復旧 (Default Recovery): ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ュームが

復旧されます。 他のすべてのデ ィ ス クはパーテ ィ シ ョ ン作成や

フ ォーマ ッ ト が行われず、 フ ェーズ 3 に備えた状態にな り ます。

• 小復旧 (Minimal Recovery): システム ・ デ ィ ス ク と ブー ト ・ デ ィ

ス ク のみが復旧されます （EADR と OBDR のみで使用可能）。

• 共有ボ リ ュームを含む完全復旧 (Full with Shared Volumes): 
MSCS でのみ使用可能です。 このオプシ ョ ンは、 MSCS 内のすべての

ノ ー ド が ク ラ ッ シ ュ し て、 初の ノ ー ド に対する拡張自動障害復旧
を実行する場合に使用し ます。 復元セ ッ ト 内のすべてのボ リ ューム (
バッ ク ア ッ プ時にバ ッ ク ア ッ プ対象の ノ ード によ り ロ ッ ク されてい
た ク ラ ス ター共有ボ リ ュームを含む ) が復元されます。 

1 つで も稼動中の ノ ー ド があって MSCS サービ スが実行されている

場合、 共有ボ リ ュームは復元されません。 これは、 稼動中の ノ ー ド
によ り 共有ボ リ ュームがロ ッ ク されるためです。 こ の場合はデフォ
ル ト 復旧を使用し て く ださい。

4. 復旧範囲を選択する と、 Data Protector は、 ハードデ ィ ス ク に対し て直接

DR OS のセ ッ ト ア ッ プを開始し ます。 この処理の進行状況はモニター可

能です。 DR OS のセ ッ ト ア ッ プが完了する と システムは再起動し ます。 

5. 「<HOSTNAME> の復旧を開始するには、 F12 キーを押し て く ださい。」 と

い う プロ ンプ ト の表示で 10 秒間待つ と、 システムは CD ではな く ハー

ドデ ィ ス ク から起動し ます。

6. 障害発生後にバッ ク ア ッ プ・デバイ ス を変更し たなどの理由で SRD フ ァ

イルの情報が 新のものでな く 、 オフ ラ イ ン復旧を実行し よ う と し てい
る場合は、 この手順を続行する前に SRD フ ァ イルを変更し て く だ さい。

「編集後の SRD フ ァ イルを使用し た復旧」 （612 ページ ) を参照し て く だ

さい。

7. Data Protector は次に、 選択された復旧範囲内で障害発生前の記憶データ

構造を再構築し、 すべてのク リ テ ィ カル ・ ボ リ ュームを復元し ます。 一
時 DR OS は、 以下の場合を除いて、 初のロ グ イ ン後に削除されます。

• 小復旧が選択された場合。

• Disaster Recovery Wizard が DR のイ ン ス ト ール と バッ ク ア ッ プ ・ メ

デ ィ ア上の SRD フ ァ イルを発見し た後の 10 秒間のポーズの間に、

ユーザーがウ ィ ザー ド を中断し て [デバッ グを使用 ](Use Debugs)

オプシ ョ ンを選択し た場合。
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• omnidr コマン ド を、 no_reset または debug オプシ ョ ンをつけて手

動で起動し た場合。

• 障害復旧が失敗し た場合。

8. Cell Manager の復旧、 または高度な復旧作業を行お う と し ている場合は、

特別な手順が必要 と な り ます。 詳し く は、 「高度な復旧作業」 （603 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

9. 通常の Data Protector 復元手順を使用し て、 ユーザー ・ データ と アプ リ

ケーシ ョ ン ・ データ を復元し ます。 

注記 Data Protector はボ リ ューム圧縮フ ラ グを復元し ません。 バッ ク ア ッ プ時に

圧縮されていたフ ァ イルはすべて圧縮されて復元されますが、 新規フ ァ イ
ルを圧縮フ ァ イル と し て作成し たい場合は、 手動でボ リ ューム圧縮フ ラ グ
をセ ッ ト する必要があ り ます。
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Windows システムのワンボタン障害復旧

ワ ンボタ ン障害復旧 (OBDR) と は、 Windows ク ラ イ アン ト と Cell Manager
用に完全に自動化された Data Protector 復旧方法で、 ユーザーが介在する手

間は 小限に抑え られています。 サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ シス
テムは、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー

ト 』 を参照し て く ださい。

OBDR では、 環境に関連するすべてのデータがバ ッ ク ア ッ プ時に自動収集

されます。 バッ ク ア ッ プの際に、 一時 DR OS のセ ッ ト ア ッ プ と構成に必要

なデータが、 1 つの大き な OBDR イ メ ージフ ァ イルにパ ッ ク され、 バ ッ ク

ア ッ プ ・ テープに保存されます。 障害が発生し た場合には、 OBDR デバイ

ス (CD-ROM をエ ミ ュ レー ト でき るバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ) を使用し て、

OBDR イ メ ージフ ァ イル と障害復旧情報を含むテープから ターゲ ッ ト ・ シ

ステムを直接ブー ト し ます。 

Data Protector は次に、 障害復旧オペレーテ ィ ング ・ システム (DR OS) のイ

ン ス ト ール と構成、 デ ィ ス ク のフ ォーマ ッ ト と パーテ ィ シ ョ ン作成を自動
的に行い、 後に元のオペレーテ ィ ング ・ システムをバッ ク ア ッ プ時 と 同
じ状態に復元し ます。

重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。 これは、 IP ア ド レ スや DNS サーバの変更な

ど、 ネ ッ ト ワーク構成が変更された場合も同じです。

復旧対象 と なるパーテ ィ シ ョ ンを以下に示し ます。

• ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ン

• システム ・ パーテ ィ シ ョ ン

• Data Protector を含むパーテ ィ シ ョ ン

その他のパーテ ィ シ ョ ンは、 通常の Data Protector 復旧手順を使って復旧で

き ます。

以下の項で、 Windows システム上でのワ ンボタ ン障害復旧に関する必要条

件、 制限事項、 準備、 および復旧について説明し ます。 「高度な復旧作業」
（603 ページ ) も参照し て く ださい。
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必要条件

• Data Protector 自動障害復旧コ ンポーネン ト と ユーザー ・ イ ン タ フ ェー

ス ・ コ ンポーネン ト が、 この方法で復旧する システムにイ ン ス ト ールさ
れている必要があ り ます。 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• OBDR を実行でき る コ ンピ ュータ構成であ る こ と が必要です。 システム

の BIOS は、 El-Torito 標準で定義されているブー ト 可能 CD をサポー ト

し ている必要があ り ます。 また INT13h 機能の XXh によ り 、 LBA ア ド

レ ッ シングを使用し ているハー ドデ ィ ス ク ・ ド ラ イブへの読み書きが可
能であ る必要があ り ます。 OBDR デバイ スが CD-ROM をエ ミ ュ レー ト

する場合には、 同じ標準に準拠し ていなければな り ません。 BIOS のオ

プシ ョ ンは、 システムのユーザー ・ マニ ュ アル、 またはブー ト 前にシス
テム設定を調査する こ と でチェ ッ ク でき ます。 

サポー ト されている システム、 デバイ スおよび メ デ ィ アに関する詳細に
ついては、 以下の Web ページにあ る HP StorageWorks のテープ と ハー ド

ウ ェ アの互換性一覧表を参照し て く だ さい。

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html. 『HP 
OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 も参照

し て く ださい。

• ターゲ ッ ト ・ システムのハード ウ ェ ア構成は、 障害発生前の状態 と同じ

でなければな り ません。 これには、 SCSI の BIOS 設定 ( セ ク タの再マ ッ

ピ ング ) も含まれます。

• 交換デ ィ ス クは、 同じバスの同じ ホ ス ト ・ バス ・ アダプタに接続されて

いる必要があ り ます。

• バッ ク ア ッ プ時には、 ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンに別途 200MB の空き ス

ペースが必要です。 この空き スペースがない場合、 障害復旧は失敗し ま

す。 元のパーテ ィ シ ョ ンで ［ド ラ イブの圧縮］ を行っている場合には、

400 MB の空き スペースが必要 と な り ます。

• ブー ト に必要な ド ラ イバは、すべて <%SystemRoot%> フ ォルダにイ ン ス

ト ールされている必要があ り ます。

• ネ ッ ト ワーク機能が付いたセーフモー ド、 またはデ ィ レ ク ト リ ・ サービ

ス復元モー ド ( ド メ イ ン ・ コ ン ト ローラのみ ) でシステムをブー ト する

場合は、 ネ ッ ト ワーク が使用可能でなければな り ません。 ただし、 シス

テムのバッ ク ア ッ プは通常のブー ト ・ プロセスの後に実行する必要があ
り ます。
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• メ デ ィ アの使用ポ リ シーが [追加不可能 ] で メ デ ィ ア割当てポ リ シーが

[Loose] の メ デ ィ ア ・ プールを OBDR 対応のデバイ スに対し て作成す

る必要があ り ます。 障害復旧には、 このよ う なプールの メ デ ィ ア しか使

用でき ません。

• オフ ラ イ ン復元を計画し ている場合は、 ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プ時

のデバイ スへの書き込みにはデフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズ 64KB を使

用し て く だ さい。 障害復旧を実行する際に Windows で使用でき るブロ ッ

ク ・ サイ ズはこのデフ ォル ト のサイ ズだけです。 デフ ォル ト のブロ ッ

ク ・ サイ ズ 64KB が設定されているかど う かを確かめるには、 [プロパ

テ ィ ] ボ ッ ク スの [拡張 ...] を選択し ます。 図 12-3 を参照し て く だ さ

い。

図 12-3 デフォルトのブロック ・ サイズの確認
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制限事項

全般 • Microsoft のブー ト ・ ローダを使用し ていないマルチブー ト ・ システムは

サポー ト されていません。

• Internet Information Server(IIS) データベース、 ター ミ ナル ・ サービ ス ・

データベース、 Certificate Server データベースは、 フ ェーズ 2 で自動的

には復元されません。 これら を ターゲ ッ ト ・ システムに復元するには、

通常の Data Protector 復元手順を実行し て く だ さい。

• ワ ンボタ ン障害復旧のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは、 同じ OBDE デバイ

ス上では １ 度に 1 つの ク ラ イ アン ト または Cell Manager に対し て しか実

行でき ません。 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは、 ローカルに接続された １

台の OBDR 対応デバイ ス上で行 う 必要があ り ます。

ディスクと
パーティションの構成

• ダイナ ミ ッ ク ・ デ ィ ス クはサポー ト されていません (Windows NT からの

ミ ラー ・ セ ッ ト のア ッ プグ レー ド も含む )。

• 新しいデ ィ ス ク のサイ ズは、 ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク のサイ ズ以上であ

る必要があ り ます。 元のデ ィ ス ク のサイ ズ よ り も大きい場合、 余った分

に対し ては割 り 当てが行われません。

• OBDR でサポー ト されているベンダー固有のパーテ ィ シ ョ ンは、 0x12 タ

イプ (EISA を含む ) と 0xFE タ イプのみです。

準備

本項で挙げられている手順を完了する前に、 すべての障害復旧方法に共通
する一般的な準備手順 と し て 「障害復旧の準備」 （551 ページ ) も参照し て

く だ さい。 さ らに、 「高度な復旧作業」 （603 ページ ) も参照し て く だ さい。

重要 障害復旧の準備は、 障害が発生する前に行ってお く 必要があ り ます。 

DDS または LTO メ デ ィ ア用の メ デ ィ ア ・ プールを作成し ます。 使用ポ リ

シーは [追加不可能 ]( テープ上のバ ッ ク ア ッ プであ る こ と を確実にする た

め )、 メ デ ィ ア割当てポ リ シーは [Loose]( テープは OBDR バッ ク ア ッ プ

時にフ ォーマ ッ ト されるため ) です。 また、 この メ デ ィ ア ・ プールを OBDR
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デバイ ス用のデフ ォル ト ・ メ デ ィ ア ・ プール と し て選択する必要があ り ま
す。 詳細については、 「 メ デ ィ ア ・ プールの作成」 （157 ページ ) を参照し て

く だ さい。 このプールの メ デ ィ アのみが、 OBDR で使用でき ます。

Microsoft Cluster 
Server

Microsoft Cluster Server のための整合性のあ るバ ッ ク ア ッ プには、 （同じ

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに） 以下の ものが含まれている必要があ り ます。

• すべての ノー ド

• 管理仮想サーバ ( 管理者が定義 )

• Cell Manager 仮想サーバ と IDB(Data Protector が ク ラ ス ター対応アプ リ

ケーシ ョ ン と し て構成されている場合 )

詳細については、 「Microsoft Cluster Server の復元に固有の手順」 （603 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

OBDR で MSCS 内の全共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームの自動復元を可能にする

には、 ボ リ ュームをすべて OBDR ブー ト ・ テープの準備作業に使用する

ノ ー ド に一時的に移動し ます。 そ う する こ と で、 OBDR バッ ク ア ッ プ中に

共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームが他の ノ ー ド によ り ロ ッ ク される こ と はな く な
り ます。 バ ッ ク ア ッ プ時に他の ノ ード によ り ロ ッ ク されている共有デ ィ ス
ク ・ ボ リ ュームのデ ィ ス ク を フ ェーズ 1 で構成するために必要な情報を収

集するのは不可能です。

OBDR バックアップ OBDR を使用し て復旧を実行し たいシステム上で OBDR バ ッ ク ア ッ プを

ローカルに実行するには、 以下の手順を実行し ます。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [バッ クア ップ ] を選択し ます。

2. Scopingペインで [ タ ス ク ] ナビゲーシ ョ ン ・ タブを ク リ ッ ク し、[ ワン

ボタン障害復旧ウ ィザード ] を選択し ます。

3. 結果エ リ アの ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から OBDR バッ ク ア ッ プの対象 と

な る ク ラ イ アン ト を選択し て、 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

4. ク リ テ ィ カル ・ オブジェ ク ト はすでにすべて選択された状態になってい

て (Cell Manager OBDR バ ッ ク ア ッ プの場合は IDB も含む )、 選択を解除

する こ と はでき ません。 復旧手順の中で、 Data Protector はシステムから

パーテ ィ シ ョ ンをすべて削除し て し ま う ため、 他のパーテ ィ シ ョ ンを復
旧後も使用する場合、 手動で選択し ます。 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。

5. バッ ク ア ッ プに使用する ローカル接続の OBDR ド ラ イブを選択し て [次

へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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6. バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンの選択 詳細は、 「バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン

の使用」 （290 ページ ) を参照し て く だ さい。

7. [次へ ] を ク リ ッ ク し て、 [ スケジューラ ]ページを表示し ます。 こ こで

は、 バ ッ ク ア ッ プの実行ス ケジ ュールを設定でき ます。 詳し く は、 「無

人バ ッ ク ア ッ プのス ケジ ュール」 （269 ページ ) を参照し て く ださい。

8. [次へ ] を ク リ ッ ク し て、[バッ クアップ・オブジェ ク ト のサマ リ ー]ペー

ジを表示し ます。 こ こ では、 バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンが表示されま

す。 このページには、 バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンが表示されます。

注記 ［サマ リ ー］ ページでは、 それまでに選択し たバッ ク ア ッ プ ・ デバイ スや
バッ ク ア ッ プ仕様の順序を変更する こ と ができ ません （順序を入れ替える
機能はあ り ません）。 OBDR に必要ではないバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト の

み削除可能であ り 、 一般的なオブジ ェ ク ト のプロパテ ィ のみ表示でき ます。 

ただし、 バ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト の説明は変更でき ます。

9.  [ バ ッ ク ア ッ プ ] ウ ィ ザード の 終ページでは、 バ ッ ク ア ッ プ仕様の保

存、 対話型バ ッ ク ア ッ プの開始、 またはバッ ク ア ッ プのプレ ビ ューを行
う こ と ができ ます。 

バッ ク ア ッ プ仕様を保存し て、 後でスケジ ュールを設定した り 仕様を変
更でき る よ う にし てお く こ と をお勧めし ます。

OBDR のバック

アップ仕様の変更

バッ ク ア ッ プ仕様を一度保存する と、 編集が可能にな り ます。 バ ッ ク

ア ッ プ仕様を右ク リ ッ ク し て、 ［プロパテ ィ］ を選択し ます。 変更し た

バッ ク ア ッ プ仕様を、 通常の Data Protector バ ッ ク ア ッ プ仕様と し て扱

う か、 または OBDR バッ ク ア ッ プ仕様 と し て扱 う かを尋ねられますの

で、 OBDR バッ ク ア ッ プ仕様 と し て保存し ます ( オ リ ジナルのワ ンボタ

ン障害復旧フ ォーマ ッ ト で保存されます )。 標準バッ ク ア ッ プ仕様 と し

て保存し た場合は、 OBDR には使用でき ません。

10. [バッ クア ップ開始 ] を ク リ ッ ク し て、バッ ク ア ッ プを対話形式で実行し

ます。 [バッ クアップ開始 ] ダ イ ア ロ グ ・ ボ ッ ク スが表示されます。

[OK] を ク リ ッ ク し てバッ ク ア ッ プを開始し ます。

一時 DR OS のイ ン ス ト ール と構成に必要な情報がすべて含まれている シス

テム用ブー ト 可能イ メ ージはテープの先頭に書き込まれ、 これによ り テー
プからのブー ト が可能 と な り ます。
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重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度バ ッ ク ア ッ プを実行し てブー ト 可能なバッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アを作成し
ます。 これは、 IP ア ド レ スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が

変更された場合も同じです。

DRecoveryKB.cfg
ファイル

このフ ァ イルの目的は、 特定のブー ト 関連ハード ウ ェア またはアプ リ ケー
シ ョ ン構成を持つシステム用に、 ド ラ イバ （および他の必要フ ァ イル） を
DR OS に含める ための柔軟な方法を提供する こ と です。 デフ ォル ト の

DRecoveryKB.cfg フ ァ イルには、 業界標準のハード ウ ェ ア構成に必要な

すべてのフ ァ イルがすでに含まれています。

デフ ォル ト の DRecoveryKB.cfg フ ァ イルを使用し たテス ト ・ プラ ンを作

成し実行し ます。 DR OS が正常にブー ト し ない、 またはネ ッ ト ワーク にア

ク セスでき ない場合は、 フ ァ イルを変更する必要があ り ます。
「DRecoveryKB.cfg フ ァ イルの編集」 （611 ページ ) を参照し て く だ さい。

注意 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 バ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アへのア ク セス を制限
する こ と をお勧めし ます。

復旧

ク ラ ッ シ ュ し たシステム上でシステムの障害復旧を正し く 実行するには、
以下が必要です。

• ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク と 交換する新しいハードデ ィ ス ク ( 必要な場合

)。

• 復旧対象ク ラ イ アン ト の ク リ テ ィ カル ・ オブジェ ク ト がすべて含まれた

ブー ト 可能なバッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ ア。

• ターゲ ッ ト ・ システムにローカル接続された OBDR デバイ ス。

OBDR の手順 Windows システムのワ ンボタ ン障害復旧の詳細な手順を以下に示し ます。 

1. イ メ ージフ ァ イル と バッ ク ア ッ プ ・ データ を含むテープを OBDR デバイ

スに挿入し ます。
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2. ターゲ ッ ト ・ システムをシ ャ ッ ト ダウ ン し て、 テープ ・ デバイ スの電源

を落 と し ます。

3. ターゲ ッ ト ・ システムの電源を入れ、 初期化中にテープ ・ デバイ スの取

出し ボタ ンを押し て、 テープ ・ デバイ スの電源を入れます。 詳し く はデ

バイ ス付属の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださ い。

4. 表示される画面で復旧範囲を選択し て Enter を押し ます。復旧範囲は 5 種

類あ り ます。

• 再起動 (Reboot): 障害復旧は実行されず、 コ ンピ ュータが再起動さ

れます。

• デフォル ト 復旧 (Default Recovery): ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ュームが

復旧されます。 他のすべてのデ ィ ス クはパーテ ィ シ ョ ン作成や

フ ォーマ ッ ト が行われず空のま まで、 フ ェーズ 3 に備えた状態にな

り ます。

• 小復旧 (Minimal Recovery): システム ・ デ ィ ス ク と ブー ト ・ デ ィ

ス ク のみが復旧されます （EADR と OBDR のみで使用可能）。

• 共有ボ リ ュームを含む完全復旧 (Full with Shared Volumes): 
MSCS でのみ使用可能です。 このオプシ ョ ンは、 MSCS 内のすべての

ノ ー ド が ク ラ ッ シ ュ し て、 初の ノ ー ド に対する ワ ンボタ ン障害復
旧を実行する場合に使用し ます。 復元セ ッ ト 内のすべてのボ リ ュー

ム ( バッ ク ア ッ プ時にバ ッ ク ア ッ プ対象の ノ ード によ り ロ ッ ク され

ていた ク ラ ス ター共有ボ リ ュームを含む ) が復元されます。 

ヒン ト MSCS 内の全共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームの自動復元を可能にするには、 ボ

リ ュームをすべて OBDR ブー ト ・ テープの準備作業に使用する ノ ード に一

時的に移動し ます。 バッ ク ア ッ プ時に他の ノ ード によ り ロ ッ ク されている

共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームのデ ィ ス ク をフ ェーズ 1 で構成するために必要

な情報を収集するのは不可能な こ と です。

1 つで も稼動中の ノ ー ド があって MSCS サービ スが実行されている

場合、 共有ボ リ ュームは復元されません。 稼動中の ノ ー ド が共有ボ

リ ュームを ロ ッ ク し ている ためです。 この場合はデフォル ト 復旧を使

用し て く だ さい。
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5. 復旧範囲を選択する と、 Data Protector は、 ハードデ ィ ス ク に対し て直接

DR OS のセ ッ ト ア ッ プを開始し ます。 この処理の進行状況はモニター可

能です。 DR OS のセ ッ ト ア ッ プが完了する と システムは再起動し ます。 

6. 障害発生後にバッ ク ア ッ プ・デバイ ス を変更し たなどの理由で SRD フ ァ

イルの情報が 新のものでな く 、 オフ ラ イ ン復旧を実行し よ う と し てい
る場合は、 この手順を続行する前に SRD フ ァ イルを変更し て く だ さい。

「編集後の SRD フ ァ イルを使用し た復旧」 （612 ページ ) を参照し て く だ

さい。

7. 次に Data Protector は、 従来の記憶データ構造を再構築し、 すべての ク リ

テ ィ カル ・ ボ リ ュームを復元し ます。 一時 DR OS は、 以下の場合を除

いて、 初のロ グ イ ン時に削除されます。

• 小復旧が選択された場合。

• Disaster Recovery Wizard が DR のイ ン ス ト ール と バッ ク ア ッ プ ・ メ

デ ィ ア上の SRD フ ァ イルを発見し た後の 10 秒間のポーズの間に、

ユーザーがウ ィ ザー ド を中断し て [デバッ グを使用 ](Use Debugs)

オプシ ョ ンを選択し た場合。

• omnidr コマン ド を、 no_reset または debug オプシ ョ ンをつけて手

動で起動し た場合。

• 障害復旧が失敗し た場合。

8. Cell Manager の復旧、 または高度な復旧作業を行お う と し ている場合は、

特別な手順が必要 と な り ます。 詳し く は、 「高度な復旧作業」 （603 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

9. 通常の Data Protector 復元手順を使用し て、 ユーザー ・ データ と アプ リ

ケーシ ョ ン ・ データ を復元し ます。 

注記 Data Protector はボ リ ューム圧縮フ ラ グを復元し ません。 バ ッ ク ア ッ プ時に

圧縮されていたフ ァ イルはすべて圧縮されて復元されますが、 新し く 作成
する フ ァ イルも圧縮フ ァ イル と し て作成し たい場合は、 手動でボ リ ューム
圧縮フ ラ グをセ ッ ト する必要があ り ます。
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自動システム復旧

自動システム復旧 （ASR） と は、 障害発生時に Windows システム上でデ ィ

ス ク を元の状態に再構成 （または、 新しいデ ィ ス ク が元のデ ィ ス ク よ り 大
きい場合はパーテ ィ シ ョ ンのサイ ズ変更） する自動システムです。 これに

は、 デ ィ ス ク のパーテ ィ シ ョ ン作成 と ボ リ ュームの構成 （フ ァ イルの
フ ォーマ ッ ト 、 ド ラ イブ文字の割 り 当て、 ボ リ ューム ・ マウ ン ト ポイ ン ト 、
ボ リ ューム特性） が含まれます。 このよ う に ASR は Data Protector の

drstart.exe コマン ド によ り 、 デ ィ ス ク、 ネ ッ ト ワーク、 テープ、 フ ァ イ

ルシステムへのア ク セス を提供する ア ク テ ィ ブな DR OS を イ ン ス ト ールす

る こ と ができ ます。 

Data Protector は次に、 ターゲ ッ ト ・ システムを元のシステム構成に復旧し、

後にユーザー ・ データ を復元し ます。

サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ システムは、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

重要 ハー ド ウ ェ アやソ フ ト ウ ェア、 または構成が変更された場合や、 ASR デ ィ

ス ク をア ッ プデー ト する場合には、 その都度ク ラ イ アン ト のフル ・ バッ ク
ア ッ プを行 う 必要があ り ます。 これは、 IP ア ド レ スや DNS サーバの変更な

ど、 ネ ッ ト ワーク構成が変更された場合も同じです。 

重要 Cell Manager 用の ASR セ ッ ト は、 前も って作成し てお く 必要があ り ます。 
これは、 障害発生後には ASR アーカ イブ ・ フ ァ イルを取得できないためで

す。 他のシステム用の ASR セ ッ ト は障害発生時に Cell Manager を使用し て

作成でき ます。

復旧対象 と なるパーテ ィ シ ョ ンを以下に示し ます。

• ブー ト ・ パーテ ィ シ ョ ン

• システム ・ パーテ ィ シ ョ ン

• Data Protector を含むパーテ ィ シ ョ ン
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その他のパーテ ィ シ ョ ンは、 通常の Data Protector 復旧手順を使って復旧で

き ます。

以下の項で、 Windows システム上での自動システム復旧に関する必要条件、

制限事項、 準備、 および復旧について説明し ます。 「高度な復旧作業」 （603
ページ ) も参照し て く だ さい。

必要条件

• Data Protector の自動システム復旧コ ンポーネン ト が、 ASR で復旧する シ

ステム上にイ ン ス ト ールされている必要があ り ます。 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照

し て く ださい。

• オン ラ イ ン ASR を可能にするには、ネ ッ ト ワーク上に DHCP が構成され

ている必要があ り ます。

ハードウェア構成 • ターゲ ッ ト ・ システムのハード ウ ェ ア構成は、 元のシステムのハード

ウ ェ ア構成 と 同じでなければな り ません。 ただし、 ハー ドデ ィ ス ク ・ ド

ラ イブ、 ビデオ ・ カード 、 ネ ッ ト ワーク ・ イ ン タ フ ェース ・ カー ド は除
き ます。 ネ ッ ト ワーク ・ カー ド またはビデオ ・ カー ド を交換し た場合

は、 それら を手動で構成する必要があ り ます。

• フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク ・ ド ラ イブがイ ン ス ト ールされている必要があ り

ます。

• フ ロ ッ ピー ・ ド ラ イブ と CD ド ラ イブが、 IDE または SCSI コ ン ト ローラ

に接続されている必要があ り ます。 USB や PCMCIA デバイ スなどの外

部デバイ スはサポー ト されていません。

ハードディスク ・ 
ド ライブ

• ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ュームがあ る物理デ ィ ス ク の数が、 ターゲ ッ ト ・ シ

ステム と 元のシステムで同じでなければな り ません。

• 交換デ ィ ス クは、 同じバスの同じ ホ ス ト ・ バス ・ アダプタに接続されて

いる必要があ り ます。

• ターゲ ッ ト ・ システムの各交換デ ィ ス ク の記憶容量は、 元のシステムの

対応するデ ィ ス ク の記憶容量以上であ る必要があ り ます。 さ らに、 交換

デ ィ ス ク のジオ メ ト リ も交換前のデ ィ ス ク と同じであ る必要があ り ま
す。

• ターゲ ッ ト ・ システムのすべてのデ ィ ス クは、512 バイ ト / セ ク タでなけ

ればな り ません。
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• ASR で使用されるすべてのデ ィ ス ク がシステムから ア ク セスでき る必要

があ り ます （ハー ド ウ ェ ア RAID が構成されている、 SCSI デ ィ ス ク が

適切にター ミ ネー ト されている、 など）。

• オフ ラ イ ン復元を計画し ている場合は、 ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プ時

のデバイ スへの書き込みにはデフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズ 64KB を使

用し て く だ さい。 障害復旧を実行する際に Windows で使用でき るブロ ッ

ク ・ サイ ズはこのデフ ォル ト のサイ ズだけです。 デフ ォル ト のブロ ッ

ク ・ サイ ズ 64KB が設定されているかど う かを確かめるには、 [プロパ

テ ィ ] ボ ッ ク スの [拡張 ...] を選択し ます。 図 12-4 を参照し て く だ さ

い。

図 12-4 デフォルトのブロック ・ サイズの確認

制限事項

• Windows XP Home Edition は ASR をサポー ト し ていません。
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• Microsoft のブー ト ・ ローダを使用し ていないマルチブー ト ・ システムは

サポー ト されていません。

• Internet Information Server(IIS) データベース、 Terminal Service データベー

ス、 Certificate Server データベースは、 フ ェーズ 2 で自動的には復元さ

れません。

• これら を ターゲ ッ ト ・ システムに復元するには、 通常の Data Protector 復

元手順を実行し て く ださい。 ベンダー固有のパーテ ィ シ ョ ンに格納され

ていたデータは、 ASR では自動的に復元されません。 ASR 時にパー

テ ィ シ ョ ンは再作成されますが、 データはベンダー固有の手順で復元す
る必要があ り ます。 ただし、 EISA ユーテ ィ リ テ ィ ・ パーテ ィ シ ョ ンに

格納されていたデータは、 Data Protector の通常の復元手順で復元でき ま

す。

• OS のイ ン ス ト ール時に Windows によ り イ ン ス ト ール可能な（ド ラ イバは

別途不要） ローカル ・ バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スのみがサポー ト されてい
ます。

準備

本項で挙げられている手順を完了する前に、 すべての障害復旧方法に共通
する一般的な準備手順 と し て 「障害復旧の準備」 （551 ページ ) も参照し て

く だ さい。 さ らに、 障害復旧の準備に関し て 「高度な復旧作業」 （603 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。

重要 障害復旧の準備は、 障害が発生する前に行ってお く 必要があ り ます。 

必要条件 • 自動システム復旧を正常に行 う ためには、 フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バッ ク

ア ッ プ (CONFIGURATION も含む ) が必要です。 「フ ァ イルシステム (
論理デ ィ ス ク ・ ド ラ イブ ) のバ ッ ク ア ッ プ」 （227 ページ ) および

「CONFIGURATION のバ ッ ク ア ッ プ」 （233 ページ ) を参照し て く ださ

い。

Microsoft Cluster Server のための整合性のあ るバ ッ ク ア ッ プには、 （同じ

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンに） 以下の ものが含まれている必要があ り ま
す。

— すべての ノー ド
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— 管理仮想サーバ ( 管理者が定義 )

— Cell Manager仮想サーバ と IDB(Data Protector が ク ラ ス ター対応アプ リ

ケーシ ョ ン と し て構成されている場合 )

詳細については、 「Microsoft Cluster Server の復元に固有の手順」 （603
ページ ) を参照し て く だ さい。

フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プの実行後、 ASR セ ッ ト を作成する必要

があ り ます。 ASR セ ッ ト は 3 枚または 4 枚のフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク に格納

されたフ ァ イルの集ま り で、 交換デ ィ ス ク の適切な再構成 （デ ィ ス クの
パーテ ィ シ ョ ン と論理ボ リ ュームの構成）、 および元のシステムの構成と フ
ル ・ ク ラ イ アン ト ・ バッ ク ア ッ プでバ ッ ク ア ッ プされたユーザー ・ データ
の自動復旧に必要な ものです。 これらのフ ァ イルは、 バッ ク ア ッ プ ・ メ

デ ィ ア上だけでな く 、 ASR アーカ イブ ・ フ ァ イル と し て Cell Manager 上の

次の場所に も格納されます。 
<Data_Protector_home>\Config\server\dr\asr (Windows の場合 ) ま
たは /etc/opt/omni/server/dr/asr/ (UNIX の場合 )。 ASR アーカ イブ ・

フ ァ イルは、 障害発生後、 32 ビ ッ ト 版 Windows システムでは 3 枚、 64
ビ ッ ト 版 Windows システムでは 4 枚のフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク に取 り 出され

されます。 ASR を実行するにはこれらのフ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク が必要です。

注記 Cell Manager 用の ASR セ ッ ト は、 前も って作成し てお く 必要があ り ます。 
これは、 障害後には ASR アーカ イブ ・ フ ァ イルを取得でき ないためです。 

ASR セッ トの作成 ASR セ ッ ト を作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを実行し ます。

2. フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク を フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク ・ ド ラ イブに挿入し ま

す。

3. [HP OpenView Storage Data Protector Manager]で [復元 ] コ ンテキス ト

を選択し ます。

4. Scoping ペイ ンで [ タ ス ク ]ナビゲーシ ョ ン・タブを ク リ ッ ク し、[障害復

旧 ] を選択し ます

5. 結果エ リ アの ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から、 ASR セ ッ ト を作成する ク ラ

イ アン ト を選択し ます。
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6. ［自動システム ・ リ カバ リ ・ セッ ト の作成］ を ク リ ッ ク し、 ［次へ］ を ク

リ ッ ク し ます。

図 12-5

Data Protector が Cell Manager から ASR アーカ イブ ・ フ ァ イルを取得し

ます。 Cell Manager に保存されていない場合は、 障害復旧ウ ィ ザー ド に

よ り バ ッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アから復旧する よ う メ ッ セージが表示されま
す。

7. 各ク リ テ ィ カル ・ オブジ ェ ク ト ご と に、 適切なオブジェ ク ト ・ バージ ョ

ンを選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

8. フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プ時に作成された ASR アーカ イブ ・

フ ァ イルが、 Cell Manager から ダウ ン ロー ド されます。 取得された ASR
アーカ イブ ・ フ ァ イルの保存先を選択し、 ［DR イ ン ス ト ールを コ ピー］

チェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス を選択し て、 DR イ ン ス ト ール ・ フ ァ イルを同じ場

所にコ ピーし ます。 ASR を実行するにはこれらのフ ァ イルを フ ロ ッ

ピー ・ デ ィ ス ク （ASR セ ッ ト ） に保存する必要があ る ため、 フ ロ ッ

ピー ・ ド ラ イブを保存先に指定する こ と をお勧めし ます。 
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Data Protector は、 32 ビ ッ ト 版 Windows システム用には 3 枚、 64 ビ ッ ト

版 Windows システム用には 4 枚をデ ィ ス ク を作成し ます。 Cell Manager
用の ASR セ ッ ト は事前に作成し てお く 必要があ り ますが、 他のシステ

ム用の ASR デ ィ ス クは障害発生時に Cell Manager を使用し て作成でき

ます。

ASR セ ッ ト の作成後、 ハード ウ ェ アやソ フ ト ウ ェ ア、 構成の変更があった

場合には、 その都度 1 枚目のデ ィ ス ク のみをア ッ プデー ト する必要があ り

ます。 これは、 IP ア ド レ スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が

変更された場合も同じです。 ASR セ ッ ト の 1 枚目のデ ィ ス ク をア ッ プデー

ト するには、 初からすべての手順を再度実行し ますが、 ［DR インス ト ール

をコピー］ チェ ッ ク ・ ボ ッ ク ス を選択する必要はあ り ません。 このオプシ ョ

ンを選択する と、 ア ッ プデー ト には不要な DR イ ン ス ト ール ・ フ ァ イルが

（選択し た保存先に） コ ピーされます。

重要 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 ASR デ ィ ス クへのア ク セス を制限する こ と を

お勧めし ます。

ローカル ・ デバイス ローカル接続されたデバイ ス を ASR 用に使用する場合は、 そのデバイ スが

サポー ト されているか確認し て く ださ い。 以下の手順で確認し ます。

1. コマン ド ・ プロ ンプ ト から devbra -dev を実行し ます （デ ィ レ ク ト リ

は <Data_Protector_home>\bin）。

2. scsitab フ ァ イル （デ ィ レ ク ト リ は <Data_Protector_home>） の名

前を変更し て、 コマン ド ・ プロ ンプ ト から devbra -dev を実行し ま

す。

3. devbra -devコマン ド の2つの出力を比較し ます。 2つのフ ァ イルが同じ

であれば、 ASR でそのデバイ ス を使用する こ と ができ ます。 そ う でない

場合は、 scsitab フ ァ イルを ASR デ ィ ス クの 1 枚目にコ ピーし ます。 
scsitab フ ァ イルを コ ピーする必要があ るのは、 初に ASR セ ッ ト を

作成する時のみです。 ASR セ ッ ト のア ッ プデー ト だけを行 う 場合には、

コ ピーする必要はあ り ません。 詳細は、 「新しいデバイ スのサポー ト 」

（51 ページ ) を参照し て く だ さい。 

4. scsitab フ ァ イルの名前を元に戻し ます。
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復旧

ク ラ ッ シ ュ し たシステムのシステムの障害復旧を正常に実行するには、 以
下が必要です。

• ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク と 交換する新しいハードデ ィ ス ク

• 復旧対象の ク ラ イ アン ト の正常なフル ・ バッ ク ア ッ プ

• ア ッ プデー ト 済みの ASR セ ッ ト

• Windows イ ン ス ト ール ・ メ デ ィ ア

ASR の手順 ASR を実行する手順を以下に示し ます。

1. Windows イ ン ス ト ール ・ メ デ ィ アから システムを起動し ます。

2. OS のセ ッ ト ア ッ プ時に F2 キーを押し て、 ASR モード に入 り ます。

3. 障害発生後にバッ ク ア ッ プ・デバイ ス を変更し たなどの理由で ASR デ ィ

ス ク上の SRD フ ァ イルの情報が 新の ものでな く 、 オフ ラ イ ン復旧を

実行し よ う と し ている場合は、 この手順を続行する前に SRD フ ァ イル

を変更し て く ださい。 「編集後の SRD フ ァ イルを使用した復旧」 （612
ページ ) を参照し て く だ さい。

4. ASR セ ッ ト の 1 枚目の （ア ッ プデー ト 済みの） デ ィ ス ク を ド ラ イブに挿

入し ます。 

5. 再起動後、 障害復旧ウ ィ ザード が起動され、 [DR Installation 

Source] と [SRD Path] の入力を求めて き ます。 DR イ ン ス ト ール ・

フ ァ イル と SRD フ ァ イルは、 両方と も ASR セ ッ ト の 1 枚目のデ ィ ス ク

にあ り ます （a:\）。

6. プロ ンプ ト が表示された ら フ ロ ッ ピー ・ デ ィ ス ク を交換し ます。

ASR セ ッ ト の情報に基づいて、 元の記憶データ構造装置の構成が自動

的に再構築され、 すべてのク リ テ ィ カルなデータが自動的に復元されま
す。

7. プロ ンプ ト が表示された ら システムを再起動し、 Windows イ ン ス ト ー

ル ・ メ デ ィ ア と ASR デ ィ ス ク を取 り 出し ます。

8. 通常の Data Protector 復元手順を使用し て、 ユーザー ・ データ と アプ リ

ケーシ ョ ン ・ データ を復元し ます。
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本項では、 Windows Cell Manager の復元に必要な、 特別な手順を説明し ま

す。 

IDB の整合性をとる ( すべての方法 )

本項に記載の手順は、 一般的な障害復旧手順の実行後のみ使用し ます。 

IDB の整合性を と るには、 新のバ ッ ク ア ッ プがあ る メ デ ィ アを イ ンポー

ト し て、 バ ッ ク ア ッ プされたオブジェ ク ト の情報をデータベースにイ ン
ポー ト し ます。 これを行 う には以下の手順を実行し て く ださい。

1. 復元対象 と し て残っているパーテ ィ シ ョ ンのバッ ク ア ッ プが保存された

メ デ ィ ア (1 つまたは複数 ) を Data Protector GUI を使って リ サイ クルし

て、 IDB へ メ デ ィ アを イ ンポー ト でき る よ う にし ます。 イ ンポー ト 方法

の詳細については、 「 メ デ ィ アの リ サイ クル」 を参照し て く だ さい。
メ デ ィ アが Data Protector によ って ロ ッ ク されている ために リ サイ クル

でき ない場合があ り ます。 このよ う な場合は、 Data Protector プロセス を

中止し て、 以下のコマン ド を実行し て \tmp デ ィ レ ク ト リ を削除し ま

す。
<Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

del <Data_Protector_home>\tmp\*.*

<Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

2. 復元対象 と し て残っているパーテ ィ シ ョ ンのバッ ク ア ッ プが保存された

メ デ ィ ア (1 つまたは複数 ) を Data Protector GUI を使ってエ ク スポー ト

し ます。 エ ク スポー ト 方法の詳細については、 「Data Protector からの メ

デ ィ アのエ ク スポー ト 」 参照し て く だ さい。

3. 復元対象 と し て残っているパーテ ィ シ ョ ンのバッ ク ア ッ プが保存された

メ デ ィ ア (1 つまたは複数 ) を Data Protector GUI を使って イ ンポー ト し

ます。 イ ンポー ト 方法の詳細については、 「 メ デ ィ アのイ ンポー ト 」 を

参照し て く ださい。

拡張自動障害復旧に固有の手順

拡張自動障害復旧を使用し て、 Windows Cell Manager を復元する場合には、

フ ェーズ 0 で 2 つの特別な手順が必要です。
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• Cell Manager 用の障害復旧 CD を事前に用意し てお く 必要があ り ます。

重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度バ ッ ク ア ッ プを実行し て新しい DR CD を作成し ます。 これは、 IP ア ド レ

スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が変更された場合も同じで

す。

• 障害復旧の準備作業の一環と し て、 Cell Manager の更新済みの SRD フ ァ

イルを、 Cell Manager 以外の場所に も保存し てお く 必要があ り ます。 な

ぜな ら、 SRD フ ァ イルは Data Protector で唯一、 オブジェ ク ト と メ デ ィ

アに関する情報が保存されている フ ァ イルだからです。 SRD フ ァ イル

を Cell Manager だけにしか保存し ていない と、 Cell Manager に障害が発

生し た場合に利用でき な く な り ます。 「準備」 （559 ページ ) を参照し て

く だ さい。

重要 バッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ ア、 DR イ メ ージ、 SRD フ ァ イル、 障害復旧 CD へ

のア ク セス を制限し てお く こ と をお勧めし ます。

ワンボタン障害復旧に固有の手順

Cell Manager が ク ラ ッ シ ュ し た場合には IDB が使用でき ないため、 OBDR
のブー ト 可能 メ デ ィ アの位置を知っている必要があ り ます。

重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度 OBDR バ ッ ク ア ッ プを実行し て新しいブー ト 可能 メ デ ィ アを作成し ま

す。 これは、 IP ア ド レ スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が変

更された場合も同じです。

重要 バッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ アへのア ク セス を制限する こ と をお勧めし ます。
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自動システム復旧に固有の手順

自動システム復旧 （ASR） を使用し て Windows Cell Manager を復旧する場

合には、 フ ェーズ 0 で別途手順が必要です。

• Cell Manager 用の ASR デ ィ ス ク を事前に用意し てお く 必要があ り ます。

重要 ハー ド ウ ェ ア、 ソ フ ト ウ ェア、 構成などに変更があった場合には、 その都
度バ ッ ク ア ッ プを実行し て ASR デ ィ ス ク を更新し ます。 これは、 IP ア ド レ

スや DNS サーバの変更など、 ネ ッ ト ワーク構成が変更された場合も同じで

す。

重要 バッ ク ア ッ プ ・ メ デ ィ ア と ASR デ ィ ス クへのア ク セス を制限する こ と をお

勧めし ます。
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高度な復旧作業

本項では、 Microsoft Cluster Server や Internet Information Server の復元など、

高度な復旧作業を行 う 場合に必要な手順について説明し ます。 

Microsoft Cluster Server の復元に固有の手順

本項では、 Microsoft Cluster Server(MSCS) の障害復旧を行 う 場合に必要な手

順について説明し ます。 概念 と一般的情報については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 の ク ラ ス ター化関連の項を参照

し て く ださい。 また、 『HP OpenView Storage Data Protector 管理者ガイ ド 』 の

「ク ラ ス ター と Data Protector と の統合」 （769 ページ ) も参照し て く だ さい。

ご使用の ク ラ ス ター環境に適し た障害復旧方法を選択し、 障害復旧プラ ン
に取 り 入れます。 使用する障害復旧方法を決定する前に、 各方法の制限事

項 と必要条件を検討し ます。 テス ト プラ ンを作成し てテス ト を行います。

考えられる状況

MSCS の障害復旧では、 考え られる状況が 2 つあ り ます。

• 低 1 台の ノ ード が稼動し ている場合

• ク ラ ス ター内のすべての ノ ード で障害が発生し ている場合

重要 MSCS の復旧は、 「デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧」 以外の方法で行

えます。 使用する障害復旧方法に関する固有の制限や必要条件は、 MSCS
の障害復旧にも当てはま り ます。 サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ シス

テムについては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ー

ス  ノー ト 』 を参照し て く だ さい。

MSCS を復旧するには、 障害復旧の必要条件 ( 整合性のあ る 新のバッ ク

ア ッ プ、 更新済みの SRD フ ァ イル、 不良ハー ド ウ ェ アの交換など ) がすべ

て満た されていなければな り ません。 

MSCS のための整合性のあ るバ ッ ク ア ッ プには、 （同じバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンに） 以下の ものが含まれている必要があ り ます。
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• すべての ノー ド

• 管理仮想サーバ ( 管理者が定義 )

• Cell Manager 仮想サーバ と IDB(Data Protector が ク ラ ス ター対応アプ リ

ケーシ ョ ン と し て構成されている場合 )

二次ノードの障害復旧

これは MSCS の障害復旧についての基本的な状況です。 障害復旧に関する

他の必要条件に加えて、 以下の条件も満た されている必要があ り ます。

• 低 1 台の ク ラ ス ター ・ ノ ード が正常に機能し ている こ と

• その ノ ード上で ク ラ ス ター ・ サービ スが実行されている こ と

• すべての物理デ ィ ス ク資源がオン ラ イ ンであ る こ と ( つま り 、 ク ラ ス

ターによ って所有されている こ と )

• 通常のク ラ ス ター機能がすべて使用可能であ る こ と ( ク ラ ス ター管理グ

ループがオン ラ イ ンであ る こ と )

• Cell Manager がオン ラ イ ンであ る こ と

この場合、 ク ラ ス ター ・ ノ ード の障害復旧は Data Protector ク ラ イ アン ト の

障害復旧 と同じです。 二次 ノー ド の復元に使用する特定の障害復旧方法の

手順に従って く だ さい。 

注記 ローカル ・ デ ィ ス ク のみが復元されます。 復旧作業中でも共有デ ィ ス クは

すべてオン ラ イ ンであ り 、 稼動中の ノ ード によ り 所有 / ロ ッ ク されている

ためです。

二次 ノ ード は、 復旧完了後にブー ト を行 う と 、 ク ラ ス ターに参加し ます。 

MSCS データベースの復元は、 すべての ノ ー ド の復旧が完了し、 それらが

ク ラ ス ターに参加し たあ と に実行でき ます。 そ う する こ と によ って、 すべ

ての ノ ード が共同作用する こ と を確実にし ます。 MSCS データベースは、

Windows の CONFIGURATION に含まれています。 「Windows の

CONFIGURATION の復元」 （376 ページ ) を参照し て く だ さい。
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一次ノードの障害復旧

この場合、 MSCS 内のすべての ノ ード が使用不能で、 ク ラ ス ター ・ サービ

スは実行されていません。 

障害復旧に関する他の必要条件に加えて、 以下の条件も満た されている必
要があ り ます。

• 一次 ノ ード はク ォーラ ム  デ ィ ス クへの書き込みが可能であ る必要があ

り ます ( ク ォーラ ム  デ ィ ス クはロ ッ ク されていてはいけません )。

• Cell Manager を復旧する場合、 一次 ノ ー ド はすべての IDB ボ リ ュームへ

の書き込みが可能であ る必要があ り ます。

• すべての物理デ ィ ス ク資源がオン ラ イ ンにな る まで、 他の ノ ード はすべ

てシ ャ ッ ト ダウ ン し てお く 必要があ り ます。

この場合、 一次 ノー ド の復元の際にはク ォーラ ム デ ィ ス ク を 初に復元し

ます。 Cell Manager が ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている場合には、 IDB
の復元も必要です。 必要に応じ て、 MSCS データベース を復元する こ と も

でき ます。 一次 ノ ード の復元が完了し た ら、 残 り の全 ノー ド の復元が可能

と な り ます。

注記 MSCS サービ スは、 すべてのハードデ ィ ス ク の MBR に書き込まれている

ハー ドデ ィ ス ク署名を使用し て物理デ ィ ス ク を識別し ています。 共有ク ラ

ス ター ・ デ ィ ス ク を交換し た場合、 障害復旧のフ ェーズ 1 で このデ ィ ス ク

署名が変わる こ と にな り ます。 その結果、 ク ラ ス ター ・ サービ スは交換さ

れたデ ィ ス ク を有効な ク ラ ス ター資源 と し て認識せず、 その資源に依存す
る ク ラ ス ター ・ グループは正常に動作し ません。 詳し く は、 「Windows での

ハー ド ・ デ ィ ス ク署名の復元」 （608 ページ ) を参照し て く ださい。

一次 ノ ード の復元は、 以下の手順で行います。

1. 一次 ノ ード ( ク ォーラ ム デ ィ ス ク も含む ) の障害復旧を行います。 

• 半自動障害復旧の場合 :  ク ォーラ ム デ ィ ス ク上のすべてのユー

ザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データは、 drstart コマン ド

(-full_clus オプシ ョ ン付き ) で自動的に復元されます。

• 拡張自動障害復旧およびワ ンボタ ン障害復旧の場合 :  復旧範囲を尋

ねられた と きに、 共有ボ リ ュームを含む完全復旧を選択し て ク ォーラ
ム デ ィ ス ク を復元し ます
第 12 章 605



障害復旧

高度な復旧作業
• 自動システム復旧の場合 :  自動システム復旧の場合: ク ォーラ ム デ ィ

ス ク上のすべてのユーザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データは、
自動的に復元されます。

ヒン ト OBDR で、 MSCS 内の全共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームの自動復元を可能にす

るには、 ボ リ ュームをすべて OBDR ブー ト ・ テープの準備作業に使用する

ノ ー ド に一時的に移動し ます。 他の ノ ード によ り ロ ッ ク されている共有
デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームのデ ィ ス ク を フ ェーズ 1 で構成するために必要な情

報を収集するのは不可能です。

2.  コ ンピ ュータ を再起動し ます。

3. ク ラ ス ター ・ データベース を復元し ます。 MSCS データベースは、

Windows の CONFIGURATION に含まれています。 「Windows の

CONFIGURATION の復元」 （376 ページ ) を参照し て く だ さい。 

注記 MSCS データベース を復元するには、 MSCS サービ スが実行中であ る必要

があ り ます。 し たがって、 障害復旧のフ ェーズ 2 では自動的に復元されま

せん。 しかし、 ク ラ ス ター ・ データベースはフ ェーズ 2 の 後に通常の

Data Protector 復元手順で復元でき ます。

4. Cell Manager を復元し ている場合は、 IDB の整合性を取 り ます。 「IDB の

整合性を と る ( すべての方法 )」 （600 ページ ) を参照し て く だ さい。

5. 定数ボ リ ューム と IDB ボ リ ュームが復元されます。 他のすべてのボ

リ ュームは影響を受けず、 破損し ていなければ復元された一次 ノ ード に
よ り 所有されます。 

他のボ リ ュームが破損し ていた場合は、 以下を行 う 必要があ り ます。

a. ク ラ ス ター ・ サービ ス と ク ラ ス ター ・ デ ィ ス ク ・ ド ラ イバを使用不

可にし ます (MSDN Q176970 に記述されている とお り に行 う 必要が

あ り ます )。

b. システムを再起動し ます。

c. 従来の記憶データ構造を再構築し ます。

d. ク ラ ス ター ・ サービ ス と ク ラ ス ター ・ デ ィ ス ク ・ ド ラ イバを使用可
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能にし ます。

e. システムを再起動し ます。

f. ユーザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データ を復元し ます。

6. 残 り の ノ ー ド を復元し ます。「二次 ノ ード の障害復旧」 （604 ページ ) を参

照し て く だ さい。

EADR 用に全ノードの P1S ファイルをマージ  

EADR を行 う には、 バ ッ ク ア ッ プ実行後に特別な手順が必要です。 バッ ク

ア ッ プ時に他の ノー ド によ り ロ ッ ク されている共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ューム
のデ ィ ス ク をフ ェーズ 1 で構成する ために必要な情報を収集するのは不可

能です。 すべての共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームを復元するにはこ の情報が必

要です。 ク ラ ス ター内の全 ノー ド の P1S フ ァ イルに共有ク ラ ス ター ・ ボ

リ ューム情報を含めるには、 以下のいずれかを実行し ます。

• フル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プ実行後、 ク ラ ス ター内の全 ノ ード の

P1S フ ァ イルに含まれる共有ク ラ ス ター ・ ボ リ ューム情報をマージす

る。 これによ り 、 各 ノー ド の P1S フ ァ イルには共有ク ラ ス ター ・ ボ

リ ューム構成の情報が格納されます。

• すべての共有ク ラ ス ター ・ ボ リ ュームを一時的にバ ッ ク ア ッ プ対象の

ノ ー ド に移動する。 こ う すれば、 すべての共有ク ラ ス ター ・ ボ リ ューム

に関する必要情報が収集されます。 この場合、 一次 ノ ー ド にでき るのは

この ノ ード だけです。

マージ 全 ノー ド の P1S フ ァ イルをマージするには、

<Data_Protector_home>\bin\drim\bin から mmerge.cmd コマン ド を

実行し ます。

mmerge p1sA_path ... p1sX_path

こ こ で、 p1sAは MSCS 内の 初の ノ ー ド の P1S フ ァ イルへのフルパスで

あ り 、 p1sX は 後の ノ ー ド の P1S フ ァ イルへのフルパスです。 マージ後の

P1S フ ァ イルは元の P1S フ ァ イル と 同じデ ィ レ ク ト リ に保存され、 フ ァ イ

ル名には .merged が追加されます (例 : computer.company.com.merged)。 元
のフ ァ イルの他のデ ィ レ ク ト リ に移動し た後、 マージ後の P1S フ ァ イルの

名前を元の名前に変更し ます (.merged拡張子を削除する )。
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UNIX Cell Manager mmerge.cmd コマン ド は、 Data Protector 自動障害復旧モジ ュールがイ ン ス

ト ールされた Windows システムでのみ動作し ます。 UNIX Cell Manager を

使用し ている場合は、 P1S フ ァ イルを自動障害復旧モジ ュールがイ ン ス

ト ールされた Windows ク ラ イ アン ト にコ ピーし て、 フ ァ イルをマージ し ま

す。 マージ後の P1S フ ァ イルの名前を元の名前に変更し、 Cell Manager にコ

ピーし ます。

例 2 台の ノー ド があ る MSCS の P1S フ ァ イルをマージする例 :  mmerge 
<Data_Protector_home>\Config\server\dr\p1s\node1.company.co
m 

<Data_Protector_home>\Config\server\dr\p1s\node2.company.co

m。 パス名に空白が含まれている場合には、 Windows ではパス名を引用符で

囲む必要があ り ます。 マージ後のフ ァ イルは、
node1.company.com.merged と node2.company.com.merged です。 こ

れらのフ ァ イルの名前を元の名前に変更し ます ( まず元の P1S フ ァ イルの

名前を変更する必要があ り ます） : node1.company.com および 
node2.company.com。

Windows でのハード ・ ディスク署名の復元  

MSCS サービ スは、 すべてのハードデ ィ ス ク の MBR に書き込まれている

ハー ドデ ィ ス ク署名を使用し ています。 共有ク ラ ス ター ・ デ ィ ス ク を交換

し た場合、 障害復旧のフ ェーズ 1 で こ のデ ィ ス ク署名が変わる こ と にな り

ます。 その結果、 ク ラ ス ター ・ サービ スは交換されたデ ィ ス ク を有効な ク

ラ ス ター資源 と し て認識せず、 その資源に依存する ク ラ ス ター ・ グループ
は正常に動作し ません。 低 1 台の ノ ード が稼動中でその資源を所有し て

いる限 り 、 共有ク ラ ス ター資源は運用可能であ るため、 これはア ク テ ィ ブ
な ノー ド を復元する場合のみ当てはま り ます。 また、 EADR/OBDR ではク

リ テ ィ カル ・ デ ィ ス ク の元のデ ィ ス ク署名が自動的に復旧される ため、 こ
の問題は EADR と OBDR の ク リ テ ィ カル ・ デ ィ ス ク には当てはま り ませ

ん。 ク リ テ ィ カル ・ デ ィ ス ク以外のデ ィ ス ク を交換し た場合は、 そのハー

ド ・ デ ィ ス ク署名を復元する必要があ り ます。

も重要な共有デ ィ ス クはク ラ ス ターのク ォーラ ム ・ リ ソースです。 これ

を交換し た場合は元のデ ィ ス ク署名を復元する必要があ り 、 そ う し ない と
ク ラ ス ター ・ サービ スは開始し ません。

フ ェーズ 2 において、 MSDS データベースはシステム ・ ボ リ ュームの

\TEMP\ClusterDatabase に復元されます。 フ ェーズ 1 でハー ド ・ デ ィ ス

ク署名が変わっている ため ク ォーラ ム ・ リ ソースが識別されず、 システム
を再起動し て も ク ラ ス ター ・ サービ スは実行されません。 これは、
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(<Data_Protector_home>\bin\utilns にあ る )clubar ユーテ ィ リ テ ィ

を実行する こ と で解決でき ます。 これは元のハー ドデ ィ ス ク署名を復元す

るユーテ ィ リ テ ィ です。 clubar が正常終了する と、 ク ラ ス ター ・ サービ ス

が自動的に開始されます。

例 コマン ド ・ プロ ンプ ト で clubar r c:\temp\ClusterDatabase force 

q: と 入力し て、MSCS データベース を c:\temp\ClusterDatabaseから復元

し ます。

clubar の使用法 と構文の詳細は、

<Data_Protector_home>\bin\utilns にあ る clubar.txt テキス ト ・

フ ァ イルを参照し て く だ さい。

Cell Manager 上の Data Protector 共有デ ィ ス ク が ク ォーラ ム デ ィ ス ク と 異な

る場合は、 これも復元する必要があ り ます。 Data Protector 共有デ ィ ス ク と

他のアプ リ ケーシ ョ ン ・ デ ィ ス ク の署名を復元するには、 Windows 2000 リ

ソース ・ キ ッ ト に含まれている dumpcfg.exe ユーテ ィ リ テ ィ を使用し ま

す。 dumpcfg.exe の使用法の詳細は、 dumpcfg /? を実行するか、

Windows 2000 リ ソース ・ キ ッ ト のマニュ アルを参照し て く ださい。 
Windows 2000 におけ るハードデ ィ ス ク署名に関する問題については、

MSDN Q280425 を参照し て く だ さい。

元のハードデ ィ ス ク署名は SRD フ ァ イルから取得でき ます。 SRD フ ァ イル

内の署名には、 番号の後に volume と い う キーワード が付いています。 

例 -volume 5666415943 -number 0 -letter C -offslow 32256 
-offshigh 0 -lenlow 320430592 -lenhigh 2 -fttype 4 -ftgroup 
0 -ftmember 0

-volume 3927615943 -number 0 -letter Q -offslow 320495104 
-offshigh 2 -lenlow 1339236864 -lenhigh 0 -fttype 4 -ftgroup 
0 -ftmember 0

-volume の後の数字がハー ドデ ィ ス ク署名です。 この例では、 SRD フ ァ イ

ルにはローカル ・ ハード デ ィ ス ク ( ド ラ イブ文字 C) と ク ォーラ ム デ ィ ス ク

( ド ラ イブ文字 Q) に関する情報が保存されています。 ク ォーラ ム デ ィ ス ク

の署名は、 バ ッ ク ア ッ プ時にア ク テ ィ ブであったの ノ ード の SRD フ ァ イル

にだけ保存されています。 これは、 ア ク テ ィ ブな ノ ード がク ォーラ ム  デ ィ

ス ク を ロ ッ ク し てお り 、 他の ノ ード はク ォーラ ム デ ィ ス ク にア ク セスでき

ないためです。 し たがって、 常に ク ラ ス ター全体のバッ ク ア ッ プを取る こ

と をお勧めし ます。 これは、 フ ェーズ 1 で共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームの

デ ィ ス ク を構成するのに十分な情報を得るにはすべての SRD フ ァ イルを揃
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え る必要があ り 、 これにはク ラ ス ター内の全 ノ ード の SRD フ ァ イルが必要

なためです。 SRD フ ァ イルに保存されているハー ドデ ィ ス ク署名は 10 進数

で表示されている こ と に注意し て く だ さい。 これに対し て、 dumpcfg コマ

ン ド では 16 進数を指定する必要があ り ます。

Internet Information Server (IIS) の復元に固有の手順

Internet Information Server (IIS) は、 障害復旧ではサポー ト されていません。 
IIS の半自動障害復旧を行 う には、 ( 通常の半自動障害復旧の手順に加えて

) 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. システムの ク リ ーン ・ イ ン ス ト ール中に IIS を イ ン ス ト ールし ないで く

ださい。

2. IIS Admin Service が実行されている場合は、 それを停止またはアン

イ ン ス ト ールし ます。

3. drstart コマン ド を実行し ます。

4. IIS データベースがプレーン ・ フ ァ イル と し て、 デフ ォル ト の IIS デ ィ レ

ク ト リ (%SystemRoot%\system32\inetsrv) に復元されます ( フ ァ イ

ル名は DisasterRecovery)。

5. ブー ト が正常に終了し た ら、 標準の Data Protector 復元手順、 または IIS
バッ ク ア ッ プ / 復元スナッ プ ・ イ ンを使用し て、 IIS データベース を復

元し ます。 この処理は長時間かかる こ と に注意し て く だ さい。

ト ラブルシューテ ィ ング

1. IIS に依存するサービ ス (SMTP、NNTP など ) のいずれかが自動的に起動

されない場合は、 手動での起動を試みて く だ さい。

2. 手動で も起動でき ない場合は、 IIS Admin Service を停止し て、

%SystemRoot%\system32\inetsrv\MetaBase.bin フ ァ イルを

overwrite オプシ ョ ンを使用し て復元し て く ださい。

注記 %SystemRoot%\system32\inetsrv は IISサービスのデフ ォル ト のデ ィ レ

ク ト リ です。 IIS サービ ス を別のデ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールし た場合は、

MetaBase.bin フ ァ イルの復元先と し てそのデ ィ レ ク ト リ を指定し て く だ

さい。
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3. IIS Admin Service と、 それに依存するサービ ス をすべて起動し ま

す。

DRecoveryKB.cfg ファイルの編集

ド ラ イバの中には、 正常に動作する ために必要な機能が複数のフ ァ イルに
分かれている ものがあ り ます。 それらが DRecoveryKB.cfg フ ァ イルに逐

次列挙されていなければ、 Data Protector は DR イ メ ージ ・ フ ァ イルの作成

中にすべての ド ラ イバ ・ フ ァ イルを特定でき ません。 こ の場合、 それらの

フ ァ イルは障害復旧操作システムに含まれず、 その結果、 DR OS の起動後

に一部の ド ラ イバやサービ スが動作し な く な り ます。

The DRecoveryKB.cfg フ ァ イルは

<Data_Protector_home>\bin\drim\binデ ィ レ ク ト リ にあ り 、

%SystemRoot%デ ィ レ ク ト リ にあ る ド ラ イバ ・ フ ァ イルの位置に関する情

報を含んでいます。 テス ト ・ プラ ンの実行時に、 OS が起動し た後、 必要な

サービ スがすべて実行中で、 必要な ド ラ イバがすべて動作する こ と を確認
し て く ださい。

これらの ド ラ イバをバッ ク ア ッ プする場合は、 依存フ ァ イルの情報を
DRecoveryKB.cfg フ ァ イルに適切な形式で追加し ます。 こ の形式について

の指示は、 DRecoveryKB.cfg フ ァ イルの 初に記述されています。

このフ ァ イルを編集する も簡単な方法は、 既存の行を コ ピー、 ペース ト
し て適切な情報に書き換える こ と です。 パスの区切 り 文字が / （ス ラ ッ

シ ュ） であ る こ と に注意し て く ださい。 パス名が引用符で囲まれている場

合以外、 空白は無視されます。 し たがって、 エン ト リ を複数行にまたがっ

て記述する こ と も でき ます。 また、 # （シ ャープ） 記号で始ま り 行末で終わ

る コ メ ン ト 行も追加でき ます。

フ ァ イルの編集が終了し た ら、 元の場所に保存し ます。 次に、 追加し た

フ ァ イルを DR イ メ ージに含めるために、 「準備」 （575 ページ ) の記述に

従ってフル ・ ク ラ イ アン ト ・ バ ッ ク ア ッ プを再度実行し ます。

システムのハード ウ ェ アやアプ リ ケーシ ョ ンの構成は様々であ る ため、 す
べての構成に対し て 「出来合い」 の解決法を提供する こ と はでき ません。 
そのため、 自らの責任で このフ ァ イルを変更し て、 ド ラ イバや他のフ ァ イ
ルを含めて く ださい。 

このフ ァ イルへのあ らゆる変更はユーザーの責任であ り 、 Hewlett-Packard
のサポー ト 対象外 と な り ます。
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警告 DRecoveryKB.cfg ファイルの編集後に復旧が正常動作するかを確認する

ため、 テス ト ・ プランを作成して実行する必要があります。

編集後の SRD ファイルを使用した復旧

SRD ファイルの編

集

障害復旧を実行する時点で、 SRD フ ァ イルに保存されているバッ ク ア ッ

プ ・ デバイ ス または メ デ ィ アに関する情報が古 く なっている場合も あ り ま
す。 オン ラ イ ン復旧を実行する場合には、 必要な情報が Cell Manager の

IDB に保存されている ため、 これは問題 と な り ません。 しかしオフ ラ イ ン

復旧を行 う 場合には、 IDB の保存されている情報にア ク セスでき ません。 

た と えば、 障害が Cell Manager だけでな く 、 それに接続されたバッ ク ア ッ

プ ・ デバイ スで も発生し た場合、 障害発生後にそのバッ ク ア ッ プ ・ デバイ
ス を別のバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに交換する と 、 更新された SRD フ ァ イル

(recovery.srd) に保存されているバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに関する情報

は正し く な く な り 、 復旧は失敗し ます。 この場合は、 更新された SRD フ ァ

イルを障害復旧のフ ェーズ 2 を実行する前に編集し て、 復旧が正常終了す

る よ う に不正な情報を更新し ます。

SRD フ ァ イルを修正するには、 テキス ト ・ エデ ィ タで こ のフ ァ イルを開い

て変更された情報を更新し ます。 

ヒン ト devbra -dev コマン ド を使用する と、 デバイ ス構成情報を表示でき ます。

た と えば、 復旧し よ う と し ている コ ンピ ュータの ク ラ イ アン ト 名が変更さ
れている場合は、 -host オプシ ョ ンの値を書き換えます。 以下に示す項目

について も情報の修正が可能です。

• Cell Manager ク ラ イ アン ト 名 (-cm ) 

• Media Agent ク ラ イ アン ト (-mahost) 

• 論理デバイ ス または ド ラ イブ ( ラ イブラ リ ) の名前 (-dev ) 

• デバイ スの種類 (-devtype ) 
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-devtype オプシ ョ ンに指定でき る値については、 「ラ イブラ リ ・ デバ

イ スの初期構成」 （76 ページ ) を参照し て く ださい。

• デバイ スの SCSI ア ド レ ス (-devaddr ) 

• デバイ スのポ リ シー (-devpolicy) 

ポ リ シーには、 1( ス タ ン ド ア ロ ン )、 3( ス タ ッ カー )、 5( ジ ューク ボ ッ

ク ス )、 6( 外部制御 )、 8(Grau DAS エ ク スチェ ンジ ャ ・ ラ イブラ リ )、
9(STK サイ ロ ・ メ デ ィ ア ・ ラ イブラ リ )、 10(SCSI-II ラ イブラ リ ) のい

ずれかを定義し ます。

• ロボテ ィ ク スの SCSI ア ド レ ス (-devioctl)

• ラ イブラ リ ・ ス ロ ッ ト (-physloc)

• 論理ラ イブラ リ 名 (-storname)

フ ァ イルを編集し終わった ら、 元の場所に Unicode 形式で保存し て く ださ

い。

MA クライアン トの

変更例

old_mahost.company.com ク ラ イ アン ト に接続されたバッ ク ア ッ プ ・ デバ

イ ス を使用し て、 障害復旧バッ ク ア ッ プを実行し た場合を考えてみま し ょ
う 。 障害復旧時には、 このバッ ク ア ッ プ ・ デバイ スが

new_mahost.company.com ク ラ イ アン ト に同じ SCSI ア ド レ スで接続され

ていた と し ます。 この場合、 障害復旧を適切に実行するには、 障害復旧の

フ ェーズ 2 を開始する前に、 ( 更新された )SRD フ ァ イル内の -mahost 

old_mahost.company.com文字列を -mahost new_mahost.company.com

に変更する必要があ り ます。 

新しい MA ク ラ イ アン ト 上でバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの SCSI ア ド レ スが

変更されている場合は、 更新された SRD フ ァ イル内の -devaddr オプシ ョ

ンの値を適切に変更し て く ださい。

バックアップ ・
デバイスと MA
クライアントの変更例

バッ ク ア ッ プ時 と は異な るデバイ ス を使用し て障害復旧を実行するには
(MA ク ラ イ アン ト は同じ ものを使用 )、 更新された SRD フ ァ イル内の以下

のオプシ ョ ンの値を変更し ます。 -dev、 -devaddr、 -devtype、

-devpolicy、 および -devioctl。 復元にラ イブラ リ ・ デバイ ス を使用す

る場合は、 SRD フ ァ イル内の以下のオプシ ョ ンの値も変更し て く ださい。 
-physlocおよび -storname。

た と えば、 障害復旧の目的で、 HP StorageWorks Ultrium ス タ ン ド ア ロ ン ・

デバイ ス を使用し てバッ ク ア ッ プを実行し た場合を考えてみま し ょ う 。 デ
バイ ス名は Ultrium_dagnja で、 MA ホ ス ト dagnja(Windows) に接続され
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ています。 ただし障害復旧時には、 HP StorageWorks Ultrium ロ ボテ ィ ク ス ・

ラ イブラ リ を使用する も の と し ます。 このラ イブラ リ の論理ラ イブラ リ 名
は Autoldr_kerala で、 ド ラ イブ Ultrium_kerala が MA ク ラ イ アン ト

kerala(Linux) に接続されています。

初に kerala上で devbra -dev コマン ド を実行し て、 構成されているデ

バイ ス と その構成情報の一覧を確認し ておき ます。 この情報は、 更新され

た SRD フ ァ イル内の以下のオプシ ョ ン値を変更するために必要です。

-dev "Ultrium_dagnja" -devaddr Tape4:1:0:1C -devtype 13 
-devpolicy 1 -mahost dagnja.company.com 

次に例を示し ます。

-dev "Ultrium_kerala" -devaddr /dev/nst0 -devtype 13 
-devpolicy 10 -devioctl /dev/sg1 -physloc "     2 -1" 
-storname "AutoLdr_kerala" -mahost kerala.company.com

編集後の SED フ ァ イルを障害復旧に使用する手順は、 それぞれの障害復旧

方法によ り 異な り ます。 詳細は個々の障害復旧方法に関する項を参照し て
く だ さい。

重要 セキ ュ リ テ ィ 上の理由から、 SRD フ ァ イルへのア ク セスは制限する必要が

あ り ます。

AMDR/ASR

通常の AMDR/ASR 復旧手順を実行する前に、 以下を実行し ます。

1. 初の drsetup / ASR デ ィ ス ク にあ る recovery.srd フ ァ イルをテキス

ト ・ エデ ィ タで開き、 必要な変更を行います。

2. Unicode 形式で元の場所に保存し ます。

EADR/OBDR

通常の EADR/OBDR 復旧手順を実行する前に、 以下を実行し ます。

1. 障害復旧ウ ィザード が表示された ら、 カ ウ ン ト ダウ ン中にいずれかの

キーを押し てウ ィ ザード を停止し、 Install only オプシ ョ ンを選択し

て、 [完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 こ のオプシ ョ ンを選択する と、 対象の
第 12 章614



障害復旧

高度な復旧作業
システムに一時オペレーテ ィ ング ・ システムのみがイ ン ス ト ールされ
て、 障害復旧のフ ェーズ 1 を完了でき ます。 Install only を選択した

場合、 障害復旧のフ ェーズ 2 は自動的には開始されません。

図 12-6 障害復旧ウィザードの ［Install only］ オプシ ョ ン

2. Windows タ ス ク ・ マネージ ャ を実行し ます （alt+ctrl+del キーを押し、 タ

ス ク ・ マネージ ャ を選択）。

3. [ フ ァ イル ] を ク リ ッ ク し、 [新しいタ ス クの実行 ] を選択し ます。

notepad c:\DRSYS\System32\OB2DR\bin\recovery.srd と入力し て

Enter を押す と 、 ノ ー ト パ ッ ド で SRD フ ァ イルが開き ます。

4. SRD フ ァ イルを編集し ます。 編集方法の詳細は、 「システム復旧データ  
(SRD) の更新 と編集」 （553 ページ ) を参照し て く だ さい。

5. SRD フ ァ イルを編集し て保存し た ら、 c:\DRSYS\System32\OB2DR\bin

デ ィ レ ク ト リ から以下のコマン ド を実行し ます。 

omnidr -drimini c:\$DRIM$.OB2\OBRecovery.ini

6. 通常の EADR/OBDR 復旧手順におけ る次の手順に進みます。
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HP-UX クライアン トの手動による障害復旧

本項では、 HP-UX ク ラ イ アン ト の障害復旧手順を説明し ます。

この手順は Ignite-UX 製品をベースにし ています。 これは主に HP-UX シス

テムのイ ン ス ト ール と構成作業用に開発されたアプ リ ケーシ ョ ンで、 ( シス

テム管理用の強力な イ ン タ フ ェースに加え ) システム障害に対する準備 と

復旧のための機能を備えています。

Ignite-UX はターゲ ッ ト ・ ク ラ イ アン ト の障害復旧に特化し ているため、 障

害復旧のフ ェーズ 3 でユーザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データ を復

元するには Data Protector を使用する必要があ り ます。

本項では、 Ignite-UX のすべての機能を説明でき ません。 詳し く は

『Ignite-UX 管理ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

概念

Ignite-UX で、 障害に対する準備 と障害の復旧を行 う には 2 つの方法があ り

ます。

• カ ス タ ム ・ イ ン ス ト ール ・ メ デ ィ アを使用する ( ゴール ド イ メ ージ )

• システム復旧ツールを使用する (make_tape_recovery、
make_net_recovery)

ゴール ド イ メ ージを使用する方法は、 ハード ウ ェ ア構成 と OS リ リ ースが

基本的に同じ システムが多い IT 環境に適し ています。 一方、 システム復旧

ツールを使用する方法は、 お使いの個々のシステムに合わせた復旧アーカ
イブの作成をサポー ト し ています。

どち らの方法で も、 DDS テープや CD などのブー ト 可能イ ン ス ト ール ・ メ

デ ィ アの作成が可能です。 これらの メ デ ィ アを使用し て、 システム管理者

は障害が発生し た ク ラ イ アン ト のシステム ・ コ ン ソールから直接、 ローカ
ルに障害復旧を行 う こ と ができ ます。 

さ らに、 どち らの方法で も、 故障し た ク ラ イ アン ト に適切なゴール ド イ
メ ージまたは事前に作成し た 「復旧アーカ イブ」 を割 り 当て る こ と によ り 、
ク ラ イ アン ト のネ ッ ト ワーク を利用し て復旧を実行でき ます。 この場合、

ク ラ イ アン ト は Ignite サーバから直接ブー ト し、 割 り 当て られたデポから

イ ン ス ト ールを実行し ます。 このデポはネ ッ ト ワーク の NFS 共有にあ る必

要があ り ます。
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サポー ト されている場合は、 Ignite-UX GUI を使用し て く だ さい。

カスタム ・ インストール ・ メディアの使用

概要

大規模な IT 環境では、 それを構成する多 く のシステムが同じハー ド ウ ェ ア

やソ フ ト ウ ェアをベースにし ている場合が多いものです。 あ る イ ン ス ト ー

ル済みのシステムの完全なスナ ッ プシ ョ ッ ト を他のシステムのイ ン ス ト ー
ルに使用すれば、 OS やアプ リ ケーシ ョ ンのイ ン ス ト ールやパ ッ チ適用の手

間が大幅に軽減されます。 Ignite-UX には、 ゴールド イ メ ージなど を別のシ

ステムに割 り 当て る前に、 ネ ッ ト ワークやフ ァ イルシステムの設定パラ
メ ータ を変更し た り 、 Data Protector などの ソ フ ト ウ ェ アを イ メ ージへ追加

し た り する機能 (Ignite-UX の make_config コマン ド ) があ り ます。 そ こ

で、 この機能を使用し てシステムの障害復旧を行 う こ と ができ ます。

「ゴールドイ メージ」 の作成

ゴールドイ メージの
作成手順

以下に、 ターゲ ッ ト ・ ク ラ イ アン ト ・ システムのゴールド イ メ ージの作成
手順を示し ます。 ク ラ イ アン ト ・ システムは、 ゴールド イ メ ージをネ ッ ト

ワーク の NFS を介し て共有し ます。 こ の例では、 Data Protector ク ラ イ アン

ト はすでに ク ラ イ アン ト ・ システムにイ ン ス ト ールされてお り 、 特別な構
成手順を行わな く て も 「ゴール ド イ メ ージ」 に含まれる こ と にな り ます。

1. /opt/ignite/data/scripts/make_sys_image フ ァ イルを、

Ignite-UX サーバから ク ラ イ アン ト ・ システムの一時デ ィ レ ク ト リ にコ

ピーし ます。

2. 次のコマン ド を ク ラ イ アン ト ・ システム上で実行し、 ク ラ イ アン ト の圧

縮イ メ ージを別のシステム上に作成し ます :  make_sys_image -d 
<directory of the archive> -n <name of the archive>.gz 
-s <IP address of the target system>  
引数は以下の とお り です。
directory of the archiveアーカ イブのデ ィ レ ク ト リ  
name of the archiveアーカ イブ名 
IP address of the target systemターゲ ッ ト ・ システムの 
IP ア ド レ ス

このコマン ド によ り 、 GZIP で圧縮されたフ ァ イル ・ デポが -d と -s オ

プシ ョ ンで指定し たシステムの指定デ ィ レ ク ト リ に作成されます。
第 12 章 617



障害復旧

HP-UX クライアン トの手動による障害復旧
HP-UX ク ラ イ アン ト が、 ターゲ ッ ト ・ システムへのパス ワード な しの

ア ク セス権を与え られている こ と を確認し て く ださ い ( ターゲ ッ ト ・ シ

ステムの .rhosts フ ァ イルに ク ラ イ アン ト ・ システムのエン ト リ があ

る こ と )。 ア ク セス権がない と、 コマン ド は失敗し ます。 

3. ターゲ ッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ を ターゲ ッ ト ・ システムの /etc/exports

デ ィ レ ク ト リ に追加し、 このデ ィ レ ク ト リ を ターゲ ッ ト ・ サーバにエ ク
スポー ト し ます (exportfs -av)

4. Ignite-UX サーバの構成で、 アーカ イブ ・ テンプレー ト ・ フ ァ イル

core.cfg を archive_<name>.cfg にコ ピーし ます。

cp /opt/ignite/data/examples/core.cfg 
/var/opt/ignite/data/<OS_Release>/archive_<name>.cfg

例 cp /opt/ignite/data/examples/core.cfg 
/var/opt/ignite/data/Rel_B.11.11/archive_HPUX11_11_DP50_C
L.cfg

5. コ ピーし た構成フ ァ イルの以下のパラ メ ータ を確認し て変更し ます。

• sw_source セ ク シ ョ ン :

load_order = 0

source_format = archive

source_type="NET"

# change_media=FALSE

post_load_script = "/opt/ignite/data/scripts/os_arch_post_l"

post_config_script = 
"/opt/ignite/data/scripts/os_arch_post_c"

nfs_source = "<IP Target System>:<Full Path>”

• 対応する OS archive セ ク シ ョ ン :

archive_path = "<archive_name>.gz

6. archive_impact コマン ド を イ メ ージフ ァ イルに対し て実行し て

「impacts」 エン ト リ の値を決定し、 出力を構成フ ァ イル

/opt/ignite/lbin/archive_impact -t -g 

<archive_name>.gzの同じ 「OS archive」 セ ク シ ョ ンにコ ピーし ま

す。

例 /opt/ignite/lbin/archive_impact -t -g 
/image/archive_HPUX11_11_DP50_CL.gz
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impacts = "/" 506Kb

impacts = "/.root" 32Kb

impacts = "/dev" 12Kb

impacts = "/etc" 26275Kb

impacts = "/opt" 827022Kb

impacts = "/sbin" 35124Kb

impacts = "/stand" 1116Kb

impacts = "/tcadm" 1Kb

impacts = "/usr" 729579Kb

impacts = "/var" 254639Kb

7. Ignite-UX に新し く 作成し たデポを認識させるには、 cfg エン ト リ を

/var/opt/ignite/INDEX フ ァ イルに以下のレ イ ア ウ ト で追加し ま

す。

cfg "<This_configuration_name>" {

description "<Description of this configuration>”

"/opt/ignite/data/<OS>/config"

"/var/opt/ignite/data/<OS>/ archive_<name>.cfg
}

例 cfg "HPUX11_11_DP50_Client" {

description "HPUX 11.i OS incl Patches and DP50 Client"

"/opt/ignite/data/Rel_B.11.11/config"

"/var/opt/ignite/data/Rel_B.11.11/archive_HPUX11_11_DP50_CL.cfg
"

}

8. ブー ト する ク ラ イ アン ト 用に予約し てあ る 1 つまたは複数の IP ア ド レ ス

が、 /etc/opt/ignite/instl_boottab フ ァ イルで構成されている

こ と を確認し て く ださい。 IP ア ド レ スの数は同時にブー ト する ク ラ イ ア

ン ト の数 と同じです。
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上記の手順を完了する と、 HP-UX ク ラ イ アン ト のゴール ド イ メ ージ ( 固有

のハー ド ウ ェアおよびソ フ ト ウ ェア構成を含む ) が作成されます。 こ のイ

メ ージは、 同様の構成のシステムを復旧するために使用する こ と ができ ま
す。 

ハー ド ウ ェ アおよびソ フ ト ウ ェ ア構成が異な る システムすべてに対し て、
ゴール ド イ メ ージの作成手順を繰 り 返し ます。

注記 Ignite-UX を使用し て、 作成し たゴール ド イ メ ージからブー ト 可能なテープ

や CD を作成する こ と ができ ます。 詳し く は、 『Ignite-UX 管理ガ イ ド』 を参

照し て く だ さい。

復旧

ゴールドイ メージ
使用した復旧

ネ ッ ト ワーク の NFS 共有上にあ る ゴール ド イ メ ージを適用し て HP-UX ク

ラ イ アン ト を復旧するには、 以下の手順を実行し て く ださ い。

• ク ラ イ アン ト ・ システムでの手順

1. 障害が発生し たハー ド ウ ェアを交換し ます。

2. HP-UX ク ラ イ アン ト を Ignite-UX サーバからブー ト し ます。 
boot lan.<IP-address Ignite-UX server>install

3. Welcome to Ignite-UX 画面が表示された ら Install HP-UX を

選択し ます。

4. UI オプシ ョ ン画面で［Remote graphical interface running 

on the Ignite-UX server］ を選択し ます。

5. ネ ッ ト ワーク構成ダ イ ア ロ グに応答し ます。

6. 以上で、 Ignite-UX サーバによ る リ モー ト 制御イ ン ス ト ールに対する

ク ラ イ アン ト ・ システムの準備は完了です。

• Ignite-UX サーバでの作業

7. Ignite-UX GUI の [client] ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し、 [Install 

Client] → [New Install] を選択し ます。

8. イ ン ス ト ールする ゴール ド イ メ ージを選択し、 設定 ( ネ ッ ト ワーク、

フ ァ イルシステム、 タ イ ムゾーンなど ) をチェ ッ ク し て、 [Go!] ボ
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タ ンを ク リ ッ ク し ます。

9. [client]ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て[Client Status...]を選択

する と、 イ ン ス ト ールの進行状況が確認でき ます。

10. イ ン ス ト ールが完了し た ら、 通常の Data Protector 復元手順でユー

ザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データの復元を行います。

システム復旧ツールの使用

概要

Ignite-UX にバン ド ルされているシステム復旧ツールによ り 、 デ ィ ス ク障害

の復旧を迅速かつ容易に行 う こ と ができ ます。 システム復旧ツールの復旧

アーカ イブには HP-UX の必須デ ィ レ ク ト リ のみが含まれます。 しかし、 復

旧を よ り 迅速に行 う ために、 他のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ ( 追加のボ

リ ューム ・ グループも し く は Data Protector のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ

など ) をアーカ イブに含める こ と も可能です。

make_tape_recovery は、 ブー ト 可能な復旧 ( イ ン ス ト ール） テープを作

成する ツールです。 この復旧テープはご利用のシステムにカ ス タ マイ ズ さ

れてお り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を ターゲ ッ ト ・ システムに直接接続し
て、 ターゲ ッ ト ・ システムを こ のブー ト 可能な復旧テープからブー ト する
こ と で、 無人の障害復旧が可能 と な り ます。 アーカ イブ作成時 と ク ラ イ ア

ン ト 復旧時は、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を ク ラ イ アン ト にローカル接続し
てお く 必要があ り ます。

make_net_recovery は、 ネ ッ ト ワーク上の Ignite-UX サーバまたは他の指

定システム上に、 復旧アーカ イブを作成する ツールです。 ターゲ ッ ト ・ シ

ステムは、 Ignite-UX の make_boot_tape コマン ド で作成し たブー ト 可能

なテープからブー ト するか、 または Ignite-UX サーバから直接ブー ト し た

後、 サブネ ッ ト を通じ て復旧する こ と ができ ます。 Ignite-UX サーバからの

直接ブー ト は、 Ignite-UX の bootsys コマン ド で自動的に行 う か、 または

ブー ト ・ コ ン ソールから対話的に指定し て行 う こ と ができ ます。

復旧アーカイブの作成

HP-UX 用の復旧アーカ イブを作成する も簡単な方法は、 Ignite-UX サー

バ上で Ignite-UX GUI を使用する こ と です。 GUI コマン ド はすべて、 コマン

ド行から も実行でき ます。 詳し く は 『Ignite-UX 管理ガイ ド 』 を参照し て く

ださい。
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必要条件 システム障害に対する準備を行 う 前に、 Ignite-UX フ ァ イルセ ッ ト を ク ラ イ

アン ト にイ ン ス ト ールし て、 Ignite-UX サーバ と ク ラ イ アン ト が通信でき る

よ う にする必要があ り ます。 

Ignite-UX のバージ ョ ンが、 Ignite-UX サーバ と ク ラ イ アン ト で同じにな る

よ う にし ます。 すべてを整合性の と れた状態にする も簡単な方法は、

Ignite-UX を Ignite-UX サーバ上に構築されたデポから イ ン ス ト ールする こ

と です。 このデポを構築するには、 Ignite-UX サーバで以下のコマン ド を実

行し ます。 

pkg_rec_depot -f

これによ り 、 Ignite-UX のデポが

/var/opt/ignite/depots/recovery_cmdsデ ィ レ ク ト リ に作成されま

す。 ク ラ イ アン ト で swinstall コマン ド によ り Ignite-UX を イ ン ス ト ール

する際に、 このデ ィ レ ク ト リ を ソース ・ デ ィ レ ク ト リ と し て指定し ます。

ク ラ イ アン ト に Ignite-UX を イ ン ス ト ールし た ら、 Ignite-UX サーバの GUI
で、 make_net_recovery または make_tape_recovery を使用し て復旧

アーカ イブを作成し ます。

make_tape_recovery
を使用したアーカイブ
の作成

make_tape_recovery を使用し てアーカ イブを作成するには、 以下の手順

を実行し ます。

1. バッ ク ア ッ プ・デバイ スが HP-UX ク ラ イ アン ト に接続されている こ と を

確認し て く ださい。

2. 以下のコマン ド を実行し て Ignite-UX GUI を起動し ます。 
/opt/ignite/bin/ignite &

3. [client] ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て、 [Create Tape Recovery 

Archive] を選択し ます。

4. HP-UX ク ラ イ アン ト に複数のデバイ スが接続されている場合には、デー

プ ・ デバイ ス を選択し ます。

5. アーカ イブに含めるボ リ ューム ・ グループを選択し ます。

6. テープ作成プロセスが開始されます。 ク ラ イ アン ト ・ ア イ コ ンを右ク

リ ッ ク後 [Client Status] を選択し て、 ステータ ス と Ignite-UX サー

バ上のロ グ ・ フ ァ イルを確認し ます。
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注記 Ignite-UX では、 すべての DDS がどの DDS ド ラ イブで も確実に使用でき る

よ う に、 90m の DDS1 バ ッ ク ア ッ プ ・ テープの使用を推奨し ています。

make_net_recovery
を使用したアーカイブ
の作成

make_net_recovery を使用し た復旧アーカ イブの作成手順は、

make_tape_recovery の場合 と ほ と んど同じです。 この方法の利点は、 復

旧アーカ イブがデフ ォル ト で Ignite-UX サーバ上に保存されるため、 ロー

カルに接続するデバイ スが不要であ る点です。

1. 以下のコマン ド を実行し て Ignite-UX GUI を起動し ます。 
/opt/ignite/bin/ignite &

2. [client]ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て、[Create Network Recovery 

Archive] を選択し ます。

3. 保存先のシステム とデ ィ レ ク ト リ を選択し ます。 圧縮されたアーカ イブ

が保存でき るだけの容量があ る こ と を確認し て く だ さい。

4. アーカ イブに含めるボ リ ューム ・ グループを選択し ます。

5. アーカ イブ作成プロ セスが開始されます。 ク ラ イ アン ト ・ ア イ コ ンを右

ク リ ッ ク後 [Client Status] を選択し て、 ステータ ス と Ignite-UX
サーバ上のロ グ ・ フ ァ イルを確認し ます。

注記 Ignite-UX では、 ブー ト 可能なアーカ イブ ・ テープを圧縮アーカ イブ ・ フ ァ

イルから作成する こ と ができ ます。 『Ignite-UX 管理ガイ ド 』 の 「ネ ッ ト

ワーク経由での リ カバ リ アーカ イブの作成」 を参照し て く ださい。

復旧

バックアップ ・
テープからの復旧

make_tape_recovery で作成したブー ト 可能なテープを使用し てシステム

の障害復旧を行 う には、 以下の手順で行います。

1. 障害が発生し たハー ド ウ ェアを交換し ます。

2. ク ラ ッ シ ュ し た HP-UX ク ラ イ アン ト にテープ・デバイ スがローカル接続

されてお り 、 復元し たいアーカ イブが保存された メ デ ィ アがそのデバイ
スに挿入されている こ と を確認し て く ださい。
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3. 用意し た復旧テープからブー ト し ます。 そのためには、 boot admin メ

ニューで SEARCH と入力し て、 使用可能なすべてのブー ト ・ デバイ ス

の リ ス ト を出力し ます。 使用する テープ ・ デバイ ス を決定し、 次のブー

ト ・ コマン ド を入力し ます : boot <hardware path> または boot 
P<number>

4. 復旧プロセスが自動的に開始されます。

5. イ ン ス ト ールが正常に完了し た ら、通常の Data Protector 復元手順でユー

ザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データの復元を行います。

ネッ トワークからの
復旧

HP-UX ク ラ イ アン ト の障害復旧をネ ッ ト ワーク経由で行 う には、 ゴール ド

イ メ ージによ る復旧手順に従います。 イ ン ス ト ールし たいアーカ イブが選

択されている こ と を確認し ます。

• ク ラ イ アン ト での手順

1. 障害が発生し たハー ド ウ ェアを交換し ます。

2. HP-UX ク ラ イ アン ト を Ignite-UX サーバからブー ト し ます。 boot 
lan.<IP-address Ignite-UX server> install

3. ［Welcome to Ignite-UX］ 画面で ［Install HP-UX］ を選択し

ます。

4. UIオプシ ョ ン画面で[Remote graphical interface running 

on the Ignite-UX server] を選択し ます。

5. ネ ッ ト ワーク構成ダ イ ア ロ グに応答し ます。

6. 以上で、 Ignite-UX サーバからの リ モー ト 制御イ ン ス ト ールに対する

ク ラ イ アン ト ・ システムの準備は完了です。

• Ignite-UX サーバでの作業

7. Ignite-UX GUI の [client] ア イ コ ンを ク リ ッ ク し、 [Install 

Client] → [New Install] を選択し ます。

8. [Configurations] で、 イ ン ス ト ールする [Recovery Archive]

を選択し て設定 ( ネ ッ ト ワーク、 フ ァ イルシステム、 タ イ ムゾーン

など ) を確認し、 [Go!] を ク リ ッ ク し ます。

9. [client]ア イ コ ンを右ク リ ッ ク し て[Client Status...]を選択

する と、 イ ン ス ト ールの進行状況が確認でき ます。

10. イ ン ス ト ールが正常に完了し た ら、 通常の Data Protector 復元手順で
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ユーザー ・ データ と アプ リ ケーシ ョ ン ・ データの復元を行います。
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UNIX クライアン トのディスク ・ デリバリーによる障

害復旧

UNIX ク ラ イ アン ト のデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧を実行するに

は、 低限の OS と Data Protector Disk Agent が含まれているブー ト 可能な

デ ィ ス ク を、 ク ラ ッ シ ュ し たシステムに接続し ます。 管理者は、 デ ィ ス ク

のフ ォーマ ッ ト およびパーテ ィ シ ョ ンの構成が正し く 行われる よ う 、 障害
発生前に十分なデータ を収集する必要があ り ます。 

サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ システムは、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

制限事項

• こ こ では、 ク ラ ス ター環境の復旧については説明し ません。 ク ラ ス ター

環境の構成によ っては、 特別な手順や環境の変更が必要です。

• RAID はサポー ト されていません。

• ターゲ ッ ト ・ システム と 同じハード ウ ェア ・ ク ラ スのシステム上に、 補

助デ ィ ス ク を用意する必要があ り ます。

準備

障害復旧の準備作業は、 い く つかの段階に分けて実行し ます ( バ ッ ク ア ッ

プ仕様の情報の収集、 デ ィ ス ク の準備、 バッ ク ア ッ プ仕様 ( 実行前コマン

ド ) の準備、 バッ ク ア ッ プの実行など )。 ク ラ イ アン ト の障害復旧を実行す

る前に、 これらの準備手順をすべて行 う こ と が必要です。

情報の収集 本項では、 復旧作業を正し く 実行するため、 バッ ク ア ッ プ時に各ターゲ ッ
ト ・ システムに対し て実行する必要のあ る項目を示し ます。 これらの情報

を実行前コマン ド の一部 と し て収集する場合は、 これらのフ ァ イルのあ る
デ ィ レ ク ト リ を障害復旧プラ ンに明記し て、 障害発生時に この情報を見つ
けやす く し てお く こ と が必要です。 また、 バージ ョ ン管理 ( バ ッ ク ア ッ プご

と の 「補助情報」 を集めた もの ) について も考慮が必要です。

• バッ ク ア ッ プ対象のシステムがアプ リ ケーシ ョ ン ・ プロセス を低実行レ

ベルで実行し ている場合は、 復旧後のエ ラーを避ける ため、 「 小限の
動作」 状態 ( 修正 "init 1" 実行レベル ) を確立し て、 シングル ・ ユー
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ザー ・ モー ド に入る こ と が必要です （「整合性 と関連性を兼ね備えた
バッ ク ア ッ プ」 （552 ページ ) を参照し て く だ さい）。 詳細は、 お使いの

オペレーテ ィ ング ・ システムのマニュ アルを参照し て く だ さい。

HP-UX の例 1. 抹消 リ ン ク を /sbin/rc1.d から /sbin/rc0.dへ移動し て、ブー ト ・

セ ク シ ョ ンに対する変更内容を補足し ます。 抹消 リ ン ク には基本

サービ スが含まれてお り 、 上記の作業を行わなかった場合、 実行レ
ベル 1 に移行する こ と によ って このサービ スは中断されます。 この

サービ スはバ ッ ク ア ッ プに必要です。 「障害復旧 : 抹消 リ ン ク の移動

(HP-UX 11.x)」 (A-26 ページ ) を参照し て く ださ い。

2. システムでrpcdを構成し ます ( フ ァ イル/etc/rc.config.d/dceで

変数 RPCD=1 を構成し ます )。

これによ り 、 システムが 小限の動作状態で実行する準備ができ ま
し た。 この状態の特徴を以下に示し ます。

— init-1の実行レベル( フ ァ イルシステム:マウン ト 済み、ホス ト 名:

設定済み、 日付および時刻 :設定済み、 syncer:実行中 )

— ネ ッ ト ワーク が稼動し ている必要があ り ます。

— 以下のプロセス も実行されます。 inetd、 rpcd、 swagentd

Solaris の例 1. rpc抹消 リ ン ク を /etc/rc1.d から /etc/rc0.dへ移動し て、 ブー

ト ・ セ ク シ ョ ンに対する変更内容を補足し ます。 抹消 リ ン ク には基

本サービ スが含まれてお り 、 上記の作業を行わなかった場合、 実行
レベル 1 に移行する こ と によ って このサービ スは中断されます。 こ
のサービ スはバッ ク ア ッ プに必要です。

2. rpcbind が、 システム上で構成されている こ と を確認し ます。

これによ り 、 システムが 小限の動作状態で実行する準備ができ ま
し た。 この状態の特徴を以下に示し ます。

— Init 1

— ネ ッ ト ワーク が稼動し ている必要があ り ます。

— 以下のプロセス も実行されます。 inetd、 rpcbind

Tru64 1. システムの電源がオフになっている場合は、 システムを起動し て

System Reference Manual （SRM） コ ン ソール （フ ァーム ウ ェ ア ・ コ

ン ソール） に入 り ます。 
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2. SRM コ ン ソールから以下のコマン ド を実行し て、 シングル ・ ユー

ザー ・ モー ド に入 り ます。

— boot -fl s で、生成済みの vmunix フ ァ イルを使用し て起動し ま

す。

— boot -fi genvmunix -fl s で、 一般的なカーネルを使用す

る シングル ・ ユーザー ・ モード に入 り ます。

3. システムがすでに稼動中であれば、 以下のコマン ド を実行し て、 現

在の実行レベルから シングル ・ ユーザー ・ モード に変更し ます。 
init s

AIX — 操作は必要あ り ません。 補助デ ィ ス ク の作成に使用する

alt_disk_install コマン ド によ り 、 システムの動作状態を

小限にし な く て もデ ィ ス ク ・ イ メ ージの整合性が保証される ため
です。

補助ディスクの作成 • 補助デ ィ ス ク を使用し て障害復旧を行 う 場合は、 補助ブー ト ・ デ ィ ス ク

を準備する必要があ り ます。 1 つのサイ ト と プラ ッ ト フ ォームにつき、

ブー ト 可能な補助デ ィ ス ク が 1 台だけ必要です。 このデ ィ ス ク には、 オ

ペレーテ ィ ング ・ システム と ネ ッ ト ワーク構成が含まれてお り 、 ブー ト
可能であ る こ と が必要です。 

バックアップ仕様の
作成

• 以下を実行する実行前ス ク リ プ ト を作成し ます。

— 環境に関し て必要なすべての情報を収集し て、 収集し た情報を障害

復旧時に使用可能な場所に保存する ス ク リ プ ト 。 このス ク リ プ ト は、

容易にア ク セスでき る別のシステムに保存する こ と をお勧めし ます。 
収集する情報を以下に示し ます。

保管場所の物理的および論理的保存構造

現在の論理ボ リ ュームの構造 (HP-UX の場合、 vgcfgbackup と

vgdisplay -v を使用 )

MC/ServiceGuard の構成データ、 デ ィ ス ク ・ ミ ラー リ ング、 ス ト

ラ イ ピ ング

フ ァ イルシステム と マウ ン ト ・ ポイ ン ト の概要 (HP-UX の場合、

bdf、 または /etc/fstab のコ ピーを使用 )

システムのページング スペース情報 （HP-UX の場合、 swapinfo

コマン ド の出力を使用）
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I/O構造の概要 (HP-UX の場合、ioscan -fun と ioscan -fknを使

用 )

ク ラ イ アン ト のネ ッ ト ワーク設定

— データの非常用コ ピーもバ ッ ク ア ッ プに保存でき ます。 ただし、 こ

れを実行し た場合は、 実際の復旧を行 う 前に この情報を取 り 出し て
お く 必要があ り ます。

— システムからすべてのユーザーを ロ グア ウ ト させます。

— アプ リ ケーシ ョ ン ・ データ を個別にバ ッ ク ア ッ プする場合でない限

り 、 データベースのオン ラ イ ン ・ バッ ク ア ッ プなど を使ってすべて
のアプ リ ケーシ ョ ンを停止し ます。

— システムへのネ ッ ト ワーク ・ ア ク セス を制限し ます。 これによ り 、

バッ ク ア ッ プの実行中はシステムへのロ グオンが禁止されます
(HP-UX の場合、 inetd.sec を上書き し て、 inetd -c を使用する

)。

— 必要に応じ て、 システムの動作状態を 小限にし ます (sbin/init 
1; wait 60; 実行レベルが 1 になっているかど う かをチェ ッ ク し ます )。 
これは修正 "init 1" 状態です。

• システムの実行レベルを標準にする実行後ス ク リ プ ト を実行し て、 アプ

リ ケーシ ョ ンの再起動など を行います。 

• Data Protector Cell Manager 上の ク ラ イ アン ト に対するバッ ク ア ッ プ仕様

を設定し ます。 バ ッ ク ア ッ プ仕様には、 すべてのデ ィ ス ク を指定し (
デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ を使用 )、 実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を指定す

る こ と が必要です。

手順のテスト • バッ ク ア ッ プ手順を実行し ます。 この手順は、 定期的に繰 り 返し実行す

るか、 または少な く と も システム構成に主要な変更があった場合、 特に
論理ボ リ ューム構造に何らかの変更があった場合 (HP-UX では、 LVM)
に実行し ます。

復旧

本項では、 バ ッ ク ア ッ プ実行時の状態にシステムを復元する方法を説明し
ます。 デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧を正し く 実行するには、 以下

が必要です。

• ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク と 交換する新しいハードデ ィ ス ク
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• 適切なオペレーテ ィ ング ・ システム と Data Protector エージェ ン ト を含む

補助デ ィ ス ク

• 復旧対象の ク ラ イ アン ト の正常なフル ・ バッ ク ア ッ プ

以下のステ ッ プを実行し ます。

1. 問題のあ るデ ィ ス ク を新しいデ ィ ス ク ( 同等サイ ズ ) と 交換し ます。

2. 補助デ ィ ス ク ( 適切なオペレーテ ィ ング ・ システム と Data Protector ク ラ

イ アン ト が含まれているデ ィ ス ク ) をシステムに接続し て、 これをブー

ト ・ デバイ スにし ます。

3. 補助オペレーテ ィ ング ・ システムからブー ト し ます。

4. 必要に応じ て、 論理ボ リ ューム構造を再構築し ます (HP-UX の場合は、

LVM)。 ルー ト 以外のボ リ ューム ・ グループについては、 保存されてい

るデータ を使用し ます (HP-UX の場合は、 vgcfgrestore または SAM
を使用 )。 

5. さ らに、 復元対象のルー ト ・ ボ リ ューム ・ グループを修復済みデ ィ ス ク

上に作成し ます (HP-UX の場合は、 vgimport を使用 )。 こ のボ リ ュー

ム ・ グループは、 復元プロ セス中はルー ト ・ ボ リ ューム ・ グループ と は
みな されません。 これは、 補助デ ィ ス ク から OS を実行し ている ためで

す。 vgimport の詳細は、 同コマン ド の man ページを参照し て く ださ

い。

6. 新しいデ ィ ス ク をブー ト 可能にし ます。

7. バッ ク ア ッ プ時に二次記憶デバイ スに保存したデータから、 他のデータ

記憶構造 ( ミ ラー、 ス ト ラ イ ピング、 MC/ServiceGuard など ) を再構築

し ます。

8. フ ァ イルシステムを作成し て、 バ ッ ク ア ッ プからのデータの要求に応じ

てフ ァ イルシステムをマウ ン ト し ます。 こ の と き使用するマウ ン ト ・ ポ

イ ン ト 名には元の名前に似た名前を使用し て、 元の名前はそのま ま使用
し ないで く ださい ( 例 : /etc の代わ り に /etc_restore を使用 )。

9. マウ ン ト ・ ポイ ン ト にあ る復元対象のフ ァ イルをすべて削除し て、 マウ

ン ト ・ ポイ ン ト を空の状態にし ます。

10. Data Protector GUI を起動し て、Cell Manager と の接続を開始し ます。 補助

デ ィ ス ク を使って、 システムをセルにイ ンポー ト し ます。
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11. 復元するバージ ョ ンを選択し ます。 まず復元に必要な メ デ ィ アをすべて

リ ス ト し て、それらが使用可能であ る こ と を確認し ます。 [Restore As 
<新しいマウン ト ・ ポイン ト 名 >] オプシ ョ ンを使って、 ( 今後 ) システ

ムに対し てルー ト ・ ボ リ ューム と な るボ リ ュームを含む必要なマウ ン
ト ・ ポイ ン ト をすべて復元し ます。 バ ッ ク ア ッ プのルー ト ・ ボ リ ューム

は 「修復デ ィ ス ク」 上のルー ト ・ ボ リ ュームに復元されます。 現在補助

デ ィ ス ク上で実行されている補助オペレーテ ィ ング ・ システムには何も
復元されません。

12. 復元し たシステムをシ ャ ッ ト ダウ ン し ます。

13. 補助デ ィ ス ク をシステムから取 り 外し ます。

14. システムを新しい ( または修復された ) デ ィ ス ク から リ ブー ト し ます。

注記 補助デ ィ ス ク の代わ り に、 新しいデ ィ ス ク を、 Disk Agent がイ ン ス ト ール

されている ク ラ イ アン ト ・ システムに一時的に接続する こ と も でき ます。 
復元後、 新しいデ ィ ス ク を障害が発生し たシステムに接続し、 ブー ト し ま
す。
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UNIX Cell Manager の手動による障害復旧

手動によ る障害復旧は、 基本的な障害復旧方法です。 こ の方法には、 初

にイ ン ス ト ールし た時 と同様の方法でシステムを再イ ン ス ト ールし て復旧
する他に、 Data Protector を使ってオペレーテ ィ ング ・ システムを含むすべ

てのフ ァ イルを復元する方法があ り ます。

制限事項

サポー ト 対象のオペレーテ ィ ング ・ システムは、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

こ こ では、 ク ラ ス ター環境の復旧については説明し ません。 ク ラ ス ター環

境の構成によ っては、 特別な手順や環境の変更が必要です。

準備

HP-UX または Solaris ク ラ イ アン ト の手動によ る障害復旧に対する準備 と同

じ手順を行います ( ただし補助デ ィ ス ク に関する手順を除 く )。 詳し く は、

「準備」 (626 ページ ) を参照し て く ださい。 上記の手順 と は別に、 以下の手

順も実行する こ と が必要です。 

1. IDB の通常バ ッ ク ア ッ プを行います。 この と き、 別のバッ ク ア ッ プ仕様

を使って、 Cell Manager 自体のバッ ク ア ッ プ完了後にバ ッ ク ア ッ プが実

行される よ う ス ケジュール設定する こ と をお勧めし ます。

2. Cell Manager システム上の指定し たデバイ スに IDB と 構成のバッ ク ア ッ

プを行います。 これによ り 、 管理者はそのデバイ ス内の メ デ ィ アに IDB
の 新バージ ョ ンが含まれている こ と が分か り ます。

復旧

以下の手順に従って、 UNIX Cell Manager を復元し ます。 

必要条件 デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧を正し く 実行するには、 以下が必要
です。

• Cell Manager と IDB のルー ト ・ パーテ ィ シ ョ ンの 新の有効なバ ッ ク

ア ッ プが含まれている メ デ ィ ア
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• Cell Manager システムに接続されたデバイ ス

手順 以下の手順に従って、 Cell Manager の復旧を実行し ます。

1. ク ラ ッ シ ュ し たデ ィ ス ク を交換し ます。 

2. お使いのオペレーテ ィ ング ・ システムのイ ン ス ト ール用 メ デ ィ アから シ

ステムをブー ト し ます。

3. オペーテ ィ ング ・ システムを再イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ール方法

については、 お使いのシステムの管理者用マニ ュ アルを参照し て く だ さ
い。 イ ン ス ト ール時に、 復旧準備手順 ( 実行前ス ク リ プ ト ) で収集した

データ を使って、 保管場所の物理的および論理的保存構造、 論理ボ
リ ューム構造、 フ ァ イルシステム と マウ ン ト ・ ポ イ ン ト 、 ネ ッ ト ワーク
設定など を再作成し て構成し ます。

4. Cell Manager に Data Protector を再イ ン ス ト ールし ます。 

5. データベースの 新バッ ク ア ッ プ と /etc/opt/omni を一時デ ィ レ ク ト

リ に復元し ます。 これによ り 、 メ デ ィ アから他のすべてのフ ァ イルを容

易に復元でき ます。 ただし、 データベースは直接復元でき ない こ と に注

意し て く だ さい。 復元方法については、 第 6 章 「データの復元」 を参照

し て く ださい。 /opt/omni/sbin/omnisv -stop コマン ド を使用し て

すべての Data Protector プロセス を終了し ます。 これによ り 、 使用中の

フ ァ イルがない状態にな り ます。 

6. /etc/opt/omni/デ ィ レ ク ト リ を削除し て、 一時デ ィ レ ク ト リ の

/etc/opt/omni と 置き換えます。 これによ り 、 前回の構成が再び作成

されます。

7. /opt/omni/sbin/omnisv -start コマン ド を使って Data Protector プロ

セス を起動し ます。 

8. Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェース を起動し て、 すべてのフ ァ イル

をバ ッ ク ア ッ プから復元し ます。

9. システムを リ ブー ト し ます。

以上で、 Cell Manager が正し く 復旧されます。 
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本項では、 Windows システム上での障害復旧実行時に問題が発生し た場合

に必要な手順を説明し ます。

一般的なト ラブルシューテ ィ ング

Autodr.log

Autodr.log は <Data_Protector_home>\tmpデ ィ レ ク ト リ にあ る ロ

グ ・ フ ァ イルで、 自動障害復旧 （EADR、 OBDR、 ASR） に関する メ ッ セー

ジが含まれています。 エラーが発生し た場合は、 このフ ァ イルを点検し て

く だ さい。 Autodr.log には多 く の メ ッ セージが記録されていますが、 そ

の大半は開発およびサポー ト 用のもので、 エラーの発生を示すも のは一部
だけです。 そ う し たエ ラー ・ メ ッ セージは通常、 ト レースバッ ク と と も に

ロ グ ・ フ ァ イルの 後に記録されています。

autodr.log に記録される メ ッ セージには 4 つのタ イプ / レベルがあ り ま

す （これらのタ イプ / レベルは、 Data Protector GUI のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンの 後に報告される メ ッ セージの報告レベル と は対応し ていない こ
と に注意し て く だ さい）。

• 致命的エラー : 深刻なエ ラーで、 オブジェ ク ト のバッ ク ア ッ プは続行不

可能であ り 、 中止されます。

• エラー : 致命的であ る可能性も あ り ますが、 い く つかの要因に依存し ま

す。 

た と えば、 autodr.log に、 あ る ド ラ イバが障害復旧オペレーテ ィ ン

グ ・ システムに含まれていない こ と が記録されていた と し ます。 その ド

ラ イバがない こ と で、 復旧後のシステムが動作し ない場合も あ り ます
が、 OS のブー ト 後に重要でないサービ スが実行されないだけの場合も

あ り ます。 これは、 どの ド ラ イバがバ ッ ク ア ッ プ されていなかったかに

依存し ます。

• 警告および情報 : これらはエ ラー ・ メ ッ セージではな く 、 通常は何らか

の障害を意味する ものではあ り ません。

autodr.log フ ァ イルに記録される も一般的な メ ッ セージには、 次のよ

う な ものがあ り ます。
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•  filename  'not a pe file’: この メ ッ セージは、 あ る フ ァ イルが

ポータブルな実行フ ァ イルでない こ と を意味し ます。 こ の警告は何らか

の障害を示すものではあ り ません。

• unsupported location: Data Protector は、 障害復旧オペレーテ ィ ン

グ ・ システム （DR OS） に含まれる予定のサービ スや ド ラ イバに必要な

フ ァ イルが、 %SystemRoot%デ ィ レ ク ト リ にない こ と を通知し ます。 

こ う し た ド ラ イバは多 く の場合、 アンチウ ィ ルス ・ ソ フ ト ウ ェ アや リ
モー ト ・ コ ン ト ロール ・ ソ フ ト ウ ェ ア （pcAnywhere など） で使用され

ます。 必要なフ ァ イルが不足し ているサービ スや ド ラ イバがブー ト 後に

動作し ない可能性があ るため、 この メ ッ セージは重要です。 障害復旧が

正常終了するか失敗するかは、 影響を受け るサービ スやド ラ イバに左右
されます。 この問題に対し て考え られる解決方法は、 不足し ている フ ァ

イルを %SystemRoot%デ ィ レ ク ト リ にコ ピーし、 Windows レジス ト リ

内のそのパス を変更する こ と です。 Windows レジス ト リ を不正に編集す

る と、 システムが深刻なダ メ ージを受け る可能性があ る こ と に注意し て
く だ さい。

障害復旧後のシステムへのログオン時の問題 

問題 システム復旧後、 以下のエ ラー ・ メ ッ セージが表示される場合があ り ます。

 “The system cannot log you on to this domain, because 
the system's computer account in its primary domain is 

missing or the password on that account is incorrect.”

（この ド メ イ ンにロ グオンでき ません。 プラ イマ リ ・ ド メ イ ン内にシステ

ム ・ コ ンピ ュータのアカ ウ ン ト がないか、 こ のアカ ウ ン ト に対するパス
ワー ド が不適切なためです。

この種類の メ ッ セージは、 通常以下のいずれかの理由によ り 表示されます。

• 障害復旧プロ セス ( フル・バ ッ ク ア ッ プを含む ) を正常に実行する ための

すべての情報を収集し た後、 Windows を再イ ン ス ト ールし て、 要求を満

た し ていない ド メ イ ンにシステムを ( 再度 ) 追加し た。

• 障害復旧プロ セス ( フル・バ ッ ク ア ッ プを含む ) を正常に実行する ための

すべての情報を収集し た後、 要求を満た し ていない ド メ イ ンから システ
ムを削除し て、 同じ ド メ イ ン またはその他の ド メ イ ンにシステムを ( 再

度 ) 追加した。 
第 12 章 635



障害復旧

Windows 上での障害復旧のト ラブルシューテ ィ ング
解決方法 このよ う な場合、 Windows は、 障害復旧時に復元される情報 と は互換性の

ない新しいシステム保護情報を生成し ます。 この場合の解決方法を以下に

示し ます。

1. 管理者アカ ウ ン ト を使って、 ローカルでシステムにロ グオン し ます。

2. [コン ト ロール パネル]ウ ィ ン ド ウで[ネッ ト ワーク ]を ク リ ッ ク し、[識

別 ] タブを使って、 このシステムを現在の ド メ イ ンから一時的な ワーク

グループ (TEMP など ) へ移し ます。 この後、 システムを削除し た ド メ イ

ンに このシステムを再度追加し ます。 この作業には、 ド メ イ ン管理者用

パス ワード が必要です。

3. コ ンピ ュータ を再び適切な ド メ イ ンに入れた後、 ［ネッ ト ワーク］ ウ ィ

ン ド ウで ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。 この時点で Windows システムの再起

動が必要 と な り ます。

4. 障害復旧プロ セス を使って この新しい状態を更新するには、 も う 一度必

要な手順 ( システム ・ データの収集、 バッ ク ア ッ プ ) をすべて実行する

こ と が必要です。 詳し く は、 「障害復旧の準備」 の項を参照し て く ださ

い。

コピーからの障害復旧

問題 メ デ ィ ア ・ コ ピーまたはオブジ ェ ク ト ・ コ ピーから障害復旧を実行する こ
と はでき ません。 

Data Protector はデフ ォル ト で、 オ リ ジナル ・ メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を使用し て

障害復旧を行います。 し たがって、 Data Protector GUI にはコ ピー ・ オブ

ジェ ク ト のバージ ョ ンは表示されません。

解決方法 オ リ ジナル ・ メ デ ィ ア ・ セ ッ ト が使用できないまたは損傷し た場合に、 メ
デ ィ ア ・ コ ピーまたはオブジェ ク ト ・ コ ピーから障害復旧を実行するには、
以下の手順を実行し ます。

• オブジェ ク ト ・ コ ピー :  オ リ ジナル ・ メ デ ィ ア ・ セ ッ ト 内のすべての メ

デ ィ アを IDB からエ ク スポー ト し た後、 SRD フ ァ イルを再生成し ます。 
その後、 Data Protector の障害復旧ウ ィ ザー ド では、 初に使用可能なオ

リ ジナル ・ メ デ ィ ア ・ セ ッ ト のコ ピーが表示されます。 

詳し く は、 「Data Protector か らの メ デ ィ アのエ ク スポー ト 」 （182 ページ

) と 「システム復旧データ  (SRD) の更新 と編集」 （553 ページ ) を参照し

て く ださい。
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• メ デ ィ ア ・ コ ピー :  SRD フ ァ イル内のオ リ ジナル ・ メ デ ィ アの メ デ ィ ア

ID を メ デ ィ ア ・ コ ピーの メ デ ィ ア ID に書き換えます。 その後、 Data 
Protector の障害復旧ウ ィ ザード では、 初に使用可能なオ リ ジナル ・ メ

デ ィ ア ・ セ ッ ト のコ ピーが表示されます。

詳細は、 「システム復旧データ  (SRD) の更新と 編集」 （553 ページ ) を参

照し て く だ さい。

半自動障害復旧のト ラブルシューテ ィ ング

問題 drstart が “Can not Copy <filename>” というエラーを出力した場合

このエ ラーは、 drstart ユーテ ィ リ テ ィ が指定されたフ ァ イルを コ ピーで

き なかった場合に出力されます。 １ つの原因 と し て、 フ ァ イルがシステム

によ って ロ ッ ク されていた こ と が考え られます。 た と えば、 drstart が

omniinet.exe を コ ピーできない場合は、 おそ ら く Inet サービ スがすで

に実行中であ る と思われます。 これは通常では考え られない状況で、 ク

リ ーン ・ イ ン ス ト ールの後では起き ないはずです。 

解決方法 残 り のフ ァ イルのコ ピーを続けるか確認するダ イ アルグ ・ ボ ッ ク スが表示
されます。 [はい ] を ク リ ッ クする と、 drstart はロ ッ ク されたフ ァ イル

を スキ ッ プし て他のフ ァ イルのコ ピーを続行し ます。 フ ァ イルがシステム

によ り ロ ッ ク されている場合には、 障害復旧に必要なプロセスがすでに実
行中であ り そのフ ァ イルはコ ピーする必要がないため、 これで問題は解決
されます。

[中止 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て drstart ユーテ ィ リ テ ィ を ク ローズする こ

と も でき ます。

ディスク ・ デリバリーによる障害復旧のト ラブルシューティ ン

グ

問題 「ディスクのデリバリー用に選択されたド ライブの物理的位置が見つかりま

せん !」

デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧を行 う 場合、 以下のエ ラーが表示さ
れる可能性があ り ます。 「デ ィ ス クのデ リ バ リ ー用に選択された ド ラ イブ

の物理的位置が見つか り ません !」。 オブジェ ク ト を復元するには、 新しい
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デ ィ ス ク上にパーテ ィ シ ョ ンを作成する際、 これまでに使用されていない
ド ラ イブ文字を選択し てお く 方法も あ り ます。 さ らにすぐれた解決策を以

下に示し ます。

解決方法 障害復旧プロ セスは、 オブジェ ク ト の復元前にデ ィ ス ク情報をチェ ッ ク し
ます。 内部関数は、 デ ィ ス ク ・ ア ド ミ ニス ト レータによ って作成されたレ

ジス ト リ 値 Information を読み取 り ます。 デ ィ ス ク ・ ア ド ミ ニス ト レータ を

何度か起動する と、 Information は破損し ( 更新中にフ ォーマ ッ ト が変更

される ため )、 このよ う な場合、 解析プロ グ ラ ムは正常に動作し ません。 こ
の と き、 HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\DISK Information キーを削除し

てデ ィ ス ク ・ ア ド ミ ニス ト レータ を再起動する と、 この関数は正常に動作
し ます。

問題 「No Operating System Found」

解決方法 障害復旧実行後、 Windows システムのブー ト 時に、 "No Operating 

System Found" と い う メ ッ セージが表示され、 システムが正常に起動し な

い場合は、 パーテ ィ シ ョ ン情報が格納されている フ ァ イル boot.ini に

パーテ ィ シ ョ ン情報があ るかど う かを確認し て く だ さい。 詳し く は、 「復

旧」 （570 ページ ) の項のステ ッ プ 4 を参照し て く だ さい。

問題 Media Agent クライアン トのディスク ・ デリバリーによる障害復旧

デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧を実行する場合、 Data Protector はま

ず、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スが接続されていた元の ク ラ イ アン ト (Media 
Agnet ク ラ イ アン ト ) に接続し、 同じデバイ ス を使って復元を実行し よ う と

し ます。 ただし、 バッ ク ア ッ プを実行し た Media Agent ク ラ イ アン ト が ク

ラ ッ シュ し、 その ク ラ イ アン ト に対し てデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害
復旧を実行し た場合、 Data Protector はこの ク ラ イ アン ト に接続できず、 オ

フ ラ イ ンによ る復元を実行し て、 復元用のローカル ・ デバイ ス を検索し ま
す。 ローカル ・ デバイ スが接続されていない場合は、 その旨と障害復旧の

中止を通知する メ ッ セージが表示されます。 

解決方法 これを回避する方法には以下の 2 通 り があ り ます。

• メ デ ィ アを別の メ デ ィ ア ・ プールへ移動し ます。 これによ り 、 メ デ ィ ア

を新しいデバイ スに割 り 当て る こ と ができ ます。 その後、 デ ィ ス ク ・ デ

リ バ リ ーによ る障害復旧を続行し ます。
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• 2 番目の方法では、 障害発生前の準備段階の作業が必要です。 セル内に

Media Agent ク ラ イ アン ト が 2 つあ る場合、 障害発生前に第一の Media 
Agent ク ラ イ アン ト を第二の Media Agent ク ラ イ アン ト ( およびその逆 )
にバ ッ ク ア ッ プし て、 Media Agent ク ラ イ アン ト のデ ィ ス ク ・ デ リ バ

リ ーによ る障害復旧実行時の問題を回避する こ と ができ ます。

拡張自動障害復旧およびワンボタン障害復旧のト ラブルシュー

テ ィ ング

問題 「自動障害復旧情報が収集できない」

EADE または OBDR を実行中に、 次のエ ラーが出力される場合があ り ま

す。  「致命的でないエラーが自動障害復旧データの収集中に検出されま した。 

自動障害復旧ログを確認して く ださい。」

解決方法 • すべての記憶装置が正し く 構成されているか確認し ます。 デバイ ス ・ マ

ネージ ャがデバイ ス を不明なデバイ ス と表示し ている場合は、 EADR ま

たは OBDR を実行する前に、 正しいデバイ ス ・ ド ラ イバを イ ン ス ト ー

ルする必要があ り ます。 システムに接続されている記憶装置が正し く 構

成されていない場合には、 autodr.log ( 場所は

<Data_Protector_home>\tmp) に次 と 同様のエン ト リ が記録されま

す。
DRIM_WIN_ERROR 13 SetupDiGetDeviceRegistryProperty

• 使用可能なレジス ト リ ・ スペースが十分にあ る必要があ り ます。 レジス

ト リ の 大サイ ズを、 少な く と も現在のレジス ト リ ・ サイ ズの 2 倍に設

定する こ と をお勧めし ます。 使用可能なレジス ト リ ・ スペースが十分に

ない場合、 autodr.log に次 と 同様のエン ト リ が記録されます。 
ERROR registry  'Exception while saving registry'
... 
WindowsError: [Errno 1450] Insufficient system resources 
exist to complete the requested service.

この問題が継続する場合は、 Data Protector 自動障害復旧モジ ュールをアン

イ ン ス ト ールし て ( 手動およびデ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧は可

能 )、 当社サポー ト 担当に連絡し て く ださい。
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問題 「致命的ではないエラーが検出された」

EADE または OBDR を実行中に、 次のエ ラーが出力される場合があ り ま

す。  「致命的でないエラーが自動障害復旧データの収集中に検出されま した。 

自動障害復旧ログを確認して く ださい。」

自動障害復旧モジ ュール実行中に致命的でないエ ラーが検出された場合は、
そのバ ッ ク ア ッ プがまだ障害復旧に使用でき る可能性が高いこ と を示し ま
す。 致命的でないエ ラーの原因は autodr.log に記録されています ( デ ィ

レ ク ト リ は <Data_Protector_home>\tmp)。

解決方法 • <%SystemRoot%> フ ォルダにないサービ スや ド ラ イバ ( ウ ィ ルス ・ ス

キ ャナなど ) が検出された。 Autodr.log には、 次 と 同様のエ ラー ・

メ ッ セージが記録されます。 

ERROR safeboot  'unsupported location' 'intercheck support 06' 2 
u'\\??\\D:\\Program Files\\Sophos SWEEP for NT\\icntst06.sys'.

このエ ラー ・ メ ッ セージが表示されて も、 障害復旧の正常動作には影響
し ないため、 無視し て構いません。

問題 復旧中にブランク画面が表示された

Windows がセーフモー ド で起動された場合、 一部のシステム構成ではビデ

オ ・ デ ィ スプレ イが正常動作し ない場合があ り ます。 こ のエ ラーは Data 
Protector には無関係であ り 、 Windows だけがイ ン ス ト ールされている場合

で も発生し ます。 

解決方法 障害復旧中に画面がブラ ン ク になって も復旧が失敗し たわけではあ り ませ
ん。 障害復旧の進行状況は Cell Manager 上でモニ ターでき ます。 または別の

ク ラ イ アン ト から ping と telnet 5555 コマン ド ( または他の適切なコマ

ン ド） を使って ターゲ ッ ト ・ システムが応答するかを確認でき ます。 他に

復旧が処理中かど う かを示すも のには、 デバイ スが動作中か、 あ るいは
ハー ド ・ デ ィ ス ク のラ ンプが点滅し ているか、 などがあ り ます。

ターゲ ッ ト ・ システムが ping と telnet 5555 コマン ド に応答し て も、

ハー ド ・ デ ィ ス ク のラ ンプが点滅し ておらずデバイ スが動作し ていない場
合は、 自動ロ グオンに失敗し た可能性があ り ます。 Enter キーを押し て、 パ

ス ワー ド がない管理者用アカ ウ ン ト でロ グオン し て く ださ い。

システムの復旧が終われば、 画面はバ ッ ク ア ッ プ時 と 同じ よ う に表示され
る よ う にな り ます。
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問題 復旧中にネッ トワークが使用できな く なった

解決方法 ス イ ッチ、 ケーブルなどに問題がないか確認し ます。 他に考え られるのは

DNS サーバ ( バッ ク ア ッ プ時の構成と同じ ) が復元時にオフ ラ イ ンになっ

ている こ と です。 DR OS の構成はバッ ク ア ッ プ時 と同じであ る ため、 ネ ッ

ト ワーク が使用でき ません。 この場合はオフ ラ イ ン復元を行い、 復旧後に

DNS の設定を変更し ます。 またフ ェーズ 2 の開始前にレジス ト リ

(HKey_Local_Machine\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpip\
Parameters) を変更する こ と も でき ます。 この場合は変更を有効にする た

めに、 フ ェーズ 2 実行前に再起動が必要です。 フ ェーズ 2 完了後、 フ ェー

ズ 3 を開始する前に設定を修正し ます。

注意 レジス ト リ を誤って編集する と、 障害復旧が正常動作し な く な る場合があ
り ます。 

問題 自動ログオンが正常動作しない

解決方法 自動ロ グオンが正常動作せず、 パス ワード がない管理者用アカ ウ ン ト を
使って手動でロ グオン し な く てはな ら ない場合があ り ます。

問題 EADR 中にコンピュータがフリーズした

解決方法 CD が読み込み可能か確認し ます。 CD-RW を何回も再使用し てはいけませ

ん。

問題 MSCS の EADR 用 CD ISO イ メージを作成できない

解決方法 CD ISO イ メ ージを作成でき る よ う にするためには、 ク ォーラ ム  デ ィ ス ク

のバ ッ ク ア ッ プを行 う 必要があ り ます。
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本章の概略
本章の概略

本章では、 ユーザーの要求に適合する よ う Data Protector をカス タ マイ ズす

る方法を説明し ます。 本章は以下の項で構成されています。

「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645 ページ )

「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ )

「Data Protector GUI 用の言語の選択」 （650 ページ )

「GUI 内でのフ ァ イル名エン コー ド の設定」 （652 ページ )

「フ ァ イ ア ウ ォールのサポー ト 」 （657 ページ )

重要 Data Protector の制限事項や推奨事項に関する特定の情報については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て

く だ さい。 Data Protector セルに対するセキ ュ リ テ ィ の設定方法の詳細につ

いては、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン

ス ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。
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グローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァイル

グ ローバル ・ オプシ ョ ンは Data Protector セル全体に影響を及ぼし、 タ イ ム

ア ウ ト や各種制限など Data Protector の さ まざ まな特性を設定するオプシ ョ

ンです。 グ ローバル ・ オプシ ョ ンはすべてグ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ

イルに記述されてお り 、 このフ ァ イルを編集し て Data Protector をカス タ マ

イ ズでき ます。 フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

/etc/opt/omni/server/options (UNIX Cell Manager の場合 )、
<Data_Protector_home>\Config\server\options (Windows Cell 
Manager の場合 )。 フ ァ イル名は、 global です。

グローバル ・
オプションの使用方法

各オプシ ョ ンにシ ャープ記号 (#) を付けて コ メ ン ト にし、 この記号に続け

てオプシ ョ ンの内容を記述する こ と ができ ます。 本書に記述されていない

オプシ ョ ンについては、 このフ ァ イルを参照し ます。

グ ローバル ・ オプシ ョ ンを使用するには、 目的のオプシ ョ ン名があ る行の
コ メ ン ト を解除し て、 適切な値を設定し ます。 コ メ ン ト を解除するには、

単にシ ャープ記号 (#) を削除し ます。

注記 大部分のユーザーは、 Data Protector を操作する際にグ ローバル ・ オプシ ョ

ンを変更する必要はあ り ません。

も頻繁に使用される変数

も頻繁に使用される グ ローバル変数を以下に示し ます。 各オプシ ョ ンの

詳細については、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルを参照し て く だ さい。

• MediaView: [ メ デ ィ ア ] コ ンテキス ト に表示される フ ィ ールド と その順

番を変更し ます。

• MaxBSessions: 同時処理バッ ク ア ッ プ数のデフ ォル ト の上限値 5 を変更

し ます。

• InitOnLoosePolicy: メ デ ィ ア ・ ポ リ シーが [Loose] の場合に Data 
Protector が空のテープまたは認識されないテープを自動的に初期化する

よ う にし ます。
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• MaxMAperSM: バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンご と のデバイ ス同時処理数のデ

フ ォル ト 上限値を増加させます ( デバイ ス同時処理数の上限は 32）。

• DCDirAllocation: 新しい詳細カ タ ロ グのバイナ リ ・ フ ァ イルの格納

先 と なる dcbf デ ィ レ ク ト リ を選択する際に使用する アルゴ リ ズムを決

定し ます。 使用可能なアルゴ リ ズムには 3 種類 (fill in sequence ( デフ ォ

ル ト )、 balance size、 balance number) あ り ます。

• DailyMaintenanceTime: 日常保守作業を開始する時刻を 24 時間表記

で指定し ます。 デフ ォル ト では、 12:00( 正午 ) に設定されています。 日

常保守作業の リ ス ト は、 「Data Protector のチェ ッ ク / 保守機構」 （757
ページ ) を参照し て く だ さい。

• DailyCheckTime: 日常チェ ッ ク を開始する時刻を 24時間表記で指定し

ます。 デフ ォル ト では、 午後 12:30 に設定されています。 日常チェ ッ ク

を実行し ない場合は、 無効にする こ と もでき ます。 日常チェ ッ ク作業の

リ ス ト は、 「Data Protector のチェ ッ ク / 保守機構」 （757 ページ ) を参照

し て く ださい。
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omnirc オプシ ョ ンの使用

omnirc オプシ ョ ンは、 ト ラブルシ ューテ ィ ングを行った り 、 他の設定値

を無効にする際に非常に役立ち、 Data Protector ク ラ イ アン ト の動作のみに

適用されます。 動作環境によ って要求されない限 り 、 上級ユーザーでも こ

の変数を使用し てはいけません。 Disk Agent や Media Agent はこれらのオプ

シ ョ ンの値を使用し ます。

これらのオプシ ョ ンは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

位置 • /opt/omni/.omnirc (HP-UX および Solaris プラ ッ ト フ ォームの場合 )

• usr/omni/.omnirc ( 上記以外の UNIX ク ラ イ アン ト )

• <Data_Protector_home>\omnirc (Windows ク ラ イ アン ト )

• sys:\usr\omni\omnirc (Novell NetWare ク ラ イ アン ト )

omnirc オプシ ョ ン

の使用方法

Data Protector を イ ン ス ト ールする と 、 omnirc フ ァ イル用のテンプレー ト が

提供されます ( フ ァ イル名はプラ ッ ト フ ォームによ って異な り ますが、

.omnirc.TMPL または omnirc.TMPL のどち らかにな り ます )。 このフ ァ イ

ルはア ク テ ィ ブな状態にはなっていません。 ア ク テ ィ ブな omnirc フ ァ イル

を作成するには、 テンプレー ト ・ フ ァ イルを omnirc ( または .omnirc) に

コ ピーし て編集し ます。 オプシ ョ ンを使用するには、 こ のオプシ ョ ン名が

あ る行のコ メ ン ト を解除 ( シ ャープ記号 (#) を削除 ) し て、 必要に応じ て値

を編集し ます。

• ( フ ァ イルを コ ピーするかエデ ィ タ を使用し て ) omnirc フ ァ イルを作成

する際に、 omnirc フ ァ イルの権限を確認し て く ださい。 UNIX の場合、

権限はユーザーの umask の設定値に応じ て自動的に設定されるため、

一部のプロセスでフ ァ イルを読み取れない設定にな る場合があ り ます。

権限を手動で 644 に設定し ます。

• omnirc フ ァ イルを変更し た場合は、 omnirc フ ァ イルを変更し た Data 
Protector ク ラ イ アン ト 上の Data Protector サービ ス / デーモンを再起動す

る必要があ り ます。 UNIX の crsデーモンは必ず再起動し て く ださい。 
また、 Windows の Data Protector CRS サービ ス と Inet サービ ス を再起

動する こ と をお勧めし ます。 特に Windows については、 エン ト リ を追加

または変更し た場合や、 エン ト リ を削除 ( またはフ ァ イル名を変更 ) し

ただけの場合、 再起動は必要あ り ません。
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も頻繁に
使用される変数

も頻繁に使用される omnirc 変数を以下に示し ます。

• OB2BLKPADDING_n: 初期化の際に メ デ ィ アに書き込まれる空のブ

ロ ッ ク数を指定し ます。

• OB2DEVSLEEP: デバイ スのロー ド中、 再試行後次の再試行が行われる

までのス リ ープ時間を変更し ます。

• OB2ENCODE: バッ ク ア ッ プ仕様でバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンがどのよ

う に設定されているかに関係な く 、 ユーザーが常にデータのコー ド化を
オンにでき る よ う にし ます。

• OB2OEXECOFF: 特定のク ラ イ アン ト に対するバ ッ ク ア ッ プ仕様で定

義されている任意のオブジェ ク ト の実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を禁止ま

たは使用不可能に設定でき ます。 

• OB2INCRDIFFTIME と OB2CHECKCHANGETIME: 

OB2CHECKCHANGETIME と OB2INCRDIFFTIME 変数は、 UNIX ク ラ

イ アン ト に対し てのみ有効です。 増分バッ ク ア ッ プ中、 Disk Agent は

後のバ ッ ク ア ッ プ以後どのフ ァ イルが変更されたかを判別するため、 各
フ ァ イルの 「前回変更日時」 属性と 「前回 i ノー ド変更日時」 属性を調

べます。 しかし、 「前回変更日時」 属性は ［アクセス時刻属性を保存しな

い］ バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンが有効で、 ［バッ クア ップ時にフ ァ イルを
ロ ッ ク］ バ ッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンが無効の場合にのみ評価されます。 
この変数によ り 、 増分バ ッ ク ア ッ プでいつ 「前回 i ノー ド変更日時」 を

使用するかについて よ り 細かな制御が行えます。

OB2INCRDIFFTIME 変数は、 増分バッ ク ア ッ プに対する 「前回 i ノ ー

ド変更日時」 をチェ ッ ク し た後に強制される 「増分待ち」 期間 ( 単位 : 
分 ) を指定し ます。 Session Manager から受信する参照時刻 ( 前回のバッ

ク ア ッ プ時刻 ) に指定し た期間が加算され、 それを 「前回 i ノ ード変更

日時」 と比較する こ と で、 バッ ク ア ッ プを行 う 時刻に到達し たかが判断
されます。 この変数は、 OB2CHECKCHANGETIME 変数が 2 に設定さ

れている場合のみ有効です。

• OB2RECONNECT_ACK: Data Protector が Ack メ ッ セージを待つ時間を

定義し ます ( デフ ォル ト は 1200 秒 )。 つま り 、 OB2RECONNECT_ACK で定

義された時間 ( 単位 : 秒 ) 以内にエージ ェ ン ト が Ack メ ッ セージを受け

取ら なかった場合は、 ソ ケ ッ ト 接続は無効 とみな されます。

• OB2RECONNECT_RETRY: 以下のいずれかの間の接続が切断し た場合

に、 Data Protector が再接続を試みる までの待ち時間を定義し ます。
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— バッ ク ア ッ プ Session Manager と Disk Agent または Media Agent

デフ ォル ト は 600 秒です。 バッ ク ア ッ プ中に、 バッ ク ア ッ プ Session 
Manager と Disk Agen/Media Agent 間、 または Disk Agent と Media Agent
間の LAN/WAN 回線が、 OB2RECONNECT_RETRY で指定し た秒数以上ダ

ウ ン し てはいけません。

• OB2REXECOFF: 特定の ク ラ イ アン ト に対する任意の リ モー ト ・ セ ッ

シ ョ ンの実行前 / 実行後ス ク リ プ ト を使用不可能に設定でき ます。

• OB2SHMEM_IPCGLOBAL: このオプシ ョ ンは、 Disk Agent と Media 
Agent の両方がイ ン ス ト ールされている HP-UX 11.X ク ラ イ アン ト で、

バッ ク ア ッ プ中に以下のエ ラーが発生し た場合に備えて 1 に設定し てお

く こ と が必要です。

共有 メ モ リ  (%1!s!) の割 り 当て / 取 り 付けができ ません。 (IPC は共有 メ モ

リ ・ セグ メ ン ト を割 り 当てる こ と ができ ません。

システム ・ エラー : [13] 権限が拒否されま し た。 中止し ています。

• OB2VXDIRECT: 拡張 VxFS フ ァ イルシステムの直接読み取 り ( キ ャ ッ

シ ュ な し ) と 性能の向上を可能にし ます。

• OB2PORTRANGE: Data Protector が リ ス ン ・ ポー ト を動的に割 り 当て る

際に使用するポー ト 番号の範囲を限定するオプシ ョ ンです。 通常このオ

プシ ョ ンは、 フ ァ イ ア ウ ォール越しのセル管理を可能にする場合に設定
し ます。 フ ァ イ ア ウ ォールは別途構成する必要があ り 、 このオプシ ョ ン

で指定し たポー ト 範囲は Inet リ ス ン ・ ポー ト に影響を与えないこ と に

注意し て く ださい。

例 OB2PORTRANGE=40000-40199

上記によ り 、 ポー ト 範囲が 40000 ～ 40199 に設定されます。

• OB2PORTRANGESPEC: すべてのバイナ リ に対するポー ト 番号の範囲

を指定するオプシ ョ ンです。 これによ り 、 ポー ト 番号の範囲を よ り 細か

く 制御でき、 範囲を狭 く する こ と ができ ます。 フ ァ イ ア ウ ォールは別途

構成する必要があ り 、 こ のオプシ ョ ンで指定し たポー ト 範囲は Inet リ

ス ン ・ ポー ト に影響を与えない こ と に注意し て く だ さい。

構成例については、 「フ ァ イ ア ウ ォールのサポー ト 」 （657 ページ ) を参

照し て く だ さい。
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Data Protector GUI 用の言語の選択

Data Protector は、 複数の言語にローカ ラ イ ズ されています。 ローカ ラ イ ズ

された言語カ タ ロ グ (Data Protector GUI および メ ッ セージ ) に合わせて国際

文字を正し く 表示する ためには、 い く つかの必要条件が満た されている必
要があ り ます。

Data Protector GUI 用に選択し た言語は、 Data Protector GUI 内に示される

セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージやフ ァ イル名内の国際文字の表示にも影響を及ぼ
し ます。

選択可能な ローカ ラ イ ズ言語カ タ ロ グは、 Data Protector のイ ン ス ト ール時

に選択し た言語によ って異な り ます。 ローカ ラ イ ズ された言語カ タ ロ グを

イ ン ス ト ールし ていなければ、 既存の GUI ク ラ イ アン ト に Data Protector の

言語カ タ ロ グを追加イ ン ス ト ールする こ と も可能です。 詳しい手順につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「Data Protector のコ ンポーネ

ン ト 、 追加」 を参照し て く ださい。

Data Protector 用にイ ン ス ト ールされている言語を調べるには、 以下の手順

を実行し て く ださい。

1. コ ンテキス ト ・ リ ス ト で [ ク ラ イアン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

2. Scoping ペイ ンで、 ［ク ラ イアン ト ］ を展開し て、 イ ン ス ト ールされてい

る ク ラ イ アン ト の一覧を表示し ます。

3. GUI ク ラ イ アン ト を ク リ ッ ク し、 イ ン ス ト ールされている コ ンポーネン

ト を結果エ リ アで確認し ます。

英語版のローカ ラ イ ズ ・ カ タ ロ グは必ずイ ン ス ト ールされます。 これは、
Data Protector GUI のデフ ォル ト 言語です。

必要条件 以下の必要条件が満た されている必要があ り ます。

• 必要な言語サポー ト が Data Protector GUI ク ラ イ アン ト 上にイ ン ス ト ール

されている こ と 。

• Windows システムの場合は、 ローカ ラ イ ズ された Data Protector GUI は、

適切にローカ ラ イ ズ された Windows オペレーテ ィ ング ・ システム上で

実行し なければな り ません。 た と えば、 Data Protector GUI の日本語サ

ポー ト は、 日本語版の Windows 上でしか正し く 動作でき ません。
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• UNIX システムの場合は、 フ ァ イル名のエン コード に使用する ロ ケール

内でデス ク ト ッ プ環境を開始し なければな り ません。 た と えば SJIS 環境

の場合であれば、 SJIS ロ ケール内でデス ク ト ッ プを開始し ます。

上記の必要条件が満た されている と、 Data Protector GUI は、 オペレーテ ィ

ング ・ システム上に設定されている ロ ケールに対応し た言語で開始されま
す。 た と えば Windows システム上で、 Windows コ ン ト ロール ・ パネルの [

地域と言語のオプシ ョ ン ] でフ ラ ン ス語ロ ケールを設定し ている場合には、

Data Protector GUI の言語と し て ( 可能であれば ) フ ラ ン ス語の言語カ タ ロ

グが使用されます。
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GUI 内でのファイル名エンコードの設定

Data Protector GUI でフ ァ イル名やセ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージの国際文字を正

し く 表示させるには、 特定の設定と構成が必要です。 背景 と な る情報は、
『HP OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ

さい。

必要条件 GUI システムで国際文字を正し く 表示させるには、 以下の必要条件が満た

されている必要があ り ます。

• Data Protector A.05.50 にア ッ プグ レー ドする場合には、IDB 内のフ ァ イル

名が変換されている こ と 。 詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector
イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 をご覧 く ださい。

• 選択し た文字セ ッ ト に対し て適切な ロ ケール （UNIX の場合） と フ ォ ン

ト が、 Data Protector GUI システムにイ ン ス ト ールされている こ と。 た と

えば、 欧州システム上の Windows GUI で日本語を表示させるには、 日

本語フ ォ ン ト を イ ン ス ト ールし ます。

• Data Protector GUI がイ ン ス ト ールされた UNIX システム上では、GUI を開

始する前に適切な ロ ケールを設定し て く ださ い。 「UNIX 上の Data 
Protector GUI での国際文字の適切な表示」 （653 ページ ) を参照し て く だ

さい。

Windows システムや UNIX システム上の GUI で国際文字を正し く 表示する

には、 フ ァ イルを作成し たシステムで使用されていた文字エン コード を選
択し て く だ さい。

制限事項 正しい文字エン コー ド を選択し て も、 以下の制限事項が適用されます。

• GUI で正しい文字エン コード を選択し て も、 一部の文字が正し く 表示さ

れない場合があ り ます。 その理由は、 Windows と UNIX オペレーテ ィ ン

グ ・ システムにはコード ・ ページの実装に細かな違いがあ る ためです。 
し たがって、 ク ラ イ アン ト が構成された と き と異な るプラ ッ ト フ ォーム
で Data Protector GUI が実行されている場合には、 一部の文字が正し く

マ ッ ピ ング されません。 ただし、 悪の場合で も正し く 表示されないの

は数文字だけであ り 、 バ ッ ク ア ッ プや復旧には影響あ り ません。

• 残念ながら、 UNIX 上の Data Protector GUI では、 あ る ロ ケールの下で作

成された GUI 項目の名前 （バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スやバッ ク ア ッ プ仕

様など） が、 異な る ロ ケールでは正し く 表示されない場合があ り ます。
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GUI 項目の名前が正し く 表示されていな く て も、 その項目を使用する こ

と は可能です。 た と えば、 非 ASCII 文字を使用し てバッ ク ア ッ プ ・ デ

バイ ス を構成し、 名前をつけた場合、 ASCII 文字だけを使用する ロ ケー

ルで GUI を実行する と デバイ ス名は正し く 表示されません。 しかし、

GUI でデバイ ス名が正し く 表示されていな く て も、 そのデバイ ス を使用

し てバ ッ ク ア ッ プや復旧を実行する こ と ができ ます。

UNIX 上の Data Protector GUI での国際文字の適切な表示

UNIX Data Protector GUI システムでは、 GUI におけ るエン コー ド の切 り 替

えを可能にし、 国際文字を正し く 表示させるために、 Data Protector GUI を

起動する前に （セル構成を考慮し て） 適切な ロ ケールを設定する必要があ
り ます。 

ロ ケールの設定は、 システム上でのフ ァ イルの表示やエン コード だけでな
く 、 イ ン ス ト ールされている どの言語カ タ ロ グが Data Protector GUI で使用

されるかに も影響し ます。 フ ァ イルシステム ・ ブラ ウザでバッ ク ア ッ プす

る フ ァ イルを選択する と きや、 IDB ブラ ウザで復元する フ ァ イルを選択す

る と き、 セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ内などで、 特定のフ ァ イル名関連設定が
使用されます。

エン コード については、 通常次のいずれかの方法を選択し ます。

• UTF-8 ベースのロ ケールを使用。 この場合は、 Data Protector GUI を再起

動する こ と な しに、 フ ァ イル名のエン コード を動的に切 り 替え られま
す。

• 任意のロ ケールを使用。 この場合は、 選択し た ロ ケールを使用し てフ ァ

イル名が正し く 表示されます。

ロ ケールは以下のよ う に設定する こ と をお勧めし ます。

• セル内のすべての ク ラ イ アン ト のロ ケール設定が同じであ る場合は、

UNIX 上の Data Protector GUI で も同じ ロ ケール設定を使用し ます。

• 異機種環境 （1 つのセル内に、 異な る ロ ケール設定を持つ複数のオペ

レーテ ィ ング ・ システムがあ る場合） における UNIX システム上の

Data Protector GUI では、 Data Protector GUI を起動する前に、 UTF-8 エン

コー ド を使用する ロ ケールを設定する必要があ り ます。

• 異機種環境において、 Data Protector GUI 内でエン コー ド が適切に行われ

ない場合は、 適切な ロ ケールを設定し てから GUI を再起動し て く ださ

い。
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システムにイ ン ス ト ールされているすべてのロ ケールを リ ス ト するには、
次のコマン ド を実行し ます。 locale -a 

ロ ケールはオペレーテ ィ ング ・ システムのイ ン ス ト ール中にイ ン ス ト ール
し ますが、 オペレーテ ィ ング ・ システムのイ ン ス ト ールが完了し た後で も
ロ ケールを イ ン ス ト ールでき ます。 詳細な手順は、 オペレーテ ィ ング ・ シ

ステムのマニュ アルを参照し て く ださ い。

ロ ケールを設定するには、 次のコマン ド を実行し ます。

export LANG=<locale>

ロ ケールを リ ス ト し て、 UTF-8 エン コー ド を使用する ロ ケール名を コ ピー、

ペース ト する こ と ができ ます。 ロ ケールの設定が成功し たかど う かは、 新

しい端末を開いて適切な文字が使用でき るかを確認し ます。

例 以下に、 UNIX 上で UTF-8 エン コー ド を使用する ロ ケールを設定し、 その

ロ ケールで GUI を実行する例を示し ます。

export LANG=C.utf8

xomni&

これによ り 、 UNIX 上の Data Protector GUI で文字エン コー ド の切 り 替えが

でき る よ う にな り ます。 

Data Protector GUI でのデフォルト文字コードの変更

Data Protector GUI 内でのデフ ォル ト の文字エン コード は、 以下のロ ケール

に合わせて設定されます。

• UNIX システムの場合 : デス ク ト ッ プ環境が開始された ロ ケール。

• Windows の場合 : Windows コ ン ト ロールパネルの [地域と言語のオプシ ョ

ン ] で設定された ロ ケール。

( ア ッ プグ レー ド後の )IDB 変換が完了すれば、 使用されている文字エン

コー ド に関係な く すべてのフ ァ イルのバッ ク ア ッ プ と復元が可能です。
フ ァ イル名やセ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージの国際文字を正し く 表示させるには、
Data Protector GUI で適切なエン コー ド を選択する必要があ り ます。 Data 
Protector GUI では、 デフ ォル ト で一部の文字コード が使用可能になってい

ますが、 適切な ロ ケール / 文字コー ド がシステムにイ ン ス ト ールされてい

れば、 デフ ォル ト 文字コード を他の文字コー ド で置き換え る こ と もでき ま
す。
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Windows GUI Windows GUI でデフ ォル ト 文字エン コー ド を他の文字エン コー ド に置き換

え るには、 以下の手順を実行し て く だ さい。

1. Windows の [ コン ト ロール パネル ] で、[地域と言語のオプシ ョ ン ] を ク

リ ッ ク し ます。

2. [詳細設定 ] タブを ク リ ッ ク し ます。 ［コー ドページ変換テーブル］ で、

Data Protector GUI に追加し たい文字エン コード をブラ ウズ し、 そのコー

ド を覚えます。

追加し たい文字エン コー ド に対する コードページがイ ン ス ト ールされて
いない場合は、 次の手順に進む前にイ ン ス ト ールし ます。

3. Windows のレジス ト リ ・ エデ ィ タ を開き、 次のキーをブラ ウズ し ます。 
\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView\

OmnibackII\Gui\Core

4. デフ ォル ト 文字エン コー ド は、 各レジス ト リ 文字列の下に

REG_KEY_CP<number> と い う 名前で リ ス ト されています。 置き換え る

レジス ト リ 文字列をダブルク リ ッ ク し ます。 た と えば、 Shift-JIS を他の

文字エン コー ド で置き換える場合は、 REG_KEY_CP5 レジス ト リ 文字列

をダブルク リ ッ ク し ます。

5. 文字エン コー ド のコード を[値のデータ]フ ィ ール ド に入力し ます。 この

コー ド は、 Windows の ［コー ドページ変換テーブル］ 内のコー ド と一致

し ている必要があ り ます （手順 2 参照）。 た と えば、 Data Protector GUI
に ANSI/OEM 韓国文字コー ド を追加するには、 949 と入力し ます。

6. 対応する REG_KEY_NAME_CP<number>レジス ト リ 文字列をダブルク リ ッ

ク し、 [値のデータ ] フ ィ ール ド を編集し ます。 Data Protector GUI のエ

ン コー ド ・ リ ス ト に表示させたい と お り に、 文字エン コー ド の名前を入
力し ます。

た と えば、 手順 4 で REG_KEY_CP5 レジス ト リ 文字列を変更し た場合

は、 REG_KEY_NAME_CP5 レジス ト リ 文字列を変更し て文字エン コー ド

の名前を変更し ます。

7. Data Protector GUI を再起動し て変更を有効にし ます。

UNIX GUI UNIX GUI でデフ ォル ト 文字エン コー ド を他の文字エン コード に置き換え

るには、 以下の手順を実行し て く ださ い。

1. 端末を開き、 次のプロ グ ラ ムを実行し ます。 /opt/omni/bin/xregedit
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2. 次のキーをブラ ウ ズ し ます。 
\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Hewlett-Packard\OpenView\Omn

ibackII\Gui\Core 

このキーは、 Data Protector GUI でエン コー ド の切 り 替えを 初に有効に

し た と き （すなわち、 UTF-8 エン コード を使用する ロ ケールを設定し て 
Data Protector GUI を起動し た と き） に作成されます。

3. デフ ォル ト 文字エン コー ド は、 各レジス ト リ 文字列の下に

REG_KEY_LC<number> と い う 名前で リ ス ト されています。 置き換え る

レジス ト リ 文字列をダブルク リ ッ ク し ます。 た と えば、 Shift-JIS を他の

文字エン コー ド で置き換える場合は、 REG_KEY_LC5 レジス ト リ 文字列

をダブルク リ ッ ク し ます。

4. 文字エン コー ド のコード を [値のデータ ]フ ィ ール ド に入力し ます。 この

コー ド は、 /usr/lib/nls/iconv/config.iconv フ ァ イル内のコード

と 一致し ている必要があ り ます。 た と えば、 Data Protector GUI にア ラ ビ

ア文字エン コード を追加するには、 cp864 と 入力し ます。

 システムには適切な ロ ケールがイ ン ス ト ールされている必要があ り ま

す。

5. 対応する REG_KEY_NAME_CP<number>レジス ト リ 文字列をダブルク リ ッ

ク し、 [値のデータ ] フ ィ ール ド を編集し ます。 Data Protector GUI のエ

ン コー ド ・ リ ス ト に表示させたい と お り に、 文字エン コー ド の名前を入
力し ます。

た と えば、 手順 4 で REG_KEY_LC5 レジス ト リ 文字列を変更し た場合

は、 REG_KEY_NAME_CP5 レジス ト リ 文字列を変更し て文字エン コー ド

の名前を変更し ます。

6. Data Protector GUI を再起動し て変更を有効にし ます。
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ファイアウォールのサポート

本項では、 Data Protector プロセスがフ ァ イルウ ォールを越えて通信する環

境での Data Protector の構成方法を説明し ます。

Data Protector の
通信

Data Protector プロ セスは TCP/IP 接続を使って通信を行います。 すべての

Data Protector システムは、 デフ ォル ト でポー ト 5555 の接続を受け付けま

す。 さ らに、 一部のプロ セスは動的にポー ト を割 り 当て、 そのポー ト への

他の Data Protector プロセスからの接続を受け付けます。

Data Protector プロ セスがフ ァ イ ア ウ ォールを越えて通信でき る よ う にする

ために、 Data Protector では動的に割 り 当て られるポー ト 番号の範囲を限定

でき ます。 ポー ト の範囲はシステムご と に定義されます。 特定のシステム

で、 Data Protector プロセスすべてのポー ト 範囲を定義する こ と もでき、 ま

た特定の Data Protector エージェ ン ト のポー ト 範囲だけを定義する こ と も で

き ます。

構成の仕組み ポー ト 割 り 当ての動作は、 2 つの omnirc変数 (OB2PORTRANGE と

OB2PORTRANGESPEC) で構成でき ます。 デフ ォル ト では両方の変数 と も設定

されておらず、 ポー ト はオペレーテ ィ ング ・ システムによ って動的に割 り
当て られます。

ポート番号の範囲の制限

Data Protector
プロセスすべてに適用

omnirc フ ァ イルの OB2PORTRANGE変数で、 あ る システム上の Data 
Protector プロ セスすべてのポー ト 範囲を制限でき ます。

OB2PORTRANGE=<start_port>-<end_port>

Data Protector プロ セスはこの範囲から ポー ト を選択し、 動的に割 り 当てて

使用し ます。 "start_port" から始ま るポー ト 範囲内で 初に使用可能なポー

ト から割 り 当て られます。 指定された範囲で使用可能なポー ト がない場合

はポー ト 割 り 当てが失敗し、 要求された操作は実行されません。 ポー ト 使

用の詳細は表 13-1 (659 ページ ) を参照し て く だ さい。

注記 OB2PORTRANGE変数は動的割 り 当てポー ト に対し てのみ適用されます。 デ
フ ォル ト の Data Protector ポー ト 番号 5555 の使用には影響し ません。
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Data Protector プロ セスのポー ト 範囲定義は、 Data Protector のポー ト 使用を

制限し ます。 他のアプ リ ケーシ ョ ンが この範囲から ポー ト を割 り 当て るの

を妨げる も のではあ り ません。

特定のData Protector
エージェント に適用

多 く の場合、 すべての Data Protector エージェ ン ト がフ ァ イ ア ウ ォールを越

えて通信する必要はあ り ません。 た と えば、 特定の 1 つのエージ ェ ン ト を

フ ァ イ ア ウ ォールの外側に、 他のすべてのコ ンポーネン ト をフ ァ イ ア
ウ ォールの内側にイ ン ス ト ールでき ます。 このよ う な環境では、 特定エー

ジェ ン ト のポー ト 範囲だけを制限するのが有効です。 これによ り ポー ト 範

囲を よ り 狭 く する こ と ができ、 フ ァ イ ア ウ ォールを越えてポー ト をオープ
ンする必要性が少な く な り ます。

特定のエージェ ン ト が実行されている システムでポー ト 範囲を制限するに
は、 omnirc フ ァ イルの OB2PORTRANGESPEC変数を使用し ます。

OB2PORTRANGESPEC=<AGENT>:<start_port>-<end_port>;...

すべてのエージェ ン ト はポー ト 範囲が制限されていないか
OB2PORTRANGESPEC をチェ ッ ク し ます。 エージェ ン ト に対する範囲が定義

されていれば、 動的割 り 当てポー ト はすべて この範囲から選択されます。 
"start_port" から始ま るポー ト 範囲内で 初に使用可能なポー ト から使用さ

れます。 指定された範囲で使用可能なポー ト がない場合はポー ト 割 り 当て

が失敗し、 要求された操作は実行されません。 必要なポー ト 範囲の計算方

法は、 「フ ァ イ ア ウ ォール環境での Data Protector 構成例」 （664 ページ ) を

参照し て く ださい。
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下表に、 OB2PORTRANGESPEC変数で使用でき る Data Protector エージ ェ ン ト

識別子を示し ます。 動的割 り 当て リ ス ン ・ ポー ト を使用し ていないエー

ジェ ン ト ・ プロセスはこ の表にないこ と に注意し て く ださ い。

表 13-1 エージェン ト識別子

Data Protector
コ ンポーネン ト

エージ ェ ン ト

識別子

説明 ポー ト 使用

Cell Manager BSM バ ッ ク ア ッ プ ・

セ ッ シ ョ ン ・ マ

ネージ ャ

同時実行中の BSM ご と に

1 ポー ト

RSM 復元セ ッ シ ョ ン ・

マネージ ャ

同時実行中の RSM ご と に

1 ポー ト

DBSM データベース ・

セ ッ シ ョ ン ・ マ

ネージ ャ

同時実行中の DBSM ご と に

1 ポー ト

xSM ワ イル ド カード に

一致するすべての

セ ッ シ ョ ン ・ マ

ネージ ャ

1a 同時実行中のセ ッ シ ョ ン ・

マネージ ャ ご と に +1 ポー ト

MMD メ デ ィ ア管理デー

モン

1 ポー ト

CRS セル要求サーバ ・

サービ ス

1 ポー ト

Media Agent BMA-NET バ ッ ク ア ッ プ

Media Agentb
同時実行中の Media Agent
ご と に 1 ポー ト

RMA-NET 復元 Media Agentb 同時実行中の Media Agent
ご と に 1 ポー ト

xMA-NET ワ イル ド カード に

一致するすべての

Media Agentb

同時実行中の Media Agent
ご と に 1 ポー ト

a. この追加ポー ト は、 データベース操作時 ( フ ァ イル名削除や

データベースのア ッ プグ レード など ) に必要 と な り ます。

b. BMA と RMA は、 メ イ ン ・ プロ セス と NetIO プロセス と い う 2
つのプロセス を フ ォーク し ます。 リ ス ン ・ ポー ト は BMA-NET / 
RMA-NET プロ セスによ り 割 り 当て られます。
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注記  OB2PORTRANGESPEC変数は動的割 り 当てポー ト に対し てのみ適用されま

す。 デフ ォル ト の Data Protector ポー ト 番号 5555 の使用には影響し ません。

特定の Data Protector エージェ ン ト のポー ト 範囲定義は、 そのエージェ ン ト

のポー ト 使用を制限し ます。 他のプロ セス ( アプ リ ケーシ ョ ンや Data 
Protector エージェ ン ト ) がこの範囲から ポー ト を割 り 当て るのを妨げる も

のではあ り ません。

2つの変数の同時使用 OB2PORTRANGESPEC と OB2PORTRANGE を同時に設定し た場合、

OB2PORTRANGESPEC が OB2PORTRANGE の設定を上書き し ます。

以下に例を示し ます。

OB2PORTRANGESPEC=BMA-NET:18000-18009

OB2PORTRANGE=22000-22499

上記の設定では、 Media Agent が使用するポー ト 番号は 18000 ～ 18009 に制

限され、 他のすべての Data Protector プロセスは 22000 ～ 22499 の範囲の

ポー ト 番号を使用する こ と にな り ます。

両方の変数を使用する こ と で、 特定のエージ ェ ン ト が専用のポー ト 範囲だ
けを使用する よ う に設定する と 共に (OB2PORTRANGESPEC)、 他の Data 
Protector プロ セスが この範囲のポー ト 番号を使用するのを禁止でき ます。

Data Protector におけるポートの使用法

以下の項では、 それぞれの Data Protector コ ンポーネン ト に必要なポー ト に

ついて記述し た 2 つの表を示し ます。 表 13-2 は、 それぞれの Data Protector
コ ンポーネン ト を分類し、 他のコ ンポーネン ト からの接続先と な る コ ン
ポーネン ト を示し ています。 これがフ ァ イ ア ウ ォール規則の送信先仕様を

定義し ます。 表 13-3 は同じ コ ンポーネン ト の リ ス ト ですが、 他コ ンポーネ

ン ト への接続元 と なる コ ンポーネン ト を示し ています。 これがフ ァ イ ア

ウ ォール規則の送信元ポー ト を決定し ます。
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以下の表は、 すべての Data Protector コ ンポーネン ト の リ ス ト です。 初の

2 列はプロ セス識別子 と その リ ス ン ・ ポー ト 、 後の 2 列が接続元と なれ

るすべてのプロセスです。

表 13-2

リ ス ン し ている コ ンポーネン ト 接続する コ ンポーネン ト

プロセス ポー ト プロ セス 送信元ポー ト

Cell Manager

Inet 5555 Application Agent 適用な し a

GUI/CLI 適用な し a

CRS 動的 Application Agent 適用な し a

GUI/CLI 適用な し a

MMD 動的 xSM 適用な し a

CLI (CM から ) 適用な し a

xSM 動的 GUI/CLI 適用な し a

xMAb 適用な し a

xDAb 適用な し a

Application Agent 適用な し a

Disk Agent

Inet 5555 xSM 適用な し a

xDA 接続を受け付けない

Media Agent

Inet 5555 xSM 適用な し a

xMA 接続を受け付けない

xMA-NET 動的 xDA 適用な し a

Application Agent 適用な し a

アプリケーシ ョ ン ・ ホス ト

Inet 5555 xSM 適用な し a
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フ ァ イ ア ウ ォールの構成規則を記述する際、 初の列のプロセスが 2 列目

で定義されているポー ト への 3 列目のプロセスからの新しい TCP 接続

(SYN ビ ッ ト がセ ッ ト されている ) を受け付け られる よ う にする必要があ り

ます。

さ らに、 1 列目のプロセスは、 3 列目のプロ セスへ既存の TCP 接続上で応

答 (SYN ビ ッ ト がセ ッ ト されていない ) を返せる こ と も必要です。

た と えば、 Media Agent システム上の Inet プロ セスは、 Cell Manager から

の新しい TCP 接続をポー ト 5555 で受付可能であ る必要があ り ます。 また

Media Agent は既存の TCP 接続を使って Cell Manager に応答でき る こ と も

必要です。 Media Agent が TCP 接続をオープンでき る必要はあ り ません。

以下の表は、 すべての Data Protector コ ンポーネン ト の リ ス ト です。 初の

2 列は接続元と なれるプロセスであ り 、 後の 2 列はプロ セス識別子 と そ

の リ ス ン ・ ポー ト です。 接続を開始し ないプロセスは リ ス ト されていませ

ん (Inet など )。

Application Agent 接続を受け付けない

a. 接続の送信元ポー ト は常にオペレーテ ィ ング ・ システム
によ って割 り 当て られ、 特定の範囲に限定でき ません。

b. 再接続機能が有効になっているバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ
ンのみ。 Disk Agent と Media Agent は既存の TCP 接続を使

用し て Cell Manager と 通信し ます。 この列の接続は元の

セ ッ シ ョ ンが切断された後にだけ確立されます。

表 13-2

リ ス ン し ている コ ンポーネン ト 接続する コ ンポーネン ト

プロセス ポー ト プロ セス 送信元ポー ト
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表 13-3

接続する コ ンポーネン ト リ ス ン し ている コ ンポーネン ト

プロセス ポー ト プロ セス ポー ト

Cell Manager

xSM 適用な し a xMAb 5555

適用な し a xDAb 5555

適用な し a Application 
Agentb

5555

適用な し a MMDc 動的

ユーザー ・ インターフ ェース

GUI/CLI 適用な し a CM 上の Inet 5555

適用な し a CRS 動的

適用な し a BSM 動的

適用な し a RSM 動的

適用な し a MSM 動的

適用な し a DBSM 動的

CLI (Cell Manager のみ

)
適用な し a MMD 動的

Disk Agent

xDA 適用な し a xMA-NET 動的

適用な し a xSMd 動的

Media Agent

xMA 適用な し xSMd 動的

適用な し a UMAb’ e 5555

Application Agent
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ファイアウォール環境での Data Protector 構成例

以下の項では、 4 つの異な る フ ァ イ ア ウ ォール環境での Data Protector の構

成例を示し ます。

例 1: Disk Agent と Media Agent がファイアウォールの外側にインストー

ルされおり、 他のコンポーネン トはファイアウォールの内側にインストー

ルされている場合。

Cell Manager と GUI を イ ン ト ラ ネ ッ ト 内に配置し て、 Disk Agent と Media 
Agent を非武装地帯 (DMZ) 内に配置するバ ッ ク ア ッ プ環境を構成し ます。

Application Agent 適用な し a CM 上の Inet 5555

適用な し a CRS 動的

適用な し a RSM 動的

適用な し a BSM 動的

適用な し a xMA-NET 動的

a. 接続の送信元ポー ト は常にオペレーテ ィ ング ・ システム
によ って割 り 当て られ、 特定の範囲に限定でき ません。

b. よ り 正確には、 ポー ト 5555 への接続を受け付けるのは

Inet プロセスであ り 、 その後、 要求されたエージェ ン

ト ・ プロセスが起動されます。 このエージ ェ ン ト ・ プロ

セスが接続を継承し ます。
c. Manager-of-Managers (MoM) 環境において、 CMMDB が実

行中のシステム上の MMD に対し てのみ適用されます。

d. 再接続機能が有効になっているバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ
ンのみ。

e. Utility Media Agent (UMA) への接続は、 複数のシステム間

で 1 つのラ イブラ リ を共有する と きのみ必要 と な り ます。

表 13-3

接続する コ ンポーネン ト リ ス ン し ている コ ンポーネン ト

プロセス ポー ト プロ セス ポー ト
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図 13-1 構成図

以下の 2 つの事項が、 こ の構成のポー ト 範囲の設定を決定し ます。

1. フ ァ イ ア ウ ォールを越えて通信する必要があ るプロセス を特定する た

め、 表 13-2 の Disk Agent と Media Agent を参照し ます。 する と Disk 
Agent と Media Agent は、 Session Manager からのポー ト 5555 への接続を

受け付け る必要があ る こ と がわか り ます。 し たがってフ ァ イ ア ウ ォール

の規則は以下のよ う にな り ます。

CM システムから DA システムのポー ト 5555 への接続を許可する。

CM システムから MA システムのポー ト 5555 への接続を許可する。
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また この表は、 Media Agent が Disk Agent からの接続を受け付ける必要

があ る こ と も示し ています。 しかし この 2 つのエージェ ン ト 間の通信は

フ ァ イ ア ウ ォール越しではないので、 この通信に対し てフ ァ イ ア ウ ォー
ルの規則を定義する必要はあ り ません。

2. 表 13-3 の Disk Agent と Media Agent も参照し ます。

この表は、 2 つのエージェ ン ト と も Session Manager に接続する可能性が

あ る こ と 、 および Media Agent は Utility Media Agent(UMA) に接続する

可能性があ る こ と を示し ています。 ただし、 この接続が発生するのは、

共有テープ ・ ラ イブラ リ が使用される場合か、 [切断された接続の再接

続 ] オプシ ョ ンが有効な場合だけです。 このオプシ ョ ンに詳細は 「バッ

ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン」 （302 ページ ) を参照し て く ださい。

ポート範囲の設定 フ ァ イ ア ウ ォールを通る接続はすべて固定のポー ト 番号 5555 に接続する た

め、 この環境では OB2PORTRANGE または OB2PORTRANGESPEC変数を定義

する必要はあ り ません。

制限事項 • ク ラ イ アン ト の、 フ ァ イ ア ウ ォール越しの リ モー ト ・ イ ン ス ト ールはサ

ポー ト されていません。 DMZ 内で ク ラ イ アン ト を ローカルにイ ン ス

ト ールする必要があ り ます。

• このセルでは、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 内の ク ラ イ アン ト と 同様、 DMZ 内の ク

ラ イ アン ト もバッ ク ア ッ プでき ます。 ただし、 ク ラ イ アン ト の各グルー

プは、 フ ァ イ ア ウ ォールから見て同じ側にあ る ク ラ イ アン ト 上で構成さ
れているデバイ スにバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

重要 お使いのフ ァ イ ア ウ ォールが、 イ ン ト ラ ネ ッ ト から DMZ への接続を制限

し ていない場合、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 内の ク ラ イ アン ト を DMZ 内の ク ラ イ ア

ン ト 上に構成されているデバイ スにバ ッ ク ア ッ プする こ と もでき ます。 し
かし、 この場合はバ ッ ク ア ッ プ されたデータの安全性が低下する ため、 こ
の方法はお勧めでき ません。

• DMZ 内のデバイ スに別のク ラ イ アン ト 上のロ ボテ ィ ク スが構成されて

いる場合、 この ク ラ イ アン ト も DMZ 内に存在し なければな り ません。

• この設定では、 DMZ 内のク ラ イ アン ト 上の Application Agent を使用し

て、 データベース またはアプ リ ケーシ ョ ンのバッ ク ア ッ プを行 う こ と は
でき ません。 DMZ 内の Application Agent の詳細は、 「例 4: Application 
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Agent と Media Agent がフ ァ イ ア ウ ォールの外側に イ ン ス ト ールされて

お り 、 他のコ ンポーネン ト はフ ァ イ ア ウ ォールの内側にイ ン ス ト ールさ
れている場合。」 （673 ページ ) を参照し て く ださい。

例 2: Disk Agent がファイアウォールの外側にインストールされおり、 他

のコンポーネン トはファイアウォールの内側にインストールされている場

合。

Cell Manager、 Media Agent、 GUI を イ ン ト ラ ネ ッ ト 内に配置し、 一部の

Disk Agent を DMZ 内に配置するバ ッ ク ア ッ プ環境を構成し ます。
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図 13-2 構成図

以下の 3 つの事項が、 こ の構成のポー ト 範囲の設定を決定し ます。

1. フ ァ イ ア ウ ォールを越えて通信する必要があ るプロセス を特定する た

め、 表 13-2 の Disk Agent の列を参照し ます。 する と Disk Agent は、

Session Manager からのポー ト 5555 への接続を受け付ける必要があ る こ

と がわか り ます。 し たがってフ ァ イ ア ウ ォールの規則は以下のよ う にな

り ます。

CM システムから DA システムのポー ト 5555 への接続を許可する。

2. 表 13-3 の Disk Agent も参照し ます。 Disk Agent は Media Agent の動的割 り
第 13 章668



Data Protector 環境のカスタマイズ

ファイアウォールのサポート
当てポー ト に接続する こ と がわか り ます。 一般的には Disk Agent と

Media Agent 間の通信のためにフ ァ イ ア ウ ォールをオープンする こ と は

し た く ないため、 Media Agent に割 り 当て る こ と ができ る リ ス ン ・ ポー

ト の範囲を制限する必要があ り ます。

表 13-1 を参照し て Media Agent のポー ト 使用を確認し ます。 Media Agent
は、 実行中の Media Agent ご と に 1 ポー ト を必要と し ます。 た と えば、

接続されている テープ ・ ド ラ イブが 4 台あ る と すれば、 4 つの Media 
Agent が同時に実行される可能性があ り ます。 し たがって、 低 4 ポー

ト を使用可能にする こ と が必要です。 しかし他のプロセス も こ の範囲の

ポー ト を割 り 当て る可能性があ る ため、 MA システム上では 10 ポー ト

程度の範囲を指定する必要があ り ます。

OB2PORTRANGESPEC=xMA-NET:18000-18009

し たがって、 Media Agent の通信に関する フ ァ イ ア ウ ォールの規則は以

下のよ う にな り ます。

DAシステムから MAシステムのポー ト 18000～18009への接続を許可

する。

注記 この規則では、 DMZ から イ ン ト ラネ ッ ト への通信を許可し てお り 、 セキ ュ

リ テ ィ 上の リ ス ク を秘めています。

3. 表 13-3 は、[ 切断された接続の再接続 ] オプシ ョ ンが有効になっている

場合には、 Disk Agent が Session Manager(BSM/RSM) に接続する必要が

あ る こ と も示し ています。 上記 と同様、 CM システム上で必要なポー ト

範囲を指定し ます。

OB2PORTRANGESPEC=xSM:20100-20199

注記 フ ァ イ ア ウ ォール越しの通信を行 う Session Manager だけでな く 、 すべての

Session Manager が この範囲から ポー ト を割 り 当てます。

制限事項 • ク ラ イ アン ト の、 フ ァ イ ア ウ ォール越しの リ モー ト ・ イ ン ス ト ールはサ

ポー ト されていません。 DMZ 内で ク ラ イ アン ト を ローカルにイ ン ス

ト ールする必要があ り ます。
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• この設定では、 DMZ 内のク ラ イ アン ト 上の Application Agent を使用し

て、 データベース またはアプ リ ケーシ ョ ンのバッ ク ア ッ プを行 う こ と は
でき ません。 DMZ 内の Application Agent の詳細は、 「例 4: Application 
Agent と Media Agent がフ ァ イ ア ウ ォールの外側に イ ン ス ト ールされて

お り 、 他のコ ンポーネン ト はフ ァ イ ア ウ ォールの内側にイ ン ス ト ールさ
れている場合。」 （673 ページ ) を参照し て く ださい。

例 3: GUI がファイアウォールの内側にインストールされおり、 他のコン

ポーネン トはファイアウォールの外側にインストールされている場合。

セル全体を DMZ 内に配置し て、 グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェー

スだけを イ ン ト ラ ネ ッ ト 内に配置するバッ ク ア ッ プ環境を構成し ます。
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図 13-3 構成図

以下の 3 つの事項が、 こ の構成のポー ト 範囲の設定を決定し ます。

1. 表 13-2 と 表 13-3 は、GUI は接続を受け付けないこ と を示し ています。 た
だし、 Cell Manager 上の以下のプロ セスに接続する必要があ り ます。

表 13-4

プロセス ポー ト

Inet 5555
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し たがって、 Inet リ ス ン ・ ポー ト への接続に関する フ ァ イ ア ウ ォール

の規則は以下のよ う にな り ます。

GUI システムから CM システムのポー ト 5555 への接続を許可する。

2. 表 13-1 は、 CRS に必要なのは 1 ポー ト だけであ る こ と を示し ています。 
しかし他のプロセス も こ の範囲のポー ト を割 り 当て る可能性があ る た
め、 CM システム上では 5 ポー ト 程度の範囲を指定する必要があ り ま

す。 このポー ト 範囲の定義は以下のよ う にな り ます。

OB2PORTRANGESPEC=CRS:20000-20004

この結果、 CRS プロセスへの接続に関する フ ァ イ ア ウ ォールの規則は

以下のよ う にな り ます。

GUIシステムから CMシステムのポー ト 20000～20004への接続を許可

する。

3. Session Manager については、 状況が複雑です。 すべての Session Manager
は 1 ポー ト のみ必要 と し ます。 しかし、 Session Manager(BSM、 RSM、

MSM、 DBSM) の数はバ ッ ク ア ッ プ環境によ り 大き く 変わ り ます。 低

限必要なポー ト 数は以下の公式で見積も る こ と ができ ます。

Cell Manager 上の

ポート範囲の設定

た と えば、 25 のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン と 5 つの復元セ ッ シ ョ ンが

実行中で、 2 つの GUI がオープン されている場合、 低 32 ポー ト が使

用可能であ る必要があ り ます。 しかし他のプロセス も こ の範囲のポー ト

CRS 動的

BSM 動的

RSM 動的

MSM 動的

DBSM 動的

表 13-4

プロセス ポー ト

NoOfPorts NoOfConcurrentSessions NoOfConnectingGUIs+=
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を割 り 当て る可能性があ る ため、 CM システム上では 100 ポー ト 程度の

範囲を指定する必要があ り ます。 このポー ト 範囲の定義は以下のよ う に

な り ます。

OB2PORTRANGESPEC=xSM:20100-20199

または

OB2PORTRANGESPEC=BSM:20100-20139;RSM:20140-20149;DBSM:201
50-20199

制限事項 この構成では、 リ モー ト ・ イ ン ス ト ールやデータベース / アプ リ ケーシ ョ

ンのオン ラ イ ン ・ バ ッ ク ア ッ プなど、 Data Protector のほ と んどの機能が使

用可能です。

• メ デ ィ ア集中管理またはラ イセン ス集中管理を使用する場合で、 MoM
セルがフ ァ イ ア ウ ォールの内側にあ る場合、 このセルを MoM 環境に所

属させる こ と はでき ません。

• バッ ク ア ッ プ ・ ク ラ イ アン ト はすべて DMZ 内にあ る必要があ り ます。 
GUI ク ラ イ アン ト は、 DMZ 内の Media Agent でバ ッ ク ア ッ プでき ませ

ん。 GUI はイ ン ト ラネ ッ ト 内の他のセルの メ ンバーから実行する こ と も

でき ます ( 両方のセルが同じ Inet リ ス ン ・ ポー ト を使用し ている場合

)。

例 4: Application Agent と Media Agent がファイアウォールの外側に

インストールされており、 他のコンポーネン トはファイアウォールの内側

にインストールされている場合。

Cell Manager と GUI を イ ン ト ラ ネ ッ ト 内に配置し て、 一部の Application 
Agent(SAP R/3, Oracle など ) と Media Agent を DMZ 内に配置するバッ ク

ア ッ プ環境を構成し ます。
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図 13-4 構成図

以下の 3 つの事項が、 こ の構成のポー ト 範囲の設定を決定し ます。

1. 表 13-2 は、Application Agent が Cell Manager 上の以下のプロセスに接続す

る こ と を示し ています。

表 13-5

プロセス ポー ト

Inet 5555
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こ こ で、 Application Agent は Media Agent にも接続し ますが、 この接続

はフ ァ イ ア ウ ォール越しではないため、 ポー ト 範囲を定義する必要はあ
り ません。

し たがって、 Inet リ ス ン ・ ポー ト への接続に関する フ ァ イ ア ウ ォール

の規則は以下のよ う にな り ます。

Application Agent システムから CM システムのポー ト 5555への接続を

許可する。

注記 この規則では、 DMZ から イ ン ト ラネ ッ ト への通信を許可し てお り 、 セキ ュ

リ テ ィ 上の リ ス ク を秘めています。

2. 表 13-1 は、 CRS に必要なのは 1 ポー ト だけであ る こ と を示し ています。 
しかし他のプロセス も こ の範囲のポー ト を割 り 当て る可能性があ る た
め、 CM システム上では 5 ポー ト 程度の範囲を指定する必要があ り ま

す。 このポー ト 範囲の定義は以下のよ う にな り ます。

OB2PORTRANGESPEC=CRS:20000-20004

この結果、 CRS プロセスへの接続に関する フ ァ イ ア ウ ォールの規則は

以下のよ う にな り ます。

Application Agent システムから CM システムのポー ト 20000～20004へ

の接続を許可する。

3. バッ ク ア ッ プ Session Manager と 復元 Session Manager については、状況が

複雑です。 各バッ ク ア ッ プおよび復元セ ッ シ ョ ンは 1 つの Session 
Manager によ り 開始され、 すべての Session Manager は 1 ポー ト のみ必

CRS 動的

RSM 動的

BSM 動的

DBSM 動的

xMA-NET 動的

表 13-5

プロセス ポー ト
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要 と し ます。 さ らに、 Application Agent がい く つかの DBSM を起動する

可能性も あ り ます。 Microsoft Exchange、 Microsoft SQL、 Lotus 
NOtes/Domino Server 用統合ソ フ ト ウ ェ アでは 1 つの DBSM が起動され

ます。 Oracle、 SAP R/3 用統合ソ フ ト ウ ェアでは 「同時処理数 +1」 の

DBSM が起動されます。 CM システム上で、 Session Manager に対する

ポー ト 範囲を OB2PORTRANGESPEC 変数に追加する必要があ り ます。

Cell Manager 上の

ポート範囲の設定

OB2PORTRANGESPEC=CRS:20000-20004;xSM:20100-20199

この結果、 Session Manager への接続に関する フ ァ イ ア ウ ォールの規則は

以下のよ う にな り ます。

Application Agent システムから CM システムのポー ト 20100～20199へ

の接続を許可する。

制限事項 • ク ラ イ アン ト の、 フ ァ イ ア ウ ォール越しの リ モー ト ・ イ ン ス ト ールはサ

ポー ト されていません。 DMZ 内で ク ラ イ アン ト を ローカルにイ ン ス

ト ールする必要があ り ます。

• このセルでは、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 内の ク ラ イ アン ト と 同様、 DMZ 内の ク

ラ イ アン ト もバッ ク ア ッ プでき ます。 ただし、 ク ラ イ アン ト の各グルー

プは、 フ ァ イ ア ウ ォールから見て同じ側にあ る ク ラ イ アン ト 上で構成さ
れているデバイ スにバッ ク ア ッ プする必要があ り ます。

重要 お使いのフ ァ イ ア ウ ォールが、 イ ン ト ラ ネ ッ ト から DMZ への接続を制限

し ていない場合、 イ ン ト ラ ネ ッ ト 内の ク ラ イ アン ト を DMZ 内の ク ラ イ ア

ン ト 上に構成されているデバイ スにバ ッ ク ア ッ プする こ と もでき ます。 し
かし、 この場合はバ ッ ク ア ッ プ されたデータの安全性が低下する ため、 こ
の方法はお勧めでき ません。

• DMZ 内のデバイ スに別のク ラ イ アン ト 上のロ ボテ ィ ク スが構成されて

いる場合、 この ク ラ イ アン ト も DMZ 内に存在し なければな り ません。
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本章の概略

Data Protector で問題が発生し た場合は、 本章で説明する解決方法に従って、

元の状態に復帰させて く ださい。 以下の内容について説明し ます。

「当社サポー ト ・ サービ スへご連絡いただ く 前に」 （680 ページ )

「Data Protector ロ グ ・ フ ァ イル」 （681 ページ )

「デバッ グ」 （684 ページ )

「HP カ ス タ マー ・ サポー ト ・ サービ スに送付するデータの収集」 （691
ページ )

「HP カ ス タ マー ・ サポー ト ・ サービ スに送付するデータ収集の例」 （698
ページ )

「 ト ラブルシ ューテ ィ ング ・ メ ッ セージのブラ ウズ」 （700 ページ )

「オン ラ イ ン ・ ト ラブルシ ューテ ィ ングにア ク セスでき ない場合」 （701
ページ )

「一般的な問題の説明」 （703 ページ )

「ネ ッ ト ワーキング と 通信の ト ラブルシ ューテ ィ ング」 （704 ページ )

「Data Protector サービ ス とデーモンの ト ラブルシューテ ィ ング」 （710
ページ )

「デバイ ス と メ デ ィ アの ト ラブルシ ューテ ィ ング」 （716 ページ )

「バ ッ ク ア ッ プ / 復元セ ッ シ ョ ンの ト ラブルシ ューテ ィ ング」（724 ページ
)

「オブジ ェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンの ト ラブルシ ューテ ィ ング」 （738 ペー

ジ )

「Data Protector イ ン ス ト ールの ト ラブルシューテ ィ ング」 （740 ページ )

「ユーザー ・ イ ン タ フ ェースの ト ラブルシ ューテ ィ ング」 （742 ページ )

「IDB の ト ラブルシューテ ィ ング」 （745 ページ )

「Data Protector オン ラ イ ン ・ ヘルプの ト ラブルシューテ ィ ング」 （755
ページ )
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「ADIC/GRAU DAS および STK ACS ラ イブラ リ の イ ン ス ト ール と 構成に

関する ト ラブルシ ューテ ィ ング」 （763 ページ )

「Data Protector が適切に作動し ているかチェ ッ クする方法」 （757 ページ )

Data Protector の性能に関する項目の概要や ヒ ン ト については、 「性能に関す

る検討事項」 (A-8 ページ ) を参照し て く ださい。

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ( テープ ・ ド ラ イブなど ) では、 専用の Data 
Protector ラ イセン スが必要にな る場合があ り ます。 詳細は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。
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当社サポート ・ サービスへご連絡いただ く前に

お客様の問題解決を迅速に行 う ため、 HP カ ス タ マー ・ サポー ト ・ サービ ス

に問題をご報告いただ く 前に、 準備を行っていただ く 必要があ り ます。 以
下に、 お客様にし ていただき たい事前作業を示し ます。

以下のこ と を確認し て く ださい。

• 現在のバージ ョ ンの制限事項に触れていないかど う か。 Data Protector の

制限事項 と推奨事項、 Data Protector に関連する も の と し ないも のを含め

た既知の問題点については、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト

ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。

• 問題がサー ド パーテ ィ 製ソ フ ト ウ ェ アに関連し ていないかど う か。 サー

ド パーテ ィ 製ソ フ ト ウ ェ アに関連し ている場合は、 ベンダーのサポー ト
窓口に連絡し て く ださい。

• 新の Data Protector パッ チがイ ン ス ト ールされているかど う か。 パッ チ

は、 HP OpenView の Web サイ ト

（http://support.openview.hp.com/patches/patch_index.jsp） から入手でき ま

す。 OS パッ チの リ ス ト については、 『HP OpenView Storage Data Protector
ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。

• 統合バ ッ ク ア ッ プの場合、 バッ ク ア ッ プ失敗の原因がアプ リ ケーシ ョ ン

のダウ ンではない こ と 。

• デバ ッ グ ・ ロ グ または リ ド ゥ ・ ロ グ ・ フ ァ イルシステムがオーバーフ

ローし ていないこ と 。

• アプ リ ケーシ ョ ン ・ データ ・ フ ァ イルシステムがオーバーフ ローし てい

ない こ と 。

発生し た問題に関し て、 以下のデータ を収集し ます。

• セ ッ シ ョ ンの出力を含む問題の説明 ( または問題の種類によ っては、

セ ッ シ ョ ンの出力に相当する出力 )。

• Cell Manager および関係する ク ラ イ アン ト すべてに対する omnidlc コマ

ン ド の出力。 omnidlc コマン ド の詳細は 「omnidlc コマン ド」 （691 ペー

ジ ) を参照し て く ださい。
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Data Protector ログ ・ ファイル

Data Protector アプ リ ケーシ ョ ンの使用中に問題が生じ た場合、 ロ グ ・ フ ァ

イルの情報を使って問題を調べます。

ログ ・ ファイルの位置

Data Protector のロ グ ・ フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\log 

• HP-UX および Solaris システムの場合 : /var/opt/omni/logおよび 
/var/opt/omni/server/log

• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/log

• Novell NetWare の場合 : SYS:\USR\OMNI\LOG

ログ ・ ファイルの形式

ほ と んどの Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルのエン ト リ は以下の形式になって

います。

<time_stamp> <process:PID:Thread_ID> <source_file and 
branch> <Data Protector_version> <log_entry_message>

例 : 

09/06/00 16:20:04 XOMNI.11561.0 ["/src/lib/ipc/ipc.c 
/main/r31_split/10":3414] A.04.10 b325[ipc_receiveDataEx] 
buffer 102400 bytes to small to receive data 796226418 bytes 
=> ignored
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ログ ・ ファイルとその内容

下表に Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルに記録される情報を示し ます。

表 14-1 Data Protector ログ ・ フ ァイル

ログ ・ ファイル 説明

debug.log 予期し ない状況が記録されます。 ユーザーに

と って役立つも のも あ り ますが、 主に当社サ
ポー ト ・ サービ スが使用し ます。

Ob2EventLog.txt Data Protector の操作中に発生し た Data Protector
イベン ト 、 およびすべての Data Protector 通知

が記録されます。 イベン ト ・ ロ グには、 Data 
Protector イベン ト が一括し て保存されます。

inet.log Data ProtectorInet サービ スに対し て発行され

る要求が記録されます。 ク ラ イ アン ト 上で 近
行われた Data Protector の動作をチェ ッ クする

際に役立ちます。

IS_install.log リ モー ト ・ イ ン ス ト ールの ト レース結果が記録
されます。 イ ン ス ト ール ・ サーバに保存されま

す。

media.log メ デ ィ アがバッ ク ア ッ プ用に使用された り 、 初
期化またはイ ンポー ト されるたびに、 このフ ァ
イルに新しいエン ト リ が作成されます。 IDB の

復旧では、 media.log を使って、 データベー

ス をバッ ク ア ッ プし たテープや、 前回のバ ッ ク
ア ッ プ以降に使用された メ デ ィ アを検索でき ま
す。

omnisv.log Data Protector サービ スがいつ起動 / 終了された

かに関するデータが記録されます。

purge.log IDB のバッ ク グ ラ ウ ン ド での削除動作の ト レー

ス結果が記録されます。
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RDS.log IDB のロ グが記録される フ ァ イルです。 この

フ ァ イルは Cell Manager 上の以下のデ ィ レ ク ト

リ にあ り ます。

Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\db40\datafiles

\catalog

UNIX の場合 : 
/var/opt/omni/server/db40/datafiles
/catalog

sanconf.log sanconf コマン ド によ り 生成されたセ ッ シ ョ

ン ・ レポー ト が格納されています。

sm.log バ ッ ク ア ッ プ / 復元セ ッ シ ョ ンで発生し たエ

ラー ( バ ッ ク ア ッ プ仕様の解析エ ラーなど ) が

記録されます。

upgrade.log ア ッ プグレード時に作成される ロ グ ・ フ ァ イル
で、 UCP （ア ッ プグ レード ・ コ ア ・ パー ト ） お

よび UDP （ア ッ プグ レー ド詳細パー ト ） メ ッ

セージが記録されます。

OB2_Upgrade.log 
(UNIX のみ )

ア ッ プグレード時に作成される ロ グ ・ フ ァ イル
で、 ア ッ プグレー ド処理の ト レース結果が記録
されます。

sap.log、 oracle8.log、
informix.log、
sybase.log、 db2.log 

アプ リ ケーシ ョ ン固有のロ グ ・ フ ァ イルで、 ア
プ リ ケーシ ョ ン と Data Protector 間の統合ソ フ

ト ウ ェ ア呼び出しに関する ト レース結果が記録
されます。 これらのフ ァ イルはアプ リ ケーシ ョ
ン ・ サーバに保存され、 統合ソ フ ト ウ ェ アの ト
ラブルシ ューテ ィ ングに使用でき ます。

表 14-1 Data Protector ログ ・ フ ァイル

ログ ・ ファイル 説明
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デバッグ

デバ ッ グの収集が必要 と なるのは、 ユーザーが直面し た技術的な問題を当
社サポー ト ・ サービ スが解決する ために情報が必要 と なった場合だけです。
Data Protector をデバッ グ ・ モー ド で実行する と 、 デバッ グ情報が作成され、

大量のデ ィ ス ク ・ スペース を消費し ます。 Data Protector をデバ ッ グ ・ モー

ド で実行する際にどの詳細レベルを適用するか、 またどの環境条件を使用
するかについては、 当社サポー ト ・ サービ スにお問い合わせ く だ さい。

デバッグの 大サイズの制限

循環デバッグ Data Protector を、 循環デバッ グ と呼ばれる特殊なデバッ グ ・ モー ド で実行

する こ と ができ ます。 こ のモー ド では、 デバ ッ グ ・ フ ァ イルのサイ ズが事
前設定されたサイ ズ （n） に達する まで、 デバッ グ ・ メ ッ セージが追加され

ます。 事前設定されたサイ ズに達する と 、 カ ウ ン ターが リ セ ッ ト され、
も旧いデバ ッ グ ・ メ ッ セージが上書き されます。 これによ り 、 新レ コー
ド に影響を与え る こ と な く 、 ト レース ・ フ ァ イルのサイ ズを制限でき ます。 

どのような場合に
循環デバッグを
使用するか

このモード は、 セ ッ シ ョ ンの終わ り 近 く で問題が発生する場合、 または問
題発生後すぐに Data Protector が中止または終了する場合にのみ使用する こ

と をお勧めし ます。

必要なディスク ・
スペースの推定

循環デバッ グを使用する場合、 必要なデ ィ ス ク ・ スペースの推定値は以下
のよ う にな り ます。

• Media Agent ク ラ イ アン ト : バッ ク ア ッ プまたは復元で実行される Media 
Agent ご と に、 2*n[kB]

• Disk Agent ク ラ イ アン ト : バ ッ ク ア ッ プまたは復元のマウ ン ト ・ポイ ン ト

ご と に、 2*n[kB]

• Cell Manager ク ラ イ アン ト : 2*n [kB]

• 統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ ク ラ イ アン ト : 2*n[kB] * 並行数

• Inet および CRS のデバッ グでは、 それぞれの動作に対し て個別にデバ ッ

グ ・ ト レースが作成される ため、 正確な上限値を計算する こ と はでき ま
せん。
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デバッグの方法

デバ ッ グ ・ ト レース を作成するために Data Protector をデバ ッ ク ・ モー ド で

起動するには、 い く つかの方法があ り ます。 デバッ グ ・ オプシ ョ ンの詳細
は、 「デバ ッ グ構文」 （686 ページ ) を参照し て く ださい。

重要 Data Protector がデバッ グ ・ モー ド で実行されている場合、 すべての動作に

ついてデバ ッ グ情報が生成されます。 た と えば、 バ ッ ク ア ッ プ仕様をデ
バッ グ ・ モー ド で起動する と 、 このバ ッ ク ア ッ プ仕様でバ ッ ク ア ッ プ され
たすべての ク ラ イ アン ト に関するデバ ッ グ情報が Disk Agent によ って生成

されます。

Data Protector GUI を使ったデバッグ

Data Protector GUI でデバッ グ用オプシ ョ ンを設定するには、 [ フ ァ イル ]

メ ニューで、 [選択値 ] を ク リ ッ ク し、 続いて [デバッ グ ] タブを ク リ ッ

ク し ます。 デバッ グ ・ オプシ ョ ンを指定し て GUI を再起動する と、 GUI が

デバ ッ グ ・ モード で再起動されます。

ト レース構成ファイルを使用したデバッグ

デバ ッ グ ・ オプシ ョ ンを設定する別の方法は、 ト レース構成フ ァ イルを編
集する こ と です。 構成フ ァ イルは以下の場所にあ り ます。
/etc/opt/omni/server/options/trace （UNIX の場合）、 または

<Data_Protector_home>\Config\server\Options\trace （Windows
の場合）。

OB2OPTS 変数を使用したデバッグ

Data Protector 統合ソ フ ト ウ ェ ア用のデバッ グ ・ パラ メ ータは、 OB2OPTS環

境変数を使用し て設定し ます。 OB2OPTS変数の詳細は、 当社サポー ト 担当

までご連絡 く ださい。

スケジュール設定されたセッシ ョ ンのデバッグ

ス ケジュール設定されたセ ッ シ ョ ンをデバッ グするには、 ス ケジ ュール ・
フ ァ イルを編集し ます。 スケジ ュール ・ フ ァ イルは以下の場所にあ り ます。 
/etc/opt/omni/server/schedules または 
/etc/opt/omni/server/barschedules （UNIX の場合）、

<Data_Protector_home>\Config\server\Schedules または 
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<Data_Protector_home>\Config\server\BarSchedules （Windows
の場合）。 デバ ッ グ ・ パラ メ ータは、 フ ァ イルの 初の行に追加し て く だ さ
い。

注記 フ ァ イルを編集する前にコ ピーを作成し て、 デバッ グが不要になった場合
に変更を元に戻せる よ う にし てお く 必要があ り ます。

スケジュール ・
ファイル変更の例

-debug 1-99 sch.txt
-full
-only 2002
-day 14 -month Dec
-at 22:00

デバッグ構文

ほぼすべての Data Protector コマン ド は、 以下の構文を持つパラ メ ータ

-debug を使って起動でき ます。

-debug 1-99[,C:<n>][,T:<s>] <XYZ> [<host>]

上記で

1-99 はデバッ グの範囲を示し ます。 デバ ッ グ範囲は、 特に指示のない

限 り 、 1-99 と 指定し て く だ さい。

C:<n> は、 デバ ッ グ ・ フ ァ イルのサイ ズを nKB に制限し ます。 小値は

4 （4KB） で、 デフ ォル ト 値は 1024 （1MB） です。

T:<s> は、 タ イ ム ス タ ンプの分解能です。 デフ ォル ト は 1 で、 1000 が分

解能 1 ミ リ 秒、 0 がタ イ ム ス タ ンプを使用し ない こ と を意味し ます。 タ

イ ム ス タ ンプの分解能 と循環デバ ッ グのサイ ズ制限は、 範囲パラ メ ータ
の一部 と し て指定されます。

<XYZ> は、 デバッ グの接尾辞です （DBG_01.txt など）。

<host> は、 デバ ッ グ ・ モード が起動されている ホ ス ト 名の リ ス ト です。

注記 一部のプラ ッ ト フ ォーム （Novell NetWare、 MPE） では、 ミ リ 秒単位の分解

能は指定でき ません。
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Data Protector コマン ド の実行中にデバ ッ グの対象 とする システムを指定す

るには、 ホ ス ト 名の リ ス ト を使用し ます。 リ ス ト で複数のシステムを指定
する場合は半角スペースで区切 り ます。 また、 リ ス ト 全体を引用符で囲む
必要があ り ます。 ( 例 : "host1.company.com host2.company.com")

ト レース ・ ファイル名

デバ ッ グの接尾辞オプシ ョ ンを使って、 ト レース ・ フ ァ イルを以下のデ ィ
レ ク ト リ に作成し ます。

• UNIX システムの場合 : /tmp

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\tmp

• Novell NetWare の場合 : SYS:\USR\OMNI\TMP

フ ァ イル名は以下のよ う にな り ます。

OB2DBG_<did>__<Program>_<Host>_<pid>_<XYZ>

上記で

<did> （デバッ グ ID） は、 デバッ グ ・ パラ メ ータ を 初に受け付けたプ

ロセスのプロ セス ID です。 こ の ID がデバ ッ グ ・ セ ッ シ ョ ンの ID と し

て使用されます。 後続のプロセス も この ID を使用し ます。

<Program>は ト レース結果の書き込みを行 う Data Protectorプロ グ ラ ムの

コー ド名です。

<Host> は ト レース ・ フ ァ イルが作成される ホ ス ト の名前です。

<pid> はプロ セス ID です。

<XYZ> は -debug パラ メ ータで指定された接尾辞です。

バッ ク ア ッ プまたは復元セ ッ シ ョ ンの ID （<sid>） が決ま る と 、 それが

フ ァ イル名に付加されます。

OB2DBG_<did>_<sid>_<Program>_<Host>_<pid>_<XYZ>

<sid> を付加するプロセスは、 BMA/RMA、 xBDA/xRDA、 およびセ ッ シ ョ

ンによ り 起動された他のプロセスであ り 、 BSM/RSM 自体によ っては付加

されません。
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注記 セ ッ シ ョ ン ID は、 デバッ グ ・ フ ァ イルの識別に役立ちます。 他のデバ ッ

グ ・ フ ァ イルも同じセ ッ シ ョ ンに属し ている場合、 それらにも付加する必
要があ り ます。

trace.log trace.log フ ァ イルは Cell Manager 上に作成され、 デバ ッ グ ・ フ ァ イルが

ど こ に （どのホ ス ト に） 作成されたか、 どのよ う なデバッ グ接頭辞が使わ
れたか と い う 情報が保存さ ます。 このフ ァ イルには、 生成されたすべての
フ ァ イルの リ ス ト が含まれているわけではないこ と に注意し て く ださい。

OB2DBGDIR ト レース ・ フ ァ イルのデフ ォル ト の位置は、 omnirc変数の OB2DBGDIR で

システムご と に変更でき ます。 omnirc変数の詳細は、 「omnirc オプシ ョ ン

の使用」 （647 ページ ) を参照し て く だ さい。

UNIX 上の INET デバッグ

UNIX システム上で Inet をデバッ グするには、 /etc/inetd.conf フ ァ イ

ルの以下の行

1. omni stream tcp nowait root /opt/omni/lbin/inet inet -log 
/var/opt/omni/log/inet.log

を以下のよ う に変更し ます。

omni stream tcp nowait root /opt/omni/lbin/inet inet -log 
/var/opt/omni/log/inet.log -debug 1-140 SSF

2. フ ァ イルを変更、 保存し た後、 /etc/inetd -c コマン ド を実行し て変

更を適用し ます。

注記 Inetデバッ グを有効に設定し た場合は、 すべての統合ソ フ ト ウ ェ アによ っ

て ト レース ・ ロ グ ・ フ ァ イルが生成されます。

Windows 上の INET デバッグ

Windows システム上で Data Protector Inet をデバッ グするには、 Windows 
Service Control Manager を起動し、 Data Protector Inet サービ ス を次の起動パ

ラ メ ータ を使って再起動し ます。
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-debug 1-140 <POSTFIX>

注記 Inetデバッ グを有効に設定し た場合は、 すべての統合ソ フ ト ウ ェ アによ っ

て ト レース ・ ロ グ ・ フ ァ イルが生成されます。

UNIX 上の CRS デバッグ

UNIX システム上で CRS をデバッ グするには、 以下の手順を行います。

1. /opt/omni/lbin/crs -shutdown コマン ド を実行し て CRS を停止し ま

す。

2. /opt/omni/lbin/crs -debug 1-140 <POSTFIX> コマン ド を実行し

て、 CRS をデバ ッ グ ・ オプシ ョ ン付きで再起動し ます。

Windows 上の CRS デバッグ

Windows システム上で Data Protector CRS をデバッ グするには、 Windows 
Service Control Manager を起動し、 Data Protector CRS サービ ス を次の起動パ

ラ メ ータ を使って再起動し ます。

-debug 1-140 <POSTFIX> <Cell_Manager_name>

注記 実行 ト レース ・ フ ァ イルの容量は非常に大き く な る可能性があ る ため、
-debug オプシ ョ ンを使用する際は注意が必要です。

Microsoft クラスター環境での CRS デバッグ

Data Protector 共有デ ィ レ ク ト リ で、 

<Data_Protector_home>\Config\server\options\Trace フ ァ イルを

編集し ます。 以下の行を追加し ます。

ranges=1-99,110-500

postfix=DBG

select=obpkg.rc.aus.hp.com
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ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータ  GUI から、 CRS サービ ス ・ リ ソース

(OBVS_MCRS) をオフ ラ イ ンにし ます。

注意 Data Protector パッ ケージがフ ェ イルオーバーする原因 と なる ため、

Windows Service Control Manager から CRS を終了し ないで く ださい。

MC/ServiceGuard 環境での CRS デバッグ

MC/ServiceGuard 環境で Data Protector CRS をデバ ッ グするには、 以下の手

順を実行し ます。

1. /etc/opt/omni/server/options/trace フ ァ イルを開き、 コ メ ン ト を

解除し て必要なデバ ッ グ ・ オプシ ョ ンを設定し ます。 フ ァ イルを閉じ て
保存し ます。

2. /opt/omni/lbin/crs -redebugコマン ド を実行し てデバッ グ収集を開

始し ます。

デバ ッ グ収集を停止するには、 /etc/opt/omni/server/options/trace

フ ァ イルのすべてのデバ ッ グ ・ オプシ ョ ンを空白に設定し てフ ァ イルを保
存し た後、 /opt/omni/lbin/crs -redebug コマン ド を実行し ます。
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HP カスタマー ・ サポート ・ サービスに送付するデー

タの収集

Data Protector は大規模なネ ッ ト ワーク環境で動作する ため、 HP サポー ト ・

サービ スが必要 とするデータの収集が難しい場合があ り ます。 Data 
Protector には、 HP サポー ト ・ サービ スに送付する ロ グ ・ フ ァ イル、 デバッ

グ ・ フ ァ イル、 getinfo フ ァ イルの収集やパッ キングを行 う ためのツールが

備わっています。

Data Protector のデバッ グを有効する と （「デバ ッ グ」 （684 ページ ) または

「HP カ ス タ マー ・ サポー ト ・ サービ スに送付するデータ収集の例」 （698
ページ ) を参照）、 Data Protector omnidlc コマン ド で HP サポー ト ・ サービ

スが必要 とするデータ を圧縮する こ と ができ ます。 このコマン ド によ り 、
データは選択し た ク ラ イ アン ト または Cell Manager から Cell Manager また

は MoM に転送され、 自動的にパッ ク されます。

omnidlc コマン ド で、 データ を選択し て収集する こ と ができ ます。 た と え

ば、 あ る ク ラ イ アン ト のロ グ ・ フ ァ イルのみを収集し た り 、 特定の Data 
Protector セ ッ シ ョ ン中に作成されたデバ ッ グ ・ フ ァ イルのみを収集し た り

する こ と ができ ます。

omnidlc コマン ド の詳細は、 「omnidlc コマン ド」 （691 ページ ) を参照し て

く だ さい。

注記 omnidlc コマン ド で Data Protector イ ン ス ト ール実行 ト レース を収集する こ

と はでき ません。 Data Protector イ ン ス ト ール実行 ト レースの作成 ・ 収集方

法の詳細は、 HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセ

ン ス ・ ガイ ド の 「イ ン ス ト ール実行 ト レースの作成」 を参照し て く だ さい。

omnidlc コマンド

概要 omnidlc コマン ド は、 Data Protector のデバ ッ グ ・ フ ァ イル、 ロ グ ・ フ ァ イ

ル、 getinfo フ ァ イルを、 Data Protector セル （デフ ォル ト ではすべての ク ラ

イ アン ト ） または MoM 環境 （デフ ォル ト ではすべての Cell Manager） から

収集し ます。 MoM 内の Cell Manager からデータ を収集するには、 このコマ
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ン ド を MoM から実行する必要があ り ます。 MoM 環境内のク ラ イ アン ト か

らデータ を収集するには、 このコマン ド を Cell Manager から実行し なけれ

ばな り ません。

データ収集後、 以下の処理が可能です。

• Cell Manager または MoM で圧縮やパ ッ ク ができ ます。

• ク ラ イ アン ト から削除でき ます。

• 収集データに必要なデ ィ ス ク ・ スペース を表示させる こ と ができ ます。

注記 上記 3 つの う ち同時に実行でき るのは 1 つだけです。

omnidlc コマン ド で、 パ ッ ク または圧縮されたフ ァ イルをアンパ ッ ク また

は展開し た り 、 収集データの範囲を限定し た り する こ と も でき ます。

制限事項 • Data Protector のデフ ォル ト ・ デバッ グ ・ デ ィ レ ク ト リ 以外のデ ィ レ ク ト

リ に作成されたデバッグ ・ フ ァ イルを omnidlc コマン ド で収集するに

は、 そのフ ァ イルを /tmpデ ィ レ ク ト リ （UNIX の場合）、 または

<Data_Protector_home>\tmpデ ィ レ ク ト リ （Windows の場合） にコ

ピーする必要があ り ます。 このコマン ド は、 Data Protector のデフ ォル

ト ・ デバッ グ ・ デ ィ レ ク ト リ （UNIX では /tmp、 Windows では

<Data_Protector_home>\tmp） から しかデバッグ ・ フ ァ イルを収集

し ません。

• 収集フ ァ イル以外のフ ァ イルをパ ッ ケージに追加するには、 omnidlc コ

マン ド を実行する前に、 以下のいずれかのデ ィ レ ク ト リ に目的のフ ァ イ
ルを コ ピーし ます。 dlc/<client>/getinfo、 dlc/<client>/log、 ま

たは dlc/<client>/tmp。 追加でき るのはフ ァ イルだけで、 デ ィ レ ク ト

リ は追加でき ません。 上記のいずれかのデ ィ レ ク ト リ にフ ァ イルを コ

ピーし ておかなければ、 アンパ ッ ク ・ フ ェーズでパ ッ ケージをアンパッ
クする こ と ができ ません。

• このコマン ド は Cell Manager および MoM でのみ使用可能です。

• Data Protector イ ン ス ト ール実行 ト レースの収集には使用でき ません。

• Cell Manager 以外のシステムに関する Data Protector GUI デバ ッ グ ・ フ ァ

イルは、 -hosts オプシ ョ ンを使用し た場合のみ収集でき ます。 -hosts

オプシ ョ ンの詳しい説明は本項に記載されています。
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• ク ラ ス ター内のデバ ッ グ ・ フ ァ イルを収集するには、 -hosts オプシ ョ

ンを使用し、 その引数 と し て ク ラ ス ター ・ ノ ード のホ ス ト 名を指定する
必要があ り ます。 ク ラ ス ター環境で -hosts オプシ ョ ンが指定されな

かった場合、 ア ク テ ィ ブな ノ ー ド からデータが収集されます。 -hosts

オプシ ョ ンの詳しい説明は本項に記載されています。

• MA エージェ ン ト が別のク ラ イ アン ト 上で UMA プロセス を開始し た場

合、 UMA デバッ グ情報は収集されません。 この場合は、 -hosts オプ

シ ョ ン または -allhosts オプシ ョ ンを使用し て く だ さい。 ただし大規

模な環境では、 -allhosts オプシ ョ ンの使用はお勧めでき ません。

構文 以下に、 omnidlc コマン ド の構文を示し ます。

omnidlc {-session <sessionID> | -did <debugID> | -postfix 
string | -no_filter} [-allhosts | -hosts <list>] [-pack 

<filename> | -depot [<directory>] | -space | -delete_dbg] 
[-no_getinfo] [-no_logs] [-no_debugs] [-no_compress] 
[-verbose]

omnidlc -localpack [<filename>]

omnidlc -unpack [<filename>]

omnidlc -uncompress <filename>

収集データの
範囲限定

収集データの範囲を限定するには、 次に示す omnidlc コマン ド ・ オプシ ョ

ンを使用し ます。

{-session <sessionID> | -did <debugID> | -postfix string | 
-no_filter} [-allhosts | -hosts <list>] [-no_getinfo] 
[-no_logs] [-no_debugs]

以下の機能を組み合わせて収集データの範囲を制限し て く ださい。

• セル内のすべてのシステムからデータ を収集し ます （-allhost オプ

シ ョ ンを使用）。 これはデフ ォル ト の動作です。

• 選択し たシステムだけからデータ を収集し ます （-hosts <list> オプ

シ ョ ンを使用）。 <list>引数は、 ク ラ イ アン ト のホ ス ト 名 （MoM 環境

では Cell Manager のホ ス ト 名） で、 空白で区切 り ます。

• 収集データから getinfo フ ァ イル、 ロ グ ・ フ ァ イル、 デバッ グ ・ フ ァ イル

を除外でき ます （-no_getinfo、 -no_logs、 または -no_debugs オプ

シ ョ ンを使用）。
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• 特定のセ ッ シ ョ ンだけからデバ ッ グ ・ フ ァ イルを収集し ます

（-session <sessionID> オプシ ョ ンを使用）。

• 指定し たデバ ッ グ ID と 一致するデバッ グ ・ フ ァ イルを収集し ます

（-did <debugID> オプシ ョ ンを使用）。

• 指定し た接尾辞 と一致するデバ ッ グ ・ フ ァ イルを収集し ます

（-postfix <string> オプシ ョ ンを使用）。

注記 -did または -session オプシ ョ ンを使用し た場合、 Cell Manager 以外の ク

ラ イ アン ト からのデバッ グ ・ フ ァ イル、 ロ グ ・ フ ァ イル、 getinfo フ ァ イル

が収集されないこ と があ り ます。 そのよ う な場合には、 -hosts または

-allhosts オプシ ョ ンを追加し て く だ さい。 -allhosts オプシ ョ ンを使用

する と コマン ド の実行に時間がかかる こ と に注意し て く だ さい。

収集データの範囲を制限し ないためには、 -no_filter オプシ ョ ンを使用

し ます。 このオプシ ョ ンを使用し た場合は、 -allhosts または -host 

<list> オプシ ョ ンを指定する必要があ り ます。

クライアン ト上での
圧縮

次に、 デフ ォル ト では、 収集データは関係する ク ラ イ アン ト 上で圧縮され
ます。 -no_compress オプシ ョ ンで、 ク ラ イ アン ト 上での圧縮を禁止する

こ と もでき ます。 圧縮フ ァ イルには .gz と い う 拡張子が付加されます。 圧

縮フ ァ イルは、 -uncompress <filename> オプシ ョ ンで展開でき ます。

収集データの操作 圧縮済みまたは未圧縮の収集データに対し て ク ラ イ アン ト 上で実行する操
作を選択するには、 以下の omnidlc コマン ド ・ オプシ ョ ンを使用し ます。

[-pack <filename> | -depot [<directory>] | -space | 
-delete_dbg]

圧縮済みまたは未圧縮の収集データに対し ては、 以下の操作の う ちいずれ
かを実行でき ます。

• ネ ッ ト ワーク経由で Cell Manager に送信する （デフ ォル ト の動作）。 この

場合は以下のよ う な操作が可能です。

— -pack <filename> オプシ ョ ンを使用し ない場合、 収集データは現

在のデ ィ レ ク ト リ に dlc.pck フ ァ イル と し てパ ッ ク、 保存されま

す。 -pack <filename> オプシ ョ ンを使用し た場合は、 現在のデ ィ

レ ク ト リ に指定し たフ ァ イル名で （<filename>引数を フ ァ イル名
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と し て指定し た場合）、 または指定し たデ ィ レ ク ト リ に指定し たフ ァ
イル名で （<filename>引数を フルパス名 と し て指定し た場合） に

パッ ク、 保存されます。 

パッ ク されたフ ァ イルには、 関係する ク ラ イ アン ト のホ ス ト 名、 パ
ス、 （圧縮された） 収集フ ァ イルを含むデ ィ レ ク ト リ 構造が含まれて
います。

パッ ク されたフ ァ イルは、 -unpack [<filename>] オプシ ョ ンでア

ンパ ッ ク でき ます。

— 収集データ をパッ ク し ないま ま指定したデ ィ レ ク ト リ に保存し ます

（-depot [<directory>] オプシ ョ ンを使用）。 <directory> を指

定し ない と、 フ ァ イルは <Data_Protector_home>\tmp\dlcデ ィ

レ ク ト リ （Windows Cell Manager の場合）、 または /tmp/dlcデ ィ レ

ク ト リ （UNIX Cell Manager の場合） に保存されます。 <directory>
を指定し た場合は、 収集フ ァ イルは指定し たデ ィ レ ク ト リ 内の dlc

デ ィ レ ク ト リ に保存されます。 

パッ ク またはアンパ ッ ク し たフ ァ イルのデ ィ レ ク ト リ は、 以下のよ う に
生成されます。

./dlc/client_1/tmp/debug_files

./dlc/client_1/log/log_files

./dlc/client_1/getinfo/get_info.txt

./dlc/client_2/tmp/debug_files

./dlc/client_2/log/log_files

./dlc/client_2/getinfo/get_info.txt

...

• ク ラ イ アン ト 上で削除する （-delete_dbg オプシ ョ ンを使用）。 デバ ッ

グ ・ フ ァ イルだけが削除される こ と に注意し て く だ さい。 getinfo フ ァ イ

ル と ロ グ ・ フ ァ イルは削除されません。

• データの収集に必要な Cell Manager 上のデ ィ ス ク ・ スペース を表示する

（-space オプシ ョ ンを使用）。

データの
セグメン ト化

収集データがネ ッ ト ワーク経由で Cell Manager に送信される と き、 送信

フ ァ イルのサイ ズが 2GB を超えている場合、 そのフ ァ イルは圧縮前に （圧

縮し ないこ と も可能） 2GB の断片に分割された後、 Cell Manager に送信さ
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れます。 それぞれの断片のフ ァ イル名には、 元のフ ァ イル名に s001 から

s999 までが追加されます。 フ ァ イルが圧縮されていない場合、 拡張子

（.gz） は追加されません。 一方、 Cell Manager 側では、 圧縮済みまたは未

圧縮の収集フ ァ イルのサイ ズがすべて 2GB を超えている場合、 収集フ ァ イ

ルは 2GB （元のサイ ズ） のパ ッ ケージにパ ッ ク され、 フ ァ イル名には

s001 から s999 までが追加されます。

その他の操作 • 収集データが Cell Manager に送信された場合、 圧縮済みまたは未圧縮の

パックされていない収集フ ァ イル （-depot [<directory>] オプシ ョ

ンを使用し た場合） は、 -localpack [<filename>] オプシ ョ ンでパ ッ

クする こ と ができ ます。 このオプシ ョ ンは、 現在のデ ィ レ ク ト リ
(-depot オプシ ョ ンで生成された dlcデ ィ レ ク ト リ を含むデ ィ レ ク ト

リ であ る こ と ) のデ ィ レ ク ト リ 構造を <filename>引数で指定し たフ ァ

イルにパッ ク し ます。 <filename>引数を指定し なかった場合は、 現在

のデ ィ レ ク ト リ に dlc.pck フ ァ イルが作成されます。

このオプシ ョ ンは -pack <filename> オプシ ョ ン と同様の機能を持ち

ますが、 データが -depot [<directory>] オプシ ョ ンを使用し て収集

された場合のみ使用し て く ださい。

• パッ ク された収集データ をアンパ ッ クするには、 -unpack 

[<filename>] オプシ ョ ンを使用し ます。 <filename>引数を指定し な

かった場合は、 現在のデ ィ レ ク ト リ の dlc.pck フ ァ イルがアンパ ッ ク

されます。 データは常に現在のデ ィ レ ク ト リ 内の dlcデ ィ レ ク ト リ にア

ンパ ッ ク されます。 このオプシ ョ ンは、 ( 圧縮済みまたは未圧縮の ) 収

集データが Cell Manager 上で、 -pack <filename> オプシ ョ ン または

-localpack [<filename>] オプシ ョ ンのどち らかを使用し てパッ ク さ

れた場合に使用し て く だ さい。

• パッ ク されていない単一の圧縮フ ァ イルを展開するには、

-uncompress <filename> オプシ ョ ンを使用し ます。 このオプシ ョ ン

は、 パ ッ ク されたデータ を -unpack [<filename>] オプシ ョ ンでアン

パッ ク し た後で使用し て く ださい。

• 詳細出力を有効にするには、 -verbose オプシ ョ ンを指定し ます。 デ

フ ォル ト では、 詳細出力は無効になっています。

例 1. 詳細出力を有効にし て、 セル内のすべてのデバッ グ ・ フ ァ イル、 ロ グ ・

フ ァ イル、 getinfo フ ァ イルを収集 ・ 圧縮し、 それら を Cell Manager の現

在のデ ィ レ ク ト リ に “dlc.pck” フ ァ イル と し てパッ クするには、 次のコ

マン ド を実行し ます。
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omnidlc -no_filter -allhosts -verbose

2. “client1.company.com” および “client2.company.com” と い う ク ラ イ アン

ト から ロ グ ・ フ ァ イル と デバッ グ ・ フ ァ イルのみを Cell Manager の

“c:\depot” デ ィ レ ク ト リ に収集し （getinfo フ ァ イルは収集し ない）、 圧

縮もパ ッ ク も行わないよ う にするには、 次のコマン ド を実行し ます。

omnidlc -no_filter -hosts client1.company.com 

client2.company.com -depot c:\depot -no_getinfo 
-no_compress

3. “client1.company.com” と い う ク ラ イ アン ト から ロ グ ・ フ ァ イル、 デバ ッ

グ ・ フ ァ イル、 getinfo フ ァ イルを収集し、 それら を Cell Manager の

“c:\pack\pack.pck” と い う フ ァ イルに圧縮 ・ パ ッ クするには、 次のコマ

ン ド を実行し ます。

omnidlc -hosts client1.company.com -pack c:\pack\pack.pck

4. “2003/08/27-9” と い う ID を持つセ ッ シ ョ ンに関するデバ ッ グ ・ フ ァ イル

をすべて削除するには、 次のコマン ド を実行し ます。

omnidlc -session 2003/08/27-9 -delete_dbg

5. ク ラ イ アン ト “client.company.com” の “2351” と い う デバ ッ グ ID と 持つ

未圧縮デバ ッ グ ・ フ ァ イルに関し て、 Cell Manager 上で必要なデ ィ ス

ク ・ スペース を表示させるには、 次のコマン ド を実行し ます。

omnidlc -did 2351 -hosts client.company.com -space 
-no_getinfo -no_logs -no_compress

6. 現在のデ ィ レ ク ト リ (-depotオプシ ョ ンで生成された dlcデ ィ レ ク ト リ

を含むデ ィ レ ク ト リ であ る こ と ) のデ ィ レ ク ト リ 構造を、 同じデ ィ レ ク

ト リ 内の “dlc.pck” フ ァ イルにパ ッ クするには、 次のコマン ド を実行し

ます。

omnidlc -localpack

7. 現在のデ ィ レ ク ト リ 内の “dlc” デ ィ レ ク ト リ に “dlc.pck” フ ァ イルを

アンパ ッ クするには、 次のコマン ド を実行し ます。

omnidlc -unpack
第 14 章 697



ト ラブルシューテ ィ ング

HP カスタマー ・サポート ・ サービスに送付するデータ収集の例
HP カスタマー ・ サポート ・ サービスに送付するデー

タ収集の例

あ る ク ラ イ アン ト と Cell Manager に関し て、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン中

に発生し た問題についてデバッ グ ・ フ ァ イル、 ロ グ ・ フ ァ イル、 getinfo
フ ァ イルを収集するには、 以下の手順を行います。

1. 以下を行って、 エラー環境の規模をでき る限 り 縮小し ます。

• 1つまたは少数のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ だけを含むバッ ク ア ッ プ仕

様を作成し ます。

• 障害が発生し ている 1つの ク ラ イ アン ト だけをデバッ グの実行対象 と

し ます。

2. 情報用のテキス ト ・ フ ァ イルを作成し て、 以下の情報を入力し ます。

• Cell Manager、 Media Agent、 Disk Agent ク ラ イ アン ト のハード ウ ェ ア

識別名 ( 例 :  HP 9000 シ リ ーズ T-600、 Vectra XA)

• Windows Media Agent ク ラ イ アン ト 用 SCSI コ ン ト ローラ名 ( 例 : 
onboard_type/Adaptec xxx/...)

• ト ポロ ジーの情報 (omnicellinfo -cell コマン ド の出力から入手

可能 )

• devbra -dev コマン ド の出力 ( バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スに問題があ

る場合 )

3. 発生し ている技術的問題について当社サポー ト ・ サービ スに問い合わせ

た上で、 以下の情報を要求し ます。

• デバ ッ グ ・ レベル ( “1-99” など。 このコマン ド ・ オプシ ョ ンは後で

必要にな り ます )

• デバ ッ グ範囲 ( ク ラ イ アン ト のみ、 Cell Manager のみ、 すべてのシス

テム )

4. すべてのユーザー ・ イ ン タ フ ェース を終了し て、 セル内の他のすべての

バッ ク ア ッ プ動作を中止し ます。

5. CRS または Inet デバ ッ グ も同時に収集する場合は、Cell Manager 上で CRS
および Inet サービ ス をデバッ グ ・ モード で再起動する必要があ り ます
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（「デバ ッ グ」 （684 ページ ) を参照）。

6. Cell Manager 上で以下のコマン ド を実行する と、 GUI がデバ ッ グ ・ モー

ド で起動し ます。

• Windows の場合 : manager -debug 1-140 error_run.txt

• UNIX システムの場合 : xomni -debug 1-140 error_run.txt

作成される ト レース ・ フ ァ イルの名前の接尾辞には、 error_run.txt

の代わ り に、 ユーザーが希望する名前を定義でき ます。

7. Data Protector を使って問題を再現し ます。

8. すべての GUI を終了し て、 デバ ッ グ ・ モード を終了し ます。

CRS または Inet デバッ グ も同時に収集し た場合は、 Cell Manager 上の

Data Protector サービ ス をデバ ッ グ ・ オプシ ョ ンな しで再起動する必要が

あ り ます （「デバ ッ グ」 （684 ページ ) を参照）。

9. Cell Manager 上で次のコマン ド を実行し ます。

omnidlc -postfix error_run.txt 

このコマン ド によ り 、 ク ラ イ アン ト 上のロ グ ・ フ ァ イル、 getinfo フ ァ イ

ル、 デバッ グ ・ フ ァ イルが圧縮され、 error_run.txt と い う 接尾辞が

つけ られます。 それらはネ ッ ト ワーク経由で Cell Manager に送信され、

現在のデ ィ レ ク ト リ の dlc.pck と い う フ ァ イルにパ ッ ク、 保存されま

す。 詳細は 「omnidlc コマン ド」 （691 ページ ) を参照し て く だ さい。

10. パッ ク されたフ ァ イル （dlc.pck） を当社サポー ト ・ サービ ス宛に電子

メ ールで送付し て く ださい。

11. Cell Manager 上で次のコマン ド を実行し、 ク ラ イ アン ト 上に作成された

デバ ッ グ ・ フ ァ イル （error_run.txt と い う 接尾辞が付いたフ ァ イル）

を削除し ます。

omnidlc -postfix error_run.txt -delete_dbg
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ト ラブルシューテ ィ ング ・ メ ッセージのブラウズ

Data Protector は対話型のオン ラ イ ン ・ ト ラブルシ ューテ ィ ング ・ ユーテ ィ

リ テ ィ を備えてお り 、 それによ り 問題解決方法を含むエ ラー ・ メ ッ セージ
の詳細情報を得る こ と ができ ます。

Data Protector のエラー ・ メ ッ セージが表示された場合、 エ ラー番号は ク

リ ッ カブル ・ リ ン ク と し て表示されています。 エ ラーの詳細情報を見るに
はその リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 する と エ ラーに関する広範な情報を含む
エ ラー ・ メ ッ セージ ・ ダ イ ア ロ グが表示されます。 [詳細 ] を ク リ ッ クす

る と、 エ ラー ・ メ ッ セージの詳しい説明と エラーを解決または防止する た
めの適切な処置が表示されます。

エ ラー ・ メ ッ セージ ・ ダ イ ア ロ グは、 以下で構成されています。

• エラー ・ メ ッセージ : 表示される とお り のエ ラー ・ メ ッ セージ

• 説明 : エラー ・ メ ッ セージの詳しい説明

• 解決方法 : エラーを解決または防止する ための処置

図 14-1 エラー ・ メ ッセージ ・ ダイアログの例
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オンライン ・ ト ラブルシューテ ィ ングにアクセスでき

ない場合

ユーザー ・ イ ン タ フ ェースが起動でき ない場合は、 ト ラブルシ ューテ ィ ン
グ ・ フ ァ イルを使用し ます。 こ のフ ァ イルはテキス ト 形式のフ ァ イルで、
Data Protector のすべてのエ ラー ・ メ ッ セージが記述されています。 各 メ ッ

セージには以下の情報が含まれています。

• メ ッセージ : Data Protector で表示される と お り のエラー ・ メ ッ セージ

• 説明 : エ ラー ・ メ ッ セージの詳しい説明

• 解決方法 : エ ラーを解決または防止する ための処置

ト ラブルシ ューテ ィ ング ・ フ ァ イルは、 Cell Manager がイ ン ス ト ールされ

ているデ ィ レ ク ト リ 内だけにあ り ます。 フ ァ イルは以下のデ ィ レ ク ト リ に
あ り ます。

• UNIX の場合 : /opt/omni/gui/help/C/Trouble.txt 

• Windows の場合 : 
<Data_Protector_home>\help\enu\Trouble.txt 

エ ラー ・ メ ッ セージの例を以下に示し ます。

メ ッ セージ :

[12:5] 内部エラー (\"p\":num) => プロ セスが中止されま し た。

これは予期し ない状況であ り 、 本製品 と オペレーテ ィ ング ・ システム と を
取 り 巻 く 環境の組合せが原因 と考え られます。 

ご購入後のサポー ト 担当までご連絡 く ださい。

説明 :

内部エ ラーが発生し ま し た。 プロ セス を回復でき ませんでし た。 この状態
を レポー ト し た直後に、 プロセスが不正に中止し ま し た。

解決方法 :

Data Protector の販売サポー ト 代理店に連絡する前にでき るだけ多 く の

情報を収集し て く ださい。

* 製品のバージ ョ ンおよびビルド番号を控えて く ださい。

* エ ラーが発生し た際の状況を記録し ておいて く ださい。

* セ ッ シ ョ ンの出力をフ ァ イル (session.txt など ) に保存し て く ださ
第 14 章 701



ト ラブルシューテ ィ ング

オンライン ・ ト ラブルシューテ ィ ングにアクセスできない場合
い。
* エ ラー発生時に関係し ていたすべてのホ ス ト (VBDA、 BMA、 BSM などが

実行されていたホ ス ト ) の <Data_Protector_home>/log デ ィ レ ク ト リ

に保存されている ロ グ ・ フ ァ イル (*.log) を集めて く だ さい。  
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一般的な問題の説明

Data Protector で問題が発生し た場合、 以降に示す問題の種類から一番近い

ものを見つけて く ださい。

• ネ ッ ト ワーキング と 通信 ( 704 ページ )

• サービ スの起動 ( 710 ページ )

• デバイ スの使用 ( 716 ページ )

• バッ ク ア ッ プ / 復元セ ッ シ ョ ンの開始 ( 724 ページ )

• ユーザー ・ イ ン タ フ ェースの起動 ( 742 ページ )

Data Protector の機能の中には特定のラ イセン ス要件の制約を受ける も のが

あ り ます。 ラ イセン ス設定の詳細については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。
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ネッ トワーキングと通信のト ラブルシューテ ィ ング

本項では、 ネ ッ ト ワーキング と通信に関する問題について説明し ます。

• 「ホ ス ト 名の解決に関する問題」 （704 ページ )

• 「「ピアによ って接続が リ セ ッ ト されま し た。」 と い う メ ッ セージが表示

され、 ク ラ イ アン ト が異常終了する」 （707 ページ )

• 「「こ のク ラ イ アン ト は、 どのセルの メ ンバで も あ り ません。」 と い う

メ ッ セージが表示されて、 ク ラ イ アン ト が異常終了する」 （708 ページ )

• 「inet.log フ ァ イルに過剰な ロ グが記録される」 （708 ページ )

ホスト名の解決に関する問題

ホ ス ト 名の解決に関する問題は、 Data Protector 環境で も頻繁に発生する

問題です。 これは、 ホ ス ト A がホ ス ト B と 通信でき ない こ と を意味し ま

す。

以下の表に、 Data Protector のコ ンポーネン ト と 、 各コ ンポーネン ト が Data 
Protector 環境内でどのよ う に通信するかを示し ます。 ホ ス ト 間の通信と は、

表のホ ス ト A がホス ト B を完全修飾された ド メ イ ン名 (FQDN) によ って解

決する こ と を意味し ます。 ホ ス ト の解決と は、 ホ ス ト A が FQDN を解釈し

てその IP ア ド レ ス を識別する こ と を意味し ます。

表 14-2 Data Protector 構成要素の名称解決

ホスト A ホスト B

Disk Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト Media Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト

Disk Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト Cell Manager ホ ス ト

Disk Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト MoM サーバ ・ ホ ス ト

Media Agent ク ラ イ アント ・ ホスト Disk Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト

Media Agent ク ラ イ アント ・ ホスト Cell Manager ホ ス ト

Media Agent ク ラ イ アント ・ ホスト MoM サーバ ・ ホ ス ト
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DNS の名称解決に関する問題

ホ ス ト 間の DNS 名称解決をテス ト するには、 omnicheck コマン ド を使用

し ます。 こ のコマン ド の使用方法は、 『HP OpenView Storage Data Protector
イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 の 「Data Protector セル内の DNS
接続の確認」 の項、 および omnicheck の man ページを参照し て く だ さい。

以下のコマン ド を実行し ます。

omnicheck -dns

このコマン ド は、 通常の Data Protector 操作に必要なすべての DNS 接続を

確認し ます。

問題 omnicheck コマン ド を実行し た結果、 以下の応答があ り ま し た。

<client_1> connects to <client_2>, but connected system 
presents itself as <client_3>

この メ ッ セージは、 client_1 の hosts フ ァ イルが正し く 構成されていな

いか、 client_2 のホ ス ト 名が DNS 名 と一致し ていない場合に出力されま

す。

omnicheck コマン ド を実行し た結果、 以下の応答があ り ま し た。

<client_1> failed to connect to <client_2>

Cell Manager ホ ス ト Media Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト

Cell Manager ホ ス ト Disk Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト

Cell Manager ホ ス ト MoM サーバ ・ ホ ス ト

MoM サーバ ・ ホ ス ト Disk Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト

MoM サーバ ・ ホ ス ト Media Agent ク ラ イ アン ト ・ ホ ス ト

MoM サーバ ・ ホ ス ト Cell Manager ホ ス ト

表 14-2 Data Protector 構成要素の名称解決

ホスト A ホスト B
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この メ ッ セージは、 client_1 の hosts フ ァ イルが正し く 構成されていな

いか、 client_2 にア ク セスでき ない （接続されていないなど） 場合に出

力されます。

解決方法 ネ ッ ト ワーク管理者に問い合わせて く ださい。 ユーザーの環境が名称解決
の実行に対し てどのよ う に構成されているかによ って異な り ますが、 この
問題は、 お使いの DNS 構成の中で解決するか、 または以下のデ ィ レ ク ト リ

にあ る hosts フ ァ イルを編集するか、 どち らかの方法で解決する必要があ

り ます。

• Windows の場合 : <%SystemRoot%>\System32\drivers\etc

• UNIX の場合 : /etc

問題 omnicheck コマン ド を実行し た結果、 以下の応答があ り ま し た。

<client_1> cannot connect to <client_2>

これは、 パケ ッ ト は送信されたがタ イ ムア ウ ト のため受信されていない こ
と を示し ます。

解決方法 リ モー ト ・ ホ ス ト 上でネ ッ ト ワーク の問題が発生し ていないかをチェ ッ ク
し て解決し ます。

TCP/IP 設定のチェ ック

TCP/IP 構成プロセスの重要な作業に、 ホ ス ト 名解決機構のセ ッ ト ア ッ プが

あ り ます。 ネ ッ ト ワーク内の各システムは、 Cell Manager のア ド レ ス と、

Media Agent と物理 メ デ ィ ア ・ デバイ スがイ ン ス ト ールされたすべてのマシ

ンのア ド レ ス を解決でき る こ と が必要です。 また Cell Manager は、 セル内

の全システムの名前を解決でき る こ と が必要です。

解決方法 TCP/IP プロ ト コルのイ ン ス ト ール後は、 ping と ipconfig ユーテ ィ リ

テ ィ を使って、 TCP/IP 構成を検証でき ます。 詳しい手順については、 オン

ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「チェ ッ ク、 TCP/IP 設定」 を参照し て く

ださい。

HOSTS ファイルの名称解決に関する問題

解決方法 Hosts フ ァ イルの使用時に名称解決に関する問題が発生し た場合は、 以下

を行います。 
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• Windows の場合 : <%SystemRoot%>\System32\drivers\etcデ ィ レ ク ト

リ の LMHosts フ ァ イルを編集し て く だ さい。

• UNIX の場合 : /etc/hosts フ ァ イルを編集し て く だ さい。

「ピアによって接続がリセッ ト されました。」 という メ ッセージ

が表示され、 クライアン トが異常終了する

Windows では、 TCP/IP プロ ト コルのデフ ォル ト の構成パラ メ ータによ り 接

続が切断される場合があ り ます。 このよ う な状況が発生する原因 と し て、
ネ ッ ト ワーク またはコ ンピ ュータへの過大な負荷、 ネ ッ ト ワーク の信頼性
の低さ、 異なるオペレーテ ィ ング ・ システムの接続などが挙げられます。

このよ う な場合、 接続が切断され、 以下のエラーが表示されます。 
[10054] Connection reset by peer.

解決方法 TCP/IP プロ ト コルを構成し て、 再送数をデフ ォル ト の 5 から 8 に変更し ま

す。 8 よ り 大きい値を使用する こ と はお勧めでき ません。 これは、 値を 1
増やすご と にタ イ ムア ウ ト が倍にな るためです。 こ の設定は、 Data 
Protector が使用する接続だけでな く 、 すべてのネ ッ ト ワーク接続に適用さ

れる こ と に注意し て く だ さい。

Windows の場合、 この変更を まず Cell Manager に適用し ます。

UNIX Cell Manager を実行し てお り 、 上記の手順を行って も問題が解決し な

い場合は、 問題が発生し ている Windows ク ラ イ アン ト すべてに変更を適用

し ます。

1. 以下のレジス ト リ ・ キーで、 新しい DWORDパラ メ ータ

TcpMaxDataRetransmissions を追加し て、 値を 0x00000008(8) に設

定し ます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\Tcpi

p\Parameters

MaxDataRetries:(DWORD):8

注意 レジス ト リ を誤って編集する と、 システムが不安定にな り 使用でき な く な
る場合があ り ます。

2. 上記の変更を行った後、 システムを再起動し て く だ さい。
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「このクライアン トは、 どのセルのメンバでもありません。」 と

いう メ ッセージが表示されて、 クライアン トが異常終了する

ク ラ イ アン ト に対し て Data Protector 操作を実行し たが、 その ク ラ イ アン ト

上で Cell Manager 情報が見つか り ません。 次のエラーが表示されて、 操作

は失敗し ます。

このク ラ イアン ト は、 どのセルの メ ンバでもあ り ません。

解決方法 • 問題のク ラ イ アン ト がData Protector GUIの[ク ラ イアン ト ]コ ンテキス ト

に一覧表示されている場合は、 以下の操作を実行し ます。

1. [ク ラ イアン ト ]コ ンテキス ト 内で[ク ラ イアン ト ]を展開し て問題の

ク ラ イ アン ト を右ク リ ッ ク し、 [削除 ] を選択し ます。

2. [いいえ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ク ラ イアン ト ]を右ク リ ッ ク し、[ク ラ イアン ト のインポート ]を選択

し ます。

4. ク ラ イ アン ト 名を入力し て [完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

• 問題のク ラ イ アン ト がData Protector GUIの[ク ラ イアン ト ]コ ンテキス ト

に一覧表示されていない場合は、 以下の操作を実行し ます。

1. [ク ラ イアン ト ]コ ンテキス ト 内で[ク ラ イアン ト ]を右ク リ ッ ク し、[

ク ラ イアン ト のインポート ] を選択し ます。

2. ク ラ イ アン ト 名を入力し て [完了 ] を ク リ ッ ク し ます。

inet.log ファイルに過剰なログが記録される

問題 ク ラ イ アン ト が保護されていない場合に、 Cell Manager が MC/ServiceGuard
環境に構成されているか、 複数の名前または IP 番号を持っている と 、

inet.log フ ァ イルに次の種類のエン ト リ が大量に記録される可能性があ

り ます。

A request 0 came from host name.company.com which is not a 
cell manager of this client.

これは、 保護されていない ク ラ イ アン ト では、 Cell Manager のプラ イマ リ ・

ホ ス ト 名しか認識でき ない こ と が原因です。 他のホ ス ト からの要求も受け

付け られますが、 要求は inet.log フ ァ イルに記録されます。
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解決方法 ク ラ イ アン ト と Cell Manager ノ ード に保護を設定し て く ださい。 
allow_hosts フ ァ イルに記述されている ホ ス ト からの要求は、 inet.log

フ ァ イルに記録されな く な り ます。 その他のホ ス ト からの要求は拒否され

ます。

お使いの環境で、 何らかの理由によ り この対応策を と れない場合は、 ク ラ
イ アン ト に保護を設定し、 ア ク セス を許可する システムの IP ア ド レ ス範囲

に * を指定し て く ださい。 こ の場合、 ク ラ イ アン ト はすべてのシステム (
すべての IP ア ド レ ス ) からの要求を受け付け るため、 実際には保護されて

いない こ と にな り ますが、 大量のロ グが記録される状況は回避でき ます。

重要 各ク ラ イ アン ト 上の allow_hosts フ ァ イルには、 Cell Manager ノ ード が使

用する可能性があ るすべてのホ ス ト 名を記述し てお く 必要があ り ます。 こ
れによ り 、 フ ェ イルオーバーの発生時にも ク ラ イ アン ト へのア ク セスが可
能にな り ます。

ク ラ イ アン ト を誤って ロ ッ ク ア ウ ト し て し ま った場合は、 その ク ラ イ アン
ト 上の allow_hosts フ ァ イルを手動で編集でき ます。
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Data Protector サービスとデーモンのト ラブル

シューテ ィング

Data Protector サービ ス とデーモンは、 Cell Manager 上で実行されます。

サービ スが実行されているかど う かチェ ッ クするには、 omnisv -status

コマン ド を実行し ます。

Data Protector サービ スが終了し ているか、 Data Protector ターゲ ッ ト ・ ク ラ

イ アン ト 上にイ ン ス ト ールされていない と思われる場合、 まず名称解決に
関する問題が発生し ていないか確認し ます。 詳細については、 「ネ ッ ト ワー
キング と通信の ト ラブルシューテ ィ ング」 （704 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

Data Protector サービ ス とデーモンに関し て発生する可能性があ る問題は、

以下のよ う に分類でき ます。

• 「Windows 上での Data Protector サービ ス起動時の問題」 （710 ページ )

• 「Data Protector デーモンの起動に関する問題 (UNIX)」 （712 ページ )

Windows 上での Data Protector サービス起動時の問題

サービスを起動するための権限がない

以下のエ ラー ・ メ ッ セージが表示されます。

Could not start the <Service_Name> on <System_Name>.

Access is denied.

解決方法 システム管理者は、 管理対象のシステム上で このユーザーに対し てサービ
ス を起動 / 終了 / 変更する権限を設定する こ と が必要です。

<%SystemRoot%>\system32デ ィ レ ク ト リ の services.msc を管理者と し

て実行し ます。 こ の場合、 Shift キーを押し ながら こ のフ ァ イルを右ク リ ッ

ク し て、 ポ ッ プア ッ プ ・ メ ニューから ［別のユーザーと して実行］ を選択
し、 管理者のユーザー名 と パス ワード を入力し ます。
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変更されたサービス ・ アカウン トのプロパティ

サービ ス ・ アカ ウ ン ト にサービ ス を起動するための権限がない場合、 また
はサービ ス ・ アカ ウ ン ト のプロパテ ィ （パス ワード など） が変更されてい
る場合、 以下のエラー ・ メ ッ セージが表示されます。

Data Protector Inetサービスは次のエラーのため開始でき ませんでした :

ログオンに失敗したため、 サービスを開始でき ませんでした。

解決方法 1. サービ スのパラ メ ータ を変更し ます。 Windows コ ン ト ロール パネルで、

[ 管理ツール ] → [ サービ ス ] を起動し ます。

2. 上記を行って も問題が解決し ない場合は、 システム管理者に連絡し て、

適切な権限を持つアカ ウ ン ト を設定する よ う 依頼し て く だ さい。 このア
カ ウ ン ト は、 [Admin] グループの メ ンバーであ る、 またはユーザー権

限 [ サービ ス と し て ロ グオン ] が設定されている必要があ り ます。

指定したサービスが見つからない

サービ スが置かれているデ ィ レ ク ト リ は ImagePath キーに登録されていま

す。 実行可能フ ァ イルが このキーに指定されているデ ィ レ ク ト リ に存在し
ない場合は、 以下のエ ラー ・ メ ッ セージが表示されます。

Could not start the <Service_Name> on <System_Name>. The 
system can not find the file specified!

解決方法 1. Data Protector をアン イ ン ス ト ールする前に、 Cell Manager 上で、

<Data_Protector_home>\db40 と

<Data_Protector_home>\Config デ ィ レ ク ト リ を安全な場所にコ

ピーし ます。

2. <Data_Protector_home>\db40 と

<Data_Protector_home>\Config デ ィ レ ク ト リ を元の場所にコ ピー

し ます。

3. ク ラ イ アン ト または Cell Manager のどち らかに現在イ ン ス ト ールされて

いる Data Protector をアン イ ン ス ト ールし、 再度イ ン ス ト ールし ます。

これによ り 、 Data Protector が正し く ( ク リ ーンな状態で ) イ ン ス ト ールさ

れ、 すべてのバイナ リ が適切なデ ィ レ ク ト リ に配置されます。
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CRS サービスを起動すると MMD が異常終了する

Data Protector CRS サービ スが起動に失敗する と 、 mmd.exe によ り 診断ツー

ル [ ワト ソン博士 ] が起動されます。 このツールによ り データベース ・ ロ

グ ・ フ ァ イルの破損個所が分か り ます。

解決方法 1. <Data_Protector_home>\tmpデ ィ レ ク ト リ にあ るmmd.ctxフ ァ イル

を削除する と問題は解決し ます。

2. omnisv -start コマン ド を使ってサービ ス を再起動し ます。

Windows TSE Cell Manager 上で RDS が動作しない

<Data_Protector_home>\db40\datafiles\catalog\velocis.ini

フ ァ イルを変更し て、 ローカル ・ ト ラ ン スポー ト の代わ り に TCP ト ラ ン ス

ポー ト を使用し ます。

TCP Configuration の下の Enabled を yes に設定し ます。

Data Protector デーモンの起動に関する問題 (UNIX)

UNIX Cell Manager では、 以下のデーモンが実行されています。

• Data Protector CRS デーモン : /opt/omni/lbin/crs

• IDB デーモン : /opt/omni/lbin/rds

• Data Protector メ デ ィ ア管理デーモン : /opt/omni/lbin/mmd

Data Protector Inet サービ ス (/opt/omni/lbin/inet) は、 アプ リ ケー

シ ョ ンが Data Protector ポー ト ( デフ ォル ト のポー ト は 5555) へ接続し よ う

と し た場合にシステムの inet デーモンによ って起動されます。

通常、 これらのデーモンはシステムの起動時に自動的に起動し ます。

Data Protector デーモンの起動 / 終了や、 デーモンのステータ スの表示を手

動で行 う には、 Cell Manager システムへルー ト ・ ユーザーと し て ロ グ イ ン

し ます。 

デーモンの終了 Data Protector デーモンを終了するには、 /opt/omni/sbinデ ィ レ ク ト リ で

以下のコマン ド を実行し ます。

omnisv -stop
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デーモンの起動 Data Protector デーモンを起動するには、 /opt/omni/sbin で以下のコマン

ド を実行し ます。

omnisv -start

デーモンのステータ
スのチェ ッ ク

Data Protector デーモンの動作ステータ ス をチェ ッ クするには、

/opt/omni/sbinデ ィ レ ク ト リ で以下のコマン ド を実行し ます。

omnisv -status

Data Protector デーモンが起動に失敗する理由 と し て以下が考え られます。

Raima Velocis サーバ ・ デーモンを起動できなかった

/opt/omni/sbin/omnisv -start

Could not start Raima Velocis server daemon.

解決方法 詳し く は、 /var/opt/omni/server/db40/datafiles/catalog/RDS.log

を参照し て く ださい。

/var/opt/omni/server/db40デ ィ レ ク ト リ にすべての IDB フ ァ イルがあ

るか確認し て く だ さい。
/opt/omni/newconfig/var/opt/omni/server/db40 にあ る フ ァ イルの

リ ス ト と 、 /var/opt/omni/server/db40 にあ る フ ァ イルの リ ス ト と を比

較し て く だ さい。 上記のデ ィ レ ク ト リ がマウ ン ト されているか確かめて く
ださい。

Raima Velocis サーバ ・ デーモンが実行されていないように見える

Data Protector コマン ド のいずれかが以下の メ ッ セージによ って終了し た場

合、 Raima Velocis サーバ ・ デーモンが実行されていない可能性があ り ます。

[12:1166] Velocisデーモンのエラー - このデーモンは実行されていない

可能性があ り ます。

解決方法 以下のコマン ド を使って、 データベース ・ サーバが実際に実行されていな
いかど う かをチェ ッ ク し ます。 /opt/omni/sbin/omnisv -status

• データベース ・ サーバが実行されていない場合は、 以下のコマン ド を

使ってサーバを起動し ます。 /opt/omni/sbin/omnisv -start

• データベース ・ サーバが実行されている場合は、

/var/opt/omni/server/db40 デ ィ レ ク ト リ が存在し ないか、 一部
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のフ ァ イルが不足し ています。 これは、 上記のデ ィ レ ク ト リ または一部
の IDB ・ フ ァ イルが誤って削除された こ と が原因です。 IDB を復旧し ま

す。 詳し く は、 「IDB を復旧する」 （527 ページ ) を参照し て く だ さい。

Data Protector Cell Manager デーモンを起動できなかった

/opt/omni/sbin/omnisv -start

Could not start the Cell Manager daemon.

解決方法 詳細については、 /var/opt/omni/tmp/omni_start.log を参照し て く だ

さい。

以下の構成フ ァ イルが存在し ている こ と を確認し ます。

• /etc/opt/omni/server/options/global

• /etc/opt/omni/server/options/users/UserList

• /etc/opt/omni/server/options/ClassSpec

Data Protector プロセス

表 14-3 に、 実行されるプロセスの種類、 場所、 時期 (Data Protector の待機

中、 バ ッ ク ア ッ プ / 復元 / メ デ ィ ア管理セ ッ シ ョ ン実行中 ) を示し ます。 

表 14-3 実行されるプロセスの種類、 時期、 および場所

待機中 バックアップ 復元 メディア管理

Windows 
Cell Manager

rds.exe、

crs.exe、

omniinet.exe

、 bsm.exe

rds.exe、

mmd.exe、

omniinet.exe

、 mmd.exe

rds.exe、

omniinet.exe

、

mmd.exe、

crs.exe、

rsm.exe

rds.exe、

omniinet.exe

、

mmd.exe、

crs.exe、

msm.exe

UNIX 
Cell Manager

rds、 mmd、 crs rds、 mmd、

crs、 bsm

rds、 mmd、

crs、 rsm

rds、 mmd、

crs、 msm

Windows 
Disk Agent
クライアン ト

omniinet.exe omniinet.exe

、
vbda.exe

omniinet.exe

、
vrda.exe

omniinet.exe

UNIX 
Disk Agent
クライアン ト

vbda vrda
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Windows 
Media Agent
クライアン ト

omniinet.exe omniinet.exe

、
bma.exe

omniinet.exe

、
rma.exe

omniinet.exe

、
mma.exe

UNIX 
Media Agent
クライアン ト

bma rma mma

表 14-3 実行されるプロセスの種類、 時期、 および場所

待機中 バックアップ 復元 メディア管理
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デバイスと メディアのト ラブルシューテ ィ ング

本項では、 バ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス使用中に発生する以下の問題に対する
解決策を説明し ます。

• 「Windows 上でエ ク スチェ ンジ ャ制御デバイ スにア ク セスでき ない」

（716 ページ )

• 「デバイ スのオープンに関する問題」 （717 ページ )

• 「Windows 上でサポー ト されていない SCSI HBA/FC HBA の使用」 （717
ページ )

• 「ラ イブラ リ 再構成失敗時の自動復旧」 （718 ページ )

• 「 メ デ ィ ア品質統計」 （718 ページ )

• 「 メ デ ィ ア ・ ヘッ ダのサニテ ィ ・ チェ ッ ク」 （720 ページ )

• 「Data Protector A.05.50 へのア ッ プグ レー ド後にデバイ ス を使用でき な

い」 (721 ページ )

• 「デバイ スのシ リ アル番号に関する問題」 （722 ページ )

• 「その他頻繁に発生する問題」 （723 ページ )

デバイ スの SCSI ア ド レ スに関する問題の詳細については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 の付録 B を

参照し て く ださい。

Windows 上でエクスチェンジャ制御デバイスにアクセスでき

ない

Data Protector は SCSI ミ ニポー ト ・ ド ラ イバを使って、 バッ ク ア ッ プ ・ ド

ラ イブ と ラ イブラ リ を制御し ます。 他のデバイ スの ド ラ イバが同じ システ
ムにロード されている場合、 Data Protector はこれらのデバイ ス を管理でき

ない場合があ り ます。 こ の場合、 デバイ スの操作 ( メ デ ィ アのフ ォーマ ッ

ト 、またはスキ ャ ンなど ) を開始し た時点で、Cannot access exchanger 

control device と い う エ ラー ・ メ ッ セージが表示されます。
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解決方法 この場合は、 デバイ スがあ る システム上で
<Data_Protector_home>\bin\devbra -dev コマン ド を実行し て、 シ

ステム上で構成されているすべての物理デバイ ス を表示し ます。 SCSI ア ド

レ スのいずれかのステータ スが CLAIMED の場合、 その SCSI ア ド レ スは別

のデバイ ス ・ ド ラ イバが使用中です。

Windows のロ ボテ ィ ク ス ・ ド ラ イバを無効にし ます。 詳しい手順について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「ロボテ ィ ク ス ・ ド ラ イバ」 を
参照し て く ださい。

デバイスのオープンに関する問題

DDS デバイ ス を使お う と する と 、 "Cannot open device (not owner)"

と い う エ ラー ・ メ ッ セージが表示されます。

解決方法 Media Recognition System ( メ デ ィ ア認識システム ) と互換性のない メ デ ィ ア

を使用し ていないかチェ ッ ク し て く だ さい。 DDS ド ラ イブで使用する メ

デ ィ アは Media Recognition System と 互換性がなければな り ません。

Windows上でサポート されていない SCSI HBA/FC HBAの使用

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スで、 サポー ト されていない SCSI HBA/FC HBA を

使用する と、 システム ・ エ ラーが発生し ます。

問題が発生するのは、 主に複数の Media Agent が同時に SCSI デバイ スにア

ク セス し た場合、 またはデバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズによ って定義されて
いる転送データの長さが SCSI HBA/FC HBA のサポー ト するデータ長を上

回った場合です。

解決方法 この場合は、 バッ ク ア ッ プ仕様の [拡張バッ クア ップ ・ オプシ ョ ン ] で [ブ

ロ ッ ク ・ サイズ ] を変更でき ます。

サポー ト 対象の SCSI HBA/FC HBA については、『HP OpenView Storage Data 
Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。

詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「 [ デバイ

ス / メ デ ィ ア ] の拡張オプシ ョ ンを設定する」 を参照し て く ださい。
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ライブラリ再構成失敗時の自動復旧

デバイ ス ・ リ ス ト の変更後、 sanconf コマン ド で既存のラ イブラ リ 構成を

変更し よ う とする と、 構成エ ラーが報告されます。 ラ イブラ リ 構成は一部
しか作成されません。

SAN 環境内のホ ス ト の リ ス ト を再利用し、 sanconf コマン ド で再度ホ ス ト

を スキ ャ ンする こ と で、 従来のラ イブラ リ 構成を復旧でき ます。

解決方法 それ以降は、 以下の手順を行います。

1. 次のコマン ド を実行し て、 セル内のホ ス ト を ス キ ャ ン し ます。

sanconf -list_devices mySAN.txt -hostsfile hosts.txt

2. 保存し た構成フ ァ イルを使用し て ラ イブラ リ を構成し ます。 次のコマン

ド を実行し て く だ さい。

sanconf -configure mySAN.txt -library 
<LibrarySerialNumber> <LibraryName> 
[<RoboticControlHostName>] [<DeviceTypeNumber>] 
-hostsfile hosts.txt

正常動作し ていた従来のラ イブラ リ 構成が自動的に復旧されます。

その後、 sanconf コマン ド でラ イブラ リ 構成を追加、 削除、 変更する際に

何らかの理由で失敗し た場合は、 上記の手順を実行すれば正常に動作する
構成を復旧する こ と ができ ます。

メディア品質統計

この機能を使って、 メ デ ィ アに関する問題を早い段階で検出し ます。 各 メ
デ ィ アが ド ラ イブから取 り 出される前に、 Data Protector は SCSI log 

sense コマン ド を発行し て、 メ デ ィ アの読み込み / 書き込みに関する統計

情報を照会し ます。 この情報は media.log フ ァ イルに書き込まれます。

メ デ ィ ア品質統計機能はデフ ォル ト では無効になっています。 有効にする

には、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルで、 グ ローバル変数
Ob2TapeStatistics=1 を設定し ます。

グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルのパスは以下の とお り です。

• UNIX の場合 : /etc/opt/omni/server/options

• Windowsの場合: <Data_Protector_home>\Config\server\Options
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書込み操作中に メ デ ィ ア関連のエ ラーが表示された場合、 または メ デ ィ ア
が 「不良」 と マーク された場合は、 media.log フ ァ イルで メ デ ィ アのエ

ラー統計を確認でき ます。 読み込み操作中に メ デ ィ ア関連のエ ラーが表示
された場合も同じです。

Media.log フ ァ イルには以下のエ ラー統計が含まれています。

上記で、 nはエラーの数を示し ます。

パラ メ ータの値が -1 の場合は、 デバイ スがその統計パラ メ ータ をサポー

ト し ていない こ と を表し ます。 すべてのパラ メ ータの値が -1 の場合は、

テープ品質統計の処理中にエ ラーが発生し たか、 またはデバイ スが メ デ ィ
ア品質統計をサポー ト し ていない こ と を示し ます。

テープの統計結果は、 [処理したバイ ト 数の合計 ] にバイ ト 数でレポー ト さ

れますが、 これはすべてのデバイ スにあてはま るわけではあ り ません。
LTO および DDS デバイ スについては、 バイ ト ではな く 、 それぞれデータ

セ ッ ト と グループでレポー ト されます。

例 以下に、 media.log フ ァ イルの内容の例をい く つか示し ます。

• DLT/SDLTデバイ スに関する Log sense書き込みレポー ト  － 処理されたバ

イ ト 数の合計

Media ID from tape= 0fa003bd:3e00dbb4:2310:0001; Medium 
Label= DLT10; Logical drive= dlt1; Errors corrected no 
delay= 0; Errors corrected delay= 0; Total= 13639; Total 
errors corrected= 13639; Total correction algorithm 
processed= 0; Total bytes processed= 46774780560; Total 

エラー統計 説明

errsubdel=n 大幅な遅延後に修正されたエラーの数

errposdel=n あ る程度の遅延を も って修正された
エラーの数

total=n 再書き込みの合計回数

toterrcorr=n 書き込み中に修正 ・ 回復されたエラーの
合計数

totcorralgproc=n 修正アルゴ リ ズムの処理時間の合計

totb=n 書き込み処理し たバイ ト 数の合計

totuncorrerr=n 未修正のエラー （書き込み） の合計数
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uncorrected errors= 0

46774780560 バイ ト （圧縮後） のネイ テ ィ ブ ・ データが処理されま し た

（DLT8000 テープ全体）。

• LTO デバイ スに関する Log sense 書き込みレポー ト  － 処理されたデータ

セ ッ ト 数の合計 

Media ID from tape=0fa003bd:3e0057e6:05b7:0001; Medium 
Label= ULT2; Logical drive=ultrium1; Errors corrected no 
delay= 0; Errors corrected delay= 0; Total= 0;Total errors 
corrected= 0; Total correction algorithm processed= 0; Total 
bytes processed= 47246; Total uncorrected errors= 0

1 つのデータセ ッ ト のサイ ズは 404352 バイ ト です。 処理されたバイ ト 数

の合計を計算するには、 以下の公式を使用し ます。

47246 データセ ッ ト  * 404352 バイ ト  = 19104014592 バイ ト （テープ全
体を圧縮後）

• DDS デバイ スに関する Log sense 書き込みレポー ト  － 処理されたグルー

プ数の合計

Media ID from tape= 0fa0049f:3df881e9:41f3:0001; Medium 
Label= Default DDS_5; Logical drive= DDS; Errors corrected 
no delay= -1; Errors corrected delay= -1; Total= -1; Total 
errors corrected= 0; Total correction algorithm processed= 
154; Total bytes processed= 2244; Total uncorrected errors= 
0

DDS1/2: 1 グループは 126632 バイ ト です。

DDS3/4: 1 グループは 384296 バイ ト です。

処理されたバイ ト 数の合計を計算するには、 以下の公式を使用し ます。

2244 グループ * 126632 バイ ト  = 284162208 バイ ト （圧縮後） （DDS2 上
での 359 MB のバッ ク ア ッ プ )

359 MB のデータがバッ ク ア ッ プされ、 テープ上に 271 MB のネイ テ ィ

ブ ・ データが書き込まれま し た。

メディア ・ ヘッダのサニティ ・ チェ ッ ク

Data Protector は、 メ デ ィ アが ド ラ イブから取 り 出される前に メ デ ィ ア ・

ヘッ ダのサニテ ィ ・ チェ ッ ク を実行し て、 メ デ ィ ア ・ ヘッ ダを検証し ます。

メ デ ィ ア ・ ヘッ ダのサニテ ィ ・ チェ ッ クはデフ ォル ト で有効になっていま
す。 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル内の、 次の行のコ メ ン ト を解除し
てグ ローバル変数を設定でき ます :  Ob2HeaderCheck=1
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問題 メ デ ィ ア ・ ヘッ ダのサニテ ィ ・ チェ ッ ク で メ デ ィ ア ・ ヘッ ダの整合性エ
ラーが検出された場合は、 エ ラー ・ メ ッ セージが表示され、 メ デ ィ ア上の
すべてのオブジェ ク ト に失敗のマーク が付け られます。

メ デ ィ ア ・ ヘッ ダが破損し ていた場合、 その メ デ ィ ア上のすべてのオブ
ジェ ク ト に失敗のマーク が付け られ、 メ デ ィ アの状態には不良のマーク が
付け られます。

解決方法 IDB から メ デ ィ アをエ ク スポー ト し、 別の メ デ ィ アを使用し て失敗し た

セ ッ シ ョ ンを再起動し ます。

Data Protector A.05.50 へのアップグレード後にデバイスを使

用できない

問題 Data Protector A.05.50 にア ッ プグ レー ド し た後、 従来の リ リ ースでは別の種

類のデバイ ス と し て構成されていたデバイ スが使用できない。 た と えば、
9840 デバイ ス と し て構成されていた 9940 デバイ ス を使用できない、 あ る

いは、 DLT デバイ ス と し て構成されていた SuperDLT デバイ ス を使用でき

ない、 などです。 以下のエ ラーが発生し ます。

[Critical] From: BMA@ukulele.company.com "SDLT"  時間 : 
2/22/2003 5:12:34 PM
[90:43]  /dev/rmt/1m

指定された物理デバイ スの種類は無効です。 > 中止しています。

解決方法 Cell Manager の以下のデ ィ レ ク ト リ にあ る mchange コマン ド を使用し て、

手作業で これらのデバイ ス を再構成し ます。

• HP-UX の場合 : /opt/omni/sbin/utilns/HPUX 

• Solaris の場合 : /opt/omni/sbin/utilns/SOL 

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\utilns\NT 

コマンド構文 mchange -pool PoolName -newtype NewMediaClass

上記で 

PoolName は、 現在構成されているデバイ スが使用し ていて再構成が必要

な メ デ ィ ア ・ プールの名前です （Default DLT または Default T9840 など）。
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NewMediaClass は、 デバイ スに対する新しい メ デ ィ アの種類です。 例 ：

9940 デバイ スの場合は T9940、 SuperDLT デバイ スの場合は SuperDLT な

ど。

例 mchange -pool "Default DLT" -newtype "SuperDLT"

このコマン ド は、 指定し た メ デ ィ ア ・ プールを使用するすべての メ デ ィ ア、
ド ラ イブ、 ラ イブラ リ に対する メ デ ィ アの種類を変更し ます。 変更し たい
各デバイ スに対し て このコマン ド を実行し た後、 再構成したデバイ スに関
連する メ デ ィ アを、 現在の メ デ ィ ア ・ プールからそれらの メ デ ィ アに対応
する メ デ ィ ア ・ プールに移動し ます。 

た と えば、 再構成し た 9940 デバイ スに関連する メ デ ィ アを Default T9940
メ デ ィ ア ・ プールに移動し、 再構成し た SuperDLT デバイ スに関連する メ

デ ィ アを Default SuperDLT メ デ ィ ア ・ プールに移動し ます。 関連する手順

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプを参照し て く ださい。

デバイスのシリアル番号に関する問題

問題 問題があ るバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ スやロ ボテ ィ ク スに対し て何らかの操作 (
バッ ク ア ッ プ、 復元、 フ ォーマ ッ ト 、 ス キ ャ ンなど ) を実行する と、 以下

のエラーが表示されます。

デバイ ス <DeviceName> を開く こ とができ ませんでした ( シ リ アル番号が変

更されています )。

このエ ラーは、 デバイ ス ・ パスが指し ているデバイ スのシ リ アル番号が、
IDB に保存されている番号 と 異なっている こ と を示し ています。 この状況

は、 以下の場合に発生し ます。

• デバイ ス を正し く 構成し ていない場合(た と えばomniuploadコマン ド の

使用時など、 またはデバイ ス フ ァ イルの構成が正し く ない )。

• 物理デバイ ス を交換し た と きに、 対応する論理デバイ スの更新 ( 新しい

シ リ アル番号の再ロード ) を し なかった場合。

• マルチパス  デバイ ス内のパス を正し く 構成し ていない場合。

解決方法 以下の手順を実行し て く ださい。

1. Data Protector GUI で、[ デバイ ス / メ デ ィ ア ] コ ンテキス ト を選択し ます。
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2. Scopingペイ ンで[デバイ ス]を展開し て問題のデバイ ス を右ク リ ッ ク し、

[プロパテ ィ ] を ク リ ッ ク し ます。

3. 結果エ リ アで [コン ト ロール] タブを ク リ ッ ク し、[変更された SCSIア ド

レスの自動検出 ] オプシ ョ ンを有効にし ます。

4. [再読み込み]ボタ ンを ク リ ッ ク し て IDB 内のデバイ ス・シ リ アル番号を

更新し ます。

その他頻繁に発生する問題

その他頻繁に発生する問題と し てハー ド ウ ェ ア関連の問題があ り ます。

解決方法 システム とデバイ ス間の SCSI 通信 ( アダプタ、 または SCSI ケーブル と

ケーブル長など ) をチェ ッ ク し ます。 OS で提供されている tar などのコマ

ン ド を実行し て、 システム と ド ラ イブが通信し ている こ と を検証し て く だ
さい。
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バックアップ /復元セッショ ンのト ラブルシューティ ング

バッ ク ア ッ プ / 復元セ ッ シ ョ ンの実行または起動時に発生する可能性があ

る問題は、 以下のよ う に分類でき ます。

• 「フ ァ イル名またはセ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージが GUI で正常に 表示されな

い」 （725 ページ )

• 「増分バ ッ ク ア ッ プの代わ り にフル ・ バッ ク ア ッ プが実行される」 （725
ページ )

• 「予期し ないス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スのマウ ン ト 要求」 （727 ページ )

• 「予期し ないラ イブラ リ ・ デバイ スのマウ ン ト 要求」 （728 ページ )

• 「予期し ないマウ ン ト されたフ ァ イルシステムの検出」 （729 ページ )

• 「Data Protector ス ケジ ュール設定されているセ ッ シ ョ ンを  開始できな

い」 （730 ページ )

• 「Data Protector 対話型セ ッ シ ョ ンを開始でき ない」 （731 ページ )

• 「Novell NetWare Server 上でのバッ ク ア ッ プ性能が低い」 （731 ページ )

• 「Data ProtectorがNovell NetWare ク ラ イ アン ト 上での並行復元Media Agent
の起動に失敗する」 （731 ページ )

• 「バ ッ ク ア ッ プの保護期限が終了し た」 （732 ページ )

• 「アプ リ ケーシ ョ ン ・ データベース復元の ト ラブルシ ューテ ィ ング」

（732 ページ )

• 「フ ァ イル名に非 ASCII 文字が使用されている場合の問題」 （733 ページ )

• 「フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スのデ ィ ス ク に空き スペースがない」

（734 ページ )

• 「IDB 変換後、 フ ァ イルが不正なフ ァ イル名で復元される」 （734 ページ )

• 「エ ラー ・ メ ッ セージ 「接続が拒否されま し た」 が断続的に 表示され

る」 （735 ページ ).

• 「致命的エ ラーが表示されて、 TruCluster Server サーバ上のバッ ク ア ッ プ

または復元が中止される」 （735 ページ )
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• 「Cell Manager が ク ラ ス ター内に構成されている場合に、 復元に関する問

題が発生する」 （736 ページ )

• 「MoM Manager のア ッ プグ レード 後に復元処理が失敗する」（736 ページ )

ファイル名またはセッシ ョ ン ・ メ ッセージが GUI で正常に

表示されない

Data Protector GUI を使用する場合、 非 ASCII 文字を含むフ ァ イル名やセ ッ

シ ョ ン ・ メ ッ セージが正常に表示されない場合があ り ます。 これは、 GUI
でフ ァ イル名やセ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージを表示するのに、 不正な文字エン
コー ド が使用されているためです。

解決方法 これらのオブジェ ク ト を正し く 表示させるには、 Data Protector GUI で [表

示 ] メ ニ ューから [エンコード ] を選択し、 適切な符号化文字セ ッ ト を選

択し ます。 

UNIX で GUI のエン コー ド切替を有効にするには、 GUI を起動する前に、

ロ ケールを UTF-8 文字エン コード を使用する ロ ケールに設定し て く だ さ

い。

国際化に関する制限事項の表については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー
ワー ド 「国際化」 を参照し て く ださい。

増分バックアップの代わりにフル ・バックアップが実行される

増分バ ッ ク ・ ア ッ プを指定し たにもかかわらずフル ・ バッ ク ア ッ プが実行
される場合、 以下の理由が考え られます。

前回のフル ・ バッ クアップがない

オブジェ ク ト の増分バッ ク ア ッ プを実行する前に、 フル ・ バッ ク ア ッ プを
実行する こ と が必要です。 Data Protector は、 どのフ ァ イルが変更され、 増

分バ ッ ク ア ッ プに含める必要があ るかを比較するベース と し てフル ・ バ ッ
ク ア ッ プを使用し ます。 使用可能な、 保護設定されたフル ・ バッ ク ア ッ プ
がない場合は、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プが実行されます。

解決方法 フル ・ バッ ク ア ッ プの保護を設定し ます。
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説明を変更した

バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト は、 ク ラ イ アン ト 、 マウ ン ト ・ ポ イ ン ト 、 説
明によ って定義されています。 これらの値のいずれかが変更された場合、
Data Protector はそのオブジェ ク ト を新しいバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト と

みな し、 増分バッ ク ア ッ プの代わ り にフル ・ バッ ク ア ッ プを実行し ます。

解決方法 フル ・ バッ ク ア ッ プ と 増分バッ ク ア ッ プの両方に同じ説明を使用し ます。

ツリーを変更した

保護設定されたフル ・ バ ッ ク ア ッ プが既に存在し ているが、 増分バッ ク
ア ッ プ と はツ リ ーが異な る。 これには 2 つの理由が考え られます。

• 保護設定されたフル ・ バ ッ ク ア ッ プに関するバッ ク ア ッ プ仕様のツ リ ー

を変更し た。

• 同一のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対し て複数のバッ ク ア ッ プ仕様を

作成し ているが、 そのバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジ ェ ク ト に対し て異な る ツ
リ ーを指定し ている。

解決方法 同一のバッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト に対し て複数のバッ ク ア ッ プ仕様を作
成し ている場合は、 そのバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト の （自動生成された）
共通説明を変更し ます。 Data Protector はそれら を新しいオブジ ェ ク ト と み

な し、 フル ・ バッ ク ア ッ プを実行し ます。 フル ・ バ ッ ク ア ッ プの実行後は、
増分バ ッ ク ア ッ プが可能にな り ます。

バックアップ ・ オーナーが違う

バッ ク ア ッ プをプラ イベー ト ・ バ ッ ク ア ッ プ と し て実行する よ う 構成され
ている場合、 バッ ク ア ッ プを開始し たユーザーがデータのオーナーと な り
ます。 た と えば、 USER_1 がフル ・ バッ ク ア ッ プを実行し た後、 USER_2
が増分バッ ク ア ッ プを開始し よ う と する と 、 増分バ ッ ク ア ッ プではな く フ
ル ・ バ ッ ク ア ッ プが実行されます。 これは、 USER_1 のデータがプラ イ

ベー ト ・ バ ッ ク ア ッ プによ るデータで、 USER_2 が増分バッ ク ア ッ プを実

行する際のベース と し て このデータ を使用でき ないためです。

USER_1 がフル ・ バ ッ ク ア ッ プを実行し、 次に USER_2 がオブジェ ク ト コ

ピー セ ッ シ ョ ンを実行し てオ リ ジナルをエ ク スポー ト または上書き し た場

合に も、 同じ問題が発生し ます。 この場合、 フル ・ バッ ク ア ッ プ ( コ ピー )
のオーナーは USER_2 に変わる ため、 USER_1 は増分バッ ク ア ッ プを実行

でき な く な り ます。
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解決方法 [ バ ッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ] の [拡張 ] でバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの

[所有権 ] を構成し ます。 バ ッ ク ア ッ プ ・ オーナーは Admin ク ラ スのユー

ザーであ る こ と が必要です。 これによ り 、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを開
始し たユーザーが誰であって も、 このユーザーがすべてのバッ ク ア ッ プの
オーナー と な り ます。

予期しないスタンドアロン ・ デバイスのマウン ト要求

バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス内の メ デ ィ アが使用可能であ るに もかかわらず、
ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ スに対し てマウ ン ト 要求が発行された場合は、 以
下の状況が考え られます。 

デバイス内のメディアが所属するメディア ・ プールのポリシーが [ 追加不

可能 ] である

メ デ ィ アに使用可能なスペースが残っていて も、 メ デ ィ ア ・ プールのポ リ
シーが [追加不可能 ] なため、 この メ デ ィ アは使用されません。

解決方法 メ デ ィ ア ・ プールのポ リ シーを [追加可能 ] に変更し て、 メ デ ィ アがいっ

ぱいにな る までバ ッ ク ア ッ プを追加でき る よ う にし て く だ さい。

デバイス内のメディアがフォーマッ ト されておらず、 使用するメディア ・

プールのポリシーが [Strict] である

お使いのプールが メ デ ィ ア割当てポ リ シー と し て [Strict] を使用し てい

る場合、 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ アはバッ ク ア ッ プに使用されません。
フ ォーマ ッ ト された メ デ ィ アが使用でき ない場合、 Data Protector はマウ ン

ト 要求を発行し ます。 

解決方法 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ アを Data Protector が自動的にフ ォーマ ッ ト する よ

う にするには、 メ デ ィ ア ・ プールのポ リ シーを [Loose] に設定し、 グ ロー

バル変数 InitOnLoosePolicy を 1 に変更し ます。

デバイス内のメディアがフォーマッ ト されておらず、 使用するメディア ・

プールのポリシーが [Loose] である

お使いのプールが メ デ ィ ア割当てポ リ シー と し て [Loose] を使用し ている

場合、 メ デ ィ アは自動的にフ ォーマ ッ ト されません。 

解決方法 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ アを Data Protector が自動的にフ ォーマ ッ ト する よ

う にするには、 グ ローバル変数 InitOnLoosePolicy を 1 に変更し ます。
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デバイス内のメディアはフォーマッ ト されているが、 事前割当てリス トで

指定されているメディアと違っている

デバイ ス内の メ デ ィ アはフ ォーマ ッ ト されていますが、 バ ッ ク ア ッ プ仕様
の事前割当て リ ス ト で指定された メ デ ィ ア と 違っています。 また、 指定さ

れている メ デ ィ ア ・ プールのポ リ シーが [Strict] になっています。

メ デ ィ アの事前割当て リ ス ト と [Strict] ポ リ シーを併用し ている場合は、

バッ ク ア ッ プの開始時に、 事前割当て リ ス ト で指定されている メ デ ィ アが
デバイ ス内で使用可能になっていなければな り ません。 指定された メ デ ィ
アが使用不可能な場合、 マウ ン ト 要求が発行されます。 

解決方法 事前割当て リ ス ト を併用し ながら、 デバイ ス内にあ る使用可能な メ デ ィ ア
を使用するには、 メ デ ィ ア ・ プール割当てポ リ シーを [Loose] に変更し ま

す。

予期しないライブラリ ・ デバイスのマウン ト要求

ラ イブラ リ 内の メ デ ィ アが使用可能であ るに もかかわらず、 ラ イブラ リ ・
デバイ スに対し てマウ ン ト 要求が発行された場合は、 以下の状況が考え ら
れます。

ライブラリ内のメディアがフォーマッ ト されておらず、 バックアップに使

用されたメディアのメディア ・ プールのポリシーが [Strict] である

お使いのプールが メ デ ィ ア割当てポ リ シー と し て [Strict] を使用し てい

る場合、 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ アはバッ ク ア ッ プに使用されません。
フ ォーマ ッ ト された メ デ ィ アがラ イブラ リ 内で使用できない場合、 Data 
Protector はマウ ン ト 要求を発行し ます。 

解決方法 未フ ォーマ ッ ト の メ デ ィ アを Data Protector で自動的にフ ォーマ ッ ト し、 ラ

イブラ リ 内で使用可能にするには、 メ デ ィ ア割当てポ リ シーを [Loose] に

設定し ます。 メ デ ィ ア割当てポ リ シーは、 メ デ ィ ア ・ プールのプロパテ ィ
で変更でき ます。

ライブラリ内のメディアはフォーマッ ト されているが、 事前割当てリス ト

で指定されているメディアと違っている

ラ イブラ リ 内の メ デ ィ アはフ ォーマ ッ ト されていますが、 バッ ク ア ッ プ仕
様の事前割当て リ ス ト で指定された メ デ ィ ア と違っています。 また、 指定

された メ デ ィ ア ・ プールのポ リ シーが [Strict] になっています。
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メ デ ィ アの事前割当て リ ス ト と [Strict] ポ リ シーを併用し ている場合は、

バッ ク ア ッ プの開始時に、 事前割当て リ ス ト で指定されている メ デ ィ アが
デバイ ス内で使用不可能な場合、 マウ ン ト 要求が発行されます。 

解決方法 バッ ク ア ッ プの開始時に、 事前割当て リ ス ト で指定されている メ デ ィ アが
デバイ ス内で使用可能になっていなければな り ません。

事前割当て リ ス ト を併用し ながら、 デバイ ス内にあ る他の使用可能な メ
デ ィ アを使 う には、 メ デ ィ ア ・ プール割当てポ リ シーを [Loose] に変更し

ます。

事前割当て リ ス ト を使用し ないで、 デバイ ス内の使用可能な任意の メ デ ィ
アを使用するには、 バッ ク ア ッ プ仕様から事前割当て リ ス ト を削除し ます。
削除するには、 バ ッ ク ア ッ プ仕様のバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス ・ オプシ ョ ン
を変更し ます。

予期しないマウン ト されたファイルシステムの検出

デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元時に、 復元対象のデ ィ ス ク ・ イ メ ージはマウ ン
ト されたフ ァ イルシステムであ る ため復元されない と い う メ ッ セージが表
示される こ と があ り ます。

Object is a mounted filesystem => not restored. (オブジェ ク ト

はマウン ト されたフ ァ イルシステムです。 → 復元不能 )

この メ ッ セージは、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージ上のアプ リ ケーシ ョ ンがデ ィ ス
ク ・ イ メ ージ上に何らかのパターンを残し ている場合に表示されます。 こ
のパターンが原因で、 デ ィ ス ク ・ イ メ ージ上に 終的にマウ ン ト された
フ ァ イルシステムについて、 マウ ン ト されているかど う かを検証するシス
テム ・ コールが混乱し ます。 こ のため、 システム ・ コールは、 マウ ン ト さ
れたフ ァ イルシステムがデ ィ ス ク ・ イ メ ージ上にあ る と通知し ます。

解決方法 1. 復元を開始する前に、 復元対象のデ ィ ス ク ・ イ メ ージがあ る Data 
Protector ク ラ イ アン ト 上で、 以下のコマン ド を入力し てデ ィ ス ク ・ イ

メ ージを削除し ます。

prealloc null_file 65536

dd if=null_file of=<device_file>

上記で、 <device_file>は、 復元対象のデ ィ ス ク ・ イ メ ージ用のデバ

イ ス ・ フ ァ イルです。

2. 復元を開始し ます。
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Data Protector スケジュール設定されているセッシ ョ ンを

開始できない

スケジュール設定されたセッシ ョ ンが実行されない

ス ケジュール設定されたセ ッ シ ョ ンを開始するはずの Data Protector システ

ム ・ アカ ウ ン ト が Cell Manager 上の Admin ユーザー ・ グループにないた

め、 ス ケジ ュール設定されたセ ッ シ ョ ンは実行されません。

このアカ ウ ン ト は、 イ ン ス ト ール時に Cell Manager 上の Data Protector 
Admin グループに追加されます。 このアカ ウ ン ト が変更された り 、 このア

カ ウ ン ト に対する権限が削除された場合、 またはサービ ス ・ アカ ウ ン ト が
変更された場合は、 ス ケジュール設定されたセ ッ シ ョ ンは実行されません。

解決方法 Cell Manager 上の Admin ユーザー ・ グループに Data Protector アカ ウ ン ト を

追加し ます。 

セッシ ョ ンが正常に行われず、 Data Protector からセッシ ョ ン ・ ステータ

スを示すメ ッセージ 「使用可能なライセンスがありません」 が表示される

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは、 Data Protector が使用可能な ラ イセン ス を

チェ ッ ク し た後に限 り 開始されます。 ラ イセン スが使用可能でない場合は、
バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンは正常に行われず、 Data Protector から セ ッ シ ョ

ン ・ ステータ ス を示す メ ッ セージ 「使用可能なラ イセンスがあ り ません」 が
表示されます。

解決方法 使用可能な ラ イセン スの情報を取得するには、omnicc -check_licenses 

-detail コマン ド を し ます。 詳細は omnicc のマン ・ ページを参照し て く

ださい。

新しい ラ イセン ス を請求し て、 このラ イセン ス を Data Protector システムに

適用し て く ださい。 ラ イセン スの詳細については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド 』 を参照し て く ださ

い。

Data Protector のバックアップ ・ セッシ ョ ンが開始されない (UNIX の場合

のみ )

解決方法 crontab -l コマン ド を実行し て、 omnitrig プロ グ ラ ムが crontab フ ァ

イルに含まれているかど う かチェ ッ ク し ます。 以下の行が表示されない場
合、 Data Protector によ って omnitrig エン ト リ が自動的に追加されます。
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0,15,30,45 * * * * /opt/omni/sbin/omnitrig

デ ィ レ ク ト リ /opt/omni/sbin にあ る omnisv -stop と omnisv -start

コマン ド を実行し て、 Data Protector デーモンの終了 と再起動を行います。

Data Protector 対話型セッシ ョ ンを開始できない

バッ ク ア ッ プが開始される たびに、 バ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを開始する
ための権限が必要 と な り 、 Data Protector を現在実行し ているユーザーにつ

いて権限の有無がチェ ッ ク されます。 このユーザーが十分な権限を持って
いない場合は、 セ ッ シ ョ ンを開始でき ません。 

解決方法 ユーザーのユーザー権限をチェ ッ ク / 変更し ます。 詳し く は、 第 4 章

「ユーザー と ユーザー ・ グループの 構成」 (135 ページ ) を参照し て く だ さ

い。

Novell NetWare Server 上でのバックアップ性能が低い

Novell NetWare Server 上でのバ ッ ク ア ッ プ性能が低い場合があ り ます。 バッ

ク ア ッ プが連続し て実行されず、 断続的に実行されます。 これは既知の問
題で、 システムの TCPIP.NLMが原因です。 

解決方法 以下のパラ メ ータ を設定し ます。

• NW5.1/NW6.0 の場合 : SET TCP DELAYED ACKNOWLEDGEMENT = OFF

• NW5.0 の場合 : SET TCP DELAYED ACK = OFF 

これによ り 、 他への影響な しにバ ッ ク ア ッ プ性能が向上し ます。

Data Protector が Novell NetWare クライアン ト上での並行復

元 Media Agent の起動に失敗する 

Data Protector の UNIX Session Manager が Novell NetWare ク ラ イ アン ト 上で

復元 Media Agent を並行し て起動する場合、 "Could not connect to 

inet" または "Connection reset by peer" などの メ ッ セージを出力し

て失敗する場合があ り ます。 一部の並行復元セ ッ シ ョ ンはエ ラーを出さず
に正常終了し て、 それ以外の復元セ ッ シ ョ ンが起動すら し ない場合があ り
ます。 
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解決方法 この問題の対策 と し て、 /etc/opt/omni/server/options/global にあ

る Data Protector グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル内のグ ローバル変数

SmMaxAgentStartupRetries を、 2以上に設定し ます （ 大は 50）。 この

変数は、 起動に失敗し たエージ ェ ン ト を Session Manager が再起動する リ ト

ラ イ回数の 大値を指定し ます。 Data Protector グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・

フ ァ イルの詳細については、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645
ページ ) を参照し て く だ さい。

バックアップの保護期限が終了した

バッ ク ア ッ プ ・ スケジ ュールの設定時に、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プ と増分バ ッ
ク ア ッ プに同じ保護期間が設定されています。 つま り 、 増分バッ ク ア ッ プ
は対応する フル ・ バ ッ ク ア ッ プ と同じ期間保護されます。 このため、 増分
データが実際に保護されるのは、 フル ・ バッ ク ア ッ プの保護期限が終了す
る時点まで と な り ます。 この場合、 保護期限が終了し たフル ・ バ ッ ク ア ッ
プに基づいて実行された増分バ ッ ク ア ッ プを復元する こ と はでき ません。

解決方法 この問題を解決するには、 増分バ ッ ク ア ッ プの保護期間よ り フル ・ バッ ク
ア ッ プの保護期間が長 く なる よ う に構成し ます。

この と き、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プ と増分バッ ク ア ッ プの保護期間の差は、 フ
ル ・ バ ッ ク ア ッ プ と 、 次回のフル ・ バ ッ ク ア ッ プの直前に実行される増分
バッ ク ア ッ プ と の差 と同じにし なければな り ません。 た と えば、 増分バ ッ
ク ア ッ プを月曜日から金曜日まで実行し、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プを土曜日に
実行する場合、 フル ・ バ ッ ク ア ッ プの保護期間を増分バッ ク ア ッ プの実行
期間よ り 長 く な る よ う 低で も 6 日に設定し なければな り ません。 これに

よ り 、 後に実行される増分バ ッ ク ア ッ プの保護期限が終了する まで、 フ
ル ・ バ ッ ク ア ッ プは保護され、 使用可能と な り ます。

アプリケーション ・データベース復元のトラブルシューティング

DNS 環境の構成が不適切な場合、 データベース ・ アプ リ ケーシ ョ ンに問題

を引き起こす可能性があ り ます。 データベース を復元し よ う と し た時に、
"Cannot connect to target database" または "Cannot create 

restore set" などの メ ッ セージによ って復元が正常に実行されなかった

場合は、 以下の問題が発生し ています。

システム上でデータベース をバ ッ ク ア ッ プする際、 システム上で起動する
エージェ ン ト はシステム名を <system.company.com> と い う 名前でデー

タベースに記録し ます。 復元セ ッ シ ョ ン ・ マネージ ャは、
<system_name.company.com> と い う 名前で復元し よ う と し ますが、 この
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システムは <system_name.company.com> ではな く 、 <system_name> と

い う 名前でしか認識でき ないため、 復元でき ません。 これは、 DNS の構成

が不適切なために、 システム名を完全な文字列に拡張でき ないこ と が原因
です。 また、 DNS が Cell Manager 上では構成されているがアプ リ ケーシ ョ

ン ・ ク ラ イ アン ト 上では構成されていない場合にも、 同様の問題が発生し
ます。

解決方法 TCP/IP プロ ト コルを設定し、 DNS を適切に構成し ます。 詳細については、

『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ

ド』 の付録 B を参照し て く ださい。

ファイル名に非 ASCII 文字が使用されている場合の問題

プラ ッ ト フ ォームが混在し た環境では、 IDB が新しい内部文字エン コード

にまだ変換されていない場合、 Data Protector GUI における非 ASCII 文字を

含んだフ ァ イル名の処理について、 い く つかの制限があ り ます。 詳細は、
HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド

を参照し て く ださい。

解決方法 IDB を新しい内部文字エン コード に変換し た後、 ク ラ イ アン ト 上の Disk 
Agent をア ッ プグ レー ド し ます。

解決方法 IDB の変換を実施し ない場合、 バ ッ ク ア ッ プまたは復元でき ないツ リ ーに

関する回避方法は、 その上位のツ リ ーを選択する こ と です。 こ の場合、 こ

の親ツ リ ーが正常に指定されている こ と が必要です （その名前が ASCII 文

字だけで構成されている など）。

バッ ク ア ッ プに関し て、 これはよ り 多 く のデータがバッ ク ア ッ プされる こ
と を意味し ます。 しかし、 通常はデ ィ ス ク全体または少な く と も大きなツ
リ ーがバッ ク ア ッ プされる こ と が多いため、 これは問題にな り ません
（/home または \My Documents など）

復元に関し ては、 [復元先を指定して別名で復元 ] または [新しいディ レ ク

ト リ に復元 ] オプシ ョ ンを使用し て、 親ツ リ ーを新しいデ ィ レ ク ト リ に復

元する こ と ができ ます。 これによ り 、 目的のフ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ 以外
のオブジェ ク ト を復元する こ と で発生し得る問題を回避でき ます。

復元に関し て自信が持てない場合は、 1 つの復元セ ッ シ ョ ンご と に 1 つの

ツ リ ー / フ ァ イルを復元する こ と をお勧めし ます。 "Nothing restored"

と い う メ ッ セージが表示されれば、 そのツ リ ーが復元されなかった こ と が
はっ き り し ます。 この メ ッ セージが表示される理由は他に も あ り 、 た と え
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ばデフ ォル ト のフ ァ イル重複処理 （ 新フ ァ イルを保存） を使用し ている
場合、 この メ ッ セージは、 そのフ ァ イルがデ ィ ス ク上に既に存在し、 上書
き されなかった こ と を示し ます。 [復元先を指定 ] オプシ ョ ンを使用する

と、 フ ァ イルは指定し たパスに復元されます。 数フ ァ イルだけ しか復元し
ない場合は、 [復元データを リ ス ト ] オプシ ョ ン も使用でき ます。

国際化に関する制限事項の表については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キー
ワー ド 「国際化」 を参照し て く ださい。

ファイル・ ライブラリ ・デバイスのディスクに空きスペースがな

い

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スの使用中に、 以下の メ ッ セージ と と も に
マウ ン ト 要求が発行される こ と があ り ます。 

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ  “File Library Device” に使用でき るディ ス ク ・

スペースがあ り ません。 新しいディ ス ク ・ スペースを このラ イブラ リ に追加

して く ださい。

解決方法 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ が存在するデ ィ ス ク上の空き スペース を増やす必要
があ り ます。 空きデ ィ ス ク ・ スペースは、 以下のいずれかの方法で作成で

き ます。

• フ ァ イルのバ ッ ク ア ッ プ先と な るデ ィ ス ク上の空スペース を増やす。

• フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ スが存在する システムにデ ィ ス ク を追加

する。

IDB 変換後、 ファイルが不正なファイル名で復元される

IDB 変換を既に実行し ていて も、 フ ァ イルが不正なフ ァ イル名で復元され

ます。

解決方法 特定の Data Protector ク ラ イ アン ト に関する IDB データが既に変換済みで、

フ ァ イル名に非 ASCII 文字が含まれている場合は、 復元前にそのク ラ イ ア

ン ト 上の Disk Agent をア ッ プグレード し て く だ さい。 Disk Agent をア ッ プ

グレー ド し ない と、 フ ァ イルは不正なフ ァ イル名で復元されます。 IDB 変

換のステータ スは、 Data Protector GUI の [モニター ] コ ンテキス ト ・ リ ス

ト で確認でき ます。
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エラー ・ メ ッセージ 「接続が拒否されました」 が断続的に

表示される

次の致命的エ ラーが表示されて、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが中止されま
す。

システム computer.company.com、 ポー ト 40005の Media Agentに接続

できません (IPCは接続でき ません。 )

システム ・ エラー : [10061] 接続が拒否されま した。 )

この問題は、 サーバ版でない Windows 上で Media Agent が実行されてお り 、

Disk Agent の同時処理数に 5 よ り 大きい値が設定されている場合に発生し

ます。 非サーバ版の Windows 上の TCP/IP 実装によ り 、 オペレーテ ィ ング ・

システムが同時に受け入れられる着信接続は 5 つまでに制限されています。

解決方法 Disk Agent の同時処理数に 5以下の値を設定し て く ださい。 

バッ ク ア ッ プ処理に頻繁に使用される システム (Cell Manager、 Media Agent
ク ラ イ アン ト 、 Application Agent ク ラ イ アン ト 、 フ ァ イル ・ サーバなど ) に

は、 サーバ版の Windows を使用する こ と をお勧めし ます。

致命的エラーが表示されて、 TruCluster Server サーバ上の

バックアップまたは復元が中止される

問題 次のエ ラー ・ メ ッ セージが表示されて、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン または
復元セ ッ シ ョ ンが中止されます。

("ma/xma/bma.c) 内で内部エラー => プロセスが中止されま し た。

これは予期し ない状況であ り 、 おもに メ デ ィ アの破損か、 こ の製品と オペレーテ ィ
ング ・ システムの両方に関係する環境の組み合わせによ って発生し た と予想されま
す。 

このエ ラーは、 以下のいずれかの状況で発生し ます。

• バッ ク ア ッ プに使用されたバッ ク ア ッ プ ・ デバイ スが、 ク ラ ス ターの仮

想サーバ上に構成されている。

• バッ ク ア ッ プ対象のフ ァ イルシステムがク ラ ス ターの仮想サーバ上に存

在し ている。

解決方法 TruCluster Server 上に以下の omnirc変数を設定し て く ださ い。

• OB2BMANET=1
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• OB2RMANET=1

• OB2RDANET=1

• OB2BDANET=1

omnirc フ ァ イルの詳細は、 「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ ) を参

照し て く だ さい。

Cell Manager がクラスター内に構成されている場合に、 復元

に関する問題が発生する

問題 ク ラ ス ター対応の Data Protector Cell Manager で、 バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ

ン [すべてのオブジェ ク ト のバッ クアップを再開 ] を有効にし て、 バッ ク

ア ッ プを実行し た場合を考えてみま し ょ う 。 このバ ッ ク ア ッ プ中にフ ェ イ

ルオーバーが発生し、 別のク ラ ス ター ・ ノ ー ド上でバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ
シ ョ ンが再開されて、 処理は正常に終了し た と し ます。 その後、 新の

バッ ク ア ッ プからの復元を試みた と きに、 セ ッ シ ョ ンは正常に終了し てい
るに もかかわ らず、 次のエ ラーが表示される こ と があ り ます。

正常に完了し ていないバージ ョ ンが選択されています。 こ のよ う なバッ ク
ア ッ プを復元する と、 一部またはすべてのフ ァ イルが正し く 復元されない
可能性があ り ます。

Cell Manager ク ラ ス ター ・ ノ ード間でシステム時刻の同期が と られていな

い と、 失敗し たバ ッ ク ア ッ プのタ イ ム ス タ ンプが、 再開されたバ ッ ク ア ッ
プのタ イ ム ス タ ンプよ り も新しい可能性があ り ます。 復元するデータの選

択時には、 デフ ォル ト で 新のバ ッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ンが選択される た
め、 この場合は失敗し たバ ッ ク ア ッ プからの復元が行われて し まいます。

解決方法 正常に終了し た 新のバ ッ ク ア ッ プから復元するには、 復元に使用する正
しいバ ッ ク ア ッ プ ・ バージ ョ ンを選択し て く ださい。 こ のよ う なエ ラーを

防止する ため、 ネ ッ ト ワーク上にタ イ ム  サーバを構成する こ と をお勧めし

ます。 これによ り 、 Cell Manager ク ラ ス ター ・ ノ ード 間でシステム時刻の同

期が自動的に と られます。

MoM Manager のアップグレード後に復元処理が失敗する

問題 以下のエ ラー ・ メ ッ セージが表示されます。 「不明な内部エ ラーです。 起

動された Session Manager は不正なオプシ ョ ンを受け取 り ま し た。」 また

は 「Cannot get information from backup host.」
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MoM Manager/CMMDB サーバを Data Protector A.05.50 にア ッ プグレー ドす

る と、 以前の Data Protector ク ラ イ アン ト のフ ァ イルシステム または統合ソ

フ ト ウ ェ アの復元を、 Data Protector A.05.50 MoM GUI から実行でき な く な

り ます。 

解決方法 以前のバージ ョ ンの MoM GUI を使用し て復元するか、 ク ラ イ アン ト を

Data Protector A.05.50 にア ッ プグ レー ド し て く だ さい。
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オブジェク ト コピー セッシ ョ ンのト ラブルシュー

テ ィング

オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンの実行中に、 以下の問題が発生する可能性

があ り ます。

コピーされたオブジェク トの数が想定された数より少ない

バッ ク ア ッ プ後オブジェ ク ト コ ピーまたはスケジ ュールされたオブジェ ク
ト コ ピーの実行時に、 実際にコ ピーされたオブジェ ク ト の数が、 選択し た
フ ィ ルタに合致し たオブジェ ク ト の数よ り も少ない こ と があ り ます。

以下の メ ッ セージが表示されます。

指定したフ ィルタに一致するオブジェ ク ト の数が多すぎます。

解決方法 • オブジェ ク ト ・ バージ ョ ンの選択基準を厳し く する。

• グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル内の CopyAutomatedMaxObjects変

数の値を大き く し て、 同一セ ッ シ ョ ン内でコ ピーされるオブジェ ク ト の
大数を増やす。

選択したライブラリ内の一部のオブジェク ト しかコピーされない

バッ ク ア ッ プ後オブジェ ク ト コ ピーまたはスケジ ュールされたオブジェ ク
ト コ ピーの実行時に、 選択し た ラ イブラ リ 内の メ デ ィ ア上にあ るオブジ ェ
ク ト の一部がコ ピーされないこ と があ り ます。 こ の問題は、 選択し た ラ イ

ブラ リ 内に、 そのオブジ ェ ク ト の メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の一部しか含まれてい
ない こ と を示し ています。

解決方法 不足し ている メ デ ィ アを選択し た ラ イブラ リ に挿入するか、 または、 問題
のオブジェ ク ト の完全な メ デ ィ ア ・ セ ッ ト を含んでいる ラ イブラ リ を選択
し て く ださい。
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追加のメディアに対するマウン ト要求が発行される

メ デ ィ アを始点 とする対話型オブジェ ク ト コ ピー セ ッ シ ョ ンで、 特定の メ

デ ィ アを選択し た と し ます。 この と き、 追加の メ デ ィ アに対するマウ ン ト

要求が発行される こ と があ り ます。 この問題は、 その メ デ ィ ア上に存在す

るオブジェ ク ト が、 ほかの メ デ ィ アに も またがっている こ と を示し ていま
す。

解決方法 要求された メ デ ィ アをデバイ スに挿入し て、 マウ ン ト 要求に応答し て く だ
さい。
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Data Protectorインスト ールのト ラブルシューティ ング

Data Protector ソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ール時に問題が発生し た場合、 シス

テムのロ グ ・ フ ァ イル (UNIX) または設定ロ グ ・ フ ァ イル (Windows) を

チェ ッ ク し て、 問題を調べます。

設定ロ グ ・ フ ァ イルが作成されない場合、 -debug オプシ ョ ンを付けて イ ン

ス ト ールを実行し ます。

Windows クライアン トのリモート ・ インストール時の問題

Data Protector の リ モー ト ・ イ ン ス ト ール機能を使って Windows ク ラ イ アン

ト を更新する場合、 以下のエ ラーが発生し ます。

Error starting setup process, err=[1326] Logon failure: 
unknown user name or bad password.

イ ン ス ト ール ・ サーバがイ ン ス ト ールされている コ ンピ ュータ上の
OmniBack II 共有部分にア ク セスする権限のないユーザー ・ アカ ウ ン ト で、

リ モー ト ・ コ ンピ ュータ上の Data Protector Inet サービ スが実行されている

と、 この問題が発生し ます。 ほ と んどの場合、 ローカル ・ ユーザーに原因
があ り ます。 

解決方法 Data Protector Inet サービ スのユーザー名を、 OmniBack II 共有部分へのア

ク セス権を持つユーザー名に変更し ます。

システム ログ ・ ファイル

UNIX ( ローカル ・ イ ンス ト ール ) /var/adm/sw/swinstall.log

/var/adm/sw/swagent.log

UNIX ( リ モー ト ・ イ ンス ト ール ) /var/opt/omni/log/IS_install.log

Windows ( ローカル ・ イ ンス ト ー

ル )
<System_disk>:\<Temp>\OB2_Setup_ui_<Da
te>_<Time>.txt

Windows ( リ モー ト ・ イ ンス ト ー

ル )
<System_disk>:\<Temp>\OB2_Setup_exe_<
Date>_<Time>.txt
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Windows Cell Manager インストール時の名称解決の問題

Windows 上に Data Protector Cell Manager を イ ン ス ト ールし ている 中に、

DNS または LMHOSTS フ ァ イルが要求どお り に設定されていないこ と が、

Data Protector によ って検出された場合、 警告が表示されます。 さ らに、

TCP/IP プロ ト コルがシステム上にイ ン ス ト ールされていない場合、 Data 
Protector によ って通知されます。

DNS または LMHOSTS 使用時に名称解決が失敗する

名称解決が失敗し た場合、 "error expanding hostname" メ ッ セージが

表示され、 イ ン ス ト ールは中止されます。

• DNS の使用時に名称解決に関する問題が発生し た場合は、現在の DNS 構

成について警告 メ ッ セージが表示されます。

• LMHOSTS フ ァ イルの使用時に名称解決に関する問題が発生し た場合

は、 LMHOSTS フ ァ イル構成について警告 メ ッ セージが表示されます。

• DNS または LMHOSTS のどち ら も構成し ていない場合は、TCP/IP プロパ

テ ィ ・ ダイ ア ロ グで、 DNS または LMHOSTS 名称解決を可能にする こ

と を促す警告 メ ッ セージが表示されます。

解決方法 DNS または LMHOSTS フ ァ イルの構成をチェ ッ ク またはア ク テ ィ ブ化し ま

す。 詳し く は、 「ホ ス ト 名の解決に関する問題」 （704 ページ ) を参照し て く

ださい。

システム上で TCP/IP プロ ト コルのインストールと構成が行われていない

システム上で TCP/IP プロ ト コルのイ ン ス ト ール と 構成が行われていない場

合、 イ ン ス ト ールは中止されます。

Data Protector はネ ッ ト ワーク の通信に TCP/IP プロ ト コルを使用し ます。

TCP/IP プロ ト コルは、 セル内のすべての ク ラ イ アン ト にイ ン ス ト ールおよ

び構成されている必要があ り ます。

解決方法 TCP/IP 設定をチェ ッ ク し ます。 詳しい手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘル

プの索引キーワー ド 「チェ ッ ク、 TCP/IP 設定」 を参照し て く ださい。
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ユーザー ・ インタフェースのト ラブルシューテ ィ ング

本項では、 Data Protector グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース （GUI）
使用中に発生する以下の問題に対する解決策を説明し ます。

• 「UNIX上の Data Protector GUIで GUIオブジ ェ ク ト の名前が正常に表示さ

れない」 （742 ページ )

UNIX 上の Data Protector GUI で GUI オブジェク トの名前が

正常に表示されない

問題 UNIX 上の Data Protector GUI で、 GUI オブジェ ク ト （バ ッ ク ア ッ プ ・ デバ

イ スやバッ ク ア ッ プ仕様など） の名前が正常に表示されません。

GUI オブジ ェ ク ト があ る ロ ケールの下で作成されている場合、 異な る ロ

ケールではオブジ ェ ク ト 名が正常に表示されない場合があ り ます。 GUI オ

ブジ ェ ク ト の名前が正し く 表示されていな く て も、 それらの GUI オブジ ェ

ク ト を使用する こ と は可能です。 

た と えば、 非 ASCII 文字を使用し てバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス を構成し、 名

前をつけた場合、 ASCII 文字だけを使用する ロ ケールで GUI を実行する と

デバイ ス名は正し く 表示されません。 しかし、 GUI でデバイ ス名が正し く

表示されていな く て も、 そのデバイ ス を使用し てバ ッ ク ア ッ プや復旧を実
行する こ と ができ ます。

解決方法 それらのオブジェ ク ト を、 UTF-8 エン コー ド を使用する ロ ケールで作成し

直すか、 Data Protector GUI が実行されている システムの従来のロ ケールを

そのま ま使用し て く ださい （ただし こ の場合は、 GUI でエン コー ド を切 り

替え る こ と はできず、 従って Data Protector の国際化機能も使用でき ませ

ん）。

ユーザー・ インタフェースの起動に関するト ラブルシューティ ング 

Data Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェースの起動に関する問題が発生する原

因は通常、 サービ スが実行されていない、 サービ スがイ ン ス ト ールされて
いない、 またはネ ッ ト ワーク通信の問題が発生し ている、 のいずれかです。
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Cell Manager 上で inet が応答しない

以下の メ ッ セージが表示されます。

Cannot access the system (inet is not responding). The Cell 
Manager host is not reachable, is not up and running, or has 
no Data Protector software installed and configured on it.  ( シス

テムにアクセスでき ません （inetが応答し ません）。 Cell Manager ホス ト がア

クセス不能、 または起動 ・ 稼動していない、 または Cell Manager への Data 
Protector ソ フ ト ウ ェアのインス ト ールと構成が行われていません。

解決方法 システム間の通信に問題がない場合は、 telnet を使って ソ フ ト ウ ェアがイ

ン ス ト ールされているかチェ ッ ク し て く ださ い。 

一部のコ ンポーネン ト がイ ン ス ト ールされていないか、 または正し く イ ン
ス ト ールされていない可能性があ り ます。 イ ン ス ト ール手順については、

『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ

ド』 参照し て く だ さい。

イ ン ス ト ールに問題がない場合は、 omnisv -status コマン ド を実行し て、

Cell Manager 上でサービ スが正常に実行されているかチェ ッ ク し て く ださ

い。

Cell Manager にアクセスする権限がない

以下の メ ッ セージが表示されます。

Data Protector 管理者によって、 ユーザー権限が Data Protector の機能にアクセス

できないよ う に設定されています。

詳細は Data Protector 管理者に問い合わせて く ださい。

解決方法 Data Protector 管理者に、 ユーザーと し て追加する こ と と、 セル内での適切

なユーザー権限の付与を要請し ます。 詳し く は、 第 4 章 「ユーザーと ユー

ザー ・ グループの 構成」 (135 ページ ) を参照し て く だ さい。

WindowsまたはNovell NetWare上でリモート ・ システムへの接続が拒否された

telnet <hostname> 5555 コマン ド を実行し た結果、 「接続が拒否されま し

た」 と い う 応答があ り ま し た。

解決方法 Data Protector Inet サービ スが リ モー ト ・ システム上で実行されていない場

合は、 omnisv -start コマン ド を実行し て、 サービ ス を起動し ます。
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Data Protector が リ モー ト ・ システム上にイ ン ス ト ールされていない場合、

リ モー ト ・ システム上に Data Protector を イ ン ス ト ールし ます。
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IDB のト ラブルシューテ ィング 
本項では、 IDB 使用中の以下の問題に対する ト ラブルシューテ ィ ングにつ

いて説明し ます。

• 「バ ッ ク ア ッ プ中にフ ァ イル名が IDB に記録されない」 （745 ページ )

• 「ユーザー ・ イ ン タ フ ェース実行時の問題」 （746 ページ )

• 「ラ イブラ リ ( 実行可能フ ァ イル ) が見つから ない」 （746 ページ )

• 「データ ・ フ ァ イル ( デ ィ レ ク ト リ ) が見つから ない」 （747 ページ )

• 「一時デ ィ レ ク ト リ が見つから ない」 （748 ページ )

• 「バ ッ ク ア ッ プおよびイ ンポー ト 時の問題」 （749 ページ )

• 「性能に関する問題」 （751 ページ )

• 「IDB のスペースが不足し ている場合」 （751 ページ )

• 「MMDB と CDB の非同期」 （751 ページ )

• 「IDB における削除処理の性能に関する問題」 （752 ページ )

• 「HP-UX 上で メ モ リ 割 り 当て問題によ り IDB 操作が失敗する」 （753 ペー

ジ )

バックアップ中にファイル名が IDB に記録されない

Data Protector を使用し てバッ ク ア ッ プを実行し た と き、 フ ァ イル名が IDB
に記録されません。

解決方法 バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン と し て、 [ ログなし ] を選択し ていないか確認

し て く ださい。 

Windows Cell Manager 上でフ ァ イル名が IDB に記録されない原因と し ては、

バッ ク ア ッ プ中に IDB 内のフ ァ イル名変換が実行中であった こ と も考え ら

れます。 こ の場合、 そのバ ッ ク ア ッ プは [ ログなし ] オプシ ョ ンで実行さ

れている ため、 そのセ ッ シ ョ ンのその ク ラ イ アン ト に関し ては、 IDB に何

のデータ も書き込まれていません。 警告が出ていないか、 そのバ ッ ク ア ッ
プ ・ セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージを確認する こ と ができ ます。
第 14 章 745



ト ラブルシューテ ィ ング

IDB のト ラブルシューテ ィング
ユーザー ・ インタフェース実行時の問題

IDB が破損している

以下のいずれかの メ ッ セージが表示される こ と があ り ます。

• Database is corrupted. 

• プロセス間通信エラー

• データベース / フ ァ イルをオープンでき ません。

• エラー - 詳細は不明

解決方法 IDB を復旧し ます。 詳細は、 「IDB を復旧する」 （527 ページ ) を参照し て く

ださい。

IDB の Session Manager が Cell Manager 上で実行されない

Data Protector が IDB にア ク セス または使用し よ う と した時に、 IDB の

Session Manager が Cell Manager 上で実行されていない場合、 「プロセス間通

信エラー」 メ ッ セージが表示されます。

• Windows Cell Manager の場合、 Data Protector プロセス dbsm.exeは

Windows タ ス ク ・ マネージ ャ内のプロセス と し て表示されません。

• UNIX Cell Manager の場合、ps -ef | grep omni コマン ド を使って Data 
Protector プロ セス を リ ス ト する と 、 /opt/omni/lbin/dbsmは表示され

ません。

解決方法 Data Protector GUI を終了し、 再起動し ます。

ライブラリ ( 実行可能ファイル ) が見つからない

Windows Cell Manager の場合、 以下のラ イブラ リ ・ フ ァ イルが

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ に置かれていなければな り

ません。

• libob2ecmn.dll、 libob2eadm.dll、 libob2ecdb.dll、

libob2emmdb.dll、 _eadm32.dll、 _erdm32.dll

UNIX Cell Manager の場合、 以下のラ イブラ リ ・ フ ァ イルが

/opt/omni/libデ ィ レ ク ト リ に置かれていなければな り ません。
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• libob2ecmn.sl、 libob2eadm.sl、 libob2ecdb.sl、

libob2emmdb.sl、 _eadm.sl、 _erdm.sl

RDS サービス / プロセスが起動できない

1 つまたは複数の共有ラ イブラ リ ・ フ ァ イルが見つから ない場合、 omnisv 

-status コマン ド を実行する と、 他のサービ ス / プロセスがすべて動作し

ているのに RDS サービ ス / プロセスだけが動作し ていないこ と が通知され

ます。

解決方法 Data Protector を再イ ン ス ト ールし、 Cell Manager を再起動し ます。 これによ

り 、 共有ラ イブラ リ が再イ ン ス ト ールされ、 RDS サービ ス / プロセスが再

起動されます。 

データ ・ ファイル ( ディレク ト リ ) が見つからない

以下の IDB データ ・ フ ァ イル ( デ ィ レ ク ト リ ) が、 以下のデ ィ レ ク ト リ に

置かれている必要があ り ます。 <Data_Protector_home>\db40 (Windows 
Cell Manager の場合 )、 または /var/opt/omni/server/db40 (UNIX Cell 
Manager の場合 )

• datafiles\catalog

• datafiles\cdb

• datafiles\mmdb

• dcbf

• logfiles\rlog

• logfiles\syslog

• meta

• msg

1 つまたは複数の IDB データ ・ ファイルまたはディ レク ト リが見つからな

い

Data Protector が IDB にア ク セス または使用し よ う と した時に、 1 つまたは

複数の IDB データ ・ フ ァ イルまたはデ ィ レ ク ト リ が見つから ない場合、 以

下のエ ラーが表示されます。
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• データベースのネッ ト ワーク通信エラー

• データベース / フ ァ イルをオープンでき ません。

解決方法 Data Protector を再イ ン ス ト ールし、 Cell Manager を再起動し ます。 これによ

り 、 IDB データ ・ フ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ が再イ ン ス ト ールされます。

一時ディレク ト リが見つからない

Cell Manager 上に以下の一時デ ィ レ ク ト リ が置かれている必要があ り ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\tmp

• UNIX の場合 : /var/opt/omni/tmp

Data Protector GUI が Cell Manager に接続できない

Data Protector GUI が Cell Manager に接続し よ う と し た時に、 Data Protector
の一時デ ィ レ ク ト リ が見つから ない場合、 以下のエラー ・ メ ッ セージが表
示されます。

システムにアクセスでき ません （inetが応答し ません）。 Cell Manager ホス ト

がアクセス不能、 または起動 ・ 稼動していない、 または Cell Manager への Data 
Protector ソ フ ト ウ ェアのインス ト ールと構成が行われていません。

解決方法 1. Data Protector GUI を終了し ます。

2. Cell Manager 上で omnisv -stop コマン ド を実行し、Data Protector サー

ビ ス / プロセス を終了し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -stop

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -stop

3. Cell Manager 上に一時デ ィ レ ク ト リ を手動で作成し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\tmp

• UNIX の場合 : /var/opt/omni/tmp

4. omnisv -start コマン ド を実行し てサービ ス / プロセス を起動し ます。

• Windows の場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnisv -start

• UNIX の場合 : /opt/omni/sbin/omnisv -start
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5. Data Protector GUI を再起動し ます。

バックアップおよびインポート時の問題

IDB のバックアップまたはインポート ・ セッシ ョ ン中に、 BSM または

RSM が強制終了する

IDB のバ ッ ク ア ッ プまたはイ ンポー ト ・ セ ッ シ ョ ン中に、 BSM または

RSM が強制終了する場合、 以下のエ ラー ・ メ ッ セージが表示されます。

IPC Read Error System Error: [10054] Connection reset by 
peer

[内部データベース ] のコ ンテキス ト で、 IDB バ ッ ク ア ッ プまたはイ ンポー

ト ・ セ ッ シ ョ ンのセ ッ シ ョ ン ・ ステータ スが、 セ ッ シ ョ ンが実際には実行
中でないに もかかわ らず、 [実行中 ] と 表示されます。

解決方法 1. Data Protector GUI を終了し ます。

2. omnidbutil -clear コマン ド を実行し、実際には実行中でないが [ 実

行中 ] または [ 失敗 ] と表示されているすべてのセ ッ シ ョ ンのステー

タ ス を、 [ 失敗 ] に設定し ます。

3. omnidbutil -show_locked_devs コマン ド を実行し、 Data Protector
によ って ロ ッ ク されているデバイ スや メ デ ィ アがないか調べます。

4. ロ ッ ク された ものがあ る場合は、 omnidbutil -free_locked_devs

コマン ド を実行し て、 ロ ッ ク を解除し ます。

5. Data Protector GUI を再起動し ます。

IDBバックアップまたはインポート ・ セッショ ン中に、 MMDが強制終了する

IDB バッ ク ア ッ プまたはイ ンポー ト ・ セ ッ シ ョ ン中に、 メ デ ィ ア管理デー

モン (MMD) が強制終了する場合、 以下の 2 つのエラー ・ メ ッ セージが表

示されます。

• Lost connection to MMD

• IPC Read Error System Error: [10054] Connection reset by 
peer

以下の方法で、 MMD サービ ス / プロセスが実行中でないか確認し ます。
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• omnisv -status コマン ド を実行する と、 MMD サービ ス / プロセスが

動作し ていないこ と が通知されます。

• UNIX の場合、ps -ef | grep omni コマン ド を使って Data Protector プ

ロセス を リ ス ト する と 、 Data Protector MMD(/opt/omni/lbin/mmd) は

表示されません。

Windows の場合、 Data Protector MMD プロセス (mmd.exe) は Windows
タ ス ク ・ マネージ ャ内のプロセス と し て表示されません。

解決方法 1. Data Protector GUI を終了し ます。

2. omnisv -stop コマン ド を実行し て Data Protector サービ ス / プロセス を

停止し ます。

3. omnisv -startコマン ド を実行し てData Protectorサービ ス /プロセス を

起動し ます。

4. omnisv -status コマン ド を実行し て、サービ ス / プロセスがすべて実

行中かど う かチェ ッ ク し ます。

DC バイナリ ・ ファイルが破損または見つからない

DC バイナ リ ・ フ ァ イルが破損または見つから ない と、 [復元 ] コ ンテキス

ト でバ ッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト をブラ ウズする時に、 エラー ・ メ ッ セー
ジ 「詳細カタ ログ ・ バイナ リ ・ フ ァ イルのオープンに失敗し ま した」 が表示
されます。

• omnidbcheck -bf コマン ド を実行する と、1 つまたは複数の DC バイナ

リ ・ フ ァ イルが見つから ないか、 サイ ズが不適切であ る こ と が通知され
ます。 omnidbcheck -dc コマン ド を実行する と、 1 つまたは複数の

DC バイナ リ ・ フ ァ イルが破損し ている こ と が通知されます。

• Cell Manager 上の <Data_Protector_home>\log\debug.log 
(Windows システムの場合 ) または /var/opt/omni/log/debug.log 
(UNIX システムの場合 ) にあ る debug.log フ ァ イルには、 Data 
Protector が DC バイナ リ ・ フ ァ イルをオープンでき ない こ と を示す 1 つ

または複数のエン ト リ が記録されます。

解決方法 メ デ ィ アから カ タ ロ グを イ ンポー ト し て、 DC バイナ リ ・ フ ァ イルを再作

成し ます。 詳細については、 「DCBF パー ト の [ 軽度 ] レベルのデータベー

ス破損に対処する」 （531 ページ ) を参照し て く ださい。
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性能に関する問題

IDB オブジェク トの数とサイズが大きすぎる

復元対象のオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンおよび個々のフ ァ イルをブラ ウズす
る場合、 IDB から情報が読み込まれて表示される までに時間がかかる こ と

があ り ます。

解決方法 復元対象のオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンをブラ ウズする時に使用される時間
間隔を設定し ます。 この時間間隔は、 [復元 ] コ ンテキス ト で復元の対象

と な る特定のオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンを検索する際に変更でき ます。

復元対象のオブジ ェ ク ト ・ バージ ョ ンをブラ ウズする際にデフォルトの時
間間隔を設定し ます。

1. Data Protector GUI で[フ ァ イル] メ ニューを ク リ ッ ク し、続いて [選択値

] を ク リ ッ ク し ます。

2. [ 復元 ] タブを ク リ ッ ク し ます。 [ 検索イ ン ターバル ] ド ロ ッ プダウ ン・

リ ス ト から検索間隔を選択し ます。 検索間隔を絶対値で設定し たい場合

は [ 間隔 ] を選択し、 すべてのオブジェ ク ト ・ バージ ョ ンを リ ス ト に

表示し たい場合は [ な し ] を選択し ます。

3. [OK] を ク リ ッ ク し て変更内容を適用し ます。

IDB のスペースが不足している場合

IDB のスペースが不足し ています。 [IDBのスペース不足 ] または [IDB

テーブル ・ スペースのスペース不足 ]通知が発行されます。

解決方法 IDB のサイ ズを拡張し ます。 詳細は、 「IDB のサイ ズを拡大する」 （517
ページ ) を参照し て く だ さい。 .

MMDB と CDB の非同期

MMDB と CDB の非同期は、 以下の場合に発生する可能性があ り ます。

• MMDB と CDB に異な る時点で得られた情報が格納されている場合。

別々のエ ク スポー ト ・ セ ッ シ ョ ン  (omnidbutil -readdb コマン ド ) 
で作成されたフ ァ イルから omnidbutil -writedb コマン ド で CDB
と MMDB を イ ンポー ト する と、 このよ う な差異が生じ る可能性があ り

ます。
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• MoM 環境でローカル CDB と CMMDB の同期が取られていない場合。 
CMMDB を復元する と、 このよ う な問題が発生する可能性があ り ます。

Data Protector は、 IDB 内のオブジ ェ ク ト に メ デ ィ アが割 り 当て られていな

い、 または メ デ ィ アに対するデータ保護が正し く 設定されていない場合に、
それを通知し ます。

解決方法 セルが 1 つの環境の場合 :

• omnidbutil -cdbsync <Cell_Server_Hostname> コマン ド を実行し

て、 MMDB と CDB の同期を取 り ます。 このコマン ド は、

/opt/omni/sbinデ ィ レ ク ト リ (UNIX Cell Manager の場合 ) または

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ (Windows Cell Manager
の場合 ) にあ り ます。

MoM 環境の場合 :

• omnidbutil -cdbsync <Cell_Server_Hostname> コマン ド を、

CMMDB がイ ン ス ト ールされた (MoM の ) /opt/omni/sbinデ ィ レ ク ト

リ (UNIX Cell Manager) または <Data_Protector_home>\binデ ィ レ

ク ト リ (Windows Cell Manager) で実行し ます。 このコマン ド は、 MoM
環境内の各 Cell Manager に対し て実行し ます。 実行時には、 対象と な る

Cell Manager のホ ス ト 名を引数と し て指定し ます。

IDB における削除処理の性能に関する問題

問題 IDB から フ ァ イル ・ バージ ョ ンを削除する処理が極めて遅い。

解決方法 現在の削除セ ッ シ ョ ンに関し て、 次の メ ッ セージが
<Data_Protector_home>\log\server\purge.log フ ァ イルに記録され

ていないか確認し ます。

Multiple passes needed. This will decrease the performance 
of the purge session. To improve performance increase the 
amount of memory a purge session is allowed to use.

ロ グ ・ フ ァ イルに上記の メ ッ セージが記録されている場合は、 セ ッ シ ョ ン
を中止し、 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル内の PurgeBufferSize オ

プシ ョ ンの値を増やし ます。 グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの編集方

法に関し ては、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645 ページ ) を参照

し て く ださい。 その後、 削除セ ッ シ ョ ンを再起動し ます。
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HP-UX 上でメモリ割り当て問題により IDB 操作が失敗する

問題 メ モ リ 割 り 当て問題が原因で、 IDB の保守または照会中に、 HP-UX 上で

RDS サービ スが失敗し ます。

解決方法 以下の手順を実行し て く ださい。

1. Cell Manager 上のomnircフ ァ イルに、環境変数_M_ARENA_OPTS=1:32を

設定し ます。 詳細は、 「omnirc オプシ ョ ンの使用」 （647 ページ ) を参照

し て く ださい。

2. Data Protector サービ ス を再起動し ます。 詳細は、omnisvの man ページを

参照し て く ださい。
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Outlook XP または Outlook 98/2000 に 新のセキ ュ リ テ ィ ・ パ ッチを適用し

て使用し ている場合、 以下の問題が発生する可能性があ り ます : レポー ト ・

グループにレポー ト を追加する と き、 送信方法と し て電子 メ ールを指定し
て、 レポー ト ・ グループを起動し よ う と する と 、 GUI がハングする。 通知

の構成で電子 メ ールによ る送信を選択し た場合も同じ現象が発生し ます。 
この問題の原因は、 Outlook が電子 メ ールによ る通知を送信する前に、 ユー

ザーによ る対話型操作を要求するからです。 この機能は Outlook のセキ ュ リ

テ ィ ・ ポ リ シーの一部であ る ため、 無効にでき ません。 問題を解決するに

は、 CLI から レポー ト を起動し て く ださい。

omnirpt -report licensing -email <email_address>

Outlook によ る電子 メ ールの送信を許可するかを尋ねる警告 メ ッ セージが表

示された ら、 [はい ] を ク リ ッ ク し て、 通知を受信し ます。

セキ ュ リ テ ィ 設定方法の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ

ト ウ ェア リ リ ース  ノー ト 』 を参照し て く ださい。
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Data Protector オンライン ・ ヘルプのト ラブル

シューテ ィング

Data Protector のオン ラ イ ン ・ ヘルプは、 ヘルプ ・ ト ピ ッ ク とヘルプ ・ ナビ

ゲータの 2 つの部分で構成されています。 ヘルプ ・ ナビゲータはコ ンテキ

ス ト 依存のヘルプで、 Data Protector GUI に表示される画面やオプシ ョ ンの

説明が表示されます。 一方、 ヘルプ ・ ト ピ ッ ク では概念や手順、 例などが
表示されます。

ヘルプ ・ システムは、 Data Protector を実行し ているプラ ッ ト フ ォーム

(Windows または UNIX) に依存し ます。 Windows では HTML ヘルプが、

UNIX では WebHelp が使用されます。

Windows上でのオンライン ・ヘルプのトラブルシューティング

Windows システムでオン ラ イ ン ・ ヘルプを使用する場合、 ヘルプ ・ ナビ

ゲータの表示で以下の問題が発生する場合があ り ます。

Data Protector のウ ィ ン ド ウ を別のウ ィ ン ド ウに切 り 替えて も、 それに合わ

せて、 ヘルプ ・ ナビゲータの内容が変わら ない。

解決方法 1. Microsoft HTMLヘルプモー ド ( デフ ォル ト ) を使用し ている場合、以下

のボタ ンが有効になっている こ と を確認し て く ださ い。

2. デフ ォル ト の HTMLブラ ウザモー ド ( 外部 HTML ブラ ウザでヘルプ・フ ァ

イルを表示 ) を使用し ている場合、 [ フ ァ イル ] メ ニューから [ 選択値

] を ク リ ッ ク し、 チェ ッ ク ・ ボ ッ ク スに印をつけて [ 状況依存のヘル

プ ・ ナビゲータ を使用可能にする ] オプシ ョ ンを有効にし ます。 その

後、 ヘルプ ・ ナビゲータ を再起動し ます。
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UNIX 上でのオンライン ・ ヘルプのト ラブルシューテ ィング

お使いのブラ ウザ (HTML ビ ュ アー ) が正し く 設定されていない場合、 オン

ラ イ ン ・ ヘルプの起動 と表示で問題が発生する場合があ り ます。 ブラ ウザ

を以下の とお り 設定し て く ださい。

解決方法 1. [ フ ァ イル ] メ ニューで [選択値 ] を ク リ ッ ク し ます。Netscape Navigator
を使用し ている場合は、 ド ロ ッ プダウ ン ・ リ ス ト から [Netscape] を

選択し ます。 Netscape Navigator 以外を使用し ている場合は、 [ カ ス タ ム

] を選択し ます。

重要 Data Protector は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの表示用に Netscape Navigator のみを

サポー ト し ています。

2. [ 設定 ] を ク リ ッ ク し て、[HTML ビ ューアの設定 ] ウ ィ ン ド ウ を開き ま

す。

3. [ 実行可能ス ク リ プ ト またはバイナ リ ・ フ ァ イルの位置 ] テキ ス ト ・

ボ ッ ク スに、 お使いのブラ ウザがあ るデ ィ レ ク ト リ ( 例 ：

/opt/netscape) を入力し ます。

4. [ ビ ューアの起動コマン ド ] テキス ト ・ ボ ッ ク スに、 ブラ ウザを起動す

る コマン ド を入力し ます。 Netscape Navigator の場合には、 netscape 

$HTML$ と 入力し ます。

5. [ 既存ビ ューア ・ ウ ィ ン ド ウの再使用コマン ド ] テキ ス ト ・ ボ ッ ク スに、

各 HTML フ ァ イルを同じ ウ ィ ン ド ウで開 く 時に使用する コマン ド を入

力し ます。 こ こに何も入力し ない場合、 各 HTML フ ァ イルは別のウ ィ ン

ド ウで表示されます。 Netscape Navigator の場合、 このコマン ド は、

netscape -remote OpenFile($HTML$) です。
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Data Protector が適切に作動しているかチェ ッ クす

る方法

以降の項では、 Data Protector のチェ ッ ク と保守機構の概要、 およびバ ッ ク

ア ッ プ環境で Data Protector が適切に構成されているかど う かを判別する た

めのチェ ッ ク項目の概要を説明し ます。 

Data Protector のチェ ック / 保守機構

Data Protector には独自のチェ ッ ク と保守機構があ り 、 以下のチェ ッ ク / 保

守作業を毎日行っています。

保守作業 • 古 く なった DC バイナ リ ・ フ ァ イル、 セ ッ シ ョ ン、 関連する メ ッ セージ

をデフ ォル ト では毎日 12 時 ( 正午 ) に削除し ます。

• [ フ リ ー・プールを使用] と [ フ リ ー・メディ アをフ リ ー・プールに移動]オ

プシ ョ ンを設定し て、 プールにあ る ( 保護されていない ) フ リ ー ・ メ

デ ィ アを見つけます。 以下のコマン ド をデフ ォル ト では毎日 12 時 ( 正午

) に実行し て、 見つけたフ リ ー ・ メ デ ィ アのフ リ ー ・ プールへの割 り 当

てを取 り 消し ます。

omnidbutil -free_pool_update

omnidbutil コマン ド の詳細については、 omnidbutil man ページを参

照し て く だ さい。 上記のオプシ ョ ンについての詳細は、 第 5 章 「 メ デ ィ

アの管理」 (151 ページ ) を参照し て く ださい。

チェ ック デフ ォル ト では毎日午後 12 時 30 分に、 以下の Data Protector 通知のチェ ッ

ク を開始し ます。

• [IDB のスペース不足 ]

• [IDB テーブル ・ スペースのスペース不足 ]

• [ フ リ ー ・ メ デ ィ ア不足 ]

• [ 健全性チェ ッ ク の失敗 ]

• [ ユーザー ・ チェ ッ ク の失敗 ]

• [ 予期し ないイベン ト ]
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• [ ラ イセン ス期限切れ ]

• [IDB の削除必要 ]

ライセンスのチェック デフ ォル ト では毎日午後 12 時 30 分に、 Data Protector は Data Protector ラ イ

セン ス をチェ ッ ク し、 ラ イセン スが見つから ない、 あ るいは期限切れの場
合、 Data Protector イベン ト ・ ロ グにそれを レポー ト し ます。

Data Protector 通知の詳細については、 「Data Protector 通知」 （445 ページ )
を参照し て く ださい。 ト リ ガ される通知は、 デフ ォル ト ではすべて Data 
Protector イベン ト ・ ロ グに送信されます。 Data Protector イベン ト ・ ロ グの

詳細については、 「Data Protector イベン ト ・ ロ グ」 （461 ページ ) を参照し て

く だ さい。

Data Protector グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル内の

DailyMaintenanceTime オプシ ョ ン と DailyCheckTime オプシ ョ ンを変

更する こ と で、 保守作業 と チェ ッ ク についてデフ ォル ト のス ケジ ュール値
を変更でき ます。 グ ローバル ・ オプシ ョ ンの詳細については、 「グ ローバ
ル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645 ページ ) を参照し て く だ さい。

[ ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ] 通知

[ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ]通知によ り 、 バッ ク ア ッ プ環境が正常に機能

し ているかど う かをチェ ッ クする タ ス ク を自動化でき ます。 「正常」 の定

義はバ ッ ク ア ッ プ環境 ( バッ ク ア ッ プ ・ ポ リ シー、 ネ ッ ト ワーク構成、 使

用されているハー ド ウ ェ アなど ) によ り 異な る こ と に注意し て く ださい。

「平均的」 バッ ク ア ッ プ環境でのチェ ッ ク項目の概要については、 「チェ ッ
クする項目の概要」 （759 ページ ) を参照し て く ださい。 Data Protector 通知

の詳細については、 「Data Protector 通知」 （445 ページ ) を参照し て く ださ

い。

[ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ]通知によ り 、 入力パラ メ ータ と し て この通知

に入力された コマン ド またはス ク リ プ ト が実行されます。 実行された コマ
ン ド の戻 り 値、 またはス ク リ プ ト 内の実行された コマン ド の戻 り 値が 0 ( ゼ

ロ ) 以外であれば、 通知が ト リ ガ されます。 コマン ド / ス ク リ プ ト は、 アプ

リ ケーシ ョ ン ・ システムの /opt/omni/lbinデ ィ レ ク ト リ (UNIX システ

ムの場合 ) または <Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ (Windows
システムの場合 ) に作成する必要があ り ます。 [ユーザー ・ チェ ッ クの失敗

] 通知は、 ト リ ガ された時に、 さ まざ まな送信方法 ( 電子 メ ール、 ブロー
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ド キ ャ ス ト ・ メ ッ セージ、 SNMP ト ラ ッ プ、 ロ グ ・ フ ァ イルなど ) を使っ

て送信される よ う に構成でき ます。 また ト リ ガ された時にレポー ト ・ グ

ループを開始する よ う に構成する こ と も可能です。

このよ う に、 バッ ク ア ッ プ環境に応じ て指定されたチェ ッ ク を含むス ク リ
プ ト を、 [ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ]通知の中で作成し、 構成する こ と が

でき ます。 Data Protector では、 バッ ク ア ッ プ環境で問題が発生し た場合、

保守 / チェ ッ ク機構を使ってユーザーに通知されます。

構成済み [ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ]通知は、 デフ ォル ト ではすべて、

毎日 0 時 ( 深夜 ) に開始される よ う にス ケジ ュールされています。 ト リ ガ さ

れた場合は、 Data Protector イベン ト ・ ロ グに送信されます。

チェ ックする項目の概要

Data Protector が適切に作動し ているか確認し、 問題の発生前にその可能性

を特定するため、 以降の項で説明する定期的なチェ ッ ク を実施する こ と を
お勧めし ます。

[ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ]通知を使って、 これらのチェ ッ ク を含むス ク

リ プ ト を作成する こ と で、 これらのチェ ッ ク を自動化でき ます。 一部の

チェ ッ ク (omnihealthcheckや omnitrig -run_checks コマン ド など )
は、 Data Protector のチェ ッ ク / 保守機構によ ってすでに自動化されていま

す。

Data Protector Cell Manager をチェ ックする

1. omnihealthcheck コマン ド を実行し て、 以下をチェ ッ ク し ます。

• Data Protector サービ ス (rds、 crs、 mmd、 omnitrig、 および

OmniInet) がア ク テ ィ ブになっているか。

• Data Protector メ デ ィ ア管理データベースの整合性が維持されている

か。

• IDBのバ ッ ク ア ッ プが1つ以上存在するか。 終了コー ド が0以外の場合

は、 失敗し たチェ ッ ク があ る と い う こ と を示し ます。

このコマン ド の終了コー ド が 0 (OK) になるのは、 3 つのチェ ッ ク がすべ

て正常に完了し た場合 ( つま り 、 すべてのチェ ッ ク の終了コー ド が 0 に

なった場合 ) だけです。 

終了コード の詳細については、 omnihealthcheck man ページを参照し

て く ださい。
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2. omnidbcheck -core コマン ド を実行し、 IDB のコ ア ・ パー ト をチェ ッ

ク し ます。

このコマン ド の終了コー ド が 0 (OK) になるのは、 チェ ッ ク が正常に完

了し た場合だけです。 終了コー ド が 0 以外の場合は、 チェ ッ ク が失敗し

た こ と を示し ます。

終了コード の詳細については、 omnihealthcheck man ページを参照し

て く ださい。

3. omnidbcheck -critical コマン ド を使って、 IDB のコ ア ・ パー ト を

チェ ッ ク し ます。 omnidbcheck コマン ド の詳細については、

omnidbcheck man ページを参照し て く だ さい。

このコマン ド の終了コー ド が 0 (OK) になるのは、 チェ ッ ク が正常に完

了し た場合だけです。 終了コー ド が 0 以外の場合は、 チェ ッ ク が失敗し

た こ と を示し ます。 終了コー ド の詳細については、 omnidbcheck man
ページを参照し て く ださい。

バックアップが正し く構成されているかチェ ックする

1. 重要なバッ ク ア ッ プ仕様についてバッ ク ア ッ プのプレ ビ ューを実行し ま

す。 バッ ク ア ッ プのプレ ビ ューの詳細については、 第 6 章 「バッ ク ア ッ

プ」 (207 ページ ) を参照し て く ださい。 プレ ビ ューが正常に完了し た場

合、 以下の こ と が確認でき ます。

• バッ ク ア ッ プ仕様に含まれるすべての ク ラ イ アン ト に、 Cell Manager
から ア ク セスでき る。

• すべてのフ ァ イルがア ク セス可能であ る。

• バッ ク ア ッ プ対象のデータの量が決定されている。

• バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スがすべて正常に構成されている。

2. omnirpt -report dl_sched コマン ド を実行し て、 バ ッ ク ア ッ プ仕

様がバ ッ ク ア ッ プ ・ ポ リ シーに基づいてス ケジ ュールされているかど う
かチェ ッ ク し ます。 omnirpt コマン ド の詳細については、 omnirpt 
man ページを参照し て く だ さい。 このコマン ド によ り 、 バッ ク ア ッ プ仕

様すべて と そのスケジ ュールが リ ス ト されます。
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Data Protector のインストールを検証する

Data Protector GUI の [ ク ラ イアン ト ] コ ンテキス ト を使って イ ン ス ト ール

を検証し、 Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア ・ コ ンポーネン ト が Cell Manager 上

またはク ラ イ アン ト 上で起動、 実行されているかチェ ッ ク し ます。 Data 
Protector のイ ン ス ト ールの検証方法については、『HP OpenView Storage Data 
Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く ださい。

Data Protector ログ ・ フ ァイルを点検する

以下の Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルを点検し、 発生する可能性のあ る問題

を特定し ます。

• event.log

• debug.log

• purge.log

Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルの詳細については、 「Data Protector ロ グ ・ フ ァ

イル」 （681 ページ ) を参照し て く ださい。

通知のチェ ックを実行する

ト リ ガ された Data Protector 通知は、 デフ ォル ト ではすべて Data Protector イ

ベン ト ・ ロ グに送信されます。 また、 omnitrig -run_checks コマン ド を

実行し て、 以下の通知のチェ ッ ク を開始する こ と も でき ます。

[IDB のスペース不足 ]

[IDB テーブル ・ スペースのスペース不足 ]

[ フ リ ー ・ メ デ ィ ア不足 ]

[ 健全性チェ ッ ク の失敗 ]

[ ユーザー ・ チェ ッ ク の失敗 ]

[ 予期し ないイベン ト ]

[ ラ イセン ス警告 ]

[ ラ イセン ス期限切れ ]

[IDB の削除必要 ]
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Data Protector 通知の詳細については、 「Data Protector 通知」 （445 ページ )
を参照し て く ださい。 Data Protector イベン ト ・ ロ グの詳細については、

「Data Protector イベン ト ・ ロ グ」 （461 ページ ) を参照し て く だ さい。

他のシステム ・ リソースをチェ ックする

以下のオペレーテ ィ ング ・ システムのロ グ ・ フ ァ イルを点検し、 発生する
可能性のあ る問題を特定し ます。

• UNIX システムの場合 : /var/adm/syslog/syslog.log

• Windows の場合 : Windows イベン ト ・ ビューア、 およびセキュ リ テ ィ、 シ

ステム、 アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グを点検し ます。

IDBのシステム構成バックアップが定期的に作成されているかチェックする

Data Protector 回復フ ァ イル obrindex.dat をチェ ッ ク し、 システムの正常

な復旧に必要な IDB と構成フ ァ イルが定期的に作成されている こ と を確認

し ます。 obrindex.dat フ ァ イルの詳細については、 「IDB 復旧の準備」

（496 ページ ) を参照し て く ださい。
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インストールと構成に関する ト ラブルシューテ ィ ング

インストール手順 1. GRAU ロ ボテ ィ ク ス (PC/ ロ ボ ッ ト ) を制御する システムに Media Agent を

イ ン ス ト ールし ます。

2.  ド ラ イブが接続されているPC (PC/ ド ラ イブ)にMedia Agentを イ ン ス ト ー

ルし ます。

3. aci.dll、 winrpc.dll、 ezrpcw32.dll をデ ィ レ ク ト リ

winnt\system32 と <Data_Protector_home>\bin にコ ピーし ます。

4. PC/ ロボ ッ ト 上にデ ィ レ ク ト リ aci を作成し ます。

5. 作成し たデ ィ レ ク ト リ に dasadmin.exe を コ ピーし ます。

6. デ ィ レ ク ト リ aci に portmapper と portinst を コ ピーし ます。

7. portinstを起動し て、portmapperを イ ン ス ト ールし ます (PC/ ロボ ッ ト

上のみ )。

8. CM に mmdパ ッチを イ ン ス ト ールし ます。

9.  PC を再起動し、 Windows の ［コン ト ロール パネル］ を開き ます。 [管理

ツール ]、 [サービス ] で、 portmapper と 2 つの rpc サービ スが共に実

行されているかど う かをチェ ッ ク し ます。

10. GRAU ラ イブラ リ 内の OS/2 PC へ移動し て、/das/etc/config フ ァ イル

を編集し ます。 

cd /das/etc/ 

execute: "e config" 

この config フ ァ イル内で、 PC/ ロ ボ ッ ト の IP ア ド レ ス を含む

OMNIBACK と い う 名前の ク ラ イ アン ト を追加する必要があ り ます。

11. PC/ ロボ ッ ト から以下のコマン ド を実行し ます。

dasadmin listd

dasadmin all DLT7000 UP <AMUCLIENT>

dasadmin mount <VOLSER> ( 次に ド ラ イブの UNLOAD (取出し ) ボタ

ンを押し ます )。
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dasadmin dismount <VOLSER>

（または dasadmin dismount -d <DRIVENAME>)

こ こ で、 <AMUCLIENT> = OMNIBACK

<VOLSER> ( 例 :001565)

<DRIVENAME> ( 例 : = DLT7001)

"all" は "allocate" を意味し ます。

上記のコマン ド (DAS Server (OS/2) への通信 ) が正し く 実行されなかった場

合、 OS/2 PC 上でコマン ド を も う 一度実行し てみて く だ さい。 dasadmin コ

マン ド は /das/bin/デ ィ レ ク ト リ にあ り ます。

OS/2 PC から上記のコマン ド を実行する場合は、 以下を使用し て く だ さい。 
<AMUCLIENT> = AMUCLIENT

1. AMU ク ラ イ アン ト にロ グ イ ン し ます。 一般的な ロ グ イ ン名を以下に示し

ます。

ユーザー : Administrator、 パス ワード : 管理者

ユーザー : Supervisor、 パス ワード : supervisor

2. メ デ ィ アの種類を設定する必要があ る場合も あ り ます。

メ デ ィ アの種類は以下の とお り 設定し て く だ さい。 ACI_MEDIA_TYPE 
set ACI_MEDIA_TYPE=DECDLT

3. ラ イブラ リ を再起動するには、 以下の手順を行います。

OS/2 をシ ャ ッ ト ダウ ン し て、 ロボテ ィ ク スの電源をオフにし ます。

OS/2 を再起動し ます。 OS/2 が起動する と、 ロ ボテ ィ ク スの使用準備が

でき ていない こ と を示す AMU ロ グが表示されます。 次にロボテ ィ ク ス

の電源をオンにし ます。

GRAU CAP の   
構成方法

メ デ ィ アを移動するには、 CAP から ス ロ ッ ト へ移動し た後、 デバイ スのロ

ボテ ィ ク ス を使って ド ラ イブへ移動する方法しかあ り ません。 この と き

importおよび export コマン ド を使用する必要があ り ます。 例 :

import CAP: I01

import CAP range: I01-I03

export CAP: E01
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export CAP range: E01-E03

uma ユーティ リ

テ ィの使用方法

Data Protector の uma ユーテ ィ リ テ ィ を使って GRAU および STK ラ イブラ

リ ・ デバイ ス を管理するには、 以下の構文を使用し ます。

uma -pol 8 -ioctl grauamu

pol 8 for GRAU

pol 9 for STK

デフ ォル ト の メ デ ィ アの種類は DLT です。
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本章では、 以下のアプ リ ケーシ ョ ン と Data Protector と の統合に関する詳細

を説明し ます。

「ク ラ ス ター と Data Protector と の統合」 （769 ページ )

「Microsoft Cluster Server の統合」 （773 ページ )

「MC/ServiceGuard の統合」 （784 ページ )

「Veritas Cluster の統合」 （799 ページ )

「Novell NetWare Cluster 用統合ソ フ ト ウ ェア」 （801 ページ )

「Data Source Integration (DSI)」 （803 ページ )

「Application Response Measurement (ARM) と の統合」 （805 ページ )

「ManageX の統合」 （807 ページ )

「システム / 管理アプ リ ケーシ ョ ンへのア ク セス」 （808 ページ )

上記以外のアプ リ ケーシ ョ ン (Microsoft SQL、 Oracle8 など ) と の統合の詳

細については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグレーシ ョ ン ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 また、 サポー ト されている統合ソ フ ト ウ ェ

アの リ ス ト については、 本書巻頭の 「Data Protector の ド キ ュ メ ン ト 」 を参

照し て く だ さい。

注記 一部の機能には、 専用の Data Protector ラ イセン スが必要です。 詳し く は、

『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ

ド』 を参照し て く ださい。
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各オペレーテ ィ ング ・ システムでサポー ト されている ク ラ ス ター ・ ソ フ ト
ウ ェ ア、 ク ラ ス ター ・ サポー ト のレベル、 サポー ト されている構成につい
ては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』

を参照し て く ださい。

ク ラ ス ターのサポー ト と概念の詳細は、 『HP OpenView Storage Data Protector
コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Data Protector 統合データベース ・ アプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、

『HP OpenView Storage Data Protector イ ンテグ レーシ ョ ン ・ ガイ ド』 を参照

し て く ださい。

クラスターの概念と用語

クラスターとは クラスターと は、 ネ ッ ト ワーク上で単一のシステム と し て表示される、 複
数の独立し た コ ンピ ュータのグループです。 このコ ン ピ ュータのグループ

は、 単一のシステム と し て管理され、 以下の目的のために設計されていま
す。

• ミ ッ シ ョ ン ・ ク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ンや リ ソースが、 可能な限

り 高い可用性を持つよ う にする。

• コ ンポーネン ト の故障に対する耐性を保つ。

• コ ンポーネン ト の追加 と 取 り 外し をサポー ト する。

図 15-1 に代表的な ク ラ ス ターを示し ます。
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図 15-1 代表的なクラスター

• ク ラ ス ター ・ ノ ー ド ( 複数 )

• ローカル ・ デ ィ ス ク

• 共有デ ィ ス ク ( ノ ード間で共有 )

クラスター ・ ノード クラスター ・ ノード と は、 ク ラ ス ターを構成する コ ンピ ュータの こ と で、 1
つまたは複数の共有デ ィ ス ク に物理的に接続されています。

共有ディスク 共有ディスク ・ ボリューム (MSCS)、 または共有ボリューム ・ グループ  
(MC/SG)、 または共有プール (Novell NetWare Cluster) には、 ミ ッ シ ョ ン ・ ク

リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ン ・ データや、 ク ラ ス ターの稼動に必要な ク
ラ ス ター固有のデータが格納されています。 MSCS ク ラ ス ターおよび

Novell NetWare ク ラ ス ターでは、 共有デ ィ ス ク / プールは同時に 1 つの ク ラ

ス ター ・ ノー ド でしか使用でき ません。 MC/SG ク ラ ス ターの場合は、 別の

ノ ー ド で も読み取 り 専用モード でデ ィ ス ク をア ク テ ィ ブにでき ます。
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クラスター ・ ネッ ト
ワーク

ク ラ ス ター ・ ネ ッ ト ワーク と は、 すべての ク ラ ス ター ・ ノ ード が接続され
たプラ イベー ト ・ ネ ッ ト ワーク で、 クラスターのハートビート と 呼ばれる
内部ク ラ ス ター ・ データが流れています。 ハー ト ビー ト と は、 タ イ ム ・ ス
タ ンプ付きのデータ ・ パケ ッ ト で、 全ク ラ ス ター ・ ノー ド に配布されます。 
各ク ラ ス ター ・ ノー ド は、 このパケ ッ ト を比較する こ と によ り どの ク ラ ス
ター ・ ノ ー ド が稼働中であ るかを判断し て、 パッケージ (MC/SG、 Veritas 
Cluster) またはグループ (MSCS) の適切な所有者を判断し ます。

パッケージまたは
グループとは

パッ ケージ (MC/SG、 Veritas Cluster)、 またはグループ (MSCS) と は、 特定

のクラスター対応アプ リ ケーシ ョ ンの実行に必要な リ ソースの集合です。 
各ク ラ ス ター対応アプ リ ケーシ ョ ンは、 それぞれの重要な リ ソース を宣言
し ます。 各グループまたはパッ ケージには、 以下の リ ソースが定義されて

いる必要があ り ます。

• 共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ューム (MSCS)

• 共有ボ リ ューム ・ グループ (MC/SG、 Veritas Cluster)

• ネ ッ ト ワーク IP 名

• ネ ッ ト ワーク IP ア ド レ ス

• ク ラ ス ター対応アプ リ ケーシ ョ ン ・ サービ ス

仮想サーバとは デ ィ ス ク ・ ボ リ ュームやボ リ ューム ・ グループは共有物理デ ィ ス ク を表し
ています。 ネ ッ ト ワーク IP 名 と ネ ッ ト ワーク IP ア ド レ スは、 ク ラ ス ター対

応アプ リ ケーシ ョ ンの仮想サーバを定義する リ ソースです。 仮想サーバの

IP 名と IP ア ド レ スはク ラ ス ター ・ ソ フ ト ウ ェ アにキ ャ ッ シ ュ され、 特定の

パッ ケージまたはグループが実行中の ク ラ ス ター ・ ノ ード にマ ッ プされま
す。 グループまたはパッ ケージは ノー ド ご と に切 り 替え る こ と ができ るの

で、 仮想サーバを時間帯によ って異な るマシン上に置 く こ と ができ ます。

フェイルオーバー 
とは

各パ ッ ケージまたはグループには、 通常それらが動作する 「優先」 ノ ー ド
があ り ます。 このよ う な ノ ー ド を一次 ノ ー ド と 呼びます。 パッ ケージまたは

グループは、 別の ク ラ ス ター ・ ノ ード ( 二次 ノ ード の 1 つ ) に移動でき ま

す。 パッ ケージまたはグループを別の ク ラ ス ター ・ ノ ー ドへ移すこ と を、

フェイルオーバーまたはス イ ッ チオーバー と呼びます。 二次 ノー ド は、 一

次 ノー ド で障害が発生し た場合にパッ ケージまたはグループを引き継ぎま
す。 フ ェ イルオーバーが発生する原因は、 以下の とお り 多数あ り ます。

• 一次 ノ ード上での ソ フ ト ウ ェ ア障害

• 一次 ノ ード上でのハード ウ ェ ア障害
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• 管理者が一次 ノ ー ド の保守のため意図的に所有権を移動

注記 MSCS 環境では、 Cluster Service コ ンポーネン ト ( データベース ・ マネー

ジ ャ など ) が中央の共有ク ラ ス ター ・ データベースの整合性の とれた イ

メ ージを保っています。 中央の共有ク ラ ス ター ・ データベースには ノー ド、

リ ソース、 グループの状態変化に関する情報が格納されています。 ク ラ ス

ター ・ データベースはク ラ ス ターの共有デ ィ ス ク ・ ボ リ ューム上に格納さ
れている必要があ り ます。

クラスター対応データベースとアプリケーシ ョ ン

Data Protector は、 仮想サーバ と し て ク ラ ス ターにイ ン ス ト ールされている

ク ラ ス ター対応アプ リ ケーシ ョ ン と の統合が可能です。 統合の際、 アプ リ

ケーシ ョ ンの仮想サーバ構成を使用し ます。

ク ラ ス ター対応のアプ リ ケーシ ョ ンをバッ ク ア ッ プする場合は、 バッ ク
ア ッ プ仕様構成時のアプ リ ケーシ ョ ンの仮想ク ラ ス ター ・ サーバ名を使用
し て く ださい。
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Data Protector では、 高可用性システムのサポー ト 機能の 1 つと し て、

Microsoft Cluster Server(MSCS) と の統合が可能です。 各オペレーテ ィ ング ・

システムでサポー ト されている ク ラ ス ター ・ ソ フ ト ウ ェ ア、 ク ラ ス ター ・
サポー ト のレベル、 サポー ト されている構成については、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さい。

注記 本項では、 Data Protector と Microsoft Cluster Server の統合に固有の情報を記

載し ています。

ク ラ ス ターおよび Microsoft Cluster Server の概念について、 十分理解し てい

る こ と を前提 と し ています。

詳し く は、 以下のマニュ アルを参照し て く だ さい。

• Microsoft Cluster Server オン ラ イ ン ・ ド キ ュ メ ン ト

• Data Protector のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ

さい。

• Data Protector の現在の リ リ ースについての 新情報は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さ

い。

ライセンスの設定と
Microsoft Cluster 
Server

Cell Manager のラ イセン ス をご購入の際は、 ラ イセン スは仮想サーバに対

応付け られ、 Microsoft Cluster Server 内のどの物理 ノ ー ド で Data Protector 
Cell Manager を実行するかに関係な く 正常に動作する こ と に注意し て く だ

さい。

統合は以下の 2 種類のレベル (Cell Manager またはク ラ イ アン ト ) で提供さ

れます。

• Cell Manager を Microsoft Cluster Server 上にイ ン ス ト ールし て、 Data 
Protector Cell Manager の高可用性を提供し ます。
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• Data Protector ク ラ ス ター ・ ク ラ イ アン ト は、 ク ラ ス ター環境内のフ ァ イ

ルシステムのバッ ク ア ッ プ と ク ラ ス ター対応アプ リ ケーシ ョ ンのバッ ク
ア ッ プをサポー ト し ます。

Cell Manager (Microsoft Cluster Server 上の )

Cell Manager を 32 ビ ッ ト 版 Microsoft Cluster Server システムにイ ン ス ト ール

する と 、 フ ェ イルオーバー時に Data Protector サービ ス をあ る ク ラ ス ター ・

ノ ー ド から別の ノー ド に自動的に移行でき ます。

インストール ク ラ ス ター上の Data Protector Cell Manager のイ ン ス ト ール方法の詳細につ

いては、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン

ス ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

セ ッ ト ア ッ プ終了後、 Data Protector ク ラ ス ター ・ セルには以下のシステム

が自動的に追加されます。

• すべての ク ラ ス ター ・ ノ ード

• すべての ク ラ ス ター仮想サーバ

Microsoft Cluster Server 上のクライアン ト

Data Protector は、 完全な ク ラ ス ター ( ローカルおよび共有デ ィ ス ク ) およ

びク ラ ス ター環境で実行されている アプ リ ケーシ ョ ンをバ ッ ク ア ッ プする
こ と ができ ます。

インストール ク ラ ス ター対応のアプ リ ケーシ ョ ンをバッ ク ア ッ プする場合は、 Data 
Protector ク ラ イ アン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アをすべての ク ラ ス ター ・ ノー ド に

ローカルにイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 ク ラ ス ター対応ク ラ イ アン

ト のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ

ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

構成 イ ン ス ト ール後、 ク ラ イ アン ト の仮想サーバ ・ ホ ス ト 名を Data Protector セ

ルにイ ンポー ト する必要があ り ます。 この手順は、 図 15-2 (775 ページ ) お

よび 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・

ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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注記 アプ リ ケーシ ョ ンのバッ ク ア ッ プを ク ラ ス ター対応にする場合、 つま り 仮
想サーバを通し てバ ッ ク ア ッ プにア ク セス したい場合には、 そのアプ リ
ケーシ ョ ン用の統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ モジ ュールを各アプ リ ケーシ ョ ンの優
先所有者 ( ノ ード ) 上にイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 こ の方法を使用

し た場合に限 り 、 Data Protector 統合エージ ェ ン ト はそのアプ リ ケーシ ョ ン

があ る ク ラ ス ター ・ ノ ー ド上で起動でき る よ う にな り ます。

図 15-2 クラスター仮想サーバのホスト名を Microsoft Cluster Server 上のセルに

インポート

クラスター (MSCS) 内のデータのバックアップ

ク ラ ス ター ・ ノ ー ド のデ ィ ス ク上のデータ をバッ ク ア ッ プする場合、 以下
の 2 つを区別する必要があ り ます。

• ローカルの ク ラ ス ター ・ ノ ード ・ デ ィ ス ク

• 共有ク ラ ス ター ・ ノ ード ・ デ ィ ス ク
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Data Protector GUI には、 各ク ラ ス ター ・ ノ ード のローカル ・ デ ィ ス ク しか

表示されません。 一方、 ク ラ ス ターの仮想サーバでは、 仮想サーバが定義

されている グループの共有デ ィ ス ク のみが表示されます。 これによ り 、 共

有デ ィ ス ク に対するバッ ク ア ッ プ仕様を作成する こ と を防止でき ます。 こ
のよ う なバ ッ ク ア ッ プは、 あ る ク ラ ス ター ・ ノ ード 上で共有デ ィ ス クが使
用不可能になった場合に失敗し ます。 

ローカル ・ ク ラ ス ター ・ ノ ード ・ デ ィ ス ク と 共有ク ラ ス ター ・ ノ ード ・
デ ィ ス ク を区別する ため、 Data Protector は MSCS データベースに対し て物

理ク ラ ス ター ・ デ ィ ス ク ・ リ ソースの リ ス ト を照会し ます。 専用ク ラ ス

ター ・ デ ィ ス ク ・ リ ソース と し て表示される ク ラ ス ター ・ デ ィ ス ク
（NetRAID 4 デ ィ ス ク ・ タ イプなど） はすべて、 ローカル ・ ク ラ ス ター ・

ノ ー ド ・ デ ィ ス ク と し て扱われます。

しかし、 バ ッ ク ア ッ プ仕様の作成時には、 バ ッ ク ア ッ プ対象と し て 3 つま

たはそれ以上のシステムが表示されます。

• 一次 ノ ード ( ローカル ・ デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プ時に選択）

• 二次 ノ ード ( ローカル ・ デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プ時に選択）

• 仮想サーバ ( 共有デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プ時に選択）

ローカル ・ ディスクのバックアップ

ク ラ ス ターのローカル ・ デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プするには、 以下の手順を
行います。

1. バッ ク ア ッ プする ローカルデ ィ ス ク があ る各ク ラ ス ター ・ ノ ード 上に、

Data Protector Disk Agent およびク ラ ス ター ・ コ ンポーネン ト を イ ン ス

ト ールし構成し ます。

2. 特定のク ラ ス ター ・ ノ ー ド用のバ ッ ク ア ッ プ仕様を構成し、 バッ ク ア ッ

プする ローカル ・ デ ィ ス ク を選択し ます。

共有ディスクのバックアップ

ク ラ ス ターの共有デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プするには、 以下の手順を行いま
す。

1. 各ク ラ ス ター ・ ノ ード に Data Protector ク ラ ス ター ・ ク ラ イ アン ト ・ ソ フ

ト ウ ェアを ( ローカルに ) イ ン ス ト ールし ます。 イ ン ス ト ール手順につ

いては、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセ

ン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。
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2. 仮想サーバのホ ス ト 名 (Microsoft Cluster Server) を Data Protector セルにイ

ンポー ト し ます。 イ ン ス ト ール手順については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ

さい。

3. 仮想サーバ用のバ ッ ク ア ッ プ仕様を構成し、 バッ ク ア ッ プする共有デ ィ

ス ク を選択し ます。

クラスター対応バックアップの管理

ク ラ ス ター上の Data Protector Cell Manager では、 バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ

ンはク ラ ス ター対応 と な り ます。 Data Protector または他の ク ラ ス ター対応

アプ リ ケーシ ョ ンのフ ェ イルオーバーが発生し た場合のバ ッ ク ア ッ プ動作
を定義するオプシ ョ ンを設定でき ます。

Data Protector のフェイルオーバー

バッ ク ア ッ プ中に ク ラ ス ター対応 Data Protector のフ ェ イルオーバーが発生

し た場合、 実行中および保留中のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンはすべて失敗
し ます。 Data Protector GUI およびバ ッ ク ア ッ プ仕様で、 Data Protector フ ェ

イルオーバー時のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンの自動再開を定義するオプ
シ ョ ンを設定でき ます。 図 15-3 (778 ページ ) を参照し て く だ さい。

障害の発生したセッシ ョ ンの自動再開  バッ ク ア ッ プ仕様 ( フ ァ イルシステ

ムまたは統合ソ フ ト ウ ェ ア ) を変更し て、 Cell Manager がフ ェ イルオーバー

し た場合に、 実行中のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが自動再開される よ う に
するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [HP OpenView Storage Data Protector Manager］ で、 [ バッ ク ア ッ プ ] コ

ンテキス ト に切 り 替え、 [ バ ッ ク ア ッ プ仕様 ] を展開し て、 変更する

バッ ク ア ッ プ仕様を選択し ます。

2. 結果エ リ アで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

3. [ バッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ] で、 [ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [ バッ ク ア ッ プ・オプシ ョ ン ] ウ ィ ン ド ウで、[ ク ラ ス ター化 ] を ク リ ッ

ク し、 [ セ ッ シ ョ ンの自動起動 ] オプシ ョ ンを 1 つ選択し ます。
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図 15-3 拡張バックアップ仕様オプシ ョ ン - ［クラスター化］

フェイルオーバー時に
バックアップを再開し
ない

[ フェ イルオーバー時にバッ クア ップを再開しない ] オプシ ョ ンが選択され

た場合、 失敗し たセ ッ シ ョ ンは再開されません。 これがデフ ォル ト のオプ

シ ョ ンです。

障害が発生した
オブジェク トの
バックアップを再開

[障害が発生したオブジェ ク ト のバッ クア ップを再開 ] オプシ ョ ンは、 フ ァ

イルシステムのバ ッ ク ア ッ プ仕様に対し てのみ有効で、 こ のオプシ ョ ンを
指定する こ と によ り 、 フ ァ イルシステム ・ バ ッ ク ア ッ プ仕様内のバッ ク
ア ッ プ済みオブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プは再開されずに、 ( 実行中または保

留中に ) 障害が発生し たオブジ ェ ク ト のバッ ク ア ッ プだけが再開されます。 
これによ り 、 フ ェ イルオーバーが発生し て、 一部のバッ ク ア ッ プ ・ オブ
ジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プが完了し ていない場合のバ ッ ク ア ッ プ時間が 小
限に抑え られます。
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すべてのオブジェクト
のバックアップを再開

[すべてのオブジェ ク ト のバッ クア ップを再開 ] オプシ ョ ンは、 フ ァ イルシ

ステム と統合ソ フ ト ウ ェ アのどち らのバッ ク ア ッ プ仕様に も有効です。 こ
のオプシ ョ ンが選択された場合は、 バ ッ ク ア ッ プが完了したオブジェ ク ト
も含めて、 フ ェ イルオーバー後にセ ッ シ ョ ン全体が再開されます。

Data Protector 以外のアプリケーシ ョ ンのフェイルオーバー

Data Protector ク ラ ス ター上の Cell Manager は、 ク ラ ス ター環境内のデータ

記憶アプ リ ケーシ ョ ンであ る ため、 ク ラ ス ター内で実行される可能性のあ
る他のアプ リ ケーシ ョ ンを認識する必要があ り ます。 Data Protector 以外の

ノ ー ド で他のアプ リ ケーシ ョ ンが実行されてお り 、 あ る アプ リ ケーシ ョ ン
が Data Protector を実行中の ノ ー ド にフ ェ イルオーバーし た場合、 この ノ ー

ド に高い負荷がかかる こ と にな り ます。 従来、 バッ ク ア ッ プ操作のみを管

理し ていた ノ ード が、 ク リ テ ィ カルなアプ リ ケーシ ョ ンの要求も処理し な
ければな ら な く な り ます。 Data Protector では、 ク リ テ ィ カル ・ アプ リ ケー

シ ョ ンのデータが保護され、 負荷が再度調整される よ う に、 このよ う な状
況への対処方法を定義でき ます。 以下の動作を指定でき ます。

• 実行中のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンをすべて中止する

• 実行中の特定のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止する

• 指定し た期間、 ク ラ ス ター上の Data Protector Cell Manager を使用不可能

にする

実行中のすべてのセッシ ョ ンの中止  バ ッ ク ア ッ プがアプ リ ケーシ ョ ン よ り
も重要でない場合、 Data Protector に実行中のすべてのセ ッ シ ョ ンを自動的

に中止させて、 アプ リ ケーシ ョ ンがフ ェ イルオーバーし た後の負荷を調整
する よ う にし ます。

このオプシ ョ ンは omniclus コマン ド で指定し ます。 このコマン ド はアプ

リ ケーシ ョ ンのフ ェ イルオーバーが発生し た時に実行される ス ク リ プ ト の
一部 と し て使用し ます。 このス ク リ プ ト は、 事前に作成し て、 アプ リ ケー

シ ョ ン ・ グループの新しい リ ソースの種類 と し て定義し てお く 必要があ り
ます

Data Protector 以外のアプ リ ケーシ ョ ンがフ ェ イルオーバーし た時に、 実行

中のすべてのセ ッ シ ョ ンを中止する ス ク リ プ ト を作成するには、 以下の手
順を実行し ます。

1. <Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ で、 以下のコマン ド行の

バッ チ ・ フ ァ イルを作成し ます。
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omniclus.exe -clus <Data Protector_virtual_server> -session * 
-abortsess

注記 * と い う ワ イル ド ・ カー ド は、 すべてのセ ッ シ ョ ンを表し ます。 これを特定

のバ ッ ク ア ッ プ仕様の名前と 置き換えて、 その特定のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ
シ ョ ンだけを中止する こ と も でき ます。

2. Windows ク ラ ス ター ・ ア ド ミ ニス ト レータ を開いて、 アプ リ ケーシ ョ

ン ・ グループに新しい リ ソース を追加し ます。 [ リ ソースの種類 ] で、

[一般的なアプ リ ケーシ ョ ン ] を選択し ます。 [所有者 ] でス ク リ プ ト を

実行する ノー ド を選択し ます。 この ノ ード は Data Protector を実行中の

ノ ー ド と な り ます。 [一般的なアプ リ ケーシ ョ ンのパラ メータ ] ウ ィ ン ド

ウで、 バッ チ ・ フ ァ イルのパス名 ( 例 ：

c:\program_files\omniback\bin\clus.bat) と omniclus コマン ド

のデ ィ レ ク ト リ を入力し ます。 このコマン ド のデ ィ レ ク ト リ は、
<Data_Protector_home>\bin です。

例 サーバ obsv.company.com で実行中のすべてのセ ッ シ ョ ンを中止するに

は、 以下のコマン ド行を使用し ます。

omniclus.exe -clus obvs.company.com -session * -abortsess

サーバ obsv.company.com上でバッ ク ア ッ プ仕様 backup_1 によ り 実行さ

れているセ ッ シ ョ ンだけを中止するには、 以下のコマン ド 行を使用し ます。

omniclus.exe -clus obvs.company.com -session backup_1 
-abortsess

論理 ID に応じて実行中のセッシ ョ ンを中止する   実行中の特定のバ ッ ク

ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンがアプ リ ケーシ ョ ン よ り も重要な場合は、 Data 
Protector でセ ッ シ ョ ンを継続する こ と ができ ます。 フ ァ イルオーバー後の

負荷を調整する ため、 中止 ID を使って重要なバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ン以

外はすべて中止し ます。 このオプシ ョ ンは Data Protector GUI およびス ク リ

プ ト で定義し ます。

それ以降は、 以下の手順を行います。

Data Protector GUI 1. Data Protector GUI で、 以下の手順でバッ ク ア ッ プ仕様を変更し ます。

a. [HP OpenView Storage Data Protector Manager］ で、 [
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バッ ク ア ッ プ ] コ ンテキス ト に切 り 替え、 [ バ ッ ク ア ッ プ仕様 ] を

展開し て、 アプ リ ケーシ ョ ンのフ ェ イルオーバー発生時に中止し た
く ないバッ ク ア ッ プ仕様を選択し ます。

b. 結果エ リ アで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

c. [ バッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ] で [ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。

d. [バ ッ ク ア ッ プ・オプシ ョ ン]ウ ィ ン ド ウで[ ク ラ ス ター化]を ク リ ッ

ク し ます。 [ 破棄 ID をチェ ッ クする ] を選択し て、 この仕様を表

し、 コマン ド行で使用されるバ ッ ク ア ッ プ仕様 ID を入力し ます。

コマンド行 2. バッ チ ・ フ ァ イルで omniclus コマン ド を以下のよ う に変更し ます。

omniclus.exe -clus <Data Protector_virtual_server> -session 
<backup_specification> -abortsess -abortid 

<logical_operator_ID>

例 Data Protector GUI で、 バッ ク ア ッ プ仕様を中止 ID=10 で構成し ます。 以下

のコマン ド行で、 サーバ obsv.company.com上の、 中止 ID が 10 以外の

バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンをすべて中止し ます。

omniclus.exe -clus obvs.company.com -session * -abortsess 
-abortid != 10

セッシ ョ ンの経過時間に応じてセッシ ョ ンを中止する  セ ッ シ ョ ンが実行さ
れた時間に応じ てバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンを中止し、 フ ェ イルオーバー
後に負荷を調整する こ と ができ ます。 実行中の特定のバッ ク ア ッ プ ・ セ ッ

シ ョ ンがも う すぐ終了する場合には、 そのセ ッ シ ョ ンは継続されます。 
バッ ク ア ッ プ ・ セ ッ シ ョ ンが始ま ったばか り で重要でない場合、 Data 
Protector はそのセ ッ シ ョ ンを中止し ます。 こ のオプシ ョ ンは Data Protector 
GUI およびス ク リ プ ト で指定し ます。

それ以降は、 以下の手順を行います。

Data Protector GUI 1. Data Protector GUI で、 以下の手順でバッ ク ア ッ プ仕様を変更し ます。

a. [HP OpenView Storage Data Protector Manager］ で、 [

バッ ク ア ッ プ ] コ ンテキス ト に切 り 替え、 [ バ ッ ク ア ッ プ仕様 ] を

展開し て、 セ ッ シ ョ ンの経過時間に応じ て中止し たいバッ ク ア ッ プ
仕様を選択し ます。

b. 結果エ リ アで [ オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。
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c. [ バッ ク ア ッ プ仕様オプシ ョ ン ] で [ 拡張 ] を ク リ ッ ク し ます。

d. [バ ッ ク ア ッ プ・オプシ ョ ン]ウ ィ ン ド ウで[ ク ラ ス ター化]を ク リ ッ

ク し ます。 [ ～未満の場合は中止 ] または [ ～以上の場合は中止 ]

を選択し て、 この仕様を表す時間 ( 分） を入力し ます。 フ ェ イル

オーバー時に、 指定し た条件が満た されていればそのセ ッ シ ョ ンは
中止されます。

コマンド行 2. バッ チ ・ フ ァ イルで omniclus コマン ド を以下のよ う に変更し ます。

omniclus.exe -clus <Data Protector_virtual_server> 
-session * -abortsess

注記 このコマン ド を実行する と、 各バ ッ ク ア ッ プ仕様の経過時間がチェ ッ ク さ
れ、 指定された条件を満た し ていればそのセ ッ シ ョ ンは中止されます。 た
と えば、 Data Protector GUI で、 30 分未満の実行時間のバッ ク ア ッ プ仕様を

中止する よ う に指定し ます。 フ ェ イルオーバーが発生し て omniclus コマ

ン ド が起動された場合、 実行時間が 30 分未満のセ ッ シ ョ ンは中止され、 そ

れ以外のセ ッ シ ョ ンは継続されます。

一時的にバックアップ ・ セッシ ョ ンを無効にする  フ ェ イルオーバー後の負
荷を調整する ため、 Cell Manager を一時的に無効にする こ と ができ ます。 実
行中のすべてのセ ッ シ ョ ンは継続されますが、 Cell Manager を再度有効に

する までは新しいバ ッ ク ア ッ プを開始でき ません。 ス ク リ プ ト でのみ指定

でき ます。

コマンド行 バッ チ ・ フ ァ イルで omniclus コマン ド を以下のよ う に変更し ます。

omniclus.exe -clus <Data Protector_virtual_server> -inhibit 
minutes

例 サーバ obvs.company.com上で新規のバッ ク ア ッ プを 20 分間無効にする

には、 次のコマン ド行を使用し ます。

omniclus.exe -clus obvs.company.com -inhibit 20

Cell Manager を再度有効にする まで新規のバッ ク ア ッ プを無効にするには、

以下のコマン ド行を使用し ます。

omniclus.exe -clus obvs.company.com -inhibit *
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バッ ク ア ッ プを再度有効にするには、 以下のコマン ド行を使用し ます。

<Data_Protector_home>\bin\omniclus -clus obvs.company.com 
-inhibit 0
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MC/ServiceGuard の統合

Data Protector では、 高可用性システムのサポー ト 機能の 1 つと し て、

HP-UX システム上で Data Protector Cell Manager と MC/ServiceGuard と の完

全な統合が可能です。 サポー ト されているオペレーテ ィ ング ・ システムの

バージ ョ ン、 サポー ト されている構成、 ク ラ ス ター ・ サポー ト のレベルに
ついては、 『HP OpenView Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェア リ リ ース  ノー

ト 』 を参照し て く ださい。

注記 本項では、 Data Protector および MC/ServiceGuard の統合に固有の情報を記

載し ています。

ク ラ ス ターおよび MC/ServiceGuard の概念について、 十分理解し ている こ

と を前提 と し ています。

詳し く は、 以下のマニュ アルを参照し て く だ さい。

• MC/ServiceGuard の詳細については、 『MC/ServiceGuard の管理』 を参照

し て く ださい。

• Data Protector のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ

さい。

• Data Protector の現在の リ リ ースについての 新情報は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さ

い。

ライセンスと
MC/ServiceGuard

Data Protector Cell Manager のラ イセン ス をご購入の際は、 ラ イセン スは仮

想サーバに対応付け られ、 パッ ケージがいずれか 1 つの ノ ード で実行され

ている限 り MC/ServiceGuard ク ラ ス ター内のどの物理 ノ ード で Data 
Protector Cell Manager を実行するかに関係な く 正常に動作する こ と に注意し

て く ださい。
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Cell Manager  (MC/ServiceGuard 上の )

必要条件 • MC/ServiceGuard ク ラ ス ター環境では、Data Protector Cell Manager は独自

のパ ッ ケージを持つ必要があ り ます。 Data Protector Cell Manager を

MC/ServiceGuard 上にイ ン ス ト ールする前に、 ネ ッ ト ワーク管理者から

以下の情報を収集する必要があ り ます。

— 仮想サーバ名 ( ク ラ ス ター・パッ ケージ内に指定されている ホ ス ト 名
)

— パッ ケージ IP ア ド レ ス または仮想 IP ア ド レ ス

また、 共有デ ィ ス ク上にボ リ ューム ・ グループを作成する必要も あ り ま
す。

• ク ラ ス ター ・ ノ ー ド と パ ッ ケージ IP （仮想 IP） が同じサブネ ッ ト 上にあ

る こ と を確認し て く ださい。

• お使いの環境で DNS を使用し ている場合、すべての ク ラ ス ター ・ ノ ー ド

と パ ッ ケージの IP ア ド レ スが DNS サーバに登録されている こ と を確認

し て く ださい。

インストール ク ラ ス ター内のすべてのホ ス ト に、 UNIX へ Cell Manager を イ ン ス ト ール

する標準の手順でイ ン ス ト ールを行います。 この手順は 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 に記述し て

あ り ます。

重要 GUI を使用し て、 ク ラ ス ター ・ ノ ー ド上に他のソ フ ト ウ ェア ・ コ ンポーネ

ン ト を追加する必要があ る場合、 コ ンポーネン ト を追加する ノ ー ド がア ク
テ ィ ブであ る こ と を確認し て く ださい。

構成 構成時の必要条件

MC/ServiceGuard を使って Data Protector を構成する前に、 以下を行ってい

るかチェ ッ ク し て く ださい。

• 構成を行 う には、 ク ラ ス ターがイ ン ス ト ールされ実行されている こ と が

必要です。

• 一次Cell Manager と 二次Cell Managerをそれぞれどのシステムにするかを

決定し ます。
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• 一次 Cell Manager と 二次 Cell Manager に決定したシステムに

MC/ServiceGuard ク ラ ス ター ・ サービ ス を イ ン ス ト ールする必要があ り

ます。 この と き、 推奨パ ッチを適用し、 同じ ク ラ ス ター ・ メ ンバーと し

て構成する こ と が必要です。 MC/ServiceGuard のイ ン ス ト ール と構成に

ついては、 『MC/ServiceGuard の管理』 を参照し て く だ さい。

• Data Protector Cell Manager （推奨パッ チを含む）、 およびク ラ ス ター内で

使用する他のすべての Data Protector 統合ソ フ ト ウ ェ ア ・ コ ンポーネン

ト を一次 ノー ド と各二次 ノ ード にイ ン ス ト ールする必要があ り ます。 イ
ン ス ト ール手順については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

一次 Cell Manager と二次 Cell Manager の構成

本項では、 一次 Cell Manager と 二次 Cell Manager の構成方法を説明し ます。

注記 以降の項では、 一次 Cell Manager と 二次 Cell Manager の構成例を段階的に

説明し ます。 例に示されているデ ィ レ ク ト リ 名やフ ァ イル名、 番号、 他の

変数は、 環境によ って異な り ます。

一次 Cell Manager
の構成

一次 Cell Manager を構成する際、 ますボ リ ューム ・ グループを作成する必

要があ り ます。 ob2 デ ィ ス ク を ク ラ ス ター ・ ロ ッ ク ・ デ ィ ス ク と し て使用し

ている場合は、 すでにボ リ ューム ・ グループを作成済みのはずです。 も し

まだ作成し ていない場合は、 以下の手順を実行し て く ださ い。

1. 以下の手順に従って、 どち らの Cell Manager へも ア ク セス可能な共有

デ ィ ス ク上でボ リ ューム ・ グループ ( 例 : /dev/vg_ob2cm) を作成し ま

す。

a. 新しいボ リ ューム ・ グループ用のデ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

mkdir /dev/vg_ob2cm

注記 共有ボ リ ューム ・ グループには IDB と 構成フ ァ イルが格納されます。 共有

デ ィ ス ク のサイ ズを決定する際に、 こ のこ と に注意し て く ださい。
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b. システム上の既存のボ リ ューム ・ グループをすべて表示し て、 次に

使用可能なマ イナー番号を確認し ます。

ll /dev/*/group

c. このボ リ ューム ・ グループにグループ ・ フ ァ イルを作成し ます。

mknod /dev/vg_ob2cm/group c 64 0x010000

d. ボ リ ューム ・ グループ内で使用するデ ィ ス ク を準備し ます。

pvcreate -f /dev/rdsk/c0t1d0

pvcreate -f /dev/rdsk/c1t2d0

e. 新しいボ リ ューム ・ グループを作成し ます。

vgcreate /dev/vg_ob2cm /dev/dsk/c0t1d0 /dev/dsk/c1t2d0

2. 上記のグループに対し て論理ボ リ ューム ( 例 : 
/dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm) を作成し た後、 以下の手順を行います。

a. 新しい論理ボ リ ュームを作成し ます。

lvcreate -L 100 -n lv_ob2cm /dev/vg_ob2cm

上記で、 100 と い う 数値は、 パーテ ィ シ ョ ン ・ サイ ズ (MB) を表し ま

す。 Data Protector デ ィ レ ク ト リ  etc/opt/omni と var/opt/omni が

こ こ に配置されます。

b. 論理ボ リ ューム上に、 ジ ャーナル ・ フ ァ イルシステムを作成し ます。

newfs -F vxfs /dev/vg_ob2cm/rlv_ob2cm

注記 新しい論理ボ リ ュームを ミ ラー リ ング し たい場合は、 HP-UX LVM マニュ

アルで構成手順を参照し て く だ さい。

3. ク ラ ス ターの ド キ ュ メ ン ト に従って、 以下の手順でボ リ ューム ・ グルー

プのプロパテ ィ を設定し ます。

a. ボ リ ューム ・ グループを通常モード から非ア ク テ ィ ブ化し ます。

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm

b. ボ リ ューム ・ グループに ク ラ ス ター用であ る こ と を示すマーク を付

けます。
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vgchange -c y /dev/vg_ob2cm

注記 対象がク ラ ス ター ・ ロ ッ ク ・ デ ィ ス ク で、 MC/ServiceGuard の 近のバー

ジ ョ ン (11.09 など ) を使用し ている場合は、 この手順は自動的に実行され

ます。

c. ボ リ ューム ・ グループを排他モード で使用し ます。

vgchange -a e /dev/vg_ob2cm

4. 以下の手順に従って、 論理ボ リ ュームをデ ィ レ ク ト リ ( 例 : 
/omni_shared) にマウ ン ト し ます。

a. マウ ン ト ・ ポイ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

mkdir /omni_shared

b. フ ァ イルシステムをマウ ン ト ・ ポイ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ にマウ ン ト

し ます。

mount /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm /omni_shared

5. テンプレー ト ・ フ ァ イル /etc/opt/omni/sg/sg.conf を編集し ます。

重要 SHARED_DISK_ROOT変数に、 マウ ン ト ・ ポ イ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ 名 ( 例 : 
SHARED_DISK_ROOT=/omni_shared) が設定されている必要があ り ます。

CS_SERVICE_HOSTNAME変数に、 ネ ッ ト ワーク で認識されている仮想 Cell 
Manager 名が設定されている必要があ り ます。 ク ラ ス ター内の各パ ッ ケー

ジは、 独自の仮想 IP ア ド レ ス と仮想サーバ ・ ネ ッ ト ワーク名を持つ必要が

あ り ます ( 例 : CS_SERVICE_HOSTNAME=ob2cl.company.com)。

6. 一次 Cell Manager を構成し ます。 ス ク リ プ ト を実行する際は、

/etc/opt/omni/や /var/opt/omni/デ ィ レ ク ト リ 、 またはこれらの

サブデ ィ レ ク ト リ にス ク リ プ ト を置いていないこ と を確認し て く ださ
い。 また、 /etc/opt/omni/や /var/opt/omni/ にサブデ ィ レ ク ト リ

がマウ ン ト されていない こ と も確認し て く だ さい。 以下のコマン ド を実

行し ます。

/opt/omni/sbin/install/omniforsg.ksh -primary 
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このス ク リ プ ト の実行後は、 Data Protector サービ スがいったん停止さ

れ、 後に再起動される こ と に注意し て く ださ い。

7. マウ ン ト ・ ポ イ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ (Data Protector 共有デ ィ レ ク ト リ ) の

マウ ン ト を解除し ます。

umount /omni_shared

8. 作成し たボ リ ューム ・ グループを非ア ク テ ィ ブ化し ます。

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm

9. 一次 Cell Manager 上に作成し たボ リ ューム ・ グループを以下の手順でエ

ク スポー ト し ます。

a. システム 1( 一次 Cell Manager) から、 LVM 構成情報をマ ッ ピ ング用

フ ァ イル /tmp/lvm_map と 共にエ ク スポー ト し ます。

vgexport -p -m /tmp/lvm_map /dev/vg_ob2cm

b. マ ッ ピ ング用フ ァ イルをシステム 2 (二次Cell Manager)へ転送し ます。

rcp /tmp/lvm_map second_system:/tmp/lvm_map

二次 Cell Manager
の構成

システム 2 上で二次 Cell Manager を構成するには、 以下を実行し ます。

1. システム 2 上で以下の手順を実行し、 イ ンポー ト するボ リ ューム ・ グ

ループを設定し ます。

a. イ ンポー ト するボ リ ューム ・ グループ用のデ ィ レ ク ト リ を作成し ま

す。

mkdir /dev/vg_ob2cm

b. システム上の既存のボ リ ューム ・ グループをすべて表示し て、 次に

使用可能なマ イナー番号を確認し ます。

ll /dev/*/group

c. このボ リ ューム ・ グループにグループ ・ フ ァ イルを作成し ます。

mknod /dev/vg_ob2cm/group c 64 0x010000

d. ボ リ ューム ・ グループをマ ッ ピング用フ ァ イル /tmp/lvm_map と 共

にイ ンポー ト し ます。

vgimport -m /tmp/lvm_map -v /dev/vg_ob2cm 
/dev/dsk/c0t1d0 /dev/dsk/c1t2d0
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2. ク ラ ス ターの ド キ ュ メ ン ト に従って、 以下の手順でボ リ ューム ・ グルー

プのプロパテ ィ を設定し ます。

a. ボ リ ューム ・ グループに ク ラ ス ター用であ る こ と を示すマーク を付

けます。

vgchange -c y /dev/vg_ob2cm

注記 対象がク ラ ス ター ・ ロ ッ ク ・ デ ィ ス ク で、 MC/ServiceGuard の 近のバー

ジ ョ ン (11.09 など ) を使用し ている場合は、 この手順は自動的に実行され

ます。

b. ボ リ ューム ・ グループを排他モード で使用し ます。

vgchange -a e /dev/vg_ob2cm

3. 以下の手順で、 論理ボ リ ュームをマウ ン ト ・ ポイ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ に

マウ ン ト し ます。

a. 一次 Cell Manager で作成し たの と 同じマウ ン ト ・ ポ イ ン ト ・ デ ィ レ ク

ト リ を作成し ます (/omni_shared)。

mkdir /omni_shared

b. フ ァ イルシステムをマウ ン ト ・ ポイ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ にマウ ン ト

し ます。

mount /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm /omni_shared

4. 二次 Cell Manager を構成し ます。

/opt/omni/sbin/install/omniforsg.ksh -secondary 
/omni_shared

5. マウ ン ト ・ ポ イ ン ト ・ デ ィ レ ク ト リ (Data Protector 共有デ ィ レ ク ト リ ) の

マウ ン ト を解除し ます。

umount /omni_shared

6. イ ンポー ト し たボ リ ューム ・ グループを非ア ク テ ィ ブ化し ます。

vgchange -a n /dev/vg_ob2cm
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パッケージの構成

注記 以降の項では、 Data Protector パ ッ ケージの構成例を段階的に説明し ます。 
例に示されているデ ィ レ ク ト リ 名やフ ァ イル名、 番号、 他の変数は、 環境
によ って異な り ます。 また この例では、 ク ラ ス ター構成フ ァ イル名と し て

cluster.conf、 Data Protector パ ッ ケージ名 と し て ob2cl を使用し ていま

す。 実際には、 ネ ッ ト ワーク または ド メ イ ン管理者から指定された名前に

従 う 必要があ り ます。

この と き、 Data Protector デーモンはどち らのク ラ ス ター ・ ノ ー ド上で も実

行されていないこ と に注意し て く ださ い。

必要条件 • 前項で説明し た とお り 、 どち らのク ラ ス ター ・ ノ ー ド上に も Data 
Protector Cell Manager がイ ン ス ト ールされ構成されている こ と が必要で

す。

• Data Protector ク ラ ス ター ・ パ ッ ケージを構成する前に、 ク ラ ス ター構成

フ ァ イルを作成し編集する必要があ り ます。

Data Protector
パッケージの構成

一次 Cell Manager ノ ー ド上で、 以下の手順を実行し ます。

1. ク ラ ス ター構成フ ァ イルにエ ラーがないかチェ ッ ク し ます。

cmcheckconf -C /etc/cmcluster/cluster.conf

エ ラーがあ る場合は修正し ます。

エ ラーがなければ、 構成を有効にし ます。

cmapplyconf -C /etc/cmcluster/cluster.conf

2. ク ラ ス ターを起動し ます。

cmruncl

3. デ ィ レ ク ト リ /etc/cmcluster/ の下に、 Data Protector パッ ケージを置

く デ ィ レ ク ト リ を作成し ます。

mkdir /etc/cmcluster/ob2cl

4. /etc/cmcluster/ob2clデ ィ レ ク ト リ へ移動し ます。

cd /etc/cmcluster/ob2cl
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5. Data Protector パッ ケージ ・ デ ィ レ ク ト リ にパ ッ ケージ構成フ ァ イルを作

成し ます。

cmmakepkg -p /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.conf

6. Data Protector パッ ケージ ・ デ ィ レ ク ト リ にパ ッ ケージ制御フ ァ イルを作

成し ます。

cmmakepkg -s /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl

7. Data Protectorパッ ケージ構成ファ イル(例: /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.conf)
の内容を変更し ます。 こ のフ ァ イルの例は、 「パ ッ ケージ構成フ ァ イル
の例」 (A-29 ページ ) を参照し て く だ さい。

このフ ァ イルで、 以下のフ ィ ール ド を変更し ます。

構成ファイルの変更 • PACKAGE_NAME 

PACKAGE_NAME Data Protector ク ラ ス ター ・ パ ッ ケージ名を入力し

ます。 例 :

PACKAGE_NAME ob2cl

• NODE_NAME

ノ ー ド名を入力し ます。 初に一次 （オ リ ジナル） ノ ー ド名を、 次

に二次 ノ ー ド名 （複数あれば複数） を入力し ます。 例 :

NODE_NAME partizan

NODE_NAME lyon

• RUN_SCRIPT、 RUN_SCRIPT_TIMEOUT、 HALT_SCRIPT、

HALT_SCRIPT_TIMEOUT

Data Protector パッ ケージ制御フ ァ イル （ス ク リ プ ト ） の名前を入力

し、 ス ク リ プ ト 実行のタ イ ムア ウ ト 時間を指定し ます。 デフ ォル ト

では、 タ イ ムア ウ ト はあ り ません。 例 :

RUN_SCRIPT /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl

RUN_SCRIPT_TIMEOUT NO_TIMEOUT

HALT_SCRIPT /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl

HALT_SCRIPT_TIMEOUT NO_TIMEOUT

• SERVICE_NAME、 SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED、

SERVICE_HALT_TIMEOUT
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サービ ス情報を入力し ます。 サービ ス名と し て任意の名前も設定で

き ますが、 この後の制御フ ァ イルで も同じ名前を設定する必要があ
る こ と に注意し て く ださい。 例 :

SERVICE_NAME omni_sv

SEVICE_FAIL_FAST_ENABLED NO

SERVICE_HALT_TIMEOUT 300

• SUBNET

ク ラ ス ターのサブネ ッ ト を入力し ます。 例 :

SUBNET 10.17.0.0

8. Data Protectorパッ ケージ制御ファ イル(例: /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl)
の内容を変更し ます。 このフ ァ イルの例は、 「パ ッ ケージ制御フ ァ イル

の例」 (A-39 ページ ) を参照し て く だ さい。

このフ ァ イルで、 以下のフ ィ ール ド を変更し ます。

制御ファイルの変更 • VG [n]

このパ ッ ケージで使用するボ リ ューム ・ グループを指定し ます。 例 :

VG [0] = /dev/vg_ob2cm

• LV [n], FS [n], FS_MOUNT_OPT [n]

論理ボ リ ューム と フ ァ イルシステムのマウ ン ト 情報を指定し ます。

LV [0] = /dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm

FS [0] = /omni_shared

FS_MOUNT_OPT[0]=” ”

• IP、 SUBNET

このパ ッ ケージが使用する IP ア ド レ ス と サブネ ッ ト 情報を指定し ま

す。 例 :

IP [0] = 10.17.3.230

SUBNET [0] = 10.17.0.0

• SERVICE_NAME、 SERVICE_CMD、 SERVICE_RESTART

サービ ス名、 コマン ド、 再起動パラ メ ータ を指定し ます。
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重要 このサービ ス名は構成フ ァ イルで使用し たの と同じであ る必要があ り ます。 
サービ ス ・ コマン ド （SERVICE_CMD変数） は、 以下の例で使用されている

ものであ る必要があ り ます。

例 : 

SERVICE_NAME [0] = omni_sv

SERVICE_CMD [0] = “/etc/opt/omni/server/sg/csfailover.ksh 
start”

SERVICE_RESTART [0] = “-r 2”

フ ェ イルオーバー時に Cell Manager パッ ケージが確実に再起動され

る よ う にするには、 SERVICE_RESTART パラ メ ータ を -R ( サービ ス

を無期限の回数再起動する ; お勧めし ません ) または “-r 

<number_of_restarts>” ( 指定し た回数だけサービ ス を再起動する

) に設定し ます。

9. 以下の手順に従って、 Data Protector ク ラ ス ター ・ パ ッ ケージ ・ フ ァ イル

のチェ ッ ク と配布を行います。

a. ク ラ ス ター内の他の ノ ー ド にパ ッ ケージ制御フ ァ イルを コ ピーし ま

す。

remsh system2 “mkdir /etc/cmcluster/ob2cl”

rcp /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl 
system2:/etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl

b. Data Protector 共有デ ィ ス ク を、 全ク ラ ス ター ・ ノ ード上で ( 以前作成

し た ) ク ラ ス ター ・ ボ リ ューム ・ グループ と し て使用でき る よ う 設

定し ます。

vgchange -c y /dev/vg_ob2cm

c. Data Protector パッ ケージをチェ ッ ク し ます。

cmcheckconf -P /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.conf

d. チェ ッ ク が正常に実行された場合は、 Data Protector パッ ケージを追

加し ます。

cmapplyconf -P /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.conf

e. パッ ケージを起動し ます。
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cmrunpkg ob2cl

ク ラ ス ターが構成され、 Data Protector Cell Manager パ ッ ケージが起

動し て実行されます。

f. omnicc コマン ド など を使用し て、 仮想サーバ ( ク ラ ス ター ・ パッ

ケージ内に指定されたホ ス ト 名 ) を手動で イ ンポー ト し ます。

omnicc -import_host <virtual_hostname> -virtual

g. MC/ServiceGuard 上に Data Protector イ ン ス ト ール ・ サーバも イ ン ス

ト ールされている場合は ( デフ ォル ト )、 (omnicc コマン ド など を使

用し て ) イ ン ス ト ール ・ サーバも イ ンポー ト し ます。

omnicc -import_is <virtual_hostname>

h. 二次 ノ ード上で Data Protector GUI を実行するには、Data Protector GUI
を起動し て、 二次 ノ ード の root ユーザーを admin ユーザー ・ グルー

プに追加する必要があ り ます。 詳し く は、 「ユーザーの追加または削
除」 （144 ページ ) を参照し て く だ さい。

MC/ServiceGuard 上のクライアン ト

Data Protector は、 完全な ク ラ ス ター ( ローカルおよび共有デ ィ ス ク ) およ

びク ラ ス ター環境で実行されている アプ リ ケーシ ョ ンをバ ッ ク ア ッ プする
こ と ができ ます。

インストール

ク ラ ス ター対応のアプ リ ケーシ ョ ンをバッ ク ア ッ プする場合は、 Data 
Protector ク ラ イ アン ト をすべての ク ラ ス ター ・ ノ ー ド にローカルにイ ン ス

ト ールする必要があ り ます。 ク ラ ス ター対応ク ラ イ アン ト のイ ン ス ト ール

方法については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよび

ラ イセン ス ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

構成

アプ リ ケーシ ョ ン仮想サーバ ( アプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラ ス ター ・ パッ ケー

ジ内に指定されたホ ス ト 名 ) をセルにイ ンポー ト する必要があ り ます。

Cell Manager と アプ リ ケーシ ョ ンが同じ ク ラ ス ターにあ る場合は、 仮想

サーバを イ ンポー ト する前に、 Cell Manager パッ ケージをアプ リ ケーシ ョ

ン ・ ノ ード に移動する必要があ り ます。 その後、 以下の手順を行います。
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1. Cell Manager パ ッ ケージを停止し ます ( 例 : ob2cl)。

cmhaltpkg ob2cl

2. Cell Manager パ ッ ケージをアプ リ ケーシ ョ ン ・ ノ ード上で実行し ます。

cmrunpkg -n <node_name> ob2cl

注記 Data Protector GUI を使用し ている場合は、 各仮想サーバを ク ラ イ アン ト と

し て イ ンポー ト し ます。 詳し く は、 図 15-4 (797 ページ ) と 『HP OpenView 
Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て

く だ さい。
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図 15-4 アプリケーシ ョ ン ・ クラスター ・ パッケージを MC/ServiceGuard 上のセ

ルにインポート

クラスター内のデータのバックアップ (MC/SG)

本項では、 ク ラ ス ター環境内の特定のデータ をバッ ク ア ッ プする方法の概
要を説明し ています。 ク ラ ス ター内のデータの詳しいバッ ク ア ッ プ方法に

ついては、 「ク ラ ス ター (MSCS) 内のデータのバ ッ ク ア ッ プ」 （775 ページ )
を参照し て く ださい。

注記 仮想サーバのバッ ク ア ッ プを行 う 際、 オブジ ェ ク ト の所有権は、 ク ラ ス
ター ・ パッ ケージが実行されている特定のホ ス ト の所有権 と同じにな り ま
す。 し たがって、 フ ェ イルオーバーが発生した場合は、 同じオブジェ ク ト
のバ ッ ク ア ッ プの所有者が異な る こ と にな り ます。 これを回避するには、
バッ ク ア ッ プ仕様内でオブジェ ク ト の所有権を仮想サーバに設定し て く だ
さい。
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ローカル ・ ディスクのバックアップ

ク ラ ス ターのローカル ・ デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プするには、 以下の手順を
行います。

1. バッ ク ア ッ プする ローカル ・ デ ィ ス ク があ る各ク ラ ス ター ・ ノ ー ド上

に、 Data Protector Disk Agent コ ンポーネン ト を イ ン ス ト ールし構成し ま

す。

2. 特定のク ラ ス ター ・ ノ ー ド用のバ ッ ク ア ッ プ仕様を物理 ノ ード名を使用

し て構成し、 バッ ク ア ッ プする ローカル ・ デ ィ ス ク を選択し ます。

共有ディスクのバックアップ

ク ラ ス ターの共有デ ィ ス ク をバ ッ ク ア ッ プするには、 以下の手順を行いま
す。

1. すべての ク ラ ス ター ・ ノ ード に Data Protector ク ラ ス ター ・ ク ラ イ アン

ト ・ ソ フ ト ウ ェ アを ( ローカルに ) イ ン ス ト ールし て構成し ます。 イ ン

ス ト ール手順については、 『HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス

ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』 を参照し て く だ さい。

2. 仮想サーバ ( ク ラ ス ター ・ パッ ケージ内に指定されたホ ス ト 名 ) を Data 
Protector セルにイ ンポー ト し ます。

3. バッ ク ア ッ プ仕様を構成し、 仮想サーバを選択し ます。 バ ッ ク ア ッ プす

る共有デ ィ ス ク を定義し ます。
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Veritas Cluster の統合

Veritas Cluster 上のクライアン ト

Data Protector は、 Veritas Cluster 環境では、 ローカル ・ デ ィ ス ク または共有

デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プのみに使用でき ます。

Data Protector と Veritas Clusters の組み合わせでは、 ク ラ ス ター対応アプ リ

ケーシ ョ ンはサポー ト されていません。

インストール Data Protector を各ク ラ イ アン ト 上にローカルにイ ン ス ト ールし、 各ク ラ イ

アン ト をセルにイ ンポー ト する必要があ り ます。 段階的な手順は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』

を参照し て く ださい。

Data Protector を使って Veritas Cluster を構成するには、 Data Protector ユー

ザー ・ イ ン タ フ ェースが必要です。

詳し く は、 以下の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

• Veritas Cluster の ド キ ュ メ ン ト

• Data Protector のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ

さい。

• Data Protector の現在の リ リ ースについての 新情報は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さ

い。

構成

ク ラ ス ター ・ ノ ー ド のローカル ・ デ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プでき る よ う にす
るには、 各 ノ ード を Data Protector Cell Manager にイ ンポー ト する こ と が必

要です。

ローカル ・ ディスクのバックアップ

デ ィ ス ク がローカルに接続されている システムをブラ ウズする と 、 ク ラ ス
ター内のシステムに対し て ローカルなデ ィ ス ク が表示されます。 

以下の手順に従って、 ローカル ・ デ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プし ます。
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1. バッ ク ア ッ プ対象のローカル ・ デ ィ ス ク のあ る各システムに、 Data 
Protector Disk Agent を イ ン ス ト ールし ます。

2. ク ラ ス ター内のローカル ・ システムのバッ ク ア ッ プを構成し、 バ ッ ク

ア ッ プする ローカル ・ デ ィ ス ク を定義し ます。

共有ディスクのバックアップ

前述の と お り 、 共有デ ィ ス クはローカル ・ デ ィ ス ク と し てのみバ ッ ク ア ッ
プでき ます。 しかし、 そのデ ィ ス ク を共有し ているいずれの ノー ド からで

もバ ッ ク ア ッ プ可能です。

た と えば、 2 つの ノ ー ド で共有し ているデ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プする場合

の手順は以下の とお り です。

1. デ ィ ス ク を共有し ている各システムに Data Protector Disk Agent を イ ン ス

ト ールし ます。

2. 各システム上で、 このデ ィ ス ク に対するバッ ク ア ッ プ仕様を 「ローカ

ル ・ デ ィ ス ク」 と し て定義し ます。

3. 共有デ ィ ス ク のバ ッ ク ア ッ プを よ り 確実にするには、 各バ ッ ク ア ッ プ仕

様内で実行後ス ク リ プ ト を作成し ます。 こ の実行後ス ク リ プ ト で、 エ

ラーをチェ ッ ク し て、 1 台目のシステムでバ ッ ク ア ッ プが失敗し た場合

は他のシステム上でバッ ク ア ッ プを起動する よ う に設定し ます。
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Novell NetWare Cluster 用統合ソフ トウェア

Novell NetWare Cluster 上のクライアン ト

Data Protector は、 Novell NetWare Cluster 環境では、 ローカル ・ デ ィ ス ク ま

たはク ラ ス ター共有プールのバ ッ ク ア ッ プのみに使用でき ます。

Data Protector を Novell NetWare Cluster で使用する場合、 ク ラ ス ター対応ア

プ リ ケーシ ョ ンはサポー ト されません。 フ ェ イルオーバーし た場合は、

バッ ク ア ッ プまたは復元セ ッ シ ョ ンを手動で再起動する必要があ り ます。

インストール Data Protector を各ク ラ イ アン ト 上にローカルにイ ン ス ト ールし、 各ク ラ イ

アン ト をセルにイ ンポー ト する必要があ り ます。 段階的な手順は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガイ ド 』

を参照し て く ださい。

Data Protector を使って Novell NetWare Cluster を構成するには、 Data 
Protector ユーザー ・ イ ン タ フ ェースが必要です。

詳し く は、 以下の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

• Novell NetWare Cluster の ド キ ュ メ ン ト

• Data Protector のイ ン ス ト ール方法については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン ス ・ ガ イ ド』 を参照し て く だ

さい。

• Data Protector の現在の リ リ ースについての 新情報は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア リ リ ース  ノ ー ト 』 を参照し て く だ さ

い。

注記 Novell NetWare 仮想サーバ上ではデバイ ス を追加でき ません。
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構成

ク ラ ス ター ・ ノ ー ド のローカル ・ デ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プでき る よ う にす
るには、 各 ノ ード を Data Protector セルにイ ンポー ト する こ と が必要です。 
また、 ク ラ ス ター共有プールをバ ッ ク ア ッ プでき る よ う にするには、 仮想
サーバをセルにイ ンポー ト する必要があ り ます。

ローカル ・ ディスクのバックアップ

デ ィ ス ク がローカルに接続されている システムをブラ ウズする と 、 ク ラ ス
ター内のシステムに対し て ローカルなデ ィ ス ク が表示されます。 

以下の手順に従って、 ローカル ・ デ ィ ス ク をバッ ク ア ッ プし ます。

1. バッ ク ア ッ プ対象のローカル ・ デ ィ ス ク のあ る各システムに、 Data 
Protector Disk Agent を イ ン ス ト ールし ます。

2. ク ラ ス ター内のローカル ・ システムのバッ ク ア ッ プを構成し、 バ ッ ク

ア ッ プする ローカル ・ デ ィ ス ク を定義し ます。

共有クラスター ・ プールのバックアップ

ク ラ ス ター共有プールのバ ッ ク ア ッ プは、 仮想サーバ経由でのみ可能です。 
バッ ク ア ッ プ対象 と し て仮想サーバを選択した場合は、 バ ッ ク ア ッ プ可能
なプール と し て ク ラ ス ター共有プールのみが表示されます。

た と えば、 2 つの ノ ー ド で共有し ているプールをバ ッ ク ア ッ プする場合の

手順は以下の とお り です。

1. プールを共有し ている各システムに Data Protector Disk Agent を イ ン ス

ト ールし ます。

2. ク ラ ス ター仮想サーバをセルにイ ンポー ト し ます。

3. 仮想サーバ上のすべてのプールを含むバッ ク ア ッ プ仕様を作成し て、

バッ ク ア ッ プを開始し ます。
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DSI とは Data Source Integration (DSI) によ り 、 HP OpenView Performance Agent を使っ

てデータのロ グへの記録、 ア ラームの定義、 データ ・ ソースから HP 
OpenView Performance Agent scopeux collector がロ グに記録し た以外の メ ト

リ ク スへのア ク セスが可能です。 Data Protector のサンプル用ス ク リ プ ト と

構成フ ァ イルでは、 Data Protector のレポー ト 用コマン ド行イ ン タ フ ェース

を Data Source Integration と 併用し て、 Data Protector 環境やバッ ク ア ッ プ /
復元セ ッ シ ョ ンに関するデータ を記録する方法を説明し ています。

測定可能な内容 DSI 統合を使用し て、 以下のよ う な数値を測定する こ と ができ ます。

• データベースのサイ ズ

• メ デ ィ アの使用状況

• メ デ ィ アのステータ ス

• システム数

• システムあた り のデータ量

• フル ・ バッ ク ア ッ プおよび増分バ ッ ク ア ッ プの個数

構成の概要 DSI を使用するには、 以下を行 う こ と が必要です。

• どのデータ を ロ グに記録するかを確認し ます。

• Data Protector からデータ を照会するためのス ク リ プ ト を記述し ます。

• ク ラ ス仕様フ ァ イルを設定し ます。

• ク ラ ス仕様フ ァ イルを コ ンパイルし ます。

• ロ ギング ・ プロセス を起動し ます。

Data Protector には、 Korn シ ェル (ksh) ス ク リ プ ト と ク ラ ス仕様フ ァ イルの

サンプルが用意されてお り 、 デフ ォル ト では 2 つの メ ト リ ク ス ( セル内の

ク ラ イ アン ト 数 と IDB のサイ ズ ) が記録されます。 こ のス ク リ プ ト と ク ラ

ス仕様フ ァ イルは簡単に変更でき、 Data Protector から他の情報を収集する

こ と も可能です。 このス ク リ プ ト は、 UNIX システム上でサポー ト されて

います。
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統合の構成 以下の手順に従って、 Data Protector DSI 統合を構成し ます。

1. データ を収集するためのス ク リ プ ト を記述し ます。

まず、 ロ グに記録するデータ を選択し ます。 Data Protector のレポー ト 用

コマン ド omnirpt は、 デ ィ レ ク ト リ /opt/omni/bin/ にあ り ます。 こ
のコマン ド を使って Data Protector 環境に関する さ まざまな情報を収集

でき ます。 コマン ド の詳細については、 omnirpt の man ページを参照し

て く ださい。 次に、 選択し たデータ を無限ループで照会し、 照会し た

データ を標準出力に書き込むス ク リ プ ト を記述し ます。

2. ク ラ ス仕様フ ァ イルを作成し ます。

ク ラ ス仕様フ ァ イルでは、 ロ グに記録するデータ と記録方法を定義し ま
す。 Data Protector の ク ラ ス仕様フ ァ イルのサンプル obdsi.spec はデ ィ

レ ク ト リ /etc/opt/omni/server/dsi にあ り ます。 ク ラ ス仕様フ ァ イ

ルの完全な構文については、 DSI の ド キ ュ メ ン ト を参照し て く ださい。

3. ク ラ ス仕様フ ァ イルを コ ンパイルし ます。

デ ィ レ ク ト リ /opt/perf/bin にあ る sdlcomp コマン ド を使って、 ク

ラ ス仕様フ ァ イルを コ ンパイルし ます。 Data Protector の ク ラ ス仕様フ ァ

イルのサンプルを コ ンパイルするには、 以下のコマン ド を実行し ます。

sdlcomp obdsi.spec OmniBack.log OmniBack

4. perflbd.rc を構成し ます。

フ ァ イル perflbd.rc を変更する前に、 mwa サービ ス を終了し て く だ

さい。 このサービ ス を終了するには、 以下のコマン ド を実行し ます。

/opt/perf/bin/mwa stop

上記のコマン ド を実行する と、 フ ァ イル /var/opt/perf/perflbd.rc

を編集でき ます。 Data Protector の メ ト リ ク スのサンプルを構成する場合

は、 フ ァ イルに以下の行を追加し ます。 こ の と き、 必ず 1 行で入力し て

く だ さい。

DATASOURCE=OMNIBACKII 
LOGFILE=/etc/opt/omni/server/dsi/OmniBack.log

5. ロ ギング ・ プロセス を起動し ます。

dsilog コマン ド を使ってデータ を収集し て出力をパイプに渡すス ク リ

プ ト を起動し ます。 Data Protector の メ ト リ ク スのサンプルの場合は、 以

下のコマン ド を使用し ます ( コマン ド は 1 行で入力し ます )。

obdsi.ksh | /opt/perf/bin/dsilog OmniBack.log OMNIBACKII
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Application Response Measurement (ARM) との統

合

ARM の統合とは Data Protector は、 分散環境内の ト ラ ンザ ク シ ョ ンの応答時間を測定する た

めの新しい基準であ る Application Response Measurement (ARM) イ ン タ

フ ェース をサポー ト し ています。 Data Protector によ って提供されるデータ

は、 ARM に準拠する システム管理ツールやモニ タ リ ング ・ ツール (HP 
OpenView Performance Agent など ) で使用でき ます。 これらのツールでは、

情報を ロ グに記録し て、 ト レ ン ド の解析、 レポー ト 、 警告に基づ く 通知な
ど を行 う こ と ができ ます。 収集されたデータは、 HP OpenView 
PerformanceManager またはその他のツールで表示、 解析でき ます。

ARM 統合ソフ ト

ウェアのインス トー
ル方法

必要な イ ン ス ト ール作業は、 ARM 2.0 互換の RPM エージェ ン ト と ラ イブ

ラ リ の Cell Manager へのイ ン ス ト ールだけです。 RPM エージ ェ ン ト と ラ イ

ブラ リ のイ ン ス ト ールは、 Data Protector のイ ン ス ト ールの前後どち らで

行って も構いません。

UNIX Cell Manager の場合は、 ダ ミ ーのラ イブラ リ

/opt/omni/lib/arm/libarm.sl (HP-UX の場合 )、 または

/opt/omni/lib/arm/libarm.so (Solaris の場合 ) を適切な ARM ラ イブラ

リ ( 実際に処理を記録する ) に交換するか、 ラ イブラ リ への リ ン ク を作成

する必要があ り ます。 リ ン ク を作成する こ と をお勧めし ます。 た と えば、

HP OpenView Performance Agent が HP-UX 11.x Cell Manager にあ る場合は、

上記のフ ァ イルを /opt/perf/lib/libarm.sl フ ァ イルに リ ン クする必要

があ り ます。 /opt/perf/lib/libarm.sl フ ァ イルは libarm.0 に リ ン ク

されている こ と に注意し て く だ さい。

Windows Cell Manager では、 ARM 統合の設定に追加し て行 う べき手順はあ

り ません。

測定可能な内容 ARM 統合を使用し て、 以下のよ う な数値を測定する こ と ができ ます。

• セ ッ シ ョ ンの継続時間

• Disk Agent の読出し時間

• Disk Agent のネ ッ ト ワーク書込み時間

• Media Agent のネ ッ ト ワーク読出し時間
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• Media Agent のデータ書込み時間

• Session Manager のデータベースへの書込み時間

• データベースの削除時間

下表に、 サポー ト されている ARM ト ラ ンザ ク シ ョ ンを示し ます。

表 15-1 ARM ト ランザクシ ョ ン

ト ラ ンザ ク シ ョ ン名 追加情報 ト ラ ンザク シ ョ ン
の詳細

BS-<Backup_specificati
on>

時間 バッ ク ア ッ プ ・
セ ッ シ ョ ンのバッ
ク ア ッ プ時間

RS-<Session_ID> 時間 復元セ ッ シ ョ ンの
復元時間

BO-<Object_name> 時間 特定のオブジェ ク
ト のバッ ク ア ッ プ
時間

DP 削除されたレコード
数、 IDBのサイズ
(MB)

IDB の削除時間

DC IDB サイ ズ (MB) IDB のチェ ッ ク時

間
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ManageX の統合

ManageXの統合とは ManageX の統合は、 ManageX が実行されている Windows システム上でサ

ポー ト されています。 ManageX を使用し て、 Data Protector の処理および

バッ ク ア ッ プ状態を調べる こ と ができ ます。

サポート内容 ManageX の統合は、 以下をサポー ト し ています。

• ユーザーが選択し た重大度レベルの Data Protector メ ッ セージを ManageX
コ ン ソールに送信する。

• すべての Data Protector サービ スが実行されているかを調べ、 サービ スの

いずれかが終了し た場合に メ ッ セージを ManageX コ ン ソールに送信す

る。

統合の構成 ManageX と Data Protector の統合は、 以下の手順で行います。

1. Cell Manager で、 Data Protector メ ッ セージの転送を有効にし ます。

a. グ ローバル ・ フ ァ イル ・ セ ッ ト で、 EventLogMessages=1 を設定し

ます。 詳細については、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645
ページ ) を参照し て く だ さい。

b. Data Protector サービ ス を終了し て再起動し ます。

2. ManageX コ ン ソールで受信する Data Protector メ ッ セージの重大度レベル

を設定するには、 フ ァ イル
<Data_Protector_home>\config\server\managex\filterに重大

度レベルを追加または削除し ます。 デフ ォル ト では、 このフ ァ イルにす
べての重大度レベルが記述されています(normal | warning | minor 
| major | critical)。 

3. ManageX コ ン ソールを使用し て、 ManageX から Data Protector Cell 
Manager にポ リ シーを配布し ます。 Data Protector ポ リ シーは、 Backup 
Application と い う フ ォルダにあ り ます。 
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システム / 管理アプリケーシ ョ ンへのアクセス

本項では、 Data Protector のシステム / 管理アプ リ ケーシ ョ ンへのア ク セス

方法について説明し ます。

はじめに

Data Protector と HP OpenView を統合する こ と によ り 、 以下のよ う なシステ

ム / アプ リ ケーシ ョ ン管理用アプ リ ケーシ ョ ンを使って Data Protector プロ

セスの性能を管理、 モニター、 測定でき る よ う にな り ます。

• HP OpenView Vantage Point Operations

• HP OpenView DSI

• HP OpenView ManageX

Data Protector では、 こ のよ う なアプ リ ケーシ ョ ンへア ク セスする ために以

下のよ う な一般的な イ ン タ フ ェース を用意し ています。

• SNMP ト ラ ッ プ

• ユーザー ・ イ ン タ フ ェース (Data Protector GUI、 CLI、 Web レポー ト ・

イ ン タ フ ェース )

• Data Protector ロ グ ・ フ ァ イル

• Windows アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グ

Data Protector と統合する アプ リ ケーシ ョ ンによ り ますが、 上記すべての方

法、 または一部の方法のみが使用可能にな り ます。 Data Protector では、 こ

れらのアプ リ ケーシ ョ ンを使用し て実行でき る定義済みレポー ト や定義済
みア ク シ ョ ンがあ らかじめ用意されています。 詳細は、 こ の章の説明を振
り 返って く ださい。

Data Protector へのアクセス方法

SNMP ト ラ ップ

SNMP ト ラ ッ プを使用する こ と によ り 、 Data Protector でのイベン ト 発生時

や Data Protector のチェ ッ ク / 保守 メ カニズムによ って SNMP ト ラ ッ プが送

信された時に、 システム / アプ リ ケーシ ョ ン管理用アプ リ ケーシ ョ ンが
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SNMP ト ラ ッ プ ・ メ ッ セージを受信、 処理でき る よ う にな り ます。 Data 
Protector のチェ ッ ク と保守機構の詳細は、 「Data Protector のチェ ッ ク / 保守

機構」 （757 ページ ) を参照し て く ださい。

HP-UX と Solaris では、 Cell Manager に 2 つの Data Protector フ ァ イルがあ

り 、 それらのフ ァ イルで Data Protector SNMP ト ラ ッ プの動作を指定でき ま

す。

• /etc/opt/omni/server/snmp/OVdest

このフ ァ イルでは、 Data Protector SNMP ト ラ ッ プを受信する システムの

名前を指定し ます。 このフ ァ イルの形式を以下に示し ます。

trap-dest: <hostname1>

trap-dest: <hostname2>

...

• /etc/opt/omni/server/snmp/OVfilter

このフ ァ イルでは、 Data Protector SNMP ト ラ ッ プ ・ メ ッ セージの除外対

象 (Data Protector から送信されない ) の重大度レベルを指定し ます。 こ
のフ ァ イルの形式を以下に示し ます。

<message_level>

<message_level>

...

< message_level> には、次のいずれかの値を指定し ます。 (normal | 
warning | minor | major | critical)

Windows システムの場合、 送信先は Windows SNMP サービ スの構成で設定

し ます。 

注記 Windows システムの場合、 まず SNMP サービ ス を構成する必要があ り ま

す。 Windows SNMP サービ スの構成方法については、 「SNMP によ る送信」

（454 ページ ) を参照し て く ださい。

Data Protector から送信される SNMP ト ラ ッ プは、 以下の情報で構成されて

います。
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• エンタープライズ ・ イベン ト ID

各イベン ト には、 エン タープラ イ ズ ・ イベン ト ID(EID) が付与されま

す。 EID はイベン ト を送信するエンテ ィ テ ィ の種類を表し ます。

OpenView エンテ ィ テ ィ が送信する イベン ト の EID は、

".1.3.6.1.4.1.11.2.17.1" です。

• 一般イベン ト ID

各イベン ト には、 一般イベン ト ID(GID) も付与されます。 標準の SNMP
ト ラ ッ プの場合、 GID は ovtrapd に対し てどの標準 SNMP ト ラ ッ プが

生成されたかを通知し ます。 その他の種類のイベン ト の場合、 GID は 6
にな り ます。 これは、 イベン ト を さ らに評価するために送信エンテ ィ

テ ィ が特定イベン ト ID を使用し た こ と を意味し ます。 Data Protector は
GID に 6 のみを使用し ます。

• 特定イベン ト ID

GID が 6 のイベン ト には、 特定イベン ト ID (SID) も付与されます。 SID
を使用する こ と によ り 、 エン タープラ イ ズはイベン ト 定義のカ ス タ ム ・
セ ッ ト を独自に定義でき ます。 Data Protector が使用する 59047936 はア

プ リ ケーシ ョ ンに対する警告 ト ラ ッ プで、 HP OpenView ト ラ ッ プ向けの

既存の SNMP ト ラ ッ プのサブタ イプです。

• 変数

表 15-2 (810 ページ ) に、 Data Protector が送信する SNMP ト ラ ッ プの形式 と

一般的な値を示し ます。

表 15-2 Data Protector SNMP ト ラ ップの形式

MIB ID 意味 例

1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.1.0 アプ リ ケーシ ョ
ンの種類

1

1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.2.0 Cell Manager のホ

ス ト 名

machine.company.com

1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.3.0 ト ラ ッ プ ・ メ ッ
セージの種類

NOTIFICATION、 または

無し

1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.4.0 アプ リ ケーシ ョ
ン名

HP Data Protector
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コマンド行インタフェース、 GUI( グラフ ィ カル ・ ユーザー ・ インタフ ェー

ス )、 Web レポート ・ インタフ ェース

Data Protector CLI では、 Data Protector GUI と互換性のあ る機能が用意され

ています。 Data Protector CLI を使って以下を実行でき ます。

• Data Protector GUI、 サブ GUI の起動。 Data Protector のサブ GUI の リ ス ト

は、 「グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース」 (6 ページ ) を参照し

て く ださい。 

• Data Protector ア ク シ ョ ン ( バ ッ ク ア ッ プ、復元、IDB の削除など ) の構成

および開始。 実行可能な Data Protector ア ク シ ョ ンの リ ス ト は、 「Data 
Protector のコマン ド」 (A-7 ページ ) を参照し て く ださい。

• omnirpt CLI コマン ド を使った Data Protector レポー ト の構成および開

始。 レポー ト の詳細については、 「Data Protector レポー ト 」 （417 ページ

) を参照し て く ださい。

• Data Protector レポー ト を構成、 開始する ための Java ユーザー ・ イ ン タ

フ ェースの起動。 Web レポー ト の詳細については、 「Web レポー ト およ

び Web 通知の構成」 （457 ページ ) を参照し て く だ さい。

Data Protector コマン ド は、 システム / アプ リ ケーシ ョ ン管理用アプ リ ケー

シ ョ ンの入力データ を提供する ス ク リ プ ト 内で使用でき ます。

Data Protector ログ ・ ファイル

システム / アプ リ ケーシ ョ ン管理用アプ リ ケーシ ョ ンの中には HP 
OpenView Vantage Point Operations のよ う に、 特定のロ グ ・ エン ト リ に対し

てモニ ターを行 う 時刻やモニター対象のロ グ ・ フ ァ イルを指定でき る も の

1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.5.0 メ ッ セージの重
大度

致命的

1.3.6.1.4.1.11.2.17.1.6.0 メ ッ セージ デバイ ス DLT_1 にエ ラー

が発生し ま し た。

1.3.6.1.4.1.11.2.17.2.7.0 パラ メ ータ ・ リ
ス ト

デバイ ス名 DLT_1 に対す

るマウ ン ト 要求

表 15-2 Data Protector SNMP ト ラ ップの形式

MIB ID 意味 例
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があ り ます。 指定し ておいたエン ト リ がフ ァ イル内で検出された場合の動

作を指定でき ます。 VPO ではこれを ロ グ ・ フ ァ イルのカプセル化 と 言いま

す。

このよ う なシステム / アプ リ ケーシ ョ ン管理用アプ リ ケーシ ョ ンを構成す

る こ と によ り 、 特定のロ グ ・ エン ト リ (Data Protector イベン ト ) について

Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルをモニターし た り 、 特定の Data Protector イベ

ン ト が検出された場合に実行する動作を定義でき ます。

Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルの詳細については、 「Data Protector ロ グ ・ フ ァ

イル」 （681 ページ ) を参照し て く ださい。 ロ グ ・ フ ァ イルに関する書式化

の仕様は用意されていない こ と に注意し て く ださい。 Data Protector ロ グ ・

フ ァ イルのエン ト リ の例は、 「Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルの主なエン ト

リ 」 (A-45 ページ ) を参照し て く ださい。

Windows アプリケーシ ョ ン ・ ログ

ManageX などシステム / アプ リ ケーシ ョ ン管理用アプ リ ケーシ ョ ンの中に

は Windows アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グをモニターでき る も のがあ り ます。 

すべての Data Protector メ ッ セージや Data Protector サービ ス ( 終了し ている

場合 ) に関する メ ッ セージを Windows アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グに自動転送

するには、 Data Protector グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの

EventLogMessages変数を 1 に設定し ます。 Data Protector グ ローバル ・ オ

プシ ョ ン ・ フ ァ イルの詳細は、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル」 （645
ページ ) を参照し て く だ さい。

例

Data Protector プロセスの検証

Data Protector では、 omnisv -status CLI コマン ド を実行し て、 必要なプ

ロセスが実行中かど う かをチェ ッ ク でき ます。 

omnisv -status コマン ド を実行する と、 必要な Data Protector プロセスの

ステータ スが通知されます。 

omnisv -status 必要な Data Protector プロ セスのステータ ス を取得するには、 以下のコマン

ド を入力し ます。

omnisv -status
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Data Protector [ 健全性チェ ックの失敗 ] 通知

ユーザーの健全性チェ ッ ク の通知は、 必要なプロセスが実行されていない
場合や IDB が実行不可能な場合にのみ ト リ ガ され、 送信されます。 [ 健全性

チェ ッ ク の失敗 ] 通知は、 デフ ォル ト では毎日これら を 12 時 ( 正午 ) に

チェ ッ ク し、 通知を送信する必要があ る場合は、 Data Protector イベン ト ・

ロ グ ( デフ ォル ト ) に送信し ます。 Data Protector グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・

フ ァ イルの DailyMaintenanceTimeパラ メ ータ を変更し て実行時刻を変

更する こ と ができ ます。 この と き 24 時間表記を使用し ます。 Data Protector
グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イルの詳細は、 「グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・
フ ァ イル」 （645 ページ ) を参照し て く ださい。 通知は、 た と えば SNMP ト

ラ ッ プ と し て転送する こ と も でき ます。

必要な Data Protector プロ セスおよび IDB の稼働を毎日決められた時刻に

チェ ッ ク し、 実行されていないプロセスや実行不可能なデータベース を
SNMP ト ラ ッ プから通知するには、 「Data Protector 通知」 （445 ページ ) の説

明に従って [ 健全性チェ ッ クの失敗 ] 通知を構成し て く だ さい。

[ 健全性チェ ッ ク の失敗 ] 通知の状況を対話形式でチェ ッ クするには、 以下

のコマン ド を入力し ます。

omnihealthcheck

omnihealthcheck コマン ド の詳細については、 omnihealthcheck の man
ページを参照し て く ださい。

前日の夜間に実行されたバックアップ結果の取得

前日の夜間に実行されたバ ッ ク ア ッ プの結果に関する レポー ト は、 Data 
Protector レポー ト 機能を使って取得でき ます。 Data Protector レポー ト 機能

の詳細は、 「Data Protector レポー ト 」 （417 ページ ) および omnirpt の man
ページを参照し て く ださい。 omnirpt では、 30 を超え る レポー ト それぞれ

に異なるオプシ ョ ンを設定し て実行する こ と ができ ます。

前日の夜間に実行されたバ ッ ク ア ッ プに関する HTML レポー ト を フ ァ イル

report.html に取得するには、 以下のコマン ド を入力し ます。

omnirpt -report list_sessions -timeframe 24 24 -html -log 
report.html
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本付録の概略
本付録の概略

この付録では、 以下の項目について説明し ます。

「特定の UNIX フ ァ イル・ フ ォーマ ッ ト のバッ ク ア ッ プ と 復元」 (A-3 ペー

ジ )

「Data Protector のコマン ド」 (A-7 ページ )

「性能に関する検討事項」 (A-8 ページ )

「 メ デ ィ ア取 り 出しのス ケジ ュール例」 (A-15 ページ )

「実行前 / 実行後コマン ド の例 (UNIX の場合 )」 (A-21 ページ )

「障害復旧 : 抹消 リ ン クの移動 (HP-UX 11.x)」 (A-26 ページ )

「AIX 上での libaci.o の作成方法」 (A-27 ページ )

「パ ッ ケージ構成フ ァ イルの例」 (A-29 ページ )

「パ ッ ケージ制御フ ァ イルの例」 (A-39 ページ )

「Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルの主なエン ト リ 」 (A-45 ページ )

「Windows での手動によ る障害復旧準備用テンプレー ト 」 (A-50 ページ )

「Windows Media Agent 上のブロ ッ ク ・ サイ ズの変更」 (A-52 ページ )
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特定の UNIX ファイル ・ フォーマッ トのバックアップ

と復元

この項では、 特定の UNIX フ ァ イル ・ フ ォーマ ッ ト (VxFS、 Enterprise 
Filesystem、 Context Dependent Filesystem) のバ ッ ク ア ッ プ方法を説明し ま

す。

VxFS スナップシ ョ ッ ト

VxFS とは VxFS では、 別のアプ リ ケーシ ョ ンが使用中のフ ァ イルシステムをバ ッ ク

ア ッ プでき ます。 これはオン ラ イ ン ・ バッ ク ア ッ プ と呼ばれ、 フ ァ イルシ

ステムのスナッ プシ ョ ッ ト を作成し て、 作成されたスナッ プシ ョ ッ ト を
バッ ク ア ッ プする ものです。

VxFS フ ァ イルシステムを一時デ ィ レ ク ト リ にマウ ン ト する際に、 フ ァ イル

システムのスナッ プシ ョ ッ ト を作成し ます。 この と き、 スナッ プシ ョ ッ ト

の作成対象 と な る フ ァ イルシステムを指定する こ と もでき ます。

スナップシ ョ ッ ト と は、 VxFS フ ァ イルシステムを一時デ ィ レ ク ト リ にマウ

ン ト する際の特定の時点でのフ ァ イルシステムのコ ピーを指し ます。

他のフ ァ イルシステムについては、 VxFS スナッ プシ ョ ッ ト 機能を使用せず

に、 単にバ ッ ク ア ッ プを構成するだけで通常のバッ ク ア ッ プを実行でき ま
す。 ただし この場合、 使用中のフ ァ イルはバ ッ ク ア ッ プでき ません。

一時デ ィ レ ク ト リ のバッ ク ア ッ プを構成し ます。 実際には、 こ のデ ィ レ ク

ト リ がマウ ン ト 時のフ ァ イルシステムのスナ ッ プシ ョ ッ ト へのマウ ン ト ・
ポイ ン ト と な り ます。

バッ ク ア ッ プ完了後は、 スナッ プシ ョ ッ ト ・ フ ァ イルシステムをアンマウ
ン ト し て、 他の用途にも使用でき る よ う にし ます。

VxFS バックアップ

の構成方法

VxFS オン ラ イ ン ・ バッ ク ア ッ プ機能を使用する場合は、 以下の手順に従っ

てバ ッ ク ア ッ プを構成し ます。 

1. VxFS がスナッ プシ ョ ッ ト に使用する ための空き または未使用のパー

テ ィ シ ョ ンをシステム内に作成する必要があ り ます。 作成方法について

は、 システム管理者用マニュ アルを参照し て く ださ い。
付録 A A-3



詳細情報

特定の UNIX ファイル ・ フォーマッ トのバックアップと復元
バッ ク ア ッ プ中のフ ァ イルシステムの使用率が高い場合は、 スナ ッ プ
シ ョ ッ ト ・ フ ァ イルシステムの推奨サイ ズは、 スナ ッ プ対象と な る フ ァ
イルシステムの 15% が上限です。 ただし通常は、 約 5% に設定し て く だ

さい。

スナ ッ プ対象のフ ァ イルシステム上で変更されるデータの量が使用可能
なスペース を超えた場合、 Data Protector は、 残 り のバッ ク ア ッ プ対象の

すべてのフ ァ イルに対し て Cannot stat と い う エ ラー ・ メ ッ セージを

生成し ます。 この場合は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ フ ァ イルシステムをアン

マウ ン ト し て、 再度バッ ク ア ッ プ手順を実行し なければな り ません。

2. スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ フ ァ イルシステムをマウ ン ト する一時デ ィ レ ク ト リ

を作成し ます。

3. スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ フ ァ イルシステムを一時デ ィ レ ク ト リ へマウ ン ト と

アンマウ ン ト を行 う シェル ・ ス ク リ プ ト を作成し ます。 ス ク リ プ ト のテ

ンプレー ト については、 次項の 「実行前 / 実行後ス ク リ プ ト のテンプ

レー ト 」 を参照し て く だ さい。

4. 一時デ ィ レ ク ト リ のバッ ク ア ッ プを構成し ます。 マウ ン ト 用ス ク リ プ ト

は実行前コマン ド と し て指定し、 アンマウ ン ト 用ス ク リ プ ト は実行後コ
マン ド と し て指定し ます。

実行前 / 実行後スクリプ トのテンプレート

以下に、 VxFS フ ァ イルシステムをマウ ン ト / アンマウ ン ト する ための Data 
Protector 実行前 / 実行後コマン ド と し て構成でき る テンプレー ト の例を示

し ます。

例 A-1 実行前スクリプ トのテンプレート

# SnapMount.sh
#
# Mounting snapshot filesystem (Pre-exec script)
#
# A script requires 3 parameters:
# 1. # - a block special file of the snapshot FS
# or
# a mount point directory of the snapped FS
# 2. # - a block special file of the snapshot FS
# 3. # - a mount point directory of the snapshot FS
#
# NOTE:
#
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# In case of multiple Disk Agents reading from the same 
snapshot
# FS,
# the Pre-exec script should contain a kind of 
synchronization
# mechanism for following reasons:
#
# 1) an attempt to mount an already mounted snapshot FS,
# snapping the same FS will cause the Pre-exec script to 
fail and
# a DA to abort
#
# 2) an attempt to mount an already mounted snapshot FS,
# snapping some other FS will cause a warning to be 
generated,
# script to fail and a DA to abort
#
# 3) a synchronization with the Post-exec script should 
be also
# provided because the snapshot FS must not be unmounted 
while
# there is other DA reading from the FS.
#

SNAPPED_FS=$1
SNAPSHOT_FS=$2
MOUNT_POINT=$3

mount -F vxfs -e -o snapof=$SNAPPED_FS $SNAPSHOT_FS 
$MOUNT_POINT

#
# end SnapMount.sh
#

以下に、 VxFS フ ァ イルシステムのアンマウ ン ト に使用する テンプレー ト の

例を示し ます。
付録 A A-5



詳細情報

特定の UNIX ファイル ・ フォーマッ トのバックアップと復元
例 A-2 実行後スクリプ トのテンプレート

# SnapUnmount.sh
#
# Unmounting snapshot filesystem (Post-exec shell 
script)
#
# Script requires 1 parameter:
# - a mount point directory of the snapshot FS
# or
# - a block special file of the snapshot FS
#
# NOTE
# In case of multiple Disk Agents reading from the same 
snapshot
# FS, a kind of synchronization mechanism has to be added 
for
# the following reasons:
#
# 1} Post-exec script should unmount snapshot FS only if 
there
# is no other DA reading from the snapshot FS
#
# Success/failure of the DA can be checked by examining
# the BDACC environment variable
#

MOUNT_POINT=$1

umount -v $MOUNT_POINT

#
# end SnapUnmount.sh
#
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Data Protector のコマンド

Data Protector がサポー ト し ている コマン ド の全 リ ス ト は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector コマン ド行イ ン タ フ ェース ・ リ フ ァ レ ン ス』

（CLIReference.pdf）、 または UNIX の omniintro の man ページを参照

し て く ださい。

『HP OpenView Storage Data Protector コマン ド行イ ン タ フ ェース ・ リ フ ァ レ

ン ス』 は、 <Data_Protector_home>\docs\MANデ ィ レ ク ト リ （Windows
の場合）、 または /opt/omni/doc/C/デ ィ レ ク ト リ （UNIX の場合） にあ

り ます。

こ の ド キ ュ メ ン ト が利用でき るのは、 ユーザー ・ インタ フェース ・ コ ンポー
ネン ト （Windows の場合）、 または OB2-DOCS コ ンポーネン ト （UNIX の場

合） がイ ン ス ト ールされている場合です。

UNIX の場合、 コマン ド の詳細については man <command_name> を使用し

て く ださい。
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性能に関する検討事項

この項では、 バッ ク ア ッ プ性能に影響を与え る も一般的な要素について
概要を説明し ます。 ただし性能自体については説明し ません。 変数 と その組

合せが非常に多数に及ぶため、 ユーザーのあ ら ゆる要件や投資レベルに応
じ た個別のア ド バイ ス を行 う こ と はでき ません。 詳し く は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

インフラスト ラクチャ

イ ンフ ラ ス ト ラ クチャは、 バッ ク ア ッ プ / 復元性能に多大な影響を与え る

要素です。 並行データ ・ パス と処理速度の速い機器を使用する こ と が も

重要なポイ ン ト と な り ます。

ネッ トワーク ・バックアップ / 復元とローカル ・ バックアップ / 復元での比

較

ネ ッ ト ワーク経由でデータ を送信する と それだけオーバーヘッ ド が加わ り 、
ネ ッ ト ワーク が性能に関する検討事項の一要素にな り ます。 以下のそれぞ

れのケースで、 Data Protector によ るデータ ・ ス ト リ ームの処理は異な り ま

す。

ネッ トワークの   
データ ・ ス ト リーム

デ ィ ス ク  → メ モ リ  → ネ ッ ト ワーク  → メ モ リ  → デバイ ス

ローカルのデータ ・
ス ト リーム

デ ィ ス ク  → メ モ リ  → デバイ ス

大限の性能を得るには、 大量のデータ ・ ス ト リ ームを処理でき る ローカ
ル ・ バ ッ ク ア ッ プ構成を使用する こ と をお勧めし ます。

デバイス

デバイ スの種類 と モデルは、 デバイ スがテープへデータ を書き込む ( また

はテープからデータ を読み取る ) 速度の面で、 性能に影響を与えます。 例 : 

• DDS/DAT デバイ スは、 モデルによ って異な り ますが、 圧縮を使用し な

い場合、
通常 510 KB/ 秒～ 3 MB/ 秒の一定速度でデータの読取 り / 書込みを行い

ます。
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• DLT デバイ スは、 モデルによ って異な り ますが、 圧縮を使用し ない場

合、 通常 1.5 MB/ 秒～ 6 MB/ 秒の一定速度でデータの読取 り / 書込みを

行います。

• LTO デバイ スは、 モデルによ って異な り ますが、 圧縮を使用し ない場

合、 通常 10 MB/ 秒～ 20 MB/ 秒の一定速度でデータの読取 り / 書込みを

行います。

上記の速度は、 デバイ スの圧縮が使用されているかど う かによ って も異な
り ます。 可能な圧縮率は、 バッ ク ア ッ プされるデータの性質によ って異な

り ます。 多 く の場合、 高速デバイ ス を圧縮オプシ ョ ンをオンにし て使用す

る こ と によ り 、 性能が向上し ます。 ただし、 この こ と が適用されるのはデ

バイ スのス ト リ ー ミ ングが行われている場合に限 り ます。

ラ イブラ リ は、 多数の メ デ ィ アに高速かつ自動でア ク セスでき るので、 さ
らに利点があ り ます。 バ ッ ク ア ッ プ時に、 新しい メ デ ィ アまたは再使用可

能な メ デ ィ アを ロー ド し、 復元時に、 復元対象のデータ を含む メ デ ィ アに
迅速にア ク セスする必要があ り ます。

デバイス以外の高性能ハードウェア

コ ンピ ュータ ・ システム自体、 つま り デ ィ ス ク の読取 り とデバイ スへの書
込みは、 性能に直接影響を与えます。 システムは、 デ ィ ス ク を読み取るか、

ソ フ ト ウ ェ アによ る圧縮 ( 展開 ) を行 う こ と によ り 、 バッ ク ア ッ プ時に

ロー ド されます。

デ ィ ス ク の読取 り 速度 と 空き CPU は、 I/O 性能やネ ッ ト ワーク の種類 と同

様、 システムの重要な性能基準 と な り ます。

ハードウェアを並行して使用する

複数のデータ ・ パス を並行し て使用する こ と は、 性能を向上させる上で基
本的かつ効率的な方法です。 ネ ッ ト ワークのイ ンフ ラ ス ト ラ クチャ も これ

に含まれます。 この方法は以下の状況で役立ちます。

• 複数のシステムを ローカルに、 つま り デ ィ ス ク と それに関連するデバイ

ス を同一システムに接続し た状態でバ ッ ク ア ッ プでき る場合。

• 複数のシステムをネ ッ ト ワーク経由でバッ ク ア ッ プでき る場合。 この場

合、 ネ ッ ト ワーク上のデータ経路を設定し て、 データ ・ パスが重複し な
いよ う にする こ と が必要です。 そ う でなければ、 性能が低下し ます。

• 複数のオブジェ ク ト (デ ィ ス ク ) を 1つまたは複数の ( テープ )デバイ スに

バッ ク ア ッ プでき る場合。
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• システム間で複数の専用ネ ッ ト ワーク ・ リ ン ク を使用でき る場合。 た と

えば、 system_A にバ ッ ク ア ッ プ対象のオブジェ ク ト ( デ ィ ス ク ) が 6 個

あ り 、 system_B に高速テープ ・ デバイ スが 3 台あ る場合などです。 こ の

場合、 system_A と system_B 間で 3 つのネ ッ ト ワーク ・ リ ン ク をバッ ク

ア ッ プ専用にし ます。

• 負荷調整。 これは、 Data Protector がどのフ ァ イルシステムを どのデバイ

スにバ ッ ク ア ッ プするかを動的に決定でき る状態を指し ます。 通常は、

この機能を使用可能に設定し てお く と 良の結果が得られます ( 特に、

動的環境内で多数のフ ァ イルシステムをバッ ク ア ッ プする場合 )。

バックアップと復元の構成

どのよ う な イ ンフ ラ ス ト ラ ク チャが設定されている場合で も、 大の性能
を得る ため、 それを効率的に使用し なければな り ません。 Data Protector を

使えば、 非常に柔軟に環境に対応でき ます。

デバイスのスト リーミング

大のデバイ ス性能を得るには、 ス ト リ ー ミ ングが維持される こ と が必要
です。 デバイ スが メ デ ィ アへ十分な量のデータ を継続し て送信でき る場合、

デバイ スはス ト リ ー ミ ングを行います。 そ う でない場合は、 デバイ スは

テープを止めてデータが到着するのを待ち、 テープを少し巻き戻し た後、
テープへの書込みを再開し ます。 言い換え る と、 テープにデータ を書き込

む速度が、 コ ンピ ュータ ・ システムがデバイ スへデータ を送信する速度以
下の場合、 デバイ スはス ト リ ー ミ ングを行います。 ネ ッ ト ワーク重視の

バッ ク ア ッ プ ・ イ ンフ ラ ス ト ラ クチャでは、 これは非常に意義があ り ます。

複数の Disk Agent からのデータ を 1 つの Media Agent へ送信し て、 Media 
Agent がデータ をデバイ スへ送信する よ う バッ ク ア ッ プを設定でき ます。

ブロック ・サイズ

デバイ スは、 デバイ スの種類に固有のブロ ッ ク ・ サイ ズを使って、 受信し
たデータ を処理し ます。 Data Protector を使って、 デバイ スへ送信されるブ

ロ ッ ク ・ サイ ズを調整でき ます。 デフ ォル ト 値は 64 KB です。

ブロ ッ ク ・ サイ ズを大き く する こ と によ り 、 性能が向上し ます。 ブロ ッ ク ・

サイ ズの変更は必ず、 テープを フ ォーマ ッ ト する前に行って く だ さい。 た
と えば、 デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズで書き込まれたテープには、 別の
ブロ ッ ク ・ サイ ズを指定し てデータ を追加する こ と はでき ません。
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[ ソフ トウェア圧縮 ]

ソ フ ト ウ ェ ア圧縮は、 デ ィ ス ク からデータが読み込まれる際に、 ク ラ イ ア
ン ト の CPU によ って実行されます。 ソ フ ト ウ ェ ア圧縮によ り ネ ッ ト ワーク

上を流れるデータ量は少な く な り ますが、 ク ラ イ アン ト の CPU リ ソースが

大量に消費されます。

注記 デフ ォル ト では、 ソ フ ト ウ ェ ア圧縮は使用不可能に設定されています。 ソ
フ ト ウ ェ ア圧縮は、 処理速度の遅いネ ッ ト ワーク経由で多数のマシンを
バッ ク ア ッ プする場合だけ使用し て く ださい。 これによ り 、 データが圧縮

された後ネ ッ ト ワークへ送信されます。 ソ フ ト ウ ェア圧縮を使用し た場合

は必ず、 ハー ド ウ ェア圧縮を使用不可能にし て く だ さい。 これは、 データ

の圧縮を二重に行 う と 、 逆にデータのサイ ズが大き く な るためです。

ハードウェア圧縮

ハー ド ウ ェ ア圧縮はデバイ スによ って実行されます。 デバイ スは Media 
Agent ク ラ イ アン ト からオ リ ジナル ・ データ を受信し、 受信し たデータ を

圧縮モード でテープに書き込みます。 ハー ド ウ ェ ア圧縮によ り 、 テープに

書き込まれるデータの量が低減されるので、 テープ ・ ド ラ イブのデータ受
信速度が向上し ます。

デフ ォル ト では、 ハード ウ ェ ア圧縮は使用可能に設定されています。 ハー

ド ウ ェア圧縮を使用可能に設定するには、 HP-UX および Solaris ではハード

ウ ェ ア圧縮デバイ ス フ ァ イルを選択し、 Windows ではデバイ ス構成時に

ハー ド ウ ェ ア圧縮オプシ ョ ンを選択し ます。 ハー ド ウ ェ ア圧縮を使用する

かど う かは、 慎重に決定し て く ださい。 これは、 圧縮モー ド で書き込まれ

た メ デ ィ アは、 非圧縮モード のデバイ スで読み取る こ と ができず、 非圧縮
モー ド で書き込まれた メ デ ィ アは、 圧縮モー ド のデバイ スで読み取る こ と
ができ ないためです。

制限事項 HP Ultrium LTO ド ラ イブでは自動的にハー ド ウ ェ ア圧縮が行われ、 この機

能を使用不可能にする こ と はでき ません。 し たがって、 HP Ultrium LTO ド

ラ イブを構成する際は、 ソ フ ト ウ ェア圧縮を使用可能に設定し ないよ う に
し て く ださい。
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フル ・ バッ クアップと増分バックアップ

性能を向上させるための基本的な方法は、 バ ッ ク ア ッ プされるデータの量
を減らすこ と です。 このため、 フル ・ バッ ク ア ッ プ と増分バッ ク ア ッ プの

プラ ンニングを行 う 際は、 時間 と リ ソース を十分に活用し て く だ さい。 こ
こ で重要な注意点は、 必要でない限 り すべてのシステムのフル ・ バッ ク
ア ッ プを同じ日に実行し な く て も構わない と い う こ と です。 詳し く は、 『HP 
OpenView Storage Data Protector コ ンセプ ト ・ ガイ ド 』 を参照し て く ださ い。

イ メージ ・バックアップ対ファイルシステム ・ バッ クアップ

従来は、 フ ァ イルシステムをバ ッ ク ア ッ プする よ り 、 イ メ ージ (raw ボ

リ ューム ) のバッ ク ア ッ プを実行する方が効率的でし た。 これは、 負荷の高

いシステムや、 デ ィ ス ク に分散フ ァ イルが多数含まれている場合には、 現
在も当てはま り ます。 通常は、 フ ァ イルシステム ・ バッ ク ア ッ プを使用す

る こ と をお勧めし ます。

メディアへのオブジェク トの配布

オブジェ ク ト の保存先 メ デ ィ アの構成方法には、 以下に示すと お り さ まざ
まな方法があ り ます。 例 :

• 1 つのオブジェ ク ト を 1 つの メ デ ィ アに保存する、 または

• 複数のオブジェ ク ト を複数の メ デ ィ アに保存し、 各 メ デ ィ アにそれぞれ

1 つのオブジェ ク ト のデータ を保存する

状況によ っては、 バ ッ ク ア ッ プ性能を考慮した場合、 保存先 メ デ ィ アが 1
つの方が都合が良い場合も あ り ますが、 これは 適な復元構成 と はいえま
せん。

し たがって、 ( 頻繁に実行される ) バ ッ ク ア ッ プを 適な状態で実行でき る

よ う 設定する と同時に、 復元作業も円滑に行え る よ う 検討し て く ださい。

性能に関するその他のヒン ト

• パッ チ

性能に関連するパ ッチが、 ネ ッ ト ワーク にイ ン ス ト ールされている こ と
を確かめて く ださい。

• Media Agent および Disk Agent ク ラ イ アン ト と し て機能し ている コ ン

ピ ュータ上で、 IP を以下の と お り 設定し ます。

IP is local "<MA_And_DA_Client_name>" == true
付録 AA-12



詳細情報

性能に関する検討事項
• LAN カー ド

FDDI カー ド を使用し ている場合、 このカー ド をバス上の上位に移動し

て、 優先順位を上げる こ と ができ ます。 ftp を使って MA と DA システ

ム間で大容量フ ァ イルを転送し、 転送速度が Data Protector の性能 と 比

べてどの程度違 う か調べてみて く ださ い。 半二重モード で構成された

ネ ッ ト ワーク ・ カー ド を使用する と性能が低下し ます。

• 高速デバイ スのシ ミ ュ レーシ ョ ン

テープ ・ デバイ スへのデータ ・ フ ロー速度が遅い、 またはデバイ スが
データ を正し く 処理し ていない可能性があ る場合は、 Media Agent を

使って、 システム上で非常に高速なデバイ スのシ ミ ュ レーシ ョ ンを行 う
こ と ができ ます。 以下に手順を示し ます。 

1. ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と デバイ ス フ ァ イル

/dev/null (UNIX の場合 ) または nul (Windows の場合 ) を作成し ま

す。

2. 別のプールを作成し て、 [Loose] ポ リ シーを選択し ます。

3. InitOnLoosePolicy=1 に設定し、データ保護を [ なし ] に設定し ま

す。 このデバイ スに対するバッ ク ア ッ プを実行し て、 実際のデバイ

スへのバッ ク ア ッ プ と 比べてフ ァ イル ・ デバイ スへバッ ク ア ッ プし
た場合に性能に違いが見られるかを調べて く ださい。 また、 ローカ

ルで vbda を実行し て、 直接フ ァ イルに書き込むこ と も でき ます。 以
下のコマン ド を実行し ます。

HP-UX および Solaris の場合 : 

/opt/omni/lbin/vbda -vol /home -trees /home/jdo - 
out /dev/null -profile

Windows の場合 : 

<Data_Protector_home>\bin\vbda -vol /C -trees 
"/Program Files/OmniBack/bin" -out nul -profile

Novell NetWare の場合 :

load sys:usr\omni\bin\hpvbda.nlm -vol /sys -tree 

/usr/omni -out \tmp\test

• [ デバイ スの構成 ]

必要に応じ て、 デバイ スのブロ ッ ク ・ サイ ズを調整し ます。
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• CRC オプシ ョ ン

CRC オプシ ョ ンを使用する と 、 Media Agent ク ラ イ アン ト によ って実行

される CRC の計算のため、 性能が影響を受け る可能性があ り ます。

• ロ ギング と レポー ト ・ レベル

IDB の更新に非常に時間がかかる場合は、 [ ログなし ] に設定する こ と

によ り 、 ロ ギングを使用不可能に設定し ます。 同様に、 レポー ト ・ レベ

ルを [致命的 ] に設定する こ と によ り 、 メ ッ セージにフ ィ ルタ を設定で

き ます。

• Data Protector アプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラ イ アン ト

アプ リ ケーシ ョ ン ・ ク ラ イ アン ト (Oracle、 SAP R/3) の復元セ ッ シ ョ ン

に非常に時間がかかる場合は、 SmWaitforNewClient の値を小さ く し ます

( デフ ォル ト は 5 分 )。 値をデフ ォル ト よ り 低 く 設定し て く ださい。
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メディア取り出しのスケジュール例

夜間のバッ ク ア ッ プに使用し たすべての メ デ ィ アを毎朝 6:00 に取 り 出すこ

と ができ ます。 このよ う な取 り 出し動作のス ケジ ュールを作成する手順を

示し ます。

レポート ・ グループのスケジュール設定

1. Data Protector GUI で [ レポー ト ] を選択し ます。

2. Scopingペイ ンで[レポー ト ]を展開し て、[レポー ト ]を右ク リ ッ ク し ま

す。 [ レポー ト ・ グループの追加 ] を選択し ます。 [ レポー ト ・ グルー

プの追加 ] ウ ィ ザード が表示されます。

3. ウ ィ ザード でレポー ト ・ グループに名前を付けて、 [ 次へ ] を ク リ ッ ク

し ます。 Data Protector ス ケジ ューラが表示されます。

4. ス ケジューラで開始日を選択し て[追加] を ク リ ッ ク し ます。 [レポート

の配布をスケジュール ] ダ イ ア ロ グ ・ ウ ィ ン ド ウで時間 ( 時 ) を指定し

て、 レポー ト を毎日作成する よ う 指定し ます。 [OK] を ク リ ッ ク し た後、

[完了 ] を ク リ ッ ク し ます。 以上の手順によ り 、 レポー ト ・ グループの

ス ケジュールが完了し ます。

これで、 レポー ト を レポー ト ・ グループに追加でき る よ う にな り ます。

レポート ・ グループにレポート を追加して構成する

1. [ レポー ト の追加] ウ ィ ザー ド で [ メ デ ィ ア と メ デ ィ ア・プールに関する

レポー ト ] を選択し ます。

2. [ メ デ ィ アの リ ス ト ] を選択し て、レポー ト に名前を付けます。 [ 次へ ]

を ク リ ッ ク し ます。

3. メ デ ィ ア ・ プールや位置に関係な く 、 すべてのメ デ ィ アを取 り 出すに

は、 すべてのフ ィ ール ド をデフ ォル ト 設定のま まにし ておき ます。 [ 次

へ ] を 4 回ク リ ッ ク し ます。

4. [相対時間] を選択し、[開始後経過時間]に 8 を、[継続期間]テキス ト ・

ボ ッ ク スに 8 をそれぞれ指定し ます。 これによ り 、 レポー ト の開始時点

から起算し て 後の 8 時間に行われたバ ッ ク ア ッ プに使用された メ デ ィ

アのみがレポー ト に リ ス ト されます。 [次へ ] を ク リ ッ ク し ます。
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5. [形式 ] テキス ト ・ボ ッ ク スで [ タブ ] を選択し、[送信方法 ] テキス ト ・

ボ ッ ク スで [外部 ] を選択し ます。 [ ス ク リ プ ト ] テキス ト ・ ボ ッ ク ス

に、 ス ク リ プ ト の名前 (HP-UX および Solaris システムの場合 )、 または

ス ク リ プ ト を開始させる コマン ド を含んだバ ッチ ・ フ ァ イル (Windows
システムの場合 ) の名前を入力し ます。 ス ク リ プ ト は、 次項に記載し て

います。 ス ク リ プ ト (HP-UX および Solaris システム ) または開始用バッ

チ ・ フ ァ イル (Windows システム ) は、 /opt/omni/lbin (HP-UX およ

び Solaris システム ) または <Data_Protector_home>\bin (Windows
システム ) デ ィ レ ク ト リ に常駐し ている必要があ り ます。

Windows システムの場合、 ス ク リ プ ト を開始させる コマン ド を含んだ

バッ チ ・ フ ァ イルの内容は、 以下の と お り です。

<perl_home>\perl.exe 

"<Data_Protector_home>\bin\omnirpt_eject.pl"

6.  この受信者を追加するには、 ［>>］ ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [完了 ] を

ク リ ッ ク し ます。

以上の手順によ り 、 レポー ト ・ グループのスケジ ュールの設定 と構成が
完了し ます。

指定のディレク ト リにスクリプ ト をコピーする

ス ク リ プ ト を コ ピーまたは作成し、 omnirpt_eject.pl と い う 名前を付

け、 /opt/omni/lbin (HP-UX および Solaris システムの場合 ) または

<Data_Protector_home>\binデ ィ レ ク ト リ (Windows システムの場合 )
に格納し ます。

#!/usr/contrib/bin/perl

#=======================================================
========================

#   FUNCTION    Library_Eject

#

#   ARGUMENTS   param 1 = Library to eject from

#               param 2 = Slots to eject

#

#   DESCRIPTION Function ejects specified slots from 
specified library
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#=======================================================
========================

sub Library_Eject {

    local ($lib,$slots)=@_;

    print "[Normal] Ejecting slot(s) ${slots}from 

library \"$lib\"\n";

    print("[Normal] Executing \"${OMNIBIN}omnimm\" -eject 

\"$lib\" $slots\n");

    $report =`"${OMNIBIN}omnimm" -eject \"$lib\" $slots`;

    #print "\debug>\n$report\n<debug\n";

    if ($report !~/Final report: (\d+) cartridges out of 

(\d+) successfully ejected\./) {

        print "[Critical] Eject has 

failed!\n\nReport:\n$report\n";

        return (1);

    }

    print "$report\n";

    if ($1 ne $2) {

        print "[Warning] Not all media successfully 

ejected!\n";

        return (2);

    }    

    print "[Normal] Eject from library \"$lib\" 

successfully completed.\n";

    return (0);

}

#=======================================================
========================

#   FUNCTION    Eject

#
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#   ARGUMENTS   none

#

#   DESCRIPTION Function for each library in %List call 
Library_Eject

#=======================================================
========================

sub Eject {

    local ($lib,$slot,$result);

    while (($lib, $slot) = each(%List)) {

        $result |=&Library_Eject($lib,$slot);

    }

    if ($result) {

        return (1);

    } else {

        print "[Normal] All operations successfully 

completed.\n";

        return (0);

    }

}

#=======================================================
========================

#   FUNCTION    Omnirpt

#

#   ARGUMENTS   none

#

#   DESCRIPTION Function get slots to eject from omnirpt 
report

#=======================================================
========================

sub Omnirpt {
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    @lines =<STDIN>;

    for ($i=5;$i<@lines;$i++) {

        @line =split(/\t/,$lines[$i]);

        if ($line[2] =~/^\[([\w:\-\s]+):\s+(\w+)\]/) {

            $List{$1}.=$2.'';  # $1= "Library name", $2= 
"Slot ID"

        }

    }

    if (!keys(%List)) {

        print "[Warning] No tape(s) to eject.\n";

        return (1);

    }

    return (0);

   

}

#-------------------------------------------------------
-----------------

#                                 MAIN

#-------------------------------------------------------
-----------------

if ($ENV{"OS"}=~/Windows/) {  # Windows NT

        $OMNIBIN ='c:\\program files\\omniback\\bin\\';

    } else {

        local($uname)=`uname -a`;

        chop $uname;

        @uname=split(' ', $uname);

        if ($uname[0]) {

            if ($uname [0] eq 'HP-UX') {

                $OMNIBIN ='/opt/omni/bin/';
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            } else {

                $OMNIBIN ='/usr/omni/bin';

            }

        } else {

            exit (1);

        }

    }

    

    print "[Normal] Starting eject of media that have 

been used in the last 24 hours.\n";

    

    exit (0) if (&Omnirpt());

    exit (1) if (&Eject());
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実行前 / 実行後コマンドの例 (UNIX の場合 )
UNIX での実行前 / 実行後コマン ド の例を以下に示し ます。

セッシ ョ ンの実行前
コマンドの例 : 
アプリケーシ ョ ンの
シャ ッ トダウン

Oracle イ ン ス タ ン ス をシ ャ ッ ト ダウ ンする ス ク リ プ ト の例を以下に示し ま

す。

#!/bin/sh

export ORACLE_HOME=$2

export ORACLE_SQLNET_NAME=$1

if [ -f $ORACLE_HOME/bin/svrmgrl ]; then

$ORACLE_HOME/bin/svrmgrl << EOF

connect sys/manager@$ORACLE_SQLNET_NAME as sysdba

shutdown

EOF

echo "Oracle database \"$ORACLE_SID\" shut down."

exit 0

else

echo "Cannot find Oracle SVRMGRL 
($ORACLE_HOME/bin/svrmgrl)."

exit 1

fi

ディスク・ イメージの
実行前コマンドの例: 
raw ボリューム ・

バッ クアップ前に
ディスクをアン
マウン トする

#!/bin/sh

echo "The disk will be now unmounted!"

umount /disk_with_many_files

if [ $? = 0 ]

then

echo "The disk has been successfully unmounted!"

exit 0
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else

echo "Failed to unmount the disk --> ABORTED!"

exit 1

fi

ファイルシステムの
実行前コマンドの例 : 
ファイルシステムの
使用状況を通知する

#!/bin/sh

echo 
"=================================================="

fuser -cu /var/application_mount_point

echo 
"=================================================="

exit 0

セッシ ョ ンの実行後
コマンドの例 : 
アプリケーシ ョ ンの
起動

以下に、 Oracle データベース を起動する実行後ス ク リ プ ト の例を示し ます。

#!/bin/sh

export ORACLE_HOME=$2

export ORACLE_SQLNET_NAME=$1

if [ -f $ORACLE_HOME/bin/svrmgrl ]; then

        $ORACLE_HOME/bin/svrmgrl << EOF

connect sys/manager@$ORACLE_SQLNET_NAME as sysdba

startup

EOF

        echo "Oracle database \"$ORACLE_SID\" started."

        exit 0

else

        echo "Cannot find Oracle SVRMGRL 
($ORACLE_HOME/bin/svrmgrl)."
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        exit 1

fi

ディスク・ イメージの
実行後コマンドの例: 
raw ボリューム ・

バッ クアップ後に
ディスクをマウン ト
する

#!/bin/sh

if [ $BDACC != 0]

then

echo "Backup could not read the disk!"

echo "Disk will not be automatically mounted!"

fi

echo "The disk will be now mounted!"

mount /dev/vg05/lvol2 /disk_with_many_files

if [ $? = 0 ]

then

echo "Disk successfully mounted!"

exit 0

else

echo "Failed to mount disk!"

exit 1

fi

ファイルシステムの
実行後コマンドの例 : 
バックアップをログ
に記録する

#!/bin/sh

if  [ ! -f /etc/logfile ]

then

/etc/logfile

fi

echo "Backup finished with code $BDACC on " `date` 
>>/etc/logfile

# We do not want a backup to be marked failed even if the 
previous
action failed.
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exit 0

セッシ ョ ンの実行後
コマンドの例 : 
ユーザーに通知する

#!/bin/sh

/opt/omni/bin/omnirpt -report single_session -session 

$SESSIONID | \

 mailx -s "Report for $SESSIONID" $OWNER

セッシ ョ ンの実行後
コマンドの例 : 
次回のバックアップの
開始

#!/bin/sh

# First check how the current backup finished
if [ $SMEXIT != 0 -o $SMEXIT != 10 ]

then

echo "Backup not successful --> next backup will not be 
started!"

exit 0

fi

if  [ $RESTARTED != 0 ]

then

echo "Restarted backup --> next backup will not be 
started!"

exit 0

fi

/opt/omni/bin/omnib -datalist BACKUP_NO_2 -no_mon

exit 0

セッシ ョ ンの実行後
コマンドの例 : 
失敗したバックアップ
の再開

#!/bin/sh

# First check how the current backup finished

if [ $SMEXIT != 0 -o $SMEXIT != 10 ]

then

echo "Backup not successful --> backup will not be 
restarted!"

exit 0

fi
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if  [ $RESTARTED != 0 ]

then

echo "Restarted backup --> backup will not be 
restarted!"

exit 0

fi

/opt/omni/bin/omnib -restart $SESSIONID -no_mon

exit 0
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障害復旧 : 
抹消リンクの移動 (HP-UX 11.x)
リ ン ク を移動するには、 バ ッ ク ア ッ プ対象のシステム上で以下の手順を行
います。

# The system will go from "run-level" 4 to "run-level 1"

# retaining the inetd, networking, swagentd services up. The 
state is called "minimum activity" for backup purposes 
(need networking).

# IMPORTANT: ensure the links are present in /sbin/rc1.d 
before

# moving and they do have this exact name. You have to 
rename them for the rc0.d directory. Put them BELOW the 
lowest (original "/sbin/rc0.d/Kxx") "K...-link" in rc0.d

# Move K430dce K500inetd K660net K900swagentd into 
../rc0.d BELOW the lowest kill link!!!

echo "may need to be modified for this system"

exit 1

#

cd /sbin/rc1.d

mv K430dce ../rc0.d/K109dce

mv K500inetd ../rc0.d/K110inetd

mv K660net ../rc0.d/K116net

mv K900swagentd ../rc0.d/K120swagentd
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AIX 上での libaci.o の作成方法

OmniBack II および
A.04.10

OmniBack II A.04.10 AIX 上の OmniBack II A.04.10 DAS Agent では、 ラ イブ

ラ リ ・ オブジェ ク ト ・ モジュール libaci.a を使用し ます。 このモジ ュー

ルは、 同じ名前のラ イブラ リ ・ アーカ イブ ・ フ ァ イルから作成する必要が
あ り ます。

1. 以下の手順に従って、 オブジェ ク ト ・ モジ ュールを作成し ます。 
OmniBack II DAS Agent が使用するモジ ュールの リ ス ト を記述し たフ ァ

イル libaci.exp を以下の と お り 作成し ます。

#! #! /usr/omni/lib/libaci.a
aci_initialize
aci_qversion
aci_init
d_errno
aci_view
aci_drivestatus
aci_drivestatus2
aci_driveaccess
aci_mount
aci_dismount
aci_qvolsrange
aci_eject_complete
aci_eject
aci_insert

2. 以下のコマン ド を実行し て、 オブジェ ク ト ・ モジ ュール libaci.o を作

成し ます。

ld -L/usr/omni/lib -bM:SRE -e_nostart -lc 
-bE:<DAS_PATH>/libaci.exp <DAS_PATH>/libaci.a -o libaci.o

<DAS_PATH> には、 ラ イブラ リ ・ アーカ イブ ・ フ ァ イルの libaci.a

フ ァ イル と libaci.exp フ ァ イルがあ るデ ィ レ ク ト リ へのパス を入力し

ます。

3. ラ イブラ リ ・ オブジェ ク ト ・ モジュール libaci.o をデ ィ レ ク ト リ

/usr/omni/lib にコ ピーし て、 名前を libaci.a に変更し ます。
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重要 ラ イブラ リ ・ アーカ イブ ・ フ ァ イルの絶対パスは <DAS_PATH>/libaci.a

で、 DAS Agent が使用するオブジェ ク ト ・ モジ ュールの絶対パスは

/usr/omni/lib/libaci.a です。
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パッケージ構成ファイルの例

この項では、 MC/ServiceGuard 環境内で Data Protector Cell Manager パ ッ ケー

ジを構成する と きのパッ ケージ構成フ ァ イルの例を示し ます。

**************************************************************
********

# ****** HIGH AVAILABILITY PACKAGE CONFIGURATION FILE 
(template) *******

# 
**************************************************************
********

# ******* Note: This file MUST be edited before it can be used. 
********

# * For complete details about package parameters and how to 
set them, *

# * consult the MC/ServiceGuard or ServiceGuard OPS Edition 
manpages   *

# * or manuals.                                                        
*

# 
**************************************************************
********

# Enter a name for this package.  This name will be used to 
identify the

# package when viewing or manipulating it.  It must be 
different from

# the other configured package names.

PACKAGE_NAME ob2cl

# Enter the failover policy for this package. This policy will 
be used
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# to select an adoptive node whenever the package needs to be 
started.

# The default policy unless otherwise specified is 
CONFIGURED_NODE.

# This policy will select nodes in priority order from the list 
of

# NODE_NAME entries specified below.

#

# The alternative policy is MIN_PACKAGE_NODE. This policy will 
select

# the node, from the list of NODE_NAME entries below, which is

# running the least number of packages at the time this package 
needs

# to start.

FAILOVER_POLICY CONFIGURED_NODE

# Enter the failback policy for this package. This policy will 
be used

# to determine what action to take when a package is not 
running on

# its primary node and its primary node is capable of running 
the

# package. The default policy unless otherwise specified is 
MANUAL.

# The MANUAL policy means no attempt will be made to move the 
package

# back to its primary node when it is running on an adoptive 
node.

#

# The alternative policy is AUTOMATIC. This policy will attempt 
to

# move the package back to its primary node whenever the 
primary node
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# is capable of running the package.

FAILBACK_POLICY MANUAL

# Enter the names of the nodes configured for this package.  
Repeat

# this line as necessary for additional adoptive nodes.

# Order IS relevant.  Put the second Adoptive Node AFTER the 
first

# one.

# Example : NODE_NAME  original_node  

#           NODE_NAME  adoptive_node

NODE_NAME partizan

NODE_NAME lyon

# Enter the complete path for the run and halt scripts.  In 
most cases

# the run script and halt script specified here will be the 
same script,

# the package control script generated by the cmmakepkg 
command.  This

# control script handles the run(ning) and halt(ing) of the 
package.

# If the script has not completed by the specified timeout 
value,

# it will be terminated.  The default for each script timeout 
is

# NO_TIMEOUT.  Adjust the timeouts as necessary to permit full

# execution of each script.
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# Note: The HALT_SCRIPT_TIMEOUT should be greater than the sum 
of

# all SERVICE_HALT_TIMEOUT specified for all services.

RUN_SCRIPT /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl

RUN_SCRIPT_TIMEOUT NO_TIMEOUT

HALT_SCRIPT /etc/cmcluster/ob2cl/ob2cl.cntl

HALT_SCRIPT_TIMEOUT NO_TIMEOUT

# Enter the SERVICE_NAME, the SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED and the

# SERVICE_HALT_TIMEOUT values for this package.  Repeat these

# three lines as necessary for additional service names. All

# service names MUST correspond to the service names used by

# cmrunserv and cmhaltserv commands in the run and halt 
scripts.

#

# The value for SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED can be either YES or

# NO.  If set to YES, in the event of a service failure, the

# cluster software will halt the node on which the service is

# running.  If SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED is not specified, the 

# default will be NO.

#

# SERVICE_HALT_TIMEOUT is represented in the number of seconds.

# This timeout is used to determine the length of time (in

# seconds) the cluster software will wait for the service to

# halt before a SIGKILL signal is sent to force the termination

# of the service.  In the event of a service halt, the cluster

# software will first send a SIGTERM signal to terminate the

# service.  If the service does not halt, after waiting for the
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# specified SERVICE_HALT_TIMEOUT, the cluster software will 
send

# out the SIGKILL signal to the service to force its 
termination.

# This timeout value should be large enough to allow all 
cleanup

# processes associated with the service to complete.  If the

# SERVICE_HALT_TIMEOUT is not specified, a zero timeout will be

# assumed, meaning the cluster software will not wait at all

# before sending the SIGKILL signal to halt the service.

#

# Example : SERVICE_NAME                   DB_SERVICE           

#          SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED      NO

#          SERVICE_HALT_TIMEOUT           300

#

# To configure a service, uncomment the following lines and

# fill in the values for all of the keywords.

#

#SERVICE_NAME                   <service name>                 

#SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED      <YES/NO>                       

#SERVICE_HALT_TIMEOUT           <number of seconds>            

SERVICE_NAME                   omni_sv

SERVICE_FAIL_FAST_ENABLED       NO

SERVICE_HALT_TIMEOUT           300

# Enter the network subnet name that is to be monitored for 
this package.

# Repeat this line as necessary for additional subnet names.  
If any of
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# the subnets defined goes down, the package will be switched 
to another

# node that is configured for this package and has all the 
defined subnets

# available.

SUBNET 10.17.0.0

# The keywords RESOURCE_NAME, RESOURCE_POLLING_INTERVAL,

# RESOURCE_START, and RESOURCE_UP_VALUE are used to specify 
Package

# Resource Dependencies.  To define a package Resource 
Dependency, a   

# RESOURCE_NAME line with a fully qualified resource path name, 
and

# one or more RESOURCE_UP_VALUE lines are required.  The

# RESOURCE_POLLING_INTERVAL and the RESOURCE_START are 
optional.

#

# The RESOURCE_POLLING_INTERVAL indicates how often, in 
seconds, the

# resource is to be monitored.  It will be defaulted to 60 
seconds if

# RESOURCE_POLLING_INTERVAL is not specified.

#

# The RESOURCE_START option can be set to either AUTOMATIC or 
DEFERRED.

# The default setting for RESOURCE_START is AUTOMATIC.  If 
AUTOMATIC

# is specified, ServiceGuard will start up resource monitoring 
for

# these AUTOMATIC resources automatically when the node starts 
up.
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# If DEFERRED is selected, ServiceGuard will not attempt to 
start

# resource monitoring for these resources during node start up.  
User  

# should specify all the DEFERRED resources in the package run 
script

# so that these DEFERRED resources will be started up from the 
package

# run script during package run time.

#                                                                      

# RESOURCE_UP_VALUE requires an operator and a value.  This 
defines

# the resource 'UP' condition.  The operators are =, !=, <, >, 
>=,

# and <=, depending on the type of value.  Values can be string 
or

# numeric.  If the type is string, then only = and != are valid

# operators.  If the string contains whitespace, it must be 
enclosed

# in quotes.  String values are case sensitive.  For example,          

#

# Resource is up when its value is

# --------------------------------

# RESOURCE_UP_VALUE= UP"UP"

# RESOURCE_UP_VALUE!= DOWNAny value except "DOWN"

# RESOURCE_UP_VALUE= "On Course""On Course"

# 

# If the type is numeric, then it can specify a threshold, or a 
range to

# define a resource up condition.  If it is a threshold, then 
any operator

# may be used.  If a range is to be specified, then only > or 
>= may be used
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# for the first operator, and only < or <= may be used for the 
second operator.

# For example,

# Resource is up when its value is

# --------------------------------

# RESOURCE_UP_VALUE     = 55    (threshold)

# RESOURCE_UP_VALUE     > 5.1greater than 5.1    (threshold)

# RESOURCE_UP_VALUE     > -5 and < 10between -5 and 10   
(range)

# 

# Note that "and" is required between the lower limit and upper 
limit

# when specifying a range.  The upper limit must be greater 
than the lower

# limit.  If RESOURCE_UP_VALUE is repeated within a 
RESOURCE_NAME block, then

# they are inclusively OR'd together.  Package Resource 
Dependencies may be

# defined by repeating the entire RESOURCE_NAME block.

# 

# Example : RESOURCE_NAME               
/net/interfaces/lan/status/lan0

#     RESOURCE_POLLING_INTERVAL120

#     RESOURCE_STARTAUTOMATIC

#     RESOURCE_UP_VALUE= RUNNING

#     RESOURCE_UP_VALUE= ONLINE

# 

#           Means that the value of resource 
/net/interfaces/lan/status/lan0

#           will be checked every 120 seconds, and is considered 
to

#           be 'up' when its value is "RUNNING" or "ONLINE".

# 
付録 AA-36



詳細情報

パッケージ構成ファイルの例
# Uncomment the following lines to specify Package Resource 
Dependencies.

#

#RESOURCE_NAME    <Full_path_name>

#RESOURCE_POLLING_INTERVAL  <numeric_seconds>

#RESOURCE_START             <AUTOMATIC/DEFERRED>

#RESOURCE_UP_VALUE    <op> <string_or_numeric> [and <op> 
<numeric>]

# The default for PKG_SWITCHING_ENABLED is YES. In the event of 
a

# failure, this permits the cluster software to transfer the 
package

# to an adoptive node.  Adjust as necessary.

PKG_SWITCHING_ENABLED YES

# The default for NET_SWITCHING_ENABLED is YES.  In the event 
of a

# failure, this permits the cluster software to switch LANs 
locally

# (transfer to a standby LAN card).  Adjust as necessary.

NET_SWITCHING_ENABLED YES

# The default for NODE_FAIL_FAST_ENABLED is NO.  If set to YES,

# in the event of a failure, the cluster software will halt the 
node

# on which the package is running.  Adjust as necessary.
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NODE_FAIL_FAST_ENABLEDNO
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パッケージ制御ファイルの例

この項では、 MC/ServiceGuard 環境内で Data Protector Cell Manager パ ッ ケー

ジを構成する と きのパッ ケージ制御フ ァ イルの例を示し ます。

**************************************************************
********

# *                                                                    
* 

# *        HIGH AVAILABILITY PACKAGE CONTROL SCRIPT (template)         
*

# *                                                                    
*

# *       Note: This file MUST be edited before it can be used.        
*

# *                                                                    
*

# 
**************************************************************
********

       

# UNCOMMENT the variables as you set them.

# Set PATH to reference the appropriate directories.

PATH=/usr/bin:/usr/sbin:/etc:/bin

# VOLUME GROUP ACTIVATION: 

# Specify the method of activation for volume groups.

# Leave the default ("VGCHANGE="vgchange -a e") if you want 
volume

# groups activated in exclusive mode. This assumes the volume 
groups have

# been initialized with 'vgchange -c y' at the time of 
creation.
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#

# Uncomment the first line (VGCHANGE="vgchange -a e -q n"), and 
comment

# out the default, if your disks are mirrored on separate 
physical paths,

#

# Uncomment the second line (VGCHANGE="vgchange -a e -q n -s"), 
and comment

# out the default, if your disks are mirrored on separate 
physical paths,

# and you want the mirror resynchronization to occur in 
parallel with

# the package startup.

#

# Uncomment the third line (VGCHANGE="vgchange -a y") if you 
wish to

# use non-exclusive activation mode. Single node cluster 
configurations

# must use non-exclusive activation.

#

# VGCHANGE="vgchange -a e -q n"

# VGCHANGE="vgchange -a e -q n -s"

#VGCHANGE="vgchange -a y"

VGCHANGE="vgchange -a e"# Default

       

# VOLUME GROUPS

# Specify which volume groups are used by this package.  
Uncomment VG[0]=""

# and fill in the name of your first volume group. You must 
begin with

# VG[0], and increment the list in sequence.

#
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# For example, if this package uses your volume groups vg01 and 
vg02, enter:

#         VG[0]=vg01

#         VG[1]=vg02

#

# The volume group activation method is defined above. The 
filesystems

# associated with these volume groups are specified below.

#

VG[0]=/dev/vg_ob2cm

# FILESYSTEMS

# Specify the filesystems which are used by this package. 
Uncomment

# LV[0]=""; FS[0]=""; FS_MOUNT_OPT[0]="" and fill in the name 
of your first

# logical volume, filesystem and mount option for the file 
system. You must

# begin with LV[0], FS[0] and FS_MOUNT_OPT[0] and increment the 
list in

# sequence.

#

# For example, if this package uses the file systems pkg1a and 
pkg1b,

# which are mounted on the logical volumes lvol1 and lvol2 with 
read and

# write options enter:

#          LV[0]=/dev/vg01/lvol1; FS[0]=/pkg1a; 
FS_MOUNT_OPT[0]="-o rw"

#          LV[1]=/dev/vg01/lvol2; FS[1]=/pkg1b; 
FS_MOUNT_OPT[1]="-o rw"

#

# The filesystems are defined as triplets of entries specifying 
the logical
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# volume, the mount point and the mount options for the file 
system. Each

# filesystem will be fsck'd prior to being mounted. The 
filesystems will be

# mounted in the order specified during package startup and 
will be unmounted

# in reverse order during package shutdown. Ensure that volume 
groups

# referenced by the logical volume definitions below are 
included in

# volume group definitions above.

#

#LV[0]=""; FS[0]=""; FS_MOUNT_OPT[0]=""

LV[0]=/dev/vg_ob2cm/lv_ob2cm

FS[0]=/omni_shared

FS_MOUNT_OPT[0]=""

# FILESYSTEM UNMOUNT COUNT

# Specify the number of unmount attempts for each filesystem 
during package

# shutdown.  The default is set to 1.

FS_UMOUNT_COUNT=2

# IP ADDRESSES

# Specify the IP and Subnet address pairs which are used by 
this package.

# Uncomment IP[0]="" and SUBNET[0]="" and fill in the name of 
your first

# IP and subnet address. You must begin with IP[0] and 
SUBNET[0] and

# increment the list in sequence.

#
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# For example, if this package uses an IP of 192.10.25.12 and a 
subnet of

# 192.10.25.0 enter:

#          IP[0]=192.10.25.12

#          SUBNET[0]=192.10.25.0 # (netmask=255.255.255.0)

#

# Hint: Run "netstat -i" to see the available subnets in the 
Network field.

#

# IP/Subnet address pairs for each IP address you want to add 
to a subnet

# interface card.  Must be set in pairs, even for IP addresses 
on the same

# subnet.

#

IP[0]=10.17.3.230

SUBNET[0]=10.17.0.0

# SERVICE NAMES AND COMMANDS.

# Specify the service name, command, and restart parameters 
which are

# used by this package. Uncomment SERVICE_NAME[0]="", 
SERVICE_CMD[0]="",

# SERVICE_RESTART[0]="" and fill in the name of the first 
service, command,

# and restart parameters. You must begin with SERVICE_NAME[0], 
SERVICE_CMD[0],

# and SERVICE_RESTART[0] and increment the list in sequence.

#

# For example:

#          SERVICE_NAME[0]=pkg1a

#          SERVICE_CMD[0]="/usr/bin/X11/xclock -display 
192.10.25.54:0"
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#          SERVICE_RESTART[0]=""  # Will not restart the 
service.

#

#          SERVICE_NAME[1]=pkg1b

#          SERVICE_CMD[1]="/usr/bin/X11/xload -display 
192.10.25.54:0"

#          SERVICE_RESTART[1]="-r 2"   # Will restart the 
service twice.

#

#          SERVICE_NAME[2]=pkg1c

#          SERVICE_CMD[2]="/usr/sbin/ping"

#          SERVICE_RESTART[2]="-r 1" # Will restart the service 
an infinite

#                                    number of times.

#

# Note: No environmental variables will be passed to the 
command, this 

# includes the PATH variable. Absolute path names are required 
for the

# service command definition.  Default shell is /usr/bin/sh.

#

SERVICE_NAME[0]=omni_sv

SERVICE_CMD [0] = “/etc/opt/omni/server/sg/csfailover.ksh 
start”

SERVICE_RESTART[0]="-r 2"
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Data Protector ログ ・ ファイルの主なエン ト リ

本項では、 い く つかの Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルに記録される主な Data 
Protector メ ッ セージを示し ます。 ただし こ こ では、 ト ラブルシ ューテ ィ ン

グに関する詳しい情報は記載し ていません。 Data Protector ロ グ ・ フ ァ イル

の全 リ ス ト と 、 ロ グ ・ フ ァ イルの詳しい内容については、 「Data Protector ロ
グ ・ フ ァ イル」 （681 ページ ) を参照し て く だ さい。

重要 Data Protector ロ グ ・ フ ァ イルのエン ト リ の内容と形式は変更される場合が

あ り ます。

debug.log
02/11/00 12:22:01  OMNIRPT.23856.0 
["/src/lib/cmn/obstr.c /main/r31_split/2":212] A.03.10 
b325

  StrFromUserSessionId: "-detail": not in correct format

03/01/00 14:19:28  DBSM.21294.0 
["PANSRC/db/RCS/cmn_srv.c,v 1.40":229] A.03.10 b325

  DB[1] internal error [9] cannot exclusively open 
database, it is already opened

03/01/00 14:21:14  DBSM.21393.0 
["PANSRC/db/RCS/cmn_srv.c,v 1.40":272] A.03.10 b325

  CDB cell server "bmw" different than current host 
"bmw.hermes"

03/01/00 14:21:43  OMNIB.21471.0 ["/src/cli/omnibackup.c 
/main/23":2585] A.03.10 b325

 [Process] CanBackup failed!
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03/02/00 09:36:51  INET.26130.0 ["/src/lib/ipc/ipc.c 
/main/r31_split/10":6920] A.03.10 b325

IpcGetPeer: Could not expand ConnectionIP "10.17.6.227"

03/16/00 19:09:42  BSM.13152.0 ["src/db/cdb/cdbwrap.c 
/main/84":1538] A.03.10 bPHSS_21234/PHSS_21235

  DB[1] internal error [-2009] The session is 
disconnected

05/17/01 12:00:30  OMNIMM.7515.0 ["lib/cmn/obstr.c 
/main/17":187] A.04.00.%B3 b335

  StrToUserSessionId: "0": not in correct format

5/14/01 11:08:53 AM  UPGRADE_CFG.357.356 
["integ/barutil/upgrade_cfg/upgrade_cfg.c 
/main/27":1472] A.04.00.%B3 b335

 [UpgradeSQL] Can not read registry value 

HKLM\Software\Hewlett-Packard\OpenView\OmniBackII\Agents

\MS-SQL70\saUser

[UpgradeSQL] Warning:  2, The system cannot find the 
file specified.

5/14/01 11:08:54 AM  UPGRADE_CFG.369.368 
["integ/barutil/upgrade_cfg/upgrade_cfg.c /main/27":154] 
A.04.00.%B3 b335

[GetConfig] Can not read configuration from Cell Server 
"brainiac.hermes" with integration "Oracle" and instance 
"_OB2_GLOBAL"

[GetConfig] Error: 1012, [12:1012] Can not access the 
file.

システム ・ エ ラー : [2] The system cannot find the file 
specified. 
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5/14/01 12:41:41 PM  OMNIDBUTIL.98.124 
["db/vel_cls_spec.c /main/39":103] A.04.00.%B3 b335

  VELOCIS DB ERROR [0] internal error [-2005] Server 
unavailable

sm.log
3/28/00 03:00:01  BSM.23475.0 ["/src/sm/bsm2/brsmutil.c 
/main/r31_split/4":630] A.03.50.%B2 b158

Error connecting to database. Code: 1166.

03/27/01 08:17:06  BSM.2709.0 ["sm/bsm2/bsmutil.c 
/main/502":3306] A.04.00.%B1 b281

Error opening datalist OMNIBACK-.

inet.log
5/15/01 12:19:54 AM  INET.119.122 ["inetnt/allow_deny.c 
/main/10":524] A.04.00.%B3 b335

A request 3 came from host bmw.hermes which is not a Cell 
Manager of this client

[Critical] From: INET@clio.hermes "clio.hermes"  Time: 
03/29/01 09:48:29

[70:5]  Cannot execute '/opt/omni/lbin/ob2rman.exe' (No 
such file or directory) => aborting

media.log
02/04/00 06:57:46 0a110210:3861cbbb:742d:0003 "[CBF492] 
BMW_DLT_23" [2000/02/04-8] OmniDB

02/04/00 07:02:38 0a110210:3861cbbb:742d:0003 "[CBF492] 
BMW_DLT_23" [2000/02/04-9]
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02/04/00 13:38:56 0a110210:389ac85b:3c6e:0001 "[CBF502] 
DLT_ARC_8" [INITIALIZATION]

02/29/00 16:04:25 0a110210:38bbdff4:6d85:0026 "NULL_33" 
[AUTOINITIALIZATION]

03/02/00 10:03:25 0a110210:385a24bf:410b:0002 "[CW1231] 
BMW_DLT_15" [IMPORT] 

upgrade.log
03/15/01 09:15:38

UCP session started.

03/15/01 09:20:55

UCP session finished.

total running time: 317 秒

03/15/01 10:00:09

UDP session started.

03/15/01 10:02:54

Abort request from CLI/GUI on handle 0. Terminating 
session

03/15/01 10:03:06

UDP session started.

03/15/01 10:26:47
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Abort request from CLI/GUI on handle 0. Terminating 
session

03/15/01 12:40:43

Database check error! Can not proceed with upgrade.

03/15/01 13:24:15

System error

03/15/01 13:24:15

Session was aborted by child ASM, marked error=1026

03/15/01 15:27:22

OmniBack II 3.x database not found.

03/15/01 16:33:19

[12:10904] Open of detail catalog binary file failed.

03/16/01 08:39:31

Internal error: Invalid Ct function argument specified.

03/20/01 10:56:57

[12:1165] Database network communication error.

03/22/01 14:38:21

 [12:10953] Database is in incorrect state. Database 
must be empty before critical upgrade can start.
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Windows での手動による障害復旧準備用テンプレー

ト

次ページに示すテンプレー ト は、 第 12 章 「障害復旧」 (545 ページ ) で説明

し ている Windows での半自動障害復旧に備えてお使い く ださい。
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表 A-1

ク ラ イ アン ト の
プロパテ ィ

コ ンピ ュータ名

ホ ス ト 名

ド ラ イバ

Windows Service Pack

TCP/IP の

プロパテ ィ

IP ア ド レ ス

デフ ォル ト ・ ゲー ト
ウ ェ イ

サブネ ッ ト ・ マス ク

DNS の順序

メ デ ィ ア ・ ラベル / バーコー ド番号

パーテ ィ シ ョ ン情報
と 順序

第 1 デ ィ ス ク のラベル

第 1 パーテ ィ シ ョ ンの

長さ

第 1 ド ラ イブの文字

第 1 フ ァ イルシステム

第 2 デ ィ ス ク のラベル

第 2 パーテ ィ シ ョ ンの

長さ

第 2 ド ラ イブの文字

第 2 フ ァ イルシステム

第 3 デ ィ ス ク のラベル

第 3 パーテ ィ シ ョ ンの

長さ

第 3 ド ラ イブの文字

第 3 フ ァ イルシステム
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Windows Media Agent 上のブロック ・ サイズの変更

Windows Media Agent ク ラ イ アン ト 上でブロ ッ ク ・ サイ ズの 大値を増やす

場合は、 レジス ト リ を変更する必要があ り ます。 レジス ト リ を変更し た後、

コ ンピ ュータ を再起動し て く だ さい。 起動時に ド ラ イバが MaximumSGList

を読み込みます。 Windows ク ラ ス ・ ド ラ イバが 大転送サイ ズの算出に使

用する式を以下に示し ます。

大サイ ズ = (( サポー ト される scatter/gather element 数 - 
1)*4096)

代表的な aic78xx の場合、 以下のよ う にな り ます。

 ((17-1) * 4096) = 64k

Windows は、 レジス ト リ を介し て よ り 多 く の scatter/gather element をサポー

ト する機構を備えています。 regedt32 を起動し、 以下のレジス ト リ ・ キー

で DWORD値を追加し て く ださい。

\\HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Services\aic78

xx\Parameters\Device0\MaximumSGList

以下の式を使って MaximumSGList の値を算出し ます。

例 ブロ ッ ク ・ サイ ズが 256k の場合、 MaximumSGList の値は以下に示す と お

り 65 と な り ます。

MaximumSGList = (265k/4k) + 1 = 64 + 1 = 65

た と えば、 システムに 3 つの aic78xx ベースの SCSI チャ ンネルがあ る場合

は、 チャ ンネルに応じ た値 （...\Device0、 ...\Device1、 または 
...\Device2 など） に変更し て く ださい。 すべてのアダプタ を同時に設定す

る場合は、 ...\Device\... に MaximumSGList を設定し て く ださい。 数値参

照を省略する と 、 すべての aic78xx アダプタに対し て この値が設定されま

す。

MaximumSGList BlockSize
4096

-----------------------------⎠
⎞ 1+⎝

⎛=
付録 AA-52



B スタンドアロン ・ ファイル・デバイスと
ファイル ジュークボックス デバイス
付録 B B-1



スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスとファイル ジュークボックス デバイ
ス

本付録の概略
本付録の概略

本付録では、 Data Protector を使用し たバッ ク ア ッ プ ・ ソ リ ューシ ョ ン と し

て、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ スおよびフ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク

ス  デバイ ス を構成および使用する方法を簡単に紹介し ます。 以下の項目に

ついて説明し ます。

 「ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  
デバイ スの概要」 (B-3 ページ )

 「推奨される構成」 (B-4 ページ )

 「ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  
デバイ スの構成」 (B-7 ページ )

 「ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス またはフ ァ イル ジ ューク ボ ッ

ク ス  デバイ ス を使用し たバ ッ ク ア ッ プ と復元」 (B-9 ページ )
付録 BB-2
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スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスとファイル 
ジュークボックス デバイスの概要

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ

スは、 デ ィ ス クへのデータ ・ バ ッ ク ア ッ プを目的に設計されたデバイ スの
一種です。 この種のデバイ スには、 以下のよ う な タ イプがあ り ます。

• ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス

• フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス

• フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ

スは、 フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス よ り も構造が単純で、 小規模な
バッ ク ア ッ プに適し ています。 高度な機能を持つフ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・

デバイ スの詳細は、 第 3 章 「デ ィ ス クベースのデバイ スの 構成と 使用」

(109 ページ ) を参照し て く ださい。

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ スには、 大 1GB のデータ を保存でき

ます。 このデバイ スはいったん作成し た後で再構成する こ と はでき ません。

フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スにはよ り 多 く のデータ を保存でき ます

（ 大 1TB）。 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スの場合は、 デバイ ス を

いったん作成し た後で も、 構成の制御や変更が可能です。 

どち らのデバイ スの場合も、 データはデ ィ ス ク上にフ ァ イル形式で保存さ
れます。 これらのフ ァ イルは、 テープ ・ デバイ ス内のス ロ ッ ト に相当し ま

す。 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス内には 1 つのス ロ ッ ト しかあ り

ません。 フ ァ イル ジューク ボ ッ ク ス  デバイ ス内には複数のス ロ ッ ト が存在

し ます。

これらのデバイ スにバッ ク ア ッ プされるデータは、 保存前にまずテープ形
式に変換されます。

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ

スの作成および構成には、 Data Protector GUI を使用し ます。
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推奨される構成
推奨される構成

デバイスの位置 これらのデバイ スは、 IDB があ るデ ィ ス ク と は別のデ ィ ス ク上に作成する

こ と をお勧めし ます。 こ う する こ と で、 データベース用に十分なデ ィ ス
ク ・ スペース を確保する こ と ができ ます。 デバイ ス と内部データベース を
別のデ ィ ス ク に置 く こ と で、 性能も向上し ます。

デバイ ス と Data Protector 内部データベース を同じデ ィ ス ク に置 く 場合は、

いずれのためにも十分なスペースがあ る こ と を確認する必要があ り ます。
詳細については、 「今後の使用を考えてデ ィ ス ク ・ スペース を割 り 当て る」
（494 ページ ) を参照し て く ださい。 

ディスク上の
デバイス数

同じデ ィ ス ク に対し て読み込みまたは書き込みされるデータ ・ ス ト リ ーム
が複数あ る場合、 つま り 複数の Disk Agent または Media Agent が同じマウ

ン ト ・ ポイ ン ト を同時にア ク セス し て、 そのマウ ン ト ・ ポ イ ン ト が 1 つの

デ ィ ス ク と し て定義されている場合、 そのデ ィ ス ク に対する読み込み / 書

き込み性能は大き く 低下し ます。

し たがって、 1 つのデ ィ ス ク上にはス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス

またはフ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス を 1 つだけ作成し、 さ らに 1 つ

のデバイ スあた り 1 つの ド ラ イブだけを作成する よ う にし ます。 また Data 
Protector によ るバッ ク ア ッ プや復元中は、 他のアプ リ ケーシ ョ ンが大量の

データ をそのデ ィ ス ク に、 またはそのデ ィ ス ク から転送し ないよ う にする
こ と をお勧めし ます。 デ ィ ス ク ・ アレ イ を使用すれば、 性能の低下を避け
る こ と ができ ます。

スロッ ト ・ サイズ 大量のデータ (1GB 以上 ) をバッ ク ア ッ プする場合は、 ス タ ン ド ア ロ ン ・

フ ァ イル ・ デバイ スではな く 、 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス を使用

する こ と をお勧めし ます。 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スの方が柔軟

性に優れてお り 、 制御も容易です。

一般に、 構成すべきデバイ スのサイ ズはバッ ク ア ッ プするデータ量に依存
し ます。 ただし、 通常ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス / ス ロ ッ ト の

サイ ズは、 Windows の場合は 100MB ～ 50GB に、 UNIX の場合は 100MB
～ 2TB に設定する こ と をお勧めし ます。

た と えば、 1TB のデータ をバッ ク ア ッ プする場合であれば、 以下のよ う な

デバイ ス構成が可能です。
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Windows システムの場合  10GB のフ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を 100 個持つフ ァ イ

ル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス を 1 つ

UNIX システムの場合  4GB のフ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を 250 個持つフ ァ イル 
ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ ス を 1 つ

データ保護は、 フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス内の各フ ァ イル ・ ス ロ ッ ト に対

し て設定される ため、 こ の保護を解除する こ と で一つのス ロ ッ ト を リ サイ
クルする こ と が可能です。 し たがって、 小さ なス ロ ッ ト を複数作成すれば
柔軟性が増し、 よ り 効率的なデータ保護と スペース維持管理が可能にな り
ます。

以下のサイ ズをお勧めし ます ( も ちろん、 小規模バ ッ ク ア ッ プなど、 必要

に応じ て こ の数字を変え る こ と ができ ます )。 ラ イセン ス契約への影響につ

いては、 HP OpenView Storage Data Protector イ ン ス ト ールおよびラ イセン

ス ・ ガイ ド を参照し て く ださい。

ブロック ・サイズ ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス と フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ

スは効率的な高速デバイ スで、 テープ ・ バッ ク ア ッ プの代わ り に使用され
ます。 このため、 これらのデバイ スへのデータ書き込みには、 テープへの
書き込み形式が使用されます。 この形式を使用する場合に考慮が必要な主
なパラ メ ータは以下の と お り です。

• ブロック ・サイズ : これはテープ ・ デバイ スの名残です。 異な るベン

ダーのテープ ・ ド ラ イブは、 多 く の場合異な るブロ ッ ク ・ サイ ズを使用
し ます。 

通常、 ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ スやフ ァ イル ジ ューク ボ ッ

ク ス  デバイ ス内の各 ド ラ イブでは、 同じブロ ッ ク ・ サイ ズを使用し て

く だ さい。 そ う し ない と、 あ る ド ラ イブを使用し て書き込まれたス タ ン
ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス / ス ロ ッ ト が、 他の ド ラ イブを使用し た

場合に認識されない こ と があ り ます。 デフ ォル ト のブロ ッ ク ・ サイ ズは

64KB です。

表 B-1 Windows および UNIX 上で推奨されるスロッ ト ・ サイズ

使用可能なデ ィ ス ク ・
スペース

ス ロ ッ ト の数 スロッ ト ・ サイズ
(GB)

1TB 100 10

5TB 250 20

10TB 250 40
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• セグ メ ン ト ・ サイ ズ : このパラ メ ータには、 バッ ク ア ッ プ ・ データ を記

録する と きの、 フ ァ イル ・ マーク間のデータ量を設定し ます。 フ ァ イ

ル ・ デバイ ス / ス ロ ッ ト のヘッ ダには、 各セグ メ ン ト のフ ァ イル ・ マー

ク位置を記録し たフ ァ イル ・ マーク ・ テーブルも書き込まれます。 

Windows 上でのス ロ ッ ト の 大推奨サイ ズは 50GB です。 ただし、

Windows 上では 大 600GB のス ロ ッ ト を使用し て、 フ ァ イル ジューク

ボ ッ ク ス  デバイ スのテス ト が行われています。 Unix 上でのス ロ ッ ト の 大

推奨サイ ズは 2TB です。

フ ァ イル ・ デバイ ス内のブロ ッ クやセグ メ ン ト のサイ ズを設定する方法の
詳細については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「拡張オプシ ョ ン , 
デバイ ス & メ デ ィ ア」 を参照し て く だ さい。
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スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスとファイル 
ジュークボックス デバイスの構成

必要条件 Windows システム上で これらのデバイ ス を構成する と きは、 まず圧縮オプ

シ ョ ンをオフにし て く だ さい。 この操作は Windowsエク スプローラから実

行でき ます。 データのバ ッ ク ア ッ プ先 と な るデ ィ レ ク ト リ を右ク リ ッ ク し

て [プロパテ ィ ] を選択し、 [属性 ] の下の [圧縮 ] を選択解除し て く だ

さい。 [圧縮 ] が選択されている と 、 Data Protector はそのデバイ スへの書き

込みができ ません。

重要 デバイ ス を構成する と きに、 既存のデバイ ス名は使用し ないで く ださい。
同じ名前を使用する と、 既存のデバイ スが上書き されて し まいます。

複数のデバイ ス を構成する と きに、 同じデバイ ス名は使用し ないで く だ さ
い。 同じ名前を使用する と、 ア ク セス されるたびにデバイ スが上書き され
て し まいます。

デバイスの構成 これらのデバイ ス を作成するには、 [デバイ スの追加 ] ウ ィ ザード で、 デバ

イ スの種類 と し て [ ス タン ド アロン ] または [ ジュークボッ ク ス ] を選択

し て く ださい。 デバイ ス ・ ア ド レ スには、 デバイ スのパス名を指定し ます

(C:\My_Backup など )。 詳細は、 図 B-1 を参照し て く ださい。 構成作業の詳

細については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワー ド 「構成 - ス タ ン ド ア

ロ ン ・ デバイ ス」 または 「構成 - フ ァ イル ・ ジ ューク ボ ッ ク ス ・ デバイ ス」

を参照し て く ださい。
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スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスとファイル ジュークボックス デバイ
図 B-1 デバイス ・パスの設定

次の手順 以上で、 デバイ ス を Data Protector で使用する ための設定は終了ですが、 デ

バイ スはデ ィ ス ク上にまだ存在し ていません。 デバイ ス をバッ ク ア ッ プに

使用する ためには、 初にデバイ ス を フ ォーマ ッ ト する必要があ り ます。 
詳細な手順については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「フ ォー
マ ッ ト  - ラ イブラ リ ・ デバイ ス内の メ デ ィ ア」 ( ジ ューク ボ ッ ク ス  フ ァ イル 
デバイ スの場合 )、 または 「フ ォーマ ッ ト  - メ デ ィ ア」 ( ス タ ン ド ア ロ ン ・

フ ァ イル ・ デバイ スの場合 ) を参照し て く だ さい。
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スタンドアロン ・ フ ァイル ・ デバイスまたはファイル ジュークボックス デ
スタンドアロン ・ フ ァイル・デバイスまたはファイル 
ジュークボックス デバイスを使用したバックアップ

と復元

スタンドアロン ・ ファイル・デバイスまたはファイル ジューク

ボックス デバイスへのバックアップ

標準的なバ ッ ク ア ッ プ仕様内で、 バッ ク ア ッ プ先のデバイ ス と し て、 目的
のス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス を指定し ます。 

図 B-2 スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスまたはファイル ジュークボックス

デバイスへのバックアップ
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スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスまたはファイル ジュークボックス デ
デバイ スが新規作成されたフ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク スの場合、 Data 
Protector は 初のフ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を使用し ます。 バッ ク ア ッ プに使用

された こ と があ る フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク スの場合、 Data Protector は前回

のバ ッ ク ア ッ プで使用し たの と 同じ フ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を使用し、 そのス
ロ ッ ト にデータ を書き込みます。 ス ロ ッ ト がいっぱいになった場合は、 次
のフ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を使用し てバッ ク ア ッ プが継続されます。

このプロセスはすべてのス ロ ッ ト がいっぱいにな る まで繰 り 返されます。
その時点で書き込むべきバ ッ ク ア ッ プ ・ データがまだ残っている場合、
Data Protector は リ サイ クルされている フ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を探し、 検出さ

れればそのス ロ ッ ト を使用し てバ ッ ク ア ッ プを継続し ます。 ス ロ ッ ト が見
つから なければ、 マウ ン ト 要求が発行されます。 こ の場合、 バッ ク ア ッ プ
を続行するには、 ス ロ ッ ト に リ サイ クル ・ マーク を付加するか新しいフ ァ
イル ・ ス ロ ッ ト を作成し てから、 マウ ン ト 要求に応答する必要があ り ます。

Data Protector は、 バッ ク ア ッ プを完了するための十分な空き スペースがな

く 、 まだ (GUI によ り 予約スペースな しで作成された ) 空き ス ロ ッ ト があ る

場合にも マウ ン ト 要求を発行し ます。 この場合は、 デ ィ ス ク に空き スペー
ス を作ってからマウ ン ト 要求に応答する必要があ り ます。 その後、 Data 
Protector はバ ッ ク ア ッ プを続行し ます。

スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスとファイル ジューク

ボックス デバイスの保守

使用中のデバイ スに空き スペースがな く なった と きには、 バッ ク ア ッ プを
続行する ために、 以下のいずれかの作業を行 う 必要があ り ます。

• データ をテープに移し て、 フ ァ イル ・ デバイ ス またはい く つかのフ ァ イ

ル ・ ス ロ ッ ト を解放し ます。 

• フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  ス ロ ッ ト に リ サイ クル ・ マーク を付けます。

• フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク スに新しいス ロ ッ ト を追加し ます。

ファイル ・ スロッ トのリサイクル

フ ァ イル ・ ス ロ ッ ト に書き込まれたデータ をテープに移動し ないでその
フ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を再利用し たい場合 ( た と えば、 フ ァ イル ジ ューク

ボ ッ ク ス を主なバ ッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス と し て使用し てお り 、 そのス ロ ッ
ト から直接復元し たい場合など ) は、 ス ロ ッ ト に リ サイ クル ・ マーク を付

けます。 リ サイ クルされたス ロ ッ ト はバッ ク ア ッ プに再利用され、 ス ロ ッ
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スタンドアロン ・ フ ァイル ・ デバイスとファイル ジュークボックス デバイ
ス

スタンドアロン ・ フ ァイル ・ デバイスまたはファイル ジュークボックス デ
ト 上のデータは上書き されます。 ス ロ ッ ト の リ サイ クル方法の詳細につい

ては、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「フ ァ イル ・ ジ ューク ボ ッ ク
ス ・ ス ロ ッ ト の リ サイ クル」 を参照し て く だ さい。

重要 この方法を使用し た場合、 メ デ ィ ア上の既存のデータは上書き されて失わ
れます。

新しいファイル ・ スロッ トの追加

フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ スのフ ァ イル ・ ス ロ ッ ト を追加作成する

方法については、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「追加 - ス ロ ッ ト 」

を参照し て く ださい。 ス ロ ッ ト を使用するには、 初にス ロ ッ ト を フ ォー

マ ッ ト する必要があ り ます。 メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト 方法の詳細について

は、 オン ラ イ ン ・ ヘルプの索引キーワード 「フ ォーマ ッ ト  - ラ イブラ リ ・

デバイ ス内の メ デ ィ ア」 を参照し て く ださい。

スタンドアロン ・ ファイル・デバイスまたはファイル ジューク

ボックス デバイスからの復元

復元時には、 復元するオブジェ ク ト を Data Protector GUI 上で選択し、 通常

どお り の復元処理を開始し て く ださい。 詳細については、 オン ラ イ ン ・ ヘ

ルプの索引キーワー ド 「標準復元手順」 を参照し て く ださ い。

Data Protector CLI を使用し て この処理を自動実行するためのス ク リ プ ト を

作成する こ と も可能です。
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スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスとファイル ジュークボックス デバイ
ス

スタンドアロン ・ ファイル ・ デバイスまたはファイル ジュークボックス デ
付録 BB-12



用語集
ACSLS
(StorageTek 固有の用語 )
Automated Cartridge System Library 
Server の略語。 ACS (Automated 
Cartridge System: 自動カー ト リ ッ ジ 
システム ) を管理する ソ フ ト ウ ェ

ア。

Active Directory
(Windows 固有の用語 )
Windows ネ ッ ト ワーク で使用される

デ ィ レ ク ト リ  サービ ス。 ネ ッ ト

ワーク上の リ ソースに関する情報を
格納し、 ユーザーやアプ リ ケーシ ョ
ンから ア ク セスでき る よ う に維持し
ます。 このデ ィ レ ク ト リ  サービ ス

では、 サービ スが実際に稼動し てい
る物理システムの違いに関係な く 、
リ ソースに対する名前や説明の付
加、 検索、 ア ク セス、 および管理を
一貫し た方法で実行でき ます。 

AML
(EMASS/GRAU 固有の用語 )
Automated Mixed-Media library ( 自

動混合 メ デ ィ ア ラ イブラ リ ) の
略。

ASR セッ ト

フ ロ ッ ピー デ ィ ス ク上に保存され

たフ ァ イルのコ レ ク シ ョ ン。 交換用
デ ィ ス ク の適切な再構成 ( デ ィ ス ク  
パーテ ィ シ ョ ン化 と 論理ボ リ ューム
の構成 ) およびフル ク ラ イ アン ト  
バッ ク ア ッ プでバ ッ ク ア ッ プされた
元のシステム構成 と ユーザー デー

タの自動復旧に必要と な り ます。
これらのフ ァ イルは、 バ ッ ク ア ッ プ 
メ デ ィ ア上に保存される と共に、
Cell Manager 上の 
<Data_Protector_home>¥Config¥Se
rver¥dr¥asrデ ィ レ ク ト リ  
(Windows Cell Manager の場合 ) また

は
/etc/opt/omni/server/dr/asr/

デ ィ レ ク ト リ  (UNIX Cell Manager の

場合 ) に保存されます。 ASR アーカ

イブ フ ァ イルは、 障害発生後に複

数のフ ロ ッ ピー デ ィ ス ク に展開さ

れます。 32 ビ ッ ト 版の Windows 
XP/.NET では 3 枚のフ ロ ッ ピー 
デ ィ ス ク に展開され、 64 ビ ッ ト 版

の Windows XP/.NET の場合は 4 枚

のフ ロ ッ ピー デ ィ ス ク に展開され

ます。 これらのフ ロ ッ ピー デ ィ ス

ク は、 ASR の実行時に必要と な り ま

す。

BACKINT
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ ク ア ッ プ プロ グ ラ ム

が、 オープン  イ ン タ フ ェースへの

呼び出し を通じ て Data Protector 
backint イ ン タ フ ェース  ソ フ ト ウ ェ

アを呼び出し、 Data Protector ソ フ ト

ウ ェ ア と 通信でき る よ う にし ます。
バッ ク ア ッ プ時および復元時には、
SAP R/3 プロ グ ラ ムが Data Protector 
backint イ ン タ フ ェース を通じ て コマ
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用語集
ン ド を発行し ます。

BC
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Business Continuance の略。 BC は、

EMC Symmetrix 標準デバイ スのイ ン

ス タ ン ト  コ ピーに対する ア ク セス

および管理を可能にするプロセスで
す。
BCV も参照。

BC
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
Business Copy XP の略。 BC を使 う

と 、 HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV の内部コ ピーをデータ  バッ ク

ア ッ プやデータ複製などの目的で維
持でき ます。 これらのコ ピー ( セカ

ンダ リ  ボ リ ューム または S-VOL) 
は、 プラ イマ リ  ボ リ ューム  (P-VOL) 
から分離し て、 バ ッ ク ア ッ プや開発
などの用途に応じ た別のシステムに
接続する こ と ができ ます。 バッ ク
ア ッ プ目的の場合、 P-VOL をアプ リ

ケーシ ョ ン  システムに接続し、

S-VOL ミ ラー セ ッ ト のいずれかを

バッ ク ア ッ プ システムに接続する

必要があ り ます。
HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV、 CA、 Main Control Unit、 ア

プリケーシ ョ ン システム、 および

バックアップ システムも参照。
G-2 
BC Process
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
保護されたス ト レージ環境の ソ
リ ューシ ョ ン。 特別に構成された
EMC Symmetrix デバイ ス を、 EMC 
Symmetrix 標準デバイ ス上でデータ

を保護するために、 ミ ラーと し て、
つま り Business Continuance Volumes
と し て規定し ます。
BCV も参照。

BC VA
(HP StorageWorks Virtual Array 固有

の用語 )
BC は Business Copy の略。 Business 
Copy VA によ り 、 HP StorageWorks 
Virtual Array LUN の内部コ ピーを

データ  バッ ク ア ッ プやデータ複写

の目的で同じ仮想アレ イ内に保持す
る こ と ができ ます。 コ ピー ( 子また

は Business Copy LUN) は、 バッ ク

ア ッ プやデータ解析、 開発など様々
な目的に使用でき ます。 バッ ク ア ッ
プ目的で使用される と きは、 元 ( 親

) の LUN はアプ リ ケーシ ョ ン  シス

テムに接続され、 Business Copy ( 子

) LUN はバッ ク ア ッ プ システムに接

続されます。
HP StorageWorks Virtual Array 
LUN、 アプリケーシ ョ ン  システム、

およびバックアップ システムも参

照。

BCV



用語集
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Business Continuance Volumes の略。

BCV デバイ スは ICDA 内であ らか

じめ構成された専用の SLD です。

ビジネスの継続運用を可能にする た
めに使用されます。 BCV デバイ ス

には、 これらのデバイ スによ り ミ
ラー化される SLD のア ド レ ス と は

異な る、 個別の SCSI ア ド レ スが割

り 当て られます。 BCV デバイ スは、

保護を必要 とする一次 EMC 
Symmetrix SLD の分割可能な ミ ラー

と し て使用されます。
BC および BC Process も参照。 

BRARCHIVE
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ ク ア ッ プ ツールの 1
つ。 アーカ イブ REDO ロ グ フ ァ イ

ルをバ ッ ク ア ッ プでき ます。
BRARCHIVE では、 アーカ イブ プ
ロセスのすべてのロ グ と プロ フ ァ イ
ルも保存されます。
SAPDBA、 BRBACKUP および

BRRESTORE も参照。

BRBACKUP
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 バッ ク ア ッ プ ツールの 1
つ。 制御フ ァ イル、 個々のデータ  
フ ァ イル、 またはすべてのテーブル
スペース をオン ラ イ ンで もオフ ラ イ
ンで もバッ ク ア ッ プでき ます。 ま
た、 必要に応じ て、 オン ラ イ ン
REDO ロ グ フ ァ イルをバッ ク ア ッ プ

する こ と も でき ます。
SAPDBA、 BRARCHIVE および

BRRESTORE も参照。

BRRESTORE
(SAP R/3 固有の用語 )
SAP R/3 のツール。 以下の種類の

フ ァ イルを復元する ために使いま
す。

• BRBACKUP で保存されたデータ

ベース  データ  フ ァ イル、 制御

フ ァ イル、 オン ラ イ ン REDO ロ

グ フ ァ イル

• BRARCHIVE でアーカ イブされ

た REDO ロ グ フ ァ イル

• BRBACKUP で保存された非デー

タベース  フ ァ イル

フ ァ イル、 テーブル スペース、

バッ ク ア ッ プ全体、 REDO ロ グ フ ァ

イルのロ グ シーケン ス番号、 また

はバ ッ ク ア ッ プのセ ッ シ ョ ン ID を

指定する こ と ができ ます。
SAPDBA、 BRBACKUP および

BRARCHIVE も参照。

BSM
Data Protector Backup Session Manager
の略。 バッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ンを

制御し ます。 このプロセスは、 常に
Cell Manager システム上で稼動し ま
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す。

CA
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
Continuous Access XP の略。 CA で

は、 データ複製、 バ ッ ク ア ッ プ、 お
よび障害復旧などの目的で HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV の

リ モー ト  コ ピーを作成および維持

でき ます。 CA を使用するには、 メ

イ ン  ( プラ イマ リ ) デ ィ ス ク  アレ イ

と リ モー ト  ( セカンダ リ ) デ ィ ス ク  
アレ イが必要です。 オ リ ジナルの
データ を格納し、 アプ リ ケーシ ョ ン  
システムに接続されている CA プラ

イマ リ  ボ リ ューム (P-VOL) が メ イ

ン デ ィ ス ク  アレ イに格納されます。

リ モー ト  デ ィ ス ク  アレ イには、

バッ ク ア ッ プ システムに接続され

ている CA セカンダ リ  ボ リ ューム  
(S-VOL) が格納されます。

BC (HP StorageWorks Disk Array XP
固有の用語 )、 Main Control Unit お

よび HP StorageWorks Disk Array 
XP LDEV も参照。

CAP
(StorageTek 固有の用語 ) 
Cartridge Access Port の略。 ラ イブラ

リ の ド ア パネルに組み込まれた

ポー ト です。 メ デ ィ アの出し入れに
使用されます。
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CDB
カ タ ロ グ データベース  (Catalog 
Database) の略。 CDB は、 IDB の う

ち、 バッ ク ア ッ プ、 オブジェ ク ト  
コ ピー、 復元、 メ デ ィ ア管理セ ッ
シ ョ ンおよびバッ ク ア ッ プし たデー
タに関する情報を格納する部分。 選
択した ロ ギング レベルによ っては、

フ ァ イル名 と フ ァ イル バージ ョ ン

も格納されます。 CDB は、 常にセ

ルに対し て ローカル と な り ます。
MMDB も参照。

CDF ファイル

(UNIX 固有の用語 )
Context Dependent File ( コ ンテキス

ト 依存フ ァ イル ) の略。 CDF フ ァ イ

ルは、 同じパス名でグループ化され
た複数のフ ァ イルから な る フ ァ イル
です。 通常、 プロセスのコ ンテキス
ト に基づいて、 これらのフ ァ イルの
いずれかがシステムによ って選択さ
れます。 こ の メ カニズムによ り 、 ク
ラ ス タ内のすべてホ ス ト から同じパ
ス名を使って、 マシンに依存する実
行可能フ ァ イル、 システム  データ、

およびデバイ ス  フ ァ イルを正し く

動作させる こ と ができ ます。 



用語集
Cell Manager
セル内の メ イ ン システム。 Data 
Protector の運用に不可欠な ソ フ ト

ウ ェ アがイ ン ス ト ールされ、 すべて
のバ ッ ク ア ッ プおよび復元作業がこ
こから管理されます。 管理タ ス ク用
の GUI は、 異な る システムにイ ン

ス ト ールでき ます。 各セルは、 1 つ

の Cell Manager システムによ って管

理されます。

CMD Script for OnLine Server
(Informix 固有の用語 ) 
Informix OnLine Server の構成時に 
INFORMIXDIR 内に作成される  
Windows CMD ス ク リ プ ト 。 環境変

数を OnLine Server にエ ク スポー ト

する コマン ド一式が含まれていま
す。

CMMDB
Data Protector の CMMDB 
(Centralized Media Management 
Database: メ デ ィ ア集中管理データ

ベース ) は、 MoM セル内で、 複数

セルの MMDB をマージする こ と に

よ り 生成されます。 この機能を使用
する こ と で、 MoM 環境内の複数の

セルの間でハイエン ド  デバイ スや

メ デ ィ アを共有する こ と が可能にな
り ます。 いずれかのセルから ロ ボ
テ ィ ク ス を使用し て、 他のセルに接
続されているデバイ ス を制御する こ
と も でき ます。
CMMDB は MoM Manager 上に置 く
必要があ り ます。 MoM セル と その

他の Data Protector セルの間には、

でき るだけ信頼性の高いネ ッ ト ワー
ク接続を用意し て く ださ い。
MoM も参照。

COM+ 登録データベース

(Windows 固有の用語 )
COM+ 登録データベース と Windows
レジス ト リ には、 COM+ アプ リ ケー

シ ョ ンの属性、 ク ラ スの属性、 およ
びコ ンピ ュータ  レベルの属性が格

納されます。 これによ り 、 これらの
属性間の整合性を確保でき、 これら
の属性を共通の方法で操作でき ま
す。

Command View (CV) EVA
(HP StorageWorks EVA 固有の用語
)
HP StorageWorks EVA ス ト レージ 
システムを構成、 管理、 モニター
するためのユーザー イ ン タ

フ ェース。 さ まざ まなス ト レージ
管理作業を行 う ために使用されま
す。 た と えば、 仮想デ ィ ス ク フ ァ
ミ リ の作成、 ス ト レージ システ

ム ハー ド ウ ェアの管理、 仮想

デ ィ ス ク のスナッ プク ローンやス
ナッ プシ ョ ッ ト の作成などに使用
されます。 Command View EVA ソ

フ ト ウ ェ アは HP OpenView 
storage マネジ メ ン ト  アプラ イ ア

ン ス上で動作し、 Web ブラ ウザ

から ア ク セスでき ます。
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HP StorageWorks EVA Agent ( 従
来のもの ) および HP 
StorageWorks EVA SMI-S Agent
も参照。

CRS
Data Protector Cell Manager 上で実行

される、 Cell Request Server のプロセ

ス  ( サービ ス )。 バッ ク ア ッ プ セ ッ

シ ョ ン と 復元セ ッ シ ョ ンを開始およ
び制御し ます。 こ のサービ スは、
Data Protector が Cell Manager 上にイ

ン ス ト ールされる とすぐに開始され
ます。
CRS は、 UNIX システムでは root ア

カ ウ ン ト で実行されます。 Windows
では、 いかなる アカ ウ ン ト で も実行
でき ます。 デフ ォル ト では、 イ ン ス
ト ール時に使用し たユーザー アカ

ウ ン ト で実行されます。

CSM
Data Protector コ ピー セ ッ シ ョ ン  マ
ネージ ャの略。 こ のプロセスは、 オ
ブジ ェ ク ト  コ ピー セ ッ シ ョ ンを制

御し、 Cell Manager システム上で動

作し ます。

Data Protector イベン ト  ログ

イベン ト  ロ グには、 Data Protector
関連のすべての通知が書き込まれま
す。 デフ ォル ト の送信方法では、 す
べての通知がイベン ト  ロ グに送信

されます。 イベン ト  ロ グにア ク セ

スでき る Data Protector ユーザーは、
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admin ユーザー グループに所属し

ているか、 または 「レポート と通知」
のユーザー権限が付与されている
Data Protector ユーザーだけです。 イ

ベン ト  ロ グに書き込まれている イ

ベン ト は、 いずれも表示 と 削除が可
能です。

Data Protector ユーザー アカウン

ト
Data Protector およびバ ッ ク ア ッ プ 
データに対する無許可のア ク セス を
制限するために、 Data Protector ユー

ザー と し て許可を受けたユーザーに
しか Data Protector を使用できない

よ う になっています。 Data Protector
管理者がこ のアカ ウ ン ト を作成する
と きには、 ユーザー ロ グオン名、

ユーザーのロ グオン元 と し て有効な
システム、 および Data Protector
ユーザー グループの メ ンバーシ ッ

プを指定し ます。 ユーザーが Data 
Protector のユーザー イ ン タ フ ェース

を起動するか、 または特定のタ ス ク
を実行する と きには、 こ のアカ ウ ン
ト が必ずチェ ッ ク されます。

Dbobject
(Informix 固有の用語 )
Informix の物理的なデータベース  オ
ブジ ェ ク ト 。 blobspace、 dbspace、

または論理ロ グ フ ァ イルなどがそ

れにあた り ます。

DCBF
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DCBF (Detail Catalog Binary Files: 詳
細カ タ ロ グ バイナ リ  フ ァ イル ) 
デ ィ レ ク ト リ は、 IDB の一部です。

IDB の約 80% を占める フ ァ イル 
バージ ョ ン と属性に関する情報を格
納し ます。 デフ ォル ト では、 DCBF
は 1 つの DC デ ィ レ ク ト リ から な

り 、 その 大サイ ズは 2GB です。

新たに DC デ ィ レ ク ト リ を作成し て

追加する こ と も でき ます。

DC ディ レク ト リ

詳細カ タ ロ グ (DC) デ ィ レ ク ト リ は、

詳細カ タ ロ グ バイナ リ  フ ァ イル 
(DCBF) で構成されてお り 、 その

フ ァ イルの中にはフ ァ イル バー

ジ ョ ンについての情報が保管されて
います。 これは、 IDB の DCBF 部分

を表し、 IDB 全体の約 80% の容量

を占めます。 デフ ォル ト の DC デ ィ

レ ク ト リ は、 dcbfデ ィ レ ク ト リ と

呼ばれ、
<Data_Protector_home>¥db40

デ ィ レ ク ト リ  (Windows Cell Manager
の場合 ) または

/var/opt/omni/server/db40

デ ィ レ ク ト リ  (UNIX Cell Manager の

場合 ) に配置されています。 他の

DC デ ィ レ ク ト リ を作成し て、 適切

な場所に置 く こ と ができ ます。 1 つ

のセルでサポー ト される DC デ ィ レ

ク ト リ は 10 個までです。 DC デ ィ レ

ク ト リ のデフ ォル ト 大サイ ズは
2GB です。
DHCP サーバ
Dynamic Host Configuration Protocol 
(DHCP) を通じ て、 IP ア ド レ スおよ

び関連情報の動的構成機能を提供す
るシステム。

Disk Agent
ク ラ イ アン ト のバ ッ ク ア ッ プ と 復元
を実行するために ク ラ イ アン ト  シ
ステム上にイ ン ス ト ールする必要が
あ る コ ンポーネン ト の 1 つ。 Disk 
Agent は、 デ ィ ス クに対するデータ

の読み書き を制御し ます。 バッ ク
ア ッ プ セ ッ シ ョ ン中には、 Disk 
Agent がデ ィ ス ク からデータ を読み

取って、 Media Agent に送信し て

データ をデバイ スに移動させます。
復元セ ッ シ ョ ン中には、 Disk Agent
が Media Agent からデータ を受信し

て、 デ ィ ス ク に書き込みます。 

Disk Agent の同時処理数

1 つの Media Agent に対し て同時に

データ を送信でき る  Disk Agent の

数。 

DMZ
DMZ (Demilitarized Zone) は、 企業の

プラ イベー ト  ネ ッ ト ワーク  ( イ ン ト

ラネ ッ ト ) と 外部のパブ リ ッ ク  ネ ッ

ト ワーク  ( イ ン ターネ ッ ト ) の間に

「中立地帯」 と し て挿入されたネ ッ
ト ワーク です。 DMZ によ り 、 外部

のユーザーが企業のイ ン ト ラ ネ ッ ト
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内のサーバに直接ア ク セスする こ と
を防ぐ こ と ができ ます。 

DNS サーバ

DNS ク ラ イ アン ト  サーバ モデルで

は、 DNS サーバにイ ン ターネ ッ ト

全体で名前解決を行 う のに必要な
DNS データベースに含まれている

情報の一部を保持し ます。 DNS
サーバは、 このデータベース を使用
し て名前解決を要求する ク ラ イ アン
ト に対し て コ ンピ ュータ名を提供し
ます。

DR イ メージ

一時障害復旧オペレーテ ィ ング シ
ステム  (DR OS) のイ ン ス ト ールおよ

び構成に必要なデータ。

DR OS
障害復旧オペレーテ ィ ング システ

ム と は、 障害復旧を実行する ための
オペレーテ ィ ング システム環境で

す。 Data Protector に対し て基本的な

実行時環境 ( デ ィ ス ク、 ネ ッ ト ワー

ク、 テープ、 およびフ ァ イルシステ
ムへのア ク セス ) を提供し ます。

Data Protector 障害復旧を実行する前

に、 DR OS を イ ン ス ト ールおよび構

成し てお く 必要があ り ます。 DR OS
は、 Data Protector 障害復旧プロ セス

のホ ス ト と し て機能するだけでな
く 、 復元後のシステムの一部に も な
り ます。 その場合、 DR OS の構成

データは元の構成データに置き換わ
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り ます。

EMC Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Symmetrix Agent (SYMA) を参照。

EMC Symmetrix Application 
Programming Interface (SYMAPI)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Symmetrix Application Programming 
Interface (SYMAPI) を参照。

EMC Symmetrix CLI Database File
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
 Symmetrix CLI Database File を参

照。

EMC Symmetrix Command-Line 
Interface (SYMCLI)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Symmetrix Command-Line Interface 
(SYMCLI) を参照。

FC ブリ ッジ

Fibre Channel ブリ ッジを参照。

Fibre Channel
Fibre Channel は、 高速のコ ンピ ュー

タ相互接続に関する ANSI 標準で

す。 光ケーブルまたは銅線ケーブル
を使って、 大容量データ  フ ァ イル

を高速で双方向送信でき、 数 km 離

れたサイ ト 間を接続でき ます。
Fibre Channel は、 ノ ー ド間を 3 種類

の物理 ト ポ ロ ジー ( ポ イ ン ト  ト ゥ  
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ポイ ン ト 、 ループ、 ス イ ッチ式 ) で
接続でき ます。

Fibre Channel ブリ ッジ

Fibre Channel ブ リ ッ ジ ( マルチプレ

ク サ ) は、 RAID アレ イ、 ソ リ ッ ド  
ステー ト  デ ィ ス ク  (SSD)、 テープ ラ
イブラ リ などの既存のパラ レル
SCSI デバイ ス を Fibre Channel 環境

に移行でき る よ う にし ます。 ブ リ ッ
ジ ( マルチプレ ク サ ) の片側には

Fibre Channel イ ン タ フ ェースがあ

り 、 その反対側にはパラ レル SCSI
ポー ト があ り ます。 このブ リ ッ ジ (
マルチプレ ク サ ) を通じ て、 SCSI パ

ケ ッ ト を Fibre Channel と パラ レル

SCSI デバイ スの間で移動する こ と

ができ ます。

fnames.dat
IDB の fnames.dat フ ァ イルには、

バッ ク ア ッ プし たフ ァ イルの名前に
関する情報が格納されます。 一般
に、 フ ァ イル名が保存されている場
合、 それらのフ ァ イルは IDB の

20% を占めます。

GUI
Data Protector には、 各種プラ ッ ト

フ ォーム (HP-UX、 Solaris、
Windows) に対応し たグ ラ フ ィ カル 
ユーザー イ ン タ フ ェース  (GUI) が用

意されてお り 、 すべての構成タ ス
ク、 管理タ ス クおよび処理タ ス ク に
容易にア ク セスでき ます。

Holidays ファイル

休日に関する情報を格納する フ ァ イ
ル。 このフ ァ イルを通じ て、 休日の
設定を変更でき ます。 Holidays フ ァ

イルのパスは、
/etc/opt/omni/server/Holiday

s (UNIX Cell Manager の場合 ) また

は
<Data_Protector_home>¥Confi
g¥Server¥holidays (Windows Cell 
Manager の場合 ) です。

HP ITO
OVO を参照。

HP OpC
OVO を参照。

HP OpenView SMART Plug-In 
(SPI)
ド メ イ ン監視機能を強化する完全に
統合された ソ リ ューシ ョ ンで、 HP 
OpenView Operations に追加するだけ

ですぐに使えます。 HP OpenView 
SMART Plug-In と し て実装される

Data Protector 用統合ソ フ ト ウ ェアを

使用し て、 ユーザーは HP OpenView 
Operations (OVO) の拡張機能 と し て

任意の数の Data Protector Cell 
Manager を監視でき ます。

HP OVO
OVO を参照。
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HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV
HP StorageWorks Disk Array XP の物

理デ ィ ス ク の論理パーテ ィ シ ョ ン。
LDEV は、 Continuous Access XP 
(CA) 構成および Business Copy XP 
(BC) 構成で複製する こ と ができ る

エンテ ィ テ ィ で、 ス タ ン ド ア ロ ンの
エンテ ィ テ ィ と し て も使用でき ま
す。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP
固有の用語 )、 CA (HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 )、 および

複製も参照。

HP StorageWorks EVA Agent ( 従
来のもの )
Data Protector の ソ フ ト ウ ェ ア モ
ジ ュール。 Command View (CV) EVA
ソ フ ト ウ ェ ア v3.1 以前と、 EVA 
VCS フ ァーム ウ ェ ア v3.01x 以前が

イ ン ス ト ールされた HP 
StorageWorks EVA 上で稼動する HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array
統合ソ フ ト ウ ェ アに必要なすべての
タ ス ク を実行し ます。
Command View (CV) EVA および

HP StorageWorks EVA SMI-S Agent
も参照。

HP StorageWorks EVA SMI-S 
Agent
Data Protector の ソ フ ト ウ ェ ア モ
ジ ュール。 Command View (CV) EVA
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ソ フ ト ウ ェ アの v3.2 以降がイ ン ス

ト ールされた HP StorageWorks EVA
上で稼動する HP StorageWorks 
Enterprise Virtual Array 統合ソ フ ト

ウ ェ アに必要な タ ス ク をすべて実行
し ます。 EVA SMI-S Agent を使用す

る と 、 受信し た要求と CV EVA 間の

や り 取 り を制御する HP 
StorageWorks SMI-S EVA プロバイダ

を通じ てアレ イ を制御でき ます。
Command View (CV) EVA、 HP 
StorageWorks SMI-S EVA プロバイ

ダ、 および HP StorageWorks EVA 
Agent ( 従来のもの ) も参照。

HP StorageWorks SMI-S EVA プロ

バイダ
HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array を制御する ために使用される

イ ン タ フ ェース。 SMI-S EVA プロバ

イ ダは HP OpenView ス ト レージ マ
ネジ メ ン ト  アプラ イ アン ス  システ

ム上で個別のサービ ス と し て動作
し、 受信した要求 と Command View 
EVA 間のゲー ト ウ ェ イ と し て機能し

ます。Data Protector HP StorageWorks 
EVA 用統合ソ フ ト ウ ェアでは、

SMI-S EVA プロバイ ダは EVA SMI-S 
Agent から標準化された要求を受け

入れ、 Command View EVA と や り 取

り し て情報または方法を呼び出し、
標準化された応答を返し ます。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agent
および Command View (CV) EVA も
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参照。

HP StorageWorks Virtual Array 
LUN
HP StorageWorks Virtual Array 内の物

理デ ィ ス ク の論理パーテ ィ シ ョ ン。
LUN は HP StorageWorks Business 
Copy VA 構成で複製する こ と ができ

るエンテ ィ テ ィ で、 ス タ ン ド ア ロ ン
のエンテ ィ テ ィ と し て も使用でき ま
す。
BC VA および複製も参照。

HP VPO
OVO を参照。

ICDA
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC's Symmetrix の統合キ ャ ッ シ ュ  
デ ィ ス ク  アレ イ  (ICDA) は、 複数の

物理デ ィ ス ク、 複数の FWD SCSI
チャネル、 内部キ ャ ッ シ ュ  メ モ リ 、

およびマイ ク ロ コー ド と呼ばれる制
御 / 診断ソ フ ト ウ ェ アを備えたデ ィ

ス ク  アレ イ  デバイ スです。

IDB
Data Protector 内部データベースは、

Cell Manager 上に維持される埋込み

型データベースです。 どのデータが
どの メ デ ィ アにバ ッ ク ア ッ プされる
か、 バ ッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン と復

元セ ッ シ ョ ンがどのよ う に実行され
るか、 さ らに、 どのデバイ ス と ラ イ
ブラ リ が構成されているかについて
の情報が格納されます。

Inet
Data Protector セル内の各 UNIX シス

テム または Windows システム上で

動作するプロセス。 このプロセス
は、 セル内のシステム間の通信 と 、
バッ ク ア ッ プおよび復元に必要なそ
の他のプロセスの起動を受け持ちま
す。 システムに Data Protector を イ

ン ス ト ールする と、 Inet サービ スが

即座に起動されます。 Inet プロセス

は、 inetd デーモンによ り 開始され

ます。

Internet Information Server (IIS)
(Windows 固有の用語 )
Microsoft Internet Information Server
は、 ネ ッ ト ワーク用フ ァ イル / アプ

リ ケーシ ョ ン  サーバで、 複数のプ

ロ ト コルをサポー ト し ています。
IIS では、 主に、 HTTP (Hypertext 
Transport Protocol) によ り HTML 
(Hypertext Markup Language) ページ

と し て情報が転送されます。

IP アドレス

IP ( イ ン ターネ ッ ト  プロ ト コル ) ア
ド レ スは、 ネ ッ ト ワーク上のシステ
ムを一意に識別する ア ド レ スで、 数
字で表されます。 IP ア ド レ スは、 ピ

リ オ ド  ( ド ッ ト ) で区切られた 4 組

の数字から な り ます。

ISQL
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(Sybase 固有の用語 )
Sybase のユーテ ィ リ テ ィ の 1 つ。 
Sybase SQL Server に対し てシステム

管理作業を実行でき ます。

ITO
OVO を参照。

LBO
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Logical Backup Object ( 論理バ ッ ク

ア ッ プ オブジ ェ ク ト ) の略。 LBO
は、 EMC Symmetrix/Fastrax 環境内

で保存 / 取得されるデータ  オブジェ

ク ト です。 LBO は EMC Symmetrix
によ って 1 つのエンテ ィ テ ィ と し て

保存 / 取得され、 部分的には復元で

き ません。

LISTENER.ORA
(Oracle 固有の用語 )
Oracle の構成フ ァ イルの 1 つ。 サー

バ上の 1 つまたは複数の TNS リ ス

ナを定義し ます。

log_full シェル スクリプ ト

(Informix UNIX 固有の用語 )
ON-Bar に用意されている ス ク リ プ

ト の 1 つ。 OnLine Server が log-full 
イベン ト 警告を発行し た と きに論理
ロ グ フ ァ イルのバッ ク ア ッ プを開

始でき ます。 Informix の

ALARMPROGRAM 構成パラ メ ータ

は、 デフ ォル ト で、
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<INFORMIXDIR>/etc/log_full.sh
に設定されます。 こ こ で、
<INFORMIXDIR> は、 OnLine Server
ホーム  デ ィ レ ク ト リ です。 論理ロ

グ フ ァ イルを継続的にバッ ク ア ッ

プした く ない場合は、
ALARMPROGRAM 構成パラ メ ータ

を
<INFORMIXDIR>/etc/no_log.sh
に設定し て く ださ い。

Lotus C API
(Lotus Domino Server 固有の用語 )
Lotus Domino Server と Data Protector
などのバッ ク ア ッ プ ソ リ ューシ ョ

ンの間でバ ッ ク ア ッ プ情報および復
元情報を交換するためのイ ン タ
フ ェース。

LVM
LVM (Logical Volume Manager: 論理

ボ リ ューム  マネージ ャ ) は、 HP-UX
システム上で物理デ ィ ス ク  スペー

ス を構造化し、 論理ボ リ ュームに
マ ッ ピ ングするためのサブシステム
です。 LVM システムは、 複数のボ

リ ューム グループで構成されます。

各ボ リ ューム  グループには、 複数

のボ リ ュームが含まれます。

Main Control Unit (MCU)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
Continuous Access 構成用のプラ イマ

リ  ボ リ ュームを含み、 マス ター デ
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バイ ス と し ての役割を果たす HP 
StorageWorks XP デ ィ ス ク  アレ イ。

BC(HP StorageWorks Disk Array XP 固

有の用語 )、 CA (HP StorageWorks 
Disk Array XP 固有の用語 ) および

HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV も参照。 

Manager-of-Managers (MoM)
エンタープライズ Cell Manager を

参照。

MAPI
(MS Exchange 固有の用語 )
MAPI (Messaging Application 
Programming Interface) は、 アプ リ

ケーシ ョ ンおよび メ ッ セージング 
ク ラ イ アン ト が メ ッ セージング シ
ステムおよび情報システム と対話す
る ためのプロ グ ラ ミ ング イ ン タ

フ ェースです。

Media Agent
デバイ スに対する読み込み / 書き込

みを制御するプロセス。 制御対象の
デバイ スはテープなどの メ デ ィ アに
対し て読み込み / 書き込みを行いま

す。 バ ッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン中、

Media Agent は Disk Agent からデー

タ を受信し、 デバイ スに送信し ま
す。 データ を受信し たデバイ スは メ
デ ィ アに書き込みます。 Media 
Agent は、 ラ イブラ リ のロ ボテ ィ ク

ス制御も管理し ます。
MFS
Migrating Filesystem の略。 MFS は、

HP-UX 11.00 において、 移行能力を

持つ標準的な JFS フ ァ イルシステム

を実現し ます。 MFS は、 標準フ ァ

イルシステム  イ ン タ フ ェース  
(DMAPI) 経由でア ク セスでき、 通常

の HP-UX フ ァ イルシステム と 同様

にデ ィ レ ク ト リ にマウ ン ト されま
す。 MFS では、 スーパーブロ ッ ク、

i ノ ー ド情報、 および

" 拡張属性 " 情報のみがハードデ ィ

ス ク上に永続的に保持され、 これら
が移動される こ と はあ り ません。
VBFS も参照。 

Microsoft Exchange Server
多様な通信システムへの透過的接続
を提供する ク ラ イ アン ト / サーバ型

の メ ッ セージング / ワーク グループ 
システム。 電子 メ ール システムの

他、 個人 と グループのスケジ ュー
ル、 オン ラ イ ン フ ォーム、 ワーク

フ ロー自動化ツールなど をユーザー
に提供し ます。 また、 開発者に対し
ては、 情報共有および メ ッ セージン
グ サービ ス用のカ ス タ ム  アプ リ

ケーシ ョ ン開発プラ ッ ト フ ォームを
提供し ます。

Microsoft SQL Server 7.0/2000
分散型ク ラ イ アン ト / サーバ コ ン

ピ ューテ ィ ングのニーズを満たすよ
う に設計されたデータベース管理シ
ステム。
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Microsoft Volume Shadow Copy 
Service (VSS)
VSS 対応アプ リ ケーシ ョ ンのバ ッ ク

ア ッ プ と 復元をそのアプ リ ケーシ ョ
ンの機能に関係な く 統合管理する統
一通信イ ン タ フ ェース を提供する ソ
フ ト ウ ェ ア サービ スです。 この

サービ スは、 バッ ク ア ッ プ アプ リ

ケーシ ョ ン、 ラ イ ター、 シ ャ ド ウ  
コ ピー プロバイ ダ、 およびオペ

レーテ ィ ング システム  カーネル と

連携し て、 ボ リ ューム シ ャ ド ウ  コ
ピーおよびシ ャ ド ウ  コ ピー セ ッ ト

の管理を実現し ます。
シャ ドウ コピー、 シャ ドウ コピー 
プロバイダ、 ライターも参照。

Microsoft 管理コンソール (MMC)
(Windows 固有の用語 ) 
Windows 環境における管理モデル。

シンプルで一貫し た統合型管理ユー
ザー イ ン タ フ ェース を提供し ます。

同じ GUI を通じ て、 さ まざ まな

MMC 対応アプ リ ケーシ ョ ンを管理

でき ます。 

MMD
Media Management Daemon （ メ デ ィ

ア管理デーモン） の略。 MMD プロ

セス  ( サービ ス ) は、 Data Protector 
Cell Manager 上で稼動し、 メ デ ィ ア

管理操作およびデバイ ス操作を制御
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し ます。 こ のプロセスは、 Data 
Protector を Cell Manager にイ ン ス

ト ールし た と きに開始されます。

MMDB
Media Management Database ( メ デ ィ

ア管理データベース ) の略。 MMDB
は、 IDB の一部です。 セル内で構成

されている メ デ ィ ア、 メ デ ィ ア 
プール、 デバイ ス、 ラ イブラ リ 、 ラ
イブラ リ  デバイ ス、 ス ロ ッ ト に関

する情報 と 、 バッ ク ア ッ プに使用さ
れている Data Protector メ デ ィ アに

関する情報を格納し ます。 エン ター
プラ イ ズ バッ ク ア ッ プ環境では、

データベース をすべてのセル間で共
有でき ます。
CMMDB および CDB も参照。 

MoM
複数のセルをグループ化し て、 1 つ

のセルから集中管理する こ と ができ
ます。 集中管理用のセルが MoM 
(Manager-of-Managers) です。 MoM
を通じ て、 複数のセルを一元的に構
成および管理でき ます。

MSM
Media Session Manager ( メ デ ィ ア 
セ ッ シ ョ ン  マネージ ャ ) の略。

MSM は、 Cell Manager 上で稼動し、

メ デ ィ ア セ ッ シ ョ ン  ( メ デ ィ アのコ

ピーなど ) を制御し ます。

MU 番号
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(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
MU 番号は、 Mirror Unit Number ( ミ

ラー ユニ ッ ト 番号 ) の略語。

フ ァース ト  レベル ミ ラーを示すた

めに使 う 整数 (0、 1 または 2) です。

ファース ト  レベル ミ ラーも参照。

obdrindex.dat
IDB バ ッ ク ア ッ プおよびバ ッ ク ア ッ

プ用の メ デ ィ ア とデバイ スに関する
情報を格納する IDB フ ァ イルです。

この情報を使 う と、 IDB の復旧を大

幅に効率化でき ますフ ァ イルを IDB
ト ラ ンザ ク シ ョ ン  ロ グ と と もに、

ほかの IDB デ ィ レ ク ト リ から別の

物理デ ィ ス ク上に移し、 さ らに、 そ
のフ ァ イルのコ ピーを作成し、 適切
な場所に保存し ます。

OBDR 対応デバイス

ブー ト 可能デ ィ ス ク を装填し た
CD-ROM ド ラ イブをエ ミ ュ レー ト

でき るデバイ ス。 バ ッ ク ア ッ プ デ
バイ ス と し てだけでな く 、 障害復旧
用のブー ト  デバイ ス と し て も使用

可能です。

OmniStorage
透過的な移行を可能にする ソ フ ト
ウ ェ ア。 使用頻度の高いデータ を
ハー ド  デ ィ ス ク上に残し たま ま使

用頻度の低いデータ を光磁気ラ イブ
ラ リ に移動し ます。 HP OmniStorage
は、 HP-UX システム上で動作し ま

す。

ON-Bar
(Informix 固有の用語 )
OnLine Server のためのバッ ク ア ッ プ

と 復元のシステム。 ON-Bar によ り 、

OnLine Server データのコ ピーを作成

し、 後でそのデータ を復元する こ と
が可能にな り ます。 ON-Bar のバ ッ

ク ア ッ プ と 復元のシステムには、 以
下のコ ンポーネン ト が含まれます。

• onbar ユーテ ィ リ テ ィ

• バッ ク ア ッ プ ソ リ ューシ ョ ン と

し ての Data Protector

• XBSA イ ン タ フ ェース

• ON-Bar カ タ ロ グ テーブル。 これ

は、 dbobject をバッ ク ア ッ プし、

複数のバッ ク ア ッ プを通し て
dbobject のイ ン ス タ ン ス を ト ラ ッ

キングするために使われます。

onbar ユーテ ィ リテ ィ

(Informix 固有の用語 )
Informix ユーテ ィ リ テ ィ の 1 つ。

バッ ク ア ッ プ要求および復元要求を
OnLine Server と の間でや り 取 り し ま

す。 このユーテ ィ リ テ ィ では、
XBSA を使用し て制御データ を交換

し、 Data Protector と 連携し てデータ

のバ ッ ク ア ッ プ と復元を行います。
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ONCONFIG
(Informix 固有の用語 )
ア ク テ ィ ブな ONCONFIG 構成フ ァ

イルの名前を指定する環境変数。
ONCONFIG 環境変数が存在し ない

場合、 OnLine が 
<INFORMIXDIR>¥etc¥onconfig 
(HP-UX の場合 )、 または

<INFORMIXDIR>/etc/onconfig 
(Windows の場合 ) のフ ァ イルにあ る

構成値を使います。

OnLine Server
(Informix 固有の用語 )
INFORMIX-OnLine Dynamic Server
を指し ます。

OpC
OVO を参照。

Oracle インスタンス

(Oracle 固有の用語 )
1 つまたは複数のシステムにイ ン ス

ト ールされた個々の Oracle データ

ベース。 1 つのコ ンピ ュータ  システ

ム上で、 複数のデータベース  イ ン

ス タ ン ス を同時に稼動させる こ と が
でき ます。

Oracle ターゲッ ト  データベースへ

のログイン情報
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
ロ グ イ ン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<serv
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ice> です。

• <user_name> は、 Oracle Server
およびその他のユーザーに対し
て公開されるユーザー名です。
ユーザー名には必ずパス ワード
が関連付け られます。 各ユー
ザーが Oracle ターゲ ッ ト  データ

ベースに接続するには、 ユー
ザー名と パス ワー ド の両方を入
力し なければな り ません。 こ こ
では、 Oracle の SYSDBA 権限ま

たは SYSOPER 権限が付与され

ているユーザーを指定する必要
があ り ます。

• <password> は、 所有者だけが

知っているデータ  セキ ュ リ テ ィ

用の文字列です。 パス ワード は、
オペレーテ ィ ング システム また

はソ フ ト ウ ェア アプ リ ケーシ ョ

ンへの接続時に入力し ます。 パ
ス ワード は、 Oracle パス ワード  
フ ァ イル (orapwd) に指定されて

いるパス ワード に一致する必要
があ り ます。 これは、 データ
ベース管理を行 う ユーザーの認
証に使用される フ ァ イルです。

• <service> は、 ターゲ ッ ト  デー

タベースの SQL*Net サーバ プロ

セス を識別する名前です。

ORACLE_SID
(Oracle 固有の用語 )
Oracle Server イ ン ス タ ン スの一意な
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名前。 別の Oracle Server に切 り 替え

るには、 目的の <ORACLE_SID> を指

定し ます。 <ORACLE_SID> は、

TNSNAMES.ORA フ ァ イル内の接続記

述子の CONNECT DATA 部分 と

LISTENER.ORA フ ァ イル内の TNS
リ スナの定義に含まれています。

OVO
HP ネ ッ ト ワーク内の多数のシステ

ム と アプ リ ケーシ ョ ンの運用管理を
強力な機能でサポー ト する
OpenView Operations for Unix の略

称。 Data Protector には、 この管理製

品を使用する ための統合ソ フ ト ウ ェ
アが用意されています。 この統合ソ
フ ト ウ ェ アは、 HP-UX および

Solaris 上の OVO 管理サーバ用の

SMART Plug-In と し て実装されてい

ます。 以前のバージ ョ ンの OVO は、

IT/Operation、 Operations Center、 お

よび Vantage Point Operations と 呼ば

れていま し た。
マージも参照。 

P1S ファイル

P1S フ ァ イルには、 システムにイ ン

ス ト ールされているすべてのデ ィ ス
ク を高度な自動障害復旧 (EADR) 中
にどのよ う にフ ォーマ ッ ト するかに
関する情報が格納されます。 こ の
フ ァ イルはフル バッ ク ア ッ プ中に

作成され、 バ ッ ク ア ッ プ メ デ ィ ア

と Cell Manager に recovery.p1s と い
う フ ァ イル名で保存されます。 保存
場所は、
<Data_Protector_home>¥Config¥Se 
ver¥dr¥p1sデ ィ レ ク ト リ  (Windows 
Cell Manager の場合 ) または

/etc/opt/omni/server/dr/p1s

デ ィ レ ク ト リ  (UNIX Cell Manager の

場合 ) です。

RAID
Redundant Array of Inexpensive Disks
の略。

RAID Manager XP 
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
RAID Manager XP アプ リ ケーシ ョ ン

には、 CA アプ リ ケーシ ョ ンおよび

BC アプ リ ケーシ ョ ンのステータ ス

を報告 / 制御する コマン ド が豊富に

用意されています。 これらのコマン
ド は、 RAID Manager イ ン ス タ ン ス

を通じ て、 StorageWorks Disk Array 
XP Disk Control Unit と 通信し ます。

このイ ン ス タ ン スは、 コマン ド を一
連の低レベル SCSI コマン ド に変換

し ます。

RAID Manager ライブラリ

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
Solaris システム上の Data Protector
では、 RAID Manager ラ イブラ リ を

内部的に使用し て、 HP StorageWorks 
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Disk Array XP の構成データ、 ステー

タ ス  データ、 およびパフ ォーマン

ス  データにア ク セス し ます。 さ ら

に、 一連の低レベル SCSI コマン ド

に変換される関数呼び出し を通じ
て、 StorageWorks Disk Array XP の主

要な機能にア ク セス し ます。

raw ディスクのバックアップ

ディスク  イ メージのバックアップ

を参照。

RCU
(HP StorageWorks 固有の用語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA 構

成の中で MCU (Main Contol Unit) の
ス レーブ と し ての役割を果た し ま
す。 双方向の構成の中では、 RCU
は MCU と し ての役割を果た し ま

す。

RDBMS
Relational Database Management 
System ( リ レーシ ョ ナル データベー

ス管理システム ) の略。

RDF1/RDF2
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
SRDF デバイ ス  グループの一種。

RDF グループには RDF デバイ スだ

けを割 り 当てる こ と ができ ます。
RDF1 グループ タ イプにはソース  デ
バイ ス  (R1) が格納され、 RDF2 グ
ループ タ イプにはターゲ ッ ト  デバ
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RDS
Raima Database Server の略。 RDS (
サービ ス ) は、 Data Protector の Cell 
Manager 上で稼動し、 IDB を管理し

ます。 このプロセスは、 Data 
Protector を Cell Manager にイ ン ス

ト ールし た と きに開始されます。
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RecoveryInfo
Windows 構成フ ァ イルのバッ ク ア ッ

プ時、 Data Protector は、 現在のシス

テム構成に関する情報 ( デ ィ ス ク  レ
イ ア ウ ト 、 ボ リ ューム、 およびネ ッ
ト ワーク の構成に関する情報 ) を収

集し ます。 この情報は、 障害復旧時
に必要にな り ます。

Recovery Manager (RMAN)
(Oracle 固有の用語 )
Oracle コマン ド行イ ン タ フ ェース。

これによ り 、 Oracle Server プロセス

に接続されているデータベース を
バッ ク ア ッ プ、 復元、 および復旧す
る ための指示が Oracle Server プロ セ

スに出されます。 RMAN では、

バッ ク ア ッ プについての情報を格納
するために、 リ カバ リ  カ タ ロ グ ま

たは制御フ ァ イルのいずれかが使用
されます。 この情報は、 後の復元
セ ッ シ ョ ンで使 う こ と ができ ます。

REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
各 Oracle データベースには、 複数の

REDO ロ グ フ ァ イルがあ り ます。

データベース用の REDO ロ グ フ ァ

イルのセ ッ ト をデータベースの 
REDO ロ グ と 呼びます。 Oracle で

は、 REDO ロ グを使ってデータに対

するすべての変更を記録し ます。
Remote Control Unit
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA 構

成の中で MCU (Main Contol Unit) の
ス レーブ と し ての役割を果た し ま
す。 双方向の構成の中では、 RCU
は MCU と し ての役割を果た し ま

す。

RMAN
(Oracle 固有の用語 )
Recovery Manager を参照。

RSM
Data Protector Restore Session Manager
の略。 復元セ ッ シ ョ ンを制御し ま
す。 このプロセスは、 常に Cell 
Manager システム上で稼動し ます。

RSM
(Windows 固有の用語 )
Removable Storage Manager の略。

RSM は、 アプ リ ケーシ ョ ン、 ロ ボ

テ ィ ク ス  チェ ンジ ャ、 および メ

デ ィ ア ラ イブラ リ の間の通信を効

率化する メ デ ィ ア管理サービ ス を提
供し ます。 これによ り 、 複数のアプ
リ ケーシ ョ ンがローカル ロ ボテ ィ

ク ス  メ デ ィ ア ラ イブラ リ と テープ

またはデ ィ ス ク  ド ラ イブを共有で

き、 リ ムーバブル メ デ ィ アを管理

でき ます。
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SAPDBA
(SAP R/3 固有の用語 )
BRBACKUP ツール、 BRARCHIVE
ツール、 BRRESTORE ツールを統合

し た SAP R/3 ユーザー イ ン タ

フ ェース。

SIBF
サーバレ ス統合バイナ リ  フ ァ イル 
(SIBF) は、 IDB の う ち、 NDMP の

raw メ タデータが格納される部分で

す。 これらのデータは、 NDMP オブ

ジェ ク ト の復元に必要です。

SMB
スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップを

参照。

SMBF
セ ッ シ ョ ン  メ ッ セージ バイナ リ  
フ ァ イル (SMBF) は、 IDB の う ち、

バッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン中および

復元セ ッ シ ョ ン中に生成されたセ ッ
シ ョ ン  メ ッ セージが格納される部

分です。 セ ッ シ ョ ンご と に 1 つのバ

イナ リ  フ ァ イルが作成されます。

バイナ リ  フ ァ イルは、 年 と 月に基

づいて分類されます。

sqlhosts ファイル

(Informix 固有の用語 )
Informix の接続情報フ ァ イル。 各

データベース  サーバの名前の他、

ホ ス ト  コ ンピ ュータ上の ク ラ イ ア
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ン ト が接続でき るエイ リ アスが格納
されます。

SRD ファイル

SRD (System Recovery Data: システム

復旧データ ) フ ァ イルには、 障害発

生時にオペレーテ ィ ング システム

を イ ン ス ト ールおよび構成する ため
に必要なシステム情報が含まれてい
ます。 SRD フ ァ イルは ASCII フ ァ

イルで、 CONFIGURATION バッ ク

ア ッ プが Windows ク ラ イ アン ト 上

で実行され Cell Manager に保存され

る時に生成されます。

SRDF
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix Remote Data Facility
の略。 SRDF は、 異な る位置にあ る

複数の処理環境の間での効率的な リ
アルタ イ ム データ複製を実現する

Business Continuation プロセスです。

同じルー ト  コ ン ピ ュータ環境内だ

けではな く 、 互いに遠距離にあ る環
境も対象 と な り ます。

SSE Agent
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 ) 
スプ リ ッ ト  ミ ラー バ ッ ク ア ッ プの

統合に必要な タ ス ク をすべて実行す
る Data Protector ソ フ ト ウ ェ ア モ
ジ ュール。 RAID Manager XP ユー

テ ィ リ テ ィ  (HP-UX システムおよび
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Windows システムの場合 ) または

RAID Manager ラ イブラ リ  (Solaris シ

ステムの場合 ) を使い、 HP 
StorageWorks Disk Array XP の保管シ

ステム と 通信し ます。

sst.conf ファイル

/usr/kernel/drv/sst.conf フ ァ

イルは、 マルチ ド ラ イブ ラ イブラ

リ  デバイ スが接続されている Data 
Protector Sun Solaris ク ラ イ アン ト の

それぞれにイ ン ス ト ールされていな
ければな ら ないフ ァ イルです。 この
フ ァ イルには、 ク ラ イ アン ト に接続
されている各ラ イブラ リ  デバイ ス

のロ ボ ッ ト 機構の SCSI ア ド レ ス  エ
ン ト リ が記述されてなければな り ま
せん。

st.conf ファイル

/kernel/drv/st.conf フ ァ イル

は、 バ ッ ク ア ッ プ デバイ スが接続

されている Data Protector Solaris ク

ラ イ アン ト のそれぞれにイ ン ス ト ー
ルされていなければな ら ないフ ァ イ
ルです。 こ のフ ァ イルには、 ク ラ イ
アン ト に接続されている各バッ ク
ア ッ プ ド ラ イブのデバイ ス情報 と

SCSI ア ド レ スが記述されていなけ

ればな り ません。 シングル ド ラ イブ 
デバイ スについては単一の SCSI エ

ン ト リ が必要で、 マルチ ド ラ イブ 
ラ イブラ リ  デバイ スについては複

数の SCSI エン ト リ が必要です。
StorageTek ACS ライブラリ

(StorageTek 固有の用語 )
ACS (Automated Cartridge System) は、

1 つのラ イブラ リ 管理ユニ ッ ト  
(LMU) と、 このユニ ッ ト に接続され

た 1 ～ 24 個のラ イブラ リ 記憶域モ

ジ ュール (LSM) から な る ラ イブラ リ  
システム ( サイ ロ ) です。

Sybase Backup Server API
(Sybase 固有の用語 )
Sybase SQL Server と Data Protector
などのバッ ク ア ッ プ ソ リ ューシ ョ

ンの間でのバッ ク ア ッ プ情報および
復旧情報交換用に開発された業界標
準イ ン タ フ ェース。

Sybase SQL Server
(Sybase 固有の用語 )
Sybase の ク ラ イ アン ト / サーバ アー

キテ クチャにおけるサーバ。 Sybase 
SQL Server は、 複数のデータベース

と 複数のユーザーを管理し、 デ ィ ス
ク上のデータの実位置を追跡し ま
す。 さ らに、 物理データ  ス ト レー

ジ域に対する論理データ記述のマ ッ
ピ ングを維持し、 メ モ リ 内のデータ  
キ ャ ッ シ ュ と プロ シージ ャ  キ ャ ッ

シ ュ を維持し ます。

Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix 環境でのバッ ク ア ッ

プ操作と復元操作を可能にする Data 
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Protector ソ フ ト ウ ェ ア モジ ュール。

Symmetrix Application 
Programming Interface (SYMAPI) 
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
Data Protector ク ラ イ アン ト に接続さ

れた EMC Symmetrix ユニ ッ ト と の

イ ン タ フ ェース と し て使用でき る、
リ ン ク可能な関数のラ イブラ リ 。
EMC によ って提供されます。

Symmetrix CLI データベース ファ

イル
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
EMC Symmetrix ICDA が構成されて

お り SYMCLI がイ ン ス ト ールされ

ている各システム上の EMC 
Symmetrix 構成データ を格納する

EMC Symmetrix データベース  フ ァ

イル。

Symmetrix Command-Line 
Interface (SYMCLI) 
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
特殊な低レベル SCSI コマン ド で

Symmetrix ユニ ッ ト からデータ を取

得する アプ リ ケーシ ョ ン。 EMC 
Symmetrix Application Programming 
Interface (SYMAPI) を使用し ていま

す。 SYMCLI では、 オープン シス

テム環境で動作し ている ク ラ イ アン
ト 上でコマン ド を実行する こ と で、
ク ラ イ アン ト に接続されている
EMC Symmetrix ユニ ッ ト から構成、

ステータ スおよびパフ ォーマン スに
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System Backup to Tape
(Oracle 固有の用語 )
Oracle がバッ ク ア ッ プ要求または復

元要求を発行し た と きに正しいバッ
ク ア ッ プ デバイ ス を ロー ド、 ラベ

リ ング、 およびアン ロー ドする ため
に必要なア ク シ ョ ンを処理する
Oracle イ ン タ フ ェース。

SysVol
(Windows 固有の用語 )
ド メ イ ンのパブ リ ッ ク  フ ァ イルの

サーバ コ ピーを保存する共有デ ィ

レ ク ト リ で、 ド メ イ ン内のすべての
ド メ イ ン コ ン ト ローラ間で複製さ

れます。 

TimeFinder
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
単一または複数の EMC Symmetrix 
論理デバイ ス  (SLD) のイ ン ス タ ン ト  
コ ピーを作成する Business 
Continuation プロセス。 イ ン ス タ ン

ト  コ ピーは、 BCV と 呼ばれる専用

の事前構成 SLD 上に作成され、 シ

ステムに対する別個のプロセス を経
由し てア ク セスでき ます。
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TLU
Tape Library Unit (テープ ラ イブラ リ  
ユニ ッ ト ) の略。

TNSNAMES.ORA
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
サービ ス名にマ ッ ピ ング された接続
記述子を格納するネ ッ ト ワーク構成
フ ァ イル。 このフ ァ イルは、 1 か所

で集中的に管理し てすべての ク ラ イ
アン ト で使用する こ と も、 また、
ローカルに管理し て各ク ラ イ アン ト
で個別に使用する こ と も でき ます。

TSANDS.CFG ファイル

(Novell NetWare 固有の用語 )
バッ ク ア ッ プを開始する コ ンテナの
名前を指定するファイル。 このフ ァ
イルはテキス ト  フ ァ イルで、

TSANDS.NLM がロード されるサーバ

の SYS:SYSTEM¥TSAデ ィ レ ク ト リ

にあ り ます。

VBFS
(OmniStorage 固有の用語 )
VBFS (Very Big File System) と は、

HP-UX 9.x 上の標準 HP-UX フ ァ イ

ルシステムに対する拡張部分を指し
ます。 VBFS は、 通常の HP-UX
フ ァ イルシステム と 同様にデ ィ レ ク
ト リ にマウ ン ト されます。 VBFS で

は、 スーパーブロ ッ ク、 i ノ ード 情

報、 および " 拡張属性 " 情報のみが

ハー ドデ ィ ス ク上に永続的に保持さ
れ、 これらが移動される こ と はあ り
ません。
MFS も参照。

Virtual Controller Software (VCS)
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HSV コ ン ト ローラ を介し た

Command View EVA と の通信など、

記憶システムの処理すべてを管理
する フ ァーム ウ ェ ア。
Command View (CV) EVA も参照。

VOLSER
(ADIC および STK 固有の用語 )
ボ リ ューム  シ リ アル (VOLume 
SERial) 番号は、 メ デ ィ ア上のラベ

ルで、 大容量ラ イブラ リ 内の物理
テープの識別に使用されます。
VOLSER は、 ADIC/GRAU デバイ ス

および StorageTek デバイ ス固有の命

名規則です。

Volume Shadow Copy サービス

Microsoft Volume Shadow Copy 
Service を参照。

VPO
OVO を参照。

VSS
Microsoft Volume Shadow Copy 
Service を参照。

VxFS
Veritas Journal Filesystem. の略。
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VxVM (Veritas Volume Manager)
Veritas Volume Manager は、 Solaris プ

ラ ッ ト フ ォーム上でデ ィ ス ク  ス
ペース を管理するためのシステムで
す。 VxVM システムは、 論理デ ィ ス

ク  グループに編成された 1 つまた

は複数の物理ボ リ ュームの任意のグ
ループから な り ます。

Wake ONLAN
節電モード で動作し ている システム
を同じ LAN 上の他のシステムから

の リ モー ト 操作によ り 電源投入する
ためのサポー ト 。

Web レポート

Data Protector の機能の 1 つ。 バ ッ ク

ア ッ プ ステータ ス と Data Protector
構成に関する レポー ト を  Web イ ン

タ フ ェース経由で表示でき ます。

Windows CONFIGURATION バッ

クアップ
Data Protector では、 Windows 
CONFIGURATION ( 構成データ ) を
バッ ク ア ッ プでき ます。 Windows レ

ジス ト リ 、 ユーザー プロ フ ァ イル、

イベン ト  ロ グ、 WINS サーバ デー

タおよび DHCP サーバ データ  ( シス

テム上で構成されている場合 ) を 1
回の操作でバ ッ ク ア ッ プでき ます。 

Windows レジスト リ  
オペレーテ ィ ング システムやイ ン
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ス ト ールされたアプ リ ケーシ ョ ンの
構成情報を保存する ため、 Windows
によ り 使用される集中化されたデー
タベース。

WINS サーバ

Windows ネ ッ ト ワーク のコ ンピ ュー

タ名を IP ア ド レ スに解決する

Windows イ ン ターネ ッ ト  ネーム  
サービ ス  ソ フ ト ウ ェアを実行し て

いる システム。 Data Protector では、

WINS サーバ データ を Windows の

構成データの一部 と し てバッ ク ア ッ
プでき ます。

XBSA インタフェース

(Informix 固有の用語 )
onbar ユーテ ィ リ テ ィ と Data 
Protector の間の相互通信には、
X/Open Backup Specification Services 
Programmer's Interface (XBSA) が使用

されます。

XCopy エンジン

( ダイレク ト  バックアップ固有の用

語 )
SCSI-3 のコ ピー コマン ド。 SCSI
ソース  ア ド レ ス を持つス ト レージ 
デバイ スから SCSI 宛先ア ド レ ス を

持つバッ ク ア ッ プ デバイ スにデー

タ を コ ピーし、 ダ イ レ ク ト  バッ ク

ア ッ プを可能にし ます。 XCopy で

は、 ソース  デバイ スからデータ を

ブロ ッ ク  ( デ ィ ス ク の場合 ) または
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ス ト リ ーム  ( テープの場合 ) と し て

宛先デバイ スにコ ピーし ます。 これ
によ り 、 データ を ス ト レージ デバ

イ スから読み込んで宛先デバイ スに
書き込むまでの一連の処理が、 制御
サーバをバイパス し て行われます。
ダイレク ト  バックアップも参照。

ZDB
ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB) を参照。

ZDB データベース

(ZDB 固有の用語 )
ソース  ボ リ ューム、 複製およびセ

キ ュ リ テ ィ 情報などの ZDB 関連情

報を格納する IDB の一部。 ZDB
データベースは ZDB、 イ ン ス タ ン

ト  リ カバ リ 、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復

元に使用されます。
ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB) も参照。

アーカイブ ロギング

(Lotus Domino Server 固有の用語 )
Lotus Domino Server のデータベース  
モー ド の 1 つ。 ト ラ ンザク シ ョ ン 
ロ グ フ ァ イルがバッ ク ア ッ プされ

て始めて上書き されるモード です。

アーカイブ REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
オフ ラ イ ン REDO ロ グ と も呼ばれ

ます。 Oracle データベースが
ARCHIVELOG モー ド で動作し てい

る場合、 各オン ラ イ ン REDO ロ グ

が 大サイ ズまで書き込まれる と 、
1 つまたは複数のアーカ イブ先にコ

ピーされます。 こ のコ ピーをアーカ
イブ REDO ロ グ と呼びます。 各

データベースに対し てアーカ イブ
REDO ロ グを作成するかど う かを指

定するには、 以下の 2 つのモー ド の

いずれかを指定し ます。

• ARCHIVELOG - 満杯になったオ

ン ラ イ ン REDO ロ グ フ ァ イル

は、 再利用される前にアーカ イ
ブされます。 そのため、 イ ン ス
タ ン スやデ ィ ス ク にエ ラーが発
生した場合に、 データベース を
復旧する こ と ができ ます。
" ホ ッ ト " バ ッ ク ア ッ プを実行で

き るのは、 データベースがこの
モー ド で稼動し ている と きだけ
です。

• NOARCHIVELOG - オン ラ イ ン

REDO ロ グ フ ァ イルは、 満杯に

なって も アーカ イブされません。

オンライン REDO ログも参照。

アクセス権
ユーザー権限を参照。

アプリケーシ ョ ン エージェン ト

ク ラ イ アン ト 上でオン ラ イ ン デー

タベース統合ソ フ ト ウ ェ アを復元お
よびバッ ク ア ッ プするために必要な
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コ ンポーネン ト 。
Disk Agent も参照。

アプリケーシ ョ ン システム

(ZDB 固有の用語 )
このシステム上でアプ リ ケーシ ョ ン
やデータベースが実行されます。 ア
プ リ ケーシ ョ ン またはデータベース  
データは、 ソース  ボ リ ューム上に

格納されています。
バックアップ システムおよびソー

ス ボリュームも参照。

イベン ト  ログ

Windows 上で発生し たすべてのイ

ベン ト  ( サービ スの停止 / 開始や

ユーザーのロ グオン / ロ グオフな

ど ) が記録される フ ァ イル。 Data 
Protector では、 Windows 構成デー

タ  バッ ク ア ッ プの一部と し て

Windows イベン ト  ロ グをバッ ク

ア ッ プでき ます。

インスタン ト  リカバリ

(ZDB 固有の用語 )
デ ィ ス クへの ZDB セ ッ シ ョ ン また

はデ ィ ス ク / テープへの ZDB セ ッ

シ ョ ンで作成された複製を使用し
て、 ソース  ボ リ ュームの内容を複

製が作成された時点の状態に復元す
るプロ セスです。 これによ り 、 テー
プからの復元を行 う 必要がな く な り
ます。 関連する アプ リ ケーシ ョ ンや
データベースによ ってはイ ン ス タ ン
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れば、 完全に復旧するために ト ラ ン
ザク シ ョ ン  ロ グ フ ァ イルを適用す

るなどその他にも手順が必要な場合
も あ り ます。
複製、 ゼロ  ダウンタイム バック

アップ (ZDB)、 ディスクへの ZDB、

およびディスク / テープへの ZDB
も参照。

インス トール サーバ

特定のアーキテ クチャ用の Data 
Protector ソ フ ト ウ ェア パッ ケージの

レポジ ト リ を保持する コ ンピ ュータ  
システム。 イ ン ス ト ール サーバか

ら Data Protector ク ラ イ アン ト の リ

モー ト  イ ン ス ト ールが行われます。

混在環境では、 UNIX システム用と

Windows システム用の 2 台のイ ン ス

ト ール サーバが 低限必要にな り

ます。

インフォ メーシ ョ ン ストア

(Microsoft Exchange Server 2000/2003
固有の用語 )
記憶域管理を行 う Microsoft 
Exchange Server 2000/2003 のサービ

ス。 Microsoft Exchange Server 
2000/2003 のイ ン フ ォ メ ーシ ョ ン  ス
ト アは、 メ ールボ ッ ク ス  ス ト ア と

パブ リ ッ ク  フ ォルダ ス ト アの 2 種

類を管理し ます。 メ ールボ ッ ク ス  
ス ト アは個々のユーザーに属する
メ ールボ ッ ク スから成 り ます。 パブ
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リ ッ ク  フ ォルダ ス ト アには、 複数

のユーザーで共有するパブ リ ッ ク  
フ ォルダおよび メ ッ セージがあ り ま
す。
キー マネージメン ト  サービスおよ

びサイ ト複製サービスも参照。

インフォ メーシ ョ ン ストア

(Microsoft Exchange Server 5.5 固有の

用語 )
Microsoft Exchange Server 5.5 のデ

フ ォル ト  メ ッ セージ ス ト ア プロバ

イ ダ。 イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン  ス ト ア

は、 以下から構成されます。

• パブ リ ッ ク  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン  
ス ト ア

• プラ イベー ト  イ ンフ ォ メ ーシ ョ

ン ス ト ア 

• パーソナル フ ォルダ ス ト ア

• オフ ラ イ ン  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン  
ス ト ア

パブ リ ッ ク  イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ス
ト アには、 パブ リ ッ ク  フ ォルダお

よび メ ッ セージが格納され、 これら
は複数のユーザー / アプ リ ケーシ ョ

ン間での共有でき ます。 複数の
Exchange サーバを使用し ている場合

で も、 Exchange Server 5.5 組織内の

すべてのユーザーが単一のパブ リ ッ
ク  イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン  ス ト アを共
有し ます。 プラ イベー ト  イ ン フ ォ

メ ーシ ョ ン ス ト アには、 ユーザー

またはアプ リ ケーシ ョ ンに所属する
メ ールボ ッ ク スが格納されます。
メ ールボ ッ ク スは、 Microsoft 
Exchange Server 5.5 を実行し ている

サーバに常駐し ています。
ディ レク ト リ  ストア (DS) も参照。

上書き
復元中のフ ァ イル名競合を解決する
モー ド の 1 つ。 既存のフ ァ イルの方

が新し く て も、 すべてのフ ァ イルが
バッ ク ア ッ プから復元されます。
マージも参照。 

エクスチェンジャ
SCSI エ ク スチェ ンジ ャ と も呼ばれ

ます。
ライブラリも参照。

エンタープライズ バックアップ環

境
複数のセルをグループ化し て、 1 つ

のセルから集中管理する こ と ができ
ます。 エン タープラ イ ズ バ ッ ク

ア ッ プ環境には、 複数の Data 
Protector セル内のすべてのク ラ イ ア

ン ト が含まれます。 これらのセル
は、 Manager of Managers (MoM) のコ

ンセプ ト によ り 集中管理用のセルか
ら管理されます。
MoM も参照。

オートチェンジャー
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ライブラリを参照。

オートローダ
ライブラリを参照。

オブジェク ト
バッ クアップ オブジェク ト を参照。

オブジェク ト  ID
(Windows 固有の用語 )
NTFS 5 フ ァ イルは、 オブジェ ク ト  
ID (OID) を通じ てア ク セスでき ま

す。 これによ り 、 システム内でフ ァ
イルが実際に置かれている場所を意
識する必要がな く な り ます。 Data 
Protector では、 OID を フ ァ イルの代

替ス ト リ ーム と し て扱います。

オブジェク ト  コピー

特定のオブジェ ク ト  バージ ョ ンの

コ ピー。 オブジェ ク ト  コ ピー セ ッ

シ ョ ン中またはオブジェ ク ト  ミ

ラーのバッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン中

に作成されます。

オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン

異な る メ デ ィ ア セ ッ ト 上にバッ ク

ア ッ プされたデータの追加のコ ピー
を作成するプロセス。 オブジェ ク ト  
コ ピー セ ッ シ ョ ン中に、 選択され

たバ ッ ク ア ッ プ オブジェ ク ト が

ソースから ターゲ ッ ト  メ デ ィ アへ

コ ピーされます。

オブジェク ト  ミ ラー
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オブジェ ク ト の ミ ラー リ ングを使用
し て作成されるバ ッ ク ア ッ プ オブ

ジェ ク ト のコ ピー。 オブジェ ク ト の
ミ ラーは通常オブジェ ク ト  コ ピー

と 呼ばれます。

オブジェク トのコピー
選択されたオブジ ェ ク ト  バージ ョ

ンを特定の メ デ ィ ア セ ッ ト にコ

ピーするプロセス。 1 つまたは複数

のバ ッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ンから コ

ピーするオブジェ ク ト を選択でき ま
す。

オブジェク トのミ ラーリング
バッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン中に、 同

一のデータ を複数の メ デ ィ ア セ ッ

ト に書き込むプロセス。 Data 
Protector では、 すべてまたは一部の

バッ ク ア ッ プ オブジ ェ ク ト を 1 つ

または複数の メ デ ィ ア セ ッ ト に ミ

ラーでき ます。

オフライン REDO ログ

アーカイブ REDO ログを参照。 
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オフライン バックアップ

実行中はアプ リ ケーシ ョ ン  データ

ベースがアプ リ ケーシ ョ ンから使用
でき な く な るバッ ク ア ッ プ。

• 単純なバッ ク ア ッ プ方法の場合 
(ZDB ではない )、 データベース

はバ ッ ク ア ッ プ中 ( 数分から数

時間 ) オフ ラ イ ン状態 と な り 、

バッ ク ア ッ プ システムからは使

用でき ますが、 アプ リ ケーシ ョ
ン システムからは使用でき ませ

ん。 た と えばテープへのバ ッ ク
ア ッ プの場合、 テープへのデー
タ  ス ト リ ー ミ ングが終わる まで

の間 と な り ます。

• ZDB の方法を使 う と、 データ

ベースはオフ ラ イ ン状態にな り
ますが、 所要時間はデータ複製
プロセス中のわずか数秒間です。
残 り のバッ ク ア ッ プ プロセスで

は、 データベースは通常の稼動
を再開でき ます。

ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB) およびオンライン バックアッ

プを参照。

オフライン復旧
オフ ラ イ ン復旧は、 ネ ッ ト ワーク障
害などによ り Cell Manager にア ク セ

スでき ない場合に行われます。 オフ
ラ イ ン復旧には、 ス タ ン ド ア ロ ン  
デバイ ス と SCSI ラ イブラ リ  デバイ
スだけを使用でき ます。 Cell 
Manager の復旧は、 常にオフ ラ イ ン

で行われます。

オンライン バックアップ

データベース  アプ リ ケーシ ョ ンを

利用可能な状態に維持し たま ま行わ
れるバッ ク ア ッ プ。 データベース
は、 バッ ク ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ

ンが元のデータ  オブジェ ク ト にア

ク セスする必要があ る間、 特別な
バッ ク ア ッ プ モー ド で稼動し ます。

この期間中、 データベースは完全に
機能し ますが、 パフ ォーマン スに多
少影響が出た り 、 ロ グ フ ァ イルの

サイ ズが急速に増大し た り する場合
も あ り ます。

• 単純なバッ ク ア ッ プ方法の場合 
(ZDB ではない )、 バ ッ ク ア ッ プ 
モー ド はバ ッ ク ア ッ プ期間全体 
( 数分から数時間 ) 必要と な り ま

す。 た と えばテープへのバッ ク
ア ッ プの場合、 テープへのデー
タ  ス ト リ ー ミ ングが終わる まで

の間 と な り ます。

• ZDB の方法を使 う と 、 バッ ク

ア ッ プ モー ド に必要な時間は

データ複製プロセス中のわずか
数秒間です。 残 り のバッ ク ア ッ
プ プロ セスでは、 データベース

は通常の稼動を再開でき ます。

場合によ っては、 データベース を整
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合性を保って復元する ために、 ト ラ
ンザク シ ョ ン  ロ グ もバッ ク ア ッ プ

する必要があ り ます。
ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB) およびオフライン バックアッ

プも参照。

オンライン REDO ログ

(Oracle 固有の用語 )
まだアーカ イブされていないが、 イ
ン ス タ ン スでデータベース  ア ク

テ ィ ビテ ィ を記録する ために利用で
き るか、 または満杯になってお り 、
アーカ イブまたは再使用される まで
待機し ている REDO ロ グ。

アーカイブ REDO ログも参照。 

階層スト レージ管理 (HSM)
使用頻度の低いデータ を低コ ス ト の
光磁気プラ ッ タに移動する こ と で、
コ ス ト の高いハー ド  デ ィ ス ク記憶

域を有効利用するための仕組み。 移
動し たデータが必要になった場合
は、 ハード  デ ィ ス ク記憶域に自動

的に戻されます。 これによ り 、 ハー
ド  デ ィ ス ク からの高速読み取 り と

光磁気プラ ッ タの低コ ス ト 性のバラ
ン スが維持されます。

拡張可能 スト レージ エンジン 
(ESE)
(Microsoft Exchange Server 2000/2003
固有の用語 )
Microsoft Exchange Server 2000/2003
で情報交換用の記憶システム と し て
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使用されているデータベース  テ ク

ノ ロ ジ。

仮想サーバ
仮想マシン と は、 ネ ッ ト ワーク IP
名および IP ア ド レ スで ド メ イ ン内

に定義される ク ラ ス タ環境を意味し
ます。 このア ド レ スは、 ク ラ ス タ  
ソ フ ト ウ ェ アによ ってキ ャ ッ シ ュ さ
れ、 仮想サーバ リ ソース を現在実

行し ている ク ラ ス タ  ノ ー ド にマ ッ

ピ ング されます。 こ う し て、 特定の
仮想サーバに対するすべての要求が
特定のク ラ ス タ  ノー ド にキ ャ ッ

シ ュ されます。

仮想ディスク
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array のス ト レージ プールから割 り

当て られる記憶領域の単位。 仮想
デ ィ ス ク は、 HP StorageWorks 
Enterprise Virtual Array のスナッ プ

シ ョ ッ ト 機能によ り 複製されるエ
ンテ ィ テ ィ です。
ソース ボリュームおよびターゲッ

ト  ボリュームも参照。

仮想デバイス インタフェース

(MS SQL Server 7.0/2000 固有の用語 )
SQL Server 7.0/2000 のプロ グ ラ ミ ン

グ イ ン タ フ ェースの 1 つ。 大容量

のデータベース を高速でバッ ク ア ッ
プおよび復元でき ます。



用語集
カタログ保護
バッ ク ア ッ プ データに関する情報 (
フ ァ イル名やフ ァ イル バージ ョ ン

など ) を IDB に維持する期間を定

義し ます。
データ保護も参照。

キー マネージメン ト  サービス

(Microsoft Exchange Server 2000/2003
固有の用語 )
セキ ュ リ テ ィ 強化のための暗号化機
能を提供する Microsoft Exchange 
Server 2000/2003 のサービ ス。

インフォ メーシ ョ ン  ストアおよび

サイ ト複製サービスも参照。

共有ディスク
(Windows 固有の用語 )
システム状態データには、 レジス ト
リ 、 COM+ ク ラ ス登録データベー

ス、 システム起動フ ァ イル、 および
証明書サービ ス  データベース  ( 証明

書サーバの場合 ) が含まれます。

サーバが ド メ イ ン  コ ン ト ローラの

場合は、 Active Directory デ ィ レ ク ト

リ  サービ ス と  Sysvol デ ィ レ ク ト リ

も システム状態データに含まれま
す。 サーバ上で ク ラ ス タ  サービ ス

が実行されている場合は、 リ ソース  
レジス ト リ  チェ ッ ク ポイ ン ト と 、

新のク ラ ス タ  データベース情報

を格納する ク ォーラ ム リ ソース回

復ロ グ も システム状態データに含ま
れます。
共有ディスク
あ る システム上に置かれた Windows
のデ ィ ス ク をネ ッ ト ワーク上の他の
システムのユーザーが使用でき る よ
う に構成した もの。 共有デ ィ ス ク を
使用し ている システムは、 Data 
Protector Disk Agent がイ ン ス ト ール

されていな く て もバッ ク ア ッ プ可能
です。

緊急ブート  ファイル

(Informix 固有の用語 )
Informix の構成フ ァ イルの 1 つ。

ixbar.<server_id>(<server_id> は

SERVERNUM 構成パラ メ ータの値 ) 
と い う 名前で <INFORMIXDIR>¥etc
デ ィ レ ク ト リ  (HP-UX の場合 ) また

は <INFORMIXDIR>/etcデ ィ レ ク ト

リ  (Windows の場合 ) に保存されま

す (<INFORMIXDIR> は OnLine 
Server のホーム  デ ィ レ ク ト リ )。 緊

急ブー ト  フ ァ イルの各行は、 1 つの

バッ ク ア ッ プ オブジ ェ ク ト に対応

し ます。

クライアン トまたはクライアン ト  
システム
セル内で Data Protector の機能を使

用でき る よ う に構成された任意のシ
ステム。

クライアン ト  バックアップ

ク ラ イ アン ト にマウ ン ト されている
すべてのフ ァ イルシステムのバ ッ ク
ア ッ プ。 ただし、 バッ ク ア ッ プ仕様
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の作成後に ク ラ イ アン ト にマウ ン ト
されたフ ァ イルシステムは、 自動検
出されません。

クラスタ対応アプリケーシ ョ ン
ク ラ ス タ  アプ リ ケーシ ョ ン  プロ グ

ラ ミ ング イ ン タ フ ェース をサポー

ト し ている アプ リ ケーシ ョ ン。 ク ラ
ス タ対応アプ リ ケーシ ョ ンご と に、
ク リ テ ィ カル リ ソースが宣言され

ます。 これらの リ ソースには、 デ ィ
ス ク  ボ リ ューム  (Microsoft Cluster 
Server の場合 )、 ボ リ ューム  グルー

プ (MC/ServiceGuard の場合 )、 アプ

リ ケーシ ョ ン  サービ ス、 IP 名およ

び IP ア ド レ スなどがあ り ます。

グループ
(Microsoft Cluster Server 固有の用語 )
特定のク ラ ス タ対応アプ リ ケーシ ョ
ンを実行する ために必要な リ ソース  
( デ ィ ス ク  ボ リ ューム、 アプ リ ケー

シ ョ ン  サービ ス、 IP 名および IP ア

ド レ スなど ) の集合。

グローバル オプシ ョ ン ファイル

Data Protector をカ ス タマ イ ズする た

めのフ ァ イル。 こ のフ ァ イルでは、
Data Protector の さ まざ まな設定 ( 特

に、 タ イ ムア ウ ト や制限 ) を定義で

き、 その内容は Data Protector セル

全体に適用されます。 こ のフ ァ イル
は、 HP-UX システムおよび Solaris
システムでは
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/etc/opt/omni/server/options 
デ ィ レ ク ト リ に置かれ、 Windows シ

ステムでは
<Data_Protector_home>¥Config¥Se
rver¥Optionsデ ィ レ ク ト リ に置か

れます。

検証
指定し た メ デ ィ ア上の Data Protector
データが読み取 り 可能かど う かを
チェ ッ クする機能。 また、 CRC ( 巡

回冗長検査 ) オプシ ョ ンをオンにし

て実行し たバッ ク ア ッ プに対し て
は、 各ブロ ッ ク内の整合性もチェ ッ
ク でき ます。

コマンド行インタフェース (CLI)
CLI には、 DOS コマン ドや UNIX コ

マン ド と同じ よ う にシェル ス ク リ

プ ト 内で使用ででき る コマン ド が用
意されています。 これら を通じ て、
Data Protector の構成、 管理、 バ ッ ク

ア ッ プ / 復元タ ス ク を実行する こ と

ができ ます。

再解析ポイン ト
(Windows 固有の用語 )
任意のデ ィ レ ク ト リ またはフ ァ イル
に関連付ける こ と ができ る システム
制御属性。 再解析属性の値は、 ユー
ザー制御データ を と る こ と ができ ま
す。 このデータの形式は、 データ を
保存し たアプ リ ケーシ ョ ンによ って
認識され、 データの解釈用にイ ン ス
ト ールされてお り 、 該当フ ァ イルを
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処理する フ ァ イルシステム  フ ィ ル

タによ って も認識されます。 フ ァ イ
ルシステムは、 再解析ポ イ ン ト 付き
のフ ァ イルを検出する と、 そのデー
タ形式に関連付け られている フ ァ イ
ルシステム  フ ィ ルタ を検索し ます。

サイ ト複製サービス
(Microsoft Exchange Server 2000/2003
固有の用語 )
Exchange Server 5.5 デ ィ レ ク ト リ  
サービ ス をエ ミ ュ レー ト する こ と で
Exchange 5.5 と の互換性を確保する
Microsoft Exchange Server 2000/2003
サービ ス。
インフォ メーシ ョ ン  ストアおよび

キー マネージメン ト  サービスも参

照。

差分同期 （再同期）
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1
つ。 BCV 制御操作では、

Incremental Establish ( 増分的確立 ) 
によ り 、 BCV デバイ スが増分的に

同期化され、 EMC Symmetrix ミ

ラー化 メ デ ィ ア と し て機能し ます。
EMC Symmetrix デバイ スは、 事前

にペアにし てお く 必要があ り ます。
SRDF 制御操作では、 Incremental 
Establish ( 増分的確立 ) によ り 、

ターゲ ッ ト  デバイ ス  (R2) が増分的

に同期化され、 EMC Symmetrix ミ

ラー化 メ デ ィ ア と し て機能し ます。
EMC Symmetrix デバイ スは、 事前

にペアにし てお く 必要があ り ます。

差分バックアップ (delta backup)
差分バッ ク ア ッ プ (delta backup) で
は、 前回の各種バ ッ ク ア ッ プ以降に
データベースに対し て加え られたす
べての変更がバッ ク ア ッ プされま
す。
バックアップの種類も参照。 

差分バックアップ (differential 
backup)
作成済みで、 まだ保護されている
Data Protector バ ッ ク ア ッ プ ( フルま

たは増分 ) をベースにし た増分バッ

ク ア ッ プ。
増分バックアップを参照。

差分バックアップ (differential 
backup)
(MS SQL 固有の用語 )
前回のフル データベース  バ ッ ク

ア ッ プ以降にデータベースに対し て
加え られた変更だけを記録するデー
タベース  バッ ク ア ッ プ。

バックアップの種類も参照。

差分リス トア
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1
つ。
BCV 制御操作では、 差分 リ ス ト ア

によ り 、 BCV デバイ スがペア内の 2
番目に利用可能な標準デバイ スの ミ
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ラー と し て再割 り 当て されます。 こ
れに対し、 標準デバイ スの更新時に
は、 オ リ ジナルのペアの分割中に
BCV デバイ スに書き込まれたデー

タだけが反映され、 分割中に標準デ
バイ スに書き込まれたデータは
BCV ミ ラーからのデータで上書き

されます。 SRDF 制御操作では、 差

分 リ ス ト アによ り 、 ターゲ ッ ト  デ
バイ ス  (R2) がペア内の 2 番目に利

用可能な ソース  デバイ ス  (R1) の ミ

ラー と し て再割 り 当て されます。 こ
れに対し、 ソース  デバイ ス  (R1) の
更新時には、 オ リ ジナルのペアの分
割中にターゲ ッ ト  デバイ ス  (R2) に

書き込まれたデータだけが反映さ
れ、 分割中にソース  デバイ ス  (R1) 
に書き込まれたデータはターゲ ッ ト  
ミ ラー (R2) からのデータで上書き

されます。 

システム ディスク

オペレーテ ィ ング システム フ ァ イ

ルが入っているデ ィ ス ク。 Microsoft
の用語では、 ブー ト  プロセスの

初の手順に必要なフ ァ イルが入って
いるデ ィ ス ク と定義されています。

システム データベース

(Sybase 固有の用語 )
Sybase SQL Server を新規イ ン ス ト ー

ルする と以下の 4 種類のデータベー
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• マス ター データベース  (master)

• 一時データベース  (tempdb)

• システム プロ シージ ャ  データ

ベース  (sybsystemprocs)

• モデル データベース  (model)

システム パーティシ ョ ン

オペレーテ ィ ング システム フ ァ イ

ルが入っているパーテ ィ シ ョ ン。
Microsoft の用語では、 ブー ト  プロ

セスの 初の手順に必要なフ ァ イル
が入っているパーテ ィ シ ョ ン と 定義
されています。

システム ボリューム / ディスク /
パーティシ ョ ン
オペレーテ ィ ング システム フ ァ イ

ルが格納されているボ リ ューム /
デ ィ ス ク / パーテ ィ シ ョ ン。 ただ

し、 Microsoft の用語では、 ブー ト  
プロセスの開始に必要なフ ァ イルが
入っているボ リ ューム / デ ィ ス ク /
パーテ ィ シ ョ ンをシステム  ボ
リ ューム / デ ィ ス ク / パーテ ィ シ ョ

ン と 呼んでいます。

事前割当てリス ト
メ デ ィ ア プール内の メ デ ィ アのサ

ブセ ッ ト をバッ ク ア ッ プに使用する
順に指定した リ ス ト 。
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実行後
オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プ後、 ま
たはセ ッ シ ョ ン全体の完了後にコマ
ン ド またはス ク リ プ ト を実行する
バッ ク ア ッ プ オプシ ョ ン。 実行後

コマン ド は、 Data Protector で事前に

用意されている も のではあ り ませ
ん。 ユーザーは、 コマン ド を独自に
作成する必要があ り ます。 Windows
上で動作する実行可能フ ァ イルまた
はバ ッチフ ァ イル、 UNIX 上で動作

する シェル ス ク リ プ ト など を使用

でき ます。
実行前コマンド も参照。

実行前
オブジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プ前、 ま
たはセ ッ シ ョ ン全体の開始前にコマ
ン ド またはス ク リ プ ト を実行する
バッ ク ア ッ プ オプシ ョ ン。 実行前

コマン ドおよび実行後コマン ド は、
Data Protector で事前に用意されてい

る も のではあ り ません。 ユーザー
は、 コマン ド を独自に作成する必要
があ り ます。 Windows 上で動作する

実行可能フ ァ イルまたはバ ッ チフ ァ
イル、 UNIX 上で動作する シェル ス
ク リ プ ト など を使用でき ます。
実行後コマンド も参照。

実行前 / 実行後コマンド

実行前コマン ドおよび実行後コマン
ド は、 バッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン ま

たは復元セ ッ シ ョ ンの前後に付加的
な処理を実行する実行可能フ ァ イル
またはス ク リ プ ト です。 実行前コマ
ン ド および実行後コマン ド は、 Data 
Protector で事前に用意されている も

のではあ り ません。 ユーザーは、 コ
マン ド を独自に作成する必要があ り
ます。 Windows 上で動作する実行可

能フ ァ イルまたはバッ チフ ァ イル、
UNIX 上で動作する シェル ス ク リ プ

ト など を使用でき ます。

シャ ドウ コピー

(MS VSS 固有の用語 )
特定の時点におけるオ リ ジナル ボ
リ ューム ( 元のボ リ ューム ) の複製

を表すボ リ ューム。 オ リ ジナル ボ
リ ュームからではな く 、 シ ャ ド ウ  
コ ピーからデータがバッ ク ア ッ プさ
れます。 オ リ ジナル ボ リ ュームは

バッ ク ア ッ プ処理中も更新が可能で
すが、 ボ リ ュームのシ ャ ド ウ  コ
ピーは同じ内容に維持されます。
Microsoft Volume Shadow Copy 
Service も参照。

シャ ドウ コピー セッ ト

(MS VSS 固有の用語 )
同じ時点で作成されたシ ャ ド ウ  コ
ピーのコ レ ク シ ョ ン。
シャ ドウ コピーも参照。

シャ ドウ コピー プロバイダ

(MS VSS 固有の用語 )
ボ リ ューム  シ ャ ド ウ  コ ピーの作成

と 表現を行 う エンテ ィ テ ィ 。 プロバ
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イ ダは、 シ ャ ド ウ  コ ピー データ を

所有し て、 シ ャ ド ウ  コ ピーを公開

し ます。 プロバイ ダは、 ソ フ ト ウ ェ
アで実装する こ と も  ( システム  プロ

バイ ダなど )、 ハード ウ ェ ア ( ロー

カル デ ィ ス クやデ ィ ス ク  アレ イ ) 
で実装する こ と も でき ます。
シャ ドウ コピーも参照。

ジュークボックス
ライブラリを参照。

ジュークボックス デバイス

光磁気 メ デ ィ ア またはフ ァ イル メ
デ ィ アを格納するために使用する、
複数のス ロ ッ ト から な るデバイ ス。
フ ァ イル メ デ ィ アの格納に使用す

る場合、 ジ ューク ボ ッ ク ス  デバイ

スは 「フ ァ イル ジ ューク ボ ッ ク ス  
デバイ ス」 と呼ばれます。

循環ログ
(Microsoft Exchange Server および

Lotus Domino Server 固有の用語 )
Microsoft Exchange および Lotus 
Domino Server のデータベース  モー

ド の 1 つ。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ 
フ ァ イルは、 対応するデータがデー
タベースにコ ミ ッ ト し た後、 定期的
に上書き されます。 循環ロ グによ
り 、 デ ィ ス ク記憶領域の消費が低減
でき ます。

障害復旧
ク ラ イ アン ト の メ イ ン システム 
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デ ィ ス ク を  ( フル ) バッ ク ア ッ プの

実行時に近い状態に復元するための
プロセスです。

初期化
フォーマッ ト を参照。

所有権
バッ ク ア ッ プの所有権は、 どのユー
ザーがバッ ク ア ッ プからデータ を復
元でき るかを決定し ます。 あ るユー
ザーが対話型バッ ク ア ッ プを開始す
る と、 そのユーザーはセ ッ シ ョ ン  
オーナーにな り ます。 ユーザーが既
存のバッ ク ア ッ プ仕修正せずにその
ま ま起動した場合、 そのバッ ク ア ッ
プ セ ッ シ ョ ンは対話型と みな され

ません。 こ の場合、 バッ ク ア ッ プ仕
様内でバッ ク ア ッ プ オーナーが指

定されていれば、 その指定が継承さ
れます。 バ ッ ク ア ッ プ仕様内でバッ
ク ア ッ プ オーナーが指定されてい

なければ、 バッ ク ア ッ プを開始し た
ユーザーがセ ッ シ ョ ン オーナーに

な り ます。 ス ケジ ュー リ ング された
バッ ク ア ッ プの場合、 UNIX Cell 
Manager では root.sys@<Cell 
Manager> がデフ ォル ト のセ ッ シ ョ

ン オーナー と な り 、 Windows Cell 
Manager では、 Cell Manager のイ ン

ス ト ール時に指定されたユーザーが
デフ ォル ト のセ ッ シ ョ ン  オーナー

と な り ます。 所有権は変更可能なの
で、 特定のユーザーをセ ッ シ ョ ン  
オーナーにする こ と ができ ます。
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スイッチオーバー
フェイルオーバーを参照。

スキャン
デバイ ス内の メ デ ィ アを識別する機
能。 これによ り 、 MMDB を、 選択

し た位置 ( 例えば、 ラ イブラ リ 内の

ス ロ ッ ト ) に実際に存在する メ デ ィ

ア と同期させる こ と ができ ます。

スキャン
デバイ ス内の メ デ ィ アを識別する機
能。 これによ り 、 MMDB を、 選択

し た位置 ( 例えば、 ラ イブラ リ 内の

ス ロ ッ ト ) に実際に存在する メ デ ィ

ア と同期させる こ と ができ ます。 デ
バイ スに含まれる実際の メ デ ィ アを
ス キ ャ ン し てチェ ッ クする と 、 第三
者が Data Protector を使用せずに メ

デ ィ アを操作 （挿入または取 り 出し
など） し ていないかど う かなど を確
認でき ます。

スケジューラ
自動バ ッ ク ア ッ プの実行タ イ ミ ング
と 頻度を制御する機能。 ス ケジ ュー
ルを設定する こ と で、 バ ッ ク ア ッ プ
の開始を自動化でき ます。

スタ ッカー
メ デ ィ ア記憶用の複数のス ロ ッ ト を
備えたデバイ ス。 通常は、 1 ド ラ イ

ブ構成です。 ス タ ッ カーは、 ス タ ッ
ク から シーケンシ ャルに メ デ ィ アを
選択し ます。 これに対し、 ラ イブラ
リ はレポジ ト リ から メ デ ィ アを ラ ン
ダムに選択し ます。

スタンドアロン ファイル デバイス

フ ァ イル デバイ ス と は、 ユーザー

がデータのバッ ク ア ッ プに指定し た
デ ィ レ ク ト リ にあ る フ ァ イルの こ と
です。

スト レージ グループ

(Microsoft Exchange Server 
2000/2003 固有の用語 )
同じ ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ フ ァ イ

ルを共有する複数のデータベース  
( ス ト ア ) のコ レ ク シ ョ ン。

Exchange では、 各ス ト レージ グ
ループを個別のサーバ プロ セスで

管理し ます。

スト レージ ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
ス ト レージ ボ リ ュームは、 オペ

レーテ ィ ング システム またはボ

リ ューム管理システム、 フ ァ イル 
システム、 または他のオブジェ ク ト
が存在可能なその他のエンテ ィ テ ィ
に提供可能なオブジェ ク ト を表し ま
す ( た と えば仮想化技法 )。 ボ

リ ューム管理システム、 フ ァ イル 
システムはこの記憶域に構築されま
す。 これらは通常、 デ ィ ス ク  アレ

イ などの記憶システム内に作成また
は存在し ます。
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スナップシ ョ ッ ト
(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
スナ ッ プシ ョ ッ ト 作成技法を使用し
て作成された複製の形式。 使用する
アレ イ / 技法に応じ て、 特徴の異な

る さ まざまな種類のスナ ッ プシ ョ ッ
ト が使用でき ます。 スナ ッ プシ ョ ッ
ト で作成された複製は動的な も の
で、 スナッ プシ ョ ッ ト の種類や作成
時間によ って、 ソース  ボ リ ューム

の内容に依存する仮想コ ピーか、 独
立し た正確な複製 ( ク ローン ) かの

いずれかにな り ます。
複製およびスナップシ ョ ッ ト作成も
参照。

スナップシ ョ ッ ト  バックアップ

(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの

ZDB、 およびディスク / テープへの

ZDB を参照。

スナップシ ョ ッ ト作成
(HP StorageWorks VA および HP 
StorageWorks EVA 固有の用語 )
ソース  ボ リ ュームのコ ピー ( ス ト

レージ仮想化技法を使用 ) を作成す

る複製技法。 複製はあ る一時点で作
成された も の と見な され、 事前構成
する こ と な く 、 即座に使用でき ま
す。 ただし、 通常は複製作成後も コ
ピー プロセスはバッ ク グ ラ ウ ン ド

で継続されます。
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スパース ファイル

ブロ ッ ク が空の部分を含むフ ァ イ
ル。 一部のデータにゼロが含まれて
いるマ ト リ ッ ク ス、 イ メ ージ アプ

リ ケーシ ョ ンで作成し たフ ァ イル、
高速データベースなどの場合にス
パース  フ ァ イルが生じ ます。 ス

パース  フ ァ イルの処理を復元中に

有効にし ておかない と、 スパース  
フ ァ イルを復元でき な く な る可能性
があ り ます。

スプリ ッ ト  ミ ラー

(EMC Symmetrix および HP 
StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
スプ リ ッ ト  ミ ラー技法を使用し て

作成された複製。 複製によ り 、 ソー
ス  ボ リ ュームの内容について独立

し た正確な複製 ( ク ローン ) が作成

されます。
複製およびスプリ ッ ト  ミ ラー バッ

クアップも参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
テープへの ZDB を参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの
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ZDB、 およびディスク / テープへの

ZDB を参照。

スプリ ッ ト  ミ ラーの作成

(EMC Symmetrix および HP 
StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
事前構成し た ターゲ ッ ト  ボ リ ュー

ムのセ ッ ト  ( ミ ラー ) を、 ソース  ボ
リ ュームの内容の複製が必要になる
まで ソース  ボ リ ュームのセ ッ ト と

同期化し続ける複製技法。 その後、
同期を停止 ( ミ ラーを分割 ) する と 、

分割時点でのソース  ボ リ ュームの

スプ リ ッ ト  ミ ラー複製はターゲ ッ

ト  ボ リ ュームに残 り ます。

スプリ ッ ト  ミ ラーも参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー復元

(EMC Symmetrix および HP 
StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
テープへの ZDB セ ッ シ ョ ン または

デ ィ ス ク / テープへの ZDB セ ッ

シ ョ ンでバ ッ ク ア ッ プされたデータ
をテープ メ デ ィ アから スプ リ ッ ト  
ミ ラー複製へ復元し、 その後ソース  
ボ リ ュームに同期させるプロセス。
この方法では、 完全なセ ッ シ ョ ンを
復元する こ と も個々のバ ッ ク ア ッ プ 
オブジェ ク ト を復元する こ と も可能
です。
テープへの ZDB、 ディスク / テープ

への ZDB および複製も参照。
スレッ ド
(MS SQL Server 7.0/2000 固有の用語 )
単一のプロセスにのみ所属する実行
可能エンテ ィ テ ィ 。 プロ グ ラ ム  カ
ウ ン タ、 ユーザー モード  ス タ ッ ク、

カーネル モー ド  ス タ ッ ク、 および 1
式のレジス タ値から な り ます。 同じ
プロセス内で複数のス レ ッ ド を同時
に実行でき ます。

スロッ ト
ラ イブラ リ 内の機械的位置。 各ス
ロ ッ ト が メ デ ィ ア (DLT テープなど

) を 1 つずつ格納し ます。 Data 
Protector では、 各ス ロ ッ ト を番号

で参照し ます。 メ デ ィ アを読み取
る と きには、 ロボ ッ ト 機構が メ
デ ィ アを ス ロ ッ ト から ド ラ イブに
移動し ます。

制御ファイル
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
データベースの物理構造を指定する
エン ト リ が格納される Oracle データ  
フ ァ イル。 復旧に使用するデータ
ベース情報の整合性を確保でき ま
す。

セカンダリ  ボリューム (S-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
セカンダ リ  ボ リ ューム  (S-VOL) は、

他の LDEV (P-VOL) のセカンダ リ

CA ミ ラーまたは BC ミ ラー と し て

の役割を果たす XP LDEV。 CA の場
G-39



用語集
合、 S-VOL を MetroCluster 構成内の

フ ェ イルオーバー デバイ ス と し て

使 う こ と ができ ます。 S-VOL には、

P-VOL によ って使用される ア ド レ ス

と は異な る、 個別の SCSI ア ド レ ス

が割 り 当て られます。
プライマリ  ボリューム (P-VOL) も
参照。 

セッシ ョ ン
バックアップ セッシ ョ ン、 メディ

ア管理セッシ ョ ンおよび復元セッ
シ ョ ンを参照。

セッシ ョ ン キー

実行前ス ク リ プ ト および実行後ス ク
リ プ ト 用の環境変数。 プレ ビ ュー 
セ ッ シ ョ ンを含めた Data Protector
セ ッ シ ョ ンを一意に識別し ます。
セ ッ シ ョ ン  キーはデータベースに

記録されず、 CLI コマン ド の

omnimnt、 omnistat、 および

omniabort のオプシ ョ ン指定に使用

されます。

セッシ ョ ン ID
バッ ク ア ッ プ、 復元、 オブジェ ク ト
のコ ピー、 または メ デ ィ ア管理セ ッ
シ ョ ンの識別子で、 セ ッ シ ョ ンを実
行し た日付 と 一意の番号から構成さ
れます。

セル
1 台の Cell Manager に管理されてい

る システムの集合。 セルには、 一般
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や組織エンテ ィ テ ィ 上のシステムが
含まれます。 バッ ク ア ッ プおよび復
元のポ リ シーと タ ス ク は、 1 か所か

ら集中管理でき ます。 

ゼロ ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)
デ ィ ス ク  アレ イによ り 実現し た

データ複製技術を用いて、 アプ リ
ケーシ ョ ン  システムのバッ ク ア ッ

プ処理の影響を 小限に抑え るバッ
ク ア ッ プ アプローチ。 バッ ク ア ッ

プされるデータの複製がまず作成さ
れます。 その後のすべてのバッ ク
ア ッ プ処理は、 元のデータではな く
複製データ を使って実行し、 アプ リ
ケーシ ョ ン  システムは通常の処理

に復帰し ます。
ディスクへの ZDB、 テープへの

ZDB、 ディスク / テープへの ZDB、

およびインスタン ト  リカバリも参

照。

増分 1 メールボックス バックアッ

プ
増分 1 メ ールボ ッ ク ス  バッ ク ア ッ

プでは、 前回のフル バッ ク ア ッ プ

以降に メ ールボ ッ ク スに対し て行わ
れた変更をすべてバッ ク ア ッ プし ま
す。

増分バックアップ
前回のバッ ク ア ッ プ以降に変更が
あったフ ァ イルだけを選択するバッ
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ク ア ッ プ。 増分バ ッ ク ア ッ プには、
複数のレベルがあ り 、 前回の増分
バッ ク ア ッ プ以降に変更されたフ ァ
イルだけをバ ッ ク ア ッ プでき ます。
バックアップの種類も参照。

増分バックアップ
(Microsoft Exchange Server 固有の用

語 )
前回のフル バ ッ ク ア ッ プまたは増

分バ ッ ク ア ッ プ以降の変更だけを
バッ ク ア ッ プする Microsoft 
Exchange Server データのバッ ク ア ッ

プ。 増分バ ッ ク ア ッ プでは、 バ ッ ク
ア ッ プ対象は ト ラ ンザ ク シ ョ ン ロ
グだけです。
バックアップの種類も参照。

増分メールボックス バックアップ

増分 メ ールボ ッ ク ス  バッ ク ア ッ プ

では、 前回の各種バ ッ ク ア ッ プ以降
に メ ールボ ッ ク スに対し て行われた
変更をすべてバッ ク ア ッ プし ます。

ソース デバイス (R1)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
ターゲ ッ ト  デバイ ス  (R2) と の 
SRDF 操作に参加する  EMC 
Symmetrix デバイ ス。 このデバイ ス

に対するすべての書き込みは、 リ
モー ト  EMC Symmetrix ユニ ッ ト 内

のターゲ ッ ト  デバイ ス  (R2) に ミ

ラー化されます。 R1 デバイ スは、

RDF1 グループ タ イプに割 り 当て る

必要があ り ます。
ターゲッ ト  デバイス (R2) も参照。

ソース ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
複製されたデータ を含むス ト レージ 
ボ リ ューム。

ターゲッ ト  システム

( 障害復旧固有の用語 )
障害が発生し たシステム。 ターゲ ッ
ト  システムは、 ブー ト 不能な状態

になっている こ と が多 く 、 そのよ う
な状態のシステムを元のシステム構
成に戻すこ と が障害復旧の目標 と な
り ます。 ク ラ ッ シ ュ し たシステムが
そのま ま ターゲ ッ ト  システムにな

るのではな く 、 正常に機能し ていな
いハード ウ ェアをすべて交換する こ
と で、 ク ラ ッ シ ュ し たシステムが
ターゲ ッ ト  システムにな り ます。 

ターゲッ ト  データベース

(Oracle 固有の用語 )
RMAN では、 バッ ク ア ッ プまたは

復元対象のデータベースがターゲ ッ
ト  データベース と な り ます。

ターゲッ ト  デバイス (R2)
(EMC Symmetrix 固有の用語 )
ソース  デバイ ス  (R1) と の SRDF 操

作に参加する EMC Symmetrix デバ

イ ス。 リ モー ト  EMC Symmetrix ユ
ニ ッ ト 内に置かれます。 ローカル 
EMC Symmetrix ユニ ッ ト 内で ソース  
G-41



用語集
デバイ ス  (R1) と ペアにな り 、 ミ

ラー化ペアから、 すべての書き込み
データ を受け取 り ます。 このデバイ
スは、 通常の I/O 操作ではユーザー 
アプ リ ケーシ ョ ンから ア ク セス され
ません。 R2 デバイ スは、 RDF2 グ
ループ タ イプに割 り 当て る必要が

あ り ます。
ソース デバイス (R1) も参照。

ターゲッ ト  ボリューム

(ZDB 固有の用語 )
データの複製先のス ト レージ ボ
リ ューム。

ターミナル サービス

(Windows 固有の用語 )
Windows のター ミ ナル サービ スは、

サーバ上で実行されている仮想
Windows デス ク ト ッ プ セ ッ シ ョ ン

と Windows ベースのプロ グ ラ ムに

ク ラ イ アン ト から ア ク セスでき るマ
ルチセ ッ シ ョ ン環境を提供し ます。

ダイレク ト  バックアップ

SCSI Extended Copy (Xcopy) コマン

ド を使用し てデ ィ ス ク から テープ (
または他の 2 次ス ト レージ ) への

データの直接移動を効率化する、
SAN ベースのバッ ク ア ッ プ ソ
リ ューシ ョ ン。 ダ イ レ ク ト  バッ ク

ア ッ プは、 SAN 環境内のシステム

へのバ ッ ク ア ッ プ I/O 負荷を軽減し

ます。 デ ィ ス ク から テープ ( または
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直接移動を SCSI Extended Copy 
(XCopy) コマン ド で効率化し ます。

このコマン ド は、 ブ リ ッ ジ、 ス イ ッ
チ、 テープ ラ イブラ リ 、 デ ィ ス ク  
サブシステムなど、 イ ンフ ラ ス ト ラ
ク チャの各要素でサポー ト されてい
ます。
XCopy エンジンも参照。

チャネル
(Oracle 固有の用語 )
Oracle Recovery Manager の リ ソース

割 り 当て単位。 チャネルが割 り 当て
られる ご と に、 新しい Oracle プロセ

スが開始され、 そのプロセス を通じ
てバ ッ ク ア ッ プ、 復元、 および復旧
が行われます。 割 り 当て られるチャ
ンネルの種類によ って、 使用する メ
デ ィ アの種類が決ま り ます。

• DISK タ イプ

• SBT_TAPE タ イプ

Oracle が Data Protector と 統合されて

お り 、 指定されたチャネルの種類が 
SBT_TAPE タ イプの場合は、 上記の

サーバ プロセスが Data Protector に

対し てバッ ク ア ッ プの読み取 り と
データ  フ ァ イルの書き込みを試行

し ます。

ディスク / テープへの ZDB
(ZDB 固有の用語 )



用語集
ゼロ  ダウ ン タ イ ム バッ ク ア ッ プの 1
つの形式。 デ ィ ス クへの ZDB と 同

様に、 作成された複製が特定の時点
での ソース  ボ リ ュームのバ ッ ク

ア ッ プ と し てデ ィ ス ク  アレ イに保

持されます。 ただし、 テープへの
ZDB と同様、 複製データはバッ ク

ア ッ プ メ デ ィ アにも ス ト リ ー ミ ン

グ されます。 このバ ッ ク ア ッ プ方法
を使用し た場合、 同じセ ッ シ ョ ンで
バッ ク ア ッ プし たデータは、 イ ン ス
タ ン ト  リ カバ リ 、 Data Protector 標

準のテープからの復元を使用し て復
元でき ます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー ア
レ イではスプ リ ッ ト  ミ ラー復元が

可能です。
ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、 ディスクへの ZDB、 テープ

への ZDB、 インスタン ト  リカバリ、

複製、 および複製セッ ト  ローテー

シ ョ ンも参照。

ディスク  イメージ (raw ディスク ) 
のバックアップ
デ ィ ス ク  イ メ ージのバッ ク ア ッ プ

では、 フ ァ イルがビ ッ ト マ ッ プ イ
メ ージ と し てバッ ク ア ッ プされるの
で、 高速バ ッ ク ア ッ プが実現し ま
す。 デ ィ ス ク  イ メ ージ (raw デ ィ ス

ク ) バッ ク ア ッ プでは、 デ ィ ス ク上

のフ ァ イルおよびデ ィ レ ク ト リ の構
造はバ ッ ク ア ッ プ されませんが、
デ ィ ス ク  イ メ ージ構造がバイ ト  レ
ベルで保存されます。 デ ィ ス ク  イ
メ ージ バッ ク ア ッ プは、 デ ィ ス ク

全体か、 またはデ ィ ス ク上の特定の
セ ク シ ョ ンを対象にし て実行でき ま
す。

ディスク  クォータ

コ ンピ ュータ  システム上のすべて

のユーザーまたはユーザーのサブ
セ ッ ト に対し てデ ィ ス ク  スペース

の消費を管理するためのコ ンセプ
ト 。 このコ ンセプ ト は、 い く つかの
オペレーテ ィ ング システム プラ ッ

ト フ ォームで採用されています。

ディスク  グループ

(Veritas Volume Manager 固有の用語 )
VxVM システムにおけ るデータ  ス
ト レージの基本単位。 デ ィ ス ク  グ
ループは、 1 つまたは複数の物理ボ

リ ュームから作成でき ます。 同じ シ
ステム上に複数のデ ィ ス ク  グルー

プを置 く こ と ができ ます。

ディスク  ステージング

複数のフ ェーズでデータ をバッ ク
ア ッ プするプロセス。 これによ り 、
バッ ク ア ッ プ と復元のパフ ォーマン
スが改善し、 バッ ク ア ッ プ データ

の保存コ ス ト が低減し、 復元に対す
るデータの可用性 と ア ク セス性が向
上し ます。 バッ ク ア ッ プ ステージ

は、 初に 1 種類の メ デ ィ ア ( た と

えば、 デ ィ ス ク ) にデータ をバ ッ ク

ア ッ プし、 その後データ を異な る種
類の メ デ ィ ア ( た と えば、 テープ ) 
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にコ ピーする こ と から構成されま
す。

ディスク検出
デ ィ ス ク検出では、 ク ラ イ アン ト の
バッ ク ア ッ プ中にデ ィ ス ク を検出し
ます。 この と き Data Protector が探

索 ( 検出 ) するのは、 ク ラ イ アン ト

上に存在するデ ィ ス ク で、 バッ ク
ア ッ プの構成時にシステム上に存在
なかったデ ィ ス ク も検出の対象に含
まれます。 検出されたデ ィ ス ク が
バッ ク ア ッ プされます。 この機能
は、 構成が頻繁に変更される動的な
環境の場合に特に役立ちます。 デ ィ
ス ク が展開される と、 それぞれの
デ ィ ス ク がマス ター ク ラ イ アン ト  
オブジェ ク ト のオプシ ョ ンをすべて
継承し ます。 実行前コマン ド と実行
後コマン ド は、 1 回しか指定されて

いな く て も、 オブジェ ク ト ご と に繰
り 返し起動される こ と にな り ます。

ディスク検出によるクライアン トの
バックアップ
ク ラ イ アン ト にマウ ン ト されている
すべてのフ ァ イルシステムのバ ッ ク
ア ッ プ。 バ ッ ク ア ッ プの開始時に、
Data Protector が ク ラ イ アン ト 上の

デ ィ ス ク を自動検出し ます。 デ ィ ス
ク検出によ る ク ラ イ アン ト  バッ ク

ア ッ プでは、 バッ ク ア ッ プ構成が単
純化され、 デ ィ ス ク のマウ ン ト / ア

ンマウ ン ト が頻繁に行われる システ
ムに対するバ ッ ク ア ッ プ効率が向上
されます。
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ディスクへの ZDB
(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウ ン タ イ ム バ ッ ク ア ッ プの 1
つの形式。 作成された複製が、 特定
の時点での ソース  ボ リ ュームの

バッ ク ア ッ プ と し てデ ィ ス ク  アレ

イに保持されます。 同じバッ ク ア ッ
プ仕様を使って別の時点で作成され
た複数の複製を、 複製セ ッ ト に保持
する こ と ができ ます。 テープに
ZDB し た複製はイ ン ス タ ン ト  リ カ

バ リ  プロセスで復元でき ます。

ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、 テープへの ZDB、 ディスク

/ テープへの ZDB、 インスタン ト  リ
カバリ、 および複製セッ ト  ロー

テーシ ョ ンも参照。

ディ レク ト リ  ストア (DS)
(Microsoft Exchange 固有の用語 )
Microsoft Exchange Server デ ィ レ ク ト

リ の一部。 Microsoft Exchange Server
デ ィ レ ク ト リ には、 メ ッ セージング 
システムで提供されるサービ ス、
メ ールボ ッ ク ス、 受信者レ コー ド、
パブ リ ッ ク  フ ォルダなどをアプ リ

ケーシ ョ ンから検索およびア ク セス
するために Microsoft Exchange アプ

リ ケーシ ョ ンが使用するオブジ ェ ク
ト が格納されます。
インフォ メーシ ョ ン  ストア (MDB) 
も参照。

ディ レク ト リ接合
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(Windows 固有の用語 )
デ ィ レ ク ト リ 接合は、 Windows の再

解析ポイ ン ト のコ ンセプ ト に基づい
ています。 NTFS 5 デ ィ レ ク ト リ 接

合では、 デ ィ レ ク ト リ / フ ァ イル要

求を他の場所に リ ダ イ レ ク ト でき ま
す。

データ  スト リーム

通信チャネルを通じ て転送される
データのシーケン ス。

データファイル
(Oracle および SAP R/3 固有の用語 )
Oracle によ って作成される物理フ ァ

イル。 表や索引などのデータ構造を
格納し ます。 データ  フ ァ イルは、 1
つの Oracle データベースにのみ所属

でき ます。

データベース サーバ

大規模なデータベース  (SAP R/3
データベースや Microsoft SQL デー

タベースなど ) が置かれている コ ン

ピ ュータ。 サーバ上のデータベース
へは、 ク ラ イ アン ト から ア ク セスで
き ます。

データベース ライブラリ

Data Protector のルーチンのセ ッ ト 。

Oracle Server のよ う なオン ラ イ ン  
データベース統合ソ フ ト ウ ェ アの
サーバ と Data Protector の間での

データ転送を可能にし ます。
データベースの差分バックアップ
前回のフル データベース  バ ッ ク

ア ッ プ以降にデータベースに対し て
加え られた変更だけを記録するデー
タベース  バッ ク ア ッ プ。

データベースの並列処理 ( 数 )
十分な台数のデバイ スが利用可能
で、 並列バ ッ ク ア ッ プを実行でき る
場合には、 複数のデータベースが同
時にバッ ク ア ッ プされます。

データ保護
メ デ ィ ア上のバッ ク ア ッ プ データ

を保護する期間を定義し ます。 この
期間中は、 データが上書き されませ
ん。 保護期限が切れる と、 それ以降
のバ ッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ンで メ

デ ィ アを再利用でき る よ う にな り ま
す。
カタログ保護も参照。

テープへの ZDB
(ZDB 固有の用語 )
ゼロ  ダウ ン タ イ ム バ ッ ク ア ッ プの 1
つの形式。 作成された複製が、 バッ
ク ア ッ プ メ デ ィ ア ( 通常はテープ ) 
にス ト リ ー ミ ング されます。 この
バッ ク ア ッ プ形式ではイ ン ス タ ン ト  
リ カバ リ はでき ませんが、 バッ ク
ア ッ プ終了後にデ ィ ス ク  アレ イ上

に複製を保持する必要があ り ませ
ん。 バッ ク ア ッ プ データは Data 
Protector 標準のテープからの復元を

使用し て復元でき ます。 スプ リ ッ ト  
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ミ ラー アレ イでは、 スプ リ ッ ト  ミ

ラー復元も使用する こ と ができ ま
す。
ゼロ  ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、 ディスクへの ZDB、 インス

タン ト  リカバリ、 ディスク / テープ

への ZDB、 および複製も参照。

テーブルスペース （表領域、 表ス
ペース）
データベース構造の一部。 各データ
ベースは論理的に 1 つまたは複数の

表スペースに分割されます。 各表ス
ペースには、 データ  フ ァ イルまた

は raw ボ リ ュームが排他的に関連付

け られます。

テープレス バックアップ

(ZDB 固有の用語 )
ディスクへの ZDB を参照。

デバイス
ド ラ イブまたはよ り 複雑な装置 ( ラ

イブラ リ など ) を格納する物理装

置。

デバイス グループ

(EMC Symmetrix 固有の用語 )
複数の EMC Symmetrix デバイ ス を

表す論理ユニ ッ ト 。 デバイ スは 1 つ

のデバイ ス  グループにしか所属で

き ません。 デバイ ス  グループのデ

バイ スは、 すべて同じ  EMC 
Symmetrix 装置に取 り 付け られてい
G-46 
る必要があ り ます。 デバイ ス  グ
ループによ り 、 利用可能な EMC 
Symmetrix デバイ スのサブセ ッ ト を

指定し、 使用する こ と ができ ます。

デバイス スト リーミング

デバイ スが メ デ ィ アへ十分な量の
データ を継続し て送信でき る場合、
デバイ スはス ト リ ー ミ ングを行いま
す。 そ う でない場合は、 デバイ スは
テープを止めてデータが到着するの
を待ち、 テープを少し巻き戻し た
後、 テープへの書込みを再開し ま
す。 言い換え る と、 テープにデータ
を書き込む速度が、 コ ンピ ュータ  
システムがデバイ スへデータ を送信
する速度以下の場合、 デバイ スはス
ト リ ー ミ ングを行います。 ス ト リ ー
ミ ングは、 スペースの使用効率 とデ
バイ スのパフ ォーマン ス を大幅に向
上し ます。

デバイス チェーン

デバイ ス  チェーンは、 シーケン

シ ャルに使用する よ う に構成された
複数のス タ ン ド ア ロ ン デバイ スか

ら な り ます。 デバイ スチェーンに含
まれるデバイ スの メ デ ィ アで空き容
量がな く な る と、 自動的に次のデバ
イ スの メ デ ィ アに切 り 替えて、 バッ
ク ア ッ プを継続し ます。 

統合セキュリテ ィ
(MS SQL 固有の用語 )
統合セキ ュ リ テ ィ は、 Microsoft SQL 
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Server が Windows の認証 メ カニズム

を使用し て、 すべての接続に対する
Microsoft SQL Server ロ グ イ ンの妥当

性をチェ ッ ク でき る よ う にし ます。
統合セキ ュ リ テ ィ を使用し ていれ
ば、 すべてのユーザーが同じパス
ワー ド で Windows と Microsoft SQL 
Server の両方にロ グ イ ンでき ます。

すべての ク ラ イ アン ト が信頼関係接
続をサポー ト し ている環境では、 統
合セキ ュ リ テ ィ を使 う こ と をお勧め
し ます。 信頼関係接続 と は、
Windows Server によ って妥当性が

チェ ッ ク され、 Microsoft SQL Server
に受け付け られた接続を意味し ま
す。 信頼関係接続だけが許可されま
す。

統合ソフ トウェア オブジェク ト

Oracle または SAP DB などの Data 
Protector 統合ソ フ ト ウ ェ アのバッ ク

ア ッ プ オブジ ェ ク ト 。

同時処理数
Disk Agent の同時処理数を参照。

動的 ( ダイナミ ック ) クライアン ト

ディスク検出によるクライアン ト  
バックアップを参照。

ド メイン コン ト ローラ

ユーザーのセキ ュ リ テ ィ を保護し、
別のサーバ グループ内のパス ワー
ド を検証するネ ッ ト ワーク内のサー
バ。

ド ライブ
コ ンピ ュータ  システムからデータ

を受け取って、 磁気 メ デ ィ ア ( テー

プなど ) に書き込む物理装置。 デー

タ を メ デ ィ アから読み取って、 コ ン
ピ ュータ  システムに送信する こ と

も でき ます。

ド ライブのインデックス
ラ イブラ リ  デバイ ス内の ド ラ イブ

の機械的な位置を識別する ための数
字。 ロボ ッ ト 機構によ る ド ラ イブ 
ア ク セスは、 この数に基づいて制御
されます。

ト ランザクシ ョ ン
一連のア ク シ ョ ンを単一の作業単位
と し て扱え る よ う にする ための メ カ
ニズム。 データベースでは、 ト ラ ン
ザク シ ョ ンを通じ て、 データベース
の変更を追跡し ます。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ

ト ラ ンザク シ ョ ン  バ ッ ク ア ッ プは、

一般に、 データベースのバッ ク ア ッ
プよ り も必要と する リ ソースが少な
いため、 データベースのバッ ク ア ッ
プよ り も よ り 高い頻度で実行でき ま
す。 ト ラ ンザク シ ョ ン バッ ク ア ッ

プを適用する こ と で、 データベース
を問題発生以前の特定の時点の状態
に復旧する こ と ができ ます。
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ト ランザクシ ョ ン バックアップ

(Sybase および SQL 固有の用語 )
ト ラ ンザ ク シ ョ ン  ロ グをバ ッ ク

ア ッ プする こ と 。 ト ラ ンザク シ ョ ン 
ロ グには、 前回のフル バッ ク ア ッ

プまたは ト ラ ンザク シ ョ ン  バッ ク

ア ッ プ以降に発生し た変更が記録さ
れます。

ト ランザクシ ョ ン ログ

(Data Protector 固有の用語 )
IDB に対する変更を記録し ます。

IDB 復旧に必要な ト ラ ンザク シ ョ ン  
ロ グ フ ァ イル ( 前回の IDB バ ッ ク

ア ッ プ以降に作成された ト ラ ンザク
シ ョ ン  ロ グ ) が失われる こ と がない

よ う に、 ト ラ ンザク シ ョ ン  ロ グの

アーカ イブを有効化し てお く 必要が
あ り ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ テーブル

(Sybase 固有の用語 )
データベースに対するすべての変更
が自動的に記録される システム  
テーブル。

ト ランザクシ ョ ン ログ バックアッ

プ
ト ラ ンザ ク シ ョ ン  ロ グ バッ ク ア ッ

プは、 一般に、 データベースのバ ッ
ク ア ッ プよ り も必要 と する リ ソース
が少ないため、 データベースのバ ッ
ク ア ッ プよ り も よ り 高い頻度で実行
でき ます。 ト ラ ンザク シ ョ ン ロ グ  
バッ ク ア ッ プを用いる こ と によ り 、
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データベース を特定の時点の状態に
復元でき ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル

データベース を変更する ト ラ ンザ ク
シ ョ ンを記録する フ ァ イル。 データ
ベースが破損し た場合にフ ォール ト  
ト レ ラ ン ス を提供し ます。

ト ランスポータブル スナップ

シ ョ ッ ト
(MS VSS 固有の用語 )
アプ リ ケーシ ョ ン システム上に作

成されるシ ャ ド ウ  コ ピー。 この

シ ャ ド ウ  コ ピーは、 バッ ク ア ッ プ

を実行するバッ ク ア ッ プ システム

に提供でき ます。
Microsoft Volume Shadow Copy 
Service (VSS) も参照。

ハード  リカバリ

(Microsoft Exchange Server 固有の用

語 )
ト ラ ンザク シ ョ ン  ロ グ フ ァ イルを

使用し、 データベース  エンジンに

よ る復元後に実行される Microsoft 
Exchange Server のデータベース復

旧。

ハート ビート
特定のク ラ ス タ  ノー ド の動作ス

テータ スに関する情報を伝達する タ
イ ム  ス タ ンプ付きのク ラ ス タ  デー

タ  セ ッ ト 。 このデータ  セ ッ ト  ( パ
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ケ ッ ト ) は、 すべての ク ラ ス タ  ノ ー

ド に配布されます。

バックアップ オーナー

IDB の各バッ ク ア ッ プ オブジェ ク ト

にはオーナーが定義されてます。 デ
フ ォル ト のオーナーは、 バ ッ ク ア ッ
プ セ ッ シ ョ ンを開始し たユーザー

です。

バックアップ オブジェク ト

1 つのデ ィ ス ク  ボ リ ューム ( 論理

デ ィ ス ク またはマウ ン ト  ポイ ン ト ) 
からバ ッ ク ア ッ プ された項目すべて
を含むバッ ク ア ッ プ単位。 バッ ク
ア ッ プ項目は、 任意の数のフ ァ イ
ル、 デ ィ レ ク ト リ 、 デ ィ ス ク全体ま
たはマウ ン ト  ポイ ン ト の場合が考

え られます。 また、 バッ ク ア ッ プ 
オブジェ ク ト はデータベース  エン

テ ィ テ ィ またはデ ィ ス ク  イ メ ージ 
(raw デ ィ ス ク ) の場合も あ り ます。

バッ ク ア ッ プ オブジ ェ ク ト は以下

のよ う に定義されます。

• ク ラ イ アン ト 名 : バッ ク ア ッ プ 
オブジェ ク ト が保存される Data 
Protector ク ラ イ アン ト のホ ス ト

名

• マウ ン ト  ポ イ ン ト : バ ッ ク ア ッ

プ オブジェ ク ト が存在する ク ラ

イ アン ト 上のデ ィ レ ク ト リ 構造 
(Windows では ド ラ イブ、 UNIX
ではマウ ン ト  ポイ ン ト ) におけ

る ア ク セス  ポイ ン ト

• 説明 : 同一の ク ラ イ アン ト 名 と

マウ ン ト  ポ イ ン ト を持つバ ッ ク

ア ッ プ オブジ ェ ク ト を一意に定

義

• 種類 : バ ッ ク ア ッ プ オブジェ ク

ト の種類 ( た と えば、 フ ァ イル 
システムや Oracle など )

バックアップ システム

(ZDB 固有の用語 )
1 つ以上のアプ リ ケーシ ョ ン  システ

ムのターゲ ッ ト  ボ リ ュームに接続

し ているシステム。 典型的なバ ッ ク
ア ッ プ システムは、 バッ ク ア ッ プ 
デバイ スに接続され、 複製内のデー
タのバッ ク ア ッ プを実行し ます。
アプリケーシ ョ ン  システム、 ター

ゲッ ト  ボリュームおよび複製も参

照。 

バックアップ セッシ ョ ン

データのコ ピーを記憶 メ デ ィ ア上
に作成するプロセス。 バ ッ ク ア ッ
プ仕様に処理内容を指定する こ と
も、 対話式に操作を行 う こ と も で
き ます ( 対話式セ ッ シ ョ ン )。 1 つ

のバ ッ ク ア ッ プ仕様の中で複数の
ク ラ イ アン ト が構成されている場
合、 すべてのク ラ イ アン ト が同じ
バッ ク ア ッ プの種類 ( フルまたは増
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分 ) を使って、 1 回のバ ッ ク ア ッ プ 
セ ッ シ ョ ンで同時にバッ ク ア ッ プ
されます。 バ ッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ

ンの結果、 1 式の メ デ ィ ア にバ ッ ク

ア ッ プ データが書き込まれます。

これらの メ デ ィ アは、 バ ッ ク ア ッ
プ セ ッ ト または メ デ ィ ア セ ッ ト と

も呼ばれます。
増分バックアップおよびフル バッ

クアップも参照。

バックアップ セッ ト

バッ ク ア ッ プに関連し たすべての統
合ソ フ ト ウ ェア オブジェ ク ト の

セ ッ ト です。

バックアップ セッ ト

(Oracle 固有の用語 )
RMAN バ ッ ク ア ッ プ コマン ド を使

用し て作成し たバ ッ ク ア ッ プフ ァ イ
ルの論理グループ。 バッ ク ア ッ プ 
セ ッ ト は、 バ ッ ク ア ッ プに関連し た
すべてのフ ァ イルのセ ッ ト です。 こ
れらのフ ァ イルはパフ ォーマン ス を
向上する ため多重化する こ と ができ
ます。 バッ ク ア ッ プ セ ッ ト には

データ フ ァ イルまたはアーカ イブ 
ロ グのいずれかを含める こ と ができ
ますが、 両方同時に使用でき ませ
ん。

バックアップ チェーン

バッ ク ア ッ プ チェーンは、 フル 
バッ ク ア ッ プ と増分バッ ク ア ッ プが
実行される状況で登場する概念で
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す。 実行する増分バッ ク ア ッ プのレ
ベル ([ 増分 ]、 [ 増分 1]、 [ 増分 2]
など ) によ り 、 前回の増分と 今回の

増分の間に、 単純な ( 場合によ って

は多少複雑な ) 依存関係が発生し ま

す。 バッ ク ア ッ プ チェーンは、 フ

ル バッ ク ア ッ プから始ま り 、 目的

の時点までに実行された依存関係の
あ る増分バ ッ ク ア ッ プすべてを含み
ます。 

バックアップ デバイス

記憶 メ デ ィ アに対するデータの読み
書きが可能な物理デバイ ス を Data 
Protector で使用でき る よ う に構成し

た も の。 例えば、 ス タ ン ド ア ロ ン
DDS/DAT ド ラ イブやラ イブラ リ な

ど をバッ ク ア ッ プ デバイ ス と し て

使用でき ます。

バックアップ ビュー

Data Protector では、 バッ ク ア ッ プ仕

様のビ ューを切 り 替え る こ と ができ
ます。 [ 種類別 ] ( デフ ォル ト ) を選

択する と、 バッ ク ア ッ プ / テンプ

レー ト で利用でき るデータの種類に
基づいたビ ューが表示されます。 [
グループ別 ] を選択する と 、 バ ッ ク

ア ッ プ仕様 / テンプレー ト の所属先

のグループに基づいたビ ューが表示
されます。 [ 名前別 ] を選択する と 、

バッ ク ア ッ プ仕様 / テンプレー ト の

名前に基づいたビ ューが表示されま
す。 [Manager 別 ] (MoM の実行時の
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み有効 ) を選択する と、 バッ ク ア ッ

プ仕様 / テンプレー ト の所属先の

Cell Manager に基づいたビ ューが表

示されます。

バックアップ API
Oracle のバッ ク ア ッ プ / 復元ユー

テ ィ リ テ ィ と バッ ク ア ッ プ / 復元 メ

デ ィ ア管理層の間にあ る Oracle イ ン

タ フ ェース。 このイ ン タ フ ェースに
よ ってルーチンのセ ッ ト が定義さ
れ、 バ ッ ク ア ッ プ メ デ ィ アのデー

タの読み書き、 バ ッ ク ア ッ プ フ ァ

イルの作成や検索、 削除が行え る よ
う にな り ます。

バックアップ ID
統合ソ フ ト ウ ェ ア オブジェ ク ト の

識別子で、 統合ソ フ ト ウ ェア オブ

ジェ ク ト のバ ッ ク ア ッ プのセ ッ シ ョ
ン ID と 一致し ます。 バッ ク ア ッ プ

ID は、 オブジェ ク ト のコ ピー、 エ

ク スポー ト 、 またはイ ンポー ト 時に
保存されます。

バックアップ仕様
バッ ク ア ッ プ対象オブジ ェ ク ト を、
使用するデバイ ス または ド ラ イブの
セ ッ ト 、 仕様内のすべてのオブジェ
ク ト に対するバッ ク ア ッ プ オプ

シ ョ ン、 バ ッ ク ア ッ プを行いたい日
時 と と もに指定し た リ ス ト 。 オブ
ジェ ク ト と なるのは、 デ ィ ス クやボ
リ ューム全体、 またはその一部、 た
と えばフ ァ イル、 デ ィ レ ク ト リ 、
Windows レジス ト リ などです。 イ ン

クルード  リ ス ト およびエ ク ス ク

ルー ド  リ ス ト を使用し て、 フ ァ イ

ルを選択する こ と もでき ます。

バックアップ世代
1 つのフル バ ッ ク ア ッ プ と それに続

く 増分バッ ク ア ッ プを意味し ます。
次のフル バッ ク ア ッ プが行われる

と、 世代が新し く な り ます。

バックアップの種類
増分バックアップ、 差分バックアッ
プ (differential backup)、 ト ランザク

シ ョ ン  バックアップ、 フル バック

アップおよび差分バックアップ 
(delta backup) を参照。

パッケージ
(MC/ServiceGuard および Veritas 
Cluster 固有の用語 ) 
特定のク ラ ス タ対応アプ リ ケーシ ョ
ンを実行する ために必要な リ ソース  
( ボ リ ューム グループ、 アプ リ ケー

シ ョ ン  サービ ス、 IP 名および IP ア

ド レ スなど ) の集合。 
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パブリ ック  フォルダ ストア
(Microsoft Exchange Server 2000/2003
固有の用語 )
イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン  ス ト アの う ち、

パブ リ ッ ク  フ ォルダ内に情報を維

持する部分。 パブ リ ッ ク  フ ォルダ 
ス ト アは、 バイナ リ  リ ッ チテキス

ト .edb フ ァ イル と 、 ス ト リ ー ミ ン

グ ネ イ テ ィ ブ イ ン ターネ ッ ト  コ ン

テンツを格納する .stm フ ァ イルか

ら構成されます。

パブリ ック / プライベート  バック

アップ データ

バッ ク ア ッ プを構成する際は、 バ ッ
ク ア ッ プ データ をパブ リ ッ ク また

はプラ イベー ト のいずれにするかを
選択でき ます。

• パブ リ ッ ク  データ  － すべての

Data Protector ユーザーに対し て

ア ク セス と復元が許可されます。

• プラ イベー ト  データ  － バッ ク

ア ッ プの所有者および管理者に
対し てのみ表示 と復元が許可さ
れます。

標準セキュリテ ィ
(MS SQL 固有の用語 )
標準セキ ュ リ テ ィ では、 Microsoft 
SQL Server のロ グ イ ン妥当性チェ ッ

ク  プロ セス をすべての接続に対し

て使用し ます。 標準セキ ュ リ テ ィ
は、 ネ ッ ト ワーク内にさ まざ まな ク
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ラ イ アン ト が混在し てお り 、 一部の
ク ラ イ アン ト では信頼関係接続がサ
ポー ト されていない場合に使用でき
ます。 また、 以前のバージ ョ ンの
SQL Server と の下位互換性を確保す

る必要があ る場合にも、 標準セキ ュ
リ テ ィ を使用でき ます。
統合セキュリテ ィ も参照。 

ファース ト  レベル ミ ラー

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
HP StorageWorks Disk Array XP では、

プラ イマ リ  ボ リ ュームの ミ ラー コ
ピーを 大 3 つまで作成する こ と が

でき、 このコ ピー 1 つにつき さ らに

2 つのコ ピーを作成でき ます。 初

の 3 つの ミ ラー コ ピーはフ ァース

ト  レベル ミ ラーと呼ばれます。

プライマリ  ボリュームおよび MU
番号を参照。

ファイル ジュークボックス デバイ

ス
フ ァ イル メ デ ィ アを格納する ため

に使用する、 複数のス ロ ッ ト から な
るデ ィ ス ク上に存在するデバイ ス

ファイル デポ

バッ ク ア ッ プから フ ァ イル ラ イブ

ラ リ  デバイ ス までのデータ を含む

フ ァ イル。

ファイル バージ ョ ン
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フル バ ッ ク ア ッ プや増分バ ッ ク

ア ッ プでは、 フ ァ イルが変更されて
いる場合、 同じ フ ァ イルが複数回
バッ ク ア ッ プされます。 バ ッ ク ア ッ
プのロ ギング レベル と し て [ すべて

ロ グに記録 ] を選択し ている場合

は、 フ ァ イル名自体に対応する 1 つ

のエン ト リ と フ ァ イルの各バージ ョ
ンに対応する個別のエン ト リ が IDB
内に維持されます。

ファイル ライブラリ  デバイス

複数の メ デ ィ アから な る ラ イブラ リ
をエ ミ ュ レー ト するデ ィ ス ク上に存
在するデバイ ス。 フ ァ イル デポ と

呼ばれる複数のフ ァ イルが格納され
ます。

ファイルシステム
ハー ド  デ ィ ス ク上に一定の形式で

保存されたフ ァ イルの集ま り 。 フ ァ
イルシステムは、 フ ァ イル属性 と
フ ァ イルの内容がバ ッ ク ア ッ プ メ
デ ィ アに保存される よ う にバッ ク
ア ッ プされます。

ファイル複製サービス (FRS)
Windows サービ スの 1 つ。 ド メ イ ン  
コ ン ト ローラのス ト ア ロ グオン ス
ク リ プ ト と グループ ポ リ シーを複

製し ます。 また、 分散フ ァ イルシス
テム  (DFS) 共有をシステム間で複製

し た り 、 任意のサーバから複製作業
を実行する こ と も でき ます。
ブート  ボリューム / ディスク / パー

ティシ ョ ン
ブー ト  プロセスの開始に必要な

フ ァ イルが入っているボ リ ューム /
デ ィ ス ク / パーテ ィ シ ョ ン。 ただ

し、 Microsoft の用語では、 オペレー

テ ィ ング システム  フ ァ イルが格納

されているボ リ ューム / デ ィ ス ク /
パーテ ィ シ ョ ンをブー ト  ボ リ ュー

ム / デ ィ ス ク / パーテ ィ シ ョ ン と 呼

んでいます。 

ブール演算子
オン ラ イ ン  ヘルプ システムの全文

検索には、 AND、 OR、 NOT、

NEAR の各ブール演算子を使用でき

ます。 複数の検索条件をブール演算
子で組み合わせて指定する こ と で、
検索対象を よ り 正確に絞 り 込むこ と
ができ ます。 複数単語の検索に演算
子を指定し なければ、 AND を指定

し た もの と みな されます。 例えば、
「マニュ アル 障害 復旧」 と い う 検索

条件は、 「マニュ アル AND 障害 
AND 復旧」 と同じ結果にな り ます。

フェールオーバー
あ る ク ラ ス タ  ノ ー ド から別の ク ラ

ス タ  ノ ード に も重要な ク ラ ス タ  
データ  (Windows の場合はグループ、

UNIX の場合はパ ッ ケージ ) を転送

する こ と。 フ ェールオーバーは、 主
に、 プラ イマ リ  ノー ド の ソ フ ト

ウ ェ ア / ハー ド ウ ェ ア障害発生時や
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保守時に発生し ます。

フォーマッ ト
メ デ ィ アを Data Protector で使用で

き る よ う に初期化するプロ セス。 メ
デ ィ ア上の既存データはすべて消去
されます。 メ デ ィ アに関する情報 (
メ デ ィ ア ID、 説明、 および位置 ) が 
IDB に保存される と と もに、 メ デ ィ

ア自体 ( メ デ ィ ア ヘッ ダ ) にも書き

込まれます。 データが保護されてい
る Data Protector メ デ ィ アは、 保護

の期限が切れるか、 保護解除 / リ サ

イ クルされない限 り 再フ ォーマ ッ ト
されません。

負荷調整
デフ ォル ト では、 デバイ スが均等に
使用される よ う に、 バッ ク ア ッ プ用
に選択されたデバイ スの負荷 ( 使用

率 ) が自動的に調整されます。 負荷

調整では、 各デバイ スに書き込まれ
るオブジェ ク ト の個数を調整する こ
と で、 使用率を 適化し ます。 負荷
調整はバッ ク ア ッ プ時に自動的に実
行されるので、 データが実際にどの
よ う にバッ ク ア ッ プされるかを管理
する必要はあ り ません。 使用するデ
バイ ス を指定する必要があ るだけで
す。 負荷調整機能を使用し ない場合
は、 バ ッ ク ア ッ プ仕様に各オブジェ
ク ト に使用するデバイ ス を選択でき
ます。 Data Protector は指定された順

序でデバイ スにア ク セス し ます。

復元セッシ ョ ン
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バッ ク ア ッ プ メ デ ィ アから ク ラ イ

アン ト システムにデータ を コ ピーす
るプロセス。

複製
(ZDB 固有の用語 )
ユーザー指定のバ ッ ク ア ッ プ オブ

ジェ ク ト を含む、 特定の時点におけ
る ソース  ボ リ ュームのデータのイ

メ ージ。 イ メ ージは、 作成するハー
ド ウ ェア / ソ フ ト ウ ェアによ って、

物理デ ィ ス ク  レベルでの記憶ブ

ロ ッ ク の独立し た正確な複製 ( ク

ローン ) にな る  ( スプ リ ッ ト  ミ ラー

など ) 場合も あれば、 仮想コ ピーに

な る  ( スナ ッ プシ ョ ッ ト など ) 場合

も あ り ます。 ホ ス ト の視点では、 標
準的な UNIX または Windows シス

テムについて、 バ ッ ク ア ッ プ オブ

ジェ ク ト を含む物理デ ィ ス ク全体が
複製されます。 しかし、 UNIX でボ

リ ューム マネージ ャ を使用する と

きは、 バッ ク ア ッ プ オブジ ェ ク ト

を含むボ リ ューム / デ ィ ス ク  グルー

プ全体が複製されます。
スナップシ ョ ッ ト、 スナップシ ョ ッ
ト作成、 スプリ ッ ト  ミ ラー、 およ

びスプリ ッ ト  ミ ラーの作成も参照。

複製セッ ト
(ZDB 固有の用語 )
同じバッ ク ア ッ プ仕様を使って作成
される複製のグループ。
複製および複製セッ ト  ローテー
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シ ョ ンも参照。

複製セッ ト  ローテーシ ョ ン

(ZDB 固有の用語 )
通常のバッ ク ア ッ プ作成のために継
続的に複製セ ッ ト を使用する こ と。
複製セ ッ ト の使用を必要 とする同一
のバ ッ ク ア ッ プ仕様が実行される た
びに、 新規の複製がセ ッ ト の 大数
にな る まで作成され、 セ ッ ト に追加
されます。 その後、 セ ッ ト 内の も
古い複製は置き換え られ、 セ ッ ト 内
の複製の 大数が維持されます。
複製および複製セッ ト も参照。

物理デバイス
ド ラ イブまたはよ り 複雑な装置 ( ラ

イブラ リ など ) を格納する物理装

置。

プライベート  インフォ メーシ ョ ン 
ストア
(Microsoft Exchange Server 5.5 固有の

用語 )
ユーザー メ ールボ ッ ク スの中に情

報を保存する イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン  
ス ト アの一部。 1 つの メ ールボ ッ ク

ス  ス ト アは、 1 つのバイナ リ  リ ッ チ

テキス ト .edb フ ァ イルから構成さ

れます。

プライマリ  ボリューム (P-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
CA 構成および BC 構成用プラ イマ
リ  ボ リ ューム  (P-VOL) と し ての役

割を果たす複数の標準 HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV で

す。 P-VOL は MCU 内に配置されて

います。
セカンダリ  ボリューム (S-VOL) も
参照。

フリー プール

フ リ ー プールは、 メ デ ィ ア プール

内のすべての メ デ ィ アが使用中に
なっている場合に メ デ ィ アの ソース
と し て補助的に使用でき るプールで
す。 ただし、 メ デ ィ ア プールでフ

リ ー プールを使用するには、 明示

的にフ リ ー プールを使用する よ う

に構成する必要があ り ます。 

フル データベース バックアップ

後に ( フルまたは増分 ) バッ ク

ア ッ プし た後に変更されたデータだ
けではな く 、 データベース内のすべ
てのデータのバッ ク ア ッ プ。 フル 
データベース  バッ ク ア ッ プは、 他

のバ ッ ク ア ッ プに依存し ません。

フル バックアップ

フル バ ッ ク ア ッ プでは、 近変更

されたかど う かに関係な く 、 選択さ
れたオブジ ェ ク ト をすべてバッ ク
ア ッ プし ます。
バックアップの種類も参照。
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フル メールボックス バックアップ

フル メ ールボ ッ ク ス  バ ッ ク ア ッ プ

では、 メ ールボ ッ ク ス全体の内容を
バッ ク ア ッ プし ます。

分散ファイルシステム (DFS)
複数のフ ァ イル共有を単一の名前空
間に接続するサービ ス。 対象 と なる
フ ァ イル共有は、 同じ コ ンピ ュータ
に置かれていて も、 異な る コ ン
ピ ュータに置かれていて もかまいま
せん。 DFS は、 リ ソースの保存場所

の違いに関係な く ク ラ イ アン ト が リ
ソースにア ク セスでき る よ う にし ま
す。

ペア ステータス

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
ミ ラー化されたデ ィ ス ク のペアは、
そのペア上で実行される ア ク シ ョ ン
によ って、 様々なステータ ス値を持
ちます。 も重要なステータ ス値は
以下の 3 つです。

• コ ピー - ミ ラー化されたペアは、

現在再同期中。 データは一方の
デ ィ ス ク から も う 一方のデ ィ ス
ク に転送されます。 2 つのデ ィ

ス ク のデータは同じではあ り ま
せん。

• ペア - ミ ラー化されたペアは、

完全に同期されてお り 、 両方の
デ ィ ス ク  ( プラ イマ リ  ボ リ ュー
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ム と ミ ラー ボ リ ューム ) は全 く

同じデータ を持ちます。

• 中断 - ミ ラー化されたデ ィ ス ク

間の リ ン クは中断されています。
両方のデ ィ ス ク が別々にア ク セ
ス され、 更新されています。 た
だし、 ミ ラー関係はまだ保持さ
れてお り 、 このペアは、 デ ィ ス
ク全体を転送する こ と な く 、 再
同期する こ と ができ ます。

並列処理 ( 数 )
オン ラ イ ン  データベースから複数

のデータ  ス ト リ ームを読み取る こ

と 。

並行復元
1 つの Media Agent からデータ を受

信する Disk Agent を複数実行し て、

バッ ク ア ッ プ データ を複数のデ ィ

ス ク に同時に ( 並行し て ) 復元する

こ と。 並行復元を行 う には、 複数の
デ ィ ス ク または論理ボ リ ュームに置
かれているデータ を選択し、 同時処
理数を 2 以上に設定し てバッ ク ア ッ

プを開始し、 異な るオブジェ ク ト の
データ を同じデバイ スに送信する必
要があ り ます。 並行復元中には、 復
元対象と し て選択し た複数のオブ
ジェ ク ト が メ デ ィ アから同時に読み
取られるので、 パフ ォーマン スが向
上し ます。

保護
データ保護およびカタログ保護を参
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照。

ホスト  システム

Data Protector Disk Agent がイ ン ス

ト ールされてお り 、 デ ィ ス ク  デ リ

バ リ ーによ る障害復旧に使用される
稼動中の Data Protector ク ラ イ アン

ト 。

ホスト  バックアップ

ディスク検出によるクライアン ト  
バックアップを参照。

ボリューム グループ

LVM システムにおけるデータ  ス ト

レージ単位。 ボ リ ューム  グループ

は、 1 つまたは複数の物理ボ リ ュー

ムから作成でき ます。 同じ システム
上に複数のボ リ ューム グループを

置 く こ と ができ ます。

ボリューム マウン トポイン ト

(Windows 固有の用語 )
ボ リ ューム上の空のデ ィ レ ク ト リ を
他のボ リ ュームのマウ ン ト に使用で
き る よ う に構成し た もの。 ボ リ ュー
ム マウ ン ト  ポ イ ン ト は、 ターゲ ッ

ト  ボ リ ュームへのゲー ト ウ ェ イ と

し て機能し ます。 リ ュームがマウ ン
ト されていれば、 ユーザーやアプ リ
ケーシ ョ ンがそのボ リ ューム上の
データ を フル ( マージ ) フ ァ イルシ

ステム  パスで参照でき ます ( 両方の

ボ リ ュームが一体化されている場合
)。
マージ
復元中のフ ァ イル名競合を解決する
モー ド の 1 つ。 復元する フ ァ イル と

同じ名前のフ ァ イルが復元先に存在
する場合、 変更日時の新しい方が維
持されます。 既存のフ ァ イル と名前
が重複し ないフ ァ イルは、 常に復元
されます。
上書きも参照。

マウン ト  ポイン ト

デ ィ レ ク ト リ 構造内において、 デ ィ
ス ク または論理ボ リ ュームにア ク セ
スする ためのア ク セス  ポ イ ン ト  
(/optや d: など )。 UNIX では、

bdf コマン ド または df コマン ド を

使ってマウ ン ト  ポ イ ン ト を表示で

き ます。

マウン ト要求
マウ ン ト 要求時には、 デバイ スに メ
デ ィ アを挿入する よ う に促す画面が
表示されます。 必要な メ デ ィ アを挿
入し て確認する こ と でマウ ン ト 要求
に応答する と 、 セ ッ シ ョ ンが続行さ
れます。

マジック  パケッ ト

Wake ONLAN を参照。

マルチド ライブ サーバ

単一システム上で Media Agent を無

制限に使用でき る ラ イセン ス。 この
ラ イセン スは、 Cell Manager の IP ア
ド レ スにバイ ン ド されてお り 、 新し
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いバージ ョ ンでは廃止されま し た。

ミ ラー
(EMC Symmetrix および HP 
StorageWorks Disk Array XP 固有の用

語 )
ターゲッ ト  ボリュームを参照。

ミ ラー ローテーシ ョ ン

(HP StorageWorks Disk Array XP 固有

の用語 )
複製セッ ト  ローテーシ ョ ンを参照。 

無人操作 (lights-out operation または

unattended operation)
オペレータの介在な しで、 通常の営
業時間外に実行されるバ ッ ク ア ッ プ
操作または復元操作。 オペレータが
手動で操作する こ と な く 、 バッ ク
ア ッ プ アプ リ ケーシ ョ ンやサービ

スのマウ ン ト 要求などが自動的に処
理されます。

無人操作 (unattended operation)
無人操作 (lights-out operation) を参

照。

メールボックス
(Microsoft Exchange Server 固有の用

語 )
電子 メ ールが配信される場所。 管理
者がユーザーご と に設定し ます。 電
子 メ ールの配信場所 と し て複数の個
人用フ ォルダが指定されている場合
は、 メ ールボ ッ ク スから個人用フ ォ
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ルダに電子 メ ールがルーテ ィ ング さ
れます。

メールボックス ストア
(Microsoft Exchange Server 2000/2003
固有の用語 )
イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン  ス ト アの う ち、

ユーザー メ ールボ ッ ク ス内の情報

を維持する部分。 メ ールボ ッ ク ス  
ス ト アは、 バイナ リ  データ を格納

する リ ッ チテキス ト .edb フ ァ イル

と 、 ス ト リ ー ミ ング ネイ テ ィ ブ イ
ン ターネ ッ ト  コ ンテンツを格納す

る .stm フ ァ イルから な り ます。 

メディア ID
Data Protector が メ デ ィ アに割 り 当て

る一意な識別子。 

メディア セッ ト

バッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ンでは、 メ

デ ィ ア セ ッ ト と 呼ばれる メ デ ィ ア

のグループにデータ をバ ッ ク ア ッ プ
し ます。 メ デ ィ アの使用法によ って
は、 複数のセ ッ シ ョ ンで同じ メ デ ィ
アを共有でき ます。 

メディア プール

同じ種類の メ デ ィ ア (DDS) などの

セ ッ ト 。 グループ と し て追跡されま
す。 フ ォーマ ッ ト し た メ デ ィ アは、
メ デ ィ ア プールに割 り 当て られま

す。
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メディア ラベル

メ デ ィ アに割 り 当て られるユーザー
定義の識別子。 

メディア管理セッシ ョ ン
初期化、 内容のスキ ャ ン、 メ デ ィ ア
上のデータの確認、 メ デ ィ アのコ
ピーなどのア ク シ ョ ンを メ デ ィ アに
対し て実行するセ ッ シ ョ ン。

メディア集中管理データベース 
(CMMDB)
CMMDB を参照。

メディア状態要素
使用回数のし きい値 と上書きのし き
い値。 メ デ ィ アの状態の判定基準と
な り ます。 

メディアの位置
バッ ク ア ッ プ メ デ ィ アが物理的に

収納されている場所を示すユーザー
定義の識別子。 "building 4" や 
"off-site storage" のよ う な文字列で

す。

メディアのインポート
メ デ ィ アに書き込まれているバ ッ ク
ア ッ プ セ ッ シ ョ ン データ をすべて

再読み込みし て、 IDB に取 り 込むプ

ロセス。 これによ り 、 メ デ ィ ア上の
データにすばや く 、 簡単にア ク セス
でき る よ う にな り ます。
メディアのエクスポート も参照。
メディアのエクスポート
メ デ ィ アに格納されているすべての
バッ ク ア ッ プ セ ッ シ ョ ン情報 ( シス

テム、 オブジェ ク ト 、 フ ァ イル名な
ど ) を IDB から削除するプロ セス。

メ デ ィ ア自体に関する情報や メ デ ィ
ア と プールの関係に関する情報も  
IDB から削除されます。 メ デ ィ ア上

のデータは影響されません。
メディアのインポート も参照。

メディアの種類
メ デ ィ アの物理的な種類 (DDS や

DLT など )。 

メディアの状態
メ デ ィ ア状態要素から求められる メ
デ ィ アの品質。 テープ メ デ ィ アの

使用頻度が高 く 、 使用時間が長けれ
ば、 読み書きエ ラーの発生率が高 く
な り ます。 状態が [ 不良 ] になった

メ デ ィ アは交換する必要があ り ま
す。

メディアの使用法
こ こ では、 メ デ ィ アの使用法 と し
て、 以下のオプシ ョ ンのいずれかを
選択し ます。 メ デ ィ アの使用法は、
[追加可能 ]、 [追加不可能 ]、 [増

分のみ追加可能 ] のいずれかに設定

でき ます。

メディアのボールティ ング
メ デ ィ アを安全な別の場所に収納す
る こ と。 メ デ ィ アが復元に必要に
なった場合や、 今後のバ ッ ク ア ッ プ
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に メ デ ィ アを再使用する場合は、 メ
デ ィ アをデータ  セン ターに戻し ま

す。 ボールテ ィ ング手順は、 会社の
バッ ク ア ッ プ戦略やデータ保護 / 信

頼性ポ リ シーに依存し ます。

メディアの割り当て方針
メ デ ィ アをバ ッ ク ア ッ プに使用する
順序を決定し ます。 [Strict] メ デ ィ ア

割 り 当てポ リ シーでは、 特定の メ
デ ィ アに限定されます。 [Loose] ポ
リ シーでは、 任意の適切な メ デ ィ ア
を使用でき ます。 [ フ ォーマ ッ ト さ

れていない メ デ ィ アを先に割 り 当て
る ] ポ リ シーでは、 ラ イブラ リ 内に

利用可能な非保護 メ デ ィ アがあ る場
合で も、 不明な メ デ ィ アが優先され
ます。 

元のシステム
あ る システムに障害が発生する前に
Data Protector によ ってバ ッ ク ア ッ プ

されたシステム構成データ。 

ユーザー アカウン ト

Data Protector を使用するには、 Data 
Protector のユーザー アカ ウ ン ト が必

要です。 Data Protector のユーザー 
アカ ウ ン ト は、 Data Protector やバッ

ク ア ッ プされたデータに対する無断
ア ク セス を制限し ます。 Data 
Protector 管理者が このアカ ウ ン ト を

作成する と きには、 ユーザー ロ グ

オン名、 ユーザーのロ グオン元 と し
て有効なシステム、 および Data 
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バーシ ッ プを指定し ます。 ユーザー
が Data Protector のユーザー イ ン タ

フ ェース を起動するか、 または特定
のタ ス ク を実行する と きには、 この
アカ ウ ン ト が必ずチェ ッ ク されま
す。

ユーザー グループ

各 Data Protector ユーザーは、 ユー

ザー グループの メ ンバーです。 各

ユーザー グループには 1 式のユー

ザー権限があ り 、 それらの権限が
ユーザー グループ内のすべての

ユーザーに付与されます。 ユーザー
権限を関連付け るユーザー グルー

プの数は、 必要に応じ て定義でき ま
す。 Data Protector には、 admin、

operator、 user の 3 つのデフ ォル ト  
ユーザー グループがあ り ます。

ユーザー ディスク割り当て

NTFS の ク ォータ管理サポー ト によ

り 、 追跡システムが強化されてお
り 、 共有ス ト レージ ボ リ ュームの

デ ィ ス ク  スペースの使用量を制御

でき ます。 Data Protector では、 シス

テム全体 とすべての構成済みユー
ザーを対象にユーザー デ ィ ス ク  
ク ォータ を同時にバッ ク ア ッ プし ま
す。

ユーザー プロファイル

(Windows 固有の用語 )
ユーザー別に維持される構成情報。
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この情報には、 デス ク ト ッ プ設定、
画面表示色、 ネ ッ ト ワーク接続など
が含まれます。 ユーザーがロ グオン
する と 、 そのユーザーのプロ フ ァ イ
ルがロード され、 Windows 環境がそ

れに応じ て設定されます。

ユーザー権限
特定の Data Protector タ ス ク の実行

に必要なパー ミ ッ シ ョ ンをユーザー
権限またはア ク セス権限 と呼びま
す。 主なユーザー権限には、 バ ッ ク
ア ッ プの構成、 バ ッ ク ア ッ プ セ ッ

シ ョ ンの開始、 復元セ ッ シ ョ ンの開
始などがあ り ます。 ユーザーには、
そのユーザーの所属先ユーザー グ
ループに関連付け られている ア ク セ
ス権限が割 り 当て られます。

ライセンス集中管理
Data Protector では、 複数のセルから

な るエン タープラ イ ズ環境全体にわ
たって ラ イセン スの集中管理を構成
でき ます。 すべての Data Protector
ラ イセン スは、 エン タープラ イ ズ
Cell Manager システム上にイ ン ス

ト ールされます。 ラ イセン スは、 実
際のニーズに応じ てエン タープラ イ
ズ Cell Manager システムから特定の

セルに割 り 当て る こ と ができ ます。
MoM も参照。

ライター
(MS VSS 固有の用語 )
オ リ ジナル ボ リ ューム上のデータ

の変更を開始するプロセス。 主に、
永続的なデータ をボ リ ューム上に書
き込むアプ リ ケーシ ョ ン またはシス
テム  サービ スがラ イ ター と な り ま

す。 ラ イ ターは、 シ ャ ド ウ  コ ピー

の同期化プロセスにも参加し、 デー
タの整合性を保証し ます。

ライブラリ
オー ト チェ ンジ ャー、 ジ ューク ボ ッ
ク ス、 オー ト ローダ、 またはエ ク ス
チェ ンジ ャ と も呼ばれます。 ラ イブ
ラ リ には、 複数のレポジ ト リ  ス
ロ ッ ト があ り 、 それらに メ デ ィ アが
格納されます。 各ス ロ ッ ト が メ デ ィ
ア (DDS/DAT など ) を 1 つずつ格納

し ます。 ス ロ ッ ト / ド ラ イブ間での

メ デ ィ アの移動は、 ロ ボ ッ ト 機構に
よ って制御され、 メ デ ィ アへのラ ン
ダム  ア ク セスが可能です。 ラ イブ

ラ リ には、 複数の ド ラ イブを格納で
き ます。

リカバリ  カタログ

(Oracle 固有の用語 )
Recovery Manager が Oracle データ

ベースについての情報を格納する た
めに使用する Oracle の表 と ビ ューの

セ ッ ト 。 この情報は、 Recovery 
Manager が Oracle データベースの

バッ ク ア ッ プ、 復元、 および復旧を
管理するために使用されます。 リ カ
バ リ  カ タ ロ グには、 以下の情報が

含まれます。
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• Oracle ターゲ ッ ト  データベース

の物理ス キーマ

• データ  フ ァ イルおよび archivelog
バッ ク ア ッ プ セ ッ ト

• データ  フ ァ イルのコ ピー

• アーカ イブ REDO ロ グ

• ス ト ア ド  ス ク リ プ ト

リカバリ  カタログ データベース

(Oracle 固有の用語 )
リ カバ リ  カ タ ロ グ スキーマを格納

する Oracle データベース。 リ カバ リ  
カ タ ロ グはターゲ ッ ト  データベー

スに保存し ないで く ださい。

リカバリ  カタログ データベースへ

のログイン情報
(Oracle 固有の用語 )
リ カバ リ  カ タ ロ グ データベース  
(Oracle) へのロ グ イ ン情報の形式は

<user_name>/<password>@<serv

ice> で、 ユーザー名、 パス ワード 、

サービ ス名の説明は、 Oracle ター

ゲ ッ ト  データベースへの Oracle 
SQL*Net V2 ロ グ イ ン情報 と 同じで

す。 ただし、 この場合の
<service> は Oracle ターゲ ッ ト  
データベースではな く 、 リ カバ リ  
カ タ ロ グ データベースに対する

サービ ス名 と な り ます。 
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こ こ で指定する Oracle ユーザーは、

Oracle の リ カバ リ  カ タ ロ グのオー

ナー ( 所有者 ) でなければな ら ない

こ と に注意し て く ださい。

リサイクル
メ デ ィ ア上のすべてのバ ッ ク ア ッ プ 
データのデータ保護を解除し て、 以
降のバッ ク ア ッ プで上書きでき る よ
う にするプロセス。 同じセ ッ シ ョ ン
に所属し ているデータの う ち、 他の
メ デ ィ アに置かれているデータ も保
護解除されます。 リ サイ クルを行っ
て も、 メ デ ィ ア上のデータ自体は変
更されません。

リムーバブル記憶域の管理データ
ベース
(Windows 固有の用語 )
Windows サービ スの 1 つ。 リ ムー

バブル メ デ ィ ア ( テープやデ ィ ス

ク など ) と記憶デバイ ス  ( ラ イブラ

リ ) の管理に使用されます。 リ ムー

バブル記憶域によ り 、 複数のアプ
リ ケーシ ョ ンが同じ メ デ ィ ア リ

ソース を共有でき ます。

ローカル復旧と リモート復旧
リ モー ト 復旧は、 SRD フ ァ イルで指

定されている Media Agent ホ ス ト が

すべてア ク セス可能な場合にのみ実
行されます。 いずれかのホ ス ト がア
ク セス不能になっている と 、 障害復
旧プロセスがローカル モー ド に

フ ェールオーバーされます。 これ
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は、 ターゲ ッ ト  システムにローカ

ル接続し ているデバイ スが検索され
る こ と を意味し ます。 デバイ スが 1
台しか見つから ない場合は、 そのデ
バイ スが自動的に使用されます。 複
数のデバイ スが見つかった場合は、
デバイ スが選択でき るプロ ンプ ト が
表示され、 ユーザーが選択し たデバ
イ スが復元に使用されます。 

ロギング レベル

ロ ギング レベルは、 バッ ク ア ッ プ

またはオブジェ ク ト のコ ピー時に
フ ァ イル とデ ィ レ ク ト リ に関する情
報を どの程度まで詳細に IDB に記

録するかを示し ます。 バ ッ ク ア ッ プ
時のロ ギング レベルに関係な く 、

データの復元は常に可能です。 Data 
Protector には、 [ すべて ロ グに記録

]、 [ デ ィ レ ク ト リ ・ レベルまでロ グ

に記録 ]、 [ フ ァ イル ・ レベルまでロ

グに記録 ]、 および [ ロ グな し ] の 4
つのロ ギング レベルがあ り ます。

ロ ギング レベルの設定によ って、

IDB のサイ ズ増加、 バ ッ ク ア ッ プ速

度、 復元対象データのブラ ウズ しや
すさ が影響を受けます。

ログイン ID
(MS SQL Server 固有の用語 )
ユーザーが Microsoft SQL Server に

ロ グオンする ための名前。 Microsoft 
SQL Server の syslogin システム テー

ブル内のエン ト リ に対応する ロ グ イ
ン ID が有効な ロ グ イ ン  ID と な り ま

す。

ロッ ク名
別のデバイ ス名を使 う こ と で同じ物
理デバイ ス を違 う 特性で何度も構成
する こ と ができ ます。 

そのよ う なデバイ ス  ( デバイ ス名 ) 
が複数同時に使用された場合に重複
を防ぐ目的で、 デバイ ス構成を ロ ッ
クする ためにロ ッ ク名が使用されま
す。 ロ ッ ク名はユーザーが指定する
文字列です。 同一の物理デバイ ス を
使用するデバイ ス定義には、 すべて
同じ ロ ッ ク名を使用し ます。

論理ログ ファイル

論理ロ グ フ ァ イルは、 変更された

データがデ ィ ス ク にフ ラ ッ シ ュ され
る前に書き込まれる フ ァ イルです。
オン ラ イ ン  データベース  バ ッ ク

ア ッ プの場合に使用されます。 障害
発生時には、 これらの論理ロ グ 
フ ァ イルを使用する こ と で、 コ ミ ッ
ト 済みの ト ラ ンザク シ ョ ンをすべて
ロールフ ォ ワード する と と もに、 コ
ミ ッ ト されていない ト ラ ンザク シ ョ
ンを ロールバッ クする こ と ができ ま
す。

ワイルドカード文字
1 文字または複数文字を表すために

使用でき る キーボード文字。 た と え
ば、 通常、 アス タ リ ス ク  (*) は 1 文

字以上の文字を表し、 疑問符 (?) は
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1 文字を示し ます。 ワ イル ド カード

文字は、 名前によ り 複数のフ ァ イル
を指定するための手段 と し てオペ
レーテ ィ ング システムで頻繁に使

用されます。
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A
Active Directory の復元 , 380
ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ

構成 , 35
Application Response Measurement, 805
ARM 統合ソ フ ト ウ ェア , 805
ASCII レポー ト 形式 , 431
ASR, 592

B
BDACC

環境変数 , 327

C
CDB, 751
Cell Manager

(MC/ServiceGuard 上の ), 785
IDB の移動 , 522
Microsoft Cluster Server, 774
ア ク セスでき ない場合 , 743
イ ン ス ト ール、 ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ ,

741
概念 , 3
構成、 MC/ServiceGuard, 785
手動によ る障害復旧、 UNIX, 632
手動によ る障害復旧、 Windows, 600
チェ ッ ク , 759
パッ ケージの構成、 MC/ServiceGuard, 791
ワ ンボタ ン障害復旧、 Window, 583

Certificate サービ スの復元 , 381
CLI。 コマン ド行イ ン タ フ ェース を参照
CLI フ ァ イル ・ ラ イブラ リ , 133
CMMDB

メ デ ィ ア集中管理データベース を参照
CONFIGURATION

Windows, 233
Windows の復元 , 376
バッ ク ア ッ プ , 233, 235

CRC チェ ッ ク

デバイ スのバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 318
CRS デバッ グ

MC/ServiceGuard 環境での～ , 690
MS ク ラ ス ター環境での～ , 689
UNIX の場合 , 689
Windows の場合 , 689

D
DailyMaintenanceTime グ ローバル ・ オプシ ョ ン ,
646
Data Protector Java プロ グ ラ ム

Web サーバへの～のコ ピー , 458
Data Protector 内部データベース

IDB を参照
Data Protector におけ る ポー ト の使用法、 フ ァ イ
ア ウ ォール環境 , 660

例 , 664
Data Protector のチェ ッ ク / 保守機能によ り スケ
ジュール設定および開始される通知 , 446

[IDB のスペース不足 ], 450
[IDB の削除必要 ], 449
[IDB テーブル ・ スペースのスペース不足 ],

450
[ ユーザー ・ チェ ッ クの失敗 ], 451
[ 健全性チェ ッ クの失敗 ], 451
[ セ ッ シ ョ ンの完了 ], 452
セ ッ シ ョ ンの起動 , 451

Data Source Integration, 803
DATALIST、 定義 , 323
DCDirAllocation グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 646
debug.log, 682
DHCP サーバ

CONFIGURATION, 234
バッ ク ア ッ プ , 238
復元 , 383

Disk Agent
概念 , 3
デバ イ ス ・ ス ト リ ー ミ ング と 同時処理数 ,

101
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バッ フ ァ ・ サイ ズ , 104
DMZ 内の CM、 MA、 DA, 670
DMZ 内の DA, 667
DMZ 内の DA と MA, 664
DMZ 内の OB2BAR と MA, 673
DNS

ト ラブルシューテ ィ ング , 732
DNSServerDatabase, 234
DNS サーバ

バッ ク ア ッ プ , 238
復元 , 383

DNS サーバの復元 , 383
DR OS, 548
DSI 統合

構成 , 803

E
END_USER_ARCHIVE, 287
EventLog

CONFIGURATION, 233

F
FileReplicationService, 234

G
GUI。 グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース
を参照
GUI によ る～へのア ク セス

イベン ト ・ ロ グ , 461

H
HOSTS フ ァ イルの名称解決に関する問題 , 706
HTML レポー ト 形式 , 431

I
IDB

fnames.dat フ ァ イル , 518
obrindex.dat フ ァ イル , 537–539
Windows レジス ト リ のバッ ク ア ッ プ , 237

アーキテ クチャ , 490
移動 , 522
回復フ ァ イル , 501
カ タ ロ グ保護 , 495
完全回復 , 534
管理 , 489
概要 , 489
構成 , 494
サイ ズ増加 , 494, 496
サイ ズ増加、 軽減 , 513
サイ ズの拡大 , 517
サイ ズの縮小 , 514
サイ ズのチェ ッ ク , 520
自動チェ ッ クの無効化 , 507
通知 , 507, 508
デ ィ ス ク ・ スペース , 495, 503
デ ィ レ ク ト リ 、 位置 , 497
ト ラブルシューテ ィ ング , 745
破損 , 527
破損し た～ , 531, 532, 534
バッ ク ア ッ プ , 505
バッ ク ア ッ プの構成 , 505
パー ト , 490
復元 , 524
復旧 , 496, 527
古 く なったフ ァ イル名の削除 , 517
保守 , 510
問題 , 510, 512
レポー ト , 423
レポー ト の種類 , 507
ロ グ ・ レベル , 495

IDB サイ ズ
拡大 , 517
サイ ズの縮小 , 514
チェ ッ ク , 520

[IDB テーブル・ スペースのスペース不足 ] 通知 ,
450
IDB デ ィ レ ク ト リ

位置 , 497
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位置変更 , 499
推奨位置 , 499

IDB の構成
回復フ ァ イル、 コ ピー作成 , 501
カ タ ロ グ保護 , 495
堅牢性に関する考慮事項 , 497
サイ ズ増加要因 , 494, 496
通知 , 507
手順 , 494
デ ィ ス ク ・ スペース、 割 り 当て , 494, 495
デ ィ レ ク ト リ 、 位置 , 497
バッ ク ア ッ プ仕様 , 505
復旧の準備 , 496
レポー ト , 507
ロ グ ・ レベル , 495

[IDB の削除必要 ] 通知 , 449
[IDB のスペース不足 ] 通知 , 450
IDB の整合性

手動によ るチェ ッ ク , 521
自動チェ ッ ク の無効化 , 507

IDB の ト ラ ブルシューテ ィ ング
HP-UX 上での メ モ リ 割 り 当て , 753
MMDB と CDB の非同期 , 751
アプ リ ケーシ ョ ンの復元セ ッ シ ョ ン , 732
一時デ ィ レ ク ト リ が見つから ない , 748
イ ンポー ト の問題 , 749
性能に関する問題 , 751
データ ・ フ ァ イルが見つから ない , 747
バッ ク ア ッ プの問題 , 749
フ ァ イル名がロ グに記録されない , 745
ユーザー・イ ン タ フ ェースの実行、問題 , 746
ラ イブラ リ ( 実行可能フ ァ イル ) が見つから

ない , 746
IDB の復旧

DC デ ィ レ ク ト リ 、 作成、 位置変更 , 502
obrindex.dat フ ァ イル , 537, 539
回復フ ァ イル、 コ ピー作成 , 501
堅牢性に関する考慮事項 , 497
準備 , 496

全体 , 534
デ ィ レ ク ト リ 、 位置 , 497
デ ィ レ ク ト リ の位置変更 , 499
破損し た （失われた） DC バイナ リ ・ フ ァ イ

ル , 531
破損し たフ ァ イル名テーブルスペース , 532
別のデ ィ ス ク ・ レ イ アウ ト に～ , 540
方法 , 529

IDB を ト ラブルシューテ ィ ングする
フ ァ イル名がロ グに記録されない , 745

inet.log, 682
Inet サービ ス

ユーザー ・ アカ ウ ン ト の設定 , 248
INET デバッ グ

Unix の場合 , 688
Windows の場合 , 688

informix.log, 683
InitOnLoosePolicy グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 645
IS_install.log, 682

L
libtab フ ァ イル

構成、 手動 , 66
例 , 67

loose メ デ ィ ア割 り 当てポ リ シー , 159

M
Manager-of-Managers

CMMDB の構成 , 473
MoM Manager の設定 , 467
MoM 管理者の追加 , 468
概要 , 465
ク ラ イ アン ト の移動 , 483
構成 , 466
構成の配布 , 483
作業 , 482
セルのイ ンポー ト , 468
複数セルのモニター , 416
ユーザーの構成 , 484
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ラ イセン ス集中管理 , 477
ラ イセン ス集中管理の非ア ク テ ィ ブ化 , 481
ラ イセン スの移動 , 480

ManageX の統合 , 807
構成 , 807

MaxBSession グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 645
MaxMAperSM グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 645
MC/ServiceGuard

Cell Manager, 785
Cell Manager パッ ケージ , 791
SAN 内 , 68
ク ラ イ アン ト , 795
ク ラ ス ターの概念 , 769
統合 , 784
バッ ク ア ッ プ , 797
ラ イセン ス管理 , 784

MC/SG。 MC/ServiceGuard を参照
Media Agent、 概念 , 3
media.log, 682
MediaView グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 645
Microsoft Cluster Server

Cell Manager, 774
イ ン ス ト ール , 774
ク ラ イ アン ト , 774
ク ラ ス ターの概念 , 769
統合 , 769, 773
バッ ク ア ッ プ , 775
ラ イセン ス管理 , 773

Microsoft Exchange プロ フ ァ イル
新規作成 , 453

Microsoft 管理コ ン ソール , 13
MMC。 Microsoft 管理コ ン ソールを参照
MMDB, 751
MODE、 定義 , 323
MoM。 Manager-of-Managers を参照
MSCS。 Microsoft Cluster Server を参照

N
NDMP

omnirc 変数 , 84
NDS/eDirectory

オブジェ ク ト の追加 , 259
バッ ク ア ッ プ , 259

NDS/eDirectory オブジェ ク ト
復元 , 387

NDS/eDirectory オブジェ ク ト の復元 , 387
NDS/eDirectory スキーマ

復元 , 387
NetWare

フ ァ イルシステムの復元 , 384
NetWare 圧縮フ ァ イルの展開

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 316
NFS (Network Filesystem)

デ ィ ス クのバッ ク ア ッ プ , 223
Novell NDS/eDirectory

復元 , 386
Novell NetWare

NDS/eDirectory オブジェ ク ト の追加 , 259
NDS/eDirectory のバッ ク ア ッ プ , 259
NDS/eDirectory の復元 , 386
バッ ク ア ッ プ , 254
フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ , 254
フ ァ イルシステムの復元 , 384

Novell NetWare Cluster サービ ス
統合 , 801

NTFS 5.0 フ ァ イルシステム , 229
NTFS ハード リ ン ク を検出

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 312

O
OB2_Upgrade.log, 683
OB2BLKPADDING omnirc 変数 , 648
OB2CHECKCHANGETIME omnirc 変数 , 648
OB2DEVSLEEP omnirc 変数 , 648
OB2ENCODE omnirc 変数 , 648
Ob2EventLog.txt, 682
OB2INCRDIFFTIME omnirc 変数 , 648
OB2OEXECOFF omnirc 変数 , 648, 649
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OB2PORTRANGE omnirc 変数 , 649, 657
OB2PORTRANGESPEC omnirc 変数 , 649, 658
OB2RECONNECT_ACK omnirc 変数 , 648
OB2RECONNECT_RETRY omnirc 変数 , 648
OB2SANCONFSCSITIMEOUT omnirc 変数 , 84
OB2SHMEM_IPCGLOBAL omnirc 変数 , 649
OB2VXDIRECT omnirc 変数 , 649
omniclus, 780
omnidlc コマン ド , 680, 691

概要 , 691
構文 , 693
制限事項 , 692
例 , 696

omnidownload, 133
omnirc オプシ ョ ン

概要 , 647
使用法 , 647
変数 , 648

omnirc オプシ ョ ン ・ フ ァ イル , 647
omnirc 変数、 NDMP, 84
omnirpt

～を使用し たレポー ト の作成 , 442
omniSRDupdate

実行後ス ク リ プ ト , 554
ス タ ン ド ア ロ ン , 554

OmniStorage、 復元 , 371
omnisv.log, 682
omniupload, 133
OpenVMS

バッ ク ア ッ プ , 262
バッ ク ア ッ プの制限事項 , 263
フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ , 262
フ ァ イルシステムの復元 , 388
復元に関する制限事項 , 388

oracle8.log, 683
OS パーテ ィ シ ョ ン

拡張障害復旧 , 572
デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧 , 568

OWNER、 定義 , 323

P
POSIX ハー ド リ ン ク を フ ァ イ ル と し てバ ッ ク
ア ッ プ

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 311
PREVIEW、 定義 , 323
purge.log, 682

Q
QuotaInformation, 234

R
raw デ ィ ス ク , 225, 250

UNIX のバッ ク ア ッ プ , 225
Windows のバッ ク ア ッ プ , 250
セ ク シ ョ ン , 225
復元 , 368

RDS.log, 683
RemovableStorageManagementDatabase, 234
RESTARTED、 定義 , 323

S
SAN, 54

FC-AL および LIP, 56
MC/ServiceGuard, 68
MC/SG の構成 , 69
sanconf コマン ド によ る構成の簡略化 , 61
概念 , 54
ク ラ ス ター内でのラ イブラ リ ・ロボテ ィ ク ス

の構成 , 62
構成の概要 , 58
構成の目的 , 58
構成方法 , 60
デバイ スの自動構成 , 60
複数システム と複数デバイ スの接続、図 , 55
ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク スの手動構成 , 62
ラ イブラ リ の自動構成、 sanconf コマン ド

によ る , 72
sanconf.log フ ァ イル , 683
sanconf コマン ド , 72
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sap.log, 683
Scoping ペイ ン , 10
SCSI ID

ラ イブラ リ • デバイ ス , 26
SCSI ラ イブラ リ ・ デバイ ス

SCSI ア ド レ ス , 26
SCSI ア ド レ ス , 26
SERVER_DR, 287
ServiceGuard。 MC/ServiceGuard を参照
SESSIONID、 定義 , 323
SESSIONKEY、 定義 , 323
shadow copy を使用

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 316
[Shadow Copy を使用 ] ( オブジェ ク ト 固有オプ
シ ョ ン ), 316
Single Instance Storage (SIS), 229, 231
sm.log, 683
SMEXIT、 定義 , 324
SNMP ト ラ ッ プ

ア ク セス方法 , 808
構成、 Windows, 435, 454

SNMP によ る送信
通知 , 454
レポー ト , 435
レポー ト の構成 , 435

SNMP ト ラ ッ プ
形式 , 810

[SRD フ ァ イルの更新 ] ウ ィ ザード , 554
Storage Area Network。 SAN を参照
StorageTek ACS ラ イブラ リ

構成 , 35
strict メデ ィ ア割 り 当てポ リ シー , 159
sybase.log, 683
SystemRecoveryData

CONFIGURATION, 233

T
TCP/IP 設定、 チェ ッ ク , 706
TSANDS.CFG, 260

U
UNIX

NFS のバッ ク ア ッ プ , 223
root ユーザー , 144
VxFS スナッ プシ ョ ッ ト , A-3
実行前 / 実行後コマン ド , 328
通常のフ ァ イルの復元 , 371
デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ 、 ク ラ イ ア ン ト ・

バッ ク ア ッ プ , 221
デ ィ ス ク ・ イ メージの復元 (raw デ ィ ス ク ),

368
フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ , 219

UNIX Cell Manager
手動によ る障害復旧 , 632
復旧手順 , 632

UNIX ク ラ イ アン ト
デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧 , 626

upgrade.log, 683
USER_FILES, 287

V
Veritas Cluster

ク ラ イ アン ト , 799, 801
統合 , 799

VOLSER
手動によ る追加 , 202
削除 , 203

Volume Shadow Copy サービ ス (VSS), 230
VSS

Volume Shadow Copy サービ ス (VSS) を参照
, 230

VSS フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ , 230
VxFS

スナッ プシ ョ ッ ト , A-3

W
Wake ONLAN, 338
Web レポー ト / 通知イ ン タ フ ェース

～に対するパス ワード の変更 , 458
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～へのア ク セスの制限 , 458
～を使用し た通知の構成 , 459
～を使用し たレポー ト •グループの構成, 459
～を使用し たレポー ト の作成 , 459
ア ク セス , 458
使用 , 457
制限事項 , 457

Windows
Active Directory の復元 , 380
ASR, 592
Certificate サービ スの復元 , 381
CONFIGURATION, 233
DHCP サーバのバッ ク ア ッ プ , 238
WINS サーバのバッ ク ア ッ プ , 238
WINS サーバの復元 , 383
イベン ト ・ ロ グのバッ ク ア ッ プ , 242
イベン ト ・ ロ グの復元 , 382
拡張自動障害復旧、 ク ラ イ アン ト , 572
管理者 , 144
共有デ ィ ス ク のバッ ク ア ッ プ , 246
共有デ ィ ス ク の復元 , 376
サービ スのバッ ク ア ッ プ , 239
サービ スの復元 , 380
システム状態のバッ ク ア ッ プ , 235
システム状態の復元 , 378
手動によ る障害復旧、 Cell Manager, 558
障害復旧の ト ラブルシューテ ィ ング , 634
実行前 / 実行後コマン ド , 321
自動システム復旧セ ッ ト , 596
通常のフ ァ イルの復元 , 372, 376
デ ィ ス ク ・デ リ バ リ ーによ る障害復旧、 ク ラ

イ アン ト , 568
デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元 (raw デ ィ ス ク ),

368
デ ィ レ ク ト リ 接続 , 229, 231
半自動障害復旧 , 558
半自動障害復旧、 ク ラ イ アン ト , 558
バッ ク ア ッ プ , 227
フ ァ イルシステムのバッ ク ア ッ プ , 227

ユーザー ・ プ ロ フ ァ イ ルのバ ッ ク ア ッ プ ,
242

ユーザー ・ プロ フ ァ イルの復元 , 382
レジス ト リ のバッ ク ア ッ プ , 237
レジス ト リ の復元 , 379
ロ グ イ ン , 144
ワ ンボタ ン障害復旧 , 583
ワ ンボタ ン障害復旧、 Cell Manager, 583

Windows TCP/IP サービ ス
復元 , 383

Windows アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グ , 812
Windows の CONFIGURATION

復元 , 376
WINS サーバ

CONFIGURATION, 234
バッ ク ア ッ プ , 238
復元 , 383

X
XCopy エンジン , 49, 265

あ
アーカ イブ属性を使用し ない

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 312
アーキテ クチャ

IDB, 490
ア ク セス

Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース , 458
Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース、 制限 , 458
イベン ト • ロ グ機能 , 461
通知機能への～ , 445
モニター機能への～ , 409
レポー ト 機能への～ , 417

ア ク セス権
Data Protector ユーザー向けの～ , 137

ア ク セス時刻属性を保存し ない
オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 312

ア ク セス方法
SNMP ト ラ ッ プ , 808
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SNMP ト ラ ッ プの形式 , 810
Windows アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グ , 812
一般イベン ト ID, 810
エン タープラ イ ズ ・ イベン ト ID, 810
グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース

(GUI), 811
システム / 管理アプ リ ケーシ ョ ン , 808
特定イベン ト ID, 810
変数 , 810
ロ グ ・ フ ァ イル , 811

ア ッ プグレード の ト ラブルシューテ ィ ング
MoM Manager, 736

あて先
他の ク ラ イ アン ト にフ ァ イ ルを復元する ,

397
アプ リ ケーシ ョ ン

ク ラ ス ター対応 , 772
システム / 管理 , 808

い
一時デ ィ レ ク ト リ が見つから ない , 748
一次ノ ード , 771
一般イベン ト ID, 810
移動

IDB, 522
MoM 環境でのラ イセン ス , 480
使用中のフ ァ イル , 392
セル間でのク ラ イ アン ト の～ , 483
フ リ ー・プールを使用する場合の メデ ィ アの

～ , 181
別のプールへの メ デ ィ アの～ , 181
メ デ ィ アのコ ピー , 357
ユーザー , 146

イベン ト ・ ロ グ , 407, 461
GUI によ る イベン ト ・ ロ グへの～ , 461
Windows のバッ ク ア ッ プ , 242
Windows の復元 , 382
～機能へのア ク セス , 461
イベン ト ・ ロ グの メ ッ セージ , 462

バッ ク ア ッ プ , 243
イベン ト ・ ロ グ ・ ビ ューア

表示内容の削除 , 461
イベン ト ・ ロ グによ る送信、 通知 , 456
イベン ト ・ ロ グの メ ッ セージ , 462
イベン ト の発生時に ト リ ガ される通知 , 445

[ 警告 ], 449
イ メージ ・ オブジェ ク ト , 225, 250
イ ンス ト ール

ARM 統合ソ フ ト ウ ェ ア , 805
Cell Manager、ト ラ ブルシューテ ィ ング , 741
MC/ServiceGuard 上の Cell Manager, 785
Microsoft Cluster Server上のCell Manager, 774
Veritas Cluster 上の ク ラ イ アン ト , 799, 801
ク ラ イ ア ン ト 、 ト ラ ブルシ ューテ ィ ング ,

740
ク ラ ス ター対応ク ラ イ アン ト 、 MC/SG, 795
ク ラ ス ター対応ク ラ イ アン ト 、 MSCS, 774
チェ ッ ク , 761
デフ ォル ト のユーザー , 144

イ ンポー ト
カ タ ロ グ、 図 , 171
セル、 MoM, 468, 482
単一 メデ ィ アのマガジン ・ デバイ スへの～ ,

172
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ  デバイ ス , 125
フ ァ イル ・ デポ , 125
マガジン、 図 , 172
メデ ィ アからのカ タ ロ グ , 手順 , 171
メデ ィ アからのカ タ ロ グの～ , 170

う
ウ ィ ザード

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 119
上書きオプシ ョ ン , 393, 394

え
エク スポー ト

フ ァ イル ・ デポ , 126
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フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 126
Data Protector からの メ デ ィ アの～ , 182
セル , 482
メ デ ィ ア、 手順 , 182
メ デ ィ アのコ ピー , 357

エン コード
変更、 GUI, 725

エン タープラ イ ズ ・ イベン ト ID, 810

お
オー ト ローダ

構成 , 26
オブジェ ク ト

実行前 / 実行後コマン ド , 332
復元オプシ ョ ン , 391

オブジェ ク ト ID, 230
オブジェ ク ト ・ オプシ ョ ン , 306
オブジェ ク ト コ ピー , 344

オプシ ョ ン , 350
完了ステータ ス , 351
作業 , 351
ト ラブルシューテ ィ ング , 738
メ デ ィ ア ・ セ ッ ト の選択 , 350

オブジェ ク ト • コ ピーの構成 , 347
オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン

設定 , 308
オブジェ ク ト のコ ピー , 344

他の種類の メ デ ィ アへの移行のため , 353
デ ィ ス ク ・ ステージングのため , 353
復元チェーンの統合のため , 352
ボールテ ィ ング目的での , 351
メ デ ィ ア解放のため , 352
メ デ ィ アの非マルチプレ ッ ク ス化のため ,

352
オブジェ ク ト ミ ラー , 354
オブジェ ク ト を ミ ラー化する , 354
オプシ ョ ン

omnirc, 647
グ ローバル , 645

バッ ク ア ッ プ , 290
バッ ク ア ッ プ仕様 , 302
バッ ク ア ッ プ仕様拡張－ク ラ ス ター化 , 778
復元 , 391

オ リ ジナル • システム , 547
オン ラ イ ン ・ ヘルプ , 12

ト ラブルシューテ ィ ング , 755

か
開始日を変更する

バッ ク ア ッ プ ・ ス ケジュールの編集 , 273
書き込み禁止 メデ ィ アの検出 , 204
拡張オプシ ョ ン

設定、 ロ ッ ク名の定義、 図 , 64
拡張障害復旧

準備、 Windows ク ラ イ アン ト , 575, 586
制限事項、Windows ク ラ イ アン ト , 575, 586
手順、 Windows ク ラ イ アン ト , 580
ト ラブルシューテ ィ ング、 Windows, 639
復旧対象のパーテ ィ シ ョ ン , 572

拡張自動障害復旧
DR OS イ メ ージフ ァ イル , 572
DR イ メ ージ , 576
障害復旧 CD, 579
障害復旧 CD ISO イ メ ージ , 572, 579
フ ェーズ 1 開始フ ァ イル (P1S), 578

拡張自動障害復旧、 ク ラ イ アン ト , 572
カス タマイ ズ

GUI の言語設定 , 652
通知 , 445
メデ ィ アに関する情報 , 206
レポー ト , 418

仮想サーバ , 771
カ タ ロ グ

バッ ク ア ッ プ , 295
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 126

カ タ ロ グ ・ データベース , 491
カ タ ロ グのイ ンポー ト

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 126
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カ タ ロ グ保護 , 295, 495
オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 311

可能にする
バーコード ・ リ ーダーのサポー ト 、 図 , 94
バーコード のサポー ト , 93

間接ラ イブラ リ ・ ア ク セス , 57
管理

IDB, 489
失敗し たバッ ク ア ッ プの～ , 335

外部ス ク リ プ ト によ る送信
通知 , 455
レポー ト , 436

概要
CMMDB, 471
IDB, 489
Manager-of-Managers, 465
omnirc オプシ ョ ン , 647
SAN の構成 , 58
グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 645
システム / 管理アプ リ ケーシ ョ ン , 808
障害復旧 , 547
デ ィ ス クデバイ ス , 111
フ ァ イ アウ ォール環境 , 657
レポー ト の種類 , 419

き
期限切れ

メ デ ィ ア , 156
起動

GUI、 UNIX, 8
GUI、 Windows, 7
Windows 上のサービ ス、 問題 , 710
失敗し たバッ ク ア ッ プの～ , 339
通知のチェ ッ ク , 761
定期的バッ ク ア ッ プ , 271
デーモン , 712
デーモン、 問題 , 712
無人バッ ク ア ッ プ , 271
ユーザー ・ イ ン タ フ ェース、 問題 , 742

レポー ト , 417
休日、 バッ ク ア ッ プを省略する , 273
競合

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 118
共有デ ィ ス ク

MC/ServiceGuard のバッ ク ア ッ プ , 798
Microsoft Cluster Server のバッ ク ア ッ プ , 776
Novell NetWare のバッ ク ア ッ プ , 802
Veritas Cluster のバ ッ ク ア ッ プ , 800
Windows のバッ ク ア ッ プ , 246
復元 , 376

共有デバイ ス
SAN 内 , 54

く
ク ラ イ アン ト

MC/ServiceGuard, 795
Microsoft Cluster Server, 774
セル間での～の移動 , 483
デ ィ ス ク・デ リ バ リ ーによ る障害復旧、UNIX

ク ラ イ アン ト , 626
半自動障害復旧、 Windows, 558
ワ ンボタ ン障害復旧、 Window, 583

ク ラ イ アン ト がセルの メ ンバーでない
ト ラブルシューテ ィ ング , 708

ク ラ ス ター
MC/ServiceGuard, 769, 784
Microsoft Cluster Server, 769, 773
Data Protector のフ ェ イルオーバー , 777
Novell NetWare Cluster サービ ス , 801
omniclus コマン ド , 780
Veritas Cluster, 769
～以外のアプ リ ケーシ ョ ンのフ ェ イ ルオー

バー , 779
一次 ノード , 771
仮想サーバ , 771
概念 , 769
グループ (MSCS), 771
障害の発生し たセ ッ シ ョ ンの～自動再開 ,
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777
実行中のすべてのセ ッ シ ョ ンの中止 , 779
実行中のセ ッ シ ョ ンの中止、ID の使用 , 780
実行中のセ ッ シ ョ ンの中止、 経過時間 , 781
ス イ ッチオーバー , 771
二次ノ ード , 771
ハー ト ビー ト , 771
バッ ク ア ッ プ , 775, 797
バッ ク ア ッ プ仕様拡張オプシ ョ ン , 778
バッ ク ア ッ プセ ッ シ ョ ンを無効にする , 782
バッ ク ア ッ プの管理 , 777
パッ ケージ (MC/SG、 Veritas Cluster), 771
フ ェ イルオーバー , 771

ク ラ ス ター対応アプ リ ケーシ ョ ン , 772
ク ラ ス ター対応バッ ク ア ッ プ , 777
ク ラ ス ターのハー ト ビー ト , 771
ク リ ア し たスケジュールを元に戻す

バッ ク ア ッ プ ・ スケジュールの編集 , 273
ク リ ーニング

テープ , 87
ド ラ イブ , 87

繰 り 返しバッ ク ア ッ プ
構成 , 272

ク リ テ ィ カル ・ ボ リ ューム , 548
グ ラ フ ィ カル・ユーザー・ イ ン タ フ ェース (GUI),
7

Microsoft 管理コ ン ソール , 13
Scoping ペイ ン , 10
ア ク セス方法 , 811
エン コード の変更 , 725
オン ラ イ ン ・ ヘルプ , 12
起動、 UNIX, 8
起動、 Windows, 7
結果エ リ ア , 10
結果タブ , 11
言語設定のカ ス タマイ ズ , 652
コ ンテキ ス ト ・ リ ス ト , 9
実行に関する問題 , 746
ト ラブルシューテ ィ ング , 701, 742

ナビゲーシ ョ ン ・ タブ , 11
グループ (MSCS), 771
グ ローバル ・ オプシ ョ ン

概要 , 645
使用法 , 645
変数 , 645

グ ローバル ・ オプシ ョ ン ・ フ ァ イル , 645

け
[ 警告 ] 通知 , 449
結果エ リ ア , 10
結果タブ , 11
権限、 ユーザー ・ グループ , 147
検証

ス タ ッ カー ・ デバイ ス , 33
メデ ィ ア上のデータ , 186

[ 健全性チェ ッ クの失敗 ] 通知 , 451

こ
向上

デバイ ス性能 , 106
構成

ADIC/GRAU DAS ラ イブラ リ , 35
Cell Manager、 MC/ServiceGuard, 785
Cell Manager パッ ケージ、 MC/ServiceGuard,

791
CMMDB, 473
DSI 統合 , 803
IDB, 494
libtab フ ァ イルの～、 手動 , 66
Manager-of-Managers, 466
ManageX の統合 , 807
MoM Manager での CMMDB, 474
MoM でのユーザーの～ , 484
SAN での MC/SG と の統合 , 69
SAN 内のラ イブラ リ 、 自動 , 72
SCSI ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 26
SNMP ト ラ ッ プ、 Windows, 435, 454
StorageTek ACS ラ イブラ リ , 35
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Web 通知 , 457
Web ユーザーのパス ワード , 458
Web レポー ト , 457
ク ラ イ アン ト ・ セルでの CMMDB, 475
ク ラ ス ター内でのラ イブラ リ ・ロボテ ィ ク ス

の～ , 62
ク ラ ス ター対応ク ラ イ アン ト 、 MC/SG, 795
ク ラ ス ター対応ク ラ イ アン ト 、 MSCS, 774
ク リ ーニング ・ テープ用ス ロ ッ ト , 89
拘束ド ラ イブ , 69
拘束ド ラ イブ、 表 , 69
混合 メ デ ィ ア用ラ イブラ リ , 44
新規のMicrosoft Exchange プロ フ ァ イル , 453
自動、 SAN 内のラ イブラ リ , 72
自動、 デバイ ス , 60
ス タ ッ カー ・ デバイ ス , 33
ス タ ッ カー ・ デバイ ス、 例 , 33
ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス , 23
ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス , B-7
セ ッ シ ョ ン ・ フ ロー ・ レポー ト 、 CLI を使用

し た、 例 , 443
ダ イ レ ク ト •バッ ク ア ッ プ用のバッ ク ア ッ プ

• デバイ ス , 48
通知 , 445, 456
通知、 Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース を使

用し た , 459
デ ィ ス クベースのデバイ ス , 109
デバイ ス、 自動 , 60
デバイ ス ・ ス ト リ ー ミ ング , 101
デバイ ス ・ チェーン , 24
デバイ ス ・ フ ロー ・ レポー ト 、 CLI を使用し

た、 例 , 444
デバイ スの～、 手動 , 63
ド ラ イブ , 63, 69
ド ラ イブ、 ラ イブラ リ , 29
ド ラ イブの自動ク リ ーニング , 89
バーコード のサポー ト , 93
バッ ク ア ッ プ , 210
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス , 17

非拘束ド ラ イブ , 69
非拘束ド ラ イブ、 表 , 69
フ ァ イ ア ウ ォール環境 , 657
フ ァ イル ジューク ボ ッ ク ス  デバイ ス , B-7
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 117
複数システムによ る ラ イブラ リ , 29
複数の ド ラ イ ブに対する 複数の メ デ ィ ア ・

プールの～ , 53
物理デバイ スへの複数のパス , 45
ボール ト , 200
マガジン ・ デバイ ス , 31
メデ ィ ア ・ プール , 157
メデ ィ ア統計レポー ト 、 CLI を使用し た、 例

, 443
ユーサー権限の～ , 137
ユーザー権限 , 137
ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 26, 27
ラ イブラ リ ・ ロボテ ィ ク スの～、 手動 , 62
レポー ト , 438
レポー ト ・ グループ , 438
レポー ト ・ グループ、 Web レポー ト ・ イ ン

タ フ ェース を使用し た , 459
構成に関する レポー ト , 422
拘束ド ラ イブ

構成 , 69
コード化

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 312
個々のオブジェ ク ト , 290
コ ピー

Web サーバへの Data Protector Java プロ グ ラ
ムの～ , 458

メデ ィ ア , 356
メデ ィ ア、 自動 , 358

個別レポー ト 、 実行、 GUI を使用し た～ , 441
コマン ド

omnidlc, 680, 691
omnidlc、 概要 , 691
omnidlc、 構文 , 693
omnidlc、 制限事項 , 692
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omnidlc、 例 , 696
実行前 / 実行後 , 320
実行前 / 実行後、 UNIX, 328
実行前 / 実行後、 Windows, 321
実行前 / 実行後コマン ド , A-21

コマン ド行イ ン タ フ ェース (CLI), 11
コ ンテキ ス ト ・ リ ス ト , 9

さ
サーバレ ス統合バイナ リ ・ フ ァ イル , 492
サービ ス

ト ラブルシューテ ィ ング , 710
起動時の問題 , 710

再解析ポイ ン ト , 229, 231
再起動

失敗し たバッ ク ア ッ プの～ , 339, 413
障害の発生し たセ ッ シ ョ ン , 777
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス , 95

再試行回数
オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 313

新フ ァ イルを保存 , 394
サイ ズ

フ ァ イル ・ デポ , 115
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 117

サイ ズの縮小
IDB サイ ズ , 514
IDB サイ ズの増加 , 513

索引 , 706
削除

IDB フ ァ イル名 , 517
SAN 内の ド ラ イブ、sanconf コマン ド によ

る , 82
VOLSER, 203
イベン ト ・ ロ グ ・ ビ ューアの表示内容 , 461
ス ロ ッ ト , 203
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス , 97
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 131
ユーザー , 144
ユーザー ・ グループ , 142

削除済みフ ァ イルを除外 , 391
作成

ス タ ン ド アロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス , B-4
整合性 と関連性を兼ね備えたバッ ク ア ッ プ ,

552
バッ ク ア ッ プ仕様 , 212, 628
バッ ク ア ッ プ仕様、 例 , 213
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 117
フ ァ イル ジューク ボ ッ ク ス  デバイ ス , B-4
フ ァ イル ・ デポ , 114
補助デ ィ ス ク , 628
レポー ト 、omnirpt コマン ド を使用し た , 442
レポー ト 、 Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース

を使用し た , 459
サポー ト

omnidlc コマン ド , 680, 691
omnidlc コマン ド、 概要 , 691
omnidlc コマン ド、 構文 , 693
omnidlc コマン ド、 制限事項 , 692
omnidlc コマン ド、 例 , 696
ご連絡いただ く 前に , 680

サポー ト に送付するデータの収集 , 691

し
システム / 管理アプ リ ケーシ ョ ン

SNMP ト ラ ッ プ , 808
SNMP ト ラ ッ プの形式 , 810
Windows アプ リ ケーシ ョ ン ・ ロ グ , 812
ア ク セス方法 , 808
一般イベン ト ID, 810
概要 , 808
グ ラ フ ィ カル ・ ユーザー ・ イ ン タ フ ェース

(GUI), 811
特定イベン ト ID, 810
変数 , 810

システム ・ パーテ ィ シ ョ ン , 547
システム状態

Windows の復元 , 378
サービ ス , 234
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バッ ク ア ッ プ , 235
システム復旧データ (SRD), 553
システム復旧データ (SRD) の更新 , 553
失敗し たバッ ク ア ッ プの～

管理 , 335
チェ ッ ク , 335

指定
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの種類と名前、 図 ,

24
手動によ る障害復旧

Cell Manager、 UNIX, 632
Cell Manager、 Windows, 600
drsetup デ ィ ス ク , 561
準備、 UNIX Cell Manager, 632
制限事項、 UNIX Cell Manager, 632
手順、 UNIX Cell Manager, 632

障害 , 547
障害の発生し たセ ッ シ ョ ン

～の自動再開 , 777
障害復旧 , 551

ASR, 592
SRD の更新 , 553
～の準備 , 551
～後のロ グオン , 635
拡張自動～方法 , 572
概念 , 547
概要 , 547
自動システム復旧セ ッ ト , 596
準備 , 551
ダーテ ィ ・ フ ラ グ , 552
デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る～ , 568, 626
ト ラブルシューテ ィ ング、Windows, 634, 637
バッ ク ア ッ プ仕様の作成 , 628
フ ェーズ 0, 550
フ ェーズ 1, 550
フ ェーズ 2, 550
フ ェーズ 3, 550
プラ ンニング , 551
ワ ンボタ ン～ , 583

障害復旧オペレーテ ィ ング • システム (DR OS),
548
障害復旧の ト ラブルシューテ ィ ング

拡張障害復旧、 Windows, 639
デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ー に よ る 障害復旧、

Windows, 637
障害復旧プロセスの概要

準備 , 551
復旧 , 552
プラ ン , 551

詳細カ タ ロ グ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル , 492
シ ョ ー ト ・ レポー ト 形式 , 432
所有権

バッ ク ア ッ プ , 138, 300
バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 304
変更 , 301
ユーザー権限 , 138

使用
デ ィ ス クベースのデバイ ス , 111
omnirc オプシ ョ ン , 647
Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース , 457
グ ローバル ・ オプシ ョ ン , 645
異なる種類の メデ ィ ア • フ ォーマ ッ ト , 205
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス , 17
バッ ク ア ッ プ用 メデ ィ ア , 156
バ ッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの事前割当て リ ス

ト の使用 , 175
フ ァ イル ・ デバイ ス , 109
ラ イ ブ ラ リ 内での複数の種類の ド ラ イ ブ ,

52
使用可能にする

直接ア ク セス機構 , 65
汚れた ド ラ イブの検出 , 89

使用済み メデ ィ ア
追加 , 162

使用法ポ リ シー、 メデ ィ ア , 159
増分のみ追加可能 , 160
追加可納 , 160
追加不可能 , 160
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信頼性
メ デ ィ アの状態 , 161

時間枠内のセ ッ シ ョ ンに関する レポー ト , 428
時刻属性 , 393
事前割当て リ ス ト

デバイ スのバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 318
実行

レポー ト 、 CLI を使用し た～ , 442
レポー ト 、 GUI を使用し た～ , 441
レポー ト • グループ、CLI を使用し た～ , 442
レポー ト ・グループ、GUI を使用し た～ , 441
連続する複数のバッ ク ア ッ プ , 275

実行後
コマン ド , 320
バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 305

実行前
コマン ド , 320, 394
バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 305

実行前 / 実行後コマン ド
Windows, 321
UNIX, 328
オブジェ ク ト , 332
例 , A-21

自動
障害の発生し たセ ッ シ ョ ンの～再開 , 777

自動ア ド レ ス検出 , 70
自動オブジェ ク ト コ ピー , 349
自動システム復旧 , 592

制限事項 , 594
必要条件 , 593
復旧 , 599
ASR セ ッ ト , 596
ASR デ ィ ス ク , 597
準備 , 595

自動システム復旧セ ッ ト , 596
自動 メ デ ィ ア ・ コ ピー , 358
準備

拡張障害復旧、Windows ク ラ イ アン ト , 575,
586

手動に よ る 障害復旧、 UNIX Cell Manager,
632

障害復旧に備えた , 551
デ ィ ス ク・デ リ バ リ ーによ る障害復旧、UNIX

ク ラ イ アン ト , 626
デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ー に よ る 障害復旧、

WIndows ク ラ イ アン ト , 569
半自動障害復旧、 Windows, 559
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ スの構成 , 20
バッ ク ア ッ プ用 メデ ィ ア , 156

状態
メデ ィ ア ・ プールの～ , 191
メデ ィ ア ・ プールの～、 不良 , 192
メデ ィ アの～、 影響を与え る要素 , 191
メデ ィ アの～、 算出法の変更 , 192
メデ ィ アの～、 デバイ ス ・ エラー , 191
メデ ィ アの～、バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ アの選

択に与え る影響 , 190
メデ ィ アの～、 普通 , 192
メデ ィ アの～、プロパテ ィ • ページ、図 , 193
メデ ィ アの～、 良好 , 192
メデ ィ アの～の、 チェ ッ ク , 190

す
ス イ ッ チオーバー , 771
ス キ ャ ン

ス タ ッ カー ・ デバイ ス , 33
デバイ ス , 187
デバイ ス内の メデ ィ ア、 手順 , 188
デバイ ス内の メデ ィ ア , 187
[ バーコード のスキ ャ ン ] オプシ ョ ンを使っ

たデバイ ス内の メデ ィ アの～ , 188
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 125

スケジュール
定義済みバッ ク ア ッ プ～ , 271
ト ラブルシューテ ィ ング , 730
バッ ク ア ッ プの変更 , 273
ヒ ン ト , 275
無人バッ ク ア ッ プ , 269
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スケジ ュール ・ ポ リ シー
プラ ンニング , 270

スケジ ュールされたオブジェ ク ト コ ピー , 349
スケジ ュールされた メ デ ィ ア ・ コ ピー , 358
ス ケジ ュールに基づいた メ デ ィ アの取 り 出し ,
197

概要 , 197
指定し たデ ィ レ ク ト リ へのス ク リ プ ト の コ

ピー , A-16
必要条件 , 197
[ メ ールス ロ ッ ト がいっぱいです ] 通知 , 197
例 , A-15
レ ポー ト ・ グループの ス ケジ ュール設定 ,

A-15
レポー ト ・グループへのレポー ト の追加 と構

成 , A-15
スケジ ュールのク リ ア

バッ ク ア ッ プ ・ スケジュールの編集 , 273
スケジ ュールを無効にする

バッ ク ア ッ プ ・ スケジュールの編集 , 273
ス タ ッ カー ・ デバイ ス

構成 , 33
構成、 例 , 33
スキ ャ ン、 検証、 フ ォーマ ッ ト , 33
バッ ク ア ッ プ と復元 , 34

ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス
～のマウ ン ト 要求 , 727
構成 , 23
チェーン , 24
ト ラブルシューテ ィ ング , 727

ス タ ン ド ア ロ ン ・ フ ァ イル ・ デバイ ス , 111, B-1
構成 , B-7
作成 , B-4
ス ロ ッ ト の リ サイ クル , B-10
バッ ク ア ッ プ , B-9
復元 , B-11
保守 , B-10

ス ロ ッ ト
削除 , 203

フ ァ イル ジューク ボ ッ ク ス  デバイ スへの追
加 , B-11

ス ロ ッ ト 番号
ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 26

せ
制限事項

OpenVMS のバッ ク ア ッ プ , 263
OpenVMS の復元 , 388
拡張障害復旧、Windows ク ラ イ アン ト , 575,

586
手動に よ る 障害復旧、 UNIX Cell Manager,

632
ダ イ レ ク ト • バッ ク ア ッ プ , 266
デ ィ ス ク・デ リ バ リ ーによ る障害復旧、UNIX

ク ラ イ アン ト , 626
半自動障害復旧、 Windows, 559

性能に関する検討事項 , A-8
セグ メ ン ト ・ サイ ズ

復元速度 , 103
セ ッ シ ョ ン

一時的に無効にする、 ク ラ ス ター環境 , 782
完了し た～のモニター , 411
現在実行中の～の表示 , 409
サイ ズ・チェ ッ ク時のバッ ク ア ッ プ～の中止

, 414
失敗し た～の再開 , 777
所有権変更の権限 , 138
中止 , 414
中止、 ク ラ ス ター環境 , 779, 780, 781
ト ラブルシューテ ィ ング , 724
バッ ク ア ッ プの概念 , 4
モニター , 409

セ ッ シ ョ ン ・ フ ロー ・ レポー ト
構成、 例 , 443

セ ッ シ ョ ン ・ メ ッ セージ ・ バイナ リ ・ フ ァ イル ,
492
[ セ ッ シ ョ ンの完了 ] 通知 , 452
[ セ ッ シ ョ ンの起動 ] 通知 , 451
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セ ッ シ ョ ンの経過時間 , 781
セ ッ シ ョ ンの所有権を切 り 替え , 138
設定

Inet 用ユーザー ・ アカ ウ ン ト , 248
MoM Manager, 467
オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 308
拡張オプシ ョ ン、 ロ ッ ク名の定義、 図 , 64
デ ィ ス ク ・ イ メ ージ ・ オプシ ョ ン , 307
データ保護 , 179
同一密度 , 52
バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 221
ブロ ッ ク ・ サイ ズ , 104

切断された接続の再接続 , 305
セル

Disk Agent, 3
Media Agent, 3
Cell Manager, 3
MoM Manager の設定 , 467
イ ンポー ト , 482
イ ンポー ト 、 MoM, 468
エク スポー ト , 482
概念 , 3
ク ラ イ アン ト の移動 , 483
同時モニ ター , 416
バッ ク ア ッ プ ・ デバイ ス , 3
複数～のレポー ト , 417

選択
直接ア ク セス、 図 , 66
バッ ク ア ッ プ ・ オブジェ ク ト , 227
バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ ア , 176
バッ ク ア ッ プ用 メ デ ィ ア、 表 , 177
メ デ ィ ア , 177, 194
メ デ ィ ア、 手順 , 194

前提条件
ダ イ レ ク ト • バ ッ ク ア ッ プ , 265

そ
送信方法、 通知 , 452

SNMP, 454

イベン ト ・ ロ グ , 456
外部ス ク リ プ ト , 455
電子 メール , 452
ブロード キ ャ ス ト ・ メ ッ セージ , 453
レポー ト ・ グループによ る , 456
ロ グ ・ フ ァ イル , 454

送信方法、 レポー ト , 433
SNMP ト ラ ッ プ , 435
外部ス ク リ プ ト , 436
電子 メール , 433
ブロード キ ャ ス ト ・ メ ッ セージ , 434
ロ グ ・ フ ァ イル , 435

測定
ARM 統合での～ , 805
DSI 統合での～ , 803

疎フ ァ イル , 229, 232, 393
ソ フ ト ウ ェア圧縮

オブジェ ク ト 固有オプシ ョ ン , 315
増分 9 バッ ク ア ッ プ、 定義 , 277
増分バッ ク ア ッ プ , 213

選択 , 278
ト ラブルシューテ ィ ング , 725

増分バッ ク ア ッ プ、 定義 , 277

た
ターゲ ッ ト • システム , 547
ターゲ ッ ト ・ ホス ト 名 , 391
対話型のオブジェ ク ト コ ピー , 348
対話型バッ ク ア ッ プ、 ト ラブルシューテ ィ ング ,
731
他の種類の メデ ィ アへの移行 , 353
タブ ・ レポー ト 形式 , 432
単一セ ッ シ ョ ンに関する レポー ト , 430
ダーテ ィ ・ フ ラ グ , 552
ダ イ レ ク ト • バッ ク ア ッ プ

XCopy エンジン , 49, 265
制限事項 , 266
前提条件 , 265
バッ ク ア ッ プ • デバイ スの構成 , 48
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バッ ク ア ッ プ • デバイ スの自動検出 , 49
復元 , 267

ダ イ レ ク ト • バ ッ ク ッ プ環境
バッ ク ア ッ プ , 265

ち
チェ ッ ク

Cell Manager, 759
IDB サイ ズ , 520
IDB の整合性、 手動 , 521
TCP/IP 設定 , 706
イ ン ス ト ール , 761
失敗し たバッ ク ア ッ プ , 335
デーモンのステータ ス , 713
バッ ク ア ッ プ仕様 , 760
メ デ ィ アの状態 , 190
ロ グ ・ フ ァ イル , 761

チェ ッ ク と保守機構 , 757
中止

サ イ ズ ・ チェ ッ ク 時のバ ッ ク ア ッ プ ・ セ ッ
シ ョ ンの～ , 414

実行中のセ ッ シ ョ ン , 414
すべてのセ ッ シ ョ ン , 779
セ ッ シ ョ ン、 ID の使用 , 780
セ ッ シ ョ ン、 経過時間 , 781
ユーザー権限 , 139

直接ア ク セス機構
使用可能にする , 65
選択、 図 , 66

直接ラ イブラ リ ・ ア ク セス , 57

つ
追加

使用済み メ デ ィ ア を メ デ ィ ア ・ プールに ,
162

MoM 管理者 , 468
手動によ る VOLSER の～ , 202
使用済み メ デ ィ ア , 162
ス タ ン ド ア ロ ン ・ デバイ ス , 23

複数のレポー ト のレポー ト ・グループへの～
, 440

マガジン ・ デバイ ス , 31
未使用 メデ ィ ア , 162
未使用 メ デ ィ アを メ デ ィ ア ・ プールに～ ,

162
メデ ィ ア ・ プールに メデ ィ アを～ , 162
ユーザー , 144
ユーザー ・ グループ , 142
ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 27
レポー ト のレポー ト ・ グループへの～ , 438

通信、 ト ラブルシューテ ィ ング , 704
HOSTS フ ァ イルの名称解決に関する問題 ,

706
ク ラ イ アン ト の異常終了 , 707, 708
ホス ト 名の解決に関する問題 , 704

通信の ト ラブルシューテ ィ ング
HOSTS フ ァ イルの名称解決に関する問題 ,

706
ク ラ イ アン ト の異常終了 , 707, 708
ホス ト 名の解決に関する問題 , 704

通知 , 407
IDB, 508
Web ～の構成 , 457
～機能へのア ク セス , 445
～に関する説明 , 449
～によ る レポー ト ・グループの ト リ ガ , 440,

456
カス タマイ ズ , 445
概念 , 445
構成 , 445, 456
構成、 Web レポー ト ・ イ ン タ フ ェース を使

用し た , 459
種類 , 445
送信方法 , 452
入力パラ メータ , 445
ユーザー権限 , 137
リ ス ト , 446

通知によ る レポー ト ・ グループの ト リ ガ , 440,
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456
通知の種類 , 445

Data Protector のチェ ッ ク / 保守機能によ り ス
ケジュール設定および開始される ,
446

イベン ト の発生時に ト リ ガ される , 445

て
定期的バッ ク ア ッ プ

起動 , 271
定義

ロ ッ ク名 , 64
定義済みバッ ク ア ッ プ ・ スケジュール , 271
テープ ・ ド ラ イブ , 20
手順

デバイ スからの メ デ ィ アの取 り 出し , 196
デバイ ス内の メ デ ィ アのスキ ャ ン , 188
デバイ スの無効化 , 95
デバイ スへの メ デ ィ アの挿入 , 195
フ リ ー・プールを使用する場合の メデ ィ アの

移動 , 181
別のプールへの メ デ ィ アの移動 , 181
メ デ ィ ア ・ プールの作成 , 158
メ デ ィ アからのカ タ ロ グのイ ンポー ト , 171
メ デ ィ ア上のデータの検証 , 186
メ デ ィ アの位置変更 , 183
メ デ ィ アのイ ンポー ト , 169
メ デ ィ アのエ ク スポー ト , 182
メ デ ィ アの検索と選択 , 194
メ デ ィ アのコ ピー , 356
メ デ ィ アの説明の変更 , 185
メ デ ィ アのフ ォーマ ッ ト , 165

テス ト
ド ラ イブ ・ ク リ ーニングの構成 , 90

テンプレー ト , 280, 282
デ ィ ス ク

デ ィ ス ク ・ イ メ ージの復元 (raw デ ィ ス ク ),
368

デ ィ ス ク ・ イ メ ージ

オプシ ョ ンの設定 , 307
バッ ク ア ッ プ , 225, 250
復元 , 368

デ ィ ス ク ・ ステージング , 353
デ ィ ス ク ・ スペース

考慮事項 , 503
割 り 当て , 494, 495

デ ィ ス ク ・ デ ィ ス カバ リ
Novell NetWare のバッ ク ア ッ プ , 258
UNIX ク ラ イ アン ト のバッ ク ア ッ プ , 221
Windows ク ラ イ アン ト のバッ ク ア ッ プ , 244
使用する タ イ ミ ング , 221

デ ィ ス ク ・ デ リ バ リ ーによ る障害復旧
UNIX ク ラ イ アン ト , 626
イ ンス ト ール、 UNIX ク ラ イ アン ト , 626
ク ラ イ アン ト 、 Windows, 568
準備、 UNIX ク ラ イ アン ト , 626
準備、 Windows ク ラ イ アン ト , 569
手順、 UNIX ク ラ イ アン ト , 629
手順、 Windows ク ラ イ アン ト , 570
ト ラブルシューテ ィ ング、 Windows, 637
復旧対象のパーテ ィ シ ョ ン , 568

デ ィ ス クの数
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 117

デ ィ ス ク フル
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 116, 734

デ ィ ス クベースのデバイ ス , 111
概要 , 111
構成 , 109
使用 , 109, 111

デ ィ レ ク ト リ 構造
フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 113

デ ィ レ ク ト リ 接続 , 229, 231
データ ・ フ ァ イルが見つから ない , 747
データベース

IDB を参照
イ ンポー ト の問題 , 749
バッ ク ア ッ プの問題 , 749

データベース ・ デ ィ レ ク ト リ
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IDB デ ィ レ ク ト リ を参照
データベースの構成

IDB の構成を参照
データベースの整合性

IDB の整合性を参照
データベースの ト ラブルシューテ ィ ング。

IDB の ト ラ ブルシューテ ィ ングを参照
データ保護 , 293

設定 , 179
デーモン

～のステータ スのチェ ッ ク , 713
起動 , 712
起動時の問題 , 712
終了 , 712
ト ラブルシューテ ィ ング , 710

デーモンの終了 , 712
デバイ ス

～エラーと メ デ ィ アの状態 , 191
～からの メ デ ィ アの取 り 出し , 196
～への メ デ ィ アの挿入 , 195
オープンに関する問題、ト ラブルシューテ ィ

ング , 717
構成の権限 , 137
スキ ャ ン , 187
ト ラブルシューテ ィ ング , 716

デバイ ス、 自動構成 , 60
デバイ ス ・ エ ラー ・ レポー ト , 439
デバイ ス ・ フ ロー ・ レポー ト

構成、 例 , 444
デバイ スからの メ デ ィ アの取 り 出し , 196

手順 , 196
メ デ ィ アの一括取 り 出し , 196
スケジュールに基づいた取 り 出し , 197

デバイ ス性能の調整 , 106
デバイ スの自動構成、 SAN, 60
デバイ スの ト ラブルシューテ ィ ング

サポー ト されていない SCSI HBA/FC HBA の
使用、 Windows, 717

シ リ アル番号に関する問題 , 722

自動ラ イブラ リ 構成の失敗 , 718
デバイ スのオープンに関する問題 , 717
ハード ウ ェア関連の問題 , 723

デバイ スのバッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ン , 318
[ デバイ ス ] 表示

フ ァ イル ・ ラ イブラ リ ・ デバイ ス , 116, 123
デバイ ス フ ァ イル , 20
デバッ グ

CRS デバッ グ、 MC/ServiceGuard 環境 , 690
CRS デバッ グ、 MS ク ラ ス ター環境 , 689
CRS デバッ グ、 Windows, 689
INET デバッ グ、 Unix, 688
INET デバッ グ、 Windows, 688
CRS デバッ グ、 UNIX, 689
デバッ グ構文 , 686
ト ラブルシューテ ィ ング , 684
ト レース ・ フ ァ イル名 , 687
例 , 698

デバッ グ構文 , 686
デフ ォル ト のオブジェ ク ト ・ オプシ ョ ン , 290
電子 メールによ る送信

通知 , 452
通知、 Microsoft Exchange プロ フ ァ イルの新

規作成 , 453
レポー ト , 433

と
統計情報の表示 , 392
統合ソ フ ト ウ ェア

MC/ServiceGuard, 784
Microsoft Cluster Server, 773
ARM, 805
Cluster Server, 769
Data Source, 803
ManageX, 807
Novell NetWare Cluster サービ ス , 801
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